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格接辞の付された形式から見るモンゴル語の「形容詞」の名詞的用法 

The nominal use of Mongolian ‘adjectives’ with any case suffixes 
 

山田 洋平 

Yohei Yamada  
 

東京外国語大学言語社会教育センター 
Tokyo University of Foreign Studies 

 
 
要旨：モンゴル語の形容詞と呼ばれる語群には名詞的な用法があり，格接辞を付すことが可能であるこ

とが知られている．そこで本研究では，実際に形容詞と呼ばれうる語の名詞的な用法がどのような頻度

で用いられるか，格接辞の付された形式を調査することで検証した．具体的にはコーパスを用いて格接

辞が付された「形容詞」の使用される例を検索し，「形容詞」に格接辞が付された形式がどのような場

合に用いられるのか整理し，意味グループごとに名詞として使われやすい「形容詞」を明らかにした． 
 
 
Abstract: In Mongolian, the group of words known as adjectives is generally considered to be used as nouns in 
sentences. Therefore, using corpus analysis, we investigated the frequency with which words classified as adjectives 
are used nominally in Mongolian. Specifically, we examined instances of “adjectives” with noun case markers, 
exploring the common patterns in which “adjectives” are used as nouns and identifying semantic groups in which 
“adjectives” are more frequently employed as nouns. 
 
 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000367 
キーワード： モンゴル語，コーパス，形容詞，格接辞，名詞的用法 
Keywords: Mongolian, Corpus, adjectives, case marker, nominal use 
 
 
1. はじめに 

 モンゴル語1のいわゆる形容詞と呼ばれる語群は，名詞の下位分類とされたり，名詞と隣接する語類

であるとされたり，いずれにせよ名詞に近いものであると見做されている．その根拠はモンゴル語の形

容詞が格接辞をとることができるなど名詞と形態的に区別しがたいというところにある．本稿では両品

詞を区別する特徴が格接辞のとりかたの違いに出るのではないかと仮定して調査を行なうものである． 
本稿ではとくに山田 (2022, 2023a,b) や本稿で調査対象とする“形容詞”の候補となる語群について指す

場合は鍵括弧つきで「形容詞」と示し，より一般的な意味で用いる鍵括弧無しの形容詞と区別する． 
 
 
 

                                                        
1 モンゴル語はモンゴル国や中国内モンゴル自治区などに分布する膠着型・接尾辞型の形態論を有する 
言語である．本稿ではコーパスの都合上モンゴル国で使用される書き言葉を対象として調査を行った．

モンゴル語の例を提示する際には，新モンゴル語正書法による綴りをラテン文字に転写してこれを示す． 
転写の対応は以下の通り．(右がラテン文字) а:a, б:b, в:w, г:g, д:d, е:yö/ye, ё:yo, ж:ǰ, з:z, и:i, й:j, к:k, л:l, м:m, 
н:n, о:o, ө:ö, п:p, р:r, с:s, т:t, у:u, ү:ü, ф:f, х:x, ц:c, ч:č, ш:š, ь:’, ы:y, ъ:’’, э:e, ю:yu/yü, я:ya. また接辞の代表形と

してラテン文字の大文字 (A, U, Y) を使用している場合，音韻的な条件により複数の異形態を以て実現

することを意味する (A : a, o, e, ö. U: u, ü. Y: y, ij)． 

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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山田 (2022, 2023a) はこうしたモンゴル語の「形容詞」特有の，形容詞らしい特徴を見出すことによっ

てこれを定義できないかという試みであった．他方，形容詞の名詞的な性質については，従来十分に検

討されてきていない．本稿では山田 (2022, 2023a) に倣いコーパスを用いてモンゴル語の「形容詞」に格

接辞が付された語形の出現頻度を数え上げ，これによってモンゴル語の「形容詞」の名詞的に機能する

性質について記述するものである．  
 本稿では以下 2. において先行研究の記述を概観した上で，問題点を指摘する．3. でこれを解決する

ための調査方法を提示し，4. で調査の結果を示し，分析する．5. でまとめと今後の課題について示す． 
 
2. 先行研究 

2.1. モンゴル語の形容詞の名詞的な性質 
 モンゴル語の形容詞の性質を名詞との異同という点から論じた研究として 山越 (2000) がある．山越 
(2000) はモンゴル語の形容詞が品詞分類において名詞とどのように区別されるのか、先行記述を概観し

ている．その上で，両者の区別は，意味的な特徴からも妥当であると分析している． 
 山越 (2000: 100) は「「形容詞」の「名詞」的用法」として，次のような例を挙げている (例文のラテ

ン文字転写と形態素分析，グロス，強調のための下線は筆者による．和訳は原典に依った)． 
 
(1) ǰiǰig-ijg=n’        aw-ø. 

小さい-ACC=3SG.POSS 取る-IMP 
「小さいほうを取れ．」(山越 2000: 100) 

(2) ter   gancaaraa  baj-gaa   büdüün=čin’    bodon  šiwdee. 

その 独りで  いる-IPFV 太い=2SG.POSS  猪  ようだ 
「そこにいる太ったのは猪らしい．」(山越 2000: 100) 

 
 (1) では「小さい」という意味の語 ǰiǰig「小さい」が対格接辞 -ijg と所属を表す =n’ を伴い，目的語と

して機能している．(2) では「太い」という意味の語 büdüün「太い」が「そこにいる」という節の被修

飾語となり，所属を表す =čin’ を伴い，「猪 (である)」という名詞述語に対する主語になっている． 
筆者収集による次の例 (3) では ǰiǰig「小さい」と büdüün「太い」が名詞修飾語として用いられている．

「太い」という意味の語 büdüün が awgaj「おばさん」を，「小さい」という意味の語 ǰiǰig が ojms「靴

下」(あるいは「子ども」) を修飾している．おそらくこうした名詞を修飾しているのがこれらの語の典

型的な用法であり，それゆえにこれらの語が形容詞と見做されるものと思われる．(1)(2) ではこれらの

語が，派生接辞などを付さない (3) における出現形と同形のままで典型的な名詞同様の屈折をしている． 
  

(3) ter   xoyor-yn egc    urd-aas  xar-ǰ     suu-gaa   büdüün  yagaan   awgaj    nogoon

その ２-GEN 真直ぐ 前-ABL 向かう-SIM 座る-IPFV 太い  ピンクの 中年女性 緑の 
nooson  uts-aar  ǰiǰig    xüüxd-ijn    ojms  nex-eǰ    xaragd-ana. 

羊毛の 糸-INS  小さい 子ども-GEN 靴下 編む-SIM 見える-NPST 
「その二人の真後ろに向かって座っている太ったピンクのおばさんが、緑色の毛糸で小さな子どもの

靴下を編んでいるのが見える」(Mongolian National Corpus2) 

                                                        
2 収録語数 1,160,000 からなるモンゴル語のウェブコーパス．収録されているデータは文学作品を収集し

たもののようだが，内容についての詳細は不明．自動で付されたとみられる文法情報のアノテーション

やロシア語訳もある．http://web-corpora.net/MongolianCorpus/search/index.php?interface_language=en 
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 山越 (2000) は従来のモンゴル語研究において，立場の違いこそあれ結局は語類として名詞と形容詞

の区別がされていることを指摘した上で，こうした区別は妥当であると論じている．その根拠として山

越 (2000: 101) は，言語一般に形容詞が「単一の属性」(a single property) を指示するものであり，名詞が

「カテゴリー化」を表すものであるという Wierzbicka (1988: 468, 472) の説を取り上げ、次のように論じ

る．すなわち，形容詞が強意の副詞によって限定されうることは形容詞の「単一の属性」を指示すると

いう特徴から説明される．また形容詞が名詞として用いられる場合の ①所属人称が付されることが多

いこと，②対義語同士を組み合わせた複合構造を取ることがあること，③ [N-GEN A] / [N A-PROP] とい

う構造をとり「(名詞) の一部分」という意味を表すことがあること，といった特徴は形容詞が「カテゴ

リー化」したものであると説明している．上記の諸特徴こそが形容詞を名詞と分かつ「単一の属性」

「カテゴリー化」の裏付けになっている，というのである． 
 山越 (2000) による上記の説明は，すなわち「単一の属性」を指示する形容詞が名詞として用いられ

るためには，何らかの「カテゴリー化」の操作を要するということを示したものであると言える．これ

に対して，形容詞に格接辞を付すこと (あるいは，名詞として用いられること) は，単に形容詞による

被修飾語が省略されたものであるとの説明をする先行研究もある．例えば清格尔泰 (1991: 188) は「形

容詞はときにその修飾するところの物事に取って代わることも可能である．」とし，Kullmann and 
Tserenpil (2015: 213) は「モンゴル語の形容詞は (被修飾) 名詞が脱落して名詞のように用いられる場合以

外に屈折することはない」と説明している． 
 
2.2. 先行研究のまとめと問題点 
 山越 (2000) は形容詞と名詞を，両者が通言語的に有し得そうな意味的な特徴からも区別できること

を示した．形容詞が名詞として用いられるとき、その形容詞は「カテゴリー化」していると説明してい

る．他方、清格尔泰 (1991), Kullmann and Tserenpil (2015) のように形容詞が名詞として用いられるのは，

形容詞が典型的に持つ被修飾語名詞に取って代わられた場合であると見る向きもある． 
 いずれの先行研究においてもモンゴル語の形容詞が格接辞を付して名詞的に扱われうることは明らか

であり，ではなぜモンゴル語の「形容詞」は名詞的に扱われるのか，というところが論点になっている．

しかしそこでは，具体的にどの語が形容詞に該当し3，あるいは形容詞であると見なすべきか議論を要

するかについて示されていない．モンゴル語の形容詞と名詞は常に明確に区別されるものではなく，両

者の間には形容詞らしさと名詞らしさの程度の段階的な違いがあるのではないかと考える．それぞれの

語について，格接辞が付されて用いられる頻度も一様ではないのではないかと思われるが，こうした点

について先行研究では言及が無い．  
 
3. 調査 

3.1. 目的 
 モンゴル語における形容詞と呼ばれる語が，それぞれどれほど名詞的であるのかを格接辞の現れとい

う観点から検討する． 
将来的に本研究は，モンゴル語の形容詞とは何かという品詞論的な検討を統語や意味など複数のレベ

ルから行っていくという展望がある．しかし本研究ではあくまで「格接辞を付しうる」という形態的な

特徴について実態の調査を行うものである．山田 (2022, 2023a) などで示唆されているように，純粋に形

                                                        
3 典型的な形容詞の候補となる語の例示は 清格尔泰 (1991), Kullmann and Tserenpil (2015) いずれにも見ら

れるが，形容詞と非形容詞の境界線にあるような語，形容詞なのか判断に迷う語などが提示されない以

上は，開いたクラスを成す形容詞の範囲を規定することにならないと考える． 
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態的な根拠のみから「形容詞」を議論することは難しい．「形容詞」がどのような語を修飾するのか 
(部分的に Yamada 2023, 山田 2023b で検討)，どのような語に修飾されるのか，どのような語を支配する

のか，あるいはさまざまな述語の主要部としてどのように使用されるのか，などの検証が必要であるが，

いずれも今後の課題とする．本稿では「形容詞」が有する名詞的な性質を，格接辞が名詞と同程度に付

されるのか否かを問うことで考察するに留める4． 
 
3.2. 調査方法 
 個々の形容詞が名詞として用いられる頻度を明らかにするために，形容詞が文中で格接辞を伴って現

れる頻度を調査する．典型的な名詞が格接辞を伴って現れる頻度と比較し，形容詞と名詞の用いられ方

の違いを示す．具体的には，形容詞は格接辞を付さない形式で名詞修飾語として用いられる用法が多い

分5，名詞よりは格接辞が付される頻度が低くなると予想される．また付されうる格接辞の種類に名詞

との間で違いが現れるのかも観察する．  
 調査に際しては，Leipzig Corpora Collection (ライプツィヒ・コーパス) で公開されているモンゴル語コ

ーパスのうち，2011 年のオンラインのニュース記事を収集した newscrawl_2011 を用いる．収録語数は 
5,241,858 で，ライプツィヒ・コーパスの中では最大規模のモンゴル語コーパスである．同コーパスサ

イトに用意されている検索システムは単語の検索のみ可能で、途中にスペースを含む複数の語の並びや，

正規表現などを用いて語の一部を検索するということがサポートされていないという欠点がある．しか

しここでは，山田 (2022, 2023a) の調査に合わせる形でこのコーパスを主に用いることとした6．この他，

補足的に Sketch Engine 上で公開されている mnWaC16 というコーパスも必要に応じて用いる．こちらは

オンラインニュース記事と Wikipedia の記事を収録したコーパスで，収録語数は 6,104,565，ワードリス

ト (Wordlist) 作成機能などが備わっている．ワードリスト作成機能を用いると，コーパス全体の出現形

やある特定の語形の語を出現頻度の高い順に列挙したリストが作成される．これを利用して，3.3 で示

す調査語彙の追加，4.2 で示す比較対照のための語彙の選定を行う． 
 次節で示す調査語彙それぞれにつき，格接辞を付した形式を 1 つ 1 つライプツィヒ・コーパスの検索

窓に入力して検索し，検出数を記録していく．モンゴル語の格接辞は次に示す 6 種類を調査対象とした． 
 
                                                        
4 本稿では単独の「形容詞」と形容詞句・形容詞節の間の線引きもしていない．モンゴル語では主語や

必須項が必ずしも文中に現れるとは限らず，これらに一致する所属人称のカテゴリーも必須のものでは

ない．こうした点で語・句・節の境目は設定しがたく，現時点で筆者はこれらを区別するアイディアを

有さない．本稿で対象とする「形容詞」の中には durtaj「～は…が好きだ」や bayan「～は…が豊か

だ」などのように項を 2 つとるものもあり，こうした項を従えた語も一緒くたに「形容詞」として扱っ

ている (そもそも項をとるとは何かも決め難い)．単独で修飾語などとして用いられている形容詞も全て

形容詞節であると見る見方もありうるが，ひとまず本稿では当該の節が有する連体修飾節や名詞節とし

ての機能を決定づけるのはその主要部たる述語形容詞の性質によるものであると考え，語・句・節の区

別をしなくても本稿における調査に影響を与えるものではないと考える． 
5 格接辞などの屈折接辞の付されない裸の名詞は，文中では次のような機能のいずれかを担う．すなわ

ち主語，他動詞の目的語 (基本的に不定の名詞句で動詞の直前位置に限られる), 名詞述語，並列される

名詞句の最後部位置以外の要素，複合語の最後部位置以外の要素 (「隠れた n」と呼ばれる語彙的に条

件づけられた交替語幹形を有さない場合．この交換語幹形をも裸の名詞であると見做すこともありう

る)，呼びかけなどの独立成分，その他，一部の場所や時間を表す副詞的成分，などである．形容詞の

場合はこれに加え裸の形で修飾語としての機能を持ちうる． 
6 このコーパスはレジスターの均衡が取れたコーパスとは言えず，モンゴル語書き言葉の総体を代表す

るものとは言えない．ただしこの状況はウェブ上で公開されている他のモンゴル語コーパスでも事情は

同じである．(オンラインの) 新聞記事の文体が本研究における形容詞の現れにどのように影響するのか

は不明であり，今後解明していかなければならない課題である． 
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(4) モンゴル語の格接辞 
属格 「～の」  -Yn, -Y, -n 
奪格 「～から」 -AAs 
与位格「～に，で」-d 
対格 「～を」  -Yg, -g 
造格 「～で」  -AAr 
共同格「～と」  -tAj 

 
 モンゴル語の格に関する考え方としてゼロ形式の主格を立てる考え方もありうる．こうした主格形の

形容詞が，文中において例えば主語として機能するケースについても，形容詞の名詞らしさを調査した

いという目的からしてもちろん研究対象とすべきであるが，少なくともコーパス検索によって区別しう

る形式上の問題から今回は調査対象からはずした7． 
 その他，方向格 =RUU などのように綴り上分かち書きされることの多い要素については，コーパス

の制約上調査対象から除外した． 
 上記 (4) の形式に加え格接辞の後ろに再帰所属接辞 -AA が付された形式も検索した．しかし今回はこ

の再帰所属接辞の有無が調査結果に影響しているとは思われなかったため，とくに断りのない限り再帰

所属接辞の有無に関係なく格接辞の付いた形として計上した．格接辞を伴わずに再帰所属接辞が付され

ている形式も念のため検索したが，4節で見る調査結果には含めていない8． 

                                                        
7 格接辞の付されない形式の用法については注 5 を参照のこと．試みに意味グループ「良悪」に含まれ

る 27 語について，格接辞の付かない形をライプツィヒ・コーパスで調べ，得られた検索結果 (検出数

延べ 21,171) のそれぞれ上から 100 文 (検出数が 100 に満たない場合は全ての例文．おそらく検索結果

はデータ内部の登録番号順に配列されており，並べの規則については知り得ないが毎回同じ順番に表示

される) について精査し，格接辞の付かない「形容詞」が名詞句として用いられているケースの出現率

を調べた．結果として，精査した例文 2,326 のうち名詞句として用いられているケースは 79 例 (3.40%) 
であった．実例として ewgüj「不快だ」を含む例を示す． 
(a) Xarin  xamg-ijn   ewgüj=n’       buuduul-ǰ    baj-gaa   xeseg. 
むしろ 全て-GEN 不快な=3SG.POSS  撃たせる-SIM いる-IPFV 部分 
「むしろ一番不快なのは、撃たせているところだ」(ライプツィヒ・コーパス) 

格接辞を付さない形で名詞句として用いられているように見える例が目立って多かった語として

ayagüj「不快だ」と gol「中心だ」が挙げられる．しかし前者は ayagüj bol {不快だ ならば}「ひょっとす

ると」，後者は gol=n’ {中心だ=3SG.POSS}「主に」という具合にむしろ文修飾成分として解釈されうる

ものがそれぞれ多かった．名詞句として用いられているのか，主語として機能しているのかなどについ

ては今後明確な判断基準を設けて調べていく必要があるだろう． 
なお，この例文 (a) に見るように，典型的な名詞ではない語句が文中で主語として機能する場合，三

人称所属 =n’ という要素が付されることが多いことが知られている (山越 2000 における「所属小辞」)．
しかしこの三人称所属はおそらく必須の要素ではなく，また三人称所属があれば主語であることを必ず

示すというものでもないこと，そして正書法上は分かち書きされるため，ライプツィヒ・コーパスでは

この形式を検索することができないことなどから本研究においては調査対象としなかった． 
本稿では (4) で示したような格接辞の付された形式と，これらが付されない無標の形式の対立に名詞

と形容詞の違いが現れると考え，ひとまず主格という格を立てない立場を取る． 
8 通常，典型的な名詞に格接辞を付すことなく再帰所属が付されている場合，その名詞句は目的語とし

て機能している，あるいは目的語に付されるべき対格接辞が削除されて再帰所属が付されている，など

と説明される．形容詞に -AA が付された形式は，部分的にそのような機能を果たしているものが含ま

れる可能性もあるが，多くが検索上のゴミというべきものであった．検出数の大きかったもの (100 以

上) として以下のような例がある (括弧内は検出数)．öör-öö「自分で」{自分-REFL} (2473) < öör「他に」, 
boroo「雨」(479) < bor「茶色い」, nam-aa「党」{党-REFL}(290) < nam「低い」, xaraa「視界」(195) < xar
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 意味を考慮せず形式だけを見て検索しているので，語によっては様々な同綴の形式も検索結果に含ん

でしまっている．これらについては基本的にその数が調査結果に大きな影響を与えるものではないと判

断し，断りのない限り排除していない。問題のある語については，次節以降で個々に断りを入れて示す．

とくに共同格接辞 -tAj には同形で「～持ちの」という意味を表す接辞が存在し，むしろ後者の例の方

が多い可能性もある．しかし後者の接辞も典型的には名詞的な語に付されるものであり，形容詞が名詞

的に機能するケースを対象とする本研究の目的に適わないものではないと判断し，全く除外しなかった． 
その他，考え得る綴りの誤りなどもなるべく考慮して検索した． 

 
3.3. 調査語彙 
 山田 (2022) では Dixon (2010) による形容詞らしい意味の分類に基づいて，モンゴル語の形容詞の候補

となる 219 語を選出した．山田 (2023a), Yamada (2023) ではこれにそれぞれ 15 語, 2 語を追加しており，

現状下位分類も含めた 19 タイプ・236 語の「形容詞」のリストがある9．19 のタイプは次の (5) の通り．

丸括弧内に山田 (2022, 2023a) での名称を示したが，本稿では扱いやすくするために下位分類を廃し，2
文字以内の名称を用いる． 
 
(5) 「形容詞」の 19 タイプ 
規模，経時，良悪 (価値タイプ「良し悪し・好き嫌い」)，美醜 (価値タイプ「美醜・衛生」)，価値 
(価値タイプその他)，色彩，触覚 (物理特性タイプ「触覚で知りうるもの」)，物理 (物理特性タイ

プ「触覚以外の感覚によるもの」)，性格 (ヒトの性質「性格」)，健康 (ヒトの性質「健康状態，能

力」)，感情 (ヒトの性質「感情」)，ヒト (ヒトの性質その他)，速度，難易，同異，評価，数量，

位置，その他． 
 

 山田 (2022) では上述のような意味の分類に基づいて選出を行い，語根のみからなる単純形容詞と，

派生接辞を含む派生形容詞を区別していない10．この他に，形態的な側面から形容詞を考えるという趣

                                                                                                                                                                             
「黒い」, xün-d-ee「人に」{人-DAT-REFL} (145) < xünd「重い」, towčoo「伝記 (『元朝秘史』という文

献資料の名称を指す語の一部)」(110) < towč「簡潔な」．形容詞的であるとして想定した本来の意味 (か
ら大きく意味が変わらず) に用いられ再帰所属接辞が付されることが多い例としては xudl-aa「嘘の」

(441) が挙げられる．この再帰所属接辞が付されることが多い語はやはり名詞的に用いられやすい語で

あるということが言えそうであるが，例が限られるので今回は指標として用いない． 
9 この「形容詞」のリストには次のような問題がある．①和訳した意味に基づき選出したこと，②(筆者
の語学的な感覚から) 形容詞らしくないと感じられる語も極力排除しなかったこと，③多義語について

は恣意で一意に代表させ意味分類を行ったこと，である．こうした問題点を抱えつつも典型的な形容詞

を一定数選出するのには成功していると考えられ，上記のような問題が研究に与える影響については今

後解明していくべき事項であると考える． 
10 清格尔泰 (1991: 183) はこれに類する分類として性質形容詞と関係形容詞という二分法を提示している．

このうち性質形容詞とは事物の性質，数量，形，色などを表すおそらく単純形容詞と，「形容詞化の程

度が高い」派生形容詞が含まれるという．関係形容詞は派生形容詞のうち「形容詞化の程度が低い」も

ので，おそらく派生元の語が表す事物や行為状態の関係を表すものである．山田 (2022) で意味による

形容詞の選出を行ったのは，こうした「形容詞化の程度」(清格尔泰 (ibid.) は級の範疇の欠如などを例

として挙げているが) のような基準がいかなるものか明らかにするためであり，派生か否かで先行して

線引きをするべきでないと考えたためである．なお清格尔泰 (ibid.) が性質形容詞として例を挙げる語の

中には子音 n で終わる語 (本稿における対応する表記に改めると sajn「良い」, olon「多い」, cöön「少な

い」, ulaan「赤い」, cagaan「白い」) が含まれている．これらの語の語末の子音 n は派生接辞を付すと

きに脱落するなどの性質があり，この子音 n を独立した形態素であると見る見方もある．これらの語は

語根のみから成るわけではないという点で単純形容詞とは呼び成しがたい．しかしそもそもこの子音 n 
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旨からして，「形容詞派生接辞」を語形に含む語も調査対象に加える．モンゴル語における派生接辞に

ついての最も網羅的な研究として塩谷 (2007) がある．塩谷 (2007) では「出名名詞接尾辞」「出動名詞接

尾辞」として分類されている派生接辞の一部について，形容詞を派生するものが記述されている．こう

した派生接辞を含む語について正規表現で記述し，mnWaC16 コーパスのワードリスト作成機能を用い

て列挙する．このうち出現数の多いもの (出現件数 100 以上のもの) および塩谷 (2007) が例として挙げ

ている語例，その他よく用いられる語をピックアップする．派生接辞によっては必ずしも形容詞らしい

語ばかりを派生するとは限らないので，それぞれについて『正書法辞典』11を参照し形容詞であると記

載されているもののみを選び出す．これらの語を再度ライプツィヒ・コーパスで検索し直し，出現件数 
100 以上のもの12を本研究における調査対象に加えた．調査対象に加えた語は次の 51 語である． 
 
派生接辞別の追加調査語  
(語のあとの鍵括弧はおおよその和訳13．丸括弧内の数字はライプツィヒ・コーパスでの検出数．そのあ

とに “＞” で示されるのは，形容詞の意味タイプ．これがない場合は一括して「その他」に充てる．) 
-güj : ügüj「無い」(2,222), argagüj「仕方ない」(1,341), ayuulgüj「安全な」(957), bolomǰgüj「可能性がな

い」(900), magadgüj「かもしれない」(894), xamaagüj「関係ない」(628), xereggüj「必要ない」(576)
＞良悪, erxgüj「権利がない」(432), yosgüj「無礼な」(390)＞性格, xüčingüj「無効な」(386), gajgüj
「大丈夫な」(355), ünegüj「無料の」(319)＞価値, šaardlagagüj「必要ない」(283)＞良悪, aǰilgüj「無職

の」(272)＞ヒト, zambaraagüj「散らかった」(256)＞美醜, garcaagüj「疑いない」(231), yalgaagüj「違

いがない」(210)＞同異, suraggUj「消息がない」(203) 以上 18 語 
※塩谷 (2007) では -güj が形容詞を派生するものであると明言はしていない．山田 (2022) の調査

語には -güj を含むものがすでに 13 語挙げられている．この派生接辞を含む語は『正書法辞典』の

見出し語になっておらず，品詞の判断ができないため，選出には次のような基準を用いた．①ügüj
「無い」は，この派生接辞を含むものというよりもこの派生接辞の由来というべき語であり，排除

する理由が無いのでここに含めることとした．なお，『正書法辞典』には ügüj という語の品詞の記

載がない．②山田 (2022) の「形容詞」を語根としてこれに -güj を付したものは，ここでは除外し

た (todorxojgüj, bagagüj, cööngüj．これらは「形容詞」の特殊な否定形であると考えられる．この語

形に関しては稿を改めて別途考察したい)．③-güj は「～がない」の意味でかなり生産性の高い要

                                                                                                                                                                             
の扱いについては不明な点もあるため，このような問題があることを指摘するのみに留める． 
11 Mongol xelnij zöw bičix dürmijn ǰuramlasan tol’. モンゴル語の規範的な綴りが分かるオンライン辞書で，

品詞情報も掲載されている．ただしその品詞分類の基準については記載がなく，ここではあくまで参考

として使用した． 
12 山田 (2022) では「形容詞」の選出に際してライプツィヒ・コーパスでの検索件数 20 以上を条件とし

た．山田 (2022) は意味分類を基準として形容詞の候補となる語をなるべく多く選出するという方針で

あったため，出現頻度が低いものも幅広に選出した．一方，今回は派生接辞を基準として形容詞である

らしいとの判断がすでになされたものを選び出すものであるので，山田 (2022) におけるよりは基準と

なる数値を厳しく設けた．4.2 の表 2 から分かる通り調査する格接辞の付された形式は格接辞の付され

ない形式に比して検出数が小さいので，なるべく多くの用例を得る観点から基準を 100 以上のものと設

定した．格接辞の付された形式の検出数を格接辞の付されない形式の検出数で割った百分率の平均は

14.1 であるので，格接辞の付されない形式が 100 件検出される語の場合，平均的には格接辞が付された

形式は約 14 件検出されるはずである．もし各種形式 (格接辞 6 種それぞれにつき再帰所属接辞の有無

を別形式と見なし 12 形式) が均等に現れるとしたらそれぞれ 1 件ずつ検出されるであろうと考え，100
を 1 つの基準とした． 
13 以下，追加調査語に限らず「形容詞」にはおおよその和訳しか与えておらず、多義語などの配慮はし

ていない．また例文中で実際の用例を示す場合には，適宜例文に合った和訳を付してある． 
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素であることから，雑多な語が調査語に入るのを避けるため，ライプツィヒ・コーパスで見出し語

形が 200 件以上検出されるもののみを選出した14． 
-lAg :  bayalag「豊富な」(523)＞価値, nijtleg「共通の」(214), zerleg「野生の」(115), šineleg「新しい」

(109)＞経時 以上 4 語 
※山田 (2022) の調査語には -lAg を含む語がすでに 6 語挙げられている． 

-msAn : ǰiremsen「妊娠した」(114)＞健康 以上 1 語 
-ngUj :  xar’canguj「相対的な」(383), delgerengüj「詳細な」(211), bolowsronguj「教養ある」(140)＞健康 

(ヒトの能力を含むので) 以上 3 語 
-tAj :  yostoj「礼儀正しい」(6,405)＞性格, xeregtej「必要な」(4,490)＞良悪, bolomǰtoj「チャンスがあ

る」(1,475), šaardlagataj「必要な」(1,170)＞良悪, ayuultaj「危険な」(369), xamaataj「関係がある」

(116) 以上 6 語 
※-tAj は上述 -güj の対義形態素であり，やはり生産性が高い．ここでは-güj と同じ選出基準も用

いず，単に -güj を含む語として取り上げたものの対義語 (-güj の代わりに -tAj を付した語形) のみ

を扱うこととした．なお，山田 (2022) の調査語には -tAj を含むものが 41 語挙げられている．-t に
ついても -tAj と同様の理由から選出しなかったが，Yamada (2023) で追加された調査語のうち 
gajxamšigt「驚くべき」はこの接辞を含む例である． 

-x :  ixenx「多数の」(870), dijlenx「多数の」(371), cöönx「少数の」(118), olonx「多数の」(102) 以上

4 語，全て数量タイプ 
※塩谷 (2007: 30) では -nxi という代表形で掲載されている． 

-rxAg, -rxUU :  uularxag「山がちな」(121) 以上 1 語 
-č : ünenč「正直な」(282)＞性格, xuuramč「嘘の」(300)＞評価 以上 2 語 
-g :  xamag「全ての」(439)＞数量 以上 1 語 

※山田 (2022) の調査語のうち，celmeg もこの派生接辞 -g を含む． 
-gAlAn : amgalan「平和な」(178) 
-gAr : gyalgar「光沢のある」(108)＞色彩 
-gAj :  tusgaj「特別な」(1,444)＞良し悪し, zadgaj「開いた」(185)＞物理 
-mAl : xijmel「人工の」(193), tügeemel「普遍の」(124) 

※山田 (2022) の調査語のうち，togtmol もこの派生接辞 -mAl を含む． 
-nxAj : yörönxij「一般的な」(1,815) 
-UU : daguu「沿った」(2512), dawuu「優れた」(457)＞良悪, zörüü「ズレた」(142)＞評価, sogtuu「酔っ

た」＞健康 
※これに該当する語は山田 (2022) の調査語にも多数含まれていそうだが，具体的にどの語がこ

れにあたるのかは判断しかねる． 
※塩谷 (2007) が挙げる形容詞を派生するとされる接辞のうち，以下のものは上記の条件に合う語が得

                                                        
14 mnWaC16 で -güj が付された語をリストアップすると，まず動詞の否定形が多数検出される．ここで

は動詞語幹に -x, -AA, -sAn, -dAg, -l, -š, -lt, が付された形式に -güj が付されたものは動詞の否定形である

と見做して除外した．その後 mnWaC16 で 100 件以上検出された語についてそれぞれライプツィヒ・コ

ーパスで再調査を行ない，200 件以上検出されたものを選出する．200 と設定したのは，単純に

100~200 の間に意味的に除外したい語が含まれていた (例えば sajgüj (xaa sajgüj「遍く」という熟語的な

表現の一部)170 件, tölbörgüj「料金無し，無料」149 件，doošgüj「下ではない，(～を)下回らない」124
件．ただしとくに「料金無し，無料」は積極的に形容詞でないとする根拠はない) ためで，200 という

数値は恣意的なものである． 
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られなかった．このうち -wtAr と -dUU については山田 (2023a) で該当する語が僅少であることが示さ

れている．-sAg は山田 (2022) における najrsag「優しい」, nöxörsög「付き合い良い」 がこれに該当する． 
-wAr(名詞, 動詞), -wtAr, -gA, -gč, -dUU, -ǰeer, -mAg, -msAg, -ncAr, -sAg, -AAn, -mxAj, -mtgAj, -mšig, -ngA 
※さらに次のような単独の子音から成る接辞は無数にあるため，mnWaC16 コーパスからの検索はしな

かった．このうち -d については「主として場所を示す名詞語幹または語根に接続し，位置を表す形容

詞を形成する」(塩谷 2007: 13) とされる．こうした語群については「時位詞」といった品詞が立てられ

ることもあるもので，ひとまずここで扱うことは保留する． 
 -d, -n, -r, -m 

 
4. 調査結果 
 以下では 4.1 において，そもそも形容詞に格接辞が付くとはどういうことであるのか概観したのち，

4.2 で名詞と「形容詞」それぞれについて格接辞の付された形式の出現頻度を比較する．4.3 では「形容

詞」の意味タイプごとに格接辞の付された形式の出現頻度の違いを観察する． 
 
4.1. 格接辞が付された「形容詞」の用法 
 格接辞が典型的には名詞の屈折範疇であると考えるならば，どのような状況下で格接辞が「形容詞」

に付され、どのような機能を果たすのかが問題となる．格接辞が「形容詞」に付される状況とは，大ま

かに言えば①「形容詞」が「～こと」という意味を成すなど，名詞的な意味を実現している場合 (4.1.1)，
②格形式を要求する構文に「形容詞」が組み込まれたとき (4.1.2)，③その他 (4.1.3)，に分類できる．以

下，この①～③の順に概観していく． 
 
4.1.1. 名詞的な意味の実現 
 「形容詞」が名詞的に用いられている場合，端的には「形容詞」が名詞化している，あるいは名詞的

な意味を実現していると説明しうるケースこそが典型的なものであると思われる．それはすなわち「～

モノ」「～ヤツ」などと訳しうる具体的な指示物がある例か，「～コト」と訳しうる抽象な概念を指し示

す名詞である15．以下，例文に出典の記載がないものは全てライプツィヒ・コーパスから得られた用例

である． 
 
(6) oč-ood    najz=nar-t-aa      ög-öx-öd      xeregtej  ge-ǰ      xyamd-aas=n’  

行く-ANT 友達=PL-DAT-REFL  与える-FUT-DAT 必要だ という-SIM 安い-ABL=3SG.POSS  
xed    gurwan  nom   aw-laa. 

いくつ ３   本  取る-PST 
「友だちに持って行かないとといって，安いのを３冊ばかり買った」 

(7) C.Elbegdorǰ  anxn-aas-aa     augaa   dalajc-taj   duugar-č,    ix-ijg     sana-ǰ   
PN     はじめ-ABL-REFL 大きな 規模-PROP  声を出す-SIM  大きい-ACC 想う-SIM 
tüün-ijg   güjceldüül-ǰ   yaw-san    xün. 

  それ-ACC 叶える-SIM 行く-PERF  人 
  「Ts.エルベクドルジ氏は当初から多方面に声を上げ，大きなことを考え、それを叶えて来た人物

だ」 

                                                        
15 名詞化した際に「～モノ」と訳しうるか「～コト」と訳しうるかは区別して考察すべきであるが，本

稿における議論ではこの点十分に考慮できていない． 
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 (6) は xyamd「安い」に奪格接辞が付され，「～の一部を／～の中から (買う)」という意味の項を成し

ている．文脈上「安い本」の含意になっていることは明らかで，Kullmann and Tserenpil (2015) の言う

「名詞が脱落して名詞のように用いられる」(ここでは「安い本」の「本」が脱落して，xyamd「安い」

が「安い本」の意味の名詞のように用いられている) 例であると言えよう． 
 一方 (7) は ix「大きい」(～「多い」) に対格接辞が付され，sana_16「想う、考える」という動詞の目

的語項となっている．この文を読む限りでは17，何か具体的な意味を有した名詞が「脱落」したとは考

えにくい (何か具体的な意味を有した名詞が「脱落」したと解釈しなければ意味を解し得ない，という

ことはない)．強いて言えば「こと」を意味する züjl などのような形式名詞が「脱落」しているとも見

うるが，(6) と較べるとそのような語を想定する蓋然性は低いように思われる．すなわち，(6) では「安

い本から，３冊の本を買った」というような同じ語「本」の重複を避けるために名詞が脱落したとのだ

と説明することはできなくもないが，(7) では「脱落」がなぜ起こったか，(6) と同じようには説明でき

ない．こうした例を見ると「被修飾名詞が省略・脱落した際に，その名詞に起こるはずだった屈折が形

容詞に引き継がれる」というような説明が形容詞に格接辞が付された全ての場合に適用可能であるかに

ついては疑問を呈したい．ただし，本稿におけるようなコーパス調査ではこの点について検証すること

ができないため，これ以上の議論は保留することとする． 
 次の例 (8) (9) も同種の例であると言えよう． 
 
(8) xyatad-uud  xuučin-d-aa     “ta      xool-oo    id-sen=üü”     xemee-n     

中国-PL  古い-DAT-REFL   2SG.HON  食事-REFL  食べる-PERF=Q  という-ASS  
mendel-deg    baj-ǰ. 
挨拶する-HBT ある-PST 
「中国の人々は昔，「ご飯食べましたか」と挨拶していたそうだ」 

(9) delxij-d   aldar-taj,    olon    uls-ad   xünd-tej    tijm    tom    setgüül-ijn  nüüren  deer 
世界-DAT 名前-PROP  多くの 国-DAT 重い-PROP  そんな 大きな 雑誌-GEN 表紙  上 
mongol-yn    xeer   xödöö  baj-san   ter   xörög  yaa-x-aar-aa       gar-dag   bilee. 

  モンゴル-GEN 草原 田舎 いる-PERF その 肖像 どうする-FUT-INS-REFL 出る-HBT だろうか 
「世界的に有名で，国際的に重要性のある，そんな大きな雑誌の表紙に，モンゴルの草原にいるよう

な顔がどうしたって出ることがあるだろうか．」 
 
 (8) では xuuči n「古い」に与位格接辞が付され，「～(の時) に」という時を表す成分となっている．

4.3. で後述するように，経時タイプの「形容詞」は「～とき」(ここでは「古いとき」≒「昔，以前」) 
という時点を表す意味で用いられることが多い．ここでも üye「時，時代」のような語が省略・脱落し

ていると見ることも可能であるが，その必然性は (7) 同様に無いと考える． 
 (9) では xünd「重い／重要だ」という語に「～を持った」という意味を成す -tAj が付されている18．

                                                        
16 動詞語幹を示す場合には，語幹の末尾に _ (アンダーバー) を付してこれを表す． 
17 ライプツィヒ・コーパスでは前後の文を参照することができないので，十分な文脈は分かり得ない． 
18 共同格接辞と同形の接辞．筆者はこれらを別のものであると考えるが，3.2 で触れた通りコーパスを

検索して数え上げるという本稿における研究方法の都合でこれらを選り分けることはしなかった．この

接辞は「～がある」という存在や，「～を持っている」という所有などの意味を表すもので，典型的に

は名詞に付されるものであり，本稿における「形容詞」の名詞らしさを調べるに当たっては格接辞と同

様の力を持っているのではないかと考えたからである．3.3 でも派生接辞として紹介されているが，本

稿においてはその生産性の高さから屈折接辞に並び立つものであると考える立場を取っている． 
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「重さを持った (雑誌)」という修飾成分になっているとも読めるし，「(その雑誌は) 重さを持ってい

る」という述語的な成分になっているとも読みうる．ここでは「重いこと／重要なこと (を有してい

る)」と読むよりも「重さ／重み／重要さ／重要性」という，形容詞の有する程度性に着目した表現で

あると言える．この場合，ner「名前」, üüreg「責務」などのような名詞を形容詞の被修飾語として想定

しても良いが，(7)(8) と比してもその語の選択は (文脈が不十分である以上) 恣意的にならざるをえず，

むしろ被修飾語は想定しない方が妥当であるように思われる． 
 ところで山越 (2000: 104) では対義となる形容詞を組み合わせて「同一の評価基準」という一つの概

念を表す複合名詞になることが示されている．これは上記の程度性に着目した表現を指すものと思われ

る．例としては xaluun xüjten {暑い 寒い}「暑さ，温度」，sajn muu {良い 悪い}「よさ」，xünd xöngön {重
い 軽い}「重さ」といった例が挙げられている．ただしモンゴル語には類義・対義の語を組み合わせた

連語的表現19がよく見られ，形容詞がこれを成す場合は名詞として機能することが多いようである 
(amar amgalan {平穏 平和}「安寧」, ariun cewer {清潔 清潔}「衛生」など)．つまり名詞としての機能を

果たすのは，対義語の組み合わせであることではなく連語的表現そのものにあると言える． 
 以上，「形容詞」が名詞的な意味を実現するケースにも「～もの」「～こと」「～とき」「～さ／～具

合・程度」などの意味の違いがあり，被修飾語が脱落・省略されたものとは見にくいものもあることを

見てきた．ここで次の (10) のようなタイプも，(6)~(9) と同列上に考えて良いかもしれない． 
 
(10) öwgön-ijg  xen=č   too-goo-güj-d         buximd-aǰ   ter   zaluu-gijn  ar-aas     

老人-ACC 誰=も  気に掛ける-IPFV-NEG-DAT  苛立つ-SIM その 若い-GEN 後ろ-ABL  
oč-in,    xööyö  muu   nusgaj=min’. 

行く-ASS INT  悪い 鼻垂れ=1SG.POSS  
「老人に誰も気を掛けなかったことに腹を立て，その若者の後ろから近づいて『おい鼻たれ小

僧！…」 
(11) manaj   sonin-toj    olon    ǰil  xamtar-č     aǰilla-san     biznyes-ijn    bajguullaga,  

我らが 面白い-COM 多くの 年 協力する-SIM 仕事する-PERF ビジネス-GEN 団体 
aǰ+axuj-n  negǰ-ijn   zar   surtalčilgaa-g 1-2 sar-yn   xugacaan-d web    sajtan-d-aa  

  産業-GEN 単位-GEN 広告 広告-ACC    月-GEN 期間-DAT ウェブ サイト-DAT-REFL 
ünegüj   taw’-ǰ    ryeklamda-ǰ    ög-nö 

  無料の 置く-SIM 宣伝する-SIM 与える-NPST 
 「弊紙と多年に渡り協働関係にあったビジネス団体や産業機関の広告を１～２カ月間ウェブサイト

に無料で掲載して宣伝いたします」 
 
 (10) では zaluu「若い」が，(11) では sonin「面白い」がそれぞれ属格，共同格接辞を伴って名詞句と

して用いられている．これらが (6)~(9) と異なるのは，いずれも意味の特殊化が進んでいることである． 
 (10) は，(7)(8) と同様に xün「人」という語の省略・脱落の可能性を見出しうる．しかし「若い」「老

いた」といった世代に関する語が，この語によって区分される人などを表す名詞化・語彙化が起こりや

すいことについては山越 (2000) にも指摘がある．ここで現れた zaluu「若い」という語は，単独で使用

された場合に単に「若い人，若者」の意味で用いられるというよりは「若い男性，少年」という性別の

情報も加わる点に注意したい (cf. sajxan zaluu {美しい 若い}「(男性が) カッコいい」, najz zaluu {友だち 
若い}「ボーイフレンド，彼氏」, “zaluu” を呼びかけに用いる場合は男性相手に限る，など)．こうした

                                                        
19 モンゴル語では xoršoo üg と呼ばれる． 
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意味の特殊化は，名詞化という派生が起こったと見るべき根拠となりうる． 
 (11) は, sonin「面白い」という語が「新聞」という意味の名詞として用いられている例である20．

sonin「面白い」の被修飾語として yum「もの」や, medee「ニュース」などのような語があった可能性

もあるが，また実際にそのような複合語の縮約である可能性もあるが，訳語「面白いもの」「面白いニ

ュース」では文意が成立せず，実際にここで使用されている sonin という語の意味が特殊化しているこ

とが分かる． 
 これらの意味の特殊化は語彙的なものであり，有形の接辞を付すことなく起こった品詞転換，あるい

は派生であると見做す考え方の裏付けになるものでると考えられる．ただし，(6)~(9) で見た「名詞的

な意味の実現」と，(10)(11) のような名詞化のような現象の間には，実際のところ明確な線引きをする

ことは難しいものと思われる． 
 
4.1.2. 格形式を要求する構文 
 「形容詞」に格接辞が付される状況としては，格形式を要求する動詞や後置詞に「形容詞」が支配さ

れるケースがある．これは 4.1.1 で見た「名詞的な意味の実現」と同一のレベルのものではなく，また

必ずしも明確にどちらかに振り分けられるものでもない．ただし，格形式を要求する構文において「形

容詞」は名詞的な意味を実現することなく格接辞を付す例もあるということ，また「形容詞」の多用な

格形式は多くが動詞や後置詞の要求によって成立するものであることから，本項のような分類は必要で

ある．さらに動詞や後置詞以外に，「形容詞」特有の構文も存在する．以下では，まず「形容詞」特有

の構文について紹介し，次いで格接辞ごとに代表的な構文を取り上げる． 
形容詞には，語を重複して属格または奪格で結ぶ強意表現がある (清格尔泰 (1991: 187) における「最

上級」) (12)(13)．(13) の例では「形容詞」である xurdan「速い」だけでなく xüčten「強者」という名詞

も奪格を用いた強意表現を成している．同根の語 xüčtej「強い」からの類推か．  
 
(12) ge-x-d-ee=l          muu-gijn   muu   amyerik   kinon-y   xuwilbar. 

という-FUT-DAT-REFL=EMP 悪い-GEN 悪い アメリカ 映画-GEN コピー 
「といっても，最悪のアメリカ映画のパクりだ」 

(13) mön   ard-yn    bagš,  gaw’yaat   tamirčin     d.sereeter  bag,    tamirč-d-ad-aa  

また 人民-GEN 教師 功績ある スポーツ選手 PN    チーム  スポーツ選手-PL-DAT-REFL 
xand-an    xurdn-aas  xurdan,  xüčtn-ees   xücten  baj-x-yg,     xüs-č,    čin  setgel-ijn 

  向ける-ASS 速い-ABL 速い  強者-ABL 強者  いる-FUT-ACC 望む-SIM 誠 心-GEN 
üg-ee    xel-lee. 

  言葉-REFL 言う-PST 
 「さらに国民的教師であり功績あるスポーツ選手でもある D.セレーテル氏はチームや選手たちに

向けて最速・最強であることを望み，心からの言葉を述べた」 
 
 次いで格接辞ごとに，「形容詞」とともに用いられやすいケースを見ていく． 
「形容詞」に属格接辞が付される例の多くは，属格支配の後置詞 tuxaj「～について」や tölöö「～の

ために」を伴うものである． 
 
 

                                                        
20 より正確には「新聞」の換喩によって「新聞社」の意味で用いられている例である． 
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(14) ug-t-aa=bol       xuul’,  zöwxön  xuuli-jn   xeregǰilt=l  baj-ǰ    šudarg-yn   tuxaj  

本来-DAT-REFL=COND 法律 ただ  法律-GEN 執行=EMP ある-SIM 公正だ-GEN について 
yarigd-ax    učir-taj. 

話される-FUT 理由-PROP 
「本来ならば法律が，法の執行のみがあるばかりで，公正さについて議論されるべきだ」 

(15) ard   tümn-üüd-ijn-xee    sajn   sajxn-y    tölöö   xamtra-n     aǰilla-x   bol-no 

人民 万人-PL-GEN-REFL 良い 美しい-GEN ために 協力する-ASS 働く-FUT なる-NPST 
「市民が素晴らしくあるために力を合わせる」 

 
 「形容詞」に奪格接辞が付される例としては，奪格支配の後置詞 gadna「～以外に」や bol-ǰ {なる-
SIM}「～のせいで」がある． 
 
(16) baktyeri-jn     bordoo=n’     xeregle-x-ed   xyalbar-aas   gadna   xyamd,  ür+dün-tej    

バクテリア-GEN 肥料=2SG.POSS  使う-FUT-DAT 簡単だ-ABL 以外  安い  結果-PROP   
ed   ge-ne. 

もの という-NPST 
「バクテリア肥料は使いやすいだけでなく安くて効果があるものだという」 

(17) üün-ij    ösölt=n’       zasg-ijn   gazr-yn  buruu-gaas   bol-ǰ    baj-na    šüü  dee. 

これ-GEN 起こり=2SG.POSS  政治-GEN 所-GEN 間違い-ABL なる-SIM ある-NPST SFP SFP 
  「これが起こったのは政府のせいだ」 
 
 「形容詞」に与位格接辞が付される例として動詞 toocogd_「～と見做される」に支配されるケースが

よく見られた． 
 
(18) ene=n’      xamg-ijn21  büdüüleg-t   toocogd-dog    ge-sen     šüü. 

これ=3SG.POSS 全て-GEN  無礼だ-DAT 見做される-HBT という-PERF SFP 
  「これは最も無礼だと見做されるそうですよ」 
 
 「形容詞」に対格接辞が付されるのは (6) で見たような他動詞目的語になる例が典型であるので繰り

返しを避けるが，xüjtn-ijg aǰra-lgüj「寒さに気付かない」, xaluun-yg tewč_「暑さに耐える」, šuluun-yg 

erxemle_「まっすぐさを大事にする」, xer xüčtej-g xaruul_「どれくらい強いかを示す」, xecüü-g tuul_「困

難を乗り越える」など，「形容詞」を目的語に取りやすい動詞述語というのがありそうだ． 
 「形容詞」に造格接辞を要求する決まった構文のようなものは，コーパス検索では見いだせなかった．

造格を要求する熟語的な表現として例えば bar-ax-güj {終わる-FUT-NEG}「～ばかりでなく」が知られて

いる．ウェブ上から例を探してみると，「形容詞」に造格接辞を付した次のような例が見いだせる． 
 
(19) xarin  üün-ijg   uxamsarla-san=n’      xowr-oor   bar-ax-güj,     ül   toomsorlo-x  

しかし これ-ACC 分かる-PERF=3SG.POSS  稀だ-INS  終わる-FUT-NEG NEG 注意する-FUT 
                                                        
21 xamg-ijn {全て-GEN} という語は最上級的な使われ方での「一番」という意味を表す語で (4.2 表 4 の

上でも触れる)，「形容詞」を修飾する要素として頻用のものである．この語が属格形を取っていること

は「形容詞」の名詞的性質を表すものである可能性もあるが，頻度が高く用法が特殊な定型表現である

と見るべきである． 
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xandlaga   eldeg  üzegd-deg    šüü  dee. 

傾向   豊富 見られる-HBT SFP SFP 
「でもこれが分かる人が少ないばかりでなく，関心を払わない傾向もよく見られるじゃないです

か」(インタビュー記事 https://eguur.mn/52243/  2023/12/08最終閲覧) 
 
 「形容詞」に共同格接辞が付される例としては xolboo-toj「～と関係がある」の例がコーパスから見

いだされた (20)．コーパスから用例は見いだせなかったが，adil「同じだ」も共同格を要求するもので，

ウェブ上から (21) のような用例を得ることができた． 
 
(20) xišig  xuwaarilalt-yn  tögöldöršil=n’    yörönxij-d-öö    bajgali-jn  bayalag-taj   xolboo-toj. 

寄付 分配-GEN   革新=3SG.POSS  一般-DAT-REFL  自然-GEN 豊かだ-COM 関係-PROP 
「寄付金分配の革新は，一般に自然の豊かさと関係がある」 

(21) ündsen  xuul’  öör-öö     togtwor-toj   baj-x    yostoj-toj      adil,   tajlbar=n’  

基本  法  自分-REFL  安定-PROP  ある-FUT 道理がある-COM 同じ 説明=3SG.POSS 
togtwor-toj,   ganc  negxen    toxioldol-toj  xolbo-son     baj-ǰ    bol-ox-güj. 

安定-PROP  唯一 たった一つ 場合-COM  関係する-PERF  ある-SIM なる-FUT-NEG 
 「憲法それ自身が安定しているべきであるのと同様に，説明は安定していて，たった一つの事例と

しか関係しないようではいけない」(インタビュー記事 https://news.mn/r/2284820/  2023/12/08 最終
閲覧) 

 
 さらに共同格接辞と同形で，「～を持った」という意味を成す -tAj という接辞があり (cf. (9))，これを

用いた構文 [名詞 形容詞]-tAj22 で「形容詞」に付された形が現れる． 
 
(22) odoo  xüüxd-üüd  dawsag  sul-taj     bolčix-oǰ. 

今  子ども-PL 膀胱  弱い-PROP  なってしまう-PST 
「今の子どもたちは膀胱が弱くなってしまったそうだ」 

 
4.1.3. その他 
 「形容詞」が格接辞を付して用いられるケースとして，上記の 4.1.1, 4.1.2 に当てはまらないと思われ

るものをここでまとめる．具体的には動詞を修飾する用法の「形容詞」が取る形式と，属格が付された

ときの用法である． 
 モンゴル語の形容詞はそのままの形で (形態的操作をせずに) 動詞修飾成分にもなりうるが，同時に

一部の形容詞は，造格接辞を付して動詞修飾成分になることがあることが知られている (Önörbayan nar 
2022: 104-105)． 
 
(23) mal   süreg=n’     zun-y   turš   aaǰim  targal-ǰ   maxn-y  nööc  nemegd-ene. 

家畜 群=3SG.POSS  夏-GEN 間  遅い 太る-SIM 肉-GEN 蓄え 増える-NPST 
「家畜の群は夏の間ゆっくり太り、肉の蓄えが増える」 
 

                                                        
22 山越 (2000) でもこの構文を取り上げているが，[名詞 形容詞]-tAj という構造の解釈は筆者による．あ

くまでコーパス検索上の出現形では「形容詞」に -tAj が付されているが，実際にはこうした形容詞

句・節に付されたものと見るべきであろう． 
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(24) zes-ijn   üne   caašid   aaǰm-aar   ös-öx     magadlal   bij. 

銅-GEN 値段 今後  遅い-INS  上がる-FUT 可能性  ある 
「銅の価格は今後ゆっくり上がっていく可能性がある」 

 
 この他，与位格接辞 -d ＋再帰所属接辞 -AA という形に見える -dAA が付された例も多く検出された． 
 
(25) genet  zogsoo-ǰ    bol-ox-güj,    aaǰim-d-aa     zogsoo-x    xeregtej. 

突然 止める-SIM なる-FUT-NEG 遅い-DAT-REFL  止める-FUT 必要だ 
「突然止めてはいけない．ゆっくり止める必要がある」 

 
 コーパス調査では全体的に再帰所属接辞の現れる例は現れない例より圧倒的に多いが (cf. 再帰所属接

辞有り：無し 40805 : 6002)，一部の語では与位格の場合に限り再帰所属接辞が付された形の方が多く検

出される例があった．ひょっとするとこの形式は再帰所属接辞を含むものではなく，動詞修飾的な機能

を果たす接辞 -dAA であると考えるべきかもしれない (この点については 4.3 でも触れる)． 
 (23)~(25) はいずれも同一の aaǰim「遅い」という語の例であるが，コーパス調査の範囲ではこれらの

使い分けについては知り得なかった23．この他，šine「新しい」のようにそのままの形では動詞修飾で

きないが，造格形であれば動詞修飾ができるという語もある．同一の語に 3様の形式が用いられること

もあれば，動詞修飾の際に取る形式がいずれか選ばれる語もある． 
 「形容詞」に格接辞が付されるケースとして属格形について取り上げる．「形容詞」の本来の機能が

名詞を修飾することであるならば，名詞修飾を主要な機能とする属格形を「形容詞」が取る必要性は一

見なさそうに思える．しかし実際には「形容詞」が属格を取る例は多くみられる．その多くは，意味が

特殊化した (日本語訳では「形容詞＋名詞」ではなく複合語になる) ものである． 
 
(26) 「形容詞」に属格接辞が付されて用いられる例 

urt-yn duu {長い-GEN 歌}「(モンゴル伝統の) 長唄」 
urt-yn xarajlt {長い-GEN 跳躍}「幅跳び」 
öndr-ijn xarajlt {高い-GEN 跳躍}「高跳び」 
xünd-ijn örgölt {重い-GEN 持ち上げ}「重量挙げ」 

  xaluun-y šil {熱い-GEN ガラス}「体温計」 
  dulaan-y caxilgaan stanc {暖かい-GEN 電気 発電所}「火力発電所」 
  xurdn-y zam {速い-GEN 道}「高速道路」 
  türgen-ij mašin {速い-GEN 車}「救急車」 
  xüčtej-n šinǰ {強い-GEN 性質}「強さ・強いという性質」 
 

                                                        
23 コーパスからは，造格形が最も多く検出され (66 例)，次いで接辞の付されない形 (23 例), -dAA が付

された形 (14 例) が見つかった．また，aaǰim aaǰm-aar {遅い 遅い-INS} という重複形式で現れる例が多か

った．なお，この語はそもそも動詞修飾しかしない語 (「副詞」) である可能性もあり，実際接辞の付

されない 23 例を見るといずれも動詞修飾の例ばかりであった．それでも『正書法辞典』ではこの語に

ついて形容詞であると記載されているし，ウェブ上のモンゴル語辞書の一つ bolor tol’ (https://bolor-
toli.com/result?word=%D0%B0%D0%B0%D0%B6%D0%B8%D0%BC&direction=1 最終閲覧日 2023/12/09) で
は aaǰim alxalt「ゆっくりとした歩み」, aaǰim xögǰim「ゆっくりとした音楽」などの名詞修飾の用例が載

っている． 
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 これらは後続の名詞側を「形容詞」の本来の意味で修飾しているとは言えず，いずれも何らかの意味

が加わった熟語的な表現であると言える (「長唄」は「唄」そのものの歌唱時間などが長いのではなく，

長い節回しが特徴的な唄である，「幅跳び」は単なる跳躍距離の長いことではなく，跳躍距離の長さを

競う競技である，など)．日本語の形容詞を前部に含む複合語が，形容詞語幹を用いた “短い語形” を用

いる(「長い唄」ではなく「長唄」，「高い跳び」ではなく「高跳び」) のに対し，モンゴル語では「形容

詞」に属格接辞を付すことで語形がやや長くなっているところが対照的である．モンゴル語では前部要

素の「形容詞」を名詞化させることで，この派生の過程で意味の特殊化を引き起こし，日本語側の複合

語が有するような意味の解釈を可能とさせている24． 
 この他，4.1.1 で見たような「～とき(の)」という読みになる例 (bag-yn najz {小さい-GEN 友だち}「幼
馴染」, xuučn-y xuwcas {古い-GEN 服}「昔の服」cf. xuučin xuwcas {古い 服}「古い服」) や，「～人 (の)」
という読みになる例 (oln-y anxaaral {多い-GEN 注意}「注目」, cöönx-ijn sanal {少ない-GEN 意見}「少数

派の意見」) などもある．xüjten / xüjtn-ij uliral {寒い／寒い-GEN 季節}「寒い季節」(「季節」そのもの

が寒いわけではない？), dotno / dotn-yn xün {優しい／優しい-GEN 人}「優しい人」というような属格の

有無が揺れる表現もあるが，コーパス調査の範囲ではこれらの意味や使われ方の違いについては明らか

にできなかった． 
 
4.2. 「形容詞」の名詞らしさ 
 4.1 では「形容詞」に格接辞がどのような場合に付されるのかを概観した．本節では，「形容詞」に格

接辞がどの程度よく付されるのかを観察する．観察にあたっては，格接辞が典型的によく付されること

になるであろう名詞や，形容詞に似た性質を有するという動詞の形動詞形とも簡易な比較を試みる． 
 まず mnWaC16 コーパスのワードリスト作成機能を用いて、コーパス内全ての出現語形の出現頻度順

リストを作成する．このうち，まず上位から 10 個の名詞を選出する．出現語形としては名詞の裸の形

よりも属格形が上位に現れることもあるが，この場合は属格形の属格接辞を取った形で選出する．品詞

の判断は『正書法辞典』を用い，同綴の複数の見出し語があっても構わないが，品詞が複数にまたがる

ものは除外した (例えば xün「人」は出現頻度が高いが，同綴で間投詞となる語があるので除外した．

同綴でも動詞語幹と同形なだけならば除外しなかった)．この方法で抽出したモンゴル語の名詞のうち

出現頻度第 10 位となった語 erx「権利」は，ワードリスト全体で見ると第 67 位に位置していた．そこ

でこの順位を 10倍した 670 位からさらに上記と同じ方法で 10 語を選出した．出現頻度が高位の語は，

語の使われ方が特殊である可能性があるため，出現頻度がやや低い語についても調査する必要があるた

めだ． 
 同様に，同コーパスのワードリスト作成機能を用いて x 及び san, son, sen, sön (正規表現で s[aoeö]n) で
終わる語の出現頻度リストも作成し，出現頻度の高い動詞も選出した．-x, -sAn は動詞の形動詞接辞と

呼ばれ，連体修飾節や名詞節の述部になる動詞形を成すものである．格接辞を付すことが可能な点で，

形容詞に似る．形動詞接辞には他に -dAg と-AA があるが，出現頻度の高い上記 2 つのみを用いた．出

現頻度はいずれの形も同じ動詞 5 つが得られた．以下ではこれらを形動詞と呼ぶ． 

                                                        
24 xöngön atlyetik {軽い 陸上競技}「陸上競技」という表現もあるが，これは (26) における競技名と同様

に考えれば属格接辞が現れることが期待されるので，例外的であると言える．なお，(26) で示した諸表

現は 2 つの独立形態素の間に属格接辞を挟むという点で複合語らしくないが，意味が特殊化するほか，

おそらく 2要素の間に他の要素を挿入することはできず (ex. *urt-yn sajn duu {長い-GEN 良い 歌}「良い

長唄」という意味を表わさない)，先行する語のみを修飾することはできない (ex. *maš urt-yn duu {とて

も 長い-GEN 歌}「とても長い長唄」? などのような意味を表わせない) など複合語らしさも有している

ものと思われる．ただし，こうした検証については本稿の手に余るので今後の課題としたい． 
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 これらの名詞 20 語，動詞 5 語 10 形式について，3.2 で見たような「形容詞」に格接辞が付された形

を調査するのと同様に，それぞれ格接辞が付された形の出現数をライプツィヒ・コーパスで調査した．

その調査結果が以下の表 1 である．表中の「裸」とは格接辞の付されない辞書の見出し語形での検出数，

「格」とはそれぞれ格接辞が付された語形と，さらにそのあとに再帰所属接辞が付された語形の検出件

数を合計したものである．「比率」とは，この「格」を「裸」で割って百分率25で示したものである． 
 
表 1. モンゴル語の名詞と形動詞の格接辞の付される比率 

名詞 意味 裸 格 比率(%) 名詞 意味 裸 格 比率(%) 
on 年 1145 14504 1266.72 utas 電話 413 7822 1893.95 
uls 国 9099 11771 129.37 minut 分 380 503 183.58 
sar 月26 1487 10345 695.70 programm プログラム27 114 69 60.53 
mongol モンゴル28 3021 537 17.78 solongos 朝鮮 154 26 16.88 
Mongol 9118 8678 95.17 Solongos 356 773 217.13 
gazar 場所 9588 11883 123.94 nölöö 影響 502 376 74.90 
üye 時代 2066 15478 749.18 xariuclaga 責任 1156 640 55.36 
üjl 行為 6121 224 3.66 büleg グループ 903 1107 122.59 
delxij 世界 1012 3946 389.92 nuuc 秘密 779 321 41.21 
tör 政治 3444 10116 293.73 bajgal’ 自然 886 906 102.26 
erx 権利 7713 3145 40.77 ašig 利益 1434 2242 156.34 
形動詞 意味 裸 格 比率(%) ※格形式ごとの合計数 (下段はその割合 (%)) 

名詞 
属格 奪格 与位格 対格 造格 共同格 
51979 5554 27681 12485 4881 2832 
49.31 5.27 26.26 11.84 4.63 2.69 

 
形動詞 
属格 奪格 与位格 対格 造格 共同格 
1527 2275 10191 4522 6854 227 
5.97 8.89 39.81 17.67 26.78 0.89 

 

bajx ある 15132 6798 44.92 
bajsan あった 27366 1804 6.59 
bolox なる 9077 5653 62.28 
bolson なった 11633 1245 10.70 
gex という 5259 5538 105.31 
gesen といった 17394 424 2.44 
awax とる 3965 1480 37.33 
awsan とった 4607 417 9.05 
xijx する 4021 1836 45.66 
xijsen した 3703 401 10.83 
 
 上位 20段の名詞は，この比率が 100 を越えるものが多い．この数値が著しく低い語として (20 以下) 
mongol「モンゴルの」, üjl「行為」, solongos「朝鮮」, (50 以下) erx「権利」, nuuc「秘密」がある．20 を

下回る 3 語は，他の語との組み合わせ (他の名詞の修飾語，あるいは複合語の前部要素) として用いら

れるため，格接辞の付される例が少なくなっているのかもしれない．その他，数値の低い語は抽象的な

概念を表すものでより「名詞らしさ」の低い語である可能性もあるが，必ずしもこの数値が抽象度や名

                                                        
25 以下、数値は小数点以下第 3 位で四捨五入し，有効数字は小数点以下第 2 位まで示す．整数となる場

合は小数点以下を記さないことでこれを示す． 
26「隠れた n」のない語形のみを検索した．「隠れた n」とは格接辞を付す際などに現れる，語彙的に条

件づけられた出現子音のことである．sar「月」という語は「隠れた n」があれば「(天体としての) 月
球」，なければ「(暦の上での) 月，月間」を指すという． 
27 この語には program と programm という綴りの揺れがあるが，これらを合算した数値を示した． 
28 そもそもライプツィヒ・コーパスでは大文字と小文字を区別して結果を算出しているが，あまり大き

な問題にならないと考え，全体の調査においては基本的に無視して小文字始まりの語形のみを検索した．

しかし固有名詞である mongol「モンゴル」と solongos「朝鮮」については念のため両綴りを検索した．

これらの語は形容詞として用いられるときには，小文字始まりで綴られるとされている． 
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詞らしさの序列にはなっていないと思われる． 
 動詞の形動詞形はいずれも「比率」100 を下回るものがほとんどで，「名詞らしさ」の低さが現れて

いるように見える．-x と-sAn では全体に前者の方が数値が高く，後者は数値が低い．これも「名詞ら

しさ」の違いで説明できるかもしれないが，これについて検討することは本稿の手に余るので稿を改め

て別途さらなる調査を行いたい． 
 では次に，これをふまえて本稿で扱う 287 語の「形容詞」の「名詞らしさ」を，格接辞の付されてい

ない語形と格接辞の付された形との比率を較べることで検討していく．まずは表 2 で，「形容詞」それ

ぞれのタイプと名詞・形動詞の，格接辞のついた形の総数を裸の形の総数で割った数値を大きい順に配

列した．なお，検索上のゴミのうち，こうした数値に大きな影響を与える語として tüüxij「生の」(属格

形と対格形が tüüx「歴史」の属格形・対格形と同形になる), öör「他の」(öör「自分」と同形), nam「低

い」(nam「党」と同形) の 3 語は除外して算出してある．  
 
表 2. 形容詞タイプごとの格接辞付加の比率 

順位 タイプ 平均比率(%) 順位 タイプ 平均比率(%) 順位 タイプ 平均比率(%) 
1 名詞 173.12 8 経時 23.47 15 色彩 7.43 
2 評価 36.89 9 美醜 20.70 16 性格 6.24 
3 位置 35.97 10 触覚 19.26 17 価値 4.86 
4 数量 35.35 11 ヒト 18.25 18 物理 4.53 
5 同異 26.81 12 規模 12.68 19 その他 3.97 
6 健康 25.69 13 速度 12.49 20 難易 3.94 
7 形動詞 25.06 14 良悪 10.51 21 感情 3.35 

 
 この数値を見ただけでも名詞と「形容詞」の間に大きな開きがあることが分かる．まずはこの名詞と

これ以外の各語の間で，この「比率」の違いを可視化するために次の図 1 で数直線上にプロットして示

す．図の横軸は比率の数値であるが，とくに数値の大きい名詞 on「年」, sar「月」, üye「時代」, utas
「電話」及び「形容詞」のうち xamag「全て」(比率 1178.13) を除外してある．点は上から順に名詞, 形
動詞を配し, 以下「形容詞」をタイプごとに上記表 1 の序列に従って配してある． 
  

 
 
名詞 
 

形動詞 
 

評価 
位置 
数量 
同異 
健康 
経時 
 

美醜 
触覚 
ヒト 
規模 
速度 
良悪 
 

色彩 
性格 
価値 
物理 
その他 
難易 
感情 
 

 
 

 

図 1. 名詞・形動詞と「形容詞」各語の格接辞付加の比率 
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図中では最上段の名詞が左右に幅広く分布するのに対して，形動詞や「形容詞」が左側 50 以下に密集

している様子が見て取れる．一方、「形容詞」として選出した語の中にも数値 200 以上のものとして 
xöndlön「横に」(位置), mend「健康な」(健康), urlag「芸術の」(美醜), aaǰim「遅い」(速度) といった語が

あることも分かる． 
 以下，表 3~9 で「比率」の高い順に 3 タイプごとに示して詳細に見ていく．  
次の表 3 では格接辞付加比率の高い，名詞，評価，位置タイプの語を格接辞付加比率ごとに整理して

示す．名詞は調査した 22 語(形) のうち 17 語が比率 50 を越えるので，ここでは記載を省略した．他方

で名詞の中でも üjl「行為」のように，評価・位置タイプの「形容詞」よりも比率の低い語が含まれる

点が注目される． 
 

表 3. 名詞および評価，位置の「形容詞」の格接辞付加の比率 

 名詞 (22 語) 評価 (6 語) 位置 (5 語) 
50<n ※省略 xudal「嘘の」               166.45 

zörüü「ズレた」           147.18 
xöndlön「横の」           261.82 
bosoo「縦の」              168.54 
ojr「近い」                    103.51 
xol「遠い」                     50.28 

30<n≦50 nuuc「秘密」         41.21 
erx「権利」     40.78 

ünen「本当の」              46.38 
buruu「間違った」        37.71 

 

10<n≦30 mongol「モンゴルの」 17.78 
solongos「朝鮮の」       16.88 

xuuramč「嘘の」            19.33 öndör「高い」                 13.54 

5<n≦10  zöw「正しい」                 5.33  
0≦n≦5 üjl「行為」                        3.66   
平均値 173.12 36.89 35.97 
 
 比率上位の 2 タイプ評価・位置は，そもそも属する語が多くはないが，タイプとして名詞的な性質を

持ちやすいらしいことが伺える． 
評価タイプのうち zöw「正しい」は単独で間投詞的に用いられる用法があることから比率が低くなっ

ているが，実際には他の評価タイプの語と同様に名詞的な性質を有する可能性がある． 
位置タイプの語は，xol「遠い」, ojr「近い」, öndör「高い」と「～ところ」という読みで名詞的に用

いられるものと思われるが，xöndlön「横の」は「横の人≒第三者」の読みがあるため比率が高くなっ

ている．bosoo「縦の」については検索上のゴミが多く，おそらく「縦の」の意味では全体の平均と同

程度の比率を有するものと思われる． 
 次ページの表 4 では数量・同異・健康の「形容詞」をまとめる． 
 数量タイプは平均値で見ると上記表 3. の 2 タイプと同等であるが，実際のところこれは xamag「全
ての」という語が上に引き上げているだけである．xamag の属格形 xamgijn は「一番」という形容詞の

最上級的な意味を表す修飾語として用いられ，頻度が高いためである．これを除いて平均値を取ると

13.47 となり，順位も 4 位から 11 位まで下がる． 
 これに次ぐ同異タイプも，多くの語が比率 5 以下に位置している．これを引き上げている busad「異

なる」は「他人」の読みがあり，広く名詞的に用いられるものである． 
 健康タイプも mend「健康な」が他を引き上げている．この語は「挨拶」という意味もあるためであ

ろう．soxor「目の不自由な」や sogtuu「酔った」など「～人」という読みで名詞的に用いられやすい

語もあるが，mend「健康な」を除いて健康タイプの平均値を算出すると 3.40 となり，順位は 20 位まで

下がる．このタイプは山田 (2022) において「ヒトの性質タイプ」の下位に位置付けたものであるが，

必ずしも「～人」という読みの名詞的な用いられ方をして格接辞付加の比率が上がるというものでもな
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いらしい． 
 
表 4. 数量，同異，健康の「形容詞」の格接辞付加の比率 

 数量 (13 語) 同異 (9 語) 健康 (23 語) 
50<n xamag「全ての」       1178.13 

cöönx「少数の」            55.08 
 mend「健康な」    267.35 

30<n≦50 xagas「半分の」             33.50 busad「異なる」   49.59  
10<n≦30 ixenx「多数の」             18.16 

olon「多い」      15.29 
ilüü「余剰の」      11.62 

 soxor「目が不自由な」 25.   
sogtuu「酔った」     24.89 
teneg「愚かな」    13.54 
uxaalag「利口な」   10.14 

5<n≦10 dijlenx「多数の」   8.89 
dutuu「足りない」    5.45 

 targan「太った」    9.09 
ǰiremsen「妊娠した」  8.77 
xüčgüj「弱い」    6.25 
cecen「利口な」     5.13 

0≦n≦5 büten「全ての」     4.88 
 
cöön「少ない」      3.31 
xowor「珍しい」    2.08 
 
 
olonx「多数の」     1.96 
 
ǰaaxan「少ない」    0.65 
baaxan「多い」    0.21 

tencüü「同じの」    4.72 
adil「同じの」     4.16 
adilgüj「異なる」   3.23 
yalgaataj「異なる」   2.69 
iǰil「同じの」       2.42 
ondoo「異なる」    2.11 
yalgaagüj「違いがない」1.43 
 
töstej「似ている」     0.86 

uxaantaj「利口な」    4.19 
mergen「賢い」      3.56 
doroj「弱い」       2.70 
čadwarlag「有能な」    2.34 
xüčtej「強い」     1.75 
mundag「利口な」    1.21 
emzeg「弱い」        1. 
erüül「健康な」      0.92 
xüčirxeg「強い」    0.50 
čadwargüj「無能な」    0 
bolowsronguj「教養ある」0 
sergelen「健康な」          0 
čijreg「丈夫な」               0 
turanxaj「痩せた」           0 

平均値 35.35 26.81 25.69 
 
 次ページの表 5 では経時，美醜，触覚の 3 タイプをまとめる． 
 経時タイプには「～とき」と読める時間にかんする「形容詞」(oroj, šne, xuučin, ert) と「～人」と読め

る人の世代に関する「形容詞」が含まれ，格接辞付加の比率がやや高いと言える． 
 美醜タイプは urlag「芸術的な」を除いて算出すると比率の平均は 9.81 (14 位) まで下がる．他方で，

同じ語釈を付した「美しい」「汚い」といった複数の語が比率の高い側 (10 以上) と低い側 (5 以下) に別

れて分布することは興味深い．これらの語の意味の記述の際にこの点を反映すべきかもしれない． 
 触覚タイプ (物理特性のうち，触覚によって認識されるもの) も比率の高い側 (10 以上) と低い側 (5 以

下) とで分断があるが，比率の高いほうは「重さ」「熱さ」などの程度性を表す表現として頻用のもの

で，量的に測りうるものがより名詞的に用いられやすいという傾向を反映するものと思われる． 
次いで同じく次ページの表 6 では，ヒト・規模・速度を示す． 

 ヒトタイプ (ヒトの性質を表すもの) では bayalag「豊富な」が数値を引き上げているが，全体的には

数値の低いものが多い． 
 規模タイプで数値の高い gün「深い」は，属格形で「深層の」といった意味で用いられる例が多い．

もしかすると「近い」「遠い」などと並んで位置タイプ (cf. 表 3) に含めるべき語であったかもしれない．

baga「小さい」はモノの多少を表す点で規模タイプに含めることは問題ないと思われるが，「子どもが
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年少であること」を表す点では経時タイプに近いのかもしれない．これらに次ぐ urt「長い」, zuzaan
「厚い」, örgön「広い」は「長さ」「厚さ」「広さ」という程度性を表すものとして名詞的に用いられる． 
 速度の xurdan「速い」なども同様に，「速さ」といった程度性を表すものとして名詞的に用いられる．

aaǰim「遅い」は極端に数値が大きいが，(23)~(25) で見たような動詞修飾語としての用法が多く，とく

に造格形で用いられることが多いことから比率が高くなっている．副詞的に用いられているので，この

比率の高さをもって名詞らしさが高いとは言い難い例であると言える． 
 
表 5. 経時・美醜・触覚の「形容詞」の格接辞付加の比率 

 経時 (9 語) 美醜 (12 語) 触覚 (13 語) 
50<n  urlag「芸術的な」 210. dulaan「暖かい」     68.07 
30<n≦50 oroj「遅い」       49.47  xujten「寒い」       33.33 
10<n≦30 xögšin「老いた」        29.06 

šine「新しい」      27.90 
xuučin「古い」        24.53 
zaluu「若い」       23.36 
balčir「年少の」      20.63 

boxir「汚い」    25. 
sajxan「美しい」  17.69 
buzar「汚い」        15.15 
cewer「清潔な」      12.43 
muuxaj「汚い」        11.14 

xünd「重い」         21.11 
serüün「涼しい」     18.60 
xaluun「熱い」         14.65 

5<n≦10 nastaj「老いた」        8.85   
0≦n≦5 ert「早い」        4.30 

šineleg「新しい」      0.92 
zawaan「汚い」       2.56 
ariun「清潔な」       1.36 
goyo「美しい」       0.79 
zambaraagüj 
「散らかった」                0.39 
uran「芸術的な」   0.28 
üzesgelentej「美しい」    0 

zöölön「軟らかい」   3.91 
xatuu「固い」       3.39 
nojton「濡れた」     2.53 
xöngön「軽い」       2.48 
uyan「軟らかい」      1.06 
xuuraj「乾いた」     0.56 
urin, büleen「暖かい」      0 

平均値 23.47 20.70 19.26 
 
表 6. ヒト・規模・速度の「形容詞」の格接辞付加の比率 

 ヒト (14 語) 規模 (19 語) 速度 (4 語) 
50<n bayalag「豊富な」    107.84  gün「深い」       57.68 aaǰim「遅い」     347.83 
30<n≦50  baga「小さい」     34.46  
10<n≦30  urt「長い」     29.78 

zuzaan「厚い」     14.07 
ix「大きい」      12.71 

xurdan「速い」     15.74 

5<n≦10 yaduu「貧しい」    7.61 
 

uudam「広い」    6.67 
örgön「広い」     5.50 

türgen「速い」     5.59 

0≦n≦5 bayan「豊かな」    4.25 
xöörxij「かわいそうな」3.95 
xongor「愛しい」   2.70 
zawgüj「忙しい」   1.12 
aǰiltaj「忙しい」     0.55 
aǰilgüj「無職の」    0.37 
yaaraltaj「せわしい」     0 
xöörxön「愛しい」   0 
nyagt「親しい」     0 
yaaruu「忙しい」      0 
enxrij「愛しい」    0 
ewtej「親しい」     0 

nimgen「薄い」         5. 
uuǰim「広い」         2.5 
tom「大きい」     2.35 
ǰiǰig「小さい」     1.92 
öčüüxen「小さい」    1.87 
bogino「短い」    1.17 
narijn「細い」      1.15 
günzgij「深い」      0.97 
byacxan「小さい」   0.91 
yawcuu, dawčuu「狭い」0 
büdüün「太い」      0 

udaan「遅い」     1.68 

平均値 23.47 20.70 19.26 
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 次の表 7 では良悪・色彩の「形容詞」を提示する． 
 
表 7. 良悪・色彩の「形容詞」の格接辞付加の比率 

 良悪 (33 語)  色彩 (25 語)  
50<n   xeer「鹿毛の」 108.02  
30<n≦50 sonin「面白い」41.24 muu「悪い」 32.48 nogoon「緑色の」34.25  
10<n≦30 gol「主要な」25.11 

taalamǰtaj「好きな」15.79 
durgüj「嫌いな」13.26 xaranxuj「暗い」28.08 

gegeen「明るい」26.77 
šar「黄色い」 10.26 

5<n≦10 demij「無意味な」6.85 
onc「特別な」 6.29 
sajn「良い」  5.46 

dawuu「優れた」5.25 
durtaj「好きな」 5.07 

zeerd「栗毛の」8.82 
tod「はっきり」8.74 
bor「茶色の」 7.79 

xöx「青い」  7.39 
ereen「まだらの」6.06 

0≦n≦5 taaruu「悪い」 4.49 
sonirxolgüj 
「つまらない」  4.08 
toxiromǰtoj「妥当な」4. 
čuxal「大事な」  3.26 
xairtaj「愛する」2.96 
šaardlagataj 
「必要だ」          2.48 
šaardlagagüj 
「必要ない」        2.47 
zoxistoj「妥当な」  2.41 
xeregtej「必要な」 2.29 
ewgüj「不快な」2.09 

xereggüj「必要ない」2.08 
sonirxoltoj「面白い」1.64 
oligtoj「良い」 1.52 
gajxamšigtaj「すごい」0.94 
ayataj「快い」 0.79 
tusgaj「特別な」0.21 
oncgoj「特別な」0.12 
ašgüj「良い」  0 
zoxisgüj「不当な」0 
ayagüj「不快な」0 
gaixamšigt「すごい」0 
ǰigtej, xačin「変な」0 

xar「黒い」  4.93 
cagaan「白い」4.67 
alag「まだらの」4.63 
saruul「明るい」3.87 
ulaan「赤い」 3.60 
il「はっきり」 3.22 
tungalag「澄んだ」3.17 
xüren「褐色の」1.97 
yagaan「桃色の」1.83 
cenxer「青い」   0.84 
todorxoj 
「はっきり」   0 

gyalgar 「光沢ある」0 
geteltej「明るい」 0 
büdeg「暗い」  0 
cooxor「まだらの」0 

平均値  10.51  7.43 
 
良悪の sonin「面白い」は「新聞」という意味があるため，色彩の xeer「鹿毛の」は同音異義語29「草

原」があるため，nogoon「緑」は格形式に「野菜」という語釈が含まれるため，いずれも格接辞付加の

比率が高くなったものと思われる．他方，良悪の muu「悪い」は，[名詞 形容詞]-tAj という構文 (cf. 
(22)) でよく用いられることが比率の高くなった原因である． 
また，山越 (2000: 105) では形容詞が名詞化しやすい典型例として世代に関する語 (本稿における経時

の「形容詞」の一部) と色彩形容詞が挙げられやすいと指摘している．しかし上記調査によれば，格接

辞が付されるかどうかという観点からは色彩を表す語は他の「形容詞」と較べてもあまり高いとは言え

なさそうである． 
次ページの表 8 には性格・価値・物理の「形容詞」を挙げる． 
4.1.3 の末尾で触れたように dotno「優しい」は属格形で名詞修飾する例もあり，これゆえに比率が高

くなっているものと思われる． 
 
 

                                                        
29 本稿の目的に照らして，ある語が複数の意味を有することと，同音異義語を有することは区別される

べきであるが，この点について十分な考慮ができていない．基本的にある語義と類義の関係であったり

換喩になっていたりする場合には多義語であると見做し，同じ語形でも類義や換喩になっていない複数

の意味がある場合は同音異義語の別の語であると考えるが，その両者の区別は必ずしも分明ではない．

モンゴル語の場合は書き言葉として今回調査に用いた文字綴りの他に伝統的な文語形が存在し，この文

語形での綴りの異なりを根拠に別の語であると見做すこともある (これは通時的には区別されていた語

が同音・同綴に合流したという史的変遷を示唆する可能性もあるが，文語形でも同音の語を区別するた

めに綴りが変更されることもありうるため，決定的な証拠にはならない)．ここで扱う xeer という語も

文語形では keger「鹿毛の」, keger_e「草原」と区別される． 
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表 8. 性格・価値・物理の「形容詞」の格接辞付加の比率 

 性格 (25 語) 価値 (8 語) 物理 (23 語) 
50<n dotno「優しい」   75.31 

xercgij「残酷な」       68.75 
 coorxoj「穴開きの」  64.15 

30<n≦50 büdüüleg「がさつだ」  31.58  xawtgaj「平らな」  45.45 
10<n≦30 zalxuu「怠けた」     14.71 

najrsag「優しい」    14.29 
ünenč「正直な」      12.77 

 šingen「薄い・液状の」  20.96 
tasarxaj「途切れた」  18.03 
čanga「声の大きい」 10.77 

5<n≦10 šudarga「真面目な」    9.64 
zorigtoj「勇敢な」     8.51 
nöxörsög「付き合い良い」    6.82 
nyambaj「細心の」     6.06 
ers「断固とした」    6.06 

xyamd「安い」       8.38 
ašigtaj「便利な」       8.10 

šuluun「まっすぐな」    7.69 
sul「空っぽな」     6.48 

0≦n≦5 najrtaj「優しい」    3.85 
zürxtej 「勇敢な」     3.70 
bolxi「がさつな」     3.33 
širüün「粗暴な」    2.56 
yostoj「礼儀正しい」  2.25 
xargis「残酷な」    1.77 
dogšin「狂暴だ」      1.75 
yosgüj「無礼な」      1.54 
nomxon, tomootoj, namuun, 
dölgöön, daruu「穏やかな」0 
bardam「横暴な」     0 

belen「準備できた」 4.88 
tustaj「役立つ」   4.26 
ünetej「値段が高い」2.64 
ünegüj「無料の」  1.57 
awsaar, zoximǰtoj「便利な」0 

 

zadgaj「開いた」      4.32 
gašuun「苦い」       4.10 
xooson 「空っぽな」    4.07 
ammtaj 「おいしい」    4.05 
sem「静かな」     2.99 
čimeegüj「静かな」   2.15 
bitüü「詰まった」     0.58 
duugüj「静かな」   0.40 
tegš「平らな」     0.26 
yaruu「調和した」    0.25 
düüren「いっぱいの」 0.17 
celmeg「晴天だ」      0 
ötgön「濃い」       0 
böörönxij「丸い」      0 
dörwölǰin「四角い」     0 
isgelen「酸っぱい」     0 

平均値 6.24 4.86 4.53 
 
最後に，表 9 でその他・難易・感情の「形容詞」を見ていく．比率の数値が 30 を越えるものはない．

その他には現時点で意味的に分類しがたいものを割り振ったが，結果として 3.3. で本調査のために新た

に加えた語の多くがここに含まれることとなった．これらは，あるいは清格尔泰 (1991: 183) が言う関

係形容詞 (cf. 注 10) に近いグループと言えるかもしれない．関係形容詞とは，派生形容詞のうち形容詞

化の程度が低いものを指すという．ここでいう「形容詞化の程度が低い」とは，意味的に派生元の特徴

を多く引き継いでいることを指すものと思われる．格接辞が付されて名詞的に用いられるかという観点

からすると，これらは形容詞的な性質が強い (格接辞付加の比率が低い) と言いうる． 
 
表 9. その他・難易・感情の「形容詞」の格接辞付加の比率 

 その他 (27 語) 難易 (4 語) 感情 (12 語) 
10<n≦30 amgalan「平和な」      25.28 

zerleg「野生の」       18.26 
towč「簡潔な」        16.15 gunigtaj「悲しい」      14.29 

5<n≦10 yörönxij「一般的な」    8.98 
mor't「馬がある」     8.33 
xüčingüj「無効な」     8.29 
argagüj 「仕方ない」    7.76 
ayuulgüj「安全な」   6.17 

xyalbar 「易しい」     7.89 xaramsaltaj「残念な」    7.63 
aztaj「幸せな」       7.04 
zowlontoj 「悲しい」    6.67 
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0≦n≦5 xijmel「人工の」      4.66 
ügüj「無い」        4.41 
bolomǰgüj「可能性がない」  4.11 
delgerengüj「詳細な」    3.32 
bolomǰtoj「チャンスがある」   3.25 
ayuultaj「危険だ」    2.17 
xamaataj「関係がある」 1.72 
gajgüj「大丈夫な」     1.41 
erxgüj「権利がない」  1.39 
togtmol「定期的な」    1.26 
xar'cangüj「相対的な」   1.04 
magadgüj「かもしれない」  1.01 
garcaagüj「疑いない」    0.87 
tügeemel「普遍の」   0.81 
daguu「沿った」      0.48 
xamaagüj「関係ない」    0.16 
galt「火がある」      0 
suraggüj「消息がない」 0 
nijtleg「共通の」      0 
uularxag「山がちな」     0 

xecüü「難しい」      2.07 
amar 「易しい」      2.02 

bayartaj「嬉しい」     4.89 
tawtaj「快適な」      2.86 
töwögtej「困難な」     2.24 
tuxtaj「快適な」      2.11 
ǰargaltaj「幸せな」     1.23 
taataj「嬉しい」      0.80 
xögǰiltej「嬉しい」    0.62 
ujtgaltaj「寂しい」     0 

平均値 3.97 3.94 3.35 
 
4.3. 格接辞ごとの傾向 
 本稿での調査語彙全てについて，付された格接辞別に検出数を合計してその割合を算出すると，次の

ようになる (表 10)． 
 
表 10. 格接辞別検出数とその割合 

裸の形 属格 奪格 与位格 対格 造格 共同格 格形式合計 
201452 13769 1343 5266 3901 4461 3309 32049 
― 42.96 4.19 16.43 12.17 13.92 10.32 ― 

 
 ここでこの表 10 で示す形容詞の格接辞の割合と，表 1 で示した名詞と形動詞の格接辞の割合を較べ

るために図示したのが次の図 2 である。 

 
図 2. 付される格接辞の割合 
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 図 2 のグラフから見て知りうるのは，「形容詞」と名詞には分布の似ているところがある一方，形動

詞についてはいずれとも似ていないように見えるところである．「形容詞」と名詞とでは属格接辞の付

される割合が最も大きく，次いで与位格が続くという点で類似している．他方で形動詞は「形容詞」・

名詞いずれとも割合の様相がかなり違って見えるが，その大きな要因は形動詞と与位格や造格を組み合

わせた表現が極めてよく使われるからであろう．それを差し引いても，属格の割合が小さい点で形容

詞・名詞とは使われ方が異なるらしいことが見て取れる．しかし「形容詞」、名詞、形動詞のそれぞれ

について格接辞の付された例の検出数について分散分析を用いて検定してみると F 値は 1.73 となる．

有意水準の 0.10 より大きく，すなわち数値間のばらつきが大きいため，上記の見た目上の類似はコー

パスデータの規模の小ささなどに起因すると思われる偶然性を排除できず，有意な結果とは言えない30． 
 次に格接辞ごとにどのような「形容詞」に付されやすいか見てみる． 
格接辞付加の比率が高い語 (≒より名詞的に用いられる「形容詞」) ほど属格接辞が付されやすい傾

向にあり，延べ数で計算すると全体として名詞の傾向に似て属格接辞の付される割合が高くなっている 
(cf. 表 10.) ものと思われる． 
語ごとに，最もよく付される格接辞で分類すると造格が異なり語数 57 語で最多となる (同率一位が

ある場合は 0.5 で加算．以下，属格 39.5 語，与位格 34.5 語，対格 33 語，共同格 18 語，奪格 6 語．全

て 0 の場合は算入しなかったので合計数は「形容詞」の総数に満たない)．この数字は 4.1.3 で見た「形

容詞」に造格接辞を付して動詞修飾成分として用いる構文が広く行われていることを示すものであろう． 
与位格も，対格を若干しのぐ数値を示すが，これも同様に 4.1.3 で見た動詞修飾の用法の反映である

かもしれない．今回調査した 22 語の名詞の与位格形に再帰所属接辞が付された形を調べてみると, 付さ

れないもの 50997 に対し付されるもの 2967 であった (5.81%)．これに対して「形容詞」の与位格形でも

同様に調べてみると、再帰所属接辞の付されていないもの 4257 に対し付されるもの 2518 (59.14%) と圧
倒的に多い．こうした分布の大幅な異なりは，後者の与位格接辞 -d + 再帰所属接辞 -AA に見える形式

が，実際には -dAA という形容詞に付して副詞的に機能させるような別の形態素である可能性があると

考える． 
共同格接辞 (同形の「～を持った」という意味の接辞を含む) と共に使われやすい語を見ると，[名詞

形容詞]-tAj 構文で用いられるもの (cf. (22), 表 7 下の説明) として muu「悪い」の他に baga「小さい／少

ない」, ilüü「余剰の／多い」, cöön「少ない」, sul「空っぽの」などがある．さらに尺度などを表す語

を伴って程度を表す表現に用いられるものとして zuzaan「厚い」, xünd「重い」, öndör「高い」などが

ある (27)31．  
                                                        
30 js-STAR (version 8.1.1.) というフリーソフトを用いて計算した．これはウェブ上で公開され，ブラウザ

上で動作する統計ソフトである (https://www.kisnet.or.jp/nappa/software/star8/)。このうち分散分析の sA デ
ザイン (1 要因参加者内計画) を利用した．「形容詞」・名詞・形動詞の間のばらつきの分散は

655242490.7778、格接辞ごとの出現割合の分散は 926560116.2778 であった。また、これらの交互作用の

分散は 1071758784.555 であった。総分散は 2653561391.611 であり、自由度は 17 となった。。 
31 この例では主語である ene uul「この山は」に対して 4200 myetr öndör「4,200メートルの高さ」という

単一の名詞句 (あるいは形容詞句) から成るという点で [名詞 形容詞]-tAj 構文を取っているとは見做さ

ない ([名詞 形容詞]-tAj 構文ならば [ ] の内部を取り出した主語名詞句と形容詞述語から成る節を成す)． 
一方，この例では属格名詞句が öndör「高い」という語を修飾しているという点で形容詞が文中で名

詞として機能していることが示唆される例であると言える．先行する名詞 myetr「メートル」が属格接

辞を付さない形式である例もあるが，これは複合が起きた例であると言えよう．ところで試みに (27) 
の例について -tAj {-PROP} を除いた文が許容されるかモンゴル国出身のモンゴル語話者 3 名 (いずれも

30歳代) に問うたところ，許容するとの回答も得られたが (1 名)，-tAj {-PROP} の無い場合は先行する

名詞 myetr「メートル」の属格も削除した方がより自然であるとの回答も得られた (2 名)．属格が無く

複合を成す場合の myetr öndör {メートル 高い} の品詞論上の位置づけは不明であるが，少なくとも属格
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(27) ene   uul  dalaj-n  tüwšn-ees  deeš  4200  myetr-ijn     öndör-tej=l     döö. 

この 山 海-GEN 水準-ABL 上へ   メートル-GEN 高い-PROP=EMP SFP 
「この山は高さ海抜 4200メートルですよ」 

 
5. おわりに 
 本稿では形容詞的な意味という観点から選出した「形容詞」と，典型的に形容詞を派生するとされる

接辞を有するものから選出した「形容詞」を対象として，モンゴル語の「形容詞」に格接辞がどのよう

に付されるかを観察した． 
格接辞が付される比率が高いほど名詞的である，とは必ずしも言えないが，典型的な名詞と較べると

多くの「形容詞」は圧倒的に格接辞の付される比率が低い．これは裸の形で修飾語として機能する頻度

の高いことに起因する．また「形容詞」選出の際に用いた意味分類を利用すると，評価タイプや位置タ

イプ，経時タイプなど，名詞的に用いられやすい形容詞の意味的な傾向を見出すことができた32． 
 山田 (2022, 2023a) の一連の研究を通じて，モンゴル語の形容詞をいかに定義するかという観点から

「形容詞」形態論の諸問題について考察してきた．あくまでもコーパスを用いた使用実態調査であるの

で，「形容詞」のある形式が任意の形式を取りうるか否かという問題には答えることができないが，「形

容詞」が取りうる形容詞らしい形式 (山田 2022, 2023a)，名詞的な性質を見せる形式 (本稿) の傾向を示

すことはできたと考える． 
 今後の課題としては，こうした傾向についてモンゴル語話者からの聞き取り調査も併用し，ここで提

案する「形容詞」の意味分類を洗練させていくということが必要である．また，一連の研究で「形容

詞」を定義するには至らなかったが，「形容詞」を記述する上で必要となる事項について洗い出すこと

ができたので，こうした記述の精緻化を進めることも可能となった．また，ここでは形態的側面にのみ

                                                                                                                                                                             
を含む myetr-ijn öndör {メートル-GEN 高い} の öndör「高い」は名詞であると判断され，この文では「こ

の山は」という主語に対する述語として合わないため許容されにくい，と説明することはできる． 
ただしこうした例からは元の形容詞のまま述語となることと，名詞として用いられた形容詞に -tAj  

{-PROP} を付して形容詞述語として機能することの語用論上の違いは不明である．これに類する例とし

て buruu「間違った」vs. buruu-taj {間違った-PROP}「誤りがある」のように -tAj {-PROP} の有無で意味

や用法に違いが見いだせないようなペアがある．こうした対立の存在する背景については，今回のコ

ーパス調査からは明らかにすることができなかった． 
32 Dixon (2010) では形容詞的な意味ごとに，通時的な傾向を部分的に示している．そこでは例えば典型

的に形容詞というクラスを成しそうな意味グループとしてまず「規模」(dimention),「経時」(age),「価
値」(value; 本稿における「良悪」「美醜」「価値」),「色彩」(colour) の 4種類があるとしている．これが

通時的に名詞にも動詞にもなりにくいことを示すもので，今回の調査における「名詞らしさ」の低さに

対応するものであるとすれば，4.2 の表 2 における順位では 21 件中の低い順序に偏って現れることが期

待される．しかし実際に得られた結果は「経時」8 位，「美醜」9 位，「規模」12 位，「良悪」14 位,「色
彩」15 位, 「価値」17 位であった．さらに Dixon (2010) は「物理特性」(physical property; 本稿における

「触覚」「物理」) がもし形容詞というクラスを成さないとすれば動詞になりやすいとしている．これ

が通時的に「物理特性」の「名詞的らしさ」の低さを表すものであるとするとやはり低い順序に偏るこ

とが期待されるが，「触覚」10 位，「物理」18 位であった．これらのうち「物理」が「名詞らしさ」の

比較的低いところに偏る特性は，ある程度 Dixon (2010) による意味グループごとの傾向を支持するもの

であると言えるかもしれない．しかしそれ以外については Dixon (2010) が示す傾向を支持するものでは

なかった．ただし本稿で採用した語彙の分類にはそもそも問題がある可能性もあるので，この点で分類

の精緻化が今後の課題となる． 
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着目してきたが，Yamada (2023) で取り組んだ「形容詞」の修飾機能に着目した研究も進めることでモ

ンゴル語の「形容詞」の究明に役立つのではないかと思われる． 
 

 

記号一覧 

1,2,3: 1st, 2nd, 3rd person 一人称，二人称，三人称  IPFV: imperfective 未完了形動詞 
ABL: ablative 奪格                INT: interjection 間投詞 
ACC: accusative 対格               NEG: negative 否定 
ANT: anterior 先行副動詞             NPST: non-past 非過去 
ASS: associative 連結副動詞            PERF: perfective 完了形動詞 
COM: commitative 共同格             PL: plural 複数 
COND: conditional 条件副動詞           PN: proper noun 固有名詞 
DAT: dative-locative 与位格            POSS: possessive 所属 
EMP: emphasis 強調               PROP: proprietive「～を持った」という意味の接辞 
FUT: future 未来形動詞              PST: past 過去 
GEN: genitive 属格                Q: question 疑問 
HBT: habitual 習慣形動詞             REFL: reflective 再帰所属 
HON: honorative 敬意              SFP: sentence final particle 終助詞 
IMP: imperative命令               SG: singular 単数 
INS: instrumental 造格              SIM: simultaneous 同時副動詞 
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小説におけるオノマトペの使用特徴 

－ミステリー小説に焦点を当てた予備的調査－ 

Characteristics of Onomatopoeia Usage in Novels 
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黄 慧 

Hui Huang 
 

東京外国語大学大学院総合国際学研究科 
Graduate School of Global Studies, Tokyo University of Foreign Studies 

 

 
要旨：本研究ではミステリー小説に使われているオノマトペの特徴を明らかにすることを目的としてい

る．ミステリー小説では，1 ぺージ（約 700 字）当たり，約 1 語のオノマトペが使われている．調査対

象となった 2 冊の小説に共通するオノマトペは約 15%である．上位の使用頻度を示すオノマトペは

ABAB 型，A ッ B リ型，AB リ型があり，2 冊の小説ともほぼ同じ傾向がみられた．低頻度のオノマト

ペの形態的パターンは全部で 28 種類にも及び，かなり多岐にわたることが分かった．ミステリー小説に

おいても，様態副詞として用いられるオノマトペが最も多く，結果副詞や程度副詞として用いられるも

のは非常に少ない．ミステリー小説では，新しいオノマトペが作られることは稀であることもわかった．

最後に，今回の予備調査の結果，使用されているオノマトペの特徴は，作家による個人差も要因の一つ

であることが考えられる． 
 
 
Abstract: This paper investigates the use of onomatopoeia in mystery novels. It finds that there is roughly one 
onomatopoeic word per page (700 characters) in these novels. Common onomatopoeia between two novels of the 
survey are about 15%. The most frequently used onomatopoeic forms are of the ABAB, AQBri, and ABri types, seen 
in both novels and almost the same trends were observed in both cases. The morphological patterns of less frequently 
used onomatopoeia extend to as many as 28 types, indicating a wide variety. In mystery novels, onomatopoeia are 
mainly used as adverbs of manner and very few as others. It's rare for mystery novels to create new onomatopoeia. 
Finally, this preliminary research suggests that individual differences among authors are one of the factors in the 
characteristics of onomatopoeia used. 
 
 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000368 
キーワード： オノマトペ，擬音語，擬態語，使用実態，ミステリー小説 
Keywords: Onomatopoeia, Mimetic words (words that imitate sounds, words that describe conditions or states), 
usage, frequency of use, Mystery novel 
 
 
1. はじめに 

 オノマトペは，漫画や小説，絵本などの文学作品のみならず，広告のキャッチフレーズやレシピなど，

私たちの日常生活において様々な場面で目にすることがある．それぞれの分野で使われているオノマト

ペは描写するものが異なることから，それぞれ特徴をもっていることが予想される．そのため，今後は

小説のジャンルごとに使用されているオノマトペの特性を詳細に検証していく必要があると思われる． 
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小説のジャンルごとに使用されているオノマトペの傾向を調査する一環として，まずミステリー小説に

おけるオノマトペの使用傾向を検討することにする．本研究はミステリー小説におけるオノマトペの使

用実態を明らかにするための予備的調査である． 
 
2. 先行研究 

 2.1 でオノマトペの定義および分類について概観し，2.2 で各分野別に使用されているオノマトペを扱

った先行研究を見ていく． 
 
2.1. オノマトペの定義および分類 
 丹野（2005）は，以下のように述べている． 
 

オノマトペとは「音による命名，音自身が名になる」という意味がある．このような意味合いか

らすると「あるもの，ある現象」を音によって支持すること，「あるものの状態，あるものの発する

音」をそのまま写すこと，と定義することができる．オノマトペの狭義の定義としては，音響世界

の模写を主とする擬音語，音響世界の声を模写する擬声語がある．また広義の定義としては，事象

の状態を象徴する擬態語である．オノマトペを日本語で言えば，「擬声・擬音，写生語，象徴語，擬

容語，擬情語，擬態語，象徴音，語音象徴，声喩，音声象徴，音画など」という． 
 

（丹野 2005: 17-19） 
 
 擬音語と擬態語は様々な名称で呼ばれているが，「オノマトペ」という用語がそれらを総称する共通認

識がある．これまでの研究では，「擬音語」や「擬態語」1の表現が一般的であったが，近年は「オノマ

トペ」という用語を使用する研究者が増えている．本研究でも「オノマトペ」という用語を使用する．

なお，先行研究を引用する際には，それぞれの研究で使用された用語をそのまま使用することにする． 
 小野，武田，川崎（2021）は，3 人の研究者が資料から認定2したオノマトペを抜き出し，その結果を

比較した．この研究によれば，絶対的な一致率は高いものの，各研究者の視点から認定されるオノマト

ペには一定の差異が生じている．以下，詳細な考察結果を表 1 に示す． 
 
表 1：小野, 武田, 川崎（2021）における調査結果 

 冴え冴え だんだん ちょっと やっと もっと しげしげ ずうっと がさがさ 
A × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

B × × × × × 〇 〇 〇 
C × × × × × × × 〇 

（小野, 武田, 川崎 2021：120） 
 

 上記のオノマトペ研究者 3 名による分類結果，オノマトペの認定は A タイプ（異なり語数 69 語），B
タイプ（異なり語数 58 語），C タイプ（異なり語数 56 語）まで 13 語の差がある．角岡（2007）では，

                                                        
1 金田一（1978）は，擬音語と擬態語をさらに，「擬音語（音を表すもの）」，「擬声語（声を表すもの）」，

「擬態語（状態を表すもの）」，「擬容語（人の様子を表すもの）」，「擬情語（人の感情を表すもの）」と

分類している． 
2 3 名のオノマトペ研究者がそれぞれ基準A, 基準B, 基準 C に沿って同一資料からオノマトペを抽出す

る作業を行っている． 
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和語や漢語3などのオノマトペを考慮に入れ，「真正オノマトペ」と「擬似オノマトペ」，「かな擬似オノ

マトペ」という用語も使用している．先行研究を概観すると，坂本（2019）でも述べているように，「実

はオノマトペかそうでないか，どこまでをオノマトペとするか，の区別も難しく，しばしば研究者の間

でも議論になる．（P8）」とされることが多いようである． 
 
2.2. オノマトペの音韻的・形態・統合的特徴について 
 オノマトペ音韻・形態的特徴については，主に田守，スコウラップ（1999），浜野（2014）を参照する

ことにする．両研究によれば，日本語のオノマトペは，1モーラを語基にもつ CV タイプのもの，2モー

ラを語基にもつ CVCV タイプのものと 2 つのグループ4に分けることができる． 
 
表 2：オノマトペの音韻形態（田守, スコウラップ 1999：20-25 を表にまとめたもの，用例は一部のみ） 

CV タイプ CVCV タイプ 

1 CV つ，ふ 6 CVCV がば，ぐい，ぴた，ぷい，そよ 
2 CVQ ピッ 7 CVCVQ ばたっ，ぱらっ，ぐさっ，ぽきっ 

3 CVN ピン 8 CVCVri ばたり，ぱらり，ぐさり，ころり 
4 CVV ピー 9 CVCVN ばたん，ぽとん，ごろん，こつん 

5 上記の 
反復形 

ピッピッ，ピンピン， 
ピーピー 

10 CVQCV どっか，はっし，すっく 
11 CVNCV むんず，ざんぶ 

12 CVQCVri ばったり，ぐったり，にっこり 
13 CVCVN ぼんやり，ふんわり，こんがり 

14 CVCVCVCV ばたばた，きらきら，にこにこ 
15-23 その他の形態

および複合形 
がさごそ，どたばた，ちやほや，が

たぴし，そそくさ，すたこら，ぐさ

りぐさり，どきんどきん，ちらりほ

らり，すっからかん，すってんころ

り，とんちんかん，つんつるてん 

 
 浜野（2014：6-7）は，CV タイプの語根に「っ／ん／―」が伴って使用されることについて，CV タ

イプの語根は語根と語尾の間に多くの場合意味的な関連があり，CVCV タイプの語根とは異なり，構成

要素間の独立性が弱いと述べている．さらに，CV タイプの語根を含む表現のほとんどが音や単純な運

動と模倣的な関係にあり，言語的な分析性が一般的な語彙や CVCV タイプに比べて弱いとしている．こ

                                                        
3 漢語由来のオノマトペについては，中里（2001）の研究がある．中里（2001）では，以下のように述

べている．「―々」型のものは限られた文脈で使われているうちに，その後のイメージが定まり，言語

音と指示内容に有縁性を感じさせるようになる可能性がある．さらに漢字ではなく仮名書きがされる

ようになれば，漢字の表意性が薄れ，音のイメージで使用される「オノマトペ」になると判断される．

一方，「―然」型は，振り仮名と併用されたために，和語の意味が先行し，オノマトペらしさを感じさ

せなかったのだろう（中里 2001: 564-565）． 
4 各研究者によって CV タイプを A 型，X 型と呼び，CVCV タイプを AB 型，XY 型と呼ぶこともある．

本研究では先行研究を引用する際には，先行研究に書かれた用語をそのまま使用することにする．し

かし，収集したデータを分析する際に CV表記にすると長くて読みにくくなるため，主に吉永（2019）
のA型, AB型のような表記を用いる．なお吉永はオノマトペ標識の特殊拍の表記に記号を用いらずに，

促音（ッ），撥音（ン），長音（ー），リ語尾（リ）を使用している．例：A ッ，Aー，AB ン，A ン B
リなど． 
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れにより，CV タイプと CVCV タイプのオノマトペには違いがあり，文学作品で使用されるオノマトペ

の傾向にも影響を与える可能性があると考えられる． 
 オノマトペの統語的特徴としては，田守, スコウラップ（1999），浜野（2014）などが挙げられる．田

守, スコウラップ（1999）によれば，オノマトペは副詞的用法（例：ゆっくりあるく），動詞的用法5（例：

にこにこする/ぼろぼろになる），形容詞・形容動詞的用法（例：きらきらの/な星，疲れてへとへとだ），

名詞的用法（例：ぶつぶつができた），複合語用法（例：ピリ辛）だけでなく，「―めく（例：きらめく）」，

「―つく（例：いらつく）」，「―ける（例：よろける）」などの派生用法も存在する． 
 
2.3. 様々な文体で使用されているオノマトペ 
 日本語のオノマトペは様々な分野で使用されており，その使用頻度および使用傾向に違いがあるとい

うことが報告されている（玉岡他 2011，田守 2012，夏目 2013，深田 2013，星野 2014，渡辺・中村 2012，
赫楊 2017，隅田 2019，陳萍 2022，吉﨑 2023）． 
 星野（2014）の研究によれば，グルメ記事で使われるオノマトペは食品（お菓子・飲料を含む）や食

べ方，料理場面を描写するために使用されている．渡辺・中村（2012）の研究によれば，料理レシピに

多く登場するオノマトペは，料理そのものを表現するオノマトペと，調理動作を表現するオノマトペに

分けることができる．さらに，レシピの「タイトル」，「説明文」，「料理手順」それぞれに使われるオノ

マトペにも違いがあることが分かった．吉﨑（2023）の研究によれば，子供の歌には擬音語の方がより

多く用いられ，研究対象としている擬情語は約 11%と最も少なかっただけでなく，限られた擬情語（「に

こにこ」や「ほかほか」など比較的やわらかい響きを持つもの）が多いと報告されている．陳（2023）
は，反復形を除いて漫画で使われている擬音語の語尾が「っ，ー，ん」が多いことを指摘している．そ

の要因として，漫画に描かれた動きの緊張感やスピード，動作の余韻を強調する，または描写している

様態が時間的に長く持続していることを表すなど，表現の効果を高めるために語末に特殊拍を使用して

いると分析している． 
 玉岡, 木山, 宮岡（2011）は，新聞と小説のコーパス6における ABAB 型のオノマトペ（28 語）と動詞

の共起パターンについて考察した．この研究によれば，コーパスの種類の違いがオノマトペと動詞の共

起パターンにおいても顕著であり，小説の方がオノマトペと動詞の共起パターンが多様であると結論づ

けている． 
 以上，先行研究を概観した．オノマトペの形をしているものの，オノマトペであるかどうか判断が難

しいものがあること，オノマトペはその他の語彙群とは違う音韻・形態的特徴をもっていること，そし

て統語的には様々な品詞として用いられていること，最後に様々な分野で使われているオノマトペの使

用傾向および特徴に違いがあることが分かった． 
 
3. 研究対象・研究方法 

 研究対象とするミステリー小説は，できるだけ新しいもの，より多くの読者に読まれているものを考

慮し，「このミステリーがすごい！」のランキングを参照することにした．それぞれの作家による個人差

も考慮する必要があるため，「このミステリーがすごい！2020年版」と「このミステリーがすごい！2021

                                                        
5 本研究では，「にこにこする」のように「オノマトペ＋する」になるものと，「ぼろぼろになる」のよ

うに「オノマトペ＋なる」になるものをそれぞれ「する動詞」，「なる動詞」と呼ぶことにする． 
6 玉岡, 木山, 宮岡（2011）が研究対象としている新聞は，毎日新聞の 1991-1999年の 9年間の記事をま

とめたものであり，小説は，青空文庫における現代語で書かれた作品である． 
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年版」国内編からそれぞれ 1 冊ずつ，計 2 冊7を選んだ．対象とした 2 冊の小説とも電子書籍の kindle版
および紙媒体の両方を使用している．なお出版年およびページ数などは，紙媒体の情報を使用している． 
 
表 3：研究対象のミステリー小説 

著者 小説名 出版年 出版社 

相沢沙呼 『medium 霊媒探偵城塚翡翠』（以降『霊媒探偵』と呼ぶ） 2019 講談社 
阿津川辰海 『透明人間は密室に潜む』（以降『透明人間』と呼ぶ） 2020 光文社 

 
 用例の収集手順としては，まず kindleアプリで小説を読み進めつつ，オノマトペの用例にハイライト

をつけていき，1 冊読み終わったところでハイライト部分を表示し，オノマトペの用例部分を手入力8し

た． 
 2.1 でも見てきたように，オノマトペの認定および分類は非常に困難である．このため，本研究ではオ

ノマトペ辞書9を参照し，オノマトペであるかどうかを判断することにする．詳細については後述する． 
 漢語由来のオノマトペに関しては，中里（2001）で言及している「―然」型のものは収集せず，「―々」

型のものはオノマトペとしてカウントすることにする．今回オノマトペとして収集した漢語由来のもの

は，「段々（だんだん），点々（てんてん），堂々（どうどう），悠々（ゆうゆう）」の 4 語である．小野, 武
田, 川崎（2021）では，オノマトペを認定する 3 つの基準ともに感動詞を除外している． 
 
（1） 前略・・・小十郎は う うと10うなって谷をわたって帰りはじめた． 

（小野, 武田, 川崎 2021：118 より） 
 
 小野, 武田, 川崎（2021）で示されている認定基準（表 1参照）のうち，基準 C で対象外としている

「だんだん」，「ちょっと11」，「しげしげ」，「ずっと」の 4 語およびその他の研究でオノマトペとして認

定されている「きっと」はすべてオノマトペ辞書に載っているため，オノマトペとして扱うことにする．

なお，「やっと」，「もっと」の 2 語およびその他の研究でオノマトペとして認定されている「やっぱり」

                                                        
7 筆者は，日本語学習者でもあり，研究の出発点は中国人日本語学習者が日本語のミステリー小説を読

む際にどのようなオノマトペを理解すべきかという点であった．そのため，「このミステリーがすご

い！」の人気ランキング上位の小説かつ中国語に翻訳されている作品を選んだ．本研究では，日本語

のミステリー小説におけるオノマトペの使用実態に焦点を当てている．中国語の翻訳本との比較対照

は次稿に譲る． 
8 用例のデータ化はすべて手入力で行っている．Kindle アプリでハイライトをつけた部分は本来エクス

ポートでき，そのまま電子データになるはずである．しかし，著作権の制限を受け，今回のように用

例が大量にある際には，文字数が既定の数を超えてしまうため，表示されるのはごく一部の用例のみ

であった． 
9 本研究では，オノマトペの辞書 6 冊を参考にしている．詳細は参考文献リストを参照する． 
10 （1）のような唸り声である「うう」も感動詞として認定している．また，人の声ならば感動詞，熊

の声ならばオノマトペと分けることが可能であるとしながら，感動詞なのかオノマトペなのかは判断

が難しい問題であると述べている．須藤（2008），VUONG（2013）によれば，感動詞の研究は数多く

あり，感動詞の認定が難しい．そして感動詞を音韻的特徴あるいは意味的特徴などによって分類して

いるとしている．これらの研究で取り上げている分類には，「あっ」，「ふうん」や「ほう」なども含ま

れているが，本研究ではいったんこれらもオノマトペの音韻的特徴を持っているものとしてデータ収

集を行っている． 
11 「ちょっと」に関しては，6 冊のオノマトペ辞書とも見出し語としての記載はないが，浅野の辞書に，

「ちょっくら」の同類語として記載され，次のような記述がある．「ちょっくら」：「ちょっと」の俗語

的表現である（浅野 1978：188）．そのため，本研究でも「ちょっと」を研究対象としている． 
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はオノマトペ辞書に載っていないため，除外することにした． 
 最後に，田守, スコウラップ（1999），浜野（2014）で言われているオノマトペから派生したものも収

集対象としている． 
 このような基準を設けた結果，2 冊のミステリー小説から，収集したオノマトペの使用例は全部で 803
語で，異なり語数は，306 語である． 
 
4. 考察 

 4.1 でオノマトペの使用頻度について，4.2 でミステリー小説に使用されているオノマトペの音韻・形

態的特徴について，4.3 でオノマトペの統語的特徴について見ていくことにする． 
 
4.1. ミステリー小説に使用されているオノマトペの使用傾向 
 ここでは，ミステリー小説に使われているオノマトペの使用頻度，文字表記，出現箇所について順に

見ていく． 
 
4.1.1. ミステリー小説に使用されているオノマトペの使用頻度 
 2 冊のミステリー小説から収集したオノマトペは計 803 語である．ここには，派生形 32 語（異なり語

数 14 語）も含まれている．以下，詳細を表 4 に示す． 
 
表 4：ミステリー小説から収集したオノマトペ 

作品名 ページ数 オノマトペ数 
（延べ語数） 

オノマトペ数 
（異なり語数） 

『霊媒探偵』 380 439 169 

『透明人間』 352 364 194 

合計 732 803 306 

 
 表 4 に示されているように，『霊媒探偵』では 439 語のオノマトペ，『透明人間』では 365 語のオノマ

トペが使用されている．『霊媒探偵』の場合，1 ページ（700 字12）あたり約 1.15 語，『透明人間』では 1
ページ（700 字）あたり約 1.03 語のオノマトペが使用されている．平均的に 1 ページ（700 字）に約 1
語以上のオノマトペが使用されていることが分かる． 
 異なり語数から見ると，『霊媒探偵』は 439 語中，異なり語数が 169 語であり，一方で『透明人間』は

365 語中，異なり語数が 194 語である．2 冊の小説に使用されているオノマトペの異なり語数は 306 語で

ある．異なり語数と延べ語数の割合からわかるように，『透明人間』の方が『霊媒探偵』よりも使用して

いるオノマトペにバリエーションがあることがわかる． 
 同じくミステリーを題材にしている小説であるため，使用されるオノマトペには共通点があると推測

される．それぞれの小説に使われたオノマトペの異なり語数を確認したところ，306 語中，共通するオ

ノマトペは 46 語13であり，全体の約 15%を占めている．今回の予備調査では調査した対象の小説が 2 冊

のみであるため一概には言えないが，同じミステリーを題材としていても作家によって用いるオノマト

ペには個人差があることがうかがえる．以下，表 5 に 2 冊の小説に共通して使用されているオノマトペ

                                                        
12 文字数とページ数から平均的に 1 ページ当たり約 700 文字として換算している． 
13 オノマトペから派生された動詞「ざわめく」，「おどける」も小説 2 冊ともに使用されている．完全

重複するものは全部で 46 語である． 
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を示す． 
 
表 5：2 冊の小説に共通するオノマトペ 

1 あっさり 10 こっそり 19 そろそろ 28 にやにや 37 びっくり 

2 おずおず 11 さっぱり 20 ちゃんと 29 にやり 38 ひょっと 

3 おどおど 12 じっくり 21 ちょっと 30 ぱたぱた 39 ふと 

4 がちがち 13 しゅんと 22 ちょっぴり 31 ぱちくり 40 ぶんぶん 

5 きちんと 14 すっと 23 ちらり 32 はっと 41 べったり 

6 きっと 15 ずっと 24 とんとん 33 ぱっと 42 めちゃくちゃ 

7 きょとん 16 すっかり 25 どんどん 34 はっきり 43 もじもじ 

8 ぎりぎり 17 そっと 26 にこやか 35 ばりばり 44 ゆっくり 

9 くすくす 18 ぞっと 27 にっこり 36 ぴくりと 45.46 おどける・ざわめく 

 
 表 5 に示されているオノマトペのうち，A ッ B リ型が最も多く，11 語（約 23%）が共通している．

AB リ，ABC リ，A リ A リを含めると全部で 17 語がリ語尾を持つオノマトペである．さらに，A ッ型

のオノマトペが 9 語（約 20%），ABAB 型が 8 語（約 17%）用いられている． 
 ファッション雑誌と料理誌におけるオノマトペの実態を調査した赫楊（2017）によると，両誌におい

て Aッ Bリ型のオノマトペが最も多く用いられ，次が Aッ型，ABAB型の順であった14．なお，赫楊（2017）
の研究では使用頻度を調査しているため，異なり語数について触れていない．本研究で扱った小説にお

いては A ッ B リ型のオノマトペの使用例が 114例で全体の約 14%，A ッ型のオノマトペの使用例は 211
例で全体の約 26%，ABAB 型のオノマトペの使用例が 148例で全体の約 18%を占めている．ミステリー

小説においては A ッ B リ型のオノマトペの使用率はファッション雑誌や料理誌に比べて，使用頻度がか

なり低いことが分かる．本研究で扱った用例のうち，A ッ型が最も多いのは「きっと（26 例）」と「ち

ょっと（65例）」が占める割がかなり高いためである．さらに 211例中 91例（約 43%）が「ちょっと」

と「きっと」の用例であった．詳細は 4.2 で詳しく見ていく． 
 赫楊（2017）の考察において使用頻度が上位にある A ン B リ型のオノマトペは，ミステリー小説では

2 冊に共通するオノマトペに含まれていない．『透明人間』，『霊媒探偵』から収集できた A ン B リ型の

オノマトペは全部で 13例（異なり 9 語）のみであり，約 1.6%しか占めていないことが分かった．A ン

B リ型のオノマトペの異なり語数（9 語）の詳細を（2）に示す． 
 
（2）9 語：あんぐり，うんざり，しょんぼり，じんわり，のんびり，ふんわり，ほんのり，ぼんやり，

こぢんまり（A ン B リの異形としてカウント） 
 
4.1.2. ミステリー小説に使用されているオノマトペの文字表記 
 使用されているオノマトペの文字表記は平仮名，片仮名，漢字の 3 種類である．全体的に平仮名表記

が 690 語で約 84%を占め，片仮名表記が 93 語で約 12%しか占めていないことわかる．以下，表 6 に，

                                                        
14 ファッション雑誌と料理誌におけるオノマトペの使用頻度は，AッBリ型がそれぞれ37.61%と42.32%，

A ッ型がそれぞれ 9.60%と 18.74%，ABAB 型が 7.00%と 13.47%，A ン B リ型がそれぞれ 4.15%と 7.58%
である． 
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文字表記の詳細を示す． 
 
表 6：ミステリー小説におけるオノマトペの文字表記 

作品名 平仮名（語） 片仮名（語） 漢字（語） 
『霊媒探偵』 424 6 9 

『透明人間』 266 87 11 
合計 690 93 20 

 
 赫楊（2017）によると，同じくファッション雑誌であっても年齢層や男性向け，女性向けなどのジャ

ンルによって文字表記に違いがある．上記に示している用例数から分かるように，ミステリー小説にお

いても今回の 2 作品を見る限り，作品によって文字表記に違いがあることが分かる． 
 『霊媒探偵』においては，片仮名表記のオノマトペの使用頻度が異常に低く，わずか 6 語のみであっ

た．多くの先行研究で言及されているように，音を描写する擬音語は片仮名，擬態語は平仮名で表記さ

れることが一般的である．しかし，（3），（4）で示しているように，『霊媒探偵』でカタカナ表記されて

いる 6 語のオノマトペのうち，擬音語は 1 語も確認できていない． 
 
（3）最近は友人が増えたようで，スマホを眺めながらニヤニヤしていることもあるが，共に遊園地に行

くほどの仲ではなかったろう． 
（『霊媒探偵』） 

（4）髪はボサボサで，寝間着姿は非常にダサく，目元が赤く腫れている． 
（『霊媒探偵』） 

 
 『透明人間』の片仮名表記には，（5），（6）のように音を描写する擬音語，（7）と（8）のように様子

を描写する擬態語のもの両方が確認できた． 
 
（5）ぼくも思わず息が詰まった．次の瞬間，扉の向こうからかすかに，グシャッという音が聞こえた．

（『透明人間』） 
（6）彼は立ち上がって扉の前に行く．扉を拳でドンドンと叩き，「助けてくれ！」と数度叫ぶ． 

（『透明人間』） 
（7）「前略．鼻がツーンとするのをこらえて，無理に声を出そうとすると，そうなるんですよ」 

（『透明人間』） 
（8）さっきまでのピリリとした緊張感がどこかへ吹き飛び，どうにも締まりのない空気になった． 

（『透明人間』） 
 
 『霊媒探偵』では「にや系」のオノマトペが 6 語使われているが，1 例以外は平仮名表記になってい

る．これに対し，『透明人間』の場合は「ニヤニヤ」「ニヤリ」「ニヤける」など「にや」系 16例すべて

が（9）のように片仮名で表記されている．そして，「はっとする」は 6例すべて，「カッとなる／する」

は 5例すべて，「ムッとする」も 4例すべてが，（10），（11），（12）のように片仮名表記になっている． 
 
（9）「それでもう一つ分かったことがあるぞ」6番がニヤニヤと笑っていた． 

（『透明人間』） 
（10）おかしな点？オタクたちの議論が物証に及んだので，ハッと心を惹きつけられた． 
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（『透明人間』） 
（11）「前略 カッとなって殴りつけたのなら，殴った後，正気に返って・・・ 後略」 

（『透明人間』） 
（12）6 番は「恥じらいと言いますが，教師だから外聞を憚っているだけでしょう」とムッとしたよう

に言い返した． 
（『透明人間』） 

 
 同様に，A ッ型のオノマトペであっても副詞的用法としての用法しかもっていない「きっと」，「ちょ

っと」，「ずっと（ずうっと含む）」は，平仮名表記が一般的であり，今回の調査においても片仮名表記で

用いられる用例は確認できなかった．「ハッと」，「カッと」，「ムッと」のように A ッ型のオノマトペが

直接するを後続させて使われるものは片仮名表記にされやすいのではないかと推測した．「は」は助詞と

しても使われて，「か」は疑問詞として文末に使われることがある．もし 1 文字のみのこれらを平仮名表

記にすると，「わたしははっとした」のように非常に読みにくくなることが想像できる．しかし，『霊媒

探偵』では「はっと」の使用例が 6例あるが，すべて（13）のように平仮名で表記されている．これは

作家個人の好みによるものであるかどうかを今後ほかの小説における使用例も見ながら検討する必要が

ある． 
 

（13）翡翠と名乗る霊媒に促されて，結花ははっとしたようにソファへ腰を下ろした． 
（『霊媒探偵』） 

 
 先ほど 3 の研究方法でも述べたように，本研究では漢語由来のオノマトペも研究対象としている．漢

語由来のオノマトペは（14），（15），（16）のように反復形のものである．オノマトペから派生した動詞

「きらめく（煌めく）」は全部で 5例確認できたが，『霊媒探偵』でしか使われていないことが分かった．

さらに，「煌めく」はすべて（17）のように漢字で表記されている． 
 

（14）玄関マットに点々と垂れたコーヒーの滴は，そのまま一階の女子トイレの方に延びている． 
（『透明人間』） 

（15）堂々としていればいいのさ．ウェルカムドリンクのジュースに口をつけながら，俺は自分をなだ

めていた． 
（『透明人間』） 

（16）悠々と語る翡翠を，香月は見下ろす．こいつは，なにを言っている？ 
（『霊媒探偵』） 

（17）翡翠の眼が，暗がりの中で妖しく煌めく． 
（『霊媒探偵』） 

 
 以上，オノマトペの文字表記について見てきたが，本研究で取り上げた 2 作品から見る限り，平仮名

で表記されることが多く，片仮名で表記されることは比較的少ないことが分かった．片仮名表されてい

る 93 語中，26 語（約 28%）が「～という音」を伴った擬音語であることからも，片仮名で音を表すこ

とが多いという先行研究の考察結果を裏付ける結果となった．さらにオノマトペの表記は作家の習慣や

好みに左右されることが多く，作家によってオノマトペの表記に違いがあることが分かった． 
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4.1.3. ミステリー小説に使用されているオノマトペの出現箇所 
 夏目（2013）は漫画の背景に描かれたオノマトペについて詳しく考察を行った研究である．夏目（2013）
は「多くのオノマトペは漫画に描かれた，ただの言語記号ではない．それは同時に絵であり，造形であ

る（P226）」と述べている．オノマトペは漫画の地の文，セリフ，背景の 3 つの部分に使われ，それぞ

れの部分で使われているオノマトペにも違いがあることが見て取れる．小説などの文学作品においてオ

ノマトペは地の文とセリフの 2 つの部分に使用されている．ミステリー小説におけるオノマトペが地の

文とセリフでどのように現れ，どのような違いがあるのかについて見ていくことにする．以下，表 7 に

詳細を示す． 
 
表 7：地の文とセリフにおけるオノマトペの使用状況 

作品名 地の文（語） セリフ（語） 

『霊媒探偵』 294 145 

『透明人間』 247 117 

合計 544 259 

 
 表 7 から分かるように，本研究で扱った 2 冊のミステリー小説において地の文で使用されているオノ

マトペは 546 語で約 68%を占め，セリフで使用されているオノマトペは 257 語で約 32%を占める．個別

作品から見ていくと，『霊媒探偵』の地の文に使われているオノマトペは 298 語で約 68%を占め，セリ

フに使われるオノマトペは，141 語で約 32%を占めている．『透明人間』の地の文に使われるオノマトペ

は 248 語で約 67%を占め，セリフに使われるオノマトペは 116 語で約 33%を占めている．個別作品にお

ける使用傾向も全体の傾向とほぼ同じであることが分かった． 
 地の文に使われるオノマトペが多い原因としては，（18），（19）のように主人公の様子や状態を表す擬

態語表現はほとんど地の文で現れること，（20），（21）のように音を描写する擬音語はほとんどセリフで

はなく地の文で表現していることなどが考えられる． 
 
（18）「ご相談になりたいことというのは？」翡翠に問われ，おずおずと結花が話し始める． 

（『霊媒探偵』） 
（19）「こんなところからはすぐに脱出しないといけない」カイトさんは力強く言い切った．その目はぎ

らぎらと輝き，使命感に燃えているように見える． 
（『透明人間』） 

（20）「こうやって，多くの女性を願い続けてきたんでしょう……」美しい歯を，がちがちと鳴らしなが

ら，彼女は気丈に言う． 
（『霊媒探偵』） 

（21）その時，聞き覚えのある足音がした．決意を秘めて踏み込む時の，緊迫をはらんだ足音．チッ，

チッという腕時計の秒針の音． 
（『透明人間』） 

 
 セリフに使われるオノマトペには（22）のような笑い声を描写する擬音語と，（23）の「ぎゅっとして

あげる」のような会話でよく用いられる擬態語がある． 
 
（22）「はは．美々香ちゃんも大変だったね」 

（『透明人間』） 
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（23）優しい掌だと思った．翡翠が言う．「ぎゅって，してあげます……」 
（『霊媒探偵』） 

 
 セリフで用いられているもののうち，特徴的なのは副詞的用法の「ちょっと」である．「ちょっと」は

全部で 65 例であり，そのうち 53 例がセリフの中で使用されている．「ずっと」に関しては 37 例中 23
例がセリフの中で使われており，セリフで用いられている割合は半数以上を占めている．（27）と（25）
は地の文で用いられている「ちょっと」と「じっと」の用例である． 
 
（24）鏡を覗いて，顔を赤くする．「す，すみません，わたし，ちょっとお化粧を直しに――」 

（『霊媒探偵』） 
（25）彼はどこかばつの悪そうな顔をして目をそらした．こんなところで知り合いに遭遇するとは思っ

ておらず，ちょっと動揺しているのだろう． 
（『透明人間』） 

（26）「わたしが，ほんものの雲媒だって，ずっと信じていらしたんですか--？」 
（『霊媒探偵』） 

（27）翡翠の言葉の通り，死者の意識が停滞するというのなら，結花の魂はずっと死の瞬間のまま，そ

の先に進むことがない． 
（『霊媒探偵』） 

 
 以上，ミステリー小説に使われているオノマトペの使用状況および使用頻度について見てきた．ミス

テリー小説では 1 ぺージ（約 700 字）当たり，約 1 語のオノマトペが使われていること，2 つの小説に

共通するオノマトペはわずか約 15%ほどしかないこと，オノマトペの文字表記は作家による個人差があ

ること，最後に造語性に関しては新しいオノマトペが作られることが漫画と比べてかなり少ないという

ことなどが分かった． 
 
4.2. ミステリー小説に使用されているオノマトペの音韻・形態的特徴 
 ここでは，オノマトペの音韻的・形態的特徴について見ていく．本研究で扱った 2 冊の小説には A 型

が 331 語で全体の約 41%，AB 型が 470 語で約 59%を占めており，全体的に AB 型が占める割合が A 型

より高いことが分かった．その他の複合型はわずか 2例のみであった．以下，詳細を表 8 に示す． 
 
表 8：ミステリー小説におけるオノマトペのタイプ 

作品名 A 型 AB 型 その他・複合型 
『霊媒探偵』 174 263 2 

『透明人間』 157 207 0 

合計 331 470 2 

 
 田守, スコウラップ（1999）および吉永（2019）を参考にして分類を行った結果，A 型から 23 パター

ン，AB 型から 22 パターンのオノマトペが確認できた．A 型のほうが AB 型より形態的パターンが多い

原因の一つしては，笑い声の描写が多いことがあげられる．笑い声は（28），（29），（30）に示している

ように，「ふ」，「は」，「へ」を語基にかなりバリエーションに富んでいる． 
 
（28）大野は目を丸くして，しばらくわたしを見つめていた．フッ，と笑って，彼は言う． 
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（『透明人間』） 
（29）翡翠が，笑う．けたけたと，笑いだす．「ははっ，あはははっ，ははははははっ！」そんなふうに

彼女が笑ったのを見るのは，初めてだった． 
（『霊媒探偵』） 

（30）「ですが，実際のところ新聞報道やニュースだって，完全にシャットアウトは出来ないわけでしょ

う．それらしいアカウントを特定してうっかり見てしまうこともあるというものです．へっへっへ」 
（『透明人間』） 

 
 複合型に関しては，田守, スコウラップ（1999）だけでなく様々な先行研究で取り上げられている形

態的パターンがあるが，本研究扱ったミステリー小説においては使用頻度が非常に低かった．今回収集

できた複合型の使用例は全部で 3例のみである．（31）と（32）で示しているように，それぞれの AB 型

から語根のみを使って新しく組み合わされたものである．「ふわとろ」は食材などを描写する際によく使

われる「ふわふわ」と「とろとろ」を，「テヘペロ」は照れ笑いの「テヘッ」と舌をだす仕草「ペロ」を

組み合わせた言葉である． 
 
（31）「前略 わたしも先生と同様に，社会不適合者と分類される人種なものですから，他人を慮って発

言するのが苦手なだけなんです．悪気はあんまりありません．テへペロです」 
（『霊媒探偵』） 

（32）少しすると，そんな雰囲気を察したかのように，料理が運ばれてきた．「うわぁ，ふわとろですね」

オムライスを前にして，翡翠が顔を輝かせた． 
（『霊媒探偵』） 

 
 次にオノマトペの音韻形態とその使用頻度についてさらに詳しく見ていくことにする．以下，表 9 
に 2 冊のミステリー小説から収集したオノマトペの形態パターンおよび使用頻度を示す．紙幅の関係上，

上位 10 位まで示す． 
 
表 9：ミステリー小説におけるオノマトペの音韻形態と使用頻度 
 『霊媒探偵』 『透明人間』  
 A 型 AB 型 A 型 AB 型 

1 A ッ 129（18） ABAB 96（45） A ッ 82（19） A ッ B リ 68（26） 

2 A 9（1） AB リ 61（25） A ン A ン 17（8） ABAB 52（35） 

3 A ン 7（3） A ッ B リ 46（19） A ン 16（7） AB リ 27（13） 

4 Aーッ 6（2） 派生形 18（17） A リ A リ 10（8） AB ッ 15（14） 

5 A ン A ン 6（6） AB ン 13（6） AAA 4（2） 派生形 13（10） 

6 AAA 4（1） A ン B リ 7（4） AAAA 4（1） AB ン 9（4） 

7 AAAA 4（1） AB ッ 5（4） AA ッ 3（3） AB 9（7） 

8 A リ A リ 2（2） ABCB 4（3） A－ 3（3） A ン B リ 6（5） 

9 A－ 2（2） A ッ Bラ 3（1） AA 2（2） ABC リ 3（1） 

10 AA 2（1） ABBB ッ 2（1） A ッ A ッ 2（2） ABCCC 1（1） 

（上位 10 位まで, 括弧の中は異なり語数） 
 

 表 9 をみると，『霊媒探偵』と『透明人間』の両方で A ッ型のオノマトペが最も多いことが分かる．
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しかし，『霊媒探偵』では A 型，A 型，A ン型の順になっており，『透明人間』では A 型の次に多く用い

られているのが A ン A ン型，次が A ン型であることが確認できた．「ちょっと」が 64例で最も多く使

用されており，次いで「ずっと」が 37例，「きっと」が 26例の順になっている．（33）のような用例数

が上位のもの以外にも，（34）のような「ぱっと」も 7例使われている． 
 
（33）頭の中に食堂でのピュッフェのことが浮かぶ．どんなに豪華な料理が出るんだろう．こんな船だ

から，きっと美味しいものが出たんだろうな． 
（『透明人間』） 

（34）初夏の陽射しを浴びて待っていると，約束の時刻になり，結花が改札から姿を現した．こちらを

見つけた彼女は顔を上げて，ぱっと表情を明るくする． 
（『霊媒探偵』） 

 
 使用頻度が低いのは（35），（36），（37），のような「きゅっと」，「ぐっと」，「ぞっと」などであるが，

どれも 3例未満である．辞書によれば「ぞっと」は「恐ろしさで身の毛がよだつさま，極度の恐怖から，

からだがふるえあがるような感じのするさまを表わす」とされている．このような意味合いからミステ

リー小説では頻繁に使用されるオノマトペであると推測していたが，実際の使用頻度はわずか 3 語のみ

で非常に低いことが分かった． 
 

（35）翡翠が，意を決したみたいに，きゅっと唇を結んで男を睨んだ．それから男の腕を振り払い，大

きく息を吐き出して，捲し立てた． 
（『霊媒探偵』） 

（36）体格の良い方は，ぐっと拳を握って突き出した．「変な素振りを見せたら，即座に絞め上げる」 
（『透明人間』） 

（37）「考えてみれば，夫――いいえ，内藤さんにとっては気持ちの悪いことかもしれないわね．一緒に

住んでいた女が，いつの間にか別人に，それも知りもしない隣人に入れ替わっていたなんて……」「まあ，

ぞっとする話でしょようね」 
（『透明人間』） 

 
 『霊媒探偵』に A 型が多いのは（38）で示しているように「ふと」1 語が繰り返し使用されているた

めである．『透明人間』でも（39）のように「ふと」は使われているが，使用頻度は非常に低い． 

 

（38）指紋は拭えるが，手についた血は簡単には落ちない．その後，ふとした瞬間にデスクへと手をつ

いてしまうなどして，そこに手形が残った． 
（『霊媒探偵』） 

（39）快晴だった．潮風が心地よく，寝不足も吹き飛びそうだった．深呼吸を一つ．ふと，暗い船室に

閉じ込められている弟とカイトの顔が頭をよぎる． 
（『透明人間』） 

 
 次に AB 型のオノマトペを見ていく．『霊媒探偵』では ABAB 型のオノマトペが最も多く用いられて

おり，96例で約 20%を占めている．次いで AB リが 61例で約 13%，A ッ B リ型が 46例で約 10%を占

めている．一方，『透明人間』では『霊媒探偵』で 2 位であった A ッ B リ型が 68例で約 17%を占めて

いる．次いで，ABAB 型が 52例で約 14%，AB リ型が 27例で約 7%を占めている．このように順位の前
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後はあるものの，1 位から 3 位までを占めるオノマトペの割合は『霊媒探偵』と『透明人間』において

それほど変わらないことが分かる．AB リ型は（40）の「さらり」以外にも「かちり，きらり，ぐらり，

ぐるり，けろり，こくり，ごくり，じゃらり，しゅらり……など」があるが，「にやり」が最も多く 11
例使用されている．（41）のような ABAB 型は使用パターンに最もバリエーションがある．（42）のよ

うな A ッ B リ型は最も多く使用されているのが「すっかり」の 19例，次が「べったり」の 11例である． 
 

（40）少女の死を悼んだと思えば，さらりとそんな発言も交えていく． 
（『霊媒探偵』） 

（41）「あ，いえ，その」なにかに気づいたのか，片手をぱたぱたと振って翡翠が言う．「先生とは，

もう，お友達ですから！その，余計な気を遣わなくてもいいというか！」 
（『霊媒探偵』） 

（42）「前略 わざわざ痕跡を拭ったあとで，一度ならず二度もうっかりして指紋を残すのは，流石に

不自然すぎますから」 
（『霊媒探偵』） 

 
 A ッ B リ型のオノマトペにおいて特徴的なのはその他のジャンルでは高頻度で上位にくる（43），（44）
のような「しっかり」と「はっきり」の使用頻度が低いことである． 
 
（43）露出した白い肩が，力なく落ちている．メイクもしっかりとしているので，遺体が発見される前

から起きていたのかもしれない． 
（『霊媒探偵』） 

 
（44）夫が息を呑むのが気配ではっきりと分かった．問題は，「探偵」と呼ばれているあの男が，「彼

女」という言葉を口にしたことだ． 

（『透明人間』） 

 
 以上，使用頻度が上位のものを主に見てきたが，次は使用頻度が低いもの，および造語などについて

見ていくことにする．2.3 でも見てきたように，陳（2023）によれば漫画では特殊拍の「ん/っ/ー」を語

尾に組み合わせた形で使われることが多いとされている．しかし，ミステリー小説では「がんっ」のよ

うな特殊拍を重ねて使用するオノマトペは非常に少なく，わずか 1例のみであった．漫画ではオノマト

ペが背景に描かれるため，絵の影響を受け，その絵にふさわしい音や様子を表現しようとするため，バ

リエーションが豊富になる．これに対して，小説では読者が自分の頭の中で想像することで補完できる

ため，一般的なオノマトペが使用されやすいと考えられる．浜野（2014）によれば「ん」語尾はある程

度の時間的な間隔が感じられ，一方で「っ」は瞬間的で，一時的なイメージを付与する音象徴効果があ

るとされている．たとえば，（45）の「ドンッ」はある音が一瞬で終わるのではなく，短い時間であって

も持続性があり，その後に動作が止まった印象を与えている． 
 

（45）次に，ドンッと低い音がした．重いものがぶつかる音だ． 

（『透明人間』） 

 
 （46）～（49）のように使用頻度が低いオノマトペは数多くある．今回の調査で 1例しか使われてい

ないオノマトペの形態的パターンは，28 種類にのぼる． 
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（46）掃除を再開しようとしたとき，廊下の方から音が鳴った．ちーん，と凄い勢いで鼻をかむような

音だった． 

（『霊媒探偵』） 

（47）青い眼をした白人の女がなんの感慨もない虚無に等しい表情で香月のことを，じいっと見つめて

いた―― 
（『霊媒探偵』） 

（48）恥ずかしさより呆れの方が先だった．さっきまでのピリリとした緊張感がどこかへ吹き飛び，ど

うにも締まりのない空気になった． 
（『透明人間』） 

（49）「さっさと解決してくれんと，女性はおちおち夜道も歩けないだろうよ」 

（『霊媒探偵』） 

 
 オノマトペは造語性に富んでいると言われている．しかし，今回調査した 2 冊の小説から収集したオ

ノマトペの用例を確認すると，辞書に載っていないオノマトペはわずか 3 語のみであった．（50）の「ぐ

ぎゅるるる」は AB 型の「ぐぎゅ」に接尾辞である「る」を繰り返したものであると思われる．（51）は

AB 型の B の部分を反復させた形である．（52）はオノマトペ辞書には載っていないものの，web辞書に

載っているため，新しく作られた造語ではないが，オノマトペの辞書には収録されていない．いずれに

せよ，この二人のミステリー小説作者は新しい形のオノマトペを作る点においては消極的であるといえ

る． 
 
（50）その時，ぼくのお腹が激しく鳴った．ぐぎゅるるる，という遠慮のない音に，ぼくは恥ずかしく

なってお腹を押さえる． 

（『透明人間』） 

（51）「でも所長だって，わたしの耳なしでは謎が解けないでしょう」ぐぬぬぬ，と唸りながら，両者

睨み合う． 

（『透明人間』） 

（52）（前略） つまみ食いするみたいに読み始めたのでしょうか？だからテへペロって？ 

（『霊媒探偵』） 

 

 『霊媒探偵』では「とくとく」が（53）のような使い方で 3 回使用されているが，オノマトペ辞書に

は載っていない用法であった．本来の「とくとく」は，脈を打つ「とくとく」，液体が流れる「とくと

く」，歩くときの様子の「とくとく」である．（53）のように「語る」ときの様子を描写する用法は辞

書には載っていないため，意味的に考慮すると新しい用法としてカウントすべきものかもしれない． 
 
（53）歪な微笑と共にとくとくと語る翡翠を見下ろし，香月は啞然と呻く． 

（『霊媒探偵』） 

 
 以上，オノマトペの音韻・形態的特徴について見てきた．使用頻度が上位のオノマトペは『霊媒探偵』

および『透明人間』ともに似ている傾向にあった．そして，低頻度のオノマトペの形態的パターンが 28
種類と多いこと，ミステリー小説には漫画のように新しいオノマトペはあまり作られていないというこ

とがわかった． 
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4.3. ミステリー小説に使われているオノマトペの統語的特徴 
 ここでは，ミステリー小説に使われているオノマトペの統語的特徴について見ていく．先行研究の記

述によれるとオノマトペは副詞としての用法が最も多い．収集した用例がどのように使われているのか

確認したところ，副詞的用法が 583 例と最も多く，収集した用例の約 72%がこの用法に該当している．

次いで動詞として用いられたのが 127例で全体の約 16%を占め，比較的頻繁に見られる傾向がある．こ

のようにミステリー小説においてオノマトペは状況や感情の描写に多く用いられていることが分かる．

オノマトペが品詞としてどのように用いられているのか，詳細を表 10 に示す． 
 
表 10：オノマトペの使われ方 

作品名 副詞 する/なる

動詞 
形容詞 
形容動詞 

名詞 その他 
（独立・引用等） 

派生動詞 
複合形 

『霊媒探偵』 331 60 7 3 21 17 
『透明人間』 252 62 6 2 23 14 

合計 583 122 13 5 44 31 
 
 副詞的用法として用いられているオノマトペはほとんどが（54）のような様態副詞であり，（55）のよ

うな結果副詞，（56）のような程度副詞の使用例は非常に少なかった． 
 
（54）バッグの前面には，「名探偵・樱木桂馬，豪華客船からの脱出！」の文字がぎらぎらと躍っている． 

（『透明人間』） 
（55）戸棚の中に包丁を見つけたので，これを使って顔をズタズタに傷つけ，胸にもいくつか切り傷と

刺し傷を作っておいた． 
（『透明人間』） 

 
（56）だが，今回に限っては，これまでとは手法が遠すぎる．普段よりもずっと慎重を期する必要があ

った． 
（『霊媒探偵』） 

 
 料理雑誌で「べったり」は「ソースがべったり」などと使われているが，（57）のようにミステリー小

説で「べったり」は主に「指紋」や「血」などを描写する際に使われる．扱う研究対象の題材によって

描写する対象に違いがあることが分かる． 
 
（57）「前略 コンサートライトっていうのでしたっけ？その容れ物にまで血がべったりついていて，私

もう卒倒しそうでした」 
（『透明人間』） 

 
 「する動詞」として用いられているオノマトペのうち，A 型から「する動詞化」されたのが 44 例，

AB 型から「する動詞化」されたのが 78 例収集できた．影山（2005，2006），浜野（2014）で指摘して

いるように，「する動詞化」されたオノマトペは本来の「する動詞」と同様の振る舞いをしている．さら

に（60）のように描写するものが「体，手，足，目」などの場合は「させる」形を用いることがより自

然であるとしている．影山の調査では「させる形」と比べ，「する形」はわずか約 20%前後であった．
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本研究で収集した用例は数に限りがあり，このような傾向はみられなかったが，「ぱちくり」に関しては

4例中 3例が「させる形」で用いられており，もう 1例は（61）のように使われていた． 
 
（58）「前略 先生とわたしがいちゃいちゃしながら実験した通り，正面から凶器を巻き付ける際には，

どうしても不審な動作になりがちで，普通だったら逃げるはずです． 後略」 
（『霊媒探偵』） 

（59）「え？」「なにか，さっきから嫌な予感がするんです．胸が，ざわざわしていて……」 
（『霊媒探偵』） 

（60）「え，ええっと，どういうことでしょうか」左陪席はつぶらな目をぱちくりとさせた． 
（『透明人間』） 

（61）北野由里について訊ねると，琴音は眼鏡の奥の大きな双眸を，ぱちくりと瞬いて答えた． 
 

（62）思っていたよりもあどけない顔付きをしているが，すらりとした体驅はモデルのようで，細いリ

ボンで胸を彩った紺色のワンピースを纏い，ハンドバッグと暗色の日傘を手にしていた． 
（『霊媒探偵』） 

 
 以下に示す（63）のように「する動詞化」するものと，（64）のように「なる」を後続させるものがあ

る．ここで示している「カッと」は A ッ型であるため，かならず助詞「と」を伴う必要がある．したが

って，「カッとなる」，「カッとする」のように使われるが，この形態的パターン以外の ABAB 型や A ッ

B リ型のオノマトペであれば「なる」と共起する際には助詞「に」を伴うのが普通である． 
 
（63）「前略 被告人も，そういう風に，ちょっとカッとしちゃっただけだと思いますよ  後略」 

（『透明人間』） 
（64）「カッとなって殴りつけたのなら，殴った後，正気に返って救命行為を行うこともあります．後略」 

（『透明人間』） 
 
 オノマトペは動詞を修飾する際，あるいは動詞的用法として用いられる際には助詞「と」を伴うもの，

助詞「に」を伴うもの，何も伴わずに使われるものがある．本研究で収集した用例を確認したところ，

助詞「と」を伴うものが最も多く，助詞「に」を伴うものは非常に少なかった．以下，表 11 に詳細を

示す． 

表 11：オノマトペと助詞 
作品名 助詞の有無 

 助詞「と」（語） 「助詞「に」（語） 無助詞（語） 
『霊媒探偵』 321 0 68 

『透明人間』 218 4 81 

合計 539 4 149 

 
 （65）のように「と」を伴って様態副詞として使われるオノマトペが最も多いが，（66）のように「．」

で文が切れた形で使われる場合，あるいは修飾する動詞が省略されて使われる場合もある． 
 
（65）扉が開いている隙にこっそりと入り込む．「教授，レポートの提出に伺いました」「ム．君かね．」 
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（『透明人間』） 
 

（66）刃先が，柔らかな肌を捉えて，一瞬で深く沈んでいく．ようやく，慣れてきた．綺麗に，あっさ

りと．深いところまで，貫く． 
（『霊媒探偵』） 

 
 助詞「に」に関しては，（67）～（69）のように「に」を伴って結果副詞として使われるのが一般的で

ある．助詞「に」を伴っていても（70）のように「ふい＋に」は結果副詞として使われているわけでは

ないことが分かる． 
 

（67）隣を見ると，美々香はガチガチに緊張していた．思わず笑いそうになるが，顔を引き締めて，上

司としての威厳を保った． 
（『透明人間』） 

（68）戸棚の中に包丁を見つけたので，これを使って顔をズタズタに傷つけ，胸にもいくつか切り傷と

刺し傷を作っておいた． 
（『透明人間』） 

（69）「前略 びりびりに破られていたから，つぎはぎ状態になったが，時刻もばっちり確認出来たよ．」 
（『透明人間』） 

（70）かすかな揺れを感じる．地震とは違う揺れ．船の上だ．さっきまでいた客船の中．どこかは分か

らないが，ここは船内のどこかだ．ふいに，手首に温かな感触を感じた．体が震える． 
（『透明人間』） 

 
 田守・スコウラップ（1999）および浜野（2014）で言及されている形容詞，形容動詞的用法も本研究

での調査で確認できた．（71），（72）に示しているように文末で使用されることも，名詞を修飾する形で

使われることもある．「の／な」を介して名詞を修飾する（72）のようなものに関しては浜野（2014）で

も指摘している通り，制限があるものもあるが，（73）のように「オノマトペ＋した＋N」と言い換えが

可能になる． 
 
（71）「前略 足音が，パタ，パタという軽い音でした．スリッパの底部とフローリングの音なら，イメ

ージにぴったりです」 
（『透明人間』） 

（72）彼女の胃の部分には，その日の飲み会で食べたものが現在進行形で消化され，どろどろの液体と

なって漂っていた． 
（『透明人間』） 

（73）二人で扉に耳をつける．ぼそぼそした声で聞き取れない．なんだ？何を話している？ 
（『透明人間』） 

 
 田守（2012），深田（2013）などの研究によれば，広告，施設名，子供の絵本などでは名詞的用法が比

較的現れやすい．しかし，ミステリー小説を研究対象としている本研究においては名詞的に使われるオ

ノマトペは非常に少ない．名詞的に使用される際には（74）のように格助詞を伴って使われる．たとえ

ば，「顔にぶつぶつができた」，「私のイライラはおさまらなかった」などのように使われる． 
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（74）わたしは胸に溜まるもやもやを言葉にした．「わたしたち，いいように利用されたみたいですね．」

（『透明人間』） 
 
 本研究で確認できたオノマトペからの派生形には表 12 に示しているように主に 4 つのグループに分

けることができる． 
 
表 12：オノマトペから派生形されたもの 

派生タイプ 語数 用例 

―めく 7 きらめく，ざわめく，どよめく，ひらめく，ふためく，ゆらめく，よろめく 

―ける 4 おどける，にやける，ぼやける，よろける 

―つく 2 にやつく，ぎらつく 

その他 1 にこやか 

 

 （75）～（78）に派生形で使われたオノマトペの用例の一部を示す． 

 

（75）「カットバックとして，初老の男性が何者かに撲殺される映像が流れる．机に突っ伏した男性の顔

はぼやけており，映ったのも一瞬だった．」 

（『透明人間』） 

（76）「前略 わたしがお手洗いを借りるときによろけて，薬科さんにぶつかったのを憶えています？」 
（『霊媒探偵』） 

（77）「これまでの審理から考えてみても，ほとんどー日中ってことだ．ライブの長さなんて目じゃない

……」6番が目をぎらつかせた． 

（『透明人間』） 

（78）5番はにこやかに応じた．目尻の下がった優しい顔立ちで，おっとりした男性である． 
（『透明人間』） 

 
 本研究で対象としているミステリー小説において複合名詞・形容詞に派生したものはわずか 2例のみ

であった．（79）の「ずぶ濡れ」は「ずぶずぶにぬれる」から「ずぶぬれ」という複合形になり，名詞と

して使われるものであり，（80）は「ひょろひょろとながい」が「ひょろながい」という複合形になり，

形容詞として使われるものである． 
 
（79）朝からの大雨がいまだに降り続いており，傘をさしてなお，足元がずぶ濡れになった． 

（『透明人間』） 
（80）私は思わず言った．ひょろ長い体形は似ているが，顔は似ても似つかない．「待ってください」と

5番が制した． 
（『透明人間』） 

 
 以上，ミステリー小説に使われるオノマトペの統語的特徴について見てきた．ほとんどのジャンルで

も同じ傾向にあるが，ミステリー小説においてもオノマトペは副詞として用いられるものも最も多いこ

とが分かった．なお結果副詞，程度副詞として用いられるものは非常に少なく，ほとんどが様態副詞と

して使われていることが分かった．そして，副詞的用法以外の用法で使われているオノマトペの使用例

も確認できた．派生形をはじめ，複合名詞や複合形容詞の使用例も少ないながら確認できた． 
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5. おわりに 

 本研究では，ミステリー小説に使われているオノマトペの使用傾向および使用実態について検討した． 
 オノマトペの使用頻度に関しては，ミステリー小説では 1 ぺージ（約 700 字）当たり，約 1 語の頻度

で使われていることが確認された．『霊媒探偵』および『透明人間』の 2 つの小説に共通して使われるオ

ノマトペはわずか約 15%に過ぎないことが判明した．今回の調査対象にしたミステリー小説において，

オノマトペの文字表記には個人差があり，作家によっては片仮名表記をほとんどしない傾向もみられた． 
 オノマトペの音韻・形態的特徴に関しては，上位のオノマトペは『霊媒探偵』および『透明人間』で

類似している傾向がある一方，低頻度のオノマトペは 28 種類もの形態的パターンが存在することが明ら

かとなった．また，ミステリー小説においては新しく作られるオノマトペは極めて少ないことが確認で

きた． 
 オノマトペの統語的特徴に関しては，ミステリー小説においても副詞として用いられるオノマトペが

最も多いことが分かった．なお結果副詞，程度副詞として用いられるものは非常に少なく，ほとんどが

様態副詞として使われている．副詞以外にも派生形，複合名詞，複合形容詞の用法も確認できた． 
 本研究では 2冊の人気ミステリー小説のみを対象とした予備的調査であった．今後はさらに多くのミ

ステリー小説からオノマトペを収集し，作家ごとの使用傾向や題材による傾向などについても考察して

いく必要がある．また，今回は詳細に触れられなかったが，オノマトペが修飾している動詞に関する統

計的な分析やオノマトペと動詞との共起関係にも注目したい． 
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要旨：日本語の情報構造において，ハは主題や対比を表すが，これに対し主語が焦点である場合や文焦

点である場合，さらに排他にはガが用いられる．一方モンゴル語では主語は基本的に何もついていない

名詞によって示される．したがって日本語におけるハとガの違い，つまり文における情報構造の違いを

どうやって処理しているかが問題となる．他方，モンゴル語には n’, bol, č, čin’ という情報構造の標示要

素のあることが知られているが，これらは情報構造を示すのにどのように役立っているのだろうか．そ

れらの使い分けの基準は何だろうか．本稿ではこのような問題を解明することを目的とする． 
 
 
Abstract: In the information structure of Japanese, “wa” denotes topic or contrast, whereas “ga” is used when the 
subject is a focus, a sentence focus, or for exclusivity. In Mongolian, on the other hand, the subject is basically 
indicated by the noun without any suffixes. Therefore, the problem is how to handle the difference in Mongolian 
between “wa” and “ga” in Japanese, i.e., the difference in information structure in a sentence. On the other hand, it is 
well known that Mongolian has the information structure markers n', bol, č, and čin', but how do they serve to 
indicate the information structure? What are the criteria for their use? This paper aims to elucidate these questions. 
 
 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000369 
キーワード： ハルハ・モンゴル語，情報構造，主題，小辞，聞き出し 
Keywords: Khalkha Mongolian, information structure, topic, particle, elicitation 
 
 
1. はじめに 

 日本語の情報構造において，ハは主題や対比を表すが，これに対し主語が焦点である場合や文焦点で

ある場合，さらに排他にはガが用いられる．一方，ハルハ・モンゴル語（以下単にモンゴル語とする）

では主語は基本的に何もついていない名詞によって示される．したがって日本語におけるハとガの違い，

つまり文における情報構造の違いをどうやって処理しているかが問題となる．他方，モンゴル語には n’, 
bol, č, čin’ などの情報構造の標示要素があることが知られているが，これらは情報構造を示すのにどの

ように役立っているのだろうか．それらの使い分けの基準は何だろうか．特に日本語でハやガが現れる

さまざまなケースを，モンゴル語ではどのように処理しているのだろうか． 
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 本稿では上記の問題を研究するため，日本語のハとガの使い分けについて様々なケースを詳しく扱っ

た野田 (1985) を調査票として用い，コンサルタントからの聞き出しによってモンゴル語の情報構造の

諸要素の機能を解明していくことを目的とする．具体的には上記の n’, bol, č, čin’ の 4 つの形式を扱う

（以下ではこれらを（本稿の）「対象形式」と呼ぶ）．これらのうち，n’ は 3 人称人称小辞，bol は bol-
「なる」の条件副動詞形 bolbol に（歴史的に）由来する小辞， č は累加の小辞，čin’ は 2 人称単数人

称小辞などとされている（2 節の諸先行研究を参照）．本稿にはさらに min’, tan’ の形式も現れるが，こ

れらはそれぞれ 1 人称単数人称小辞，2 人称複数人称小辞とされている． 
 なおモンゴル語の文例等はキリル文字による正書法からローマ字に翻字して記した．その翻字は次の

ような方式に拠っている： а = a, б = b, в = v, г = g, д = d, е = je, ё = jo, ж = ž, з = z, и = i, й = j, к = k, л = l, м 
= m, н = n, о = o, ө = ö, п = p, р = r, с = s, т = t, у = u, ү = ü, ф = f, х = x, ц = c, ч = č, ш = š, щ= šč, ъ = ”, ы = y, ь 
= ’, э = e, ю = ju, я = ja．特にことわらない限り，先行研究における表記も基本的に本稿による方式に統一

していることに注意されたい． 
 
2. 先行研究とその問題点 

 娜仁托娅 (2011) はモンゴル語の小辞 min’, čin’, n’, č, l, bol を扱った先行研究である．娜仁托娅 (2011) 
はチャハル・モンゴル語（モンゴル語チャハル方言）を中心に扱っている（なお娜仁托娅氏はチャハル・

モンゴル語の話者である）．娜仁托娅 (2011) はこの問題に特化した先行研究であり，本稿の扱う主題標

示という文法的な問題に関しては，ハルハ・モンゴル語とチャハル・モンゴル語の間における違いはそ

れほど大きくないものと考え，娜仁托娅 (2011) を先行研究として取り上げることとする．娜仁托娅 
(2011) は主題標示を｢取り立ての形式の一つである｣と捉え，min’, čin’, n’, č, l, bol を取り立ての観点から

解釈することを試みている（なお min’ と l については本稿では扱わない）．まず以下では娜仁托娅 
(2011) によるこれらの要素の出現分布に関する重要な指摘をあげる． 
①これらの要素は先行する語の品詞的特徴が似ている．すなわち，格語尾の直後に接続し，主語以外の

文成分にも付く．梅谷 (2003:214) は min’, čin’, n’ について｢名詞，数詞，形容詞，副詞，後置詞，動詞

の副動詞形，動詞の形動詞形の直後に現れうる｣としている． 
② čin’ は 1 人称や 3 人称とほぼ同じ割合で 2 人称代名詞の後に用いられていることが観察できる． 
③ 親族名詞に付く min’ の用例は全部で 667 件（/2343 件中）であるのに対し，親族名詞に付く čin’ の
用例は 58 件（/3170 件中）である． 
 
 ②はもはや čin’ が 2 人称所有の機能を（少なくとも一部の用例において）失っていることを意味して

いると考えられる．③は min’ がまだ 1 人称所有の機能を大きく残しているのに対し，čin’ はそうでは

ないことを示していると考えられる．出現分布に関して，梅谷 (2003: 210) が「新聞記事では，čin’, tan’ 
を含む用例のほとんどが，対談形式の記事中で見つかった」としている点も注意を惹く． 
 次に諸形式の機能に関する娜仁托娅 (2011) の指摘をあげる． 
① min’, čin’, n’, č, l, bol の諸形式は強調を表す． 
②通常，モンゴル語では，ゼロ接辞で現れる名詞の主格形それ自体が新情報を担っている場合が多い．

これに対し，min’, čin’, n’, č, l, bol は既知のもの，または旧情報を表す場合が多い． 
③一つの文脈の中で，min’, čin’, n’, č, l, bol が一回だけ現れる際は強調を表し，二回，または二回以上現

れる際は対比を表す傾向がある． 
④ č は通常，累加の意味を表す場合が多いと解釈される．（中略）しかし，強調または限定の意味を表

している用法も確認される． 
⑤ min’, čin’, n’, č, l, bol の諸形式には話し手の主観的判断や心的態度を表す機能がある．まず min’ は話
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し手の指示対象に対する親近感を示し，一方 čin’ は話し手の指示対象に対する疎遠や嫌悪感を示す場合

が多い．n’ は min’ のように親近感を（あるいは親しくなりたいという意図や心的態度を）明確に表す

こともなく，čin’ のように嫌悪感を明確に表すこともない．min’, cin’ に比べてみると，n’ はむしろ指

示対象に対する話し手の中立的立場（心的態度）を表す傾向がある．文末に現れる bol は疑問や不安，

戸惑いなどのニュアンスを含む場合がある． 
 次に娜仁托娅 (2011) 以外の先行研究で，本稿の対象形式について分析しているものを示す． 
 岡田・向井 (2006) は bol の機能について①説明・定義に先立つ主題｢～は(･･･である)｣，②際立たせ

｢～こそ｣・｢～ぞ｣，としている． 
 梅谷 (2003) は čin’, tan’ について，その直前の名詞句が（A）指示代名詞，人称代名詞，固有名詞で

ある場合，もしくは指示形容詞，人称代名詞属格を伴った普通名詞の場合と（B）それ以外，の 2 つの

場合に分け，（A）の場合 čin’ にも tan’ にも所属用法の用例が見出されず，（B）の場合，tan’ には非所

属用法の用例が見出されない，としている．なお梅谷 (2003) のいう「非所属用法」が，本稿で問題に

している čin’, n’, č, l, bol の情報構造における機能を示す用法である． 
 
 以下に先行研究の問題点をあげる． 
① 娜仁托娅 (2011) は「ゼロ接辞で現れる名詞の主格形」をもっぱら新情報を示すものと考えているが，

「ゼロ接辞で現れる名詞の主格形」には主題を含む旧情報を示す場合もあれば，文焦点の主語を含む新

情報，さらには対比や排他（総記とも）の名詞項を示す場合もあると考えられる． 
② 娜仁托娅 (2011) は min’, čin’, n’, č, l, bol を既知のもの，または旧情報を表す場合が多く，全体とし

て強調を示す，としているが，新情報を示す場合もあると考えられる．一方で，「強調」という語では説

明になっていないという問題点もある．諸形式の違いについても，これを十分に明らかにしていない． 
③ 岡田・向井 (2006) も bol の機能を 2 つ示しているが，どちらの機能がどのような条件下で生じるの

かを明らかにしていない． 
④ 梅谷 (2003) は（B）の場合における čin’ を扱っていない．梅谷 (2003) の目的ももっぱら čin’ と tan’ 
の聞き手に対する態度の違いを明らかにすることに留まっている． 
 
 本稿では以上の問題点の解明を目指すものとする． 
 
3. 本稿の研究方法と分析の手順・方法 

3.1. 研究方法 

 本稿では野田 (1985) の例文を用い，まずこれを Google 翻訳によってモンゴル語に訳したものをコン

サルタントに添削・修正していただいた．コンサルタントは 1989年 Övörxangaj県生まれの話者で，日

本語に堪能な方である．しかるのちに，その元の日本語の文におけるハもしくはガに対応するモンゴル

語の文の部分に Ø / n’ / bol / č / čin’ のいずれが出現可能であるか，出現した場合にその文はどのような

ニュアンスを実現するかをコンサルタントの方に御教示していただいた．ただし，時間的な制約と，一

部の文ではおそらく用いられないだろうという筆者の予測から，一部の形式については使用の可否を調

査しなかったものもあることをことわっておく（特に č を調査しなかったケースが多い）．なお筆者は

モンゴル語の主格については形の上では何もついていないものと考えているが，本稿では分析の便宜上 
Ø をゼロ記号として用いることにする．日本語の文は基本的に野田 (1985) にあった原文のままである

が，モンゴル語の文の構造や表現が日本語のそれと大きく異なる場合，必要に応じて適宜逐語訳を加え

た． 
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3.2. 適格性判断の結果の表示方法 

 適格性判断の結果の表示は，何もついていなければ「使用 OK」を，? は「少しおかしい」ことを，* 
は使用不可を示すものとする．#は，これが n’ についている場合には後述の「選別」のニュアンス，bol 
についている場合にはやはり後述の「対比」のニュアンス，č についている場合には累加のニュアンス，

čin’ についている場合には聞き手に対する何らかの待遇的な態度のニュアンスを持つものとする．Ø 以
外の形式に何もついていない場合は，上記のいずれのニュアンスもなく「主題」表示として機能してい

るものとする． 
 次に，各対象形式の適格性の判断を承け，それらの形式が用いられる，もしくは用いられない理由の

説明を試みた．その説明は各例文の前に記している．なお時間的制約と筆者の力量不足からモンゴル語

の例文にグロスをつけることはできなかった．日本語訳は直訳に近く，モンゴル語と日本語は語順およ

び格，表現などの点でよく似ているので，日本語訳を以ってグロスに代えることとする． 
 
3.3. 説明の用語の定義 

 説明には次の用語を用いた．まず n’ に関して，コンサルタントの内省に基づけば，「（2 つあるもの

のうちの）～の方｛は／が｝」もしくは「（3 つ以上あるものの中の）～｛は／が｝」という意味を示すこ

とがよく観察された．すなわち，何らかの全体集合が想定されていて，そのうちの 1 つの構成要素につ

いて述べる，という機能である．この場合，その全体集合は同じレベルの等質のメンバーから構成され

ていなければならないようだ．こうした「～の方｛は／が｝」のようなニュアンスを「選別」と呼ぶこと

にする． 
 次に bol については「対比」のニュアンスを帯びることがよくある．「対比」という用語は日本語学

で，特にハの研究において用いられているが，上記の「選別」との違いが問題になるのでここで若干の

定義を行う．対比は選別と異なり，対比される対象は必ずしも同じレベルの等質なメンバーでなくとも

よいものとする．さらに，対比においてはその述語の内容も対比的なものとなっている必要がある．す

なわち，「A は A’だが，一方 B は B’である」のように A と B が対比されている時には，A’ と B’ も対

比的な内容である必要がある． 
 č については，「（～のみならず）～も」のような意味を「累加」と呼ぶことにする． 
 ただこれらの用語の定義と説明には，若干トートロジーになっている面があるかもしれない．今後さ

らに対象形式が示すこれらの機能について考察を深め，より客観的な定義にしていく必要があると考え

ている． 
 
3.4. 調査例文の分類とその表示 

 本稿では述語の種類によって調査例文を 4.1. 平叙文，4.2. 疑問文，4.3. 疑問文への返答文，4.4. 複文

の 4 つに分けた（ここでいう「平叙文」とは「疑問文でないもの」の意とみなしていただいて問題ない）．

さらに平叙文を「4.1.1. （日本語で）ハ（が出るもの），主題であるケース」と「4.1.2. ハであるが，対

比となるケース」「4.1.3. ガであるが，排他となるケース」，「4.1.4. ガ，すなわち焦点や文全体が新情報

であるケース」の 4 つに分けた．疑問文と返答文では「4.2.1. and 4.3.1. ハ，すなわち主題であるケース」

と「4.2.2. and 4.3.2. ガ，すなわち焦点であるケース」の 2 つに分けた．なお疑問文はさらに「4.2.1.1. and 
4.2.2.1. 疑問詞疑問文」，「4.2.1.2. and 4.2.2.2. 選択疑問文」，「4.2.1.3. and 4.2.2.3. 諾否疑問文」に下位分類

した（返答文でも同様である）．基本的に仮説として，日本語でハが出る場合に対象形式は現れやすく，

ガが出る場合に対象形式は現れにくいものと予想される． 
 さらに平叙文と疑問文については，述語の諸特性と対象形式が後続する名詞の諸特性とによって下位

分類した．その際には中黒点の前後に「述語の諸特性・名詞の諸特性」のように表示した．説明と例文
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はなるべく「ハのケース」では対象形式がより多く適格とされている順から，「ガのケース」ではより多

くが適格とされなかった順から並べたが，必ずしも徹底できたかどうかについては心許ない． 
 なお本稿では文末に現れてモダリティを示す bol （すなわち終助詞的な bol）は扱わない．ただし X 
bol!?「X は（どうなんだ）!?」のようないいさしの bol は扱うものとする． 
 
4. 調査結果と分析 

4.1. 平叙文 

4.1.1. ハ，すなわち主題であるケース 

(1) 一般論の説明であるコピュラ文・時間の副詞項 
 談話中で初出の普通名詞を何らかのテーマについて一般論として説明するようなケースは題述文のも

っとも典型的なケースである．このような場合，Ø, n’, bol はいずれも使うことができ，選別や対比のニ

ュアンスを伴わないという．čin’ にも主題を明確に言う以上のニュアンスはないという． 
1-r sar { Ø / n’ / bol / čin’ } Ulaanbaatar xotyn xamgijn xüjten sar jum. 
「一月はウランバートルの街の一番寒い月だ．」 
 
(2) 一般論の説明であるコピュラ文・固有名詞 
 次の文も一般論の説明であるが，čin’ は使えないという．その理由は，この文が一方的な説明に終始

していて，聞き手の存在が感じられないためであるという．これは čin’ の口語的性格を反映しているも

のと考える． 
Mongolyn xamgijn tom xot n’ Ulaanbaatar xot jum. Ulaanbaatar xot { Ø / n’ / bol / *čin’ } Mongol ulsyn tövd 
oršdog. 
「モンゴルで一番大きい街はウランバートルです．ウランバートルはモンゴルの真ん中辺にあります．」 
 
(3) 一般論の説明であるコピュラ文・連体修飾節によって修飾された普通名詞 
 ただし次のように主題部分が長い例で čin’ を用いるのであれば使うことができ，その場合には「聞き

手が「12月が一番寒い」と言ったのに反論して言うような場合」に発話するのがもっともふさわしいと

いう．他の形式は選別や対比のニュアンスを伴わず主題として使えるという． 
Ulaanbaatar xotod xamgijn xüjten bajdag sar { Ø / n’ / bol / #čin’ } 1-r sar. 
「ウランバートルの街で一番寒い月は 1月だ．」 
 
(4) 恒常的な時制（形容詞述語文）で対比の文・固有名詞 
 n’ も bol も選別や対比のニュアンスが入ることなく，Ø と同様に主題の機能で使えるという．čin’ は
何らかの文脈があれば言えるような気がするが，具体的にどのような文脈であるのか説明するのが難し

いという． 
Bajar { Ø / n’ / bol / ?čin’ } cajnd durtaj č arxind durgüj. 
「バヤルはお茶は好きだがお酒は嫌いだ．」 
 
(5) 恒常的な時制の文（動詞述語）・指示代名詞を伴った普通名詞 
 恒常的な時制の文でも n’ は選別のニュアンスの無い主題として使えるという．bol は主題としても

対比としても解釈できるという．čin’ も使えるが，何か前の文脈で相手の行為に関して話し手が時間を

間違ってしまった，などのことが起きたのを承けて言うのが自然であるという． 
Ene cag { Ø / n’ / (#)bol / #čin’ } sar bür 1 minut orčim uragšildag. 
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「この時計は 1 か月に 1 分ぐらい進む．」 
 
(6) 恒常的な時制の文（動詞述語）・代名詞属格を伴った親族名称 
 すでに代名詞の属格によって修飾された親族名称の場合，ある人称による所有の制限がすでにかかっ

ているため，本来所属人称であった形式は使用しにくいことが考えられる．次の文では自分の兄である

ことが明らかなので，3 人称の人称小辞は使えないという．他方，2 人称の人称小辞はそのような人称の

矛盾によりその使用がブロックされることがないという．すなわち n’ に比べ čin’ の方が主題標識とし

ての文法化が進んでいることがわかる．bol は対比のニュアンスを伴うという． 
Manaj ax nar { Ø / *n’ / #bol / čin’ } bügd Ulaanbaatart am’dardag. 
「私の兄たちはみんなウランバートルに住んでいる．」 
 
(7) 現場指示のコピュラ文・指示代名詞 
 指示代名詞は定であり，現場指示であればそれが主題であることは明白である．このような場合は，

おそらく Ø で十分であるため，説明文であっても n’ は選別，bol は対比のニュアンスを伴うようだ．

次の文で čin’ を用いるのはやや変で，「おまえは別の町の地図だと思っているけど，そうじゃないよ，

これがウランバートルの地図だよ」と言うような場合ならかろうじて言えるかもしれないという．ここ

で話者から「čin’は独り言では言わないと思う，相手あっての何らかの情報を伝える，という感じがす

る」という内省を得た． 
Ene { Ø / #n’ / #bol / ? #čin’ } Ulaanbaatar xotyn gazryn zurag jum. 
「これはウランバートルの地図です．」 
 
(8) 現場で使用された「全体と部分のハガ構文」（モンゴル語では proprietive によるコピュラ文）・普通

名詞 
 次の文でそれぞれ n’ は選別，bol は対比のニュアンスがあれば言えるという．čin’ は文法的には使

えそうであるが話者にとっては変に感じられる文であり，言わない，その理由はわからないという．「こ

の部屋」が聞き手のものであるとか，聞き手が窓の大きさを気にしていた，などの状況があれば言える

のではないかと考えたが，この文でなぜ čin’ が許容されないのかの理由はよくわからない．なおモンゴ

ル語の表現は conx-toj window-PROPRIETIVE という述語によって構成されている． 
Ene öröö { Ø / #n’ / #bol / *čin’ } tom conxtoj. 
「この部屋は窓が大きいですね．（lit. この部屋は大きい窓持ちだ．）」 
 
(9) 現場での具体的な指示物についてのハガ構文・指示形容詞を伴った普通名詞（斜格名詞項） 
 n’ は選別，bol は対比のニュアンスがあれば言えるという．čin’ は指示物が聞き手の所有するカメラ

であれば言えるという．なお kamjer-yg camera-ACC である（略号は Leipzig Glossing Rules にあるものの

みとする，以下でも同じ）． 
Ene kamjeryg { Ø / #n’ / #bol / čin’ } ašiglaxad xjalbar. 
「このカメラは使い方が簡単です．（lit. このカメラを利用するのは易しい．）」 
 
(10) 恒常的なハガ構文（形容詞述語）・1 人称人称代名詞 
 次の文で，bol は他人との対比であれば言えるという．č は累加の意味にしかならないという． 
Bi { Ø / *n’ / #bol / #č / *čin’ } num xarvax durtaj. 
「私は弓を射るのが好きです．」 
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(11) 恒常的に真だが現場におけるハガ構文（形容詞述語）・［形動詞形＋与格］ 
 ［形動詞形＋与格］（下記の文の or-o-x-o-d enter-E-PTCP.IPFV-E-DAT）で条件を提示する一般論の文の場

合，長い項ではあるが n’ は許容されないようだ．bol は対比の文脈があれば使えるという．čin’ は使

えないが，これは一般論であり，聞き手と関係づけることが難しいためであろうと考える． 
Ene cecerlegt xüreelend oroxod { Ø / *n’ / #bol / *čin’ } möngö xeregtej. 
「この公園に入るにはお金が要ります．」 
 
(12) 現場的な一般論のハガ構文（動詞の形動詞形を含む複雑な文）・指示形容詞を伴った普通名詞もし

くは形動詞形の行為名詞 
 次の文に関しては，似た意味の 3 つの構文を作り，それぞれの文の主題部分について対象形式の使用

の可不可を問うた．3 つの構文の中では，主題兼主語が単純な名詞である一番上の文が最もよい文であ

ると判定された．2 つ目と 3 つ目の文は形動詞形が主語であるため， n’ が必須である（つまり Ø は許
容されない）．1 つ目の文で bol は対比のニュアンスなく使用可能であるという．čin’ はこの命題を聞き

手に関係づけることが自然でないためか，いずれの文でも許容されない． 
Ene surguulijn asuudal { Ø / n’ / bol / *čin’ } cööxön bagštaj. 
Ene surguul’ cööxön bagštaj bajgaa { *Ø / n’ / #bol / *čin’ } asuudal jum. 
Cööxön bagštaj bajgaa { *Ø / n’ / *bol / *čin’ } ene surguulijn asuudal. 
「この学校の問題は先生が少ないことだ．／この学校は先生が少ないのが問題だ．／先生の少ないこと

はこの学校の問題だ．」 
 
(13) 過去の願望のモダリティの文・1 人称人称代名詞 
 感情述語の主語は基本的に 1 人称に制限されるため，主題として取り立てることは難しいと考えられ

る．č は累加の意味で使用できるが，他の対象形式はいずれも許容されなかった． 
Bi { Ø / *n’ / *bol / #č / *čin’ } neg udaa Kioto ruu javaxyg xüssen. 
「私は一度京都へ行ってみたかった．（lit. 私は一度京都へ行くことを望んだ．）」 
 
(14) 現場での話し手自身の状況についての判断文・名詞を副詞的に用いた時間の副詞項 
 n’ は使えないが，これは現況に対する判断であり，「今日」という状況語を選別する母集合として全

体集合が考えられない文脈であるためであると考える．一方，bol は昨日や一昨日との対比で言うこと

ができると考えられる．čin’ はこの文では聞き手と何ら関係づけることなく，単なる主題の機能で使う

ことができるという． 
Önöödör { Ø / *n’ / #bol / čin’ } cas orox bololtoj. 
「今日は雪が降りそうですね．」 
 
(15) 現場での話し手自身の状況についての判断／宣言・1 人称代名詞 
 ここでは bi n’ と bi č について主に問題とする．説明が長くなるため，ここでは先に例文を提示する． 
Bi { Ø / #n’ / #bol / (#)č / ? #čin’ } ene ažlyg oroj duusgax jostoj. 
「私はこの仕事を夜までに仕上げなければならない．」 
 
 コンサルタントによれば，bi n’ や či n’ のように 1/2 人称代名詞に n’ が後続する表現は，おそらく

2010年以降ぐらいからだろうか，特に若い女性などがネットのチャット上などでやりとりする時に使う
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ようになったが，ふだんの話し言葉ではあまり聞かない．もちろん硬い書き言葉では現れない．内モン

ゴルの方言にはさらに使うところがあるのではないか，ということである．なおコーパス1で検索したと

ころ，bi n’ も či n’ もいずれの例も得られなかった．bol は対比の状況でのみ使用が可能であるという．

すなわち，何人か他の人について別の事情を話して，その後対比的に言う場合である．bi bol はコーパ

スから 58 例得られるのでこの組み合わせが許容されないというわけではない．bi čin’ も 69 例あり，同

様である．č は累加の意味でも使えるが，主題の意味でも使えるという．今回の調査で č についてさま

ざまな例を調査したが，はっきり主題の意味で使えると判断されたのはこの 1 例のみであった．小沢 
(1983: 549) には č について「…は …も」とあり，「Bi č medne. 私も（は）知っている」（訳も小沢 (1983) 
による）という例があがっている． 
 Forker (2016) は累加標識（additive marker）についての類型論的な研究だが，そこでは累加形式によっ

てカバーされる次の 7 つのコア機能を特定した：① additive（累加），② scalar additive（序列上の極端），

③ contrastive topics and topic switch（対比焦点と主題転換），④ indefinite（不定），⑤ concessive（譲歩），

⑥ conjunctional adverb ‘and then’（接続詞的副詞），⑦ constitute coordination（構成要素の等位接続）．ここ

では③と⑥に注目したい．そこではウデヘ語の③の例（mindu sata bie s’ei=de anči「私に 砂糖 あるが， 塩
は ない，=de は累加標識」やトルコ語の⑥の例（kimse Semraya gel dememiş; o da evde oturacakmış. 「誰
も セムラに 来いと 言わなかったようだ； （それで）彼女 は 家に 留まるみたいだ，da は累加標識」

があがっている．2 つの例に共通しているのは，先行する文で相反する述語や，違うレベルの主語につ

いて述べている点である．そこでモンゴル語の話者に訊いてみたところ次のような内省を得た：Nadad 
saxar č bajna.「私に 砂糖｛は／も｝ ある」という文は，「その国に塩がたくさんある」というような先

行文脈に後続する際には「私に砂糖はある」のような意味を実現し，「私に飲み物も食べ物もある」とい

うような先行文脈に後続する際には「私に砂糖もある」のような累加の意味を実現するという．č が｛は

／も｝のいずれの意味をどのような文脈において実現するかについては今後さらに研究・検証していく

必要がある． 
 
4.1.2. ハであるが，対比となるケース 

(16) 恒常的状態だが現場における否定の可能文・1 人称人称代名詞 
 次の文は一文中に 2 つハが出てくる文で，2 つ目のハは対比と解釈されるものである．この場合対象

形式はいずれも許容される．まず n’ は他言語からの選別の，bol もやはり他人や他言語との対比のニ

ュアンスを伴って使用可能であるという．čin’ は聞き手が中国語の能力を持っていて，聞き手に関連す

る文脈があれば使えそうであるという． 
Bi xjatadaar { Ø / #n’ / #bol / #čin’ } jar’ž čadaxgüj. 
「私は中国語はできません．（lit. 私は中国語で話すことができません．）」 
 
(17) 形容詞述語による対比の文・固有名詞 
 次の文も典型的な対比の文であるが，ここで対象要素を 2 つ使うことの可否を問うてみた（なお Ø は
もっとも自然な表現である）．結果は次の通りであった．まず n’ は許容されないが，これはお茶とお酒

が同じ集合に属するものではないので選別の解釈が成り立たないためであると考える．bol は対比の文

脈なので使えるという．čin’ は話し相手のお酒や話し相手のお茶であれば言えるという．この場合には，

斜格項の名詞についた čin’ がその名詞の 2 人称による所有を示すことがわかる． 
*Bajar cajnd n’ durtaj č arxind n’ durgüj. 
                                                        
1 コーパスは Mongolian National Corpus（Corpus Technologies が 2007年から 2009年にかけて開発したウェブコーパ

スで，総語数は 1,160,000 語）である． 
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Bajar cajnd bol durtaj č arxind bol durgüj. 
Bajar cajnd čin’ durtaj č arxind čin’ durgüj.  
「バヤルはお茶は好きだがお酒は嫌いだ．（cajn-d tea-DAT, arxin-d liquor-DAT）」 
 
(18) 現場における形容詞と恒常的述語による対象物の対比的な説明・指示形容詞を伴った普通名詞 
 次の文も対比であり bol は許容されるが，n’ は許容されない．n’ が使われないのは「使い方」と「故

障」が同じ集合に属さないためであると考える． 
Ene utas xereglexed { Ø / #n’ / bol / ?čin’ } xjalbar bolovč amarxan evderdeg. 
「この電話は使い方は簡単ですが，よく故障します．」 
 
(19) 現場における否定のコピュラ文・形動詞形の修飾を伴った普通名詞 
 次の文のうち，n’ を用いると，2 つ以上像があって，聞き手は違った方の像を見ており，話し手は「そ

っちの像ではない」と言うケースになるという． 
（ “Süxbaataryn xöšöö mön üü?” ）  
“Ügüj ee, ter { Ø / #n’ / #bol / čin’ } Süxbaataryn xöšöö biš.  
Tend bajgaa xöšöö bol Süxbaataryn xöšöö.” 
（「あれがスフバートル像ですか？」） 
「いいえ，あれはスフバートル像ではありません．向こうの像がスフバートル像です．」 
 
4.1.3. ガであるが，排他となるケース 

(20) 現場における存在の否定文・普通名詞 
 次の文では n’ は可能であるという．ヒマとお金は同じ集合に属さないが，「映画のための」お金，と

いう限定の機能で n’ が働いている感じがするという．bol については対比のニュアンスがなくても言

えそうであるという．čin’ は許容されないが，これは問題がもっぱら話し手にとってのもので，聞き手

と関連付けられないからではないかと考える． 
（ “Ta margaaš kino üzexijg xüsč bajna uu? Margaaš čamd zav bajgaa biz dee?” ） 
“Nadad zav bajgaa č möngö { Ø / n’ / (#)bol / *čin’ } bajxgüj boloxoor üzež čadaxgüj.” 
（「明日映画に行きませんか？明日は暇でしょ？」） 
「暇ですが，お金がないので無理ですね．（lit. 私に暇がありますが，お金がないので見ることができま

せん．）」 
 
(21) 現場における訂正の返答のコピュラ文・形動詞形によって修飾された普通名詞 
 次の文において，像は 2 つ以上あるのでまず n’ は問題ないという．対比であるため bol も問題ない

が，話し手に関連するものや関連する事態ではないため čin’ は使われないものと考える． 
（ “Süxbaataryn xöšöö mön üü?” ）  
“Ügüj ee, ter Süxbaataryn xöšöö biš. Tend bajgaa xöšöö { Ø / n’ / #bol / *čin’ } Süxbaataryn xöšöö.” 
（「あれがスフバートル像ですか？」） 
「いいえ，あれはスフバートル像ではありません．向こうの像がスフバートル像です．」 
 
4.1.4. ガ，すなわち焦点や文全体が新情報であるケース 

(22) 現場における文全体が新情報の［動詞述語＋jum］による文・親族名称 
 文焦点，すなわち文全体が新情報である場合，どの対象形式も使用できない． 
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（ “Či gojo cagtaj jum aa!” ） 
“Tijm ee, surguul’d elssend bajar xürgež aav { Ø / *n’ / *bol / *č / *čin’ } avč ögsön jum.” 
（「いい時計を持っていますね．」） 
「ええ，父が入学祝いに買ってくれたんです．」 
 
(23) 現場における文全体が新情報の文（形容詞述語）・固有名詞 
 次の文も上記と同様である． 
（ “Bid ene togloltod xožigdčixloo.” ） 
“Bajaraas { Ø / *n’ / *bol / *č / *čin’ } bolloo, aldaa ix gargasan boloxoor.” 
（「今度の試合は負けてしまったね．」） 
「バヤルが悪いんだ，失敗ばかりするから．」 
 
(24) 現場における現在進行形による存現文・普通名詞 
 次の文は対話における受け答えでなく，全く突然に文全体が新情報である文を発話する文で，いわゆ

る存現文であるが，やはり対象形式は使えない． 
Utas { Ø / *n’ / *bol / *čin’ } duugarč bajna. Xen negen avaaraj2. 
「電話が鳴っていますよ．誰か出てください．」 
 
(25) 動詞の過去形による過去に起きた出来事の報告・普通名詞 
 次の文も上記と同様である． 
Vokzal deer najzaa xüleež bajtal 30 orčim nasny emegtej { Ø / *n’ / *bol / *čin’ } nadtaj jum jarixaar irsen. 
「駅で友達を待っていたら，30歳ぐらいの女の人が話しかけて来た（lit. 私と何か話に来た）．」 
 
(26) 現場における［形容詞＋コピュラ］による現在の状況の報告・普通名詞 
 次の文も上記と同様である． 
Aa, baruun tald tenger { Ø / *n’ / *bol / *čin’ } tod ulaan bajna. 
「あっ，西の空が真っ赤だ．」 
 
(27) 動詞の過去形による過去に起きたことの報告・固有名詞 
 次の文も「現場における文全体が新情報の文」ではあるが，「何人かが危篤に近いようなたいへんな状

態だったが，そのうちのバヤルが亡くなった」というような状況であれば，n’ を用いて言えるという．

したがって n’ は選別のニュアンスがある時，全体が新情報の文でも使えることがわかる． 
Öčigdör üdees xojš Bajar { Ø / #n’ / *bol / *čin’ } taalal tögsöv. 
「きのうの午後，バヤルさんが亡くなった．」 
 
(28) 現場における動詞の現在進行形による知覚／発見（mirative）・普通名詞 
 次の文では，「あの人がいつも言っていた例の海」というような意味でなら n’ を用いて言うことがで

きるかもしれないという．同様に，「聞き手が「海を見に行こう」と何度も言っていた」というような状

況があり，聞き手がこだわっていた海ということであれば言えるかもしれないという． 

                                                        
2 一人の査読者の方からのコメントによれば，この文には Xen negen n’ avaaraj. と 3 人称の小辞を用いる必要

があるという． 
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Aa, dalaj. Dalaj { Ø / ?#n’ / *bol / ?#čin’ } xaragdaž bajna. 
「あっ，海だ．海が見える．」 
 
(29) 動詞の近過去形による過去のできごとの報告・普通名詞 
 次の文では，「久しく対面であってもいなかったし，電話で話してもいなかったが」という状況下であ

れば，対比のニュアンスで bol を使うこともできるという．したがって bol は対比のニュアンスがあ

る時には，全体が新情報の文でも使えることがわかる． 
Öčigdör urt xugacaany daraa Bajaraas caxim šuudan { Ø / *n’ / ?#bol / *čin’ } irlee. 
「昨日久しぶりにバヤルさんからメールが来ました．」 
 
(30) 現場における［形容詞＋コピュラ］による現在の状況の報告・普通名詞 
 次の文も同様に対比のニュアンスがあれば bol が使えるという．ただし čin’ も特別なニュアンスを

伴わずに使えるという．その場合，むしろ「隣の部屋はうるさいですね．」のような意味になっているの

かもしれない． 
Xažuugijn öröö { Ø / *n’ / #bol / čin’ } čimee šuugiantaj bajna. 
「隣の部屋がうるさいですね．」 
 
(31) 現場における形容詞述語によるハガ構文（ガの名詞項はモンゴル語でも主語）・普通名詞 
 次の文では n’, bol, čin’ のいずれも許容されない． 
Ene cecerlegt xüreelend oroxod möngö { Ø / *n’ / *bol / *čin’ } xeregtej. 
「この公園に入るにはお金が要ります．」 
 
(32) 一般論のハガ構文・普通名詞（不定対格の名詞項） 
 bol は弓矢や競馬との対比であれば言えるという． 
Bajar mor’ { Ø / *n’ / #bol / *čin’ } unaxdaa sajn. 
「バヤルさんは乗馬が上手だ．（lit. バヤルさんは馬を乗るのが上手だ．）」 
 
(33) 現場における形容詞による指示物の特徴を説明するハガ構文・［形動詞形＋与格（斜格名詞項）］ 
 次の文では，bol に限って，対比のニュアンスがあれば言えるかもしれないという．なお ašigl-a-x-a-d 
use-E-PTCP.IPFV-E-DAT である． 
Ene kamjeryg ašiglaxad { Ø / *n’ / ?#bol / *čin’ } xjalbar. 
「このカメラは使い方が簡単です．（lit. このカメラを使うのに易しい．）」 
 
(34) 過去の願望のモダリティの文・1 人称人称代名詞（斜格名詞項） 
 次の文の該当箇所には日本語でもハが入っていないし，「私は一度京都へ行ってはみたかった．」とい

う文も変に感じられるが（なお筆者は 1965年東京生まれの日本語母語話者である），モンゴル語でも対

象形式はどれも使うことができない． 
Bi neg udaa Kioto ruu javaxyg { Ø / *n’ / *bol / *č / *čin’ } xüssen. 
「私は一度京都へ行って Ø みたかった．（lit. 私は一度京都へ行くことを望んでいた．）」 
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4.2. 疑問文 

4.2.1. ハ，すなわち主題であるケース 

4.2.1.1. 疑問詞疑問文 

(35) 現場におけるコピュラ文（誰）・指示形容詞を伴った普通名詞 
 疑問詞疑問文では疑問の前提である主題を話し手と聞き手が認識していなければならないので，対象

諸形式の使用は難しいと思われる．bol については，「たくさんの人がいて，「あの人は誰，その人は誰，

あの人は誰，じゃあ，そしたらあの人は誰ですか？」というような対比の状況であれば言えるかもしれ

ないが，ふつう発話する文とは思えないという． 
“Ter xün { Ø / *n’ / ?#bol / *č / *čin’ } xen be?” “Ter xün minij bagš”. 
「あの人は誰ですか？」「あの人は私の先生です」 
 
(36) 現場におけるコピュラ文（いつ）・人称代名詞属格を伴った普通名詞 
 しかし次の文では n’ も čin’ も許容される．2 人称の誕生日に関する質問であるため čin’ が許容され

るものと考えるが，ta と či の敬意の度合いの違いは効力を示さず，しかも čin’ は単に主題提示の機能

に解釈されるという．bol はやはり対比で，他にもいろんな質問をした後で誕生日について聞く場合に

使えるという．n’ がなぜ使用可能であるかについては，誕生日とはある人間の一側面であり，誕生日以

外にもその人の諸側面についていろいろ他の質問が考えられるという状況であり，選別としての理解に

問題がないためであると考える． 
“Tany törsön ödör { Ø / n’ / #bol / *č / čin’ } xezee ve?” “Guravdugaar saryn 27”. 
「あなたの誕生日はいつですか？」「3月 27 日です」 
 
(37) 現場におけるコピュラ文（どこ）・形動詞形に修飾された普通名詞 
 次の文で n’ は問題ない．出口，入り口などは建物の一側面であるためと考えられる．bol は対比の

ニュアンスを伴うという．čin’ を用いると，「おまえはよくわかっているだろ，入り口はどこなんだ」と

訊くような感じがして，上から目線の表現になるという． 
“Orox xaalga { Ø / n’ / #bol / *č / #čin’ } xaana bajna?” “Ter xar xaalga”. 
「入り口はどこですか？」「あの黒いドアです」 
 
(38) 現場において習慣形動詞形の動詞によって聞き手について訊く文（どんな～）・2 人称代名詞 
 1/2 人称代名詞に n’ が後続する bi/či n’ に関しては (15) で分析した． 
“Bajar(aa), či { Ø / ?n’ / #bol / *č / *čin’ } jamar xögžim ix sonsdog ve?” “Bi rok ix sonsdog”. 
「バヤル，君はどんな音楽をよく聞きますか？」「私はロックをよく聞きます」 
 なお次のように文末の疑問標識 ve を gelee「～と言っていた」に変えれば čin’ が使えるようになる

という． 
“Bajar(aa), či čin’ jamar xögžim ix sonsdog gelee?” “Bi rok ix sonsdog”. 
「バヤル，君はどんな音楽を聞いているって言ってたっけ？」「私はロックをよく聞きます」 
 なぜ gelee に文末を変えれば文が成立するのかという点については，次のように考える．聞き手自身

に関する質問について，聞き手がその答えについて情報を持っているのは当然なので，čin’ を用いて聞

き手に関係づける必要は全くない，したがって čin’ はふつう用いられないものと考えられる．しかしそ

のことをすでに一度訊いたことがあり，話し手が知識として知っていたという状況であれば，あらため

てそれを聞き手に関係づけて訊く，ということが成立するのかもしれない． 
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(39) 習慣形動詞形の動詞によって一般論を訊く文・普通名詞 
 次の文における xaa-「閉める」は他動詞で，目的語は動詞直前位置を離れているが明示的な対格形を

取っていない．これで問題はないという．n’ を用いた表現は，例えば違う土地から来た人がこちらの事

情をよく知らないので，こっちの銀行は何時に閉まるのか?，などと訊く場合に使えるという．これに対

して bol は郵便局や市役所と対比させて言う場合に使えるという．したがってこの例は選別と対比の違

いを解明することに役立ちそうである．すなわち選別は同じレベルの等質なものからなる全体集合のう

ちの一つ，と意識されていることになる．čin’ を用いるのは，聞き手がその銀行で働いている場合など

であるという． 
“Bank { Ø / #n’ / #bol / *č / #čin’ } xeden cagt xaadag ve?”, “3 cagt xaadag”. 
「銀行は何時に閉めますか？」「3時に閉めます」 
 
(40) 現場におけるコピュラ文（誰）・名詞（項）用法の形動詞形 
 まず次の文よりも主語である xen が文頭に来る Xen tegž xelsen be? 「誰がそう言ったのか？」の方が

好まれる．この文は SV の統語的構造には合っているが，情報構造上は疑問の焦点が前に来て，話し手

および聞き手がともに知っている前提情報が後に来るので，情報構造上は一般的でない語順になる．Xen 
tegž xelsen be? については「ガ，すなわち焦点であるケース」で考察する． 
 次の文では形動詞形が主語であるため，Ø が許容されず，n’ もしくは čin’ が必須である．bol は形

動詞形に後続した場合，条件の意味，すなわちこの文では「言ったのなら」になってしまい，許容され

ない．Tegž xelsen xün bol xen be? 「そう言った人はだれですか？」（主語を連体修飾する形動詞形を用い

た名詞にした文）であれば何とか言えるが，疑問詞が文頭にある文の方がふつうであるという．čin’ を
用いた文では，現場で目の前にいる 2 人称の人物たちに問いただす場面が想起され，「あなたたちのうち

の誰がそんなことを言ったの？」のように上から目線でœっているようなニュアンスを感じるという．

これに対し，n’ を用いると（おそらくは相対的に）それよりも優しい言い方になる．しかも目の前にそ

の発言を行ったとおぼしき人物がいるのではなく，話題に上っている人物や発言に対する問いであって

もよいという． 
“Tegž xelsen { *Ø / n’ / *bol / *č / #čin’ } xen be?” “Bajar tegž xelsen”. 
「そんな風に言ったのは誰ですか？」「バヤルがそんな風に言ったんです．」 
 
(41) 現場における過去形による文（誰）・指示代名詞 
 次の文で，「この花」がたくさん持って来た花のうちの一つであるならば，つまり選別のニュアンスが

あれば n’ が使えるという．一方，bol は使えないが，これは文脈上対比にはならないためであると考

える． 
(Ene bol) gojo ceceg jum.  
Üünijg { Ø / #n’ / *bol / *čin’ } xen avčirsan be? 
「（これは）きれいな花ですね．これは誰が持って来たんですか？」 
 
(42) 現場における恒常形動詞形による存在文（何冊の本）・普通名詞（斜格名詞項） 
 次の文では n’ は選別の，bol は対比のニュアンスがあれば使えるという．čin’ も，例えば，聞き手

が紹介してくれて案内してくれている図書館について訊く場合には問題なく使えるという． 
Ene nomyn sand { Ø / #n’ / #bol / čin’ } xeden nom bajdag ve? 
「この図書館には本が何冊ぐらいありますか．」 
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4.2.1.2. 選択疑問文 

(43) 現場におけるコピュラ文・固有名詞の属格形を伴った普通名詞 
 選択疑問文の主題は，すでに主題としての性格が強いためか，対象諸形式は使用されにくいようだ．n’ 
は別の人の家が多く並んでいる状況であり，選別の状況は明確であるためか，問題なく使われる．bol は
これを無理に使う理由が全く感じられず，対比の文脈での使用も考えにくいという．“Bajaryn ger bol?” 
と bol で終わる文は使えるという．č は，寮など，バヤル以外にも何人も住んでいるという状況で，バ

ヤルの家もここなのか？と訊く場合なら言えるかもしれないが，やはりふつうには使用されない．その

場合「バヤルもここに住んでいるのか？」と訊くのがもっと普通である． 
“Bajaryn ger { Ø / n’ / *bol / *č / *čin’ } ene cagaan bajšin üü, esvel ter cenxer bajšin uu?” “Ter cenxer bajšin”. 
「バヤルの家はこの白い家ですか，それともあの青い家ですか？」「あの青い家です」 
 
(44) 現場における選択疑問文・普通名詞（斜格名詞項） 
 n’ を用いると，その会議は「XX 氏主催」である，など，誰かある人と関係がある，ということにな

る．čin’ を使った場合も聞き手に関係の深い会議なら言えるという．したがってこのような斜格項の場

合，n’ や čin’ は所有人称としての機能を強く示すようだ．bol は使えないが，文末の疑問表現を変え

て， “Margaašijn xurald bol xen n’ irex ve?” であれば何とか言えるという．バヤルかバートルの二人のど

っちかが来ることが既に分かっている状況でこれを言うので，xen n’はその二人のうちのどちらかを意

味することになる．しかしここでも bol は余計で，要らない感じがするという．やはり疑問文の主題は

話し手聞き手の双方に前提とされているものなので，さらに主題として取り立てる必要性がないと考え

られる． 
“Margaašijn xurald { Ø / #n’ / *bol / čin’ } Bajar esvel Baatar irex üü?” “Bajar irne”. 
「明日の会議にはバヤルが来るんですか，バートルが来るんですか？」「バヤルが来ます」 
 
4.2.1.3. 諾否疑問文 

(45) 現場における形容詞文・指示形容詞を伴った普通名詞 
 n’ の使用は少なくとも文法的には問題なく，選別のニュアンスがはっきり出るという．ただし n’を
使わなくとも対比のニュアンスは十分に出るので，実際にはあまり言わないと思われるという．č の使

用は累加の意味になる．疑問文の主題はやはり主題としての性格が明確であるためか，bol の使用は不

要に感じられるという． “Ene max bol?” と訊くのであれば自然であるという．čin’ は，相手が話し手に

くれた肉について，「これは本当に美味しいのか!?」と疑っているような場合に使用できるという．あま

り良い感じでは訊いていない感じになるという．その場合の返答文に “Tijm ee, ene max čin’ ix amttaj”. と
言うこともできないという．なお「この肉こそがうまいんだよ」という意味で返答する場合には限定の l 
を用いて “Tijm ee, ene max l ix amttaj”. と言うことができるが，その時にさらにその前に čin’ を用いて 
“Tijm ee, ene max čin’ l ix amttaj”. とも言い，čin’ があるとその限定をもっと強めた言い方になるという．

一方「聞き手に関係する」という意味合いはないという． 
“Ene max { Ø / ?#n’ / *bol / #č / čin’ } amttaj juu?” “Tijm ee, ene max ix amttaj”. 
「この肉はおいしいですか？」「ええ，この肉はとてもおいしいです」 
 
(46) 現場におけるコピュラ文（ただし対象の人物は現場にいない）・指示形容詞を伴った普通名詞 
 次の文で n’ を使うと，「何人か写っている中で，この人は？」と訊いている感じがするという．つま

り選別のニュアンスが生じる．bol は文章語のように感じられて使えないという． 
“Ene { Ø / #n’ / *bol / #č / *čin’ } Bajar mön üü?” “Ügüj ee, (ene) Bajar biš”. 
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（写真を見ながら，ひとりだけ知らない人がいるので誰だろうと思って） 
「この人はバヤルですか？」「いいえ，バヤルじゃないです」 
 
(47) 現場における聞き手のことを訊くハガ構文・普通名詞 
 次の例では，甘い料理との対比であれば bol が使用できるという． 
Ta xaluun nogootoj xool { Ø / *n’ / #bol / *čin’ } idež čadax uu? 
「あなたは辛い料理が食べられますか？」 
 
(48) 現場における定動詞諾否疑問の形式による依頼文・普通名詞（斜格名詞項） 
 ここでは語順を変えた 2 つの構文について対象形式の使用の可不可を問うた．まず次の文では国内電

話との対比であれば bol が可能であると判断された． 
Olon ulsyn duudlaga { Ø / *n’ / #bol / *čin’ } ter utsaar xijne üü. 
「国際電話はあそこの電話でかけて下さい．」 
 
(49) 現場における定動詞諾否疑問の形式による依頼文・普通名詞 
 次の文ではどの形式も不可と判断された．これらの文で対象形式が使えないのは，モダリティ的な意

味が原因であるのかもしれない．もしくは olon ulsyn duudlaga「国際電話」が焦点名詞句だからかもし

れない． 
Ter utsaar olon ulsyn duudlaga { Ø / *n’ / *bol / *čin’ } xijne üü. 
「あそこの電話で国際電話はかけて下さい．」 
 
4.2.2. ガ，すなわち焦点であるケース 

4.2.2.1. 疑問詞疑問文 

(50) 現場における過去形動詞形による文（誰）・疑問詞 
 次の文では n’ と bol と čin’ のいずれも使用不可能であるという． 
Ene bol gojo ceceg jum.  
Xen { Ø / *n’ / *bol / *čin’ } üünijg avčirsan be? 
「これはきれいな花ですね．これは誰が持って来たんですか？」 
 
(51) 過去形動詞形による文（誰）・疑問詞 
 次の文では「何人かの人のうちの誰が言ったのか？」という意味で，またそういう状況であれば n’ を
用いて言うことができるという．すなわち n’ は必ずしも主題でなければならないわけではなく，焦点

であってもよいことがわかる． 
“Xen { Ø / n’ } tegž xelsen be?” “Bajar tegž xelsen”. 
「誰がそんなことを言ったんですか？」「バヤルが言ったんです」 
 
4.2.2.2. 現場における選択疑問文 

(52) 形容詞述語文（誰）・疑問詞 
 次の文では n’ か čin’ のいずれかが必須である．čin’ が使われるのは，この二人の他にも人がいる状

況で，この二人のどちらかもしくは両方に対して，あなたたち二人のうちどちらが若いか，を訊いてい

る場合であるという．返答文は，その問いにバヤルの方が答えている文であるという．n’ はそのような

限定なく広く使われるもっとも一般的な表現であるという． 
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“Bajar Baatar xojoryn xen { *Ø / n’ / *bol / *č / čin’ } zaluu ve?” “Baatar zaluu”. 
「バヤルとバートルでは，どちらの方が若いですか？」「バートルの方が若いです」 
 
(53) 現場におけるコピュラ文（どれ）・疑問詞 
 al’ 「どれ」はいくつかの選択肢から選ぶものなので選別の n’ がないと使用できないという．したが

って次の文における n’ は必須である． 
“Al’ { *Ø / n’ / *bol / *čin’ } Čingeltej uul ve?” “Xamgijn öndör uul”. 
「どれがチンゲルテイ山ですか？」「（あの）一番高い山です」 
 
 n’ を 2 つ用いた文も許容される．「複数見える選択肢のうちのどれであるか？」という選別のニュア

ンスがより強く感じられるという． 
“Al’ n’ Čingeltej uul n’ ve?” “Xamgijn öndör uul”. 
 
 コピュラ文の枠組みにおける主語と述語を入れ替えた次の文も使用可能である． 
“Čingeltej n’ al’ uul ve?” “Xamgijn öndör uul”.  
「チンゲルテイ山はどの山ですか」「（あの）一番高い山です」 
 
 さらにこれに n’ を 2 つ用いた文， uul「山」を省いた文，それに n’ を 2 つ用いた文を訊いてみたが

いずれも許容される．n’ を 2 つ用いた場合にはやはり選別のニュアンスが強くなるという． 
“Čingeltej n’ al’ uul n’ ve?” “Xamgijn öndör uul”.  
“Čingeltej uul n’ al’ ve?” “Xamgijn öndör uul”.  
“Čingeltej uul n’ al’ n’ ve?” “Xamgijn öndör uul”.  
 
(54) 現場におけるコピュラ文・固有名詞 
 次の文でもやはり n’ は必須である．特に応答文の方で必須なのは，モンゴル語の文の方に被修飾名

詞の「人」にあたる語がないことに起因していると考えられる3． 
“Al’ { *Ø / n’ } Bajar ve?” “Nüdnij šiltej n’ Bajar”. 
「どれがバヤルですか？」「あのメガネをかけた人がバヤルです」 
“Bajar { *Ø / n’ } al’ be?” “Nüdnij šiltej n’ Bajar”. 
「バヤルはどれですか？」「あのメガネをかけた人がバヤルです」 
 
 日本語と違って次の疑問文は使えない．少なくてもこのタイプの文では，al’「どれ，どの」は uul「山」

を修飾することはできるのに xün「人」は修飾できないということになる．その理由は現時点ではまだ

よくわからない． 
“*Al’ xün n’ Bajar ve?” “Nüdnij šiltej n’ Bajar”. 
「どの人がバヤルですか？」「あのメガネをかけた人がバヤルです」 
 
4.2.2.3. 諾否疑問文 

(55) 現場におけるコピュラ文・指示代名詞 
 焦点項であるが，n’ は特別なニュアンスもなく問題なく使えるという．他の人も写真の中にいるので

                                                        
3 この点は査読者の一人の方からいただいたコメントに基づいている． 
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選別の解釈が自然に適応されるためであると考えられる．一方他の 3 形式は使えない．n’ は主題項であ

るか焦点項であるかという情報構造上の対立にそれほど関わってはいないものと考えられる．bol はや

はり他の人について訊いた後で Xarin ene bol? と訊くのであれば使えるという．čin’ も使えない．なお 
ene čin’ の組み合わせはコーパスで 260 例ほど出てくるのでこの組み合わせが許容されないわけではな

い． 
“Ene { Ø / n’ / *bol / *č / *čin’ } Bajar mön üü?” “Ügüj ee, (ene) Bajar biš”. 
（写真を見ながら，バヤルがどこかにいると知っていて）「この人がバヤルですか？」「いいえ，バヤル

じゃないです」 
 
4.3. 疑問文への返答文 

4.3.1. ハ，すなわち主題であるケース 

4.3.1.1. 疑問詞疑問文への返答文 

(56) 現場におけるコピュラ文・指示形容詞を伴った普通名詞 
 疑問詞疑問文の場合とほぼ同様の結果であるが，č は累加であれば使えるという点が異なる． 
“Ter xün xen be?” “Ter xün { Ø / *n’ / ?#bol / #č / *čin’ } minij bagš”. 
「あの人は誰ですか？」「あの人は私の先生です」 
 
4.3.1.2. 選択疑問文への返答文 

(57) 現場におけるコピュラ文・指示詞 
 次の文では，それほど対比のニュアンスなく bol が可能であるという．n’ を用いるのは，二人以上

写真に写っていて，その中でこれはバヤルかと問う場合であるという．č を用いるのは，その前の文脈

ですでにバヤルの顔を知っているのだから少し変である．しかし仮装その他で顔がわかりにくければ，

このような表現もあり得るという．čin’を用いた表現は，文法的には理解できるがふつうは言わないと

いう．何度も同じ問いを訊かれてうんざりして，「おまえはバカか，これはバヤルだろ」というニュアン

スを込めて言うのなら言えるという．ただし後ろに「何度も言っているだろ」のような文が続く必要が

あるという． 
“Ene Bajar uu, Baatar uu?” “Ene { Ø / n’ / bol / #č / ?čin’ } Bajar”. 
（写真を見ながら）「これはバヤルですか，バートルですか？」「これはバヤルです」 
 
4.3.1.3. 諾否疑問文への返答文 

(58) 諾否疑問文に理由で答える場合の返答文・指示代名詞／3 人称人称代名詞 
 質問文の主題であり，返答文でも代名詞で承けている対象は，すでに主題であることが明確であるた

めであろう，n’ も bol も不可と判定された．コーパスで検索すると，ter n’ は 202 例，ter bol は 74 例

出現するので，この組み合わせが不可であるというわけではない． 
（Bajar önöödör amarsan jum uu?） 
Tijm ee, ter { Ø / *n’ / *bol / #č / *čin’ } öčigdör gemtež, emnelegt xevtsen. 
（「バヤルは今日はお休みですか？」） 
「はい，彼は昨日怪我して入院したんです．」 
 
4.3.2. ガ，すなわち焦点であるケース 

4.3.2.1. 疑問詞疑問文への返答文 

(59) 現場における不定の人物が焦点である返答・不定代名詞 
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 次の文では不定の人物が焦点であり，bol も č も čin’ も許容されない．n’ は選別のニュアンスがあ

れば許容される．すなわち，例えばさっきまでこの場所に何人かの人間がいたことを話し手も聞き手も

知っていて，そのうちの誰かがきっとこのペンを置いていったのだろう，という時には発話可能である

という．したがって n’ は選別のニュアンスを持つ時，焦点にも後続することがわかる． 
(Ene xenij üzeg ve?)  
Minijx biš. Magadgüj xen negen { Ø / n’ / *bol / *č / *čin’ } üldeesen bajx. 
（「このペンは誰の？」） 
「私のじゃない．誰かが置いて行ったんじゃないか．」 
 
4.3.2.2. 選択疑問文への返答文 

(60) 選択疑問文への返答・指示形容詞と形容詞を伴った普通名詞 
 次の文で，n’ は選別，č は累加のニュアンスがあるという．čin’ を使用しても何のニュアンスもなく

使えるという．これはおそらく聞き手の提案に対する返答だからではないかと考える．bol は使えない

という．これは対比の対象が考えられない文脈であるためと考える． 
（Ene ulaan daašinz č gojo, ter cenxer n’ bas gojo jum.） 
Tijm bajna, gexdee ene cenxer daašinz { Ø / #n’ / *bol / #č / čin’ } ilüü dulaaxan, ilüü gojo xaragdaž bajna. 
（「この赤い服もいいし，その青い服もいいですね．」） 
「そうですね，でもこの青い服の方がもっと暖かそうでもっとステキな感じでいいな．」 
 
4.3.2.3. 諾否疑問文への返答文 

(61) 現場におけるコピュラ文による諾否疑問文への返答文・指示代名詞 
 次の文では，唯一の対象について問い，それに答えており，選別の全体集合が存在しないため，まず n’ 
は使えないと考えられる．bol は変ではないが，文語的な感じがするという．č は累加の意味では言え

そうだが，この場合このチンゲルテイ山は一つしかないのだから，世界知識と矛盾するので変であると

いう．*čin’ は許容されないが，これはこのやりとりの命題を聞き手に関係づけることができないためだ

と考える． 
（Endees Čingeltej uul xaragdax uu?） 
Tijm ee, ter { Ø / *n’ / ?bol / *#č / *čin’ } Čingeltej uul. 
（「ここからチンゲルテイ山が見えますか？」）「はい，あれがチンゲルテイ山です．」 
 
4.4. 複文 

4.4.1. ハが出るケース 

(62) 時間の従属節を伴った願望の文・複文の主語で，同じ主語である場合 
 複文の主語で，同じ主語である場合，その主語は主題として文全体に係っていると考えられる．この

ケースでは対比や累加のニュアンスを伴った bol や č を使うことができる．bi n’ が使えないことにつ

いては (15) で述べた． 
Bi { Ø / *n’ / #bol / #č } Japond bajx xugacaandaa xojor ögüülel bičmeer bajna. 
「私は日本にいる間に論文を 2 つ書きたい．」 
 
4.4.2. ガが出るケース 

(63) 時間の従属節を持つ平叙文・複文の主節主語で，従属節の主語はそれとは異主語を指している場合 
 上記のような同主語の場合に対し，連用修飾的な複文で異主語の場合，従属節の主語にはどの対象形
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式を用いることもできない． 
Bajar { Ø / *n’ / *bol / *čin’ } namajg duudaxad bi untaž bajsan. 
「私はバヤルから電話がかかってきた時まだ寝ていた．（lit. バヤルが私に電話した時，私は寝ていた．）」 
 
5. 結論と今後の課題 

 対象とその出現条件は多岐に亘り，まだ十分に整理できたとは言い難いが，以下に現時点での結論を

述べる．いまだ仮説の段階に過ぎないと考えられるものもあるが，今後の詳細な検討のため可能性とし

て提示する（その場合，「～の可能性がある」という書き方にしてある）．なおカッコ内の番号は 4 節の

結果と分析における説明と例文の番号を示す．一部重複する記述があることもことわっておく． 
 
5.1. 述語の種類に関する考察 

・現場を離れた一般論の説明である場合，対象諸形式はそれぞれの個別のニュアンスを示さず，元来の

機能はいわば互いに中和されて同じように主題を示すことができる（(1)-(4)）．その際の述語は恒常的な

アスペクトを示す述語（コピュラ，形容詞，恒常・習慣形動詞形など）である．ただし čin’ は一般論の

説明でも命題を聞き手に関係づけようとする傾向がある（(2)-(3)）． 
・これに対し，現場における状況の説明や過去の具体的な事実の報告である場合には，対象諸形式は個々

のニュアンスを示す（(7) など） 
・一般論であっても，現場において特定の対象について話している時には上記の中和は起こらない可能

性がある（(39)）． 
・現場における存現文をはじめ，全体が新情報である文焦点の文の主語には対象諸形式は現れない

（(22)-(26)）． 
・疑問文の主題は，すでに疑問文の前提として話し手にとっても聞き手にとっても明確な対象であるた

め，あらためてさらに主題にする必要がなく，対象諸形式は使いづらい．使うと話者に余剰な感じを与

える（(35)）．この傾向は特に現場における諾否疑問文で強いようだ（(45)）．疑問文への返答文でもやは

り同様のことが言える（(57)）． 
・疑問詞疑問文の焦点にも対象諸形式は使えない（(50)）． 
・感情述語の主語は基本的に 1 人称に制限されるため，対象諸形式によって主題として取り立てること

は難しいものである可能性がある（(13), (34)）．依頼のモダリティを持つ文でもやはり難しい可能性があ

る（(49)）． 
・複文の主節の主語で，従属節の主語はそれと異なる場合に，対象諸形式は使えない可能性がある（(63)）．
他方同主語である場合，その主語は文全体の主題であり，対象諸形式を使うことができる（(62)）． 
・対比の文では同じ対象要素を 2 つ使うこともできる（(17)）． 
 
5.2. 名詞（項）の種類に関する考察 

・排他の名詞項には対象諸形式は現れにくい（(20)-(21)）． 
・名詞用法の形動詞形が主語である場合には n’ などが必須である（(40)）． 
・現場で現場指示を受ける対象が指示形容詞その他で限定され，話し手にも聞き手にも定のものとして

よく認識されていると，Ø でも十分に主題と解釈されるため，対象諸形式は出にくくなる． 
・親族名称にはその所有者の人称によっては n’ がつきにくくなる．これは，親族名称が相対的に規定

される名詞であり，所有者がより必須のものとなるため，この場合には本来の起源である所有人称の性

質が色濃く現れるためであると考えられる．čin’ は文法化が進んでいるためかそのような制限がない

（(6)）． 
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5.3. 対象形式ごとの機能の考察 

5.3.1. Ø  

・主題にも焦点にも文焦点の主語にも対比の名詞項にも排他の名詞項にもなる．こうした情報構造上の

違いは基本的に文脈から判断されるものと考えられる．日本語でもハダカ格／無助詞の名詞項には両方

の機能があるが，そのことと同じであると考えられる（名詞用法の形動詞形が主語である文以外の本稿

のほとんどの文がその証拠である）． 
 
5.3.2. n’  

・選別をその中心的機能として持つ．選別とは同じレベルの等質のメンバーから構成される全体集合か

らその一つを選び出すことである（(18)）． 
・選別であれば，主題でも文焦点でも排他でも用いることができる（(27)-(28), (51), (55), (59)）．つまり n’ 
は「～の方は」の意味と「～の方が」の意味のどちらにもなり得る． 
・名詞的用法の形動詞形が主語である場合にはこの形式が必須であり，かつその場合のデフォルトの要

素である（(12), (40) など）． 
・選別の機能を中心とするため，選択疑問文の主題にはかなり義務的に使用される（(43), (52)-(54)）．n’ 
を 2 つ用いた選択疑問文も許容される（(53)）． 
・条件を示す［形動詞形＋与格］に後続しない可能性がある（(11)）． 
・bi n’ や či n’ のように 1/2 人称代名詞に n’ が後続する表現は，最近の若者言葉で使われるようにな

ってきた表現である（(15)）． 
 
5.3.3. bol 

・対比をその中心的機能として持つ．対比は選別と異なり，対比される対象は必ずしも同じレベルの等

質なメンバーでなくともよい．さらに，対比においてはその述語の内容も対比的なものとなっている必

要がある．すなわち，「A は A’だが，一方 B は B’である」のように A と B が対比されている時，A’ と
B’ も対比的な内容である必要がある． 
・対比であれば，主題でも文焦点でも用いることができる（(29)）． 
 
5.3.4. č  

・ほとんどの場合，累加（～も）の意味を実現する．ただし先行する文脈が違うレベルの主語について

の叙述で，累加の解釈を全く呼び起こさないものである場合には主題のように機能する可能性がある

（(15)）． 
 
5.3.5. čin’ 

・話し言葉で聞き手を目の前にした状況で用いられる．独り言では用いられない． 
・後続する名詞よりも，むしろ文の命題全体を聞き手に関係づけようとする機能を持つ（(38)）． 
・斜格名詞に対しては 2 人称所有の元来の起源の機能を示す可能性がある（(9) など）． 
・待遇的・モダリティ的な含意を生じることがある（(37), (40), (57)）． 
 
5.4. 今後の課題 

 今回の調査例文全体の体系は十二分に統制された網羅的なものであるとは言えない．さらに受身，使

役などのヴォイスや否定，推量，命令，勧誘など各種のモダリティ，終助詞などが示す発話内行為，さ
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まざまな種類の複文，などについていろいろと条件を変えた例文を作り，対象形式の現れ方を体系的・

網羅的に調査し分析していく必要がある．本稿の対象形式とは対立する面と共通する面を併せ持つ l に
ついて，さらに研究する必要がある．本稿の分析結果は一人のコンサルタントの内省を基にしているた

め，今後はより多くの話者に確かめていく必要がある． 
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要旨：本稿は，20 世紀後半に発見された古代スラヴ語文献の校訂テキスト出版に関する新たな活動を報告す

る．まず，1960 年に発見された損傷の激しい『エニナアポストル』を新たな技術で撮影し，その写真をもと

にした校訂テキストを紹介する．次に，1975 年にシナイ半島の聖カタリナ修道院で発見された古文書のうち，

『シナイ詩篇』の校訂テキストを，続いて『ディミートリーの詩篇』と『医療断片』のファクシミリ版および

校訂テキストの出版を報告する． 
 
 
Abstract: As addenda to my article in 2002, this research note reports on new editions of the OCS manuscripts discovered 
in the latter half of the twentieth century: the Enina Apostolus, the Psalterium Sinaiticum, the Demetrius Psalter and the 
Medical Folia. 
 
 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000370 
キーワード：古代スラヴ語，エニナアポストル，シナイ詩篇，ディミートリーの詩篇，医療断片 
Keywords: OCS, the Enina Apostolus, the Psalterium Sinaiticum, the Demetrius Psalter, the Medical Folia 
 
 
1. はじめに 

 古代スラヴ語文献はそのほとんどが19世紀末までに発見され，校訂テキストも写真，活字によるテキスト，

注釈，語彙集をそろえた信頼できる形式のものがすでに 20 世紀の間に次々と出版された．しかし，20 世紀後

半に発見された文献に関しては，新たな校訂テキストの出版が最近連続している．本稿は，古代スラヴ語文献

の発見の経緯と校訂テキスト出版の過程を以前にまとめた論文（金指 2002）を補うものとして，オーストリ

アで展開するこれらの活動を報告する． 
 
2.『エニナアポストル』 

 39 葉からなるこのキリル文字文献は，1960 年にブルガリアのエニナにある聖パラスケヴァ教会の修復作業

中に発見された．内容はアポストル，すなわち使徒書簡および使徒行伝の典礼用抜粋であり，11 世紀に成立

したと考えられる．発見された 39 葉のうちのいくつかは切れ端といってもよい状態のもので，しかも黒ずん

だ羊皮紙に書かれていたため，肉眼では判読しづらい箇所が見受けられる．ミルチェフとコドフは教会文献に 
関する豊富な知識に基づき，判読できない箇所は[ ]の中に推定した文字を補った上で，1965 年に白黒写真を 
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添えた校訂テキストを出版した（Мирчев, Кодов 1965）．さらにカラーのファクシミリ版もコドフの序文つき

で 1983 年に出ている1． 
1965年の校訂テキスト出版から半世紀ほど経った2017年，「古代教会スラヴ語グラゴール文字手稿の起源」

という名称のプロジェクトがミクラスを筆頭にオーストリア科学基金の援助によって発足した．プロジェク

ト名からは，キリル文字文献の『エニナアポストル』は除外されるような気がするが，損傷が激しく肉眼では

判読できない箇所がいくつもあるこの文献が選ばれた．このプロジェクトではグラゴール文字文献のみなら

ず初期のキリル文字文献も対象とするというのが，その理由である．同年 9 月にこの文献の写真撮影が新た

な技術を用いてなされ，その写真をもとにブルガリアの研究者たちの協力を得て，2022 年に新しい校訂テキ

スト（Christova-Šimova eds. 2022, 以下新版）が出版された．全 230ページからなるこの校訂テキストは，1965
年のミルチェフ・コドフ版（Мирчев, Кодов 1965, 以下旧版）にはない分野の研究が添えられている．すなわ

ちテキスト校訂学的分析，アポストルの暦，典礼におけるこのアポストルの使用に関する研究である．文字学

的なアプローチに関しては旧版でもなされているが，新版ではグラゴール文字がキリル文字に与えた影響に

焦点を当てて語られる．ここまではブルガリア語による執筆である．最後に写真撮影の方法およびその写真分

析と羊皮紙やインクの化学分析の結果が，タイトルのみブルガリア語で，本文は英語で報告されている． 
 上記の研究や報告，参考文献，略号一覧，さらにブルガリア語，ドイツ語，英語，ロシア語による概要等は

前半に配置され，校訂テキストそのものは 124ページから始まる．左ページに新たに撮影された写真（白黒），

右ページに校訂テキストという構成である．右ページの上は 2 列に分かれており，左側に旧版の校訂テキス

ト，右側に新版の校訂テキストが並べられている．下は列に分けることなくギリシア語の該当箇所のテキスト

がわかる限り添えられた．旧版は聖書の中の該当箇所（章と節）のみが提示されただけだったので，これも新

しい点である．そのギリシア語テキストの下に，旧版にあった注釈や推定に対する確認および修正がブルガリ

ア語で加えられた． 
写真を旧版と比較すると，技術的な進歩によって黒ずみがかなり取れて文字が鮮明に浮き出ていることが

わかる．そのため，校訂テキストも旧版にあった推定箇所[ ]および判読不明箇所…が著しく減少し，文字が入

っている．新版では判読できない箇所に 2種類の記号を用いる．{ }は破損・損傷によるものである．かなり

の確率で推定できる場合はこの記号の中に文字が入っており，どうしてもわからない場合には…が入ってい

る．[ ]はインクが色褪せたりこすれたりした結果見えなくなった箇所である．記号{ }と同様に，推定できる場

合はその中に文字が，推定できない場合は…が入っている．旧版よりも鮮明な写真のおかげで，ある程度読め

ていたとはいえどう解釈すべきかわからなかったところも新版で解決した．たとえば 9 葉目の裏に旧版では

възмъзмъздъеと読める語がある．これは възмьздиѥ「報酬」であろうと推測されていたが，なぜこのような形

になっているのかは不明のままだった．そのため，この語の後ろには(sic)と添えられていた2．そこが新版では

възмъзмъздъе と余計な部分を消した線が写真によりはっきり確認できたのである．以上のように，全体とし

ては旧版の推定箇所や判読不明箇所が新版で減少したとはいえ，新版の方がむしろ推定あるいは判読不能と

なった箇所もある．たとえば 7 葉目の裏の 1 行目は旧版で нашѫと記号なしで書かれているのに対して，新

版では н[ашѫ]とインクが不鮮明で読めないが，かなりの確率で推定できるという扱いに変わった．このよう

な点は，発見されてから経過した年月のためという解釈が可能であろう．しかし，6 行目の[Бр]атїѣと推定さ

れていた箇所が新版では{...}атїѣと破損のため推定不能となっている点は，どう解釈すべきかわからない．こ

の文献はアポストルなので，ギリシア語文献をはじめとする複数の文献をもとに推定できるのではないだろ

うか．どうして推定不能という判断に変わったのか，この部分に関して解説は特についていない． 

                                                        
1 Кодов, Христо. 1983. Енински апостол. Факсимилно издание с предговор от Христо Кодов. София : Наука и 
изкуство. 
2 新版では(sic)は(!)に置き換えられている． 
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 『エニナアポストル』の新たな校訂テキストは，古代スラヴ語研究を一歩進めるための貴重な成果である．

ただし，残念な点もある．まず，168ページに掲載された 12 葉目の表の写真は 164ページの写真と同一であ

る．つまり，11 葉目の表の写真が 168ページにもなぜか載ってしまい，本来あるべき 12 葉目の表の写真は消

えてしまった3．さらに，せっかく新しい技術で読めるようになったのだから，旧版のように新版にも語彙集

をつけてほしかった． 
 
3. 聖カタリナ修道院で発見されたグラゴール文字文献 

 1975 年にシナイ半島の聖カタリナ修道院で発見された古文書のうち，スラヴの言語で書かれた文献を分類

して計 41点であるとし，それぞれに解題をつけて発表したのがタルナニディスであった（Tarnanidis 1988）．
そのうち，古代スラヴ語文献は『シナイ詩篇』と『シナイ祈祷書』と見なされていた． 
 
3.1. 『シナイ詩篇』 

 『シナイ詩篇』はベネシェヴィチが 1907 年に撮影した写真をもとに，セヴェリャーノフが 1922 年に校訂テ

キストを出版した（Северьянов 1922, rep. 1954）．これは旧約聖書の詩篇の第 1 篇から第 137 篇であった．第 1
次世界大戦およびロシア革命の混乱の中，ベネシェヴィチの撮影した『シナイ詩篇』の写真は発表されず，多

くの人の目に触れることはなかった．結局，実際にどのような筆跡で記されていたのかは，校訂テキストの出

版から半世紀後にファクシミリ版がスコピエから出るまで（Altbauer 1971）待たなくてはならなかったのであ

る． 
新たに発見されてTarnanidis (1988)によって分類番号 2/Nの付された『シナイ詩篇』に関しては，87－91ペ

ージに解題があり，発見された 32 葉すべての白黒写真が 249－281ページに掲載されている．詩篇はすでに

知られていた『シナイ詩篇』の続きで，第 138 篇から第 151 篇に相当する．これで古代スラヴ語文献の詩篇は

すべてそろったことになる．しかし，詩篇は 12 葉目の表までで，残りは 15 の頌歌である4．分類番号 2/N の

写真をもとに校訂テキストに取り組んでいたのが，ウィーン大学で活動していたチェコ人研究者マレシュで

あった．1994 年に彼が死去した後は，ハウプトヴァーやコンザルらが中心となって作業を続行し，1997 年に

完成させた（Mareš eds. 1997）5．上掲の『エニナアポストル』の新たな校訂テキスト出版に向けたプロジェク

トの筆頭者であり，かつ後述する『ディミートリーの詩篇』および『医療断片』のファクシミリ版と校訂テキ

ストの出版に主要な役割を果たしたミクラスが序を執筆している．その後に参考文献，解題とローマ数字の打

たれたページが 23ページまである．それからキリル文字転写されたテキストが左ページ，右ページに注釈と

いう構成で，通常の算用数字の打たれたページが 133 ページまで続く．付録としてギリシア語テキストと頌

歌の対応表があり，どの歌が 70人訳聖書や他の教会スラヴ語文献でどのように位置づけられているのかが一

覧できる．そして最後に語彙集という構成で，全部でXXIII+201ページからなる．マレシュ亡き後に校訂テキ

ストを仕上げて出版にまでこぎつけた上掲の人たちは，チェコスロヴァキアおよびチェコでほぼ 30 年にわた

                                                        
3 書籍としてはこのような事態のまま出版されてしまって残念ではあるが、付録のUSBメモリには 12 葉目

表もしっかりと収録されている．そこに収められた写真は，さまざまな技術を用いて撮影された同一ページ

を白黒以外でも見ることができるし，拡大も可能である．このようなUSBメモリは後述する『ディミート

リーの詩篇』と『医療断片』（Miklas eds. 2021）にも添えられている． 
4 具体的には，出エジプト記第 15章，申命記第 32章 1-43，ハバクク書第 3章 1-19，イザヤ書第 26章 9-
20，ヨナ書第 2章 3-10，サムエル記上第 2章 1-10，イザヤ書第 38章 10-20，マナセの祈り 1-15，ダニエル書

第 3章に付加された補遺 26-51，52-56，57-88，ルカ伝第 1章 46-55，68-79，ルカ伝第 2章 29-32，そして最

後は徹夜祷グロリアである． 
5 出版年から鑑みて金指（2002）で言及すべきであったが，抜け落ちてしまったため，本稿で取り上げる次

第である． 
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って刊行された『古代スラヴ語辞典』(Kurz eds. 1966-1997)の編集にも携わり，完成させた．そのため，新発見

の『シナイ詩篇』の語彙は，『古代スラヴ語辞典』の補遺に組み込まれて，現在も刊行中である． 
 

3.2. 『ディミートリーの詩篇』と『医療断片』 

 『シナイ詩篇』の次は，やはり写真がすべて掲載されていた『シナイ祈祷書』の校訂テキストかと期待して

しまったのだが，そうではなかった．発表されたのは，Tarnanidis (1988)が 91－100ページにかけて解題を付し

た『ディミートリーの詩篇』（分類番号 3/N）であった．これは 145 葉からなるグラゴール文字文献で，「シナ

イのグラゴール文字文献―古代教会スラヴ語の伝統」プロジェクトの一環としてオーストリア科学アカデミ

ーから出版された．Tarnanidis (1988)では 21 葉目の写真が 193ページに掲載されただけであったが，2012 年に

その写真が 145 葉すべてファクシミリ版として発表され（Miklas eds. 2012, 以下ファクシミリ版），さらに 2021
年にキリル文字転写された校訂テキストが出版されたのである（Miklas eds. 2021, 以下校訂テキスト）．この文

献は 1冊に綴じられた書物という形態を取っているが，141 葉目と 142 葉目の間に 3枚の双葉が挟み込まれて

おり，その内容がこれまでのような教会関係ではなく医療関係であったという理由によって，早くから注目さ

れていた．この部分は，Tarnanidis (1988: 99)がキリル文字に転写したテキストをすでに発表していたものの写

真はなかったので，2012 年のファクシミリ版によってはじめてどのように書かれているのか見て，確認する

ことができるようになったのである． 
 『ディミートリーの詩篇』という文献名はタルナニディスによる6．内容は詩篇で，第 1 篇から第 151 篇ま

ですべて揃っており，かつ使用者ディミートリーによる後世の書き込みが多く見られるからである．このディ

ミートリーの依頼と思われる匿名の人物もラテン文字の小文字アルファベットを書き込んでいるが，文献名

としては名前のはっきりしているディミートリーを冠して名づけられた．新たに出版されたファクシミリ版

および校訂テキストもタルナニディスの命名にしたがって『ディミートリーの詩篇』と呼ぶ．しかし，挟み込

まれていた医療関係の文書は書き手も異なることから『医療断片』（Folia medicinalia）と新たに別に名づけ，

扱いも分けている． 
 ファクシミリ版は全部で 302 ページある．タルナニディスによる巻頭言の後に，参考文献やこの文献の位

置づけ，文字学的な分析が続く．中心は文字に関する分析で，写真を交えて非常に詳細である．ファクシミリ

版の段階で，ディミートリーは当初想定されていた東バルカンではなくディオクレイア，別名ゼータ（セルビ

ア語でドゥクリャ）出身で，シト方言の話し手であろうとTarnanidis (1988)を修正している．『医療断片』に関

してもそれまでの先行研究がまとめられている．それによると，22 の薬の製造法と修道院の外でそれらの薬

を用いる治療者のための覚書という内容のみならず，単数主格形に кры「血」という形態が出現することでも

古代スラヴ語研究の世界では注目を集めた文献であることを指摘した上で，書き手はクロアチアからスロヴ

ェニアにかけての出身と推測する．しかし，どちらの文献もシナイに持ち込まれたのではなく，この地で成立

したと主張する．そして，成立年代は Tarnanidis (1988)の推定した 12 世紀ごろではなく，もう少し前の 11 世

紀 60 年代終わりごろではないかと修正が加えられた．古代スラヴ語研究の世界では，この言語の地方的な特

色が強まり，セルビア教会スラヴ語，ロシア教会スラヴ語等と分かれるのは 12 世紀であるという一応の線引

きがなされている．ファクシミリ版の推定が正しいとするならば，『ディミートリーの詩篇』と『医療断片』

はブルガリア語・マケドニア語的特徴を有すべきとされる古代教会スラヴ語の「カノン」には入らない可能性

が高いが，成立年代を根拠として地方的変種を広く含めようとする古代スラヴ語文献とはいえそうである．カ

ラー写真は 146ページから『ディミートリーの詩篇』，298ページから『医療断片』が掲載されている． 

                                                        
6 この文献を日本で最初に紹介した千野（1989）は『至聖所僧ディミートリーの詩篇』としたが，タルナニ

ディスの命名がPsalterium Demetrii Sinaitici なので，本稿でもタルナニディスに倣って簡単に『ディミートリ

ーの詩篇』とすることにした． 
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 校訂テキストの方は 540ページある．分類番号の表示がファクシミリ版では Tarnanidis (1988)と同じく N/3
であったが，こちらでは NF3 となっている．参考文献や略号一覧などの後にドイツ語による序でファクシミ

リ版が発表されてからの反響や研究の進捗が具体的かつ詳細に綴られる．それによると，『ディミートリーの

詩篇』の成立年代は 1058 年から 1066 年，『医療断片』の成立年代は 1046 年から 1056 年とファクシミリ版よ

り具体的な年代が挙げられた．さらに，主としてディミートリーによる後世の書き込みは 1083 年から 1106 年

であろうとも推測されている．また，このディミートリーの出身地がファクシミリ版でディオクレイア（ゼー

タ）と推定されたことから，セルビアの研究者たちの注目を集めて『ミロスラフ福音書』との関係を指摘する

研究が発表されるようになったことが紹介されている．加えて『ディミートリーの詩篇』への書き込みの半数

近くは『聖グレゴリウスの祈祷』として知られるラテン語文献に内容が類似しているという指摘がなされたこ

とは（Stankovska 2015），ファクシミリ版が出版されてからの大きな進歩であるという評価がなされた．『聖グ

レゴリウスの祈祷』の古代スラヴ語訳はボヘミアのサーザヴァ修道院でなされていたという説がある7．その

ため，校訂テキストの序では，西スラヴ出身の修道士たちがシナイ山でグラゴール文字文献の筆写に活発にか

かわっていた可能性を今後さらに検討する必要が示唆されている． 
 序の後にキリル文字転写の際の方針が提示され，その後に『ディミートリーの詩篇』の解題，注釈つきドイ

ツ語訳，語彙集が続く．次に『医療断片』である．こちらも解題，注釈つきドイツ語訳，語彙集と同様の構成

を取る．それに続いて写真撮影に関する技術的な報告と論考が付されている．ここまでがドイツ語で発表され

た．その後の概要はドイツ語，ギリシア語，ロシア語，英語で書かれている．キリル文字転写による校訂テキ

ストは 185ページから始まる．『ディミートリーの詩篇』の方のキリル文字転写されたテキストでは，ディミ

ートリーによる書き込みは斜体字になっており，詩篇そのもののテキストと字体を分けて示されている．『医

療断片』は，既述のようにタルナニディスがキリル文字転写をし，それもある程度修正されてはいた8が，フ

ァクシミリ版と照らし合わせつつさらに修正が加えられた． 
 
4. まとめ 

 シナイ山の聖カタリナ修道院で発見されたグラゴール文字文献はあわせて 5点存在する．「シナイのグラゴ

ール文字文献―古代教会スラヴ語の伝統」プロジェクトは，すでに校訂テキストが出版された分類番号 2/N
『シナイ詩篇』（Mareš eds. 1997）を除いてそのすべてを『ディミートリーの詩篇』および『医療断片』のよう

な形で発表することを目的としているという．分類番号 1/N の『シナイ祈祷書』は Tarnanidis (1988)に写真が

すべて掲載されたので，これは校訂テキストの出版のみになるかもしれない．分類番号 4/N の『小月課経』

（Small menaion）と分類番号 5/Nの『シナイ典礼書』に関しては，このプロジェクトのおかげでファクシミリ

版と校訂テキストを目にすることができそうである．また，『エニナアポストル』を発表した「古代教会スラ

ヴ語グラゴール文字手稿の起源」プロジェクトもこの文献だけではない可能性が高い．プロジェクト名から類

推すると，グラゴール文字文献を対象とするはずなので，キリル文字文献の『エニナアポストル』だけでは物

                                                        
7 古代スラヴ語訳は現存せず，『ヤロスラフ選集』（13 世紀後半）をはじめとするロシア教会スラヴ語版が 3
点，セルビア教会スラヴ語版が 1点存在することが知られている．チェコあるいは西スラヴ起源の教会スラ

ヴ語文献にはどのようなものがあるのか，代表的なもの取り上げて論じ，わかりやすくまとめあげたのがワ

インガルト（Weingart 1949）である．彼は『聖グレゴリウスの祈祷』を取り上げなかったが，その後マレシ

ュ（Mareš 1979）は『ヤロスラフ選集の 8 つの祈り』という名称でこの文献をアンソロジーに組み込んだ．

近年の研究はヴェプシェク（Vepřek 2013）が詳しく，かつ包括的である． 
8 現代ドイツ語訳も含めて『医療断片』に取り組んだ代表的な研究者はローゼンションである．Rosenschon, 
U. 1991. „Ein glagolitisches Fragment medizinischen Inhalts.“ Südostforschunger 50: 251-257. Rosenchon, U. 1993. 
„Sechts Seiten medizinische Rezepte im glagolitischen Psaůter 3/N des Sinaiklosters.“ Südhoffs. Archiv. Zeitschrift für 
Wissenschaftgeschichte 77.2: 129-139. Rosenchon, U. 1994. „Sechts Seiten medizinische Rezepte im glagolitischen 
Psaůter 3/N des Sinaiklosters.“ Byzantinoslavica 55: 304-335. 
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足りない．できれば，19 世紀にヤギチが校訂テキストを発表して以来ほぼ動きの見られない『ゾグラフォス

写本』と『マリア写本』のファクシミリ版が見たいところだが，撮影許可その他に関する所蔵機関との交渉は

難しいであろう．さらに，撮影技術の高さをもってすれば，パリンプセストももっと解読できそうであるし，

新たなパリンプセストが発見されるかもしれない．ともあれ，オーストリアから発信される出版情報に今後も

目が離せない． 
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1. これまでの経緯と今回（28号）での方針について 

 2009 年に『語学研究所論集』（以下『語研論集』）の 14号で「特集」が開始され，4 年前に刊行した 23 号ま

で，10 のテーマに関する特集が行われてきた．その内容を振り返ると，14 号：受動表現，15 号：アスペクト，

16 号：モダリティ，17 号：ヴォイスとその周辺，18 号：所有・存在表現，19 号：他動性，20 号：連用修飾

的複文，21 号：情報構造と名詞述語文，22 号：情報標示の諸要素，23 号：否定，形容詞と連体修飾複文，と

なっている（ただし，まだとりあげていない文法カテゴリー／文法現象も数多くある）．11 年目～15 年目（24
号～本 28 号）では引き続き，これまでの特集でデータの得られていなかった言語の補遺を進めていくことを

目指した．補遺の収集もすでに 5 年目ということになる． 
 
2. 今回収集されたデータの意義 

2.1. 対照研究や類型的研究，言語接触の研究にとって大きな意義を持つデータ 

 言語に優劣はなく，どの言語も唯一無二のものであって，どの言語のデータも他の何物にも代えがたいもの

であることは言うまでもない．ただ言語類型論的研究の観点からすると，やはり極めて大きな意義を持つデー

タというものはある．それは何より系統的に孤立した言語のデータである．ニジェール・コンゴ語族やオース

トロネシア語族の言語は 1,000 を超える．もちろん，その内部には大きな差異があるのだが，一方で語族内に

おける類似も確かにある程度存在することだろう．これに対して系統的に孤立した言語のデータは，極端に言

えばそうした一語族に匹敵する価値があるということになる． 
 こうした状況において，今回ブルシャスキー語の全データとバスク語のデータの半分が提供されたことの

意義は大きい．ブルシャスキー語のデータは，この言語の全般に関して博士論文を書いたこの執筆者でなけれ

ば到底提供することのできなかったはずのものである．その形態論も複雑で，たとえデータがあったとしても

十全に形態素分析を行うことはこの執筆者以外では不可能だろう．この言語の記述はこれまでドイツ語や英

語でしか出版されておらず，日本語を通じてこの言語に触れることができるようになったこともたいへんに

ありがたい．おそらくこの地域の地域特徴の一つと思われる能格絶対格構造と，テンス・アスペクトによるそ

のスプリットの研究に関しても，この言語のデータは欠かせないものと思われる．この言語のデータをお寄せ

下さったことに深く感謝申し上げる次第である．バスク語のデータは，本学でスペイン語を教えてくださって 
いる非常勤講師の方が，実はバスク語を母語とされていて，この方から学部の 4 年生が調査して得た一次デ

ータであり，これをバスク語の専門家に分析とグロスをお願いして作成されたものである．本学のスペイン語 
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科（およびフランス語科）の学生にもバスク語に興味を持つ者は多くあり，その点でもこのデータは重要であ

る．今後さらにバスク語に関心を持つ方が増えることを祈るとともに，来年度の号で残りのデータが全部揃う

ことを切に願う（データの例文自体はすでに収集できている）． 
 この点では，やはり系統的に孤立した言語で，もはやほとんど話者がいないという状況になってしまったア

イヌ語沙流方言について，前号に続き文献からのデータ収集というやり方でデータを提供していただいたこ

ともやはりたいへんに貴重である．1 特集ではあるが，今後も 1 特集ずつでもよいので提供を続けていただけ

ることを切に願う． 
 次に興味深いのはムンダ語とシンハラ語のデータであろう．オーストロアジア語族の言語といえば，ベトナ

ム語とクメール語があり，外語大にはその両言語が専攻言語としてあるものの，ほとんどがその個々の言語の

個別研究であって，オーストロアジア語族全体の類型や，内部の系統関係や歴史などの研究は非常に少ない状

況である．こうした中，地理的にも系統的にも最も遠いムンダ語のデータが得られることにより，上記のよう

な研究の発展することを望む．ムンダ語はまた，名詞と動詞の区別がない，とも言われる言語である．今回の

データでも外来語を含め，他の言語ではもっぱら名詞としてしか扱われないような概念が，動詞の接辞を取っ

て動詞として扱われている例を見ることができる．そのように理論面でも貴重なデータを提供していただき

深く感謝している．シンハラ語の全データが得られたことも大変に意義深い．この言語は印欧語族に属すると

されているものの，ヨーロッパの多くの印欧語との違いはきわめて大きく，今なお印欧語族への帰属を疑問視

する向きもあるぐらいである．「いる」と「ある」にあたる区別も存在することから，注目を集めている言語

でもある．インド言語領域などの観点からもこの言語のデータが果たす役割は大きいだろう．大学生たちから

日本語を訳してもらうことによって得たデータをさらに内省の利く話者に英語も参考に確認してもらう，と

いう丁寧なやり方でデータを集めていただき，たいへんに感謝している次第である．印欧語族のインド語派の

言語ということで言えば，今回マラーティー語の 5 特集分のデータの得られたことも貴重である．インド語

派では，ベンガル語，ヒンディー語，ウルドゥー語，マラーティー語，シンハラ語のデータがあるということ

になった．インド言語領域の諸特徴を念頭に起きつつ，これらの言語のデータを比較対照してみることも意義

のある試みではないだろうか．さらに今後スィンディー語やパシュトゥー語などのデータが加わることがさ

らに望まれる． 
 さらに違った観点，すなわち「言語接触」の観点からみて，きわめて興味深いデータもある．サマルカンド

タジク語は，印欧語族のイラン語派の言語であるが，チュルク諸語のひとつであるウズベク語からのきわめて

大きな影響を受けて成立した言語である．これまでにペルシア語のデータもウズベク語のデータも全部得ら

れているので，これらと比べつつ，言語接触の実現の状況を研究することもできる．ペルシア語の研究者にと

っても，ウズベク語の研究者にとっても，両言語の素材や構造がこのサマルカンドタジク語の諸表現にどのよ

うに実現しているかを知ることは大変示唆的であろう．しかもその執筆者は日本語科で日本語を学んだこの

言語のネイティブスピーカーであるので，その分析の精度や価値も高い．この言語のデータを提供して下さっ

たことに深く感謝する次第である．この点に関して言えば，アフリカに根付いたゲルマン語派の言語ともいう

べきアフリカーンス語のデータも，やはり言語接触の観点からみて興味深いものと言えるだろう．ゲルマン語

派の言語と言えば，今回ノルド諸語のひとつであるノルウェー語の全データが提供された．外語大には北欧の

言語に関心を持つ学生が例年たくさんいるが，北欧の専攻言語はない．英語やドイツ語のデータを生かしてゲ

ルマン語派の全容を学んで行こうとするには，どうしてもノルド諸語のデータが必要である．さいわいノルウ

ェー語，スウェーデン語，デンマーク語の間の差異はそれほどに大きくないと聞く．アイスランド語のデータ

がわずかしかないことが残念ではあるが，今回のノルウェー語のデータによりゲルマン語派研究に興味を持

つ人が増え，その方面の研究の進展することを望む． 
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2.2. 語族内での変異や歴史，さらには語族全体の特性を解明していくために重要な意義を持つデータ 

 上記以外で，今号の収集言語データで多くを占めているのは，チベット・ビルマ系の言語（5 言語：マルマ

語，テディム・チン語，ラモ語，チョネチベット語扎古録方言，アムド・チベット語），アフリカの言語（4 言

語：アカン語，アムハラ語，ベンバ語，ガナ語），アルタイ諸言語（3 言語：アゼルバイジャン語，カザフ語，

ホルチン・モンゴル語）であろう．日本ではチベット=ビルマ言語学研究会や東京アフリカ言語学研究会が活

発な研究を行なっている．アルタイ諸言語の研究もユーラシア言語研究コンソーシアム（CSEL）や北方言語

学会でさかんに行われている．これらの研究会のふだんからの活動と，それを支える多くの研究者は日本の言

語学において大きな位置を占めているといえるだろう．今号でもそうした精鋭の研究者にお願いし，一部はむ

しろ逆に積極的なデータ提供のお申し出をいただいて上記のようなデータが集まった．上記の研究会やそれ

にかかわる研究者の方々に深く感謝申し上げたい．他には広東語（シナ語派）とスンバワ語（オーストロネシ

ア語族）のデータを 1 特集ずつ提供していただいた． 
 上記の諸言語はいずれもかなり大きな語族の言語である．したがって語族全体からみれば今回までに得ら

れたデータの量はまだまだその中でのほんのわずかであり，語族内での変異や歴史，さらには語族全体の特性

を解明していく道のりはまだまだ遠い．しかし，その一方で上記のような充実した研究者たちの力により，少

しずつではあっても今後も着実に蓄積が進んで行くことを十分に期待することができる．一方，重要な地域の

諸言語や，大きな語族／言語群の諸言語でありながら日本では研究の盛んでない語族／言語群や（系統的に孤

立した）言語も多数存在する．さらには一定の数の研究者がいるにもかかわらず記述や研究がもう一つ進展し

ていっていない言語もある．今後はそうした研究者に力を発揮していただいたり，日本に研究者の少ない語族

や言語群の研究者を増やしたりしていく必要もあるだろう． 
 今号のデータ収集に際しては，学内にポスターを貼って，学内にいる多様な言語の母語話者の方々からデー

タを収集し，学生たちの力も借りて分析を進めデータを作成しようとした．例えばアカン語の一次データはそ

うして収集したものである．他にも一次データをある程度得たものの，やはり専門家でないと正しいグロスを

つけて的確に分析することはなかなかに難しいことがわかったため未分析のまま放置されたデータもかなり

ある．やはりその言語の記述や分析に熱意を持った研究者の存在こそが，貴重な言語の話者に負けず劣らず，

きわめて得難く，かつ重要なことであるということを痛感した次第である． 
 
2.3. 日本語諸方言への展開 

 前号ではユニークなものとして，初めて大阪方言の全 10 特集分のデータが得られた．今回はこうした日本

語の方言のデータ収集が継承され，山梨県奈良田方言のデータが 5 特集分，九州の柳川方言のデータが 2 特

集分，作成され提供された．奈良田方言は山深く入って行かねばならない地点にあり，「方言の島」をなして

いる貴重な方言で，日本語諸方言全体の研究においてもきわめて重要な方言である．本データは現地調査によ

って得られた貴重なものである．柳川方言は 70台の話者3人によるやはり貴重なものである．日本語諸方言

においては近年共通語化が著しく，今記録しておかなければ日本語の歴史や変遷の解明にとって重要な諸特

徴がどんどん失われてしまう状況にある．前号でも書いたが，これまでの方言研究には伝統的な国語学・日本

語方言学の観点に縛られていたきらいがあり，活用やアスペクトなど一部の文法現象の記述に偏っていた面

があるため，こうした特集データの収集には一定の意義があるものと思われる．今後も少しずつでもデータを

集め，日本語諸方言の（統一的な調査票による）例文の総体を提示できるようになるとよいと願っている．特

に今後は琉球諸方言や八丈島のデータが得られないか，その可能性を探っていきたいと考えている． 
 
3. データの活用に関する報告 

 昨年（2023 年）11月 12日に同志社大学で行われた日本言語学会第 167 回大会において，本稿執筆者の風
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間，岡本進，小林剛士，小林颯の 4 名にコメンテーターとして山本恭裕を迎え，「言語類型論の諸問題に対す

る機能的アプローチ ―『語学研究所論集』特集データを活用して―」というタイトルでワークショプを行っ

た（敬称略，以下も）．各人の発表テーマは次の通りである：風間「アスペクトと動詞連続に関する類型論的

考察」，岡本「自他交替とヴォイスの連続性についての類型論的考察」，小林剛士「限定と極端のとりたての類

型論: 文構造の交替の類型論的記述と情報構造に基づく類型論的仮説」，小林颯「連体修飾に関する類型論的

考察」．なおその内容は論文化・刊行し，『思言』19: 3-53 としてHPでも公開しているので，詳細はそちらを

御覧いただきたい．このように収集しつつある語研特集のデータも，言語間の対照や類型論的な分析・考察に

活用しなければ意味がない．今回の WS ならびにそれに基づいて刊行した諸論考はその一つの試みである．

さらにこのワークショップを行ったことによって，コメンテーターのコメントや会場での質疑を通して，本特

集データの長所や短所が少し明らかになってきた（これについても詳細は上記文献にゆずる）．欧米ではWALS
やGrambank がすでに作成され活用されている．それらに対し，またそれらと併用して，本特集データもその

長所を生かしてこれを活用するとともに，その長所短所をさらに明らかにし，場合によっては修正を加えてい

くことが必要であると考えている． 
 一方，ネット上でのアクセスが容易なデータベースの整備にも力を入れて，これを進めていきたいと考えて

いる． 
 
4. 今後の目標 

 方言として数えられているものを含め，現時点で（最低1 特集でも）収集された言語の総数は 98 である（前

号に記した数値には数え間違いがあったようだ）．前号より 18 言語増えた．今後も少しずつであっても地道

にこれを増やしていくことを目標としたい．上記のように，こうした研究は各個別言語の研究者の協力なくし

ては一つも進むものではない．残念ながら欧米の研究者たちにおけるそれと比べ，日本の，特に個別言語の研

究者間での共同・連携の体制／状況は十分とは言えないように感じている．他方，近年研究分野の細分化が急

速かつ強力に進行しており，自分の研究している言語やそのテーマを少し外れるともはやさっぱりわからな

い，という状況も多く見受けられるようだ．現在熱心に取り組まれているテーマを深化させていくことももち

ろん重要なこととは思うが，より広く全体を見回したり，他の言語との関連や，類型論的な関心から問題とな

るデータを改めて見直したりすることによって得られるものもきっとあるのではないかと考える．言語現象

は全て互いに関連し合っているものであるので，御自身のテーマにとっても有効な発見があるかもしれない．

勝手な理屈かもしれないが，ともかく今後も多くの個別言語の研究者の方々のご協力を賜りたい．何卒ご理解

とご協力をいただければ幸いである．以上でこの「まえがき」の筆を置く．読者からの御教示，御批判御叱正

等をいただければこれも幸いである． 
 
連絡・問い合わせ先：kazamas@tufs.ac.jp, ilr419@tufs.ac.jp 
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０.はじめに 

 本稿は，『語学研究所論集』第 14–23 号 (2009–2018 年) の特集テーマである 10 種類の特集に関してノ

ルウェー語のデータ収集の結果を報告する．第 1 節で「受動表現」，第 2 節で「アスペクト」，第 3 節で

「モダリティ」，第 4 節で「ヴォイスとその周辺」，第 5 節で「所有・存在表現」，第 6 節で「他動性」，

第 7 節で「連用修飾複文」，第 8 節で「情報構造と名詞述語文」，第 9 節で「情報構造の諸要素」，第 10
節で「否定，形容詞と連体修飾複文」についてそれぞれ報告する． 
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 ノルウェー語は，インド・ヨーロッパ語族ゲルマン語派北ゲルマン語群に属する言語である．主にノ

ルウェー王国で 500 万人ほどの話者によって話されている．書き言葉にはブークモールとニーノシュク

がある．本稿は，人口のうち 90%程により用いられているブークモールで聞き取り調査の結果を書き起

こした． 
 データ収集は以下の手順で行った．2023 年 10 月に筆者が 1994 年生まれのノルウェー語母語話者 1 名

との面談調査を実施し，調査票にリストされた項目の英語文に対応するノルウェー語の表現を引き出し，

記録した．筆者がその記録をまとめ，グロスを加えた． 
 
 
1.「受動表現」（語学研究所論集 第 14号） 

1-1 A は B に叩かれた． 
 Andy was hit by Bob. 
 Andy ble     slått     av  Bob. 
 Andy become:PST  hit:PST.PTCP  of  Bob 
 
1-2 A は B に足を踏まれた． 
 Andy’s foot was stepped on by Bob. 
 Andys   fot  ble     tråkket    på  av   Bob. 
 Andy:GEN foot  become:PST  step:PST.PTCP on of   Bob 
 
1-3 A は B に財布を盗まれた． 
 Andy’s wallet was stolen by Bob. 
 Andys    lommebok ble      stjålet      av  Bob 
 Andy:GEN  wallet   become:PST  steal:PST.PTCP  of  Bob  
 
 Andy had his wallet stolen by Bob. 
 Andy  fikk   lommeboka   si     stjålet     av  Bob 
 Andy  get:PST  wallet:SG:DEF  REFL:POSS steal:PST.PTCP  of  Bob 
 
1-4 昨日の夜，私は赤ん坊に泣かれた．それでちっとも眠れなかった． 
 Last night, the baby cried. So, I couldn’t sleep at all. 
 I går   kveld gråt   babyen.   Så jeg fikk   ikke  sove   i det hele tatt. 
 yesterday night cry:PST  baby:SG:DEF so  I  got.PST  NEG  sleep:INF at all 
 
1-5 新しいビルが（A によって）建てられた． 
 A new building was built (by Andy). 
 En ny bygning ble      bygget     (av  Andy). 
 a  new building become:PST  build:PST.PTCP  of   Andy 
 
1-6 カナダではフランス語が話されている． 
 French is being spoken in Canada. 
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 Fransk  blir     snakket     i  Canada. 
 French  become:PRS  speak:PST.PTCP  in  Canada 
 
1-7 財布が（A に）盗まれた． 
 The wallet was stolen by Andy. 
 Lommeboka  ble     stjålet     av  Andy. 
 wallet:SG:DEF  become:PST  steal:PST.PTCP  of  Andy 
 
1-8 壁に絵が掛けられている． 
 A picture is on the wall. 
 Et  bilde  er   på  veggen. 
 a  picture  be:PRS on wall:SG:DEF 
 
1-9 A は B に／から愛されている． 
 Andy is loved by Bob. 
 Andy er    elsket     av  Bob. 
 Andy be:PRS  love:PST.PTCP  of  Bob 
 
1-10 A は B に／から「…」と言われた． 
 Bob said “…” to Andy. 
 Bob  sa    “…”  til  Andy. 
 Bob  say:PST     to  Andy 
 
1-10-a  A さんは B さんに呼ばれて，今 B さんの部屋に行っています．  
 Andy was called by Bob, and is in Bob’s room now. 
 Andy ble    ropt     på  av  Bob,  og er    i  Bobs  rom  nå. 
 Andy become:PST call:PST.PTCP on of  Bob,  and be:PRS  in  Bob:GEN room now 
 
1-10-b  B さんが A さんを呼んで，A さんは今 B さんの部屋に行っています． 
 Bob called Andy, and Andy is in Bob’s room now. 
 Bob  ropte  på  Andy, og Andy er    i  Bobs  rom  nå.  
 Bob  call:PST on Andy, and Andy be:PRS  in  Bob:GEN room now 
 
 
2.「アスペクト」（語学研究所論集 第 15号） 

2-1 ～さん（固有名詞）は／あの人は もう来た． 
 Andy already came. 
 Andy kom    allerede. 
 Andy come:PST  already 
 
2-2 ～さん（固有名詞）は／あの人は もう来ている． 
 Andy has already come. 
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 Andy har    allerede  kommet. 
 Andy have.PRS  already   come:PST.PTCP 
 
2-3 ～さん（固有名詞）は／あの人は まだ来ていない． 
 Andy hasn’t come yet. 
 Andy  har     ikke  kommet    enda. 
 Andy  have:PRS  NEG  come:PST.PTCP  yet 
 
2-4 ～さん（固有名詞）は／あの人は まだ来ない． 
 Andy hasn’t come yet. 
 Andy  har     ikke  kommet    enda. 
 Andy  have:PRS  NEG  come:PST.PTCP  yet  
 
2-5 ～さん（固有名詞）は／あの人は もう（すぐ）来る． 
 Andy will come soon. 
 Andy  kommer  snart. 
 Andy  come:PRS  soon 
 
2-6 （あ！）～さんが来た！ 
 (Oh!) Andy has come! 
 (Åh!) Andy har    kommet! 
 Oh  Andy have:PRS  come:PST.PTCP 
 
2-7 昨日～さんが来たよ． 
 Andy came yesterday. 
 Andy kom    i går. 
 Andy come:PST  yesterday 
 
2-8 昨日～さんは来なかったよ． 
 Andy didn’t come yesterday. 
 Andy kom    ikke   i går. 
 Andy come:PST  NEG   yesterday 
 
2-9 （私は）あのリンゴをもう食べた． 
 I already ate that apple. 
 Jeg har    allerede  spist     det  eplet. 
 I  have:PRS  already   eat:PST.PTCP  that  apple:SG:DEF 
 
2-10 私はあのリンゴをまだ食べていない．／私はあのリンゴをまだ食べない． 
 I haven’t eaten that apple yet. / I won’t eat that apple. 
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 Jeg har    ikke  spist     det  eplet     enda. 
 I  have:PRS  NEG  eat:PST.PTCP  that  apple:SG:DEF yet 
 /Jeg  skal   ikke   spise  det  eplet. 
 I   will   NEG   eat:INF  that  apple:SG:DEF 
 
2-11 あの人は今（ちょうど）そのリンゴを食べています／食べているところです． 
 He’s eating that apple just now. 
 Han  spiser  det  eplet     akkurat nå. 
 he   eat:PRS  that  apple:SG:DEF just   now 
 
2-12 窓が開いている／窓が開いていた． 
 The window is open. / The window was open. 
 Vinduet      er    åpent.    / Vinduet      var    åpent. 
 window:N:SG:DEF  be:PRS  open:N:SG  window:N:SG:DEF  be:PST  open:N:SG 
 
 The window is opened. / The window was opened. 
 Vinduet      er   åpnet.      / Vinduet    ble    åpnet. 
 window:SG:DEF  be:PRS open:PST.PTCP   window:SG:DEF become:PST open:PST.PTCP  
 
2-13 私は毎朝新聞を読む／読んでいる． 
  I read the newspaper every morning. 
  Jeg leser    avisen       hver  morgen. 
  I  read:PRS  newspaper.SG.DEF  every morning 
 
2-14 あなたは（あなたの）お母さんに似ている． 
 You look like your mother. 
 Du ser    ut  som moren     din.   / Du ligner  (på)  moren     din. 
 You look:PRS  out as  mother.SG.DEF  2SG.POSS  You liken:PRS (to)  mother.SG.DEF  2SG.POSS 
 
2-15 私はその頃毎日学校に通っていた． 
 I used to go to school every day (back then). 
 Jeg brukte  å gå   på  skolen    hver  dag  (på den tiden). 
 I  use:PST  to go:INF to  school:SG:DEF every day  on this time:SG:DEF 
 
2-16 私は～に（大きな街の名前など）行ったことがある． 
 I have been to New York. 
 Jeg  har    vært     i   New  York. 
 I   have:PRS  be:PST.PTCP  in   New  York 
 
2-17 やっとバスは走り出した／走り始めた． 
 Finally, the bus began moving. 
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 Endelig,  begynte  bussen    å  bevege  seg  / kjøre 
 finally   begin:PST  bus:SG:DEF   to  move:INF REFL   drive:INF 
 
2-18 昨日彼女はずっと寝ていた． 
 She slept all day yesterday. 
 Hun  sov   hele   dagen    i går. 
 She  sleep:PST whole  day:SG:DEF  yesterday  
 
2-19 私はそれをちょっと食べてみた． 
 I tried eating it a bit. 
 Jeg  prøvde  å  spise   det  litt. 
 I   try:PST  to  eat:INF  it   little 
 
2-20 あの人はそれ（ら）をみんなに分け与えた． 
 He gave them to everyone. 
 Han  ga    dem  til   alle  sammen. 
 he   give:PST them to   all  together 
 
2-21 さあ，（私たちは）行くよ！ 
 Let’s go! 
 La  oss  dra! 
 let  us   go:INF 
 
2-22 地球は太陽の周りを回っている． 
 The earth goes around the sun. 
 Jorden    går   rundt  solen. 
 earth:SG:DEF go:PRS  around  sun:SG:DEF 
 
2-23 あの木は今にも倒れそうだ． 
 That tree is about to topple. 
 Det  treet     er    i ferd med  å  velte. 
 that  tree:SG:DEF  be:PRS  about.to   to  topple:INF 
 
2-24 （私は）あやうく転ぶところだった． 
 I was almost about to trip. 
 Jeg  var  nesten  i ferd med  å   snuble. 
 I   be:PST almost  about to   to   trip:INF 
 
2-25 明日客が来るので，パンを買っておく． 
 We will have guests tomorrow, so I will buy some bread. 
 Vi  får   gjester  i morgen,  så  jeg  skal  kjøpe  brød. 
 we get:PRS  guest:PL tomorrow  so  I   will  buy:INF bread 
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2-26 （私は）〜に（街とか市場とか）行ったとき，この袋を買った． 
 I (had) bought this bag when I went to Tokyo. 
 Jeg hadde  kjøpt    / kjøpte  denne sekken   da   jeg dro    til  Tokyo. 
 I  have:PST buy:PST:PTCP / buy:PST this  bag:SG:DEF when I  go.PST  to  Tokyo 
 
2-27 （私は）～に（街とか市場とか）行く時／行く前に，この袋を買った． 
 I (had) bought this bag when going to Tokyo 
 Jeg hadde  kjøpt    / kjøpte  denne sekken   da   jeg dro    til  Tokyo. 
 I  have:PST buy:PST:PTCP / buy:PST this  bag:SG:DEF when I  go.PST  to  Tokyo 
 
2-28 （私は）彼が市場でこの袋を買ったのを知っていた． 
 I knew he (had) bought this bag in this market. 
 Jeg visste   han hadde  kjøpt    / kjøpte  denne sekken   på  dette  markedet. 
 I  know:PST  he  have:PST buy:PST:PTCP / buy:PST this  bag:SG:DEF on this  market:SG:DEF 
 
 
3.「モダリティ」（語学研究所論集 第 16号） 

3-1 （その仕事が終わったら）もう帰ってもいいですよ． 
 You may go home (when you are done with that work). 
 Du  kan  dra  hjem  (når  du  er   ferdig  med   arbeidet). 
 you  can  go:INF home when you  be:PRS done   with   work:SG:DEF 
 
3-2 （腐っているから，あなたは）それを食べてはいけない／それを食べるな． 
 You may not eat that. 
 Du får   ikke  spise    det. 
 you get:PRS  NEG  eat:INF   that 
 
3-3 （遅くなったので）私たちはもう帰らなければならない 
 We must go home now. 
 Vi  må  dra   hjem   nå. 
 we must  go:INF  home  now 
 
3-4 （雨が降るそうだから）傘を持って出かけたほうがいいよ． 
 You should take an umbrella. 
 Du  burde  ta    med  deg    en   paraply. 
 you  should  take:INF with  2SG:REFL  a   umbrella 
 
3-5 歳をとったら，子供の言うことを聞くべきだ／聞くものだ． 
 You (People) should listen to your(their) children when you(they) get old. 
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 Dere  (Folk)  bør  lytte    til   barna  deres    (sine) 
 you  people  should listen:INF  to   child:PL 2PL:POSS  3PL:POSS 
 når  dere  (de)  blir     gamle. 
 when you  they  become:PRS  old:PL 
 
3-6 お腹が空いたので，（私は）何か食べたい． 
 I’m hungry, so I want to eat something. 
 Jeg er  sulten,  så  jeg vil   spise  noe. 
 I  am hungry  so  I  will   eat:INF  something 
 
3-7 私が持ちましょう． 
 I will take that. 
 Jeg  skal  ta     den. 
 I   will  take:INF  that 
 
3-8 じゃあ，一緒に昼ご飯を食べましょう． 
 Let’s eat lunch together. 
 La oss  spise   lunsj   sammen. 
 let us   eat:INF   lunch  together 
 
3-9 一緒に昼ご飯を食べませんか？ 
 Shall we eat lunch together? 
 Skal  vi   spise  lunsj   sammen? 
 shall  we  eat:INF  lunch  together 
 
3-10 明日，良い天気になるといいなあ．／明日は良い天気になってほしいなあ． 
 I wish it would be sunny tomorrow. 
 Jeg håper   det  blir     sol i morgen.  
 I  hope:PRS  it   become:PRS  sun tomorrow 
 / Jeg  ønsker    at  det  blir      sol  i morgen. 
  I  wish:PRS   that it   become:PRS   sun  tomorrow 
 
3-11 （私はここで待っているから）すぐにそれを持って来なさい． 
 (I will wait here.) Bring it here immediately. 
 (Jeg skal vente  her.)  Ta   den   /det   med  hit   umiddelbart. 
 I  will wait:INF here  take  it:M/F:SG it:N:SG  with  here   immediately 
 
3-12 そのペンをちょっと貸していただけませんか？ 
 Could(Would/Can/Will) you lend me that pen? 
 Kunne  (ville/kan/vil)   du  låne     meg   den  pennen? 
 could  would/can/will  you  lend:INF   me   that  pen:SG:DEF  
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3-13 あの人は中国語が読めます．／あの人は中国語を読むことができます． 
 He can read Chinese. 
 Han  kan   lese   kinesisk. 
 he   can   read:INF Chinese 
 
3-14 明かりが暗くて，ここに何が書いてあるのか，読めない 
 I can’t read what is written here because the light is so weak. 
 Jeg kan ikke lese   hva   som er   skrevet     her  fordi   lyset     er   så  svakt. 
 I  can NEG read:INF what  that be:PRS write:PST.PTCP  here because light:SG:DEF  be:PRS so  weak 
 
3-15 （朝早く出発したから）彼らはもう着いているはずだ／もう着いたに違いない． 
 They should have arrived by now. 
 De  burde ha    ankommet   (/kommet    frem)  nå.  
 They should have:INF arrive:PST.PTCP come:PST.PTCP  forward now 
 
3-16 （あの人は）明日はたぶん来ないだろう． 
 He probably will not come tomorrow. 
 Han  kommer   antageligvis  ikke i morgen. 
 he   come:PRS  probably   NEG tomorrow 
 
3-17 彼らはまだ来ないなんて，きっと途中で車が壊れたんじゃないか． 
 They haven’t come yet, their car must have broken down. 
 De har   ikke kommet    enda, bilen   deres  har   nok   havarert. 
 they have:PRS NEG come:PST.PTCP  yet  car:SG:DEF 3PL:POSS have:PRS enough  break down:PST.PTCP 
 
3-18 （昼間だからあの人は家に）さあ，いるかもしれないし，いないかもしれない． 
 I don’t know… He may be there, but he may not be there. 
 Jeg  vet   ikke… Han kan være  der,   men han kan ikke være  der. 
 I  know NEG  he  can be:INF there but he  can NEG be:PRS there 
 
3-19 （額に触ってみて）どうもあなたは熱があるようだ． 
 It seems you have fever. 
 Det ser   ut  til  at  du har    feber.  
 it  see:PRS  out to  that you have:PRS  fever 
 
3-20 （天気予報によれば）明日は雨が降るそうだ． 
 It’s going to rain tomorrow. 
 Det kommer  til  å regne   i morgen. 
 it  come:PRS  to  to rain:INF  tomorrow 
 
3-21 もしお金があったら，あの車を買うんだけれどなあ． 
 If I had money, I would buy that car. 
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 Hvis  jeg hadde  penger,  hadde   jeg kjøpt     den  bilen. 
 if   I  have:PST money  have:PST  I  buy:PST.PTCP  that  car:SG:DEF 
 
3-22 もしあなたが教えてくれていなかったら，私はそこにたどり着けなかったでしょう． 
 If you hadn’t told me, I wouldn’t have gotten there. 
 Hvis  du ikke hadde  fortalt    meg  det,  hadde  jeg ikke  dratt     dit. 
 if   you NEG have:PST tell:PST.PTCP me  it   have:PST I  NEG  go:PST.PTCP  there 
 
3-23 （あの人は）街へ行きたがっている． 
 He’s wanting to go to the city. 
 Han vil  dra til  byen. 
 he  will  go to  city:SG:DEF 
 
3-24 僕にもそれを少し飲ませろ． 
 Let me drink that a bit. 
 La meg  drikke   det  litt. 
 let me  drink:INF  it   little 
 
3-25 これはあの人に持って行かせろ／持って行かせよう． 
 Have him bring that. / Let’s have him bring that. 
 Få han til  å ta    det   med.  
 get he  to  to take:INF that  with 
 / La  oss  få  han  til  å   ta   det   med.  
  let us  get he  to  to  take  that  with 
 
3-26 そのテーブルの上のお菓子は後で食べなさい． 
 Eat the snack on the table afterwards. 
 Spis  godsakene  på  bordet    etterpå. 
 eat  snack:PL:DEF on table:SG:DEF afterwards  
 
3-27 もっと早く来ればよかった． 
 If only I had come earlier… 
 Om bare  jeg hadde  kommet    tidligere ... 
 if  only  I  have:PST come:PST.PTCP  earlier 
 
3-28 あなたも一緒に行ったら（どうですか）？ 
 What if you go together? 
 Hva  om   dere  drar  sammen? 
 what  about you  go:PRS together 
 
3-29 オレがそんなこと知るか！ 
 How would I know (about that)! 
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 Hvordan kunne   jeg  ha    vist       (om  det)! 
 how   can:PST I  have:INF know:PST.PTCP  about that 
 
3-30 これを作った（料理した）のは，お母さんだよね？／いいえ，私が作ったのよ． 
 Your mother made this, didn’t she? / No, I made it. 
 Moren     din     lagde    dette,  gjorde  hun  ikke?  
 mother:SG:DEF  you:POSS  make:PST  this  do:PST  she  NEG 
 /  Nei,  jeg  lagde    det. 
  no  I  make:PST  it 
 
 
4.「ヴォイス」（語学研究所論集 第 17号） 
4-1-a （風などで）ドアが開いた． 
 The door opened. 
 Døren     åpnet. 
 door:SG:DEF   open:PST 
 
4-1-b （彼が）ドアを開けた． 
 He opened the door. 
 Han   åpnet    døren. 
 he   open:PST  door:SG:DEF 
 
4-1-c （入り口の）ドアが開けられた． 
 The door was opened. 
 Døren    ble      åpnet. 
 door:SG:DEF  become:PST  open:PST.PTCP 
 
4-1-d ドアが壊れた． 
 The door broke. 
 Døren    ble       ødelagt. 
 door:SG:DEF  become:PST   break:PST.PTCP 
 
4-2 私は（自分の）弟を立たせた． 
 I made my brother stand up. 
 Jeg  fikk   broren     min    til  å   reise     seg. 
 I  get:PST  brother:SG:DEF  1SG:POSS  to  to  stand.up:INF  REFL 
 
4-3 私は（自分の）弟に歌を歌わせた． 
 I made my brother sing a song. 
 Jeg  fikk   broren     min    til  å   synge    en  sang. 
 I  get:PST  brother:SG:DEF  1SG:POSS  to  to  sing:INF  a  song 
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4-4-a （遊びたがっている子供に無理やり）母は子供をパンを買いに行かせた． 
 The mother made her child go buy some bread. 
 Moren     fikk  barnet     sitt     til  å   gå   og  kjøpe   brød. 
 mother:SG:DEF  get:PST child:SG:DEF 3SG:POSS  to  to  go:INF and buy:INF bread 
 
4-4-b （遊びに行きたがっているのを見て）母は子供に遊びに行かせた． 
 The mother let her child go play. 
 Moren     lot   barnet     sitt     gå   å   leke. 
 mother:SG:DEF  let:PST child:SG:DEF 3SG:POSS  go:INF and play:INF 
 
4-5-a 私は弟に服を着せた． 
 I dressed my brother. 
 Jeg  kledde    på   broren     min. 
 I  dress:PST  on  brother:SG:DEF  1SG:POSS 
 
4-5-b 私は弟にその服を着させた． 
 I made my brother wear the clothes. 
 Jeg  fikk   broren     min    til  å  bruke   klærne. 
 I  get:PST  brother:SG:DEF  1SG:POSS  to  to  use:INF  clothes:DEF 
 
4-6 私は弟にその本をあげた． 
 I gave my brother the book. 
 Jeg  ga   broren     min     boka.  
 I  gave  brother:SG:DEF  1SG:POSS  book:SG:DEF 
 
4-7-a 私は弟に本を読んであげた． 
 I read my brother a book. 
 Jeg  leste     en  bok  for   broren      min. 
 I  read:PST  a  book for  brother:SG:DEF  1SG:POSS  
 
4-7-b 兄は私に本を読んでくれた． 
 My brother gave me a book. 
 Broren      min    ga    meg  en  bok. 
 brother:SG:DEF   1SG:POSS  give:PST me  a  book 
 
4-7-c 私は母に髪を切ってもらった． 
 I had my mother cut my hair. 
 Jeg  fikk   moren     min    til  å   klippe håret     mitt. 
 I  get:PST  mother:SG:DEF  1SG:POSS  to  to  cut:INF hair:SG:DEF  1SG:POSS 
 
4-8-a 私は（自分の）体を洗った． 
 I washed my body. 
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 Jeg  vasket   kroppen    min. 
 I  wash:PST  body:SG:DEF 1SG:POSS 
 
4-8-b 私は手を洗った． 
 I washed my hands. 
 Jeg vasket   hendene    mine. 
 I  wash:PST  hand:PL:DEF  1SG:POSS:PL 
 
4-8-c 彼は手を洗った． 
 He washed his (own) hands. 
 Han  vasket   sine     (egne)    hender. 
 He  wash:PST  3SG:POSS:PL  own:PL    hand:PL:INDF 
 
4-9 （自分のために）私はその本を買った． 
 I bought myself the book. 
 Jeg kjøpte  meg    boken. 
 I  buy:PST 1SG:REFL  book:SG:DEF 
 
4-10 彼らは（／その人たちは）（互いに）殴り合っていた． 
 They were hitting each other. 
 De slo   hverandre. 
 they hit:PST  each.other 
 
4-11 その人たちは（みんな一緒に）街へ行った． 
 They (all) went to the city together. 
 De dro  (alle) til  byen    sammen. 
 they go:PST all  to  city:SG:DEF together 
 
4-12 その映画は泣ける（その映画を見ると泣いてしまう）． 
 The movie makes you cry. 
 Filmen     får   deg til  å  gråte. 
 movie:SG:DEF  get:PRS  you to  to  cry:INF 
 
4-13-a 私は卵を割った． 
 I cracked the egg open. 
 Jeg  knakk   opp egget. 
 I  crack:PST  up egg:SG:DEF 
 
4-13-b （うっかり落として）私はコップを割った／割ってしまった． 
 I broke the glass. 
 Jeg knuste   glasset. 
 I  break:PST  glass:SG:DEF 
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 私はコップを（故意に）割った． 
 I (accidentally) broke the glass. 
 Jeg knuste   glasset    (med et uhell). 
 I  break:PST  glass:SG:DEF with  a accident 
 
4-14-a きのう私はコーヒーを飲みすぎて（飲みすぎたので）眠れなかった． 
 Yesterday, I drank too much coffee and couldn’t sleep. 
 I går   drakk   jeg for mye  kaffe  og fikk   ikke  sove. 
 yesterday  drink:PST  I  too much coffee  and get:PST  NEG  sleep:INF 
 
4-14-b きのう私は仕事がたくさんあって（たくさんあったので）眠れなかった． 
 Yesterday, I had too much work and couldn’t sleep. 
 I går    hadde   jeg for mye  jobb  og fikk   ikke  sove. 
 yesterday  have:PST  I  too much work and get:PST  NEG  sleep:INF 
 
4-15 私は頭が痛い． 
 I have a headache. 
 Jeg  har     hodepine. 
 I  have:PRS  headache 
 
4-16 彼女は髪が長い． 
 She has long hair. 
 Hun  har   langt hår. 
 she  have:PRS long  hair 
 
4-17-a 彼は（別の）彼の肩をたたいた． 
 He tapped his shoulder. 
 Han prikket   på  skulderen     hans. 
 he  tap:PST   on shoulder:SG:DEF  3SG:POSS 
 
4-17-b 彼は（別の）彼の腕をつかんだ． 
 He grabbed his arm. 
 Han grep    armen     hans 
 he  grab:PST  arm:SG:DEF   3SG:POSS 
 
4-18-a 私は彼がやって来るのを見た． 
 I saw him come. 
 Jeg så    han komme. 
 I  see:PST  he  come:INF 
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4-18-b 私は彼が今日来ることを知っている． 
 I know he will come today. 
 Jeg  vet   han vil komme   i dag. 
 I   know  he  will come:INF   today   
 
4-19 彼は自分（のほう）が勝つと思った． 
 He thought he (himself) would win. 
 Han trodde    han (selv) skulle   vinne. 
 he  believe:PST  he  self  shall:PST  win:INF 
 
4-20-a 私は（コップの）水（の一部）を飲んだ． 
 I drank some of the water in the glass. 
 Jeg drakk   noe  av  vannet     i glasset. 
 I  drink:PST  some of  water:SG:DEF  in glass:SG:DEF 
 
4-20-b 私は（コップの）水を全部飲んだ． 
 I drank all of the water in the glass. 
 Jeg drakk   alt vannet     i glasset. 
 I  drink:PST  all water:SG:DEF  in glass:SG:DEF 
 
4-21 彼は肉を食べない． 
 He doesn’t eat meat. 
 Han spiser  ikke  kjøtt. 
 he  eat:PRS  NEG  meat 
 
4-22-a 今日は寒い． 
 It’s cold today. 
 Det er  kaldt i dag. 
 it  is  cold  today 
 
4-22-b 私は（何だか）寒い（私には寒く感じる）． 
 I feel cold. 
 Jeg føler   meg    kald. 
 I  feel:PRS 1SG:REFL  cold 
 
4-23 人がとても多かったことに私は驚いた． 
 I was surprised that there were many people. 
 Jeg var  overrasket over at  det  var   mange folk. 
 I  be:PST surprised  over that there be:PST  many people 
 
4-24 雨が降り始めた． 
 It started to rain. 
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 Det startet  å regne. 
 it  start:PST to rain:INF 
 
4-25 この本はよく売れる． 
 This book sells well. 
 Denne boken    selger   bra. 
 this  book:SG:DEF sell:PRS  well 
 
 
5.「所有・存在表現」（語学研究所論集 第 18号） 

5-1 あの人は青い目をしている．／青い目の人・目が青い人 
 She has blue eyes. / a person with blue eyes 
 Hun har    blåe    øyne.  /en  person  med blåe   øyne 
 she have:PRS  blue:PL   eye:PL  a   person  with blue:PL  eye:PL 
 
5-2 あの女｛は／の｝髪が長い・あの女は長い髪をしている／長い髪の女・髪の長い女 
 She has long hair. / a woman with long hair 
 Hun har    langt hår.  /  en  dame  med  langt hår 
 she have:PRS  long  hair    a  woman  with  long  hair 
 
5-3 あの人には髭がある．／髭の男 
 He has a beard. / a man with a beard 
 Han har   skjegg. / en  mann med  skjegg 
 he  have:PRS beard  a  man  with  beard 
 
5-4 あの人には（見る）目がある．／見る目のある人 
 He has a good eye for people.  
 Han  har    et  godt   øye  for  folk.  
 He  have:PRS  a  good  eye  for  people 
/ en  person med godt  øye 
 A  person with good eye 
 
 ノルウェー語では，何に関して目があるのかを表現する必要がある 
 
5-5 あの人は 22歳だ．／22歳の人 
 He is 22 years old. / a 22-year-old person 
 Han er   22 år  gammel. / en  22 år  gammel person 
 he  be:PRS 22 year old    a  22 year old   person 
 
5-6 あの人は優しい性格だ．／優しい性格の人 
 He is kind. / a kind person 
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 Han er   snill.  / en  snill person 
 he  be:PRS kind   a  kind person 
 
5-7 あの人は背が高い．／背の高い人 
 He is tall. / a tall person 
 Han er    høy. / en  høy person 
 he  be:PRS  tall  a  tall person 
 
5-8 あの人は背が 190センチもある． 
 He is 190cm tall. 
 Han  er    190cm  lang. 
 he   be:PRS  190cm  tall 
 
5-9 その石は四角い形をしている．／四角い（形の）石 
 The stone is square. / a square stone 
 Steinen   er   firkantet. / en  firkantet stein 
 stone:SG:DEF be:PRS square   a  square  stone 
 
5-10 あの人には才能がある．／才能のある人 
 He has talent. / a man with talent 
 Han har   talent. / en  mann med talent 
 he  have:PRS talent  a  man  with talent 
 
5-11 あの人は病気だ．／あの人は熱がある．／病気の人 
 He is sick. / He has fever. / a sick person 
 Han er    syk. / Han har    feber. /  en  syk person 
 he  be:PRS  sick  he  have:PRS  fever  a  sick person 
 
5-12 あの人は青い服を着ている．／青い服の男 
 He is wearing blue clothes. / a man with blue clothes 
 Han har   på  seg  blåe klær.   / en  mann med blåe klær 
 he  have:PRS on REFL  blue clothes  a  man  with blue clothes 
 
5-13 あの人はメガネをかけている．／メガネの男 
 He is wearing glasses. / a man with glasses 
 Han har    på  seg  briller.  / en  mann med  briller 
 he  have:PRS  on REFL  glasses  a  man  with  glasses 
 
5-14 あの人には妻がいる．／既婚の人・妻のいる人 
 He has a wife. / a married man 
 Han har    en  kone. / en  gift   mann 
 he  have:PRS  a  wife   a  married man 
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5-15 あの人には 3 人子供がいる．／3 人の子持ちの人・あの人の 3 人の子供／妊娠している女性 
 He has three children. / a man with three children / a pregnant woman 
 Han har    tre  barn.  /en mann med  tre  barn /   en  gravid   dame 
 he  have:PRS  three children  a  man  with  three children  a  pregnant  woman 
 
5-16 タコには足が 8 本ある． 
 An octopus has eight legs. 
 En blekksprut har    åtte  bein. 
 a  octopus  have:PRS  eight leg 
 
5-17 その飲み物にはアルコールが入っている．／アルコール入りの飲み物 
 That drink has alcohol in it. / a drink with alcohol in it. 
 Den drinken   har   alkohol i  seg. / en  drink med  alkohol i seg 
 that drink:SG:DEF have:PRS alcohol  in  REFL  a  drink with  alcohol  in REFL 
 
5-18 あの人はお金を持っている．／お金持ちの人 
 That man has money. / a rich man 
 Den  mannen   har    penger.  / en  rik  mann 
 that  man:SG:DEF  have:PRS  money   a  rich  man 
 
5-19 おまえのところには犬がいるか？／犬のいる人 
 Do you have a dog? / a man who has a dog 
 Har    du en  hund? / en  mann som har    en  hund 
 have:PRS  you a  dog   a  man  who have:PRS  a  dog 
 
5-20 おまえは（自分の）ペンを持っているか？／ペンを持っている人 
 Do you have a pen? / a man who has a pen 
 Har   du en  penn? / en  mann som  har    en  penn 
 have:PRS you a  pen   a  man  who  have:PRS  a  pen 
 
5-21 あの人は（誰か別の人の）ペンを持っている． 
 He has somebody else’s pen. 
 Han har    noen    andres  penn. 
 he  have:PRS  somebody other’s  pen 
 
5-22 あの人は運がいい．／幸運な人 
 He has good luck. / a man with good luck 
 Han har    bra  hell. / en  mann med  bra  hell 
 he  have:PRS  good luck  a  man  with  good luck 
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5-23 ここは石が多い．／石の多い土地 
 There are many rocks here. / a land with many rocks 
 Det  er    mange  steiner    her. / et  land  med  mange  steiner 
 there be:PRS  many  stone:PL:INDF here  a  city  with  many  stone:PL:INDF 
 
5-24 その部屋には椅子が 3 つある／3 つ椅子のある部屋 
 There are three chairs in the room. / a room with three chairs (in it) 
 Det  er    tre  stoler     i  rommet.   / et  rom   med  tre  stoler 
 there be:PRS  three chair:PL:INDF  in  room:SG:DEF  a  room  with  three chair:PL:INDF 
 
5-25 テーブルの上にスプーンがある．／スプーンのあるテーブル 
 There is a spoon on the table. / the table with a spoon on it 
 Det  er    en  skje  på  bordet.    / bordet     med  en  skje  på 
 there be:PRS  a  spoon on table:SG:DEF  table:SG:DEF  with  a  spoon on 
 
5-26 そのスプーンはテーブルの上にある．／テーブルにあるスプーン 
 The spoon is on the table. / the spoon on the table 
 Skjeen     er   oppå  bordet.  /  skjeen    på  bordet 
 Spoon:SG:DEF  be:PRS on  table:SG:DEF spoon:SG:DEF on table:SG:DEF 
 
5-27 そのペンは私のだ．・そのペンは太郎のだ．／私のペン・太郎のペン 
 That pen is mine(Taro’s). / my(Taro’s) pen 
 Den  pennen   er   min(Taros). / Min (Taros)  penn. 
 that  pen:SG:DEF be:PRS mine(Taro’s) my Taro’s  pen 
 
5-28 昨日，学校で火事があった．／私は明日用事があります． 
 There was a fire at our school yesterday. / I have things to do tomorrow. 
 Det  var  en  brann  på  skolen    vår  i går.  
 there be:PST a  fire   on school:SG:DEF our  yesterday 
/ Jeg  har   ting  å  gjøre  i morgen. 
 I   have:PRS thing to  do:INF  tomorrow 
 
5-29 （この世には）お化けなんていない． 
 Ghosts don’t exist. 
 spøkelser    finnes  ikke. 
 goast:PL:INDF  exist   NEG 
 
5-30 （そこには）英語を話す人もいるが，話さない人もいる． 
 Some speak English, but others do not.  
 noen  snakker  engelsk,  men  andre  gjør  ikke  det 
 some speak:PRS  English  but  others  do  NEG  it 
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5-31 私より英語ができる人は（ほかに／もっと）います． 
 There are others who are better at speaking English than I am. 
 Det  er   andre som  er   bedre  på  å  snakke  engelsk  enn  meg. 
 there be:PRS others that  be:PRS better  on to  speak:INF English  than  me 
 
5-32 ちょっとあなたにお願いがあります． 
 There is something I want you to do. 
 Det  er   noe    jeg  vil  du  skal  gjøre. 
 There be:PRS something I   want  you  will  do:INF 
 
5-33 冬の雨／東京の家 
 a winter rain / a house in Tokyo 
 Vinterregn  /  et  hus  i  Tokyo 
 winter.raing    a  house in  Tokyo 
 
5-34 彼の泳ぎ／犬の鳴き声／火山の爆発／車の運転／～の小説 
 his swimming / a dog’s bark / a volcanic eruption / driving a car / Andy’s novel 
 Hans svømming / en  hunds  bjeff  /  et  vulkanutbrudd   
 His  swimming  a  dog’s  bark    a  volcanic.eruption 
 
 / kjøre en  bil / Andys  roman 
  drive a  car  Andy’s  novel 
 
5-35 X さん（固有名詞）のお母さん／机の横に／机の前に／*机に（来て！）／あの人の次 
 Andy’s mother / Come to my desk!  
 Andys  mor  /  Kom til  pulten    min.  / neste etter  den personen 
 Andy’s  mother   come to  desk:SG:DEF  my   next  after  that person:SG:DEF 
 
5-36 バラの花びら／果物のナイフ／紙の飛行機／チューリップの絵／花の匂い／英文の手紙／日本語

の先生／井戸の水／雨の日 
 a rose petal / a fruit knife / a paper airplane / a picture of a rose  
 Et roseblad  / en  fruktkniv  / et  papirfly   / et  bilde av  en  rose 
 a rose.petal   a  fruit.knife  a  paper.airplane  a  picture of  a  rose 
 / the scent of a flower / a letter in English / a Japanese teacher / water from the well / a rainy day 
 / duften    av  en  blomst  / et  brev  på  engelsk. 
  scent:SG:DEF of  a  flower   a  letter on English 
 / en  lærer  i japansk  / vann  fra  brønnen   /  en  regntung  dag 
  A  teacher  in Japanese   water from  well:SG:DEF    a  rainy   day 
 
5-37 妹の花子／社長の田中さん 
 my younger sister Hanako / Mr. Tanaka the president 
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 Min  yngre  søster  Hanako / Mr. Tanaka, presidenten. 
 My  younger sister  Hanako  Mr. Tanaka  president:SG:DEF 
 
5-38 となりの家の友達のお父さんの車のタイヤ（が昨日突然パンクしたんだって．） 
 The tire of the car my next-door friend’s dad has 
 Hjulet    til  bilen   min  nabovenns    far  har. 
 Tire:SG:DEF  to  car:SG:DEF my  next-door.friend’s father have:PRS 
 
 

6.「他動性」（語学研究所論集 第 19号） 
6-1 
6-1-а 彼はそのハエを殺した． 
 He killed the fly. 
 Han  drepte  fluen. 
 He  kill:PST  fly:SG:DEF 
 
6-1-b 彼はその箱を壊した． 
 He destroyed the box. 
 Han  ødela    esken. 
 He  destroy:PST  box:SG:DEF 
 
6-1-с 彼はそのスープを温めた． 
 He warmed the soup. 
 Han  varmet   opp  suppen. 
 He  warm:PST  up  soup:SG:DEF 
 
6-1-d 彼はそのハエを殺したが，死ななかった．（言えるか？言えないか？） 

He killed the fly, but it didn’t die. 
 Han  drepte  fluen,    men  den  døde   ikke. 
 He  kill:PST  fly:SG:DEF  but  this  die:PST  NEG 
 
 言えなくもないが不自然な表現である． 
 
6-2 
6-2-а 彼はそのボールを蹴った． 
 He kicked the ball. 
 Han  sparket  ballen. 
 He  kick:PST ball:SG:DEF 
 
6-2-b 彼女は彼の足を蹴った． 
 She kicked his leg. 
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 Hun  sparket  beinet   hans. 
 she  kick:PST leg:SG:DEF his 
 
6-2-с 彼はその人にぶつかった（故意に）． 
 He tackled him. 
 Han  taklet   ham. 
 He  tackle:PST him 
 
6-2-d 彼はその人とぶつかった（うっかり）． 
 He bumped into him. 
 Han  skumpet  borti  ham. 
 he   bump:PST  away him 
 
6-3 
6-3-а あそこに人が数人見える． 
 I see some people over there. 
 Jeg  ser   noen    der  borte. 
 I   see:PRS  someone  there away 
 
6-3-b 私はその家を見た． 
 I looked at the house.  
 Jeg  så    på  huset. 
 I   look:PST on table:SG:DEF 
 
6-3-с 誰かが叫んだのが聞こえた． 
 I heard somebody yell. 
 Jeg  hørte  noen    rope. 
 I   hear:PST somebody yell:INF 
 
6-3-d 彼はその音を聞いた． 
 He heard that sound. 
 Han  hørte  den  lyden. 
 He  hear:PST that  sound:SG:DEF 
 
6-4 
6-4-а 彼は（なくした）カギを見つけた． 
 He found the key (he (had) lost). 
 Han  fant   nøkkelen  (han  (hadde)  mistet). 
 He  find:PST key:SG:DEF he   have:PST  lose:PST.PTCP 
 
6-4-b 彼は椅子を作った． 
 He made a chair. 
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 Han  lagde   en  stol. 
 He  make:PST  a  chair 
 
6-5 
6-5-а 彼はバスを待っている． 
 He is waiting for the bus. 
 Han  venter  på  bussen. 
 He  wait:PRS on bus:SG:DEF 
 
6-5-b 私は彼が来るのを待っていた． 
 I was waiting for him to come. 
 Jeg  ventet  på  at  han  skulle  komme. 
 I   wait:PST on that he   would  come:INF 
 
6-5-с 彼は財布を探している． 
 He is looking for his wallet. 
 Han  ser   etter  lommeboken  sin. 
 He  look:PRS after  wallet:SG:DEF  REFL:POSS 
 
6-6 
6-6-а 彼はいろんなことをよく知っている． 
 He knows many things. 
 Han  vet    mange  ting. 
 He  know:PRS  many  thing 
 
6-6-b 私はあの人を知っている． 
 I know that person. 
 Jeg  kjenner  den  personen. 
 I   know:PRS  that  person:SG:DEF 
 
6-6-с 彼はロシア語ができる． 
 He can speak Russian. 
 Han  kan  snakke   russisk. 
 He  can  speak:INF  Russian 
 
6-7 
6-7-а あなたはきのう私が言ったことを覚えていますか？ 
 Do you remember what I said yesterday? 
 Husker     du  hva  jeg  sa    i går? 
 Remember:PRS you  what  I   say:PST  yesterday 
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6-7-b 私は彼の電話番号を忘れてしまった． 
 I forgot his phone number.  
 Jeg  glemte   telefonnummeret    hans. 
 I   forget:PST phone.number:SG:DEF  3SG:POSS 
 
6-8 
6-8-а 母は子供たちを深く愛していた． 
 The mother loved her children very much. 
 Moren     elsket  barna  sine      veldig  mye. 
 Mother:SG:DEF love:PST children REFL:POSS:PL  very   much 
 
6-8-b 私はバナナが好きだ． 
 I like bananas. 
 Jeg  liker   bananer. 
 I   like:PRS banana:PL 
 
6-8-с 私はあの人が嫌いだ． 
 I hate that person. 
 Jeg  hater  den  personen. 
 I   hate:PRS that  person:SG:DEF 
 
6-9 
6-9-a 私は靴が欲しい． 
 I want a pair of shoes. 
 Jeg  vil  ha     et  par  sko. 
 I   want  have:INF  a  pair  shoe 
 
6-9-b 今，彼にはお金が要る． 
 He needs some money now. 
 Han  trenger  litt  penger  nå. 
 He  need:PRS some money  now 
 
6-10 
6-10-а （私の）母は（私の）弟がうそをついたのに怒っている． 
 My mother is angry that my brother told a lie. 
 Moren     min    er   sint  fordi   broren     min    fortalte  en  løgn. 
 Mother:SG:DEF 1SG:POSS  be:PRS angry because brother:SG:DEF  1SG:POSS  tell:PST  a  lie 
 
6-10-b 彼は犬が怖い． 
 He is scared(afraid) of dogs. 
 Han  er    redd  for  hunder. 
 He  be:PRS  scared for  dog:PL 
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6-11 
6-11-а 彼は父親に似ている． 
 He resembles his father. 
 Han  ligner     sin  far. 
 He  resemble:PRS  his  father 
 
6-11-b 海水は塩分を含んでいる． 
 Sea water has salt in it. 
 Sjøvann  har   salt  i  seg  /  Sjøvann  inneholder  salt. 
 Sea.water  have:PRS salt  in  REFL    see.water  contain:PRS  salt 
 
6-12 
6-12-а 私の弟は医者だ． 
 My brother is a doctor. 
 Broren     min    er    lege. 
 Brother:SG:DEF 1SG:POSS  be:PRS  doctor 
 
6-12-b 私の弟は医者になった． 
 My brother became a doctor. 
 Broren     min    ble     lege. 
 Borhter:SG:DEF 1SG:POSS  become:PST  doctor 
 
6-13 
6-13-а 彼は車の運転ができる． 
 He can drive (a car). 
 Han  kan  kjøre   (bil). 
 He  can  drive:INF  car 
 
6-13-b 彼は泳げる． 
 He can swim. 
 Han  kan  svømme. 
 He  can  swim:INF 
  
6-14 
6-14-а 彼は話をするのが上手だ． 
 He is good at giving a speech. 
 Han  er    god  til  å  holde  taler. 
 He  be:PRS  good to  to  hold:INF speech:PL 
 
6-14-b 彼は走るのが苦手だ． 
 He can not run fast. 
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 Han  kan  ikke  løpe   fort. 
 He  can  NEG  run:INF  fast 
 
6-15 
6-15-а 彼は学校に着いた． 
 He arrived at school. 
 Han  ankom   skolen. 
 He  arrive:PST  school:SG:DEF 
 
6-15-b 彼は道を渡った／横切った． 
 He crossed the road. 
 Han  krysset  veien. 
 He  cross:PST road:SG:DEF 
 
6-15-с 彼はこの道を通った． 
 He took this road. 
 Han  tok    denne  veien. 
 He  take:PST  this   road:SG:DEF 
 
6-16 
6-16-а 彼はお腹を空かしている． 
 He is hungry. 
 Han  er    sulten. 
 He  be:PRS  hungry 
 
6-16-b 彼は喉が渇いている． 
 He is thirsty. 
 Han  er    tørst. 
 he   be:PRS  thirsty 
 
6-17 
6-17-а 私は寒い． 
 I’m cold. 
 Jeg  er    kald. 
 I   be:PRS  cold 
 
6-17-b 今日は寒い． 
 It’s cold today. 
 Det  er   kaldt   i dag. 
 it   be:PRS col    today 
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6-18 
6-18-а 私は彼を手伝った／助けた． 
 I helped him. 
 Jeg  hjalp   ham. 
 I   help:PST  him 
 
6-18-b 私は彼がそれを運ぶのを手伝った． 
 I helped him carry it. 
 Jeg hjalp   ham  bære    det. 
 I  help:PST  heim carry:INF  it 
 
6-19 
6-19-а 私はその理由を彼に聞いた． 
 I asked him the reason. 
 Jeg  spurte  ham  om  årsaken. 
 I   ask:PST  him  about reason:SG:DEF 
 
6-19-b 私はそのことを彼に話した． 
 I spoke(talked) to him about it. 
 Jeg  snakket  med  ham  om  det. 
 I   speak:PST  with  him  about it 
 
6-20 
6-20-а 私は彼と会った． 
 I met him. 
 Jeg  møtte   ham. 
 I   meet:PST  him 
 
 
7.「連用修飾的複文」（語学研究所論集 第 20号） 

7-1 彼はいつも新聞を読みながらご飯を食べる． 
 He always eats dinner while reading the newspaper. 
 Han  spiser  alltid  middag  mens  han  leser   avisen. 
 He  eat:PRS  always  dinner   while  he   read:PRS newspaper:SG:DEF 
 
7-2 （私は）昨日は九時に家に帰って，少しテレビを見て（から），寝ました． 
 Yesterday I came home at nine, watched some TV, and went to bed. 
 I går    kom   jeg hjem  klokka  ni, så    litt  TV,  og gikk   til  sengs. 
 Yesterday  come:PST I  home  clock  9  see:PST  some TV  and walk:PST to  bed 
 
7-3 （私は）昨日階段で転んで，ケガをしてしまった． 
 Yesterday, I fell on the stairs and got injured. 
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 I går    falt   jeg  ned   trappen   og  skadet   meg. 
 Yesterday  fall:PST  I   down  stair:SG:DEF  and  injure:PST  me 
 
7-4 今日も父は会社に行って，兄は大学に行った． 
 Today my father went to work, and my brother went to college as always. 
 I dag   dro   faren     min    til  jobb,  og   
 Today   go:PST  father:SG:DEF  1SG:POSS  to  job   and 
 broren     min    dro  til   universitetet,   som  alltid. 
 brother:SG:DEF  1SG:POSS  go:PST to   university:SG:DEF as   always 
 
7-5 （あの人は）今日は帽子をかぶって歩いていた． 
 He was walking wearing a hat today. 
 Han  gikk    med  en  hat i dag. 
 he   walk:PST  with  a  hat today 
 
7-6 （私は）休みの日にはいつも本を読んだり，テレビを見たりしています． 
 I read books and watch TV on holidays. 
 Jeg  leser   bøker  og  ser   på  TV  på  fridager. 
 I   read:PRS book:PL and  see:PRS  on TV  on Friday:PL 
 
7-7 時間がないから，急いで行こう． 
 Since(Because) we don’t have time, we must hurry. 
 Siden  vi  ikke  har   tid,  må  vi  kjappe    oss. 
 Since  we NEG  have:PRS time  must  we hurry    2PL:REFL 
 
7-8 昨日は頭が痛かったので，いつもより早く寝ました． 
 Since(Because) I had a headache, I went to bed earlier than usual yesterday. 
 Siden jeg hadde  hodepine,  gikk   jeg til  sengs tidligere  enn   vanlig  i går. 
 Since I  have:PST headache  walk:PST I  to  bed  earlier   than   usual  yesterday 
 
7-9 あの人は本を買いに行った． 
 He went to buy a book. 
 Han  dro  for  å  kjøpe  en  bok. 
 he   go:PST for  to  buy:INF a  book 
 
7-10 （彼は）外がよく見えるように窓を開けた． 
 He opened the window so (that) he could see the scenery well. 
 Han  åpnet  vinduet    så  han  kunne  se    landskapet     godt. 
 He  open:PST window:SG:DEF so  he   could  see:INF  landscape:SG:DEF  well 
 
7-11 ここでは夏になると，よく雨が降ります． 
 When it becomes summer, it often rains here. 
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 Når  det blir     sommer,  renger  det  ofte  her. 
 When it  become:PRS  summer  rain:PRS it   often here 
 
7-12 窓を開けると，冷たい風が入って来た． 
 When I opened the window, a cold wind blew in. 
 Når  jeg  åpnet  vinduet ,    blåste  det  en  kald  vind  inn. 
 When I   open:PST window:SG:DEF blow:PST it   a  cold  wind in 
 
7-13 坂を上ると，海が見えた． 
 When I got to the top of the hill, I saw the sea. 
 Når  jeg  nådde  toppen   av  bakken,  så     jeg  havet. 
 When I   reach:PST top:SG:DEF of  hill:SG:DEF see:PST   I   sea:SG:DEF 
 
7-14 明日雨が降ったら，私はそこに行かない． 
 If it rains tomorrow, I won’t go there. 
 Om  det  regner  i morgen,  drar  jeg  ikke  dit. 
 If   it   rain:PRS tomorrow  go:PRS I   NEG  there 
 
7-15 もっと早く起きればよかったなあ． 
 If only I had woken up a little earlier… 
 Om  bare  jeg  hadde  våknet      opp  litt  tidligere ... 
 If   only  I   have:PST wake:PST.PTCP   up  little  earlier 
 
7-16 あんなところへ行かなければよかった． 
 I shouldn’t have gone to such a place. 
 Jeg  burde  ikke  ha     dratt     til  et  slikt  sted. 
 I   should  NEG  have:INF  go:PST.PCP  to  a  such  place 
 
7-17 １に１を足せば，２になる． 
 If you add one and one, you get two. 
 Hvis  du  legger  sammen  en   og  en,  får   du  to. 
 if   you  add   together  one  and  one  get:PRS  you  two 
 
7-18 駅に着いたら電話をしてください． 
 Please make a call when you arrive at the station. 
 Vær  så  snill  å  ring   når  du  ankommer  stasjonen. 
 Be  so  kind  to  call:INF  when you  arrive:PRS  station:SG:DEF 
 
7-19 日曜日になったら，みんなで公園に行きたいなあ． 
 I want to go to the park on Sunday. 
 Jeg  vil  dra    til  parken    på  søndag. 
 I   want  go:INF   to  park:SG:DEF  on Sunday 
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7-20 明日雨が降ったら困るなあ． 
 It would be a bother if it would rain tomorrow. 
 Det  ville  blitt       problematisk  om  det  regner  i morgen. 
 It   would become:PST.PTCP  problematic   if   it   rain:PRS tomorrow 
 
7-21 家に来るなら，電話をしてから来てください． 
 Call me first if you want to come. 
 Ring  meg  først  om  du  vil  komme. 
 Call  me  first  if   you  want  come:INF 
 
7-22 （もうすぐベルが鳴るので）鳴ったら，教えてください． 
 Tell me when the bell rings. 
 Fortell  meg  når  bjellen    ringer. 
 Tell   me  when bell:SG:DEF  ring:PRS 
 
7-23 （もしかしたらベルが鳴るかもしれないので）もし鳴ったら，教えてください． 
 Tell me if the bell rings. 
 Fortell  meg  om  bjellen    ringer. 
 tell   me  if   bell:SG:DEF  ring:PRS 
 
7-24 働かざるもの食うべからず．／働かない者は，食べるべきではない． 
 (One) Who does not work should not eat. 
 En som  ikke  jobber  burde  ikke  spise. 
 One who  NEG  work:PRS should  NEG  eat:INF 
 
7-25 もう少しお金があったらなあ． 
 If only I had more money… 
 Om  bare  jeg  hadde  mer  penger ... 
 If   only  I   have:PST more money 
 
7-26 これも食べたら？ 
 How about eating this? 
 Hva  om  du spiser  dette? 
 what  about you eat:PRS  this 
 
7-27 （やりたいなら自分の）好きなようにやれば？ 
 Do as you like. 
 Gjør  som  du  vil. 
 do  as   you  want 
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7-28 このコップは落としても割れない． 
 This glass does not break when dropped. 
 Glasset    knuser   ikke  om  det  slippes. 
 glass:SG:DEF break:PRS  NEG  if   it   drop:PRS 
 
7-29 このリンゴは高かったのに，ちっとも甘くない． 
 Though it was expensive, this apple was not sweet at all. 
 Selv  om  det  var  dyrt,    var  ikke  eplet     søtt  i det hele tatt. 
 Self  about it   was  expensive be:PST NEG  apple:SG:DEF sweet at.all 
 
7-30 彼の家に行ってみたけれども，彼はいなかった． 
 I went to his house, but he was not there. 
 Jeg dro    til  huset    hans,  men  han  var  ikke  der. 
 I  went:PST  to  house:SG:DEF his   but  he   be:PST NEG  there 
 
7-31 あの人が来るまで，私はここで待っています． 
 I will wait here until he comes. 
 Jeg  skal  vente  her  til  han  kommer. 
 I   will  wait:INF here  til  he   come:PRS 
 
7-32 あの人が来るまでに，食事を作っておきますよ． 
 I will prepare a meal before he comers. 
 Jeg  skal  gjøre  klart  et  måltid  før  han  kommer. 
 I   will  do:INF  ready a  meal   before he   come:PRS 
 
 
8.「情報構造と名詞述語文」（語学研究所論集 第 21号） 

8-1 えっ，A（固有名詞）が来たの？／いや，A じゃなくて B が来たんだ．（例えば，昨日の集まりに

珍しくやって来た人についての会話で） 
 Wait, Andy came? / No, not Andy, but Bob. 
 Vent,  kom   Andy?  / Nei,  ikke  Andy,  men  Bob. 
 Wait,  come:PST Andy  No  NEG  Andy  but  Bob 
 
8-2 誰が来たの？／A が来たよ． 
 Who came? / Andy (did). 
 Hvem  kom?   /  Andy  (gjorde  det). 
 Who   come:PST  Andy did   it 
 
8-3 A のほうが大きいんじゃないの？／いや，Aじゃなくて，B のほうが大きいんだよ． 
 Isn’t Andy taller? / No, not Andy, but Bob. 
 Er    ikke  Andy  høyere?  Nei,  ikke  Andy,  men  Bob. 
 be:PRS  NEG  Andy  taller  No  NEG  Andy  but  Bob 
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8-4 （電話で）どうしたの）？／うん，今，お客さんが来たんだ． 
 What happened? / Uh, somebody’s here. 
 Hva  skjedde?  Øh,  noen    er   her. 
 What happen:PST Uh  somebody be:PRS here 
 
8-5 あの子供が A を叩いたんだって!?／いや，Aじゃなくて，B を叩いたんだよ． 
 That child hit Andy!? / No, not Andy, but Bob. 
 Det  barnet    slo  Andy!? /  Nei,  ikke  Andy,  men  Bob. 
 That  child:SG:DEF hit:PST Andy    No  NEG  Andy  but  Bob 
 
8-6 赤い袋と青い袋があるけど，どっちを買うの？／（私は）青い袋を買うよ． 
 There is a red bag and a blue bag, which will you buy? / I’ll buy the blue one. 
 Det  er   en  rød  sekk  og  en  blå  sekk,  hvilken skal  du  kjøpe?  
 There be:PRS a  red  bag  and  a  blue  bag   which  will  you  buy:INF 
 Jeg  skal  kjøpe  den  blåe. 
 I   will  buy:INF it   blue 
 
8-7 A はどこですか？／A は朝からどっかへでかけたよ．（例えば，朝少し遅く起きて来た A の父親が，

姿の見えない A について母親に尋ねている場面で） 
 Where is Andy? / Andy went somewhere in the morning. 
 Hvor er   Andy?  /   Andy  dro   et  sted  i morges. 
 Where be:PRS Andy     Andy  go:PST  a  place in.the.morning 
 
8-8 （あの子供は）誰を叩いたの？／（あの子供は）自分の弟を叩いたんだ． 
 Who did he hit? / He hit his brother. 
 Hvem  slo  han?  / Han  slo   sin  bror.  
 Who   hit:PST he    he   hit:PST  his  brother 
 
8-9 （電話で）どうしたの）？／うん，A が（自分の）弟を叩いたんだ．（例えば，電話の向こうで子

供の泣き声が起きたのを聞いての発話） 
 What happened? / Uh, Andy hit his brother. 
 Hva   skjedde?  /  Øh,  Andy  slo  broren  sin. 
 What happen:PST  Uh  Andy  hit:PST brother  his 
 
8-10 あのケーキ，どうした？／（ああ，あれは）A が食べちゃったよ． 
 What happened to the cake? / Andy ate it. 
 Hva  skjedde  med  kaken?     /  Andy  spiste  den. 
 What happen:PST with  cake:SG:DEF   Andy  eat:PST  it 
 
8-11 私が昨日お店から買ってきたのはこの本だ． 
 It’s this book that I bought from the store yesterday. 
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 Det  er   denne  boken    som  jeg  kjøpte  fra  butikken   i går. 
 It   be:PRS this   book:SG:DEF that  I   buy:PST from  store:SG:DEF yesterday 
 
8-12 あの人は先生だ．この学校でもう 20 年働いている． 
 That man is a teacher. He has been working in this school for 20 years now. 
 Den  mannen   er    en   lærer. 
 that  man:SG:DEF  be:PRS  a   teacher 
 Han  har    jobbet     på  skolen    her  i  20  år   nå. 
 He  have:PRS  work:PST.PTCP  on school:SG:DEF here  in  20  years now 
 
8-13 彼のお父さんは，あの人だ． 
 His father is that man. 
 Faren    hans  er   den  mannen. 
 Father:SG:DEF his  be:PRS that  man:SG:DEF 
 
8-14 あの人が彼のお父さんだ． 
 That man is his father. 
 Den  mannen  er   hans   far. 
 That  man:SG:DEF be:PRS his   father 
 
8-15 あさってっていうのはね，明日の次の日のことだよ． 
 “Asatte” is the day after tomorrow. 
 «Asatte»  er    dagen    etter   i morgen. 
 asatte   be:PRS  day:SG:DEF  after   tomorrow 
 
8-16 （何人かで入った喫茶店で注文を聞かれて）私はコーヒーだ． 
 I’ll have coffee. 
 Jeg  tar   en   kaffe. 
 I   take:PRS a   coffee 
 
8-17 ［（注文した数人分のお茶が運ばれてきて）どなたがコーヒーですか？との問いに］コーヒーは私

だ． 
 I ordered coffee. 
 Jeg  bestilte   kaffe. 
 I   order:PST  coffee 
 
8-18 その新しくて厚い本は（値段が）高い． 
 That new and thick book is expensive. 
 Den  nye  og  tykke  boken    er   dyr. 
 That  new  and  thick   book:SG:DEF be:PRS expensive 
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8-19 （砂糖入れを開けて）あっ，砂糖が無くなっているよ！ 
 Hey, we’re out of sugar! 
 Hei,  vi    er    tomme   for   sukker! 
 Hey  we   be:PRS  empty   for   sugar 
 
8-20 午後，誰かに会うはずだったなあ．誰だったっけ？ あっ，そうだ，～君だったな． 
 I was supposed to meet someone in the evening, who was it? Oh, I remember. It was Andy. 
 Jeg  skulle  møte  noen    i kveld,     hvem  var  det? 
 I   shall:PST meet:INF someone  in.the.evening  who   be:PST it 
 Åh,  jeg  kom    på   det.  Det  var  Andy. 
 Oh  I   come:PST  on  it   it   be:PRS Andy 
 
 
9.「情報標示の諸要素」（語学研究所論集 第 22号） 

9-1 この土地は野菜がよく育つ．だから高い値段で売れるだろう． 
 Vegetables grow well on this land. So, it will sell at a high price. 
 Grønnsaker  vokser   bra  i  dette   området. 
 vegetable:PL grow:PRS  well  in  this   land:SG:DEF 
 Så  det  kommer   til   å   selges   for  en   høy   pris. 
 So  it   come:PRS  to   to   sell    for  a   high   price 
 
9-2 私は頭が痛い．だから今日は休む． 
 My head hurts. So, I will be absent today. 
 Jeg har   vondt i  hodet.    Så jeg vil  ikke  være   til   stede  i dag. 
 I  have:PRS pain  in  head:SG:DEF  so  I  want  NEG  be:INF  to   place  today 
 
9-3 あの人だけ，時間通りに来た． 
 Only he came on time. 
 Bare  han  kom    i   tide. 
 Only he   come:PST  in   time 
 
9-4 これはここでしか買えない． 
 This can only be bought here. 
 Dette  kan  kun  kjøpes   her. 
 This   can  only  be.bought  here 
 
9-5 その家にいたのは子供ばかりだった． 
 There were only children in the house. 
 Det  var  bare  barn   i  huset. 
 there be:PST only  children in  house:SG:DEF 
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9-6 次回こそ，失敗しないようにしよう． 
 Let’s try not to fail next time. 
 La  oss  prøve  å  ikke   feile   neste  gang. 
 Let  us   try   to  NEG   fail   next   time 
 
9-7 疲れたね，お茶でも飲もう． 
 That was tiring, let’s drink tea or something. 
 Det  var  slitsomt,  la  oss  drikke  te  eller  noe. 
 That  be:PST tiring   let us   drink  tea or   something 
 
9-8 水さえあれば，数日間は大丈夫だ． 
 If we have water, we’ll be OK for several days. 
 Om  vi   har    vann   kan  vi  klare  oss     i   flere   dager. 
 If   we  have:PRS  water  can  we manage 2PL:REFL   in   several  day:PL 
 
9-9 小さい子供まで，その仕事の手伝いをさせられた． 
 Even small children were forced to work on the job. 
 Selv  små  barn   ble    tvunget   til  å  jobbe  på   jobben. 
 Even small children become:PST force:PST.PTCP to  to  work  on  work:SG:DEF 
 
9-10 私はお金なんか欲しくない 
 I don’t want money. 
 Jeg  vil  ikke  ha    penger. 
 I   want  NEG  have:INF money 
 
9-11 自分の部屋ぐらい，自分できれいにしなさい． 
 Clean your own room at least by yourself. 
 Rengjør  rommet   ditt    på   egen  hånd  i  det  minste. 
 Clean   room:SG:DEF 2SG:POSS  on  own  hand  in  it   least 
 
9-12 私にもちょうだい． 
 Give it to me too. 
 Gi  det  til  meg  også. 
 Give  it   to  me  too 
 
9-13 お父さんもう帰って来たね．お母さんは？ 
 Dad has come home already. How about mom? 
 Pappa  har   kommet    hjem allerede. Hva  med  mamma? 
 Dad   have:PRS come:PST.PTCP  home already  what  with  mom 
 
9-14 誰か（が）電話してきたよ． 
 Someone called. 
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 Noen  ringte. 
 someone call:PST 
 
9-15 誰かに聞いてみよう． 
 Let’s ask someone. 
 La  oss  spørre   noen. 
 Let  us   ask:INF   someone 
 
9-16 私のいない間に誰か来た？ 
 Did anyone come while I was away? 
 Kom   noen    mens  jeg  var  borte? 
 Come:PST someone  while  I   be:PST away 
 
9-17 誰か来たら，私に教えてください． 
 If anyone comes, please tell me. 
 Om  noen   kommer,  vær  så  snill  og  si  ifra   til  meg 
 If   someone come:PRS  be   so  kind  and  say in.from  to  me 
 
9-18 今日は誰も来るとは思わない．／今日は誰も来ないと思う． 
 I don’t think anybody will come today. / I think nobody will come today. 
 Jeg  tror  ikke  noen    vil  komme  i dag.  
 I   think NEG  someone  will  come   today 
 / Jeg  tror  ingen  kommer  i dag. 
  I   think nobody come:PRS  today 
 
9-19 そこには今誰もいないよ． 
 Nobody is there now. 
 Ingen  er   der  nå. 
 nobody be:PRS there now 
 
9-20 （それは）誰でもできる． 
 Anyone can do that. 
 Hvem som helst  kan  gjøre  det. 
 Anyone     can  do   that 
 
9-21 そんなこと（は），みんな知っているんじゃないか!? 
 Everyone knows that! 
 Alle  vet    det! 
 all  know:PRS  that 
 
9-22 そんなもの，誰が買うんだよ!? 誰も買うわけないじゃないか！ 
 Who would buy such a thing!? Nobody will. 
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 Hvem  vil  kjøpe  noe    slikt?  Ingen.  
 who   will  buy   something such   Nobody 
 
9-23 君は英語がうまいね． 
 You are good at English. 
 Du  er   god  i  engelsk. 
 you  be:PRS good in  English 
 
9-24 君は退屈そうだね． 
 You seem bored. 
 Det  virker   som   du  kjeder   deg. 
 It   seem:PRS  as    you  bore:PRS  2SG:REFL 
 
9-25 明日も寒いらしいよ． 
 It seems like it will get cold again tomorrow. 
 Det  virker  som  det  vil  bli     kaldt  igjen i morgen. 
 It   seem:PRS as   it   will  become:INF  cold   again tomorrow 
 

 

10.「否定，形容詞と連体修飾複文」（語学研究所論集 第 23号） 
10-1 これは私の本ではない． 
 This is not my book. 
 Dette  er   ikke  min  bok. 
 This   be:PRS NEG  my  book 
 
10-2 この部屋には椅子がない． 
 This room does not have any chairs. 
 Dette  rommet   har   ikke  noen   stoler. 
 This   room:SG:DEF have:PRS NEG  some  chair:PL 
 
10-3 この部屋には一つも椅子がない． 
 There aren’t any chairs in this room. 
 Det  er   ikke  noen  stoler  i  dette  rommet. 
 There be:PRS NEG  any  chair:PL in  this  room:SG:DEF 
 
10-4 その部屋には誰もいない． 
 There aren’t any people in that room. 
 Det  er   ikke  noen  folk  i  det   rommet 
 There be:PRS NEG  some people in  that   room:SG:DEF 
 
10-5 その本はこの部屋にない． 
 The book is not in this room. 
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 Boken    er   ikke  i  dette  rommet. 
 Book:SG:DEF be:PRS NEG  in  this  room:SG:DEF 
 
10-6 この犬は大きくない． 
 This dog is not big. 
 Denne  hunden    er    ikke   stor. 
 this   dog:SG:DEF  be:PRS NEG   big 
 
10-7 この犬はあまり大きくない． 
 This dog is not so big. 
 Denne  hunden    er   ikke  så  stor. 
 This   dog:SG:DEF  be:PRS NEG  so  big 
 
10-8 この犬はあの犬より大きい． 
 This dog is bigger than that one. 
 Denne  hunden   er   større  en n  den  der. 
 This   dog:SG:DEF be:PRS bigger  than  that  there 
 
10-9 この犬がその犬たちの中で一番大きい． 
 This dog is the biggest of the dogs. 
 Denne  hunden   er   den  største  av   hundene. 
 this   dog:SG:DEF be:PRS the  biggest  of   dog:PL:DEF 
 
10-10 今日はあの人は来ない． 
 He will not come today. 
 Han  kommer  ikke  i dag. 
 He  come:PRS  NEG  today 
 
10-11 あの人はその本を持って行かなかった． 
 He did not take the book. 
 Han  tok   ikke  boken. 
 He  take:PST NEG  book:SG:DEF 
 
10-12 全ての学生が参加しなかった．／学生は全員参加しなかった． 
 No student participated. / None of the students participated. 
 Ingen  student  deltok.    /  Ingen  av  studentene  deltok. 
 No   student  participate:PST  none   of  student:PL:DEF participate:PST 
 
10-13 全ての学生が参加したわけではない． 
 Not all of the students participated. 
 Ikke  alle  av   studentene  deltok. 
 NEG  all of   student:PL:DEF participate:PST 
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10-14 （私は買わなかった．しかし，決して）値段が高いというわけではない． 
 It’s not that the price is too high. 
 Det  er   ikke  det  at  prisen    er    for  høy. 
 It   be:PRS NEG  it   that price:SG:DEF be:PRS  too  high 
 
10-15 走るな！ 
 Don’t run! 
 Ikke  løp! 
 NEG  run 
 
10-16 大きな声を出すな！ 
 Don’t make a loud noise! 
 Ikke  lag  en  høy  lyd! 
 NEG  make a  high  noise 
 
10-17 明日は雨は降らないだろう． 
 It would not rain tomorrow. 
 Det  skulle  ikke  regne   i morgen. 
 It   would  NEG  rain:INF  tomorrow 
 
10-18 あの人に聞こえないように，小さな声で話してくれ． 
 Speak quietly so that he doesn’t hear. 
 Snakk  stille  så  han  ikke  hører. 
 Speak  quiet so  he   NEG  hear:PRS 
 
10-19 私はあなたを怒らせようと思ってそう言ったんじゃない． 
 I didn’t say it to make you angry. 
 Jeg  sa    det  ikke  for  å  gjøre  deg  sint. 
 I   say:PST  it   NEG  for  to  do:INF  you  angry 
 
10-20 私が昨日買ってきた本はどこ（にある）？ 
 Where is the book I bought (that) yesterday? 
 Hvor  er   boken    (som)  jeg  kjøpte   i går?  
 Where  be:PRS book:SG:DEF that   I   buy:PST  yesterday 
 
10-21 その本を持って来た人は誰（か）？ 
 Who (was it that) brought this book? 
 Hvem  (var  det  som)  tok   med  denne  boka? 
 Who   be:PST it   that   take:PST with  this   book:SG:DEF 
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10-22 この部屋が私たちの仕事をしている部屋です． 
 This is the room (that) we work in. 
 Dette  er   rommet   (som)  vi  jobber  i. 
 This   be:PRS room:SG:DEF that   we work:PRS in 
 
10-23 足が一本折れたあの椅子はもう捨ててしまった． 
 I already threw away the chair with a broken leg. 
 Jeg  har   allerede  kastet   bort  stolen    med  brukkent  bein. 
 I   have:PRS already   throw:PST  away chair:SG:DEF with  broken   leg 
 
10-24 ドアを叩いている音が聞こえる． 
 I hear a knock on the door. 
 Jeg  hører  et  bank   på   døren. 
 I   hear:PRS a  knock  on  door:SG:DEF 
 
10-25 あの人が結婚したという噂は本当（か）？ 
 Is it true that he has married? 
 Er    det  sant  at  han  har    giftet     seg? 
 Be:PRS  it   true  that he   have:PRS  marry:PST.PTCP REFL 
 
10-26 私はその人が来た時にご飯を食べていた． 
 I was eating lunch when he came. 
 Jeg  spiste  lunsj  da   han  kom. 
 I   eat:PST  lunch when he   come:PST 
 
10-27 私はその人が待っている所に行った． 
 I went (to) where he was waiting. 
 Jeg  dro  dit  han  ventet. 
 I   go:PST there he   wait:PST 
 
10-28 私はその人が走っていったのを見た． 
 I saw him run away. 
 Jeg  så    han  løpe   bort. 
 I   see:PST  he   run:INF  away 
 
10-29 昨日の夜，私は彼らがしゃべっているのを聞いた． 
 Last night, I heard them talking. 
 I går   kveld  hørte  jeg  dem  prate. 
 Yesterday  night  hear:PST I   them talk:INF 
 
10-30 私はその人が昨日ここに来たことを知っている． 
 I know (that) he came here yesterday.  
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 Jeg  vet    at  han  kom    hit  i går. 
 I   know:PRS  that he   come:PST  here  yesterday 
 
10-31 （昨日）彼は彼が今日ここに来たと言った．／（昨日）彼は，「私は今日ここに来た」と言った． 
 He said (that) he came here yesterday. / He said, “I came here yesterday.” 
 Han sa    at  han kom   her i går.   /  Han sa    «jeg  kom    her  i går». 
 He say:PST  that he  come:PST here yesterday  he  say:PST   I   come:PST  here  yersterday 
 
10-32 私はリンゴが（あの）皿の上にあったのを食べた． 
 I ate the apple (lying) on the plate. 
 
 Jeg  spiste  eplet     som  lå   på  tallerkenen. 
 I   eat:PST  apple:SG:DEF that  lie:PST on plate:SG:DEF 
 
10-33 私はネコが家に入ってきたのを捕まえた． 
 I caught the cat coming into the house. 
 Jeg  fanget  katten   som  kom    inn  i  huset. 
 I   catch:PST cat:SG:DEF that  come:PST  in   in  house:SG:DEF 
 

 

Abbreviations: 

DEF: definite, GEN: genitive, INF: infinitive, NEG: negation, PL: plural, prs: present, POSS: possessive, PST: past, PTCP: 
participle, REFL: reflexive, SG: singular, 1: first person, 2: second person, 3: third person 
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要旨：本稿は，アフリカーンス語におけるアスペクトとモダリティに関するデータを，風間(2020)の「アスペ

クト」・「モダリティ」の英語版調査票を用いて収集し，分析した結果を提示する． 
 
 
Abstract: This article presents the results of my preliminary research on Afrikaans aspect and modality expressions, using 
Kazama’s (2020) questionnaire on aspect and modality expressions. 
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1. はじめに 

 アフリカーンス語は動詞の活用が元の言語であるオランダ語に比べ簡素化している．現在形であれば is (不
定詞：wees)，het (不定詞：hê)を除き，不定詞と定動詞が同様の形となる．また，過去形の形態がほとんど消

失しているため，過去のことはほとんどの場合現在完了形で表される．そのため，風間(2020)で扱われている

過去形を用いた文においても，アフリカーンス語では基本的に現在完了形で表される1． 
本稿では 20 代男性のアフリカーンス語母語話者に面談聞き取り調査を行った2．調査の方法としては，風間

(2020)の英語の文章を見せたうえでアフリカーンス語に訳してもらう形である．また，協力者が英語を見ても

うまく訳せなかった箇所については成田(2011)・成田(2012)のドイツ語のアンケートを参考にし，筆者が作成

したアフリカーンス語の文章を用いて調査を行った．2 節はアスペクトの言語データ，3 節はモダリティの言

語データとなる． 
 

2. 言語データ（アスペクト） 

(1) ～さん（固有名詞）は／あの人は もう来た． 
 a. Andy  het          al     klaar       ge-kom. 
     Andy  have.AUX   already finished.ADJ PTCP-come 

（Andy はもう来た） 
 
 

                                                        
1 アフリカーンス語の現在完了形は het(不定詞：hê)+過去分詞で表される． 
2 ⼭藤(2023)の協⼒者と同⼀⼈物である． 

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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 b. Andy het       al     klaar        aan<ge>kom. 
 Andy have.AUX already finished.ADJ  arrive<PTCP> 

（Andy はもう到着した） 
 

(1a-b)は het＋過去分詞の形からなる現在完了形である．語順はドイツ語やオランダ語のような西ゲルマン語

と同様であり，平叙文では文の 2 番目の要素に助動詞である het が，文末に過去分詞が現れる．(1a-b)ともに

見られる al klaar に関しては，al か klaar どちらか 1 語を使うだけでも同様の意味となる． 
 

(2) ～さん（固有名詞）は／あの人は もう来ている． 
 Andy is      al     kaar       hier. 
 Andy be.PRS already finished.ADJ here 

（Andy はもう来ている） 
 
(2)は(1)と異なり，kom(英：come)ではなくwees(英：be)の現在形で表される． 

 
(3) ～さん（固有名詞）は／あの人は まだ来ていない． 
 a. Andy  is      nog   nie       hier   nie. 
 Andy  be.PRS  yet    not.NEG  here   not.NEG 

（Andy はまだ来ていない） 
 b. Andy  het       nog nie       ge-kom     nie. 
 Andy  have.AUX  yet  not.NEG  PTCP-come  not.NEG 

（Andy はまだ来ていない） 
 
(3a)では現在形の文で，(3b)では現在完了形の文で表される3．(3a)では wees(英：be)を現在形として，(3b)で

は kom(英：come)を het ... gekom のように現在完了形として用いる．これらの文のうち，(3a)の方がより適切

であるとの回答を得た． 
 
(4) ～さん（固有名詞）は／あの人は まだ来ない． 
 Andy  is      nie      hier  nie. 
 Andy  be.PRS  not.NEG  here  not.NEG 
 （Andy はまだ来ない） 
 

(3a)のようにwees(英：be)を現在形として用いる． 
 
(5) ～さん（固有名詞）は／あの人は もう（すぐ）来る． 
 a.  Hy sal       binnekort  kom. 
   he  will.AUX  soon      come.INF 

（彼はもうすぐ来る） 
 
 

                                                        
3 アフリカーンス語では否定詞 nie を 2 つ⽤いることで単純否定を表す． 
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 b.  Hy  gaan    binnekort  kom. 
   he  go.AUX  soon      come.INF 

（彼はもうすぐ来る） 
 c.  Hy  sal       nou-nou   kom. 
   he  will.AUX  now-now  come.INF 

（彼はもうすぐ来る） 
 d.  Hy  gaan    nou-nou    kom. 
   he  go.AUX  now-now   come.INF 

（彼はもうすぐ来る） 
 e.  Hy  kom  nou-nou. 
   he  come  now-now 

（彼はもうすぐ来る） 
 
(5a-e)は丁寧な表現順となる．binnekort を使えば丁寧な表現に，nou-nou のように nou(英：now)を重複させ

る表現を使えばフランクなものとなる．未来の表現はアフリカーンス語では 3 種類あり，(5a,c)のように sal と
不定詞を用いた未来形，(5b,d)のように gaan と不定詞を用いた未来形，(5e)のように現在形で表すものがある． 
未来の表現に関しては，以下のような文の場合に具体的な違いが見られる． 
 

 f.  Ons  eet  vanaand by  Saizariya. 
   we  eat  tonight   at  Saizeriya 

（私たちは今夜サイゼリヤで食べます） 
 g.  Ons gaan   vanaand  by  Saizeriya eet. 
   we  go.AUX  tonight   at  Saizeriya eat.INF 

（私たちは今夜サイゼリヤで食べます） 
 h.  *Ons  sal      vannaand  by  Saizeriya eet. 
   we  will.AUX tonight   at  Saizeriya eat.INF 

（私たちは今夜サイゼリヤで食べます） 
 

vanaand のような「今夜」という極めて近い未来を表す副詞を用いる場合，(5h)のような sal を用いた文は許

容されない．(5f,g)はどちらも許容されるが，(5f)は今夜食事に行くことが確定した場合にのみ使われ，(5g)は
今夜食事に行くことが確定している場合・していない場合どちらでも用いることができる． 
 

(6)（あ！）～さんが来た！[その人が来るのに気付いた場面での発話] 
 a.  O! Hier kom   Andy nou! 
   oh! here come  Andy now  

（あ！Andy が来た！） 
 b.  O! Andy het        ge-kom. 
   oh! Andy have.AUX  PTCP-come 

（あ！Andy が来た！） 
 c.  O! Andy  is      hier ! 
   oh! Andy  be.PRS  here 

（あ！Andy が来た！） 
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(6a)は来る場合を予期していた場合であり，現在形の kom を用いる．(6b-c)は来る場合を予期していなかっ

た場合であり，komを現在完了形にするか現在形の isを用いる． 
 
(7) 昨日～さんが来たよ． 
 a.  Andy  het       gister    ge-kom. 
   Andy  have.AUX  yesterday  PTCP-come 

（Andy が昨日来たよ） 
 b.  Andy  het        gister     aan<ge>kom. 
   Andy  have.AUX  yesterday  arrive <PTCP> 

（Andy が昨日来たよ） 
 
(7a-b)共に kom(英：come)，aankom(英：arrive)が現在完了形で表される． 

 
(8) 昨日～さんは来なかったよ． 
 a.  Andy  het        nie       gister    ge-kom     nie. 
   Andy  have.AUX  not.NEG  yesterday  PTCP-come  not.NEG 

（Andy は昨日来なかったよ） 
 b.  ?Andy  het        nie      gister    aan<ge>kom  nie. 
   Andy  have.AUX  not.NEG  yesterday  arrive<PTCP> not.NEG 

（Andy は昨日来なかったよ） 
 

(7)を否定文にしたものである．(8a)は許容できるのに対して，(8b)は非常に違和感があるとの回答を得た． 
 
(9) （私は）あのリンゴをもう食べた． 
 Ek  het      al      klaar       daai  appel  ge-ëet. 
 I  have.AUX  already  finished.ADJ  that a pple  PTCP-eat 

（私はあのリンゴをもう食べた） 
 
現在完了形で表される． 

 
(10) 私はあのリンゴをまだ食べていない．／私はあのリンゴをまだ食べない． 
 a. Ek  het        nog  nie      daai  appel ge-ëet    nie. 
 I   have.AUX  yet  not.NEG  that  apple  PTCP-eat  not.NEG 

（私はあのリンゴをまだ食べていない） 
 b. Ek sal       nie     daai  appel  eet    nie. 
 I  will.AUX  not.NEG  that  apple  eat.INF not.NEG 

（私はあのリンゴをまだ食べない） 
 c. Ek gaan    nie      daai  appel  eet     nie. 
 I  go.AUX not.NEG t hat a pple  eat.INF  not.NEG 

（私はあのリンゴをまだ食べない） 
 
(10a)に関しては現在完了形が用いられ，(10b-c)に関しては未来形が用いられる． 
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(11) あの人は今（ちょうど）そのリンゴを食べています／食べているところです． 
 a. Hy is      besig om       die  appel  te  eet. 
 he  be.PRS  busy for.COMP  the  apple  to  eat.INF 

（彼はそのリンゴを食べています） 
 b. Hy is      nou  aan  die eet. 
 he  be.PRS  now  on  the  eat.NMLZ 

（彼は今食べています） 
 c. *Hy is     nou  die  appel  aan die  eet. 
  he be.PRS now  the  apple  on  the  eat.NMLZ 

（彼は今そのリンゴを食べています） 
 d. Hy  sit  nou  die  appel  en   eet. 
 he  sit  now  the a pple  and  eat.INF 

（彼は今（座って）リンゴを食べています） 
 e. Hy  staan  nou  die  appel  en   eet. 
 he  stand  now  the  apple  and  eat.INF 

（彼は今（立って）リンゴを食べています） 
 f. Hy  lê   nou  die  appel  en  eet. 
 he  lay  now  the  apple  and  eat.INF 

（彼は今（横になって）リンゴを食べています） 
 
 アフリカーンス語の進行形は 3 種類存在する．(11a)は besig(英：busy)を用いた進行形，(11b-c)は前置詞句を

用いた進行形，(11d-f)は姿勢動詞(sit, staan, lê)を用いた進行形である．アフリカーンス語における進行形は基本

的には(11a)の形を用いる．この表現は besig(英：busy)を用いているが，忙しい意味を表すわけではなく，進行

形のマーカーとして現れる． 
 (11b-c)のような前置詞句進行形において，(11c)のように前置詞句の前に直接目的語 die appel が現れる場合

は非文となるが，以下のような場合は許容される． 
 
 g.  *Hy is      nou  die  rugby  aan  die   kyk. 
  he  be.PRS  now  the  rugby  on   the  watch.NMLZ 

（彼は今ラグビーを視聴している） 
 h.  Hy  is      nou  aan  die  rugby  kyk. 
   he  be.PRS  now  on   the  rugby  watch.NMLZ 

（彼は今ラグビー視聴をしている） 
 
 (11g)のように，die rugby (英：the rugby)が前置詞句の前に現れる場合は許容されないが，(11h)のように kyk
の直前に置けば許容される．ただし(11h)のような形が許されるのは一部の語のみである．(11)のような「あの

人は今（ちょうど）そのリンゴを食べています」の場合は，(11i)のようにしても許容されない． 
 
 i. *Hy is      nou  aan  die  appel eet. 
  he  be.PRS  now  on  the  apple  eat.NMLZ 

（彼は今リンゴを食べている） 
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(11d-f)は姿勢を表す動詞 sit, staan, lê (英：sit, stand, lay)＋en (英: and)＋不定詞で進行形となる．この進行形は

どの姿勢で食べているか表すことができる．すなわち，(11d)であれば「座った状態でリンゴを食べている」，

(11e)であれば「立った状態でリンゴを食べている」，(11f)であれば「横になった状態でリンゴを食べている」

となる． 
 
(12) 窓が開いている／窓が開いていた． 
 a. Die venster is      oop. 
 the window be.PRS  opened.ADJ 

（窓が開いている） 
 b. Die  venster  was    oop. 
 the  window  be.PST  opened.ADJ 

（窓が開いていた） 
 

(12a)が現在形，(12b)が過去形となる．英語と同じようにwees + oop の形が用いられる． 
 
(13) 私は毎日新聞を読む／読んでいる． 
 a. Ek  lees  elke  oggend   die  koerant. 
 I   read  every  morning  the  newspaper 

（私は毎日（同じ種類の）新聞を読んでいる） 
 b. Ek lees  elke   oggend   koerant. 
 I   read  every  morning  newspaper 

（私は毎日新聞を読んでいる） 
 
(13a)と(13b)は定冠詞の有無で意味が異なる．(13a)は同じ種類の新聞を毎日読んでいる場合，(13b)は異なる

新聞を毎日読んでいる場合に用いられる．これらはどちらも進行形は用いられない． 
 
(14) あなたは（あなたの）お母さんに似ている． 

 Jy   lyk  soos jou  ma. 
 you  look like  your mother 

（あなたは（あなたの）お母さんに似ている） 
 
 英語同様に現在形を用いる． 

 
(15) 私はその頃毎日学校に通っていた． 
 Ek  het        daai tyd  elke   dag  skool  toe       ge-gaan. 
 I   have.AUX  that time every  day  school  to.POSTP  PTCP-go 

（私はその頃毎日学校に通っていた） 
 
 現在完了形を用いる． 
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(16) 私は～に（大きな街の名前など）行ったことがある． 
 a. Ek  was   al      Johannesburg toe. 
 I  be.PST  already  Johannesburg  to.POSTP 

（私はヨハネスブルクに行ったことがある） 
 b. Ek was    al      Johannesburg. 
 I   be.PST  already  Johannesburg 

（私はヨハネスブルクに行ったことがある） 
 c. Ek  het        al      Johannesburg  besoek. 
 I   have.AUX  already Johannesburg  visit.PTCP 

（私はヨハネスブルクを訪れたことがある） 
 

 (16a-c)はいずれも進行形は用いられない．(16a-b)では wees の過去形である was が，(16c)では besoek(英：

visit)の現在完了形が用いられる． 
 
(17) やっとバスは走り出した／走り始めた． 
 a. Die  bus  het       uiteindelik weg<ge>trek. 
 the  bus  have.AUX  finally    trek.out<PTCP> 

（バスがやっと走り出した） 
 b. Die bus  het      uiteindelik  ge-trek. 
 the  bus  have.AUX  finally      PTCP-trek 

（バスがやっと走り出した） 
 c. ?Die bus  het        uiteindelik  begin  ry. 
 the  bus  have.AUX  finally     begin  ride 

（バスがやっと走り出した） 
 

(17)の例のような開始の表現の場合は，アフリカーンス語では(17a-b)のように現在完了形で用いられる．ま

た，begin を用いる文について(17c)の例も提案してくれたが，違和感があるとの回答を得た． 
 
(18) 昨日彼女はずっと寝ていた．[長時間継続] 
 a. Sy  het         gister    heel-dag  ge-slaap. 
  she have.AUX  yesterday  all-day  PTCP-sleep 

（彼女は昨日一日中寝ていた） 
 b. Sy  was gister     heel-dag aan  die  slaap.  Miskien is      sy  siek. 
 she was  yesterday  all-day  on  the  sleep.INF  maybe  be.PRS  she  sick 

（彼女は昨日一日中寝ていた．恐らく彼女は病気だろう） 
 
 (18a)では進行形ではない形が，(18b)では進行形が用いられる．(18a)は「ずっと寝ていた」という事実を述

べているのみである．その一方で，(18b)は事実のみではなく，その後に「恐らく彼女は病気だろう」のような

文が続くとの回答を得た． 
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(19) 私はそれをちょっと食べてみた．[試行] 
 a. Ek  het      so ŉ  klein  bietjie  daar-van  probeer. 
  I  have.AUX  so a little   bit    there-from  try.PTCP 

（私はそれをちょっと試してみた） 
 b. Ek  het       dit  ge-proe. 
 I   have.AUX  it   PTCP-taste 

（私はそれをちょっと味わってみた） 
 
「食べてみた」のような場合は現在完了形が使われる．(19)のような文の試行的な表現としては，probeer「試

す」や proe「味わう」のどちらかが用いられる． 
 
(20) あの人はそれ（ら）をみんなに分け与えた．[多くの（間接）目的語に対する多回的アスペクト] 
 Hy  het       dit  aan  almal    uit<ge>deel. 
    he  have.AUX  it   on  everyone  out.share<PCTP> 
     （彼はそれをみんなに分け与えた） 
 
uitdeel という動詞自体が「分け与える」といった複数回繰り返される行為を表すため，このほかに多回的ア

スペクトを示す特別な形はなく，現在完了形の het…uitgedeel が用いられる． 
 
(21) さあ，（私たちは）行くよ！ 
 a. Kom     ons  gaan! 
 come.IMP  we  go.INF 

（（私たちは）行くよ！） 
 b. Kom      ons eet     ŉ biltong! 

 come.IMP  we  eat.INF  a biltong 
（（私たちは）干し肉を食べに行くよ！） 

 c. *Kom      ons  ŉ biltong  eet! 
 come.IMP we  a biltong  eat.INF 

（（私たちは）干し肉を食べに行くよ！） 
 
英語の let us に相当する語は，アフリカーンス語では kom ons +不定詞で用いられる．目的語を含んだもの

が(21b-c)になるが，不定詞は kom onsの直後に置くと回答を得た． 
 

(22) 地球は太陽の周りを回っている．[恒常的な真理] 
 Die aarde  wentel om   die  son. 
 the  earth  revolve aroud  the  sun 

（地球は太陽の周りをまわっている） 
 
現在形を用いる． 
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(23) あの木は今にも倒れそうだ． 
 a. Dit lyk  as-of  die boom  enige  oomblik  kan      omval. 
 it  seem as-if  the  tree   any   moment can.AUX  topple.INF 

（あの木は今にも倒れそうだ） 
 b. Daai  boom  gaan     amper  omval. 
 that   tree   go.AUX  almost  topple.INF 

（あの木はじきに倒れる） 
 
lyk asof で「今にも～しそうだ」という意味を表す．最も適切な例は(23a)であるが，(23b)のような近接未来

でも可能である． 
 
(24) （私は）あやうく転ぶところだった．[未実現の事態] 
 a. Ek  was    op  pad om      te struikel. 
  I   be.PST  on  way  for.COMP  to  stumble.INF 

（私はあやうく転ぶところだった） 
 b. Ek was    op  pad  om       te  trip. 
  I   be.PST  on  way  for.COMP  to  stumble.INF 

（私はあやうく転ぶところだった） 
 

op pad で「～する途中だ」という意味を表す．(24a-b)を直訳すると「私は転ぶ途中であった」といった意味

になる． 
 
(25) 明日客が来るので，パンを買っておく．[準備] 
 Ons  kry môre     gast-e,   so  ek  gaan   solank brood  koop. 
 we  get tomorrow  guest-PL  so  I  go.AUX  so    bread  buy.INF 

（私たちは明日ゲストを招く．だから私はパンを買っておく） 
 
 準備を表す表現に関しては，未来形が用いられる． 
 
(26) （私は）～に（街とか市場とか）行ったとき，この袋を買った． 
 Ek het      hierdie  sak  ge-koop   toe   ek in Johannesburg  was. 
 I  have.AUX  this   bag  PTCP-buy  when  I  in Johannesburg  be.PST 

（私はヨハネスブルクに行ったとき，この袋を買った） 
 
 「ヨハネスブルクに行ったとき」は過去形のwasが用いられ，「この袋を買った」は現在完了形が用いられ

る．これに関しては，wees (英：be)に過去形が存在するため過去形が使われる一方で，koop (英：buy)は過去形

が存在しないため現在完了形が用いられる． 
 
(27)（私は）～に（街とか市場とか）行く時／行く前に，この袋を買った． 
 Ek  het      die sak  ge-koop   voordat  ek na Johannesburg  ge-gaan   het. 
 I  have.AUX the bag  PTCP-buy before   I  to Johannesburg  PTCP-buy  have.AUX 

（ヨハネスブルクに行く前に，私はこの袋を買った） 
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「ヨハネスブルクに行く前」と「この袋を買った」は主文・従属文どちらも現在完了形が用いられる． 

 
(28)（私は）彼が市場でこの袋を買ったのを知っていた． 
 Ek  het       ge-weet    hy het       die  sak in daai  mark ge-koop. 
 I  have.AUX  PTCP-know he have.AUX the  bag in that  market  PTCP-buy 

（私は彼があの市場でこの袋を買ったのを知っていた） 
 
 (27)と同様に，「知っていた」と「彼はあの市場で袋を買った」は主文・従属文どちらも現在完了形が用いら

れる． 
 
 
3. 言語データ（モダリティ） 

(1) （その仕事が終わったら）もう帰ってもいいですよ． 
 a.  Jy  kan           huis-toe   gaan. 
  you  can.AUX.MOD house-to  go.INF 

（もう帰っていいですよ） 
 b. Jy   mag           huis-toe gaan. 
  you  may.AUX.MOD  house-to  go.INF 

（もう帰っていいですよ） 
 

(1a-b)はどちらも話法の助動詞を使っている文である．(1a)は状況可能で kan が用いられており，後者は許可

で mag が用いられる． 
 
(2) （腐っているから，あなたは）それを食べてはいけない／それを食べるな． 
 a.  Jy   moe-nie                 dit  eet     nie. 
  you  must-not.AUX.MOD.NEG it   eat.INF  not.NEG 

（あなたはそれを食べてはいけない） 
 b.  Hy is      Moslem, so  hy mag          nie      vark  eet    nie. 
  he  be.PRS  Muslim  so  he  may.AUX.MOD  not.NEG  pork eat.INF  not.NEG 

（彼はムスリムだ．だから彼は肉を食べてはならない．） 
 
(2a)のように moenie...nie で禁止となる．また，(2b)のように戒律で禁止されている場合は mag nie...nie を用

いる． 
 
(3) （遅くなったので）私たちはもう帰らなければならない 
 Ons moet           nou huis-toe   gaan. 
 we  must.AUX.MOD  now  house-to   go.INF  

（私たちは今帰らなければならない） 
 
 義務を表す場合，話法の助動詞のmoet が用いられる． 
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(4) （雨が降るそうだから）傘を持って出かけたほうがいいよ． 
 a. Jy  beter     ’n sambreel saam   vat      vandag. 
 you  had.better  a umbrella  together  take.INF  today 

（君は傘今日傘を持って行った方が良いよ） 
 b. Ek dink jy moet            vandag ‘n sambreel saam  vat. 
 I think you must.AUX.MOD today   a umbrella together take.INF 

（君は今日傘を持って行った方がよいと思う） 
 c. Ek dink   dat       jy   vandag  ‘n sambreel  moet           saam   vat. 
 I  think  that.COMP  you  today   a umbrella  must.AUX.MOD  together  take.INF 

（君は今日傘を持って行った方が良いと思う） 
 

(4a)が基本的に用いられるもの，(4b)はフレンドリーな言い方，(4c)は強めな言い方となる．(4a)では英語の

had betterに相当するbeterを用いた表現である．(4b-c)に関しては話法の助動詞であるmoetが用いられている．

また，(4b)は従属接続詞 dat を省略した文，(4c)は省略していない文となる． 
 
(5) 歳をとったら，子供の言うことを聞くべきだ／聞くものだ． 
 a. Mens-e    moet            na hulle kind-ers  luister  as    hulle oud ge-word      het. 
 people-PL  must.AUX.MOD  to  their child-PL  listen  if.CNJ they  old  PTCP-become  have.AUX 

（歳をとったら，子供の言うことを聞くべきだ） 
 b. ‘n Mens   moet           na  jou  kind-ers  luister  as    jy   oud  ge-word      het. 

 a person  must.AUX.MOD  to  your child-PL  listen   if.CNJ  you  old  PTCP-become have.AUX 
（歳をとったら，子供の言うことを聞くべきだ） 

 
「…すべきだ／…するものだ」は moet が用いられる．(5a)の Mense は複数形主語であり，これはひとりひ

とりに直接向かって言うような意味として用いられる．一方，(5b)の Mens は単数形であり，総称的な指示表

現となっている． 
 
(6) お腹が空いたので，（私は）何か食べたい． 
 Ek  wil              graag  iets       eet,     want   ek  is       honger.  
 I  want.to.AUX.MOD gladly  something  eat.INF  bcause  I   be.PRES  hungry 

（私は何かを食べたい，なぜなら私は空腹だからだ） 
 
「食べたい」のように何かしらの願望を表す場合はwil が用いられる．更に，(6)のように graag がある場合

は主語の願望を強める． 
 
(7) 私が持ちましょう． 
 Kom      ek  vat     dit.  
 come.IMP  I  take.INF it 

（私が持ちましょう） 
 

 一人称の意志に関しては，kom ek で表される．(7)では vat が不定詞として kom ek の直後に現れる． 
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(8) じゃあ，一緒に昼ご飯を食べましょう． 
 Kom      ons  eet     saam    middagete! 
 come.IMP  we  eat.INF  together  lunch 

（一緒に昼ご飯を食べましょう） 
 
英語の let usは，アフリカーンス語では kom onsとなる．(8)は(7)と同様に kom+人称代名詞の主格形＋不定

詞の形で勧誘を表す． 
 
(9) 一緒に昼ご飯を食べませんか？ 
 a. Wil                jy  saam    middagete  eet?  
 want.to.AUX.MOD  you  together  lunch     eat.INF 

（一緒に夕食を食べますか？） 
 b. Wil               jy   nie     dalk    saam    middagete  eet     nie? 
 want.to.AUX.MOD  you  not.NEG  perhaps  together  lunch     eat.INF  not.NEG  

（一緒に夕食を食べませんか？） 
 c. Is       jy   lus       om       saam    middagete  te  eet? 
 be.PRS  you  in.the.mood  for.COMP  together  lunch     to  eat.INF 

（一緒に夕食を食べない？） 
 

(9a)がニュートラルな表現，(9b)が丁寧な表現，(9c)がフランクな表現となる．(9a)の場合は，(6)のように wil 
+ 不定詞の形を用いる．(9b)の場合は，(9a)の表現に否定を加えることで丁寧さを際立たせる形となる．(9c)は
(9a,b)とは異なり，wil ではなく lus om …te 不定詞を用いる形で「～する気があるか」の意味となる． 
 
(10) 明日，良い天気になるといいなあ．／明日は良い天気になってほしいなあ． 
 a. Ek  hoop  dis  mooi-weer    môre. 
 I   hope  it's  good-weather  tomorrow  

（明日，良い天気になるといいなあ） 
 b. Ek hoop  môre     se    weer   is      goed.  
 I  hope  tomorrow  POSS  weather  be.PRS  good 

（明日の天気は良いといいなあ） 
 
「明日」という近接未来であっても(3a-b)ともに wees (英：be)が現在形で用いられる．この文においては，

「～になる」という意味であってもアフリカーンス語の raak(英：get)や word(英：become)は用いられない． 
 

(11)（私はここで待っているから）すぐにそれを持って来なさい． 
 a. Ek wag hier,  so  bring     dit asseblief  vinnig!  
 I  wait  here  so  bring.IMP  it  please    quickly 

（私はここで待っている，だからそれをすぐに持ってきてください） 
 b. Bring     dit onmiddellik,  ek  wag  hier.  
 Bring.IMP it  immediately  I   wait  here 

（すぐにそれを持って来なさい，私はここで待っています） 
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どちらも同じような意味になるが，「すぐに」という意味に関しては，(11b)で用いられる onmiddellik の方が

(11a)の vinnig より強い意味合いで用いられる． 
 
(12) そのペンをちょっと貸していただけませんか？ 
 a. Sal            jy   asseblief  vir my  daai pen  gou     leen?  
 shall.AUX.MOD  you  please    for  me  that  pen  quickly  lend.INF 

（そのペンをちょっと貸していただけませんか） 
 b. Gee  jy   om    om      my  gou     daai  pen  te leen?  
 give  you  round  for.COMP me  quickly  that   pen  to  lend.INF 

（あなたは私にちょっとそのペンを貸してくれる気がありますか） 
 
どちらも同じような意味になるが，(12a)では，sal +不定詞を，(12b)では分離動詞の gee...omを用いている．

前者の sal は英語の shall に相当し，後者 gee…om（＜omgee）は英語の care に相当する． 
 
(13) あの人は中国語が読めます．／あの人は中国語を読むことができます． 
  Daai persoon  kan            Chinees/Sjinees lees.  
  that  person  can.AUX.MOD  Chinese        read.INF 

（あの人は中国語が読める） 
 

能力可能の表現は，kan+不定詞で用いられる．「中国語」の表記は，Chinees/Sjineesの両表記の可能性がある

との回答を得た．発音はどちらも/ˈʃiːniəs/となる． 
 
(14) 明かりが暗くて，ここに何が書いてあるのか，読めない 

Ek kan           nie     lees     wat   hier  ge-skryf    staan     nie,     want   dis te donker. 
I  can.AUX.MOD  not.NEG read.INF what  here  PTCP-write stand.AUX not.NEG because  it's too dark 

（私は何がここに書かれているのか読めない．なぜなら暗すぎるからだ） 
 

(13)の能力可能同様に，(14)の状況可能においても kan が用いられる． 
 
(15) （朝早く出発したから）彼らはもう着いているはずだ／もう着いたに違いない． 
 a. Hulle  behoort          al      aan<ge>kom   te  het.  
 they  should.AUX.MOD  already  arrive<PTCP>  to  have.AUX 

（彼らはもう着いているはずだ） 
 b. Hulle  moes          seker al      aan<ge>kom  het. 
  they  must.AUX.PST  surely  already  arrive<PTCP>  have.AUX 

（彼らはもう着いたに違いない） 
 
確信や強い推測については(15a)の behoort... te や(15b)の moes の形が用いられる．(15a)の behoort は現在形，

(15b)の moes は過去形である．(15b)では moet(英：must)を過去形の moes にすることで反実仮想を表すことが

できる．また，アフリカーンス語では本来 te の直後は不定詞となるが，(15a)に関しては te の直後であっても

不定詞 hê ではなく het が現れる．(15b)に関しても，話法の助動詞である moesがあっても不定詞の形ではない

het が現れる． 
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(16) （あの人は）明日はたぶん来ないだろう． 
 a. Hy sal       seker  nie      môre      kom      nie. 
 he  will.AUX  surely  not.NEG  tomorrow  come.INF  not.NEG 

（彼は明日多分来ないだろう） 
 b. Hy sal       waarskynlik  nie    môre     kom      nie. 
 he  will.AUX  probably  not.NEG  tomorrow  come.INF  not.NEG 

（彼は明日多分来ないだろう） 
 c. Ek  vermoed hy  sal     dalk    nie       môre     kom      nie. 
 I  suspect  he  will.AUX  maybe  not.NEG  tomorrow  come.INF  not.NEG 

（私は明日彼が来ないだろうと思う） 
 
(16)のような推量に関しては，seker, waarskynlik, dalk のような副詞を用いて表す．確実性としては，

seker>waarskynlik>dalk のようになるため，来ない確率が高い順番としては，(16a)＞(16b)＞(16c)となる． 
 
(17) 彼らはまだ来ないなんて，きっと途中で車が壊れたんじゃないか． 
 a. Ek  wonder  of     hulle kar  nie     dalk   on-klaar    ge-raak   het       nie,  
 I   wonder  if.CNJ their  car  not.NEG  maybe  un-finished  PTCP-get  have.AUX  not.NEG  
  want    hulle het       nog  nie      aan<ge>kom   nie. 
  because  they  have.AUX  yet  not.NEG  arrive<PTCP>  not.NEG 

（私は彼らの車が壊れたのじゃないかと思う．なぜなら彼らが到着していないからだ） 
 b. Hulle  het       nog  nie      aan<ge>kom   nie,      so  ek  wonder  of     hulle  kar  
 they  have.AUX yet  not.NEG  arrive<PTCP>  not.NEG  so  I   wonder  if.CNJ  their  car  
  nie    dalk    on-klaar    geraak    het       nie. 
  not.NEG  maybe  un-finished  PTCP-get  have.AUX  not.NEG 

（彼らはまだ到着していない．だから私は彼らの車が壊れたんじゃないかと思う） 
 
 (17a-b)どちらも副詞の dalk を用いて推量を表す． 
 
(18) （昼間だからあの人は家に）さあ，いるかもしれないし，いないかもしれない． 
 Ek is     nie     seker  nie.    hy mag           dalk   daar wees,  maar dalk  ook  nie. 
 I be.PRS not.NEG sure  not.NEG  he may.AUX.MOD maybe  there be.INF but  maybe  also  not.NEG 

（私は確信がない...彼がそこにいるかもしれないし，いないかもしれない） 
 
「～かもしれない」のような可能性に関してはmag を用いる．これに加え推量の副詞である dalk も同時に

現れる． 
 
(19) （額に触ってみて）どうもあなたは熱があるようだ． 
 Dit lyk  of    jy   dalk   koors  het.   
 it   look if.CNJ  you  maybe  fever  have.PRS 

（どうもあなたは熱があるようだ） 
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 「～のような」はアフリカーンス語では dit lyk で表される．これに加え推量の副詞の dalk も用いる． 
(20) （天気予報によれば）明日は雨が降るそうだ． 
 a. Dit gaan    glo      môre      reën. 
 it  go.AUX  allegedly  tomorrow  rain.INF 

（明日は雨が降るそうだ） 
 b. Ek hoor  dit gaan     môre     reën. 
 I   hear  it  go.AUX  tomorrow  rain.INF 

（私は明日雨が降ると聞いている） 
 c. Dit gaan   môre     reën. 
 it  go.AUX  tomorrow  rain.INF 

（明日雨が降るそうだ） 
 

(20a-c)はどれも近接未来である gaan＋不定詞の形で現れる．推量を表す副詞が用いられるのは(20a)のみで

あり，他は推量の副詞を用いていない． 
 
(21) もしお金があったら，あの車を買うんだけれどなあ． 
  As    ek  geld   ge-had     het       sou                 ek  daai  kar  koop! 
 if.CNJ I  money PTCP-have  have.AUX would.AUX.MOD.PST  I   that  car  buy.INF 

（もしお金があったら，あの車を買うんだけれどなあ） 
 

salの過去形であるsouを用いることで事実に反する事柄を仮想的に表すことができる．条件文については，

(21)のような現在の事実に対する反実仮想であっても現在完了形を用いる． 
 
(22) もしあなたが教えてくれていなかったら，私はそこにたどり着けなかったでしょう． 
 a. As     jy   my  nie       ge-sê     het       nie     sou                 ek  daai  plek  
 if.CNJ you  me  not.NEG  PTCP-say have.AUX not,NEG would.AUX.MOD.PST I   that  place  
 nie       ge-haal     het       nie! 
 not.NEG  PTCP-reach  have.AUX  not.NEG 

（もしあなたが私に言わなかったら，私はその場所にたどり着かなかったでしょう） 
 b. Het       jy  my  nie     vertel     nie,      sou                 ek  daai plek   sekerlik  
 have.AUX you  me  not.NEG tell.PTCP  not.NEG,  would.AUX.MOD.PST  I   that  place  surely  
 nie       kon               ge-haal     het        nie. 
 not.NEG  can.AUX.MOD.PST  PTCP-reach  have.AUX  not.NEG  

（もしあなたが私に伝えなかったら，私はその場所にたどり着かなかったでしょう） 
 
「私はその場所にたどり着かなかったでしょう」の箇所は，(22a-b)どちらも(21)のように sou を用いる．(22a)

は英語の if に相当する asを用いている一方で，(22b)は助動詞 het から始めることで仮定を表している．また，

(22a-b)では(15)のように時制の表示が複数現れている．(22a)では sal の過去形である sou と haal の現在完了形

である het... gehaal が現れる．(22b)では sal，kan の過去形である sou，kon が，haal の現在完了形である het... 
gehaal が現れ，合計 3 つの時制が同時に現われる．また，話法の助動詞である sou が来た場合は本来不定詞が

現れるが， (22a-b)どちらも不定詞ではない het が現れる． 
 



Aspect and modality expressions in Afrikaans, Akira Sando 

 16 / 18 

 
(23) （あの人は）街へ行きたがっている． 
 Hy  wil              graag  dorp/stad  toe        gaan. 
 he  want.to.AUX.MOD  gladly  town city  to.POSTP  go.INF 

（彼は街/都市へ行きたがっている） 
 

3人称の主体による希望でも 1人称による希望を表す(6)と同様に wilを用いる． 

 
(24) 僕にもそれを少し飲ませろ． 
 Laat    my  ook  ‘n bietjie  daar-van  drink. 
 let.IMP  me  also  a bit    there-from  drink-INF 

（僕にもそれを少し飲ませろ） 
 
laat を文頭に置くことで，命令を表す．被使役者は目的格代名詞である my が用いられる． 

 
(25) これはあの人に持って行かせろ／持って行かせよう． 
 a. Laat    hy  dit  bring. 
 let.IMP  he  it   bring.INF 

（これはあの人に持って行かせろ） 
 b. Laat    hom dit bring. 
 let.IMP  him  it  bring.INF 

（これはあの人に持って行かせろ） 
 c. Kom      ons  laat     hom  dit  bring.  
 come.IMP  we  let.AUX  him  it   bring.INF 

（これはあの人に持って行かせよう） 
 
(25a-b)では(24)のような laat を用いた命令形が，(25c)では laat に加え(8)で扱った kom ons が用いられる．

(25a)では被使役者が主格代名詞で現れ，(25b)では目的格代名詞で現れているが，どちらの表現でも可能との

回答を得た． 
 
(26) そのテーブルの上のお菓子は後で食べなさい． 
 a. Eet     asseblief later  die soetgoed op  die  tafel.  
 eat.IMP  please   later  the  sweets    on  the  table 

（そのテーブルの上のお菓子は後で食べてください） 
 b. Eet     gerus  later  die  soetgoed  op  die  tafel.  
 eat.IMP  freely later  the  sweets   on  the  table   

（そのテーブルの上のお菓子は後で是非食べなさい） 
 
「後で～せよ」という未来の命令は未来形にせず，現在形の命令形で表される． 
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(27) もっと早く来ればよかった． 
 a. As     ek maar  vroeër ge-kom  het!        (Sou             dit beter  ge-wees  het.) 
 if.CNJ  I  but  earlier PTCP-come  have.AUX  Would.AUX.MOD  it  better  PTCP-be  have.AUX 

（私が早く来ていたら！（良かったのに…）） 
 b. Ai, dit  sou             beter  ge-wees   het        as    ek  vroeër ge-kom     het. 
 oh, it  would.AUX.MOD  better  PTCP-be  have.AUX  if.CNJ I  earlier PTCP-come  have.AUX 

（私が早く来ていたらよかった） 
 
「もし早く来ていたら」のような過去の反実仮想は(22)と同様に現在完了形が用いられる．「良かった」の

箇所では(21)や(22)のように sou が用いられる． 
 
(28) あなたも一緒に行ったら（どうですか）？ 
 a. Wat  van  as     jy   saam-gaan?  
 what of  if.CNJ  you  with-go 

（あなたも（私なしで）一緒に行ったらどうですか） 
 b. Wat  van as     jy   saam-kom?  
 what of  if.CNJ  you  with-come 

（あなたも（私ありで）一緒に行ったらどうですか） 
 
「あなたも一緒に行ったらどうですか？」のような提案に関しては wat van が用いられる．「一緒に行く」

を意味する saamgaan は現在形として現れる．(28a)は一緒に行く相手に発話者が含まれず，(28b)は一緒に行く

相手に発話者が含まれる． 
 
(29) オレがそんなこと知るか！ 
 a. Hoe  moet           ek weet?  
 how  must.AUX.MOD  I   know.INF 

（どうしてオレがそんなことを知っているはずなのか？） 
 b. Hoe moes               ek  weet?   
 how must.AUX.MOD.PRT  I   know.INF 

（どうしてオレがそんなことを知っているはずなのか？） 
 c. Hoe moes               ek  ge-weet     het       daar-van?  
 how must.AUX.MOD.PRT  I  PTCP-know  have.AUX  there-from 

（どうしてオレがそんなことを知っているはずなのか？） 
 

(29a-c)はいずれも反語疑問文で表される．(29a)では現在形である moet が，(29b-c)では moet の過去形であ

る moes が用いられる．アフリカーンス語では，「そんなこと」がいつ起きたかによって現在形・過去形と使

い分ける．例えば(29a)の場合であれば「～という政治家についてどう思うか」のような現時点で起きている

ときに用いられる．(29b-c)は，発話者が昨日何かしらの問題を起こし，そのことについて詰問された場合に

用いられるとの回答を得た． 
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(30) これを作った（料理した）のは，お母さんだよね？／いいえ，私が作ったのよ． 
 Wie  het       hierdie  ge-maak,   seker  jou  ma   nè? / Nee,  dit was    ek. 
 Who  have.AUX this   PTCP-make surely  your mother right No   it  be.PST  I 

（誰がこれを作ったの？きっと君のお母さんだよね？／いいや，それは私だよ） 
 
「～だよね？」のような付加疑問文に関しては，アフリカーンス語では nè が用いられる． 

 
 

略号一覧 

- 接辞境界  < > 接中辞    ADJ  形容詞  AUX 助動詞  CNJ 接続詞  COMP 補文標識 
IMP 命令  INF 不定詞  MOD モダリティ NEG 否定      NMLZ 名詞化  PL 複数 
POSS 所有 POSTP 後置詞  PRS 現在    PST 過去    PTCP 分詞 
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1.   はじめに 
 本稿のデータは，『語学研究所論集』第 15 号の特集「アスペクト」の調査項目を，スペインバスク地

方ビスカヤ州出身のバスク語標準語（ビスカヤ方言の影響あり）の話者の方（1990 年生まれ）にスペイ

ン語から訳していただいたものである．媒介言語としてのスペイン語の文については，本論集の特集デ

ータのスペイン語のものを用いたのでそちらを参照されたい． 
 
2.   データおよびコメント 
 以下，データを調査項目ごとに提示し，コンサルタントおよび石塚のコメントを付す．「C:」から始ま

るコンサルタントによる注記は，話者が英語で書いてくださったものを吉成が日本語に訳し，石塚が適

宜編集したものである．「MI:」から始まる注記は石塚のものである．各節冒頭には調査項目の日本語原

文を掲げた．バスク語文の日本語訳は，原文と文意が異なる場合のみ明記した． 
 
 
 
 
 
 

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 
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Aspect in Basque, Masayuki Ishizuka, Kanae Yoshinari 
 

 2 / 9 

2.1. 自動詞の完結相〜パーフェクト 
「～さん（固有名詞）は／あの人はもう来た」 

 
(1)    a.  Ander           jadanik hel-du        da. 
            Ander[ABS] already  arrive-PFV  PRS.3[SG]ABS.INTR 
         「アンデルはもう着いた」 
        b. Ander           jadanik etorr-i       da. 
            Ander[ABS] already  come-PFV  PRS.3[SG]ABS.INTR 
         「アンデルはもう来た」 
 
C: (1a) は「着いた」，(1b) は「来た」 
MI: 完了分詞＋助動詞の現在形で完結相の近過去を表す．heldu「着いた」と etorri「来る」の 2 つの動詞

で訳されているが，スペイン語の venir は特に到着局面を示す場合には heldu で訳されることがある（cf. 
https://hiztegiak.elhuyar.eus/es/venir）． 
 
2.2. 自動詞のパーフェクト 

「～さん（固有名詞）は／あの人はもう来ている」 
 
(2)    a.  Ander           jadanik etorr-i       da. 
            Ander[ABS] already  come-PFV  PRS.3[SG]ABS.INTR 
         「アンデルはもう来た」 
        b. Ander           jadanik etorr-i-a                   da. 
            Ander[ABS] already  come-PFV-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS.be 
         「アンデルはもう来ている」 
 
MI: (2a) は (1) と同じく完結相の近過去．(2b) は完了分詞がコピュラ動詞の補語になっており，一種の

形容詞述語文と分析できる．(2b) の -a は名詞句につく定冠詞と同形で，ある種の形容詞述語文の補語

をマークする．ここでは数の標識として分析している． 
 
2.3. 自動詞の完結相の否定 

「～さん（固有名詞）は／あの人はまだ来ていない」 
 
(3)    Ander           oraindik  ez     da                            etorr-i. 
        Ander[ABS] yet           NEG  PRS.3[SG]ABS.INTR  come-PFV 
     「Ander はまだ来ていない」 
 
MI: (1) および (2a) の近過去の否定． 
 
2.4.  自動詞の現在の否定 

「～さん（固有名詞）は／あの人はまだ来ない」 

 
 



バスク語のアスペクト, 石塚政行, 吉成奏慧 

 3 / 9 

(4)    a.  Ander           oraindik  ez     da                           etorr-i. 
            Ander[ABS] yet           NEG  PRS.3[SG]ABS.INTR come-PFV 
         「アンデルはまだ来ていない」 
         b. Ander           oraindik  ez     da                            etorr-i-ko. 
             Ander[ABS] yet           NEG  PRS.3[SG]ABS.INTR  come-INF-FUT 
          「アンデルはまだ来ようとしない」 
 
MI: (4a) は近過去の否定．(4b) は未来分詞＋助動詞現在形からなる未来形の否定． 
 
2.5.  近未来 

「～さん（固有名詞）は／あの人は もう（すぐ）来る」 
（中国語など，このようなケースで一種の完結相（モダリティかもしれないが）を使える言語がある） 

 
(5)    a.  Ander           etor-tze-kotan    da-go. 
            Ander[ABS] come-GER-PRSP PRS.3[SG]ABS-be.there 
         「アンデルは今まさに来ようとするところだ」 
        b. Ander           oraintxe  etorr-i-ko         da. 
            Ander[ABS] just.now  come-INF-FUT  PRS.3[SG]ABS.INTR 
         「アンデルは今すぐ来る」 
 
C: (5a) は「来そうだ，すぐ来るところ」などの意．(5b) は「すぐ（来る）」． 
MI: (5a) は動名詞から派生した将然相．動詞 egon ‘be there’ は現在形．(5b) は未来形． 
 
2.6.  発見 

「（あ！）～さんが来た！」（その人が来るのに気づいた場面での発話） 

 

(6)    Ander           etorr-i       da! 
        Ander[ABS] come-PFV PRS.3[SG]ABS.INTR 
     「アンデルが来た！」 
 
MI: 近過去． 
 
2.7.  現在と切り離された過去 

「昨日～さんが来たよ」 
 
(7)    Atzo         Ander           etorr-i       ze-n. 
        yesterday Ander[ABS] come-PFV PST.3[SG]ABS.INTR-PST 
     「昨日アンデルが来た」 
 
MI: 完了分詞＋助動詞過去形からなる遠過去形．バスク語スペイン諸方言では，近過去は今日，今週，

今月，今年など発話時を中心とした時間幅に生じた事態を表し，遠過去はそれ以前の事態を表すとされ

る． 
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2.8.  現在と切り離された過去の否定 

「昨日～さんは来なかったよ」 
 

(8)    Atzo         Ander           ez     ze-n                        etorr-i. 
        yesterday Ander[ABS] NEG  PST.3[SG]ABS-PST  come-PFV 
     「昨日アンデルは来なかった」 
 
MI: (7) の遠過去の否定． 
 
2.9.  他動詞のパーフェクト 

「（私は）あのリンゴをもう食べた」 
 

(9)    a.  (Ni-k)         sagar hori                         jadanik jan        d-u-t. 
            (1SG-ERG)  apple  that(MED)[SG.ABS]  already  eat.PFV  PRS.3[SG]ABS-TR-1SG.ERG 
          「（私は）あのリンゴをもう食べた」 
        b. (Ni-k)         jadanik jan-a                   du-t                                         sagar hori. 
            (1SG-ERG)  already  eat.PFV-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-have-1SG.ERG  apple  that (MED)[SG.ABS] 
          「（私は）あのリンゴはもう食べた（食べてある）」 
 
MI: (9a) は近過去形．(9b) はパーフェクトで，完了分詞 jan(-a) は所有動詞 izan ‘have’ の目的語（sagar 
hori「あのリンゴ」）に対して補語の関係にある．-a は (2b) と同様数の標識として分析している． 
 
2.10.  他動詞のパーフェクトの否定 

「私はあのリンゴをまだ食べていない／ 私はあのリンゴをまだ食べない」 

 

(10)    a.  Ni-k         ez     d-u-t                                    oraindik  sagar hori                         jan. 
              1SG-ERG  NEG  PRS.3[SG]ABS-TR-1SG.ERG yet           apple  that(MED)[SG.ABS]  eat.PFV 
           「私はあのリンゴをまだ食べていない」 
          b. Ni-k         ez     d-u-t                                    oraindik  sagar hori                         jan-go. 
              1SG-ERG  NEG  PRS.3[SG]ABS-TR-1SG.ERG yet           apple  that(MED)[SG.ABS]  eat.INF-FUT 
            「私はあのリンゴをまだ食べない」 
 
C: (10a) は「まだ食べていない」というただの事実を表す．(10b) は「将来食べるつもりだけど，すぐは

食べない．時間を空けてから食べる」ということ． 
MI: (10a) は近過去形の否定，(10b) は未来形の否定． 
 
2.11.  現在進行 

「あの人は今（ちょうど）そのリンゴを食べています／食べているところです」 
 
(11)    Ander           sagar hori                         ja-te-n            ari               da                           ( oraintxe ber-tan ) 
          Ander[ABS] apple  that(MED)[SG.ABS]  eat-GER-LOC  engage.INF  PRS.3[SG]ABS.INTR ( now       INT-LOC ) 
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       「アンデルは今まさにそのリンゴを食べているところです」 
 
C: 現在進行形に使う aritu は，「従事中である」を意味する動詞． 
MI: コンサルタントは aritu としているが，この例で使われている動詞は多くの辞書で ari または ari izan
の見出しで掲載されている不規則動詞と考えるべきである．aritu と ari はともに「従事する」の意味で，

動名詞または行為名詞の位置格形などを補語とする． 
  
2.12.  対象物を主語とした結果状態 

「窓が開いている／窓が開いていた」 

 

(12)    a.  Leiho-a                 ireki-ta            da-go.  
              window-SG[ABS]  open.PFV-RES  PRS.3[SG]ABS-be.there 
            「窓が開いている」（結果状態） 
          b. Leiho-a                 ireki-ta            ze-go-en. 
              window-SG[ABS]  open.PFV-RES  PST.3[SG]ABS-be.there-PST  
            「窓が開いていた」（結果状態） 
          c.  Leiho-a                 ireki-tze-n         ari               da.  
              window-SG[ABS]  open-GER-LOC engage.INF  PRS.3[SG]ABS.INTR 
            「窓が開きつつある」（進行） 
          d. Leiho-a                 ireki-tze-n         ari               ze-n. 
              window-SG[ABS]  open-GER-LOC  engage.INF  PST.3[SG]ABS.INTR-PST 
            「窓が開きつつあった」（進行） 
 
C: (12c–d) は「窓が自ずと開いている動きの途中にある／あった」の意． 
MI: (12a–b) は結果状態を表し，完了分詞から派生した結果を表す副動詞とコピュラ動詞 egon ‘be there’ 
が用いられている．(12a) では egon が現在形，(12b) では過去形．(12c–d) は動詞 ari を用いた進行形．

(12c) は現在形，(12d) は過去形． 
 
2.13.  習慣 

「私は毎朝新聞を読む／読んでいる」 
 
(13)    Ni-k         goizero              egunkari-a                irakur-tzen  d-u-t. 
          1SG-ERG  every.morning  newspaper-SG[ABS]  read-IPFV    PRS.3[SG]ABS-TR-1SG.ERG 
 
MI: 進行形ではなく，不完了分詞＋助動詞現在形からなる現在形が用いられている． 
 
2.14.  開始時点の不明瞭な状態 

「あなたは（あなたの）お母さんに似ている」 
 
(14)    Zure          ama-ren         antz-a                          d-u-zu. 
          2SG-PGEN  mother-PGEN resemblance-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-have-2SG.ERG 
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MI:「母親との類似性を持っている」の意．所有動詞 izan ‘have’ は現在形． 
 
2.15.  過去の習慣 

「私はその頃毎日学校に通っていた」 
 
(15)    Garai  har-tan                  egunero    joa-ten   nin-tz-en                          eskola-ra. 
          time    that(DIST)SG-LOC  every.day  go-IPFV  NPRS.1SG.ABS-INTR-PST  school[SG]-ALL 
 
MI: 不完了分詞＋助動詞過去形からなる半過去形． 
 
2.16.  経験 

「私は～に（大きな街の名前など）行ったことがある」 
 
(16)    a.  Ni             Tokio-n       egon-a                        na-iz. 
              1SG[ABS] Tokyo-LOC be.there.PFV-SG[ABS] PRS.1SG.ABS-be 
            「私は東京に行ったことがある」 
          b. Ni             Tokio-n       egon              na-iz. 
              1SG[ABS] Tokyo-LOC be.there.PFV  PRS.1SG.ABS-be 
            「私は東京に行ってきた」 
 
MI: (16a) は (2b) と同じパーフェクト現在形．(16b) は egon ‘be there’ の近過去形． 
 
2.17. 起動相 

「やっとバスは走り出した／走り始めた」 
 
(17)    a.  Autobus-a     azkenean abian        jarr-i          ze-n. 
              bus-SG[ABS] finally      underway  be.put.PFV  PST.3[SG]ABS.INTR-PST 
          b. Autobus-a     azkenean mugi-tze-n         has-i         ze-n. 
              bus-SG[ABS] finally      move-GER-LOC  begin-PFV PST.3[SG]ABS.INTR-PST 
 
C: (17a) は「出発に取り組む」のような意．(17b) は「動き始めた」． 
MI: abian ‘underway’ は「進む」に相当する副詞．jarri ‘be put’ は何らかの状態への変移を表す．いっぽ

う，(17b) のように hasi ‘begin’ を用いて起動相を表すこともできる．hasi は動名詞の位置格形などを補

語とする． 
 
2.18. 長時間継続 

「昨日彼女はずっと寝ていた」 
 
(18)    a.  Atzo         lo-tan        egon              ze-n                                egun  oso-a. 
              yesterdat  sleep-LOC be.there.PFV  PST.3[SG]ABS.INTR-PST  day    whole-SG[ABS] 
          b. Atzo         lo-tan        eman          z-u-en                                          egun  oso-a. 
              yesterdat  sleep-LOC spend.PFV  PST.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]-PST  day    whole-SG[ABS] 
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MI: 長時間継続の意味は egun osoa「一日中」が担っている．(18a) では副詞的に，(18b) では動詞 eman 
‘spend’ の目的語として用いられている． 
 
2.19.（軽度の）試行 

「私はそれをちょっと食べてみた」 
 
(19)    Ni-k         hori                         pixka bat   dasta-tu   n-u-en. 
          1SG-ERG  that(MED)[SG.ABS]  bit      one  taste-PFV  NPRS.1SG.ERG.3[SG].ABS-TR-PST 
 
MI:「ちょっと」は数量詞 pixka bat が，試⾏の意味は動詞 dastatu ‘taste’ が表現している． 
 
2.20.  多方向への客体的配分 

「あの人はそれ（ら）をみんなに分け与えた」 
 
(20)    Har-k                    hori                         guzti-e-kin  elkar-tu      z-u-en. 
          that(DIST)SG-ERG  that(MED)[SG.ABS]  all-PL-COM  share-PFV PST.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]-PST 
 
MI: 配分の意味は動詞 elkartu ‘share’ が表現している． 
 
2.21. 近未来の勧誘 

「さあ，（私たちは）行くよ！」 
 
(21)    Ea,          g-oa-z-en! 
          come.on  PRS.1PL.ABS-go-PL.ABS-COMP 
       「さあ行こう」 
 
MI: 動詞 joan の単純現在形＋補文辞 -(e)n を用いた勧誘形．過去形に関連する表現ではない．勧誘形に

おいては，izan 以外の動詞の単純形は直説法と接続法の区別がないが，複合形では接続法が用いられる． 
 
2.22.  恒常的真理 

「地球は太陽の周りを回っている」 
 
(22)    Lurr-a-k                  eguzki-a-ren           inguru-an 
          earth-DEF[SG]-ERG sun-DEF[SG]-PGEN  circumference-[SG]LOC   
          egi-ten   d-u                                        bira. 
          do-IPFV  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]  revolution[ABS] 
 
MI: 不完了分詞＋助動詞現在形の複合現在形． 
 
2.23.  将然相 

「あの木は今にも倒れそうだ」 
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(23)    a.  Zuhaitz  hori                         edozein  une-ta-n               jaus-te-kotan             da-go. 
              tree        that(MED)[SG.ABS]  any         instant-IDEF-LOC  fall.down-GER-PRSP  PRS.3[SG]ABS-be.there 
           「あの木は今にも倒れるところだ」 
          b. Zuhaitz  hori                         edozein  unetan                 jaus-i-ko                 da. 
              tree        that(MED)[SG.ABS]  any         instant-IDEF-LOC  fall.down-INF-FUT  PRS.3[SG]ABS.INTR 
           「あの木は今にも倒れるだろう」 
 
C: (23a) の直訳は「倒れそうな状態にある」． 
MI: (23a) は動名詞から派生した将然形＋動詞 egon「いる」の単純現在形．(23b) は未来分詞＋助動詞現

在形からなる未来形． 
 
2.24.  将然相（未遂） 

「（私は）あやうく転ぶところだった」 
 
(24)    Eror-tze-kotan  egon              na-iz. 
          fall-GER-PRSP    be.there.PFV  PRS.1SG.ABS-INTR 
       「私は転ぶところだった」 
 
C: 直訳は「転びそうな状態にあった」． 
MI: (23a) と同じく動名詞派生の将然形．動詞 egon は近過去形（完了分詞＋助動詞現在形）． 
 
2.25.  準備 

「明日客が来るので，パンを買っておく」 
 
(25)    Bihar        gonbidatu bat                  da-tor-ki-gu-nez, 
          tomorrow  guest         IDEF.SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-come-DAT-1PL-since 
          ogi-a                 eros-i-ko       d-u-t. 
          bread-SG[ABS]  buy-INF-FUT PRS.3[SG]ABS-TR-1SG.ERG 
       「明日客が来るので，私はパンを買う」 
 
MI: 従属節は動詞 etorri「来る」の単純現在形，主節は未来分詞＋助動詞現在形の未来形．〈準備〉を表す

特別な形式ではない． 
 
2.26.  絶対的テンスの言語における時制の一致（1） 

「（私は）〜に（街とか市場とか）行ったとき，この袋を買った」 
 
(26)    a.  Tokio-ra      joan     nin-tz-enean 
              Tokyo-ALL  go.PFV  NPRS.1SG.ABS-INTR-when   
              poltsa  hau               eros-i      n-u-en. 
              bag      this[SG.ABS]  buy-PFV  NPRS.1SG.ERG.3[SG]ABS-TR-PST 
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          b. Tokio-ra      joa-te-an              poltsa  hau               eros-i      n-u-en. 
              Tokyo-ALL  go-GER[SG]-LOC  bag      this[SG.ABS]  buy-PFV  NPRS.1SG.ERG.3[SG]ABS-TR-PST 
 
2.27.  絶対的テンスの言語における時制の一致（2） 

「（私は）～に（街とか市場とか）行く時／行く前に，この袋を買った」 
 
(27)    a.  Tokio-ra      joan-go       nin-tz-enean 
              Tokyo-ALL  go.INF-FUT  NPRS.1SG.ABS-INTR-when  
              poltsa  hau               eros-i     n-u-en. 
              bag      this[SG.ABS]  buy-PFV NPRS.1SG.ERG.3[SG]ABS-TR-PST 
            「私は東京に行く時に，この袋を買った」 
          b. Tokio-ra      joan     baino  lehen    poltsa  hau               eros-i     n-u-en. 
              Tokyo-ALL  go.PFV  than     before  bag      this[SG.ABS]  buy-PFV NPRS.1SG.ERG.3[SG]ABS-TR-PST 
            「私は東京に行く前に，この袋を買った」 
 
MI: (27a) の従属節は未来分詞＋助動詞過去形の過去未来形，(27b) の従属節は完了分詞＋接続詞 baino 
lehen「〜する前に」による非定形節である．主節はいずれも完了分詞＋助動詞過去形の遠過去形． 
 
2.28.  時制の一致 

「（私は）彼が市場でこの袋を買ったのを知っていた」 
 
(28)    Ni-k         ba=ne-ki-en 
          1SG-ERG  AFF=NPRS.1SG.ERG-know[3SG.ABS]-PST  
          har-k                     poltsa  hau               merkatu-an         eros-i-a                 z-u-ela. 
          that(DIST)SG-ERG  bag      this[SG.ABS]  market[SG]-LOC  buy-PFV-SG[ABS]  PST.3[SG]ABS-have[3SG.ERG]-COMP 
 
MI: 主節は動詞 jakin「知る」の単純過去形，従属節は形容詞的完了分詞と他動詞 izan の単純過去形によ

る過去パーフェクトである． 
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1.   はじめに 
 本稿のデータは，『語学研究所論集』第 16 号の特集「モダリティ」の調査項目を，スペインバスク地

方ビスカヤ州出身のバスク語標準語（ビスカヤ方言の影響あり）の話者の方（1990 年生まれ）にスペイ

ン語から訳していただいたものである．媒介言語としてのスペイン語の文については，本論集の特集デ

ータのスペイン語のものを用いたのでそちらを参照されたい． 
 
2.   データおよびコメント 
 以下，データを調査項目ごとに提示し，コンサルタントおよび石塚のコメントを付す．「C:」から始ま

るコンサルタントによる注記は，話者が英語で書いてくださったものを吉成が日本語に訳し，石塚が適

宜編集したものである．「MI:」から始まる注記は石塚のものである．各節冒頭には調査項目の日本語原

文を掲げた．バスク語文の日本語訳は，原文と文意が異なる場合のみ明記した． 
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2.1.    許可 
「（その仕事が終わったら）もう帰ってもいいですよ」 

 
(1)    ( Lan    hori                         amai-tu-takoan )  etxe-ra              joan  za-ite-zke. 
        ( work  that(MED)[SG.ABS]  finish-PFV-after )  house[SG]-ALL  go     PRS.2[SG]ABS-INTR(NIND)-POT 
 
MI: 可能法現在形（＝動詞原形＋助動詞可能法現在形）． 
 
2.2.    禁止 

「（腐っているから，あなたは）それを食べてはいけない／それを食べるな」 
 
(2)    a.  Hori                        ezin         da                            jan. 
            that(MED)[SG.ABS]  NEG.POT  PRS.3[SG]ABS.INTR  be.eaten.INF 
         「それは食べられない」 
        b. Ez    jan       hori. 
            NEG  eat.INF  that(MED)[SG.ABS] 
         「それを食べるな」 
        c.  Ez    e-za-zu                                           hori                         jan 
            NEG  IMP.3[SG]ABS-TR(NIND)-2SG.ERG  that(MED)[SG.ABS]  eat 
         「それを食べるな」 
 
MI: (2a) は否定辞 ezin「できない」による不可能表現．jan「食べられる」は (2b, c) の jan「食べる」の

自動詞化．(2b) は不定詞による非定形の命令表現．(2c) は動詞原形＋助動詞命令法による定形の命令表

現． 
 
2.3.    義務 

「（遅くなったので）私たちはもう帰らなければならない」 
 
(3)    ( Berandu egin              zai-gu                                  eta )  etxe-ra              itzul-i        behar  gara. 
        ( late         become.PFV PRS.3SG.ABS.INTR.DAT-1PL  and ) house[SG]-ALL  return-INF DEO     PRS.1PL.ABS.INTR 
     「遅くなったので私たちは家に戻らなければならない」 
 
MI: 補助動詞 behar「〜しなければならない」が用いられている．behar は標準的には他動詞だが，ここ

では補語となる itzuli「戻る」が自動詞であることから，全体が自動詞節となっている．このような他動

性の一致については de Rijk（2008: 332）などを参照． 
 
2.4.    推奨 

「（雨が降るそうだから）傘を持って出かけたほうがいいよ」 
 
(4)    ( Euri-a            ari       d-u-enez )                                            
        ( rain-SG[ABS] do.INF PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]-since ) 
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        hobe            d-u-zu                                      euritako-a              eraman. 
        good.CMPR PRS.3[SG]ABS-have-2SG[ERG] umbrella-SG[ABS]  take.INF 
     「雨が降っているから，傘を持って行ったほうがよい」 
 
MI: 形容詞 hobe（on「良い」の比較級）＋他動詞 izan「持つ」で，「あなたは〜することをより良いもの

として持つ＝〜したほうがよい」の意．不定詞節が izan の目的語，hobe はそれに対する二次述語と分析

できる．ただし，hobe は動詞として再解釈されている可能性もある． 
 
2.5.    評価的義務 

「歳をとったら，子供の言うことを聞くべきだ／聞くものだ」 
 
(5)    a.  Zahar-tze-an,  
            get.old-GER-[SG]LOC 
            ume-e-k          d-io-te-n-a                                                 entzun               behar  da. 
            child-PL-ERG  PRS.3[SG]ABS-say-3PL.ERG-REL-SG[ABS]  be.listened.INF  DEO     PRS.3[SG]ABS.INTR 
        b. Zahar-tzen    zar-enean, 
            get.old-IPFV  PRS.2[SG]ABS.INTR-when 
            ume-e-k          d-io-te-n-a                                                 entzun      behar  d-u-zu. 
            child-PL-ERG  PRS.3[SG]ABS-say-3PL.ERG-REL-SG[ABS]  listen.INF  DEO     PRS.3[SG]ABS-TR-2SG.ERG 
 
C: (5a) は無人称，(5b) は「あなたは」． 
MI: いずれも 2.4.〈義務〉と同じく behar が用いられている．(5a) の entzun「聞かれる」は (5b) の entzun
の自動詞化で，動作主（聞き手）は削除され「一般に人は〜」という意味になっている． 
 
2.6.    希望 

「お腹が空いたので，（私は）何か食べたい」 
 
(6)    Gose     na-iz-enez                    zerbait                jan       nahi d-u-t. 
        hungry  PRS.1SG.ABS-be-since  something[ABS]  eat.INF  DES  PRS.3[SG]ABS-TR-1SG.ERG 
 
MI: 補助動詞 nahi「〜したい」が用いられている． 
 
2.7.    意志 

「私が持ちましょう」 
 
(7)    Ni-k         har-tu-ko       d-i-zu-t. 
        1SG-ERG  take-INF-FUT  PRS.3[SG]ABS-TR.DAT-2SG-1SG.ERG 
 
MI: 未来分詞＋助動詞現在形からなる未来形が用いられている．意志を表す特別な形式ではない． 
 
2.8.    勧誘 

「じゃあ，一緒に昼ご飯を食べましょう」 



 

Modality in Basque, Masayuki Ishizuka, Kanae Yoshinari 

 4 / 10 

 
(8)    a.  G-oa-z-en                                 elkarr-ekin         ja-te-ra. 
            PRS.1PL.ABS-go-PL.ABS-COMP  each.other-COM eat-GER-ALL 
          「一緒に食べに行きましょう」 
        b. Jan  de-za-gu-n                                                         elkarr-ekin. 
            eat   PRS.3[SG]ABS-TR(NIND)[SBJV]-1PL.ERG-COMP each.other-COM 
         「一緒に食べましょう」 
 
MI: いずれも，補文化辞 -(e)n を用いた勧誘法である．(8a) は動詞 joan の単純現在形で，直説法と接続

法の区別はない．(8b) は複合形で，動詞原形＋助動詞接続法現在形である． 
 
2.9.    相手の意向が不明な場合の勧誘 

「一緒に昼ご飯を食べませんか？」 
 
(9)    Jan-go        d-u-gu                                 elkarr-ekin? 
        eat.INF-FUT PRS.3[SG]ABS-TR-1PL.ERG  each.other-COM 
     「一緒に食べませんか」 
 
MI: 2.7.〈意志〉と同じく未来分詞＋助動詞現在形からなる未来形が用いられている． 
 
2.10.  希望（願望） 

「明日，良い天気になるといいなあ／明日は良い天気になってほしいなあ」 
 
(10)    a.  Ea   bihar         eguraldi  on-a                 egi-ten  d-u-en…! 
              OPT tomorrow  weather   good-SG [ABS]  do-IPFV PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]-COMP 
           「明日良い天気になりますように」 
          b. Espero d-u-t                                        bihar         eguraldi  on-a                 egi-te-a. 
              hope     PRS.3[SG]ABS-have-1SG.ERG  tomorrow  weather   good-SG [ABS]  do-GER-SG[ABS] 
           「明日良い天気になることを望みます」 
 
MI: (10a) は希求の不変化詞 ea と補文を用いた構文．主節は存在しない．(10b) は espero izan「希望する」

を用いた複文．補文には動名詞が用いられている． 
 
2.11.  命令 

「（私はここで待っているから）すぐにそれを持って来なさい」 
 
(11)    ( Ni             hemen  egon-go               na-iz                      itxaro-te-n,      beraz )  
          ( 1SG[ABS]  here      be.there.INF-FUT  PRS.1SG.ABS-INTR  wait-GER-LOC  so )  
          z-oa-z                                eta   ekarr-i     e-za-zu                                     hori                         bizkor. 
          PRS.2[SG]ABS-go-PL.ABS  and  bring-INF IMP.3[SG]-TR(NIND)-2SG.ERG  that(MED)[SG.ABS]  fast 
 
MI: zoaz は動詞 joan「行く」の現在形で，命令法として用いられている．ekarri ezazu は不定詞（標準的
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には動詞原形）＋助動詞命令法． 
 
2.12.  懇願 

「そのペンをちょっと貸していただけませんか？」 
 
(12)    Boligrafo       hori                         utz-i-ko          zen-i-da-ke? 
          ballpoint.pen that(MED)[SG.ABS]  lend-INF-FUT  NPRS.2[SG]ERG-TR.DAT-1SG-CND 
 
MI: 条件法現在形（未来分詞＋助動詞の条件法現在形）． 
 
2.13.  能力可能 

「あの人は中国語が読めます／あの人は中国語を読むことができます」 
 
(13)    a.  Horr-ek                 txiner-a                 irakur-tze-n     da-ki. 
              that(MED)SG-ERG  Chinese-SG[ABS]  read-GER-LOC  PRS.3[SG]ABS-know.how.to[3SG.ERG] 
           「あの人は中国語の読み方を知っています」 
          b. Horr-ek                 txiner-a                 irakurr-i  ahal d-u. 
              that(MED)SG-ERG  Chinese-SG[ABS]  read-INF  POT  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG] 
           「あの人は中国語を読むことができます」 
 
MI: (13a) は動詞 jakin「〜の仕方を知っている」を用いた能力可能専用の形式．(13b) は小辞 ahal「でき

る」を用いた可能表現で，能力可能専用ではない． 
 
2.14.  状況可能 

「明かりが暗くて，ここに何が書いてあるのか，読めない」 
 
(14)    Ilun-egi     da-go                            eta 
          dark-EXC   PRS.3[SG]ABS-be.there  and 
          ezin         d-u-t                                    hemen  zer               d-io-en                                              irakurr-i. 
          NEG.POT  PRS.3[SG]ABS-TR-1SG.ERG here      what [ABS]   PRS.3[SG]ABS-say[3SG.ERG]-COMP  read-INF 
 
MI: 否定辞 ezin「できない」を用いた不可能表現． 
 
2.15.  確信 

「（朝早く出発したから）彼らはもう着いているはずだ／もう着いたに違いない」 
 
(15)    ( Goiz  irten          dir-enez,  )                        jadanik hel-du-ak                 behar  dira. 
          ( early leave.PFV  PRS.3PL.ABS.INTR-since ) already  arrive-PFV-PL[ABS]  CER     PRS.3PL.ABS.INTR 
       「（早く出発したから）彼らはもう着いているはずだ」 
 
MI: 2.3.〈義務〉，2.5.〈評価的義務〉を表す補助動詞 behar が「〜するはずだ」の意味で用いられている．

不定詞がなく，形容詞的完了分詞を直接に補語としている点が注目される． 
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2.16.  推量 

「（あの人は）明日はたぶん来ないだろう」 
 
(16)    Ez    d-u-t                                    uste   etorr-i-ko         d-enik. 
          NEG  PRS.3[SG]ABS-TR-1SG.ERG think come-INF-FUT  PRS.3[SG]ABS-COMP 
       「あの人は来ないと思う」 
 
C:「来るとは思わない」という意味． 
MI: uste izan「思う」を用いた複文表現．補文節の述語は未来形（未来分詞＋助動詞現在形）． 
 
2.17.  疑念 

「彼らはまだ来ないなんて，きっと途中で車が壊れたんじゃないか」 
 
(17)    a.  Hori-ek                 oraindik  ez     hel-tze-a          ere, 
              that(MED)-PL.ABS yet           NEG  arrive-GER-SG  EXCL   
              seguru kotxe-a          matxura-tu          zai-e-la. 
              sure      car-SG[ABS] break.down-PFV  PRS.3[SG]ABS.INTR.DAT-3PL-COMP 
           「彼らがまだ来ないなんて！ きっと車が壊れたのだ」 
          b. Hori-ek                 oraindik  ez     hel-tze-a          ere, 
              that(MED)-PL.ABS yet           NEG  arrive-GER-SG  EXCL   
              ez     zi-tza-i-e-n                                    ba    kotxe-a         matxura-tu-ko…! 
              NEG  PST.3[SG]ABS-INTR-DAT-3PL-PST  then  car-SG[ABS] break.down-INF-FUT  
           「彼らがまだ来ないなんて！ 車が壊れたのではないだろうか」 
 
C: (17a) は「きっと〜でしょう」の意．(17b) は日本語に近い，修辞質問的な言い方． 
MI: (17a) は副詞 seguru「確かだ」を用いて確信度の高い推測を表している．(17b) は未来分詞＋助動詞

過去形の過去未来形が用いられており，過去の事態に対する推測が表現されている．また，否定文を用

いることで疑念が表現されている． 
 
2.18.  可能性 

「（昼間だからあの人は家に）さあ，いるかもしれないし，いないかもしれない」 
 
(18)    Ba=l-ite-ke                                      ego-te-a, 
          AFF=CND.3[SG]ABS-be(NIND)-POT  be.there-GER-SG[ABS]  
          ba=l-ite-ke                                      ez     ego-te-a. 
          AFF=CND.3[SG]ABS-be(NIND)-POT  NEG  be.there-GER-SG[ABS]  
 
MI: “It could be that he is there, it could be that he isn’t there” に相当する構造．liteke は自動詞 izan「〜であ

る」の可能法条件形． 
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2.19.  視覚／聴覚以外の感覚による判断 
「（額に触ってみて）どうもあなたは熱があるようだ」 

 
(19)    a.  Ba=d-irudi                                       sukarr-a           d-u-zu-la. 
              AFF=PRS.3[SG]ABS-seem[3SG.ERG]  fever-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-have-2SG.ERG-COMP 
          b. Ema-ten     d-u                                        sukarr-a           d-u-zu-la. 
              seem-IPFV  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]  fever-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-have-2SG.ERG-COMP 
 
MI: (19a) は動詞 irudi「〜のようだ」の単純現在形，(19b) は動詞 eman「〜のようだ」の複合現在形（不

完了分詞＋助動詞現在形）．irudi は名詞 irudi「絵，姿」と関連する．eman は「与える」が基本義． 
 
2.20.  伝聞 

「（天気予報によれば）明日は雨が降るそうだ」 
 
(20)    Bihar        euri-a             egin-go       omen  d-u. 
          tomorrow  rain-SG[ABS]  do.INF-FUT  HRS    PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG] 
 
MI: 未来形（未来分詞＋助動詞現在形）とともに伝聞の法助詞 omen が用いられている．法助詞は定動

詞の直前に置かれ，他に確信の bide「〜にちがいない」，願望の ahal「〜してほしい」，疑問の al「〜か」，

疑念の ote「〜だろうか」がある． 
 
2.21.  反実仮想 

「もしお金があったら，あの車を買うんだけれどなあ」 
 
(21)    Diru-a                ba-n-u   
          money-SG[ABS]  if-NPRS.1SG.ERG.3[SG]ABS-TR   
          kotxe  hori                         eros-i-ko       n-u-ke. 
          car      that(MED)[SG.ABS]  buy-INF-FUT NPRS.1SG.ERG.3[SG]ABS-TR-CND 
 
MI: 前件は条件法単純仮定形，後件は条件法現在形（未来分詞＋助動詞条件法現在形）． 
 
2.22.  反実仮想過去 

「もしあなたが教えてくれていなかったら，私はそこにたどり着けなかったでしょう」 
 
(22)    Ez    ba-zen-i-t                                                   zu-k         erakuts-i,  
          NEG  if-NPRS.2[SG].ERG.3[SG]ABS-TR.DAT-1SG 2SG-ERG  show-PFV 
          ez     nin-tza-ke-en                           hel-du-ko. 
          NEG  NPRS.1SG.ABS-INTR-CND-PST  arrive-INF-FUT 
 
MI: 前件は条件法過去仮定形（完了分詞＋助動詞条件法仮定形），後件は条件法過去形（未来分詞＋助動

詞条件法過去形）． 
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2.23.  三人称の主体による希望 
「（あの人は）街へ行きたがっている」 

 
(23)    Hiri-ra           joan     nahi d-u. 
          city-[SG]ALL  go.INF  DES  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG] 
 
MI: 2.6.（一人称の主体による）〈希望〉と同じく，補助動詞 nahi「〜したい」が用いられている． 
 
2.24.  一人称命令 

「僕にもそれを少し飲ませろ」 
 
(24)    a.  Utz-i-da-zu                 pixka  bat  eda-te-n. 
              let-DAT-1SG-2SG.ERG  little   a      drink-GER-LOC 
          b. Utz  ie-za-da-zu                                                   pixka bat  eda-te-n. 
              let   IMP.3[SG]ABS.DAT-TR(NIND)-1SG-2SG.ERG  little    a     drink-GER-LOC 
 
MI: いずれも許容使役の動詞 utzi が用いられている．(24a) は単純命令形，(24b) は複合命令形（動詞原

形＋助動詞命令形）． 
 
2.25.  三人称命令 

「これはあの人に持って行かせろ／持って行かせよう」 
 
(25)    a.  Hau              horr-ek                  eraman     de-za-la. 
              this[SG.ABS]  that(MED)SG-ERG  take.away PRS.3[SG]ABS-TR(NIND)[SBJV]-COMP 
           「これはあの人が持って行くように」 
          b. Esa-i-o-zu                    horr-i                    hau               erama-te-ko. 
              tell-DAT-3SG-2SG.ERG that(MED)SG-DAT  this[SG.ABS]  take.away-GER-PUR 
           「あの人にこれを持って行くように言いなさい」 
 
C: (25a) は接続法で，スペイン語の “que lo lleve él” に相当．(24b) は「持って行くように言いなさい」

の意． 
MI: (25a) は補文化辞 -la を用いた三人称命令法で，接続法現在形（動詞原形＋助動詞接続法現在形）が

用いられている．(25b) は動詞 esan「言う」の単純命令形と動名詞の目的格によって，「〜するように言

え」という表現になっている． 
 
2.26.  遠未来命令形 

「そのテーブルの上のお菓子は後で食べなさい」 
 
(26)    Mahai  gain-eko         gozoki-a            gero  jan e-za-zu. 
          table     top-[SG]LGEN  candy-SG[ABS] later  eat  IMP.3[SG]ABS-TR(NIND)-2SG.ERG 
 
MI: 複合命令形（動詞原形＋助動詞命令形）．「後で」の意味は副詞 gero で表されている． 
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2.27.  反実仮想（後悔） 

「もっと早く来ればよかった」 
 
(27)    a.  Goiz-ago     etorr-i       behar  nin-tz-en. 
              early-CMPR  come-INF  DEO     NPRS.1SG.ABS-INTR-PST 
           「もっと早く来るべきだった」 
 
          b. Goiz-ago     etorr-i       ba-nin-tz… 
              early-CMPR  come-PFV if-NPRS.1SG.ABS-INTR 
           「もっと早く来ていれば…」 
 
C: (27b) は “If only I had come earlier…” のような後半が略された文． 
MI: (27a) は，2.3.〈義務〉や 2.5.〈評価的義務〉と同じく補助動詞 behar（ここでは単純過去形）が用い

られている．(27b) は条件節の独立用法で，動詞は条件法過去仮定形（完了分詞＋助動詞条件法仮定形）

である． 
 
2.28.  脱従属化 

「あなたも一緒に行ったら（どうですか）？」 
 
(28)    Zergatik  ez     z-oa-z                                ber-a-rekin? 
          why         NEG  PRS.2[SG]ABS-go-PL.ABS  3-SG-COM 
       「あなたも彼（女）と行ったらどうですか？」 
 
MI: 英語 “Why not?” 型の提案表現．脱従属化の例ではない． 
 
2.29. （疑問詞を含まない）反語 

「オレがそんなこと知るか！」 
 
(29)    Ni-k         zer              da-ki-t                                      ba! 
          1SG-ERG  what[ABS]  PRS.3[SG]ABS-know-1SG.ERG  EMPH 
       「いったい私が何を知っているというのか！」 
 
MI: 疑問代名詞 zer「何」が用いられている．副詞 ba は「いったい」という感じで疑問詞疑問文を強調

する． 
 
2.30.  付加疑問 

「これを作った（料理した）のは，お母さんだよね？／いいえ，私が作ったのよ」 
 
(30)    a.  Janari  hau               zu-re          am-a-k                egin           d-u,                                       ezta? 
              meal     this[SG.ABS]  2-SG.PGEN  mother-.SG-ERG  make.PFV  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]  TAGQ 
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              – Ez, ni-k         egin           d-u-t. 
                 no  1SG-ERG  make.PFV  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG] 
           「この料理はあなたのお母さんが作ったんですね？」「いいえ，私が作りました」 
 
          b. Janari  hau              egin           d-u-en-a 
            meal     this[SG.ABS]  make.PFV  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]-REL-SG[ABS]  
            zu-re          am-a                    izan      da,                           ezta? 
            2-SG.PGEN  mother-.SG[ABS]  be.PFV  PRS.3[SG]ABS.INTR  TAGQ 
            – Ez, ni-k         egin           d-u-t. 
               no  1SG-ERG  make.PFV  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG] 
         「この料理を作ったのはあなたのお母さんですね？」「いいえ，私が作りました」 
 
C: (30b) のほうが日本語に近いが，どちらかというと (30a) の方が会話に使いそう． 
MI: いずれも付加疑問標識として ezta が用いられている．ezta は ez da「〜ではない（か）」に由来する．

(30a) は単純な疑問文，(30b) は関係節を用いた一種の分裂文． 
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要旨：本稿は，『語学研究所論集』第 17 号（2012，東京外国語大学）の特集「ヴォイスとその周辺」に

おけるアンケート項目に対するバスク語のデータ，その簡単な解説およびコメントを提供する． 
 
 
Abstract: This document provides Basque language data for the questionnaire from the featured theme “Voice and 
voice-related phenomena” in the Journal of the Institute of Language Research No. 17 (2012, Tokyo University of 
Foreign Studies), along with brief explanations and comments.   
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1.   はじめに 
 本稿のデータは，『語学研究所論集』第 17 号の特集「ヴォイスとその周辺」の調査項目を，スペイン

バスク地方ビスカヤ州出身のバスク語標準語（ビスカヤ方言の影響あり）の話者の方（1990 年生まれ）

にスペイン語から訳していただいたものである．媒介言語としてのスペイン語の文については，本論集

の特集データのスペイン語のものを用いたのでそちらを参照されたい． 
 
2.   データおよびコメント 
 以下，データを調査項目ごとに提示し，コンサルタントおよび石塚のコメントを付す．「C:」から始ま

るコンサルタントによる注記は，話者が英語で書いてくださったものを吉成が日本語に訳し，石塚が適

宜編集したものである．「MI:」から始まる注記は石塚のものである．各節冒頭には調査項目の日本語原

文を掲げた．バスク語文の日本語訳は，原文と文意が異なる場合のみ明記した． 
 なお，日本語の過去形「食べた，行った」などは文脈によってバスク語で 2 種類の訳し方が存在する．

今日，今週，今月，今年など，発話時を中心とする時間幅の出来事は近過去で，それ以前の出来事は遠

過去で表現される．このアンケートでは文脈が不十分な場合，「ついさっきのこと」が「この間のこと」

か，コンサルタントが任意に決めて訳した． 
 
 
 

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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2.1. 自動詞と他動詞の対立 
「（風などで）ドアが開いた」 

 
(1)    Ate-a               ireki         da. 
        door-SG[ABS]  open.PFV  PRS.3[SG]ABS.INTR 
 

「（彼が）ドアを開けた」 
 
(2)    ( Har-k )                   ate-a               ireki         d-u. 
        ( that(DIST)SG-ERG ) door-SG[ABS]  open.PFV  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG] 
 

「（入り口の）ドアが開けられた」 
 
(3)    a.  Ate-a               ireki         d-u-te. 
            door-SG[ABS]  open.PFV  PRS.3[SG]ABS-TR-3PL.ERG 
        b. Ate-a               ireki         da. 
            door-SG[ABS]  open.PFV  PRS.3[SG]ABS.INTR 
 

「ドアが壊れた」 
 
(4)    Ate-a               apur-tu      da. 
        door-SG[ABS]  break-PFV PRS.3[SG]ABS.INTR 
 
C: (3a) は ‘ “They” opened the door’ であり，(3b) は「自ずと開いた」の意味． 
MI: (1–3) が例となっているように，バスク語では自他同形の動詞が一般的である（de Rijk 2008: 137–
138）．また，(4) の apurtu「壊れる」のように，完了接辞が-tu である動詞は必ず自他同形である（de Rijk 
2008: 150）． 
 
2.2. 自動詞からの使役 

「私は（自分の）弟を立たせた」 
 
(5)    Ni-k         anai-a                 zuti-araz-i                d-u-t.  
        1SG-ERG  brother-SG[ABS]  stand.up-CAUS-PFV  PRS.3[SG]ABS-TR-1SG.ERG 
 
MI: 使役の接辞-araz が用いられている．-araz の語源は不明である．被使役者 anaia「弟」は絶対格で標

示されている．一般に，自動詞の使役は単純他動詞となる． 
 
2.3. 他動詞からの使役 

「私は（自分の）弟に歌を歌わせた」 
 
(6)    Ni-k         anai-a-ri            abesti  bat                  abes-araz-i       d-i-o-t. 
        1SG-ERG  brother-SG-DAT  song    IDEF.SG[ABS]  sing-CAUS-PFV  PRS.3[SG]ABS-TR.DAT-3SG-1SG.ERG 
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MI: 使役の接辞-araz が用いられている．被使役者 anaia「弟」は与格で標示されている．一般に，単純他

動詞の使役は能格項・与格項・絶対格項を取る複他動詞となる． 
 
2.4. 強制使役と許可使役 

「（遊びたがっている子供に無理やり）母は子供をパンを買いに行かせた」 
 
(7)    a.  Ama-k           ume-a-ri         ogi-a                 eros-a-te-ra[sic]  joan-araz-i     d-u. 
            mother-ERG  child-SG-DAT  bread-SG[ABS]  buy-?-GER-ALL    go-CAUS-PFV  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG] 
        b. Ama-k           ume-a             ogi-a                 eros-te-ra        bidal-i      d-u. 
            mother-ERG  child-SG-DAT  bread-SG[ABS]  buy-GER-ALL  send-PFV  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG] 
 

「（遊びに行きたがっているのを見て）母は子供に遊びに行かせた」 
 
(8)    a.  Ama-k           ume-a-ri         jolas-te-ra        joa-te-n          utz-i      d-i-o. 
            mother-ERG  child-SG-DAT  play-GER-ALL  go-GER-LOC   let-PFV  PRS.3[SG]ABS-TR.DAT-3SG[3SG.ERG] 
          「母は子供に遊びに行かせた」 
        b. Ama-k           ume-a-ri         jolas-te-n         utz-i      d-i-o. 
            mother-ERG  child-SG-DAT  play-GER-LOC  let-PFV  PRS.3[SG]ABS-TR.DAT-3SG[3SG.ERG] 
          「母は子供に遊ばせた」 
 
MI: 強制使役 (7a) では使役接辞-araz が用いられている．(7b) では単純使役動詞 bidali「派遣する」が使

われている．いっぽう，許可使役 (8a–b) では使役動詞 utzi が用いられている．utzi の基本義は「置いて

おく，残しておく」である．なお，コンサルタントに確認はできていないが，(7a) erosatera は明らかに

erostera の誤りであろう． 
 
2.5. 他動詞による表現と使役の違い 

「私は弟に服を着せた」 
 
(9)    Ni-k          arrop-a               jarr-i           d-i-o-t                                                anai-a-ri.  
        1SG-ERG   clothes-SG[ABS]  put.on-PFV  PRS.3[SG]ABS-TR.DAT-3SG-1SG.ERG  brother-SG-DAT 
 

「私は弟にその服を着させた」 
 
(10)   Ni-k          arrop-a               jarr-araz-i            d-i-o-t                                                 anai-a-ri.  
         1SG-ERG   clothes-SG[ABS]  put.on-CAUS-PFV  PRS.3[SG]ABS-TR.DAT-3SG-1SG.ERG   brother-SG-DAT 
 
C: (9) は「直接手を下して着せる」を表し，(10) は「弟が命令され着る」ことを表す． 
MI: (9) の単純他動詞 jarri「着せる」と (10) の分析的表現 jarrarazi「着させる」の意味的対立が見られ

る． 
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2.6. （物の）授受動詞 
「私は弟にその本をあげた」 

 
(11)   Ni-k          anai-a-ri            liburu  hori                         eman        n-i-o-n. 
         1SG-ERG   brother-SG-DAT  book   that(MED)[SG.ABS]  give.PFV   NPRS.3[SG]ABS.1SG.ERG-TR.DAT-3SG-PST 
 
2.7. 恩恵の授受 

「私は弟に本を読んであげた」 
 
(12)   Ni-k          anai-a-ri            liburu  hori                         irakurr-i   n-i-o-n 
         1SG-ERG   brother-SG-DAT  book   that(MED)[SG.ABS]  read-PFV  NPRS.3[SG]ABS.1SG.ERG-TR.DAT-3SG-PST 
 

「兄は私に本を読んでくれた」 
 
(13)   Anai-a-k            ( ni-ri )         liburu  hori                         irakurr-i   z-i-da-n. 
         brother-SG-ERG  ( 1SG-DAT )  book   that(MED)[SG.ABS]  read-PFV  PST.3[SG]ABS.3[SG]ERG-TR.DAT-1SG-PST 
 

「私は母に髪を切ってもらった」 
(14)   Ama-k          ile-a               moz-tu  z-i-da-n. 
         mother-ERG hair-SG[ABS]  cut-PFV PST.3[SG]ABS.3[SG]ERG-TR.DAT-1SG-PST 
      「母が私の髪を切った」 
 
MI: (11) の物の授与動詞 eman は，(12–14) の恩恵の授与には用いられていない．(12–13) では音読の聞

き手（弟・私）が与格で表現されている．恩恵の授与は直接表現されているとは言えない．(14) では，

髪の持ち主（私）が与格で表現される名詞句外所有構文となっている．moztu「切る」の与格項となって

いるという点で，受益者を表していると言えるかもしれない． 
 
2.8. 再帰 

「私は（自分の）体を洗った」 
 
(15)   a.  Gorputz-a        garbi-tu    n-u-en. 
             body-SG[ABS]  clean-PFV  NPRS.3[SG]ABS.1SG.ERG-TR-PST 
         b. Ni-re         buru-a            garbi-tu    n-u-en. 
             1SG-PGEN  self-SG[ABS]  clean-PFV  NPRS.3[SG]ABS.1SG.ERG-TR-PST 
 

「私は手を洗った」 
 
(16)   ( Ni-k )         Esku-ak           garbi-tu    n-it-u-en. 
         ( 1SG-ERG )  hand-PL[ABS]  clean-PFV  NPRS.3.ABS.1SG.ERG-PL.ABS-TR-PST 
 

「彼は手を洗った」 
 



 バスク語のヴォイスとその周辺, 石塚政行, 吉成奏慧 

 5 / 10 

(17)   ( Har-k )                   Esku-ak          garbi-tu    z-it-u-en. 
         ( that(DIST)SG-ERG ) hand-PL[ABS]  clean-PFV  PST.3.ABS.3[SG]ERG-PL.ABS-TR-PST 
 
C: (15a) は「顔などではなく，身体を洗った」ことを表す．(15b) は「自分全体を（洗った）」を表す． 
MI: (15b) のみ，再帰名詞 nire burua「私自身」が用いられている．(15a, 16–17) は動詞にも身体部位名詞

にも何の標示もない．実はこの何もないということも再帰を表している．他者の身体部位に働きかける

場合には，一般に (18) のように名詞句外所有構文が用いられ，身体部位の持ち主は与格で標示される

からである． 
 
(18)   ( Ni-k )         Esku-ak           garbi-tu    n-i-zki-o-n. 
         ( 1SG-ERG )  hand-PL[ABS]  clean-PFV  NPRS.3.ABS.1SG.ERG-TR.DAT-PL.ABS.DAT-3SG-PST 
      「私は彼の手を洗った」（lit. 私は彼に手を洗った） 
 
2.9. 自利態 

「（自分のために）私はその本を買った」 
 
(19)   a.  Ni-re         buru-a-ri      eros-i      n-i-o-n                                                        liburu  hori. 
             1SG-PGEN  self-SG-DAT  buy-PFV  NPRS.3[SG]ABS.1SG.ERG-TR.DAT-3SG-PST  book   that(MED)[SG.ABS] 
         b. Ni-re         buru-a-rentzako  eros-i      n-u-en                                          liburu  hori. 
             1SG-PGEN  self-SG-BEN        buy-PFV  NPRS.3[SG]ABS.1SG.ERG-TR-PST  book   that(MED)[SG.ABS] 
 
MI: 再帰名詞 niri burua「私自身」の与格 (19a) や受益格 (19b) が用いられている．動詞には特別な標示

はない． 
 
2.10. 相互 

「彼らは（／その人たちは）（互いに）殴り合っていた」 
 
(20)   Elkar                   jo          z-u-te-n. 
         each.other[ABS]  hit.PFV  PST.3[SG]ABS-TR-3PL.ERG-PST 
 
MI: 相互代名詞 elkar が用いられているが，動詞には特別な標示がない． 
 
2.11. 衆動 

「その人たちは（みんな一緒に）街へ行った」 
 
(21)   Den-ak       elkarr-ekin           joan     zir-en                           hiri-ra. 
         all-PL.ABS  each.other-COM  go.PFV   PST.3PL.ABS.INTR-PST  city[SG]-ALL 
 
MI: 相互代名詞 elkar が用いられているが，動詞には特別な標示がない． 
 
2.12. 自発 

「その映画は泣ける（その映画を見ると泣いてしまう）」 
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(22)   a.  Pelikula  horr-ekin               negar       egi-ten   da. 
             movie     that(MED)SG-COM  tear[ABS]  be.done-IPFV  PRS.3[SG]ABS.INTR 
         b. Pelikula  horr-ek                  negar       egin-araz-ten   d-i-zu. 
             movie     that(MED)SG-ERG   tear[ABS]  do-CAUS-IPFV  PRS.3[SG]ABS-TR.DAT-2SG[3SG.ERG] 
 
MI: (22a) では他動詞 egin「（泣きを）する」が脱他動化され，「一般にその映画を見ると人は泣く」とい

う意味が表されている．脱他動化については Ishizuka（2018）を参照．(22b) では総称の二人称によって

「一般にその映画は人を泣かせる」という表現になっている． 
 
2.13. 意志／無意志 

「私は卵を割った」 
 
(23)   ( Ni-k )         Arrautz-a       kraska-tu   d-u-t. 
         ( 1SG-ERG )  egg-SG[ABS]  crack-PFV   PRS.3[SG]ABS-TR-1SG.ERG 
 

「（うっかり落として）私はコップを割った／割ってしまった」 
 
(24)   ( Ni-ri )        Edalontzi-a      apur-tu       zai-t. 
         ( 1SG-DAT )  glass-SG[ABS]  break-PFV  PRS.3[SG]ABS.INTR.DAT-1SG 
 
MI: 意志的な行為である (23) では他動詞が，無意志的行為の (24) では自動詞が用いられている．(24) 
では行為主体は与格で表現されている． 
 
2.14. 随意の不可能と不随意の不可能 

「きのう私はコーヒーを飲みすぎて（飲みすぎたので）眠れなかった」 
 
(25)   Atzo          kafe     gehi-egi     edan          n-u-en 
         yesterday  coffee  much-EXC  drink.PFV  NPRS.3[SG]ABS.1SG.ERG-TR-PST  
         eta   ezin         izan       n-u-en                                          lo-rik         egin. 
         and  NEG.POT  TR.PFV  NPRS.3[SG]ABS.1SG.ERG-TR-PST  sleep-PRT  do.INF 
 

「きのう私は仕事がたくさんあって（たくさんあったので）眠れなかった」 
 
(26)   Atzo          lan     asko            izan          n-u-en  
         yesterday  work  much [ABS]  have.PFV  NPRS.3[SG]ABS.1SG.ERG-TR-PST 
         eta   ezin         izan      n-u-en                                          lo-rik         egin. 
         and  NEG.POT  TR.PFV NPRS.3[SG]ABS.1SG.ERG-TR-PST  sleep-PRT  do.INF 
 
MI: いずれも不可能の表現 ezin によって lo egin「眠る（眠りをする）」が否定されている． 
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2.15. 全体と部分・主体・一時的 
「私は頭が痛い」 

 
(27)   Buru-ko             min-a              d-u-t. 
         head[SG]-LGEN  ache-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-have-1SG.ERG 
 
MI:「頭痛を持っている」式の所有表現である． 
 
2.16. 全体と部分・主体・恒常的 

「彼女は髪が長い」 
 
(28)   a.  ( Har-k )                    ile    luze-a              d-u. 
             ( that(DIST)SG-ERG )  hair  long-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-have[3SG.ERG] 
         b. ( Har-k )                    ile-a               luze-a              d-u. 
             ( that(DIST)SG-ERG )  hair-SG[ABS]  long-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-have[3SG.ERG] 
 
C: (28a) は「彼女は長い髪の毛を持っている」，(28b) は「彼女の髪の毛が長い」． 
MI: (28a) は (27) と同様の所有表現だが，(28b) は石塚（2022）が所有コピュラ文と呼ぶ特別な構造であ

る．ilea「髪」が所有動詞の目的語で，luzea「長い」はその目的語に対する二次述語になっている．なお，

恒常的な関係を表す所有コピュラ文は，他の所有物との対比があると言いやすくなる．たとえば，(28b) 
は「彼女は髪は長い」のような日本語に対応する． 
 
2.17. 全体と部分・対象 

「彼は（別の）彼の肩をたたいた」 
 
(29)   Har-k                    ( beste-a-ri )       sorbald-a              kolpa-tu       z-i-o-n. 
         that(DIST)SG-ERG  ( other-SG-DAT )  shoulder-SG[ABS] beat.up-PFV  PST.3[SG]ABS-TR.DAT-3SG-[3SG.ERG]PST 
 

「彼は（別の）彼の腕をつかんだ」 
 
(30)   a.  Har-k                    ( beste-a-ri )       beso-a            euts-i         z-i-o-n. 
             that(DIST)SG-ERG  ( other-SG-DAT )  arm-SG[ABS]  seize-PFV  PST.3[SG]ABS-TR.DAT-3SG-[3SG.ERG]PST 
         b. Har-k                    ( beste-a )            beso-tik          euts-i        z-u-en. 
             that(DIST)SG-ERG  ( other-SG[ABS] ) arm[SG]-ABL  seize-PFV PST.3[SG]ABS-TR-[3SG.ERG]PST 
 
MI: (29–30b) すべて，働きかけられる身体部位の持ち主は動詞の直接の項として表現されている．(29–
30a) では，持ち主は与格項，身体部位は絶対格項である．(30b) では持ち主が絶対格項，身体部位は奪

格名詞句である． 
 
2.18. 知覚構文 

「私は彼がやって来るのを見た」 
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(31)   a.  Ni-k         hura                      ze-torr-ela                          ikus-i      n-u-en. 
             1SG-ERG  that(DIST)SG.ABS  PST.3[SG]ABS-come-COMP see-PFV  NPRS.3[SG]ABS.1SG.ERG-TR-PST 
         b. Ni-k         hura                      etor-tze-n           ikus-i      n-u-en. 
            1SG-ERG  that(DIST)SG.ABS  come-GER-LOC  see-PFV  NPRS.3[SG]ABS.1SG.ERG-TR-PST 
 

「私は彼が今日来ることを知っている」 
 
(32)   Ni-k         ba=da-ki-t                                       hura                     gaur   da-torr-ela.  
         1SG-ERG  AFF=PRS.3[SG]ABS-know-1SG.ERG that(DIST)SG.ABS today  PRS.3[SG]ABS-come-COMP 
 
C: (31a) は「やってる来ることを」，(31b) は「やってくる姿を，やってくる方法など」． 
MI: (31a, 32) は補文節を取る完全な複文である．(31b) は動名詞句の位置格形を用いたコントロール構

文で，動名詞句の主語は明示されず，上位節の項と同一指示と解釈される．(31a) は実際に姿を見ていな

くても成立する（やって来るという事実を視覚によって認識したという意味）．  
 
2.19. 引用文中の再帰 

「彼は自分（のほう）が勝つと思った」 
 
(33)   ( Har-k )                   Ber-a-k     irabaz-i-ko    z-u-ela 
         ( that(DIST)SG-ERG ) 3-SG-ERG  win-INF-FUT PST.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]-COMP   
         uste                z-u-en. 
         thought[ABS] PST.3[SG]ABS-have-[3SG.ERG]PST 
 
MI: 補文節中に三人称名詞 bera が用いられた複文構造である． 
 
2.20. 部分的に及ぶ動作と全体に及ぶ動作 

「私は（コップの）水（の一部）を飲んだ」 
 
(34)   a.  Ur-a                  edan          d-u-t                                    edalontzi-tik. 
             water-SG[ABS]  drink.PFV  PRS.3[SG]ABS-TR-1SG.ERG glass[SG]-ABL 
          「私はコップから水を飲んだ」 
         b. Edalontzi-tik    ur       pixka  bat           edan          d-u-t. 
             glass[SG]-ABL  water  bit      one[ABS]  drink.PFV  PRS.3[SG]ABS-TR-1SG.ERG  
          「私はコップから水を少し飲んだ」 
 

「私は（コップの）水を全部飲んだ」 
(35)   ( Ni-k )         edalontzi-ko       ur       guzti-a         edan          dut. 
         ( 1SG-ERG )  glass[SG]-LGEN  water  all-SG[ABS]  drink.PFV  PRS.3[SG]ABS-TR-1SG.ERG  
 
MI: (34a) の名詞句 ura は定性にかかわらず一定量の水を表す．(34b) では数量句 pixka bat によって量が

限定されている．(35) では形容詞 guzti「すべて」が用いられている．なお，(36) のように，jan「食べ

る」などの不定目的語削除が可能な動詞では，奪格名詞句を使って，指示対象の一部が動詞の表す行為
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の対象であることを表すことができる．（de Rijk 2008: 266f.）． 
 
(36)   Gu-re        ogi-tik              ja-ten     d-u. 
         1PL-PGEN  bread[SG]-ABL eat-IPFV  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG] 
      「彼は私たちのパンを一部食べる」 
 
2.21. 恒常的な否定文 

「彼は肉を食べない」 
 
(37)   Har-k                    ez     d-u-t[sic]                             haragi-rik  ja-ten. 
         that(DIST)SG-ERG  NEG  PRS.3[SG]ABS-TR-1SG.ERG meat-PRT   eat-IPFV 
 
MI: 目的語に分格名詞句が用いられている．否定文では，不定の絶対格名詞句に相当する位置に分格名

詞句が現れる． 
 
2.22. 感覚述語 

「今日は寒い」 
 
(38)   Gaur  hotz-a             egi-ten   d-u. 
         today  cold-SG[ABS]  do-IPFV  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]  
 

「私は（何だか）寒い（私には寒く感じる）」 
 
(39)   Hotz  na-iz. 
         cold   PRS.1SG.ABS-be 
 
C: (38) はスペイン語のような天気表現で，「寒さをする」ということ． 
MI: (38) は非人称他動詞 egin が使われており，hotza「寒さ」は目的語である．egin は他に euria「雨」，

elurra「雪」, beroa「暑さ」などを目的語に取る．(39) では感覚主体（私）は絶対格項であり，全体とし

てはコピュラ文である． 
 
2.23. 感情述語 

「人がとても多かったことに私は驚いた」 
 
(40)   Harri-tu        nind-u-en                                     hainbeste jende             ego-te-a-k. 
         surprise-PFV  NPRS.1SG.ABS-TR[3SG.ERG]-PST  so.many   people[ABS]  be.there-GER-SG-ERG 
 
MI: 感情主体（私）を目的語，刺激を主語とする他動詞文であり，harritu「驚かせる」が用いられている．

なお，harritu には自動詞用法「驚く」もある． 
 
2.24. 現象文・現場での直接体験 

「雨が降り始めた」 
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(41)   a.  Euri-a            has-i        d-u. 
             rain-SG[ABS]  start-PFV  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]  
         b. Euri-a            egi-te-n         has-i        da. 
             rain-SG[ABS]  do-GER-LOC  start-PFV  PRS.3[SG]ABS.INTR  
 
MI: (41a) は非人称他動詞 hasi「（天候が）変わり始める」，(41b) では一般のアスペクト自動詞 hasi「始

まる」が用いられている． 
 
2.25. 中間構文 

「この本はよく売れる」 
 
(42)   Liburu hon-ek          asko           sal-tzen   du. 
         book    this.SG-ERG  very.much  sell-IPFV  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]  
 
MI: saldu「売る」は通常他動詞だが，ここでは「売れる」という意味の非能格自動詞として用いられて

いる．バスク語の非能格自動詞は，能格項のみを取る一項動詞である．saldu「売れる」の用法はスペイ

ン語の vender「売れる」と対応する．このような場合に非能格自動詞となることは福井（2016）を参照．

なお，フランス側方言では以下のように非対格自動詞（絶対格項のみを取る一項動詞）になる． 
 
(43)   Liburu hau               ongi sal-tzen   da. 
         book    this[SG.ABS]  well  sell-IPFV  PRS.3[SG]ABS.INTR 
 
 

参考文献 
de Rijk, Rudolf P. G. 2006. Standard Basque: a progressive grammar. Cambridge, MA: The MIT Press. 
福井夏来. 2016.「バスク語の自動詞文における能格の出現条件について」『思言 東京外国語大学記述言

語学論集』12: 161–168. 
Ishizuka, Masayuki. 2018. Detransitivization of productive causative verbs in Basque. Bulletin of the Edward Sapir 

Society of Japan 32: 31–41. 
石塚政行. 2022.「変則的二項述語文としての所有文：バスク語の所有コピュラ文」『日本エドワード・サ

ピア協会研究年報』36: 27–39. 
 
 
執筆者連絡先：ishizuka@go.tuat.ac.jp, yoshinari.kanae.t0@tufs.ac.jp 
原稿受理：2023 年 12 月 17 日 



東京外国語⼤学語学研究所『語学研究所論集』第 28 号: 11 (2023) 
Tokyo University of Foreign Studies, Journal of the Institute of Language Research Vol. 28: 11 (2023) 

 
<特集「所有・存在表現」>   

 1 / 19 

 バスク語の所有・存在表現 
Possessive and existential constructions in Basque 

 

石塚 政行 1, 吉成 奏慧 2 
Masayuki Ishizuka, Kanae Yoshinari 

 
1 東京農工大学 

Tokyo University of Agriculture and Technology 
2 東京外国語大学言語文化学部 

School of Language and Culture Studies, Tokyo University of Foreign Studies 

 
 
要旨：本稿は，『語学研究所論集』第 18 号（2013，東京外国語大学）の特集「所有・存在表現」におけ

るアンケート項目に対するバスク語のデータ，その簡単な解説およびコメントを提供する． 
 
 
Abstract: This document provides Basque language data for the questionnaire from the featured theme “Possesive 
and existential constructions” in the Journal of the Institute of Language Research No. 18 (2013, Tokyo University 
of Foreign Studies), along with brief explanations and comments.  
 
 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000377 
キーワード：所有 存在 バスク語 
Keywords: Possesives, Existentials, Basque 
 
 
1.   はじめに 
 本稿のデータは，『語学研究所論集』第 18 号の特集「所有・存在表現」の調査項目を，スペインバス

ク地方ビスカヤ州出身のバスク語標準語（ビスカヤ方言の影響あり）の話者の方（1990 年生まれ）にス

ペイン語から訳していただいたものである．媒介言語としてのスペイン語の文については，本論集の特

集データのスペイン語のものを用いたのでそちらを参照されたい． 
 
2.   データおよびコメント 
 以下，データを調査項目ごとに提示し，コンサルタントおよび石塚のコメントを付す．「C:」から始ま

るコンサルタントによる注記は，話者が英語で書いてくださったものを吉成が日本語に訳し，石塚が適

宜編集したものである．「MI:」から始まる注記は石塚のものである．各節冒頭には調査項目の日本語原

文を掲げた．バスク語文の日本語訳は，原文と文意が異なる場合のみ明記した． 
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2.1. 身体部位（1） 
「あの人は青い目をしている」 

 
(1)    Pertsona  horr-ek                 begi  urdin-ak        d-it-u. 
        person      that(MED)SG-ERG  eye   blue-PL.ABS  PRS.3.ABS-PL.ABS-have[3SG.ERG] 
 
 
MI: 所有動詞 izan ‘have’ が用いられている．以下この動詞には一貫して ‘have’ のグロスを振る． 
 

「青い目の人・目が青い人」 
 
(2)    a.  begi  urdin-dun   pertson-a 
            eye   blue-PROP  person-SG[ABS] 
        b. pertsona begi  urdin-dun-a 
            person     eye   blue-PROP-SG[ABS] 
 
MI: いずれでも所有接辞（proprietive）の-dun が用いられている．この接辞は被所有物を表す名詞句の最

後の語に付き，「〜を持っている」の意味の形容詞句を作る．通常の形容詞は被修飾名詞に後置されるが，

所有接辞によって派生された形容詞句は (2a) のように被修飾名詞に前置することも，(2b) のように後

置することもできる． 
 
2.2. 身体部位（2） 

「あの女｛は／の｝髪が長い・あの女は長い髪をしている」 
 
(3)    a.  Emakume  horr-ek                  ile    luze-a              d-u. 
            woman      that(MED)SG-ERG  hair  long-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-have[3SG.ERG] 
        b. Emakume-k[sic] horr-ek                  ile-a               luze-a             d-u. 
            woman -?            that(MED)SG-ERG  hair-SG[ABS]  long-sg[abs]  PRS.3[SG]ABS-have[3SG.ERG] 
 
MI: (3a) は (1) と同様の所有文．(3b) は石塚（2022）が所有コピュラ文と呼ぶ特別な構造である．ilea

「髪」が所有動詞の目的語で，luzea「長い」はその目的語に対する二次述語になっている．なお，恒常的

な関係を表す所有コピュラ文は，他の所有物との対比があると言いやすくなる．たとえば，(3b) は「彼

女は髪は長い」のような日本語に対応する．なお，未確認ではあるが，(3b) emakume-k は明らかに emakume
の誤りと思われる． 
 

「長い髪の女・髪の長い女」 
 
(4)    a.  ile  luze-dun     emakume-a 
            hair long-PROP woman-SG[ABS] 
        b. emakume ile    luze-dun-a 
            woman     hair  long-PROP-SG[ABS]  
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MI: (2) 同様の所有接辞の例． 
 
2.3. 非普通所有物 

「あの人には髭がある」 
 
(5)    Petsona horr-ek                 bizarr-a            d-u. 
        person    that(MED)SG-ERG  beard-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-have[3SG.ERG] 
 
MI: (1) と同様の所有文． 
 

「髭の男」 
 
(6)    gizon  bizar-dun-a 
        man   beard-PROP-SG[ABS] 
 
MI: (2) と同様の所有接辞による表現． 
 
2.4. 慣用句的表現 

「あの人には（見る）目がある」「見る目のある人」 
 
C: 該当表現はない． 
 
2.5. 側面語のある表現（1） 

「あの人は 22歳だ」 
 
(7)    Horr-ek                 22 urte           d-it-u  
        that(MED)SG-ERG  22 year[ABS]  PRS.3.ABS-PL.ABS-have[3SG.ERG] 
 
MI: (1) 同様の所有文． 
 

「22歳の人」 
 
(8)    22 urte-ko       pertson-a 
        22 year-QUAL person-SG[ABS] 
 
MI: -ko は性質接辞として分析している．性質接辞は，22 urte「22歳（の年）」のような側面，または sudur 
handi「大きな鼻」のような部分を表す名詞句に付加されて，そのような特徴を持つという意味の連体修

飾句を形成する．位置属格の-ko と同形だが，形態論が異なる．このアンケートの結果の範囲では，側面

語は性質接辞，部分名詞は所有接辞という使い分けが見られる．なお，de Rijk（2006: 94ff.）はこれを共

格の連体形から共格接辞が削除されたものと分析している． 
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2.6. 側面語のある表現（2） 
「あの人は優しい性格だ」 

 
(9)    Pertsona  horr-ek                 izaera      atsegin-a         d-u. 
        person      that(MED)SG-ERG  character  kind-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-have[3SG.ERG] 
 
MI: (1) と同様の所有文． 
 

「優しい性格の人」 
 
(10)  izaera      atsegin-eko  pertson-a 
        character  kind-QUAL   person-SG[ABS] 
 
MI: (8) と同様の性質接辞の表現． 
 
2.7. 側面語のある表現（3） 

「あの人は背が高い」 
 
(11)  Altu-a           da.  
        tall-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS.be 
 
MI: altu「背が高い」という形容詞を補語とするコピュラ文． 
 

「背の高い人」 
 
(12)  pertsona altu-a 
        person     tall-SG[ABS] 
 
MI: 形容詞 altu「背が高い」が名詞を修飾する構造． 
 
2.8. 側面語のある表現（4） 

「あの人は背が 190センチもある」 
 
(13)  a.  Pertsona  horr-ek                 190 cm           d-it-u. 
            person      that(MED)SG-ERG  190 cm [ABS]  PRS.3.ABS-PL.ABS-have[3SG.ERG] 
        b. Pertsona  horr-ek                 190 cm-ko        altuer-a              d-u. 
            person      that(MED)SG-ERG  190 cm-QUAL  height-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-have[3SG.ERG] 
 
MI: (13a) は「190 cm を持っている」，(13b) は「190 cm の高さを持っている」．いずれも (1) と同様の所

有文． 
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2.9. 側面語のある表現（5） 
「その石は四角い形をしている」 

 
(14)  Harri horr-ek                 forma  karratu-a           d-u. 
        stone  that(MED)SG-ERG  shape  square-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-have[3SG.ERG] 
 
MI: (1) と同様の所有文． 
 

「四角い（形の）石」 
 
(15)  a.  harri  karratu-a 
            stone  square-SG[ABS]   
         「四角い石」 
        b. forma  karratu-ko     harri-a 
            shape  square-QUAL  stone-SG[ABS]  
          「四角い形の石」 
 
MI: (15a) は形容詞 karratu「四角い」による修飾構造．(15b) は性質接辞． 
 
2.10. 属性 

「あの人には才能がある」 
 
(16)  Horr-ek                 talentu-a           d-u. 
        that(MED)SG-ERG  talent-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-have[3SG.ERG] 
 
MI: (1) と同様の所有文． 
 

「才能のある人」 
 
(17)  Talentu-dun pertson-a 
        talent-PROP  person-SG[ABS] 
 
MI: (2) と同様の所有接辞による表現． 
 
2.11. 一時的属性 

「あの人は病気だ」 
 
(18)  Gaixo  da-go. 
        sick     PRS.3[SG]ABS-be.there 
 
MI: 形容詞 gaixo「病気の」によるコピュラ文．一時的属性を表すコピュラ文では，補語に数の接辞がつ

かず，コピュラに動詞 egon「（場所に）いる，ある」が用いられるという特徴がある．このデータでは
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egon には一貫して ‘be.there’ というグロスを付けている． 
 

「あの人は熱がある」 
 
(19)  Sukarr-a          da-uka. 
        fever-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-hold[3SG.ERG] 
 
MI: (1) と同様の所有文だが，動詞に eduki が用いられている．この動詞は「つかむ，保持する」のよう

な意味だが，スペイン諸方言では (1) の izan と同様の所有動詞として用いられる．使い分けは不明で

ある．このデータでは eduki には一貫して ‘hold’ のグロスを付けた． 
 

「病気の人」 
 
(20)  pertsona gaixo-a 
        person     sick-SG[ABS] 
 
MI: 形容詞 gaixo「病気の」による修飾構造． 
 
2.12. 衣服等（1） 

「あの人は青い服を着ている」 
 
(21)  Har-k                    arropa  urdin-ak         d-it-u. 
        that(DIST)SG-ERG  clothes  blue-PL[ABS]  PRS.3.ABS-PL.ABS-have[3SG.ERG] 
 
MI: (1) と同様の所有文． 
 

「青い服の男」 
 
(22)  a.  arropa  urdin-dun  gizon-a 
            clothes  blue-PROP man-SG[ABS]  
        b. gizon  arropa  urdin-dun-a 
            man    clothes  blue-PROP-SG[ABS] 
 
MI: (2) と同様の所有接辞による表現． 
 
2.13. 衣服等（2） 

「あの人はメガネをかけている」 
 
(23)  Har-k                    betaurreko-ak     d-it-u. 
        that(DIST)SG-ERG  glasses-PL[ABS]  PRS.3.ABS-PL.ABS-have[3SG.ERG] 
 
MI: (1) と同様の所有文． 
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「メガネの男」 

 
(24)  a.  gizon  betaurreko-dun-a 
            man    glasses-PROP-SG[ABS] 
        b. betaurreko-dun  gizona 
            glasses-PROP      man-SG[ABS] 
 
MI: (2) と同様の所有接辞による表現． 
 
2.14. 親族（1） 

「あの人には妻がいる」 
 
(25)  Horr-ek                 emazte-a         da-uka. 
        that(MED)SG-ERG  wife-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-hold[3SG.ERG] 
 
MI: (19) と同様に eduki を用いた所有文． 
 

「既婚の人・妻のいる人」 
 
(26)  a.  pertsona ezkon-du-a 
            person     marry-PFV-SG[ABS] 
        b. emazte-a         da-uka-n                                         pertson-a 
            wife-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-have[3SG.ERG]-REL person-SG[ABS] 
 
MI: (26a) は動詞 ezkondu「結婚する」の完了分詞による修飾構造．(26b) は eduki を述語とする所有文の

関係節による修飾構造． 
 
2.15. 親族（2） 

「あの人には 3 人子供がいる」 
 
(27)  Horr-ek                 hiru   ume            d-it-u.  
        that(MED)SG-ERG  three child[ABS] PRS.3.ABS-PL.ABS-have[3SG.ERG] 
 
MI: (1) と同様の所有文． 
 

「3 人の子持ちの人」 
 
(28)  hiru   ume            d-it-u-en                                                pertson-a  
        three child[ABS] PRS.3.ABS-PL.ABS-have[3SG.ERG]-REL  person-SG[ABS] 
 
MI: (27) の所有文を関係節化したもの． 
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「妊娠している女性」 

 
(29)  emakume  haur-dun-a 
        woman      child-PROP-SG[ABS]  
 
MI: haurdun は名詞 haur「子供」に所有接辞-dun がついたものだが，特に「妊娠した」の意味で用いられ

る． 
 
2.16. 普遍的な事実 

「タコには足が 8 本ある」 
 
(30)  Olagarro-e-k      8       hanka      d-it-u-zte. 
        octopus-PL-ERG  eight leg[ABS]  PRS.3.ABS-PL.ABS-have-3PL.ERG 
 
MI: (1) と同様の所有文． 
 
2.17. ともに無生物の所有（含有） 

「その飲み物にはアルコールが入っている」 
 
(31)  Edari horr-ek                 alkohol-a             d-u. 
        drink  that(MED)SG-ERG  alcohol-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-have[3SG.ERG] 
 
MI: (1) と同様の所有文． 
 

「アルコール入りの飲み物」 
 
(32)  edari  alkohol-dun-a 
        drink  alcohol-PROP-SG[ABS] 
 
MI: (2) と同様の所有接辞による表現． 
 
2.18. 所有権 

「あの人はお金を持っている」 
 
(33)  Horr-ek                 diru-a                 da-uka.  
        that(MED)SG-ERG  money-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-hold[3SG.ERG] 
 
MI: (19) と同様の eduki を述語とする所有文． 
 

「お金持ちの人」 
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(34)  pertsona diru-dun-a 
        person     money-PROP-SG[ABS]  
 
MI: 所有接辞による表現． 
 
2.19. 有生物に対する所有権 

「おまえのところには犬がいるか？」 
 
(35)  Etxe-an             txakurr-a       da-uka-zue? 
        house[SG]-LOC  dog-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-have-2PL.ERG  
 
MI: (19) と同様の eduki による所有文． 
 

「犬のいる人」 
 
(36)  a.  pertsona txakur-dun-a 
            person     dog-PROP-SG[ABS] 
        b. txakur bat-en             jabe-a 
            dog     IDEF.SG-PGEN  owner-SG[ABS] 
         「ある犬の飼い主」 
 
C: (36a) はやや不自然に感じられる．(36b) は「犬の主」という意味である． 
MI: (36a) は所有接辞による表現． 
 
2.20. 一時的携帯（自分のもの） 

「おまえは（自分の）ペンを持っているか？」 
 
(37)  Boligrafo-rik  d-u-zu? 
        ballpoint-PRT  PRS.3[SG]ABS-have-2SG.ERG     
 
MI: (1) と同様の所有文． 
 

「ペンを持っている人」 
 
(38)  boligrafo-a            da-uka-n                                         pertson-a 
        ballpoint-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-have[3SG.ERG]-REL person-SG[ABS] 
 
MI: eduki を述語とする所有文の関係節化． 
 
2.21. 一時的携帯（他人のもの） 

「あの人は（誰か別の人の）ペンを持っている」 
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(39)  Horr-ek                 ( beste  bat-en )              boligrafo-a            d-u. 
        that(MED)SG-ERG  ( other  IDEF.SG-PGEN  )  ballpoint-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-have[3SG.ERG] 
 
MI: (1) と同様の所有文． 
 
2.22. 抽象的・一時的所有物 

「あの人は運がいい」 
 
(40)  Horr-ek                 zorte     on-a                 d-u. 
        that(MED)SG-ERG  fortune  good-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-have[3SG.ERG] 
 
MI: (1) と同様の所有文． 
 

「幸運な人」 
 
(41)  a.  zorte    on-eko         pertson-a                
            fortune  good-QUAL person-SG[ABS] 
        b. zorion-eko pertson-a 
            luck-QUAL person-SG[ABS] 
 
MI: いずれも性質接辞による表現． 
 
2.23. 恒常的存在＞状態・性質 

「ここは石が多い」 
 
(42)  Hemen      harri  asko            da-go. 
        here[LOC] stone  many[ABS]  PRS.3[SG]ABS-be.there 
 
MI: 動詞 egon「ある・いる」を用いた存在文． 
 

「石の多い土地」 
 
(43)  eremu  harritsu-a 
        land     stony-SG[ABS] 
 
MI: 形容詞 harritsu「石の多い」による修飾構造．接尾辞-tsu は名詞から「〜の多い」という意味の形容

詞を派生する． 
 

「ここは雨が多い」 
 
(44)  Hemen      euri  asko            egi-ten   d-u. 
        here[LOC] rain  much[ABS]  do-IPFV  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG] 
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MI:「ここではたくさん雨が降る」の意味． 
 

「雨の多い土地」 
 
(45)  eremu  euritsu-a 
        land     rainy-SG[ABS] 
 
MI: 形容詞 euritsu「雨の多い」による修飾構造．接尾辞-tsu は名詞から「〜の多い」という意味の形容詞

を派生する． 
 
2.24. 非恒常的存在と数量 

「その部屋には椅子が 3 つある」 
 
(46)  Gela   horr-etan              hiru   aulki          da-u-de. 
        room  that(MED)SG-LOC  three chair[ABS] PRS.3.ABS-be.there-PL.ABS 
 
MI: 動詞 egon を述語とする存在文． 
 

「3 つ椅子のある部屋」 
 
(47)  hiru   aulki          d-it-u-en                                                gel-a 
        three chair[ABS] PRS.3.ABS-PL.ABS-have[3SG.ERG]-REL  room-SG[ABS] 
 
MI: 所有文の関係節化． 
 
2.25. 存在（存在が新情報） 

「テーブルの上にスプーンがある」 
 
(48)  Mahai  gain-ean       goilar-a            da-go. 
        table     top[SG]-LOC  spoon-SG[ABS] PRS.3[SG]ABS-be.there 
 
MI: 動詞 egon による存在文．存在物を表す名詞句 goilara が動詞の直前の焦点位置に置かれている． 
 

「スプーンのあるテーブル」 
 
(49)  goilara              da-uka-n                                         mahai-a 
        spoon-SG[ABS] PRS.3[SG]ABS-hold[3SG.ERG]-REL table-SG[ABS] 
 
MI: 動詞 eduki による所有文の関係節化． 
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2.26. 所在（場所が新情報） 
「そのスプーンはテーブルの上にある」 

 
(50)  Goilara  hori                         mahai gain-ean       da-go. 
        spoon     that(MED)[SG.ABS]  table    top[SG]-LOC  PRS.3[SG]ABS-be.there 
 
MI: 動詞 egon による存在文．場所を表す mahai gainean が動詞の直前の焦点位置にある． 
 

「テーブルにあるスプーン」 
 
(51)  mahai gain-ean       da-go-en                              goilar-a 
        table    top[SG]-LOC  PRS.3[SG]ABS-be.there-REL spoon-SG[ABS] 
 
MI: 存在文の関係節化． 
 
2.27. 所有物・属格のプロトタイプ 

「そのペンは私のだ」 
 
(52)  Boligrafo  hori                         ni-re-a                     da. 
        ballpoint   that(MED)[SG.ABS]  1SG-PGEN-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS.be 
 
MI: nirea は，一人称代名詞 ni の属格形 nire に数の接辞（定冠詞）-a が付いたもので，名詞句を構成す

る． 
 

「そのペンは太郎のだ」 
 
(53)  Boligrafo  hori                         Taro-ren-a                da. 
        ballpoint   that(MED)[SG.ABS]  Taro-PGEN-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS.be 
 
MI: Tarorena は，(52) の nirea と同じく，属格名詞句に数の接辞-a が付いたもの． 
 

「私のペン」 
 
(54)  ni-re          boligrafo-a 
        1SG-PGEN  ballpoint-SG[ABS] 
 

「太郎のペン」 
 
(55)  Taro-ren      boligrafo-a 
        Taro-PGEN  ballpoint-SG[ABS] 
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2.28. できごとの生起 
「昨日，学校で火事があった」 

 
(56)  Atzo          sute-a            egon              z-en                                eskol-an. 
        yesterday  fire-SG[ABS]  be.there.PFV  PST.3[SG]ABS.INTR-PST  school[SG]-LOC 
 
MI: 動詞 egon による存在文． 
 

「私は明日用事があります」 
 
(57)  Ni-k         zeregin-ak      d-it-u-t                                           bihar. 
        1SG-ERG  task-PL[ABS]  PRS.3.ABS-PL.ABS-have-1SG.ERG  tomorrow 
 
MI: (1) と同様の所有文． 
 
2.29. 実在文 

「（この世には）お化けなんていない」 
 
(58)  a.  ( Mundu  hon-etan )        ez     da-go                            mamu-rik. 
            ( world    this[SG]-LOC )  NEG  PRS.3[SG]ABS-be.there  ghost-PRT 
        b. ( Mundu  hon-etan )        mamu-rik  ez     da. 
            ( world    this[SG]-LOC )  ghost-PRT  NEG  PRS.3[SG]ABS.be   
        c.  Mamu-ak       ez     d-ira                              existi-tzen. 
            ghost-PL.ABS NEG  PRS.3.ABS-PL.ABS.INTR  exist-IPFV  
 
MI: (58a) は動詞 egon を用いた通常の存在文．(58b) では述語に自動詞 izan が用いられている．izan は

通常は個体レベルのコピュラ文に用いられる．(58c) は動詞 existitu「存在する」が用いられている．(58a–
b) では主語名詞句が分格で，不定名詞句であるのに対して，(58c) では絶対格形の総称名詞句であるの

も興味深い． 
 
2.30. 絶対存在文（1） 

「（そこには）英語を話す人もいるが，話さない人もいる」 
 
(59)  a.  ( Hor )                      ingeles-ez      da-ki-en-ik                                               ba=da-go                              ere, 
            ( there(MED)[LOC] )  English-INST  PRS.3[SG]ABS-know[3SG.ERG]-REL-PRT  AFF=PRS.3[SG]ABS-be.there  also 
            ez     da-ki-en-ik                                               ere    ba=da-go. 
            NEG  PRS.3[SG]ABS-know[3SG.ERG]-REL-PRT  also  AFF=PRS.3[SG]ABS-be.there  
         「そこには英語を解する人もいるし，解さない人もいる」 
        b. ( Hor )                      ba=da                          ingeles-ez      da-ki-en-ik 
            ( there(MED)[LOC] )  AFF=PRS.3[SG]ABS.be  English-INST  PRS.3[SG]ABS-know[3SG.ERG]-REL-PRT 
            eta   ez     da-ki-en-ik. 
            and  NEG  PRS.3[SG]ABS-know[3SG.ERG]-REL-PRT 
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         「そこには英語を解する人と解さない人がいる」 
 
        c.  Ingeles-ez      da-ki-te-n-ak 
            English-INST  PRS.3[SG]ABS-know-3PL.ERG-REL-PL.ABS 
            eta   ez     da-ki-te-n-ak                                                da-u-de                                hor. 
            and  NEG  PRS.3[SG]ABS-know-3PL.ERG-REL-PL.ABS  PRS.3.ABS-be.there-PL.ABS  there(MED)[LOC] 
         「そこには英語を解する人と解さない人がいる」 
 
MI: すべて存在文である．(59a) と (59b) はいずれも肯定助詞 ba が動詞に付加されており，文焦点とな

っている．(59c) は存在物が焦点位置にある．前二者では分格名詞句が，後者では絶対格名詞句が用いら

れている．(59a, c) は egon，(59b) は izan が主動詞である． 
 
2.31. 絶対存在文（2） 

「私より英語ができる人は（ほかに／もっと）います」 
 
(60)  Ba=da-u-de                                 
        AFF=PRS.3.ABS-be.there-PL.ABS 
        ni-k         baino hobeto       ingeles-ez      da-ki-te-n-ak. 
        1SG-ERG  than    well.CMPR  English-INST  PRS.3[SG]ABS-know-3PL.ERG-REL-PL.ABS 
 
MI: 動詞 egon による文焦点の存在文で，主語は絶対格名詞句である． 
 
2.32. 抽象的なことの所有・発話内効力のある文 

「ちょっとあなたにお願いがあります」 
 
(61)  Zerbait       eska-tu  behar      d-i-zu-t. 
        something  ask-INF  need.INF  PRS.3[SG]ABS-have.DAT-2SG-1SG.ERG 
 
MI:「あなたに何か頼まなければなりません」という意味．存在の意味は代名詞 zerbait が担っている． 
 
2.33. 時間・場所 

「冬の雨」 
 
(62)  negu-ko               euri-a 
        winter[SG]-LGEN rain-SG[ABS] 
 

「東京の家」 
 
(63)  Tokio-ko         etxe-a 
        Tokyo-LGEN  house-SG[ABS] 
 
MI: いずれも位置属格-ko が使われている．位置属格は位置格-an の連体形に相当する． 
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2.34. 行為主体・行為対象・生産物 

「彼の泳ぎ」 
 
(64)  har-en                     igeri-a 
        that(DIST)SG-PGEN  swim-SG[ABS] 
 

「犬の鳴き声」 
 
(65)  Txakurr-a-ren          zaunk-a 
        dog-SG[ABS]-PGEN  bark-SG[ABS] 
 

「火山の爆発」 
 
(66)  sumendi-a-ren               burrunb-a 
        volcano-SG[ABS]-PGEN  explosion-SG[ABS] 
 

「車の運転」 
 
(67)  gida-tze-a 
        drive-GER-SG[ABS] 
 

「～の小説」 
 
(68)  a.  Anderr-en     liburu-a 
            Ander-PGEN  book-SG[ABS] 
         「アンデルの本」 
        b. Anderr-ek   idatz-i-ta-ko             liburu-a 
            Ander-ERG  write-PFV-RES-ADN book-SG[ABS] 
         「アンデルが書いた本」 
 
MI: ほぼすべて所有属格-en が用いられている．ただし，(67) は gidatu が「車を運転する」の意味であ

るために，車を表す名詞句は表現されていない．また，(68b) は完了分詞から派生した結果状態を表す非

定形連体修飾節が用いられている． 
 
2.35. 親族・場所名詞・時間的関係 

「X さん（固有名詞）のお母さん」 
 
(69)  Anderr-en     ama 
        Ander-PGEN  mother[ABS] 
 

「机の横に」 
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(70)  mahai-a-ren      albo-an 
        table-SG-PGEN  side[SG]-LOC 
 

「机の前に」 
 
(71)  mahai-a-ren      aurre-an 
        table-SG-PGEN  front[SG]-LOC 
 
MI: いずれも所有属格が用いられている．なお，(70–71) は位置格-an が使われており，「机の横／前に

（ある・いる）」の意味である． 
 

「*机に（来て！）」 
 
(72)  Mahai-ra         ( etor    za-i-te-z! ) 
        table[SG]-ALL  ( come 2[SG]ABS-NIND.INTR-PL.ABS[IMP] ) 
 
MI: 無生名詞句にはこのように直接場所格類を付加することが可能である．有生名詞句は (73) のよう

に有標となる． 
 
(73)  Maddi-ren-gana             ( etor    za-i-tez! ) 
        Maddi-PGEN-ANIM.ALL  ( come 2[SG]ABS-NIND.INTR-PL.ABS[IMP] ) 
      「マディのところに来て！」 
 

「あの人の次」 
 
(74)  Horr-en                  hurrengo-a 
        that(MED)SG-PGEN  next-SG[ABS] 
 
MI: 所有属格が用いられている． 
 
2.36. 被所有物の性質 
2.36.1. 種別 

「バラの花びら」 
 
(75)  arros-a-ren     hosto-ak 
        rose-SG-PGEN  petal-PL.ABS 
 
MI: 所有属格である． 
 
2.36.2. 用途 

「果物のナイフ」 
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(76)  fruta-rako               aizto-a 
        fruit[SG]-PUR.ADN  knife-SG[ABS] 
 
MI: 目的を表す-rako が用いられている． 
 
2.36.3. 材料・材質 

「紙の飛行機」 
 
(77)  paper-ez-ko        hegazkin-a 
        paper-INST-ADN  airplane-SG[ABS] 
 
MI: 材質を表す具格の連体形． 
 
2.36.4. 内容 

「チューリップの絵」 
 
(78)  tulipa  batzu-en           kuadro-a 
        tulip    some-PL.PGEN  painting-SG[ABS] 
 
MI: 所有属格． 
 
2.36.5. 産出物 

「花の匂い」 
 
(79)  lore-en               usain-a 
        flower-PL.PGEN  smell-SG[ABS] 
 
MI: 所有属格． 
 
2.36.6. 表現形式 

「英文の手紙」 
 
(80)  ingeles-ez-ko          gutun-a 
        English-INST-ADN  letter-SG[ABS] 
 
MI: 言語を表す具格の連体形． 
 
2.36.7. 職種 

「日本語の先生」 
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(81)  japoniera  irakasle-a 
        Japanese   teacher-SG[ABS] 
 
MI: 名詞複合． 
 
2.36.8. 取得源 

「井戸の水」 
 
(82)  putzu-ko            ur-a 
        well[SG]-LGEN  water-SG[ABS] 
 
MI: 位置属格． 
 
2.36.9. 種別 

「雨の日」 
 
(83)  egun  euritsu-a 
        day    rainy-SG[ABS] 
 
MI: euritsu「雨降りの」という意味の形容詞． 
 
2.37. 同格 

「妹の花子」 
 
(84)  ni-re          arreba  Hanako 
        1SG-PGEN  sister    Hanako[ABS] 
 
MI: nire arreba「私の妹」と Hanako の同格構造． 
 

「社長の田中さん」 
 
(85)  ni-ri[sic]   buruzagi Tanaka 
        1SG-PGEN  boss        Tanaka[ABS] 
 
MI: niri は明らかに nire の誤りと考えられる．nire buruzagi「私の上司」と Tanaka の同格構造． 
 
2.38. 属格の連続使用 

「となりの家の友達のお父さんの車のタイヤ（が昨日突然パンクしたんだって）」 
 
(86)  a.  auzo-ko                    lagun-a-ren       aita-ren         kotxe-ko          gurpil-ak 
            neighbor[SG]-LGEN  friend-SG-PGEN  father-PGEN car[SG]-LGEN  tire-PL.ABS 
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        b. auzo-ko                    lagun-a-ren       aita-ren         kotxe-a-ren    gurpil-ak 
            neighbor[SG]-LGEN  friend-SG-PGEN  father-PGEN car-SG-LGEN  tire-PL.ABS 
 
MI: 位置属格-ko と所有属格-en が連続して用いられている． 
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要旨：本稿は，『語学研究所論集』第 20 号（2015，東京外国語大学）の特集「連用修飾的複文」におけ

るアンケート項目に対するバスク語のデータ，その簡単な解説およびコメントを提供する． 
 
 
Abstract: This document provides Basque language data for the questionnaire from the featured theme “Adverbial 
clauses” in the Journal of the Institute of Language Research No. 20 (2015, Tokyo University of Foreign Studies), 
along with brief explanations and comments.  
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1.   はじめに 
 本稿のデータは，『語学研究所論集』第 20 号の特集「連用修飾的複文」の調査項目を，スペインバス

ク地方ビスカヤ州出身のバスク語標準語（ビスカヤ方言の影響あり）の話者の方（1990 年生まれ）にス

ペイン語から訳していただいたものである．媒介言語としてのスペイン語の文については，本論集の特

集データのスペイン語のものを用いたのでそちらを参照されたい． 
 
2.   データおよびコメント 
 以下，データを調査項目ごとに提示し，コンサルタントおよび石塚のコメントを付す．「C:」から始ま

るコンサルタントによる注記は，話者が英語で書いてくださったものを吉成が日本語に訳し，石塚が適

宜編集したものである．「MI:」から始まる注記は石塚のものである．各節冒頭には調査項目の日本語原

文を掲げた．バスク語文の日本語訳は，原文と文意が異なる場合のみ明記した． 
 
 
 
 
 
 本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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2.1. 同時動作 
「彼はいつも新聞を読みながらご飯を食べる」 

 
(1)    a.  Har-k                    beti       bazkal-tzen  du 
            that(DIST)SG-ERG  always  lunch-IPFV   PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]  
            egunkari-a                irakur-tzen  d-u-en                                          bitarte-an. 
            newspaper-SG[ABS]  read-IPFV    PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]-REL  interval[SG]-LOC  
        b. Har-k                    beti       bazkal-tzen  du 
            that(DIST)SG-ERG  always  lunch-IPFV   PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG] 
            egunkari-a                irakur-tze-n[sic]. 
            newspaper-SG[ABS]  read-GER-LOC 
 
MI: (1a) は定動詞と位置名詞 bitarte「間」を用いて「〜する間に」という意味を表している．(1b) は動

名詞の位置格形．定動詞ではない．未確認だが，irakurtzen とあるが，irakurtzean の誤りの可能性がある． 
 
2.2. 継起的動作・物語的連鎖 

「（私は）昨日は 9 時に家に帰って，少しテレビを見て（から），寝ました」 
 
(2)    Atzo          bederatzi-eta-n  etxe-ra              hel-du,       telebist-a                 pixka  bat  ikus-i  
        yesterday  nine-PL-LOC       house[SG]-ALL  arrive-PFV  television-SG[ABS]  little   one  watch-PFV     
        eta   lo-ta-ra              joan     nintz-en. 
        and  sleep-IDEF-ALL go.PFV   NPRS.1SG.ABS.INTR-PST 
 
MI: 3 つの定形節の等位接続で，先行する 2 つの等位節の助動詞が省略されたものと分析できる． 
 
2.3. 継起：理由 

「（私は）昨日階段で転んで，ケガをしてしまった」 
 
(3)    Atzo          eskailer-eta-n eror-i     eta   zauri   bat         egin           n-u-en. 
        yesterday  stair -PL-LOC    fall-PFV  and  injury  IDEF.SG make.PFV  NPRS.1SG.ERG.3[SG]ABS-TR-PST 
 
MI: 2 つの定形節の等位接続で，先行節の助動詞が省略されたものと分析できる． 
 
2.4. 異主語 

「今日も父は会社に行って，兄は大学に行った」 
 
(4)    a.  Gaur  ere  aita             enpresa-ra     joan     da;                           anai-a                 unibertsitate-ra. 
            today  also father[ABS] firm[SG]-ALL go.PFV  PRS.3[SG]ABS.INTR  brother-SG[ABS]  university[SG]-ALL 
        b. Gaur  ere  aita             enpresa-ra     joan     da                           eta   anai-a                 unibertsitate-ra. 
            today  also father[ABS] firm-[SG]ALL go.PFV  PRS.3[SG]ABS.INTR and  brother-SG[ABS]  university[SG]-ALL 
 
MI: (4a) は 2 つの単文の並置．(4b) は 2 つの定形節の等位接続．いずれも後続節の動詞 joan da「行った」
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は省略されている． 
 
2.5. 付帯状況 

「（あの人は）今日は帽子をかぶって歩いていた」 
 
(5)    Gaur  ( hura )                     kapel-a        buru-an          d-u-ela 
        today ( that(DIST)SG.ABS )  hat-SG[ABS] head[SG]-LOC PRS.3[SG]ABS-have[3SG.ERG]-while  
        ibil-i         da. 
        walk-PFV PRS.3[SG]ABS.INTR 
 
MI: 定形副詞節による複文．バスク語の定形副詞節は定動詞の接辞付加（＋接続副詞）によって表現さ

れる． 
 
2.6. 並行動作 

「（私は）休みの日にはいつも本を読んだり，テレビを見たりしています」 
 
(6)    Jai     egun-eta-n   beti      ari-tzen         na-iz                      liburu-ak         irakur-tze-n 
        feast  day-PL-LOC  always engage-IPFV  PRS.1SG.ABS-INTR  book-PL[ABS] read-GER-LOC   
        eta   telebist-a                 ikus-te-n. 
        and  television-SG[ABS]  watch-GER-LOC 
 
MI: 動詞 ari「する」の補語である動名詞節（非定形）irakurtzen と ikusten の等位接続． 
 
2.7. 理由・カラ 

「時間がないから，急いで行こう」 
 
(7)    a.  G-oa-z-en                                 azkar,    ez     d-u-gu                                    eta      denbora-rik. 
            PRS.1PL.ABS-go-PL.ABS-COMP  quickly NEG  PRS.3[SG]ABS-have-1PL.ERG since  time-PRT 
        b. G-oa-z-en                                 azkar,    ez     d-u-gu-la                                         denbora-rik.  
            PRS.1PL.ABS-go-PL.ABS-COMP  quickly NEG  PRS.3[SG]ABS-have-1PL.ERG-since  time-PRT 
        c.  Ez    d-u-gu                                    denbora-rik, beraz  g-oa-z-en                                  azkar.  
            NEG  PRS.3[SG]ABS-have-1PL.ERG time-PRT       so       PRS.1PL.ABS-go-PL.ABS-COMP  quickly 
 
C: (7a–b) は「急いで行こう，時間がないんだから」の意．(7b) は口頭語的であり，またスペイン語のパ

ターンではないかと思われる．(7c) は「時間がない，だから急ごう」の意．  
MI: (7a–b) は定形副詞節による複文．(7a) では等位接続詞 eta が説明の従位接続詞のように用いられて

いる．正書法上は別語であるが，定動詞に付加された接辞とも分析できる（de Rijk 2008: 604ff. 参照）．

(7b) は接辞-la によって副詞節が形成されている．(7c) は 2 つの単文の並置で，beraz は接続副詞と分析

される． 
 
2.8. 理由・ノデ 

「昨日は頭が痛かったので，いつもより早く寝ました」 
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(8)    a.  Atzo          buru-ko              min-a              n-u-ela                                                eta,  
            yesterday  head[SG]-LGEN  ache-SG[ABS]  NPRS.1SG.ERG.3[SG]ABS-have-COMP and 
            normal-ean         baino  goiz-ago      ohera-tu           nintz-en. 
            normal[SG]-LOC  than     early-CMPR  go.to.bed-PFV  NPRS.1SG.ABS.INTR-PST 
        b. Atzo          buru-ko              min-a              n-u-enez, 
            yesterday  head[SG]-LGEN  ache-SG[ABS]  NPRS.1SG.ERG.3[SG]ABS-have-since 
            normal-ean         baino goiz-ago      ohera-tu           nintz-en. 
            normal[SG]-LOC  than    early-CMPR  go.to.bed-PFV  NPRS.1SG.ABS.INTR-PST 
 
C: (8b) のパターンは 7-7 の例文では使えない． 
MI: (8a) は接辞-la と接続詞 eta で構成され，「〜と思うから・言うから」の意味（de Rijk 2008: 606ff. 参
照）．(8b) は接辞-z による副詞節．いずれも定形節． 
 
2.9. 趨向／移動の目的 

「あの人は本を買いに行った」 
 
(9)    a.  ( Hura )                    liburu-a           eros-te-ra        joan     da. 
            ( that(DIST)SG.ABS )  book-SG[ABS]  buy-GER-ALL  go.PFV  PRS.3SG.ABS.INTR 
        b. ( Hura )                    liburu- a          eros-te-ra        joan     z-en. 
            ( that(DIST)SG.ABS )  book-SG[ABS]  buy-GER-ALL  go.PFV  PST.3SG.ABS.INTR-PST 
 
C: (9a) は現在完了，(9b) は過去． 
MI: いずれも動名詞の方格形が用いられている．非定形．この形式は目的一般には使えず，主語が主節

の項と一致しなければならないという制約を持つ． 
 
2.10. 目的・意図 

「（彼は）外がよく見えるように窓を開けた」 
 
(10)    a.  ( Har-k )                    leiho-a                  ireki         d-u 
              ( that(DIST)SG-ERG )  window-SG[ABS]  open.PFV  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG] 
              kanpoalde-a       ondo ikus       da-di-n. 
              outside-SG[ABS] well   be.seen  PRS.3SG[ABS]-NIND.INTR-COMP 
          b. ( Har-k )                    leiho-a                  ireki         z-u-en 
              ( that(DIST)SG-ERG )  window-SG[ABS]  open.PFV  PST.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]-PST 
              kanpoalde-a       ondo ikus       ze-di-n. 
              outside-SG[ABS] well   be.seen  PST.3[SG]ABS-NIND.INTR-COMP 
 
C: 主節は，(10a) が現在完了，(10b) が過去．従属節はいずれも接続法． 
MI: 接続法の定形従属節による複文． 
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2.11. 恒常的条件 
「ここでは夏になると，よく雨が降ります」 

 
(11)    a.  Ud-an                   euri  asko    egi-ten   d-u                                        hemen. 
              summer[SG]-LOC  rain  much  do-IPFV  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]  here 
          b. Ud-a                     da-torr-enean                     euri  asko   egi-ten   d-u                                        hemen. 
              summer-SG[ABS]  PRS.3[SG]ABS-come-when  rain  much do-IPFV  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]  here 
 
C: (11a) は「夏には…」，(11b) は「夏が来たとき…」の意．(11b) はやや不自然． 
MI: (11a) は単文．(11b) は定形従属節による複文． 
 
2.12. 確定条件・生起 

「窓を開けると，冷たい風が入って来た」 
 
(12)    a.  Leiho-a                 ireki-tze-an,                     haize  hotz-a             sar-tu        z-en. 
              window-SG[ABS]  be.opened-GER[SG]-LOC  wind  cold-SG[ABS]  enter-PFV  PST.3SG.ABS.INTR-PST 
          b. Leiho-a                 ireki         n-u-enean,   
              window-SG[ABS]  open.PFV  NPRS.1SG.ERG.3[SG]ABS-TR-when 
              haize  hotz-a             sar-tu        z-en. 
              wind  cold-SG[ABS]  enter-PFV  PST.3SG.ABS.INTR-PST 
 
C: (12a) の前半は非人称，(12b) の前半は「私が窓を開けた時」の意． 
MI: (12a) の ireki は自動詞化によって「開けられる」という意味になっている．(12a) は動名詞の位置格

形で非定形節．(12b) は定形副詞節． 
 
2.13. 確定条件・発見 

「坂を上ると，海が見えた」 
 
(13)    Aldap-a         igo-ta-ko-an,                            itsaso-a         ikus-i             z-en. 
          hill-SG[ABS]  ascend.PFV-RES-ADN[SG]-LOC  sea-SG[ABS]  be.seen-PFV  PST.3SG.ABS.INTR-PST 
 
MI: 完了分詞から派生される結果副動詞 igota の連体形 igotako の位置格形 igotakoan で，非定形節． 
 
2.14. 仮定条件 

「明日雨が降ったら，私はそこに行かない」 
 
(14)    Bihar        euri-a             egi-ten   ba-d-u,  
          tomorrow  rain-SG[ABS]  do-IPFV  if-PRS.3SG.ABS-TR[3SG.ERG] 
          ni             ez     na-iz                      hara                   joan-go. 
          1SG[ABS] NEG  PRS.1SG.ABS-INTR  there(DIST)ALL  go.INF-FUT 
 
MI: 定形副詞節による複文． 
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2.15. 反実仮想 

「もっと早く起きればよかったなあ」 
 
(15)    a.  Goiz-ago     esna-tu           behar      n-u-en…! 
              early-CMPR  wake.up-INF  need.INF  NPRS.1SG.ERG.3[SG]ABS-TR-PST 
          b. Goiz-ago     esna-tu           ba-nintz…! 
              early-CMPR  wake.up-PFV  if-NPRS.1SG.ABS.INTR 
 
MI: (15a) は単文で，「もっと早く起きるべきだった」の意．(15b) は言いさしで，「もっと早く起きてい

れば」． 
 
2.16. 反実仮想・前件否定 

「あんなところへ行かなければよかった」 
 
(16)    Ez    n-u-en                                           hala-ko                     leku    bat-era          joan     behar. 
          NEG  NPRS.1SG.ERG.3[SG]ABS-TR-PST  like.that(DIST)-ADN  place  IDEF.SG-ALL  go.INF  must.INF 
 
MI: 単文で，「あんなところへ行くべきではなかった」の意． 
 
2.17. 一般的真理 

「1 に 1 を足せば，2 になる」 
 
(17)    a.  Bat  eta   bat  bi    dira. 
              one  and  one  two PRS.3PL.ABS.be 
          b. Bat  eta   bat  gehi-tu-ta       bi    dira. 
              one  and  one  add-PFV-RES two PRS.3PL.ABS.be 
          c.  Bat  eta   bat  gehi-tzen  ba-d-it-u-zu,                                  bi    d-u-zu. 
              one  and  one  add-IPFV  if-PRS.3.ABS-PL.ABS-TR-2SG.ERG  two PRS.3[SG]ABS-have-2SG.ERG 
 
C: 条件文を用いることはあるが，「なる」という動詞の代わりに何を使うかが問題になる． 
MI: (17a) は単文で，「1 と 1 は 2 である」という意味のコピュラ文．(17b) は非定形副動詞を使った複

文．(17c) は定形副詞節による複文で，「もしあなたが 1 と 1 と足すと，2 を得る」ということ． 
 
2.18. 仮定条件＋働きかけのモダリティ 

「駅に着いたら電話をしてください」 
 
(18)    a.  Geltoki-ra           hel-tze-an                 dei   i-eza-da-zu. 
              station[SG]-ALL  arrive-GER[SG]-LOC  call  IMP.DAT-3[SG]ABS.TR-1SG-2SG.ERG 
          b. Geltoki-ra           hel-du-ta-ko-an                       dei   i-eza-da-zu. 
              station[SG]-ALL  arrive-PFV-RES-ADN[SG]-LOC  call  IMP.DAT-3[SG]ABS.TR-1SG-2SG.ERG 
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MI: いずれも非定形副詞節による複文．(18a) は動名詞の位置格形，(18b) は副動詞連体形の位置格形． 
 
2.19. 仮定条件＋願望 

「日曜日になったら，みんなで公園に行きたいなあ」 
 
(19)    Igande-an             guzti-e-kin   batera     parke-ra         joan     nahi        d-u-t. 
          Sunday[SG]-LOC   all-PL-COM   together  parc[SG]-ALL  go.INF  want.INF PRS.3[SG]ABS-TR-1SG.ERG 
 
MI: 単文で，「日曜日には…」という意味． 
 
2.20. 心配 

「明日雨が降ったら困るなあ」 
 
(20)    a.  Bihar         euri-a            egi-ten   ba-d-u 
              tomorrow  rain-SG[ABS]  do-IPFV  if-PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG] 
              gauz-ak            zail-du-ko                         zai-zki-gu… 
              thing-PL[ABS]  get.complicated-INF-FUT  PRS.3.ABS.INTR.DAT-PL.ABS-1PL 
          b. Ea             bihar         ez     d-u-en                                             euri-rik   egi-ten. 
              hopefully  tomorrow  NEG  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]-COMP  rain-PRT  do-IPFV 
 
C: (20a) は文法的には正しいが，直訳的すぎて少し不自然．(20b) は「明日雨が降らないでくれるかな」

の意． 
MI: (20a) は定形副詞節を使った複文．(20b) は言いさし．ea は元は間接疑問文を導く陳述副詞だが，こ

のような言いさしでは希求の意味になる． 
 
2.21. 時間的前後関係に則していないナラ条件 

「家に来るなら，電話をしてから来てください」 
 
(21)    a.  Etxe-ra             etorr-i-ko         ba-zara, 
              house[SG]-ALL  come-INF-FUT  if-PRS.2[SG]ABS.INTR  
              mesedez  dei   i-eza-da-zu                                        alde-z       aurretik. 
              please     call  IMP.DAT-3[SG]ABS.TR-1SG-2SG.ERG  side-INST  before 
          b. Etxe-ra             etorr-i-z            gero,  mesedez  dei   i-eza-da-zu                                        alde-z       aurretik. 
              house[SG]-ALL  come-INF-INST  if        please     call  IMP.DAT-3[SG]ABS.TR-1SG-2SG.ERG  side-INST  before 
 
MI: (21a) は定形副詞節による複文．(21b) は非定形の副動詞＋後置詞 gero による複文． 
 
2.22. 予想を伴った条件文 

「（もうすぐベルが鳴るので）鳴ったら，教えてください」 
 
(22)    Txirrin-a-k   jo-tzen      d-u-enean                                       abisa-tu. 
          bell-SG-ERG ring-IPFV  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]-when  let.know-INF 
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MI: 定形副詞節による複文．「〜するとき」と同じ形式が用いられている． 
 
2.23. 予想を伴わない条件文 

「（もしかしたらベルが鳴るかもしれないので）もし鳴ったら，教えてください」 
 
(23)    Txirrin-a-k   jo-tzen      ba-d-u,                                     abisa-tu. 
          bell-SG-ERG ring-IPFV  if-PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG] let.know-INF 
 
MI: 定形副詞節による複文． 
 
2.24. 相関構文 

「働かざるもの食うべからず／働かない者は，食べるべきではない」 
 
(24)    a.  Lan-ik       egi-ten   ez     d-u-en-a-k 
              work-PRT  do-IPFV  NEG  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]-REL-SG-ERG   
              ez     d-u                                           ja-te-ko                  eskubide-rik. 
              NEG  PRS.3[SG]ABS-have[3SG.ERG]  eat-GER-PUR.ADN  right-PRT 
          b. Lan-ik       egi-ten   ez     d-u-en-a-k 
              work-PRT  do-IPFV  NEG  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]-REL-SG-ERG   
              ez     l-u-ke                                            jan        behar-ko. 
              NEG  CND.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]-POT eat.INF   must-FUT 
          c.  Lan             egi-ten   ez     d-u-en-a-k  
              work[ABS]  do-IPFV  NEG  PRS.3[SG]ABS-TR[3SG.ERG]-REL-SG-ERG   
              ez     de-za-la                                                   jan. 
              NEG  PRS.3[SG]ABS-NIND.TR[3SG.ERG]-COMP  eat 
 
C: (24a) は「食べる権利がない」，(24b) は「食べるべきではないでしょう」，(24c) は「食べるな」の意

前半の「働かない人は」はいずれも同じ． 
MI: 相関構文は用いられていない．バスク語には (25) のような疑問詞を用いた相関構文が存在する（de 
Rijk 2008: 498f.）． 
 
(25)    No-ra          gida-tzen  ga-it-u-zu-n,                                            ha-ra                  joan-go       gara. 
          where-ALL  lead-IPFV PRS.1PL.ABS-PL.ABS-TR-2SG.ERG-COMP  there(DIST)-ALL go.INF-FUT  PRS.1PL.ABS.INTR 
       「あなたが導くところに我々は行きます」（lit. あなたは我々をどこへ導くか，我々はそこへ行く） 
 
2.25. 言いさし・願望 

「もう少しお金があったらなあ」 
 
(26)    Diru-a                pixka  bat  gehi-ago       ba-n-u… 
          money-SG[ABS]  little   a      much-CMPR  if-NPRS.1SG.ERG[3SG.ABS]-have 
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MI: 定形条件法条件節の言いさしによって願望が表現されている． 
 
2.26. 言いさし・提案 

「これも食べたら？」 
 
(27)    a.  Zergatik  ez     d-u-zu                                 hau                ere   ja-ten? 
              why        NEG  PRS.3[SG]ABS-TR-2SG.ERG  this[SG.ABS]  also  eat-IPFV 
          b. Jan  e-za-zu                                          hau                ere. 
              eat   IMP.3[SG]ABS-NIND.TR-2SG.ERG  this[SG.ABS]   also 
 
C: (27a) の直訳は「なんでこれ食べてみないの？」，(27b) の直訳は「これも食べてみて」． 
MI: (27a) は why don’t you〜式の言い方．(27b) は命令文． 
 
2.27. 言いさし・つき放し 

「（やりたいなら自分の）好きなようにやれば？」 
 
(28)    Ba    egin  e-za-zu                                          nahi        d-u-zu-n-a. 
          then  do    IMP.3[SG]ABS-NIND.TR-2SG.ERG  want .INF PRS.3[SG]ABS-TR-2SG.ERG-REL-SG[ABS] 
 
C: 命令形． 
 
2.28. 仮定的な逆接 

「このコップは落としても割れない」 
 
(29)    a.  Edalontzi  hori                         eror-tzen  ba-zai-zu                                    ere 
              glass         that(MED)[SG.ABS]  fall-IPFV   if-PRS.3[SG]ABS.INTR.DAT-2SG  even 
              ez     da                             apur-tzen. 
              NEG  PRS.3[SG]ABS.INTR  break-IPFV 
          b. Edalontzi  hori                         eror-i-ta        ere    ez     da                            apur-tzen. 
              glass         that(MED)[SG.ABS]  fall-PFV-RES  even  NEG  PRS.3[SG]ABS.INTR  break-IPFV 
 
MI: (29a) は定形副詞節による複文．(29b) は結果相の非定形副動詞が用いられている．いずれも累加の

ere が使われている． 
 
2.29. アクチュアルな逆接 

「このリンゴは高かったのに，ちっとも甘くない」 
 
(30)    a.  Sagar  hau               hain garesti-a                  izan-da       ere    ez     da                        batere gozo-a. 
              apple   this[SG.ABS]  so     expensive-SG[ABS]  be.PFV-RES  even  NEG  PRS.3[SG]ABS.be  at.all    sweet-SG[ABS] 
          b. Sagar  hau,              hain garesti-a                  izan-ik,        ez     da                        batere  gozo-a. 
              apple   this[SG.ABS]  so     expensive-SG[ABS]  be.PFV-RES  NEG  PRS.3[SG]ABS.be  at.all     sweet-SG[ABS] 
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MI: (30a) は (29b) と同じ結果相の非定形副動詞節．累加の ere が用いられている．(30b) の-ik は (30a) 
の-ta の変異形．de Rijk（2008: 692）によれば，-ik が標準形，-ta はギプスコア・ビスカイアに見られ，

用法は同じであるという．しかし，(30a) で使われている累加の ere が (30b) には見られず，興味深い． 
 
2.30. 逆接・異主語 

「彼の家に行ってみたけれども，彼はいなかった」 
 
(31)    a.  Har-en                    etxe-ra              joan      nin-tz-en 
              that(DIST)SG-PGEN  house[SG]-ALL  go.PFV   NPRS.1SG.ABS-INTR-PST 
              baina  ber-a          ez     ze-go-en                      han. 
              but      3-SG [ABS]  NEG  PST.3[SG]ABS-be-PST  there(DIST) 
          b. Har-en                    etxe-ra              joan      na-iz 
              that(DIST)SG-PGEN  house[SG]-ALL  go.PFV   PRS.1SG.ABS-INTR 
              baina  ber-a          ez     ze-go-en                      han. 
              but      3-SG [ABS]  NEG  PST.3[SG]ABS-be-PST  there(DIST) 
 
C: (31a) は第一等位節の時制が過去，(31b) は現在完了． 
MI: 等位接続詞 baina が用いられた重文． 
 
2.31. 時間的期限 1：マデ 

「あの人が来るまで，私はここで待っています」 
 
(32)    Hura                     etorr-i       arte   hemen  egon-go         na-iz. 
          that(DIST)SG.ABS  come-INF  until  here      stay.INF-FUT  PRS.1SG.ABS-INTR 
 
MI: 非定形動詞（完了分詞）と後置詞 arte「まで」を用いた複文． 
 
2.32. 時間的期限 2：マデニ 

「あの人が来るまでに，食事を作っておきますよ」 
 
(33)    Hura                     etorr-i     baino  lehen    janari-a           presta-tu-ko        d-u-t. 
          that(DIST)SG.ABS come-INF than     before  meal-SG[ABS]  prepare.INF-FUT  PRS.3[SG]ABS-TR-1SG.ERG 
 
MI: 非定形動詞（完了分詞）を用いた複文．baino lehen「〜より前に」という表現が用いられている．

 
3. まとめと集計 
定動詞と準動詞（非定形動詞）の頻度を，どちらか一方のみが使われる場合は 1点，両方が使われる場

合は各 0.5点として集計すると，定動詞は 15.5点，準動詞は 9.5点となる． 
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 定動詞 準動詞 その他 

1. 同時動作 0.5 0.5  
2. 継起的動作 1   

3. 継起：理由 1   
4. 異主語 1   

5. 付帯状況 1   
6. 並行動作  1  

7. 理由・カラ 1   
8. 理由・ノデ 1   

9. 趨向  1  
10. 目的 1   

11. 恒常的条件 0.5  単文 

12. 確定条件・生起 0.5 0.5  
13. 確定条件・発見  1  

14. 仮定条件 1   
15. 反実仮想   単文，言いさし 

16. 反実仮想・前件否定   単文 
17. 一般的真理 0.5 0.5 単文 

18. 仮定条件＋働きかけ  1  
19. 仮定条件＋願望   単文 

20. 心配 0.5  言いさし 
21. ナラ条件文 0.5 0.5  

22. 予想ありの条件 1   
23. 予想なしの条件 1   

24. 相関構文 1   

25. 言いさし・願望   言いさし 
26. 言いさし・提案   単文 

27. 言いさし・つき放し   単文 
28. 仮定的な逆接 0.5 0.5  

29. アクチュアルな逆接  1  
30. 逆接・異主語 1   

31. マデ  1  
32. マデニ  1  

合計 15.5 9.5  
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要旨：本稿の目的は，特集「受動表現」（『語学研究所論集』第 14 号，2009，東京外国語大学）におけ

る 10 個のアンケート項目に対するアゼルバイジャン語のデータを提供することである． 
 
 
Abstract: The purpose of this paper is to offer the Amharic data for the question of 10 phrases for the special volume 
of the Journal of the Institute of Language Research 14, which focuses on the cross-linguistic study of ‘passive 
expressions’. 
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1. はじめに 

 アゼルバイジャン語は，系統的にはチュルク語族のオグズ語群に属し，アゼルバイジャン共和国の他，

イランの北西部と，ロシア連邦・ダゲスタン共和国の一部の地域でも話されている言語である．このう

ち，アゼルバイジャン共和国とダゲスタン共和国では公用語としての地位を持つ． 
 アゼルバイジャン語では受動文の述語動詞には接尾辞 -ıl⁴，-ın⁴，-n が付加される1．動詞の語幹が母

音で終わる場合は，接続子音の -n- 又は -y- が接尾辞 -ıl⁴ の前に現れる．また，これらの接辞は再帰

形の接辞と同形である．下記に挙げるアゼルバイジャン語の受動文は，通常行為者が明確でない場合に

用いられ，明確な場合は能動態が用いられる． 
 

2. データ 

(1) アイスンはバーヌに叩かれた. 
Aysun  Banu  tərəf-in-dən vur-ul-du. 
Aysun  Banu  side-POSS.3-ABL  beat-PASS-PST 

 
 
 
                                                        
* 本稿の執筆にあたり，筆者（女性，20 代，アゼルバイジャン共和国・ギョイチャイ出身）のほか，

Saida Mammadli 氏（女性，20 代，アゼルバイジャン共和国・バクー出身）の協力を得た．また，日本

語や形式等に関して，千田俊太郎と岩崎崇雅（敬称略）の協力を得た．ここに記して感謝申し上げる．

なお，本文の文責は，全て筆者にあることはいうまでもない． 
1 -ıl⁴，-ın⁴ の数字は，母音調和に応じて４つの母音（ ı，i，u，ü ）のいずれかをとることを示してい

る． 

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 
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(2) アイスンはバーヌに足を踏まれた. 
Aysun-un  ayağ-ı   Banu   tərəf-in-dən tapdala-n-dı. 
Aysun-GEN  foot-POSS.3  Banu   side-POSS.3-ABL step_on-PASS-PST 

 
受動文の行為者を明示するためには Banu tərəfindən が用いられ，与格や奪格などの格形 (*Banu-ya, 

*Banu-dan) が行為者の標示に用いられることはない．Banu tərəfindən は，日本語に直訳すると「Banu 側

から」を意味する．一方で Banu に属格標示をつけた Banu-nun tərəf-in-dən (Banu-GEN side-POSS.3-ABL) 
「Banu の側から」が受動文で用いられた場合，前者の意味のほかに，Banu の側から Banu以外の第三者

によってある行為が行われたという解釈もあり得る．ただし，人称代名詞が用いられる場合は，必ず属

格標示で現れる．例えば，mən-im tərəf-im-dən（I-GEN side-POSS.1SG-ABL）． 
 
(3) アイスンはバーヌに財布を盗まれた. 

Aysun-un  pulqabı-sı  Banu     tərəf-in-dən  oğurla-n-dı. 
Aysun-GEN  wallet-POSS.3  Banu     side-POSS.3-ABL   steal-PASS-PST 
 

 (2) と (3) の主語は，日本語と違ってそれぞれ「足」と「財布」である．アゼルバイジャン語の場合，

日本語のように所有者のみを受動文の主語にすることはできず，「彼女の足」や「彼女の財布」のように

非所有物（者）を主語にすることしか許されない． 
 
(4) 昨日の夜，私は赤ん坊に泣かれた．それでちっとも眠れなかった． 

(a)  
Dünən gecə  uşaq ağla-yır-dı. 
yesterday  night  child  cry-PROG-PST  
 
O   səbəb-dən  heç      yat-a  bil-mə-di-m. 
That  reason-ABL  at_all   sleep-CVB  can-NEG-PST-1SG 

(b)  
Dünən gecə  uşağ-ın    ağla-ma-sı-na  məruz qal-dı-m. 
yesterday  night    child-GEN   cry-NMLZ-POSS.3-DAT   expose  stay-PST-1SG 
 
O   səbəb-dən  mən    heç   yat-a   bil-mə-di-m. 
that  reason-ABL I  at_all   sleep-CVB  can-NEG-PST-1SG 

 
日本語と違って，アゼルバイジャン語では受動文は迷惑の意味をもたない．（4）は「（a）子供が泣く」

あるいは，「（b）（私は）子供の泣いているところ（状況）に晒された」と表現可能であるが，（a）の方

がより自然である．（b）の場合，「迷惑」のニュアンスが加わるが，あまり使用されない． 
 
(5) 新しいビルがアイスンによって建てられた． 

Yeni  bina  Aysun tərəf-in-dən tik-il-di. 
new  building   Aysun side-POSS.3-ABL   build-PASS-PST  
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この文では，Aysun に属格表示をつけた Aysun-un tərəf-in-dən を代わりに使うことはできない. 属格標

示を付けた（Aysun-un tərəf-in-dən）場合は，2 と同じく場所の意味が強く現れるため，属格標示が付かな

い場合と異なる意味になる． 
 
(6) カナダではフランス語が話されている． 

Kanada-da  Fransız  dil-i    danış-ıl-ır. 
Canada-LOC   French   langugage-POSS.3     speak-PASS-PRS  

 
 (6) の例では，動詞が受動態で現れることが一般的である． 
 
(7) 財布がアイスンに盗まれた． 

Pulqabı Aysun  tərəf-in-dən  oğurla-n-ıb. 
wallet Aysun  side-POSS.3-ABL   steal-PASS-PRF 
 

(8) 壁に絵が掛けられている． 
(a)  

Divar-a şəkil  as-ıl-ıb. 
wall-DAT  picture   hang-PASS-PRF 

(b)  
Divar-dan şəkil as-ıl-ıb. 
wall-ABL picture hang-PASS-PRF 

	
 （8a，b）は，動詞接尾辞	 -ıb が用いられ，結果状態を表している．また，アゼルバイジャン語では

「絵」を şəkil以外に rəsm として訳すこともできるが，şəkil として訳した人が多数であったため，本稿

ではこの語を用いることとした．	
 
(9) アイスンはバーヌに／から愛されている． 
   Aysun Banu  tərəf-in-dən  sev-il-ir. 
   Aysun Banu   side-POSS.3-ABL  love-PASS-PRS 
 
この文に，Banu に属格表示をつけた Banu-nun tərəf-in-dən を代わりに用いると少し不自然に感じられる. 
 
(10) アイスンはバーヌに／からこないでと言われた． 
     Aysun-a  Banu   tərəf-in-dən   “gəl-mə”  de-yil-di. 
     Aysun-DAT  Banu   side-POSS.3-ABL     come-PROH      say-PASS-PST 
 
（10）では，与格で現れている Aysun-a を 主格（Aysun）に変えた文は容認されない．主格の疑問詞 

“nə”「何が」を用いた疑問文の答えが “gəl-mə” となることや，対応する能動文の直接目的語であるこ

となどから，この文の主語は “gəl-mə” であると考えられる．この他に，授受動詞の受け手を主格に変

えて受動文を形成することもできない．また，この文においてもBanuに属格標示をつけたBanu-nun tərəf-
in-dən を代わりに用いると少し不自然に感じられる． 
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(10 - a) アイスンさんはバーヌさんに呼ばれて，今バーヌさんの部屋に行っています． 
   Aysun Banu  tərəf-in-dən  çağır-ıl-ıb， 
      Aysun Banu   side-POSS.3-ABL     call-PASS-CVB.PRF  
 
      hal_hazırda   Banu-nun    otağ-ın-da-dır. 
      now   Banu-GEN  room-POSS.3-LOC-COP 
 
後半の節では，Aysun を再び言及することもできるが，代名詞（3人称単数）で示すことや全く示さな

いことの方が自然である． 
 
(10 - b) バーヌがアイスンを呼んで，アイスンさんは今バーヌさんの部屋に行っています. 
      Banu    Aysun-u   çağır-ıb， 
      Banu 	 Aysun-ACC   call-CVB.PRF  
 
      və     Aysun hal_hazırda Banu-nun  otağ-ın-da-dır. 
      and    Aysun   now        Banu-GEN   room-POSS.3-LOC-COP 

 
 

略号一覧 

1 first person GEN genitive PRS present 
3 third person LOC locative PROG progressive 
ABL ablative NEG negative PROH prohibitive 
ACC accusative NMLZ nominalizer PST past simple 
COP copula PASS passive SG singular 
CVB converb POSS possessive  
DAT dative PRF perfect  
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0. はじめに 

 本稿のデータは 1994 年カザフスタン共和国シムケント市生まれのカザフ語話者より得たデータで

ある．各例文のキリル文字表記は正書法による．ラテン文字表記は Muhamedowa (2006) を参考にし

た．ロシア語からの借用語（キリル文字正書法による綴りがロシア語と同一であるもの）は，Timberlake 
(2004: 25) にある linguistic 方式を用いて表記した（異なる転写法であることを示すため，それらの借

用語は斜体で示してある）． 
 
 
 
 
 

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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1. 「受動表現」（語学研究所論集 第 14号） 

1-1  A は B に叩かれた． 
В А-ға ұрысты. 
B A-ɣa urïs-tï. 
B A-DAT hit-PST 
 
1-2  A は B に足を踏まれた． 
В А-дің аяғын басып кетті. 
B A-diŋ ayaɣ-ï-n   bas-ïp ket-ti. 
B A-GEN foot-3.POSS-ACC step-CVB leave-PST 
 
1-3  A は B に財布を盗まれた． 
В А-дің əмиянын ұрлады. 
B A-diŋ ämiyan-ï-n  urla-dï. 
B A-GEN wallet-3.POSS-ACC steal-PST 
 
1-4 昨日の夜，私は赤ん坊に泣かれた．それでちっとも眠れなかった． 
Кеше түнде балам жылады. Сөйтіп, ұйықтай алмадым. 
Keše  tünde bala-m   žïla-dï. Söytip uyïqta-y  al-ma-dï-m. 
yesterday  at.night child-1SG.POSS cry-PST so  sleep-CVB take-NEG-PST-1SG 
 
1-5 新しいビルが（A によって）建てられた． 
Жаңа ғимарат салды. 
Žaŋa ɣimarat sal-dï. 
new  building build-PST 
 
1-6 カナダではフランス語が話されている． 
Канадада француз тілінде сөйлейді. 
Kanada-da francuz til-in-de   söyle-y=di. 
Canada-LOC French tongue-3.POSS-ACC talk-PRS=3 
 
1-7 財布が（A に）盗まれた． 
Əмиянымды ұрлап кетті. 
Ämiyan-ïm-dï   urla-p  ket-ti. 
wallet-1SG.POSS-ACC steal-CVB  leave-PST 
 
1-8 壁に絵が掛けられている． 
Қабырғада сурет ілініп тұр. 
Qabïrɣa-da süwret il-in-ip   tur. 
wall-LOC  picture hang-REFL-CVB PROG 
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1-9 A は B に／から愛されている． 
В А-ді жақсы көреді. 
B A-di  žaqsï kör-e=di. 
B A-ACC good see-PRS=3 
 
1-10 A は B に／から「…」と言われた． 
В А-ға ... деп айтты. 
B A-ɣa ... de-p  ayt-tï. 
B A-DAT  say-CVB tell-PST 
 
1-10-a  A さんは B さんに呼ばれて，今 B さんの部屋に行っています．  
В А-ді шақырды. Қазір ол В-дің бөлмесіне кетті. 
B A-di  šaqïr-dï. Qazir ol  B-diŋ bölme-sin-e  ket-ti. 
B A-ACC call-PST now  that  B-GEN room-3.POSS-DAT leave-PST 
 
1-10-b  B さんが A さんを呼んで，A さんは今 B さんの部屋に行っています． 
В А-ді шақырды. А қазір В-дің бөлмесіне кетті. 
B A-di  šaqïr-dï. A qazir  B-diŋ bölme-sin-e  ket-ti. 
B A-ACC call-PST A now  B-GEN room-3.POSS-DAT leave-PST 

 
2. 「アスペクト」（語学研究所論集 第 15号） 

2-1 ～さん（固有名詞）は／あの人は もう来た． 
Ол адам келіп қойды. 
Ol adam kel-ip  qoy-dï. 
that man  come-CVB put-PST 
 
2-2 ～さん（固有名詞）は／あの人は もう来ている． 
Ол адам келіп отыр. 
Ol adam kel-ip  otïr. 
that man  come-CVB PROG 
 
2-3 ～さん（固有名詞）は／あの人は まだ来ていない． 
Ол адам əлі келмеді. 
Ol adam äli kel-me-di. 
that man  yet come-NEG-PST 
 
2-4 ～さん（固有名詞）は／あの人は まだ来ない． 
Ол адам əлі келмей жатыр. 
Ol adam äli kel-me-y   žatïr. 
that man  yet come-NEG-CVB PROG 
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2-5 ～さん（固有名詞）は／あの人は もう（すぐ）来る． 
Ол адам қазір келіп қалады. 
Ol adam qazir kel-ip  qal-a=dï. 
that man  now  come-CVB remain-PRS=3 
 
2-6 （あ！）～さんが来た！［その人が来るのに気づいた場面での発話］ 
О, 〜 келді! 
O, ... kel-di! 
oh  come-PST 
 
2-7 昨日～さんが来たよ． 
Кеше 〜 келді ғой. 
Keše ... kel-di  ɣoy. 
yesterday  come-PST  MOD 
 
2-8 昨日～さんは来なかったよ． 
Кеше 〜 келмеді ғой. 
Keše ... kel-me-di   ɣoy. 
yesterday  come-NEG-PST  MOD 
 
2-9 （私は）あのリンゴをもう食べた． 
Мен ол алманы жеп қойдым. 
Men  ol alma-nï  že-p  qoy-dï-m. 
1SG  that apple-ACC eat-CVB put-PST-1SG 
 
2-10 私はあのリンゴをまだ食べていない．／私はあのリンゴをまだ食べない． 
Мен ол алман əлі жемедім/ Мен ол алманы əлі жемеймін. 
Men  ol alma-nï  äli že-me-di-m. / Men  ol alma-nï  äli že-me-y=min. 
1sg  that apple-ACC yet eat-NEG-PST-1SG 1SG  that apple-ACC yet eat-NEG-PRS=1SG 
 
2-11 あの人は今（ちょうど）そのリンゴを食べています／食べているところです． 
Анау адам алманы жеп отыр. 
Anaw adam alma-nï  že-p  otïr. 
that  man  apple-ACC eat-CVB PROG 
 
2-12 窓が開いている／窓が開いていた． 
Терезе ашылып тұр/ ашылып тұрды. 
Tereze aš-ïl-ïp   tur / aš-ïl-ïp   tur-dï. 
window open-PASS-CVB PROG open-PASS-CVB stand-PST 
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2-13 私は毎朝新聞を読む／読んでいる． 
Мен күнде таңертең газет оқимын. 
Men  künde taŋerteŋ   gazet  oqï-y=mïn. 
1SG  everyday in.the.morning  newspaper read-PRS=1SG 
 
2-14 あなたは（あなたの）お母さんに似ている． 
Сен мамаңа ұқсайсың. 
Sen mama-ŋ-a   uqsa-y=sïŋ. 
2SG mom-2SG.POSS-DAT  resemble-PRS=2SG 
 
2-15 私はその頃毎日学校に通っていた． 
Мен сол кездері күнде мектепке баратынмын. 
Men  sol kez-der-i   künde mektep-ke bar-atïn=mïn. 
1SG  that time-PL-3.POSS everyday school-DAT go-HAB.PST=1SG 
 
2-16 私は～に（大きな街の名前など）行ったことがある． 
Мен Алматыға барғанмын. 
Men  Almatï-ɣa bar-ɣan=mïn. 
1SG  Almaty-DAT go-PRF=1SG 
 
2-17 やっとバスは走り出した／走り始めた． 
Автобус жүрді/ жүре бастады. 
Avtobus žur-di / žur-e  basta-dï. 
bus  move-PST  move-CVB begin-PST 
 
2-18 昨日彼女はずっと寝ていた． 
Кеше ол күні бойы ұйықтады. 
Keše  ol kün-i  boy-i  uyïqta-dï. 
yesterday  that day-3.POSS during-3.POSS sleep-PST 
 
2-19 私はそれをちょっと食べてみた． 
Мен оны кішкене жеп көрдім. 
Men  onï  kiškene že-p  kör-di-m. 
1SG  that.ACC a.little eat-CVB see-PST-1SG 
 
2-20 あの人はそれ（ら）をみんなに分け与えた． 
Ол адам оны бəріне бөліп берді. 
Ol adam onï  bär-in-e  böl-ip  ber-di. 
that man  that.ACC all-3.POSS-DAT divide-CVB give-PST 
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2-21 さあ，（私たちは）行くよ！ 
Ал, біз кеттік! 
Al, biz ket-ti-k! 
well 1PL leave-PST-1PL 
 
2-22 地球は太陽の周りを回っている． 
Жер шары Күнді айналады. 
Žer  šar-i   Kün-di aynal-a=dï. 
ground ball-3.POSS sun-ACC go.around-PRS=3 
 
2-23 あの木は今にも倒れそうだ． 
Анау ағаш қазірде құлайын деп тұр. 
Anaw aɣaš  qazirde qula-yïn    de-p  tur. 
that  tree  now  fall.down-VOL.1SG  say-CVB PROG 
 
2-24 （私は）あやうく転ぶところだった． 
Мен жаман құлайын деп қалдым. 
Men  žaman qula-yïn   de-p  qal-dï-m. 
1sg  bad  fall.down-VOL.1SG say-CVB remain-PST-1SG 
 
2-25 明日客が来るので，パンを買っておく． 
Ертең қонақ келетіндіктен, нан сатып алып қояйын. 
Yerteŋ  qonaq kel-etin-dik-ten,   nan  sat-ïp al-ïp  qoy-ayïn. 
tomorrow  guest come-PTCP.PRS-NMLZ-ABL bread sell-CVB take-CVB put-VOL.1SG 
 
2-26 （私は）〜に（街とか市場とか）行ったとき，この袋を買った． 
Мен базарға барғанда, мына дорбаны сатып алдым. 
Men  bazar-ɣa  bar-ɣan-da,  mïna dorba-nï  sat-ïp al-dï-m. 
1SG  bazaar-DAT go-PTCP.PST-LOC this  packet-ACC sell-CVB take-PST-1SG 
 
2-27 （私は）～に（街とか市場とか）行く時／行く前に，この袋を買った． 
Мен базарға барар алдында мына дорбаны сатып алдым. 
Men  bazar-ɣa  bar-ar  ald-ïn-da   mïna dorba-nï  sat-ïp al-dï-m. 
1SG  bazaar-DAT go-PTCP.AOR front-3.POSS-LOC this  packet-ACC sell-CVB take-PST-1SG 
 
2-28 （私は）彼が市場でこの袋を買ったのを知っていた． 
Мен оның базарға барғанда, мына дорбаны алғанын білдім. 
Men  onïŋ  bazar-ɣa  bar-ɣan-da,   
1SG  that.GEN bazaar-DAT go-PTCP.PST-LOC 
mïna dorba-nï  al-ɣan-ï-n     bil-di-m. 
this  packet-ACC take-PTCP.PST-3.POSS-ACC know-PST-1SG 
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3. 「モダリティ」（語学研究所論集 第 16号） 

3-1 （その仕事が終わったら）もう帰ってもいいですよ． 
Мына жұмысты бітірген соң, қайтсаң болады. 
Mïna žumïs-tï  bitir-gen   soŋ,  qayt-sa-ŋ   bol-a=dï. 
this  work-ACC finish-PTCP.PST after  return-COND-2SG be-PRS=3 
 
3-2 （腐っているから，あなたは）それを食べてはいけない／それを食べるな． 
Мынау ашып кеткен, жеуге болмайды!/ Жеме! 
Mïnaw aš-ïp   ket-ken,  že-w-ge  bol-ma-y=dï! / že-me! 
this  go.bad-CVB leave-PRF  eat-VN-DAT be-NEG-PRS=3  eat-NEG.IMP.2SG 
 
3-3 （遅くなったので）私たちはもう帰らなければならない． 
Кеш болып кетті. Бізге қайту керек. 
Keš  bol-ïp ket-ti.  Biz-ge qayt-uw kerek. 
night be-CVB leave-PST  1PL-DAT return-VN necessary 
 
3-4 （雨が降るそうだから）傘を持って出かけたほうがいいよ． 
Жаңбыр жауайын деп тұрған сияқты, қолшатыр алып шыққан дұрыс болар. 
Žaŋbïr žaw-ayïn  de-p  tur-ɣan  siyaqtï,  
rain  rain-VOL.1SG say-CVB stand-PRF  like 
qolšatïr al-ïp  šïq-qan   durïs bol-ar. 
umbrella take-CVB go.out-PTCP.PST correct be-AOR 
 
3-5 歳をとったら，子供の言うことを聞くべきだ／聞くものだ． 
Өскен сайын, баланың айтқанын тыңдау керек. 
Ös-ken  sayïn, bala-nïŋ  ayt-qan-ï-n    tïŋda-w kerek. 
grow-PTCP.PST every child-GEN  tell-PTCP.PST-3.POSS-ACC  listen-VN necessary 
 
3-6 お腹が空いたので，（私は）何か食べたい． 
Қарным ашып кетті. Бірнəрсе жегім келіп тұр. 
Qarn-ïm   aš-ïp   ket-ti. Birnärse  že-gi-m   kel-ip  tur. 
stomach-1SG.POSS be.empty-CVB leave-PST something eat-VN-1SG.POSS come-CVB PROG 
 
3-7 私が持ちましょう． 
Мен ұстайын. 
Men  usta-yïn. 
1SG  hold-VOL.1SG 

 
3-8 じゃあ，一緒に昼ご飯を食べましょう． 
Ондай болса, бірге түскі ас ішейік! 
Onday bol-sa, birge tüs-ki  as  iš-eyik! 
like.that be-COND together noon-ADJLZ food  eat-VOL.1PL 
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3-9 一緒に昼ご飯を食べませんか？ 
Бірге түскі ас ішпедік па? 
Birge tüs-ki  as  iš-pe-di-k=pa? 
together noon-ADJLZ food  eat-NEG-PST-1PL=Q 
 
3-10 明日，良い天気になるといいなあ．／明日は良い天気になってほしいなあ． 
Ертең ауа-райы жақсы болса болар еді. / Ертең ауа-райы жақсы болса ғой. 
Yerteŋ  awa rayï  žaqsï bol-sa bol-ar edi. 
tomorrow  weather  good be-COND be-AOR COP.PST 
Yerteŋ  awa rayï  žaqsï bol-sa ɣoy. 
tomorrow  weather  good be-COND MOD 
 
3-11 （私はここで待っているから）すぐにそれを持って来なさい． 
Ананы тез алып кел! 
Ana-nï tez   al-ïp  kel! 
that-ACC immediately take-CVB come.IMP.2SG 
 
3-12 そのペンをちょっと貸していただけませんか？ 
Анау қаламды бере тұрыңызшы! 
Anaw qalam-dï ber-e tur-ïŋïz=šï! 
that  pen-ACC give-CVB stand-IMP.2PL=MOD 
 
3-13 あの人は中国語が読めます．／あの人は中国語を読むことができます． 
Ол адам қытайша оқи алады. 
Ol adam qïtayša oqï-y al-a=dï. 
that man  Chinese read-CVB take-PRS=3 
 
3-14 明かりが暗くて，ここに何が書いてあるのか，読めない． 
Қаранғы болғандықтан, мына жерде не жазылып тұрғанын оқи алмай тұрмын. 
Qaraŋɣï bol-ɣan-dïq-tan,  mïna žer-de  ne  žaz-ïl-ïp 
dark  be-PTCP.PST-NMLZ-ABL this  place-LOC what  write-PASS-CVB 
tur-ɣan-ï-n    oqï-y al-ma-y  tur=mïn. 
stand-PTCP.PST-3.POSS-ACC read-CVB take-NEG-CVB PROG=1SG 

 
3-15 （朝早く出発したから）彼らはもう着いているはずだ／もう着いたに違いない． 
Олар жетіп қалған болу керек. 
Olar  žet-ip  qal-ɣan  bol-uw kerek. 
that.PL reach-CVB remain-PRF be-VN necessary 
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3-16 （あの人は）明日はたぶん来ないだろう． 
Ол ертең келмейтін шығар. 
Ol yerteŋ  kel-me-ytin   šïɣar. 
that tomorrow  come-NEG-PTCP.PRS  maybe 
 
3-17 彼らはまだ来ないなんて，きっと途中で車が壊れたんじゃないか． 
Олар əлі келмегеніне қарағанда, жолда көлігі сынып қалған болар. 
Olar  äli kel-me-gen-in-e    qara-ɣan-da, 
that.PL yet come-NEG-PTCP.PST-3.POSS-DAT see-PTCP.PST-LOC 
žol-da kölig-i  sïn-ïp  qal-ɣan  bol-ar. 
road-LOC car-3.POSS be.broken  remain-PRF be-AOR 
 
3-18 （昼間だからあの人は家に）さあ，いるかもしれないし，いないかもしれない． 
Үйде болуы да, болмауы да мүмкін. 
Üy-de  bol-uw-ï=da,  bol-ma-w=da  mümkin. 
house-LOC be-VN-3.POSS=ADD be-NEG-VN=ADD possible 
 
3-19 （額に触ってみて）どうもあなたは熱があるようだ． 
Ыстығың бар сияқты. 
Ïstïɣ-ïŋ  bar  siyaqtï. 
heat-2SG.POSS there.is like 
 
3-20 （天気予報によれば）明日は雨が降るそうだ． 
Ертең жаңбыр жауады деп жатыр. 
Yerteŋ  žaŋbïr žaw-a=dï  de-p  žatïr. 
tomorrow  rain  rain-PRS=3 say-CVB PROG 
 
3-21 もしお金があったら，あの車を買うんだけれどなあ． 
Ақшам болса, ана көлікті сатып алар едім. 
Aqša-m   bol-sa, ana kölik-ti sat-ïp al-ar  edi-m. 
money-1SG.POSS be-COND that car-ACC sell-CVB take-AOR COP.PST-1SG 
 
3-22 もしあなたが教えてくれていなかったら，私はそこにたどり着けなかったでしょう． 
Сен маған соны айтып бермегенде, мен ол жаққа жетпес едім. 
Sen maɣan sonï  ayt-ïp ber-me-gen-de,  men ol žaq-qa žet-pes   edi-m. 
2SG 1SG.DAT that.ACC tell-CVB give-NEG-PTCP.PST-LOC 1SG that side-DAT reach-NEG.AOR COP.PST-1SG 
 
3-23 （あの人は）街へ行きたがっている． 
Ол адам қалаға барғысы келіп тұр. 
Ol adam qala-ɣa bar-ɣï-sï   kel-ip  tur. 
that man  city-DAT go-VN-3.POSS  come-CVB PROG 
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3-24 僕にもそれを少し飲ませろ． 
Менде ананы кішкене ішейін. 
Men-de ana-nï kiškene iš-eyin. 
1SG-LOC that-ACC a.little drink-VOL.1SG 
 
3-25 これはあの人に持って行かせろ／持って行かせよう． 
Мынаны ана адамға алып барғыз/алып барғызайық. 
Mïna-nï ana adam-ɣa al-ïp  bar-ɣïz /  al-ïp  bar-ɣïz-ayïq. 
this-ACC that man-DAT take-CVB go-CAUS.IMP.2SG take-CVB go-CAUS-VOL.1PL 
 
3-26 そのテーブルの上のお菓子は後で食べなさい． 
Үстелдің үстіндегі тəттілерді кейн же! 
Üstel-diŋ  üst-in-de-gi    tätti-lär-di keyin že! 
table-GEN  upside-3.POSS-LOC-ADJLZ sweet-PL-ACC later  eat.IMP.2SG 
 
3-27 もっと早く来ればよかった． 
Ертерек келу керек еді. 
Yerte-rek  kel-üw kerek edi. 
early-COMP come-VN necessary COP.PST 
 
3-28 あなたも一緒に行ったら（どうですか）？ 
Сенде бірге барсаңшы! 
Sen=de birge bar-sa-ŋ=šï! 
2SG=ADD together go-COND-2SG=MOD 
 
3-29 オレがそんなこと知るか！ 
Мен ондайды біліппін ба? 
Men  onday-dï  bil-ip=pin=ba? 
1SG  like.that-ACC know-IND.PST=1SG=Q 
 
3-30 これを作った（料理した）のは，お母さんだよね？／いいえ，私が作ったのよ． 
Мынан жасаған, анам ғой иə? Жоқ, мен жасадым. 
Mïna-nï žasa-ɣan,   ana-m   ɣoy  iyä?  Žoq, men žasa-dï-m. 
this-ACC make-PTCP.PST  mother-1SG.POSS MOD  yes  no 1SG make-PST-1SG 

 
4. 「ヴォイス」（語学研究所論集 第 17号） 

4-1-a （風などで）ドアが開いた． 
Есік ашылып кетті. 
Yesik aš-ïl-ïp   ket-ti. 
door  open-PASS-CVB leave-PST 
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4-1-b （彼が）ドアを開けた． 
Есікті ашты. 
Yesik-ti aš-tï. 
door-ACC open-PST 
 
4-1-c （入り口の）ドアが開けられた． 
Есік ашылды. 
Yesik aš-ïl-dï. 
door  open-PASS-PST 
 
4-1-d ドアが壊れた． 
Есік сынды. 
Yesik sïn-dï. 
door  be.broken-PST 
 
4-2 私は（自分の）弟を立たせた． 
Інімді тұрғыздым. 
Ini-m-di    tur-ɣïz-dï-m. 
y.brother-1SG.POSS-ACC stand-CAUS-PST-1SG 
 
4-3 私は（自分の）弟に歌を歌わせた． 
Ініме өлең айтқыздым. 
Ini-m-e    öleŋ  ayt-qïz-dï-m. 
y.brother-1SG.POSS-DAT song  tell-CAUS-PST-1SG 
 
4-4-a （遊びたがっている子供に無理やり）母は子供をパンを買いに行かせた． 
Анасы баласын нан алуға жіберді. 
Ana-sï   bala-sï-n   nan  al-uw-ɣa  žiber-di. 
mother-3.POSS  child-3.POSS-ACC bread take-VN-DAT send-PST 
 
4-4-b （遊びに行きたがっているのを見て）母は子供に遊びに行かせた． 
Анасы баласын ойнауға жіберді. 
Ana-sï   bala-sï-n   oyna-w-ɣa žiber-di. 
mother-3.POSS  child-3.POSS-ACC play-VN-DAT send-PST 

 
4-5-a 私は弟に服を着せた． 
Ініме киімін кигіздім. 
Ini-m-e    kiyim-i-n   kiy-giz-di-m. 
y.brother-1SG.POSS-DAT clothe-3.POSS-ACC put.on-CAUS-PST-1SG 
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4-5-b 私は弟にその服を着させた． 
Ініме ана киімді кигіздірдім. 
Ini-m-e    ana kiyim-di  kiy-giz-dir-di-m. 
y.brother-1SG.POSS-DAT that clothe-ACC put.on-CAUS-CAUS-PST-1SG 
 
4-6 私は弟にその本をあげた． 
Інім ана кітапті берді. 
Ini-m   ana kitap-tï  ber-di. 
y.brother-1SG.POSS that book-ACC  give-PST 

 
上の例は「私の弟はその本をあげた」と訳されているため，（使用等には）注意が必要である． 

 
4-7-a 私は弟に本を読んであげた． 
Ініме кітап оқып бердім. 
Ini-m-e    kitap oqï-p  ber-di-m. 
y.brother-1SG.POSS-DAT book read-CVB  give-PST-1SG 
 
4-7-b 兄は私に本を読んでくれた． 
Інім маған кітап оқып берді. 
Ini-m   maɣan kitap  oqï-p ber-di. 
y.brother-1SG.POSS 1SG.DAT book read-CVB give-PST 
 
4-7-c 私は母に髪を切ってもらった． 
Анам менің шашымды қиып берді. 
Ana-m   meniŋ šaš-ïm-dï   qïy-ïp ber-di. 
mother-1SG.POSS 1SG.GEN hair-1SG.POSS-ACC cut-CVB give-PST 
 
4-8-a 私は（自分の）体を洗った． 
Денемді жудым. 
Dene-m-di   žuw-dï-m. 
body-1SG.POSS-ACC wash-PST-1SG 
 
4-8-b 私は手を洗った． 
Қолымды жудым. 
Qol-ïm-dï   žuw-dï-m. 
hand-1SG.POSS-ACC  wash-PST-1SG 

 
4-8-c 彼は手を洗った． 
Ол қолын жуды. 
Ol qol-ï-n   žuw-dï. 
that hand-3.POSS-ACC wash-PST 
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4-9 （自分のために）私はその本を買った． 
Мен сол кітапті сатып алдым. 
Men  sol kitap-tï  sat-ïp al-dï-m. 
1SG  that book-ACC  sell-CVB take-PST-1SG 
 
4-10 彼らは（／その人たちは）（互いに）殴り合っていた． 
Олар бір бірін тепті 
Olar  bir bir-i-n   tep-ti. 
that.PL one one-3.POSS-ACC kick-PST 
 
 上の例は「彼らは互いを蹴った」と訳されているため，（使用等には）注意が必要である． 
 
4-11 その人たちは（みんな一緒に）街へ行った． 
Олар бірге қалаға кетті. 
Olar  birge qala-ɣa ket-ti. 
that.PL together city-DAT leave-PST 
 
4-12 その映画は泣ける（その映画を見ると泣いてしまう）． 
Сол фильм аянышты. 
Sol fil'm  ayanïštï. 
that movie sad 
 
4-13-a 私は卵を割った． 
Мен жұмыртқа жардым. 
Men  žumïrtqa žar-dï-m. 
1SG  egg  break-PST-1SG 
 
4-13-b （うっかり落として）私はコップを割った／割ってしまった． 
Стаканды сындырып алдым. 
Stakan-dï  sïn-dïr-ïp    al-dï-m. 
cup-ACC  be.broken-CAUS-CVB take-PST-1SG 
 
4-14-a きのう私はコーヒーを飲みすぎて（飲みすぎたので）眠れなかった． 
Кеше тым көп ішіп қойып, ұйықтай алмадым. 
Keše tïm  köp  iš-ip  qoy-ïp, uyïqta-y  al-ma-dï-m. 
yesterday coffee many drink put-CVB sleep-CVB take-NEG-PST-1SG 
 
4-14-b きのう私は仕事がたくさんあって（たくさんあったので）眠れなかった． 
Кеше жұмысым көп болғандықтан, ұйықтай алмадым. 
Keše žumïs-ïm   köp  bol-ɣan-dïq-tan,  uyïqta-y  al-ma-dï-m. 
yesterday work-1SG.POSS many be-PTCP.PST-NMLZ-ABL sleep-CVB take-NEG-PST-1SG 
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4-15 私は頭が痛い． 
Менің басым ауырып тұр. 
Meniŋ bas-ïm   awïr-ïp tur. 
1SG.GEN head-1SG.POSS  ache-CVB PROG 
 
4-16 彼女は髪が長い． 
Оның шашы ұзын. 
Onïŋ šaš-ï   uzïn. 
that.GEN hair-3.POSS long 
 
4-17-a 彼は（別の）彼の肩をたたいた． 
Ол оның иығынан ұрды. 
Ol onïŋ  ïyïɣ-ï-nan    ur-dï. 
that that.GEN shoulder-3.POSS-ABL hit-PST 
 
4-17-b 彼は（別の）彼の腕をつかんだ． 
Ол оның қолынан ұстады. 
Ol onïŋ  qol-ï-nan   usta-dï. 
that that.GEN arm-3.POSS-ABL hold-PST 
 
4-18-a 私は彼がやって来るのを見た． 
Мен оның келе жатқанын көрдім. 
Men  onïŋ  kel-e  žat-qan-ï-n   kör-di-m. 
1SG  that.GEN come-CVB lie-PTCP.PST-3.POSS-ACC see-PST-1SG 
 
4-18-b 私は彼が今日来ることを知っている． 
Мен оның бүгін келетінін білемін. 
Men  onïŋ  bügin kel-etin-i-n    bil-e=min. 
1SG  that.GEN today come-PTCP.PRS-3.POSS-ACC know-PRS=1SG 
 
4-19 彼は自分（のほう）が勝つと思った． 
Ол ұтамын деп ойлады. 
Ol ut-a=mïn  de-p  oyla-dï. 
that win-PRS=1SG say-CVB think-PST 
 
4-20-a 私は（コップの）水（の一部）を飲んだ． 
Мен су іштім. 
Men  suw  iš-ti-m. 
1SG  water drink-PST-1SG 
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4-20-b 私は（コップの）水を全部飲んだ． 
Мен бар суды іштім. 
Men  bar  suw-dï  iš-ti-m. 
1SG  all  water-ACC drink-PST-1SG 
 
4-21 彼は肉を食べない． 
Ол ет жемейді. 
Ol yet  že-me-y=di. 
that meat  eat-NEG-PRS=3 
 
4-22-a 今日は寒い． 
Бүгін күн суық. 
Bügin kün  suwïq. 
today day  cold 
 
4-22-b 私は（何だか）寒い（私には寒く感じる）． 
Жаурадым. 
Žawra-dï-m. 
freeze-PST-1SG 
 
4-23 人がとても多かったことに私は驚いた． 
Адам көп болғанына таң қалдым. 
Adam köp  bol-ɣan-ïn-a   taŋ qal-dï-m. 
man  many be-PTCP.PST-3.POSS-DAT be.surprised-PST-1SG 
 
4-24 雨が降り始めた． 
Жаңбыр жауа бастады. 
Žaŋbïr žaw-a basta-dï. 
rain  rain-CVB begin-PST 
 
4-25 この本はよく売れる． 
Мына кітап жақсы сатылады. 
Mïna kitap žaqsï sat-ïl-a=dï. 
this  bool  good sell-PASS-PRS=3 
 
5. 「所有・存在表現」（語学研究所論集 第 18号） 

5-1 あの人は青い目をしている．／青い目の人・目が青い人 
Анау адамның көзі көк. 
Anaw adam-nïŋ  köz-i  kök. 
that  man-GEN  eye-3.POSS blue 
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5-2 あの女｛は／の｝髪が長い・あの女は長い髪をしている／長い髪の女・髪の長い女 
Анау қыздың шашы ұзын. / Шашы ұзын қыз. 
Anaw qïz-dïŋ šaš-ï   uzïn.  / Šaš-ï  uzïn  qïz. 
that  girl-GEN hair-3.POSS long   hair-3.POSS long  girl 
 
5-3 あの人には髭がある．／髭の男 
Анау адамның шашы бар. 
Anaw adam-nïŋ  šaš-ï   bar. 
that  man-GEN  hair-3.POSS there.is 
 
5-4 あの人には（見る）目がある．／見る目のある人 
Анау адамның көзі бар. / Көзі бар адам. 
Anaw adam-nïŋ  köz-i  bar. / Köz-i  bar  adam. 
that  man-GEN  eye-3.POSS there.is eye-3.POSS there.is man 
 
 ただし，コンサルタントによるとカザフ語でこのような表現は使われないという． 
 
5-5 あの人は 22歳だ．／22歳の人 
Ол адам 22 жаста.  
Ol adam 22 žas-ta. 
that man  22 age-LOC 
 
5-6 あの人は優しい性格だ．／優しい性格の人 
Анау адамның мінезі жақсы. 
Anaw adam-nïŋ  minez-i   žaqsï. 
that  man-GEN  personality-3.POSS good 
 
5-7 あの人は背が高い．／背の高い人 
Анау адамның бойы ұзын. / Бойы ұзын адам. 
Anaw adam-nïŋ  boy-ï  uzïn.  / Boy-ï  uzïn  adam. 
that  man-GEN  length-3.POSS long   length-3.POSS long  man 
 
5-8 あの人は背が 190センチもある． 
Ана адамның бойы 190 сантиметр. 
Ana  adam-nïŋ  boy-ï  190 santimetr. 
that  man-GEN  length-3.POSS 190 centimeter 
 
5-9 その石は四角い形をしている．／四角い（形の）石 
Ана тас төртбұрышты. Төртбұрышты тас. 
Ana tas  törtburïš-tï. / Törtburïš-tï tas. 
that stone square-PROP  square-PROP stone 
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5-10 あの人には才能がある．／才能のある人 
Ана адамның қабілеті бар. / Қабілетті адам. 
Ana adam-nïŋ qabilet-i  bar. / Qabilet-ti  adam. 
that man-GEN talent-3.POSS there.is talent-PROP man 
 
5-11 あの人は病気だ．／あの人は熱がある．／病気の人 
Ана адам ауырып жатыр. / Ана адамның ыстыңы бар. / Ауру адам. 
Ana adam awïr-ïp  žatïr.  / Ana adam-nïŋ  ïstïɣ-ï  bar. / Awruw adam. 
that man  be.sick-CVB PROG  that man-GEN  heat-3.POSS there.is sick  man 
 
5-12 あの人は青い服を着ている．／青い服の男 
Ана адам көк киім киіп алған. / Көк киім киген адам. 
Ana adam kök kiyim kiy-ip  al-ɣan. / Kök kiyim kiy-gen   adam. 
that man  blue clothe put.on-CVB take-PRF  blue clothe put.on-PTCP.PST man 
 
5-13 あの人はメガネをかけている．／メガネの男 
Ана адам көзілдірік тағып алған. / Көзілдірік таққан адам. 
Ana adam közildirik  taɣ-ïp  al-ɣan. / Közildirik taq-qan   adam. 
that man  glasses  put.on-CVB take-PRF  glasses  take.on-PTCP.PST man 
 
5-14 あの人には妻がいる．／既婚の人・妻のいる人 
Ана адамның əйелі бар. / Үйленген адам. / Əйелі бар адам. 
Ana adam-nïŋ äyel-i  bar. / Üylen-gen   adam. 
that man-GEN wife-3.POSS there.is get.married-PTCP.PST man 
Äyel-i  bar  adam. 
wife-3.POSS there.is man 
 
5-15 あの人には 3 人子供がいる．／3 人の子持ちの人・あの人の 3 人の子供／妊娠している女性 
Ана адамның үш баласы бар. / Үш баласы бар адам. / Ана адамның үш баласы. / Екі қабат əйел. 
Ana adam-nïŋ üš  bala-sï  bar. / Üš  bala-sï  bar  adam. 
that man-GEN three child-3.POSS there.is three child-3.POSS there.is man 
Ana adam-nïŋ üš  bala-sï. / Yekiqabat äyel. 
that man-GEN three child-3.POSS pregnant  woman 
 
5-16 タコには足が 8 本ある． 
Сегізаяқтың сегіз аяғы бар. 
Segizayaq-tïŋ segiz ayaɣ-ï  bar. 
octopus-GEN eight leg-3.POSS there.is 
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5-17 その飲み物にはアルコールが入っている．／アルコール入りの飲み物 
Ана сусынның құрамында алкоголь бар. / Алкогольді сусын. 
Ana suwsïn-nïŋ quram-ïn-da   alkogol' bar. / Alkogol'-di suwsïn. 
that beverage-GEN composition-3.POSS-LOC alcohol there.is alcohol-PROP beverage 
 
5-18 あの人はお金を持っている．／お金持ちの人 
Ана адамның ақшасы бар. / Ақшасы бар адам. 
Ana adam-nïŋ aqša-sï  bar. / Aqša-sï  bar  adam. 
that man-GEN money-3.POSS there.is money-3.POSS there.is man 
 
5-19 おまえのところには犬がいるか？／犬のいる人 
Сенде ит барма? / Иті бар адам. 
Sen-de yit bar=ma? / Yit-i   bar  adam. 
2SG-LOC dog there.is=Q dog-3.POSS there.is man 
 
5-20 おまえは（自分の）ペンを持っているか？／ペンを持っている人 
Қаламың барма? / Қаламы бар адам. 
Qalam-ïŋ  bar=ma? / Qalam-ï  bar  adam. 
pen-2SG.POSS there.is=Q pen-3.POSS there.is man 
 
5-21 あの人は（誰か別の人の）ペンを持っている． 
Ана адамда біреудің қаламы бар. 
Ana adam-da birew-diŋ  qalam-ï  bar. 
that man-LOC someone-GEN pen-3.POSS there.is 
 
5-22 あの人は運がいい．／幸運な人 
Ана адамның жолы болғыш. 
Ana adam-nïŋ  žolï bolɣïš. 
that man-GEN  lucky 
 
5-23 ここは石が多い．／石の多い土地 
Мына жақта тас көп. / Тасы көп жер. 
Mïna žaq-ta tas  köp. / Tas-ï   köp  žer. 
this  side-LOC stone many stone-3.POSS many place 
 
5-24 その部屋には椅子が 3つある／3つ椅子のある部屋 
Ана бөлмеде үш орындық бар. / Үш орындығы бар бөлме. 
Ana bölme-de  üš  orïndïq bar. / Üš  orïndïɣ-ï  bar  bölme. 
that room-LOC three chair  there.is three chair-3.POSS there.is room 
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5-25 テーブルの上にスプーンがある．／スプーンのあるテーブル 
Үстелдің үстінде қасық бар. / Қасық қойылған үстел. 
Üstel-diŋ  üst-in-de   qasïq bar. / Qasïq qoy-ïl-ɣan  üstel. 
table-GEN  upside-3.POSS-LOC spoon there.is spoon put-PASS-PTCP.PST table 
 
5-26 そのスプーンはテーブルの上にある．／テーブルにあるスプーン 
Ана қасық үстелдің үстінде тұр. / Үстел үстіндегі қасық. 
Ana qasïq üstel-diŋ üst-in-de   tur. / Üstel üst-in-de-gi    qasïq. 
that spoon table-GEN upside-3.POSS-LOC PROG table  upside-3.POSS-LOC-ADJLZ spoon 
 
5-27 そのペンは私のだ．・そのペンは太郎のだ．／私のペン・太郎のペン 
Ана қалам менікі. Ана қалам Таронікі. / Менің қаламым. / Тароның қаламы. 
Ana qalam meniki. Ana qalam Taro-niki. 
that pen  mine that pen  PN-NMLZ 
Meniŋ qalam-ïm. / Taro-nïŋ qalam-ï. 
1SG.GEN pen-1SG.POSS  PN-GEN pen-3.POSS 
 
5-28 昨日，学校で火事があった．／私は明日用事があります． 
Кеше, мектепте өрт болды. / Менің ертең жұмыстарым бар. 
Keše, mektep-te ört bol-dï. / Meniŋ yerteŋ  žumïs-tar-ïm  bar. 
yesterday school-LOC fire be-PST  1SG.GEN tomorrow  work-PL-1SG.POSS there.is 
 
5-29 （この世には）お化けなんていない． 
Мына өмірде елес дегендер жоқ. 
Mïna ömir-de yeles de-gen-der  žoq. 
this  life-LOC ghost say-PTCP.PST-PL there.isn't 
 
5-30 （そこには）英語を話す人もいるが，話さない人もいる． 
Ағылшын тілін білетіндер, білмейтіндер де бар. 
Aɣïlšïn til-i-n   bil-etin-der,  bil-me-ytin-der=de   bar. 
English tongue-3.POSS-ACC know-PTCP.PRS-PL know-NEG-PTCP.PRS-PL=ADD there.is 
 
5-31 私より英語ができる人は（ほかに／もっと）います． 
Менен де ағылшын тілін жақсы білетін адамдар бар. 
Menen=de aɣïlšïn til-i-n   žaqsï bil-etin   adam-dar bar. 
1SG.ABL=ADD English tongue-3.POSS-ACC good know-PTCP.PRS man-PL there.is 
 
5-32 ちょっとあなたにお願いがあります． 
Саған бір өтінішім бар. 
Saɣan bir ötiniš-im   bar. 
2SG.DAT one request-1SG.POSS there.is 
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5-33 冬の雨／東京の家 
Кыста жауатын жаңбыр. / Токиодағы үй 
Qïs-ta  žaw-atïn  žaŋbïr. / Tokio-da-ɣï  üy 
winter-LOC rain-PTCP.PRS rain   Tokyo-LOC-ADJLZ home 
 
5-34 彼の泳ぎ／犬の鳴き声／火山の爆発／車の運転／～の小説 
Оның жүзуі/ Иттің қыңсылы/ Жанартаудың атқылауы/ Көлік жүргізу/ 〜əңгімесі 
Onïŋ žüz-üw-i /  Yit-tiŋ qïŋsïl-ï /  Žanartaw-dïŋ atqïla-w-ï 
that.GEN swim-VN-3.POSS dog-GEN whining-3.POSS volcano-GEN erupt-VN-3.POSS 
Kölik žür-giz-üw / ... äŋgime-si 
car  move-CAUS-VN ... conversation-3.POSS 
 
5-35 X さん（固有名詞）のお母さん 
Х-тың анасы 
X-tïŋ ana-sï 
X-GEN mother-3.POSS 
 
  机の横に／机の前に／*机に（来て！） 
Үстелдің жанына/алдына/ үстелге кел! 
Üstel-diŋ  žan-ïn-a / ald-ïn-a     kel! 
table-GEN  beside-3.POSS-DAT / front-3.POSS-DAT come.IMP.2SG 
Üstel-ge kel! 
table-DAT come.IMP.2SG 
 
   あの人の次 
Ана адамнан кейін 
Ana adam-nan  keyin 
that man-ABL  after 
 
5-36 バラの花びら 
Раушан гүлдің желегі 
Rawšan gül-diŋ  želeg-i 
rose  flower-GEN scarf-3.POSS 
 
果物のナイフ 
Жеміс-жидекке арналған пышағы 
Žemis+židek-ke arnal-ɣan    pïšaɣ-ï 
fruit+berry-DAT be.intended-PTCP.PST knife-3.POSS 
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紙の飛行機 
Қағаздан жасалған ұшақ 
Qaɣaz-dan žasa-l-ɣan   ušaq 
paper-ABL make-PASS-PTCP.PST plane 
 
チューリップの絵 
Қызғалдақ сүреті 
Qïzɣaldaq süwret-i 
tulip   picture-3.POSS 
 
花の匂い 
Гүлдің жұпар иісі 
Gül-diŋ  župar iyis-i 
flower-GEN musk smell-3.POSS 
 
英文の手紙 
Ағылшынша хат  
Aɣïlšïnša xat 
English letter 
 
日本語の先生 
Жапон тілінің мұғалімі 
Žapon til-i-niŋ   muɣalim-i 
Japanese tongue-3.POSS-GEN teacher-3.POSS 
 
井戸の水 
Құдықтың суы 
Qudïq-tïŋ  suw-ï 
well-GEN  water-3.POSS 
 
雨の日 
Жаңбырлы күн 
Žaŋbïr-lï kün 
rain-PROP day 
 
5-37 妹の花子／社長の田中さん 
Сіңілім Ханако / Бастығым Танака 
Siŋil-im   Xanako / Bastïɣ-ïm  Tanaka 
y.sister-1SG.POSS PN   boss-1SG.POSS PN 
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5-38 となりの家の友達のお父さんの車のタイヤ（が昨日突然パンクしたんだって．） 
Көрші досымның əкесінің көлігінің дөңгелегі жарылып қалыпты дейді. 
Körši dos-ïm-nïŋ   äke-si-niŋ   kölig-i-niŋ  döŋgeleg-i  
neighbor friend-1SG.POSS-GEN father-3.POSS-GEN car-3.POSS-GEN tire-3.POSS  
žar-ïl-ïp   qal-ïp=tï  de-y=di. 
break-PASS-CVB remain-CVB=3 say-PRS=3 
 
6. 「他動性」（語学研究所論集 第 19号） 

6-1-а 彼はそのハエを殺した． 
Ол ана шыбынды өлтірді. 
Ol ana šïbïn-dï öl-tir-di. 
that that fly-ACC die-CAUS-PST 
 
6-1-b 彼はその箱を壊した． 
Ол ана қорапты бүлдірді. 
Ol ana qorap-tï bül-dir-di. 
that that box-ACC be.broken-CAUS-PST 
 
6-1-с 彼はそのスープを温めた． 
Ол ана сорпаны ысытты. 
Ol ana sorpa-nï ïsït-tï. 
that that soup-ACC warm-PST 
 
6-1-d 彼はそのハエを殺したが，死ななかった．（言えるか？言えないか？） 
Ол ана шыбынды өлтірді, бірақ ол өлмеді. 
Ol ana šïbïn-dï öl-tir-di,  biraq ol öl-me-di. 
that that fly-ACC die-CAUS-PST but  that die-NEG-PST 
 
6-2-а 彼はそのボールを蹴った． 
Ол ана допты тепті. 
Ol ana dop-tï tep-ti. 
that that ball-ACC kick-PST 
 
6-2-b 彼女は彼の足を蹴った． 
Ол оның аяғын тепті. 
Ol onïŋ  ayaɣ-ï-n   tep-ti. 
that that.GEN leg-3.POSS-ACC kick-PST 
 
6-2-с 彼はその人にぶつかった（故意に）． 
Ол ана адаммен əдейі соғысты. 
Ol ana adam-men ädeyi  soɣ-ïs-tï. 
that that man-INS  on.purpose hit-RECP-PST 
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6-2-d 彼はその人とぶつかった（うっかり）． 
Ол адаммен соғысып қалды. 
Ol adam-men soɣ-ïs-ïp   qal-dï. 
that man-INS  hit-RECP-CVB  remain-PST 
 
6-3-а あそこに人が数人見える． 
Ана жақтан бірнеше адам көрінді. 
Ana žaq-tan birneše adam kör-in-di. 
that side-ABL some man  see-PASS-PST 
 
6-3-b 私はその家を見た． 
Мен ол үйді көрдім. 
Men ol üy-di  kör-di-m. 
1SG that house-ACC see-PST-1SG 
 
6-3-с 誰かが叫んだのが聞こえた． 
Біреудің айқайлаған дауысы естілді. 
Birew-diŋ ayqayla-ɣan dawïs-ï  yesti-l-di. 
someone-GEN shout-PTCP.PST voice-3.POSS hear-PASS-PST 
 
6-3-d 彼はその音を聞いた． 
Ол сол дыбысты естіді. 
Ol sol dïbïs-tï  yesti-di. 
that that sound-ACC hear-PST 
 
6-4-а 彼は（なくした）カギを見つけた． 
Ол жоғалтқан кілтті тапты. 
Ol žoɣal-t-qan  kilt-ti tap-tï. 
that lose-CAUS-PTCP.PST key-ACC find-PST 

 
6-4-b 彼は椅子を作った． 
Ол орындық жасады. 
Ol orïndïq žasa-dï. 
that chair make-PST 
 
6-5-а 彼はバスを待っている． 
Ол автобус күтіп тұр. 
Ol avtobus küt-ip tur. 
that bus  wait-CVB PROG 
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6-5-b 私は彼が来るのを待っていた． 
Мен оның келгенін күттім. 
Men onïŋ  kel-gen-i-n    küt-ti-m. 
1SG that.GEN come-PTCP.PST-3.POSS-ACC wait-PST-1SG 
 
6-5-с 彼は財布を探している． 
Ол əмиянын іздеп жатыр. 
Ol ämiyan-ï-n  izde-p  žatïr. 
that wallet-3.POSS-ACC search-CVB PROG 
 
6-6-а 彼はいろんなことをよく知っている． 
Ол əртүрлі нəрселерді жақсы біледі. 
Ol ärtürli närse-ler-di žaqsï bil-e=di. 
that various thing-PL-ACC good know-PRS=3 
 
6-6-b 私はあの人を知っている． 
Мен ол адамды білемін. 
Men ol adam-dï bil-e=min. 
1SG that man-ACC know-PRS=1SG 
 
6-6-с 彼はロシア語ができる． 
Ол орыс тілін біледі. 
Ol orïs  til-i-n   bil-e=di. 
that Russian tongue-3.POSS-ACC know-PRS=3 
 
6-7-а あなたはきのう私が言ったことを覚えていますか？ 
Кешегі мен айтқан нəрсе есіңде ма? 
Keše-gi   men  ayt-qan  närse yes-iŋ-de=ma? 
yesterday-ADJLZ 1SG  tell-PTCP.PST thing memory-2SG.POSS-LOC=Q 

 
6-7-b 私は彼の電話番号を忘れてしまった． 
Мен оның телефон номерін ұмытып қалыппын. 
Men onïŋ  telefon nomer-i-n    umït-ïp  qal-ïp=pïn. 
1SG that.GEN phone number-3.POSS-ACC forget-CVB remain-IND.PST=1SG 
 
6-8-а 母は子供たちを深く愛していた． 
Анасы балаларын қатты жақсы көреді. 
Ana-sï   bala-lar-ï-n   qattï  žaqsï kör-e=di. 
mother-3.POSS  child-PL-3.POSS-ACC hard  good see-PRS=3 
 
 上の例で動詞は現在形であるので，「愛している」にあたる意味を表わしていることに注意されたい． 
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6-8-b 私はバナナが好きだ． 
Мен банан ұнатамын. 
Men  banan unat-a=mïn. 
1SG  banana approve-PRS=1SG 
 
6-8-с 私はあの人が嫌いだ． 
Мен ана адамды жек көремін. 
Men ana adam-dï žek kör-e=min. 
1SG that man-ACC hate-PRS=1SG 
 
6-9-a 私は靴が欲しい． 
Мен аяқ-киім сатып алғым келеді. 
Men ayaq+kiyim sat-ïp al-ɣï-m   kel-e=di. 
1SG leg+clothe sell-CVB take-VN-1SG.POSS come-PRS=3 
 
6-9-b 今，彼にはお金が要る． 
Қазір, оған ақша керек.  
Qazir, oɣan  aqša  kerek. 
now  that.DAT money necessary 
 
6-10-а （私の）母は（私の）弟がうそをついたのに怒っている． 
Менің анам інімнің өтірік айтқанына ашуланды. 
Meniŋ ana-m   ini-m-niŋ  ötirik ayt-qan-ïn-a   ašuwlan-dï. 
1SG.GEN mother-1SG.POSS y.brother-GEN lie  tell-PTCP.PST-3.POSS-DAT be.angry-PST 
 
6-10-b 彼は犬が怖い． 
Ол иттен қорқады. 
Ol yit-ten qorq-a=dï. 
that dog-ABL be.afraid-PRS=3 

 
6-11-а 彼は父親に似ている． 
Ол əкесіне ұқсайды. 
Ol äke-sin-e   uqsa-y=dï. 
that father-3.POSS-DAT resemble-PRS=3 
 
6-11-b 海水は塩分を含んでいる． 
Теңіз суының құрамында тұз бар. 
Teŋiz suw-ï-nïŋ   quram-ïn-da    tuz bar. 
sea  water-3.POSS-GEN composition-3.POSS-LOC  salt there.is 
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6-12-а 私の弟は医者だ． 
Менің інім дəрігер. 
Meniŋ ini-m   däriger. 
1SG.GEN y.brother-1SG.POSS doctor 
 
6-12-b 私の弟は医者になった． 
Менің інім дəрігер болды. 
Meniŋ ini-m   däriger bol-dï. 
1SG.GEN y.brother-1SG.POSS doctor be-PST 
 
6-13-а 彼は車の運転ができる． 
Ол көлік жүргізе алады. 
Ol kölik žür-giz-e   al-a=dï. 
that car  move-CAUS-CVB take-PRS=3 
 
6-13-b 彼は泳げる． 
Ол жүзе келді. 
Ol žuz-e  kel-di. 
that swim-CVB come-PST 
 
6-14-а 彼は話をするのが上手だ． 
Ол əнгімені күшті айтады. 
Ol ängime-ni küšti   ayt-a=dï. 
that talk-ACC  powerful  tell-PRS=3 
 
6-14-b 彼は走るのが苦手だ． 
Ол жүгіре алмайды. 
Ol žügir-e al-ma-y=dï. 
that run-CVB take-NEG-PRS=3 

 
6-15-а 彼は学校に着いた． 
Ол мектепке жетті. 
Ol mektep-ke žet-ti. 
that school-DAT reach-PST 
 
6-15-b 彼は道を渡った／横切った． 
Ол жолдан өтті. 
Ol žol-dan öt-ti. 
that road-ABL pass-PST 
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6-15-с 彼はこの道を通った． 
Ол ана жолдан өтті. 
Ol ana žol-dan öt-ti. 
that that road-ABL pass-PST 
 
6-16-а 彼はお腹を空かしている． 
Оның қарны ашты. 
Onïŋ qarn-ï   aš-tï. 
that.GEN stomach-3.POSS be.empty-PST 
 
6-16-b 彼は喉が渇いている． 
Ол шөлдеді. 
Ol šölde-di. 
that feel.thirsty-PST 
 
6-17-а 私は寒い． 
Мен жаурадым. 
Men  žawra-dï-m. 
1SG  freeze-PST-1SG 
 
6-17-b 今日は寒い． 
Бүгін күн суық. 
Bügin kün suwïq. 
today day cold 
 
6-18-а 私は彼を手伝った／助けた． 
Мен оған көмектестім. 
Men  oɣan  kömektes-ti-m. 
1SG  that.DAT help-PST-1SG 

 
6-18-b 私は彼がそれを運ぶのを手伝った． 
Мен оған ананы тасуға көмектестім. 
Men  oɣan  ana-nï tas-uw-ɣa  kömektes-ti-m. 
1SG  that.DAT that-ACC carry-VN-DAT help-PST-1SG 
 
6-19-а 私はその理由を彼に聞いた． 
Мен себебін одан сұрадым. 
Men  sebeb-i-n   odan  sora-dï-m. 
1SG  reason-3.POSS-ACC that.ABL ask-PST-1SG 
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6-19-b 私はそのことを彼に話した． 
Мен ол нəрсені оған айттым. 
Men  ol närse-ni  oɣan  ayt-tï-m. 
1SG  that thing-ACC that.DAT tell-PST-1SG 
 
6-20-а 私は彼と会った． 
Мен онымен кездестім. 
Men  onïmen  kezdes-ti-m. 
1SG  that.INS  meet-PST-1SG 

 
7. 「連用修飾的複文」（語学研究所論集 第 20号） 

7-1 彼はいつも新聞を読みながらご飯を食べる． 
Ол əрдайым газет оқып отырып, тамақ жейді. 
Ol ärdayïm gazet  oqï-p otïr-ïp, tamaq že-y=di. 
that always newspaper read-CVB sit-CVB food  eat-PRS=3 
 
7-2 （私は）昨日は九時に家に帰って，少しテレビを見て（から），寝ました． 
Кеше мен сағат тоғызда үйге қайтып, кішкене теледидар көріп ұйықтадым. 
Keše men  saɣat toɣïz-da üy-ge  qayt-ïp,  
yesterday 1SG  time  nine-LOC house-DAT come.back-CVB 
kiškene televidar  kör-ip uyïqta-dï-m. 
a.little television  see-CVB sleep-PST-1SG 
 
7-3 （私は）昨日階段で転んで，ケガをしてしまった． 
Кеше баспалдақтан құлап, жарақат алдым. 
Keše baspaldaq-tan  qula-p, žaraqat al-dï-m. 
yesterday stairs-ABL  fall-CVB wound take-PST-1SG 

 
7-4 今日も父は会社に行って，兄は大学に行った． 
Бүгінде əкем жұмысқа барды, ал ағам университетке барды. 
Bügin=de  äke-m   žumïs-qa  bar-dï,  
today=ADD father-1SG.POSS work-DAT  go-PST  
al aɣa-m   universitet-ke bar-dï. 
but e.brother-1SG.POSS university-DAT go-PST 
 
7-5 （あの人は）今日は帽子をかぶって歩いていた． 
Ол адам бүгін бас киім киіп алып жүрді. 
Ol adam bügin bas kiyim kiy-ip  al-ïp  žür-di. 
that man  today head clothe put.on-CVB take-CVB walk-PST 
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7-6 （私は）休みの日にはいつも本を読んだり，テレビを見たりしています． 
Мен демалыста əрдайым кітап оқып, теледидар көремін. 
Men  demalïs-ta ärdayïm kitap oqï-p, televidar  kör-e=min. 
1SG  holiday-LOC always book read-CVB television  see-PRS=1SG 
 
7-7 時間がないから，急いで行こう． 
Уақытым жоқ, тез барайық. 
Waqït-ïm  žoq,   tez  bar-ayïq. 
time-1SG.POSS there.isn’t fast  go-VOL.1PL 
 
7-8 昨日は頭が痛かったので，いつもより早く寝ました． 
Кеше басым ауырып, ерте қайтып ұйықтадым. 
Keše bas-ïm  awïr-ïp, yerte qayt-ïp   uyïqta-dï-m. 
yesterday head-1SG.POSS ache-CVB early come.back-CVB sleep-PST-1SG 
 
7-9 あの人は本を買いに行った． 
Ол адам кітап сатып алуға кетті. 
Ol adam kitap sat-ïp al-uw-ɣa  ket-ti. 
that man  book sell-CVB take-VN-DAT leave-PST 
 
7-10 （彼は）外がよく見えるように窓を開けた． 
Сырт жақсы көріну үшін, терезені аштым. 
Sïrt  žaqsï kör-in-üw  üšin,  tereze-ni  aš-tï-m. 
outside good see-PASS-VN for  window-ACC open-PST-1SG 
 
7-11 ここでは夏になると，よく雨が降ります． 
Мына жақта жазда көп жауын жауады. 
Mïna žaq-ta žaz-da  köp  žawïn žaw-a=dï. 
this  side-LOC summer-LOC many rain  rain-PRS=3 
 
7-12 窓を開けると，冷たい風が入って来た． 
Терезені ашқанда, салқын жел кірді. 
Tereze-ni  aš-qan-da,  salqïn žel  kir-di. 
window-ACC open-PTCP.PST-LOC cold  wind enter-PST 
 
7-13 坂を上ると，海が見えた． 
Еңіске көтерілгенде, теңіз көрінді. 
Yeŋis-ke  köter-il-gen-de,  teŋiz  kör-in-di. 
slope-DAT lift-PASS-PTCP.PST-LOC sea  see-PASS-PST 
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7-14 明日雨が降ったら，私はそこに行かない． 
Ертең жаңбыр жауса, мен ол жаққа бармаймын. 
Yerteŋ  žaŋbïr žaw-sa,  men  ol žaq-qa bar-ma-y=mïn. 
tomorrow  rain  rain-COND 1SG  that side-DAT go-NEG-PRS=1SG 
 
7-15 もっと早く起きればよかったなあ． 
Ерте тұру керек еді. 
Yerte tur-uw kerek edi. 
early stand-VN necessary COP.PST 
 
7-16 あんなところへ行かなければよかった． 
Ондай жерге бармауым керек еді. 
Onday žer-ge  bar-ma-w-ïm   kerek  edi. 
like.that place-DAT go-NEG-VN-1SG.POSS necessary  COP.PST 
 
7-17 １に１を足せば，２になる． 
Бірге бірді қосқанда екі болады. 
Bir-ge bir-di qos-qan-da  yeki  bol-a=dï. 
one-DAT one-ACC add-PTCP.PST-LOC two  be-PRS=3 
 
7-18 駅に着いたら電話をしてください． 
Станцияға жеткенде қоңырау шалыңыз. 
Stantsiya-ɣa žet-ken-de  qoŋïraw šal-ïŋïz. 
station-DAT reach-PTCP.PST-LOC call-IMP.2PL 
 
7-19 日曜日になったら，みんなで公園に行きたいなあ． 
Жексенбіде бəрімен бірге саябаққа барғым келеді. 
Žeksenbi-de bär-i-men  birge sayabaq-qa bar-ɣï-m   kel-e=di. 
Sunday-LOC all-3.POSS-INS together park-DAT  go-VN-1SG.POSS come-PRS=3 

 
7-20 明日雨が降ったら困るなあ． 
Ертең жаңбыр жауса қиын болады. 
Yerteŋ  žaŋbïr žaw-sa  qïyïn bol-a=dï. 
tomorrow  rain  rain-COND difficult be-PRS=3 
 
7-21 家に来るなら，電話をしてから来てください． 
Үйге келетін болсаң, қоңырау шалып келіңіз. 
Üy-ge  kel-etin   bol-sa-ŋ,  qoŋïraw šal-ïp kel-iŋiz. 
house-DAT come-PTCP.PRS be-COND-2SG call-CVB  come-IMP.2PL 
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7-22 （もうすぐベルが鳴るので）鳴ったら，教えてください． 
Қоңырау соғылғанда, хабар беріңіз. 
Qoŋïraw soɣ-ïl-ɣan-da,   xabar ber-iŋiz. 
bell  hit-PASS-PTCP.PST-LOC news give-IMP.2PL 
 
7-23 （もしかしたらベルが鳴るかもしれないので）もし鳴ったら，教えてください． 
Егер қоңырау соғылса, хабар беріңіз. 
Yeger qoŋïraw soɣ-ïl-sa,   xabar ber-iŋiz. 
if  bell  hit-PASS-COND  news give-IMP.2PL 
 
7-24 働かざるもの食うべからず．／働かない者は，食べるべきではない． 
Жұмыс істемейтін адам, тамақ та жемейді. 
Žumïs iste-me-ytin  adam, tamaq=ta  že-me-y=di. 
work work-NEG-PTCP.PRS man  food=ADD eat-NEG-PRS=3 
 
7-25 もう少しお金があったらなあ． 
Тағы кішкене ақшам болғанда ғой. 
Taɣï  kiškene aqša-m   bol-ɣan-da  ɣoy. 
more a.little money-1SG.POSS be-PTCP.PST-LOC MOD 
 
7-26 これも食べたら？ 
Мынаны да жесей. 
Mïna-nï=da že=sey. 
this-ACC=ADD eat.IMP.2SG=MOD 
 
7-27 （やりたいなら自分の）好きなようにやれば？ 
Өзің қалағандай жасасаң қайтеді? 
Öz-iŋ  qala-ɣan-day   žasa-sa-ŋ   qayt-e=di? 
self-2SG.POSS wish-PTCP.PST-ADVLZ make-COND-2SG do.in.what.way-PRS=3 

 
7-28 このコップは落としても割れない． 
Мына стаканды құлатып алсаңда, сынбайды. 
Mïna stakan-dï  qula-t-ïp  al-sa-ŋ=da,   sïn-ba-y=dï. 
this  cup-ACC  fall-CAUS-CVB take-COND-2SG=ADD be.broken-NEG-PRS=3 
 
7-29 このリンゴは高かったのに，ちっとも甘くない． 
Мына алма қымбат болғанымен, дымда тəтті емес. 
Mïna alma  qïmbat  bol-ɣan-ï-men,   dïm=da  tätti  yemes. 
this  apple expensive be-PTPC.PST-3.POSS-INS nothing=ADD sweet COP.NEG 
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7-30 彼の家に行ってみたけれども，彼はいなかった． 
Оның үйіне барып көрдім, бірақ ол болмады. 
Onïŋ üy-in-e   bar-ïp kör-di-m,  biraq ol bol-ma-dï. 
that.GEN house-3.POSS-DAT go-CVB see-PST-1SG but  that be-NEG-PST 
 
7-31 あの人が来るまで，私はここで待っています． 
Ол адам келгенше, мен осында күтемін. 
Ol adam kel-genše, men  osïnda küt-e=min. 
that man  come-CVB 1SG  here  wait-PRS=1SG 
 
7-32 あの人が来るまでに，食事を作っておきますよ． 
Ана адам келгенше, тамақ жасап қоямын. 
Ana  adam kel-genše, tamaq žasa-p  qoy-a=mïn. 
that  man  come-CVB food  make-CVB put-PRS=1SG 
 
8.「情報構造と名詞述語文」（語学研究所論集 第 21号） 

8-1 えっ，A（固有名詞）が来たの？／いや，Aじゃなくて B が来たんだ． 
（例えば，昨日の集まりに珍しくやって来た人についての会話で） 
А келдіма? Жоқ, А емес В келді. 
A kel-di=ma? Žoq,  A yemes, B kel-di. 
A come-PST=Q no  A COP.NEG B come-PST 
 
8-2 誰が来たの？／A が来たよ． 
Кім келді? А келді ғой.  
Kim  kel-di?  A kel-di ɣoy. 
who  come-PST  A come-PST MOD 
 
8-3 A のほうが大きいんじゃないの？／いや，Aじゃなくて，B のほうが大きいんだよ． 
А үлкен емеспе? Жоқ, А емес В үлкен ғой. 
A ülken yemes=pe? Žoq,  A yemes B ülken ɣoy. 
A big  COP.NEG=Q no  A COP.NEG B big  MOD 
 
8-4 （電話で）どうしたの）？／うん，今，お客さんが来たんだ． 
Не болды? Қазір қонақтар келді. 
Ne  bol-dï? Qazir qonaq-tar  kel-di. 
what  be-PST now  guest-PL  come-PST 
 
8-5 あの子供が A を叩いたんだって!?／いや，Aじゃなくて，B を叩いたんだよ． 
Ана бала А-ді ұрды дейді ғой. Жоқ, А емес В ұрыпты. 
Ana bala  A-di  ur-dï  de-y=di  ɣoy.  Zoq, A yemes, B ur-ïp=tï. 
that child A-ACC hit-PST say-PRS=3 MOD  no A COP.NEG B hit-IND.PST=3 
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8-6 赤い袋と青い袋があるけど，どっちを買うの？／（私は）青い袋を買うよ． 
Қызыл дорба мен көк дорба, қайсысын аласын? Мен көк дорбаны аламын. 
Qïzïl dorba-men kök dorba, qaysï-sï-n   al-a=sïŋ? 
red  packet-INS blue packet which-3.POSS-ACC take-PRS=2SG 
Men kök dorba-nï  al-a=mïn. 
1SG blue packet-ACC take-PRS=1SG 
 
8-7 A はどこですか？／A は朝からどっかへでかけたよ． 
А қайда? А таңңан бері біржаққа шығып кетті. 
A qayda? A taŋ-nan  beri  biržaq-qa   šïɣ-ïp  ket-ti. 
A where A dawn-ABL since somewhere-DAT go.out-CVB leave-PST 
 
8-8 （あの子供は）誰を叩いたの？／（あの子供は）自分の弟を叩いたんだ． 
Кімді ұрды? Өзінің інісін ұрды.  
Kim-di ur-dï? Öz-i-niŋ   ini-si-n    ur-dï. 
who-ACC hit-PST self-3.POSS-GEN y.brother-3.POSS-ACC hit-PST 
 
8-9 （電話で）どうしたの）？／うん，A が（自分の）弟を叩いたんだ． 
（例えば，電話の向こうで子供の泣き声が起きたのを聞いての発話） 
Не болды? А інісін ұрды. 
Ne  bol-dï? A ini-si-n    ur-dï. 
what  be-PST A y.brother-3.POSS-ACC hit-PST 
 
8-10 あのケーキ，どうした？／（ああ，あれは）A が食べちゃったよ． 
Ана торт барма? Оны А жеп қойды. 
Ana tort bar=ma?  Onï  A že-p  qoy-dï. 
that cake there.is=Q that.ACC A eat-CVB put-PST 
 
8-11 私が昨日お店から買ってきたのはこの本だ． 
Мен кеше дүкеннен сатып алып келгенім мына кітап. 
Men  keše  düken-nen sat-ïp al-ïp  kel-gen-im   mïna kitap. 
1SG  yesterday shop-ABL  sell-CVB take-CVB come-PTCP.PST-1SG.POSS this  book 
 
8-12 あの人は先生だ．この学校でもう 20 年働いている． 
Ана адам мұғалім. Мына мектепте жиырма жыл жұмыс істеп жатыр. 
Ana adam muɣalim.  Mïna mektep-te žïyïrma žïl zumïs iste-p  žatïr. 
that man  teacher  this  school-LOC 20  year work work-CVB PROG 
 
8-13 彼のお父さんは，あの人だ． 
Оның əкесі мына адам. 
Onïŋ äke-si  mïna adam. 
that.GEN father-3.POSS this  man 
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8-14 あの人が彼のお父さんだ． 
Ана адам оның əкесі. 
Ana adam onïŋ  äke-si. 
that man  that.GEN father-3.POSS 
 
8-15 あさってっていうのはね，明日の次の日のことだよ． 
Бүрсігүні деген, ертеңнен кейінгі күнді айтады. 
Bürsigüni    de-gen,  yerteŋ-nen keyin-gi  kün-di ayt-a=dï. 
the.day.after.tomorrow say-PTCP.PST tomorrow-ABL after-ADJLZ day-ACC tell-PRS=3 
 
8-16 （何人かで入った喫茶店で注文を聞かれて）私はコーヒーだ． 
Мен кофе ішемін. 
Men  kofe  iš-e=min. 
1SG  coffee drink-PRS=1SG 
 
8-17 ［（注文した数人分のお茶が運ばれてきて）どなたがコーヒーですか？との問いに］コーヒーは私

だ． 
Маған кофе. 
Maɣan kofe. 
1SG.DAT coffee 
 
8-18 その新しくて厚い本は（値段が）高い． 
Ана жаңа қалың кітап қымбат екен. 
Ana žaŋa  qalïŋ kitap qïmbat  eken. 
that new  thick book expencive COP.MOD 
 
8-19 （砂糖入れを開けて）あっ，砂糖が無くなっているよ！ 
Қант бітіп қалыпты. 
Qant  bit-ip  qal-ïp=tï. 
sugar finish-CVB remain-IND.PST=3 
 
8-20 午後，誰かに会うはずだったなあ．誰だったっけ？ あっ，そうだ，～君だったな． 
Түстен кейін біреумен кездесуім керек еді. Кім еді? А, иə, (А) екен ғой. 
Tüs-ten keyin birew-men kezdes-üw-im  kerek edi. 
noon-ABL after  someone-INST meet-VN-1SG.POSS necessary COP.PST 
Kim  edi?  A, iyä, A eken  ɣoy. 
who  COP.PST oh yes A COP.MOD MOD 
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9.「情報標示の諸要素」（語学研究所論集 第 22号） 

9-1 この土地は野菜がよく育つ．だから高い値段で売れるだろう． 
Мына жерде көкөністер жақсы өседі. Сондықтан қымбатқа сататын шығар. 
Mïna žer-de  kökönis-ter žaqsï ös-e=di. 
this  place-LOC vegetable-PL good grow-PRS=3 
Sondïqtan, qïmbat-qa sat-atïn  šïɣar. 
so   expensive-DAT sell-PTCP.PRS maybe 
 
9-2 私は頭が痛い．だから今日は休む． 
Басым ауырып жатыр. Бүгін демаламын. 
Bas-ïm  awïr-ïp žatïr.  Bügin dem al-a=mïn. 
head-1SG.POSS ache-CVB PROG today rest take-PRS=1SG 
 
9-3 あの人だけ，時間通りに来た． 
Ана адам ғана уақытылы келді. 
Ana  adam=ɣana waqïtïlï kel-di. 
that  man=only on.time come-PST 
 
9-4 これはここでしか買えない． 
Мына затты тек осында сатып ала аласың. 
Mïna zat-tï  tek  osïnda sat-ïp al-a  al-a=sïŋ. 
this  thing-ACC only  here  sell-CVB take-CVB take-PRS=2SG 
 
9-5 その家にいたのは子供ばかりだった． 
Ана үйде тек балалар ғана болды. 
Ana  üy-de  tek bala-lar=ɣana bol-dï. 
that  house-LOC only child-PL=only be-PST 
 
9-6 次回こそ，失敗しないようにしよう． 
Келесі жолы бұлай болмайтындай жасаймын. 
Kelesi žolï  bulay bol-ma-ytïn-day  žasa-y=mïn. 
next  time  like.this be-NEG-PTCP.PRS-APPR make-PRS=1SG 
 
9-7 疲れたね，お茶でも飲もう． 
Шаршадық қой, шəй ішейік. 
Šarša-dï-q  ɣoy,  šäy iš-eyik. 
be.tired-PST-1PL MOD  tea drink-VOL.1PL 
 
9-8 水さえあれば，数日間は大丈夫だ． 
Су болса болды, бірнеше күнге ештеңе болмайды. 
Suw  bol-sa bol-dï, birneše kün-ge yešteŋe bol-ma-y=dï. 
water be-COND be-PST some day-DAT nothing be-NEG-PRS=3 
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9-9 小さい子供まで，その仕事の手伝いをさせられた． 
Кішкентай балаларға дейін, сол жұмысты істеуге көмектесті. 
Kiškentay bala-lar-ɣa deyin, sol žumïs-tï  iste-w-ge  kömektes-ti. 
small  child-PL-DAT to  that work-ACC work-VN-DAT help-PST 
 
9-10 私はお金なんか欲しくない． 
Маған ақша дегендер керек емес. 
Maɣan aqša  de-gen-der  kerek  yemes. 
1SG.DAT money say-PTCP.PST-PL necessary  COP.NEG 
 
9-11 自分の部屋ぐらい，自分できれいにしなさい． 
Тым болмаса өзіңнің бөлмеңді жинасай. 
Tïm  bol-ma-sa öz-iŋ-niŋ   bölme-ŋ-di   žïyna=say. 
too.much be-NEG-COND self-2SG.POSS-GEN room-2SG.POSS-ACC gather-IMP.2SG=MOD 
 
9-12 私にもちょうだい． 
Мағанда берші. 
Maɣan=da ber=ši. 
1SG.DAT=ADD give.IMP.2SG=MOD 
 
9-13 お父さんもう帰って来たね．お母さんは？ 
Əкем қайтып келіпті ғой. Анам ше? 
Äke-m   qayt-ïp   kel-ip=ti  ɣoy.  Ana-m   še? 
father-1SG.POSS come.back-CVB come-CVB=3 MOD  mother-1SG.POSS as.for 
 
9-14 誰か（が）電話してきたよ． 
Біреу қоңырау шалып жатыр. 
Birew qoŋïraw šal-ïp žatïr. 
someone call-CVB  PROG 
 
9-15 誰かに聞いてみよう． 
Біреуден сұрап көрейік. 
Birew-den sora-p kör-eyik. 
someone-ABL ask-CVB see-VOL.1PL 
 
9-16 私のいない間に誰か来た？ 
Мен болмағанда біреу келдіма? 
Men  bol-ma-ɣan-da   birew kel-di=ma? 
1SG  be-NEG-PTCP.PST-LOC someone come-PST=Q 
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9-17 誰か来たら，私に教えてください． 
Біреу келіп қалса, маған айт. 
Birew kel-ip  qal-sa,  maɣan ayt. 
someone come-CVB remain-COND 1SG.DAT tell.IMP.2SG 
 
9-18 今日は誰も来るとは思わない．／今日は誰も来ないと思う． 
Бүгін біреу келеді деп ойламаймын. Бүгін ешкім келмейді деп ойлаймын. 
Bügin birew kel-e=di  de-p  oyla-ma-y=mïn. 
today someone come-PRS=3 say-CVB think-NEG-PRS=1SG 
Bügin yeškim kel-me-y=di  de-p  oyla-y=mïn. 
today no.one come-NEG-PRS=3 say-CVB think-PRS=1SG 
 
9-19 そこには今誰もいないよ． 
Ол жақта қазір ешкім жоққой. 
Ol žaq-ta qazir yeškim žoq=qoy. 
that side-LOC now  no.one there.isn’t=MOD 
 
9-20 （それは）誰でもできる． 
Кім болсада жасай алады. 
Kim  bol-sa=da  žasa-y  al-a=dï. 
who  be-COND=ADD make-PRS  take-PRS=3 
 
9-21 そんなこと（は），みんな知っているんじゃないか!? 
Ондай нəрсені бəрі біледі емес пе? 
Onday närse-ni  bäri bil-e=dï  yemes=pe? 
like.that thing-ACC all know-PRS=3 COP.NEG=Q 
 
9-22 そんなもの，誰が買うんだよ!? 誰も買うわけないじゃないか！ 
Ондай нəрсені кім алады? Ешкім алмайды ғой. 
Onday närse-ni  kim  al-a=dï?   Yeškim al-ma-y=dï  ɣoy. 
like.that thing-ACC who  take-PRS=3 no.one take-NEG-PRS=3 MOD 
 
9-23 君は英語がうまいね． 
Сенің ағылшының күшті, иə! 
Seniŋ aɣïlšïn-ïŋ   küšti, iyä! 
2SG.GEN English-2SG.POSS great  yes 
 
9-24 君は退屈そうだね． 
Сен жалыққан сияқтысың ғой. 
Sen žalïq-qan  siyaqtï=sïŋ ɣoy. 
2SG be.bored-PRF like=2SG  MOD 
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9-25 明日も寒いらしいよ． 
Ертең суық болады дейді. 
Yerteŋ  suwïq bol-a=dï de-y=di. 
tomorrow  cold  be-PRS=3 say-PRS=3 
 
10.「否定，形容詞と連体修飾複文」（語学研究所論集 第 23号） 

10-1 これは私の本ではない． 
Мынау менің кітабым емес. 
Mïnaw meniŋ kitab-ïm   yemes. 
this.one 1SG.GEN book-1SG.POSS COP.NEG 
 
10-2 この部屋には椅子がない． 
Менің бөлмемде орындық жоқ. 
Meniŋ bölme-m-de  orïndïq žoq. 
1SG.GEN room-1SG.POSS chair  there.isn't 
 
10-3 この部屋には一つも椅子がない． 
Мына бөлмеде бірде бір орындық жоқ. 
Mïna bölme-de  birde bir orïndïq žoq. 
this  room-LOC none  chair there.isn’t 
 
10-4 その部屋には誰もいない． 
Ол бөлмеде ешкім жоқ. 
Ol bölme-de  yeškim žoq. 
that room-LOC no.one there.isn’t 
 
10-5 その本はこの部屋にない． 
Ол кітап бұл бөлмеде жоқ. 
Ol kitap bul bölme-de  žoq. 
that book this room-LOC there.isn’t 
 
10-6 この犬は大きくない． 
Мына ит үлкен емес. 
Mïna iyt ülken yemes. 
this  dog big  COP.NEG 
 
10-7 この犬はあまり大きくない． 
Мына ит онша үлкен емес. 
Mïna iyt onša   ülken yemes. 
this  dog not.very  big  COP.NEG 
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10-8 この犬はあの犬より大きい． 
Мына ит ана иттен үлкен. 
Mïna iyt ana iyt-ten ülken. 
this  dog that dog-ABL big 
 
10-9 この犬がその犬たちの中で一番大きい． 
Мына ит ана иттердің ішінде ең үлкен. 
Mïna iyt ana iyt-ter-diŋ iš-in-de   yeŋ  ülken. 
this  dog that dog-PL-GEN inside-3.POSS-LOC most  big 
 
10-10 今日はあの人は来ない． 
Бүгін ол адам келмейді. 
Bügin ol adam kel-me-y=di. 
today that man  come-NEG-PRS=3 
 
10-11 あの人はその本を持って行かなかった． 
Ана адам кітапты алып кетпеді. 
Ana adam kitap-tï  al-ïp  ket-pe-di. 
that man  book-ACC  take-CVB leave-NEG-PST 
 
10-12 全ての学生が参加しなかった．／学生は全員参加しなかった． 
Барлық студенттер қатыспады. Студенттердің барлығы қатыспады. 
Barlïq student-ter qatïs-pa-dï. 
all  student-PL participate-NEG-PST 
Student-ter-diŋ  barlïɣ-ï  qatïs-pa-dï. 
student-PL-GEN all-3.POSS  participate-NEG-PST 
 
10-13 全ての学生が参加したわけではない． 
Барлық оқушы қатысты деген сөз емес. 
Barlïq oqïwšï qatïs-tï   de-gen  söz  yemes. 
all  student participate-PST  say-PTCP.PST word COP.NEG 
 
10-14 （私は買わなかった．しかし，決して）値段が高いというわけではない． 
(Мен сатып алған жоқпын. Негізінде) Бағасы қымбат деген сөз емес. 
Men  sat-ïp al-ɣan  žoq=pïn.   Negiz-in-de 
1SG  sell-CVB take-PTCP.PST there.isn’t=1SG base-3.POSS-LOC 
Baɣa-sï  qïmbat  de-gen  söz  yemes. 
price-3.POSS expensive say-PTCP.PST word COP.NEG 
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10-15 走るな！ 
Жүгірме! 
Žügir-me! 
run-NEG.IMP.2SG 
 
10-16 大きな声を出すな！ 
Айқайлама! 
Ayqayla-ma! 
shout.loudly-NEG.IMP.2SG 
 
10-17 明日は雨は降らないだろう． 
Ертең жаңбыр жаумайтын шығар. 
Yerteŋ  žaŋbïr žaw-ma-ytïn  šïɣar. 
tomorrow  rain  rain-NEG-PTCP.PRS maybe 
 
10-18 あの人に聞こえないように，小さな声で話してくれ． 
Ана адам естімейтіндей, жəй сөйлеші. 
Ana adam yesti-me-ytin-dey,  žäy  söyle=ši. 
that man  hear-NEG-PTCP.PRS-APPR simple speak.IMP.2SG=MOD 
 
10-19 私はあなたを怒らせようと思ってそう言ったんじゃない． 
Мен сені ашуландырамын деп, олай айтқаным жоқ. 
Men  seni  ašuwlan-dïr-a=mïn   de-p, olay  ayt-qan-ïm   žoq. 
1SG  2SG.ACC get.angry-CAUS-PRS=1SG say-CVB like.that tell-PTCP.PST-1SG.POSS there.isn't 
 
10-20 私が昨日買ってきた本はどこ（にある）？ 
Мен кеше сатып əкелген кітап қайда? 
Men  keše   sat-ïp äkel-gen  kitap qayda? 
1SG  yesterday  sell-CVB bring-PTCP.PST book where 
 
10-21 その本を持って来た人は誰（か）？ 
Ана кітапты алып келген адам кім? 
Ana  kitap-tï  al-ïp  kel-gen   adam kim? 
that  book-ACC  take-CVB come-PTCP.PST  man  who 
 
10-22 この部屋が私たちの仕事をしている部屋です． 
Мына бөлме, біз жұмыс жасайтын бөлме. 
Mïna bölme, biz žumïs žasa-ytïn   bölme. 
this  room 1PL work make-PTCP.PRS room 
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10-23 足が一本折れたあの椅子はもう捨ててしまった． 
Бір аяғы сынып қалған орындықты лақтырып жібердім. 
Bir ayaɣ-ï  sïn-ïp   qal-ɣan   orïndïq-tï  laqtïr-ïp  žiber-di-m. 
one leg-3.POSS be.broken-CVB  remain-PTCP.PST chair-ACC  throw-CVB send-PST-1SG 
 
10-24 ドアを叩いている音が聞こえる． 
Есікті соғып тұрған дыбыс естіледі. 
Yesiq-ti soɣ-ïp tur-ɣan   dïbïs  yesti-l-e=di. 
door-ACC hit-CVB stand-PTCP.PST  sound hear-PASS-PRS=3 
 
10-25 あの人が結婚したという噂は本当（か）？ 
Ана адам үйленді деген сыбыс шын ба? 
Ana adam üylen-di   de-gen  sïbïs  šïn=ba? 
that man  get.married-PST say-PTCP.PST rumor real=Q 
 
10-26 私はその人が来た時にご飯を食べていた． 
Мен ол адам келгенде тамақ ішіп отырғанмын. 
Men ol adam kel-gen-de  tamaq iš-ip  otïr-ɣan=mïn. 
1SG that man  come-PTCP.PST-LOC food  eat-CVB sit-PRF=1SG 
 
10-27 私はその人が待っている所に行った． 
Мен ана адам күтіп отырған жерге бардым. 
Men ana adam küt-ip otïr-ɣan  žer-ge  bar-dï-m. 
1SG that man  wait-CVB sit-PTCP.PST place-DAT go-PST-1SG 
 
10-28 私はその人が走っていったのを見た． 
Мен ана адам жүгіріп бара жатқанын көрдім. 
Men  ana adam žügir-ip bar-a žat-qan-ï-n   kör-di-m. 
1SG  that man  run-CVB go-CVB lie-PTCP.PST-3.POSS-ACC see-PST-1SG 
 
10-29 昨日の夜，私は彼らがしゃべっているのを聞いた． 
Кеше түнде, оның сөйлеп жатқанын естідім. 
Keše tünde, onïŋ  söyle-p  žat-qan-ï-n   yesti-di-m. 
yesterday at.night that.GEN speak-CVB lie-PTCP.PST-3.POSS-ACC hear-PST-1SG 
 
10-30 私はその人が昨日ここに来たことを知っている． 
Ол адамның кеше мына жаққа келгенін білемін. 
Ol adam-nïŋ keše   mïna  žaq-qa kel-gen-i-n    bil-e=min. 
that man-GEN yesterday  this  side-DAT come-PTCP.PST-3.POSS-ACC know-PRS=1SG 
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10-31 （昨日）彼は彼が今日ここに来たと言った．／（昨日）彼は，「私は今日ここに来た」と言った． 
Ол өзінің осы жаққа келгенін айтты./ Ол «Мен бүгін мына жаққа келдім» деп айтты. 
Ol öz-i-niŋ   osï žaq-qa kel-gen-i-n    ayt-tï. 
that self-3.POSS-GEN this side-dat come-PTCP.PST-3.POSS-ACC tell-PST 
Ol «men bügin mïna žaq-qa kel-di-m»  de-p  ayt-tï. 
that 1SG  today this  side-DAT come-PST-1SG say-CVB tell-PST 
 
10-32 私はリンゴが（あの）皿の上にあったのを食べた． 
Мен тəрелке үстінде тұрған алманы жедім. 
Men  tärelke üst-in-de   tur-ɣan  alma-nï  že-di-m. 
1SG  dish  upside-3.POSS-LOC stand-PTCP.PST apple-ACC eat-PST-1SG 
 
10-33 私はネコが家に入ってきたのを捕まえた． 
Үйге кіріп кеткен мысықты ұстап алдым. 
Üy-ge  kir-ip  ket-ken  mïsïq-tï  usta-p  al-dï-m. 
house-DAT enter-CVB  leave-PTCP.PST mouse-ACC catch-CVB take-PST-1SG 
 
 

略号一覧（The Leipzig Glossing Rules にないもの） 

ADD  additive   累加 
ADJLZ adjectivalizer  形容詞化 
ADVLZ adverbializer  副詞化 
AOR  aorist   アオリスト 
APPR approximate  近似 
HAB  habitual   習慣 

IND  indirective  間接 
MOD  modality   モダリティ 
PROP proprietive  所有形容詞化 
VN  verbal noun  動名詞 
VOL  volitional   意志 
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‘Voice and related expressions’, ‘Expressions of possession and existence’, ‘Transitivity’, ‘Complex sentences of 
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1. はじめに 

 サマルカンド・タジク語は，ウズベキスタン共和国サマルカンド市で話されるタジク語（印欧語族イ

ンド・イラン語派）の変種である．タジキスタン共和国の国家語である標準タジク語と比べると，音声

的縮約や接辞化によって統合的な構造が発達している点，ウズベク語（チュルク諸語南東語群）の強い

影響により統語構造がチュルク諸語により類似している点が大きな特徴である．語彙の面ではウズベク

語に加えてロシア語からの影響も見られる．音素は次の通りである．母音音素：/i, e, a, o [ɔ], ū [ɵ], u/，子

音音素：/p, b, t, d, č [tʃ], j [dʒ], k, g, q, f, v, s, z, š [ʃ], x [χ], ǧ [ʁ], h, m, n, l, r, y [j]/ 
 サマルカンド・タジク語例文は母語話者である筆者（1997 年，サマルカンド生まれ，女性）が作成し，

形態素分析を行った．調査例文の意図に基づいた各例文の解説と日本語直訳に関しては，菱山湧人氏の

協力をいただいた．元の構造を分かりやすくするため，日本語直訳は不自然なものもある． 
 

 本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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2. 受動表現 

 明示された動作主が人間である [1-4, 7, 10-12] のような表現はふつう能動文で表される． 
 
[1] (1) 私の息子が先生に叩かれた． 
  man-a    pisar-am-a      malim  zad 
  1SG-ACC/GEN son-1SG.POSS-ACC/GEN teacher  hit(PST).3SG 
  「私の息子を先生が叩いた」 
 
[2] (2) 私は知らない人に足を踏まれた． 
  nošinos odam man-a    počem-a       zer kad 
  strange  person 1SG-ACC/GEN foot.1SG.POSS-ACC/GEN step do(PST).3SG 
  「知らない男性が私の足を踏んだ」 
 
  kimki  man-a    počem-a    zer kad 
  someone 1SG-ACC/GEN foot-ACC/GEN  step do(PST).3SG 
  「誰かが私の足を踏んだ」 
 
 持ち主の受け身（持ち物）は二つ目の例のように動詞の使役形を用いて表されることもある． 
 
[3] (3) ファルホドはシリンに財布を盗まれた．  
  Širin  Farhod-a   kašelyok-aš-a      duzid 
  PN  PN-ACC/GEN  wallet-3SG.POSS-ACC/GEN steal(PST).3SG 
  「シリンはファルホドの財布を盗んだ」 
 
  Farhod  kašelyok-aš-a      duzond-a         mond 

  PN   wallet-3SG.POSS-ACC/GEN steal.CAUS(PST)-PTCP.PSTI  put(PST).3SG 
  「ファルホドは財布を盗ませてしまった．」 
 
[4] (4) きのうの夜，私は赤ん坊に泣かれた．それでちっとも眠れなかった． 
  šab   šabaki  a   čaqaloq-a   mūl  gira kad-ageš-a 

  yesterday night  from  baby-ACC/GEN  many cry do(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS-ACC/GEN 
  man xoraft-a      na-tonist-am 

  1SG sleep(PST)-PTCP.PSTI NEG-can(PST)-1SG 
  「昨日の夜，赤ん坊がよく泣いたことから，私は眠ることができなかった」 
 
 動作主が明示されず，被動作主が人間でない [5] のような表現は，過去分詞 1 と šudan「なる」によ

る受動構文で表される． 
 
[5] (5) 新しいビルが建てられた． 
  nav bino   soxt-a        šud 

  new building make(PST)-PTCP.PSTI  become(PST).3SG 
  「新しいビルが建てられた（lit. 建てて，なった）」 
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 動作主が問題にならない場合は，動詞が 3 人称複数形の能動文で表される．なお，fransuskiy は名詞

ではなく副詞「フランス語で」である． 
 
[6] (6) カナダではフランス語が話されている． 
  Kanada-ba  fransuskiy gap  me-zan-an 
  PN-DAT/LOC  in.French  word IMPF-hit(PRS)-3PL 
  「カナダで（彼/彼女ら）はフランス語で話す」 
 
[7] (7) 財布が（子供に）盗まれた． 
  kašelyok-am-a      bača  duzid 
  wallet-1SG.POSS-ACC/GEN child steal(PST).3SG 
  「私の財布を子供が盗んだ」 
 
 [8] のような結果状態は，過去分詞 2 の述語用法で表される． 
 
[8] (8) 壁に絵が掛けられている． 
  devol-ba   rasm avext-agi 
  wall-DAT/LOC picture hang(PST)-PTCP.PSTII 
  「壁に絵が掛かっている」 
 
[10] (10) ファルホドはシリンに「こっち来い」と言われた． 
  Širin  Farhod-ba  “inja biyo!”     guft 

  PN  PN-DAT/LOC  here  come(PRS).2SG say(PST).3SG 
  「シリンはファルホドに『こっち来い』と言った」 
 
[11] (11) ファルホドはシリンに呼ばれて，今シリンのところに行っています． 
  Širin  Farhod-a   jeǧ zad 
  PN  PN-ACC/GEN  call hit(PST).3SG 
  hozir Farhod  peš-i   Širin-ba   rafsa-s 

  now  PN   front-IZ PN-DAT/LOC  go(PST).PROG-3SG 
  「シリンはファルホドを呼んだ．今ファルホドはシリンのところに行っている」 
 
[12] (12) シリンがファルホドを呼んで，ファルホドは今シリンの部屋に行っています．  
  Širin  Farhod-a   jeǧ zad 
  PN  PN-ACC/GEN  call hit(PST).3SG 
  hozir Farhod  xoni   Širin-ba   rafsa-s 

  now  PN   house.IZ PN-DAT/LOC  go(PST).PROG-3SG 
  「シリンはファルホドを呼んだ．今ファルホドはシリンの部屋に行っている」 
 
3. アスペクト 

 動作が完了したことに注目した (1) のような表現では，動詞が直説法過去形となる．結果状態を強く
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意識した (2) のような表現では，動詞が過去分詞 2 -agi（述語用法）となる． 
 
[13] (1) あの人はもう来た． 
  vay odam uje   omad 
  that person already  come(PST).3SG 
  「あの人はもう来た」 
 
[14] (2) あの人はもう来ている． 
  vay odam uje   omad-agi 
  that person already  come(PST)-PTCP.PSTII 
  「あの人はもう来ている」 
 
 完結相の否定 (3) は動詞が推測法過去形（過去分詞 1＋コピュラ由来の人称標識）であるが，推測の

意味はなく，単に完了を表わす．現在の否定 (4) の場合は直説法現在形となる． 
 
[15] (3) あの人はまだ来ていない． 
  vay odam holi na-omad-a-s 
  that person yet NEG-come(PST)-PTCP.PSTI-3SG 
  「あの人はまだ来ていない」 
 
[16] (4) あの人はまだ来ない． 
  vay odam holi na-mi-biyo-d 
  that person yet NEG-IMPF-come(PRS)-3SG 
  「あの人はまだ来ない」 
 
 (5) で近未来の意味は副詞 qarib「ほとんど」と動詞の直説法過去形によって表されている． 
 
[17] (5) あの人はもうすぐ来る． 
  vay odam qarib omad 
  that person almost come(PST).3SG 
  「あの人はもうすぐ来る（lit. ほとんど来た）」 
 
 発見は一つ目の例では動詞の直説法過去形で，二つ目の例では動詞の直説法現在進行形で，三つ目の

例では動詞の推測法過去形で表されている． 
 
[18] (6) （あっ，）ノディルが来た． 
  Nodir omad 
  PN  come(PST).3SG 
  「ノディルが来た」 
 
  Nodir omaysa-s 
  PN  come(PST).PROG-3SG 
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  「ノディルが向かっている」 
 

  Nodir omad-a-s 
  PN  come(PST)-PTCP.PSTI-3SG 
  「ノディルが来たみたいだ」 
 
 現在と切り離された過去を表わす以下の (7, 8) で，動詞は直説法過去形となっている． 
 
[19] (7) おととい，あの人が来たよ． 
  šabeš      vay odam omad 
  the.day.before.yest. that person come(PST).3SG 
  「おとといあの人が来た」 
 
[20] (8) おととい，彼は来なかったよ． 
  šabeš      vay odam na-omad 

  the.day.before.yest. that person NEG-come(PST).3SG 
  「おとといあの人は来なかった」 
 
 他動詞のパーフェクトは一つ目の例のように直説法過去形で表されるが，二つ目の例のように，過去

分詞 1＋完了を表わす補助動詞によっても表されうる． 
 
[21] (9) 私はこのリンゴをもう食べた． 
  man uje   in  seb-a     xūrd-am 
  1SG already  this apple-ACC/GEN eat(PST)-1SG 
  「私はもうこのリンゴを食べた」 
 
  man uje  in  seb-a     xūrd-a       šud-am 
  1SG already this apple-ACC/GEN eat(PST)-PTCP.PSTI  become(PST)-1SG 
 「私はもうこのリンゴを食べ終えた」 
 
 他動詞のパーフェクトの否定の場合，動詞が推測法過去形となっている．これは自動詞の場合 (3) と
同様である． 
 
[22] (10)  私はこのリンゴをまだ食べていない． 
  man holi in  seb-a     na-xūrd-em 
  1SG yet this apple-ACC/GEN NEG-eat(PST)-PTCP.PSTI.1SG 
  「私はこのリンゴをまだ食べていない」 
 
 現在進行は，直説法現在進行形で表される． 
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[23] (11)  あの人は今ちょうどこのリンゴを食べています． 
  vay odam hamin  seb-a     xūrsa-s 
  that person this.very apple-ACC/GEN eat(PST).PROG-3SG 
  「あの人は今（まさに）このリンゴを食べている」 
 
 結果状態は (2) と同様に過去分詞 2 -agi（述語用法）で表される． 
 
[24] (12)  窓が開いている． 
  tireza  kišod-agi 
  window open(PST)-PTCP.PSTII 
  「窓が開いている」 
 
 習慣 (13) は直説法現在形で表される．開始時点の不明瞭な状態 (14) も同様である． 
 
[25] (13)  私は毎朝新聞を読む／読んでいる． 
  man har  pagoyi  gazeta   me-xon-am 

  1SG every morning newspaper IMPF-read(PRS)-1SG 
  「私は毎朝新聞を読む」 
 
[26] (14) あなたは（あなたの）お母さんに似ている． 
  šumo  biyeton-ba       ūxša   mu-kun-ed 
  2SG.HON mother.2PL.POSS-DAT/LOC resemble IMPF-do(PRS)-2SG.HON 
  「あなたはあなたの母親に似ている」 
 
  tu  biyet-ba        ūxša   mu-kun-i 
  2SG mother.2SG.POSS-DAT/LOC resemble IMPF-do(PRS)-2SG 
  「君は君の母親に似ている」 
 
 過去の習慣は直説法過去未完結形で表される． 
 
[27] (15) 私はその頃毎日学校へ通っていた． 
  man vay vaxt-o  har  rūz maktab-ba   me-raft-am 
  1SG that time-PL every day school-DAT/LOC IMPF-go(PST)-1SG 
  「私はその頃毎日学校に行っていた」 
 
 経験 (16) は結果状態と同様に過去分詞 2 -agi（述語用法）で表される． 
 
[28] (16) 私はモスクワに行ったことがある． 
  man Maskva-ba    raft-agi 

  1SG Moscow-DAT/LOC go(PST)-PTCP.PSTII 
  「私はモスクワに行ったことがある」 
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  man Maskva-ba  raft-a      omad-agi 

  1SG Moscow-DAT go(PST)-PTCP.PSTI come(PST)-PTCP.PSTII 
  「私はモスクワに行ってきたことがある」 
 
 起動相は一つ目の例のように直説法過去形の動詞一つのみでも表されうるが，二つ目の例のように，

過去分詞 1＋直説法過去形の補助動詞によっても表されうる． 
 
[29] (17)  やっとバスは走り出した／走り始めた． 
  aftobus  nakanesta jummid 

  bus   finally   move(PST).3SG 
  「バスはやっと動いた」 
 
  aftobus  nakanesta jummid-a       raft 

  bus   finally   move(PST)-PTCP.PSTI  go(PST).3SG 
  「バスはやっと動き出した」 
 
 長時間継続したがすでに完結している動作を表わす場合，動詞は直説法過去形または直説法過去完了

形となる． 
 
[30] (18) きのう彼女はずっと寝ていた． 
  šab   vay rūz-aš    kati  xoraft 

  yesterday that day-3SG.POSS with  sleep(PST).3SG 
  「昨日彼(女)は一日中眠った」 
 
  šab   vay rūz-aš    kati  xoraft-ud  

  yesterday that day-3SG.POSS with  sleep(PST)-PST.3SG 
  「昨日彼(女)は一日中眠っていた」 
 
 試行は過去分詞 1＋補助動詞 didan「見る」によって表される． 
 
[31] (19) 私はそれをちょっと食べてみた． 
  man  vay-a    yaxpiči  xūrd-a       did-am 

  1SG  that-ACC/GEN little   eat(PST)-PTCP.PSTI  see(PST)-1SG 
  「私はそれを少し食べてみた」 
 
 多方向への客体的分配は，一つ目の例では「分ける」＋「与える」のような構成の表現になっている．

二つ目の例では「与える」＋完了を表わす補助動詞によって表されている． 
 
[32] (20) あの人はそれらをみんなに分け与えた． 
  vay odam vay čiz-o-ya     hamma-ba   būllak kad-a      dod 

  that person that thing-PL-ACC/GEN every-DAT/LOC  divide do(PST)-PTCP.PSTI give(PST).3SG 
 「あの人はそれらを彼(女)らみんなに分け与えた」 
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  vay odam vay čiz-o-ya     hamma-ba   dod-a       buromad 

  that person that thing-PL-ACC/GEN every-DAT/LOC  give(PST)-PTCP.PSTI  go.out(PST).3SG 
 「あの人はそれを彼(女)らみんなに与えきった」 
 
 近未来の勧誘を表わす以下の表現で，動詞は直説法過去形となっている． 
 
[33] (21) さあ，私たちは行くよ！ 
  mohon raft-em 

  1PL  go(PST)-1PL 
  「私たちは行った」 
 
 恒常的真理を表わす場合，動詞は直説法現在形となる． 
 
[34] (22) 地球は太陽の周りを回っている． 
  zamin a   gird-i  oftob mu-jumm-ad 

  earth from  around-IZ sun  IMPF-move(PRS)-3SG 
 「地球は太陽の周りから動く」 
 
 将然相は，過去分詞 2＋後置詞 barin の組み合わせ，または直説法現在進行形によって表される． 
 
[35] (23) あの木は今にも倒れそうだ． 
  vay daraxt me-aftid-agi       barin 

  that tree  IMPF-fall(PST)-PTCP.PSTII  like 
  「あの木は倒れそうだ」 
 
  vay daraxt aftisa-s 

  that tree  fall(PST).PROG-3SG  
  「あの木は落ちつつある」 
 
 未遂 (24) と準備 (25) は過去分詞 I＋補助動詞 mondan「残る，置く」で表される． 
 
[35] (24) 私はあやうく転ぶところだった． 
  qarib aftid-a       mond-am 

  almost fall(PST)-PTCP.PSTI  remain(PST)-1SG 
  「私は転びかけた」 
 
[36] (25) 明日お客が来るので，パンを買っておく. 
  paga  mehmon mi-biyo-d,     hamun-ba  non  xard-a      me-mon-am 

  tomorrow guest  IMPF-come(PRS)-3SG that-DAT/LOC bread buy(PST)-PTCP.PSTI IMPF-put(PRS)-1SG 
  「明日お客さんたちが来る．そのためパンを買っておく」 
 



サマルカンド・タジク語：特集補遺データ「受動表現」「アスペクト」「モダリティ」他, ファイズエワ ザリナ 

 9 / 63 

 以下の (26, 27) における従属節の動詞形式の違いに着目すると，いずれも過去分詞 2 であるが， (27) 
のひとつ目の例のように「～しているときに」では進行相の標識が現れる．(27) の二つ目の例のように

「～する前に」では動詞が不定形となる． 
 なお，(26) や (27) のひとつ目の例のように，所有接辞の付いた分詞と場所格によって時間を表わす

のは，ウズベク語と同様である（ウズベク語：bor-gan-im-da [go-PTCP.PST-1SG.POSS-LOC]「私が行ったとき」）． 
 
[37] (26) 私はモスクワに行った時，この袋を買った． 
  man Maskva-ba    raft-agem-ba           in  paket-a    xard-am 

  1SG Moscow-DAT/LOC go(PST)-PTCP.PSTII.1SG.POSS-DAT/LOC this packet-ACC/GEN buy(PST)-1SG 
  「私はモスクワに行った時この袋を買った」 
 
[38] (27) 私はモスクワに行く時／行く前に，この袋を買った． 
  man Maskva-ba    rafs-agem-ba              in  paket-a     xard-am 

  1SG Moscow-DAT/LOC go(PST).PROG-PTCP.PSTII.1SG.POSS-DAT/LOC  this packet-ACC/GEN buy(PST)-1SG 
  「私はモスクワに行っている時にこの袋を買った」 
 
  man  pešaz Maskva-ba    raft-an   in  paket-a    xard-am 

  1SG  before Moscow-DAT/LOC go(PST)-INF this packet-ACC/GEN buy(PST)-1SG 
  「私はモスクワに行く前にこの袋を買った」 
 
 以下の例でも従属節の動詞は過去分詞 2 である． 
 
[39] (28) 私は彼が市場でこの袋を買ったのを知っていた． 
  man  vay-a    in  paket-a    a   bozor xard-ageš-a 

  1SG  that-ACC/GEN this packet-ACC/GEN from  bazar buy(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS-ACC/GEN 
  me-donist-am 
  IMPF-know(PST)-1SG 
  「私は彼(女)がこの袋を市場から買ったことを知っていた」 
 
4. モダリティ 

 許可は動詞の不定形＋giftan「取る」，または過去分詞 2＋mumkin「可能だ」によって表される．後者

の方がやや硬い表現である． 
 
[40] (1) （その仕事が終わったら）もう帰ってもいいですよ． 
  kor-aton    tamom šav-ad      raft-an   gir-et 

  work-2PL.POSS  end  become(PRS)-3SG go(PST)-INF take(PRS)-2SG.HON 
  「あなたの仕事が終わったら，あなたは帰ってよい」 
 
  kor-aton    tamom šav-ad      raft-ageton        mumkin 

  work-2PL.POSS  end  become(PRS)-3SG go(PST)-PTCP.PSTII.2PL.POSS possible 
  「あなたの仕事が終わったら，あなたの帰ることが可能だ」 
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 禁止を表わす特別な形式はなく，命令法の否定形式（否定 na-＋現在語幹）で表される． 
 
[42] (2) （腐っているから）それを食べるな． 
  vay-a    na-xūr 
  that-ACC/GEN NEG-eat(PRS).2SG 
  「それを食べるな」 
 
 義務 (3, 5) は過去分詞 2＋darkor「必要だ」によって表される． 
 
[43] (3) （遅くなったので）私たちはもう帰らなければならない． 
  (uje   bevaxt šud)     mohon raft-agemo        darkor 
  already  late  become(PST) 1PL  go(PST)-PTCP.PSTII.1PL.POSS necessary 
  「（もう遅くなった）私たちは私たちの行くことが必要だ」 
 
 推奨「～したほうがいい」は以下では命令文で表されている． 
 
[44] (4) （雨が降るそうだから）傘を持って出かけたほうがいいよ． 
  (boron borisa-s)      zontik-at-a         bar 

  rain  rain(PST).PROG-3SG  umbrella-2SG.POSS-ACC/GEN  take(PRS).2SG 
  「（雨が降っている）君は君の傘を持っていけ」 
 
[45] (5) 歳を取ったら，子供の言うことを聞くべきだ／ものだ． 
  odam pir šav-ad      bačeš-a       guft-ageš-a            gūš 
  person old become(PRS)-3SG child.3SG.POSS-ACC/GEN say(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS-ACC/GEN ear 
  kad-ageš          darkor 

  do(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS  necessary 
  「人は，歳を取ったら，自分の子供の言ったことを聞くことが必要だ」 
 
 自然発生的な願望は，過去分詞 2＋omadan「来る」によって表される． 
 
[46] (6) （お腹がすいたので）私は何か食べたい． 
  (dil-am     gušna  mond)    yagon čiz  xūrd-agem        omaysa-s 

  heart-1SG.POSS hunger  remain(PST)  some thing eat(PST)-PTCP.PSTII.1SG.POSS come(PST).PROG-3SG 
  「（私のお腹がすいた）私の何かを食べる気持ちが来ている」 
 
 意志 (7)，勧誘 (8, 9) は 1 人称の直説法現在形で表される．勧誘 (8) の場合は，二つ目の例のように

1 人称の接続法形式でも表されうる． 
 
[47] (7) 私が持ちましょう． 
  man  me-bardor-am 

  1SG  IMPF-lift(PRS)-1SG 
  「私が持ちます」 
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[48] (8) じゃあ，一緒に昼ご飯を食べましょう． 
  beton,     qati   avqot mū-xūr-em 

  come(PRS).2PL  together meal  IMPF-eat(PRS)-1PL 
  「来てください，私たちは一緒にご飯を食べます」 
 
  hamma  qati   avqot xūr-em 
  every  together meal  eat(PRS)-1PL 
  「みんな一緒にご飯を食べましょう」 
 
[49] (9) 一緒に昼ごはんを食べませんか？ 
  qati   avqot mū-xūr-ed      mi? 

  together meal  IMPF-eat(PRS)-2SG.HON Q 
  「あなたは一緒にご飯を食べますか？」 
 
  qati   avqot na-mū-xūr-em     mi? 

  together meal  NEG-IMPF-eat(PRS)-1PL Q 
  「私たちは一緒にご飯を食べませんか？」 
 
 3 人称に対する 1 人称の希望「～といいなあ／～してほしいなあ」は，接続法の 3 人称形式＋コピュ

ラ動詞 budan の直説法過去形で表される． 
 
[50] (10) 明日，良い天気になるといいなあ．／明日は良い天気になってほしいなあ． 
  paga   havo   naǧz  šav-ad      bud 

  tomorrow  weather good become(PRS)-3SG be(PST).3SG 
  「明日天気が良くなるならなあ」 
 
 命令は接続法の 2 人称形式によって表される．ただし，2 人称単数に対する命令では人称標識が現れ

ず，現在語幹のみとなる． 
 
[51] (11) （私はここで待っているから）すぐにそれを持って来なさい． 
  vay-a    tez gift-a      biyo 

  that-ACC/GEN fast take(PST)-PTCP.PSTI come(PRS).2SG 
 「あれをはやく持ってこい」 
 
 懇願は一つ目の例のように接続法の 2 人称形式の肯定文で，もしくは直説法現在形の疑問文で表され

うる． 
 
[52] (12) そのペンをちょっと貸していただけませんか？ 
  yak-ta  vay ručka-ya   dod-a      ist-ed 

  one-CLF that pen-ACC/GEN give(PST)-PTCP.PSTI stand(PRS)-2PL 
  「一つそのペンを与えていてください」 
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  yak-ta  vay ručka-ya   mi-ted        mi? 
  one-CLF that pen-ACC/GEN IMPF-give(PRS).2SG.HON Q 
  「ひとつそのペンを与えますか？」 
 
 能力可能は，過去分詞 1＋tonistan「できる」によって表される． 
 
[53] (13) あの人は中国語が読めます．／あの人は中国語を読むことができます． 
  vay  kitayski-ya    xond-a       me-ton-ad 
  that  Chinese-ACC/GEN read(PRS)-PTCP.PSTI  IMPF-can(PRS)-3SG 
  「あの人は中国語を読むことができる」 
 
 状況可能は過去分詞 1＋šudan「なる」の 3 人称形（非人称文）によって表される． 
 
[54] (14) 明りが暗くて，ここに何て書いてあるのか，読めない． 
  inja  torik bud-ageš-ba            či   navest-agi   

  here  dark be(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS-DAT/LOC what  write(PST)-PTCP.PSTII  
  bud-ageš-a            xond-a       na-mu-šud 

  be(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS-ACC/GEN read(PST)-PTCP.PSTI  NEG-IMPF-become(PRS).3SG 
  「ここは暗いので，何が書いてあるのかを読むことがなりません」 
 
 確信(15)，疑念 (17) を意味する動詞の形式はない．根拠となるものがない憶測 (16, 18) は，憶測法の

形式（過去分詞 2＋コピュラ由来の人称標識）によって表される． 
 
[55] (15) （朝早く出発したから）彼らはもう着いているはずだ．／もう着いたに違いない． 
  vay-o  uje   omad-agi 

  that-PL  already  come(PST)-PTCP.PSTII 
  「彼らはもう着いている」 
 
[56] (16) （あの人は）今日はたぶん来ないだろう． 
  vay  odam  imrūz  na-me-omad-agi-s 

  that  person  today  NEG-IMPF-come(PST)-PTCP.PSTII-3SG 
  「あの人は今日来ないだろう」 
 
[57] (17) 彼らがまだ来ないなんて，きっと途中で車が壊れたんじゃないか． 
  vay-o holi=yam  na-omad-a-s        azaft   mošin-aš   miyoni  rah-ba    vayron 
  that-PL still=too  NEG-come(PST)-PTCP.PSTI-3SG looks.like car-3SG.POSS middle.IZ way-DAT/LOC break 
  šud-agi 
  become(PST)-PTCP.PSTII 
  「彼らはまだ来ていない．きっと車が道中で壊れている」 
 
[58] (18) （昼間だからあの人は家に）いるかもしれないし，いないかもしれない． 
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  (vay odam xoneš-ba)        bud-agi-s       yo  ne 

  that person house.2SG.POSS-DAT/LOC be(PST)-PTCP.PSTII-3SG or  no 
  「（あの人は自分の家に）いるかもしれない，または違う」 
 
 触覚による判断 (19) は過去分詞 2＋後置詞 barin「ようだ」によって，伝聞 (20) は推測法の形式（過

去分詞 1＋コピュラ由来の人称標識）によって表される． 
 

[59] (19) （額に触ってみて）どうもあなたは熱があるようだ． 
  temperaturet  bud-agi     barin 

  fever.2SG.POSS  be(PST)-PTCP.PSTII like 
  「あなたの熱があるようだ」 
 
[60] (20) （天気予報によれば）明日は雨が降るそうだ． 
  paga   boron me-borid-a-s 

  tomorrow  rain  IMPF-rain(PST)-PTCP.PSTI-3SG 
  「明日は雨が降るそうだ」 
 
 反実仮想の表現 (21, 22) では，従属節に接続法の形式が現れ，主節には直説法過去未完結形が現れる． 
 
[61] (21) もしお金があったら，あの車を買うんだけれどなあ． 
  pul-am     boš-ad   vay mošin-a   me-xarid-am 

  money-1SG.POSs be(PRS)-3SG that car-ACC/GEN IMPF-buy(PST)-1SG 
  「私のお金があれば，あの車を私は買っていた」 
 
[62] (22) もしあなたが教えてくれていなかったら，私はそこにたどり着けなかったでしょう． 
  agar  šumo  man-ba   rah-a    nišon na-ted,  

  if   2SG.HON 1SG-DAT/LOC way-ACC/GEN show NEG-give(PRS).2SG.HON 
  man  inja-ba     na-me-omad-am. 

  1SG  here-DAT/LOC  NEG-IMPF-come(PST)-1SG 
  「もしあなたが私に道を示さなければ，私はここに来ていなかった」 
 
 3 人称の主体による願望も，1 人称による願望と同じ形を取る． 
 
[63] (23) あの人は街へ行きたがっている． 
  vay odam (azaft)   šahar-ba   raft-ageš          omaysa-s 
  that person looks.like  city-DAT/LOC go(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS  come(PST).PROG-3SG 
  「その男は（まるで）街に彼の行く気持ちが来ている」 
 
  (24, 25, 26) はいずれも 2 人称に対する命令となっている． 
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[64] (24) 僕にもそれを少し飲ませろ． 
  man-ba=yam   vay-a    yaxpiči  te 
  1SG-DAT/LOC=too that-ACC/GEN little   give(PRS).2SG 
  「私にもそれを少しくれ」 
 
[65] (25) これはあの人に持っていかせろ／持っていかせよう． 
  in-a      vay  odam-ba     te 

  this-ACC/GEN  that  person-DAT/LOC  give(PRS).2SG 
  「これをあの人に与えろ」 
 
  in-a     a   vay  odam  dod-a       furson 

  this-ACC/GEN from  that  person  give(PST)-PTCP.PSTI  send(PRS).2SG 
  「これをあの人経由で与えて送れ」 
 
[66] (26) そのテーブルの上のお菓子は後で食べなさい． 
  in  ustal-a    bolo-š-ba       bud-agi     širini-ya    soni  xūr 
  this table-ACC/GEN top-3SG.POSS-DAT/LOC be.(PST)-PTCP.PSTII sweet-ACC/GEN after  eat(PRS).2SG 
  「このテーブルの上にあるお菓子を後で食べろ」 
 
[67] (27) もっと早く来ればよかった． 
  barvax-tar  biyo-m     mu-šud-a-s 

  early-COMP  come(PRS)-1SG IMPF-become(PST)-PTCP.PSTI-3SG 
  「私がもっと早く来たら，なっただろう」 
 
 (28) は日本語とは異なり従属節の脱従属化の例ではなく，直説法現在形による疑問文となっている． 
 
[68] (28) あなたも一緒に行ったらどうですか？ 
  šumo=yam  qati   me-red        mi? 

  2SG.HON=too together IMPF-go(PRS).2SG.HON Q 
  「あなたも一緒に行きますか？」 
 
 (29) で日本語の反語は疑問詞を含まないが，サマルカンド・タジク語では疑問詞「どこから，なぜ」

が含まれ，述語は接続法の 1 人称形式となっている． 
 
[69] (29) オレがそんなこと知るか． 
  man  a   gijo  vay-a     don-am 
  1SG  from  where that-ACC/GEN  know(PRS)-1SG 
  「私がどこからそれを知りましょう？」 
 
 付加疑問はデフォルトの疑問標識 mi ではなく a によって表される． 
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[70] (30) これを作ったのは，お母さんだよね？ いいえ，私が作ったのよ． 
  in-a     biyet       puxt-an   a? 

  this-ACC/GEN mother.2SG.POSS  cook(PST)-3PL MOD 
  ne, man-a     xud-am    puxt-am 

  no 1SG-ACC/GEN  self-1SG.POSS cook(PST)-1SG 
  「これをあなたのお母さんがおつくりになったんだよね？」 
  「いいえ，私自身が作った」 
 
5. ヴォイスとその周辺 

 「開いた」と「開けられた」は同じ構造（過去分詞 1＋šudan「なる」）で表される．なお，受身文で

動作主「誰々によって」は表すことができない（動作主を明示する場合は能動文が用いられる）． 
 
[71] (1a) （風で）ドアが開いた． 
  dar kišod-a       šud 

  door open(PST)-PTCP.PSTI become(PST).3SG 
  「ドアが開けられた」 
 
[71] (1b) 彼がドアを開けた． 
  vay  dar-a     kišod 

  that  door-ACC/GEN  open(PST).3SG 
  「彼がドアを開けた」 
 
[71] (1c) 入口のドアが開けられた． 
  dar-i   daromad kišod-a       šud 

  door-IZ  entry  open(PST)-PTCP.PSTI become(PST).3SG 
  「入り口のドアが開けられた」 
 
 使役は使役動詞（現在語幹＋使役接辞 -on(d)）によって表される．他動詞からの使役表現で，被使役

主は与位格 -ba によって標示される． 
 
[72] (2) 私は自分の弟を立たせた． 
  man  ukem-a          xezond-am 

  1SG  y.brother.1SG.POSS-ACC/GEN wake.CAUS(PST)-1SG 
  「私は私の弟を立たせた」 
 
[73] (3) 私は自分の弟に歌を歌わせた． 
  man  ukem-ba         ašūla  xonond-am 

  1SG  y.brother.1SG.POSS-DAT/LOC song   read.CAUS(PST)-1SG 

  「私は私の弟に歌を歌わせた」 
 
 以下の [74] は使役文ではなく能動文である． 
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[74] (4a) （遊びたがっている）子供に母親はパンを買いに行かせた． 
  (bozi kad-ageš         omays-ud-agi        bača-ya)  

  play  do(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS come(PST).PROG-PST-PTCP.PSTII child-ACC/GEN 
  biyeš     magazin-ba  non  xard-an-ba      fursond 

  mother.3SG.POSS store-DAT/LOC bread buy(PST)-INF-DAT/LOC  send(PST).3SG 
  「（遊びをする気持ちが来ていた子供を）その母親は店にパンを買いに送った」 
 
[74] (4b) （遊びに出たがっている）子供を母親は遊びに行かせた． 
  (bozi kad-ageš         omays-ud-agi        bača-ya) 

  play  do(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS come(PST).PROG-PST-PTCP.PSTII child-ACC/GEN 
  biyeš      bozi  kad-an-ba     mond 

  mother.3SG.POSS  play  do(PST)-INF-DAT/LOC put(PST).3SG 
  「遊びをする気持ちが来ていた子供を，その母親は遊びをしに置いた」 
 
  (bozi kad-ageš         omays-ud-agi        bača-ya)  

  play  do(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS come(PST).PROG-PST-PTCP.PSTII child-ACC/GEN 
  biyeš      bozi  kad-an-ba     fursond 

  mother.3SG.POSS  play  do(PST)-INF-DAT/LOC send(PST).3SG 
  「（遊びをする気持ちが来ている子供を）その母親は遊びをしに送った」 
 
 「着せる」と「着させる」は同形となる．(5a) は能動文で，誰に着せたかは示されていないが，文脈

上，弟に着せたという意味になる．(5b) の使役文では，被使役主の弟が与位格で標示されている． 
 
[75] (5a) 私は弟に服を着せた． 
  man  ukem-a      čiz-aš-a        pūšond-am 

  1SG  y.brother-ACC/GEN thing-3SG.POSS-ACC/GEN  wear.CAUS(PST)-1SG 
  「私は私の弟の服を着せた」 
 
[75] (5b) 私は弟にその服を着させた． 
  man  ukem-ba     vay čiz-a      pūšond-am 

  1SG  y.brother-DAT/LOC that thing-ACC/GEN  wear.CAUS(PST)-1SG 
  「私は私の弟にその服を着させた」 
 
[76] (6) 私は弟にその本をあげた． 
  man  ukem-ba     vay kitob-a     dod-am 
  1SG  y.brother-DAT/LOC that book-ACC/GEN  give(PST)-1SG 
  「私は私の弟にその本をあげた」 
 
 動作のやりもらいでは，「～てあげる」に相当する過去分詞 1＋dodan「与える」が用いられる．ウチ・

ソトの関係による表現の違いはない． 
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[77] (7a) 私は弟に本を読んであげた． 
  man  ukem-ba     vay kitob-a     xond-a      dod-am 
  1SG  y.brother-DAT/LOC that book-ACC/GEN  read(PST)-PTCP.PSTI give(PST)-1SG 
  「私は私の弟にその本を読んであげた」 
 
[77] (7b) 兄は私に本を読んでくれた． 
  man-ba   akem      kitob xond-a      dod 
  1SG-DAT/LOC brother.1SG.POSS  book read(PST)-PTCP.PSTI give (PST).3SG 
  「私に私の兄は本を読んであげた」 
 
[77] (7c) 私は母に髪の毛を切ってもらった． 
  biyem     mūm-a        burrid-an 
  mother.1SG.POSS hair.1SG.POSS-ACC/GEN cut(PST)-3PL 
  「私の母は私の髪をお切りになった」 
 
 動作の対象が自身の身体部位である場合は，通常の能動文となる．身体部位を表わす名詞は，所有接

辞によって所有者の人称・数が標示される． 
 
[78] (8a) 私は自分の体を洗った． 
  man  badan-am-a       šušt-am 
  1SG  body-1SG.POSS-ACC/GEN  wash(PST)-1SG 
  「私は私の体を洗った」 
 
[78] (8b) 私は手を洗った． 
  man  dast-am-a       šušt-am 
  1SG  hand-1SG.POSS-ACC/GEN  wash(PST)-1SG 
  「私は私の手を洗った」 
 
[78] (8c) 彼は手を洗った． 
  vay dast-aš-a        šušt 
  that hand-3SG.POSS-ACC/GEN  wash(PST).3SG 
  「彼は彼の手を洗った」 
 
[79] (9) 私は自分のためにその本を買った． 
  man xud-am-ba      vay kitob-a     xarid-am 

  1SG self-1SG.POSS-DAT/LOC that book-ACC/GEN  buy(PST)-1SG 
  「私は私自身にその本を買った」 
 
 相互態は代名詞 yag+digar「互い」，共同態は副詞 qati「一緒に」などで表され，動詞の形は変わらな

い． 
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[80] (10) 彼らは互いに殴り合った． 
  vay-o  yag+digar-eš-a       zad 

  that-PL  one+other-3SG.POSS-ACC/GEN  hit(PST).3SG 
  「彼らはお互いを殴った」 
 
[81] (11) その人たちはみな一緒に町へ出発した． 
  vay odam-o  hamma  qati   šahar-ba   raft-an 
  that person-PL  every  together city-DAT/LOC go(PST)-3PL 
  「その人たちは皆一緒に街へ行った」 
 
 自発を表わす動詞の形式はない． 
 
[82] (12) この映画は泣ける． 
  in  kino-ya    did-a       gira  mu-kun-i 

  this movie-ACC/GEN see(PST)-PTCP.PSTI  cry  IMPF-do(PRS)-2SG 
  「この映画を見て君は泣く」 
 
 無意志的な動作は，過去分詞 1＋補助動詞 mondan「置く，残る」で表される． 
 
[83] (13a) 私は卵を割った. 
  man  tuxum-a   šikast-am 

  1SG  egg-ACC/GEN break(PST)-1SG 
  「私は卵を割った」 
 
[83] (13b) （うっかり落として）私はコップを割った／割ってしまった． 
  man  stakan-a   šikast-a       mond-am 

  1SG  glass-ACC/GEN break(PST)-PTCP.PSTI  put(PST)-1SG 
  「私はコップを割ってしまった」 
 
 随意の不可能と不随意の不可能は，いずれも原因を表わす前置詞 a「～から」と，名詞用法の過去分

詞 2 を用いた表現で表されうる．随意の不可能はそれに加えて，継起的な動作を表わす過去分詞 1 によ

っても表されうる． 
 
[84] (14a) きのう私はコーヒーを飲みすぎて眠れなかった． 
  šab    kofi-ya     mūl  nūšt-a       xoraft-a      na-tonist-am 
  yesterday  coffee-ACC/GEN many drink(PST)-PTCP.PST1 sleep(PST)-PTCP.PST1 NEG-can(PST)-1SG 
  「きのうコーヒーをたくさん飲んで，寝ることができなかった」 
 
  šab    kofi-ya     mūl  nūšt-a       xob-am    na-omad  

  yesterday  coffee-ACC/GEN many drink(PST)-PTCP.PSTI sleep-1SG.POSS NEG-come(PST).3SG 
  「きのうコーヒーをたくさん飲んで，私の眠気が来なかった」 
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  šab    a   kofi-ya     mūl  nūšt-agem-a            xoraft-a  

  yesterday  from  coffee-ACC/GEN many drink(PST)-PTCP.PSTII.1SG.POSS-ACC/GEN sleep(PST)-PTCP.PSTI 
  na-tonist-am 

  NEG-can(PST)-1SG 
  「きのう私のコーヒーをたくさん飲んだことから，寝ることができなかった」 
 
[84] (14b) きのう私は仕事がたくさんあって眠れなかった． 
  šab    a   kor-am     mūl  bud-ageš-a             xoraft-a  
  yesterday  from  work-1SG.POSS many be(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS-ACC/GEN  sleep(PST)-PTCP.PSTI 
  na-tonist-am 
  NEG-can(PST)-1SG 
  「きのう私の仕事がたくさんあったことから，寝ることができなかった」 
 
 (15) は「私の頭」が，(16) は「あの女性の髪」が主語であり，日本語のような二重主語文にはならな

い． 
 
[85] (15) 私は頭が痛い． 
  sar-am     dar  kaysa-s 

  head-1SG.POSS  hurt  do(PST).PROG-3SG 
  「私の頭が痛んでいる」 
 
[86] (16) あの女性は髪が長い． 
  vay duxtar-a    mū-š     daroz 

  that girl-ACC/GEN  hair-3SG.POSS long 
  「あの娘の髪は長い」 
 
 他人の身体部位などに働きかける表現は，日本語のように所有構造の名詞が項として表現される． 
 
[87] (17a) 彼はあの人の肩を叩いた． 
  vay bača  vay odam-a     yelkeš-a         zad 
  that child that person-ACC/GEN  shoulder.3SG.POSS-ACC/GEN hit(PST).3SG 
  「その子供はあの人の肩を叩いた」 
 
[87] (17b) 彼はあの人の手をつかんだ． 
  vay bača  vay odam-a     dast-aš-a        došt 
  that child that person-ACC/GEN  hand-3SG.POSS-ACC/GEN  hold(PST).3SG 
  「その子供はあの人の手を持った」 
 
 知覚構文は複文で表される．埋め込み節の主語は属格で標示され，述語は節の主語の人称・数を表わ

す所有接尾辞が付加した過去分詞 2 で表される． 
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[88] (18a) 私は彼がやって来るのを見た． 
  man  vay-a     omad-ageš-a             did-am 

  1SG  that-ACC/GEN  come(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS-ACC/GEN  see(PST)-1SG 
  「私は彼の来たことを見た」 
 
  man  vay-a    omays-ud-ageš-a               did-am 

  1SG  that-ACC/GEN come(PST).PROG-PST-PTCP.PSTII.3SG.POSS-ACC/GEN see(PST)-1SG 
  「私は彼の来ていたことを見た」 
 
[88] (18b) 私は彼が今日来ることを知っている． 
  man  vay-a    me-omad-ageš-a             me-don-am 

  1SG  that-ACC/GEN IMPF-come(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS-ACC/GEN IMPF-know(PRS)-1SG 
  「私は彼の来ることを知っている」 
 
 引用文中の再帰は，主格形の再帰代名詞によって表される．動詞 guftan「言う」の過去分詞形 guft-a

「～と言って」は，しばしば引用標識「～と」として機能する． 
 
[89] (19) 彼は自分のほうが勝つと思った． 
  vay xud-aš    mu-burr-ad      guft-a      ūyla  kad 
  that self-3SG.POSS IMPF-cut/win(PST)-3SG say(PST)-PTCP.PSTI think do(PST).3SG 
  「彼は彼自身が勝つと考えた」 
 
 部分的に及ぶ動作は前置詞 a「～から」を用いて表されうる．(20a) の二つ目の例のように，「少し」

のような副詞を用いることでも表されうる．全体に及ぶ動作は hammeš「そのすべて」を用いて表され

る． 
 
[90] (20a) 私はコップの水の一部を飲んだ． 
  man a   stakan ob  nūšt-am 

  1SG from  glass water drink(PST)-1SG 
  「私はコップから水を飲んだ」 
 
  man stakan-a   ob-aš-a        yaxpiči  nūšt-am 
  1SG glass-ACC/GEN water-3SG.POSS-ACC/GEN little   drink(PST)-1SG 
  「私はコップの水を少し飲んだ」 
 
[90] (20b) 私はコップの水を全部飲んだ． 
  man stakan-ba    bud-agi      ob-a      hammeš-a       nūšt-am 
  1SG glass-DAT/LOC  be(PST)-PTCP.PSTII  water-ACC/GEN every.3SG.POSS-ACC/GEN  drink(PST)-1SG 
  「私はコップにある水の全部を飲んだ」 
 
  man stakan-a   ob-aš-a        hammeš-a       nūšt-am 
  1SG glass-ACC/GEN water-3SG.POSS-ACC/GEN every.3SG.POSS-ACC/GEN  drink(PST)-1SG 
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  「私はコップの水の全部を飲んだ」 
 
 恒常的な否定文でも，動詞述語文であれば否定は接頭辞 na- によって表される．目的語の特別な標示

はない．恒常性は現在未完結形によって表される． 
 
[91] (21) あの人は肉を食べない． 
  vay odam gūšt  na-mū-xūr-at 

  that person meat  NEG-IMPF-eat(PRS)-3SG 
  「あの人は肉を食べない」 
 
 (22b) は感覚主体を主語とした動詞述語文となっている． 
 
[92] (22a) 今日は寒い． 
  imrūz xunuk 

  today cold 
  「今日は寒い」 
 
[92] (22b) 私はなんだか寒い． 
  čota    xunuk xūrsem 

  somewhat cold  eat(PST).PROG.1SG 
  「なんだか私は寒さを食べている」 
 
 感情主体が受動的である感情述語の場合，感情主体が主語となり，対象は与位格 -ba で標示される． 
 
[93] (23) 私は人がとても多いのに驚いた． 
  odam sliškom mūl  bud-ageš-ba           hayron  šud-am 

  person too.much many be(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS-DAT/LOC surprise become(PST)-1SG 
  「人がとても多くいることに私は驚いた」 
 
 「雨が降る」という表現は，名詞にも動詞にも「雨」の意があり，両者に派生関係があるタイプに分

類される（雨：boron，降る：boridan）． 
 
[94] (24) 雨が降ってきた． 
  boron borid 

  rain  rain(PST).3SG 
  「雨が降った」 
 
  boron borisa-s 

  rain  rain(PST).PROG-3SG 
  「雨が降っている」 
 
 以下の中間構文は，過去分詞 1＋šudan「なる」による受動構文で表されている． 
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[95] (25) その本は良く売れる． 
  vay kitob mūl  furūxt-a      šud 

  that book many sell(PST)-PTCP.PSTI  become(PST).3SG 
  「その本はたくさん売られた」 
 
6. 所有・存在表現 

 (1, 2) は身体部位名詞を主語とする形容詞述語文で表される．身体部位名詞は属格所有構造「A の B」
の主要部（B）であり，所有者の人称・数を表わす所有接辞が付加される．(2) の二つ目の例にあるよう

に，身体部位＋形容詞による複合語を述語とする表現も存在する． 
 
[96] (1) あの人は青い目をしている．／青い目の人・目が青い人 
  vay odam-a    čašm-aš   kavut 

  that person-ACC/GEN eye-3SG.POSS blue 
  「あの人の目は青い」 
 
[97] (2) あの女｛は／の｝髪が長い・あの女は長い髪をしている 
  vay duxtar-a    mū-š     daroz 

  that girl-ACC/GEN  hair-3SG.POSS long 
  「あの女の髪は長い」 
 
  vay duxtar mū+daroz 

  that girl  hair+long 
  「あの女は髪長だ」 
 
 所有文「A は B を持っている」は，「A の B がある」という構造になる．hast「ある」は不定形を持た

ず，現在時制でのみ用いられる特殊な動詞である． 
 
[98] (3) あの人には髭がある． 
  vay odam-a    riš-aš       hast 

  that person-ACC/GEN moustache-3SG.POSS exist.3SG 
  「あの人の髭がある」 
 
[99] (4) あの人には（見る）目がある． 
  vay odam-a     vkus-aš    hast 

  that person-ACC/GEN  taste-3SG.POSS  exist.3SG 
   「あの人の味がある」 
 
 側面語のある表現のうち，年齢 (5) は基数詞＋与位格が述語の文で表される．その他 (6-8) は形容詞

文によって表される． 
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[100] (5) あの人は 22歳だ． 
  vay odam bist-i   du-ba 

  that person twenty-and two-DAT/LOC 
  「あの人は 22 に（いる）」 
 
[101] (6) あの人は優しい性格だ． 
  vay odam dobriy 

  that person kind 
  「あの人は優しい」 
 
  vay odam-i   naǧz 
  that person-IZ  good 
  「彼は良い人だ」 
 
  vay odam-a    xarakter-aš    naǧz 
  that person-ACC/GEN character-3SG.POSS good 
  「あの人の性格は良い」 
 
[102] (7) あの人は背が高い．／背の高い人  
  vay odam-a     qad-aš     daroz 

  that person-ACC/GEN  height-3SG.POSS long 
  「あの人の背は長い」 
 
  vay odam qad+daroz 
  that person height+long 
  「あの人は背長だ」 
 
[103] (8) あの人は背が 190センチもある． 
  vay odam-a     qad-aš     190 santimetr 

  that person-ACC/GEN  height-3SG.POSS 190 centimeter 
  「あの人の背は 190センチだ」 
 
[104] (9) その石は四角い形をしている．／四角い（形の）石  
  vay sang  čorkunjak 

  that stone square 
  「その石は四角い」 
 
  čorkunjak sang 

  square   stone 
  「四角い石」 
 
 所有表現 (10-22) のうち，多くは属格所有構造「A の B」を含んだ文で表されうる． 



Samarkand Tajik: ‘Passive expression’, ‘Aspect’, ‘Modality’, etc., Fayzieva Zarina 

 24 / 63 

 
[105] (10) あの人には才能がある．／才能のある人  
  vay odam-a    talant-aš    hast 

  that person-ACC/GEN talant-3SG.POSS exist.3SG 
  「あの人の才能がある」 
 
[106] (11a) あの人は病気だ． 
  vay odam kasal 

  that person ill 
  「あの人は病気だ」 
 
[106] (11b) あの人は熱がある． 
  vay  temperatura  kaysa-s 
  that  fever    do(PST).PROG-3SG 
  「彼は熱をしている」 
 
  vay-a    temperatureš  baland 

  that-ACC/GEN fever.3SG.POSS  high 
  「彼の熱は高い」 
 
[106] (11b) 病気の人  
  kasal odam 

  ill   person 
  「病気の人」 
 
  odam-i   kasal 

  person-IZ  ill 
  「病気の人」 
 
[107] (12) あの人は青い服を着ている．／青い服の男  
  vay odam kavut čiz  pūšt-agi 
  that person blue  thing wear(PST)-PTCP.PSTII 
  「あの人は青い服を着ている」 
 
[108] (13) あの人はメガネをかけている．／メガネの男  
  vay odam ački   kad-agi 
  that person glasses  do(PST)-PTCP.PSTII 
  「あの人はメガネをしている」 
 
[109] (14) あの人には妻がいる．／既婚の人・妻のいる人  
  vay odam-a    zan-aš    hast 
  that person-ACC/GEN wife-3SG.POSS exist.3SG 
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  「あの人の妻がいる」 
 
  vay odam tūy   šud-agi 

  that person wedding become(PST)-PTCP.PSTII 
  「あの人は結婚式を（すでに）している」 
 
  vay odam zan+dor 

  that person wife+PROP 
  「あの人は妻持ちだ」 
 
[110] (15) あの人には 3 人子供がいる．／3 人の子持ちの人・あの人の 3 人の子供／妊娠している女性 
  vay-a    se-ta   bačeš    hast 
  that-ACC/GEN three-CLF child.3SG.POSS exist.3SG 
  「あの人の 3つの子供がいる」 
 
  vay se   bača+dor 
  that three child+PROP 
  「彼は 3 子ども持ちだ」 
 
  vay zanak  beremenniy 

  that woman  pregnant 
  「あの女性は妊娠している」 
 
  beremenniy zanak 

  pregnant  woman 
  「妊娠している女性」 
 
[111] (16)クモには足が 8 本ある． 
  tortonak-a   haš-ta  počeš    hast 
  spider-ACC/GEN eight-CLF leg.3SG.POSS exist.3SG 
  「クモの 8つの足がある」 
 
[112] (17) その飲み物にはアルコールが入っている．／アルコール入りの飲み物 
  vay napitka-ya   alkogol-aš    hast 
  that drink-ACC/GEN alcohol-3SG.POSS  exist.3SG 
  「その飲み物のアルコールがある」 
 
  vay alkogolniy napitka 
  that alcohol   drink 
  「それはアルコール飲料だ」 
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[113] (18) あの人はお金を持っている．／お金持ちの人  
  vay odam boy 

  that person rich 
  「あの人は豊かだ」 
 
  vay odam-a     pul-aš      mūl 
  that person-ACC/GEN  money-3SG.POSS  many 
  「あの人のお金が多い」 
 
  vay odam pul+dor 
  that person money+PROP 
  「あの人は金持ちだ」 
 
[114] (19) おまえのところには犬がいるか？／犬のいる人  
  tu-ya    kučuk-at   hast   mi? 

  2SG-ACC/GEN dog-2SG.POSS exist.3SG Q 
  「君の犬はあるか？」 
 
  kučuk-aš   bud-agi     odam 
  dog-3SG.POSS be(PST)-PTCP.PSTII person 
  「その犬がある人」 
 
[115] (20) おまえは（自分の）ペンを持っているか？／ペンを持っている人 
  tu-ya    ručket    hast   mi? 

  2SG-ACC/GEN pen.2SG.POSS exist.3SG Q 
  「君のペンはあるか？」 
 
  ručka+dor  odam 

  pen+PROP  person 
  「ペン持ちの人」 
 
[116] (21) あの人は（誰か別の人の）ペンを持っている． 
  vay odam kimki-ya     ručkeš-a       gift-agi 

  that person someone-ACC/GEN pen.3SG.POSS-ACC/GEN take(PST)-PTCP.PSTII 
  「あの人は誰かのペンを（すでに）取っている」 
 
[117] (22) あの人は運がいい．／幸運な人 
  vay odam-a    omad-aš   hast 

  that person-ACC/GEN luck-3SG.POSS exist.3SG 
  「あの人の運がある」 
 
 (23-26) の多くは，文頭に与位格で標示された場所名詞が現れ，hast「ある」や形容詞が述語の文で表
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されている． 
 
[118] (23) ここは石が多い．／石の多い土地 
  inja-ba    sang  mūl 
  here-DAT/LOC stone many 
  「ここには石がたくさんだ」 
 
  inja-ba    sang  pur 
  here-DAT/LOC stone full 
  「ここには石がいっぱいだ」 
 
[119] (24) その部屋には椅子が 3つある／3つ椅子のある部屋 
  in  xona-ba    se-ta   stul  hast 
  this house-DAT/LOC three-CLF chair exist.3SG 
  「この部屋には 3つのいすがある」 
 
[120] (25) テーブルの上にスプーンがある．／スプーンのあるテーブル 
  boli  ustal-ba    loška hast 

  top.IZ table-DAT/LOC  spoon exist.3SG 
  「テーブルの上にスプーンがある」 
 
[121] (26) そのスプーンはテーブルの上にある．／テーブルにあるスプーン 
  in  loška boli  ustal-ba    istod-a-s 
  this spoon top.IZ table-DAT/LOC  stand(PST)-PTCP.PSTI-3SG 
  「このスプーンはテーブルの上に立っている」 
 
 「～のもの」は，ayni を名詞・代名詞に前置させることで表される．この形式は文語の az on-i [from 
that-IZ] に由来する． 
 
[122] (27) そのペンは私のだ．・そのペンは太郎のだ．／私のペン・太郎のペン 
  in  man-a    ručkem 

  this 1SG-ACC/GEN pen.1SG.POSS 
  「これは私のペンだ」 
 
  in  ručka ayni   man 

  this pen  belong.to 1SG 
  「このペンは私のだ」 
 
  in  ručka ayni   Farhod 

  this pen  belong.to PN 
  「このペンはファルホドのだ」 
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  man-a    ručkem 

  1SG-ACC/GEN pen.1SG.POSS  

  「私のペン」 
 

  Farhod-a   ručkeš 
  PN-ACC/GEN  pen.3SG.POSS 
  「ファルホドのペン」 
 
 できごとの生起を表わす文で，述語は šudan「なる」，budan, hast「ある」が用いられる． 
 
[123] (28) 昨日，学校で火事があった．／私は明日用事があります． 
  šab    maktab-ba   pajar šud 

  yesterday  school-DAT/LOC fire  become(PST).3SG 
  「昨日学校で火事がなった」 
 
  man-a    paga   kor-am     hast 

  1SG-ACC/GEN tomorrow  work-1SG.POSS exist.3SG 
  「私の明日仕事がある」 
 
 実在文 (29) では述語が hast「ある」または nest「ない」となる．絶対存在文 (30, 31) でも同様であ

る． 
 
[124] (29) （この世には）お化けなんていない． 
  (in dunyo-ba)   rux  nest 

  this world-DAT/LOC ghost exist.NEG.3SG 
  「（この世界に）幽霊はいない」 
 
[125] (30) （そこには）英語を話す人もいるが，話さない人もいる． 
  unja-ba   angliski-ya    me-donist-ago=yam       hast   u  

  there-DAT/LOC English-ACC/GEN  IMPF-know(PST)-PTCP.PSTII.PL=too  exist.3SG and 
  na-me-donist-ago=yam       hast 

  NEG-IMPF-know(PST)-PTCP.PSTII.PL=too exist.3SG 
  「そこには英語を知っている人たちもいる，そして知らない人たちもいる」 
 
[126] (31) 私より英語ができる人は（ほかに／もっと）います． 
  angliski-ya    a   man  naǧz-tar  me-donist-ago        hast 
  English-ACC/GEN  from  1SG  good-COMP IMPF-know(PST)-PTCP.PSTII.PL exist.3SG 
  「英語を私よりもっとよく知っている人たちがいる」 
 
 抽象的な所有も所有文によって表現される． 
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[127] (32) ちょっとあなたにお願いがあります． 
  yak-ta  šumo-ba     iltimos-am    hast 

  one-CLF 2SG.HON-DAT/LOC request-1SG.POSS  exist.3SG 
  「一つあなたに私のお願いがあります」 
 
 日本語で「A の B」となる (33-38) の多くは属格所有構造「A-ACC/GEN B-POSS」またはエザーフェ構

造「B-IZ A」で表されるが，それらでは表すことができないものもある．エザーフェ構造の方が表せる

関係が広いため，エザーフェ構造は可能だが属格所有構造が不可能なものもある．一方，サマルカンド・

タジク語のエザーフェ構造ではエザーフェが一つしか現れないため，「A の B の C（の D の…）」のよう

なものは属格所有構造でのみ表される． 
 
[128] (33) 冬の雨  サマルカンドの家  
  zimiston-a    boron-aš 
  winter-ACC/GEN  rain-3SG.POSS 
  「冬の雨」 
 
  boron-i  zimiston 

  rain-IZ  winter 
  「冬の雨」 
 
  Samarqand-ba  bud-agi      xona 

  PN-DAT/LOC   be(PST)-PTCP.PSTII  house 
  「サマルカンドにある家」 
 
[129] (34) 犬の鳴き声／車の運転／～の小説 
  kučuk-a   avoz-aš 
  dog-ACC/GEN sound-3SG.POSS 
  「犬の声」 
 
  avoz-i  kučuk 
  sound-IZ dog 
  「犬の声」 
 
  mošin-a   hay  kad-an-aš 
  car-ACC/GEN drive do(PST)-INF-3SG.POSS 
  「車の運転」 
 

  asar-i  Nodir 

  novel-IZ PN 
  「ノディルの作品」 
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  Nodir-a   asar-aš 
  PN-ACC/GEN  novel-3SG.POSS 
  「ノディルの作品」 
 
[130] (35) 机の｛横／前｝に立って／?机に（来て！）／あの人の次 
  peš-i   stol-ba     isto 
  front-IZ table-DAT/LOC  stand(PRS).2SG 
  「机の前に立て」 
 
  peš-i   stol-ba     biyo 

  front-IZ table-DAT/LOC  come(PRS).2SG 
  「机の前に来い」 
 
  badaz vay  odam 
  after  that  person 
  「あの人の後」 
 
[131] (36) バラの花びら  果物のナイフ  紙の飛行機  チューリップの絵   
  barg-i atirgul 

  leaf-IZ rose 
  「バラの花びら」 
 
  atirgul-a   barg-aš 
  rose-ACC/GEN leaf-3SG.POSS 
  「バラの花びら」 
 

  kord-i  meva 

  knife-IZ fruit 
  「果物のナイフ」 
 
  meva mu-burrid-agi      kord 
  fruit  IMPF-cut(PST)-PTCP.PSTII  knife 
  「果物を切るナイフ」 
 
  qogoz samalyot-ča 
  paper plane-DIM 
  「紙飛行機」 
 
  rasm-i   lola 
  picture-IZ  tulip 
  「チューリップの絵」 
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  lola-ya    rasm-aš 
  tulip-ACC/GEN picture-3SG.POSS 
  「チューリップの絵」 
 
 花の匂い  英文の手紙  日本語の先生  井戸の水  雨の日 
  gul-a     bū-š 
  flower-ACC/GEN smell-3SG.POSS 
  「花の匂い」 
 
  angliski xat 
  English letter 
  「英語手紙」 
 
  yaponski-ya     malim-aš 
  Japanese-ACC/GEN  teacher-3SG.POSS 
  「日本語の先生」 
 
  malim-i  yaponski 
  teacher-IZ  Japanese 
  「日本語の先生」 
 
  quduq-a   ob-aš 
  well-ACC/GEN water-3SG.POSS 
  「井戸の水」 
 
  ob-i   quduq 

  water-IZ well 
  「井戸の水」 
 
  rūz-i   boron 

  day-IZ  rain 
  「雨の日」 
 

[132](37) 姉のシリン／社長のルスタモフさん 
  Širin  oyti 

  PN  sister 
  「シリン姉さん」 
 
  Širin  oytem 
  PN  sister.1SG.POSS 
  「（私の）シリン姉さん」 
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  Rustamov  direktr 

  PN    principle 
  「ルスタモフ社長」 
 
  direktr  Rustamov 
  principle PN 
  「社長のルスタモフ」 
 
[133] (38) となりの家の友達のお父さんの車のタイヤ（が昨日突然パンクしたんだって．） 
  hamsoya  jūrem-a        dadeš-a        mošin-aš-a  
  neighbor  friend.1SG.POSS-ACC/GEN father.3SG.POSS-ACC/GEN car-3SG.POSS-ACC/GEN 
  šineš    šab    kafid-a-s 
  tire.3SG.POSS yesterday  burst(PST)-PTCP.PSTI-3SG 
  「隣友達の父の車のタイヤが昨日パンクしたらしい」 
 
7. 他動性 

 直接影響・変化の (1) で，直接目的語は属対格で標示され，文末に他動詞が現れている．(1d) 「殺し

たが死ななかった」の直訳は発話不可であり，「殺そうとしたが」もしくは「叩いたが」のようにする必

要がある． 
 
[134] (1a) 彼はそのハエを殺した． 
  vay vay paša-ya   kušt 
  that that fly-ACC/GEN kill(PST).3SG 
  「彼はそのハエを殺した」 
 
[134] (1b) 彼はその箱を壊した． 
  vay vay qutti-ya   šikast 
  that that box-ACC/GEN break(PST).3SG 
  「彼はその箱を壊した」 
 
[134] (1c) 彼はそのスープを温めた． 
  vay vay šūrbo-ya   garm kad 
  that that soup-ACC/GEN hot  do(PST).3SG 
  「彼はそのスープを温かくした」 
 
[134] (1d) 彼はそのハエを殺したが，死ななかった．（発話可能かどうか？） 
  *vay  pašša-ya   kušt,   lekin  pašša  na-murd 

  that  fly-ACC/GEN kill(PST) but  fly   NEG-die(PST).3SG 
  「彼はハエを殺した，しかしハエは死ななかった」 
 
  vay pašša-ya   kušt-ani     šud,     lekin  pašša  na-murd 

  that fly-ACC/GEN kill(PST)-PTCP.FUT become(PST) but  fly   NEG-die(PST).3SG 
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  「彼はハエを殺そうとした，しかしハエは死ななかった」 
 
  vay pašša-ya   zad   u,  lekin  pašša na-murd 
  that fly-ACC/GEN hit(PST) and but  fly  NEG-die(PST).3SG 
  「彼はハエを叩いて，しかしハエは死ななかった」 
 
 直接影響・無変化 (2) も (1) と同様の格枠組みで表される．意志のあるなしは格枠組みには影響せず，

意志がないことは過去分詞 1＋補助動詞 mondan「残る，置く」で表される． 
 
[135] (2a) 彼はそのボールを蹴った． 
  vay vay happak-a   zad 
  that that ball-ACC/GEN hit(PST).3SG 
  「彼はそのボールを叩いた」 
 
[135] (2b) 彼女は彼の足を蹴った． 
  vay duxtar vay pisar-a    počeš-a       zad 

  that girl  that boy-ACC/GEN leg.3SG.POSS-ACC/GEN hit(PST).3SG 
  「あの女の子はあの男の子の足を叩いた」 
 
[135] (2c) 彼はその人にぶつかった（故意に）．  
  vay pisar vay odam-a    zad 
  that boy  that person-ACC/GEN hit(PST).3SG 
  「あの男の子はあの人を叩いた」 
 
  vay pisar vay odam-a    yetala dod 

  that boy  that person-ACC/GEN push  give(PST).3SG 
  「あの男の子はあの人を押した」 
 
[135] (2d) 彼はその人にぶつかった（うっかり）． 
  vay pisar vay odam-a    zad-a      mond 
  that boy  that person-ACC/GEN hit(PST)-PTCP.PSTI put(PST) 
  「あの男の子はあの人を叩いてしまった」 
 
  vay pisar vay odam-a    yetala dod-a       mond 

  that boy  that person-ACC/GEN push  give(PST)-PTCP.PSTI  give(PST).3SG 
  「あの男の子はあの人を押してしまった」 
 
 知覚 (3, 4) は，namidan「見える」が現れる (3a) のみ格枠組みが異なり，「2-3 人」を主語とした自動

詞文となる．その他は (1, 2) と同様である． 
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[136] (3a) あそこに人が数人見える．  
  unja-ba   du se=ta   odam me-nam-ad 
  there-DAT/LOC two three=CLF person IMPF-appear(PRS)-3SG 
  「あそこに 2－3 人が見える」 
 
[136] (3b) 彼はその家を見た． 
  vay vay xona-ya    did 
  that that house-ACC/GEN see(PST).3SG 
  「彼はその家を見た」 
 
[136] (3c) 誰かが叫んだのが聞こえた．  
  kim  ki   dod  guft-ageš-a             šunid-am 
  some who  scream say(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS-ACC/GEN  hear(PST)-1SG 
  「誰かが叫んだことを私は聞いた」 
 
[136] (3d) 彼はその音を聞いた． 
  vay vay avoz-a     šunid 
  that that sound-ACC/GEN hear(PST).3SG 
  「彼はその音を聞いた」 
 
[137] (4a) 彼は（なくした）鍵を見つけた． 
  vay gum kad-agi     kalit-aš-a       yoft 
  that lose do(PST)-PTCP.PSTII key-3SG.POSS-ACC/GEN find(PST).3SG 
  「彼はなくした鍵を見つけた」 
 
[137] (4b) 彼は椅子を作った． 
  vay vay ustal-a     soxt 
  that that table-ACC/GEN  build(PST).3SG 
  「彼はその椅子を作った」 
 
 「待つ」にあたる意味を表す形式は，与位格 -ba をとる nigo kadan「（～に）目を向ける」と，istodan

「立っている」または šištan「座っている」の組み合わせで表される．よって，(5a, 5b) は自動詞文であ

る．(5b) は vaya omadageš「彼の来たこと」が to ... -a「～まで」で標示されている（前置詞 to は後ろ
の要素に属対格 -a を要求する）．(5c) は他動詞 koftan「探す」の現れた他動詞文である． 
 
[138] (5a) 彼はバスを待っている． 
  vay avtobus-ba  nigo kad-a      istod-a-s 

  that bus-DAT/LOC look do(PST)-PTCP.PSTI stand(PST)-PTCP.PSTI-3SG 
  「彼はバスに目を向けて立っている」 
 
  vay avtobus-ba  nigo  kad-a      šišt-a-s 
  that bus-DAT/LOC look  do(PST)-PTCP.PSTI sit(PST)-PTCP.PSTI-3SG 
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  「彼はバスに目を向けて座っている」 
 
[138] (5b) 私は彼が来るのを待っていた． 
  man vay-ba    nigo kad-a      istod-ud-am 
  1SG that-DAT/LOC look do(PST)-PTCP.PST1 stand(PST)-PST-1SG 
  「私は彼に目を向けて立っていた」 
 
  man to  vay-a    omad-ageš-a            nigo kad-a   

  1SG until that-ACC/GEN come(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS-ACC/GEN look do(PST)-PTCP.PSTI 
  istod-ud-am 
  stand(PST)-PST-1SG 
  「私は彼の来るまで目を向けて立っていた」 
 
[138] (5c) 彼は財布を探している． 
  vay kašelyok-aš-a      kofsa-s 
  that wallet-3SG.POSS-ACC/GEN search(PST).PROG-3SG 
  「彼は財布を探している」 
 
 (6) はいずれも他動詞 donistan「知る」による他動詞文で表されうる．「（人を）見識っている」の場

合は šinoxtan，「（言語を）理解する」の場合は fahmidan が用いられうるが，いずれも他動詞のため格

枠組みは変わらない． 
 
[139] (6a) 彼はいろいろなことをよく知っている． 
  vay har  xel  čiz-o-ya     me-don-at 
  that every kind  thing-PL-ACC/GEN IMPF-know(PRS)-3SG 
  「彼はいろんな種類のものを知っている」 
 
[139] (6b) 私はあの人を知っている． 
  man vay odam-a    me-don-am 

  1SG that person-ACC/GEN IMPF-know(PRS)-1SG 
  「私はあの人を知っている」 
 
  man vay odam-a    mi-šinos-am 

  1SG that person-ACC/GEN IMPF-acquaint(PRS)-1SG 
  「私はあの人を見識っている」 
 
[139] (6c) 彼には中国語がわかる． 
  vay kitayski-ya    me-don-at 

  that Chinese-ACC/GEN IMPF-know(PRS)-3SG 
  「彼は中国語を知っている」 
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  vay kitayski-ya    me-fam-at 
  that Chinese-ACC/GEN IMPF-understand(PRS)-3SG 
  「彼は中国語を理解している」 
 
 「覚えている」にあたる意味は「（誰々の）記憶に（ある）」，「忘れる」は「（誰々の）記憶から出る」

のような構造で表される．よって，(7a, 7b) はそれぞれ「私が言った言葉」，「彼の電話番号」を主語と

する非他動詞文である．(7b) では述語に推測法の形式（過去分詞 1＋コピュラ由来の人称標識）が現れ

ている． 
 
[140] (7a) あなたはきのう私が言ったことを覚えていますか？ 
  man šab    guft-agi     gap  es-aton-ba       mi? 

  1SG yesterday  say(PST)-PTCP.PSTII word mind-2PL.POSS-DAT/LOC  Q 
  「私が昨日言った言葉はあなたの記憶にありますか？」 
 
[140] (7b) 私は彼の電話番号を忘れてしまった． 
  vay-a    tilifon-aš    ays-am       buromd-a-s 
  that-ACC/GEN phone-3SG.POSS from.mind-1SG.POSS go.out(PST)-PTCP.PSTI-3SG 
  「彼の電話は私の記憶から出てしまったようだ」 
 
 「愛する，好き」は「（～を）良く見る」，「嫌い」は「（～を）悪く見る」のように表現される．(8b) の
二つ目の例にある foridan「気に入る」は，「誰々に何々が気に入る」のような格枠組みとなる． 
 
[141] (8a) 母は子供たちを深く愛していた． 
  biyeš     bačoš-a         saxt  naǧz  mi-did 
  mother.3SG.POSS child.PL.3SG.POSS-ACC/GEN  hard  good IMPF-see(PST).3SG 
  「その母はその子供たちを固く良く見ていた」 
 
[141] (8b) 私はバナナが好きだ． 
  man banan-a    naǧz  mi-bin-am 
  1SG banana-ACC/GEN good IMPF-see(PRS)-1SG 
  「私はバナナを良く見ている」 
 
  man-ba   banan  me-for-ad 
  1SG-DAT/LOC banana  IMPF-prefer-3SG 
  「私にバナナが気に入っている」 
 
[141] (8c) 私はあの人が嫌いだ． 
  man vay odam-a    ganda mi-bin-am 
  1SG that person-ACC/GEN bad  IMPF-see(PRS)-1SG 
  「私はあの人を悪く見ている」 
 
 「～が欲しい」「～が要る」は，非動詞述語 darkor「必要だ」によって表され，「誰々に何々が必要だ」
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のような格枠組みをとる． 
 
[142] (9a) 私は靴が欲しい． 
  man-ba   tufli  darkor 
  1SG-DAT/LOC shoe  necessary 
  「私に靴が必要だ」 
 
[142] (9b) 今，彼にはお金が要る． 
  vay-ba    hozir pul  darkor 

  that-DAT/LOC now  money necessary 
  「彼に今お金が必要だ」 
 
 jaxl kadan「～に怒る（～に怒りをする）」，ūxša kadan「似る」は与位格 -ba をとり，tarsidan「怖がる」

は前置詞 a「～から」をとる． 
 
[143] (10a)（私の）母は（私の）弟がうそをついたのに怒っている． 
  man-a    biyem     ukem-a      allond-ageš-ba 

  1SG-ACC/GEN mother.1SG.POSS y.brother-ACC/GEN lie(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS-DAT/LOC 
  jaxl  kad-an 

  anger do(PST)-3PL 
  「私の母は，私の弟の嘘ついたことに怒りをした」 
 
  man-a    biyem     ukem-a      allond-ageš-ba 
  1SG-ACC/GEN mother.1SG.POSS y.brother-ACC/GEN lie(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS-DAT/LOC 
  jaxl  kaysen 

  anger do(PST).PROG.3PL 

  「私の母は私の弟の嘘ついたことに怒りをしている」 
 
[143] (10b) 彼は犬が恐い． 
  vay a   kučuk  me-tars-ad 
  that from  dog   IMPF-fear(PRS)-3SG 
  「彼は犬から怖がる」 
 
[144] (11a) 彼は父親に似ている． 
  vay dadeš-ba        ūxša  mu-kun-ad 
  that father.3SG.POSS-DAT/LOC  similar IMPF-do(PRS)-3SG 
  「彼は彼の父に似ている」 
 
[144] (11b) 海水は塩分を含んでいる． 
  ob-i   okean-ba    namak hast 
  water-IZ ocean-DAT/LOC salt  exist.3SG 
  「海の水には塩がある」 
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 šudan「なる」は，日本語の「に」のような格を取らない． 
 
[145] (12a) 私の弟は医者だ． 
  man-a    ukem      duxtur 
  1SG-ACC/GEN y.brother.1SG.POSS doctor 
  「私の弟は医者だ」 
 
[145] (12b) 私の弟は医者になった． 
  man-a    ukem      duxtur šud 
  1SG-ACC/GEN y.brother.1SG.POSS doctor become(PST).3SG 
  「私の弟は医者になった」 
 
 能力可能は過去分詞 1＋tonistan「できる」によって表される． 
 
[146] (13a) 彼は車の運転ができる． 
  vay mošin hay  kad-a      me-ton-at 

  that car  drive do(PST)-PTCP.PSTI IMPF-can(PRS)-3SG 
  「彼は車を運転することができる」 
 
[146] (13b) 彼は泳げる． 
  vay habozi kad-a      me-ton-at 
  that swim do(PST)-PTCP.PSTI IMPF-can(PRS)-3SG 
  「彼は泳ぎをすることができる」 
 
[147] (14a) 彼は話をするのが上手だ． 
  vay naǧz  gap  me-zan-at 
  that good word IMPF-hit(PRS)-3SG 
  「彼はうまく話をする」 
 
[147] (14b) 彼は走るのが苦手だ． 
  vay naǧz  toxt-a      na-me-ton-at 

  that good run(PST)-PTCP.PSTI NEG-IMPF-can(PRS)-3SG 
  「彼はうまく走ることができない」 
 
  vay naǧz  na-me-toz-at 
  that good NEG-IMPF-run(PRS)-3SG 
  「彼はうまく走らない」 
 
 移動の到着点は与位格 -ba で，通り道は前置詞 a「から」もしくは属対格 -a で標示される． 
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[148] (15a) 彼は学校に着いた． 
  vay maktab-ba   omad 

  that school-DAT/LOC come(PST).3SG 
  「彼は学校に来た」 
 
  vay maktab-ba   raft-a      rasid 
  that school-DAT/LOC go(PST)-PTCP.PSTI reach(PST).3SG 
  「彼は学校に行って着いた」 
 
[148] (15b) 彼は道を渡った／横切った． 
  vay a   rah guzašt 
  that from  way pass(PST).3SG 
  「彼は道から過ぎた」 
 
  vay rah-a    guzašt  
  that way-ACC/GEN pass(PST).3SG 

  「彼は道を過ぎた」 
 

[148] (15c) 彼はあの道を通った． 
  vay a   hamun rah gašt 
  that from  that  way move(PST).3SG 
  「彼はあの道から歩いた」 
 
  vay a   hamun rah guzašt 
  that from  that  way pass(PST).3SG 
  「彼はあの道から過ぎた」 
 
 「お腹が減った」「喉が渇いた」は，それぞれの意味を表わす形容詞 gušna, tašna を用いた形容詞述

語文で表される．それらの後ろに mondan「残る，置く」が後続した表現も同じ意味で用いられる． 
 
[149] (16a) 彼はお腹を空かしている． 
  vay gušna 

  that hungry 
  「彼は空腹だ」 
 
  vay-a    dil-aš     gušna 

  that-ACC/GEN heart-3SG.POSS hungry 
  「彼のお腹（lit. 心）は空腹だ」 
 
  vay gušna  mond-a-s 
  that hungry  put(PST)-PTCP.PSTI-3SG 
  「彼は空腹になってしまったようだ」 
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[149] (16b) 彼は喉が渇いている． 
  vay tašna 
  that thirsty 
  「彼は（喉が）乾いている」 
 
  vay tašna mond-a-s 
  that thirsty put(PST)-PTCP.PSTI-3SG 
  「彼は（喉が）乾いて残ったようだ」 
 
 「誰々が寒い」は「誰々が寒さを食べている」と表現される． 
 
[150] (17a) 私は寒い． 
  man xunuk xūrsem 
  1SG cold  eat(PST).PROG.1SG 
  「私は寒さを食べている」 
 
[150] (17b) 今日は寒い． 
  imruz xunuk 
  today cold 
  「今日は寒い」 
 
 「助ける」は yordam dodan「助けを与える」と表現され，相手は与位格 -ba で標示される． 
 
[151] (18a) 私は彼を手伝った／助けた． 
  man vay-ba    yordam dod-am 
  1SG that-DAT/LOC help   give(PST)-1SG 
  「私は彼に助けを与えた」 
 
[151] (18b) 私は彼がそれを運ぶのを手伝った． 
  man vay-ba    karobka-ya  gift-a      raft-an-ba     yordam dod-am 
  1SG that-DAT/LOC box-ACC/GEN take(PST)-PTCP .PSTI go(PST)-INF-DAT/LOC help   give(PST)-1SG 
  「私は彼に箱を取っていくことに助けを与えた」 
 
 (19) は日本語と格枠組みが異なる．pursidan「訊く」は相手が前置詞 a「から」で標示される．(19b)
で「そのこと」は前置詞 azbūri「について」で標示されている． 
 
[152] (19a) 私はその理由を彼に訊いた． 
  man a   vay sabab-aš-a       pursid-am 
  1SG from  that reason-3SG.POSS-ACC/GEN ask(PST)-1SG 
  「私は彼からその理由を訊いた」 
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[152] (19b) 私はそのことを彼に話した． 
  man vay-ba    azbūri  vay chiz  gap  zad-am 
  1SG that-DAT/LOC about  that thing word hit(PST)-1SG 
  「私は彼にそのことについて話をした」 
 
 「～に会う」は「～を見る」と表現される． 
 
[153] (20) 私は彼に会った． 
  man vay-a    did-am 
  1SG that-ACC/GEN see(PST)-1SG 
  「私は彼を見た」 
 
8. 連用修飾的複文 

 同時動作は一つ目の例のように過去分詞 1 -a によって表される．二つ目の例では過去分詞 2 -agi（名

詞的用法）による名詞節「（彼が）食べ物を食べていること」が，エザーフェによって「時間」と結びつ

いた名詞句「（彼が）食べ物を食べている時間」が用いられている． 
 
[154] (1) 彼はいつも新聞を読みながらご飯を食べる．【同時動作】 
  vay har faqat gazeta-ya      xond-a      avqot mū-xūr-at 

  that each time  newspaper-ACC/GEN read(PST)-PTCP.PSTI food  IMPF-eat(PRS)-3SG 
  「彼は毎回新聞を読んでご飯を食べる」 
 
  vay har faqat vaxt-i avqot xūrs-ud-ageš-ba              gazeta  

  that each time  time-IZ food  eat(PST).PROG-PST-PTCP.PSTII.3SG.POSS-DAT/LOC newspaper 
  me-xon-at 
  IMPF-read(PRS)-3SG 
  「彼は毎回食べ物を食べている時間に新聞を読む」 
 
 継起的動作は物語的連鎖も副詞的修飾も，同時動作と同様に過去分詞 1 -a によって表される． 
 
[155] (2) （私は）昨日は 10時に家に帰って，少しテレビを見て（から），寝ました．【継起的動作・物語

的連鎖】 
  man šab   soat-i  dah-ba    xona-ba    omad-a,      yaxpiči  tilivizor 

  1SG yesterday hour-IZ  ten-DAT/LOC  house-DAT/LOC come(PST)-PTCP.PSTI little   TV    
  did-a       xoraft-am 
  see(PST)-PTCP.PSTI  sleep(PST)-1SG 
  「私は昨日 10時に家に来て少しテレビを見て寝た」 
 
[156] (3) （私は）昨日階段で転んで，ケガをしてしまった．【継起：理由】 
  man šab   a   zinapoča  ǧaltid-a      počem-a       šikast-am 
  1SG yesterday from  stairs   fall(PST)-PTCP.PSTI  leg.1SG.POSS-ACC/GEN break(PST)-1SG 
  「私は昨日階段から落ちて足を壊した」 
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 異主語であっても同様に過去分詞 1 -a が用いられうる．二つ目の例のように，2つの定形節が等位接

続詞 u ‘and’ によって結びついた表現も見られる． 
 
[157] (4) 今日も父は会社に行って，兄は大学に行った．【異主語】 
  imrūz ham dadem     kor-ba    raft-a,      akem      universitet-ba  

  today too father.1SG.POSS work-DAT/LOC go(PST)-PTCP.PSTI o.brother.1SG.POSS university-DAT/LOC   

  raft 

  go(PST).3SG 
  「今日も私の父は仕事に行って，私の兄は大学に行った」 

 
  imrūz ham dadem     kor-ba    raft-an   u,  akem      universitet-ba    
  today too father.1SG.POSS work-DAT/LOC go(PST)-3PL and o.brother.1SG.POSS university-DAT/LOC  
  raft. 
  go(PST).3SG 
  「今日も私の父は仕事に行かれた，そして，私の兄は大学に行った」 
 
 付帯状況も過去分詞 1 -a によって表される． 
 
[158] (5) （あの人は）今日は帽子をかぶって歩いていた．【付帯状況】 
  vay odam imrūz qalpok pūšt-a       gašt-ud 
  that person today hat  wear(PST)-PTCP.PSTI move(PST)-PST.3SG 
  「あの人は今日帽子を着て歩いていた」 
 
 平行動作は定形節を並べて表現される． 
 
[159] (6) （私は）休みの日はいつも本を読んだり，テレビを見たりしています．【並行動作】 
  man rūz-i  dam-ba   har faqat kitob me-xon-am,    tilivizor mi-bin-am. 
  1SG day-IZ rest-DAT/LOC each time  book IMPF-read(PRS)-1SG TV   IMPF-see(PRS)-1SG 
  「私は休みの日に毎回本を読む，テレビを見る」 
 
 (7) と (8) の一つ目の例で理由は動詞形式では表現されておらず，(8) の一つ目の例では 2つ目の節の

文頭で「それで」にあたる接続詞 hamunba で表されている．(8) の二つ目の例では，過去分詞 2＋与位

格「～したので」が用いられている． 
 
[160] (7) 時間がないから，急いで行こう．【理由・カラ】 
  vaxt nest.      tez raft-em 

  time exist.NEG.3SG  fast go(PST)-1SG 
  「時間がない．私たちは早く行った」 
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[161] (8) 昨日は頭が痛かったので，いつもより早く寝ました．【理由・ノデ】 
  šab   sar-am    dar kays-ud.     hamun-ba  tez xoraft-am 
  yesterday head-1SG.POSS hurt do(PST).PROG-PST that-DAT/LOC fast sleep(PST)-1SG 
  「昨日私の頭が痛んでいた．それで私は早く寝た．」 
 
  šab   sar-am    dar kad-ageš-ba            tez xoraft-am 

  yesterday head-1SG.POSS hurt do(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS-DAT/LOC fast sleep(PST)-1SG 
  「昨日私の頭が痛んだため私は早く寝た」 
 
 目的節の動詞は不定形 -an に与位格 -ba が付加した形式で表される．(10) の 3 つ目の例では意志を

表わす接続法の形式と引用標識 gufta「～と（言って）」によって表されている． 
 
[162] (9) あの人は本を買いに行った．【趨向／移動の目的】 
  vay odam kitob-a     xarid-an-ba      raft 
  that person book-ACC/GEN  buy(PST)-INF-DAT/LOC  go(PST).3SG 
  「あの人は本を買うことのために行った」 
 
[163] (10) （彼は）外が良く見えるように窓を開けた．【目的・意図】 
  berun-a    naǧz-tar  did-an-ba      tiriza-ya     kišod-am 
  outside-ACC/GEN good-COMP see(PST)-INF-DAT/LOC window-ACC/GEN open(PST)-1SG 
  「私は外をより良く見ることのために窓を開けた」 
 
  berun-a    naǧz-tar  did-an-ba      tiriza-ya     kišod-a       mond-am 

  outside-ACC/GEN good-COMP see(PST)-INF-DAT/LOC window-ACC/GEN open(PST)-PTCP.PSTI put(PST)-1SG 
  「私は外をより良く見ることのために窓を開けておいた」 
 
  berun-a    naǧz-tar  bin-am    guft-a      tiriza-ya     kišod-am 
  outside-ACC/GEN good-COMP see(PRS)-1SG say(PST)-PTCP.PSTI window-ACC/GEN open(PST)-1SG 
  「私は外をよりよく見よう，と言って，窓を開けた」 
 
 条件表現 (11-23) で条件節の動詞はすべて，接続法の形式である現在語幹＋人称標識で表される．恒

常的条件，仮定条件，一般的真理の場合は主節動詞が直説法現在未完結形に，確定条件の場合は主節動

詞が直説法過去形となる． 
 
[164] (11) ここでは夏になると，よく雨が降ります．【恒常的条件】  
  inja-ba    toiston  biyo-d     boron mūl  me-bor-at 
  here-DAT/LOC summer come(PRS)-3SG rain  many IMPF-rain(PRS)-3SG 
  「ここでは夏が来れば，雨がたくさん降る」 
 
[165] (12) 窓を開けると，冷たい風が入って来た．【確定条件・生起】 
  tiriza-ya     kišo-m    šamol-i xunuk daromad 
  window-ACC/GEN open(PRS)-1SG wind-IZ cold  enter(PST).3SG 
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  「私が窓を開ければ，冷たい風が入った」 
 
[166] (13) 坂を上ると，海が見えた．【確定条件・発見】 
  teppa-ča-ya    bolo-š-ba       buro-m     okean namid 
  hill-DIM-ACC/GEN top-3SG.POSS-DAT/LOC go.out(PRS)-1SG ocean appear(PST).3SG 
  「私が丘の上に出れば，海が見えた」 
 
[167] (14) 明日雨が降ったら，私はそこに行かない．【仮定条件】 
  agar  paga   boron bor-ad    man unja-ba   na-mū-rūm 
  if   tomorrow  rain  rain(PRS)-3SG 1SG there-DAT/LOC NEG-IMPF-go(PRS).1SG 
  「もし明日雨が降れば，私はそこに行かない」 
 
 反実仮想の表現では，文末に過去と関連した形式が現れる． 
 
[168] (15) もっと早く起きればよかったなあ．【反実仮想】 
  barvaxt-tar xez-am      naǧz  bud 
  early-COMP wake.up(PRS)-1SG good be(PST).3SG 
  「私がより早く起きればよかった」 
 
[169] (16) あんなところに行かなければよかった．【反実仮想・前件否定】 
  unxel  joy-ba    na-rav-am   naǧz  bud 

  like.that place-DAT/LOC NEG-go(PRS)-1SG good be(PST).3SG 
  「私があんな場所に行かなければよかった」 
 
  unxel  joy-ba    na-rav-am   ham mu-šud-ud 

  like.that place-DAT/LOC NEG-go(PRS)-1SG too IMPF-become(PST)-PST.3SG 
  「私があんな場所に行かなくてもなっていた」 
 
[170] (17) １に１を足せば，２になる．【一般的真理】 
  yak-ba    yak-a    qūši  kun-ad    du mu-šud 
  one-DAT/LOC one-ACC/GEN add  do(PRS)-3SG  two IMPF-become(PRS).3SG 
  「1 に 1 を足せば，2 になる」 
 
  yak plus yak du mu-šud 

  one plus one two IMPF-become(PRS).3SG 
  「1プラス 1 は 2 になる」 
 
[171] (18) 駅に着いたら電話をしてください．【仮定条件＋働きかけのモダリティ】 
  stantsiya-ba   bed        tilifon kun-ed 
  station-DAT/LOC come(PRS).2SG.HON phone do(PRS)-2SG.HON 
  「あなたが駅に着いたら，電話をしてください」 
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 前件の仮定条件は後件に願望のモダリティがあろうとなかろうと接続法の形式となる．後件の願望「～

したいなあ」は，接続法の形式とコピュラ動詞 budan の直説法過去形 bud の組み合わせで表される． 
 
[172] (19) 日曜日になったら，みんなで公園に行きたいなあ．【仮定条件＋願望】 
  rūz-i  yakšammi hamma  qati   park-ba   rav-em   bud 

  dai-IZ sunday   every  together park-DAT/LOC go(PRS)-1PL be(PST).3SG 
  「日曜日にみんな一緒に公園に行ったらなあ」 

 

  yakšammi biyo-d     hamma  qati   park-ba    rav-em   bud 
  sunday   come(PRS)-3SG every  together park-DAT/LOC  go(PRS)-1PL be(PST).3SG 
  「日曜日が来たら，みんな一緒に公園に行ったらなあ」 
 
[173] (20) 明日雨が降ったら困るなあ．【心配】 
  paga   boron na-bor-ad    bud 
  tomorrow  rain  NEG-rain(PRS)-3SG be(PST).3SG 
  「明日雨が降らなければなあ」 
 
  paga   boron bor-ad    xafa mu-šum 
  tomorrow  rain  rain(PRS)-3SG sad IMPF-become(PRS).1SG 
  「明日雨が降れば私は悲しくなる」 
 
[174] (21) 家に来るなら，電話をしてから来てください．【時間的前後関係に則していないナラ条件文】 
  xona-ba    me-omad-agi      boš-i   tilifon kad-a      biyo 
  house-DAT/LOC IMPF-come(PST)-PTCP.PSTII be(PRS)-2SG phone do(PST)-PTCP.PSTI come(PRS).2SG 
  「君が家に来るのであれば，電話をして，来い」 
 
[175] (22) [もうすぐベルが鳴るので]鳴ったら，教えてください．【予想を伴った条件文】 
  agar  zvanok šav-ad      man-ba   gūy-et 
  if   bell  become(PRS)-3SG 1SG-DAT/LOC say(PRS)-2SG.HON 
  「もしベルがなれば，私に言ってください」 
 
[176] (23)  [もしかしたらベルが鳴るかもしれないので]もし鳴ったら，教えてください．【予想を伴わ

ない条件文】 
  agar  zvanok šav-ad      man-ba   gūy-et 
  if   bell  become(PRS)-3SG 1SG-DAT/LOC say(PRS)-2SG.HON 
  「もしベルがなれば，私に言ってください」 
 
 (24) は疑問詞や指示詞による相関構文とはなっていない． 
 
[177] (24) 働かざるもの食うべからず．／働かない者は，食べるべきではない．【相関構文】 
  kor  na-kun-i    avqot nest 
  work NEG-do(PRS)-2SG food  exist.NEG.3SG 
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  「（お前が）仕事をしないなら，食べ物はない」， 
 
  kor  na-kad-agi-ba         avqot nest 
  work NEG-do(PST)-PTCP.PSTII-DAT/LOC food  exist.NEG.3SG 
  「仕事をしない者には食べ物がない」 
 
 言いさし・願望は (19) と同様に接続法の形式とコピュラ動詞 budan の直説法過去形 bud の組み合

わせで表される． 
 
[178] (25)  もう少しお金があったらなあ．【言いさし・願望】 
  mūl-tar   pul-am     boš-ad    bud... 
  many-COMP  money-1SG.POSS be(PRS)-3SG  be(PST).3SG 
  「私のより多いお金があればなあ」 
 
 日本語の言いさし（提案）に対応する以下の表現は条件表現をとらない． 
 
[179] (26) これも食べたら？【言いさし・提案】 
  inam     mū-xūr-ed      mi? 
  this.ACC/GEN.too IMPF-eat(PRS)-2SG.HON Q 
  「あなたはこれも食べますか？」 
 
  inam     xūr-ed 
  this.ACC/GEN.too eat(PRS)-2SG.HON 
  「あなたはこれも食べてください」 
 
 つき放しの場合も (26) の二つ目の例と同様に命令文で表現される．(27) で「やりたいなら」は接続

法の形式で表されているが，主節述語は命令形である． 
 
[180] (27) やりたいなら（自分の）好きなようにやれば？【言いさし・つき放し】 
  hamxel  kad-aget        omays-ud-agi        boš-ad   kad-an   gir 
  like.this do(PST)-PTCP.PSTII.SG.POSS come(PST).PROG-PST-PTCP.PSTII be(PRS)-3SG do(PST)-INF take(PRS).2SG 
  「君のこのようにする気持ちが来ていたのであれば，していい」 
 
  hamxel  kad-aget         biyo-d     kadan   gir 
  like.this do(PST)-PTCP.PSTII.2SG.POSS come(PRS)-3SG do(PST)-INF take(PRS).2SG 
  「君のする気持ちが来るなら，していい」 
 
 譲歩「～しても」は接続法の形式に累加の接語 =(y)am が付加した形式で表される． 
 
[181] (28) このコップは落としても割れない．【仮定的な逆接】 
  in  stakan-a   afton-i=yam   na-mi-šikan-ad 
  this glass-ACC/GEN drop(PRS)-2SG=too NEG-IMPF-break(PRS)-3SG 
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  「このコップを君が落としても壊れない」 
 
 逆接は多くの場合接続詞 lekin ‘but’ で表される． 
 
[182] (29) このリンゴは高かったのに，ちっとも甘くない．【アクチュアルな逆接】 
  in  seb  qimmat  u  lekin  voobše   širin  ne 
  this apple expensive and but  completely sweet no 
  「このリンゴは高い，そしてしかし，全く甘くない」 
 
  in  seb  qimmat  bud-ageš=ki=yam          voobše   širin  ne 
  this apple expensive be(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS=with=too  completely sweet no 
  「このリンゴは高いにもかかわらず，全く甘くない」 
 
[183] (30) 彼の家に行ってみたけれども，彼はいなかった．【逆接３】 
  man vay-a    xoneš-ba        raft-am  lekin vay xoneš-ba        
  1SG 1SG-ACC/GEN house.3SG.POSS-DAT/LOC go(PST)-1SG but that house.3SG.POSS-DAT/LOC 
  na-bud 
  NEG-be(PST).3SG 
  「私は彼の家に行った，しかし彼は彼の家にいなかった」 
 
 時間的期限「～するまで（に）」は，前置詞 to ‘until’＋過去分詞 2 -agi による名詞節＋属対格 -a で表

される． 
 
[184] (31) あの人が来るまで，私はここで待っています．【時間的期限[1]】 
  to  vay omad-ageš-a            man haminja-ba  nigo kad-a   
  until that come(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS-ACC/GEN 1SG here-DAT/LOC look do(PST)-PTCP.PSTI 
  mi-isto-m 

  IMPF-stand(PRS)-1SG 

  「あの人が来るまで私はここで見ています」 
 
[184] (32) あの人が来るまでに，食事を作っておきますよ．【時間的期限[2]】 
  to  vay omad-ageš-a            man avqot puxt-a     
  until that come(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS-ACC/GEN 1SG food  cook(PST)-PTCP.PSTI 
  me-mon-am 
  IMPF-put(PRS)-1SG 
  「あの人が来るまで私は食事を作っておきます」 
 
9. 情報構造と名詞述語文 

 焦点を表わす形態的手段（焦点標識）はない．焦点は統語的手段（語順）および韻律的手段（韻律的

卓越性）によって標示される． 
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[185] (1) 「えっ，ファルホドが来たの？」「いや，ファルホドじゃなくてノディルが来たんだ．」 
  iye,  Farhod  omad     mi?  

  MOD  PN   come(PST).3SG  Q 
  「え，ファルホドが来たか？」 
 

  ne, Farhod  na-omad-a-s,        Nodir omad 

  no PN   NEG-come(PST)-PTCP.PSTI-3SG PN  come(PST).3SG 
  「いや，ファルホドは来ていない，ノディルが来た」 
 
[186] (2) 「誰が来た（の）？」「ファルホドが来たよ．」 
  ki  omad?   Farhod  omad 

  who come(PST) PN   come(PST).3SG 
  「誰が来た？」「ファルホドが来た」 
 
[187] (3) 「ファルホドの方が大きいんじゃないの？」「いや，ファルホドじゃなくて，ノディルの方が大

きいんだよ．」（ノディルとファルホドの背について話している状況で） 
  Farhod-a   qad-aš     daroz-tar  ne  mi?  

  PN-ACC/GEN  height-3SG.POSS long-COMP no Q 
  「ファルホドの背がより長いのではないか？」 
 
  Ne, Farhod  ne, Nodir daroz-tar 
  no PN   no PN  long-COMP 
  「いや，ファルホドではない，ノディルがより長い」 
 
[188] (4) [電話で]「どうした（の）？」「うん，今，お客さんが来たんだ．」 
  či   šud? 

  what  become(PST).3SG 
  「何があった？」 
 
  mehmon omad 
  guest  come(PST).3sg 
  「お客さんが来た」 
 
  mehmon omad-a       mond 

  guest  come(PST)-PTCP.PSTI  put(PST).3SG 
  「お客さんが来てしまった」 
 
[189] (5) 「あの子供がファルホドを叩いたんだって!?」「いや，ファルホドじゃなくて，ノディルを叩い

たんだよ．」 
  vay bača  Farhod-a   zad     mi? 

  that child PN-ACC/GEN  hit(PST).3SG  Q 
  「あの子供がファルホドを叩いたか？」 
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  ne, Farhod-a   ne, Nodir-a   zad 
  no, PN-ACC/GEN  no, PN-ACC/GEN  hit(PST).3SG 
  「いや，ファルホドをではない，ノディルを叩いた」 
 
[190] (6) 「赤い袋と青い袋があるけど，どっちを買う（の）?」「（私は）青い袋を買うよ．」 
  surx kati kavut paket hast,   kadom-aš-a       mi-gir-i? 

  red with blue  pocket exist.3SG which-3SG.POSS-ACC/GEN IMPF-take(PRS)-2SG 
  「赤と青の袋がある，そのどちらを君は買う？」 
 
  kavut-aš-a      mi-gir-am 

  blue-3SG.POSS-ACC/GEN IMPF-take(PRS)-1SG 
  「青いのを私は買う」 
 
[191] (7) 「ファルホドはどうした？」「ファルホドは朝からどっかへでかけたよ．」（例えば，朝少し遅く

起きて来たファルホドの父親が，姿の見えないファルホドについて母親に尋ねている場面で） 
  Farhod  kani?  

  PN   where 
  「ファルホドはどこ？」 
 
  a   pagoyi  kim  gijo-ba     raft-ud 

  from  morning some where-DAT/LOC go(PST)-PST.3SG 
  「朝からどこかに行った」 
 
[192] (8) 「（あの子供は）誰を叩いたの？」「（あの子供は）自分の弟を叩いたんだ．」  
  vay bača  ki-ya    zad? 

  that child who-ACC/GEN hit(PST).3SG 
  「あの子供は誰を叩いた？」 
 
  xud-aš-a       ukeš-a          (zad) 

  self-3SG.POSS-ACC/GEN y.sibling.3SG.POSS-ACC/GEN hit(PST).3SG 
  「自分の弟を（叩いた）」 
 
[193] (9) [電話で]「どうした（の）？」「うん，ノディルが（自分の）弟を叩いたんだ．」 
（例えば，電話の向こうで子供の泣き声が起きたのを聞いての発話） 
  či   šud?  

  what  become(PST).3SG 
  「何があった」 
 
  Nodir xud-aš-a       ukeš-a          zad-a-s 
  PN  self-3SG.POSS-ACC/GEN y.sibling.3SG.POSS-ACC/GEN hit(PST)-PTCP.PSTI-3SG 
  「ノディルが自分の弟を叩いたらしい」 
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 基本的に主題は文頭に，焦点要素は動詞直前位置に現れる．サマルカンド・タジク語の基本語順は SOV
であるが，以下の例では，主題のケーキを指す目的語 vay-a「あれを」が文頭に，焦点の主語 Nodir が
動詞直前位置に現れている． 
 
[194] (10) 「あのケーキ，どうした？」「ああ，（あれは）ノディルが食べちゃったよ．」  
  vay tort  gijo-ba? 

  that cake  where-DAT/LOC 
  「あのケーキはどこに？」 
 
  vay-a    Nodir xūrd-a      mond 
  that-ACC/GEN PN  eat(PST)-PTCP.PSTI put(PST).3SG 
  「あれはノディルが食べてしまった」 
 
 以下は，関係節「私が昨日お店から買って来た」に修飾された「私の本」が主語となり，述語（焦点

要素）に強調指示詞 manin「まさにこれ」が現れた文である． 
 
[195] (11) 私が昨日お店から買って来たのはこの本だ． 
  man šab   a   magazin xard-a       omad-agi      kitob-am    manin 
  1SG yesterday from  store   buy(PST)-ACC/GEN  come(PST)-PTCP.PSTII book-1SG.POSS this 
  「私が昨日お店から買って来た本はまさにこれだ」 
 
 サマルカンド・タジク語には日本語の「は」と「が」にあたる標識がなく，コピュラ文「A は B だ」，

「B が A だ」はそれぞれ「A B」，「B A」となる．よって，措定文 (12) と指定文 (13, 14) の間に大きな

構造的な違いはない．(12) で主語は 2 文目でも出現しているが，1 文目とは似た意味の異なる語で表現

されている． 
 
[196] (12) あの人は先生だ．この学校でもう 3 年働いている． 
  vay odam malim.  un kas  maktab-ba   uje   se   sol kor  mu-kun-an 
  that person teacher  that person school-DAT/LOC already  three year work IMPF-do(PRS)-3PL 
  「あの人は先生だ．あの人は学校でもう 3 年仕事をされている」 
 
[197] (13) 彼のお父さんは，あの人だ． 
  vay bača-ya   dadeš     ana  vay odam 
  that child-ACC/GEN father.3SG.POSS there that person 
  「あの子供の父はまさにあの人だ」 
 
[198] (14) あの人が彼のお父さんだ． 
  vay odam vay bača-ya   dadeš 
  that person that child-ACC/GEN father.3SG.POSS 
  「あの人があの子供の父だ」 
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 定義文には guft-ageš「～というのは」が現れる． 
 
[199] (15) あさってっていうのはね，あしたの次の日のことだよ． 
  pageš      guft-ageš         badaz paga   me-omad-agi      rūz 
  the.day.after.tmrw say(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS after  tomorrow  IMPF-come(PST)-PTCP.PSTII day 
  「あさってというのは，明日の後に来る日だ」 
 
 サマルカンド・タジク語ではウナギ文が成立せず，「私はコーヒーだ」は「私にコーヒー」にようにな

る． 
 
[200] (16) [何人かで入った喫茶店で注文を聞かれて]「私はコーヒーだ．」 
  man-ba   kofe 

  1SG-DAT/LOC coffee 
  「私にコーヒー」 
 

  man kofe  mū-nūš-am 

  1SG coffee IMPF-drink(PRS)-1SG 
  「私はコーヒーを飲む」 
 
[201] (17) [注文した数人分のお茶が運ばれて来て「どなたがコーヒーですか？」との問いに]「コーヒ
ーは私だ．」 
  kofe  man-ba 
  coffee 1SG-DAT/LOC 
  「コーヒーは私に」 
 
 以下の並列修飾と述語に形容詞が用いられる文で，and にあたる接続詞 u によって並列された形容詞

句は，エザーフェによって名詞を修飾している． 
 
[202] (18) 「その新しくて厚い本は（値段が）高い．」 
  vay kitob-i  ǧasp  u  nav qimmat 
  that book-IZ thick and new expensive 
  「その厚くて新しい本は高い」 
 
 意外性の標示には文末モダリティ詞 ku や，推測法の形式が用いられる． 
 
[203] (19) [砂糖の入れ物を開けて]「あっ，砂糖が無くなっているよ！」 
  šakar nest     ku! 

  sugar exist.NEG.3SG MOD 
  「砂糖がないじゃないか！」 
 
  šakar tamom šud-a-s 
  sugar end  become(PST)-PTCP.PSTI-3SG 
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  「砂糖が終わっているね」 
 
 以下の思い出しの例では意外性の標識は現れていない． 
 
[204] (20) 「午後，誰かに会うはずだったなあ．誰だったっけ．あっ，そうだ! 田中君だったな．」 
  badaz obed  kim  ki-ya     did-agem       darkor  bud.    ki  bud    a. 

  after  lunch some who-ACC/GEN see(PST)-PTCP.PSTII.1SG necessary be(PST) .3SG who be(PST) .3SG MOD  
  ha  es-am-ba        omad.     Farhod  aka. 
  yes  mind-1SG.POSS-DAT/LOC  come(PST).3SG  PN   brother 
「昼食後，誰かを私の見ることが必要だった．誰だったかな．そうだ，私の記憶に来た．ファルホド

兄さんだ」 
 
10. 情報標示の諸要素 

 (1) は 2 文目で「この土地」ではなく「土地の価値」が主語になっているため，斜格項「この土地」

が統語的軸項とはなっていないが，(2) は，斜格項「私」が主題的に機能し，統語的軸項として機能し

うることを示している． 
 
[205] (1) この土地は野菜がよく育つ．だから高い値段で売れるだろう． 
  in  zamin-ba   sabzavot-o  naǧz  mū-ūs-ad.     hamun-ba  inja-ya    narx-aš 
  this land-DAT/LOC vegetable-PL good IMPF-grow(PRS)-3SG that-DAT/LOC here-ACC/GEN price-3SG.POSS 
  qimmat  bud-agis 

  expensive be(PST)-PTCP.PSTII.3SG 
  「この土地では野菜がよく育つ．だからここの価値は高いだろう」 
 
[206] (2) 私は頭が痛い．だから今日は休む． 
  man-a    sar-am     dar kaysa-s.     hamun-ba  imrūz kor-ba 
  1SG-ACC/GEN head-1SG.POSS  hurt do(PST).PROG-3SG that-DAT/LOC today work-DAT/LOC  
  na-mū-rūm 
  NEG-IMPF-go(PRS).1SG 
  「私の頭が痛んでいる．だから今日仕事に私は行かない」 
 
 日本語の限定を表わすとりたて詞「だけ」「しか」「ばかり」が表す意味は，いずれも前置される faqat 

‘only’ で表される． 
 
[207] (3) あの人だけ，時間通りに来た． 
  faqat vay odam vaxt-aš-ba      omad 
  only  that person time-3SG.POSS-DAT/LOC come(PST).3SG 
  「あの人だけその時間に来た」 
 
[208] (4) これはここでしか買えない． 
  in  čiz-a      faqat a   haminja xard-a       mu-šud 
  this thing-ACC/GEN  only  from  here   buy.(PST)-PTCP.PSTI  IMPF-become(PRS).3SG 
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  「この物をまさにここからだけ買うことができる」 
 
  in  čiz-a      faqat haminja-ba  xard-a      me-ton-et 

  this thing-ACC/GEN  only  here-DAT/LOC buy(PST)-PTCP.PSTI IMPF-can(PRS)-2PL 
  「この物をまさにここでだけあなたは買うことができる」 
 
[209] (5) その家にいたのは子供ばかりだった． 
  vay xona-ba    faqat mayda bačo   bud 

  that house-DAT/LOC only  small child.PL be(PST).3SG 
  「その家に小さい子どもたちだけがいた」 
 
 日本語の「こそ」に相当する要素はない． 
 
[210] (6) 次回こそ，失敗しないようにしよう． 
  in  safar  xato   na-kad-an-ba      harakat mu-kun-am 
  this occasion mistake NEG-do(PST)-INF-DAT/LOC effort  IMPF-do(PRS)-1SG 
  「今回は失敗しないように（私は）努力する」 
 
 日本語の「でも」に相当する要素もない．以下は直訳すると「お茶を」となっている． 
 
[211] (7) 疲れたね，お茶でも飲もう． 
  halok šud-i      a.   qati   čoy  mū-nūš-em. 
  tired  become(PST)-2SG MOD  together tea  IMPF-drink(PRS)-1PL 
  「（お前は）疲れたでしょ？（私たちは）一緒にお茶を飲もう」 
 
 極端「さえ」にあたる意味は限定「だけ」などと同様に faqat ‘only’ によって表される． 
 
[212] (8) 水さえあれば，数日間は大丈夫だ． 
  faqat ob  boš-ad   ham du se   rūz zindagi  kad-a      mu-šud 

  only  water be(PRS)-3SG too two three day live   do(PST)-PTCP.PSTI IMPF-become(PRS).3SG 
  「水だけあっても，2-3 日生活することができる」 
 
  faqat ob  boš-ad   ham du se   rūz hiči   na-mu-šud 
  only  water be(PRS)-3SG too two three day nothing NEG-IMPF-become(PRS).3SG 
  「水だけあっても，2-3 日何も起こらない」 
 
 極端「まで」にあたる意味はロシア語から借用された daje ‘even’ で表される．そのほかに，固有語の

hatto ‘even’ もある． 
 
[213] (9) 小さい子供まで，その仕事の手伝いをさせられた． 
  daje  mayda bačo-yam      kor  kunond-an 
  even  small child.PL-GEN/ACC.too work do.CAUS(PST)-3PL 
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  「小さい子どもたちにさえも，（彼らは）仕事をさせた」 
 
 反極端「なんか」にあたる意味は反響語によって表される． 
 
[214] (10) 私はお金なんか欲しくない． 
  man-ba   pul+mul   darkor   ne 
  1SG-DAT/LOC money+RED  necessary  no 
  「私にお金やなんやは必要ではない」 
 
 以下の例で日本語の「ぐらい」にあたる意味は，「何もないなら」のような条件節で表されている． 
 
[214] (11) 自分の部屋ぐらい，自分できれいにしなさい． 
  hij  na-boš-ad    xud-at-a       xonet-a        xud-at    toza 

  none  NEG-be.(PRS)-3SG self-2SG.POSS-ACC/GEN house-2SG.POSS-ACC/GEN self-2SG.POSS clean 
  kun 
  do(PRS).2SG 
  「少なくとも，お前自身の部屋をお前自身できれいにしろ」 
 
 累加「も」は，ham が接語化した =(y)am によって表される． 
 
[215] (12) 私にもちょうだい． 
  man-ba=yam   te 
  1SG-DAT/LOC=too give(PRS).2SG 
  「私にもくれ」 
 
 反類似・対比「は」に相当する意味は，以下のような疑問文では文末詞 či によって表される． 
 
[216] (13) お父さんもう帰って来たね．お母さんは？ 
  dadem     uje   omad-an.    biyem     či? 
  father.1SG.POSS already  come(PST)-3PL  mother.1SG.POSS what 
  「私の父はもう帰られた．私の母は何？」 
 
 「誰か」は特定 (14) の場合は kim＋疑問詞，不特定の場合 (15, 17, 18) は yagon＋名詞で表されてい

る． 
 
[217] (14) 誰か（が）電話してきたよ． 
  kim  ki  tilifon kad 
  some who phone do(PST).PST 
  「誰かが電話した」 
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[218] (15) 誰かに聞いてみよう． 
  a   yagon kas   purs-em 
  from  some person  ask(PRS)-1PL 
  「誰かから訊こう」 
 
 疑問の場合は単に疑問詞 ki「誰」が用いられる． 
 
[219] (16) 私のいない間に誰か来た？ 
  man na-bud-agem-ba            ki   omad? 

  1SG NEG-be(PST)-PTCP.PSTII.1SG.POSS-DAT/LOC who  come(PST).PST 
  「私がいないとき誰が来た？」 
 
[220] (17) 誰か来たら，私に教えてください． 
  yagon kas  biyo-d     man-ba   gūy-ed 
  some person come(PRS)-3SG 1SG-DAT/LOC say(PRS)-2SG.HON 
  「誰かが来たら，私に言ってください」 
 
 否定 (18, 19) は hij「全く」＋疑問詞で表されうる． 
 
[221] (18) 今日は誰も来るとは思わない．／今日は誰も来ないと思う． 
  imrūz yagon kas   mi-biyo-d      guft-a      ūyla  na-mu-kun-am 

  today some person  IMPF-come(PRS)-3SG say(PST)-PTCP.PSTI think NEG-IMPF-do(PRS)-1SG 
  「今日誰かが来ると私は考えない」 
 
  imrūz hij  ki  na-mi-biyo-d      guft-a      ūyla  mu-kun-am  
  today none  who NEG-IMPF-come(PRS)-3SG say(PST)-PTCP.PSTI think IMPF-do(PRS)-1SG 
  「今日誰も来ないと私は考える」 
 
[222] (19) そこには今誰もいないよ． 
  unja-ba   hozi  hij  ki   nest 
  there-DAT/LOC now  none  who  exist.NEG.3SG 
  「そこに今誰もいない」 
 
 自由選択はロシア語から借用された lyuboy＋名詞で表されうる． 
 
[223] (20) （それは）誰でもできる． 
  vay kor-a     lyuboy kas   kad-a      me-ton-at 
  that work-ACC/GEN  any  person  do(PST)-PTCP.PSTI IMPF-can(PRS)-3SG 
  「その仕事をどんな人でもすることができる」 
 
 自由選択を示す「みんな」は以下で hamma「すべて（の人）」によって表されている．二つ目の例は

(22) と同様，反語になっている． 
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[224] (21) そんなこと（は），みんな知っているんじゃないか!? 
  vay čiz-a      hamma  me-don-at     ku 
  that thing-ACC/GEN  every  IMPF-know(PRS)-3SG MOD 
  「そのことを皆が知っているよ」 
 
  vay čiz-a      hamma  na-me-don-at      mi? 
  that thing-ACC/GEN  every  NEG-IMPF-know(PRS)-3SG Q 
  「そのことを皆が知らないか？」 
 
[225] (22) そんなもの，誰が買うんだよ!?，誰も買うわけないじゃないか！ 
  ki   unxel  čiz-a      me-xar-ad?    hij  ki   na-me-xar-ad 
  who  like.that thing-ACC/GEN  IMPF-buy(PRS)-3SG none  who  NEG-IMPF-buy(PRS)-3SG 
  「誰がそんなものを買う？誰も買わない」 
 
 話し手・聞き手の縄張り内の情報を伝達する以下の文で，一つ目の例は述語が過去未完結形で，文末

にモダリティ詞 ku が現れている．二つ目の例は単に事実を述べる文と変わりない． 
 
[226] (23) 君は英語がうまいね． 
  tu  anglisi-ya    naǧz  me-donist-i     ku 

  2SG English-ACC/GEN  good IMPF-know(PST)-2SG MOD 
  「君は英語をよく知っていたんだね．」 
 
  tu  anglisi-ya    naǧz  me-don-i 

  2SG English-ACC/GEN  good IMPF-know(PRS)-2SG 
  「君は英語をよく知っている．」 
 
 話し手の縄張り外・聞き手の縄張り内の情報を伝達する以下の文で，一つ目の例は疑問文「（君は）退

屈しているか？」となっており，二つ目の例は文末に後置詞 barin ‘like’ が現れている． 
 
[227] (24) 君は退屈そうだね． 
  zix  šuys-i        mi? 

  bored become(PST).PROG-2SG Q 
  「君は退屈しているか？」 
 
  tu  zix  šuys-agi          barin 
  2SG bored become(PST).PROG-PTCP.PSTII  like 
  「君は退屈しているみたいだ．」 
 
 話し手・聞き手の縄張り外の情報を伝達する以下の文では，述語に推量法の形式（過去分詞 1＋コピ
ュラ由来の人称標識）が現れている． 
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[228] (25) 明日も寒いらしいよ． 
  paga=yam   xunuk mu-šud-a-s 
  tomorrow=too  cold  IMPF-become(PST)-PTCP.PSTI-3SG 
  「明日も寒くなるようだ．」 
 
11. 否定，形容詞と連体修飾複文 

 コピュラ文の否定は文末に置かれる ne によって表される． 
 
[229] (1) これは私の本ではない． 
  in  man-a    kitob-am    ne 
  this 1SG-ACC/GEN book-1SG.POSS no 
  「これは私の本ではない」 
 
 存在の否定は文末に置かれる nest（hast の否定形）で表される． 
 
[230] (2) この部屋には椅子がない． 
  in  xona-ba    stul  nest 

  this house-DAT/LOC chair  exist.NEG.3SG 
  「この部屋に椅子はない」 
 
 全部否定は，「一つも」や「誰も」などにあたる名詞句と述語否定で表される． 
 
[231] (3) この部屋には一つも椅子がない． 
  in  xona-ba    yak-ta=yam  stul  nest 
  this house-DAT/LOC one-CLF=too chair exist.NEG.3SG 
  「この部屋に一つも椅子はない」 
 
[232] (4) その部屋には誰もいない． 
  in  xona-ba    hij  ki  nest 

  this house-DAT/LOC none  who exist.NEG.3SG 
  「この部屋に誰もいない」 
 
  in  xona-ba    yagon-ta  odam  nest 

  this house-DAT/LOC some-CLF  person  exist.NEG.3SG 
  「この部屋に一人も人はいない」 
 
 所在文の否定も存在文と同様に nest で表される． 
 
[233] (5) その本はこの部屋にない． 
  vay kitob in  xona-ba    nest 
  that book this house-DAT/LOC exist.NEG.3SG 
  「その本はこの部屋にない」 
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 形容詞述語文の否定は名詞述語文と同様に文末の ne で表される． 
 
[234] (6) この犬は大きくない． 
  vay kučuk kalon ne 
  that dog  big  no 
  「その犬は大きくない」 
 
[235] (7) この犬はあまり大きくない． 
  vay kučuk  inqatara kalon ne 
  that dog   so    big  no 
  「その犬はそれほど大きくない」 
 
 比較の対象となる名詞句は前置詞 a「～より」によって表される（以下のようにさらに dida「見て」

が後置されることもある）．比較級は比較の接辞 -tar が付加することで表されるが，以下のように比較

対象が明示される場合は義務的ではない． 
 
[236] (8) この犬はあの犬より大きい． 
  in  kučuk a   vay kučuk  dida       kalon 
  this dog  from  that dog   see(PST)-PTCP.PSTI big 
  「この犬はあの犬より見て大きい」 
 
 最上級は文語では -tarin を付加することで表されるが，サマルカンド・タジク語ではウズベク語から

借用された eng を前置させることで表される． 
 
[237] (9) この犬がその犬たちの中で一番大きい． 
  in  kučuk  dan-i  vay kučuk-o-ba   eng  kalon 
  this dog   inside-IZ that dog-PL-DAT/LOC most  big 
  「この犬がその犬たちの中で一番大きい」 
 
 自動詞文の否定も他動詞文の否定も，動詞述語文であれば na- によって表される． 
 
[238] (10) 今日はあの人は来ない． 
  imrūz vay odam na-mi-biyo-t 
  today that person NEG-IMPF-come(PRS)-3SG 
  「今日はあの人は来ない」 
 
[239] (11) あの人はその本を持って行かなかった． 
  vay odam vay kitob-a     na-burd 
  that person that book-ACC/GEN  NEG-take(PST).3SG 
  「あの人はその本を持って行かなかった」 
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 全部否定 (12) は yagon-ta「一人も」＋名詞と述語否定，部分否定 (13) は hamma「すべての」＋累

加の接語が付加した名詞と述語否定で表される． 
 
[240] (12) 全ての学生が参加しなかった／学生は全員参加しなかった． 
  yagon-ta  student  qatnaši   na-kad 
  some-CLF  student  participate NEG-do(PST).3SG 
  「一人も学生が参加をしなかった」 
 
[241] (13) 全ての学生が参加したわけではない． 
  hamma  student-o=yam qatnaši   na-kad-a-s 
  every  student-PL=too  participate NEG-do(PST)-PTCP.PSTI-3SG 
  「全ての学生たちも参加をしていない」 
 
 以下は述語を否定して作る通常の否定文となっている． 
 
[242] (14) （私は買わなかった．しかし，決して）値段が高いというわけではない． 
  man na-xard-am.    Lekin  narx-aš    qimmat  ne 
  1SG NEG-buy(PST)-1SG but   price-3SG.POSS expensive no 
  「私は買わなかった．しかしその値段は高くない」 
 
 禁止は否定命令形で表される． 
 
[243] (15) 走るな！ 
  na-toz 
  NEG-run(PRS).2SG 
  「走るな」 
 
[244] (16) 大きな声を出すな！ 
  dod   na-gū 
  scream  NEG-say(PRS).2SG 
  「叫びを言うな」 
 
 推量の否定は，憶測法の形式（過去分詞 2＋コピュラ由来の人称標識）の否定形で表される． 
 
[245] (17) 明日は雨は降らないだろう． 
  paga   boron na-me-borid-agi-s 

  tomorrow  rain  NEG-IMPF-rain(PST)-PTCP.PSTII-3SG 
  「明日雨は降らないだろう」 
 
 以下の例で述語は接続法の否定 3 人称形となっている． 
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[246] (18) あの人に聞こえないように，小さな声で話してくれ． 
  past-tar  gap  zan.     vay odam na-šunav-at 
  low-COMP word hit(PRS).2SG  that person NEG-hear(PRS)-3SG 
  「より低く（＝より小さい声で）話せ．あの人が聞かないように．」 
 
 (19) では否定のスコープの調節はなく，述語を否定して作る通常の否定文となっている． 
 
[247] (19) 私はあなたを怒らせようと思ってそう言ったんじゃない． 
  man tu-ya    jaxl-at-a        burord-ani    na-bud-am 
  1SG 2SG-ACC/GEN anger-2SG.POSS-ACC/GEN lift(PST)-PTCP.FUT NEG-be(PST)-1SG 
  「私は君の怒りを上げるつもりではなかった」 
 
  man tu-ya    jaxl-at-a        burond-an-ba    vay gap-a 
  1SG 2SG-ACC/GEN anger-2SG.POSS-ACC/GEN lift(PST)-INF-DAT/LOC that word-ACC/GEN  
  na-guft-ud-am 
  NEG-say(PST)-PST-1SG 
  「私は君の怒りを上げることのためにその話を言ったんじゃない」 
 
 内の関係の連体修飾は，主格主語と過去分詞 2 -agi による述語から成る関係節によって表される． 
 
[248] (20) 私が昨日買ってきた本はどこ（にある）？ 
  man šab    xard-a       omad-agi       kitob kani? 

  1SG yesterday  buy(PST)-PTCP.PSTI  come(PST)-PTCP.PSTII  book where 
  「私が昨日買ってきた本はどこ？」 
 
  man-a    šab    xard-a      omad-agi      kitob-am    kani? 

  1SG-ACC/GEN yesterday  buy(PST)-PTCP.PSTI come(PST)-PTCP.PSTII book-1SG.POSS where 
  「私の昨日買ってきた本はどこ？」 
 
[249] (21) その本を持って来た人は誰（か）？ 
  in  kitob-a     ki   ovard? 

  this book-ACC/GEN  who  bring(PST).3SG 
  「この本を誰が持ってきた？」 
 
  in  kitob-a     ovard-agi      ki? 
  this book-ACC/GEN  bring(PST)-PTCP.PSTII who 
  「この本を持ってきたのは誰？」 
 
[250] (22) この部屋が私たちの仕事をしている部屋です． 
  in  mohon kor  me-kad-agi      xona 

  this 1PL  work IMPF-do(PST)-PTCP.PSTII house 
  「これは私たちが仕事をする部屋だ」 
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  in  xona-ba    mohon kor  mu-kun-em 
  this house-DAT/LOC 1PL  work IMPF-do(PRS)-1PL 
  「この部屋で私たちが仕事をする」 
 
[251] (23) 足が一本折れたあの椅子はもう捨ててしまった． 
  vay počeš    šikast-agi    stul-a    man uje   pattoft-am 
  that leg.3SG.POSS break(PST)-PTCP chair-ACC/GEN 1SG already  throw(PST)-1SG 
  「あの足が壊れている椅子を私はもう捨てた」 
 
 外の関係の連体修飾は，「音」のような一部の結果随伴物の場合，内の関係と同様の構造で表されうる． 
 
[252] (24) ドアを叩いている音が聞こえる． 
  dar-a    yagon kas  zays-agi        avoz-aš    omaysa-s 

  door-ACC/GEN some person hit(PST).PROG-PTCP.PSTII  sound-3SG.POSS come(PST).PROG-3SG 
  「ドアを誰かが叩いている音が来ている」 
 
  dar-a    avoz-aš    omaysa-s 

  door-ACC/GEN sound-3SG.POSS come(PST).PROG-3SG 
  「ドアの音が来ている」 
 
[253] (25) あの人が結婚したという噂は本当（か）？ 
  vay odam haqqoni tūy   šud-a-s          mi? 

  that person really  wedding become(PST)-PTCP.PSTI-3SG Q 
  「あの人が本当に結婚したのか？」 
 
  vay odam tūy   šud-a-s          guft-agi     miš+miš  haqqoni bud  

  that person wedding become(PST)-PTCP.PSTI-3SG say(PST)-PTCP.PSTII gossip+RED really  be(PST).3SG 
  mi? 
  Q 
  「あの人が結婚したという噂は本当だったか？」 
 
 時間節は過去分詞 2 -agi＋与位格によって表される．場所節は，関係節＋「場所」を意味する主要部

名詞で表される． 
 
[254] (26) 私はその人が来た時にご飯を食べていた． 
  vay omad-ageš-ba            man avqot xūrs-ud-am 
  that come(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS-DAT/LOC 1SG food  eat(PST).PROG-PST-1SG 
  「彼が来た時に私はご飯を食べていた」 
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[255] (27) 私はその人が待っている所に行った． 
  vay nigo kad-a      istod-agi      još-ba         man=am  raft-am 
  that look do(PST)-PTCP.PSTI stand(PST)-PTCP.PSTII place.3SG.POSS-DAT/LOC  1SG=too  go(PST)-1SG 
  「彼が見ていた場所に私も行った」 
 
 補文節は所有構造をとる．主語は属対格，述語は所有接辞が付加した過去分詞 2 -agi で表される． 
 
[256] (28) 私はその人が走っていったのを見た． 
  vay-a    toxt-a      raft-ageš-a            did-am 
  that-ACC/GEN run(PST)-PTCP.PSTI go(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS-ACC/GEN see(PST)-1SG 
  「彼の走って行ったのを私は見た」 
 
[257] (29) 昨日の夜，私は彼らがしゃべっているのを聞いた． 
  šab    šabaki  vay-o-ya    gap  zad-a       šišt-ageš-a 
  yesterday  night  that-PL-ACC/GEN word hit(PST)-PTCP.PSTI  sit(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS-ACC/GEN 
  šunid-am 

  hear(PST)-1SG 
  「昨日夜，彼らの話していた（lit. 話して座っていた）のを私は聞いた」 
 
[258] (30) 私はその人が昨日ここに来たことを知っている． 
  man  vay-a    šab   inja  omad-ageš-a             me-don-am 

  1SG  that-ACC/GEN yesterday here  come(PST)-PTCP.PSTII.3SG.POSS-ACC/GEN  IMPF-know(PRS)-1SG 
  「私は彼の昨日ここに来たのを知っている」 
 
 間接話法，直接話法のいずれの場合も，引用標識 gufta「～と」（guftan「～と言う」の過去分詞 1 形）

が用いられる．一方，補文節中の時を表わす副詞や動詞の人称標示は間接話法と直接話法で異なる． 
 
[259] (31) （昨日）彼は彼が昨日ここに来たと言った．／（昨日）彼は，「私は今日ここに来た」と言っ

た． 
  vay inja-ba    šab    omad   guft-a       guft 

  that here-DAT/LOC yesterday  come(PST) say(PST)-PTCP.PSTI  say(PST).3SG 
  「彼はここに昨日来たと言った」 
 
  vay šab    man-ba   guft   ki,  šab    inja  omad-a-s 

  that yesterday  1SG-DAT/LOC say(PST) REL yesterday  here  come(PST)-PTCP.PSTI-3SG 
  「彼は昨日私に言ったところでは，昨日ここに来たそうだ」 
 
  vay šab    man-ba   “imrūz  omad-am”   guft-a       guft 
  that yesterday  1SG-DAT/LOC today  come(PST)-1SG say(PST)-PTCP.PSTI  say(PST).3SG 
  「彼は昨日私に『今日私は来た』と言った」 
 
 内在節は存在しない．(32, 33) のいずれでも，主要部は関係節の外にある． 
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[260] (32) 私はリンゴが（あの）皿の上にあったのを食べた． 
  man boli  tarelka-ba   bud-agi     seb-a     xūrd-am 

  1SG top.IZ plate-DAT/LOC  be(PST)-PTCP.PSTI apple-ACC/GEN eat(PST)-1SG 
  「私は皿の上にあったリンゴを食べた」 
 
[261] (33) 私はネコが家に入ってきたのを捕まえた． 
  man xona-ba    daromad-agi    pišak-a    došt-am 
  1SG house-DAT/LOC enter(PST)-PTCP.PSTII cat-ACC/GEN grab(PST)-1SG 
  「私は家に入ったネコを掴んだ」 
 
 

略号一覧 
1, 2, 3 1, 2, 3 person  HON honorific  (PRS) present stem 
ACC accusative  IZ izofat  PST past 
ADJLZ adjectivalizer  IMPF imperfective   (PST) past stem 
ADVLZ adverbializer  INF infinitive  PTCP participle 
CAUS causative  MOD modality marker  Q question 
CLF classifier  NEG negative  REL relative 
COMP comparative  LOC locative  RED reduplication 
COP copula  PL plural  SG singular 
DAT dative  PN proper noun  - morpheme boundary 
DIM diminutive  POSS possessive  = clitic boundary 
FUT future  PROP proprietive  + compound boundary 
GEN genitive  PRS present    
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要旨：本稿は特集補遺「受動表現」「アスペクト」「モダリティ」「ヴォイスとその周辺」「所有・存在表

現」「他動性」「連用修飾複文」「情報構造と名詞述語文」「情報構造の諸要素」「否定，形容詞と連体修飾
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Abstract: This report contributes to the special cross-linguistic study on ‘Passive expression’, ‘Aspect’, ‘Modality’, 
‘Voice and related expressions’, ‘Expressions of possession and existence’, ‘Transitivity’, ‘Complex sentences of 
adverbial modification’, ‘Information structure and nominal predicate sentences’, ‘Markers of information 
structure’ and ‘Negation, adjectives, and complex sentences of adnominal modification’ (Journal of the Institute of 
Language Research 14–23, 2009–2018, Tokyo University of Foreign Studies). 
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キーワード：ブルシャスキー語，言語類型論，言語間対照 
Keywords: Burushaski, linguistic typology, contrastive linguistics 
 
 
1. はじめに 

 ブルシャスキー語は，地勢的にカラコラム山脈やヒンドゥークシ山脈に属する，パキスタン北部ギル

ギット・バルティスタン州のフンザ谷，ナゲル谷，ヤスィン谷などで 10 万人以上のブルショ人を中心と

して話されている系統的孤立語である．音素は次のである：/a, e, i, o, u, p, ph [pʰ], b, t [t̪], th [t̪ʰ], d [d̪], ṭ [ʈ], ṭh 
[ʈʰ], ḍ [ɖ], k, kh [kʰ], g [ɡ], q, qh [qʰ], c [t͡ s], ch [t͡ sʰ], č [t͡ ɕ], čh [t͡ ɕʰ], j [d͡ʑ], c ̣[ʈ͡ ʂ], cḥ [ʈ͡ ʂʰ], j ̣[ɖ͡ʐ], s, z, š [ɕ], ṣ [ʂ], ɣ, h 
[ɦ], m, n, ŋ, r [ɾ], l, w, y [j], ỵ [ɰ̟]/．高いか高くないかの弁別的な二段階ピッチアクセントがあり，唯一母

音にアクセントが置かれる単短音節語以外では高アクセントの置かれた母音に鋭アクセント記号を付し

て V́ とした．基本語順は SOV，AN で，人称や TAM による分裂能格を持っている． 
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 調査はブルシャスキー語で行い，適宜ウルドゥー語と英語とを併用した．調査票には語研特集のウル

ドゥー語データ（萩田 2009, 2010, 2011，萬宮 2012, 2013, 2014, 2015, 2016, 2018, 2020）を主に用い，面談

調査でブルシャスキー語に訳してもらうかたちで引き出したものである．協力者は E氏（カリマバード

町出身，1976年生まれ），K氏（ハイデラバード村出身，1986年生まれ），A氏（カリマバード町出身，

1985年生まれ）の 3 名である．「受動表現」「アスペクト」「モダリティ」は主に E氏によって表現され

たものである．氏が急逝したため，「ヴォイスとその周辺」以降は K 氏によっている．更に判断の怪し

い文などに関して，追加の意見や判断を必要とした場合にA氏の助力を仰いだ．それぞれの文の和訳は，

できるだけ逐語訳的にして構造を読み取り易くした． 
 パキスタンの国語でもあるウルドゥー語からブルシャスキー語への近年の影響は大きく，しかもウル

ドゥー語のデータを基盤に調査をしたので，元の調査票にはなく，ウルドゥー語データの中で追加され

ている文についても，南アジア的な特性を考えるための対照データとして，関心のない方には雑音とな

ってしまうとも考えたが，できるだけ掲載することとした．そのため，そもそもの調査票よりも若干で

はあるが文例が多くなっている． 
 幾つかの言い換え候補が出て来た表現に関しては，候補が一単語同士であればスラッシュのみで区切

り，複数単語の候補も含む場合には対立する表現に誤解がないように，｛ ｝での囲いも付けて示すこと

とした．A B / C D なら「ABD」か「ACD」（B か C かの違い），A { B / C D } E なら「ABE」か「ACDE」

（B か CD かの違い），A B / C D / E なら「ABD」か「ABE」か「ACD」か「ACE」（B か C かの違いと，

D か E かの違いと）という意味である． 
 この研究は JSPS科研費の助成を受けている（課題番号：15H05380, 23H00631）． 
 
2.「受動表現」（語学研究所論集 第 14号） 

1-1 A は B に叩かれた． 
(1) a. bége alí ichárkanimi / idélimi 

bég-e alí i-chárkan-m-i  i-dél-m-i 
PN-ERG PN 3SG.HM:I-叩く-NPRS-3SG.HM  3SG.HM:I-打つ-NPRS-3SG.HM 

 

  ベーグがアリを叩いた． 
 b. alíe bégcum čhoṭ ṣími. 

alí-e bég-c-m čhóṭ ṣí-m-i 
PN-ERG PN-ADE-ABL OMTP:叩き 食べる:HX.SG.OBJ-NPRS-3SG.HM 

 

  アリはベーグから叩かれた．（lit. アリはベーグから殴打を食らった．） 
 
 ブルシャスキー語には形態統語的な受動がないので，(1a)のように行為者を主語，被動者（patient）を

目的語とした能動文で言うことになる．ichárkanimi や idélimi といった動詞の人称接頭辞は被動者に一致

し，人称接尾辞は主語に一致する．(1a)の場合は接頭辞がアリに，接尾辞がベーグに一致している． 
 この 1-1 の文意であれば，čhoṭ ṣí-「殴打を食う」という成句があるので，(1b)のように叩かれた者を主

語とする作文も可能である． 
 
1-2 A は B に足を踏まれた． 
(2) a. bége alíe iríiŋ(ulo) idélimi. 

bég-e alí-e i-riiŋ-ul-e i-dél-m-i 
PN-ERG PN-GEN 3SG.HM:I-手-LOC-GEN 3SG.HM:I-打つ-NPRS-3SG.HM 

 

  ベーグがアリの手を叩いた． 
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 b. alíe yuúṭis óosimi, bége yuúṭisaṭe. 

alí-e i-uṭís óos-m-i bég-e i-uṭís-aṭ-e 
PN-ERG 3SG.HM:I-足 置く-NPRS-3SG.HM PN-GEN 3SG.HM:I-足-INS-GEN 

 

  ベーグの足にアリが足を置いた． 
 
 状況的に想像が付かずにウルドゥー語から直訳したのか，「踏む」という表現が巧く出て来ず(2b)が出

て来たため，文意を「手を叩かれた」と変えて調査をした結果が(2a)である．(1a)と同様に能動文になっ

ている．処格//-ul-e//が付くか否かは，手を叩こうとして手を叩いたなら処格なし（絶対格），アリを叩こ

うとして，その結果叩いた場所が手であったなら処格あり：cf. (206)． 
 
1-3 A は B に財布を盗まれた． 
(3) bége alíe pars ɣaíki chúmi. 

bég-e alí-e párs ɣaíki chú-m-i 
PN-ERG PN-GEN 財布 窃盗 取り去る-NPRS-3SG.HM 

 

 ベーグがアリの財布を盗んだ． 
 
1-4 昨日の夜，私は赤ん坊に泣かれた．それでちっとも眠れなかった． 
(4) sabuúr jáa ií hérčume hurúṭimi. teílaṭe je 

sabuúr jáa i-i hér-č-m-e hurúṭ-m-i teíl-aṭ-e jé 
昨日 私:GEN 3SG.HM:I-息子 泣く-IPFV-ADJVLZ-GEN 座る-NPRS-3SG.HM そう-INS-GEN 私 

 

 gučháyas ayáamanam. 

gučhá-as a-a- ̈man-a-m 
寝る-INF NEG-1SG:III-なる-1SG-NPRS 

 

 昨日私の息子が泣き続けていた．そのため，私は寝られなかった． 
 
1-5 新しいビルが（A によって）建てられた． 
(5) thoṣ makáanan dumánilá. 

thóṣ makáan-an d-man+bilá-Ø 
新しい 家屋-INDF.SG TEL-なる+COP:3SG.Y-PRS 

 

 新しい家が建った． 
 
 もしくは「A が建てた」という他動表現をする． 
 
1-6 カナダではフランス語が話されている． 
(6) pakistáanulo urdúu ɣaríčáan. 

paakistáan-ul-e urdúu ɣar-č+báan-Ø 
PN-LOC-GEN ウルドゥー語 鳴る-IPFV+COP:3PL.H-PRS 

 

 パキスタンではウルドゥー語を話している． 
 
 多くの場合，非人称構文は三人称複数で作られる．但し，話者によって，あるいは事象内容によって

は，三人称単数で表現されることもある． 
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1-7 財布が（A に）盗まれた． 
(7) pars ɣaíki maními. 

párs ɣaíki man-m-i 
財布 窃盗 なる-NPRS-3SG.Y 

 

 財布が盗まれた． 
 
 ɣaíki chú-/@-ṫ-「盗む」に対して，ɣaíki man-「盗まれる，盗みに遭う」という複合自動詞がある．文と

しては能動文． 
 
1-8 壁に絵が掛けられている． 
(8) bálce phoṭó díchikinum / délum bilá. 

bal-c-e phoṭó d-i-chikín-m  d-i-l̇-m bilá-Ø 
壁-ADE-GEN 写真 TEL-3SG.X:I-懸ける-ADJVLZ  TEL-3SG.X:II-打つ-ADJVLZ COP:3SG.Y-PRS 

 

 壁に写真が懸けられて／付けられてある． 
 
 完了分詞が受動的な意味になる．歴史的接触の経緯を考えると，英語の過去分詞＋コピュラによる受

動構文からの影響とは考え難い．完了分詞ではなく，接続分詞を用いる方言もあるとのこと． 
 
1-9 A は B に／から愛されている． 
(9) alíe káa bége šul éčái. 

alí-e káaṭ bég-e šúl i-ṫ-č+bái-Ø 
PN-GEN 共に PN-ERG 愛 3SG.Y:II-する-IPFV+COP:3SG.HM-PRS 

 

 アリはベーグが愛している． 
 
1-10 A は B に／から「…」と言われた． 
(10) alíar sabuúr bége sénimike un šuáan apáa. 

alí-e sabuúr bég-e šén-m-i=ke ún šuá-an a-báa-Ø 
PN-DAT 昨日 PN-ERG 言う-NPRS-3SG.HM=CONJ 君 良い-INDF.SG NEG-COP:2SG-PRS 

 

 昨日アリにベーグは「お前は良くない」と言った． 
 
1-10-a  A さんは B さんに呼ばれて，今 B さんの部屋に行っています． 
1-10-b  B さんが A さんを呼んで，A さんは今 B さんの部屋に行っています． 
(11) bége qáu étáṭe, alí inée háale 

bég-e qáu i-ṫ+bái-aṭ-e alí iné-e ha-al-e 
PN-ERG 呼び声 3SG.Y:II-する+COP:3SG.HM-INS-GEN PN その:H-GEN 家-LOC-GEN 

 

 bái. 

bái-Ø 
COP:3SG.HM-PRS 

 

 ベーグが呼んで，アリはその者の家に居る． 
 
 自然な言いかたでは，1-10-a と 1-10-b との違いは出せない． 
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3.「アスペクト」（語学研究所論集 第 15号） 

2-1 ～さん（固有名詞）は／あの人は もう来た． 
(12) in muú díimi. 

ín muú díi-m-i 
あれ:H 今 来る:PFV.3SG.HM-NPRS-3SG.HM 

 

 彼はもう来た． 
 
2-2 ～さん（固有名詞）は／あの人は もう来ている． 
(13) in muú díibái. 

ín muú díi+bái-Ø 
あれ:H 今 来る:PFV.3SG.HM+COP:3SG.HM-PRS 

 

 彼はもう来た． 
 
2-3 ～さん（固有名詞）は／あの人は まだ来ていない． 
(14) in muú(to) qháa atíibái. 

ín muú(-to) qháaṣ a-díi+bái-Ø 
あれ:H 今(-丁度) まで NEG-来る:PFV.3SG.HM+COP:3SG.HM-PRS 

 

 彼は今も来ていない． 
 
2-4 ～さん（固有名詞）は／あの人は まだ来ない． 
(15) in darúm acụ́cạ́i. 

ín dar-m a-jụ́-č+bái-Ø 
あれ:H まだ-ADJVLZ NEG-来る-IPFV+COP:3SG.HM-PRS 

 

 彼はまだ来ない． 
 
2-5 ～さん（固有名詞）は／あの人は もう（すぐ）来る． 
(16) a. in muú díya. 

ín muú díi-Ø-i 
あれ:H 今 来る:PFV.3SG.HM-PRS-3SG.HM 

 

  彼は今来ようとしている． 
 b. in muú jụ́cạ́i. 

ín muú jụ́-č+bái-Ø 
あれ:H 今 来る-IPFV+COP:3SG.HM-PRS 

 

  彼は今来つつある． 
 c. in muú jụ́as bái. 

ín muú jụ́-as bái-Ø 
あれ:H 今 来る-INF COP:3SG.HM-PRS 

 

  彼は今来るところだ． 
 
 (16a)に見られる将然相は，時制に関わらず同形になる．ブルシャスキー語には進行相の表現がなく，

(16b)の現在形で現在進行の意味も表せる．(16c)の不定詞とコピュラによる表現は，ブルシャスキー語の

不定詞が未完了分詞のような働きを持っていることと呼応している． 
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2-6 あ！ ～さんが来た！ 
(17) léei1, ahmád (saaháp) díibái! 

léei ahmád saaháb díi+bái-Ø 
INTJ:HM.OBJ PN さん 来る:PFV.3SG.HM+COP:3SG.HM-PRS 

 

 おい，アフマド（さん）が来たぞ． 
 
2-7 昨日～さんが来たよ． 
(18) a. yar gunc ahmád díibám. 

yár gunc ahmád díi+bái-m 
前 日 PN 来る:PFV.3SG.HM+COP:3SG.HM-NPRS 

 

  一昨日アフマドが来ていた． 
 b. yar gunc ahmád díimi. 

yár gunc ahmád díi-m-i 
前 日 PN 来る:PFV.3SG.HM-NPRS-3SG.HM 

 

  一昨日アフマドが来た． 
 
 述べたい状況に合わせて過去完了形(18a)も単純過去形(18b)もあり得る． 
 
2-8 昨日～さんは来なかったよ． 
(19) yar gunc ahmád atíibám. 

yár gunc ahmád a-díi+bái-m 
前 日 PN NEG-来る:PFV.3SG.HM+COP:3SG.HM-NPRS 

 

 一昨日アフマドは来ていなかった． 
 
2-9 （私は）あのリンゴをもう食べた． 
(20) jáa isé báalt ṣíam / ṣíabáa. 

jáa isé báalt ṣí-a-m  ṣí-a+báa-Ø 
私:ERG あの:X 林檎 食べる:SG.HX.OBJ-1SG-NPRS  食べる:SG.HX.OBJ-1SG+COP:1SG-PRS 

 

 私はあの林檎を食べた． 
 
2-10 私はあのリンゴをまだ食べていない．／私はあのリンゴをまだ食べない． 
(21) muú qháa isé báalt jáa eéṣiabáa. 

muú qháaṣ isé báalt jáa a-ṣí-a+báa-Ø 
今 まで あの:X 林檎 私:ERG NEG-食べる:SG.HX.OBJ-1SG+COP:1SG-PRS 

 

 今まであの林檎を私は食べていない． 
 
2-11 あの人は今（ちょうど）そのリンゴを食べています／食べているところです． 

                                                        
1 間投詞 léei は男性相手の呼び掛け．相手が女性であったら séei にする． 
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(22) íne muú isé báalt ṣícụme bái. 

ín-e muú isé báalt ṣí-č-m-e bái-Ø 
あれ:H-ERG 今 あの:X 林檎 食べる:HX.SG.OBJ-IPFV-ADJVLZ-GEN COP:3SG.HM-PRS 

 

 彼は今，あの林檎を食べている． 
 
 未完了分詞属格形は「～しつつ，～しながら」という付帯動作を表す．この(22)では，本動詞のコピ

ュラと合わせて，擬似的に進行表現を表せている． 
 
2-12 窓が開いている／窓が開いていた． 
(23) khiṭkí dóonum bilá / bilúm. 

khiṭkí d-gón-m bilá-Ø  bilá-m 
窓 TEL-開く-ADJVLZ COP:3SG.Y-PRS  COP:3SG.Y-NPRS 

 

 窓が開かれてある／あった． 
 
2-13 私は毎朝新聞を読む／読んでいる． 
(24) jáa har chórdimo eqhbáar ɣatáyabáa. 

jáa hár chórdi-mo aqhbáar ɣatán-č-a+báa-Ø 
私:ERG 各の 朝-GEN.Z 新聞 読む-IPFV-1SG+COP:1SG-PRS 

 

 私は毎朝新聞を読む． 
 
2-14 あなたは（あなたの）お母さんに似ている． 
(25) un bilkúl gúimo gúmi juán ɣaíčáa. 

ún bilkúl gu-í-mo gu-mí juán ɣan-č+báa-Ø 
君 全く 2SG:I-自身-GEN.Z 2SG:I-母 ような 見える-IPFV+COP:2SG-PRS 

 

 あなたはすっかりあなたのお母さんのように見える． 
 
2-15 私はその頃毎日学校に通っていた． 
(26) je ité zamaanáulo har gunc skúular níčabáyam. 

jé ité zamaaná-ul-e hár gunc skúul-ar ní-č-a+báa-a-m 
私 あの:Y 時代-LOC-GEN 各の 日 学校-DAT 行く-IPFV-1SG+COP:1SG-1SG-NPRS 

 

 私はその頃，毎日学校へ行っていた． 
 
2-16 私は東京に行ったことがある． 
(27) je karačíar níyabáa. 

jé karačí-ar ní-a+báa-Ø 
私 PN-DAT 行く-1SG+COP:1SG-PRS 

 

 私はカラチへ行ったことがある． 
 
 経験の意味合いは，完了アスペクトで表現される．(27)は現在完了形． 
 
2-17 やっとバスは走り出した／走り始めた． 



Hunza Burushaski: ‘Passive Expression’, ‘Aspect’ , ‘Modality’, ‘Voice and related expressions’, etc., Noboru Yoshioka 

 8 / 82 

(28) muú bas guchárčar duúnimi. 

muú bás guchár-č-ar d-gún-m-i 
今 バス 動く-IPFV-DAT TEL-包む-NPRS-3SG.X 

 

 今，バスが動き出した． 
 
 未完了語幹//V-č//に与格標識//-ar//を付けた形式は普段は「～するために」という行為の目的を表す（＝

(76)）が，助動詞 duún-（本来の意味は「包む，纏める」）と併用することで「～し始める」という始動

の意味を表すようになる． 
 
2-18 昨日彼女はずっと寝ていた． 
(29) sabuúr in nukúčhan bom. 

sabuúr ín n-gučhá-n bó-m 
昨日 あれ:H CP-寝る-CP COP:3SG.HF-NPRS 

 

 昨日，彼女は寝ていた． 
 
 南アジア言語学でいわゆる「接続分詞（conjunctive participle）」と呼ばれる語形は，通言語的に言えば

事象連鎖の先行する出来事を表す副動詞（「A して B して C する」に見られる「テ形」）に相当する．ブ

ルシャスキー語の接続分詞は，基本的には同一主語の先立つ動作を表すのに用いられる2．(29)に見られ

るこの，接続分詞＋コピュラ3で状態の継続を表現するのは，ちょうど日本語でテ形＋「居る」で継続性

を表現するのによく似ている． 
 
2-19 私はそれをちょっと食べてみた． 
(30) a. jáa ité ček ne barénam. 

jáa ité čék n-i-ṫ barén-a-m 
私:ERG あの:Y 確認 CP-3SG.Y:II-する 見る-1SG-NPRS 

 

  私はあの物をチェックしてみた． 
 b. jáa itée mazá barénam. 

jáa ité-e mazá barén-a-m 
私:ERG あの:Y-GEN 味 見る-1SG-NPRS 

 

  私はあの物の味を見た． 
 
 (30a)のように接続分詞＋barén-「見る」で，「～してみる」という試行の表現が作られる．(30b)のほう

はその句表現ではなく，単に「味見をした」というニュアンス． 
 
2-20 あの人はそれ（ら）をみんなに分け与えた． 
(31) íne { uyóon sísar / uyóonar } icé traŋ 

ín-e  u-yoon sís-ar  u-yoon-ar  icé tráŋ 
あれ:H-ERG  3PL.H:I-全ての 人-DAT  3PL.H:I-全ての-DAT  あれらの:X 半分の 

 

                                                        
2 「風が吹いて，寒くなった」のような気象の表現などでは，主語が変わっても接続分詞が用いられ得

る． 
3 (11)に見られたように，ブルシャスキー語のコピュラは，日本語の「居る」のような存在表現をも賄う． 
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 ótimi. 

u-ṫ-m-i 
3PL.X:II-する-NPRS-3SG.HM 

 

 彼は全員にあれらの物を分けた． 
 
2-21 さあ，（私たちは）行くよ！ 
(32) gon, mi níčan / níčabáan. 

gón mí ní-č-an-m  ní-č-an+báan-Ø 
INTJ 私達 行く-IPFV-1PL-NPRS  行く-IPFV-1PL+COP:1PL-PRS 

 

 さあ，私たちは行くぞ． 
 
 単に，未来形か現在形での表現． 
 
2-22 地球は太陽の周りを回っている． 
(33) birdí sáa iḍigáari čhiír maíbí. 

birdí sá-e i-ḍigáari čhír man-č+bí-Ø 
大地 太陽-GEN 3SG.X:I-周り OMTP:回転 なる-IPFV+COP:3SG.X-PRS 

 

 地球は太陽の周りを回っている． 
 
2-23 あの木は今にも倒れそうだ． 
(34) ité tom muú qha baláas bilá. 

ité tom muú qháṭ bal-as bilá-Ø 
あの:Y 木 今 下 落ちる-INF COP:3SG.Y-PRS 

 

 あの木は今にも倒れんばかりだ． 
 
2-24 （私は）あやうく転ぶところだった． 
(35) je qha awálascum dáwasam. 

jé qháṭ a-bal-as-c-m d-a-bás-a-m 
私 下 1SG:I-落ちる-INF-ADE-ABL TEL-1SG:I-残す-1SG-NPRS 

 

 私は倒れずに留まった． 
 
 不定詞奪格＋d-@-́was-「残る」で，「～せずに済んだ，～し掛けた」という意味が表現されている． 
 猶，(34)では bal-「落ちる，倒れる」だったのが，(35)では人称接頭辞の付いた@-wál-「落ちる，倒れ

る」という語幹になっているのは，意志性の持てる主語の場合に，前者を用いると意図性が追加され，

後者を用いれば意図性がないことが表現されるためである．(35)の文では，転ぼうとして転び掛けたの

ではなく，うっかり転び掛けたのだという読みが表現されている． 
 
2-25 明日客が来るので，パンを買っておく． 
(36) jímale oóšin jụ́as bái, teílaṭe je ṣapík níya 

jímale oóš(in) jụ́-as bái-Ø teíl-aṭ-e jé ṣapík n-i-ya 
明日 客 来る-INF COP:3SG.HM-PRS そう-INS-GEN 私 食べ物 CP-3SG.X:I-得る 
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 phaṭ éčam. 

pháṭ i-ṫ-č-a-m 
OMTP:放棄 3SG.X:II-する-IPFV-1SG-NPRS 

 

 明日，お客さんたちが来ようとしている，そのため私は食べ物を入手して置いておこう． 
 
2-26 （私は）東京に行ったとき，この袋を買った． 
(37) béšal je bazáarar níyabáyamke ité khéenulo jáa 

béšal jé bazáar-ar ní-a+báa-a-m=ke ité khéen-ul-e jáa 
いつ 私 商店街-DAT 行く-1SG+COP:1SG-1SG-NPRS=CONJ あの:Y 時節-LOC-GEN 私:ERG 

 

 gusé buṭún yánam. 

gusé buṭún i-gán-a-m 
この:X 袋 3SG.X:I-取る-1SG-NPRS 

 

 バザールへ行ったあの時に，私はこの袋を入手した． 
 
2-27 （私は）東京に行く時／行く前に，この袋を買った． 
(38) bazáarar { nías wáqtulo / níasulo } jáa gusé 

bazáar-ar  ní-as wáqt-ul-e  ní-as-ul-e  jáa gusé 
商店街-DAT  行く-INF 時間-LOC-GEN  行く-INF-LOC-GEN  私:ERG この:X 

 

 buṭún ɣáṣar yánam. 

buṭún ɣáṣ-ar i-gán-a-m 
袋 購買-DAT 3SG.X:I-取る-1SG-NPRS 

 

 バザールへ行く時に私はこの袋を購入した． 
 
 この場合，袋を買ったのは行く途中である． 
 
2-28 （私は）彼が市場でこの袋を買ったのを知っていた． 
(39) jáar leél bilúmke íne gusé buṭún ɣáṣar 

jáa-ar leél bilá-m=ke ín-e gusé buṭún ɣáṣ-ar 
私:GEN-DAT 知っている COP:3SG.Y-NPRS=CONJ あれ:H-ERG この:X 袋 購買-DAT 

 

 yánám. 

i-gán+bái-m 
3SG.X:I-取る+COP:3SG.HM-NPRS 

 

 私はあの人がこの袋を買ったことを知っていた． 
 

4.「モダリティ」（語学研究所論集 第 16号） 

3-1 （その仕事が終わったら）もう帰ってもいいですよ． 
(40) béšal guté duró phaṣ manímike ho un phar numá 

béšal guté duró pháṣ man-m-i=ke hó ún phár n-man 
いつ この:Y 仕事 終わった なる-NPRS-3SG.Y=CONJ その後 君 OMTP:転回 CP-なる 

 

 niṣ góomaibáa. 

ní-ṣ gu- ̈man-č+báa-Ø 
行く-SBJV 2SG:III-なる-IPFV+COP:2SG-PRS 
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 この仕事が終わったら，あなたは戻って行ける． 
 
3-2 （腐っているから，あなたは）それを食べてはいけない／それを食べるな． 
(41) béseke gusé déṣqurum bi, teílaṭe { un 

bés-e=ke gusé d-i- ̇ṣqur-m bí-Ø teíl-aṭ-e  ún 
何-GEN=CONJ この:X TEL-3SG.X:II-酸敗する-ADJVLZ COP:3SG.X-PRS そう-INS-GEN  君 

 

 eéṣi / ma eéṣiin }. 

a-ṣí-i  má a-ṣí-in  
NEG-食べる:HX.SG.OBJ-IMP.SG  君達 NEG-食べる:HX.SG.OBJ-IMP.PL  

 

 なぜならこれが腐っているので，｛君は食べるな／あなたは食べないで下さい｝． 
 
 複数形を用いることで敬意を表することができる． 
 
3-3 （遅くなったので）私たちはもう帰らなければならない 
(42) a. béseke mikháranáan, teílaṭe mi waapás nías 

bés-e=ke mi-kharán+báan-Ø teíl-aṭ-e mí waapás ní-as 
何-GEN=CONJ 1PL:I-遅れる+COP:1PL-PRS そう-INS-GEN 私達 戻って 行く-INF 

 

  maními. 

man-m-i 
なる-NPRS-3SG.Y 

 

  なぜなら私たちは遅くなったので，帰って行くべきになった． 
 b. béseke kharánilá, teílaṭe mi phar manáas 

bés-e=ke kharán+bilá-Ø teíl-aṭ-e mí phár man-as 
何-GEN=CONJ 遅れる+COP:3SG.Y-PRS そう-INS-GEN 私達 OMTP:転回 なる-INF 

 

  bilá. 

bilá-Ø 
COP:3SG.Y-PRS 

 

  なぜなら私たちは遅くなったので，戻るべきである． 
 
 不定詞＋コピュラという構造ではあるが，(16c)と違い，(42a, b)はコピュラが行為の主体である mi「私

たち」と一致せず，三人称単数抽象物クラスと一致している．この場合のコピュラは不定詞と一致して

いると考えられ，「私たちが帰って行くこと／戻ること」という主語も含んだ不定詞動詞句と述語コピュ

ラとの組み合わせである．一方で，(264), (265)にもある，義務表現「N は V すべきである／Vせねばな

らない」としての主体 N の与格形＋不定詞＋コピュラ三人称単数抽象物クラス形（現在形なら bilá）構

造があり，(42)の 2 文は与格形の主体が出ず，代わりに動詞句内で自動詞主語としての絶対格形が出て

いるが，こちらの構文であると看做せる． 
 
3-4 雨が降るそうだから傘を持って出かけたほうがいいよ． 
(43) diméyaláanke harált diáarcas bilá, teílaṭe 

d-mi- ̇yal+báan-Ø=ke harált d-gáarc-as bilá-Ø teíl-aṭ-e 
TEL-1PL:II-聞こえる+COP:1PL-PRS=CONJ 雨 TEL-走る-INF COP:3SG.Y-PRS そう-INS-GEN 

 



Hunza Burushaski: ‘Passive Expression’, ‘Aspect’ , ‘Modality’, ‘Voice and related expressions’, etc., Noboru Yoshioka 

 12 / 82 

 čataríi nuká(n) níčan. 

čataríi n-gán ní-č-an-m 
傘 CP-取る 行く-IPFV-1PL-NPRS 

 

 雨が降りそうだと聞いたので，私たちは傘を持って行こう． 
 
3-5 歳をとったら，子供の言うことを聞くべきだ／聞くものだ． 
(44) béšal hir mapéer imánimike ho íimo éi 

béšal hir mapéer i-man-m-i=ke hó i-í-mo i-i̇ 
いつ 男 老いた 3SG.HM:I-なる-NPRS-3SG.HM=CONJ その後 3SG.HM:I-自身-GEN.Z 3SG.HM:II-娘 

 

 yúa čaɣabár déyaljái. 

i-i-úa čáɣa+bar d-i-ẏal-č+bái-Ø 
3SG.HM:I-息子-PL 話+語 TEL-3SG.HM:II-聞こえる-IPFV+COP:3SG.HM-PRS 

 

 人は老いた時には子供たちの話を聞く． 
 
 義務表現ではなく単なる現在形になっている． 
 
3-6 お腹が空いたので，（私は）何か食べたい． 
(45) je čhámine amánabáa, teílaṭe jáa bésan 

jé čhámine a-man-a+báa-Ø teíl-aṭ-e jáa bés-an 
私 飢えた 1SG:I-なる-1SG+COP:1SG-PRS そう-INS-GEN 私:ERG 何-INDF.SG 

 

 ṣíase rái éčabáa. 

ṣí-as-e rái i-ṫ-č-a+báa-Ø 
食べる:HX.SG.OBJ-INF-GEN 願望 3SG.Y:II-する-IPFV-1SG+COP:1SG-PRS 

 

 私は空腹になったので，何かを食べたい． 
 
3-7 私が持ちましょう． 
(46) je { dáal éčam / déstaljabáa / 

jé  dáal i-ṫ-č-a-m  d-i- ̇s-tal-č-a+báa-Ø  
私  上 3SG.X:II-する-IPFV-1SG-NPRS  TEL-3SG.X:II-起きる-1SG+COP:1SG-PRS  

 

 déičabáa }. 

d-i-ė-č-a+báa-Ø  
TEL-3SG.X:II-立つ-1SG+COP:1SG-PRS  

 

 私が｛持ち上げよう／起こそう／立たせよう｝． 
 
 単純に，未来形で表現することで意思を示せる． 
 
3-8 じゃあ，一緒に昼ご飯を食べましょう． 
(47) šuá, duɣúimo ṣapík káa ṣícạn. 

šuá duɣúi-mo ṣapík káaṭ ṣí-č-an-m 
良い 昼-GEN.Z 食べ物 共に 食べる:HX.SG.OBJ-IPFV-1PL-NPRS 

 

 良し，昼食を一緒に食べよう． 
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3-9 一緒に昼ご飯を食べませんか？ 
(48) duɣúimo ṣapík káa ṣícạna? 

duɣúi-mo ṣapík káaṭ ṣí-č-an-m=a 
昼-GEN.Z 食べ物 共に 食べる:HX.SG.OBJ-IPFV-1PL-NPRS=Q 

 

 昼食を一緒に食べようか？ 
 
3-10 明日，良い天気になるといいなあ．／明日は良い天気になってほしいなあ． 
(49) jáar dak biláke jímale moosám šuá maími. 

jáa-ar dák bilá-Ø=ke jímale moosám šuá man-č-m-i 
私:OBL-DAT 期待 COP:3SG.Y-PRS=CONJ 明日 天候 良い なる-IPFV-NPRS-3SG.Y 

 

 明日天気が良くなるのを私は期待している． 
 
3-11 （私はここで待っているから）すぐにそれを持って来なさい． 
(50) je khóle hurúšam, un choór isé díco. 

jé khól-e hurúṭ-č-a-m ún chór isé d-i-sú-i 
私 ここ-GEN 座る-IPFV-1SG-NPRS 君 OMTP:早い あの:X TEL-3SG.X:I-運ぶ-IMP.SG 

 

 ここに座っているので，早くあの物を運んで来い． 
 
3-12 そのペンをちょっと貸していただけませんか？ 
(51) gusé qalám jáar badáane joóčuma? 

gusé qalám jáa-ar badá-an-e ja-u-č-m-a=a 
この:X ペン 私:OBL-DAT 歩み-INDF.SG-GEN 1SG:I-与える:X.OBJ-IPFV-NPRS-2SG=Q 

 

 このペンを私に一歩で（＝即座に）くれないか？ 
 
3-13 あの人は中国語が読めます．／あの人は中国語を読むことができます． 
(52) a. iné síse čiiníi báaṣ ɣatánas éemaibái. 

iné sís-e čiiní báaṣ ɣatán-as i- ̈man-č+bái-Ø 
あの:H 人-ERG 中国の 言語 読む-INF 3SG.HM:III-なる-IPFV+COP:3SG.HM-PRS 

 

  あの人は中国語を読める． 
 b. iné sísar čiiníi báaṣ ɣatánas jụ́cịlá. 

iné sís-ar čiiní báaṣ ɣatán-as jụ́-č+bilá-Ø 
あの:H 人-DAT 中国の 言語 読む-INF 来る-IPFV+COP:3SG.Y-PRS 

 

  あの人には中国語を読むことが来ている（＝中国語が読める）． 
 
 (52b)や(111)にもある「言語が来る」で言語の運用能力があるとする表現は，日常的に広く用いられて

いるが，恐らくウルドゥー語からの翻訳借用である．言語能力以外には普通は用いない．(52a)は助動詞

@-m̈an-「できる」を用いた一般的な可能表現で，併用される動詞は不定詞//V-as//か，接続法不定詞//V-ṣ//
になる．後者のほうがやや「格式高い」言いかただと考える人も間々ある． 
 
3-14 明かりが暗くて，ここに何が書いてあるのか，読めない 
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(53) { sáŋkuṣ kam manáase wájaṭe / ḍuṭáaŋ manáasaṭe } je 

 sáŋ-kuṣ kám man-as-e wája-aṭ-e  ḍuṭáŋ man-as-aṭ-e  jé 
 明るい-NMLZ 少ない なる-INF-GEN 理由-INS-GEN  OMTP:暗い なる-INF-INS-GEN  私 

 

 { ɣaṭánas ayáamayabáake / 

 ɣaṭán-as a-a- ̈man-č-a+báa-Ø=ke  
 読む-INF NEG-1SG:III-なる-IPFV-1SG+COP:1SG-PRS=CONJ  

 

 eíšabáake } khóle bésan girmínum biláke. 

a-ic-č-a+báa-Ø=ke  khól-e bés-an girmín-m bilá-Ø=ke 
NEG-見る-IPFV-1SG+COP:1SG-PRS=CONJ  ここ-GEN 何-INDF.SG 書く-ADJVLZ COP:3SG.Y-PRS=CONJ 

 

 ｛明るさが少ないために／暗いので｝，ここに何が書かれているのか，私には｛読めない／見えない｝． 
 
3-15 （朝早く出発したから）彼らはもう着いているはずだ／もう着いたに違いない． 
(54) u chórdimo chor jạṣ manúwám, teílaṭe u 

ú chórdi-mo chór jạ́ṣ man+báan-m teíl-aṭ-e ú 
あれら:H 朝-GEN.Z OMTP:早い 発った なる+COP:3PL.H-NPRS そう-INS-GEN あれら:H 

 

 akhúrum dóṣqalčuman. 

akhúr-m d-u- ̇ṣqalt-č-m-an 
これ程-ADJVLZ TEL-3PL.H:II-到る-IPFV-NPRS-3PL.H 

 

 彼らは朝早くに発ったので，今頃は着いていよう． 
 
3-16 （あの人は）明日はたぶん来ないだろう． 
(55) a. iné sis khuúlto šaayád acụ́cịi. 

iné sís khuúlto šaayád a-jụ́-č-(m)-i 
あれ:H 人 今日 多分 NEG-来る-IPFV-(NPRS)-3SG.HM 

 

  あの人は今日はたぶん来ない． 
 b. dak biláke iné sis khuúlto acụ́cịi. 

dák bilá-Ø=ke iné sís khuúlto a-jụ́-č-(m)-i 
期待 COP:3SG.Y-PRS=CONJ あれ:H 人 今日 NEG-来る-IPFV-(NPRS)-3SG.HM 

 

  あの人は今日は来ないと思う． 
 
3-17 彼らはまだ来ないなんて，きっと途中で車が壊れたんじゃないか． 
(56) gánulo gaarí qharáab imánum maími, teílaṭe 

gan-ul-e gaarí qharáab i-man-m man-č-m-i teíl-aṭ-e 
道-LOC-GEN 車 悪い 3SG.X:I-なる-ADJVLZ なる-IPFV-NPRS-3SG.X そう-INS-GEN 

 

 ué muú qháa atóṣqaltáan / 

ué muú qháaṣ a-d-u- ̇ṣqalt+báan-Ø  
あれらの:H 今 まで NEG-TEL-3PL.H:II-到る+COP:3PL.H-PRS  

 

 atúuwáan. 

a-dúu+báan-Ø 
NEG-来る:PFV.3PL.H+COP:3PL.H-PRS 

 

 途上で車が壊れてしまったのだろう，そのため彼らはまだ着いていない／来ていない． 
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3-18 （昼間だからあの人は家に）さあ，いるかもしれないし，いないかもしれない． 
(57) (béseke duɣúimo khéen bilá, teílaṭe) u háale 

bés-e=ke duɣúi-mo khéen bilá-Ø teíl-aṭ-e ú há-al-e 
何-GEN=CONJ 昼-GEN.Z 時期 COP:3SG.Y-PRS そう-INS-GEN あれら:H 家-LOC-GEN 

 

 umáiman yáa oómaiman. 

u-man-č-m-an yáa a-u-man-č-m-an 
3PL.H:I-なる-IPFV-NPRS-3PL.H または NEG-3PL.H:I-なる-IPFV-NPRS-3PL.H 

 

 （なぜなら昼間なので）彼らは家に居るか，居ないかだろう． 
 
3-19 （額に触ってみて）どうもあなたは熱があるようだ． 
(58) (gupháṭice cap étabáṭe) gucí buqháar / 

gu-phaṭi-c-e cáp i-ṫ-a+báa-aṭ-e gu-ci buqháar  
2SG:I-額-ADE-GEN OMTP:接触 3SG.Y:II-する-1SG+COP:1SG-INS-GEN 2SG:I-背後 熱  

 

 šušú bilá. 

šušú bilá-Ø 
寒気 COP:3SG.Y-PRS 

 

 （君の額に触れてみたら）君には熱／悪寒がある． 
 
3-20 （天気予報によれば）明日は雨が降るそうだ． 
(59) (moosámar barénáṭe) jímale harált diáarši. 

moosám-ar barén+báa-aṭ-e jímale harált d-gáarc-č-(m)-i 
天候-DAT 見る+COP:1SG-INS-GEN 明日 雨 TEL-走る-IPFV-(NPRS)-3SG.Y 

 

 （天気を見てみたところ）明日は雨が降る． 
 
3-21 もしお金があったら，あの車を買うんだけれどなあ． 
(60) (ágar) jáar / jáale rupiyá bímke isé gaarí 

ágar jáa-ar  jáa-al-e rupiyá bí-m=ke isé gaarí 
もし 私:OBL-DAT  私:OBL-LOC-GEN お金 COP:3SG.X-NPRS=CONJ その:X 車 

 

 yáyamce. 

i-gán-č-a-m-ce 
3SG.X:I-取る-IPFV-1SG-NPRS-CF 

 

 （もしも）私にお金があったら，あの車を得るのだが． 
 
 例文(60)は反実仮想文なので，主節の述語 yáyamce「私がそれを獲得する」は専用の接尾辞//-ce//を用

いた条件形になっている．これは主節と従属節のどちらかの述語に付けば良い．但し，コピュラに//-ce//
が付いた形式は，必ずしも反事実のニュアンスが出ない場合もある．動詞に付いた場合には必ず反事実

である．反実仮想の言説であっても，//-ce//条件形の使用は任意である．次の(61)の表現候補には，//-ce//
不使用の文もある． 
 
3-22 もしあなたが教えてくれていなかったら，私はそこにたどり着けなかったでしょう． 
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(61
) 

ágar úne jáar ayásámke je teílar / élar 

ágar ún-e jáa-ar a-a- ̇s+báa-m=ke jé teíl-ar  él-ar 
もし 君-ERG 私:OBL-DAT NEG-1SG:II-伝える+COP:2SG-NPRS=CONJ 私 そう-DAT  そこ-DAT 

 

 atáṣqalčamce / atáṣqalčabáyam. 

a-d-a-ṩqalt-č-a-m-ce  a-d-a-ṩqalt-č-a+báa-a-m 
NEG-TEL-1SG:II-到る-IPFV-1SG-NPRS-CF  NEG-TEL-1SG:II-到る-IPFV-1SG+COP:1SG-1SG-NPRS 

 

 もしも君が私に伝えていなかったら，私はそこに着けなかった． 
 
 文末の述語は，前者が（反実仮想）条件形，後者は未完了過去形であり，どちらを用いても良い． 
 
3-23 （あの人は）街へ行きたがっている． 
(62) iné síse / sis šáarar níase rái éčái. 

iné sís-e  sís šáar-ar ní-as-e rái i-ṫ-č+bái-Ø 
あの:H 人-ERG  人 街-DAT 行く-INF-GEN 願望 3SG.Y:II-する-IPFV+COP:3SG.HM-PRS 

 

 あの人は街に行きたがっている． 
 
 rái é-t-「欲する」という本動詞が他動詞なので主語が能格を取るのが一般的だが，願望の中身の動作

が ní-「行く」という自動詞で表現されるものであるため，主語が絶対格になるのも許容される．能格主

語の場合は「あの人は［（あの人が）街に行き］たがっている」，絶対格主語の場合は「（あの人は）［あ

の人が街に行き］たがっている」のように，従属節の内外どちらの主語が残っているのかの違いではな

いだろうか．意味的には変わらない． 
 
3-24 僕にもそれを少し飲ませろ． 
(63) jéke ité mináas a! 

jé=ke ité min-as a-ṫ-i 
私=CONJ その:Y 飲む-INF 1SG:II-する-IMP.SG 

 

 私にもその物を飲ませろ． 
 
 @-ṫ-「～をする」は使役の用法も持っていて，「～に（～を）させる」という意味になる．人称接頭辞

は下線部の項に一致し，その場合は意味役割に関わらずその一致を果たす項が絶対格になる．従って(63)
は，ité mináas á-t-「私にそれを飲ませる」の命令文であり，je「私」も絶対格になっている．使役内容

の動作を表す部分，ここでは mináas「飲むこと」は不定詞の絶対格であるが，動詞上での一致を果たし

ていない．動作は必ず抽象名詞になるので，敢えて一致で目的語であるということを標示しなくても，

誤解が生じないのであろう．被使役者は通常はヒト名詞か具象名詞（動物など）になるので，名詞句階

層的な側面から，動詞上の被動者一致で示す必要性はこちらのほうが高い． 
 
3-25 これはあの人に持って行かせろ／持って行かせよう． 
(64) ínar / inéer ésoke isé chuṣ! 

ín-ar  iné-ar i- ̇s-i=ke isé chú-ṣ 
それ:H-DAT  その:H-DAT 3SG.HM:II-伝える-IMP.SG=CONJ その:X 運び去る-SBJV 

 

 彼に／あの者にその物を持って行けと伝えろ． 
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 動詞によっては使役語幹も使えるが，この分析的な表現「～するように伝えろ」で間接使役などは生

産的に言い表せる．接続法表現は希求や第三者命令などに用いられる． 
 
3-26 そのテーブルの上のお菓子は後で食べなさい． 
(65) icé miṭhaaí ámic isé méezaṭe biénke múšaṭe 

icé miṭhaaí ámic isé méez-aṭ-e bién-Ø=ke múš-aṭ-e 
それらの:X 菓子 どの:X.PL その:X 机-INS-GEN COP:3PL.X-PRS=CONJ 瞬間-INS-GEN 

 

 ṣu! 

ṣú-i 
食べる:HX.PL.OBJ-IMP.SG 

 

 その机にあるそれらのお菓子は，すぐ（＝後で）食べろ． 
 
3-27 もっと早く来ればよかった． 
(66) kámanke choór dukóowámke. 

kám-an=ke chór dukóo+báa-m=ke 
少ない-INDF.SG=CONJ OMTP:早い 来る:PFV.2SG+COP:2SG-NPRS=CONJ 

 

 君がもう少し早く来ていたら． 
 
 接続詞=ke で終わる，言い差し文． 
 
3-28 あなたも一緒に行ったら（どうですか）？ 
(67) a. máke káa níin / níčáana / níčumana? 

má=ke káaṭ ní-in  ní-č+báan-Ø=a / ní-č-m-an=a 
君達=CONJ 共に 行く-IMP.PL  行く-IPFV+COP:2PL-PRS=Q  行く-IPFV-NPRS-2PL=Q 

 

  あなたも一緒に行って下さい／行きますか／行きましょうか． 
 b. únke káa ni / níčáa / níčuma? 

ún=ke káaṭ ní-i  ní-č+báa-Ø=a / ní-č-m-a=a 
君=CONJ 共に 行く-IMP.SG  行く-IPFV+COP:2SG-PRS=Q  行く-IPFV-NPRS-2SG=Q 

 

  君も一緒に行け／行くか／行こうか． 
 
3-29 オレがそんなこと知るか！ 
(68) guté čáɣa je be héyam. 

guté čáɣa jé bél hén-č-a-m 
この:Y 話 私 どう 知る-IPFV-1SG-NPRS 

 

 どうやって私がこの話を知れよう． 
 
 疑問詞に，通常よりも強く高く発音するプロミネンスが置かれて表現される反語表現． 
 
3-30 これを作った（料理した）のは，お母さんだよね？／いいえ，私が作ったのよ． 
(69) - gusé ṣapík máma { décirbóa bée / 

gusé ṣapík máma-e  d-i- ̇s-ri+bó-Ø=a bée  
この:X 食べ物 母さん-ERG  TEL-3SG.X:II-CAUS-熟れる+COP:3SG.HF-PRS=Q NEG  
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  décirubó náa }? 

d-i- ̇s-ir+bó-Ø náa  
TEL-3SG.X:II-CAUS-熟れる+COP:3SG.HF-PRS TAG.Q  

 

  このご飯はお母さんが料理したんじゃないの／料理したんでしょ？ 
 - bée ya jáa décirabáa. 

bée yá jáa d-i- ̇s-ri-a+báa-Ø 
NEG INTJ 私:ERG TEL-3SG.X:II-CAUS-熟れる-1SG+COP:1SG-PRS 

 

  いいえ，私が料理した． 
 
5.「ヴォイス」（語学研究所論集 第 17号） 

4-1-a （風などで）ドアが開いた． 
(70) a. hiŋ phaṭáŋ maními. 

hiŋ phaṭáŋ man-m-i 
扉 開いた なる-NPRS-3SG.Y 

 

  扉が開いた． 
 b. hiŋ doónimi. 

hiŋ d-gón-m-i 
扉 TEL-開ける-NPRS-3SG.Y 

 

  扉が開いた． 
 
 (70a)にある phaṭáŋ man-「開く（lit. 開いた状態になる）」は(71a)に見られる phaṭáŋ é-t-「開ける（lit. そ
れを開いた状態にする）」と自他対応する複合動詞．一方で(70b)の doón-はブルシャスキー語では恐らく

唯一であろう自他同形の動詞なので，(71b)でもそのままの語幹で登場している． 
 
4-1-b （彼が）ドアを開けた． 
(71) a. inée hiŋ phaṭáŋ étími. 

iné-e hiŋ phaṭáŋ i-ṫ-m-i 
あの:H-ERG 扉 開いた 3SG.Y:II-する-NPRS-3SG.Y 

 

  あの者が扉を開けた． 
 b. inée hiŋ doóními. 

iné-e hiŋ d-gón-m-i 
あの:H-ERG 扉 TEL-開ける-NPRS-3SG.Y 

 

  あの者が扉を開けた． 
 
4-1-c （入り口の）ドアが開けられた． 
(72) hiŋ dóonuman. 

hiŋ d-gón-m-an 
扉 TEL-開ける-NPRS-3PL.H 

 

 扉が開けられた．（彼らが扉を開けた） 
 
 三人称複数による非人称構文（＝(6)）． 
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4-1-d ドアが壊れた． 
(73) hiŋ gálimi. 

hiŋ gál-m-i 
扉 壊れる-NPRS-3SG.Y 

 

 扉が壊れた． 
 
4-2 私は（自分の）弟を立たせた． 
(74) jáa joṭ ácọ / oólus4 { dal déiam / 

jáa jóṭ a-ċọ  a-ulús  dál d-i-ė-a-m  
私:ERG 小さい 1SG:II-同性兄弟  1SG:I-兄弟  上 TEL-3SG.HM:II-起きる-1SG-NPRS  

 

 halt étam }. 

hált i-ṫ-a-m  
立った 3SG.HM:II-する-1SG-NPRS  

 

 私は弟を立たせた． 
 
4-3 私は（自分の）弟に歌を歌わせた． 
(75) jáa joṭ ácọ / oólus ɣar étas étam. 

jáa jóṭ a-ċọ  a-ulús ɣar i-ṫ-as i-ṫ-a-m 

私:ERG 小さい 1SG:II-同性兄弟  1SG:I-兄弟 歌 3SG.Y:II-する-INF 3SG.HM:II-する-1SG-NPRS 
 

 私は弟に歌わせた． 
 
 (63)に同じ，被使役者を人称接頭辞で一致させる@-ṫ-「する（させる）」による使役表現． 
 
4-4-a （遊びたがっている子供に無理やり）母は子供をパンを買いに行かせた． 
(76) ímie muí ṣapík díšar 

i-mí-e mu-i ṣapík d-i-su-č-ar 
3SG.HM:I-母-ERG 3SG.HF:I-息子 食べ物 TEL-3SG.X:I-運ぶ-IPFV-DAT 

 

 éerubó. 

i-r̈+bó-Ø 
3SG.HM:III-送る+COP:3SG.HF-NPRS 

 

 母は息子を，食べ物を持って来させに送り出した． 
 
 未完了語幹//V-č//＋与格//-ar//の目的形（finalis）が用いられ，d-@-́c-「～を持って来る」から díšar「そ

れを持って来させに」となっている． 
 
4-4-b （遊びに行きたがっているのを見て）母は子供に遊びに行かせた． 
(77) ímie muí khéel étas étumo. 

i-mí-e mu-i khéel i-ṫ-as i-ṫ-m-o 
3SG.HM:I-母-ERG 3SG.HF:I-息子 遊び 3SG.Y:II-する-INF 3SG.HM:II-する-NPRS-3SG.HF 

 

                                                        
4 ácọ は「私」が男性の場合，oólus は女性の場合．ブルシャスキー語のきょうだい語彙は 3つあり，@-ċọ
「同性きょうだい」，@-yás「（男にとっての）姉妹」，@-úlus「（女にとっての）兄弟」となっている． 
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 母は息子に遊ばせた． 
 
 強制の場合（＝(75)）と許可の場合（＝(77)）とで表現に差は出ない． 
 
4-5-a 私は弟に服を着せた． 
4-5-b 私は弟にその服を着させた． 
(78) jáa joṭ ácọ ɣaṭóŋ éebilam. 

jáa jóṭ a-ċọ ɣaṭú-ŋ i-b̈él-a-m 
私:ERG 小さい 1SG:II-同性兄弟 布-PL 3SG.HM:III-着る-1SG-NPRS 

 

 私（男）は弟に服を着せた． 
 
 基本的には，意志的に着る本人に対して働きかける場合には，「着せる」も「着させる」も同じ表現で

ある．一方で，着るように仕向けて結果的に本人がそれを着るという場合には，次の(79)のようになる． 
 
(79) a. jáa joṭ ácọ ɣaṭóŋ bélas éetam. 

jáa jóṭ a-ċọ ɣaṭú-ŋ bél-as i-ẗ-a-m 
私:ERG 小さい 1SG:II-同性兄弟 布-PL 着る-INF 3SG.HM:III-する-1SG-NPRS 

 

  私（男）は弟に服を着るように仕向けた． 
 b. jáa joṭ ácọ ɣaṭóŋ béljar phaṭ 

jáa jóṭ a-ċọ ɣaṭú-ŋ bél-č-ar pháṭ 
私:ERG 小さい 1SG:II-同性兄弟 布-PL 着る-IPFV-DAT OMTP:放棄 

 

  étam. 

i-ṫ-a-m 
3SG.HM:II-する-1SG-NPRS 

 

  私（男）は弟が服を着ようとするのを任せた． 
 
 (79a)の@-ẗ-「させる」（グレード III）は，(63, 75, 77)などにあった@-ṫ-「する（させる）」（グレード II）
と人称接頭辞のグレードが異なっている語幹である．人称接頭辞のグレードの異なりは他動性と関連し

ているのだが，各個の動詞語根の担う意味と複雑に絡んでいて，体系的な考察はまだ出尽くしていない．

ここで見ているような意味的異なりが関わっているのだとしたら，被使役者の意志を超えて動作を行わ

せる@-ṫ-「する（させる）」と，被使役者の意志を尊重しているかのように見える@-ẗ-「させる」と，と

いうことになりそうであるが，そうであるとするならば，他動詞の場合にグレードが上がるほど働き掛

け（他動性）が高くなる傾向があるのとは逆行しているようにも思える． 
 
4-6 私は弟にその本をあげた． 
(80) jáa joṭ ácụar ité kitáap ičhíam. 

jáa jóṭ a-ċọ-ar ité kitáap i-čhi-a-m 
私:ERG 小さい 1SG:II-同性兄弟-DAT あの:Y 本 3SG.Y:I-与える:Y.SG.OBJ-1SG-NPRS 

 

 私（男）は弟にその本を与えた． 
 
4-7-a 私は弟に本を読んであげた． 
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(81) jáa joṭ ácụar minásan étam. 

jáa jóṭ a-ċọ-ar minás-an i-ṫ-a-m 
私:ERG 小さい 1SG:II-同性兄弟-DAT 物語-INDF.SG 3SG.Y:II-する-1SG-NPRS 

 

 私（男）は弟に物語をした（聞かせた）． 
 
 南アジアの言語は verctor verb などを用いた動詞連続（動詞複合体などを含む）表現などが多種あるの

が特徴的だと総論などで言われるが，ブルシャスキー語には，助動詞によるやりもらい表現を始めとし

て，動詞連続表現の類がほぼない．書籍が日常生活に入って来た歴史も浅く，「本を読んであげる」に相

当するのは「語って聞かせる」などになる．kitáap「本」はウルドゥー語 kitāb の借用語である． 
 
4-7-b 兄は私に本を読んでくれた． 
(82) uyúm ácụe áar minásan étimi. 

uyú-m a-ċọ-e a-ȧr minás-an i-ṫ-m-i 
大きい-ADJVLZ 1SG:II-同性兄弟-ERG 1SG:II-DAT 物語-INDF.SG 3SG.Y:II-する-NPRS-3SG.HM 

 

 兄は私（男）に物語をした（聞かせた）． 
 
4-7-c 私は母に髪を切ってもらった． 
(83) jáa ámie jáa ɣuyáŋ áatumo. 

jáa a-mí-e jáa ɣuyáŋ a-ẗ-m-o 
私:GEN 1SG:I-母-ERG 私:GEN 髪 1SG:III-する-NPRS-3SG.HF 

 

 母は私のために私の髪を整えた． 
 
 @-ẗ-はここでは，「（人称接頭辞）の為にする」の意味であり，áatumo「彼女は私の為に（何かを）し

た」である．一方で，ɣuyáŋ é-t-「lit. 髪をする」（グレード II）には「散髪をする」の意味がある． 
 
4-8-a 私は（自分の）体を洗った． 
(84) a. je jaálan manáam. 

jé jál-an man-a-m 
私 OMTP:梳り-INDF.SG なる-1SG-NPRS 

 

  私は身嗜みが整った． 
 b. jáa { ɣúsul étam / táman délam / 

jáa  ɣúsul i-ṫ-a-m  tám-an d-i-l̇-a-m  
私:ERG  沐浴 3SG:II-する-1SG-NPRS  水泳-INDF.SG TEL-3SG.Y:II-打つ-1SG-NPRS  

 

  jéimo aḍím yáaltam }. 

je-í-mo a-ḍim i-báalt-a-m  
1SG:I-自身-GEN.Z 1SG:I-体 3SG.X:I-洗う-1SG-NPRS  

 

  私は｛湯浴みした／水浴びした／自分の体を洗った｝． 
 
 「体を洗う」に相当するような言い方が多いのは，それが本来的な行動ではないからであろうか．(84b)
の中の ɣúsul は借用語であり，(84a)の jálan (jaálan) man-は「梳る，子供が洗われる」，(84b)の tam dél-は

「泳ぐ」が本義． 
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4-8-b 私は手を洗った． 
(85) jáa aríiŋčiŋ báaltam. 

jáa a-riiŋ-čiŋ báalt-a-m 
私:GEN / 私:ERG 1SG:I-手-PL 洗う-1SG-NPRS 

 

 私は手を洗った． 
 
 文頭の jáa が属格なのか能格なのかは，この例文では判別ができない．属格形と能格形とのどちらも

出して，jáa jáa aríiŋčiŋ báaltam「私は私の手を洗った」としても構わない． 
 
4-8-c 彼は手を洗った． 
(86) inée iríiŋčiŋ báaltimi. 

iné-e i-riiŋ-čiŋ báalt-m-i 
あの:H-GEN / あの:H-ERG 3SG.HM:I-手-PL 洗う-NPRS-3SG.HM 

 

 ｛あの者の／あの者は｝手を洗った． 
 
 どちらの読みもできるが，能格主語の読みだと手は別人のものであることになるだろう：cf. (100), 
(101)．(85)の場合は一人称なので，どちらの読みであっても，属格形と能格形とが共起しても，意味が

変わらない． 
 
4-9 （自分のために）私はその本を買った． 
(87) jáa ité kitáab ɣáṣar gánabáa. 

jáa ité kitáab ɣáṣ-ar gán-a+báa-Ø 
私:ERG その:Y 本 購買-DAT 取る-1SG+COP:1SG-PRS 

 

 私はその本を買った． 
 
4-10 彼らは（／その人たちは）（互いに）殴り合っていた． 
(88) uée úi haráŋ hihín déljám. 

ué-e u-í haráŋ hihín d-i-l̇-č+báan-m 
あれらの:H-ERG 3PL.H:I-自身 互いに 各の:H TEL-3SG.HM:II-打つ+COP:3PL.H-NPRS 

 

 あの者たちは互いにそれぞれを殴っていた． 
 
4-11 その人たちは（みんな一緒に）街へ行った． 
(89) a. ué sis gáṭi { šáharar / šáare yákal } jạṣ 

ué sís gáṭi  šá(h)ar-ar  šá(h)ar-e i-yakál  jạ́ṣ 
あれらの:H 人 集まって  街-DAT  街-GEN 3SG.Y:I-方向  発った 

 

  manúman. 

man-m-an 
なる-NPRS-3PL.H 

 

  あの者たちは一緒に街（の方）へ出掛けた． 
 b. u gáṭi šáarar duúsuman. 

u gáṭi šá(h)ar-ar d-gús-m-an 
あれら:H 集まって 街-DAT TEL-出る-NPRS-3PL.H 
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  彼らは一緒に街へ出た． 
 
4-12 その映画は泣ける（その映画を見ると泣いてしまう）． 
(90) a. ité philím barénamke jáa álčumuce oó 

ité philím barén-a-m=ke jáa a-lčin-muc-c-e a-u 
あの:Y 映画 見る-1SG-NPRS=CONJ 私:GEN 1SG:I-目-PL-ADE-GEN 1SG:I-涙 

 

  jụ́cịé(n). 

jụ́-č+bién-Ø 
来る-IPFV+COP:3PL.X-PRS 

 

  あの映画を観ると私の目に涙が来る． 
 b. ité filím nupáranin jáa álčumuculo oó jụ́cịé(n). 

ité philím n-barén-n jáa a-lčin-muc-ul-e a-u jụ́-č+bién-Ø 
あの:Y 映画 CP-見る-CP 私:GEN 1SG:I-目-PL-LOC-GEN 1SG:I-涙 来る-IPFV+COP:3PL.X-PRS 

 

  あの映画を観て，私の目の中に涙が来る． 
 
 補足情報として，コピュラの三人称複数具象クラス現在形の末尾に n 音があるかないかは，個人差も

あるがフンザ谷の方言内でも地域差が大きく，カリマバードでは bié，ハイデラバードでは bién と言う

のが一般的である．bién の方が伝統的な語形だと考えられる5． 
 
4-13-a 私は卵を割った． 
(91) jáa tiŋán { taq étam / iqháram }. 

jáa tiŋán  táq i-ṫ-a-m  i-qhár-a-m  
私:ERG 卵  OMTP:割れ 3SG.X:II-する-1SG-NPRS  3SG.X:I-割れる-1SG-NPRS  

 

 私は卵を割った． 
 
4-13-b （うっかり落として）私はコップを割った／割ってしまった． 
(92) jáacum giláas { taq imánimi / qháribí }. 

jáa-c-m giláas  táq i-man-m-i  qhár+bí-Ø  
私:OBL-ADE-ABL グラス  OMTP:割れ 3SG.X:I-なる-NPRS-3SG.X  割れる+COP:3SG.X-PRS  

 

 lit. 私からグラスが割れた． 
 
 (91)と見比べると，(92)では動詞が対応する自動詞になっている．奪格（通常は接格//-c//＋単純奪格//-m//
の複合した//-cum//で示される）は理由を表すのに用いられることのある格なので，「私によって／私が

原因で，グラスが割れた」という文意であると理解される．故意に割った事象を言う場合には，(91)と
同じ言いかたをすれば良い． 
 
4-14-a きのう私はコーヒーを飲みすぎて（飲みすぎたので）眠れなかった． 

                                                        
5 コピュラ語根 b-と，三人称単数具象物の標識である//-i//，並びに，複数性を表す//*-an//からなる*bián > 
bién．ナゲル方言とスリナガル方言では bió，ヤスィン方言ではハイデラバードと同じく bién． 
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(93) sabuúr je búṭan koofíi mináamcum / numín gučháyas / 

sabuúr jé búṭ-an koofíi min-a-m-c-m  n-min gučhá-as  
昨日 私 多い-INDF.SG コーヒー 飲む-1SG-NPRS-ADE-ABL  CP-飲む 寝る-INF  

 

 áyaniṣ ayáamanam. 

a-ẏan-ṣ a-a-man-a-m 
1SG:II-眠る-SBJV NEG-1SG:III-なる-1SG-NPRS 

 

 昨日，私は多くのコーヒーを飲んだので／飲んで，眠れなかった． 
 
4-14-b きのう私は仕事がたくさんあって（たくさんあったので）眠れなかった． 
(94
) 

sabuúr je buṭ { duróocum / duróe wájaṭe / duróe ne } 

sabuúr jé búṭ  duró-c-m  duró-e wája-aṭ-e  duró-e =ne(?)  
昨日 私 多い  仕事-ADE-ABL  仕事-GEN 理由-INS-GEN  仕事-GEN =ADVLZ(?)  

 

 gučháyas ayáamanam. 

gučhá-as a-a-man-a-m 
寝る-INF NEG-1SG:III-なる-1SG-NPRS 

 

 昨日，私はたくさんの｛仕事から／仕事のために／仕事で｝，寝れなかった． 
 
 大括弧内の第 3候補である doróe ne という形式は，これまでの調査で該当するような表現がなく，詳

細は不明．qhaṭ「下」に付いて qhánne「下に／で」，同じく dal「上」＞dálne「上に／で」，yáṭ-「上方」

＞yáṭne「上方に／で」，yar「前」＞yárne「前に／で」，úl-「中，内」＞úlne「中に／で」といった派生

をする//=ne//が，属格名詞とセットで用いられているということであろうか（ここではそう分析してい

る）．6 
 次の 4-14-c, 4-14-d は，本来の調査票にはないが参考に用いたウルドゥー語のデータ（萬宮 2012）に

あった文なので，参考資料としてブルシャスキー語での表現も載せておく（以下，◆が付いているもの

は同じ）．ウルドゥー語では受動態が用いられる，話者の意志でコントロールできない不可能の表現であ

る． 
 
◆4-14-c この石は私にはどうしても持ち上げられない． 
(95) a. gusé dan jáacum dáal oómaibí. 

gusé dan jáa-c-m dáal a-man-č+bí-Ø 
この:X 石 私:OBL-ADE-ABL 上 NEG-なる-IPFV+COP:3SG.X-PRS 

 

  lit. この石は私からは持ち上がらない． 
 b. gusé dan dáal étiṣ ayáamayabáa. 

gusé dan dáal i-ṫ-ṣ a-a- ̈man-č-a+báa-Ø 
この:X 石 上 3SG.X:II-する-SBJV NEG-1SG:III-なる-IPFV-1SG+COP:1SG-PRS 

 

  私はこの石を持ち上げることができない． 
 

                                                        
6 この//=ne//は基本的には相対位置名詞くらいとしか用いられず，これ自体，各種の場所格と範列関係に

あって，素性も機能も不明瞭である．形態音韻論的には，由来が接語か語かであると考えられる．@-ṫ-
「する」の接続分詞形 nétan「それをして」に ne という短い実現形もあり，候補の 1つではある．他の

方言では確認できていない，スリナガル方言のみで見られる šuáane báa「私は元気だ」という表現の

“(a)ne”部分も，もしかしたらこの//=ne//かも知れない：šuá「良い」，báa「私は～だ」． 
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 (95a)はウルドゥー語からの直訳調に思える．調査文として用いたウルドゥー語の表現（萬宮 2012: 192, 
例文(14c) ye pattʰar mujʰ se nahı̄ ̃uṭʰāyā jātā）は，直訳すると「この石は私から持ち上げられない」という，

行為者が奪格で受動表現「持ち上げられる」の否定文である．(1)の解説で述べた通り，ブルシャスキー

語には受動態がないので，原文の受動部分を自動詞表現 dáal man-「持ち上がる」で表していると見るこ

とができる． 
 片や，(95b)はシンプルな可能表現の否定文であって，ブルシャスキー語ではコントロール可能か否か

に関わらず，可能文での表現がされると言える． 
 
◆4-14-d この手紙はどうしても読めない． 
(96) a. guté qhat mímacum ɣatánas améemayabáan / 

guté qhát mi~RDP-c-m ɣatán-as a-mi- ̈man-č-an+báan-Ø  
この:Y 手紙 私達~OBL-ADE-ABL 読む-INF NEG-1PL:III-なる-IPFV-1PL+COP:1PL-PRS  

 

  oómaibilá. 

a-man-č+bilá-Ø 
NEG-なる-IPFV+COP:3SG.Y-PRS 

 

  lit. この手紙は私たちから読めない／読まれない． 
 b. guté qhat je ɣatániṣ ayáamayabáa. 

guté qhát jé ɣatán-ṣ a-a- ̈man-č-a+báa-Ø 
この:Y 手紙 私 読む-SBJV NEG-1SG:III-なる-IPFV-1SG+COP:1SG-PRS 

 

  私はこの手紙を読めない． 
 
 (96a)の第 2候補は，奪格行為者＋不定詞＋「ならない」で表現しているという点で，(95a)と同じ構造

をしている．一方で，第 1候補は不定詞＋可能動詞の否定形であり，普通は(96b)のように行為者を絶対

格（@- ̈man-「できる」が自動詞であるため）で表現するのであるが，(96a)は飽くまでも行為者を奪格で

表現していて，ややチグハグに思える．記録の限りではブルシャスキー語の@- ̈man-「できる」を用いた

可能表現で行為者を奪格にする例は他に見当たらず，今のところは，ウルドゥー語表現からの影響かと

考えるのが一番素直であるだろう． 
 
4-15 私は頭が痛い． 
(97) a. jáa máto zaq bilá. 

jáa máto zaq bilá-Ø 
私:GEN 脳 頭痛 COP:3SG.Y-PRS 

 

  私は脳が痛い． 
 b. jáa gapál aqhóljibí. 

jáa gapál a-qhulán-č+bí-Ø 
私:GEN 頭蓋骨 1SG:I-痛む-IPFV+COP:3SG.X-PRS 

 

  私は頭が痛い． 
 
4-16 彼女は髪が長い． 
(98) a. iné gúsmo ɣuyáŋ ɣusáiko / ɣusáikuro bicán. 

iné gus-mo ɣuyáŋ ɣusán-ko  ɣusán-kuro bicán-Ø 
あの:H 女-GEN.HF 髪 長い-PL  長い-PL COP:3PL.Y-PRS 
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  あの女の髪は長い． 
 b. iné gúsmo ɣusáiko ɣuyáŋ bicán. 

iné gus-mo ɣusán-ko ɣuyáŋ bicán-Ø 
あの:H 女-GEN.HF 長い-PL 髪 COP:3PL.Y-PRS 

 

  あの女は長髪だ． 
 
 ブルシャスキー語では所有表現に関して，ウルドゥー語と同様に，被所有物が親族や身体部位である

かそれ以外であるかで構文が異なる．以下の(99a, b)は(98)と同じで属格を，所有対象が一般物である(99c)
では場所格を用いて所有者を表現している． 
 
(99) a. jáa altán ayástaro báan. 

jáa altán a-yas-taro báan-Ø 
私:GEN 二つ:H 1SG:I-姉妹-PL COP:3PL.H-PRS 

 

  私（男）の 2 人の姉妹が居る．（＝私には姉妹が 2 人居る．） 
 b. insáane / síse altá úlčimuc bién. 

insáan-e  sís-e altác u-lčin-muc bién-Ø 
ヒト-GEN  人-GEN 二つ:X 3PL.H:I-目-PL COP:3PL.X-PRS 

 

  人の 2つの目がある．（＝人間には目が 2つある．） 
 c. { jáa ápači / jáale } altó kitáapičiŋ bicán. 

 jáa a-ṗa-či-e  jáa-al-e  altó kitáap-ičiŋ bicán-Ø 
 私:GEN 1SG:II-側-INE-GEN  私:OBL-LOC-GEN  二つ:Y 本-PL COP:3PL.Y-PRS 

 

  私に 2冊の本がある．（＝私は 2冊の本を持っている．） 
 
4-17-a 彼は（別の）彼の肩をたたいた． 
(100) khíne iphóiŋ idélimi. 

khín-e i-phoíŋ i-dél-m-i 
これ:H-ERG 3SG.HM:I-肩 3SG.HM:I-打つ-NPRS-3SG.HM 

 

 彼は（別の）彼の肩を叩いた． 
 
 この場合，肩の持ち主は動作主とは別の人物であるとしか読めない．自分の肩を叩く場合には，

@-́i(-mo)「自身（の）」という再帰代名詞（属格形）を入れて，khíne íimo iphóiŋ idélimi「彼は彼自身の肩

を叩いた」のように言わなければならない．次の(101)に関しても同じ． 
 
4-17-b 彼は（別の）彼の腕をつかんだ． 
(101) khíne išákce7 duúnimi. 

khín-e i-šak-c-e d-gún-m-i 
これ:H-ERG 3SG.HM:I-腕-ADE-GEN TEL-包む-NPRS-3SG.HM 

 

 彼は（別の）彼の腕を摑んだ． 
 
4-18-a 私は彼／彼女がやって来るのを見た． 

                                                        
7 duún-「捕まえる」の目的語項は上格//-c-e//（接格＋属格）で標示される． 



ブルシャスキー語フンザ方言：特集補遺データ「受動表現」「アスペクト」「モダリティ」「ヴォイスとその周辺」他, 吉岡乾 

 27 / 82 

(102) jáa iné jụ́as iyeécam / muyeécam. 

jáa iné jụ́-as i-ic-a-m  mu-ic-a-m 
私:ERG あの:H 来る-INF 3SG.HM:I-見る-1SG-NPRS  3SG.HF:I-見る-1SG-NPRS 

 

 私はあの者が来るのを見た． 
 
 指示代名詞 in「あいつ」や指示形容詞 iné「あの者」では「彼」「彼女」の区別がないが，動詞の人称

接頭辞で，//i-//なら「彼」（ヒト男性クラス），//mu-//なら「彼女」（ヒト女性クラス）と区別される． 
 文全体の目的語は動詞の一致から iné「彼／彼女」であると判定できるが，ここでの不定詞 jụ́as は統

語的に，形容詞的ではなく名詞的な扱いで，同格目的語として用いられていると考えらえる8：「lit. 私は

あの者を，来るのを見た」．(104)と対比されたい． 
 
4-18-b 私は彼が今日来ることを知っている． 
(103
) 

jáa { leél biláke / héyabáake } in 

jáa  leél bilá-Ø=ke  hén-č-a+báa-Ø=ke  ín 
私:GEN  知っている COP:3SG.Y-PRS=CONJ  知る-IPFV-1SG+COP:1SG-PRS=CONJ  あれ:H 

 

 khuúlto jụ́cị. 

khuúlto jụ́-č-(m)-i 
今日 来る-IPFV-NPRS-3SG.HM 

 

 彼が今日来ることを私は知っている． 
 
◆4-18-c 彼は歌いながら来た． 
(104) iné ɣar éčume díimi. 

iné ɣar i-ṫ-č-m-e díi-m-i 
あの:H 歌 3SG.Y:II-する-IPFV-ADJVLZ-GEN 来る:PFV.3SG.HM-NPRS-3SG.HM 

 

 あの者は歌いながら来た． 
 
 ここで用いられている ɣar éčume は，ɣar é-t-「歌う」の未完了分詞属格形であり，(22)の解説にも述べ

た通り，付帯状況を表す副動詞のような働きをしている．9 
 
4-19 彼は自分（のほう）が勝つと思った． 
(105) iné jíit maími nusén sambá étimi. 

iné jíit man-č-m-i n-sén sambá i-ṫ-m-i 
あの:H 勝利 なる-IPFV-NPRS-3SG.HM CP-言う 考え 3SG.Y:II-する-NPRS-3SG.HM 

 

 あの者は彼が勝つと考えた． 
 
                                                        
8 ブルシャスキー語は形容詞が名詞に近い振る舞いを見せる言語である．伝統的な用語用法に合わせて

不定詞//V-as//や完了分詞//V-m//と呼んでいる動詞由来の語形は，名詞「～すること，～したこと」とし

ても形容詞「～している，～した」としても用いられる． 
9 「副動詞（converb）」という用語を，専用の形態素によって派生された語形にしか適用しないという

流派もあるので，ここでは「副動詞のような」という表現をしている．ブルシャスキー語には不定詞や

分詞に格を付けて作る語形など，節連結を主たる機能とする動詞由来の形式が数十種あり，指示転換や

事象の前後・因果関係などによって使い分けがされている．ここで示した未完了分詞属格形は，「同一主

語・同時」を表す． 
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4-20-a 私は（コップの）水（の一部）を飲んだ． 
4-20-b 私は（コップの）水を全部飲んだ． 
(106) jáa chil mináam. 

jáa chil min-a-m 
私:ERG 水 飲む-1SG-NPRS 

 

 私は水を飲んだ． 
 
 部分であろうが全体であろうが，必要のない限りは分量の表現などによる区別をしないで表現される．

分格のようなものはブルシャスキー語にはない． 
 
4-21 彼は肉を食べない． 
(107) íne čhap eéšečái. 

ín-e čhap a-šé-č+bái-Ø 
あれ:H-ERG 肉 NEG-食べる:Y.OBJ-IPFV+COP:3SG.HM-PRS 

 

 彼は肉を食べない． 
 
4-22-a 今日は寒い． 
(108) khuúlto čhaɣúrum bilá. 

khuúlto čhaɣúr-m bilá-Ø 
今日 寒い-ADJVLZ COP:3SG.Y-PRS 

 

 今日は寒い． 
 
4-22-b 私は（何だか）寒い（私には寒く感じる）． 
(109) a. jáar čhaɣúrum yáčilá. 

jáa-ar čhaɣúr-m i-yá-č+bilá-Ø 
私:OBL-DAT 寒い-ADJVLZ 3SG.Y:I-得る-IPFV+COP:3SG.Y-PRS 

 

  私に寒さが得られている． 
 b. je thátine amáyabáa. 

jé thátine a-man-č-a+báa-Ø 
私 凍えた 1SG:I-なる-IPFV-1SG+COP:1SG-PRS 

 

  私は凍えている． 
 
 (109a)の表現は，動詞@-yá-「得る，入手する」がややこしいのだが，これは主語＝被動者（三人称単

数抽象物クラス）となる自動詞である．和訳で書いた通り「得られている」と訳出するのがより妥当で，

čhaɣúrum「寒い，寒さ」が主語であり，私の手中に寒さが意図しないながらも自ずから訪れているとい

った意味である． 
 
◆4-22-c 私は眠い． 
(110) jáar ḍaŋ jụ́cịlá. 

jáa-ar ḍáŋ jụ́-č+bilá-Ø 
私:OBL-DAT 眠気 来る-IPFV+COP:3SG.Y-PRS 

 

 私に眠気が来る． 
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 この(110)と次の(111a)とは，ウルドゥー語で典型的に与格構文が用いられる例として萬宮（2012）で

追加されている例文であり，ブルシャスキー語でも同じように与格が用いられているのが確認できる． 
 
◆4-22-d 私はウルドゥー語ができる． 
(111) a. jáar urdúu jụ́cịlá. 

jáa-ar urdúu jụ́-č+bilá-Ø 
私:OBL-DAT ウルドゥー語 来る-IPFV+COP:3SG.Y-PRS 

 

  私にウルドゥー語が来る．（＝私はウルドゥー語ができる．） 
 b. jáa urdúu éčabáa. 

jáa urdúu i-ṫ-č-a+báa-Ø 
私:ERG ウルドゥー語 3SG.Y:II-する-IPFV-1SG+COP:1SG-PRS 

 

  私はウルドゥー語をする（＝話す）． 
 
 このように与格構文はブルシャスキー語でも用いられることがあるのだが，(52)の解説にも記したと

おり，少なくとも(111a)に関しては翻訳借用の可能性が高く思われる．一方で，(111b)の「言語をする」

と直訳できる表現も並行してブルシャスキー語では用いられており，恐らくはこちらが本来の言い方で

あったのだろうと推察される． 
 
4-23 人がとても多かったことに私は驚いた． 
(112) je heiráan amánamke éle buṭ sísik bámke. 

jé heiráan a-man-a-m=ke él-e búṭ sís-ik báan-m=ke 
私 驚いた 1SG-なる-1SG-NPRS=CONJ あそこ-GEN 多い 人-INDF.PL COP:3PL.H-NPRS=CONJ 

 

 そこに多くの人が居たのに私は驚いた． 
 
◆4-23-a 私は嬉しい． 
(113) je ayáš báa. 

jé ayáš báa-Ø 
私 天10 COP:1SG-PRS 

 

 私は嬉しい． 
 
 これはウルドゥー語で与格構文になる感情表現文であるとのことであったが，ブルシャスキー語では

絶対格主語のコピュラ文になっている． 
 
4-24 雨が降り始めた． 

                                                        
10 ayáš という語は曾ては「天，空」を表す名詞であったが，今ではウルドゥー語（āsmān）からの借用

語である asmáan「空」がそういう意味の名詞として用いられるようになり，代わりにここで見た「有頂

天の，幸せな」という形容詞としての使用と，複合語 ayáš ṣiqám「青い」（cf. (141), (287)）くらいにのみ

残っている．但し，その手の形容もウルドゥー語（xuš）からの借用語である qhuš「嬉しい，幸せな」を

用いる人の方が多い．ayáš「天」の対になっていたのは birdí「地」（cf. (33)）であったが，そちらもウル

ドゥー語（zamīn）借用語である zamíin「土地，地面」に取って代わられている．現在，天地を示すのに

ayášや birdí を日用する話者は，老人層にも居ない． 
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(114) harált diáaršar duúnimi. 

harált d-gáarc-č-ar d-gun-m-i 
雨 TEL-走る-IPFV-DAT TEL-包む-NPRS-3SG.Y 

 

 雨が降り始めた． 
 

 (28)で示したのと同じ，目的形＋duún-「包む」による始動表現である． 
 
4-25 この本はよく売れる． 
(115) ité kitáap buṭ { ɣaṣ maíbilá / níčilá }. 

ité kitáap búṭ  ɣáṣ man-č+bilá-Ø  ní-č+bilá-Ø  
あの:H 本 多い  購買 なる-IPFV+COP:3SG.Y-PRS  行く-IPFV+COP:3SG.Y-PRS  

 

 あの本はとても｛買われている／行っている｝． 
 
◆4-25-a このナイフはよく切れる． 
(116) gusé čaaqúue šuá traŋ éčibí. 

gusé čaaqúu-e šuá tráŋ i-ṫ-č+bí-Ø 
あの:X ナイフ-ERG 良い 半分 3SG.Y:II-する-IPFV+COP:3SG.X-PRS 

 

 あのナイフは良く切り分ける． 
 
 自発表現に関する質問の(115)と(116)で，自動詞と他動詞の例になっている．後者は主語のナイフがち

ゃんと能格で出ていて，無機物で意志性がない主語でも他動詞文ではちゃんと能格が使われるという点

で，活格型との異なりが明白になっている． 
 
6.「所有・存在表現」（語学研究所論集 第 18号） 

5-1 あの人は青い目をしている． 
(117) a. ílčumuc búšumuc bién. 

i-lčín-muc búšo-muc bién-Ø 
3SG.HM:I-目-PL 猫目の:HM-PL COP:3PL.X-PRS 

 

  彼の目は猫目（碧眼）だ． 
 b. matúmišo ílčumuc bién. 

matú-m-išo i-lčín-muc bién-Ø 
黒い-ADJVLZ-PL 3SG.HM:I-目-PL COP:3PL.X-PRS 

 

  黒い彼の目がある． 
 
 形容詞で「青い目の」を意味する語があるので，都合が悪い．元の文に合わせた表現(117b)も収集し

た．なお本節では，元の調査票ではスラッシュで区切って幾つも並んでいた調査文について，適宜 a, b
などを用いて番号分けを施している． 
 
5-1-a 青い目の人 
(118) a. búšo hir 

búšo hir 
猫目の:HM 男 
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  猫目（碧眼）の男 
 b. búši gus 

búši gus 
猫目の:HF 女 

 

  猫目（碧眼）の女 
 c. matúmišo ílčumuce hir 

matú-m-išo i-lčín-muc-e hir 
黒い-ADJVLZ-PL 3SG.HM:I-目-PL-GEN 男 

 

  黒い目の男 
 d. matúmišo múlčumuce gus 

matú-m-išo mu-lčín-muc-e gus 
黒い-ADJVLZ-PL 3SG.HF:I-目-PL-GEN 女 

 

  黒い目の女 
 
 「青い目の」はヒト男性であれば búšo (118a)，ヒト女性であれば búši (118b)となる．ブルシャスキー

語の形容詞類は基本的にヒト男性かヒト女性かで語形を変えないのだが，一部借用語などでは男性形・

女性形に相当する語形変化がある．規則変化する形容詞で男性が//-o//，女性が//-i//，複数が//-e//となる

のは，近隣ではシナー語が持つシステムであり，ブルシャスキー語の buš「猫」から派生しているよう

に見えるこの語だが，実際にはシナー語ギルギット方言の女性名詞 búuši「猫」11に由来しているのであ

ろうと推測される． 
 (118c, d)は「黒い目」の例．@-́lčin「目」が譲渡不能名詞であるため人称接頭辞が必要であり，ヒト男

性かヒト女性かで違った形になるのが見て取れる． 
 
5-1-b 目が青い人 
(119) iné ámine ílčumuc búšumuc biénke 

iné ámin-e i-lčín-muc búšo-muc bién-Ø=ke 
あの:H どの:H-GEN 3SG.HM:I-目-PL 猫目の:HM-PL COP:3PL.X-PRS=CONJ 

 

 青い目を持っているあの者（lit. どの者の彼の目が碧眼である，あの者） 
 
 「目が青い人」を直訳しようとすると，こうなる．疑問詞を関係詞として非縮約法（non-reduction strategy）
で組み立てる関係修飾表現は，近年ウルドゥー語から取り入れたのだと考えらえる．関係修飾表現は，

こう言っても構わないが非常に説明口調的であると，協力者たちは言う．日用されているのは空所法（gap 
strategy）による連体修飾表現である． 
 
5-2 あの女｛は／の｝髪が長い・あの女は長い髪をしている 
(120) a. iné gúsmo ɣuyáŋ ɣusáiko bicán. 

iné gus-mo ɣuyáŋ ɣusán-ko bicán-Ø 
あの:H 女-GEN.HF 髪 長い-PL COP:3PL.Y-PRS 

 

  あの女の髪は長い． 

                                                        
11  インドのラダック連邦直轄地カールギル県ドラス谷で話されているシナー語では，píši「牝猫」

（Rajapurohit 2012: 85）に対して píšu「牡猫」（ibid., 84）という語形も記録されている． 
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 b. iné gúsmo ɣusáiko ɣuyáŋ bicán. 

iné gus-mo ɣusán-ko ɣuyáŋ bicán-Ø 
あの:H 女-GEN.HF 長い-PL 髪 COP:3PL.Y-PRS 

 

  あの女の長い髪がある． 
 
5-2-a 長い髪の女 
(121) ɣusáiko ɣuyáŋe gus 

ɣusán-ko ɣuyáŋ-e gus 
長い-PL 髪-GEN 女 

 

 長い髪の女 
 
5-2-b 髪の長い女 
(122) iné gus áminmo ɣusáiko ɣuyáŋ bicánke 

iné gus ámin-mo ɣusán-ko ɣuyáŋ bicán-Ø=ke 
あの:H 女 どの:H-GEN.HF 長い-PL 髪 COP:3PL.Y-PRS=CONJ 

 

 長い髪を持った女 
 
5-3 あの人には髭がある． 
(123) iné híre saláṭ bicán. 

iné hir-e saláṭ bicán-Ø 
あの:H 男-GEN 口髭 COP:3PL.Y-PRS 

 

 あの男には口髭がある． 
 
5-3-a 髭の男 
(124) saláṭ bicúm iné hir 

saláṭ bicán-m iné hir 
口髭 COP:3PL.Y-ADJVLZ あの:H 男 

 

 あの口髭のある男 
 

 先の(119)や(122)と違い，(124)は（コピュラ）分詞を用いた空所法による名詞修飾で表現された．機能

的には違わず，(124)を関係修飾で表現しようと思ったら，iné hir ámine saláṭ bicánke「lit. どの者の髭が

あるところのあの男」のように言える．同じく，例えば(122)を空所法名詞修飾で言うとしたら，ɣusáiko 

ɣuyáŋ bicúm iné gus「あの長い髪のある女」となる． 
 
5-4 あの人には（見る）目がある． 
(125) iné híre šuá baɣárk héibái. 

iné hir-e šuá baɣárk hén-č+bái-Ø 
あの:H 男-ERG 良い 分別的な 知る-IPFV+COP:3SG.HM-PRS 

 

 あの男は良い分別を知った． 
 
 「見る目がある」といった言い回しがないので，「分別が付いている」のような言いかたになってしま

う． 
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5-4-a 見る目のある人 
(126) šuá baɣárk { hénas / heṣ bam } iné hir 

šuá baɣárk  hén-as  hén-ṣ bái-m  iné hir 
良い 分別的な  知る-INF  知る-NMLZ COP:3SG.HM-ADJVLZ  あの:H 男 

 

 良い分別を｛知っている／知る者である｝あの男 
 
 第 1候補は不定詞 hénas「知っている」による名詞修飾．第 2候補の heṣ < hén-ṣ「知る者」には，接続

法接辞//-ṣ//による生産性の低い，一部の動詞にのみ見付けることのできる名詞化が見られる． 
 
5-5 あの人は 22歳だ． 
(127) iné hilés12 áltar altó dénkus bái. 

iné hilés áltar altó dén-kus bái-Ø 
あの:H 少年 二十 二:Z 年-NMLZ COP:3SG.HM-PRS 

 

 あの少年は 22歳だ． 
 
 dénkus「～歳」という語があるので，所有表現にはならない． 
 
5-5-a 22歳の人 
(128) áltar altó dénkuse hilés 

áltar altó dén-kus-e hilés 
二十 二:Z 年-NMLZ-GEN 少年 

 

 22歳の少年 
 
5-6 あの人は優しい性格だ． 
(129) a. iné hir šuáan / nireyaátuan bái. 

iné hir šuá-an  nireyaáto-an bái-Ø 
あの:H 男 良い-INDF.SG  優しい:HM-INDF.SG COP:3SG.HM-PRS 

 

  あの男は｛良い／優しい｝． 
 b. nireyaáto sísan bái. 

nireyaáto sís-an bái-Ø 
優しい:HM 人-INDF.SG COP:3SG.HM-PRS 

 

  彼は優しい人だ． 
 
5-6-a 優しい性格の人 
(130) nireyaáto hir / sis 

nireyaáto hir  sís 
優しい:HM 男  人 

 

 優しい男／人 
 

                                                        
12 協力者によれば，22歳はまだ hir「青年男性（adult man）」ではなく hilés「少年（boy）」だとのこと． 
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5-7 あの人は背が高い． 
(131) iné tháanuman / ɣusánuman bái / bo. 

iné tháan-m-an  ɣunán-m-an bái-Ø  bó-Ø 
あの:H 高い-ADJVLZ-INDF.SG  長い-ADJVLZ-INDF.SG COP:3SG.HM-PRS  COP:3SG.HF-PRS 

 

 あの者は｛高い／長い｝． 
 
 上背があることは tháanum「高い」でも ɣasánum「長い」でも表現される．この場合，男女の違いは

コピュラの語形のみで出ている． 
 
5-7-a 背の高い人 
(132) tháanum / ɣusánum sis 

tháan-m  ɣunán-m sís 
高い-ADJVLZ  長い-ADJVLZ 人 

 

 ｛高い／長い｝人 
 
5-8 あの人は背が 190 センチもある． 
(133) iné hir tháke wálti áltar tóorimi senṭimiiṭár bái. 

iné hir thá=ke wálti áltar tóorimi senṭimiiṭár bái-Ø 
あの:H 人 百=CONJ 四:Z 二十 十:Z センチメートル COP:3SG.HM-PRS 

 

 あの人は 190cmだ． 
 
5-9 その石は四角い形をしている． 
(134) isé wálti šitík dánan bi. 

isé wálti šitík dan-an bí-Ø 
あの:X 四:Z 角 石-INDF.SG COP:3SG.X-PRS 

 

 あれは 4つの角の石だ． 
 
5-9-a 四角い（形の）石 
(135) wálti šitík dan 

wálti šitík dan 
四:Z 角 石 

 

 4つの角の石 
 
5-10 あの人には才能がある． 
(136) iné hir yaáli bilúman bái. 

iné hir i-yaalí bilá-m-an bái-Ø 
あの:H 男 3SG.HM:I-技術 COP:3SG.Y-ADJVLZ-INDF.SG COP:3SG.HM-PRS 

 

 あの男は技術を持った者だ． 
 
5-10-a 才能のある人 
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(137) iné ámine yaáli biláke 

iné ámin-e i-yaalí bilá-Ø=ke 
あの:H どの:H-GEN 3SG.HM:I-技術 COP:3SG.Y-INDF.SG=CONJ 

 

 どの者に技術のある者（＝技術を持った人） 
 
5-11 あの人は病気だ． 
(138) iné hir ɣalíis bái. 

iné hir ɣalíis bái-Ø 
あの:H 男 病気の COP:3SG.HM-PRS 

 

 あの男は病んでいる． 
 
5-11-a あの人は熱がある． 
(139) iné hírce datáɣar bilá. 

iné hir-c-e datáɣar bilá-Ø 
あの:H 男-ADE-GEN 発熱 COP:3SG.Y-PRS 

 

 あの男には発熱がある． 
 
5-11-b 病気の人 
(140) ɣalíis 

ɣalíis 
病気の 

 

 病人 
 
5-12 あの人は青い服を着ている． 
(141) iné híre { ayáš ṣiqám / qulpí } ɣaṭóŋ bélái. 

iné hir-e  ayáš ṣiqá-m  qulpí  ɣaṭú-ŋ bél+bái-Ø 
あの:H 男-ERG  天 草-ADJVLZ  紫色の  布-PL 着る+COP:3SG.HM-PRS 

 

 あの男は｛青い／紺色の｝服を着ている． 
 
 最もシンプルに「青い」を言おうと思ったら，ṣiqám「草色の；＝青い～緑の」という表現になる．「緑

ではなく青だ」ということを敢えて言うためには第 1案の ayáš ṣiqám「水色，空色（lit. 空の草色の）」13

が使われる． 
 第 2候補の qulpí は，人によって指し示す色彩範囲が区々であるものの，「紫～群青～紺色の」くらい

に濃い青系の色を指すこともある語であり，ウルドゥー語 gulābī「バラ色（の）」の借用かと考えられる

が，音対応的に途中で別の言語を経由している可能性が高い． 
 
5-12-a 青い服の男 

                                                        
13 あるいは複合に際して音変化をして，ayár ṣiqám となる（cf. (287)）．逆に「緑色の」を言うには，jut ṣiqám
「芝の草色の」となる． 
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(142) ayáš ṣiqám (ɣaṭóŋ) bélum iné hir 

ayáš ṣiqá-m ɣaṭú-ŋ bél-m iné hir 
天 草-ADJVLZ 布-PL 着る-ADJVLZ あの:H 男 

 

 青いの（服）を来たあの男 
 
5-13 あの人はメガネをかけている． 
(143) iné híre einákuc dólái. 

iné hir-e einák-uc d-u-l̇+bái-Ø 
あの:H 男-ERG 鏡-PL TEL-3PL.X:II-打つ+COP-3SG.HM-PRS 

 

 あの男は眼鏡をしている． 
 
5-13-a メガネの男 
(144) a. iné ámine einákuc dóláike 

iné ámin-e einák-uc d-u-l̇+bái-Ø=ke 
あの:H どの:H-ERG 鏡-PL TEL-3PL.X:II-打つ+COP-3SG.HM-PRS=CONJ 

 

  どの者が眼鏡をしているあの者 

 b. einákuc dól(i)as14 iné hir 

einák-uc d-u-l̇-as iné hir 
鏡-PL TEL-3PL.X:II-打つ-INF あの:H 男 

 

  眼鏡をしているあの男 
 
5-14 あの人には妻がいる． 
(145) iné híre yuús / jamáat bo. 

iné hir-e i-us  jamáat bó-Ø 
あの:H 男-GEN 3SG.HM:I-妻  伴侶 COP:3SG.HF-PRS 

 

 あの男の妻／伴侶が居る．（＝あの男には妻が居る．） 
 
5-14-a 既婚の人・妻のいる人 
(146) gar étum iné 

gar i-ṫ-m iné 
結婚 3SG.Y:II-する-ADJVLZ あの:H 

 

 結婚したあの者 
 
5-15 あの人には 3 人子供がいる． 
(147) iné híre iskén yuúa báan. 

iné hir-e iskén i-i-úa báan-Ø 
あの:H 男-GEN 三:H 3SG.HM:I-息子-PL COP:3PL.H-PRS 

 

 あの男の 3 人の息子たちが居る．（＝あの男には息子が 3 人居る．） 
 

                                                        
14 d-ó-l-「それらを打つ」の不定詞で，カリマバードでは dólasだが，ハイデラバードやガニシでは dólias
と，原理不明の i 音挿入が起こる．不定詞以外では特段起こらないようである． 
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 ウルドゥー語調査文の影響で訳が「息子たち」となっている．息子と娘との両方が居るなら，iné híre 

iskén ek yuúa báan となる：@-k̇ @-úa「子（娘・息子）ら」．親族構成員や身体部位の所有表現は，直示

中心が属格で示される． 
 
5-15-a 3 人の子持ちの人 
(148) iskén yuúa bam iné hir 

iskén i-i-úa báan-m iné hir 
三:H 3SG.HM:I-息子-PL COP:3PL.H-ADJVLZ あの:H 男 

 

 3 人の息子たちが居るあの男 
 
5-15-b あの人の 3 人の子供 
(149) iné híre iskén yuúa 

iné hir-e iskén i-i-úa 
あの:H 男-GEN 三:H 3SG.HM:I-息子-PL 

 

 あの男の 3 人の息子たち 
 
5-15-c 妊娠している女性 
(150) a. hurúṭum / umiidwáal gus 

hurúṭ-m  umiidwáal gus 
座る-ADJVLZ  妊娠中の 女 

 

  ｛座った（身籠った）／妊娠した｝女 
 b. isk yánum isé huk 

i-sk i-gán-m isé huk 
3SG.X:I-仔 3SG.X:I-取る-ADJVLZ あの:X 犬 

 

  仔を得たあの犬 
 
 動物には hurúṭum「身籠った」とは言わないので，(150b)のような言いかたになる．(150a)にある

umiidwáal はウルドゥー語からの借用語． 
 
5-16 タコには足が 8 本ある． 
(151) phiráne altámbo iltáiŋ bicán. 

phirán-e altámbo i-ltanc-čiŋ bicán-Ø 
蜘蛛-GEN 八:Y 3SG.X:I-脚-PL COP:3PL.Y-PRS 

 

 蜘蛛の 8 本の脚がある．（＝蜘蛛は脚を 8 本持っている．） 
 
 タコが存在しない地域なので，蜘蛛で代用した． 
 @-ltánc「脚」は具象物クラスだが，珍しいことに，複数形になると名詞クラスが抽象物クラスに変わ

り@-ltáiŋ ~ @-ltáriŋ ~ @-ltáriaŋとなる（形態音韻的変化が起こっているので見え難いが，ここで用いら

れている//-čiŋ, -iŋ, -aŋ//といった複数接尾辞はいずれも抽象物クラス専用）．同じように単数具象物が複数

抽象物にクラス変化する語彙に，@-úṭis「足（SG）」＞@-úṭiŋ「足（PL）」がある． 
 
5-17 その飲み物にはアルコールが入っている． 
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(152) ité júusulo / kóokulo mel / aráq jarmáṣ 
ité júus-ul-e  kóok-ul-e mel  aráq jarmáṣ 
あの:Y ジュース-LOC-GEN  炭酸飲料-LOC-GEN 醸造酒  蒸餾酒 混ざった 

 

 bilá. 

bilá-Ø 
COP:3SG.Y-PRS 

 

 その飲料には酒が混ざっている． 
 
 酒全般を指す語はなく，mel「醸造酒，ワイン」か aráq「蒸留酒，スピリッツ」か，区別して言うこ

ととなる．kóok「炭酸飲料」は英語 coke の借用語． 
 
5-17-a アルコール入りの飲み物 
(153) mel / aráq bilúm ité júus 

mel  aráq bilá-m ité júus 
醸造酒  蒸餾酒 COP:3SG.Y-ADJVLZ あの:Y ジュース 

 

 酒であるあの飲料 
 
5-18 あの人はお金を持っている． 
(154) iné hírale peisá bi. 

iné hir-al-e peisá bí-Ø 
あの:H 男-LOC-GEN お金 COP:3SG.X-PRS 

 

 あの男のところにお金がある． 
 
5-18-a お金持ちの人 
(155) peisá bim iné hir 

peisá bí-m iné hir 
お金 COP:3SG.X-ADJVLZ あの:H 男 

 

 お金があるあの男 
 
5-19 おまえのところには犬がいるか？ 
(156) únale húkan bía? 

ún-al-e huk-an bí-Ø=a 
君-LOC-GEN 犬-INDF.SG COP:3SG.X-PRS=Q 

 

 お前のところに犬は居るか？ 
 
5-19-a おまえの家に犬はいるか？ 
(157) úne háale húkan bía? 

ún-e ha-al-e huk-an bí-Ø=a 
君-GEN 家-LOC-GEN 犬-INDF.SG COP:3SG.X-PRS=Q 

 

 お前の家の中に犬は居るか？ 
 
◆5-19-b 犬を飼っている人 
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(158) hukái raméeṣ ótas iné hir 

huk-ái raméeṣ u-ṫ-as iné hir 
犬-PL 馴化した 3PL.X:II-する-INF あの:H 男 

 

 犬を飼い馴らしたあの男 
 
5-20 おまえは（自分の）ペンを持っているか？ 
(159) únale (gúimo) qalám / pen bía? 

ún-al-e gu-í-mo qalám  pén bí-Ø=a 
君-LOC-GEN 2SG:I-自身-GEN.Z 筆  ペン COP:3SG.X-PRS=Q 

 

 お前のところに（自分の）ペンはあるか？ 
 
5-20-a ペンを持っている人 
(160) a. pen bim iné sis 

pén bí-m iné sís 
ペン COP:3SG.X-PRS あの:H 人 

 

  ペンのあるあの人 
 b. iné ámine qalám bíke 

iné ámin-e qalám bí-Ø=ke 
あの:H どの:H-GEN 筆 COP:3SG.X-PRS=CONJ 

 

  どの者にペンのあるあの者 
 
5-21 あの人は（誰か別の人の）ペンを持っている． 
(161) inéer thúmane pen bi. 

iné-ar thúm-an-e pén bí-Ø 
あの:H-DAT 別の-INDF.SG-GEN ペン COP:3SG.X-PRS 

 

 あの者に別の者のペンがある． 
 
5-22 あの人は運がいい． 
(162) a. iné šuá báqhte híran bái. 

iné šuá baqht-e hir-an bái-Ø 
あの:H 良い 運勢-GEN 男-INDF.SG COP:3SG.HM-PRS 

 

  あの者は幸運の男だ． 
 b. inée baqht tháanum bi / bilá. 

iné-e baqht tháan-m bí-Ø  bilá-Ø 
あの:H-GEN 運勢 高い-ADJVLZ COP:3SG.X-PRS  COP:3SG.Y-PRS 

 

  あの者の運は高い． 
 c. iné báqhte tháanuman bái. 

iné baqht-e tháan-m-an bái-Ø 
あの:H 運勢-GEN 高い-ADJVLZ-INDF.SG COP:3SG.HM-PRS 

 

  あの者は運の高いやつだ． 
 
 baqht「運勢」（＜ウルドゥー語 baxt）という語は，具象（X）クラスか抽象（Y）クラスかで揺れがあ
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り，現状では(162b)のコピュラをどちらで言っても良いということであった． 
 
5-22-a 幸運な人 
(163) šuá báqhte hir 

šuá baqht-e hir 
良い 運勢-GEN 男 

 

 幸運な男 
 
5-23 ここは石が多い． 
(164) guté { ɣoróe díšan / diš ɣorókiṣan } bilá. 

guté  ɣoró-e diš-an  diš ɣoró-kiṣ-an  bilá-Ø 
この:Y  砂利-GEN 場所-INDF.SG  場所 砂利-ADJVLZ-INDF.SG  COP:3SG.Y-PRS 

 

 ｛これは砂利の場所だ／この場所は砂利っぽいものだ｝． 
 
5-23-a 石の多い土地 
(165) ɣorókiṣ diš 

ɣoró-kiṣ diš 
砂利-ADJVLZ 場所 

 

 砂利っぽい場所 
 
5-24 その部屋には椅子が 3つある 
(166) ité učáqulo uskó kursímuc bién. 

ité učáq-ul-e uskó kursí-muc bién-Ø 
あの:Y 小部屋-LOC-GEN 三:X 椅子-PL COP:3PL.X-PRS 

 

 その部屋の中には 3脚の椅子がある． 
 
5-24-a 3つ椅子のある部屋 
(167) uskó kursímuce ité učáq 

uskó kursí-muc-e ité učáq 
三:X 椅子-PL-GEN あの:Y 小部屋 

 

 3脚の椅子のその部屋 
 
5-25 テーブルの上にスプーンがある． 
(168) méezaṭe khápun bi. 

méez-aṭ-e khápun bí-Ø 
机-INS-GEN 匙 COP:3SG.X-PRS 

 

 机の上にスプーンがある． 
 
5-25-a スプーンのあるテーブル 
(169) khápuyue méez 

khápun-čo-e méez 
匙-PL-GEN 机 
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 （幾つもの）スプーンの机 
 
◆5-25-b スプーンの乗ったテーブル 
(170) isé méez ámisaṭe khápun bíke 

isé méez ámis-aṭ-e khápun bí-Ø=ke 
あの:X 机 どの:X-INS-GEN 匙 COP:3SG.X-PRS=CONJ 

 

 どの上にスプーンがあるあの机 
 
5-26 そのスプーンはテーブルの上にある． 
(171) isé khápun méezaṭe bi. 

isé khápun méez-aṭ-e bí-Ø 
あの:X 匙 机-INS-GEN COP:3SG.X-PRS 

 

 そのスプーンは机の上にある． 
 
5-26-a テーブルにあるスプーン 
(172) méezaṭe khápun 

méez-aṭ-e khápun 
机-INS-GEN 匙 

 

 テーブルの上のスプーン 
 
5-27 そのペンは私のだ．・そのペンは太郎のだ．／私のペン・太郎のペン 
(173) a. isé qalám jáa bi. 

isé qalám jáa bí-Ø 
あの:X 筆 私:GEN COP:3SG.X-PRS 

 

  そのペンは私のだ． 
 b. isé qalám kalíime bi. 

isé qalám kalíim-e bí-Ø 
あの:X 筆 PN-GEN COP:3SG.X-PRS 

 

  そのペンはカリームのだ． 
 c. jáa qalám 

jáa qalám 
私:GEN 筆 

 

  私のペン 
 d. kalíime qalám 

kalíim-e qalám 
PN-GEN 筆 

 

  カリームのペン 
 
5-28 昨日，学校で火事があった． 
(174) sabuúr sikúululo phu chími. 

sabuúr sikúul-ul-e phú chí-m-i 
昨日 学校-LOC-GEN 火 下りる-NPRS-3SG.Y 

 



Hunza Burushaski: ‘Passive Expression’, ‘Aspect’ , ‘Modality’, ‘Voice and related expressions’, etc., Noboru Yoshioka 

 42 / 82 

 昨日，学校で火が点いた． 
 
5-28-a 私は明日用事があります． 
(175) jímale jáa duró(an) bilá. 

jímale jáa duró-an bilá-Ø 
明日 私:GEN 仕事-INDF.SG COP:3SG.Y-PRS 

 

 明日，私の用事がある． 
 
5-29 （この世には）お化けなんていない． 
(176) guté duniáa(t)ulo15 phuṭ bilás apí. 

guté duniáa(t)-ul-e phuṭ bilás a-bí-Ø 
この:Y 世界-LOC-GEN 鬼 鬼女 NEG-COP:3SG.X-PRS 

 

 この世界には鬼なんて居ない． 
 
5-30 （そこには）英語を話す人もいるが，話さない人もいる． 
(177) éle aŋgreezí étašoke báan, dáa 

él-e aŋgreezí i-ṫ-as-čo=ke báan-Ø dáa 
あそこ-GEN 英語 3SG.Y:II-する-INF-PL=CONJ COP:3PL.H-PRS また 

 

 
 

ayétašoke báan. 

a-i-ṫ-as-čo=ke báan-Ø 
NEG-3SG.Y:II-する-INF-PL=CONJ COP:3PL.H-PRS 

 そこには英語を話す者達も居るし，また話さない者達も居る． 
 
5-31 私より英語ができる人は（ほかに／もっと）います． 
(178) teéljiko sis dáake báan, ménar jáacumke šuá aŋgreezí 

teéljuko sís dáa=ke báan-Ø mén-ar jáa-c-m=ke šuá aŋgreezí 
あの様な 人 また=CONJ COP:3PL.H-PRS 誰-DAT 私:OBL-ADE-ABL=CONJ 良い 英語 

 

 óor jụ́cịláke. 

óor / u-ȧr jụ́-č+bilá-Ø=ke 
＆ / 3PL.H:II-DAT 来る-IPFV+COP-3SG.Y-PRS=CONJ 

 

 私よりも良い英語ができる，そういった人たちもまた居る． 
 
 2 行目の óor は同音異義語のどちらにも読めるし，なくても構わなさそうである．詳細を言えば，//óor//
「と，そして，また」（＜ウルドゥー語 ɔ̄r）だとしたら，jáacum šuá「私よりも良く」で比較表現になっ

ているので，敢えて言う必要はなさそうであるし，//u-ȧr//「彼らに（to them）」だとしたら，ménar「誰

に（関係詞）」があるので，敢えて必要そうではなさそうであり，いずれにしても余剰な表現である． 
 
5-32 ちょっとあなたにお願いがあります． 

                                                        
15 「世界」を表す単語には duniáa ~ duniáat ~ kaináat など，幾つかの借用語的な表現がある．duniáat は，

duniáa（＜ウルドゥー語 duniyā「世界」＜アラビア語）と kaináat（＜ウルドゥー語 kāināt「宇宙，世界」

＜アラビア語）とから偶発的に生じたカバン語である可能性が高い． 
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(179) góor buyátan bilá. 

gu-ȧr buyát-an bilá-Ø 
2SG:II-DAT 頼み-INDF.SG COP:3SG.Y-PRS 

 

 お前に 1つ頼みがある． 
 
5-33 冬の雨 
(180) báimo harált 

bái-mo harált 
冬-GEN.Z 雨 

 

 冬の雨 
 
 ブルシャスキー語の名詞は，ヒト男性（HM），ヒト女性（HF），具象物（X），抽象物（Y）の 4つの

クラスに大きく分けられるが，抽象物クラスの中でも一部の時空間を指示する名詞に関しては，属格標

識にヒト女性クラスと共通の//-mo//を用いる．筆者はこれを抽象物（Y）クラスの下位クラスとして，Z
クラスとして示すこととしている．動詞の一致などに関しては，抽象物（Y）クラスのそれと何も変わ

らない． 
 
5-33-a 東京の家 
(181) tokióe ité ha 

tokió-e ité ha 
PN-GEN あの:Y 家 

 

 東京のあの家 
 
5-34 彼の泳ぎ 
(182) inémo tam 

iné-mo tám 
あの:H-GEN.HF 泳ぎ 

 

 あの者（女）の泳ぎ 
 
5-34-a 犬の鳴き声 
(183) húke wáu 

huk-e wáu 
犬-GEN OMTP:ワン 

 

 犬の吠え声 
 
5-34-b 火山の爆発 
(184) aatašphišáane dupháltas 

aatašphišáan-e d-phált-as 
火山-GEN TEL-破裂する-INF 

 

 火山の破裂すること 
 
5-34-c 車の運転 
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(185) gaaḍí égucaras 

gaaḍí i-ġuchár-as 
車 3SG.X:II-動く-INF 

 

 車を動かすこと 
 
5-34-d ～の小説 
(186) noborúe minás 

noború-e minás 
PN-GEN 物語 

 

 ノボルの物語 
 
 この表現は「ノボルの書いた物語」とも，「ノボルの登場する／ノボルに関する物語」とも読める．但

し，物語を所有することはできないので，「ノボルの持っている物語」という所有主の読みはない． 
 
5-35 X さん（固有名詞）のお母さん／机の横に／机の前に／*机に（来て！）／あの人の次 
(187) a. noborúe ími 

noború-e i-mí 
PN-GEN 3SG.HM:I-母 

 

  ノボルの母 
 b. méeze épatar 

méez-e i-ṗat-ar 
机-GEN 3SG.X:II-側-DAT 

 

  机の脇に 
 c. méeze íŋgiar 

méez-e i-ŋgí-ar 
机-GEN 3SG.X:II-前-DAT 

 

  机の前に 
 d. *méezar / méezaṭar jụ! 

méez-ar  méez-aṭ-ar jụ́-i 
机-DAT  机-INS-DAT 来る-IMP.SG 

 

  ｛*机に／机の辺りに｝来い 
 e. ínmo mucíaṭe 

ín-mo mu-ci-aṭ-e 
あれ:H-GEN.HF 3SG.HF:I-後-INS-GEN 

 

  彼女の後で 
 
5-36 バラの花びら 
(188) ɣuláape tap 

ɣuláab-e tap 
バラ-GEN 葉 

 

 バラの葉 
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 tap は「葉」も「花弁」も指す．敢えて「花弁」であることを明示したければ，asqúr「花」の属格形

を用いて ɣuláape asqúre tap「バラの花の葉（＝花弁）」とも言える． 
 
5-36-a 果物のナイフ 
(189) miwáa gáne čhur 

miwá-e gan-e čhur 
実-GEN 道-GEN 小刀 

 

 果物の道（＝ため）のナイフ 
 
5-36-b 紙の飛行機 
(190) ɣaqáse jaháac16 

ɣaqás-e jaháaz 
紙-GEN 船 

 

 紙の船 
 
5-36-c チューリップの絵 
(191) ɣulaaláa taswíir 

ɣulaalá-e taswíir 
チューリップ-GEN 絵 

 

 チューリップの絵 
 
5-36-d 花の匂い 
(192) asqúre nas 

asqúr-e nas 
花-GEN 匂い 

 

 花の匂い 
 
5-36-e 英文の手紙 
(193) aŋgreezí qhat 

aŋgreezí qhát 
英語 手紙 

 

 英語の手紙 
 
5-36-f 日本語の先生 
(194) jaapaaní báaṣe ustáat 

jaapaaní báaṣ-e ustáad 
日本の 言語-GEN マスター 

 

 日本語の先生 
 
5-36-g 井戸の水 

                                                        
16 jaháaz は「船，飛行機」（＜ウルドゥー語 jahāz「船」, hawāī jahāz「飛行機（lit. 大気の船）」）． 
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(195) ɣúlke chil 

ɣulk-e chil 
井戸-GEN 水 

 

 井戸の水 
 
5-36-g-a ここでは井戸水は飲まないで下さい． 
(196) akhóle / gusé ɣúlke chil oóminin! 

akhól-e  gusé ɣulk-e chil a-min-in 
正にここ-GEN  この:X 井戸-GEN 水 NEG-飲む-IMP.PL 

 

 ｛ここで／この｝井戸の水を飲むな． 
 
5-36-h 雨の日 
(197) harálte gunc 

harált-e gunc 
雨-GEN 日 

 

 雨の日 
 
5-37 妹の花子 
(198) joṭ ayás / ácọ hánako 

jóṭ a-yas  a-ċọ hánako 
小さい 1SG:I-姉妹  1SG:II-同性兄弟 PN 

 

 私（男／女）の妹のハナコ 
 
5-37-a 社長の田中さん 
(199) uyúm sáap17 tanaká 

uyú-m sáap tanaká 
大きい-ADJVLZ 様 PN 

 

 大旦那のタナカ 
 
5-38 となりの家の友達のお父さんの車のタイヤ（が昨日突然パンクしたんだって．） 
(200) dáyalabáake hamále iné sómoe yuúỵe gaaḍíe 

d-a-ẏal-a+báa-Ø=ke hamál-e iné sómo-e i-uỵ-e gaaḍí-e 
TEL-1SG:II-聞く-1SG+COP:1SG-PRS=CONJ 村-GEN あの:H 男友達-GEN 3SG.HM:I-父-GEN 車-GEN 

 

 arabá ašaŋáayo { qisíbí / muṣ duúsilá / 

arabá ašaŋáayo  qis+bí-Ø  múṣ d-gús+bilá-Ø  
車輪 突然に  裂ける+COP:3SG.X-PRS  OMTP:膨満 TEL-出る+COP:3SG.Y-PRS  

 

                                                        
17 sáap「～様，ミスター，旦那」はウルドゥー語 sāhab の借用語．ウルドゥー語では男性が sāhab，女
性が sāhiba と区別があるが，ブルシャスキー語では男女ともに sáap．名前の後ろに付ければ敬称になる：

tanaká sáap「タナカさん」． 
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 ɣaníbí / čhi níbí }. 

ɣan+bí-Ø  čhí ní+bí-Ø  
漏れる+COP:3SG.X-PRS  OMTP:破裂 行く+COP:3SG.X-PRS  

 

 村（＝近所）のあの友人のお父さんの車の車輪が突然に｛避けた／破裂した／（空気が）漏れた／破

れた｝のだと，私は聞いた． 
 

7.「他動性」（語学研究所論集 第 19号） 

6-1 
6-1-а 彼はそのハエを殺した． 
(201) inée isé phin délimi / ésqanimi. 

iné-e isé phín d-i-l̇-m-i  i- ̇s-ɣan-m-i 
あの:H-ERG あの:X 蠅 TEL-3SG.X:II-打つ-NPRS-3SG.HM  3SG.X:II-CAUS-終わる-NPRS-3SG.HM 

 

 あの者がその蠅を叩いた（≒殺した）／殺した． 
 
 通常，d-@-l̇-「叩く」の動詞表現に「殺す」のニュアンスもある18とのことだが，後述の(204a)の場面

では自動的に「叩く」の読みだけに絞られてしまう． 
 
6-1-b 彼はその箱を壊した． 
(202) inée isé buḍóko taq étimi. 

iné-e isé buḍóko táq i-ṫ-m-i 
あの:H あの:X 箱 OMTP:割れ 3SG.X:II-する-NPRS-3SG.HM 

 

 あの者がその箱を割った． 
 
6-1-с 彼はそのスープを温めた． 
(203) inée ité kaíi déskaraỵimi. 

iné-e ité kái d-i- ̇s-garaỵ-m-i 
あの:H-GEN あの:Y スープ TEL-3SG.Y:II-CAUS-温まる-NPRS-3SG.HM 

 

 あの者がそのスープを温めた． 
 
6-1-d 彼はそのハエを殺したが，死ななかった．（言えるか？言えないか？） 
(204) a. inée isé phin délimi, áma es 

iné-e isé phín d-i-l̇-m-i áma és 
あの:H-ERG あの:X 蠅 TEL-3SG.X:II-打つ-NPRS-3SG.HM しかし あれ:X 

 

  éirimi. 

a-i-ir-m-i 
NEG-3SG.X:I-死ぬ-NPRS-3SG.X 

 

  あの者がその蠅を叩いたが，それは死ななかった． 

                                                        
18 ウルドゥー語の mārnā「殺す，叩く」（自動詞 marnā「死ぬ」と自他対応する）に影響を受けて，後か

ら「殺す」の意味を獲得した可能性が想像される． 
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 b. * inée isé phin ésqanimi, áma es 

 iné-e isé phín i- ̇s-ɣan-m-i áma és 
 あの:H-ERG あの:X 蠅 3SG.X:II-CAUS-終わる-NPRS-3SG.HM しかし あれ:X 

 

  éirimi. 

a-i-ir-m-i 
NEG-3SG.X:I-死ぬ-NPRS-3SG.X 

 

  *（あの者がその蠅を殺したが，それは死ななかった．） 
 c. inée isé phin ésqani, áma es 

iné-e isé phín i- ̇s-ɣan-i áma és 
あの:H-ERG あの:X 蠅 3SG.X:II-CAUS-終わる-3SG.HM しかし あれ:X 

 

  éirimi. 

a-i-ir-m-i 
NEG-3SG.X:I-死ぬ-NPRS-3SG.X 

 

  あの者がその蠅を殺そうとしたが，それは死ななかった． 
 
 (204b)は単純過去形 ésqanimi「殺した」が結果を含意しているので，こういった言いかたができない．

但し，将然相形 ésqani「殺そうとする，殺すところだ」を用いて(204c)のような言いかたにすれば，結果

は含意されないので表現として正しい． 
 
6-2 
6-2-а 彼はそのボールを蹴った． 
(205) inée isé lóoṭo / ṭoolá dápiski délimi. 

iné-e isé lóoṭo  ṭoolá dápiski d-i-l̇-m-i 
あの:H-ERG あの:X 毛糸玉  塊 蹴って TEL-3SG.X:II-打つ-NPRS-3SG.HM 

 

 あの者がその球を蹴った． 
 
6-2-b 彼女は彼の足を蹴った． 
(206) inée íne yuúṭisulo dápiski délimi. 

iné-e ín-e i-uṭís-ul-e dápiski d-i-l̇-m-i 
あの:H-ERG あれ:H-GEN 3SG.HM:I-足-LOC-GEN 蹴って TEL-3SG.X:II-打つ-NPRS-3SG.HM 

 

 あの者が彼の足に（＝足を）蹴った． 
 
 身体部位の目的語に処格を用いるのは所有者への影響を企図した場合（「全体―部分」関係の表現）で

あり，その部位そのものがターゲットである場合には絶対格目的語にできる．前者は，「部位としては足

パーツにおいて，彼を打撃した」ということである． 
 
6-2-с 彼はその人にぶつかった（故意に）． 
(207) a. inée iné thaŋ étimi. 

iné-e iné tháŋ i-ṫ-m-i 
あの:H-ERG あの:H OMTP:衝突 3SG.HM:II-する-NPRS-3SG.HM 

 

  あの者がその者に衝突した． 
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 b. iné inée káa thaŋ maními. 

iné iné-e káaṭ tháŋ man-m-i 
あの:H あの:H-GEN 共に OMTP:衝突 なる-NPRS-3SG.HM 

 

  あの者がその者と衝突した． 
 
 「衝突する」は他動詞 thaŋ @-ṫ-（能格主語，絶対格目的語）も自動詞 thaŋ man-（絶対格主語，属格＋

káa「～と」で対象表現）もある．自動詞は一般ルールと同じで，主動詞が man-なら意図的，@-mán-な

ら非意図的である：(208)． 
 
6-2-d 彼はその人とぶつかった（うっかり）． 
(208) iné inée káa thaŋ iḿanimi. 

iné iné-e káaṭ tháŋ i-man-m-i 
あの:H あの:H-GEN 共に OMTP:衝突 3SG.HM:I-なる-NPRS-3SG.HM 

 

 あの者がその者と衝突した． 
 
6-3 
6-3-а あそこに人が数人見える． 
(209) toóle káman sis ɣaičáan19. 

toól-e kám-an sís ɣan-č+báan-Ø 
正にあそこ-GEN 少ない-INDF.SG 人 見える-IPFV+COP:3PL.H-PRS 

 

 ちょうどあそこに幾人かが見えている． 
 
6-3-b 私はその家を見た． 
(210) jáa ité ha / háar barénam. 

jáa ité ha  ha-ar barén-a-m 
私:ERG あの:Y 家  家-DAT 見る-1SG-NPRS 

 

 私はあの家を見た／家に目を向けた． 
 
6-3-с 誰かが叫んだのが聞こえた． 
(211) ménike qíu(an) diméyaluman20. 

mén-ik-e qíu-an d-mi- ̇yal-m-an 
誰-INDF.PL-GEN 叫び-INDF.SG TEL-1PL:II-聞く-NPRS-1PL 

 

 私には誰か（複数）の叫び声が聞こえた． 
 
6-3-d 彼はその音を聞いた． 

                                                        
19 ɣan-「見える」の未完結相語幹は，規則通りならば*ɣaí- //ɣan-č//（n+č > y；cf. man-「なる」＞ IPFV maí-）
となるはずであるが，実際には未完結接尾辞が二重に付いたような不規則形 ɣaíč- //*ɣan-č-č//となる． 
20 d-@-ẏal-「聞く，聞こえる」は自動詞なので，人称接頭辞と人称接尾辞とが常に同じ人称一致をする．

但し，格配列としては主語（聞いた者）が絶対格でも良いし，「聞き耳を立てた」のような積極性を持っ

ている場合には能格にしても良い．自動詞ではあるが，目的語のようなもの（聞こえた対象）をも絶対

格で表現できる． 
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(212) iné ité ičhár déyalimi. 

iné ité i-čhar d-i-ẏal-m-i 
あの:H あの:Y 3SG.Y:I-音声 TEL-3SG.HM:II-聞く-NPRS-3SG.HM 

 

 あの者にはその音が聞こえた． 
 
6-4 
6-4-а 彼は（なくした）カギを見つけた． 
(213) in isé čhéi déeɣurkimi (ámis 

ín isé čhéi d-i-ɣ̈urk-m-i ámis 
あれ:H あの:X 鍵 TEL-3SG.X:III-見付ける-NPRS-3SG.HM どの:X 

 

 wáalibímke). 

(i-)balúu+bí-m=ke 
3SG.X:I-失われる+COP:3SG.X-NPRS=CONJ 

 

 彼は（失くしていた）その鍵を見付け出した． 
 
6-4-b 彼は椅子を作った． 
(214) inée kursían désmanimi. 

iné-e kursí-an d-i- ̇s-man-m-i 
あの:H-ERG 椅子-INDF.SG TEL-3SG.X:II-CAUS-なる-NPRS-3SG.HM 

 

 あの者は椅子を 1つ作った． 
 
6-5 
6-5-а 彼はバスを待っている． 
(215) inée bas rac ̣ éčái. 

iné-e bás rác ̣ i-ṫ-č+bái-Ø 
あの:H-ERG バス 待機 3SG.X:II-する-IPFV+COP:3SG.HM-PRS 

 

 あの者はバスを待っている． 
 
6-5-b 私は彼が来るのを待っていた． 
(216) a. je inée jụ́ase rácụlo báyam. 

jé iné-e jụ́-as-e rác-̣ul-e báa-a-m 
私 あの:H-GEN 来る-INF-GEN 待機-LOC-GEN COP:1SG-1SG-NPRS 

 

  私はあの者の来るのを待ったままでいた． 
 b. je inée jụ́ase gáne rac ̣ ne báyam. 

jé iné-e jụ́-as-e gan-e rác ̣ n-i-ṫ báa-a-m 
私 あの:H-GEN 来る-INF-GEN 道-GEN 待機 CP-3SG.HM:II-する COP:1SG-1SG-NPRS 

 

  lit. 私はあの者の来る道（＝ため）に待っていた． 
 
6-5-с 彼は財布を探している． 
(217) inée baṭwáar choq éčái. 

iné-e baṭwá-ar chóq i-ṫ-č+bái-Ø 
あの:H-ERG 財布-DAT 捜索 3SG.Y:II-する-IPFV+COP:3SG.HM-PRS 
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 あの者は財布を探している． 
 
6-6 
6-6-а 彼はいろんなことをよく知っている． 
(218) inéer buṭ béske leél bicán. 

iné-ar búṭ bés=ke leél bicán-Ø 
あの:H-DAT 多い 何=CONJ 知っている COP:3PL.Y-PRS 

 

 あの者には多く何かを知っている． 
 
6-6-b 私はあの人を知っている． 
(219) a. jáa iné yeíyabáa21. 

jáa iné i-hén-č-a+báa-Ø 
私:ERG あの:H 3SG.HM:I-知る-IPFV-1SG+COP:1SG-PRS 

 

  私はあの男を知っている． 
 b. jáa iné muyéiyabáa. 

jáa iné mu-hén-č-a+báa-Ø 
私:ERG あの:H 3SG.HF:I-知る-IPFV-1SG+COP:1SG-PRS 

 

  私はあの女を知っている． 
 
6-6-с 彼はロシア語ができる． 
(220) a. inée urdúu héibái. 

iné-e urdúu hén-č+bái-Ø 
あの:H-ERG ウルドゥー語 知る-IPFV+COP:3SG.HM-PRS 

 

  あの者はウルドゥー語を知っている． 
 b. inéer urdúu jụ́cịlá. 

iné-ar urdúu jụ́-č+bilá-Ø 
あの:H-DAT ウルドゥー語 来る-IPFV+COP:3SG.Y-PRS 

 

  あの者にはウルドゥー語が来ている． 
 
6-7 
6-7-а あなたはきのう私が言ったことを覚えていますか？ 
(221) a. sabuúrčanii bésan gósabáyam góski 

sabuúr-čanii bés-an gu- ̇s-a+báa-a-m gu- ̇ski 
昨日-ADVLZ 何-INDF.SG 2SG:II-伝える-1SG+COP:1SG-1SG-NPRS 2SG:II-思い出 

 

  biláa? 

bilá-Ø=a 
COP:3SG.Y-PRS=Q 

 

  昨日，何を私がお前に伝えたかの記憶はあるか？ 

                                                        
21 三人称単数ヒト男性，具象物が目的語の場合，人称接頭辞//i-//がもたらす何かしらの影響なのか，ア

クセント位置が後ろにずれている．ヒト女性//mu-//の場合には予測される通りの位置にアクセントが来

る． 
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 b. sabuúr gósam ité góski biláa? 

sabuúr gu- ̇s-a-m ité gu- ̇ski bilá-Ø=a 
昨日 2SG:II-伝える-1SG-ADJVLZ あの:Y 2SG:II-思い出 COP:3SG.Y-PRS=Q 

 

  昨日，私がお前に伝えたあの記憶はあるか？ 
 
6-7-b 私は彼の電話番号を忘れてしまった． 
(222) je íne nambár til áalam. 

jé ín-e nambár tíl a-l̈-a-m 
私 あれ:H-GEN 番号 忘れた 1SG:III-忘れる-1SG-NPRS 

 

 私は彼の番号を忘れた． 
 
6-8 
6-8-а 母は子供たちを深く愛していた． 
(223) a. úmimo múimo mok muyúa22 buṭ 

u-mí-mo mu-í-mo mu- ̇k mu-i-úa búṭ 
3PL.H:I-母-GEN.HF 3SG.HF:I-自身-GEN.Z 3SG.HF:II-娘と 3SG.HF:I-息子-PL 多い 

 

  móyarumišo bam. 

mu- ̇yar-m-išo báan-m 
3SG.HF:II-好きな-ADJVLZ-PL.H COP:3PL.H-NPRS 

 

  彼らの母自身の子らはとても彼女に愛されていた． 
 b. úmie múimo mok muyúaa káa buṭ šul 

u-mí-e mu-í-mo mu- ̇k mu-i-úa-e káaṭ búṭ šul 
3PL.H:I-母-ERG 3SG.HF:I-自身-GEN.Z 3SG.HF:II-娘と 3SG.HF:I-息子-PL-GEN 共に 多い 愛 

 

  éčubóm. 

i-ṫ-č+bó-m 
3SG.Y:II-する-IPFV+COP:3SG.HF-NPRS 

 

  彼らの母自身の子らと共に多くの愛を彼女は持っていた．（＝母は子らをとても愛していた．） 
 
6-8-b 私はバナナが好きだ． 
(224) jáa keelá áyarum bi. 

jáa keelá a-ẏar-m bí-Ø 
私:GEN バナナ 1SG:II-好きな-ADJVLZ COP:3SG.X-PRS 

 

 バナナは私の好きなものだ． 
 
6-8-с 私はあの人が嫌いだ． 
(225) jáa iné áɣaman bái. 

jáa iné a-ɣ̇a-m-an bái-Ø 
私:GEN あの:H 1SG:II-嫌いな-ADJVLZ-INDF.SG COP:3SG.HM-PRS 

 

                                                        
22 @-k̇ @-yúa「子ら」という複合的な表現に含まれる前部の@-k̇ という要素は，独立用法を持たない．

後部の@-yúa は@-í「息子」の複数形である．@- ̇i=ke @-yúa（PERS:II-娘=CONJ PERS:I-息子:PL）「娘（SG）
と息子（PL）」が約まってできているとして分析している． 
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 あの者は私の嫌いなものだ． 
 
 一次形容詞で人称接頭辞を取るのは(224)と(225)に登場するこの 2つのみである．もしかしたらこれら

も派生語かも知れない．好き嫌いの評価主は所有者として属格で標示される． 
 @-ẏarum「～の好きな，～に好かれた」?＜ yar「前」, yárpa「前方」＋//-m//《形容詞化》 
 @-ɣ̇am「～の嫌いな，～に嫌われた」?＜ ɣaỵ「左」, ɣáỵpa「左方」＋//-m//《形容詞化》 
 
6-9 
6-9-a 私は靴が欲しい． 
(226) jáar búuṭ awaáji. 

jáa-ar búuṭ awaáji 
私:OBL-DAT 靴 必要な 

 

 私に靴が要る． 
 
 awaáji「必要な」は，肯定・現在ではコピュラが省略される．否定や過去では，コピュラが復元され

る：cf. jáar búuṭ awaáji apím「私に靴は要らなかった」． 
 
6-9-b 今，彼にはお金が要る． 
(227) muú ínar rupiá awaáji. 

muú ín-ar rupiá awaáji 
今 あれ:H-DAT ルピー 必要な 

 

 今，彼にお金が要る． 
 
6-10 
6-10-а （私の）母は（私の）弟がうそをついたのに怒っている． 
(228) jáa ámi múimo mok muyúaa uúmušoaṭe 

jáa a-mi mu-í-mo mu- ̇k mu-i-úa-e u-umús-čo-aṭ-e 
私:GEN 1SG:I-母 3SG.HF:I-自身-GEN.Z 3SG.HF:II-娘と 3SG.HF:I-息子-PL-GEN 3PL.H:I-舌-PL-INS-GEN 

 

 { baltáanum bo / baltáanubó }. 

 baltáan-m bó-Ø  baltáan+bó-Ø  
 不満である-ADJVLZ COP:3SG.HF-PRS  不満である+COP:3SG.HF-PRS  

 

 私の母は子らの噓に対して｛腹を立てている／腹を立てた｝． 
 
6-10-b 彼は犬が怖い． 
(229) in húkcum ar imáibái. 

ín huk-c-m ár i-man-č+bái-Ø 
あれ:H 犬-ADE-ABL 恐れた 3SG.HM:I-なる-IPFV+COP:3SG.HM-PRS 

 

 lit. 彼は犬から恐れている． 
 
 恐怖を感じる対象は，奪格で表現される． 
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6-11 
6-11-а 彼は父親に似ている． 
(230) in yúu juánan bái. 

ín i-uỵ juán-an bái-Ø 
あれ:H 3SG.HM:I-父 の様な-INDF.SG COP:3SG.HM-PRS 

 

 彼は彼の父のようである． 
 
6-11-b 海水は塩分を含んでいる． 
(231) a. samandáre chil bayúkiṣ maíbilá. 

samandár-e chil bayú-kiṣ man-č+bilá-Ø 
海-GEN 水 塩-ADJVLZ なる-IPFV+COP:3SG.Y-PRS 

 

  海の水はしょっぱい． 
 b. samandáre chílulo bayú maíbí. 

samandár-e chil-ul-e bayú man-č+bí-Ø 
海-GEN 水-LOC-GEN 塩 なる-IPFV+COP:3SG.X-PRS 

 

  海の水には塩が入っている． 
 
6-12 
6-12-а 私の弟は医者だ． 
(232) jáa joṭ ácọ ḍaakṭár bái. 

jáa jóṭ a-ċọ ḍaakṭár bái-Ø 
私:GEN 小さい 1SG:II-同性兄弟 博士 COP:3SG.HM-PRS 

 

 私（男）の弟は医者だ． 
 
6-12-b 私の弟は医者になった． 
(233) a. jáa joṭ ácọ ḍaakṭár imánái. 

jáa jóṭ a-ċọ ḍaakṭár i-man+bái-Ø 
私:GEN 小さい 1SG:II-同性兄弟 博士 3SG.HM:I-なる+COP:3SG.HM-PRS 

 

  私（男）の弟は医者になった． 
 b. ? jáa joṭ ácọ ḍaakṭár manúwái. 

 jáa jóṭ a-ċọ ḍaakṭár man+bái-Ø 
 私:GEN 小さい 1SG:II-同性兄弟 博士 なる+COP:3SG.HM-PRS 

 

  ?私（男）の弟は医者になった． 
 
 動詞に人称接頭辞を伴わせた，意図性がない表現である(233a)が妥当で，どんなに頑張って願って医

者になったのだとしても，人称接頭辞なしで意図性を持たせた(233b)の表現は，そう発話しても良いけ

どややおかしく感じるとのことであった．人によっては(233b)も特に問題ないと判断する． 
 
6-13 
6-13-а 彼は車の運転ができる． 
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(234) a. íne gaaḍí égucarčái. 

ín-e gaaḍí i-ġuchár-č+bái-Ø 
あれ:H-ERG 車 3SG.X:II-動く-IPFV+COP:3SG.X-PRS 

 

  彼は車を動かす． 
 b. iné gaaḍí égucariṣ éemaibái. 

iné gaaḍí i-ġuchár-ṣ i- ̈man-č+bái-Ø 
あの:H 車 3SG.X:II-動く-SBJV 3SG.HM:III-なる-IPFV+COP:3SG.HM-PRS 

 

  あの者は車を動かせる． 
 
6-13-b 彼は泳げる． 
(235) a. in dalbát bái. 

ín dalbát bái-Ø 
あれ:H 浮かんだ COP:3SG.HM-PRS 

 

  彼は浮かぶ．（＝彼は泳げる） 
 b. in tam déliṣ éemaibái. 

ín tám d-i-l̇-ṣ i- ̈man-č+bái-Ø 
あれ:H 水泳 TEL-3SG.Y:II-打つ-SBJV 3SG.HM:III-なる-IPFV+COP:3SG.HM-PRS 

 

  彼は泳げる． 
 
 (235a) dalbát「浮かんだ，浮かぶ性質の」を用いて，「沈まない＝泳げる」の意味を表せる．この形容

詞は動詞と組み合わせれば dalbát jụ́-「浮かんで来る」，dalbát man-「浮かぶ」などの意味を表す． 
 
6-14 
6-14-а 彼は話をするのが上手だ． 
(236) in šuá ɣaríčái. 

ín šuá ɣar-č+bái-Ø 
あれ:H 良い 鳴る-IPFV+COP:3SG.HM-PRS 

 

 彼は上手に話す． 
 
6-14-b 彼は走るのが苦手だ． 
(237) in gáarciṣ ayéemaibái. 

ín gáarc-ṣ a-i- ̈man-č+bái-Ø 
あれ:H 走る-SBJV NEG-3SG.HM:III-なる-IPFV+COP:3SG.HM-PRS 

 

 彼は走れない． 
 
6-15 
6-15-а 彼は学校に着いた． 
(238) in sikúular déṣqaltimi. 

ín sikúul-ar d-i- ̇ṣqalt-m-i 
あれ:H 学校-DAT TEL-3SG.HM:II-到る-NPRS-3SG.HM 

 

 彼は学校に着いた． 
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6-15-b 彼は道を渡った／横切った． 
(239) a. in saḍák / gan duúsimi. 

ín saḍák  gan d-gús-m-i 
あれ:H 通り  道 TEL-出る-NPRS-3SG.HM 

 

  彼は道を出た（＝渡った）． 
 b. íne saḍák / gan { cḥáa étimi / kráas 

ín-e saḍák  gan  cḥáa i-ṫ-m-i  kráas 
あれ:H-ERG 通り  道  通して 3SG.Y:II-する-NPRS-3SG.HM  横断 

 

  étimi / páar éetimi }. 

i-ṫ-m-i  páar i-ẗ-m-i  
3SG.Y:II-する-NPRS-3SG.HM  対岸 3SG.Y:III-する-NPRS-3SG.HM  

 

  あの者は道を｛通過した／クロスした／横断した｝． 
 
 (239b)にある通り，「通る，渡る」に相当する語彙は幾つかある．cḥáa「通して，至る所に，常に」＋

@-ṫ-「する」で，cḥáa @- ̇t-「通過する，渡る」を意味する成句の他に，kráas「横断，クロス」（＜英語

cross）＋@-ṫ-「する」，páar「対岸」（＜ウルドゥー語 pār）＋@-ẗ-「させる」23などがある． 
 
6-15-с 彼はこの道を通った． 
(240) in ité gáne ními. 

ín ité gan-e ní-m-i 
あれ:H あの:Y 道-GEN 行く-NPRS-3SG.HM 

 

 彼はあの道で行った． 
 
6-16 
6-16-а 彼はお腹を空かしている． 
(241) in cḥámine imánimi. 

ín cḥam-ine i-man-m-i 
あれ:H 飢え-ADJVLZ 3SG.HM:I-なる-NPRS-3SG.HM 

 

 彼は飢えた． 
 
6-16-b 彼は喉が渇いている． 
(242) a. in yuúỵái. 

ín i-búỵ+bái-Ø 
あれ:H 3SG.HM:I-乾く+COP:3SG.HM-PRS 

 

  彼は渇いている． 
 b. in muúỵubó. 

ín mu-búỵ+bó-Ø 
あれ:H 3SG.HF:I-乾く+COP:3SG.HF-PRS 

 

  彼女は渇いている． 

                                                        
23 ウルドゥー語では，pār＋kar-「する」で pār kar-「渡る，横断する」なのだが，ブルシャスキー語で

は páar と共に，@-ṫ-「する」ではなく@-ẗ-「させる」を用いる． 
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6-17 
6-17-а 私は寒い． 
(243) je thátine amánabáa. 

jé that-ine a-man-a+báa-Ø 
私 凍え-ADJVLZ 1SG:I-なる-1SG+COP:1SG-PRS 

 

 私は凍えている． 
 
 //-ine//という形容詞化接辞は，(241)の cḥámine「飢えた」とこの(243)の thátine「凍えた」にのみ見ら

れる．(94)の解説で述べている正体の把握できていない//=ne//とも似ているが，今のところは別のものと

して考えている． 
 
6-17-b 今日は寒い． 
(244) khúulto čhaɣúrum bilá. 

khúulto čhaɣúr-m bilá-Ø 
今日 冷たい-ADJVLZ COP:3SG.Y-PRS 

 

 今日は寒い． 
 
6-18 
6-18-а 私は彼を手伝った／助けた． 
(245) a. jáa íne madát étam. 

jáa ín-e madád i-ṫ-a-m 
私:ERG あれ:H-GEN 助力 3SG.Y:II-する-1SG-NPRS 

 

  私は彼の助力をした． 
 b. je ínar masoó24 manáam. 

jé ín-ar masoó man-a-m 
私 あれ:H-DAT 手助け なる-1SG-NPRS 

 

  私は彼に助けとなった． 
 c. je íne imánce manáam. 

jé ín-e i-mancé man-a-m 
私 あれ:H-GEN 3SG.HM:I-助け なる-1SG-NPRS 

 

  私は彼の手助けになった． 
 
6-18-b 私は彼がそれを運ぶのを手伝った． 
(246) je íne isé ichúasulo imánce manáam. 

jé ín-e isé i-chú-as-ul-e i-mancé man-a-m 
私 あれ:H-GEN あの:X 3SG.X:I-運び出す-INF-LOC-GEN 3SG.HM:I-助け なる-1SG-NPRS 

 

 私は彼のそれを運び出す中で助けとなった． 
 
                                                        
24 masoó「手助け」という名詞は，mas-「手を差し伸べる」という動詞と関係があるだろうか．但し，

上昇調の長母音（もしくは同音色の母音連続）が含まれる語彙は傾向としてシナー語からの借用語が多

く，シナー語で関連語彙が調査できていないため，由来は不明である． 
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6-19 
6-19-а 私はその理由を彼に聞いた． 
(247) jáa itée wája inéecum duɣárusam. 

jáa ité-e wája iné-c-m d-ɣarús-a-m 
私:ERG あの:Y-GEN 理由 あの:H-ADE-ABL TEL-正しくなる-1SG-NPRS 

 

 私はそのことの理由をあの者から訊き出した． 
 
 動詞 duɣárus-は「問う，尋ねる，質す」と訳されるような意味を持つが，情報を引き出す対象の者（「理

由を彼に聞く」の「彼」）を奪格で標示する．引き出す情報（「理由を」）は直接目的語として絶対格で示

す． 
 
6-19-b 私はそのことを彼に話した． 
(248) jáa ité čáɣa inéer ésam. 

jáa ité čáɣa iné-ar i- ̇s-a-m 
私:ERG あの:Y 話 あの:H-DAT 3SG.HM:II-伝える-1SG-NPRS 

 

 私はその話をあの者に伝えた． 
 
6-20 私は彼と会った． 
(249) je íne káa thúmuk manáam. 

jé ín-e káaṭ thúmuk man-a-m 
私 あれ:H-GEN 共に 対面 なる-1SG-NPRS 

 

 私は彼と会った． 
 
8.「連用修飾的複文」（語学研究所論集 第 20号） 

7-1 彼はいつも新聞を読みながらご飯を食べる． 
(250) íne cḥáa eqhbáar ɣatáime ṣapík 

ín-e cḥáa eqhbáar ɣatán-č-m-e ṣapík 
あれ:H 通して 新聞 読む-IPFV-ADJVLZ-GEN 食べ物 

 

 ṣícạ́i. 

ṣí-č+bái-Ø 
食べる:HX.SG.OBJ-IPFV+COP:3SG.HM-PRS 

 

 彼は常に新聞を読みつつご飯を食べる． 
 
 未完了分詞＋属格//V-č-m-e//による付帯状況の表現を用いている． 
 
7-2 （私は）昨日は九時に家に帰って，少しテレビを見て（から），寝ました． 
(251) sabuúr thápmo je tóorimi ɣarúm háalar waapás dáayam, 

sabuúr tháp-mo jé tóorimi ɣar-m ha-al-ar waapás dáa-a-m 
昨日 夜-GEN.Z 私 十:Z 鳴る-ADJVLZ 家-LOC-DAT 戻って 来る:PFV.1SG-1SG-NPRS 

 

 ṭíivii ḍuúm barénam dáa áyanam. 

ṭíivii ḍuúm barén-a-m dáa a-ẏan-a-m 
テレビ 晩く 見る-1SG-NPRS また 1SG:II-眠る-1SG-NPRS 
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 昨晩，私は 10時に家へ戻って来て，テレビを遅くまで見て，それから寝た． 
 
 定動詞単純過去形を用い，接続詞 dáa で繫いでいる表現．(252)にあるような「接続分詞」を用いた表

現でも言えるが，定動詞を並べる表現も可能であるということが分かる． 
 
7-3 （私は）昨日階段で転んで，ケガをしてしまった． 
(252) sabuúr je gáliŋaṭum náwal zaq amánam. 

sabuúr jé gál-iŋ-aṭ-m n-a-bal záq a-man-a-m 
昨日 私 段-PL-INS-ABL CP-1SG:I-落ちる OMTP:負傷した 1SG:I-なる-1SG-NPRS 

 

 昨日，私は階段から落ちて怪我をした． 
 
 いわゆる「接続分詞」と言われる，副動詞形//n-V(-n)0~3//25による節連結の表現． 
 
7-4 今日も父は会社に行って，兄は大学に行った． 
(253
) 

khúultoke áỵa daftárar ními, dáa uyúm ácọ 

khúulto=ke áỵa daftár-ar ní-m-i dáa uyú-m a-ċọ 
今日=CONJ 父親 オフィス-DAT 行く-NPRS-3SG.MH また 大きい-ADJVLZ 1SG:II-同性兄弟 

 

 univarsiṭíar ními. 

univarsiṭí-ar ní-m-i 
大学-DAT 行く-NPRS-3SG.HM 

 

 今日も私（男）の父はオフィスへ行ったし，兄は大学へ行った． 
 
7-5 （あの人は）今日は帽子をかぶって歩いていた． 
(254) khúulto íne phárcinan ne guchárčám. 

khúulto ín-e phárcin-an n-ı̇-ṫ guchár-č+bái-m 
今日 あれ:H-ERG 帽子-INDF.SG CP-3SG.X:II-する 動く-IPFV+COP:3SG.HM-NPRS 

 

 今日，彼は帽子をして動いていた． 
 
7-6 （私は）休みの日にはいつも本を読んだり，テレビを見たりしています． 
(255) jáa čhuṭéncaṭe kitáabiŋ ɣatáyabáa, yáa ṭíivii 

jáa čhuṭí-nc-aṭ-e kitáab-iŋ ɣatán-č-a+báa-Ø yáa ṭíivii 
私:ERG 休み-PL-INS-GEN 本-PL 読む-IPFV-1SG+COP:1SG-PRS または テレビ 

 

 baréyabáa. 

barén-č-a+báa-Ø 
見る-IPFV-1SG+COP:1SG-PRS 

 

                                                        
25 フンザ方言では語末の//-n//という接尾辞を付けることがある．ナゲル方言やヤスィン方言では付かな

い．この接尾辞は，語りの韻律に合わせてか，0 回から 3 回用いられ，特に上手な物語などで複数回の

使用が目立つ：e.g., awál-「私がうっかり落ちる」の場合，náwal の他，náwalin, náwalinin, náwalininin も

あり得る．付加されている回数によって図像的に意味が変化することはない．接頭辞の//n-//は全ての方

言変種で用いられる，「接続分詞」派生の核機能を担っている部分であるが，d-動詞と言われることもあ

る，有界接頭辞//d-//を伴った動詞群では，//n-//の入るべきスロットが既に//d-//で塞がっているため，//n-//
が事実上出現しない：e.g., du-ɣárus-「訊ねる」＞duɣárus「訊ねて」（*nudúɣarus, *nuɣárus）． 
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 私は休日に本を読み，あるいはテレビを見る． 
 
7-7 時間がないから，急いで行こう． 
(256) khéen khuṭ bilá, teílaṭe choór níčan. 

khéen khúṭ bilá-Ø teíl-aṭ-e chó<VV́>r ní-č-an-m 
時期 短い COP:3SG.Y-PRS そう-INS-GEN OMTP:早い<INT> 行く-IPFV-1PL-NPRS 

 

 時間が短い，なので急いで行こう． 
 
7-8 昨日は頭が痛かったので，いつもより早く寝ました． 
(257) sabuúr kapál aqhóljibím, teílaṭe je choór 

sabuúr kapál a-qhól-č+bí-m teíl-aṭ-e jé chó<VV́>r 
昨日 頭蓋骨 1SG:I-痛む-IPFV+COP:3SG.X-NPRS そう-INS-GEN 私 OMTP:早い<INT> 

 

 áyanabáyam. 

a-ẏan-a+báa-a-m 
1SG:II-眠る-1SG+COP:1SG-1SG-NPRS 

 

 昨日，頭が痛かった，なので私は急いで眠っていた． 
 
7-9 あの人は本を買いに行った． 
(258) in kitáapičiŋ ɣáṣar / gáyar ními. 

ín kitáap-ičiŋ ɣáṣ-ar  gán-č-ar ní-m-i 
あれ:H 本-PL 購買-DAT  得る-IPFV-DAT 行く-NPRS-3SG.HM 

 

 彼は本を｛買いに／求めに｝行った． 
 
7-10 （彼は）外がよく見えるように窓を開けた． 
(259) íne kirkí dóonimi, taakí hólum duniáa šuáne 

ín-e kirkí d-gón-m-i taakí hól-m duniáa šuá=ne 
あれ:H-GEN 窓 TEL-開ける-NPRS-3SG.HM ために 外-ADJVLZ 世界 良い=ADVLZ 

 

 yeéšar. 

i-ic-č-ar 
3SG.Y:I-見る-IPFV-DAT 

 

 外の世界をよく見るために，彼は窓を開けた． 
 
7-11 ここでは夏になると，よく雨が降ります． 
(260) khóle šiní díimar { báar báar / cḥáa } harált 

khól-e šiní díi-m-ar  báar báar  cḥáa  harált 
ここ-GEN 夏 来る:PFV:3SG.Y-ADJVLZ-DAT  度 度  通して  雨 

 

 diáarši. 
d-gáarc-č-(m)-i 
TEL-走る-IPFV-NPRS-3SG.Y 

 

 ここでは夏が来ると｛何度も／ずっと｝雨が降る． 
 
 完了分詞＋与格//V-m-ar//は異主語先行節の表現に用いられるので，ここでは「夏が来る」が次節で表
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現される事象（つまり主節の「雨が降る」）に先行する事象であり，しかも後続する事象の主語が「夏」

ではないことを表している． 
 
7-12 窓を開けると，冷たい風が入って来た． 
(261) jáa kirkí dóoname káa čaɣúrum tíṣan 

jáa kirkí d-gón-a-m-e káaṭ čaɣúr-m tiṣ-an 
私:GEN 窓 TEL-開ける-1SG-ADJVLZ-GEN 共に 寒い-ADJVLZ 風-INDF.SG 

 

 díimi. 

díi-m-i 
来る:PFV.3SG.Y-NPRS-3SG.Y 

 

 私が窓を開けたと共に，冷たい風が来た． 
 
 完了分詞//V-m//「～したこと」に，属格＋káa による「～と一緒に」が組み合わさっている分析的表

現だが，機能としては(260)の完了分詞＋与格と同じで，異主語先行節を表すために用いられる形式だと

も言える．他にも完了分詞＋奪格（＋「後に」）//V-m-c-m// (@-́lji/@-cíaṭe)，不定詞＋属格＋káa //V-as-e káaṭ//
といった組み合わせも異主語先行節を表し，もしかしたら細かなニュアンスの異なりなどがあるのかも

知れないが今のところ不明であり，恐らくこれらの形式は互換可能であるように思う．どれを使用する

かは個人差や地域差の可能性もある． 
 
7-13 坂を上ると，海が見えた． 
(262) je béšal gáliŋe yáṭe { duúsame káa / 

jé béšal gál-iŋ-e i-yaṭ-e  d-gús-a-m-e káaṭ  
私 いつ 段-PL-GEN 3PL.Y:I-上-GEN  TEL-出る-1SG-ADJVLZ-GEN 共に  

 

 duúsamar } sar / samandár yeécam. 

d-gús-a-m-ar  sar  samandár i-ic-a-m 
TEL-出る-1SG-ADJVLZ-DAT  湖  海 3SG.Y:I-見る-1SG-NPRS 

 

 私が階段の上へ｛出たと共に／出ると｝その時，海が見えた． 
 
 継承語に「海」という単語はない．samandár はウルドゥー語 samandar の借用語． 
 
7-14 明日雨が降ったら，私はそこに行かない． 
(263) (ágar) jímale harált diáarcimike je élar oóničam. 

ágar jímal-e harált d-gáarc-m-i=ke jé él-ar a-ní-č-a-m 
もし 明日-GEN 雨 TEL-走る-NPRS-3SG.Y=CONJ 私 あそこ-DAT NEG-行く-IPFV-1SG-NPRS 

 

 （もしも）明日，雨が降ったなら，私はそこに行かない． 
 
 接続詞=ke の用法は幅広く，このように条件節の標識となることもできる． 
 
7-15 もっと早く起きればよかったなあ． 
(264) ébo lée! ho choór diéas bilúm. 

ébo lée hó chó<VV́>r d-i-as bilá-m 
困った INTJ そして OMTP:早い<INT> TEL-起きる-INF COP:3SG.Y-NPRS 
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 困ったぞ！ ああ，もっと早くに起きるべきだった． 
 
 N＋与格と不定詞とコピュラとで，必須義務表現が作られる．jáar diéas bilá「lit. 私に起きることがあ

る」で，「私は起きなければならない，起きるべきだ」の意味となる．これはウルドゥー語に見られるの

と全く同じ構造をしているので，翻訳借用した構文である可能性が考えらえる．耳にする機会は少ない

が，接続法による義務表現もあり，je diéṣa「私は起きるべきだ」などのように言える． 
 
7-16 あんなところへ行かなければよかった． 
(265) je ité díšar oónias bilúm. 

jé ité diš-ar a-ní-as bilá-m 
私 あの:Y 場所-DAT NEG-行く-INF COP:3SG.Y-NPRS 

 

 私はあの場所へ行くべきではなかった． 
 
7-17 １に１を足せば，２になる． 
(266) hánaṭe hánke ṭap étumar altá(c) maíbién. 

hán-aṭ-e hán=ke ṭáp i-ṫ-m-ar altác man-č+bién-Ø 
一:X-INS-GEN 一:X=CONJ OMTP:重ね 3SG.X:II-する-ADJVLZ-DAT 二:X なる-IPFV+COP:3PL.X-PRS 

 

 1つに 1つを重ねると 2つになる． 
 
 数詞が具象物クラスになっている．ただ数えるためだけに用いる語形（Z クラス形）を用いた表現で

の作文 híkaṭe híkke ṭap étumar altó maíbicán を尋ねると，「そう言っても良いけど」と，やや不服げな返答

を得た．実体のない概念を ṭap @-ṫ-「重ねる」のに違和感があるのかも知れない． 
 
7-18 駅に着いたら電話をしてください． 
(267) siṭeešánaṭar dukóṣqaltin áar phóon éti, šuáa? 

siṭeešán-aṭ-ar d-gu- ̇ṣqalt-n a-ȧr phóon i-ṫ-i šuá=a 
駅-INS-GEN TEL:CP-2SG:II-到る-CP 1SG:II-DAT 電話 3SG.Y:II-する-IMP.SG 良い=Q 

 

 駅の近くに着いたら私に電話をしなさいよ？ 
 
7-19 日曜日になったら，みんなで公園に行きたいなあ． 
(268) aḍíte mi gáṭi basíar níašo báan. 

aḍít-e mí gáṭi basí-ar ní-as-čo báan-Ø 
日曜日-GEN 私達 集まって 庭-DAT 行く-INF-PL COP:1PL-PRS 

 

 日曜に私たちは一緒に庭園へ行くのだ． 
 
 「行くところである」のような言い方をしていて，予定と願望（意志）とが区別されていない． 
 
7-20 明日雨が降ったら困るなあ． 
(269) jímale harált diáarcimike híiṣ / ébo meími. 

jímal-e harált d-gáarc-m-i=ke híṣ  ébo man-č-m-i 
明日-GEN 雨 TEL-走る-NPRS-3SG.Y=CONJ ono:溜息  困った なる-IPFV-NPRS-3SG.Y 
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 明日，雨が降ったら｛溜息が出る／困る｝． 
 
7-21 家に来るなら，電話をしてから来てください． 
(270) jáa háalar jụ́as manímike yárne phóon 

jáa ha-al-ar jụ́-as man-m-i=ke i-yár=ne phóon 
私:GEN 家-LOC-DAT 来る-INS なる-NPRS-3SG.Y=CONJ 3SG.Y:I-前=ADVLZ 電話 

 

 ne jụ! 

n-i-ṫ jụ́-i 
CP-3SG.Y:II-する 来る-IMP.SG 

 

 私の家に来ることになったなら，事前に電話をしてから来い． 
 
7-22 （もうすぐベルが鳴るので）鳴ったら，教えてください． 
(271) (ḍuúmanmo širíko ɣaríči:) béšal ɣarúmar 

ḍuúm-an-mo širíko ɣar-č-(m)-i béšal ɣar-m-ar 
晩くに-INDF.SG-GEN.Z 鈴 鳴る-IPFV-NPRS-3SG.X いつ 鳴る-ADJVLZ-DAT 

 

 áso, šuáa? 

a- ̇s-i šuá=a 
1SG:II-伝える-IMP.SG 良い=Q 

 

 （後でベルが鳴る：）鳴ったら私に伝えなさいよ？ 
 
7-23 （もしかしたらベルが鳴るかもしれないので）もし鳴ったら，教えてください． 
(272) (meímike širíko ɣaríči:) béšal ɣarúmar 

man-č-m-i=ke širíko ɣar-č-(m)-i béšal ɣar-m-ar 
なる-IPFV-NPRS-3SG.Y=CONJ 鈴 鳴る-IPFV-NPRS-3SG.X いつ 鳴る-ADJVLZ-DAT 

 

 áso, šuáa? 

a- ̇s-i šuá=a 
1SG:II-伝える-IMP.SG 良い=Q 

 

 （ベルが鳴るかも知れない：）鳴ったら私に伝えなさいよ？ 
 
 括弧外は(271)と区別がされておらず，予測状況の違いに関わらず「鳴ったら報せろ」という命令にな

っている． 
 
7-24 働かざるもの食うべからず．／働かない者は，食べるべきではない． 
(273) ámine duró ayéčáike iné ṣapík 

ámin-e duró a-i-ṫ-č+bái-Ø=ke iné ṣapík 
どの:H-ERG 仕事 NEG-3SG.Y:II-する-IPFV+COP:3SG.HM-PRS=CONJ あの:H 食べ物 

 

 eéṣias awaáji. 

a-ṣí-as awaáji 
NEG-食べる:HX.SG.OBJ-INF 必要な 

 

 仕事をしないならば，その者はご飯を食べるべきではない． 
 
7-25 もう少しお金があったらなあ． 
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(274) (ébo) jáale dáake / kámanke peisá bímke. 

ébo jáa-al-e dáa=ke  kám-an=ke peisá bién-m=ke 
困った 私:OBL-LOC-GEN また=CONJ  少ない-INDF.SG=CONJ 金銭 COP:3PL.X-NPRS=CONJ 

 

 （ああ，）私に｛もっと／少しばかり｝お金があったら． 
 
7-26 これも食べたら？ 
(275) guséke ṣíin. 

gusé=ke ṣí-in 
この:X=CONJ 食べる:HX.SG.OBJ-IMP.PL 

 

 この（食べ物）も食べなさい． 
 
7-27 （やりたいなら自分の）好きなようにやれば？ 
(276) guté duró éčam séibáake gúimo 

guté duró i-ṫ-č-a-m sén-č+báa-Ø=ke gu-í-mo 
この:Y 仕事 3SG.Y:II-する-IPFV-1SG-NPRS 言う-IPFV+COP:2SG-PRS=CONJ 2SG:I-自身-GEN.Z 

 

 ráiaṭe é(ti). 

rái-aṭ-e i-ṫ-i 
願望-INS-GEN 3SG.Y:II-する-IMP.SG 

 

 この仕事をすると言うなら，自分のやりたいようにやれ． 
 
7-28 このコップは落としても割れない． 
(277) gusé giláas / biláwar qha wášimankuli 

gusé giláas  biláwar qháṭ i-bišá-m-an=kuli 
この:X グラス  コップ 下 3SG.X:I-投げる-NPRS-3PL.H=CNCS 

 

 { akáljibí / taq eémaibí }. 

 a-gál-č+bí-Ø / táq a-i-man-č+bí-Ø  
 NEG-割れる-IPFV+COP:3SG.X-PRS  OMTP:割れ NEG-3SG.X:I-なる-IPFV+COP:3SG.X-PRS  

 

 この｛グラス／コップ｝は落としても割れない． 
 
7-29 このリンゴは高かったのに，ちっとも甘くない． 
(278) gusé báalt { qaimatí / meeŋgá / buṭ yáṭe } bim, 

gusé báalt  qaimatí  meeŋgá  búṭ i-yáṭ-e  bí-m 
この:X 林檎  値の張った  高値の  多い 3SG.Y:I-上-GEN  COP-3SG.X-NPRS 

 

 áma phúkke uyám apí. 

áma phúk=ke uyá-m a-bí-Ø 
しかし 欠片=CONJ 旨い-ADJVLZ NEG-COP:3SG.X-PRS 

 

 このリンゴは高かったが，ちっとも美味しくない． 
 
7-30 彼の家に行ってみたけれども，彼はいなかった． 
(279) je íne háalar níam, áma in apám. 

jé ín-e ha-al-ar ní-a-m áma ín a-bái-m 
私 あれ:H-GEN 家-LOC-DAT 行く-1SG-NPRS しかし あれ:H NEG-COP:3SG.HM-NPRS 
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 私は彼の家に行ったが，彼は居なかった． 
 
7-31 あの人が来るまで，私はここで待っています． 
(280) in béšalar qháa acụ́cọke teélum qháa jáa in 

ín béšal-ar qháaṣ a-jụ́-č-(m)-o=ke teél-m qháaṣ jáa ín 
あれ:H いつ-DAT まで NEG-来る-IPFV-NPRS-3SG.HF=CONJ そう-ABL まで 私:ERG あれ:H 

 

 rac ̣ móčabáa. 

rác ̣ mu-ṫ-č-a+báa-Ø 
待機 3SG.HF:II-する-IPFV-1SG+COP-1SG-PRS 

 

 彼女が来ない内は，それまで私は彼女を待つ． 
 
7-32 あの人が来るまでに，食事を作っておきますよ． 
(281) in jụṣ qháa je ṣapík éčam. 

ín jụ́-ṣ qháaṣ jé ṣapík i-ṫ-č-a-m 
あれ:H 来る-SBJV まで 私 食べ物 3SG.X:II-する-IPFV-1SG-NPRS 

 

 彼が来るまでに私は食事を（支度）する． 
 
 時間の限界を示す「～するまで」は，動詞の接続法不定詞＋qháa「まで」で作れる．この場合に，動

詞は肯定でも否定でも表す状況が変わらない．(281)の jụṣ qháa「来るまで（に）」と，acụ́ṣ qháa「来ない

内（に）」と替えても，調査文の意味を同じく表せる．これは(280)にあった，分析的な béšalar qháa 

//VFINITE//=ke「V する時まで（に）」表現でも事情が同じである． 
 
9.「情報構造と名詞述語文」（語学研究所論集 第 21号） 

8-1 えっ，A（固有名詞）が来たの？／いや，A じゃなくて B が来たんだ．（例えば，昨日の集まりに

珍しくやって来た人についての会話で） 
(282) - ehmát díibáma? 

ehmád díi+bái-m=a 
PN 来る:PFV.3SG.HM+COP:3SG.HM-NPRS=Q 

 

  アフマドが来たの？ 
 - bée ya, ehmát atíibám, aamír 

bée yá ehmád a-díi+bái-m aamír 
NEG INTJ PN NEG-来る:PFV.3SG.HM+COP:3SG.HM-NPRS PN 

 

  díibám. 

díi+bái-m 
来る:PFV.3SG.HM+COP:3SG.HM-NPRS 

 

  いや，アフマドは来てない，アーミルが来た． 
 
8-2 誰が来たの？／A が来たよ． 
(283) - men men dúuman? 

mén mén dúu-m-an 
誰 誰 来る:PFV.3PL.H-NPRS-3PL.H 

 

  誰が来たの？ 
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 - ehmát díimi. 

ehmád díi-m-i 
PN 来る:PFV.3SG.HM-NPRS-3SG.HM 

 

  アフマドが来た． 
 
8-3 A のほうが大きいんじゃないの？／いや，Aじゃなくて，B のほうが大きいんだよ． 
(284) - ehmát aamírcum tháanumke apái? 

ehmád aamír-c-m tháan-m=ke a-bái-Ø 
PN PN-ADE-ABL 高い-ADJVLZ=CONJ NEG-COP:3SG.HM-PRS 

 

  アフマドがアーミルより高いんじゃないの？ 
 - bée ya, ehmádcum aamír tháanum bái. 

bée yá ehmád-c-m aamír tháan-m bái-Ø 
NEG INTJ PN-ADE-ABL PN 高い-ADJVLZ COP:3SG.HM-PRS 

 

  いや，アフマドよりアーミルが高い． 
 
8-4 （電話で）どうしたの？／うん，今，お客さんが来たんだ． 
(285) - (phóonaṭe:) { šuá báa / be meíbáa }? 

phóon-aṭ-e  šuá báa-Ø  bé man-č+báa-Ø  
電話-INS-GEN  良い COP:2SG-PRS  どう なる-IPFV+COP:2SG-PRS  

 

  （電話で：）｛大丈夫／どうした｝？ 
 - awá hin ɣaṣgúinan / ɣaṣoóno díibái. 

awá hín ɣáṣ-kúin-an  ɣaṣoóno díi+bái-Ø 
はい 一:H 購買-NMLZ-INDF.SG  買い手 来る:PFV.3SG.HM+COP:3SG.HM-PRS 

 

  ああ，客が 1 人来た． 
 
8-5 あの子供が A を叩いたんだって!?／いや，Aじゃなくて，B を叩いたんだよ． 
(286) - dáyalabáake iné hilése ehmát 

d-a-ẏal-a+báa-Ø=ke iné hilés-e ehmád 
TEL-1SG:II-聞く-1SG+COP:1SG-PRS=CONJ あの:H 少年-ERG PN 

 

  délái. 

d-i-l̇+bái-Ø 
TEL-3SG.HM:II-打つ+COP:3SG.HM-PRS 

 

  あの少年がアフマドを叩いたと聞いた． 
 - bée ya, ehmád bée ya, aamír délái. 

bée yá ehmád bée yá aamír d-i-l̇+bái-Ø 
NEG INTJ PN NEG INTJ PN TEL-3SG.HM:II-打つ+COP:3SG.HM-PRS 

 

  いや，アフマドじゃない，アーミルを叩いた． 
 
8-6 赤い袋と青い袋があるけど，どっちを買うの？／（私は）青い袋を買うよ． 
(287) - báardumke ayáš ṣiqám buṭún haráŋcum úne ámis { dámši 

báard-m=ke ayáš ṣiqá-m buṭún haráŋ-c-m ún-e ámis  dámši 
赤い-ADJVLZ=CONJ 天 草-ADJVLZ 袋 間-ADE-ABL 君-ERG どの:X  卓越 
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  éčáa / yáibáa }? 

i-ṫ-č+báa-Ø  i-gán-č+báa-Ø  
3SG.X:II-する-IPFV+COP:2SG-PRS  3SG.X:I-取る-IPFV+COP:2SG-PRS  

 

  赤と青の袋の内から，お前はどちらを｛選ぶ／取る｝？ 
 - ayár ṣiqám isé yáyam. 

ayáš ṣiqá-m isé i-gán-č-a-m 
天 草-ADJVLZ あの:X 3SG.X:I-取る-IPFV-1SG-NPRS 

 

  青のあの（袋）を取る． 
 
8-7 A はどこですか？／A は朝からどっかへでかけたよ．（例えば，朝少し遅く起きて来た A の父親が，

姿の見えない A について母親に尋ねている場面で） 
(288) - ehmát ámulo bái? 

ehmád ám-ul-e bái-Ø 
PN どこ-LOC-GEN COP:3SG.HM-PRS 

 

  アフマドはどこだ？ 
 - ehmát chórdimocum { apái / ámular 

ehmád chórdi-mo-c-m  a-bái-Ø  ám-ul-ar 
PN 朝-GEN.Z-ADE-ABL  NEG-COP:3SG.HM-PRS  どこ-LOC-DAT 

 

  níbái }. 

ní+bái-Ø  
行く+COP:3SG.HM-PRS  

 

  アフマドは朝から｛居ない／どこかに行っている｝． 
 
8-8 （あの子供は）誰を叩いたの？／（あの子供は）自分の弟を叩いたんだ． 
(289) - iné hilése ménan délái? 

iné hilés-e mén-an d-i-l̇+bái-Ø 
あの:H 少年-ERG 誰-INDF.SG TEL-3SG.HM:II-打つ+COP:3SG.HM-PRS 

 

  あの少年は誰を叩いた？ 
 - íimo écọ délái. 

i-í-mo i-ċọ d-i-l̇+bái-Ø 
3SG.HM:I-自身-GEN.Z 3SG.HM:II-同性兄弟 TEL-3SG.HM:II-打つ+COP:3SG.HM-PRS 

 

  彼自身の兄弟を叩いた． 
 
8-9 （電話で）どうしたの）？／うん，A が（自分の）弟を叩いたんだ．（例えば，電話の向こうで子

供の泣き声が起きたのを聞いての発話） 
(290) - be manílá? 

bé man+bilá-Ø 
どう なる+COP:3SG.Y-PRS 

 

  何があった？ 
 - ehmáde íimo écọ délái. 

ehmád-e i-í-mo i-ċọ d-i-l̇+bái-Ø 
PN-ERG 3SG.HM:I-自身-GEN.Z 3SG.HM:II-同性兄弟 TEL-3SG.HM:II-打つ+COP:3SG.HM-PRS 
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  アフマドが自分の兄弟を叩いた． 
 
8-10 あのケーキ，どうした？／（ああ，あれは）A が食べちゃったよ． 
(291) - isé kéek ámulo bi? 

isé kéek ám-ul-e bí-Ø 
あの:X ケーキ どこ-LOC-GEN COP:3SG.X-PRS 

 

  あのケーキはどこだ？ 
 - ohóo, ésto ehmáde ṣíbái. 

ohóo és=to ehmád-e ṣí+bái-Ø 
INTJ あれ:X=CONJ PN-ERG 食べる:HX.SG.OBJ+COP:3SG.HM-PRS 

 

  あー，あれはアフマドが食べたよ． 
 
8-11 私が昨日お店から買ってきたのはこの本だ． 
(292) sabuúr ámit jáa dukáancum súabáyamke ité guté 

sabuúr ámit jáa dukáan-c-m sú-a+báa-a-m=ke ité guté 
昨日 どの:Y 私:ERG 店-ADE-ABL 運ぶ-1SG+COP:1SG-1SG-NPRS=CONJ あの:Y この:Y 

 

 kitáap bilá. 

kitáab bilá-Ø 
本 COP:3SG.Y-PRS 

 

 昨日，私が店から持って来たあれは，この本だ． 
 
 関係修飾構造で被修飾名詞は一般的に遠称指示詞が付加される．ここでは，ité「あの物」が ámit jáa 

dukáancum súabáyam「私が店から持って来たところの」という関係節による修飾を受けつつ，主節の主

語となっている． 
 
8-12 あの人は先生だ．この学校でもう 20年働いている． 
(293) iné hir ustáat bái. íne guté sikúululo áltar 

iné hir ustáad bái-Ø ín-e guté sikúul-ul-e áltar 
あの:H 男 マスター COP:3SG.HM-PRS あれ:H-ERG この:Y 学校-LOC-GEN 二〇 

 

 déncum óoɣataibái. 

dén-c-m u- ̈ɣatán-č+bái-Ø 
年-ADE-ABL 3PL.H:III-読む-IPFV+COP:3SG.HM-PRS 

 

 あの男は先生だ．彼はこの学校で 20年から教えている． 
 
8-13 彼のお父さんは，あの人だ． 
(294) a. íne yúu iné bái. 

ín-e i-uỵ iné bái-Ø 
あれ:H-GEN 3SG.HM:I-父 あの:H COP:3SG.HM-PRS 

 

  彼の父はあの者だ． 
 b. íne iné yúu bái. 

ín-e iné i-uỵ bái-Ø 
あれ:H-GEN あの:H 3SG.HM:I-父 COP:3SG.HM-PRS 

 



ブルシャスキー語フンザ方言：特集補遺データ「受動表現」「アスペクト」「モダリティ」「ヴォイスとその周辺」他, 吉岡乾 

 69 / 82 

  彼にはあの父が居る． 
 
8-14 あの人が彼のお父さんだ． 
(295) iné íne yúu bái. 

iné ín-e i-uỵ bái-Ø 
あの:H あれ:H-GEN 3SG.HM:I-父 COP:3SG.HM-PRS 

 

 あの人が彼の父だ． 
 
8-15 あさってっていうのはね，明日の次の日のことだよ． 
(296) hípulto jímalmo yáṭe gúncar séibáan. 

hípulto jímal-mo i-yaṭ-e gunc-ar sén-č+báan-Ø 
明後日 明日-GEN.Z 3SG.Y:I-上-GEN 日-DAT 言う-IPFV+COP:3PL.H-PRS 

 

 明後日とは明日の次の日を言う． 
 
8-16 （何人かで入った喫茶店で注文を聞かれて）私はコーヒーだ． 
(297) kaafían ječhí. 

kaafí-an je-čhi-i 
コーヒー-INDF.SG 1SG:I-与える:Y.SG.OBJ-IMP.SG 

 

 私にコーヒーをくれ． 
 
 ウナギ文らしいウナギ文は出て来ない． 
 
8-17 ［（注文した数人分のお茶が運ばれてきて）どなたがコーヒーですか？との問いに］コーヒーは私

だ． 
(298) - kaafí méne bilá? 

kaafí mén-e bilá-Ø 
コーヒー 誰-GEN COP:3SG.Y-PRS 

 

  コーヒーは誰のだ？ 
 - jáa bilá. 

jáa bilá-Ø 
私:GEN COP:3SG.Y-PRS 

 

  私のだ． 
 
 既になされている注文に関して，注文をした者は属格で示される．なお，ブルシャスキー語は不定詞

や完了分詞による名詞修飾表現を作る場合，主語項を属格で表示すること（ガノ交替させること）も可

能である．主語項は通常，自動詞の場合は絶対格，他動詞の場合は能格（分裂あり）で示される． 
 
8-18 その新しくて厚い本は（値段が）高い． 
(299) ité thoṣ dáa huruɣás kitáap meeŋgá / qaimát bilá. 

ité thoṣ dáa huruɣás kitáab meeŋgá  qaimát bilá-Ø 
あの:Y 新しい また 厚い 本 高値の  値段 COP:3SG.Y-PRS 

 

 その新しくて厚い本は高値だ． 
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8-19 （砂糖入れを開けて）あっ，砂糖が無くなっているよ！ 
(300) ohóo, šákar phaṣ manícán. 

ohóo šákar pháṣ man+bicán-Ø 
INTJ 砂糖 終わった なる+COP:3PL.Y-PRS 

 

 おや，砂糖が尽きている． 
 
8-20 午後，誰かに会うはずだったなあ．誰だったっけ？ あっ，そうだ，Aだったな． 
(301) khúulto duɣóimo ménan yeécas bilá? ménan? ohóo! 

khúulto duɣói-mo mén-an i-ic-as bilá-Ø mén-an ohóo 
今日 昼-GEN.Z 誰-INDF.SG 3SG.HM:I-見る-INF COP:3SG.Y-PRS 誰-INDF.SG INTJ 

 

 áski díimi. ehmát (yeécas bilá). 

a- ̇ski díi-m-i ehmád i-ic-as bilá-Ø 
1SG:II-思い出 来る:PFV:3SG.Y-NPRS-3SG.Y PN 3SG.HM:I-見る-INF COP:3SG.Y-PRS 

 

 今日，日中誰に会うのだったか．誰だ？ ああ！ 思い出した．アフマド（に会うの）だ． 
 
10.「情報標示の諸要素」（語学研究所論集 第 22号） 

9-1 この土地は野菜がよく育つ．だから高い値段で売れるだろう． 
(302) gusé zamíinulo hói / šaní šuá meíbilá, teílaṭe šuá 

gusé zamíin-ul-e hói  šaní šuá man-č+bilá-Ø teíl-aṭ-e šuá 
この:X 地面-LOC-GEN 菜葉  菜園 良い なる-IPFV+COP:3SG.Y-PRS そう-INS-GEN 良い 

 

 ɣaṣ meími. 

ɣáṣ man-č-m-i 
購買 なる-IPFV-NPRS-3SG.Y 

 

 この土地では｛野菜／菜園｝がよく育つ，だから良く売れよう． 
 
9-2 私は頭が痛い．だから今日は休む． 
(303) khúulto jáa kapál aqhóljibí, teílaṭe ṣúuan 

khúulto jáa kapál a-qhol-č+bí-Ø teíl-aṭ-e ṣúu-an 
今日 私:GEN 頭蓋骨 1SG:I-痛む-IPFV+COP:3SG.X-PRS そう-INS-GEN 休息-INDF.SG 

 

 díušam. 

d-i-gus-č-a-m 
TEL-3SG.Y:I-出る-IPFV-1SG-NPRS 

 

 今日，私は頭が痛む，それなので休もう． 
 
9-3 あの人だけ，時間通りに来た． 
(304) iné sis íi { khéen bilúm / khéenaṭe } 

iné sís íi  khéen bilá-m  khéen-aṭ-e  
あの:H 人 こそ  時期 COP:3SG.Y-ADJVLZ  時期-INS-GEN  

 

 díimi. 

díi-m-i 
来る:PFV:3SG.HM-NPRS-3SG.HM 
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 あの人こそが｛時間で／時間に｝来た． 
 
9-4 これはここでしか買えない． 
(305) gusé akhóle íi damáaɣuršuman. 

gusé akhól-e íi d-ma-ɣ̈urk-č-m-an 
この:X 正にここ-GEN こそ TEL-2PL:III-見出す-IPFV-NPRS-2PL 

 

 あなた方はこの物をここでこそ見付け出せよう． 
 
9-5 その家にいたのは子供ばかりだった． 
(306) ité háale jóṭišo íi bam. 

ité ha-al-e jóṭ-išo íi báan-m 
あの:Y 家-LOC-GEN 小さい-PL.H こそ COP:3PL.H-NPRS 

 

 その家には子供たちこそ居た． 
 
9-6 次回こそ，失敗しないようにしよう． 
(307) yáṭikanar íi čamaáṭ nétanin áskil báardum 

yáṭikan-ar íi čamaáṭ n-i-ṫ-n-n a-skíl báard-m 
次回-DAT こそ 努力 CP-3SG.Y:II-する-CP-CP 1SG:I-顔 赤い-ADJVLZ 

 

 éčam26. 

i-ṫ-č-a-m 
3SG.Y:II-する-IPFV-1SG-NPRS 

 

 次にこそ努力して成功する． 
 
9-7 疲れたね，お茶でも飲もう． 
(308) mi miwáráan náa, čáayankuli miyáan. 

mí mi-bar+báan-Ø náa čáai-an=kuli min-č-an-m 
私達 1PL:I-疲れる+COP:1PL-PRS TAG.Q 茶-INDF.SG=CNCS 飲む-IPFV-1PL-NPRS 

 

 私たちは疲れたね，お茶でも飲もう． 
 

 譲歩を表す接語//=kuli//が名詞に付加して用いられて，「～でも」の表現になっている．この接語は，

節の主動詞に付けば「～であるけど」の意味，疑問詞に付けば「～であっても」の意味合いを付加する：

cf. (277), (319), (320), (323)． 
 
9-8 水さえあれば，数日間は大丈夫だ． 
(309) chílaṭe íike altúl jíindo hurúṭiṣ méemayabáan. 

chil-aṭ-e íi=ke altó-ul jíindo hurúṭ-ṣ mi- ̈man-č-an+báan-Ø 
水-INS-GEN こそ=CONJ 二-日 生きて 座る-SBJV 1PL:III-なる-IPFV-1PL+COP:1PL-PRS 

 

 水こそで，私たちは 2日は生きていられる． 
 
9-9 小さい子供まで，その仕事の手伝いをさせられた． 

                                                        
26 @-́skil báardum é-t-「lit. 顔を赤くする」で，「成功する」という意味の成句． 
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(310) jóṭišoke ité duróulo mimánce manúman. 

jóṭ-išo=ke ité duró-ul-e mi-mancé man-m-an 
小さい-PL.H=CONJ あの:Y 仕事-LOC-GEN 1PL:I-助け なる-NPRS-3PL.H 

 

 子供たちもあの仕事で私たちの手助けとなった． 
 
9-10 私はお金なんか欲しくない 
(311) jáar rupiá awaáji apién. 

jáa-ar rupiá awaáji a-bién-Ø 
私:OBL-DAT 金銭 必要な NEG-COP:3PL.X-PRS 

 

 私にお金は必要ない． 
 
 (311)と(312)では，「なんか」「ぐらい」に相当するような表現が特に出ていない． 
 
9-11 自分の部屋ぐらい，自分できれいにしなさい． 
(312) gúimo učáq gugúi ṭam e! 

gu-í-mo učáq RDP~gu-í ṭám i-ṫ-i 
2SG:I-自身-GEN.Z 小部屋 EMPH~2SG:I-自身 掃除 3SG.Y:II-する-IMP.SG 

 

 お前自身の部屋はお前自身で掃除しろ． 
 
9-12 私にもちょうだい． 
(313) jáarke joó! 

jáa-ar=ke ja-u-i 
私:OBL-DAT=CONJ 1SG:I-与える:HX.OBJ-IMP.SG 

 

 私にもくれ． 
 
9-13 お父さんもう帰って来たね．お母さんは？ 
(314) áỵa { waapás / phar numán } díimi. dáa mámaa? 

áỵa  waapás  phár n-man  díi-m-i dáa máma=a 
父親  戻って  OMTP:転回 CP-なる  来る:PFV.3SG.HM-NPRS-3SG.HM また 母親=Q 

 

 父は戻って来た．で，母は？ 
 
9-14 誰か（が）電話してきたよ． 
(315) ménane phóon díibím. 

mén-an-e phóon díi+bí-m 
誰-INDF.SG-GEN 電話 来る:PFV.3SG.X+COP:3SG.X-NPRS 

 

 lit. 誰の電話が来た． 
 
 疑問代名詞はそのままの語形で不定代名詞としても用いれる．以下，(318)まで同じ． 
 
9-15 誰かに聞いてみよう． 
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(316) ménancum duɣárušam. 

mén-an-c-m d-ɣarús-č-a-m 
誰-INDF.SG-ADE-ABL TEL-正しくなる-IPFV-1SG-NPRS 

 

 lit. 誰から聞き出そう． 
 
9-16 私のいない間に誰か来た？ 
(317) je apáyamaṭe ménan díibáma? 

jé a-báa-a-m-aṭ-e mén-an díi+bái-m=a 
私 NEG-COP:1SG-1SG-ADJVLZ-INS-GEN 誰-INDF.SG 来る:PFV.3SG.HM+COP:3SG.HM-NPRS=Q 

 

 lit. 私が居なかったに誰が来た？ 
 
9-17 誰か来たら，私に教えてください． 
(318) ménan díimike áso, šuáa? 

mén-an díi-m-i=ke a- ̇s-i šuá=a 
誰-INDF.SG 来る:PFV.3SG.HM-NPRS-3SG.HM=CONJ 1SG:II-伝える-IMP.SG 良い=Q 

 

 lit. 誰が来たら私に伝えろ，良いか？ 
 
9-18 今日は誰も来るとは思わない．／今日は誰も来ないと思う． 
(319) jáa leél khúulto ménkuli jụ́ašo apáan. 

jáa leél khúulto mén=kuli jụ́-as-čo a-báan-Ø 
私:GEN 知っている 今日 誰=CNCS 来る-INF-PL NEG-COP:3PL.H-PRS 

 

 知っている限り，今日は誰も来る者が居ない． 
 
9-19 そこには今誰もいないよ． 
(320) muú éle ménkuli apáan. 

muú él-e mén=kuli a-báan-Ø 
今 あそこ-GEN 誰=CNCS NEG-COP:3PL.H-PRS 

 

 今，そこには誰も居ない． 
 
9-20 （それは）誰でもできる． 
(321) guté ménaneke étiṣ éemaibái. 

guté mén-an-e=ke i-ṫ-ṣ i- ̈man-č+bái-Ø 
この:Y 誰-INDF.SG-ERG=CONJ 3SG.Y:II-する-SBJV 3SG.HM:III-なる-IPFV+COP-3SG.HM-PRS 

 

 lit. これは誰もすることができる． 
 
9-21 そんなこと（は），みんな知っているんじゃないか!? 
(322) guté čáɣa uyóonar leél meími / bilá, 

guté čáɣa u-yoon-ar leél man-č-m-i  bilá-Ø 
この:Y 話 3PL:H:I-全ての-DAT 知っている なる-IPFV-NPRS-3SG.Y  COP:3SG.Y-PRS 

 

 náa? 

náa 
TAG. Q 
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 この話は皆に知られているんじゃないか？ 
 
 第 1候補の meímiだと話者の推測を，第 2候補の biláだと確信を表す． 
 
9-22 そんなもの，誰が買うんだよ!? 誰も買うわけないじゃないか！ 
(323) gusé méne yáiman? ménekulike 

gusé mén-e i-gán-č-m-an mén-e=kuli=ke 
この:X 誰-ERG 3SG.X:I-取る-IPFV-NPRS-3PL.H 誰-ERG=CNCS=CONJ 

 

 eéyaiman. 

a-i-gán-č-m-an 
NEG-3SG.X:I-取る-IPFV-NPRS-3PL.H 

 

 この物は誰が取る？ 誰も取らない． 
 
9-23 君は英語がうまいね． 
(324) úne šuá urdúu éčáa. 

ún-e šuá urdúu i-ṫ-č+báa-Ø 
君-ERG 良い ウルドゥー語 3SG.Y:II-する-IPFV+COP:2SG-PRS 

 

 お前は良いウルドゥー語をする（＝話す）． 
 
9-24 君は退屈そうだね． 
(325) un báṭkuṣ gumánáa áaɣayabáa. 

ún báṭ-kuṣ gu-man+báa-Ø a-ɣ̈an-č-a+báa-Ø 
君 怠い-NMLZ 2SG:I-なる+COP:2SG-PRS 1SG:III-見える-IPFV-1SG+COP:1SG-PRS 

 

 お前は怠くなったように思える． 
 
9-25 明日も寒いらしいよ． 
(326) a. jímaleke čaɣúrum meími séibáan. 

jímal-e=ke čaɣúr-m man-č-m-i sén-č+báan-Ø 
明日-GEN=CONJ 冷たい-ADJVLZ なる-IPFV-NPRS-3SG.Y 言う-IPFV+COP:3PL.H-PRS 

 

  明日も寒くなると言われている． 
 b. dáyalabáake jímaleke čaɣúrum meími. 

d-a-ẏal-a+báa-Ø=ke jímal-e=ke čaɣúr-m man-č-m-i 
TEL-1SG:II-聞く-1SG+COP:1SG-PRS=CONJ 明日-GEN=CONJ 冷たい-ADJVLZ なる-IPFV-NPRS-3SG.Y 

 

  明日も寒くなると聞いた． 
 
 
11.「否定，形容詞と連体修飾複文」（語学研究所論集 第 23号） 

10-1 これは私の本ではない． 
(327) guté jáa kitáap apí. 

guté jáa kitáab a-bilá-Ø 
この:Y 私:GEN 本 NEG-COP:3SG.Y-PRS 

 

 これは私の本ではない． 
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10-2 この部屋には椅子がない． 
(328) guté učáqulo kursí apí. 

guté učáq-ul-e kursí a-bí-Ø 
この:Y 小部屋-LOC-GEN 椅子 NEG-COP:3SG.X-PRS 

 

 この部屋には椅子がない． 
 
10-3 この部屋には一つも椅子がない． 
(329) guté učáqulo kursíankuli apí. 

guté učáq-ul-e kursí-an=kuli a-bí-Ø 
この:Y 小部屋-LOC-GEN 椅子-INDF.SG=CNCS NEG-COP:3SG.X-PRS 

 

 この部屋には 1脚の椅子もない． 
 
◆10-3-a この部屋には何もない． 
(330) guté kamráulo béskulike apí. 

guté kamrá-ul-e bés=kuli=ke a-bí-Ø 
この:Y 部屋-LOC-GEN 何=CNCS=CONJ NEG-COP:3SG.X-PRS 

 

 この部屋には何もない． 
 
10-4 その部屋には誰もいない． 
(331) ité kamráulo ménkulike apáan. 

ité kamrá-ul-e mén=kuli=ke a-báan-Ø 
あの:Y 部屋-LOC-GEN 誰=CNCS=CONJ NEG-COP:3PL.H-PRS 

 

 あの部屋には誰も居ない． 
 
10-5 その本はこの部屋にない． 
(332) ité kitáap guté učáqulo apí. 

ité kitáab guté učáq-ul-e a-bilá-Ø 
あの:Y 本 この:Y 小部屋-LOC-GEN NEG-COP:3SG.Y-PRS 

 

 あの本はこの部屋にない． 
 
10-6 この犬は大きくない． 
(333) gusé huk uyúman apí. 

gusé huk uyú-m-an a-bí-Ø 
この:X 犬 大きい-ADJVLZ-INDF.SG NEG-COP:3SG.X-PRS 

 

 この犬は大きくない． 
 
10-7 この犬はあまり大きくない． 
(334) gusé huk teérumanke uyúman apí. 

gusé huk teér-m-an=ke uyú-m-an a-bí-Ø 
この:X 犬 それ程-ADJVLZ-INDF.SG=CONJ 大きい-ADJVLZ-INDF.SG NEG-COP:3SG.X-PRS 

 

 この犬はそんなには大きくない． 



Hunza Burushaski: ‘Passive Expression’, ‘Aspect’ , ‘Modality’, ‘Voice and related expressions’, etc., Noboru Yoshioka 

 76 / 82 

 
10-8 この犬はあの犬より大きい． 
(335
) 

gusé huk isé húkcum uyúm / uyúman bi. 

gusé huk isé huk-c-m uyú-m  uyú-m-an bí-Ø 
この:X 犬 あの:X 犬-ADE-ABL 大きい-ADJVLZ  大きい-ADJVLZ-INDF.SG COP:3SG.X-PRS 

 

 この犬はあの犬より大きい．27 
 
10-9 この犬がその犬たちの中で一番大きい． 
(336) gusé huk icé hukái haráŋ uyóoncum uyúm 

gusé huk icé huk-ái haráŋ u-yoon-c-m uyú-m 
この:X 犬 あの:PL.X 犬-PL 間 3PL.X:I-全ての-ADE-ABL 大きい-ADJVLZ 

 

 bi. 

bí-Ø 
COP:3SG.X-PRS 

 

 この犬はあの犬たちの中で全てより大きい． 
 
10-10 今日はあの人は来ない． 
(337) khúulto iné sis acụ́cị. 

khúulto iné sís a-jụ́-č-(m)-i 
今日 あの:H 人 NEG-来る-IPFV-NPRS-3SG.HM 

 

 今日，あの人は来ない． 
 
10-11 あの人はその本を持って行かなかった． 
(338) iné síse ité kitáap oóchuwái. 

iné sís-e ité kitáab a-chú+bái-Ø 
あの:H 人-ERG あの:Y 本 NEG-運び去る+COP-3SG.HM-PRS 

 

 あの人はあの本を持って行かなかった． 
 
10-12 全ての学生が参加しなかった．／学生は全員参加しなかった． 
(339) a. hínkuli šagírtan yáarqiṣ oómanimi. 

hín=kuli šagírt-an i-yár-kiṣ a-man-m-i 
一:H=CNCS 学生-INDF.SG 3SG.Y:I-前-ADJVLZ NEG-なる-NPRS-3SG.HM 

 

  1 人の学生も前に出なかった（＝参加しなかった）． 
 b. uyóon taalibeílmišoe ɣaráasulo káa oómanuman. 

u-yoon taalibeílm-išo-e ɣar-as-ul-e káaṭ a-man-m-an 
3PL.H:I-全ての 学生-PL-ERG 鳴る-INS-LOC-GEN 共に NEG-なる-NPRS-3PL.H 

 

  全ての学生が話し合いに一緒しなかった（＝参加しなかった）． 
 
10-13 全ての学生が参加したわけではない． 
                                                        
27 協力者によれば，uyúm は年齢に関して大きい，uyúman はサイズに関して大きい場合だとのことであ

ったが，不定単数接尾辞の//-an//は他の場面で義務的に用いられることがないため，その解説はやや疑わ

しい． 
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(340) a. uyóon šagírtaro, yáarqiṣ oómanuman. 

u-yoon šagírt-aro i-yár-kiṣ a-man-m-an 
3PL.H:I-全ての 学生-PL 3SG.Y:I-前-ADJVLZ NEG-なる-NPRS-3PL.H 

 

  全ての学生は前に出なかった（＝参加しなかった）． 
 b. uyóon taalibeílmišoe dáa bée ɣaráasulo káa 

u-yoon taalibeílm-išo-e dáa bée ɣar-as-ul-e káaṭ 
3PL.H:I-全ての 学生-PL-ERG また NEG 鳴る-INS-LOC-GEN 共に 

 

  oómanumana. 

a-man-m-an=a 
NEG-なる-NPRS-3PL.H=Q 

 

  全ての学生ではないが話し合いに一緒しなかった（＝参加しなかった）か． 
 
 (339a), (340a)が K氏，(339b), (340b)が A氏によるもの．(340a)は uyóon šagírtaro「全学生」にプロミネ

ンスが置かれ，後にややポーズが入っている．その韻律的操作がないと，「全ての学生が参加しなかった」

という読みになってしまい，(339a)と差別化がされない． 
 (340b)に登場する(dáa) bée ... =a という言い回しは，断言しない，言い切らない，逆の可能性の含みも

持たせた表現であるとのことである．例えば次の(341)の表現を見比べられたい． 
 
(341) a. noború haiderabáadar (dáa) bée oóničia. 

noború haiderabáad-ar dáa bée a-ní-č-(m)-i=a 
PN PN-DAT また NEG NEG-行く-IPFV-NPRS-3SG.HM=Q 

 

  ノボルはハイデラバードへ行かないかも知れない． 

 b. noború haiderabáadar oóniči. 
noború haiderabáad-ar a-ní-č-(m)-i 
PN PN-DAT NEG-行く-IPFV-NPRS-3SG.HM 

 

  ノボルはハイデラバードへ行かない． 
 
10-14 （私は買わなかった．しかし，決して）値段が高いというわけではない． 
(342) isé meeŋgáke apí. 

isé meeŋgá=ke a-bí-Ø 
あの:X 高値の=CONJ NEG-COP:3SG.X-PRS 

 

 あれは高くはない． 
 
10-15 走るな！ 
(343) akáarc! 

a-gáarc-i 
NEG-走る-IMP.SG 

 

 走るな！ 
 
10-16 大きな声を出すな！ 
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(344) gučhár tháanum ayé! 

gu-čhar tháan-m a-i-ṫ-i 
2SG:I-音声 高い-ADJVLZ NEG-3SG.Y:I-する-IMP.SG 

 

 お前の声を高くするな！ 
 
10-17 明日は雨は降らないだろう． 
(345) jímale harált atíarši (áaɣayabáa). 

jímal-e harált a-d-gáarc-č-(m)-i a-ɣ̈an-č-a+báa-Ø 
明日-GEN 雨 NEG-TEL-走る-IPFV-NPRS-3SG.Y 1SG:III-見える-IPFV-1SG+COP:1SG-PRS 

 

 明日は雨が降らない（と思う）． 
 
10-18 あの人に聞こえないように，小さな声で話してくれ． 
(346) a. khukhúṣ numán áso, in atéyaliṣ. 

RDP~khúṣ n-man a- ̇s-i ín a-d-i-ẏal-ṣ 
INT~OMTP:囁き CP-なる 1SG:II-伝える-IMP.SG あれ:H NEG-TEL-3SG.HM:II-聞く-SBJV 

 

  ヒソヒソと私に伝えろ，彼に聞かれないよう． 
 b. in atéyalas ne ásoá, šaáŋ 

ín a-d-i-ẏal-as n-i-ṫ a- ̇s-i=á šá<VV́>ŋ 
あれ:H NEG-TEL-3SG.HM:II-聞く-INF CP-3SG.Y:II-する 1SG:II-伝える-IMP.SG=RMND 留意<INT> 

 

  ne. 

n-i-ṫ 
CP-3SG.Y:II-する 

 

  彼に聞かせないようにして私に伝えろよ，気を付けて． 
 
10-19 私はあなたを怒らせようと思ってそう言ったんじゃない． 
(347) jáa un gumóos dukóošar teí oósanabáyam. 

jáa ún gu-moos d-gu- ̈sú-č-ar teíl a-sén-a+báa-a-m 
私:ERG 君 2SG:I-怒り TEL-2SG:III-運ぶ-IPFV-DAT そう NEG-言う-1SG+COP:1SG-1SG-NPRS 

 

 私はお前に怒りをもたらさんとそう言ったのではない． 
 
10-20 私が昨日買ってきた本はどこ（にある）？ 
(348) sabuúr gánam ité kitáap ámulo bilá? 

sabuúr gán-a-m ité kitáab ám-ul-e bilá-Ø 
昨日 取る-1SG-ADJVLZ あの:Y 本 どこ-LOC-GEN COP:3SG.Y-PRS 

 

 昨日，私が取ったあの本はどこだ？ 
 
10-21 その本を持って来た人は誰（か）？ 
(349) iné ámin bái ámine ité kitáap súwáike. 

iné ámin bái-Ø ámin-e ité kitáab sú+bái-Ø=ke 
あの:H どの:H COP:3SG.HM-PRS どの:H-ERG あの:Y 本 運ぶ+COP:3SG.HM-PRS=CONJ 

 

 あの本を持って来たあの者は誰だ？ 
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10-22 この部屋が私たちの仕事をしている部屋です． 
(350) guté ité učáq bilá ámulo míi duró 

guté ité učáq bilá-Ø ám-ul-e mí-e duró 
この:Y あの:Y 小部屋 COP:3SG.Y-PRS どこ-LOC-GEN 私達-ERG 仕事 

 

 éčabáanke. 

i-ṫ-č-an+báan-Ø=ke 
3SG.Y:II-する-IPFV-1PL+COP:1PL-PRS=CONJ 

 

 これが私たちが仕事をしているあの部屋だ． 
 
10-23 足が一本折れたあの椅子はもう捨ててしまった． 
(351) a. jáa isé kursí phaṭ étam ámise yuúṭis 

jáa isé kursí pháṭ i-ṫ-a-m ámis-e i-uṭís 
私:ERG あの:X 椅子 OMTP:放棄 3SG.X:II-する-1SG-NPRS どの:X-GEN 3SG.X:I-足 

 

  gálibímke. 

gál+bí-m=ke 
割れる+COP:3SG.X-NPRS=CONJ 

 

  私は足の割れていたあの椅子を捨てた． 
 b. jáa iltánc gálum isé kursí phaṭ étam. 

jáa i-ltanc gál-m isé kursí pháṭ i-ṫ-a-m 
私:ERG 3SG.X:I-脚 割れる-ADJVLZ あの:X 椅子 OMTP:放棄 3SG.X:II-する-1SG-NPRS 

 

  私は脚の割れたあの椅子を捨てた． 
 
10-24 ドアを叩いている音が聞こえる． 
(352) híŋce méne ḍíḍim éetase ičhár 

hiŋ-c-e mén-e RDP~ḍím i-ẗ-as-e i-čhar 
扉-ADE-GEN 誰-ERG REPT~OMTP:叩き 3SG.Y:III-する-INF-GEN 3SG.Y:I-音声 

 

 jụ́cịlá. 

jụ́-č+bilá-Ø 
来る-IPFV+COP:3SG.Y-PRS 

 

 扉を誰かがドンドンしている音が来ている． 
 
10-25 あの人が結婚したという噂は本当（か）？ 
(353) iné síse gáre taqpá cháne biláa? 

iné sís-e gar-e taqpá chán-e bilá-Ø=a 
あの:H 人-GEN 結婚-GEN 噂 真っ直ぐな-GEN COP-PRS=Q 

 

 あの人の結婚の噂は本当か？ 
 
10-26 私はその人が来た時にご飯を食べていた． 
(354) jáa ṣapík ṣícạbáyam béšal iné 

jáa ṣapík ṣí-č-a+báa-a-m béšal iné 
私:ERG 食べ物 食べる:HX.SG.OBJ-IPFV-1SG+COP:1SG-1SG-NPRS いつ あの:H 
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 díimike. 

díi-m-i=ke 
来る:PFV.3SG.HM-NPRS-3SG.HM=CONJ 

 

 あの者が来た時，私はご飯を食べていた． 
 
10-27 私はその人が待っている所に行った． 
(355) je ité díšar níam ámulo inée je rac ̣ na 

jé ité diš-ar ní-a-m ám-ul-e iné-e jé rác ̣ n-a-ṫ 
私 あの:Y 場所-DAT 行く-1SG-NPRS どこ-LOC-GEN あの:H-ERG 私 待機 CP-1SG:II-する 

 

 bámke. 

bái-m=ke 
COP:3SG.HM-NPRS=CONJ 

 

 私はあの者が私を待っていたあの場所へ行った． 
 
10-28 私はその人が走っていったのを見た． 
(356) jáa iné gáarcas yeécam. 

jáa iné gáarc-as i-ic-a-m 
私:ERG あの:H 走る-INF 3SG.HM:I-見る-1SG-NPRS 

 

 私はあの者が走っているのを見た． 
 
10-29 昨日の夜，私は彼らがしゃべっているのを聞いた． 
(357) sabuúr thápmo jáa uée čáɣamiŋ étas dáyalam. 

sabuúr thap-mo jáa ué-e čáɣa-miŋ i-ṫ-as d-a-ẏal-a-m 
昨日 夜-GEN.Z 私:ERG あの:PL.H-GEN 話-PL 3PL.Y:II-する-INF TEL-1SG:II-聞く-1SG-NPRS 

 

 昨夜，私はあの者らの話しているのを聞いた． 
 
10-30 私はその人が昨日ここに来たことを知っている． 
(358) jáar leél bilá sabuúr iné khólar 

jáa-ar leél bilá-Ø sabuúr iné khól-ar 
私:OBL-DAT 知っている COP:3SG.Y-PRS 昨日 あの:H ここ-DAT 

 

 díibám. 

díi+bái-m 
来る:PFV.3SG.HM+COP:3SG.HM-NPRS 

 

 昨日，あの人がここに来ていたのを私は知っている． 
 
10-31 （昨日）彼は彼が今日ここに来たと言った． 
(359) sabuúr inée sénimike khúulto in khólar 

sabuúr iné-e sén-m-i=ke khúulto ín khól-ar 
昨日 あの:H-ERG 言う-NPRS-3SG.HM=CONJ 今日 あれ:H ここ-DAT 

 

 díibám. 

díi+bái-m 
来る:PFV.3SG.HM+COP:3SG.HM-NPRS 
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 今日彼がここに来ていたと，昨日あの人は言った． 
 
◆10-31-a （昨日）彼は，「私は今日ここに来た」と言った． 
(360) sabuúr inée sénáike je khúulto khólar 

sabuúr iné-e sén+bái-Ø=ke jé khúulto khól-ar 
昨日 あの:H-ERG 言う+COP:3SG.HM-PRS=CONJ 私 今日 ここ-DAT 

 

 dáayabáyam. 

dáa-a+báa-a-m 
来る:PFV.1SG-1SG+COP:1SG-1SG-NPRS 

 

 今日私がここに来ていたと，昨日あの人は言っていた． 
 
 直接話法と間接話法との形式上の区別はない． 
 
10-32 私はリンゴが（あの）皿の上にあったのを食べた． 
(361) isé piléeṭulo bim isé báalt jáa 

isé piléeṭ-ul-e bí-m isé báalt jáa 
あの:X 皿-LOC-GEN COP:3SG.X-ADJVLZ あの:X 林檎 私:ERG 

 

 ṣíabáa. 

ṣí-a+báa-Ø 
食べる:HX.SG.OBJ-1SG+COP:1SG-PRS 

 

 あの皿にあったあの林檎を私は食べた． 
 
10-33 私はネコが家に入ってきたのを捕まえた． 
(362) jáa háalar díim isé búšce duúnam. 

jáa ha-al-ar díi-m isé buš-c-e d-gún-a-m 
私:ERG 家-LOC-DAT 来る:PFV.3SG.X-ADJVLZ あの:X 猫-ADE-GEN TEL-包む-1SG-NPRS 

 

 私は家に来たあの猫を捕まえた． 
 

 

略号一覧 

ABL ablative case 
ADE adessive case 
ADJVLZ adjectiviser 
ADVLZ adverbialiser 
CAUS causative 
CNCS concessive 
CONJ conjunction 
COP copula 
CP conjunctive participle 
DAT dative case 
EMPH emphatic 
ERG ergative case 

GEN genitive case 
H H (human) class 
HF HF (human female) class 
HM HM (human male) class 
IMP imperative mood 
INDF indefinite 
INE inessive case 
INF infinitive 
INS instrumental case 
INT intensive 
INTJ interjection 
IPFV imperfective aspect 
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LOC locative case 
NEG negative 
NMLZ nominaliser 
NPRS non-present mood 
OBJ object 
OBL oblique form 
OMTP onomatopoeia 
PERS personal marker 
PFV perfective aspect 
PL plural 
PN person / place name 
PRS present mood 
Q interrogative 

REPT repetitive 
RMND reminder 
SBJV subjunctive mood 
SG singular 
TAG.Q tag question 
TEL telic 
X X (concrete) class 
Y Y (abstract) class 
Z Z (time-space) class 
1/2/3 1st/2nd/3rd person 
I/II/III grade-I/II/III personal prefix 
@-/- ̇/- ̈ grade-I/II/III personal prefix slot 
//…// morphological underlying form
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シンハラ語における受動表現 

Passive Expression in Sinhala 
 

吉田 樹生 
Shigeki Yoshida 

 
東京大学大学院人文社会系研究科 

Graduate School of Humanities and Sociology, The University of Tokyo 

 
 
要旨：本稿は特集「受動表現」(『語学研究所論集』第 14 号, 2009, 東京外国語大学) に寄与する．本稿
の目的は 10 個のアンケート項目に対するシンハラ語のデータを与えることである． 
 
 
Abstract: This report contributes to the special cross-linguistic study on ‘passive expressions’ (Journal of the 
Institute of Language Research 14, 2009, Tokyo University of Foreign Studies). The purpose of this paper is to 
offer the Sinhala data for the question of 10 phrases.  
 
 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000383 
キーワード: シンハラ語，受動表現 
Keywords: Sinhala, passive 
 
 
 本稿は特集「受動表現」のアンケートに沿って，シンハラ語のデータを提示するものである．ここで

扱うシンハラ語は口語体である．本稿のデータはサバラガムワ大学日本語専攻の学生 11 名，およびス
リランカ西部州出身の話者 1 名との協力によって得られた．まず，サバラガムワ大学学生の協力のもと，
日本語からの翻訳によりデータを入手した．その後，すべてのデータをスリランカ西部州出身の話者 1 
名に確認していただき，英語の例文に対応するものとして妥当なものであるかを確認した． 
 以下に受動表現のデータを示す．口語シンハラ語には受動表現を標示する特別な形態的手段はなく，

受動態は存在しない． 
 
1-1 ガヤニはガヤンに叩かれた． 
 Gayani was hit by Gayan. 
ගයාන ගයනිට ගැහුවා. 
gaya:n  gayani-ʈǝ   gæhuwa 
Gayan  Gayani-DAT  hit.PST 
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1-2 ガヤニはガヤンに足を踏まれた． 
 Gayani’s foot was stepped on by Gayan. 
ගයාන් ගයනිගේ කකුල පෑගුවා. 
gaya:n gayani-ge   kakulǝ  pææguwa. 
Gayan Gayani-GEN  foot   tread.PST 
 
1-3 ガヤニはガヤンに財布を盗まれた． 
 Gayani’s wallet was stolen by Gayan. 
 Gayani had his wallet stolen by Gayan. 
ගයාන් ගයනිගේ පර්ස ්එක ග ාරකම් කරා. 
gaya:n gayani-ge   pǝ:s  ekǝ horǝkam kǝra: 
Gayan Gayani-GEN  purse SG steal.PST 
 
1-4 昨日の夜，私は赤ん坊に泣かれた．それでちっとも眠れなかった． 
 Last night, the baby cried. So, I couldn’t sleep at all. 
ඊගේ රෑ බබා ඇඬුවා. ඒ නිසා ටිකක්වත් නිදා ගන්න බැරි උණා. 
i:ye    rææ  baba: ænɖuwa. e:  nisa:   ʈikak=wat  nida: gannǝ  bæri  una: 
yesterday  night baby  cry.PST  that because a_little=even sleep.INF   cannot become.PST 
 
1-5 新しいビルが（ガヤニによって）建てられた． 
 A new building was built (by Gayani). 

(ගයනි) අලුත් ගගාඩනැගිල්ලක්  ැදුවා. 
(gayani) alut goɖǝnægill-ak  hæduwa 
Gayani new building-INDF   make.PST 
 
1-6 カナダではフランス語が話されている． 
 French is being spoken in Canada. 
කැනඩාගේ ප්රංශ භාෂාව කතා කරනවා. 
kænǝɖa:w-e: pra:nʃǝ  ba:ʃa:wǝ kata:  kǝrǝnǝwa 
Canada-LOC  French  language speak.NPST 
 
1-7 財布が（Aに）盗まれた． 
 The wallet was stolen by Gayani. 
(ගයනි) පර්ස ්එක ග ාරකම් කරලා. 
(gayani) pǝ:s  ekǝ horǝkam kǝrǝla 
(Gayani) purse SG steal.PP 
 
1-8 壁に絵が掛けられている． 
 A picture is on the wall. 
බිත්ිගේ පින්ූරයක් ිගයනවා. 
bittiy-e: pintu:rǝy-ak  tiyenǝwa 
wall-LOC picture-INDF  be.NPST 
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1-9 ガヤニはガヤンに／から愛されている． 
 Gayani is loved by Gayan. 
ගයාන් ගයනිට ආදගර් කරනවා  
gaya:n  gayani-ʈǝ  a:ɖǝre: kǝrǝnǝwa: 
Gayan  Gayani-DAT love.NPST 
 
1-10 ガヤニはガヤンに／から「…」と言われた． 
 Gayan said “…” to Gayani. 
ගයාන් ගයානිට කිේවා “…” කියලා 
gaya:n  gayani-ʈǝ  kiwwa:  “…”  kiyǝla 
Gayan  Gayani-DAT say.PST     COMP 
 
1-10-a  ガヤニさんはガヤンさんに呼ばれて，今ガヤンさんの部屋に行っています．  
 Gayani was called by Gayan, and is in Gayan’s room now. 
ගයාන් ගයනිට අඬ ග ලා දැන් ගයාන්ගේ කාමගර් ඉන්නවා. 
gaya:n  gayani-ʈǝ   anɖǝ gahǝla  dæn  gaya:n-ge  ka:mǝr-e:  innǝwa 
Gayan  Gayani-DAT  call.PP    now  Gayan-GEN room-LOC be.NPST 
 
1-10-b  ガヤンさんがガヤニさんを呼んで，ガヤニさんは今ガヤンさんの部屋に行っています． 
 Gayan called Gayani, and Gayani is in Gayan’s room now. 
ගයාන් ගයනිට අඬ ග ලා දැන් ගයනි ගයාන්ගේ කාමගර් ඉන්නවා. 
gaya:n  gayani-ʈǝ   anɖǝ gahǝla  dæn  gayani  gaya:n-ge  ka:mǝr-e:  innǝwa 
Gayan  Gayani-DAT  call.PP    now  Gayani  Gayan-GEN room-LOC be.NPST 
 
 
略号一覧 
COMP  complementizer 
DAT   dative 
GEN   genitive 
INDF   indefinite 
LOC   locative 
NPST   nonpast 
PP    past participle 
PST   past 
SG   singular 
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シンハラ語におけるアスペクト 

Aspect in Sinhala 
 

吉田 樹生 
Shigeki Yoshida 

 
東京大学大学院人文社会系研究科 

Graduate School of Humanities and Sociology, The University of Tokyo 

 
 
要旨：本稿は特集「アスペクト」(『語学研究所論集』第 15 号, 2010, 東京外国語大学) に寄与する．本
稿の目的は 28 個のアンケート項目に対するシンハラ語のデータを与えることである． 
 
 
Abstract: This report contributes to the special cross-linguistic study on ‘Aspect’ (Journal of the Institute of 
Language Research 15, 2010, Tokyo University of Foreign Studies). The purpose of this paper is to offer the 
Sinhala data for the question of 28 phrases.  
 
 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000384 
キーワード: シンハラ語，アスペクト 
Keywords: Sinhala, aspect 
 
 
 本稿は特集「アスペクト」のアンケートに沿って，シンハラ語のデータを提示するものである．ここ

で扱うシンハラ語は口語体である．本稿のデータはサバラガムワ大学日本語専攻の学生 11 名，および
スリランカ西部州出身の話者 1 名との協力によって得られた．まず，サバラガムワ大学学生の協力のも
と，日本語からの翻訳によりデータを入手した．その後，すべてのデータをスリランカ西部州出身の話

者 1 名に確認していただき，英語の例文に対応するものとして妥当なものであるかを確認した． 
 
2-1 ガヤニさんは／あの人は もう来た． 
 Gayani already came. 
ගයනි දැනටමත් ඇවිල්ලා. 
gayani  dænǝʈǝmǝt  æwilla 
Gayani  already    come.PP  
 
ගයනි දැනටමත් ඇවිල්ලා ඉන්නන්. 
gayani  dænǝʈǝmǝt  æwilla   inne 
Gayani  already    come.PP  be.FOC 
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2-2 ガヤニさんは／あの人は もう来ている． 
 Gayani has already come. 
ගයනි දැනටමත් ඇවිල්ලා. 
gayani  dænǝʈǝmǝt  æwilla 
Gayani  already    come.PP  
 
ගයනි දැනටමත් ඇවිල්ලා ඉන්නන්. 
gayani  dænǝʈǝmǝt  æwilla   inne 
Gayani  already    come.PP  be.FOC 
 
2-3 ガヤニさんは／あの人は まだ来ていない． 
 Gayani hasn’t come yet. 
ගයනි තාම ඇවිල්ලා නැහැ. 
gayani  ta:mǝ  æwilla  næhæ 
Gayani  yet   come.PP NEG 
 
ගයනි තාම ආනේ නැහැ. 
gayani  ta:mǝ  a:we     næhæ 
Gayani  yet   come.PST.FOC NEG 
 
2-4 ガヤニさんは／あの人は まだ来ない． 
 Gayani hasn’t come yet. 
ගයනි තාම ඇවිල්ල නැහැ. 
gayani  ta:mǝ  æwilla  næhæ 
Gayani  yet   come.PP NEG 
 
ගයනි තාම ආනේ නැහැ. 
gayani  ta:mǝ  a:we     næhæ 
Gayani  yet   come.PST.FOC NEG 
 
2-5 ガヤニさんは／あの人は もう（すぐ）来る． 
 Gayani will come soon. 
ගයනි ඉක්මන්ට එයි. 
gayani  ikmǝnʈǝ  e-yi 
Gayani  soon   come-INFR 
 
2-6 （あ！）ガヤニさんが来た！ 
 (Oh!) Gayani has come! 
ආ! ගයනි ඇවිල්ල. 
a  gayani  æwilla 
Oh Gayani  come.PP 
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2-7 昨日ガヤニさんが来たよ． 
 Gayani came yesterday. 
ගයනි ඊනේ ආවා. 
gayani  i:ye     a:wa 
Gayani  yesterday   come.PST 
 
2-8 昨日ガヤニさんは来なかったよ． 
 Gayani didn’t come yesterday. 
ගයනි ඊනේ ආනේ නෑ. 
gayani   i:ye     a:we     næ: 
Gayani   yesterday   come.PST.FOC NEG 
 
2-9 （私は）あのリンゴをもう食べた． 
 I already ate that apple. 
මම ඒ ඇපල් නගඩිය දැනටමත් කෑවා. 
mamǝ  e:   æpǝl   geɖiyǝ   dænǝʈǝmat   kæ:wa 
1SG   that  apple  fruit    already     eat.PST 
 
2-10 私はあのリンゴをまだ食べていない．／私はあのリンゴをまだ食べない． 
 I haven’t eaten that apple yet. / I won’t eat that apple. 
මම ඒ ඇපල් නගඩිය තාම කෑනේ නෑ. 
mamǝ  arǝ  æpǝl   geɖiyǝ  ta:mǝ   kææwe  næ: 
1SG   that  apple  fruit   yet    eat.PST.FOC NEG 
 
2-11 あの人は今（ちょうど）そのリンゴを食べています／食べているところです． 
 He’s eating that apple just now. 
එයා ඒ ඇපල් නගඩිය කකා ඉන්නන්. 
eya:  e:   æpǝl  geɖiyǝ  ka~ka:   inne 
3SG  that  apple fruit   eat~PROG  be.NPST.FOC 
 

එයා ඒ ඇපල් නගඩිය කන ගමන් ඉන්නන්. 
eya:  e:   æpǝl  geɖiyǝ   kanǝ    gaman   inne 
3SG  that  apple fruit    eat.VADJ  trip    be.NPST.FOC 
 
2-12 窓が開いている 
 The window is open. / The window was open. 
ජනන්ලය ඇරලා. 
dʒǝne:lǝyǝ ærǝla: 
window  open.PP 
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ජනන්ලය ඇරලා තිනයන්නන්. 
dʒǝne:lǝyǝ ærǝla:   tiyenne 
window  open.PP  be.NPST.FOC 
 
窓が開いていた． 
The window was opened. 

ජනන්ලය ඇරලා තිබ්නබ්. 
dʒǝne:lǝyǝ ærǝla:   tibbe 
window  open.PP  be.PST.FOC 
 
2-13 私は毎朝新聞を読む／読んでいる． 
  I read the newspaper every morning. 
මම හැම උනේම පත්තර කියවනවා. 
mamǝ  hæmǝ  udee =mǝ    pattǝrǝ   kiyǝwǝnǝwa: 
1SG   every  morning=EMPH newspaper read.NPST 
 
2-14 あなたは（あなたの）お母さんに似ている． 
 You look like your mother. 
ඔයා අම්මා වනේ. 
oya:  amma  wage: 
2SG  mother  like 
 
例文 2-14 の wage: は後置詞である． 
 
2-15 私はその頃毎日学校に通っていた． 
 I used to go to school every day (back then). 
මම ඒ කානල් හැම දාම ඉස නකෝනල් ගියා. 
mamǝ  e:   ka:le   hæmǝ da:=mǝ   isko:le   giya: 
1SG   that  time   every day=EMPH school   go.PST 
 
2-16 私は東京に行ったことがある． 
 I have been to Tokyo. 
මම නටෝකිනයෝ ගිහිල්ල තිනයනවා. 
mamǝ  ʈookiyo gihilla  tiyenawa 
1SG   Tokyo  go.PP  be.NPST 
 
2-17 やっとバスは走り出した／走り始めた． 
 Finally, the bus began moving. 
අන්තිමට බස  එක යන්න ගියා. 
antimǝʈǝ  bas  ekǝ  yannǝ  giya: 
finially   bus  SG  go.INF go.PST 
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2-18 昨日彼女はずっと寝ていた． 
 She slept all day yesterday. 
එයා ඊනේ මුළු දඅසම නිසා ගත්තා. 
eya:  i:ye    mulu  dawase=mǝ  nida: gatta 
3SG  yesterday  whole  day=EMPH  sleep.PST 
 
2-19 私はそれをちょっと食べてみた． 
 I tried eating it a bit. 
මම ඒක චුට්ටක් කාලා බැලුවා. 
mamǝ  e:kǝ   tʃuʈʈǝk  ka:la   bæluwa 
1SG   3SG   a_bit  eat.PP  see.PST 
 
2-20 あの人はそれ（ら）をみんなに分け与えた． 
 He gave them to everyone. 
එයා ඒවා හැනමෝටම නබදුවා. 
eya:  e:wa:  hæmoo-ʈǝ=mǝ     beduwa 
3SG  3PL   everyone-DAT=EMPH  devide.PST 
 
2-21 さあ，（私たちは）行くよ！ 
 Let’s go! 
අපි යමු! 
api ya-mu 
1PL go-HORT 
 
2-22 地球は太陽の周りを回っている． 
 the earth goes around the sun. 
පෘථිවිය ඉර වනට් ගමන් කරනවා. 
prutuwiyǝ  irǝ  waʈee  yanǝwa 
earth     sun  around  go.NPST 
 
2-23 あの木は今にも倒れそうだ． 
 that tree is about to topple. 
අර ගහ කඩනගන වැනටන්නයි යන්නන්. 
arǝ  gahǝ   kaɖagenǝ   wæʈennǝ=yi     yanne 
that  tree   break.PP   topple.INF=FOC   go.NPST.FOC 
 
අර ගහ කඩනගන වැනටන්න යනවා. 
arǝ  gahǝ   kaɖagenǝ   wæʈennǝ    yanǝwa 
that  tree   break.PP   topple.INF   go.NPST 
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2-24 （私は）あやうく転ぶところだった． 
 I was almost about to trip. 
මම වැනටන්න ගියා 
mamǝ  wæʈennǝ   giya: 
1SG   trip.INF    go.PST 
 
මම වැනටන්නයි ගිනේ 
mamǝ  wæʈennǝ=yi  giye: 
1SG   trip.INF=FOC go.PST.FOC 
 
2-25 明日客が来るので，パンを買っておく． 
 We will have guests tomorrow, so I will buy some bread. 
අපිට නහට අමුත්තා එනවා ඒ නිසා මම පාන් ගන්න යනවා. 
api-ʈǝ  heʈǝ    amutta: enǝwa:   e:  nisa:   mamǝ  pa:n  gannǝ  yanǝwa: 
1PL-DAT tomorrow  guest  come.NPST that because 1SG   bread buy.INF  go.NPST 
 
2-26 （私は）東京に行ったとき，この袋を買った． 
 I (had) bought this bag when I went to Tokyo. 
මම නටෝකිනයෝ ගිය නවනල් නම් බැේ එක ගත්තා. 
mamǝ  ʈo:kiyo: giyǝ     wel-e:   me:  bæg  ekǝ  gatta: 
1SG   Tokyo  go.PST.VADJ  time-LOC  this  bag  SG  buy.PST 
 
මම නටෝකිනයෝ ගිහාම නම් බැේ එක ගත්තා. 
mamǝ  ʈo:kiyo: giha:mǝ   me:  bæg  ekǝ  gatta: 
1SG   Tokyo  go.PST.TEMP  this  bag  SG  buy.PST 
 
2-27 （私は）東京に行く時／行く前に，この袋を買った． 
 I (had) bought this bag when going to Tokyo. 
මම නටෝකිනයෝ යනනකාට නම් බැේ එක ගත්තා. 
mamǝ  ʈo:kiyo: yanǝ     koʈǝ  me:  bæg  ekǝ  gatta: 
1SG   Tokyo  go.NPST.VADJ time  this  bag  SG  buy.PST 
 
2-28 （私は）彼が市場でこの袋を買ったのを知っていた． 
 I knew he (had) bought this bag in this market. 
එයා නම් බැේ එක ගත්නත් මාකට් එනකන් කියල මම දැනගැන හිටියා. 
eya:  me:  bæg   ekǝ  gatte     ma:kǝʈ  ek-en  kiyalǝ  mamǝ  dænǝgenǝ  hiʈiya 
3SG  this  bag   SG  buy.PST.FOC  market  SG-ABL  COMP  1SG   know.PP   be.PST 
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略号一覧 
1    first person 
2    second preson 
3    third person 
ABL   ablative 
ACC   accusative 
DAT   dative 
EMPH  emphatic 
FOC   focus 
HORT  hortative 
INF   infinitive 
INFR   inferential 
INS   instrumental 
LOC   locative 
NEG   negative 
NPST   nonpast 
PL    plural 
PP    past participle 
PROG  progressive 
PST   past 
SG   singular 
VADJ   verbal adjective 
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要旨：本稿は特集「他動性」(『語学研究所論集』第 19 号, 2014, 東京外国語大学) に寄与する．本稿の
目的は 20 個のアンケート項目に対するシンハラ語のデータを与えることである． 
 
 
Abstract: This report contributes to the special cross-linguistic study on ‘transitivity’ (Journal of the Institute of 
Language Research 19, 2014, Tokyo University of Foreign Studies). The purpose of this paper is to offer the 
Sinhala data for the question of 20 phrases. 
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 本稿は特集「他動性」のアンケートに沿って，シンハラ語のデータを提示するものである．ここで扱

うシンハラ語は口語体である．本稿のデータはサバラガムワ大学日本語専攻の学生 11 名，およびスリ
ランカ西部州出身の話者 1 名との協力によって得られた．まず，サバラガムワ大学学生の協力のもと，
日本語からの翻訳によりデータを入手した．その後，すべてのデータをスリランカ西部州出身の話者 1 
名に確認していただき，英語の例文に対応するものとして妥当なものであるかを確認した． 
 
6-1 
6-1-а 彼はそのハエを殺した． 
 He killed the fly. 
එයා මැසස්ා මැරුවා. 
eya:  mæssa  mæruwa 
3SG  fly   kill.PST 
 

එයා මැසස්ාව මැරුවා. 
eya:  mæssa-wǝ   mæruwa 
3SG  fly-ACC    kill.PST 
 
有生物が被動者である場合には，その項を対格で標示することができる． 
 
 本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供し

ます． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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6-1-b 彼はその箱を壊した． 
 He destroyed the box. 
එයා ඒ පැත්තිය විනාස ්කරා. 
eya:  e:   pættiyǝ  wina:s kǝra 
3SG  that  box   break.PST 
 
無生物が被動者である場合には，対格による標示はできない． 
 
6-1-с 彼はそのスープを温めた． 
 He warmed the soup. 
එයා සූප් එක රත්ත කරා. 
eya:  e:   su:p  ekǝ  rat kǝra: 
3SG  that  soup  SG  warm.PST 
 
6-1-d 彼はそのハエを殺したが，死ななかった．（言えない） 
*එයා ඒ මැස්සා මැරුවාට මැරුනේ නෑ. 
*eya:  e:   mæssa:  mæruwa-ʈǝ  mærune:   nææ 
3SG   that  fly   kill.PST-DAT  die.PST    NEG 

 

6-1-d’ 彼はそのハエを殺そうとしたが，死ななかった． 

එයා ඒ මැස්සා මරේන හැදුවාට මැරුනේ නෑ. 
eya:  e:   mæssa:  marǝnnǝ  hæduwa-ʈǝ   mærune:   nææ 
3SG  that  fly   kill.INF   try.PST     die.PST    NEG 

 

上のように，「殺したが，死ななかった」とは言えず，「殺そうとしたが，死ななかった」という言い方

は可能である． 

 
6-2 
6-2-а 彼はそのボールを蹴った． 
 He kicked the ball. 
එයා න ෝලයට පායින ගැහුවා. 
eya:  boolaya-ʈǝ  pay-in  gæhuwa 
3SG  ball-DAT   foot-INS hit.PST 
 
6-2-b 彼女は彼の足を蹴った． 
 She kicked his leg. 
එයා අරයානේ කකුලට ගැහුවා. 
eya:  arǝya-ge  kakula-ʈǝ  gæhuwa 
3SG  3SG-GEN  leg-DAT  hit.PST 
 
「蹴る」や「叩く」などの表面接触動詞では，被動者が与格で表される． 
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6-2-с 彼はその人にぶつかった（故意に）． 
 He tackled him. 
එයා අරයාව හිතාමතාම නපාර  ැදුවා 
eya:  arǝya-wǝ  hita:mǝta:mǝ  porǝ bæduwa 
3SG  3SG-ACC  intentionally  tackle.PST 
 
故意の動作を表す場合は被動者が対格で表される． 
 
6-2-d 彼はその人とぶつかった（うっかり）． 
 He bumped into him. 
එයා නනාදැනුවත්තවම අරයානේ ඇනේ හැප්ුනා. 
eya:  nodænuwatwǝmǝ  arǝya-ge  æng-e:   hæppuna 
3SG  unintentionally   3SG-GEN  body-LOC  bump.PST 
 

非意図的動作を表す場合は被動者が場所格で表される． 
 
6-3 
6-3-а あそこに人が数人見える． 
 I see some people over there. 
අතන මිනිස්ු  කීපනදනනක් නප්නවා. 
atǝnǝ  minissu  kiipǝ-den-ek  peenǝwa 
there   people   some-CLF-INDF see.NPST 
 
6-3-b 私はその家を見た． 
 I looked at the house. 
මම ඒ නගදර දැක්කා. 
mamǝ  e:   gedǝrǝ   dækka 
1SG   that  house   look.PST 
 
6-3-с 誰かが叫んだのが聞こえた． 
 I heard somebody yell. 
මට කවුරු හරි කෑ ගහනවා ඇහුනා. 
maʈǝ    kawuru hari  kæ: gahǝnǝwa   æhuna 
1SG.DAT  somebody  yell.NPST     hear.PST 
 
「見える」や「聞こえる」などの知覚動詞の補文節には，定動詞が補文標識を伴わずに現れる．6-3-c
において非意図的な知覚者が与格で表されている． 
 
6-3-d 彼はその音を聞いた． 
 He heard that sound. 
එයාට ඒ ශබ්දය ඇහුනා. 
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eya:-ʈǝ   e:   saddǝyǝ  æhuna 
3SG-DAT  that  sound   hear.PST 
 
6-3-c と同様に，6-3-d においても非意図的な知覚者は与格で表される． 
 
6-4 
6-4-а 彼は（なくした）カギを見つけた． 
 He found the key (he (had) lost). 
එයා නැි උන යතුර නහායා ගත්තතා. 
eya:  næti unǝ    yaturǝ  hoya:  gatta 
3SG  lose.PST.VADJ  key   find.PP  take.PST 
 
6-4-b 彼は椅子を作った． 
 He made a chair. 
එයා ුටුවක් හැදුවා. 
eya:   puʈuw-ak   hæduwa 
3SG   chair-INDF  make.PST 
 
6-5 
6-5-а 彼はバスを待っている． 
 He is waiting for the bus. 
එයා  ස ්එක එනකේ ඉේනවා. 
eya:  bas ekǝ  enǝ-kan  innǝwa 
3SG  bus SG   come-till  be.NPST 

 
6-5-b 私は彼が来るのを待っていた． 
 I was waiting for him to come. 
මම එයා එනකේ  ලානගන හිටියා. 
mamǝ  eya:   enǝ-kan   bala:genǝ  hiʈiya 
1SG   3SG   come-till   look.PP   be.PST 
 
6-5-с 彼は財布を探している． 
 He is looking for his wallet. 
එයා එයානේ පර්ස ්එක නහායනවා. 
eya:  eya-ge   pǝrs  ekǝ  hoyǝnǝwa 
3SG  3SG-GEN  purse SG  look_for.NPST 
 
6-6 
6-6-а 彼はいろんなことをよく知っている． 
 He knows many things. 
එයා නගාඩක් නේවල් නහාඳට දේනවා. 
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eya:  goɖak  de:-wal  hondǝ-ʈǝ  dannǝwa 
3SG  many  thing-PL  good-DAT  know.NPST 
 
6-6-b 私はあの人を知っている． 
 I know that person. 
මම අරයාව දේනවා. 
mamǝ  arǝya-wǝ   dannǝwa 
1SG   3SG-ACC   know.NPST 
 
6-6-с 彼はロシア語ができる． 
 He can speak Russian. 
එයාට රුසියානු භාශාව ුළුවේ. 
eya:-ʈǝ   rusiya:nu  ba:sa:wǝ  puluwan 
3SG-DAT  Russian  language  can 
 
6-7 
6-7-а あなたはきのう私が言ったことを覚えていますか？ 
 Do you remember what I said yesterday? 
ඔයාට මම ඊනේ කියු නේ මතක ද? 
oya:-ʈǝ   mamǝ  iye     kiya-pu   dee   matǝkǝ=dǝ? 
2SG-DAT   1SG  yesterday   say-PST.VADJ thing  remember=Q 
 
6-7-b 私は彼の電話番号を忘れてしまった． 
 I forgot his phone number.  
මට එයානේ න ෝේ නම් ර් එක අමතක උණා. 
maʈǝ    eya-ge   fo:n  nambǝr ekǝ  amǝtǝkǝ una 
1SG.DAT  3SG-GEN  phone number SG  forget.PST 
 
6-8 
 
6-8-a の a:dǝre: kǝra: ‘love’ は動詞であり，6-8-b および 6-8-c の kæmati ‘like’ は肯定文で断定マーカー
の -yi を取るため形容詞である． 
 
6-8-а 母は子供たちを深く愛していた． 
 The mother loved her children very much. 
අම්මා ළමයිේට නගාඩක් ආදනර් කරා. 
amma  lamayi-nʈǝ    goɖak  a:dǝre: kǝra: 
mother  children-DAT .PL  many  love.PST 
 
6-8-b 私はバナナが好きだ． 
 I like bananas. 
මම නකනසල් වලට කැමියි. 
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mamǝ  kesel=walǝ-ʈǝ  kæmati=yi 
1SG   banana=PL-DAT like=AM 
 
6-8-с 私はあの人が嫌いだ． 
 I hate that person. 
මම අරයාට කැමි නෑ. 
mamǝ  arǝya-ʈǝ     kæmati  næ: 
1SG   that_person-DAT  like   NEG 
 
6-9 
 
以下の o:ne ‘want, need’ は動詞としての活用をしないものの動詞の一種であり，擬似動詞であると分析
される (Chandralal 2010: 107)． 
 
6-9-a 私は靴が欲しい． 
 I want a pair of shoes. 
මට සපත්තතු කුට්ටමක් ඕනේ. 
maʈǝ    sapattu   kuʈʈǝm-ak  o:ne 
1SG.DAT  shoes   pair-INDF   want 
 
6-9-b 今，彼にはお金が要る． 
 He needs some money now. 
එයාට  දැේමම සල්ි ඕනේ. 
eya:-ʈǝ   dænmǝmǝ  salli   o:ne 
3SG-DAT  now     money  need 
 
6-10 
6-10-а （私の）母は（私の）弟がうそをついたのに怒っている． 
 My mother is angry that my brother told a lie. 

මල්ි න ාරු කිව්වාට අම්මා තරනහේ ඉේනේ. 
malli      boru  kiwwa-ʈǝ  amma  tarǝh-en  inne 
younger_brother  lie   say.PST-DAT mother  anger-INS  be.NPST.FOC 
 
6-10-b 彼は犬が怖い． 
 He is scared(afraid) of dogs. 
එයා  ල්ලේට  යයි. 
eya:  balla-nʈǝ   bayǝ-yi 
3SG  dog-DAT.PL  afraid-AM 
 
6-11 
6-11-а 彼は父親に似ている． 
 He resembles his father. 
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එයා තාත්තතා වනේමයි. 
eya:  ta:tta   wage:=mǝ-yi 
3SG  father  like=EMPH-AM 
 
6-11-b 海水は塩分を含んでいる． 
 Sea water has salt in it. 
මුහුදු වතුනර් ලුනු ිනයනවා 
muhudu  watur-e:   lunu   tiyenǝwa 
sea    water-LOC  salt   be.NPST 
 
6-12 
6-12-а 私の弟は医者だ． 
 My brother is a doctor. 
මනේ මල්ි නදාස්තර නකනනක්. 
mage:  malli       dostǝrǝ   ken-ek 
1SG.GEN younger_brother   doctor   CLF-INDF 
 
6-12-b 私の弟は医者になった． 
 My brother became a doctor. 
මනේ මල්ි නදාස්තර නකනනක් උනා. 
mage:  malli       dostǝrǝ   ken-ek   una 
1SG.GEN younger_brother   doctor   CLF-INDF  become.PST 
 
6-13 
6-13-а 彼は車の運転ができる． 
 He can drive (a car). 
එයාට එලවේන ුළුවේ. 
eya:-ʈǝ    elǝwannǝ  puluwan 
3SG-DAT   drive.INF  can 
 
6-13-b 彼は泳げる． 
 He can swim. 
එයාට පීනේන ුළුවේ. 
eya:-ʈǝ   piinannǝ   puluwan 
3SG-DAT  swim.INF  can 
 
6-14 
 
6-14-b の bæ: ‘cannot’ は動詞の不定形をとる助動詞である． 
 
6-14-а 彼は話をするのが上手だ． 
 He is good at giving a speech. 
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එයා කතා කියේන දක්ෂයි 
eya:  kata   kiyǝnnǝ  dakshǝ-yi 
3SG  speech  tell.INF   smart-AM 
 
6-14-b 彼は走るのが苦手だ． 
 He can not run fast. 
එයාට හයියේ දුවේන  ෑ. 
eya:-ʈǝ   hayiyen  duwannǝ  bæ: 
3SG-DAT  fast    run.INF   cannot 
 
6-15 
6-15-а 彼は学校に着いた． 
 He arrived at school. 

එයා ඉස්නකෝනලට ආවා. 
eya:  isko:le-ʈǝ  a:wa 
3SG  school-DAT come.PST 
 
6-15-b 彼は道を渡った／横切った． 
 He crossed the road. 
ඒයා පාර මාරු උනා. 
eya:  pa:rǝ   ma:ru una 
3SG  road   change.PST 
 
එයා පාර පැේනා. 
eya:  pa:rǝ   pænna 
3SG  road   jump.PST 
 
6-15-с 彼はこの道を通った． 
 He took this road. 
එයා නම් පානරේ ගියා 
eya   me  pa:r-en  giya 

3SG   this  road-INS go.PST 
 
6-16 
6-16-а 彼はお腹を空かしている． 
 He is hungry. 
එයාට  ඩගිනියි. 
eya:-ʈǝ   baɖǝgini-yi 
3SG-DAT  hungry-AM 
 
6-16-b 彼は喉が渇いている． 
 He is thirsty. 
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එයාට ි හයි 
eya:-ʈǝ   tibǝhǝ-yi 
3SG-DAT  thirsty-AM 
 
6-17 
6-17-а 私は寒い． 
 I’m cold. 
මට සීතලයි. 
matǝ    si:tǝlǝ-yi 
1SG.DAT  cold-AM 
 
6-17-b 今日は寒い． 
 It’s cold today. 
අද සීතලයි. 
adǝ   si:tǝlǝ-yi 
today  cold-AM 
 
6-18 
6-18-а 私は彼を手伝った／助けた． 
 I helped him. 
මම එයාට උදව් කරා. 
mamǝ  eya:-ʈǝ    udaw kǝra: 
1SG   3SG-DAT   help.PST 
 
6-18-b 私は彼がそれを運ぶのを手伝った． 
 I helped him carry it. 
මම එයාට ඒක උසස්නගන යේන උදව් කරා. 
mamǝ  eya:-ʈǝ  e:ka  ussǝgenǝ  yannǝ  udaw kǝra: 
1SG   3SG-DAT it   lift_up.PP  go.INF  help.PST 
 
6-19 
6-19-а 私はその理由を彼に聞いた． 
 I asked him the reason. 
මම ඒ නහත්ුව එයානගේ ඇහුවා. 
mamǝ  ee   hetuwa   eya:-gen  æhuwa 
1SG   that  reason   3SG-ABL  ask.PST 
 
6-19-b 私はそのことを彼に話した． 
 I spoke(talked) to him about it. 
මම ඒ ගැන එයාට කතා කරා. 
mamǝ  e:   gænǝ   eya:-ʈǝ   kata: kǝra 
1SG   that  about   3SG-DAT  speak.PST 
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6-20 
6-20-а 私は彼と会った． 
 I met him. 
මට එයාව හම්ුනා. 
maʈǝ    eya:-wǝ  hambuna 
1SG.DAT  3SG-ACC  meet.PST 
 
 
略号一覧 
1    first person 
2    second person 
3    third person 
ABL   ablative 
ACC   accusative 
AM   assertion marker 
CLF   classifier 
DAT   dative 
FOC   focus 
GEN   genitive 
INDF   indefinite 
INF   infinitive 
INS   instrumental 
LOC   locative 
NEG   negative 
NPST   nonpast 
PL    plural 
PP    past participle 
PST   past 
Q    question 
SG   singular 
VADJ   verbal adjective 
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要旨：本稿は特集「情報構造と名詞述語文」(『語学研究所論集』第 21 号, 2016, 東京外国語大学) に寄
与する．本稿の目的は 20 個のアンケート項目に対するシンハラ語のデータを与えることである． 
 
 
Abstract: This report contributes to the special cross-linguistic study on ‘Information structure and nominal 
predicate sentences’ (Journal of the Institute of Language Research 21, 2016, Tokyo University of Foreign Studies). 
The purpose of this paper is to offer the Sinhala data for the question of 20 phrases.  
 

 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000386 
キーワード: シンハラ語情報構造名詞述語文 
Keywords: Sinhala, information structure, nominal predicate sentences 
 
 
 本稿は特集「情報構造と名詞述語文」のアンケートに沿ってシンハラ語のデータを提示するものであ

る．ここで扱うシンハラ語は口語体である．本稿のデータはサバラガムワ大学日本語専攻の学生 11 名
およびスリランカ西部州出身の話者 1 名との協力によって得られた．まずサバラガムワ大学学生の協力
のもと日本語からの翻訳によりデータを入手した．その後すべてのデータをスリランカ西部州出身の話

者 1 名に確認していただき英語の例文に対応するものとして妥当なものであるかを確認した． 
 シンハラ語の極性疑問文においては疑問辞の dǝ が文末または焦点となる項に付けられる．それに対
して疑問詞疑問文においては疑問辞の dǝ が疑問詞につく．疑問文に対する答えにおいて焦点となる項
は=yi や tamayi などの焦点助詞で標示されることがある．疑問辞や焦点助詞が文末以外に現れる場合
にはその節の定動詞は -e で終わる焦点形 (グロスは E)になる必要がある． 
 
8-1 えっガヤニが来たの？／いやガヤニじゃなくてガヤンが来たんだ．（例えば昨日の集まりに珍しく
やって来た人についての会話で） 
 Wait, Gayani came? / No, not Gayani, but Gayan. 

ගයනි ආවා ද? / නෑ ගයනි නනනෙයි ගයාන් ආවා. 
gayani  a:wa=dǝ? /   næhæ  gayani  nemeyi   gaya:n  a:wa 
Gayani  come.PST=Q   NEG   Gayani  NEG    Gayan  come.PST 
 
 
 
 本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供し

ます． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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8-2 誰が来たの？／ガヤニが来たよ． 
 Who came? / Gayani (did). 

කවුද ආනේ? / ගයනි ආවා. 
kawu=dǝ  a:we? /    gayani   a:wa 
who=Q   come.PST.E  Gayani   come.PST 
 

කවුද ආනේ? / ගයනි ආනේ. 
kawu=dǝ  a:we? /    gayani   a:we 
who=Q   come.PST.E  Gayani   come.PST.FOC 
 
8-3 ガヤニのほうが大きいんじゃないの？／いやガヤニじゃなくてガヤンのほうが大きいんだよ． 
 Isn’t Gayani taller? / No, not Gayani, but Gayan. 

ගයනි නනනවයිද උසෙ? / නෑ ගයනි නනනවයි ගයාන් තෙයි උසෙ.  
gayani  neweyi=dǝ  usǝ=mǝ? /  næ:  gayani  neweyi   gaya:n  tamayi  usǝ=mǝ 
Gayani  NEG=Q    tall=EMPH  NEG  Gayani  NEG    Gayan  FOC   tall=EMPH 
 

ගයනි නනනවයිද උසෙ? නෑ ගයනි නනනවයි ගයානුයි උසෙ.  
gayani  neweyi=dǝ  usǝ=mǝ? /  næ:  gayani  neweyi   gaya:n=uyi   usǝ=mǝ 
Gayani  NEG=Q    tall=EMPH  NEG  Gayani  NEG    Gayan=FOC   tall=EMPH 
 
もとの例文のように比較の対象がない比較級は不自然であると判断されたためここでは最上級の形容詞

に = mǝ がつく形を示している． 
 
8-4 （電話で）どうしたの）？／うん今お客さんが来たんだ． 
 What happened? / Uh, somebody’s here. 

නොකද්ද උනේ? / අහ් දැන් අමුත්නතක් ඇවිල්ලා. 
mokaddǝ  une? /      ah  dæn   amutt-ek   æwilla 
what.Q   happen.PST.E   Uh now   guest-INDF  come.PP 
 
8-5 あの子供がガヤニを叩いたんだって!?／いやガヤニじゃなくてガヤンを叩いたんだよ． 
 That child hit Gayani!? / No, not Gayani, but Gayan. 

අර ළෙයා ගයනිට ද ගැහුනේ!? / නෑ ගයනිට නනනෙයි ගයාන්ට ගැහුවා. 
arǝ  lamǝya  gayani-ʈǝ=dǝ  gæhuwe? / næ:  gayani-ʈǝ   nemeyi  gayan-ʈa=yi    gæhuwe 
that  child  Gayani-DAT=Q  hit.PST.E  NEG  Gayani-DAT  NEG   Gayan-DAT=FOC  hit.PST.E 
 
 
8-6 赤い袋と青い袋があるけどどっちを買うの？／（私は）青い袋を買うよ． 
 There is a red bag and a blue bag, which will you buy? / I’ll buy the blue one. 
රතු පාට බැග් එකකුත් තිනයනවා, නිල් පාට බැග් එකකුත් තිනයනවා, නොන බැග් ද ගන්නන්? / නිල් 
එක ගන්නවා. 
ratu pa:ʈǝ  bæg  ek-ak=ut    tiyenǝwa  nil  pa:ʈǝ   bæg  ek-ak-ut    tiyenawa 
red color bag  SG-INDF=too  be.NPST  blue  color  bag  SG-INDF=too  be.NPST 
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mona  bæg  ekǝ=dǝ   ganne? 
which  bag  SG=Q   buy.NPST.E 
 
nil  ekǝ  gannǝwa 
blue  one  buy.NPST 
 
8-7 ガヤニはどこですか？／ガヤニは朝からどっかへでかけたよ．（例えば朝少し遅く起きて来たガヤ
ニの父親が姿の見えないガヤニについて母親に尋ねている場面で） 
 Where is Gayani? / Gayani went somewhere in the morning. 

ගයනි නකානහ්ද? / ගයනි උනද් ඉඳලා නකානහ් හරි ගිහිල්ලා. 
gayani  kohe:=dǝ? /   gayani  udee   indǝla  koheehari   gihilla 
Gayani  where=Q    Gayani  morning from   somewhere  go.PP 
 
8-8 （あの子供は）誰を叩いたの？／（あの子供は）自分の弟を叩いたんだ． 
 Who did he hit? / He hit his brother. 

අර ළෙයා කාටද ගැහුනේ? / අර ළෙයා එයානග්ෙ ෙල්ිට ගැහුවා. 
arǝ  lamǝya  ka:ʈǝ   gæhuwe? / arǝ  lamaya  eya-ge=mǝ     malli-ʈǝ  gæhuwa 
that  child  who.DAT hit.PST.E  that  child  3SG-GEN=EMPH  brother-DAT hit.PST 
 

අර ළෙයා කාටද ගැහුනේ? / අර ළෙයා තෙන්නග් ෙල්ිට ගැහුවා. 
arǝ  lamaya  ka:ʈǝ   gæhuwe? / arǝ  lamaya  taman-ge=mǝ   malli-ʈǝ   gæhuwa 
that  child  who.DAT hit.PST.E  that  child  self-GEN=EMPH  brother-DAT  hit.PST 
 
8-9 （電話で）どうしたの）？／うんガヤニが（自分の）弟を叩いたんだ．（例えば電話の向こうで子
供の泣き声が起きたのを聞いての発話） 
 What happened? / Uh, Gayani hit his brother. 
නොකද්ද උනේ? / අහ ්ගයනි එයානග්ෙ ෙල්ිට ගැහුවා. 
mokaddǝ  une? /      ah  gayani  eya-ge=mǝ     malli-ʈǝ   gæhuwa 
what.Q   happen.PST.E   Uh Gayani  3SG-GEN=EMPH  brother-DAT  hit.PST 
 

නොකද්ද උනේ? / අහ ්ගයනි තෙන්නග් ෙල්ිට ගැහුවා. 
mokaddǝ  une? /       ah  gayani  taman-ge=mǝ   malli-ʈǝ   gæhuwa 
what.Q   happen.PST.E   Uh Gayani  self-GEN=EMPH  brother-DAT  hit.PST 
 
8-10 あのケーキどうした？／（あああれは）ガヤニが食べちゃったよ． 
 What happened to the cake? / Gayani ate it. 

අර නක්ක් එකට නොකද උනන්? / ඒක ගයනි කෑවා. 
arǝ  ke:k   ekǝ-ʈǝ   mokǝdǝ  une:? /     e:kǝ  gayani   kæ:wa 
that  cake   SG-DAT   what.Q   happen.PST.E  it   Gayani   eat.PST 
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8-11 私が昨日お店から買ってきたのはこの本だ． 
 It’s this book that I bought from the store yesterday. 
ෙෙ ඊනේ කනෙන් අරන් ආනේ නේ නපාත. 
mamǝ   i:ye    kaɖ-en   aran a:we    me:  potǝ 
1SG    yesterday  store-ABL  bring.PST.E   this  book 
 
8-12 あの人は先生だ．この学校でもう 20年働いている． 
 That man is a teacher. He has been working in this school for 20 years now. 

අර නකනා ගුරුවරනයක්. නේ ඉස්නකෝනල් දැනටෙත් අවුරුදු විසස්ක් වැෙ කරලා තිනයනචා. 
arǝ kena: guruwǝrǝy-ek.  mee iskoole  dænǝʈǝmat  aurudu   wiss-ak    wæɖǝ kǝrǝla tiyenǝwa 
that CLF teacher-INDF  this school  already    year.PL   twenty-INDF  work do.PP be.NPST 
 
8-13 彼のお父さんはあの人だ． 
 His father is that man. 

එයානග් තාත්තා අරයා. 
eya:-ge  ta:tta  arǝya: 
3SG-GEN father that_person 
 
8-14 あの人が彼のお父さんだ． 
 That man is his father. 

අරයා එයානග් තාත්තා. 
arǝya:    eya:-ge  ta:tta  
that_person  3SG-GEN father 
 
8-15 あさってっていうのはね明日の次の日のことだよ． 
 “Asatte” is the day after tomorrow. 
“ආසත්නත්” කියලා කියන්නන් නහටට පස්නස ්දවස. 
asatte  kiyala   kiyanne   heʈǝ-ʈǝ     passe  dawǝsǝ 
Asatte  COMP   say.NPST.E  tomorrow-DAT  behind  day 
 
8-16 （何人かで入った喫茶店で注文を聞かれて）私はコーヒーだ． 
 I’ll have coffee. 
ෙට නකෝපි. 
maʈǝ    ko:pi 
1SG.DAT  coffee 
 
8-17 ［（注文した数人分のお茶が運ばれてきて）どなたがコーヒーですか？との問いに］コーヒーは私
だ． 
 I ordered coffee. 
කාට ද නකෝපි ඉල්ුනේ? / ෙෙ. 
ka:ʈǝ=dǝ  ko:pi  illuwe? /    mamǝ 
who.DAT=Q coffee  order.PST.E  1SG 
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8-18 その新しくて厚い本は（値段が）高い． 
 That new and thick book is expensive. 
නේ අුත් ගන නපාත ගණන් වැඩියි. 
me:  alut  ganǝ   potǝ  ganan wæɖi-yi 
this  new  heavy  book price  much-AM 
 
8-19 （砂糖入れを開けて）あっ砂糖が無くなっているよ！ 
 Hey, we’re out of sugar! 
සීනි ඉවර නවලා. 
si:ni   iwǝrǝ wela 
sugar  finish.PP 
 
8-20 午後誰かに会うはずだったなあ．誰だったっけ？ あっそうだガヤニだったな． 
 I was supposed to meet someone in the evening, who was it? Oh, I remember. It was Gayani. 
හවසට කාව හරි හේබනවන්නයි හිටිනේ. / කාවද? / ආ හරි ගයනි. 
hawasa-ʈǝ   ka:wǝhari    hambuwennǝ=yi   hiʈiye /  ka:wǝdǝ? /   a:  hari  gayani. 
evening-DAT  someone.ACC  meet=FOC     be.PST.E who=Q    Oh okay  Gayani 
 
 
略号一覧 
1    first person 
3    third person 
ABL   ablative 
ACC   accusative 
AM   assertion marker 
CLF   classifier 
COMP  complementizer 
DAT   dative 
E    focus form 
EMPH  emphasis 
FOC   focus marker 
GEN   genitive 
INDF   indefinite 
INF   infinitive 
INS   instrumental 
LOC   locative 
NEG   negative 
NPST   nonpast 
PL    plural 
PP    past participle 
PST   past 
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Q    question marker 
SG   singular 
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要旨：本稿は特集「情報標示の諸要素」(『語学研究所論集』第 21 号, 2016, 東京外国語大学) に寄与す
る．本稿の目的は 25 個のアンケート項目に対するシンハラ語のデータを与えることである． 
 
 
Abstract: This report contributes to the special cross-linguistic study on ‘Information structure and nominal 
predicate sentences’ (Journal of the Institute of Language Research 21, 2016, Tokyo University of Foreign Studies). 
The purpose of this paper is to offer the Sinhala data for the question of 25 phrases.  
 
 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000387 
キーワード: シンハラ語，情報標示の諸要素 
Keywords: Sinhala, markers of information structure 
 
 
 本稿は特集「情報標示の諸要素」のアンケートに沿って，シンハラ語のデータを提示するものである．

ここで扱うシンハラ語は口語体である．本稿のデータはサバラガムワ大学日本語専攻の学生 11 名，お
よびスリランカ西部州出身の話者 1 名との協力によって得られた．まず，サバラガムワ大学学生の協力
のもと，日本語からの翻訳によりデータを入手した．その後，すべてのデータをスリランカ西部州出身

の話者 1 名に確認していただき，英語の例文に対応するものとして妥当なものであるかを確認した． 
 シンハラ語の極性疑問文においては，疑問辞の dǝ が文末または焦点となる項に付けられる．それに
対して疑問詞疑問文においては，疑問辞の dǝ が疑問詞につく．疑問文に対する答えにおいて焦点とな
る項は，=yi や tamayi などの焦点助詞で標示されることがある．疑問辞や焦点助詞が文末以外に現れ
る場合には，その節の定動詞は -e で終わる焦点形 (グロスは E) になる必要がある．その他の例外的な
パターンについては各例文の直後にコメントを付す． 
 
9-1 この土地は野菜がよく育つ．だから高い値段で売れるだろう． 
 Vegetables grow well on this land. So, it will sell at a high price. 
මේ ඉඩමේ එළවළු ම ොඳින් මවමවනවො. ඒ නිසො වැඩි ගොනකට විකුනන්න පුළුවන් 
mee iɖǝm-e: elo:lu   hond-in   wewenǝwa. e:  nisa   wæɖi ga:n-ak-ǝʈǝ   wikunannǝ puluwan. 
this land-LOC vegetables good-ABL  grow.NPST that because high  price-INDF-DAT sell.INF   can 
 
 
 
 

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供し

ます． 
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9-2 私は頭が痛い．だから今日は休む． 
 My head hurts. So, I will be absent today. 
මමේ ඔළුව රිමෙනවො ඒ නිසො මම අෙ නිවොඩු ගන්නවො 
mage  oluwǝ  ridenǝwa  e:  nisa:   mamǝ   adǝ   niwa:ɖu  gannawa 
1SG.GEN head   hurt.NPST  that because 1SG    today  leave   take.NPST 
 
9-3 あの人だけ，時間通りに来た． 
 Only he came on time. 
මවලොවට ආමේ එයො විතරයි. 
wela:wǝ-ʈǝ   a:we     eya:   witǝrayi 
time-DAT    come.PST.E  3SG   only 
 
9-4 これはここでしか買えない． 
 This can only be bought here. 
මේක ගන්න පුළුවන් මමතනින් විතරයි. 
me:kǝ  gannǝ   puluwan    metan-in   witǝrayi 
this   buy.INF   can      here-ABL   only 
 
9-5 その家にいたのは子供ばかりだった． 
 There were only children in the house. 
මේ මගෙර හිටිමේ ළමයි විතරයි. 
me:  gedǝrǝ   hiʈiye  lamǝyi   witǝrayi 
this  house   be.PST.E children  only 
 
9-6 次回こそ，失敗しないようにしよう． 
 Let’s try not to fail next time. 
ඊළඟ පොරවත් අසමත් මවන්නැති මවන්න උත්සො  කරමු 
i:langǝ   pa:rǝ=wat    asǝmat wen=næti   utsahǝ kǝrǝ-mu 
next    time=at_least  fail.NPST=NEG    attempt-HORT 
 
9-7 疲れたね，お茶でも飲もう． 
 That was tiring, let’s drink tea or something. 
ම න්ියි මන් මත් එකක්වත් ම ොමු. 
mahansi-yi=ne te:  ek-ak=wat   bo-mu 
tired-AM=TAG  tea SG-INDF=at_leat drink-HORT 
 
9-8 水さえあれば，数日間は大丈夫だ． 
 If we have water, we’ll be OK for several days. 
අපිට වතුරවත් තිමයනවො නේ දින කීපයකට ඇති මවයි. 
api-ʈǝ   waturǝ=wat   tiyenǝwa=nam  dinǝ   ki:pǝy-ak-ǝʈǝ   æti  we-yi 
1PL-DAT  water=at_least  be.NPST=if   day.PL  several-INDF-DAT  okay  become-INFR 
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9-9 小さい子供まで，その仕事の手伝いをさせられた． 
 Even small children were forced to work on the job. 
මපොඩි ළමයින්ටත් මේ වැඩ කරන්න  ල කරො. 
poɖi   lamǝy-inʈ=at     me:  wæɖǝ  kǝrǝnnǝ  balǝ kǝra 
small  children-DAT.PL=too  this  work  do.INF   force.PST 
 
9-10 私はお金なんか欲しくない 
 I don’t want money. 
මට සල්ලි ඕමන් නෑ 
maʈǝ    salli   o:ne  næ: 
1SG.DAT  money  want  NEG 
 
9-11 自分の部屋ぐらい，自分できれいにしなさい． 
 Clean your own room at least by yourself. 
ඔයොමේ කොමමේවත් ඔයො අස් කරගන්න. 
oya-ge  ka:mǝree=wat  oya:   as karagannǝ 
2SG-GEN room=at_least  2SG   clean.REFL.NPST 
 
9-12 私にもちょうだい． 
 Give it to me too. 
මටත් මෙන්න. 
maʈ=at     dennǝ 
1SG.DAT=too  give.IMP 
 
9-13 お父さんもう帰って来たね．お母さんは？ 
 Dad has come home already. How about mom? 
තොත්තො ෙැනටමත් මගෙරට ඇවිල්ලලො. අේමො මකෝ? 
ta:tta   dænǝʈǝmat  gedǝrǝ-ʈǝ    æwilla   amma  ko? 
father  already    home-DAT   come.PP  mother  where 
 
9-14 誰か（が）電話してきたよ． 
 Someone called. 
kawu=dǝ  kata kǝra 
who=Q   call.PST 
 
කවුෙ මංෙ කතො කරො 
kawu=dǝ  mandǝ      kata kǝra 
who=Q   I_don’t_know   call.PST 
 
指示対象が不定であるが特定の場合，疑問詞に疑問辞の dǝ がついたものが使われる．この場合，動詞
は -e で終わる焦点形にはならない．また mandǝ  という man dan-næ ‘1SG know-NEG’ に由来する形式
が疑問詞の直後に現れる表現もよく使われる． 
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9-15 誰かに聞いてみよう． 
 Let’s ask someone. 
අපි කොමගන්  රි අ මු. 
api  ka:-gen  hari   aha-mu 
1PL  who-ABL hari   ask-HORT 
 
9-15, 9-16, 9-17 のような不定かつ不特定の指示対象には，疑問詞に助詞の hari ‘or’ がついた形式が使わ
れる． 
 
9-16 私のいない間に誰か来た？ 
 ɖid anyone come while I was away? 
මම නැති මවමල්ල කවුරු  රි ආවො ෙ? 
mamǝ  næti    wel-e:   kawuru  hari   a:wa=dǝ? 
1SG   NEG.ADJ  time-LOC  who    hari   come.PST=Q 
 
9-17 誰か来たら，私に教えてください． 
 If anyone comes, please tell me. 
කවුරු  රි එනවො නේ මට කියන්න. 
kawuru  hari   enǝwa=nam   maʈǝ    kiyannǝ 
who    hari   come=if    1SG.DAT  tell.IMP 
 
9-18 今日は誰も来るとは思わない．／今日は誰も来ないと思う． 
 I don’t think anybody will come today. / I think nobody will come today. 
මං හිතන්නෑ අෙ කවුරුත් එයි කියලො. 
man   hitan=næ:    ada  kawuru=t   e-yi     kiyala 
1SG   think.NPST=NEG  today who=too   come-INFR  COMP 
 
මං හිතනවො අෙ කවුරුත් එන්නෑ කියලො. 
man hitanawa ada kawurut en næ: kiyala 
man   hitǝnǝwa   ada  kawuru=t   en=næ      kiyala 
1SG   think.NPST  today who=too   come.NPST=NEG  COMP 
 
9-18 や 9-19 のように否定文においては疑問詞に =t ‘too’ がついた形式が使われる． 
 
9-19 そこには今誰もいないよ． 
 Nobody is there now. 
ෙැන් කවුරුත් එම  ්නෑ. 
dæn   kawuru=t   ehe   næ: 
now   who=too   there   NEG 
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9-20 （それは）誰でもできる． 
 Anyone can do that. 
මේක කොටත් පුලුවන්. 
meekǝ   ka:ʈ=at    puluwan 
this    who.DAT=too can 
 
9-20 のような場合にも，否定文の場合と同様 疑問詞に =t ‘too’ がついた形式が使われる． 
 
9-21 そんなこと（は），みんな知っているんじゃないか!? 
 Everyone knows that! 
ඒ වමේ මේවල්ල  ැමමෝම ෙන්නවො මන්ෙ? 
e:   wage:  de:-wal  hæmoomǝ  dannǝwa=ne:=dǝ? 
that  like   thing-PL  everyone   know.NPST=TAG=Q 
 
9-22 そんなもの，誰が買うんだよ!? 誰も買うわけないじゃないか！ 
 Who would buy such a thing!? Nobody will. 
ඒ වමේ මෙයක් කවුෙ ගන්මන්? කවුරුත් ගන්නෑ. 
e:   wage:  dey-ak    kawu=dǝ   ganne?   kawuru=t  gan=næ: 
that  like   thing-INDF  who=Q    buy.NPST  who=too  buy.NPST=NEG 
 
ඒ වමේ මෙයක් කවුරු ගන්නවොෙ? කවුරුත් ගන්නෑ. 
e:   wage:  dey-ak    kawuru  gannǝwa=dǝ?   kawuru=t  gan=næ: 
that  like   thing-INDF  who    buy.NPST=Q    who=too  buy.NPST=NEG 
 
ここでは，通常の疑問文のように疑問辞の dǝ が疑問詞につき動詞が焦点形になる場合と，疑問辞の dǝ 
が疑問詞にはつかず文末に現れる場合がある．この例文のように，疑問詞を用いてはいるもののそれに

対する答えを求めていない場合には，疑問詞がある場合にも疑問辞の dǝ が文末に現れることができる． 
 
9-23 君は英語がうまいね． 
 You are good at English. 
ඔයොට ම ොඳට ඉංගිරිි පුලුවන් මන්. 
oya:-ʈǝ    honda-ʈǝ  ingiri:si  puluwan=ne: 
2SG-DAT   good-DAT  English  capable=TAG 
 
9-24 君は退屈そうだね． 
 You seem bored. 
ඔයොට කරන්න මමොකුත් නෑ වමේ. 
oya:ʈǝ karannǝ mokut næ: wagee 
ඔයොට කේමැළියි වමේ. 
oya:-ʈǝ   kammæli-yi  wage: 
2SG-DAT  lazy-AM   seem 
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ඔයොට කේමැළි පොටයි. 
oya:-ʈǝ   kammæli  pa:ʈǝ-yi 
2SG-DAT  lazy    seem-AM 
 
9-25 明日も寒いらしいよ． 
 It seems like it will get cold again tomorrow. 
ම ට ආපහු සීතල මවයි වමේ. 
heʈǝ     a:pahu   si:tǝla we-yi     wage: 
tomorrow   again   cold  become-INFR  seem 
 
 
略号一覧 
1    first person 
2    second person 
3    third person 
ABL   ablative 
ACC   accusative 
ADJ   adjectival form 
AM   assertion marker 
CLF   classifier 
COMP  complementizer 
DAT   dative 
E    focus form 
FOC   focus 
GEN   genitive 
HORT  hortative 
neg   negative 
IMP   imperative 
INDF   indefinite 
INF   infinitive 
INFR   inferential 
INS   instrumental 
LOC   locative 
NPST   nonpast 
PL    plural 
PP    past participle 
PST   past 
Q    question marker 
REFL   reflexive 
SG   singular 
TAG   tag 
VADJ   verbal adjective 
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要旨：本稿は特集「否定，形容詞と連体修飾複文」(『語学研究所論集』第 23 号, 2018, 東京外国語大
学) に寄与する．本稿の目的は 33 個のアンケート項目に対するシンハラ語のデータを与えることであ
る． 
 
 
Abstract: This report contributes to the special cross-linguistic study on ‘Negation and Attributeive clauses’ 
(Journal of the Institute of Language Research 23, 2018, Tokyo University of Foreign Studies). The purpose of this 
paper is to offer the Sinhala data for the question of 33 phrases.  
 
 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000388 
キーワード: シンハラ語，否定，形容詞，連体修飾 
Keywords: Sinhala, negation, adjective, adnominal modification, complex sentence  
 
 
 本稿は特集「否定，形容詞と連体修飾複文」のアンケートに沿って，シンハラ語のデータを提示する

ものである．ここで扱うシンハラ語は口語体である．本稿のデータはサバラガムワ大学日本語専攻の学

生 11 名，およびスリランカ西部州出身の話者 1 名との協力によって得られた．まず，サバラガムワ大
学学生の協力のもと，日本語からの翻訳によりデータを入手した．その後，すべてのデータをスリラン

カ西部州出身の話者 1 名に確認していただき，英語の例文に対応するものとして妥当なものであるかを
確認した． 
 名詞述部や形容詞述部の否定には nemeyi，存在の否定や動詞述部の否定には否定辞 næ: あるいは 
næhæ が使われる．動詞述部の否定では動詞は -e で終わる焦点形 (グロスは E)となり，その直後に否
定辞が続く． 
 
10-1 これは私の本ではない． 
 This is not my book. 
මේක මමේ ම ොත මෙමමයි. 
me:kǝ  mage:   potǝ   nemeyi 
this   1SG.GEN  book  NEG 
 
 
 
 

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供し

ます． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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10-2 この部屋には椅子がない． 
 This room does not have any chairs. 
මේ කොමමේ පුටුව ෙැහැ. 
me:   ka:mǝr-e:    putuwǝ  næ: 
this   room-LOC   chair   NEG 
 
10-3 この部屋には一つも椅子がない． 
 ʈhere aren’t any chairs in this room. 
මේ කොමමේ පුටු එකක් වත් ෙැහැ. 
mee ka:mǝree puʈu ekak wat næ: 
me:   ka:mǝr-e:    putu   ek-ak=wat      næ: 
this   room-LOC   chair .PL one-INDF=at_least   NEG 
 
10-4 その部屋には誰もいない． 
 There aren’t any people in that room. 
මේ කොමමේ කවුරුත් ෙැහැ. 
me:   ka:mar-e:   kawuru=t   næ: 
this   room-LOC  who=too   NEG 
 
10-5 その本はこの部屋にない． 
 The book is not in this room. 
ඒ ම ොත මේ කොමමේ ෙැහැ. 
e:   potǝ   me:   ka:mǝr-e:   næ: 
that  book  this   room-LOC  NEG 
 
10-6 この犬は大きくない． 
 This dog is not big. 
මේ බල්ලො මලොකු ෙැහැ. 
me:   balla   loku   næ: 
this   dog   big   NEG 
 
10-7 この犬はあまり大きくない． 
 This dog is not so big. 
මේ බල්ලො එච්චර මලොකු ෙැහැ. 
me:   balla    ettʃara   loku  næ: 
this   dog    so_much  big  NEG 
 
10-8 この犬はあの犬より大きい． 
 This dog is bigger than that one. 
මේ බල්ලො අර බල්ලොට වඩො මලොකුයි 
me:   balla   arǝ   balla-ʈǝ   waɖa:  loku-yi 
this   dog   that   dog-DAT  than   big-AM 
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10-9 この犬がその犬たちの中で一番大きい． 
 This dog is the biggest of the dogs. 
මේ බල්ලො තමයි මකොකුම බල්ලො. 
me:   balla   tamayi  loku=mǝ   balla 
this   dog   FOC   big=EMPH  dog 
 
10-10 今日はあの人は来ない． 
 He will not come today. 
එයො අද එන්මන් ෙැහැ. 
eya:   adǝ   enne      næ: 
3SG   today  come.NPST.E  NEG 
 
10-11 あの人はその本を持って行かなかった． 
 He did not take the book. 
එයො ඒ ම ොත ගත්මත් ෙැහැ. 
eya:   e:   potǝ   gatte    næ: 
3SG   that  book  take.PST.E  NEG 
 
10-12 全ての学生が参加しなかった．／学生は全員参加しなかった． 
 No student participated. / None of the students participated. 
ළමයි කවුරුත් සහබොමග උමේ ෙෑ 
lamǝyi   kawuru=t   sahaba:ge  une  næ: 
children  who=too   participate.PST.E NEG 
 
10-13 全ての学生が参加したわけではない． 
 Not all of the students participated. 
ළමයි හැමමෝම සහබොමග උමේ ෙෑ 
lamǝyi   hæmo:mǝ  sahaba:ge  une  næ: 
children  everyone  participate.PST.E NEG 
 
10-14 （私は買わなかった．しかし，決して）値段が高いというわけではない． 
 It’s not that the price is too high. 
(මම ගත්මත් ෙැහැ.) ඒක ගණන් වැඩි ෙැහැ.  
e:kǝ   ganan  wæɖi  næhæ 
it    price  high   NEG 
 
10-15 走るな！ 
 Don’t run! 
දුවන්ෙ එ ො! 
duwannǝ   epa: 
run.INF    don’t 



Negation and Attributeive clauses in Sinhala, Shigeki Yoshida 

 4 / 7 

 
10-16 大きな声を出すな！ 
 Don’t make a loud noise! 
හයිමයන් කතො කරන්ෙ එ ො! 
hayiyen   kata: kǝrǝnnǝ   epa: 
loudly    talk.INF     don’t 
 
10-17 明日は雨は降らないだろう． 
 It would not rain tomorrow. 
මහට වහිෙ එකක් ෙැහැ. 
heʈǝ     wahinǝ     ek-ak    næ: 
tomorrow   rain.NPST.VADJ  NMLZ-INDF  NEG 
 
10-18 あの人に聞こえないように，小さな声で話してくれ． 
 Speak quietly so that he doesn’t hear. 
හිමින් කතො කරන්ෙ එයොට ඇමහන්මන් ෙැති නිසො. 
himiiʈǝ  kata: kǝrǝnnǝ   eya:-ʈǝ  æhenne  næti    nisa: 
quietly  speak.INF     3SG-DAT hear.NPST.E NEG.ADJ  because 
 
10-19 私はあなたを怒らせようと思ってそう言ったんじゃない． 
 I didn’t say it to make you angry. 
මම ඔයොට ඒක කිවුමේ තරහ ගන්ෙ මෙමමයි. 
mamǝ  oya:-tǝ   e:kǝ   kiwuwe   taraha ganna  nemeyi 
1SG   2SG-DAT  it    say.PST.E   make_angry.INF NEG 
 
10-20 私が昨日買ってきた本はどこ（にある）？ 
 Where is the book I bought (that) yesterday? 
මම ඊමේ ගත්ත ම ොත මකොමහේද? 
mamǝ  i:ye    gattǝ      potǝ   kohe:=da? 
1SG   yesterday  buy.PST.VADJ  book  where=Q 
 
10-21 その本を持って来た人は誰（か）？ 
 Who (was it that) brought this book? 
කවුද මේ ම ොත අරන් ගත්මත්? 
kawu=dǝ  me:   potǝ   aran gatte 
who=Q   this   book  bring.PST.E 
 
10-22 この部屋が私たちの仕事をしている部屋です． 
 This is the room (that) we work in. 
මේ කොමමේ තමයි අපි වැඩ කරන්මන්. 
me:  ka:mǝr-e:   tamayi   api   weɖǝ   karanne 
this  room-LOC  FOC    1PL   work   do.NPST.E 
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10-23 足が一本折れたあの椅子はもう捨ててしまった． 
 I already threw away the chair with a broken leg. 
අර කකුලක් කැදිච්ච පුටුව මම දැෙටමත් විසි කරො. 
arǝ  kakul-ak  kædittʃǝ    putuwǝ   mamǝ   dænaʈǝmat  wisi kǝra 
that  leg-INDF  break.PST.VADJ  chair    1SG    already    throw_away.PST 
 
10-24 ドアを叩いている音が聞こえる． 
 I hear a knock on the door. 
මට මදොරට තට්ටටු කරෙ සද්දයක් ඇමහෙවො 
maʈǝ    dorǝ-ʈǝ   gahanǝ     saddǝy-ak   æhenǝwa 
1SG.DAT  door-DAT  hit.NPST.VADJ  sound-INDF   hear.NPST 
 
10-25 あの人が結婚したという噂は本当（か）？ 
 Is it true that he has married? 
එයො බැඳලො කියන්මන් ඇත්තක් ද? 

eya:  bændala  kiyanne   ættak=dǝ? 
3SG  marry.PP  say.NPST.E  true=Q 
 

එයො බැඳලො ඉන්මන් කියලො කියෙ කතොව ඇත්තක් ද? 

eya:  bændala inne    kiyalǝ  kiyanǝ     kata:wǝ  ættak=dǝ? 
3SG  marry.PP be.NPST.E  COMP  say.NPST.VADJ  story   true=Q 
 
10-26 私はその人が来た時にご飯を食べていた． 
 I was eating lunch when he came. 
මම එයො එෙ මකොට දවල් කෑම කකො හිටියො. 
mamǝ  eya:  enǝ      koʈǝ   dawal   kæ:mǝ  ka~ka:   hiʈiya 
1sg   3sg  come.NPST.VADJ when  day_time  food   eat~PROG be.PST 
 
10-27 私はその人が待っている所に行った． 
 I went (to) where he was waiting. 
මම එයො ඉන්ෙ තැෙට ගියො. 
mamǝ eya:   innǝ    tænǝ-ʈǝ   giya: 
1SG  3SG   be.NPST.E  place-DAT go.PST 
 
10-28 私はその人が走っていったのを見た． 
 I saw him run away. 
මම එයො  ැෙලො ගියපු එක දැක්කො. 
mamǝ eya:  pænǝla giyapu    ekǝ   dækka 
1SG  3SG  run_away.PST.VADJ  NMLZ  see.PST 
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මම එයො  ැෙලො ගියො දැක්කො. 
mamǝ eya:  pænǝla giya:  dækka 
1SG  3SG  run_away.PST  see.PST 
 
10-29 昨日の夜，私は彼らがしゃべっているのを聞いた． 
 Last night, I heard them talking. 
ඊමේ රෑ මට එයොලො කතො කරපු එක ඇහුෙො. 
i:ye    ræ:   maʈǝ    eya-la:   kata: kǝrǝpu   ekǝ  æhuna 
yesterday  night  1SG.DAT  3SG-PL   talk.PST.VADJ  NMLZ hear.PST 
 
ඊමේ රෑ මට එයොලො කතො කරෙවො ඇහුෙො. 
i:ye    ræ:   maʈǝ    eya-la:   kata: kǝrǝnǝwa  æhuna 
yesterday  night  1SG.DAT  3SG-PL   talk.NPST     hear.PST 
 
10-28 や 10-29 の知覚動詞の補文節は，ekǝ によって名詞化されたものであっても，補文標識を伴わな
い定動詞であっても良い． 
 
10-30 私はその人が昨日ここに来たことを知っている． 
 I know (that) he came here yesterday.  
ඊමේ එයො ආව එක මම දන්ෙවො 
i:ye    eya:   a:wǝ      ekǝ   mamǝ   dannawa 
yesterday  3SG   come.PST.VADJ  NMLZ  1SG    know.NPST 
 
10-31 （昨日）彼は彼が今日ここに来たと言った．／（昨日）彼は，「私は今日ここに来た」と言った． 
 He said (that) he came here yesterday. / He said, “I came here yesterday.” 
ඊමේ එයො කිේවො අද තමයි මමතන්ට ආමේ කියලො. 
i:ye    eya:  kiwwa  eya:  adǝ   tamayi  metǝnǝ-ʈǝ  a:we    kiyǝla 
yesterday 3SG  say.PST  3SG  today  FOC   here-DAT   come.PST.E  COMP 
 

ඊමේ එයො මට කිේවො “මම අදයි මමතන්ට ආමේ” කියලො. 
i:ye    eya:  maʈǝ   kiwwa  mamǝ ada=yi    metǝnǝ-ʈǝ a:we    kiyǝla 
yesterday 3SG  1SG.DAT  say.PST  1SG  today=FOC  here-DAT  come.PST.E  COMP 
 
10-32 私はリンゴが（あの）皿の上にあったのを食べた． 
 I ate the apple (lying) on the plate. 
මම පිඟොෙ උඩ තිබ්බ ඇ ල් කෑවො. 
mamǝ   pinga:nǝ  uɖǝ  tibbǝ    æpǝl   kææwa 
1SG    plate    above be.PST.VADJ  apple  eat.PST 
 
10-33 私はネコが家に入ってきたのを捕まえた． 
 I caught the cat coming into the house. 
මගදර ඇතුලට එෙ පූමසකුව මං ඇල්ුවො. 
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gedǝrǝ  ætulǝ-ʈǝ  enǝ       pu:s-ek-uwǝ   man  ælluwa 
house  inside-DAT come.NPST.VADJ  cat-INDF-ACC  1SG  catch.PST 
 
 
略号一覧 
1    first person 
2    second person 
3    third person 
ABL   ablative 
ACC   accusative 
ADJ   adjectival form 
AM   assertion marker 
COMP  complementizer 
DAT   dative 
E    focus form 
EMPH  emphasis 
FOC   focus 
GEN   genitive 
HORT  hortative 
INDF   indefinite 
INF   infinitive 
INS   instrumental 
LOC   locative 
NEG   negative 
NMLZ  nominalizer 
NPST   nonpast 
PL    plural 
PP    past participle 
PROG  progressive 
PST   past 
Q    question 
SG   singular 
VADJ   verbal adjective 
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要旨：本稿は特集「受動表現」「アスペクト」「モダリティ」「ヴォイスとその周辺」「所有・存在表現」

（『語学研究所論集』第 14-18 号, 2009-2013，東京外国語大学）に寄与する．本稿の目的は 5 個のアンケ

ート項目に対するマラーティー語のデータを提供することである． 
 
 
Abstract: This report contributes to the special cross-linguistic study on ‘Passive expression’, ‘Aspect’, ‘Modality’, 
‘Voice and related expressions’ , ‘Expressions of possession and existence’ (Journal of the Institute of Language 
Research 28, 2023, Tokyo University of Foreign Studies) . The purpose of this paper is to provide Marathi data for 5 
selected questionnaires. 
 
 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000389 
キーワード： マラーティー語，インド・アーリア語派，ヴォイス，アスペクト，モダリティ，所有・存

在表現 
Keywords: Marathi, Indo-Aryan languages, Voice, Aspect, Modality, Posessive 
 
 
1. はじめに 

 本稿は，インド西部に位置するマハーラーシュトラ州の公用語であるマラーティー語のデータ（5 個

のアンケート項目）を提供するものである． 
 マラーティー語は，インド国内でヒンディー語，ベンガル語に次ぎ 3 番目に話者が多い言語1である．

系統的にインド・アーリア語派に属しているが，近隣のドラヴィダ諸語（カンナダ語，ゴンディ語，テ

ルグ語）に文法や語彙の影響を受けている．マラーティー語の表記は，一般的にデーヴァナーガリー文

字が使用される． 
 マラーティー語には，10 種類の母音がある．a は短母音，āは長母音として区別されるが，i と u の母

音の長短は音素として区別されない．また，ɔと æ は借用語にのみ使われる．子音は 42 種類あり，有声・

無声の対立に加え，有気・無気の対立がある．2 

 
 

                                                        
1 Census of India (2011) によると，マラーティー語の話者数は約 8300 万人である． 
2 詳しくは Pardeshi (2016) pp.3 を参照されたい． 

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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 マラーティー語の形態統語的な特徴の概要を述べる．マラーティー語は，主語，目的語，動詞の SOV
語順を取り，後置詞をもつ主要部末尾型の言語である．名詞は 3 つの性の区分（男性，女性，中性）が

あり，単数，複数によっても語形が変化する．マラーティー語はアスペクトによる分裂型の能格型言語

である (パルデシ，柴谷 2020: 418)．自動詞の主語は形態的に無標であるのに対して，3 人称を主語とす

る他動詞の完結相には能格（-ne [単数]/-ni [複数]）が用いられる．動詞は時制と相（未来，未完結，完結）

に応じて屈折する．基本的に主語の数，性，人称と一致するが，他動詞の完結相では，一部例外を除い

て3目的語の数，性，人称に一致する． 
 本調査は，2023年 7月にマラーティー語母語話者の方（1980年代生まれ，プネー出身）の翻訳協力を

得て実施した．協力者は和英翻訳のフリーランス翻訳者として 13年の経験を持つため，日本語からマラ

ーティー語への自然訳を依頼し，風間 (2020) で提示されている英語例文を参考として共有した．マラ

ーティー語は比較的に語順の自由度が高い言語であるため，日本語文からの直訳が多く許容されるが，

本調査においては，あくまでもマラーティー語母語話者が自然に使用できる文を採用した． 
 デーヴァナーガリー文字からの音声転写とグロスは千田によるものである．音声転写は，Pardeshi 
(2016) と Dhongde and Wali (2009) を参考にしている．グロスに関しては，基本的に Leipzig Glossing Rules
に従う4． 
 
2. データ 

1.「受動表現」（語学研究所論集 第 14号） 

 マラーティー語の受身構文は，他動詞の動作主に後置詞 कडून kaḍun（～から）が付加され，①「完了

分詞＋जाण ेjā-ṇe（行く）」によって表現される GO Passive（例 2）と②「分詞-+यात ṇyāt＋येणे  ye-ṇe（来

る）」によって表現される COME Pssive（例 3）の二種類がある．例文 (1)～(3) Pardeshi (2000) pp. 13か
ら引用した． 
 
(1) 警察は泥棒を捕まえた． ［能動文］ 

 पो0लसांनी चोर पकडला. 

 polis-ā-ṅ-ni   cor  pakaḍ-l-ā 
police-OBL-PL-ERG thief.M catch-PFV-MSG 
 

(2) 泥棒は警察に捕まえられた．［受身文, GO Passive］ 

 पो0लसाकंडून चोर पकडला गेला. 

polis-ā-ṅ-kaḍun  cor  pakaḍ-l-ā   ge-l-ā. 
police-OBL-PL-by thief.M catch-PASSPTCP-MSG go-PFV-MSG 

 
 
 

                                                        
3 目的語に与格がついている場合，動詞は中性を示す． 
4 文末にグロス表 (略号) を付加している． 
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(3) 泥棒は警察に捕まえられた．［受身文, COME Passive］ 

 पो0लसाकंडून चोर पकड*यात आला. 

 polis-ā-ṅ-kaḍun  cor  pakaḍ-ṇ-yā-t     ā-l-ā. 
 police-OBL-PL-by thief.M catch-INF-OBL-LOC   come-PFV-MSG 

例文 (2)，(3) は，能動文 (1) からの直接受身である．Pardeshi (2000) によると，GO Passive と COME 
Passive は，行為の意図性 (intentionality) によって使い分けられる．行為が事前に計画されていた場合は

COME Passive が使われやすく，意図されていなかった事態や一般的な事柄，自然発生的な出来事，動作

主が無生物の場合は GO Passive が使用される傾向にある5． 
 マラーティー語では，自動詞の受身や間接目的語を主語にする受身構文は文法的に非文となる．また，

堀江・パルデシ (2009) が示したように，マラーティー語は日本語に比べて受身構文の使用頻度が低く6，

普段の会話で動作主が明確な場合や，感情を示す文に受身構文を使うと不自然になってしまうことが多

い．本調査において，マラーティー語母語話者（一名）に日本語例文からマラーティー語への自然訳を

依頼したところ，例文 1-1から 1-10-b のうち，マラーティー語で自然に受身構文を使用した文は 1-6（モ

ノ主語受身，恒常的．動作主が問題にならない場合）のみであった．それ以外の文は，能動態による表

現の方が好まれた．  
 
1-1 A は B に叩かれた．（直接受身） 

 बबनने आनंदला मारले. 
 baban-ne  ānand-lā   mār-l-e. 

 Baban7-ERG Anand8-DAT beat-PFV-NSG 
 「ババンはアーナンドを叩いた．」9 

 1-1 の例文について，マラーティー語では，動作主 B を主語とする能動文のほうが自然となる．ただ

し，発話の場面によっては前述の例文 (2) や (3) のように，マラーティー語でも直接受身は可能である． 
 
1-2 A は B に足を踏まれた．（持ち主の受身，体の部分） 

 आनंद<या पायावर बबनचा पाय पडला. 
 ānand-č-yā    pāy-ā-var  baban-c-ā  pāya paḍ-l-ā.   

 Anand-GEN-OBL foot-OBL-PP Baban-GEN-MSG foot.M fall-PFV-MSG 
 「アーナンドの足の上にババンの足が落ちた．」 

आनंद<या पायावर बबनकडून पाय पडला गेला. 

ānand-č-yā    pāy-ā-var     baban-kaḍun  pāya   paḍ-l-ā  ge-l-ā. 
Anand-GEN-OBL foot-OBL-PP    Baban-by       foot.M  fall-PASSPTCP-MSG  go-PFV-MSG 

                                                        
5 詳しくは Pardeshi (2000)，pp.30-31，Pardeshi (2016), pp. 85-89 を参照されたい． 
6 例として，夏目漱石の「こころ」を題材としたパラレルコーパスでは，日本語で 339 回の受身構文が

あるのに対して，マラーティー語訳では 42回のみ受身構文が使用された． 
7 本データにおいて，原文の人物 B の翻訳として，マラーティー語で Bから始まる男性名 बबन（ババン）

に統一した． 
8 本データにおいて，原文の人物 A の翻訳として，マラーティー語で Aから始まる男性名 आनंद（アー

ナンド）に統一した． 
9 以下，例文中の「」内の文は，マラーティー語訳をさらに日本語に直訳したものである． 
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「アーナンドの足はババンによって踏まれた．」 

 1-2 の例文について，マラーティー語では，「B の足」を主語とする能動文のほうが自然となる．ただ

し，この行為が意図的でない場合は，二行目の例文のように GO Passive を用いた受身表現も許容される

という意見もあった． 
  
1-3 A は B に財布を盗まれた．（持ち主の受身，持ち物） 

 आनंदच ेपाक?ट बबनने चोरल.े 
 ānanda-c-e  pākiṭ  baban-ne  cor-l-e. 

 Anand-GEN-NSG wallet.N Baban-ERG steal-PFV-NSG. 
 「アーナンドの財布はババンが盗んだ．」 

 आनंदच ेपाक?ट बबनकडून चोर+यात आले. 

 ānanda-c-e  pākiṭ baban-kaḍun cor-ṇ-yā-t        ā-l-e. 
 Anand-GEN-NSG wallet.N Baban-by  steal-INF-OBL-LOC   come-PFV-NSG 
 「アーナンドの財布はババンによって盗まれた．」 

 1-3 の例文について，マラーティー語では，動作主 B を主語とする能動文のほうが自然となる．ただ

し，この行為が事前に計画されていた場合は，二行目の例文のように COME Passive を使った受身表現

も許容されるという意見もあった． 
 
1-4 昨日の夜，私は赤ん坊に泣かれた．それでちっとも眠れなかった．（自動詞からの間接受身） 

 काल राAी बाळ रडत होत.े Dयामळेु मी अिजबात झोपू शकल ेनाहJ.  
 kāl rātri  bāḷ  raḍat hote.   tyāmuḷe  mi  ajibāt  jhop-u  šak-l-e  nāhi. 

 yesreday night  baby.N  cry  be.PST.  therefore  I   at all  sleep-S.INF can-PFV-NSG  NEG. 
 「昨晩赤ん坊が泣いた．そのため，私は全く眠れなかった．」 

 1-4 の例文について，マラーティー語では，自動詞からの間接受身は非文となるため，能動文によっ

て示される． 
 
1-5 新しいビルが（A によって）建てられた．（モノ主語受身，一回的） 

आनंदने नवीन इमारत बाधंलJ. 
ānand-ne   navin imārat   bāndha-l-i. 

Anand-ERG new building.F  built-PFV-FSG. 
 「アーナンドが新しいビルを建てた．」 

नवीन इमारत बाधं+यात आलJ आहे. 
navin imārat   bāndha-ṇ-yā-t  ā-l-i  āhe. 
new building.F  built-INF-OBL-LOC come-PFV-FSG be.PRS. 
「新しいビルが建てられた．」 

 1-5 の例文について，マラーティー語では，動作主が明らかな場合，能動文のほうが自然となる．一

方で，動作主が不明の場合，二行目の例文のようにモノ主語の受身が新聞や記事でよく使われている． 
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1-6 カナダではフランス語が話されている．（モノ主語受身，恒常的．動作主が問題にならない場合） 

कॅनडामNये OP च भाषा बोललJ जात.े 
kĕnaḍā-madhye  phreṅc  bhāṣā    bol-l-i    jā-t-e. 

Canada-PP French language.F  speak-PASSPTCP-FSG go-IPFV-NSG. 
 「カナダではフランス語が話されている．」 

 1-6 の例文について，マラーティー語でも受身構文が自然に使われる． 
 
1-7 財布が（A に）盗まれた．（モノ主語受身，モノ主語の背後に被影響者が想定される） 

 पाक?ट आनंदने चोरल.े 

pākiṭ  ānand-ne  cor-l-e. 

 wallet.N Anand-ERG steal-PFV-NSG. 
 「財布はアーナンドが盗んだ．」 
 

पाक?ट चोरJला गेल.े 
pākiṭ  cor-l-ā  ge-l-e. 

 wallet.N steal-PFV-MSG go-PFV-NSG 
 「財布が盗まれた．」 

 1-7 の例文について，マラーティー語では，動作主が想定できる場合，能動文を用いる．一方で，動

作主がわからない場合は，二行目の例文のようにモノ主語の受身を用いる． 
 
1-8 壁に絵が掛けられている．（モノ主語受身，結果状態の叙述） 

0भतंीवर SचA लावलेल ेआहे. 
bhinti-var  citra   lāv-lel-e  āhe. 

wall-PP  picture.N  hang-PFV2-NSG be.PRS.  
 「壁に絵が掛けてある．」 

 1-8 の例文について，マラーティー語では，完了相 210を使用した能動文のほうが自然となる． 
 
1-9 A は B に／から愛されている．（感情述語の受身，特に動作主のマーカーに注目） 

बबनच ेआनंदवर Tेम आहे. 
baban-c-e  ānand-var  prem āhe. 

Baban-GEN-NSG Anand-PP  love.M be.PRS 
「ババンはアーナンドを愛している．」 

 1-9 の例文について，マラーティー語では，動作主 B を主語とする能動文のほうが自然となる．マラ

ーティー語では，感情を示す文に受身構文は使われにくい． 
 
1-10 A は B に／から「…」と言われた．（伝達動詞の受身，特に動作主のマーカーに注目） 

बबन आनंदला Uहणाला, "..". 
baban  ānand-lā   mhaṇā-l-ā, "..". 

Baban Anand-DAT say-PFV-MSG, "..". 

                                                        
10 完了相 2 についての詳しい説明は，後述のアスペクト 2-2 を参考にされたい． 
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 「ババンはアーナンドに「…」と言った．」 

 1-10 の例文について，マラーティー語では，動作主 B を主語とする能動文のほうが自然となる． 
 

1-10-a  A さんは B さんに呼ばれて，今 B さんの部屋に行っています．  

बबनने आनंदला बोलावल ेUहणून तो आता बबन<या खोलJत जात आहे. 
baban-ne    ānand-lā    bolāv-l-e     mhaṇūn to  ātā  baban-č-yā   kholi-t    jā-t   āhe. 

Baban-ERG  Anand-DAT  call-PFV-NSG  so    he now  Baban-GEN-OBL  room-PP   go-IPFV  be.PRS. 
「ババンはアーナンドを呼んだ．そのため，彼は今ババンの部屋へ行っている．」 

 1-10-a の例文について，マラーティー語では，動作主 B を主語とする能動文のほうが自然となる． 
 
1-10-b  B さんが A さんを呼んで，A さんは今 B さんの部屋に行っています． 

बबनने आनंदला बोलावल ेUहणून आनंद आता बबन<या खोलJत गेला आहे. 
baban-ne   ānand-lā   bolāv-l-e    mhaṇūn  ānand ātā  baban-č-yā     kholi-t  ge-l-ā     āhe. 

Baban-ERG   Anand-DAT  call-PFV-NSG  so     Anand   now  Baban-GEN-OBL  room-PP go-PFV-MSG be.PRS 

 「ババンはアーナンドを呼んだ．そのため，アーナンドは今ババンの部屋に行っている．」 

 1-10-b の例文について，マラーティー語では，動作主 B を主語とする能動文のほうが自然となる． 

 以上，日本語とマラーティー語の受動表現の比較から，日本語では受身形で表現できる文が，マラー

ティー語で受身構文に訳そうとすると不自然となってしまう場面が多いことが分かった．しかしながら，

本稿のデータは日本語の文法使用傾向を中心としているため，マラーティー語では受身構文が使われる

のに，日本語では能動態が好まれる文などには触れることができていない． 

 
2.「アスペクト」（語学研究所 第 15号） 

 一般的に「アスペクト」とは，出来事内の時間 (event-internal time) を示す．マラーティー語の完結相 
(perfective) は動詞の語幹に -l が付加され，未完結相 (imperfective) は動詞の語幹に -t が付加される．

また，前望相 (prospective) は動詞の語幹に -ṇār が付加されることによって示される．マラーティー語

の先行研究では，完結相 (perfective aspect) -l の記述は多くあるが，完了相 (perfect aspect) についてはあ

まり触れられていない11．その理由として，Deo (2006) は「完了相の形態論的解釈は，通時的に完結相

の解釈へと一般化された (pp.228)」と述べている．本稿では，マラーティー語の先行研究に倣い，完結

相 (perfective) と未完結相 (imperfective) という用語を使用する． 
 
2-1 ～さん（固有名詞）は／あの人は もう来た． 

आनंद आला आहे. 
ānand  ā-l-ā   āhe. 

Anand come-PFV-MSG be.PRS. 
 「アーナンドが（もう）来た．」 

 2-1 の文について，「（もう）来た」という表現に対し，マラーティー語では動詞の語幹に完結相 -l が
付加され，文末に助動詞12 āhe (be)が使用されている．これによって，アーナンドがすでに来たというニ

                                                        
11 Comrie (1976) は，Perfective (完結相)と Perfect (完了相)，Imperfective (未完結相)と Imperfect (未完了相) 
が異なることを指摘している．  
12 本稿では「助動詞」という表現を使っているが，コピュラ動詞，または繋辞を意味する． 



マラーティー語：特集補遺データ「受動表現」「アスペクト」「モダリティ」「ヴォイスとその周辺」他, 千田聡美 

 

 7 / 46 

ュアンスを示している． 
 
2-2 ～さん（固有名詞）は／あの人は もう来ている． 

 आनंद आललेा आहे. 

ānand  ā-lel-ā   āhe. 

Anand came-PFV2-MSG be.PRS. 
 「アーナンドは（もう）来ている．」 

 2-2 の文について，「（もう）来ている」という表現に対し，マラーティー語では動詞の語幹に完結相 2 
13-lel が付加され，文末に助動詞 āhe (be) が使用されている．これによって，アーナンドがすでに来てい

て，その状態が今も続いていることを示している． 
 
2-3 ～さん（固有名詞）は／あの人は まだ来ていない． 

 आनंद अजून आललेा नाहJ. 

ānand  ajun  ā-lel-ā    nāhi. 
Anand still came-PFV2-MSG NEG. 
「アーナンドはまだ来ていない．」 

 2-3 の文について，「まだ来ていない」という表現に対し，マラーティー語では動詞の語幹に完結相 2 -lel
が付加され，動詞の前後に「まだ～ない」を示す ajun (still) … nāhi (not) が使用されている．これによっ

て，アーナンドがまだ来ておらず，その状態が今も続いていることを示している． 
 
2-4 ～さん（固有名詞）は／あの人は まだ来ない． 

 आनंद अजून आला नाहJ. 

 ānand  ajun  ā-l-ā   nāhi. 
Anand  still come-PFV-MSG NEG. 
「アーナンドはまだ来ない．」 

 2-4 の文について，「まだ来ない」という表現に対し，マラーティー語では動詞の語幹に完結相 -l が
付加され，動詞の前後に「まだ～ない」を示す ajun (still) … nāhi (not) が使用されている．これによって，

アーナンドがまだ来ないという状況を示している． 
 
2-5 ～さん（固有名詞）は／あの人は もう（すぐ）来る． 

 आनंद थोZयाच वेळात येईल. 

 ānand thoḍ-yā-c  veḷ-ā-t   ye-il. 
Anand little-OBL-EMPH time-OBL-PP come-FUT.3SG 

 「アーナンドは短い時間で来る．」 

 2-5 の文について，「もうすぐ来る」という表現に対し，マラーティー語では「来る」の動詞の未来形 
ye-il が使用され，その手前に「短い時間で」を意味する thoḍ-yā-c veḷā-t (in a short time) が表れている．

                                                        
13 完結相 2（second perfective）とは，過去完了形（past perfective）のことである．マラーティー語の完

結相 2 は-lel で示され，関係節にも用いられる．本稿では，動詞の過去完了を示す-lel を完結相 2（PFV2）
とし，関係節に用いられる-lel を過去分詞（past perticiple）とグロスした． 
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これによって，アーナンドが来るという事態はまだ起きていないが，もうすぐ来ることを予測している

ことが示唆される． 
 
2-6 （あ！）～さんが来た！ 

 (अरे!) आनंद आला! 

 (are!)  ānand ā-l-ā! 
Oh! Anand come-PFV-MSG. 

 「あ！アーナンドが来た！」 

 2-6 の文について，「来た！」という表現に対し，マラーティー語では，動詞の語幹に完結相 -l が付加

され，助動詞 āhe は表れない．これにより，アーナンドが来たことを実況的に示している． 
 
2-7 昨日～さんが来たよ． 

 आनंद काल आला होता. 

 ānand  kāl  ā-l-ā   hotā. 
Anand yesterday come-PFV-MSG be.PST. 
「アーナンドが昨日来た．」 

 2-7 の文について，「アーナンドが昨日来た」という過去の出来事を説明するために，マラーティー語

では，動詞の語幹に完結相 -l が表れ，文末に助動詞の過去形 hotā (was) が使用されている． 
 
2-8 昨日～さんは来なかったよ． 

 आनंद काल आला न_हता. 

 ānand  kāl  ā-l-ā   navh-tā. 
Anand yesterday come-PFV-MSG NEG-PST. 

 「アーナンドは昨日来なかった．」 

 2-8 の文について，「アーナンドが昨日来なかった」という過去の事実を説明するために，マラーティ

ー語では，動詞の語幹に完結相 -l が表れ，文末に否定形の過去 navh-tā. (was not) が使用されている． 
 表１は，2-1～2-8 の「来る」という動作の未実現から過去に至るまでの日本語とマラーティー語のア

スペクト表現を整理したものである．英文は参考として，風間 (2000) から借用した． 

  日本語 マラーティー語 英語 
未実現 
  
  

まだ来ない ajun ā-l-ā nāhi. hasn’t come yet. 
もうすぐ来る thoḍ-yā-c veḷā-t ye-il. will come soon. 
まだ来ていない ajun ā-lel-ā nāhi. hasn’t come yet. 

実現 来た！ ā-l-ā! has come! 
  もう来た ā-l-ā āhe. already came. 
  もう来ている  ā-lel-ā āhe. has already come. 
過去 昨日来た kāl ā-l-ā hotā. came yesterday. 
 昨日来なかった kāl ā-l-ā navh-tā. didn't come yesterday. 

 表１：日本語とマラーティー語のアスペクト表現の対照 1「来る」 
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2-9 （私は）あのリンゴをもう食べた． 

 माझ ेत ेसफरचंद खाऊन झाल ेआहे. 

mā-jh-e   te  sapharacand khā-un  jhā-l-e   āhe. 
I-GEN-NSG that apple.N  eat-CVB become-PFV-NSG be.PRS. 
「私はあのリンゴを（もう）食べた．」 

 2-9 の文について，「（もう）食べた」という表現に対し，マラーティー語では複合動詞の V2 の語幹に

完結相 -l が表れ，文末に助動詞 āhe (be) が使用されている．  
 
2-10 私はあのリンゴをまだ食べていない．／私はあのリンゴをまだ食べない． 

 मी अजून त ेसफरचंद खाbलले ेनाहJ.  

 mi  ajun  te  sapharacand  khāl-lel-e  nāhi. 
 I still that apple.N  ate-PFV2-NSG NEG. 
「私はあのリンゴをまだ食べていない．」 

मी त ेसफरचदं खाणार नाहJ. 

 mi  te  sapharacand  khā-ṇār   nāhi. 
 I that apple.N  eat-PROSP NEG. 
 「私はあのリンゴを食べない．」 

 2-10 の文について，「まだ食べていない」という表現に対し，マラーティー語では動詞の語幹に完結

相 2 -lel が付加され，文末に否定形 nāhi が使用されている．また，動詞の前に「まだ」を意味する ajun (still)
が表れる．これによって，リンゴをまだ食べておらず，その状態が続いていることを示唆している．ま

た，「食べない」の対応として，マラーティー語では前望相 -ṇār の後に否定形 nāhi が使用されている．

これによって，リンゴをまだ食べておらず，食べる予定はまだないことを示している． 
 
2-11 あの人は今（ちょうど）そのリンゴを食べています／食べているところです． 

तो आcा त ेसफरचदं खात आहे. 

to  āttā  te  sapharacand  khā-t  āhe. 

he right now that apple.N  eat-IPFV be.PRS. 
 「彼はちょうど今，そのリンゴを食べている．」 

 2-11 の文について，「食べている」という表現に対し，マラーティー語では動詞の語幹に未完結相 -t が

表れ，文末に助動詞 āhe (be) が使用されている．これによって，現在進行を示している． 
 表２は，2-9～2-11 の「食べる」という動作の未実現から過去に至るまでの日本語とマラーティー語の

アスペクト表現を整理したものである．英文は参考として，風間 (2000) から借用した． 

  日本語 マラーティー語 英語 
未実現 まだ食べない khā-ṇār nāhi. won’t eat  
  まだ食べていない ajun khāl-lel-e nāhi. haven’t eaten yet 
実現 食べている khā-t āhe. be eating 
過去 もう食べた khā-un jhā-l-e āhe. already ate 

 表２：日本語とマラーティー語のアスペクト表現の対照 2「食べる」 
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2-12 窓が開いている／窓が開いていた． 

dखडक? उघडी आहे.  

khiḍki   ughaḍ-i  āhe. 

window.F  open-PP be.PRS 
「窓が開いている．」 

dखडक? उघडी होती. 

 khiḍki   ughaḍ-i  hoti. 

window.F  open-PP be.PST 
「窓が開いていた．」 

 2-12 の文について，「開いている」という表現に対し，マラーティー語では ughaḍ-i (open) の後に助動

詞 āhe (be) が表れ，現在の状態を示している．また，「開いていた」の対応として，ughaḍ-i (open) の後

に助動詞の過去形 hoti (was) が表れ，過去の状態を示している． 
 
2-13 私は毎朝新聞を読む／読んでいる． 

मी रोज सकाळी वतgमानपA वाचत.े 

mi  roj  sakāḷi vartmānapatra  vāc-t-e. 

I everyday morning newspaper.N read-IPFV-FSG. 
 「私は毎朝新聞を読む．」 

 2-13 の文について，「新聞を読む」という日々の習慣を示す文に対し，マラーティー語では動詞の語

幹に未完結相 -t が付加され，助動詞 āheは使われない．この場合，未完結相は習慣・普遍性を示すHabitual
の意味に変わる． 
 
2-14 あなたは（あなたの）お母さんに似ている． 

तू तुhया आईसारखी iदसतसे. 

tu tu-jh-yā   āi-sārakhi   dis-t-es. 

you.SG you-GEN-OBL mother-like look-IPFV-2SG. 
「あなたは（あなたの）お母さんに似て見える．」 

 2-14 の文について，「似ている」という表現に対し，マラーティー語では「似る」を意味する -sārakhi 

dis-ṇe (look like…) の未完結相が使用されている． 
 
2-15 私はその頃毎日学校に通っていた． 

मी ते_हा रोज शाळेत जायचे. 

mi  tevhā  roj    šāḷe-t   jā-yce. 

I then  every day   school-PP go-PST.HAB 
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 「私はその頃毎日学校に通っていた．」 

 2-15 の文について，「通っていた」という過去の習慣を示す表現に対し，マラーティー語では動詞の

語幹に過去の習慣を示す -yce が付加され，助動詞は使われない． 
 
2-16 私は～に（大きな街の名前など）行ったことがある． 

मी jयूयॉकg ला गेल ेआहे. 

mi  nyuyŏrk-lā  ge-l-e   āhe. 

I New York-DAT go-PFV-FSG be.PRS. 
「私はニューヨークに行ったことがある．」 

 2-16 の文について，「行ったことがある」という過去の経験を示す表現に対し，マラーティー語では

動詞の語幹に完結相 -l が表れ，文末に助動詞の現在形 āhe が使われている． 
 
2-17 やっとバスは走り出した／走り始めた． 

अखेर बस पुढे जाऊ लागलJ. 

akher  bas  puḍhe  jā-u      lāg-l-i. 

finally bus onwards go-S.INF     begin-PFV-FSG. 
 「やっとバスは走り始めた．」 

 2-17 の文について，「走り出した」という表現に対し，マラーティー語では「走り始めた」を意味す

る複合動詞 jāu lāg-l-i (started going)が使われている． 
 
2-18 昨日彼女はずっと寝ていた． 

ती काल iदवसभर झोपलJ होती. 

ti  kāl  divasbhar    jhop-l-i  hoti. 

she yesterday whole day    sleep-PFV-FSG be.PST. 
「彼女は昨日ずっと寝ていた．」 

 2-18 の文について，「寝ていた」という表現に対し，マラーティー語では動詞の語幹に完結相 -l が付

加され，文末に助動詞の過去形 hoti (was) が使用されている． 
 
2-19 私はそれをちょっと食べてみた． 

मी Dयाची चव बmघतलJ. 

mi t-yā-č-i   cav   baghit-l-i. 

I that-OBL-GEN-FSG taste   see-PFV-FSG. 
「私はそれを味見してみた．」 

 2-19 の文について，「食べてみた」という表現に対し，マラーティー語では「味」を意味する名詞 cav 

(taste) の後に，「見る」の完結相を意味する baghit-l-i が使用されている． 
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2-20 あの人はそれ（ら）をみんなに分け与えた． 

Dयाने त ेसवाnना iदल.े 

t-yā-ne   te  sarvān-nā  di-l-e. 

 he-OBL-ERG that everyone-DAT.PL give-PFV-NSG. 
 「彼はそれをみんなにあげた．」 

 2-20 の文について，「分け与えた」という表現に対し，マラーティー語では「あげる」を意味する動

詞 de-ṇe の語幹に完結相 -l が付加されている． 

2-21 さあ，（私たちは）行くよ！ 

चला, आपण जाऊया! 

calā,  āpaṇ  jāu-yā! 
come on, we.incl go-HORT 

 「さあ，私たちは行くよ！」 

 2-21 の文について，「行くよ」という表現に対し，マラーティー語では激励 (hortative)を示す jāu yā! (let 
us go) が使用される． 
 
2-22 地球は太陽の周りを回っている． 

पpृवी सूयाgभोवती qफरत.े 

pr̥thvi  suryā-bhovati phir-t-e. 

earth.F sun-around rotate-IPFV-FSG. 
「地球は太陽の周りを回っている．」 

 2-22 の文について，普遍性を示す「回っている」という表現に対し，マラーティー語では 2-13 と同様

に，動詞の語幹に未完結相 -t が付加され，助動詞 āhe は使われない．この場合，未完結相は習慣・普

遍性を示す Habitual の意味に変わる． 
 
2-23 あの木は今にも倒れそうだ． 

त ेझाड कोणDयाहJ rणी पडेल अस ेवाटत आहे. 

te jhāḍ  koṇat-yā-hi         kṣaṇi     paḍ-el    ase   vāṭa-t   āhe. 

that tree.N anytime-OBL-EMPH  moment  fall-FUT  like   feel-IPFV  be.PRS. 
 「あの木は今にも倒れると思う．」 

 2-23 の文について，「倒れそうだ」という表現に対し，マラーティー語では「倒れる」の未来形 paḍ-el 
の後に，「～と思う」を意味する ase vāṭat āhe (feeling like that) が使われている． 
 
2-24 （私は）あやうく転ぶところだった． 

मी जवळजवळ खालJ पडणार होते. 
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mi  javaḷjavaḷ  khāli  paḍ-ṇār   hote. 

I  almost  below fall-PROSP be.PST. 
「私は，ほとんど転ぶところだった．」 

 2-24 の文について，「転ぶところだった」という表現に対し，マラーティー語では「倒れる」の前望

相 paḍ-ṇār の後に，助動詞の過去形 hote (was) が使われている． 
 
2-25 明日客が来るので，パンを買っておく． 

उsया आम<याकडे पाहुणे येणार आहेत, Uहणून मी tेड आणनू ठेवते. 

udyā   ām-č-yā-kaḍe   pāhuṇe  ye-ṇār      āhe-t,     mhaṇun mi breḍ  āṇ-un     ṭhev-t-e. 

   tomorrow we-GEN-OBL-PP  guest.PL  come-PROSP  be.PRS-PL,  therefore I  bread  bring-CVB  keep-IPFV-F  

 「明日うちに客が来るので，パンを買っておく．」 

 2-25 は複文である．前件の「客が来る」という表現に対しては前望相が使われ，後件の「買っておく」

の表現に対しては複合動詞の未完結相 āṇ-un ṭhevte (bring and keep) が使用されている． 
 
2-26 （私は）〜に（街とか市場とか）行ったとき，この袋を買った． 

 जे_हा मी टोqकयोला गेल ेहोत ेत_ेहा मी हJ vपशवी vवकत घेतलJ. 

jevhā  mi ṭokiyo-lā    ge-l-e       hote  tevhā  mi  hi   pišvi  vikat  ghet-l-i. 

when  I  tokyo-DAT  go-PFV-FSG  be.PST  then  I   this bag.F  buy   take-PFV-FSG. 
「私は東京に行ったとき，この袋を買った．」 

 2-26 は複文である．前件の「行った」は過去の経験を示す「完結相＋助動詞の過去」で表し，後件の

「買った」は完結相で示している． 
 
2-27 （私は）～に（街とか市場とか）行く時／行く前に，この袋を買った． 

 मी हJ vपशवी टोqकयोला जा+याआधी vवकत घेतलJ. 

mi  hi  pišvi ṭokiyo-lā   jā-ṇyā-ādhi vikat  ghet-l-i. 

I this bag.F tokyo-DAT go-OBL-before buy  take-PFV-FSG. 
「私はこの袋を東京に行く前に買った．」 

 2-27 は複文である．前件は「行く前に」を意味する jā-ṇyā-ādhi (before going) が使用され，後件の「買

った」は完結相で示されている． 
 
2-28 （私は）彼が市場でこの袋を買ったのを知っていた． 

 मला माहJत होत ेक? Dयाने हJ vपशवी या बाजारात vवकत घेतलJ होती. 

  ma-lā  māhit hote ki  t-yā-ne     hi   pišvi yā  bājār-ā-t   vikat  ghet-l-i      hoti. 
    me-DAT  know   be.PST that  he-OBL-ERG  this  bag.F  that  bazar-OBL-PP  buy   take-PFV-FSG  be.PST. 
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 「私は知っていた，彼がこの袋を市場で買ったことを．」 

 2-28 は複文である．補文の場合，マラーティー語は始めに主節が表れる．主節では「知る」を意味す

る māhit に助動詞の過去形 hote (was) が後続し，補文節内では，「買った」を意味する完結相 vikat ghet-l-i

に助動詞の過去形 hoti (was) が後続する． 

 以上，マラーティー語は，動詞に付加される完結相 -l，完結相 2 -lel または未完結相 -t と後続する助

動詞 āhe の時制のコンビネーションによってさまざまなアスペクトを示すことが分かった．また，助動

詞の有無によってもアスペクトが異なる．日本語との対照のためには，更なるデータが必要となると考

える． 
 
3.「モダリティ」（語学研究所 第 16号） 

 モダリティは，現実と，話者の心，そして言語が密接に関連する観念的カテゴリーである．モダリテ

ィは，文の命題に対する話し手の態度や意見を表現する役割を果たす．Dhongde and Wali (2009) による

と，マラーティー語のモダリティは，接尾辞の追加（suffixation）や複合語化（compounding process）に

よって表現される． 
  
3-1 （その仕事が終わったら）もう帰ってもいいですよ．【許可】 

(तमुचे काम पूणg झाल ेक?) तुUहJ घरJ जाऊ शकता. 

(tum-c-e   kām  purṇa  jhā-l-e         ki)   tumhi   ghar-i    jā-u    šak-t-ā. 
  (you.PL-GEN-NSG  work.N  complete  become-PFV-NSG then)  you.PL   home-PP   go.S.INF  can-IPFV-2PL. 

 「あなたの仕事が終わったら，あなたは家に帰ることができます．」 

 3-1 の文について，「帰ってもいいですよ」という許可を示す表現に対し，マラーティー語では，「行

く」の不定詞 jā-u の後に「できる」を意味する可能表現 šak-t-āが表れる． 
 
3-2 （腐っているから，あなたは）それを食べてはいけない／それを食べるな．【禁止】 

त ेखाऊ नका (कारण त ेखराब झाल ेआहे). 

te khā-u  nakā   (kāraṇ   te  kharāb jhā-l-e   āhe). 

that eat-S.INF  not.PL  (because  that spoil become-PFV-NSG be.PRS.) 
「それを食べるな．なぜなら，それは腐っている．」 

 3-2 の文について，「食べるな」という禁止を示す表現に対し，マラーティー語では，「食べる」の不

定詞 khā-u の後に禁止を意味する nakāが表れる． 
 
3-3 （遅くなったので）私たちはもう帰らなければならない．【義務】 

(उशीर झाला आहे Dयामुळे) आUहाला आता परत जायला लागेल. 

(ušira  jhā-l-ā      āhe     tyāmuḷe)  āmh-ā-lā   ātā  parat  jā-(a)y-lā    lāg-el. 
        (late   become-PFV-1PL  be.PRS   therefore) we.excl-OBL-DAT now  back  go-L.INF-DAT begin-FUT 

「（遅くなったため）私たちはいま帰らなければならない．」 

 3-3 の文について，「行かなければならない」という義務を示す表現に対し，マラーティー語では，「行
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く」の願望を示す jā-(a)y-lāの後に V2 の lāg-el が表れ，「have to go」を示す． 
 
3-4 （雨が降るそうだから）傘を持って出かけたほうがいいよ．【推奨】 

(पाऊस पडेल असे ऐकल ेआहे Dयामळेु) छAी घेऊन mनघालेल ेबरे. 

 
(pāus  paḍ-el  ase   aik-l-e      āhe    tyāmuḷe) chatri     ghe-un   nighā-lel-e       bare. 
(rain.M    fall-FUT  like    hear-PFV-NSG   be.PRS  therefore)  umbrella.F   take-CVB   leave-PST.PTCP-NSG  good. 

「（雨が降ると聞いたから）傘を持って行った方がいい．」 

 3-4 の文について，「～たほうがいい」という推奨を示す表現に対し，マラーティー語では，「出かけ

ること」を意味する nighā-lel-e の後に「よい」を意味する bare が表れる． 
 
3-5 歳をとったら，子供の言うことを聞くべきだ／聞くものだ．【評価的義務】 

Uहातारे झाbयावर आपण आपbया मुलाचं ेऐकल ेपाiहजे. 

mhātāre  jhā-l-yā-var   āpaṇ  āp-lyā mulā-ṅ-c-e        aik-l-e   pāhije. 
          old man    become-PFV-OBL-PP   we.incl   self-POSS  child-PL-GEN-NSG   hear-PFV-NSG  should   

「年寄りになったら，我々は子供のいうことを聞くべきだ．」 

 3-5 の文について，「聞くべきだ」という評価的義務を示す表現に対し，マラーティー語では，「聞く」

の完結相 aik-l-e の後に「べき」を意味する pāhije が表れる． 
 
3-6 お腹が空いたので，（私は）何か食べたい．【希望】 

मला भकू लागलJ आहे, Uहणून मला काहJतरJ खायला हवे आहे.   

ma-lā  bhuk lāg-l-i     āhe,   mhaṇun  ma-lā  kāhitari  khā-(a)y-lā    have  āhe. 

me-DAT hunger feel-PFV-FSG  be.PRS  so    I-DAT  something eat-L.INF-DAT  need   be.PRS. 

 「私はおなかが減ったため，私は何か食べたい．」 

 3-6 の文について，「食べたい」という希望を示す表現に対し，マラーティー語では，「食べる」の願

望を示す khā-(a)y-lāの後に「～したい」を意味する have āhe が表れる． 
 
3-7 私が持ちましょう．【意志】 

मी त ेघेत.े 

mi  te  ghe-t-e. 

I that take-IPFV-FSG. 
「私がそれを持ちます．」 

 3-7 の文について，「持ちましょう」という意思を示す表現に対し，マラーティー語では，一人称で「（私

が）持つ」を意味する未完結相の動詞 ghe-t-e が使われる． 
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3-8 じゃあ，一緒に昼ご飯を食べましょう．【勧誘】 

चला, दपुारचे जेवण सगळे एकA कzया. 

calā,  dupār-c-e   jevaṇ  sagaḷe ekatra  karu-yā. 
 come on, afternoon-GEN-NSG meal.N everyone together do-HORT 
 「さあ，昼ご飯はみんなで一緒に食べましょう．」 

 3-8 の文について，「さあ，～ましょう」という勧誘を示す表現に対し，マラーティー語では，激励 
(hortative)を示す karu-yā (let us do) が使われる． 
 
3-9 一緒に昼ご飯を食べませんか？【相手の意向が不明な場合の勧誘】 

आपण दपुारच ेजवेण एकA कzया का? 

āpaṇ  dupār-c-e   jevaṇ  ekatra  karu-yā  kā? 

we.incl afternoon-GEN-NSG meal.N together do-HORT Q? 
「私たちはご飯をみんなで食べましょうか？」 

 3-9 の文について，「ませんか？」という相手の意向が不明な場合の勧誘を示す表現に対し，マラーテ

ィー語では，一人称複数が主語となり，激励 (hortative)を示す karu-yā (let us do) が使われ，さらに疑問

を示す ka? が後続する．否定の表現は表れない． 
 
3-10 明日，良い天気になるといいなあ．／明日は良い天気になってほしいなあ．【希望】 

उsया हवा चागंलJ असले तर बरे होईल ना.  

 udyā  havā    cāṅgali  as-el       tar   bare ho-il  nā. 
 tomorrow  weather.F  good  be-FUT.3SG  COR.then good be.FUT  ASSR 
 「明日天気が良いといいな．」 

 मी आशा करत ेक? उsया हवा चांगलJ असले. 

 mi  āšā  kar-t-e   ki  udyā  havā  cāṅgali  as-el. 

 I wish.F do-IPFV-FSG that tomorrow weather.F good be-FUT. 
 「私は明日の天気が良くなることを願っている．」 

 3-10 の文について，「なるといいなあ」という希望を示す表現に対して，マラーティー語では，条件

を示す相関詞 tar (then) の後に「It will be good」を意味する bare ho-il が表れる．一方，「なってほしい」

という表現に関しては「I wish that…」を意味する mi āšā kar-t-e ki… が使用され，後件で天気が良くなる

状況を示している． 
 
3-11 （私はここで待っているから）すぐにそれを持って来なさい．【命令】 

(मी इथ ेथांबत ेआहे.) त ेलगेच घेऊन ये. 

(mi  ithe  thāmb-t-e   āhe.)    te  lagec  ghe-un   ye. 
(I here wait-IPFV-FSG be.PRS) that right way take-CVB  come.IMP.SG. 
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「私はここで待っている．それをすぐに持って来なさい．」 

 3-11 の文について，「来なさい」という命令を示す表現に対し，マラーティー語では，動詞「来る」

の単数で命令を示す ye が使われる． 
 
3-12 そのペンをちょっと貸していただけませんか？【懇願】 

आपण मला त ेपेन थोडया वेळासाठ| देऊ शकाल का? 

āpaṇ  ma-lā  te  pen  thoḍ-yā  veḷā-sāṭhi  de-u     šak-āl       kā? 

you.PL I-DAT that pen  a little-OBL time-for  give-S.INF  can-FUT.PL  Q? 
「あなたは私にそのペンを少しの時間貸すことはできますか．」 

 3-12 の文について，「～ていただけませんか」という懇願を示す表現に対し，マラーティー語では，

可能動詞の未来形 šak-āl に疑問詞 kā?が付加される． 
 
3-13 あの人は中国語が読めます．／あの人は中国語を読むことができます．【能力可能】 

Dयाला चीनी भाषा वाचता येत.े 

t-yā-lā   cini  bhāṣā   vāc-tā   ye-t-e. 

he-OBL-DAT Chinese language.F  read-PTCP come-IPFV-FSG. 
「彼に中国語が読める．」 

तो चीनी भाषा वाच ूशकतो. 

to  cini  bhāṣā   vāc-u   šak-t-o. 

he Chinese language.F read-S.INF  can-IPFV-MSG. 

「彼は中国語が読むことができる．」 

 3-13 の文について，「読める」という能力可能を示す表現に対し，マラーティー語では，COME 動詞

を使った vāc-tā ye-t-e と可能動詞を使った vāc-u šak-t-o の二通りの言い方がある． 
 
3-14 明かりが暗くて，ここに何が書いてあるのか，読めない【状況可能】 

इथ ेपुरेसा उजडे नसbयामळेु काय 0लiहल ेआहे त ेमला वाचता येत नाहJ. 

ithe  puresā   ujeḍ  nas-l-yā-muḷe      kāy  lihi-l-e     āhe   

here  enough   light.M  NEG-PFV-OBL-PP  what  write-PFV-NSG be.PRS 
te  ma-lā vāc-tā   ye-t   nāhi. 
that I-DAT read-PTCP come-IPFV NEG. 
「ここは十分な光がないため，何が書いてあるか私に読めない．」 

 3-14 の文について，「読めない」という状況可能（不可）を示す表現に対し，マラーティー語では，

COME 動詞を使った yet nahi が使用される． 
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3-15 （朝早く出発したから）彼らはもう着いているはずだ／もう着いたに違いない．【確信】 

(सकाळी लवकर mनघाल ेहोत ेDयामळेु) त ेए_हाना पोहोचल ेअसायला हवेत 

(sakāḷi  lavkar  nighā-l-e   hote  tyāmuḷe)  

(morning  early leave-PFV-NSG be.PST therefore)  
「（朝早く出発したため） 
te  evhānā   pohoc-l-e  asā-(a)y-lā  have-t. 

they already   reach-PFV-NSG be-L.INF-DAT want-PL. 
彼らはもう到着しているはずだ．」 

पोहोचले असतील यात काहJ शंकाच नाहJ. 

pohoc-l-e  as-til  yā-t kāhi  šaṅkā-c   nāhi. 

reach-PFV-NSG be-FUT this-PP some doubt-EMPH NEG. 
もう到着しているに違いない．」 

 3-15 の文について，「はずだ」という確信を示す表現に対し，マラーティー語では，should be を意味
する asā-(a)y-lā have-t が使用され，「違いない」を示すためには there is no doubt を意味する kāhi šaṅkāc 

nāhi が使われる． 
 
3-16 （あの人は）明日はたぶん来ないだろう．【推量】 

(तो) कदाSचत उsया येणार नाहJ. 

(to)  kadācit  udyā  ye-ṇār   nāhi. 

(he) may be tomorrow come-PROSP NEG. 
「彼はたぶん明日来ないだろう．」 

 3-16 の文について，「たぶん～だろう」という推量を示す表現に対し，マラーティー語では，「たぶん」

を示す副詞 kadācit の後に動詞の前望相 ye-ṇār が使用される．  
3-17 彼らはまだ来ないなんて，きっと途中で車が壊れたんじゃないか．【疑念】 

त ेअजून आले नाहJत Uहणजे न}क? वाटेत Dयाचंी गाडी ~बघडलJ असणार. 

te   ajun  ā-l-e   nāhi-t  mhaṇje  nakki vāṭe-t   

they  still come-PFV-MPL NEG-PL means surely think-IPFV 
tyā-ṅ-č-i    gāḍi    bighaḍa-l-i      as-ṇār. 
he-PL-GEN-FSG vehicle.F   break-PFV-FSG  be-PROSP 
「彼らがまだ来ていないということは，きっと，彼らの車が壊れたかもしれない．」 

 3-17 の文について，「きっと…じゃないか」という疑念を示す表現に対し，マラーティー語では，「き

っと」を示す副詞 nakki の後に動詞の前望相 as-ṇār が使用される．  
 
3-18 （昼間だからあの人は家に）さあ，いるかもしれないし，いないかもしれない．【可能性】 

(दपुारची वेळ आहे Dयामुळे) तो असले क? नाहJ माहJत नाहJ. 
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(dupār-č-i    veḷ  āhe  tyāmuḷe)  to  as-el  ki   

(afternoon-GEN-FSG  time be.PRS therefore) he be-FUT or 
nāhi  māhit  nāhi. 

NEG know NEG. 
「（昼の時間のため）彼はいるかいないか，わからない．」 

 3-18 の文について，「かもしれない」という可能性を示す表現に対し，マラーティー語では，「いるか

いないか，わからない」を示す as-el ki nāhi māhit nāhi という表現が使われる． 
 
3-19 （額に触ってみて）どうもあなたは熱があるようだ．【視覚／聴覚以外の感覚による判断】 

(कपाळाला हात लावत) तुला ताप आहे अस ंवाटतंय. 

(kapāḷā-lā   hāt lāvt)  tu-lā  tāp  āhe  asa  vāṭat-anya. 

(forehead-DAT hand.M put)  you.SG-DAT fever.M be.PRS like think-seems 
「（額に触ってみて）あなたは熱があるみたいだ．」 

 3-19 の文について，「ようだ」という感覚による判断を示す表現に対し，マラーティー語では，it seems 
like that を示す asa vāṭat-anya が使用される． 
 
3-20 （天気予報によれば）明日は雨が降るそうだ．【伝聞】 

(हवामान अंदाजानुसार) उsया पाऊस पड+याची श}यता आहे.   

(havāmān andājā-nusār)  udyā  pāus  paḍaṇ-yā-č-i  šakyatā   āhe. 

(weather forecast-according to) tomorrow  rain.M fall-OBL-GEN-FSG possibility  be.PRS. 
「（天気予報によれば）明日は雨が降るそうだ．」 

 3-20 の文について，「そうだ」という伝聞示す表現に対し，マラーティー語では，「～によれば，可能

性がある」を示す -nusār… šakyatā āhe という表現が使われている． 
 
3-21 もしお金があったら，あの車を買うんだけれどなあ．【反実仮想】 

माhयाकडे पैस ेअसत ेतर मी ती कार vवकत घेतलJ असती पण... 

mā-jh-yā-kaḍe paise as-t-e      tar    mi  ti   kār  vikat  ghet-l-i      as-t-i        paṇ.. 
my-GEN-OBL-PP     money.MPL be-IMPF-NSG COR.then  I  that  car.F  buy    take-PFV-FSG  be-IMPF-FSG   but… 

 「私にお金があったら，あの車を買うんだけれどなあ…」 

 3-21 の文について，反実仮想を示す表現に対し，マラーティー語では，反事実的条件「ならば～だろ

う」を示す構文 as-t-e tar… as-t-e を使用する． 
 
3-22 もしあなたが教えてくれていなかったら，私はそこにたどり着けなかったでしょう．【反実仮想過

去】 

तुUहJ मला सांSगतल ेनसत ेतर मी mतथे पोहोचल ेनसते. 

 



Marathi: ‘Passive expression’, ‘Aspect’, ‘Modality’, ‘Voice and related expressions’, etc., Satomi Chida 

 20 / 46 

tumhi  ma-lā  sāṅgit-l-e   nas-t-e   tar     mi   tithe  pohoc-l-e  nas-t-e. 
you.PL I-DAT say-PFV-NSG  NEG-IPFV-NSG  COR.then  I    there   reach-PFV-NSG NEG-IPFV-NSG 

 「あなたが言わなかったら，私はそこにたどり着かなかっただろう．」 

 3-22 の文について，「～たら，～なかっただろう」という反実仮想過去を示す表現に対し，マラーテ

ィー語では，反事実的条件「ならば～だろう」を示す構文 as-t-e tar… as-t-e の否定形が使われる． 
 
3-23 （あの人は）街へ行きたがっている．【3 人称の主体による希望】 

mतला शहरात जायची इ<छा आहे. 

ti-lā  šahar-ā-t  jāya-č-i   icchā  āhe. 

she-DAT city-OBL-PP go-GEN-FSG desire be.PRS. 
「彼女には町へ行くという願望があある．」 

 3-23 の文について，「たがっている」という 3 人称主体の希望を示す表現に対し，マラーティー語で

は三人称単数の主語に与格が表れ，「願望がある」を意味する icchā āhe によって示される． 
 
3-24 僕にもそれを少し飲ませろ．【1 人称命令】 

मला पण थोडी vपऊ दे. 

ma-lā  paṇ thoḍi  pi-u   de. 

I-DAT also little drink-S.INF give.IMP.SG. 
「私にも少し飲ませろ．」 

 3-24 の文について，「飲ませろ」という 1 人称命令を示す表現に対し，マラーティー語では一人称単

数の主語に与格が使われ，文末に give の命令形である de が表れている． 
 
3-25 これはあの人に持って行かせろ／持って行かせよう．【3 人称命令】 

mतला हे घेऊन जायला सांगतो/घेऊन जाऊदे. 

ti-lā  he  ghe-un    jā-(a)y-lā       sāṅg-t-o/ ghe-un  jā-u-de. 

she-DAT this take-CVB  go-L.INF-DAT   say-IPFV-M/take-CVB go-PERM 
「彼女にこれを持って行かせましょう／持って行かせよう．」 

 3-25 の文について，3 人称命令を示す表現に対し，マラーティー語では三人称単数の主語に与格が使

われ，「持って行かせる」は願望相を使った ghe-un jā-(a)ylā sāṅg-t-o，または許可 (permissive) を示す

ghe-un jā-u-de によってあらわされる． 
 
3-26 そのテーブルの上のお菓子は後で食べなさい．【遠未来命令形】 

Dया टेबलवरची 0मठाई नंतर खा.   

t-yā  ṭebl-var-č-i miṭhāi  nantar  khā. 
that-OBL table-PP-GEN-FSG sweets.F later  eat.IMP. 
「そのテーブルの上のお菓子は後で食べなさい．」 
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 3-26 の文について，「後で食べなさい」という遠未来命令形を示す表現に対し，マラーティー語では

nantar khā (eat it later)という表現が使われる． 
 
3-27 もっと早く来ればよかった．【反実仮想】 

मी आधी आलो असतो/आले असत ेतर बरे झाल ेअसत.े 

mi ādhi  ā-l-e       as-t-e  tar  bare  jhā-l-e      as-t-e. 

I before come-PFV-FSG  be-IPFV-NSG  COR.then good  become-PFV-NSG  be-IPFV-NSG 

「私が早く来ていたら，良かった．」 

 3-27 の文について，反実仮想を示す表現に対し，マラーティー語では，反事実的条件を示す構文 as-t-e 

tar… as-t-e が使われている． 
 
3-28 あなたも一緒に行ったら（どうですか）？【脱従属化】 

तू पण सोबत का येत नाहJस? 

tu  paṇ  sobat kā  ye-t   nāhi-s? 

 you.SG also together why come-IPFV NEG-2SG 
 「あなたも一緒に来ないんですか？」 

 3-28 の文について，「行ったらどうですか」という脱従属化を示す表現に対し，マラーティー語では，

why don’t you come..?を意味する kā ye-t nāhis で表される． 
 
3-29 オレがそんなこと知るか！【（疑問詞を含まない）反語】 

मला त ेकस ंमाहJत असले! 

ma-lā  te  kasa  māhit  as-el! 

I-DAT that how know be-FUT! 
「私がそれをどうやって知ることだろうか！」 

 3-29 の文について，「知るか!」という（疑問詞を含まない）反語を示す表現に対し，マラーティー語

では，疑問詞を含む kasa māhit as-el!（how do I know it!）という表現が使われる． 
 
3-30 これを作った（料理した）のは，お母さんだよね？／いいえ，私が作ったのよ．【付加疑問】 

हे तुhया आईने बनवल ंआहे ना? 

he  tu-jh-yā   āi-ne   banav-l-a   āhe nā? 

this you-GEN-OBL mother-ERG cook-PFV-NSG be.PRS ASSR 
「これはあなたのお母さんが料理したんですね？」 

नाहJ गं, मी केल ंआहे. 

nāhi  ga,  mi  ke-l-a   āhe. 

NEG ASSR I do-PFV-NSG be.PRS. 
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「いいえ，私がしました．」 

 3-30 の文について，付加疑問を示す表現に対し，マラーティー語では，文末に強調 (Assertion) を意
味する nā?が使われている． 

 以上，マラーティー語のモダリティーについて日本語と比較をしながら概観した．マラーティー語で

は，命令や勧誘を示すモダリティーは接尾辞 (suffixation) によって表され，「V てほしい」など，二つの

動作がかかわる許可，禁止，義務，推奨，懇願，能力，確信，可能等の表現は主に複合語 (compounding 
process) によって示されることが分かった．また，反実仮想については，反事実的条件構文 as-t-e tar… 

as-t-e が使用され，推量，疑念，伝聞を示すためには文中に副詞が表れる．最後に，疑問や強調を示す

際は日本語の終助詞に似た ka?や na などの接辞が文末に表れることも明らかになった． 
 
4.「ヴォイス」（語学研究所 第 17号） 

 ヴォイスとは，行為を対象とした意味的な対立を表す (柴谷 1997, pp. 8)．本稿では，「ヴォイスとその

周辺」についての風間 (2012) の総論，およびそこに提示されている例文をベースに，マラーティー語

での状況を記述する． 
 
【自動詞と他動詞の対立】 
4-1-a （風などで）ドアが開いた．  

(वाÅयामळेु वगैरे) दरवाजा उघडला गेला. 

 (vāryā-muḷe  vagaire)  darvājā  ughaḍ-l-ā   ge-l-ā. 
 (wind-PP  etcetera) door.M open-PASSPTCP-MSG go-PFV-MSG 
 「（風などで）ドアが開けられた．」 

4-1-b （彼が）ドアを開けた． 

(Dयाने) दरवाजा उघडला. 

(t-yā-ne)     darvājā   ughaḍ-l-ā. 
(he-OBL-ERG)  door.M  open-PFV-MSG. 
「（彼が）ドアを開けた．」 

4-1-c （入り口の）ドアが開けられた． 

Tवेशsवार उघडल.े 

pravešadvār  ughaḍ-l-e. 

entrance.N open-PFV-NSG. 
 「入り口のドアが開いた．」 

4-1-d ドアが壊れた． 

दरवाजा तटुला. 

darvājā tuṭ-l-ā. 
door.M break down-PFV-MSG. 
「ドアが壊れた．」 
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 マラーティー語では，動作主が無生物であり，その動作が非意図的だった場合，4-1-a のように GO 
Passive が使われやすい．4-1-b は，典型的な他動詞文である．マラーティー語で「開ける」意味する

ughaḍ-ṇe は自動詞，他動詞ともに同じ形をとるため，動作主と目的語が表れることで他動性が示唆され

る．4-1-c は，日本語では受身形が使われているが，マラーティー語では自動詞的表現を使ったほうが自

然である．同様に，4-1-d のように動作主が明示されず，非意図的な行為を示す場合は，日本語と同様に

自動詞的表現が使われやすい．14 
 
【自動詞からの使役，他動詞からの使役】 
4-2 私は（自分の）弟を立たせた． 

मी (माhया) लहान भावाला उभ ेकेल.े 

mi (mā-jh-yā)  lahān  bhāvā-lā   ubhe  ke-l-e. 

I (I-GEN-OBL) small brother-ACC stand do-PFV-NSG. 
「私は（私の）弟を立たせた．」 

4-3 私は（自分の）弟に歌を歌わせた． 

मी (माhया) लहान भावाला गायला लावल.े 

 mi (mā-jh-yā)  lahān  bhāvā-lā  gā-(a)y-lā  lāv-l-e. 

 I (I-GEN-OBL) small brother-ACC sing-L.INF-DAT MAKE-PFV-NSG. 
 「私は（私の）弟に歌わせた．」 

 4-2 は，自動詞からの使役を示している．マラーティー語でも，被使役主に対格の -la があらわれて

いる．4—3 は，他動詞からの使役を示している．マラーティー語では，対格，与格の両方に -la が表れ

ている．動詞の lāv-ṇe は，使役を示す MAKE の意味を持つ．15 
 
【強制使役と許可使役】 
4-4-a （遊びたがっている子供に無理やり）母は子供をパンを買いに行かせた． 

(Çया मलुाला खेळायच ेहोत ेDयाला) आईने tेड आणायला पाठवल.े 

(j-yā   mulā-lā     kheḷ-āyc-e    hote   t-yā-lā    

 (REL-OBL child-DAT   play-PRED-NSG  be.PST  COR-OBL-DAT) 
āi-ne   breḍ  āṇ-āy-lā   pāṭh-av-l-e. 

 mother-ERG bread bring-L.INF-DAT send-CAUS-PFV-NSG. 
 「（遊びたがっている子供に）母はパンを買いに行かせた．」 

4-4-b （遊びに行きたがっているのを見て）母は子供に遊びに行かせた． 

(मुलाला खेळायचे आहे हे पाहून) आईने मलुाला खेळू iदले. 

 
                                                        
14 パルデシ(2010) は，マラーティー語の自動詞と他動詞について，プロトタイプ的な例から非典型的な

ケースまで，包括的にまとめている． 
15 Pardeshi (2016) によると，使役を示す lāv-ṇe (apply) は，間接使役に使われる傾向があり，自動詞から

の使役にも他動詞からの使役にも対応する (pp. 134)． 
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(mulā-lā   kheḷ-āyc-e  āhe   he  pāh-un)   

(child-DAT play-PRED-NSG  be.PRS  that see-CVB) 
āi-ne   mulā-lā   kheḷ-u   di-l-e. 

mother-ERG child-DAT play-S.INF give-PFV-NSG. 
「（遊びに行きたがっているのを見て）母は子供に遊びに行かせた．」 

 4-4-a は，強制使役を示している．マラーティー語では動詞の語幹に使役を示す-av が付加されている．

一方，4-4-b は，許可使役である．この場合，マラーティー語では使役表現は使われず，不定詞に授受動

詞が付加される複合動詞 kheḷ-u di-l-e（allowed to play）で示す． 
 
【他動詞による表現と使役の違い，直接の行為か間接の行為か】 
4-5-a 私は弟に服を着せた． 

मी माhया लहान भावाला कपडे घालनू iदल.े 

mi  mā-jh-yā  lahān  bhāvā-lā   kapḍe  ghāl-un   di-l-e. 

I   my-GEN-OBL small brother-DAT clothes add-CVB give-PFV-NSG. 
「私は私の弟に服を着せた．」 

4-5-b 私は弟にその服を着させた． 

मी माhया लहान भावाला त ेकपडे घालायला लावले. 

mi  mā-jh-yā lahān  bhāvā-lā     te  kapḍe  ghāl-āy-lā  lāv-l-e. 

 I   my-GEN-OBL small brother-ACC  that clothes add-L.INF-DAT MAKE-PFV-NSG. 

 「私は私の弟にその服を着させた．」 

 4-5-a は，日本語では他動詞による表現である．マラーティー語では，副動詞 (converb) に授受動詞が

付加され，複合動詞 ghāl-un di-l-e（put in）によって表される．非使役主には，与格の -la が付加される．

4-5-b は，間接的行為を示す使役である．マラーティー語では動詞の語幹に不定詞が付加され，複合動詞

ghāl-āy-lā lāv-l-e (made to wear) によって表される．非使役主には，対格の -la が使われる． 
 
【やりもらい，（話者から見ての）授恩恵と受恩恵の違い】 
4-6 私は弟にその本をあげた． 

मी माhया लहान भावाला त ेपुÉतक iदल.े 

mi  mā-jh-yā  lahān  bhāvā-lā   te  pustak  di-l-e. 

I    I-GEN-OBL small brother-DAT that book.N give-PFV-NSG. 
「私は私の弟にその本をあげた．」 

4-7-a 私は弟に本を読んであげた． 

मी माhया लहान भावाला पुÉतक वाचून दाखvवल.े 

 mi  mā-jh-yā lahān  bhāvā-lā  pustak  vāc-un    dākhvi-l-e. 
 I   I-GEN-OBL small brother-DAT book.N read-CVB  show-PFV-NSG. 
 「私は私の弟に本を読み上げた．」 
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4-7-b 兄は私に本を読んでくれた． 

माhया मोÑया भावाने मला पुÉतक वाचून दाखvवल.े 

 mā-jh-yā    moṭhyā  bhāv-ā-ne   ma-lā  pustak  vāc-un    dākhavi-l-e. 

 my-GEN-OBL big brother-OBL-ERG I-DAT book.N read-CVB  show-PFV-NSG. 
 「私の兄は私に本を読み上げた．」 

 4-6 は，遠心的な物の移動を示す文である．マラーティー語では，give を意味する di-l-e が使われる．

4-7-a と 4-7-b は，授恩恵「あげる」と受恩恵「くれる」の違いを示す文である．マラーティー語では，

受益者に与格が表れ，動詞はいずれも複合動詞で「read out」を意味する vāc-un dākhavi-l-e が使われる． 
 
【テモラウ】 
4-7-c 私は母に髪を切ってもらった． 

मी आईकडून माझ ेकेस कापून घेतल.े 

mi  āi-kaḍun   mā-jh-e   kes  kāp-un   ghet-l-e. 

 I mother-by  I-GEN-NSG hair.M cut-CVB  take-PFV-NSG. 
 「私は母に私の髪を切ってもらった．」 

 4-7-c は，恩恵の授受の表現を示す「てもらう」を含む文である．マラーティー語では，動作主に「～

から」を意味する後置詞 -kaḍun が付加され，「cutt off」を意味する複合動詞 kāp-un ghet-l-e によって示

される． 
 
【再帰】 
4-8-a 私は（自分の）体を洗った． 

मी (माझे) अंग धतुल.े 

mi  (mā-jh-e)   aṅga  dhut-l-e. 

 I (I-GEN-NSG) body.N wash-PFV-NSG. 
 「私は（私の）体を洗った．」 

4-8-b 私は手を洗った． 

मी हात धुतले. 

mi  hāt   dhut-l-e. 

 I hand.NPL  wash-PFV-NPL 
 「私は手を洗った．」 

4-8-c 彼は手を洗った． 

Dयानी हात धतुले. 

 t-yā-ni  hāt  dhut-l-e. 

 he-OBL-ERG hand.NPL wash-PFV-NPL. 
 「彼は手を洗った．」 
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  4-8-a～4-8-c は，再帰表現である．マラーティー語は，日本語と同様，任意で名詞に「自分の（私の）」

が付加され，再帰を示唆する．  
 
【自利態】 
4-9 （自分のために）私はその本を買った． 

(माhयासाठ|) मी त ेपुÉतक vवकत घेतल.े 

(mā-jh-yā-sāṭhi)  mi  te  pustak  vikat  ghet-l-e. 

(I-GEN-OBL-for) I that book.N buy   take-PFV-NSG. 

「（私のために）私はその本を買った．」 

 4-9 は，再帰表現によく似た自利態である．マラーティー語では，名詞に「自分のために」が付加さ

れ，動詞は「買った」を意味する vikat ghet-l-e が使われている． 
 
【相互】 
4-10 彼らは（／その人たちは）（互いに）殴り合っていた． 

त े(/त ेलोक) (एकमेकांना) मारत होते. 

 te   (/te lok)  (ekamekānnā)  mār-at  hote. 

 they (/those people) (each other) beat-PL be.PST. 
 「彼らは（／その人たちは）（互いに）殴り合っていた．」 

 4-10 は，相互態を示す．マラーティー語は，「互いに」を示す任意の副詞句によって相互性を示す． 
 
【衆動】 
4-11 その人たちは（みんな一緒に）街へ行った． 

त े(सगळे एकA) शहरात गेल.े 

te  (sagaḷe  ekatra)  šahar-ā-t   ge-l-e. 

 they (all together) city-OBL-PP go-PFV-NSG. 
 「彼らは（みんな一緒に）街へ行った．」 

 4-11 は，衆動を示す．マラーティー語では，（みんな一緒に）を意味する (sagaḷe ekatra) が使われて

いる． 
 
【自発】 
4-12 その映画は泣ける（その映画を見ると泣いてしまう）． 

तो SचAपट मला रडvवतो. (तो SचAपट पाiहला क? मला रडू येत)े. 

to  citrapaṭ  ma-lā  raḍ-av-i-t-o.   

that movie.M I-DAT cry-CAUS-OBL-IPFV-MSG 
(to  citrapaṭ pāhi-l-ā   ki   ma-lā   raḍ-u  ye-t-e). 

(that movie.M watch-PFV-M then I-DAT cry-S.INF COME-IPFV-NSG.) 
「その映画は私を泣かせる（その映画を見ると私は泣いてしまう）．」 
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 4-12 は，自発を示す．この場合，マラーティー語では，無生物（映画）を主語とした使役形，または，

「それを見ると私に涙が来る」のような表現が使われる． 
 
【意志／無意志】 
4-13-a 私は卵を割った． 

मी अंडे फोडल.े 

mi  aṇḍe  phoḍ-l-e. 

I egg.NSG break-PFV-NSG. 
「私は卵を割った．」 

4-13-b （うっかり落として）私はコップを割った／割ってしまった． 

मी कप फोडला. 

mi  kap  phoḍ-l-ā. 
I cup.M break-PFV-MSG. 
「私はコップを割った．」 

(चुकून पडbयामळेु) माhया हातनू कप फुटला. 

(cuk-un   paḍ-l-yā-muḷe)  mā-jh-yā     hāt-ūn  kap  phuṭ-l-ā. 
(accidentally-CVB fall-PFV-OBL-PP) I-GEN-OBL  hand-from  cup.M break-PFV-MSG. 
「（うっかり落として）コップが私の手から壊れた．」 

私はコップを（故意に）割った． 

मी (मुsदाम) कप फोडला. 

mi  (muddām)  kap  phoḍ-l-ā. 
 I (purposely) cup.M break-PFV-MSG. 
 「私は（故意に）コップを割った．」 

 4-13-a，4-13-b は，意志と無意志の対立を示している．マラーティー語では，意志を示す「割る」と

いう動詞には他動詞 phoḍ-ṇe が使われている．一方，無意志的な「（うっかり落として）割れた」という

表現に対しては，「壊れた」を意味する自動詞 phuṭ-ṇe が使われる．16 
 
【随意の不可能と不随意の不可能】 
4-14-a きのう私はコーヒーを飲みすぎて（飲みすぎたので）眠れなかった． 

काल खूप कॉफ? Öयायbयामळेु मी झोपू शकल ेनाहJ. 

kāl  khup  kŏphi  pyāy-l-yā-muḷe  mi  jhop-u    šak-l-e   nāhi. 

yesterday a lot coffee.F drink-PFV-OBL-PP I sleep-S.INF can-PFV-NSG NEG. 
「きのうたくさんコーヒーを飲んだので私は眠れなかった．」 

                                                        
16 パルデシ (2010) は，マラーティー語の自他動詞の意志性について，責任とコントロールの関係性に

よって変化すると述べている． 



Marathi: ‘Passive expression’, ‘Aspect’, ‘Modality’, ‘Voice and related expressions’, etc., Satomi Chida 

 28 / 46 

4-14-b きのう私は仕事がたくさんあって（たくさんあったので）眠れなかった． 

काल मला खूप काम होते Uहणनू मी झोपू शकल ेनाहJ. 

kal  ma-lā  khup  kām  hote mhaṇun  mi  jhop-u    šak-l-e  nāhi. 
yesterday I-DAT a lot work.N be.PST therefore I   sleep-S.INF  can-PFV-NSG NEG. 

「きのう私にはたくさん仕事があったので私は眠れなかった．」 

 4-14-a，4-14-b は，随意の不可能と不随意の不可能を示している．マラーティー語では，理由を示す後

置詞 -muḷe または接続詞 mhaṇun が表れ，後件にはいずれも「眠ることができなかった」を示唆する jhop-u 

šak-l-e nāhi が使われている． 
 
【全体と部分・主体・一時的】 

4-15 私は頭が痛い． 

माझ ेडोके दखुत आहे.  

mā-jh-e   ḍoke  dukha-t āhe. 

 I-GEN-NSG head.N pain-PP be.PRS. 
 「私の頭が痛みの中にある．」 

 4-15 は，体の一部である頭が，一時的に痛いことを示している．マラーティー語では，「私の頭が痛

みの中にある」という表現を使っている． 
 
【全体と部分・主体・恒常的】 
4-16 彼女は髪が長い． 

mतच ेकेस लाबं आहेत. 

 ti-c-e   kes  lāmb  āhe-t. 

 she-GEN-MPL hair.M long be.PRS-PL. 
 「彼女の髪は長い．」 

 4-16 は，体の一部である髪が長いことを示している．マラーティー語では，「彼女の髪は長い」とい

う表現を使っている． 
 
【全体と部分・対象・接触／結果状態が継続的】 
4-17-a 彼は（別の）彼の肩をたたいた． 

Dयाने Dया<या (दसुÅया<या) खांsयावर थाप मारलJ. 

t-yā-ne      tyā-č-yā  (dusryā-č-yā)    khānd-yā-var   thāp  mār-l-i. 
he-OBL-ERG  he-GEN-OBL (different-GEN-OBL)  shoulder-OBL-PP  slap  hit-PFV-FSG. 
「彼は彼の（別の）肩の上をたたいた．」 

4-17-b 彼は（別の）彼の腕をつかんだ． 

Dयाने Dयाचा (दसुÅयाचा) हात धरला. 
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t-yā-ne   tyā-c-yā  (dusryā-c-yā)   hāt  dhar-l-ā. 
(he-OBL-ERG)  he-GEN-OBL (different-GEN-OBL)   arm.M hold-PFV-MSG. 
「彼は彼の（別の）腕をつかんだ．」 

 4-17-a，4-17-b は，体の一部である肩や腕を，たたいたりつかんだりする動作を示している．マラー

ティー語では，「彼の別の肩の上をたたいた」や，「彼の別の腕をつかんだ」という表現を使う． 
 
【知覚構文】 
4-18-a 私は彼がやって来るのを見た． 

मी Dयाला येताना पiहल.े 

 mi  t-yā-lā   ye-tānā   pahi-l-e. 

 I he-OBL-DAT come-while see-PFV-NSG. 
 「私は彼がやって来るのを見た．」 

4-18-b 私は彼が今日来ることを知っている． 

तो आज येणार हे मला माहJत आहे. 

to  āj  ye-ṇār   he  ma-lā  māhit  āhe. 

he together come-PROSP this I-DAT know be.PRS. 
「彼が今日来ることを私は知っている．」 

 4-18-a，4-18-b は，「見る」や「知る」などの知覚構文を示している．マラーティー語では，「～のを

見た」を示す際には I saw while A is coming を意味する ye-tānā pahi-l-e が使われ，「～を知っている」を示

す際には I know that…を意味する与格構文 ma-lā māhit āhe を使う． 
 
【引用文中の再帰】 
4-19 彼は自分（のほう）が勝つと思った． 

Dयाला वाटल ेक? तो (Éवतः) िजंकेल. 

 t-yā-lā   vāṭ-l-e   ki  to  (svataḥ)  jiṅk-el. 

 he-OBL-DAT fell-PFV-NSG that he (self) win-FUT. 
 「彼は自分が勝つと思った．」 

 4-19 は，引用文中の再帰を示している．マラーティー語では，引用中の再帰は三人称代名詞が主語と

なり，さらに「自分」を意味する svataḥが使われる． 
 
【部分的に及ぶ動作と全体に及ぶ動作】 
4-20-a 私は（コップの）水（の一部）を飲んだ． 

मी (áलासमधले) (थोडे) पाणी Öयायले. 

 mi  (glās-madhle)  (thoḍe) pāṇi  pyāy-l-e. 

 I (glass-in)  (little) water.N drink-PFV-NSG. 
 「私は（コップの中の）（すこし）水を飲んだ．」 
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4-20-b 私は（コップの）水を全部飲んだ． 

मी (áलासमधले) सगळे पाणी Öयायल.े 

mi  (glās-madhle)  sagaḷe  pāṇi pyāy-l-e. 

 I (glass-in)  all water.N drink-PFV-NSG. 
 「私は（コップの中の）すべての水を飲んだ．」 

 4-20-a，4-20-b は，部分的に及ぶ動作と全体に及ぶ動作を示す文である．マラーティー語では，「少し」

を意味する thoḍe または「すべて」を意味する sagaḷe を使って動作の対象が全体か一部かを示してい

る． 
 
【恒常的な否定文】 
4-21 彼は肉を食べない． 

तो मासं खात नाहJ. 

to māns  khā-t  nāhi. 

he meat.N eat-IPFV NEG. 
「彼は肉を食べない．」 

 4-21 は，恒常的否定文を示している．マラーティー語では，無生物の目的語には対格マーカーが表れ

ず，動詞には未完結相が使われている． 
 
【感覚述語・非人称文／感覚主体の存在が感じられない，より客観的な表現】 
4-22-a 今日は寒い． 

आज थडं आहे.  

 āj  thaṇḍa  āhe. 

 today cold be.PRS. 
 「今日は寒い．」 

 

4-22-b 私は（何だか）寒い（私には寒く感じる）． 

मला जरा थंडी जाणवत ेआहे. 

 ma-lā jarā thaṇḍi  jāṇav-t-e  āhe. 

 I-DAT just cold feel-IPFV-NSG be.PRS. 
 「私には少し寒く感じる．」 

 4-22-a は，感覚述語17を示している．マラーティー語では，「寒い」という意味の感覚述語 thaṇḍa āhe (is 
cold) によって表される．一方，4-22-b は，文中に感覚主体が表れている．この場合，マラーティー語で

は，与格主語構文 ma-lāが使われる．動詞には，「感じる」を意味する jāṇav-ṇe が使われている． 
                                                        
17 パルデシ (2013) は，温度形容詞についての対照研究を行い，日本語は大気温度と体感温度が同じ構

文で表されるのに対し，マラーティー語は物体温度，大気温度，体感温度をそれぞれ別々の構文で表す

ことを指摘した． 
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【（感情主体が受動的である）感情述語】 
4-23 人がとても多かったことに私は驚いた． 

बरेच लोक होत ेयाच ेमला आàचयg वाटल.े  

barec  lok  hote  yā-c-e   ma-lā  āšcarya  vāṭ-l-e. 

 many people be.PST this-GEN-NSG I-DAT surprise feel-PFV-NSG. 
 「たくさんの人がいたことに私は驚きを感じた．」 

 4-23 は，（感情主体が受動的である）感情述語を示している．マラーティー語では，与格主語構文 ma-lā
が使われ，動詞には「驚きを感じた」を意味する āšcarya vāṭ-l-e が使われる． 
 
【現象文・現場での直接体験】 
4-24 雨が降り始めた． 

पाऊस पडायला लागला. 

pāus paḍ-āy-lā  lāg-l-ā. 
rain.M fall-L.INF-DAT begin-PFV-MSG. 
「雨が降り始めた．」 

 4-24 は，現象文であり，現場での直接体験を示している．マラーティー語では，主語に「雨」を意味

する pāus が表れ，動詞は「降り始めた」を意味する複合動詞 paḍ-āy-lā lāg-l-āが使われる．この「降る」

を意味する paḍ-ṇe には，「雨」の意は含まれていない． 
 
【中間構文】 
4-25 この本はよく売れる． 

हे पुÉतक चागंल ेvवकल ेजात.े 

he  pustak  cāṅgle  vik-l-e    jā-t-e. 

 this book.N good sell-PASSPTCP-NSG go-IPFV-NSG. 
 「この本はよく買われている．」 

 4-25 は，中間構文と言われる．マラーティー語では，GO Passive を用いた受身表現を使用する． 

 以上，マラーティー語のヴォイスについて日本語と比較をしながら概観した．日本語の使役表現「せ

る・させる」は使用範囲が多岐にわたるが，マラーティー語では，直接使役か間接使役かによって表現

が異なり，さらに場面によっては授受表現や複合動詞によっても使役を示唆する．授受表現について，

日本語の「てくれる」は，マラーティー語も英語と同様に該当する動詞がなく，受益者に与格が表れる

ことで動作の方向性を示す．再帰的表現は，マラーティー語も日本語と同様に「自分の」や「互いに」

など副詞的表現を用いて示す．意志・無意志を示すヴォイスについては，マラーティー語にも自動詞・

他動詞の区別がある．感覚や感情を示す際，マラーティー語は与格主語構文を使用する． 
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5.「所有・存在表現」（語学研究所 第 18号） 

 所有とは，人間とその親族，身体部分，物理的な所有物，文化的・知的産物との関係である (Saier 1983, 
和訳：今村 2017, pg. 8)．マラーティー語と同じインド・ヨーロッパ語族に属するヒンディー語とウルド

ゥー語は，have に該当する「持つ」型表現がなく，「ある」型言語であると言われている．マラーティ

ー語にも同様の傾向が期待される． 
 
【一体的な，恒常的な所有】 
5-1 あの人は青い目をしている．／青い目の人・目が青い人 

mतच ेडोळे mनळे आहेत. 

ti-c-e   ḍoḷ-e  niḷe  āhe-t. 

she-GEN-MPL eye-M.PL blue be.PRS-PL.  
「彼女の目は青い.」 

mनळे डोळे असलेलJ _य}ती 

 niḷe ḍoḷ-e  as-lel-i   vyakti 

 blue eye-M.PL be-PST.PTCP-FSG person.F 
 「青い目の人」 

5-2 あの女｛は／の｝髪が長い・あの女は長い髪をしている／長い髪の女・髪の長い女 

mतच ेकेस लाबं आहेत. 

ti-c-e   kes lamb  āhe-t. 

she-GEN-MPL hair.M long be.PRS-PL 
「彼女の髪は長い．」 

लांब केस असललेJ ÉAी 

 lāmb  kes  as-lel-i   stri 

 long hair.M be-PST.PTCP-FSG woman.F 
 「長い髪の女性」 

 5-1 と 5-2 は，所有者と所有物が一体的な，恒常的な所有を示している．いずれも一行目は形容詞文で

あり，英語でいう「持つ」型の所有を示す．マラーティー語は，日本語と同様に「X の Y は Adjective
だ．」を意味する構文 X-c-e Y Adjective āhe-t を取る．二行目の文は属格を用いた文である．この場合，

マラーティー語では被修飾名詞が文末に表れ，修飾節内に過去分詞 -lel を含む． 

 
【非普通所有物】 
5-3 あの人には髭がある．／髭の男 

Dयाला दाढJ आहे.  

t-yā-lā   dāḍhi  āhe. 

 he-OBL-DAT beard.F be.PRS. 
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 「あの人には髭がある．」 

 दाढJ असलेला माणसू 

 dāḍhi as-lel-ā   māṇus 

 beard.F be-PST.PTCP-MSG man.M 
 「髭のある男」 

 5-3 は，非普通所有物を示している．「あの人には髭がある」という表現に対し，マラーティー語は与

格主語構文を用いる．一方，「髭の男」という表現に対しては，修飾節内に過去分詞 -lel を含む構文が

使われる． 

 
【慣用句的表現】 
5-4 あの人には（見る）目がある．／見る目のある人 

Dयाला चांगलJ पारख कर+याची नजर आहे. 

t-yā-lā   cāṅgli pārkha   kar-ṇyā-č-i  najar  āhe. 

he-OBL-DAT good examination.F do-OBL-GEN-FSG vision.F be.PRS. 
「彼には優れた洞察をする目がある.」 

चांगलJ पारख असललेा माणसू 

 cāṅgli  pārkha   as-lel-ā   māṇus 

 good examination.F be-PST.PTCP-MSG man.M 
 「優れた洞察力のある男」 

 5-4 は，慣用句的表現である．マラーティー語に直訳ができる慣用句はないが，上記のように日本語

の意味をくみ取った訳を作成することは可能である． 
 
【側面語のある表現】 
5-5 あの人は 22歳だ．／22歳の人 

ती _य}ती २२ वषाnची आहे. 

ti  vyakti 22  varṣā-ṅ-č-i  āhe. 

that person.F 22 year-PL-GEN-FSG be.PRS. 
「あの人は 22歳だ.」 

२२ वषाnची _य}ती 

22  varṣā-ṅ-č-i  vyakti 

22 year-GEN-FSG person.F 
「22歳の人」 

5-6 あの人は優しい性格だ．／優しい性格の人 

ती _य}ती दयाळू Éवभावाची आहे. 
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ti vyakti  dayāḷu svabhāvā-č-i  āhe. 

 that.F person.F kind nature-GEN-FSG be.PRS. 
 「あの人は優しい性格だ．」 

दयाळू _य}ती 

 dayāḷu  vyakti 

 kind person.F 
 「優しい人」 

5-7 あの人は背が高い．／背の高い人 

 ती _य}ती उंच आहे. 

ti  vyakti  uṅc  āhe. 

 that.F person.F  tall be.PRS. 
 「あの人は背が高い．」 

उंच _य}ती 

 uṅc  vyakti 

 tall person.F 
 「背が高い人」 

5-8 あの人は背が 190センチもある． 

Dया _य}तीची ऊंची १९० समेी आहे. 

 t-yā  vyakti-č-i   uṅc-i  190  semi  āhe. 

 that-OBL person-GEN-FSG tall-F 190 centimeter  be.PRS. 
 「彼の身長は 190センチだ.」 

5-9 その石は四角い形をしている．／四角い（形の）石 

Dया दगडाचा आकार चौकोनी आहे. 

t-yā  dagaḍā-c-ā  ākār  caukoni   āhe. 

that-OBL stone-GEN-MSG form.M quadrangular be.PRS. 
「その石の形は四角だ．」 

चौकोनी दगड 

caukoni   dagḍ 
quadrangular stone.M 
「四角い石」 

 5-5～5-9 は，形や性格，もしくはそれに類する語（側面語）を含む文である．各例文の一行目にある

「X は（側面語）だ」について，マラーティー語は，述語に属格を含む (5-5, 5-6) か，形容詞文 (5-7, 5-9) 
によってあらわす．各例文の二行目にある「（側面語）の X」について，マラーティー語は，（名詞＋属
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格）＋名詞 (5-5)，または形容詞＋名詞 (5-6, 5-7, 5-9) によってあらわす． 
 
【属性】 
5-10 あの人には才能がある．／才能のある人 

ती _य}ती कुशल आहे. 

ti vyakti  kušal    āhe. 

that person.F  skillful    be.PRS. 
「あの人は，優秀だ．」 

कुशल _य}ती 

kušal   vyakti 

 skillful    person.F 
 「優秀な人」 

【一時的属性】 
5-11 あの人は病気だ．／あの人は熱がある．／病気の人 

ती _य}ती आजारJ आहे. 

ti  vyakti  ājāri āhe. 

that person.F sick be.PRS. 
「あの人は病気だ．」 

Dया _य}तीला ताप आहे. 

t-yā  vyakti-lā   tāp āhe. 

that-OBL person-DAT fever.M be.PRS. 
「あの人には熱がある．」 

आजारJ _य}ती 

ājāri  vyakti 

 sick person.F 
 「病気の人」 

【衣類等１】 
5-12 あの人は青い服を着ている．／青い服の男 

Dया _य}तीने mनळे कपडे घातले आहेत. 

t-yā  vyakti-ne       niḷe  kapḍ-e  ghāt-l-e   āhe-t. 

that-OBL person-ERG    blue cloth-PL wear-PFV-NSG be.PRS-PL. 
「あの人は青い服を着ている．」 
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mनळे कपडे घातललेा माणसू 

niḷe  kapaḍ-e  ghāt-lel-ā   māṇus 

 blue cloth-PL wear-PST.PTCP-MSG man.M 
 「青い服を着た男」 

【衣類等２】 
5-13 あの人はメガネをかけている．／メガネの男 

Dया _य}तीने चàमा घातला आहे. 

t-yā  vyakti-ne   cašmā   ghāt-l-ā   āhe. 

that-OBL person-ERG spectacles.M wear-PFV-MSG be.PRS. 
「あの人は眼鏡をかけている．」 

चàमा घातललेा माणसू 

cašmā   ghāt-lel-ā   māṇus 

spectacles.M wear-PST.PTCP-MSG man.M 
「眼鏡をかけた男」 

 5-10～5-13 は，属性と衣類の所有傾斜を示す文である．マラーティー語では，属性に対しては「形容

詞＋名詞」の構文を作ることができる (5-10, 5-11) が，衣類等の所有については，過去分詞を用いた修

飾文によってあらわす (5-12, 5-13)． 
 
【親族の所有１】 
5-14 あの人には妻がいる．／既婚の人・妻のいる人 

Dयाला पDनी आहे. 

t-yā-lā   patni  āhe. 

he-OBL-DAT wife.F be.PRS. 
「あの人には妻がいる．」 

लáन झाललेJ _य}ती 

 lagna   jhā-lel-i    vyakti 

 marridge.N happen-PST.PTCP-FSG person.F 
 「結婚した人」 

 पDनी असलेला माणसू 

patni  as-lel-ā    māṇus 
 wife.F be-PST.PTCP-MSG  man.M 
 「妻のいる男」 
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【親族の所有２】 
5-15 あの人には 3 人子供がいる．／3 人の子持ちの人・あの人の 3 人の子供／妊娠している女性 

Dयाला तीन मलुे आहेत. 

t-yā-lā   tin  mul-e  āhe-t. 

he-OBL-DAT three child-PL be.PRS-PL. 
「彼には 3 人子供がいる．」 

तीन मुल ेअसललेा माणसू 

 tin  mul-e  as-lel-ā    māṇus 

three child-PL be-PST.PTCP-MSG  man.M 
「3 人の子供がいる男」 

गभgवती ÉAी 

  garbhavati  stri 

 pregnant.F woman.F 
 「妊婦」 

 5-14 と 5-15 は，親族の所有を示す文である．「あの人には親族がいる」という文に対して，マラーテ

ィー語では，与格主語構文を使う．「既婚の人」や「子供がいる男」のような文には，過去分詞を用いた

修飾文を用いる． 
 
【普遍的な事実】 
5-16 タコには足が 8 本ある． 

ऑ}टोपसला आठ पाय असतात. 

 ŏkṭopas-lā  āṭh  pāya  as-t-āt. 
 octopus-DAT eight foot.M  be-IPFV-PL. 
 「タコには 8 本の足がある．」 

 5-16 は，普遍的な事実を示す文である．「タコには足がある」という全体と部分の所有を示すために，

マラーティー語は与格主語構文を使用する．また，普遍性を示すために，動詞の語幹に未完結相があら

われる． 
 
【ともに無生物，含有物】 
5-17 その飲み物にはアルコールが入っている．／アルコール入りの飲み物 

Dया पेयामNये अbकोहोल आहे. 

t-yā  peyā-madhyē  alkōhōl  āhe. 

that-OBL drink-PP  alkohol be.PRS. 
「その飲み物の中にアルコールがある．」 
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अbकोहोलयु}त पेय 

alkōhōl-yukta  peya 

 alkohol-contain drink.F 
 「アルコールを含む飲み物」 

 5-17 は，所有側と被所有側がともに無生物の所有を示す．マラーティー語では，「飲み物の中にアル

コールがある」，または「アルコールを含む飲み物」という表現を使う． 
 
【もっとも一般的な所有，やや恒常的】 
5-18 あの人はお金を持っている．／お金持ちの人 

Dया _य}तीकडे पैसे आहेत. 

t-yā  vyakti-kaḍe  paise   āhe-t. 

that-OBL person-PP  money.MPL be.PRS-PL. 
「あの人はお金を持っている．」 

èीमंत _य}ती 

šrimant  vyakti 

rich person.F 
「お金持ちの人」 

【所有，やや恒常的，所有物は有生・家畜】 
5-19 おまえのところには犬がいるか？／犬のいる人 

तुhयाकडे कुAा आहे का? 

tu-jh-yā-kaḍe          kutrā  āhe kā? 

you.SG-GEN-OBL-PP  dog.M be.PRS Q? 
「お前のところに犬がいるか？」 

कुAा पाळललेJ _य}ती 

kutrā  pāḷ-lel-i    vyakti 

 dog.M feed-PST.PTCP-FSG  person.F 
 「犬を飼っている人」 

【一時的携帯物・自分のもの】 
5-20 おまえは（自分の）ペンを持っているか？／ペンを持っている人 

तुhयाकडे (Éवतःचा) पेन आहेस का? 

tu-jh-yā-kaḍe   (svataḥ-c-ā)  pen  āhe-s     kā? 

you-GEN-OBL-PP  (self-GEN-MSG) pen be.PRS-2SG  Q? 
「きみは（自分の）ペンがあるか？」 
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पेन असललेJ _य}ती 

pen  as-lel-i   vyakti 

pen be-PST.PTCP-FSG person.F 
「ペンのある人」 

【一時的携帯物・他人のもの】 
5-21 あの人は（誰か別の人の）ペンを持っている． 

Dया<याकडे (कोणा दसुÅयाचा) पेन आहे. 

t-yā-č-yā-kaḍe   (koṇā dusr-yā-c-ā)     pen  āhe. 

 that-OBL-GEN-OBL-PP (who another-OBL-GEN-MSG)  pen  be.PRS. 
 「あの人は（誰かの）ペンを持っている．」 

 5-18～5-21 は，「人がモノ（または家畜）」を所有していることを示している，マラーティー語では「X
のところに Y がある」の意味を持つ X-kade Y ahe構文が使われる．これは，ヒンディー語の所有を示す

X ke pas Y hona構文と類似している． 
 
【抽象的・一時的所有物】 
5-22 あの人は運がいい．／幸運な人 

Dयाचे नशीब चांगले आहे. 

t-yā-c-e    našib  cāṅgle  āhe. 

that-OBL-GEN-NSG fate.N  good be.PRS. 
「あの人の運は良い．」    

भाáयवान _य}ती 

bhāgyavān  vyakti 

 fortunate  person.F 
 「幸運な人」 

 5-22 は，抽象的所有を示す文である．「あの人は運がいい」という文に対し，マラーティー語では，「あ

の人の運」について「よい」という状態を示す訳となる． 
 
【恒常的存在＞状態／性質】 
5-23 ここは石が多い．／石の多い土地 

इथ ेखूप दगड आहेत. 

ithe  khup  dagaḍ  āhe-t. 

here many stone.M be.PRS-PL 
「ここはたくさん石がある．」 
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खडकाळ जमीन 

 khaḍakāḷ  jamin 

 rockey ground.F 
 「石地」 

【非恒常的存在と数量】 
5-24 その部屋には椅子が 3 つある／3 つ椅子のある部屋 

Dया खोलJत तीन खु<याg आहेत. 

t-yā  kholi-t  tin khurc-yā  āhe-t. 

that-OBL room-PP three chair-PL be.PRS-PL. 
「その部屋には３つ椅子がある．」 

तीन खु<याg असललेJ खोलJ 

 tin  khurc-yā  as-lel-i   kholi 

 three chair-PL be-PST.PTCP-FSG room.F 
 「３つ椅子がある部屋」 

【存在・存在が新情報】 
5-25 テーブルの上にスプーンがある．／スプーンのあるテーブル 

टेबलावर चमचा आहे. 

ṭebl-ā-var  camcā   āhe. 

table-OBL-PP spoon.MSG be.PRS. 
「テーブルの上にスプーンがある．」 

चमचा असलेल ेटेबल 

camcā     as-lel-e   ṭebl 

 spoon.MSG  be-PST.PTCP-NSG table 
 「スプーンがあるテーブル」 

【所在・場所が新情報】 
5-26 そのスプーンはテーブルの上にある．／テーブルにあるスプーン 

तो चमचा टेबलावर आहे. 

to  camcā   ṭebl-ā-var  āhe. 

that.M spoon.MSG   table-OBL-PP be.PRS. 
「そのスプーンはテーブルの上にある．」 

टेबलावरचा चमचा 

ṭebl-ā-var-c-ā        camcā 
table-OBL-PP-GEN-MSG  spoon.MSG 
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「テーブル上のスプーン」 

 5-23～5-26 は，物の存在を示す文である．マラーティー語では，「石の多い土地」のような言葉につい

ては形容詞が存在するが，非恒常的な存在を示す「椅子がある部屋」「スプーンがあるテーブル」のよう

な表現については，過去分詞を使う．5-26 のように，存在の場所が新情報の場合は，「テーブル上のス

プーン」のように属格を使って表現する． 
 
【所有物，属格のプロトタイプ】 
5-27 そのペンは私のだ．・そのペンは太郎のだ．／私のペン・太郎のペン 

ते पेन माझे आहे.  

te  pen  mā-jh-e    āhe.   

that.N pen.N I-GEN-NSG be.  
「そのペンは私のだ．」  

ते पेन तारोचे आहे. 

te  pen  tāro-c-e   āhe. 
that.N pen.N Taro-GEN-NSG be.PRS. 
「そのペンは太郎のだ．」 

माझ ेपेन, तारोच ेपेन 

 mā-jh-e   pen,  tāro-c-e   pēn 

 I-GEN-NSG pen, Taro-GEN-NSG pen 
 「私のペン，太郎のペン」 

 5-27 は，所有物，属格のプロトタイプを示す文である．マラーティー語は，日本語と同様に所有物を

属格を用いた形式名詞で示す． 
 
【できごとの生起】 
5-28 昨日，学校で火事があった．／私は明日用事があります． 

काल शाळेत आग लागलJ होती. 

kāl  šāḷe-t  āg  lāg-l-i   hoti. 

yesterday school-PP  fire.F catch-PFV-FSG be.PST. 
「昨日学校で火事があった．」 

मला उsया काम आहे. 

ma-lā  udyā  kām  āhe. 

 I-DAT tomorrow  work.N  be.PRS. 
 「私には明日仕事がある．」 
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【実在文】 
5-29 （この世には）お化けなんていない． 

(या जगात) भतूे अिÉतDवात नाहJत. 

(yā  jagā-t)   bhut-e   astitvāt  nāhi-t. 

 (this world-PP）goast-PL  exist NEG-PL. 
 「（この世には）お化けは存在しない．」 

 5-28 と 5-29 は，できごとの生起，または存在文を示す文である．5-28 の一行目は，マラーティー語で

も無生物を主語としている．二行目は，有生物を主語としている．この場合，マラーティー語は与格主

語構文を使用する．5-29 の実在文において，マラーティー語は無生物主語のできごと生起文と同じ構文

を取る． 
 
【絶対存在文１】 
5-30 （そこには）英語を話す人もいるが，話さない人もいる． 

(mतथे) काहJ इंêजी बोलणारे आdण काहJ इंêजी न बोलणारे लोक आहेत. 

(tithe)  kāhi  iṅgraji  bol-ṇār-e     āṇi   kāhi   iṅgraji  na  

 (there) some English talk-PRS.PTCP-NSG  and   some  English NEG 
 bol-ṇār-e     lok    āhe-t. 

 talk-PRS.PTCP-NSG  people   be.PRS-PL. 
 「（そこには）英語を話す人々も話さない人々もいる．」 

【絶対存在文２】 
5-31 私より英語ができる人は（ほかに／もっと）います． 

माhयापेrा चांगले इंêजी बोलणारे (इतर सुsधा) लोक आहेत. 

mā-jh-yā-pekṣā  cāṅgle  iṅgraji  bol-ṇār-e         (itar suddhā)  lok  āhe-t. 

 I-GEN-OBL-than good   English  talk-PRS.PTCP-NSG (other too)    people  be.PRS-PL 
 「私よりよい英語が話せる人は（ほかにも）いる．」 

 5-30 と 5-31 は，絶対存在文である．マラーティー語では，いずれも修飾部に現在分詞を用いて表現し

ている． 
 
【抽象的なことの所有・発話内効力のある文】 
5-32 ちょっとあなたにお願いがあります． 

माझी एक vवनंती आहे. 

 mā-jh-i   ek  vinanti  āhe. 

 I-GEN-FSG one request.F be.PRS. 
 「私の一つ願いがあります．」 

 5-32 は，抽象的なことの所有を示す文である．この場合，マラーティー語では発話者の所有物として，

「一つ願いがある」という表現を使う． 
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【時間・場所】 
5-33 冬の雨／東京の家 

iहवाëयातला पाऊस 

hivāḷ-yātlā  pāus 

winter-PP  rain.M 
「冬中の雨」 

टोqकयोमधील घर 

 ṭokiyo-madhil  ghar 

 tokyo-PP  house.N 
 「東京にある家」 

 5-33 は，時間・場所を示す文である．マラーティー語では，いずれも属格は使用されず，後置詞を使

って表現する． 
 
【B が行為を示す名詞である場合の主体，客体／対象，A の生産物である B】 
5-34 彼の泳ぎ／犬の鳴き声／火山の爆発／車の運転／～の小説 

Dयाचे पोहणे/कुíयाचे भुकंण/ेÇवालामुखीचा उìेक 

t-yā-c-e   pohaṇe / kutr-yā-c-e   bhuṅkaṇe / jvālāmukhi-c-ā   udrek 

he-OBL-GEN-NSG swim  / dog-OBL-GEN-NSG    bark / volcanoe-GEN-MSG  outburst.M 
「彼の泳ぎ／犬の鳴き声／火山の爆発」 

कार चालvव+याचे (îाइि_हंग)/~ची कादंबरJ 

 kār  cālviṇyā-c-e (ḍrāivhiṅg) / ~č-i      kādambari 

 car drive-GEN-NSG (driving) / -GEN-FSG    novel.F 
 「車の運転／～の小説」 

 5-34 の文においては，マラーティー語でも属格が積極的に使用される． 
 
【親族，場所名詞，時間的関係】 
5-35 X さん（固有名詞）のお母さん／机の横に／机の前に／*机に（来て！）／あの人の次 

आनंद याचंी (vवशेष नाम) आई/माhया टेबलापाशी 

ānand  yāṅ-č-i   (višeṣ nām)  āi /  mā-jh-yā  ṭēbl-ā-pāši 
Anand he-GEN-FSG (proper name) mother /  I-GEN-OBL table-OBL-side 

टेबलजवळ या!/Dया _य}ती<या शेजारJ 

ṭebl-a-javaḷ  yā!  / t-yā  vyakti-č-yā  šejāri 
 table-OBL-close come.IMP  / that-OBL person-GEN-OBL next 
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 「アーナンド（固有名詞）のお母さん／私のテーブルの横に／テーブルのところに来てください！ 

 ／あの人の次」 

 5-35 の文ついて，マラーティー語では，親族関係を示す場合は属格を使用するが，場所名詞には後置

詞を用いる． 
 
【種別，用途，材料・材質，内容，産出物，表現形式，職種，取得源，状況】 
5-36 バラの花びら／果物のナイフ／紙の飛行機／チューリップの絵／花の匂い／英文の手紙／日本語

の先生／井戸の水／雨の日 

गुलाबा<या पाकëया/फळासंाठ|ची सुरJ/कागदJ vवमान 

gulābā-č-yā   pākḷ-yā  /  phaḷ-ā-ṅ-sāṭhi-č-i     suri   /  kāgadi vimān 

rose-GEN-OBL petal-PL /  fruit-PL-OBL-PP-GEN-FSG  knife.F  /  paper plane.NSG 
「バラの花びら／果物用のナイフ／紙飛行機」 

ñयू0लपचे SचA/फुलाचा सुगंध/इंêजीतील पA 

ṭyulip-c-e  citra  /   phulā-c-ā     sugandha   / iṅgraji-til  patra 

tulip-GEN-NSG painting.N / flower-GEN-MSG   fragrance.M  / English-PP letter.N 
「チューリップの絵／花の匂い／英文での手紙」 

जपानी 0शrक/vवiहरJचे पाणी/पावसाळी iदवस 

 japāni  šikṣak  /  vihiri-c-e  pāṇi   /  pāvsāḷi  divas 

 Japanese teacher /  well-GEN-NSG water.N /  rainy    day.M 
 「日本語の先生／井戸の水／雨天」 

 5-36 の文ついて，マラーティー語では，一部形容詞化されている語もあるが，多くは属格によって表

される． 
 
【同格】 
5-37 妹の花子／社長の田中さん 

माझी धाकटJ बहJण हानाको/ अNयr èी. तानाका  

 mā-jh-i   dhākṭi  bahiṇ  hānāko /  adhyakṣa  šri.  Tānākā 
 I-GEN-FSG younger sister Hanako /  president  Mr. Tanaka 
 「私の若い姉妹花子／社長田中さん」 

  5-37 は，同格を示す文である．マラーティー語では，「A B」の構文で示す． 
 
【属格の連続使用】 
5-38 となりの家の友達のお父さんの車のタイヤ（が昨日突然パンクしたんだって．） 

शेजारJ राहणाÅया 0मAा<या वóडलां<या गाडीच ेटायर (काल अचानक पं}चर झाले Uहणे.) 
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šejāri rāhaṇāryā  mitrā-č-yā  vaḍilā-ṅ-č-yā   gāḍi-c-e   ṭāyar  
next  living     friend-GEN-OBL father-PL-GEN-OBL car-GEN-NSG tire 
(kāl   acānak    paṅkcar   jhā-l-e     mhaṇe.) 

(yesterday  suddenly  puncture  become-PFV-NSG  say.) 
 「隣に住んでいる友達のお父さんの車のタイヤが（昨日突然パンクしたそうだ）」 

 5-38 は，属格の連続使用を示す文である．マラーティー語でも，属格の連続使用は可能である． 

 以上，マラーティー語の所有・存在表現について日本語と比較をしながら概観した．マラーティー語

は日本語やヒンディー語と同じ「ある」型言語である．また，属格の使用については日本語と似ている

点が多く見受けられたものの，「の」の使用可能範囲は日本語の方が広い．マラーティー語は，属格だけ

でなく，過去分詞や現在分詞を使って名詞と修飾部の関係を示す．また，存在表現については，有生物

主語には与格構文が使われやすく，無生物主語には場所を示す後置詞によって表される．マラーティー

語の名詞修飾表現の詳細に関しては，パルデシ・柴谷 (2020) を参考にされたい． 

 

略号 

1 first person LOC locative 
2 second person M masculine 
3 third person N neuter 
ACC accusative NEG negation 
ASSR assertion NOM nominative 
CAUS causative OBL oblique 
COR correlative PASS psssive 
CP conjunctive particle PFV perfective 
CVB converb PERM permissive 
DAT dative PL plural 
EMPH emphasize POSS possessive 
ERG ergative PP postposition 
F feminine PRED predictive 
FUT future PROSP prospective 
GEN genitive PRS present 
HAB habitual PST past 
HORT hortative PTCP participle 
IMP imperative Q question particle 
IPFV imperfective REL relative 
INF infinitive SG singular 
L.INF long infinitive S.INF short infinitive 
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0. はじめに 

 本稿のデータは母語話者である Madhu Purti とこの言語の専門家である長田俊樹が作成した．分析と

グロスに関して高橋翼の協力を得た． 
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1. 「受動表現」（語学研究所論集 第 14号） 

受身は動詞が自動詞か，他動詞かで異なる．自動詞は数が少ない．自動詞にも，他動詞にもなる動詞

が多い．ただし，duɽum「眠る」inuŋ「遊ぶ」aŋ「夜が明ける」などは目的語をとることはない． 
動詞語根を自動詞とみなすか，他動詞とみなすか，決定するのはむずかしいが，ある程度可能である．

たとえば，dub「すわる」は基本的に自動詞だが，他動詞としてあらわれると，「すわらせる」という使

役の意味をもつ． 
 
dub-aka-n-a-eˀ. 
座る-COMT-INTR-IND-3SG:SBJ 
「彼は座っている」 

hon-ko=eˀ           dub-aka-d-ko-a.  
子供-PL=3SG:SBJ   座る-CONT-TR-3PL:OBJ-IND 
「彼は子供たちを座らせている」 
 
一方，sab 「捕まえる」は基本的に他動詞だが，自動詞用法では，「捕まえられる」という受身の意味

をもつ． 
 

pulis-ko    kumbuɽu-kin=ko    sab-aka-d-kin-a. 
警官-PL   泥棒-DL=3PL:SBJ  捕まえる-CONT-TR-3DL:OBJ-IND 
「警官たちは二人の泥棒を捕まえた」 

kumbuɽu-kin  sab-aka-n-a-kin. 
泥棒-DL      捕まえる-CONT-INTR-IND-3DL:SBJ 
「二人の泥棒が捕まえられた」 
 
もっとも極端な例として，goeˀ 「殺す」は他動詞だが，自動詞では「殺される」という意味ではなく，

「死ぬ」の意味になる． 
 

hon-ko=eˀ           goeˀ-ke-d-ko-a.  
子供-PL=3SG:SBJ   殺す-COMPL-TR-3PL:OBJ-IND 
「彼は子供たちを殺した」 

hon-ko      goeˀ-ja-n-a-ko.  
子供-PL     殺す-INGR-INTR-IND-3PL:SBJ 
「子供たちは死んでしまった」 
 
他動詞の主語は有生名詞でなければならない．したがって，「ボールがガラスを割った」などは許さ

ない．あえて表現するなら「ガラスがボールによって割れた」とする．以下参照．ボールもガラスもム

ンダ世界にはないので，例文は異なる． 
 
  *maɳɖi   hon-ko    bisi-ja-d-ko-a. 
   food    child-PL   poison-INGR-TR-3PL:OBJ-IND  
「子供達は食べ物があたった」 
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(INGR=Ingressive1） 
maɳɖi-te  hon-ko=ko         bisi-ja-n-a. 
food-by   child-PL=3PL:SBJ   poison-INGR-INTR-IND 
「子供達は食べ物にあたった」 
 
受身表現についていえば，動詞語根に -oˀ がつくと，受身動詞語幹となるが，この形はたんなる受身

形ではなく可能も示す．日本語の「食べられる」にも可能の意味があるので，日本語話者にはめずらし

くない． 
また，duɽum-oˀ-ta-n-a-eˀ「かれは眠りそうだ」や kug-oˀ-ta-n-a-eˀ 「かれは咳をしそうだ」では自分の意

志に反して，「眠り」や「咳」をさそう場合で，いわば可能推量をあらわす．この場合，自分の意志をも

っておこなう行為ではこの -oˀ をとることができない．たとえば，つぎの例を参照． 
 

*cog-oˀ-ta-n-a-eˀ 
 kiss-PASS-PROG-INTR-IND-3SG:SBJ 
「彼/彼女はキスをしそうです」 
*beg-oˀ-ta-n-a-eˀ 
 spit-PASS-PROG-INTR-IND-3SG:SBJ 
「彼/彼女は唾を吐きそうです」 
 
キスや唾を吐くという行為は自分の意志に反しておこなうことはできないので，うえのような例は許

されない． 
また，この -oˀ がつくと，アスペクト標識のない未来・現在形か，アスペクト標識をとる場合では，

ta-n-a しか共起しない．うえでみたように，他動詞 sab 「捕まえる」の自動詞用法では，「捕まえられる」

となって，受身の意味が生じるが，この場合は -oˀ は共起しない． 
天候や星などは有生名詞だが，これらが動詞となると，人称接辞が必要である． 
 
gama-ja-d-a-eʔ. 
rain-INGR-TR-IND-3SG:SBJ 
「雨が降る」 
 
ムンダ語に即すと「彼(彼女＝神)が雨を降らせる」となる．こうしたものに，hoya「風，風が吹く」，

rimbil「雲，雲る」などがある． 
 
1-1  A は B に叩かれた．（直接受身） 
これも自然発話では「A は B を叩いた」としかならない． 
soma   hon     dal-ki-ʔ-i-a.  ( -ke-d-i-a> -ki-ʔ-i-a 形態音韻変化） 
Soma   child    hit-COMPL-TR-3PL:OBJ-IND 
「ソマは子供を叩いた」 
 
 無理に作るとすると，以下になるだろうか．ただし，母語話者である共著者はおかしいと判断した． 

                                                        
1 もっと一般的な inchoative とするかどうかで悩んだが，基本的に Osada (2008)での用語に従った． 
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*soma-ate    hon     dal-oʔ-ta-n            taiken-a. 
Soma-from   child    hit-PASS-PROG-INTR  COP(PAST)-IND 
「ソマから子供は叩かれた」 
 
 以下は OK である． 
ɖaɳɖaʔ-te   hon    dal-oʔ-ta-n            taiken-a. 
stick-by     child   hit-PASS-PROG-INTR  COP(PAST)-IND 
「子供は棒で叩かれそうだった（棒が飛んできて，当たりそうだったけど当たらなかった場合をいう）」 
 
1-2  A は B に足を踏まれた．（持ち主の受身，体の部分） 
 これも自然発話では「A が B の足を踏んだ」となる． 

Soma   aɲ-aʔ      kaʈa=eʔ        tega-ki-ʔ-ɲ-a 
Soma   1SG-GEN  leg=3SG:SBJ   step.on-COMPL-TR-1SG:OBJ-IND 
「ソマは私の足を踏んだ」（目的語が足だけなのだが，人称接辞としては私が標示される） 
 

1-3  A は B に財布を盗まれた．（持ち主の受身，持ち物） 
 自然発話では「A が B のお金を盗んだ」となる.． 
Soma  aɲ-aʔ      paisa=eʔ          kumbuɽu-ke-d-a. 
Soma  1SG-GEN  money=3SG:SBJ   steal-COMPL-TR-IND 
「ソマは私のお金を盗んだ」 
 

kumbuɽu は名詞では「泥棒」動詞では「盗む」となる．こうした名詞が動詞となることがムンダ語で

は一般的．Evans andOsada (2005) を参照せよ． 
 

1-4 昨日の夜，私は赤ん坊に泣かれた．それでちっとも眠れなかった．（自動詞からの間接受身） 
「昨日の夜，私の赤ん坊が泣いたので，ちっとも寝なかった」 
hola nida  aɲ-aʔ      hon   bese=ʔ          raʔ-ke-d-a.              
last  night 1SG-GEN  child  very=3SG:SBJ   cry-COMPL-TR-IND.  
ena   mente  ka=ɲ       duɼum-daɽi-ja-n-a. 
that  reason  NEG=1SG  sleep-can-INGR-INTR-IND 
「昨日の夜，私の子供がよく泣いた．だから私は眠れなかった」 
 
 あるいは以下を用いる． 
hola nida   aɲ-aʔ      hon-aʔ      raʔ-te      ka=ɲ           duɼum-daɽi-ja-n-a. 
last  night  1SG-GEN  child-GEN  cry-ALL   NEG=1SG:SBJ  sleep-can-INGR-INTR-IND 
「昨日の夜，私の子供の泣き(声)で，私は眠れなかった」 
 
1-5 新しいビルが（A によって）建てられた．（モノ主語受身，一回的） 
 自動詞として「ビルがつくってある（意味は「作られている」だが，他動詞 bai「作る」の自動詞表現

として受け身になる）」とするか，人を主語に他動詞構文として「ビルを作った」とする． 
nawa  bilɖiŋ     bai-aka-n-a. 
new   building   make-CONT-INTR-IND 
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「新しいビルを作ってある」（聞き手は新しいビルが建っていることを知らないが，話し手がそれを

教えているという場合） 
 
nawa  bilɖiŋ=ko         bai-ke-d-a. 
new   building=3PL:SBJ  make-COMPL-TR-IND 
「人々が新しいビルを作った」(話し手も聞き手もビルが建っていることを知らないが，その場所で新

しいビルを見つけた場合) 
 

1-6 カナダではフランス語が話されている．（モノ主語受身，恒常的．動作主が問題にならない場合） 
 この場合は動詞が受け身で使われることはない． 
muɳɖa   jagar      ranci-re      jagar-e-a. 
Munda   language   Ranchi-LOC  speak-EPEN-IND  
「ムンダ語はラーンチーで話す」 
 
ranci-re      muɳɖa-te=ko        jagar-e-a. 
Ranchi-LOC  Munda-by=3PL:SBJ  speak-EPEN-IND 
「ラーンチーではムンダ語で話す」 
 
 あえて，-oʔを使うならば以下の文なら可能である． 
ne   du<nu>b-re      muɳɖa-te    jagar-oʔ-ta-n-a. 
this sit.NMLZ-LOC  Munda-by   speak-PASS-PROG-INTR-IND  
( dub 「座る」の名詞化接中辞 du<nu>b 「会議」) 
「この会議ではムンダ語で話される」（この会議はまだ始まっていない時点での発言で，終わったら-oʔ
は使わず，ne du<nu>b-re muɳɖa-te jagar-ke-n-a.「この会議ではムンダ語で話した」となる） 

 
1-7 財布が（A に）盗まれた．（モノ主語受身，モノ主語の背後に被影響者が想定される） 
 これは 1-3 を自動詞構文とすればよい． 
aɲ-aʔ       paisa    kumbuɽu-ja-n-a. 
1SG-GEN   money   steal-INGR-INTR-IND 
「私のお金が盗まれた」 
 
1-8 壁に絵が掛けられている．（モノ主語受身，結果状態の叙述） 
 「壁に絵がかかっている」としかならない．絵は一般的ではないので，写真にする． 
paciri-re     poʈo   haka-aka-n-a. 
wall-LOC   photo  hang-CONT-INTR-IND 
「壁に写真がかかっている」 
 
1-9 A は B に／から愛されている．（感情述語の受身，特に動作主のマーカーに注目） 
 「A は B を愛している」にするか，「A は B から愛を受けている」にするかの両方の表現が可能であ

る． 
Soma   Sukur=eʔ        dulaɽa-ja-ʔ-i-a. 
Soma   Sukur=3SG:SBJ   love-INGR-TR-3SG:OBJ-IND 
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「ソマはスクルを愛している」 
 
Soma  Sukur-ate    dulaɽa  nam-oʔ-ta-n-a. 
Soma  Sukur-ABL   love    get-PASS-PROG-INTR-IND 
「ソマはスクルから愛を受けている」 
 
1-10 A は B に／から「…」と言われた．（伝達動詞の受身，特に動作主のマーカーに注目） 
 「A は B に言った」としか表現できない．「B に」は Benefactive であらわす．話しを伝える方法につ

いては二通りの表現がある． 
Soma  met-a-ɲ-ta-n-a                         ci  maɳɖi  jom-me. 
Soma  say-BENEF-1SG:OBJ-PROG-INTR-IND  Q  food    eat-2SG:IMP 
「ソマは私に言っている，『ご飯を食べなさい』と」 
 
Soma  maɳɖi  jom-me       mente=ʔ   met-a-ɲ-ta-n-a. 
Soma  food    eat-2SG:IMP  that=SBJ   say-BENEF-1SG:OBJ-PROG-INTR-IND 
「ソマは『ご飯を食べなさい』と私に言っている」 
 
1-10-a  A さんは B さんに呼ばれて，今 B さんの部屋に行っています． 
「A が B を呼んだので，B は A の部屋に行きました」 
Soma  Sukur=eʔ        raʔ-ki-ʔ-i-a.                     
Soma  Sukur=3SG:SBJ   call-COMPL-TR-3SG:OBJ-IND.  
ena-te   Sukur   ay-aʔ      oɽaʔ-te=ʔ           senoʔ-ja-n-a. 
that-by   Sukur   3SG-GEN  room-to=3SG:SBJ   go-INGR-INTR-IND 
「ソマはスクルを呼んだ．そしてスクルは彼の家に行った」 
 
1-10-b  B さんが A さんを呼んで，A さんは今 B さんの部屋に行っています． 
 これは 1-10-a と同じものです． 
 
 
2. 「アスペクト」（語学研究所論集 第 15号） 

 動詞の基本構造は以下の通りである． 
動詞語幹＋アスペクト標識＋自動詞標識・他動詞標識＋目的語標識＋ -a ＋主語標識 
（動詞語幹＝動詞語根＋接辞，自動詞標識＝ -n- ，他動詞標識＝ -d- ，目的語標識と主語標識＝人称接

辞） 
 アスペクト標識はつぎの六つである．命令形ではこのアスペクト標識だけで現れるが，ふつう，自動

詞標識 -n- か，他動詞標識-d-が接続する． 
1. a- CISlocative 
2. ke- COMPLetive 
3. le- ANTerior 
4. ja- INGRessive 
5. ta- PROGressive 
6. aka- CONTinuous 
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2-1 ～さん（固有名詞）は／あの人は もう来た． 
Soma  hijuʔ-ja-n-a-eʔ. 
Soma  come-INGR-INTR-IND-3SG:SBJ 
「ソマは来た」 
 
ふつう過去は完了相-ke-であらわすが，hijuʔには-ke-が現れない．これは hijuʔが*hij/*hej+oʔと分析で

きるからで，受身接辞-oʔが付くと，-ta-以外のアスペクトマーカーが立たないということと関係がある．

*hij/*hej「来る」はムンダ語には見られないが，系統関係が非常に近いサンタル語には見られる． 
 
2-2 ～さん（固有名詞）は／あの人はもう来ている． 
Soma   hijuʔ-aka-n-a-eʔ. 
Soma   come-CONT-INTR-IND-3SG:SBJ 
「ソマはすでに来ている」 
 

-aka は atelic を意味し，そのままの状態でエンドポイントはない． 
 
2-3 ～さん（固有名詞）は／あの人は まだ来ていない． 
Soma  auri     hijuʔ-a. 
Soma  not.yet   come 
「ソマはまだ来ていない」 
 

auri「まだ～ない」を使うと，アスペクト標識を伴うことはない．また，主語の人称接辞も表示されな

い．アスペクト標識を伴う場合はふつうの否定 ka を使う．auri だと「（来ることがわかっているけど）ま

だ来ていない」を意味し，下の完了表現だと「(来るかどうか決まっていないけど）ソマは来ていない」

あるいは「（人を探しているときに，ソマは来ているかと聞かれ）ソマは来ていない」と若干異なる． 
Soma ka=e           hijuʔ-aka-n-a. 
Soma NEG=3SG:SBJ  come-CONT-INTR-IND 
「ソマは来ていません」 
 
2-4 ～さん（固有名詞）は／あの人は まだ来ない． 
2-3 と同様，auri を使用． 
 
2-5 ～さん（固有名詞）は／あの人は もう（すぐ）来る． 
Soma    hijuʔ-ta-n-a-eʔ. 
Soma    come-PROG-INTR-IND-3SG:SBJ 
「ソマは来ているところです」 
 
 アスペクト標識-ta は動作にエンドポイントがある，すなわち telic である． 
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2-6 （あ！）～さんが来た！［その人が来るのに気づいた場面での発話］ 
Soma hijuʔ-ta-n-a-eʔ. 
Soma come-PROG-INTR-IND-3SG:SBJ 
「ソマは来ている」 
 
Soma  hijuʔ-ja-n-a-eʔ. 
Soma  come-INGR-INTR-IND-3SG:SBJ 
「ソマは来た」 
 
ソマが今来ている途上にある場合，つまり発見した時点でもまだ遠い場所にいれば 1 番目の文で表現

する．ただし，まだ着いていないが目の前に来た時点では 2 番目の文を使う．もう動かない状態の場合

は以下を用いる． 
Soma   hijuʔ-aka-n-a-eʔ. 
Soma   come-CONT-INTR-IND-3SG:SBJ 
 
2-7 昨日～さんが来たよ． 
Soma   hola=eʔ            hijuʔ-le-n-a. 
Soma   yesterday=3SG:SBJ  come-ANT-INTR-IND 
「昨日，ソマは来た(そして今はいない）」 
 
Soma hola=eʔ            hijuʔ-aka-n-a. 
Soma yesterday=3SG:SBJ  come-CONT-INTR-IND-3SG:SBJ 
「昨日，ソマは来た(そして今もいる)」 
 
2-8 昨日～さんは来なかったよ． 
Soma hola      ka=eʔ           hijuʔ-ja-n-a. 
Soma yesterday  NEG=3SG:SBJ  come-INGR-INTR-IND 
「昨日，ソマは来なかった」 
 
2-9 （私は）あのリンゴをもう食べた． 
en   maɳɖi=ɲ       jom-ke-d-a. 
that food=1SG:SBJ  eat-COMPL-TR-IND 
「私はその御飯を食べた(もう食べた）」 
 
2-10 私はあのリンゴをまだ食べていない．／ 私はあのリンゴをまだ食べない． 
en    maɳɖi  auri=ɲ           jom-e-a. 
that  food    not yet=1SG:SBJ  eat-E-IND 
「私はその御飯をまだ食べていない」（これから食べる予定だが，まだ食べていない） 
 
en    maɳɖi  ka-ɲ            jom-aka-d-a. 
that  food    NEG=1SG:SBJ  eat-CONT-TR-IND 
「私はその類いの御飯を食べたことがない」（（今まで食べたことがない類いの）そのご飯を食べたこと
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がない） 
 
2-11 あの人は今（ちょうど）そのリンゴを食べています／食べているところです． 
en    maɳɖi=ɲ       jom-ta-n-a. 
that  food=1SG:SBJ  eat-PROG-INTR-IND 
「私はその御飯を食べているところです」 
 
en    maɳɖi=ɲ        jom-ja-d-a. 
that  food=1SG:SBJ   eat-INGR-TR-IND 
「私はそのご飯を食べようとしているところです」 
 
他動詞構文なのに，自動詞標識-n-がでてくるが，これは ta-n-a だけに見られる．また，この現在進行

形で他動詞標識-d-が現れるときは，ta-d ではなく，ja-d という形式が現れる．この二つの違いは，前者

は実際に「食べている」のに対し，後者は「食べる準備が出来ていて，食べようとしている」あるいは

「食べているかどうかわからない状態だが，食べているようだ」を指す． 
 
2-12 窓が開いている／窓が開いていた． 
duar  niʔ-aka-n-a. 
door  open-CONT-INTR-IND 
「ドアは開いている」（開けっぱなしの状態である） 
 
duar  niʔ-aka-n-taiken-a.（アスペクト標識に taiken-a が付くと過去になる） 
door  open-CONT-INTR-COP.PAST-IND 
「ドアは開いていた」 
 
2-13 私は毎朝新聞を読む／読んでいる． 
aɲ    do   janao   setaʔ-re       puʈukuiʔ  halaŋ-te=ɲ             senog-a. 
1SG  TOP  always  morning-LOC  puffball   collect-ALL=1SG:SBJ  go-IND 
「わたしはいつも朝プトゥクイ（菌類）を集めに行く」 
アスペクト標識がないときは習慣的なことを指す．（cf. siŋgi rakab-a-e (sun rise-IND 3SG:SBJ)「陽は昇

る」 siŋgi「太陽」は有生名詞なので人称接辞が必要．） 
 
aɲ    do    janao   setaʔ-re       puʈukuiʔ  halaŋ-te=ɲ             senoʔ-ta-n-a. 
1SG  TOP   always  morning-LOC  puffball   colect-LOC=1SG:SBJ   go-PROG-INTR-IND 
「わたしはいつも朝プトゥクイ（菌類）を集めに行きます」 
こちらは起きたらすぐに行くことをいう． 
 
2-14 あなたは（あなたの）お母さんに似ている． 
am   do   eŋga2-m-leka     see-ge       lel-og-a. 
2SG  TOP  mother-2SG-like  equal-EMPH see-PASS-IND 

                                                        
2 親族名称は人称接辞によってその所有者を表す． 
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「あなたはあなたの母のように同じように見える」 
 see-ge は強調辞 ge を伴うのが普通である．lel-oʔは「見る＋受身」だが可能の意味である． 
 
2-15 私はその頃毎日学校に通っていた． 
aɲ    do   en   samae  janao   isukul-te=ɲ           senoʔ-ta-n-taiken-a. 
1SG  TOP  that time    always  school-ALL=1SG:SBJ  go-PROG-INTR-COP.PAST-IND 
「私はその頃いつも学校に通っていた」 
過去の習慣は「進行アスペクト＋過去のコピュラ）で示す． 
 
2-16 私は～に（大きな街の名前など）行ったことがある． 
aɲ    do   ranci-te=ɲ             sen-aka-n-a. 
1SG  TOP  Ranchi-ALL=1SG:SBJ  go-CONT-INTR-IND 
「わたしはラーンチーに行ったことがある」 
 この場合，継続相-aka を使用する． 
 
2-17 やっとバスは走り出した／走り始めた． 
gaɽi do   calao-eʈeʔ-ja-n-a. 
car  TOP  drive-begin-INGR-INTR-IND 
「車は動き始めた」 
 
2-18 昨日彼女はずっと寝ていた． 
hola       aeʔ    duɽum-aka-n-ge=ʔ                  taiken-a. 
yesterday   3SG   sleep-CONT-INTR-EMPH=3SG:SBJ  COP.PAST-IND 
「昨日，彼／彼女は寝た状態でいた」 
 ここでも継続相を使用する． 
 
2-19 私はそれをちょっと食べてみた． 
aɲ    do   en    jom-e-aʔ    mod   cokoi=ɲ         jom-ke-d-a. 
1SG  TOP  that  eat-E-GEN  one   little=1SG:SBJ   eat-COMPL-TR-IND 
「わたしはその食べ物をちょっと食べた」 
 動詞に-e-aʔが付くと，「～するもの」という意味になる（e.g. ol-e-aʔ「書き物」sab-e-aʔ「（取っ手など）

つかむもの」）． 
 
aɲ    do   en   jom-e-aʔ   mod   cokoi=ɲ         jom-noʔ-la-ʔ-a. 
1SG  TOP  that eat-E-GEN one   little=1SG:SBJ   eat-INTENS-ANT-TR-IND 
「わたしはその食べ物をちょっと食べた」 

jom-noʔ-la-ʔ-a の noʔは単独では使われず必ず動詞を伴って出てくる強調辞で，ムンダ語にはかなりの

数見られる．-la-ʔ-a はアスペクト標識+他動詞標識-le-d-が形態音韻変化を起こしたものである． 
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2-20 あの人はそれ（ら）をみんなに分け与えた． 
en    hoɽo    en  jom-e-aʔ     soben-ko=e       hatiŋ-a-d-ko-a. 
that  person  that eat-E-GEN   all-PL=3SG:SBJ   distribute-CIS3-TR-3PL:OBJ-IND 
「その人はその食べ物をみんなに分け与えた」 
 
2-21 さあ，（私たちは）行くよ！  
dola=bu                 senog-a. 
INTERJ=1PL.INCL:SBJ   go-IND 
「さあ，行きましょう」 
 
2-22 地球は太陽の周りを回っている． 
siŋgi  purab-saʔ-te=ʔ            rakab-a. 
sun    east-side-ALL=3SG:SBJ    rise-IND 
「太陽は東の方に昇る」 
 -saʔは日本語の「方，側」に当たる． 
 
siŋgi   purab-ate=ʔ         tur-oʔ-a. 
sun     east-ABL=1SG:SBJ  rise-PASS-IND 
「太陽は東から昇る」 
 tur は「（太陽が）昇る」を意味するのに対し，rakab は「上る，昇る」という動作にたいして一般的に

使われる． 
 
2-23 あの木は今にも倒れそうだ． 
en   daru  naaʔ  ge       rauʔ-leka-menaʔ. 
that tree  now  EMPH   fall-like-COP 
「その木は今こそ倒れそうな状況にある」 
 
en   daru  naaʔ   ge      rauʔ-oʔ-a. 
that tree  now   EMPH   fall-PASS-IND 
「その木は今こそ倒れそうだ」 
 
2-24 （私は）あやうく転ぶところだった． 
aɲ    do    baʈi-oʔ-ta-n-taiken-a. 
1SG  TOP   fell-PASS-PROG-INTR-COP.PAST-IND 
「わたしは倒れそうになっていた」 
 
 
 

                                                        
3 -a-は例が少なく十分な分析ができていない．Munda (1971) は “ ‘cislocative’ aspect which implies ‘an action which is

 completed and suspended for an INDefinite period of time’ “ (Munda 1971: 29) と説明しており，ここではこれに従う．2-20

のような例では，Dative を標示するときにはこの-a-d-を使用し，目的語を標示するときは-ke-d-を使う． 
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2-25 明日客が来るので，パンを買っておく． 
gapa       kupul-ko   hijug-a     mente  cauli=ɲ        kiriŋ-le-a. 
tomorrow  guest-PL   come-IND  CONJ  rice=1SG:SBJ   buy-ANT-IND 
「明日客たちが来るので，わたしは米を（市場に着いたら）買う」 
 アスペクト標識-le-が自動詞標識や他動詞標識なしで使われる．この-le-は一つの動作とつぎの動作が

関連するときに使われる． 
 
gapa        kupul-ko   hijug-a     enate    cauli=ɲ        kiriŋ-ke-a. 
tomorrow   guest-PL   come-IND  because  rice=1SG:SBJ   buy-COMPL-IND 
「明日客たちが来るので，わたしは米を買う」 
（お店に知り合いがいて，米を買うときに説明している．） 
 
gapa       kupul-ko  hijug-a.      enate     tisiŋ-re     ge     cauli=ɲ        kiriŋ-ta-a. 
tomorrow  guest-PL  come-IND    because   today-LOC EMPH  rice=1SG:SBJ   buy-PROG-IND 
「明日客たちが来るので，わたしは今日米を買う」 
 前もって準備のために買う場合にはこの進行相-ta-を使用する． 
 
2-26 （私は）〜に（街とか市場とか）行ったとき，この袋を買った． 
aɲ   piiʈi=ɲ          sen-ke-n-a.    
1SG bazar=1SG:SBJ  go-COMPL-INTR-IND.   
imtaŋ     Soma-naŋgen ne   sonoʔ=ɲ        kiriŋ-ke-d-a. 
that.time  Soma-for     this  cloth=1SG:SBJ   buy-COMPL-TR-IND 
「わたしは市場に行った．そのときソマのためにこの服を買った」 
 
2-27 （私は）～に（街とか市場とか）行く時／行く前に，この袋を買った． 
aɲ    piiʈi=ɲ          senoʔ-ta-n-re          Soma-naŋgen ne   sonoʔ=ɲ        kiriŋ-ke-d-a. 
1SG  bazar=1SG:SBJ  go-PROG-INTR-LOC  Soma-for     this  cloth=1SG:SBJ   buy-COMPL-TR-IND 
「わたしは市場に行くとき，ソマのためにこの服を買った」 
 
aɲ    piiʈi=ɲ          senoʔ-sida-re   Soma-naŋgen ne   sonoʔ=ɲ        kiriŋ-ke-d-a. 
1SG  bazar=1SG:SBJ  go-before-LOC  Soma-for     this  cloth=1SG:SBJ   buy-COMPL-TR-IND 
「わたしは市場に行く前に，ソマのためにこの服を買った」 
 
2-28 （私は）彼が市場でこの袋を買ったのを知っていた． 
aeʔ   piiʈi-re      ne  sonoʔ=e        kiriŋ-ke-d-a           men-e-a=ɲ          itu-a-n-a. 
3SG  bazar-LOC  this cloth=3SG:SBJ  buy-COMPL-TR-IND  say-E-IND=1SG:SBJ  know-CIS-INTR-IND 
「彼が市場でこの服を買ったのをわたしは知っていた」 
 
 
3. 「モダリティ」（語学研究所論集 第 16号） 

3-1 （その仕事が終わったら）もう帰ってもいいですよ． 
【許可】「～してもいい」 
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nea   kami  caba-ja-n-re              senoʔ-re-o    bai-oʔ-a. 
this  work  finish-INGR-INTR-LOC   go-LOC-too  make-PASS-IND 
「この仕事が終わったら行ってもいいよ」 
 

-re は一般的に場所を表すが，節につくと条件節を形成し「～したら」の意味を持つ．senoʔ-re-o はそ

れに助詞-o「も」がついた形式で，日本語の「行っても」に相当する．bai-oʔ-a は bai「作る」に受身接

辞が付いて「～してもよい」の意味を持つ． 
 
nea   kami  caba-ke-ate          senoʔ-re-o    bai-oʔ-a. 
this  work  finish-COMPL-ABL  go-LOC-too  make-PASS-IND 
「この仕事を終えてから行ってもいいよ」 
 

-ke-ate は「～してから」．-ate は場所に続けば「（どこどこ）から」となるが，節の最後に来ても「か

ら」の意味を持つ．日本語の「から」に対応している． 
 
3-2 （腐っているから，あなたは）それを食べてはいけない／それを食べるな． 
【禁止】｢〜するな｣ 
ena   do   alo-m      jom-a. 
that  TOP  NEG-2SG  eat-IND 
「それは食べるな」 
 
 alo+2 人称で禁止を表す． 
 
3-3 （遅くなったので）私たちはもう帰らなければならない． 
【義務】｢~しなければならない｣ 
naaʔ  do   ale         senoʔ-lagatiŋ4-a. 
now  TOP  1PL.EXCL  go-must-IND 
「今は私たち（排除）は行かなくてはならない」 
 
3-4 （雨が降るそうだから）傘を持って出かけたほうがいいよ． 
【推奨】｢~したほうがいい｣ 
gama    leka=e5         bai-aka-n-a.               catom     idi-lagatiŋ-a. 
rain     like==3SG:SUB  make-CONT-INTR-IND    umbrella   take-must-IND 
「雨が降りそうだ．傘を持って行ったほうがよい」 
 
3-5 歳をとったら，子供の言うことを聞くべきだ／聞くものだ． 
【評価的義務】「～するべきだ／～するものだ」 
 
 

                                                        
4 lagatiŋはムンダ語としては異質で語源が不明である．ヒンディー語लगना (laganā)との関連が疑われる． 
5 gama は有生 animate とみなすため，3 人称単数の人称接語が必要である． 



Mundari: ‘Passive expression’,‘Aspect’, ‘Modality’,‘Voice and related expressions’, etc., Toshiki Osada et al. 

 14 / 60 

haɽam6-ja-n-re            hon-ko-aʔ      jagar   ayum-lagatiŋ-a. 
get.old-INGR-INTR-LOC   child-PL-GEN  word   listen-must-IND 
「年を取ったら，子供たちの話を聞くべきだ」 
 
3-6 お腹が空いたので，（私は）何か食べたい． 
【希望】「～したい」 
reŋgeʔ-ja-ʔ-ɲ-a.                  enate  jaana-ge         jom   mone-ja-ʔ-ɲ-a. 
hungry-INGR-TR-1SG.OBJ-IND    so     anything-EMPH   eat    want-INGR-TR-1SG.OBJ-IND 
「わたしはお腹がすいた．だから何か食べたい」 
 

mone-ja-ʔ-ɲ-a は典型的な経験者目的語構文である．ムンダ語には，身体や精神的な経験，感情的な経

験，生理的な経験などをあらわす経験動詞において，経験者が動詞の目的語のスロットに現れる構文が

あり，これを経験者目的語構文と呼ぶ．経験者目的語をとる動詞については，長田・Purti（2022：83－
84）にあげておいた．また，Osada (1999) を参照のこと．なお，南アジア諸言語においては，こうした

経験動詞では与格主語をとることが多い． 
 

3-7 私が持ちましょう． 
【意志】「（私が）～しよう」 
aɲ    ge       sab-e-a. 
1SG  EMPH   catch-E-IND 
「私が持ちます」 
 
aɲ     ge      sab-a-m-a. 
1SG   EMPH   catch-BEN-2SG.OBJ-IND 
「私があなたのために持ちます」 
 
3-8 じゃあ，一緒に昼ご飯を食べましょう． 
【勧誘】「（私たちが）～しよう」 
tobe  misa-te        tikin  maɳɖi=bu      jom-a. 
then  together-INSTR noon meal=1PL.SBJ  eat-IND 

「じゃあ，私達一緒に昼ご飯を食べましょう」 
 
3-9 一緒に昼ご飯を食べませんか？ 
【相手の意向が不明な場合の勧誘】「～しませんか」 
misa-te         tikin   maɳɖi=bu      jom-a     ci. 
together-INSTR  noon  meal=1PL.SBJ  eat-IND   Q 
「私達一緒にお昼ご飯を食べますか」 

 
*misa-te         tikin   maɳɖi  ka-bu          jom-a    ci. 
 together-INSTR  noon  meal   NEG-1PL.SBJ  eat-IND  Q 
                                                        
6 haɽam は「老人(男)」を指すが，それが動詞として使われ，「年をとる」を意味する．ムンダ語の動詞と名詞の区

別については Evans and Osada (2005) を参照． 
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「私達一緒にお昼ご飯を食べませんか」（「一緒に」misa-te と否定 kabu は共起しない） 
 
3-10 明日，良い天気になるといいなあ．／明日は良い天気になってほしいなあ．  
【希望】「～といいなあ／～してほしいなあ」 
gapa       jeʈe-ja-n-re             do   bes-ge-a. 
tomorrow  sunny-INGR-INTR-LOC TOP  good-EMPH-IND 
「明日陽が当たるといい」 
 
 「良い天気」は jeʈe「陽が当たる．日が照る．日が照って暑い」を使う． 
 
gapa       jeʈe-re      do    honaŋ    bes-ge-a. 
tomorrow  sunny-LOC  TOP   CONDI   good-EMPH-IND 
「明日陽が当たるといいのだが」 
 
 honaŋがつくと，不確実な要素が高いことを示す．反実仮想のときもこれを使う． 
 
3-11 （私はここで待っているから）すぐにそれを持って来なさい． 
【命令】「～しろ」 
ju,      aɲ    do   ne-taʔ-re        taŋgi-m-a.             sekeɽa  ina   agu-i-me. 
INTERJ  1SG  TOP  this-place-LOC   wait-2SG.OBJ-IND     quick   that  bring-E-2SG.IMP 
「行け！私はこの付近であなたを待ちます．すぐにそれを持ってきなさい．」 
 
3-12 そのペンをちょっと貸していただけませんか？ 
【懇願】「～していただけませんか？」 
hõ      ena   pen   mocokoe     om-li-ʔ-me. 
INTERJ  that  pen   little.while    give-ANT-TR-2SG.IMP 
「おい，そのペンを少し私に貸してくれ」 
 
3-13 あの人は中国語が読めます．／あの人は中国語を読むことができます． 
【能力可能】「～できる」 
en   hoɽo    cini      paɽao-daɽi-a. 
that person  Chinese   read-can-IND 

「その人は中国語を読むことが出来る」 
 
3-14 明かりが暗くて，ここに何が書いてあるのか，読めない． 
【状況可能】「～できる」 
marsal  maja  banoʔ-raʔ-te          cana   ol-aka-n-a.      
light    well   COP.NEG-GEN-ABL  what  write-CONT-INTR-IND   
ka-ɲ           paɽao-daɽi-a. 
NEG-1SG.SBJ  read-can-IND 
「光がよくないので，何て書いてあるか，わたしは読むことが出来ない」 
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3-15 （朝早く出発したから）彼らはもう着いているはずだ／もう着いたに違いない． 
【確信】「～はずだ」 
setaʔ    idaŋ-re=ko                  uruŋ-ja-n-a.  
morning early.morning-LOC=3PL.SBJ   go.out-INGR-INTR-IND 
naaʔ-loʔ    do=ko          tebaʔ-ke-d-a            jaaʔ-ɽoʔ. 
now-COM  TOP=3PL.SBJ   arrive-COMP-TR-IND   probably-DM 
「彼らは朝早くに出て行った．今では彼らは恐らく着いたんじゃないの」 

jaaʔは「おそらく，たぶん」を意味し，文末につけると不確かだが推測できることをさす．ɽoʔはやは

り文末につけ，日本語の終助詞「な．ね．の．」に近く，口癖的に使う場合も多い． 
 
3-16 （あの人は）明日はたぶん来ないだろう． 
【推量】「～だろう」 
gapa       do   ka-e           hijug-a     jaaʔ. 
tomorrow  TOP  NEG-3SG.SBJ  come-IND  probably 
「明日は彼（女）はたぶん来ないだろう」 
 
3-17 彼らはまだ来ないなんて，きっと途中で車が壊れたんじゃないか． 
【疑念】「～のではないか」 
naaʔ  jaked auri=ko         tabeʔ-a.    
now  until  not.yet=3PL.SBJ arrive-IND 
hora-re     jaaʔ     gaɽi  bagɽao-ja-n-a. 
way-LOC  probably car   break.down-INGR-INTR-IND 
「彼らは今まで着いていない．途中で車が恐らく壊れたんじゃないか」 
 

jaaʔ は文末につけることも可能である．長田の感覚ではむしろ文末の方が一般的だが，母語話者の共

著者はこのように文を作った． 
 
nimtam-loʔ     do   inku         tebaʔ-e-tera 
this.time-COM  TOP  that.ANI.PL  arrive-E-CONDI   
honaŋ   hora-re     jaaʔ      gaɽi  bagɽao-ja-n-a. 
CONDI  way-LOC  probably  car   break down-INGR-INTR-IND 
「この時間には彼らは着いているはずなのに，途中で車が恐らく壊れたんじゃないか」 
 tera は honaŋとともに現れることが多く，反実仮想のときに用いられる． 
 
3-18 （昼間だからあの人は家に）さあ，いるかもしれないし，いないかもしれない． 
【可能性】「～かもしれない」 
en   hoɽo    oɽaʔ-re      menaʔ-i-a      ci   baŋgaiʔ-a.      
that person  house-LOC  COP-3SG.SBJ  or   NEG.COP.ANI.SG-IND   
ka-ɲ            itu-a-n-a. 
NEG-1SG.SBJ   know-CIS-INTR-IND 
「その人は家にいるのか，いないのか．私はわからない」 
 



ムンダ語：特集補遺データ「受動表現」「アスペクト」「モダリティ」「ヴォイスとその周辺」他, 長田俊樹 他 

 17 / 60 

3-19 （額に触ってみて）どうもあなたは熱があるようだ． 
【視覚／聴覚以外の感覚による判断】「～ようだ」 
am   do   hoɽomo-re   lolo  menaʔ.      rua-ta-n-a-m                    jaaʔ. 
2SG  TOP  body-LOC  heat  COP.INA   sick-PROG-INTR-IND-2SG.SBJ   probably 
「あなたは身体に熱がある．病気なのかもしれない」 

 
3-20 （天気予報によれば）明日は雨が降るそうだ． 
【伝聞】「～そうだ」 
gapa       do   jaaʔ=e             gama-i-a. 
tomorrow  TOP  probably=3SG.SBJ  rain-E-IND 
「明日は恐らく雨が降るだろう」 
 
3-21 もしお金があったら，あの車を買うんだけれどなあ． 
【反実仮想】「～だったら～するのだが」 
paisa    menaʔ-re       do   honaŋ   en   gaɽi=ɲ        kiriŋ-tera. 
money   COP.INA-LOC TOP  CONDI  that  car=1SG.SBJ  buy-CONDI 
「もしお金があればその車を買うのだが」 
 
3-22 もしあなたが教えてくれていなかったら，私はそこにたどり着けなかったでしょう． 
【反実仮想過去】「～だったら～したことだろう」 
am   ge      ka-m          udub-a-ɲ-re            do   
2SG  EMPH  NEG-2SG.SBJ  tell-CIS-1SG.OBJ-LOC TOP     
honaŋ   en-taʔ     ka-ɲ           tebaʔ-tera. 
CONDI  that-place  NEG-1SG.SBJ  arrive-CONDI 
「あなたが私に教えないなら，その場所に私はたどり着かないだろう」 
 この構文ではアスペクト標識が使われない．したがって，与えられたような「もしあなたが教えてく

れていなかったら，私はそこにたどり着けなかったでしょう」の反実仮想過去は，honaŋ tera 構文では

表せない．「あなたが教えてくれたから，私はそこにたどり着けた」と表現しかできない． 
 
3-23 （あの人は）街へ行きたがっている． 
【3 人称の主体による希望】「～したがっている」 
en   hoɽo    saar  senoʔ-mone-ja-ʔ-i-a. 
that person  city  go-want-INGR-TR-3SG.OBJ-IND 
「その人は街へ行きたがっている」（経験者目的語構文） 
 
3-24 僕にもそれを少し飲ませろ． 
【1 人称命令】「（私に）～させろ」 
aɲ-o      huɽiŋ-huɽiŋ   nuu-rika-ɲ-me. 
1SG-too  little-little    drink-cause-1SG.OBJ-2SG.IMP 
「私も少しだけ飲ませろ」 
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3-25 これはあの人に持って行かせろ／持って行かせよう． 
【3 人称命令】「（彼に）～させろ」 
nea   en   hoɽo   ge     idi-rika-e-me. 
this  that person  EMPH  bring-cause-E-2SG.IMP 
「これはその人に持って行かせろ（聞き手に向かって命令）」 
 
nea  en   hoɽo-ko    ge       idi-rika-ko-ka-e. 
this that person-PL  EMPH   bring-cause-3PL.OBJ-OPT-3SG.SBJ 
「これはその人たちに持って行かせたらいいのに」（願望法） 
 
3-26 そのテーブルの上のお菓子は後で食べなさい． 
【遠未来命令形】「（あとで）～しろ」 
en   paciri  cetan-re     menaʔ  miʈai  tayom-te   jom-e-me. 
that wall   above-LOC  COP   sweet  after-ALL  eat-E-2SG 
「その壁の上のにあるお菓子をあとで食べなさい」 
 
3-27 もっと早く来ればよかった． 
【反実仮想】「～だったら～するのだが」 
sekeɽa  honaŋ   hijuʔ-ja-n-re            bes-ge-a. 
quick   CONDI  come-INGR-INTR-LOC  good-EMPH-IND 
「もっと早く来ればよかったのに」 
 
3-28 あなたも一緒に行ったら（どうですか）？ 
【脱従属化】「～したら（どうか）」 
am-o    mosa-te         senoʔ-redo cilika. 
2SG-too together-INSTR  go-CONDI how 
「あなたも一緒に行ったらどうですか」 
 
3-29 オレがそんなこと知るか！ 
【（疑問詞を含まない）反語】「～か！」 
aɲ    leka-n     hoɽo   ci  ena-ko=ɲ          itu-a-n-a. 
1SG  like-GEN  person Q  that-PL=1SG:SUB  know-CIS-INTR-IND 
「わたしのような人がそんなことを知っているか」（反語） 
 
3-30 これを作った（料理した）のは，お母さんだよね？／いいえ，私が作ったのよ． 
【付加疑問】「～よね!?」 
nea  do   eŋga-m      bai-laʔ        cika?     ka    aɲ    ge      bai-laʔ. 
this TOP  mother-2SG  make-ANT.TR or.not     NEG 1SG  EMPH  make-ANT.TR 
「これはおまえの母が作った．いいえ，わたしが作ったの」 
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4.「ヴォイス」（語学研究所論集 第 17号） 

4-1-a （風などで）ドアが開いた． 【自動詞と他動詞の対立】 
【自動詞による表現】 
duar  niʔ-ja-n-a. 
door  open-INGR-TR-IND 
「ドアが開いた」 
 
4-1-b （彼が）ドアを開けた． 【自動詞と他動詞の対立】 
【他動詞による表現】 
Soma  duar=e          niʔ-ke-d-a. 
Soma  door=3SG.SBJ   open-COMPL-TR-IND 
「ソマはドアを開けた」 
 
4-1-c （入り口の）ドアが開けられた． 【自動詞と他動詞の対立】 
【他動詞の受け身】 
ムンダ語では，主語が無生名詞の他動詞構文を許さないので，こうした受身表現はない．受け身の接

辞-oʔをつけると，「まだドアは開いていないが，開きつつある」の意味になる． 
duar   nig-oʔ-ta-n-a. 
door   open-PASS-PROG-INTR-IND 
「ドアが開いた」 
 
4-1-d ドアが壊れた． 【自動詞と他動詞の対立】 
duar   bagaɽao-ja-n-a. 
door   break-INGR-INTR-IND 
「ドアが壊れた」 
 
4-2 私は（自分の）弟を立たせた． 【自動詞からの使役，他動詞からの使役】 
【自動詞の使役】 
aɲ    boko-ɲ       koɽa=ɲ         tiŋgu-(rika)-ki-ʔ-i-a. 
1SG  younger-1SG boy=1SG.SBJ   stand up-(cause)-COMPL-TR-3SG.OBJ-IND 
「私は私の弟を立たせた」 
 本来，rika(使役）を使わなくてもいい筈だが，最近は使う傾向にある．親族名称で，自分の世代より

も下のものには boko「弟・妹」のように男女の区別がない．また，人称接辞が後ろに付き，男女の区別

として koɽa「男」 kuɽi「女」をつける． 
 
4-3 私は（自分の）弟に歌を歌わせた． 【自動詞からの使役，他動詞からの使役】 
【他動詞の使役】 
aɲ    boko-ɲ       koɽa=ɲ         duɽaŋ-rika-ki-ʔ-i-a. 
1SG  younger-1SG boy=1SG.SBJ   song-cause.to-COMPL-TR-3SG.OBJ-IND 
「私は私の弟に歌を歌わせた．」(この場合は rika が必要） 
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4-4-a （遊びたがっている子供に無理やり）母は子供をパンを買いに行かせた． 【強制使役と許可使

役】 
eŋga-ɲ       cauli  kiriŋ-rika-naŋgen  hon-ko    (dukan-te)=ʔ        senoʔ-rika-ke-d-ko-a. 
mother-1SG  rice   buy-cause.to-for   child-PL  shop-to=3SG.SBJ    go-cause-COMPL-TR-3PL.OBJ-IND 
「私のお母さんは米を買わせるために，子供たちを店に行かせた」 
 dukan-te「店に」は省いても意味は同じである．rika を使うと，強制使役的である．強制使役を強調す

るときは moʈai-te「無理やり」を動詞の前におく．意味的には以下も OK とされる． 
 
eŋga-ɲ      cauli  kiriŋ-naŋgen  hon-ko    (dukan-te)=ʔ       kul-ke-d-ko-a. 
mother-1SG rice   buy-for      child-PL   shop-to=3SG.SBJ  send-COMPL-TR-3PL.OBJ-IND 
「私のお母さんは米を買うため，子供たちを店に送った」 
 上の文と比べると，rika がない分，強制的でない． 
 
4-4-b （遊びに行きたがっているのを見て）母は子供に遊びに行かせた． 【強制使役と許可使役】 
【許可使役】 
eŋga-ɲ        hon-ko    inuŋ-te=ʔ             kul-ke-d-ko-a. 
mother-1SG   child-PL  play-INSTR=3SG.SBJ send-COMPL-TR-3PL.OBJ-IND 
「私のお母さんは子供たちを遊ぶために送った」 
 上の文と比べると，rika がない分，強制的でない． 
 
4-5-a 私は弟に服を着せた． 【他動詞による表現と使役の違い，直接の行為か間接の行為か】 
【他動詞による表現】 
aɲ   boko-ɲ       koɽa     lijaʔ=ɲ            tusiŋ-ki-ʔ-i-a. 
1SG younger-1SG boy     clothes=1SG.SBJ   wear-COMPL-TR-3SG.OBJ-IND 
「私は私の弟に服を着せた」 
 動詞の目的語スロットに与格である「弟に」の人称が標示されていて，この構文では直接，私が弟の

服を着せたことを含意する．一方，rika を使うと，弟が自分で着ることを私が命令したことを意味する． 
 
aɲ   boko-ɲ       koɽa     lijaʔ=ɲ           tusiŋ-rika-ki-ʔ-i-a. 
1SG younger-1SG boy     clothes=1SG.SBJ  wear-cause-COMPL-TR-3SG.OBJ-IND 
「私は私の弟に服を着させた」 
 日本語のこの文も弟が着るように命令した場合でも，私が弟に服を着させた場合でも使えるが，ムン

ダ語では区別がある． 
 
4-5-b 私は弟にその服を着させた． 【他動詞による表現と使役の違い，直接の行為か間接の行為か】 
【自動詞の使役】 
aɲ     boko-ɲ       koɽa    lijaʔ=ɲ           tusiŋ-rika-ki-ʔ-i-a. 
1SG   younger-1SG boy    cloths=1SG.SBJ   wear-cause-COMPL-TR-3SG.SBJ-IND 
「私は私の弟にその服を着させた」 
 
4-6 私は弟にその本をあげた． 【（物の）授受動詞は恩恵の授受においても助動詞的に使えるか】 
【やりもらい，（話者から見ての）授恩恵と受恩恵の違い】 
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 やりもらいが一番難しい．つまり，アスペクトの現れ方によって，意味が変わる． 
 
aɲ    boko-ɲ       koɽa   en   kitab=eɲ        om-a-ʔ-i-a. 
1SG  younger-1SG boy   that book=1SG.SBJ   give-CIS-TR-3SG.OBJ-IND 
「私は私の弟にその本をあげた」 
 -a-というアスペクト標識が現れる文がかなり限定的で，この三項動詞のときに出てくる． 
 
aɲ    boko-ɲ       koɽa   en   kitab=eɲ        om-ke-d-a. 
1SG  younger-1SG boy   that book=1SG.SBJ   give-COMPL-TR-IND 
「私は私の弟にその本をあげた」 
 私はこの本をあげる気がないけれど，うるさく言われるので仕方なくあげることを意味するが，この

ようなシチュエーションがあんまりないので，おかしく聞こえる． 
 
aɲ    boko-ɲ       koɽa   en   kitab=eɲ        om-ki-ʔ-i-a. 
1SG  younger-1SG boy   that book=1SG.SBJ   give-COMPL-TR-3SG.OBJ-IND 
「私は私の弟にその本をあげた」 
 上の文との違いは上の場合は「私はこの本が必要ないのであげた」ことを意味し，下の場合は「弟が

この本を必要としているのであげた」ことを意味する． 
 
aɲ    boko-ɲ       koɽa   en   kitab=eɲ        om-aka-ʔ-i-a. 
1SG  younger-1SG boy   that book=1SG.SBJ   give-CONT-TR-3SG.OBJ-IND 
「私は私の弟にその本をあげた」 
 この文では「私はこの本を必要としていて一時的に弟にあげた」ことを意味する． 
 
 動詞に受益者動詞語幹があり，その構文は以下のようになる． 
aɲ    boko-ɲ       koɽa     en  kitab=eɲ        om-a-i-ta-n-a. 
1SG  younger-1SG boy     that book=1SG.SBJ   give-BEN-3SG-PROG-INTR-IND 
「私は私の弟にその本をあげるところです．」 
 この受益者構文ではアスペクト標識 ta しかあらわれない．過去のコピュラ taiken をつけると文全体が

過去になるが，意味が異なる． 
 
aɲ    boko-ɲ       koɽa     en  kitab=eɲ        om-a-i-ta-n-taiken-a. 
1SG  younger-1SG boy     that book=1SG.SBJ   give-BENEF-3SG-PROG-COP-INTR-IND 
「私は私の弟にその本をあげようとした（が実際にはあげなかった）」 
 
4-7-a 私は弟に本を読んであげた． 【（物の）授受動詞は恩恵の授受においても助動詞的に使えるか】 
【やりもらい，（話者から見ての）授恩恵と受恩恵の違い】 
aɲ     boko-ɲ       koɽa   kitab=eɲ        paɽao-ki-ʔ-i-a. 
1SG   younger-1SG boy   book=1SG.SBJ   read-COMPL-TR-3SG.OBJ-IND 
「私は私の弟に本を読んであげた」 
 これも 4-5-a と同様，与格である「私の弟」が動詞に標示されている． 
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4-7-b 兄は私に本を読んでくれた． 【（物の）授受動詞は恩恵の授受においても助動詞的に使えるか】 
【やりもらい，（話者から見ての）授恩恵と受恩恵の違い】 
dada-ɲ     aɲ    kitab=e        paɽao-ki-ʔ-ɲ-a. 
brother-my 1SG  book=3SG.SBJ  read-COMPL-TR-1SG.OBJ-IND 
「兄は私に本を読んでくれた」 
 これも与格である「私に」が動詞の目的語スロットに標示される． 
 
4-7-c 私は母に髪を切ってもらった． 【テモラウ】 
eŋga-ɲ       aɲ-aʔ      ub=e         laʈab-ki-ʔ-ɲ-a. 
mother-1SG  1SG-GEN  hair=3SG.SBJ  cut-COMPL-TR-1SG.OBJ-IND 
「母が私の髪を切った」 
 この文では「私の」が動詞の目的語スロットに標示されている．ムンダ語に近いサンタル語では，こ

うした possesor  marking がみられるが，その名残だろうか． 
 
4-8-a 私は（自分の）体を洗った． 【再帰】 
aɲ   aɲ-aʔ      hoɽom=eɲ      capi-n-ja-n-a. 
1SG 1SG-GEN  body=1SG.SBJ  wash-REFL-INGR-INTR-IND 
「私は私の身体を自分で洗った」 
 
4-8-b 私は手を洗った． 【再帰】 
aɲ    tii=ɲ           abuŋ-en-ja-n-a. 
1SG  hand=1SG.SBJ  wash hand-REFL-INGR-INTR-IND 
「私は手を自分で洗った」 
 
4-8-c 彼は手を洗った． 【再帰】 
aeʔ  tii=ʔ           abuŋ-en-ja-n-a. 
3SG hand=3SG.SBJ  wash hand-REFL-INGR-INTR-IND 
「彼は手を自分で洗った」 
 
4-9 （自分のために）私はその本を買った． 【自利態】 
aɲ-naŋgen  en   kitab=eɲ        kiriŋ-ja-n-a. 
1SG-for    that book=1SG.SBJ   buy-INGR-INTR-IND 
「私は私のためにその本を買った」 
 ここでは再帰動詞が使われていない．再帰動詞を使用した文例を以下にあげる． 
 
ay-aʔ      oɽaʔ-re      kamiɳi-n-a       mente=ɲ          akiriŋ-en-ja-n-a. 
3SG-GEN  house-LOC  helper-REFL-IND because=1SG.SBJ  sell-REFL-INGR-INTR-IND 
「彼の家で自ら家政婦になるために，私は自分を(自分のために)身売した．」 
 
4-10 彼らは（／その人たちは）（互いに）殴り合っていた． 【相互】 
 ムンダ語では，相互動詞形は接中辞-pV-（V はその前の母音がくる）で標示する．その後に続く Aspect
 Marker によって意味が異なる．以下にその違いを示しておく．なお，ムンダ語の相互構文については
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 Osada (2007) を参照．この本の編者ネジャルコフによると，接中辞を使う相互構文は世界的にも珍しい

という． 
 
in-ku    da<pa>l-ke-n-a-ko. 
that-PL  hit.RECP-COMPL-INTR-IND-3PL.SBJ 
（殴り合った人たちはもうこの世にいない） 
 
in-ku    da<pa>l-aka-n-a-ko. 
that-PL  hit.RECP-CONT-INTR-IND-3PL.SBJ 
（殴り合ったあと，お互いに怪我をしている状態） 
 
in-ku     da<pa>l-ja-n-a-ko. 
that-PL   hit.RECP-INGR-INTR-IND-3PL.SBJ 
（つい最近，殴り合った） 
 
in-ku    da<pa>l-ta-n-a-ko. 
that-PL  hit.RECP-PROG-INTR-IND-3PL.SBJ 
（今も殴り合っている） 
 
in-ku    da<pa>l-ta-n=ko                        taiken-a. 
that-PL  hit.RECP-COMPL-INTR-IND=3PL.SBJ   COP.PAST-IND 
（今は仲がよい） 
 
4-11 その人たちは（みんな一緒に）街へ行った． 【衆動】 
in-ku   soben-ko  misa-te   ranci-te=ko           senoʔ-ja-n-a. 
that-PL all-PL    one-INST Ranchi-ALL=3PL.SBJ go-INGR-INTR-IND 
 
4-12 その映画は泣ける（その映画を見ると泣いてしまう）． 【自発】 
en   sinema   lel-redo        raʔ-ge      uɽuŋ-oʔ-a. 
that cinema   watch-CONDI  cry-EMPH  come out-PASS-IND 
 
4-13-a 私は卵を割った． 【意志／無意志】 
aɲ    jalom=eɲ       rapud-ke-d-a.  
1SG  egg=1SG.SBJ   break-COMPL-TR-IND 
（意志／無意志両方） 
 
4-13-b （うっかり落として）私はコップを割った／割ってしまった． 【意志／無意志】 
aɲ     caʈu=ɲ       rapud-ke-d-a.  
1SG   jar=1SG.SBJ  break-COMPL-TR-IND 
（無意志） 
aɲ     caʈu=ɲ       koʈeʔ-rapud-ke-d-a. 
1SG   jar=1SG.SBJ  hit-break-COMPL-TR-IND 
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（意志．何の道具を使って割ったかが必要．ハンマーでたたき割ったの意味） 
 
4-14-a きのう私はコーヒーを飲みすぎて（飲みすぎたので）眠れなかった． 【随意の不可能と不随

意の不可能】 
hola      cuŋgi    sib-ke-ate           duɽum ka     hijuʔ-ta-n-taiken-a. 
yesterday  tabacco  smoke-COMPL-ABL sleep  NEG  come-PROG-INTR-COP.PAST-IND 
「昨日，煙草を吸ったから眠れなかった」 
 
4-14-b きのう私は仕事がたくさんあって（たくさんあったので）眠れなかった． 【随意の不可能と

不随意の不可能】 
hola      bese  kami taiken-ci      ena   uɽuʔ-te    duɽum  ka    hijuʔ-ta-n-taiken-a. 
yesterday  very  work COP.PAST-Q  that  think-INS  sleep   NEG  come-PROG-INTR-COP.PST 
「昨日，仕事がたくさんあって，それを考えて眠れなかった」 
 
4-15 私は頭が痛い． 【全体と部分・主体・一時的】 
booʔ  hasu-ja-ʔ-ɲ-a. 
head   ache-INGR-TR-1SG.OBJ-IND 
「私は頭が痛い」（経験者目的語構文） 
 
4-16 彼女は髪が長い． 【全体と部分・主体・恒常的】 
 次の二つの例文が考えられるが，ムンダ語としては上の方が一般的で，下の場合は誰かと比較してい

ることを含意する． 
iniʔ-aʔ     ub   jiliŋ-ge-a. 
3SG-GEN  hair  long-EMPH 
「彼女の髪が長い」 
 
iniʔ  do   ub   jiliŋ-ge-a. 
3SG  TOP  hair  long-EMPH-IND 
「彼女は髪が長い」 
 
4-17-a 彼は（別の）彼の肩をたたいた． 【全体と部分・対象・接触／結果状態が継続的】 
en   hoɽo    iniʔ-aʔ     taran-re=ʔ               cauʔ-cauʔ-ki-ʔ-i-a. 
that person  3SG-GEN  shoulder-LOC=3SG.SBJ   EXP-COMPL-TR-3SG.OBJ-IND  
「その人は彼の肩をツンツンと突いた」 
（cauʔ-cauʔは Expressive(=EXP)で擬音語擬態語にあたり，「ツンツンと突く」を意味する．なお，Expressive
については長田・バデノック編（2019）を参照） 
 
en   hoɽo   iniʔ-aʔ     booʔ-re=ʔ           tabiɽi-tabiɽi-ki-ʔ-i-a. 
that person 3SG-GEN  head-LOC=3SG.SBJ  tap-tap-COMPL-TR-3SG.OBJ.IND 
「その人は彼の頭を何度も軽く叩いた」 
 「肩を叩く」行為がよくやったという場合，ムンダ人は頭を軽く叩く．tabiɽi-tabiɽi は動詞重複で，繰

り返しの行為を示す． 
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4-17-b 彼は（別の）彼の腕をつかんだ． 【全体と部分・対象・接触／結果状態が継続的】 

en  hoɽo   iniʔ-aʔ     supu-re=ʔ          sab-ki-ʔ-i-a. 
that person 3SG-GEN  arm-LOC=3SG.SBJ  grab-COMPL-TR-3SG.OBJ-IND 
 二の腕は supu で，腕は tii である． 

 
4-18-a 私は彼がやって来るのを見た． 【知覚構文】 
en   hoɽo    hijuʔ-ta-n=eɲ               lel-ki-ʔ-i-a. 
that person  come-PROG-INTR=1SG.SBJ see-COMPL-TR-3SG.OBJ-IND 
「その人がやってくるのを，私は見た」 
en   hoɽo    hijuʔ-ta-n=eɲ                lel-li-ʔ-i-a. 
that person  come-PROG-INTR=1SG.SBJ  see-ANT-TR-3SG.OBJ-IND 
「その人がやってくるのを，私は見た（しかし今はどこにいるのかわからない）」 
 アスペクト標識の違いによって，意味がかなり異なる． 
 
4-18-b 私は彼が今日来ることを知っている． 【知覚構文】 
aɲ    tisiŋ   aeʔ   hijug-a      men-e-a=ɲ           itu-a-n-a. 
1SG  today  3SG  come-IND   say-E-IND=1SG.SBJ  know-CIS-INTR-IND 
「私は今日彼が来るということを知っている」 
 
4-19 彼は自分（のほう）が勝つと思った． 【引用文中の再帰】 
iniʔ  do   apan  daɽi    leka=e        ʈoor-ja-d-taiken-a. 
3SG  TOP  self  be.able  like=3SG.SBJ  think-INTR-TR-COP.PAST-IND 
「彼は自分が勝つと思っていた」 
 
4-20-a 私は（コップの）水（の一部）を飲んだ． 【部分的に及ぶ動作と全体に及ぶ動作】 
aɲ    daʔ    modcokoe=ɲ    nuu-ke-d-a. 
1SG  water  little=1SG.SBJ  drink-COMPL-TR-IND 
「私は水を少し飲んだ」 
 
4-20-b 私は（コップの）水を全部飲んだ． 【部分的に及ぶ動作と全体に及ぶ動作】 
aɲ    daʔ    soben=eɲ    nuu-ke-d-a. 
1SG  water  all=1SG.SBJ  drink-COMPL-TR-IND 
「私は水を全部飲んだ」 
 
4-21 彼は肉を食べない． 【恒常的な否定文】 
jilu   ka-e            jojom-a. 
meat NEG-3SG.SBJ   eat-IND 
「彼は肉を食べない」 
 jojom は jom「食べる」の部分重複形で，「慣習的に食べない」ことを示す． 
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4-22-a 今日は寒い． 【感覚述語・非人称文／感覚主体の存在が感じられない，より客観的な表現】 
tisiŋ   rabaŋ-ge-a. 
today  cold-EMPH-IND 
「今日は寒い」 
 
4-22-b 私は（何だか）寒い（私には寒く感じる）． 【感覚述語・非人称文／斜格主語】 
rabaŋ-ja-ʔ-ɲ-a. 
cold-INGR-TR-1SG.OBJ-IND 
「私は寒い」（経験者目的語構文） 
 
4-23 人がとても多かったことに私は驚いた． 【（感情主体が受動的である）感情述語】 

hoɽo-ko    bese  saŋgi=ko       taiken-a.       ena  mente=ɲ         bakuao-ja-n-a. 
people-PL  very  many=3PL.SBJ COP.PAST-IND that reason=1SG.SBJ  surprise-INGR-INTR-IND 
「人がとても多くいた．だから私はとても驚いた」 
 

4-24 雨が降り始めた． 【現象文・現場での直接体験】 
gama   eʈeʔ-ja-d-a-e. 
rain    begin-INGR-TR-IND-3SG.SBJ 
「雨が始まった」（雨は有生名詞とみなすので，3 人称接辞が必要） 
 
4-25 この本はよく売れる． 【中間構文】 
ne    kitab  bese    akiriŋ-oʔ-a. 
this  book  well    sell-PASS-IND 
「この本はよく売れる」 
 
 
5.「所有・存在表現」（語学研究所論集 第 18号） 

ムンダ語では have にあたる動詞がなく，-taʔ-re menaʔ「～のところにある」と表現する．ヒンディー

語など，インドの言語でも同様の表現する． 
 
5-1 あの人は青い目をしている．／青い目の人・目が青い人   
【一体的（譲渡不可能的）な，恒常的な所有(1)】 
en   hoɽo-raʔ     med do   nil-ge-a. 
that person-GEN  eye  TOP  blue-EMPH-IND 
「その人の目は青い」 
 
5-2 あの女｛は／の｝髪が長い・あの女は長い髪をしている／長い髪の女・髪の長い女 
【一体的な，恒常的な所有(2)】 
en   kuɽi-raʔ      ub   jiliŋ-ge-a. 
that woman-GEN hair  long-EMPH-IND 
「あの女の髪は長い」 
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5-3 あの人には髭がある．／髭の男 
【非普通所有物】 
en   hoɽo=eʔ          gucu-aka-n-a. 
that person=3SG:SBJ  beard-CONT-INTR-IND 
「その人は髭がある」 
 ムンダ語の典型的な例で，「髭」が動詞語幹のスロットを占めて，動詞となっている． 
 
5-4 あの人には（見る）目がある．／見る目のある人 
【慣用句的表現】 
am  do   bese  maja hoɽo-ko=m          lel-urum-ko-a. 
2SG TOP  very  well  person-PL=2SG.SBJ  see-recognise-3PL.OBJ-IND 
「君はとてもよく人を見て判断する」 
 この慣用的な言い方はないが，否定的な意味での慣用的表現が以下である． 
am  do    med  banoʔ      ci. 
2SG TOP   eye   COP.NEG  Q 
「お前は目がないのか」 
（目がないとは「周りをよく見ていない」あるいは「いい人か，悪い人かがわからない」ことを意味す

る） 
 
5-5 あの人は 22歳だ．／22歳の人 
【側面語のある表現(1)】 
en   hoɽo   do   22 umar-aka-n-a. 
that person TOP  22 age-CONT-INTR-IND 
「その人は 22才です」 
 umar「年齢」を動詞として使っている． 
 
5-6 あの人は優しい性格だ．／優しい性格の人 
【側面語のある表現(2)】 
en   hoɽo   do    norom-ge-a. 
that person TOP   soft-EMPH-IND 
「その人は人当たりが柔らかい」 
 「優しい」にあたるような語彙が見当たらない．「親切な」も deŋga hoɼo「助ける人」という表現ぐら

いだろうか． 
 
5-7 あの人は背が高い．／背の高い人 
【側面語のある表現(3)】 
en   hoɽo   do    jiliŋ/salaŋgi-ge-a. 
that person TOP   tall-EMPH-IND 
「その人は背が高い」 
 
5-8 あの人は背が 190センチもある． 
【側面語のある表現(4)，属性数量詞構文】 
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en   hoɽo   do    6 feet  jiliŋ/salaŋgi-ge-a. 
that person TOP   6 feet  tall-EMPH-IND 
「その人は 6フィート背が高い」 
 
5-9 その石は四角い形をしている．／四角い（形の）石 
【側面語のある表現(5)】［無生物が主語でも，「持つ」にあたる動詞が使える言語があるだろうか？

 「その本は値段が高い．／値段の高い本」のような質問項目でも良い．］ 
en   kitab do    gonoŋ7-ge-a. 
that book TOP   expensive-EMPH-IND 
「その本は値段が高い」 
 
5-10 あの人には才能がある．／才能のある人 
【属性】 
en   hoɽo-taʔ-re         gun8   menaʔ. 
that person-place-LOC   talent  COP 
「その人には才能がある」 
 
5-11 あの人は病気だ．／あの人は熱がある．／病気の人 
【一時的属性】 
en   hoɽo   do=e           rogo-ta-n-a. 
that person TOP=3SG.SBJ   sick-PROG-INTR-IND 
「その人は病気です」 
 
 「熱がある」は以下のように経験者目的語構文が一般的である． 
en   hoɽo   do   rua-ja-ʔ-i-a. 
that person TOP  fever-INGR-TR-3SG.OBJ-IND 
「その人は熱がある」 
 
5-12 あの人は青い服を着ている．／青い服の男 
【衣服等(1)】 
en   hoɽo   do   nil   lijaʔ=e            tusiŋ-aka-n-a. 
that person TOP  blue  clothes=3SG.SBJ   wear-CONT-INTR-IND 
「その人は青い服を着ている」 
 
5-13 あの人はメガネをかけている．／メガネの男 
【衣服等(2)】 
en   hoɽo   do=eʔ          casma9-aka-n-a. 
that person TOP=3SG.SBJ   glasses-CONT-INTR-IND 
「その人は眼鏡をかけている」 

                                                        
7 gonoŋは名詞としては「値段」を意味する． 
8 gun はヒンディー語からの借用である． 
9 casma「眼鏡」はヒンディー語からの借用語である． 
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 casma「眼鏡」を動詞として使っている． 
 
5-14 あの人には妻がいる．／既婚の人・妻のいる人 
【親族の所有(1)】 
en   hoɽo   do   kuɽi  menaʔ-i-a. 
that person TOP  wife  COP-3SG.OBJ-IND 
 「その人は妻がいる」(コピュラ動詞の人称接辞は INDicative marker の前のスロットを占めるので，

目的語とみなした) 
 
5-15 あの人には 3 人子供がいる．／3 人の子持ちの人・あの人の 3 人の子供／妊娠している女性 
【親族の所有(2)】 
en   hoɽo   do   api   hoɽo   hon-ko   menaʔ-ko-a. 
that person TOP  three person child-PL COP-3PL.OBJ-IND 
「その人は三人の子供がいる」（api  hoɽo は数詞＋助数詞を示す） 
 
 以下の方が一般的である． 
en   hoɽo    taʔ-re      api    hoɽo    hon-ko    menaʔ-ko-a. 
that person  place-LOC three  person  child-PL  COP-3PL.OBJ-IND 
「その人のところには三人の子供がいる」 
 
5-16 タコには足が 8 本ある．（ムンダ世界にはタコはいないので，クモにした） 
【普遍的な事実】 
nindiram do   iralia=e          kaʈa-aka-n-a. 
spider   TOP  eight=3SG.SBJ    leg-CONT-INTR-IND 
「クモには足が 8 本ある」 
 kaʈa「足」を動詞として使用する．普遍的事実の場合は taʔ-re menaʔは使わない． 
 
5-17 その飲み物にはアルコールが入っている．／アルコール入りの飲み物 
【ともに無生物，含有物】 
arki-re     hurumsuku  rasi   jama-aka-n-a. 
wine-LOC  honey      liquid  mix-CONT-INTR-IND 
「蒸留酒に蜂蜜が入っている」 
 
5-18 あの人はお金を持っている．／お金持ちの人 
【もっとも一般的な所有，やや恒常的】 
en    hoɽo    taʔ-re       paisa   menaʔ. 
that  person  place-LOC  money  COP 
「その人のところにはお金がある＝その人はお金を持っている」 
en   hoɽo   do    paisa-n      hoɽo. 
that person TOP   money-GEN  person 
「その人はお金持ちの人」 
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5-19 おまえのところには犬がいるか？／犬のいる人 
【所有，やや恒常的，所有物は有生・家畜】 
am   taʔ-re       seta  menaʔ-i-a          ci. 
2SG  place-LOC  dog  COP-3SG.OBJ-IND Q 
「お前のところに犬はいるのか」 
 
5-20 おまえは（自分の）ペンを持っているか？／ペンを持っている人 
【一時的携帯物・自分のもの】 
am   taʔ-re       ol-te-aʔ        menaʔ ci. 
2SG  place-LOC  write-INS-GEN COP  Q 
「お前のところに書くものはあるか」 
 
5-21 あの人は（誰か別の人の）ペンを持っている． 
【一時的携帯物・他人のもの】 
en   hoɽo   do    eʈaʔ-niʔ-aʔ        pen   sab-aka-n-a. 
that person TOP   other-person-GEN  pen   grab-CONT-INTR-IND 
「その人は他人のペンをつかんでいる」 
 
5-22 あの人は運がいい．／幸運な人 
【抽象的・一時的所有物】 
en   hoɽo-raʔ     nasib   bes-ge-a. 
that person-GEN  fate    good-EMPH-IND 
「その人の運がいい」 
 
en   hoɽo   do   nasib-an  hoɽo. 
that person TOP  fate-GEN person 
「その人は運のいい人」 
 
5-23 ここは石が多い．／石の多い土地 
【恒常的存在＞状態／性質】 
ne-taʔ    do    diri-ge-a. 
this-place TOP   stone-EMPH-IND 
「ここには石が多い」（この場所以外では石が少ないがここには石が多い） 
ne-taʔ    do    diri   ge     puraʔ  menaʔ. 
this-place TOP   stone EMPH  many  COP 
「ここは石が多くある」 
 
5-24 その部屋には椅子が 3 つある／3 つ椅子のある部屋 
【非恒常的存在と数量】 
en   oɽaʔ-re      apia   gaɳɖu  menaʔ.  /  en   oɽaʔ-re      gaɳɖu apia   menaʔ. 
that house-LOC  three  stool   COP   /  that house-LOC  stool  three  COP 
「その家には三つの椅子がある．その家には椅子が三つある」 
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5-25 テーブルの上にスプーンがある．／スプーンのあるテーブル 
【存在・存在が新情報】 
ʈebal cetan-re     camaci  menaʔ. 
table upper-LOC  spoon   COP 
「テーブルの上にスプーンがある」 
 
5-26 そのスプーンはテーブルの上にある．／テーブルにあるスプーン 
【所在・場所が新情報】 
en    camaca  ʈebal  cetan-re     menaʔ. 
that  spoon    table  upper-LOC  COP 
「そのスプーンはテーブルの上にある」 
 
5-27 そのペンは私のだ．・そのペンは太郎のだ．／私のペン・太郎のペン 
【所有物，属格のプロトタイプ】 
en   pen  do    aɲ-ag-aʔ. 
that pen  TOP   1SG-GEN-GEN 
「そのペンは私のだ」 
 aɲ-aʔは「私の」を意味し，aɲ-ag-aʔは「私のもの」を意味する． 
 
en   pen  do   aɲ-aʔ      pen. 
that pen  TOP  1SG-GEN  pen 
「そのペンは私のペン」 
 
5-28 昨日，学校で火事があった．／私は明日用事があります． 
【できごとの生起】 
hola       iskul-re      seŋgel  lagao-ja-n-a. 
yesterday   school-LOC  fire     set-INGR-INTR-IND 
「昨日，学校で火がついた」 
 
aɲ   do   gapa kami menaʔ-a. 
1SG TOP  work     COP 
「私は明日仕事がある」 
 
5-29 （この世には）お化けなんていない． 
【実在文】 
ne  disum-re      boŋga-ko   baŋ-ko-a. 
this country-LOC  ghost-PL   COP.NEG-3PL.OBJ-IND 
 
5-30 （そこには）英語を話す人もいるが，話さない人もいる． 
【絶対存在文(1)】 
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en-taʔ-ren      hoɽo-ko   aŋgrej   jagar-e   hoɽo-ko    menaʔ-ko-a.  
that-place-GEN person-PL English  speak-E  person-PL  COP-3PL.OBJ-IND 
ka    jagar-e   hoɽo-ko    menaʔ-ko-a. 
NEG speak-E  person-PL  COP-3PL.OBJ-IND 
「そこの人たちは英語を話す人もいるし，話さない人もいる」 
 
5-31 私より英語ができる人は（ほかに／もっと）います． 
【絶対存在文(2)】 
aɲ-ate     aŋgrej   jagar-e  hoɽo-ko    menaʔ-ko-a. 
1SG-ABL  English  speak   person-PL  COP-3PL.OBJ-IND 
「私より英語を話す人たちはいる」 
 
5-32 ちょっとあなたにお願いがあります． 
【抽象的なことの所有・発話内効力のある文】 
am   honaŋ    modcokoeʔ  kami-deŋga-nog-a-bu-re              honaŋ. 
2SG  CONDI   little        work-help-little-IND-1PL.INCL-LOC   CONDI 
「もしもあなたが少し仕事を手伝ってくれればいいのだが」（「ちょっとあなたにお願いがあります」の

ムンダ語的婉曲表現である） 
  
5-33 冬の雨【時間】  東京の家【場所】 
rabaŋ din-re-aʔ      gama. 
cold day-LOC-GEN  rain 
「冬の雨」 
ranci-re-aʔ          oɽaʔ. 
Ranchi-LOC-GEN   house 
「ラーンチーの家」 
 
5-34 彼の泳ぎ／犬の鳴き声／火山の爆発【B が行為を示す名詞である場合の主体】  車の運転【同

じく客体／対象】  ～の小説【A の生産物である B】 
seta-ko-aʔ      ra<na>ʔ. 
dog-PL-GEN   shout.NMLZ 
 「犬の遠吠え」（ra<na>ʔ は raʔ「叫ぶ．泣く」の派生で，接中辞-nV-は名詞化する．単なる鳴き声は

buʔ） 
gaɽi calao「車を運転」（gaɽi-re-aʔというと車の部品や車の中のものを指す） 
 
5-35 X さん（固有名詞）のお母さん【親族】  机の横に／机の前に／*机に（来て！）【場所名詞】  

あの人の次【時間的関係】 
Dulu-aʔ   eŋga-te. 
Dulu-GEN mother-3SG 
「ドゥルのお母さん」(親族名称にだけ人称接辞がつく) 
ʈebal atom/  ʈebal ayar. 
table side/   table front 
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「テーブルの横」「テーブルの前」（属格を必要としない） 
ʈebal-taʔ-re      hijuʔ-me.        /  ʈebal-japaʔ-re    hijuʔ-me. 
table-place-LOC  come-2SG.IMP  /  table-near-LOC  come-2SG.IMP 
「テーブルのところに来て」「テーブルの近くに来て」 
en   hoɽo-aʔ        tayom-te. 
that person-GEN    after-ALL 
「その人の次に」（位置の前後 ayar/tayom と時間的前後 sida/tayom で後だけ同じである） 
 
5-36 バラの花びら【種別】  果物のナイフ【用途】  紙の飛行機【材料・材質】   
チューリップの絵【内容】  花の匂い【産出物】  英文の手紙【表現形式(?)】   
日本語の先生【職種】  井戸の水【取得源】［「～の果物」のような産地でも良い］   
雨の日【状況】 
sarjom-re-aʔ   baa 
sal-LOC-GEN flower 
「サラソウジュの花」 
joo-ko  hoyo-te-aʔ       kaʈu 
fruit-PL peel-INSTR-GEN knife 
「果物を剥くためのナイフ」（joo-re-aʔ kaʈu というと果物でできたナイフを意味する） 
kagoj-re-aʔ      jaaj 
paper-LOC-GEN airplane 
「紙の飛行機」は可能だが，以下の方がよい 
kagoj-te       bai-aka-n         jaaj 
paper-INSTR  make-CONT-INTR airplane 
「紙で作った飛行機」 
genda    baa-re-aʔ         citra 
marigold flower=LOC-GEN picture 
「マリーゴールドの花の絵」 
baa-re-aʔ        soan 
flower-LOC-GEN flavor 
「花の香り」 
aŋgrej-te       ol-aka-n         ciʈi 
English-INSTR write-CONT-INTR letter 
「英語の手紙」 
japani    masʈar 
Japanese  teacher 
「日本語の先生」 
kua-re-aʔ        daʔ 
well-LOC-GEN  water 
「井戸の水」 
gama din 
rain  day 
「雨の日」（属格接辞はない） 
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5-37 妹の花子／社長の田中さん 【同格】 
niʔ   do    boko-ɲ       koɽa  dulu. 
3SG  TOP   younger-my  boy  dulu 
「こいつは弟のドゥル」 
 同格では属格を使うとおかしいと感じる． 
 
5-38 となりの家の友達のお父さんの車のタイヤ（が昨日突然パンクしたんだって．） 【属格の連続使

用】 
oɽaʔ-japaʔ-ren     soŋge-aʔ     apu-te-aʔ       gaɽi-raʔ  ʈayar pancar-ja-n-a. 
house-near-GEN  friend-GEN   father-his-GEN  car-GEN tire   puncture-INGR-INTR-IND 
「家の近くの友人のお父さんの車のタイヤがパンクした」 
 属格の連続はかなり可能であるが，属格の形式が違うことも関連するのかも知れない． 
 
 
6.「他動性」（語学研究所論集 第 19号） 

6-1 【直接影響・変化】 
6-1-а 彼はそのハエを殺した． 
aeʔ   do   en   loko-ko=eʔ        goeʔ10-ke-d-ko-a. 
3SG  TOP  that fly-PL=3SG:SBJ   kill-COMPL-TR-3PL:OBJ-IND 
「彼はそのハエを殺した」 
 
6-1-b 彼はその箱を壊した． 
aeʔ    do    en   baksa=eʔ       bagaɽao-ke-d-a. 
3SG   TOP   that  box=3SG:SBJ   break-COMPL-TR-IND 
「彼はその箱を壊した」 
 
6-1-с 彼はそのスープを温めた． 
aeʔ   do   en    jilu utu=ʔ              hoɳɖoeʔ-ke-d-a. 
3SG  TOP  that  meat curry=3SG:SBJ    heat-COMPL-TR-IND 
「彼はその肉のカレーを温めた」 
 
6-1-d 彼はそのハエを殺したが，死ななかった． 
aeʔ  do   en    loko-ko=eʔ       goeʔ-ke-d-ko-a                mendo  jetao   ka-ko         
3SG TOP  that  fly-PL=3SG:SBJ  kill-COMPL-TR-3PL:OBJ-IND  but     not.all  NEG-3PL:SBJ  
goeʔ-ja-n-a. 
die-INGR-INTR-IND 
「彼はそのハエたちを殺したが，一匹のハエも死ななかった」 
 

                                                        
10 goeʔは他動詞として目的語を取れば「殺す」の意味になり，自動詞として目的語を取れば「殺された」の意味で

はなく，「死ぬ」の意味を持つ． 
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6-2 【直接影響・無変化】 
6-2-а 彼はそのボールを蹴った． 
aeʔ  do   en    guli  pada-ke-d-a. 
3SG TOP  that  ball  kick-COMPL-TR-IND 
「彼はそのボールを蹴った」 
 
6-2-b 彼女は彼の足を蹴った． 
 故意に蹴る場合とうっかり蹴る場合で違いがある．「故意に蹴る」のは目的が「足」で無生物なので目

的語の人称が示されないが，「うっかり蹴る」のは目的が「彼」なので，三人称単数の人称が表示される． 
en   kuɽi  do    en  koɽa-aʔ    kaʈa=e         pada-ke-d-a. 
that girl   TOP   that boy-GEN  leg=3SG:SBJ   kick-COMPL-IND 
「その女はその男の足を（故意に）蹴った．」 
 
en   kuɽi  do   en    koɽa  kaʈa-re=ʔ            pada-ki-ʔ-i-a. 
that girl   TOP  that  boy  leg-LOC=3SG:SBJ   kick-COMPL-TR-3SG:OBJ-IND 
「その女はその男の足に（うっかり）蹴ってしまった」 
 
6-2-с 彼はその人にぶつかった（故意に）． 
aeʔ   do   en    hoɽo=e            ʈesa-ki-ʔ-i-a. 
3SG  TOP  that  person=3SG:SBJ   push-COMPL-TR-3SG:OBJ-IND 
「彼はその人に（故意に）ぶつかった」 
 
6-2-d 彼はその人とぶつかった（うっかり）． 
aeʔ  do   en   hoɽo=e           tuguɽi-ki-ʔ-i-a. 
3SG TOP  that person=3SG:SBJ  hit-COMPL-TR-3SG:OBJ-IND 
「彼はその人に（うっかり）当たってしまった」 
 
6-3 【知覚 2A vs. 2B】 
6-3-а あそこに人が数人見える． 
han-taʔ-re         bar-api  hoɽo-ko     menaʔ-ko-a. 
yonder-place-LOC  2-3     person-PL   COP-3PL:SBJ-IND 
「あそこに，2，3 人がいる」 
 
6-3-b 私はその家を見た． 
aɲ    en    oɽaʔ=ɲ           lel-aka-d-a. 
1SG  that  house=1SG:SBJ   see-CONT-TR-IND 
「私はその家を見た（ことがある）」 
 
aɲ    en    oɽaʔ=ɲ           lel-ke-d-a. 
1SG  that  house=1SG:SBJ   see-COMPL-TR-IND 
「私はその家を見た（ので，もう見に行かない）」 
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aɲ    en   oɽaʔ=ɲ           lel-la-ʔ-a. 
1SG  that  house=1SG:SBJ  see-ANT-TR-IND 
「私はその家をすでに見た（が，今はその家にはいない）」 
 
6-3-с 誰かが叫んだのが聞こえた． 
okoe  kakala-ja-d-a.          ena   ge=ɲ            ayum-ke-d-a. 
who   shout-INGR-TR-IND   that  EMPH=1SG:SBJ  hear-COMPL-TR-IND 
「誰かが叫んでいる．わたしはそれを聞いた」 
 
6-3-d 彼はその音を聞いた． 
aeʔ  do   en   saɽi ayum-ke-d-a. 
3SG TOP  that sound.hear-COMPL-TR-IND 
「彼はその音を聞いた」 
 
6-4 【（知覚 2A）発見・獲得・生産など】 
6-4-а 彼は（なくした）カギを見つけた． 
aeʔ    do    ad-ja-n-cabi=ʔ                 nam-ke-d-a. 
3SG   TOP   lost-INGR-INTR-key=3SG:SBJ   fIND-COMPL-TR-IND 
「彼はなくした鍵を見つけた」 
 
6-4-b 彼は椅子を作った． 
aeʔ    do   gaɳɖu=i         bai-ke-d-a. 
3SG   TOP  chair=3SG:SBJ   make-COMPL-TR-IND 
「彼は椅子を作った」 
 
6-5 【追及】 
6-5-а 彼はバスを待っている． 
aeʔ   do    bas=e          taŋgi-ta-n-a. 
3SG  TOP   bus=3SG:SBJ   wait-PROG-INTR-IND 
「彼はバスを待っている」 
 
6-5-b 私は彼が来るのを待っていた． 
aeʔ    hijuʔ-ta-n-a              mente   aeʔ=ɲ          taŋgi-ta-n-a. 
3SG   come-PROG-INTR-IND   because  3SG=1SG:SBJ  wait-PROG-INTR-IND 
「彼が来るのでわたしは彼を待っていた」 
 
6-5-с 彼は財布を探している． 
aeʔ    paisa=e            daɳa-ta-n-a. 
3SG   money=3SG:SBJ    search-PROG-INTR-IND 
「彼はお金を探している」 
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6-6 【知識１】 
6-6-а 彼はいろんなことをよく知っている． 
aeʔ   do   soben   leka-n         seɳa        bese   itu-a-n-a. 
3SG  TOP  all     like-ADJVLZ   knowledge  very   know-CIS-INTR-IND 
「彼はすべてのような知識をよく知っている」 
 
6-6-b 私はあの人を知っている． 
aɲ     en   hoɽo=ɲ           itu-an-a. 
1SG   that  person=1SG:SBJ   know-CIS-INTR-IND 
「わたしはその人を知っている」 
 
6-6-с 彼はロシア語ができる． 
aeʔ   hINDi=ʔ          jagar-daɽi-a. 
3SG  HINDi=3SG:SBJ   speak-be able-IND 
「彼はヒンディー語を話すことができる」 
 
6-7 【知識２】 
6-7-а あなたはきのう私が言ったことを覚えていますか？ 
aɲ     hola=ɲ              kaji-ke-d-kaji         do=m           ʈoor-ja-d-a ci. 
1SG   yesterday=1SG:SBJ   say-COMPL-TR-word  TOP=2SG:SBJ   remember-INGR-TR-IND Q 
「わたしが昨日言った言葉を君は覚えていますか」 
 
6-7-b 私は彼の電話番号を忘れてしまった． 
aɲ ay-aʔ        oɽaʔ=ɲ           riɽiŋ-ke-d-a. 
1SG 3SG-GEN  house=1SG:SBJ   forget-COMPL-TR-IND 
「わたしは彼の家を忘れてしまった」 
 
6-8 【感情１】 
6-8-а 母は子供たちを深く愛していた． 
eŋga-te     do    hon-ko    bese=ʔ           dulaɽa-ja-d-ko-a. 
mother-his   TOP   child-PL  very=3SG:SBJ    love-INGR-TR-3PL:OBJ-IND 
「彼の母は子供達をとても愛しています」 
 
6-8-b 私はバナナが好きだ． 
aɲ    do   kadal    bese=ɲ         suku-a. 
1SG  TOP  banana   very=1SG:SBJ  like-IND 
「わたしはバナナがとても好きだ」 
 
6-8-с 私はあの人が嫌いだ． 
aɲ    do   en   hoɽo    ka-ɲ            suku-a-i-a. 
1SG  TOP  that person  NEG-1SG:SBJ   like-BEN-3SG:OBJ-IND 
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「わたしはその人が好きじゃない」 
 
6-9 【感情２】 
6-9-a 私は靴が欲しい． 
aɲ    do    juta=ɲ          nam-ta-n-a. 
1SG  TOP   shoes=1SG:SBJ  get-PROG-INTR-IND 
「わたしは靴を得たい」 
 
6-9-b 今，彼にはお金が要る． 
naaʔ  do    aeʔ ʈaka=e            jarur-aka-n-a. 
now  TOP   3SG money=3SG:SBJ  need-CONT-INTR-IND 
「今，彼はお金を必要としている」 
 
6-10 【感情３】 
6-10-а （私の）母は（私の）弟がうそをついたのに怒っている． 
eŋga-ɲ      boko-ɲ      koɽa  hosoɽo-ki-ʔ-i-a                mente   eŋga-ɲ      bese=ʔ  
mother-my  younger-my boy  lie-COMPL-TR-3SG:OBJ-IND  because  mother-my  very=3SG:SBJ  
kis-ja-ʔ-i-a. 
angry-INGR-TR-3SG:OBJ-IND 
「わたしの母はわたしの弟が嘘をついたのでわたしの母はとても怒っている」 
 
6-10-b 彼は犬が怖い． 
aeʔ   do    seta-ko=eʔ        boro-a-ko-a. 
3SG  TOP   dog-PL=3SG:SBJ  fear-BEN-3PL:OBJ-IND 
「彼は犬たちを怖がっている」 
 
6-11 【関係１】 
6-11-а 彼は父親に似ている． 
aeʔ   do   apu-te     leka   lel-oʔ-a. 
3SG  TOP  father-his   like   see-PASS-IND 
「彼は彼の父親のように見える」 
 
6-11-b 海水は塩分を含んでいる． 
samundar-raʔ  daʔ    do     buluŋ-ge-a. 
sea-GEN      water  TOP    salt-EMPH-IND 
「海の水は塩っぽい」 
 
6-12 【関係２】 
6-12-а 私の弟は医者だ． 
aɲ-aʔ       boko-ɲ       koɽa  do=e           ɖakʈar-aka-n-a. 
1SG-GEN   younger-my  boy  TOP=3SG:SBJ   doctor-CONT-INTR-IND 
「わたしの弟は医者である」 
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6-12-b 私の弟は医者になった． 
aɲ-aʔ       boko-ɲ        koɽa do=e           ɖakʈar-ja-n-a. 
1SG-GEN   younger-my   boy TOP=3SG:SBJ   doctor-INGR-INTR-IND 
「わたしの弟は医者になった」 
 
6-13 【能力１】 
6-13-а 彼は車の運転ができる． 
aeʔ   do    gaɽi=ʔ         calao-daɽi-a. 
3SG  TOP   car=3SG:SBJ   drive-be able-IND 
「彼は車を運転することができる」 
 
6-13-b 彼は泳げる． 
aeʔ   do=e           oyar-daɽi-a. 
3SG  TOP=3SG:SBJ   swim-be.able-IND 
「彼は泳ぐことができる」 
 
6-14 【能力２】 
6-14-а 彼は話をするのが上手だ． 
aeʔ   do    bese   maja=e         jagar-a. 
3SG  TOP   very   well=3SG:SBJ   talk-IND 
「彼はとてもうまく話す」 
 
6-14-b 彼は走るのが苦手だ． 
aeʔ    do    bese   maja  nir   ka-eʔ           daɽi-a. 
3SG   TOP   very   well   run   NEG-3SG:SBJ   beable-IND 
「彼はうまく走ることができない」 
 
6-15 【移動】 
6-15-а 彼は学校に着いた． 
aeʔ    do    isukul-te=ʔ             tebaʔ-ke-d-a. 
3SG   TOP   school-ALL=3SG:SBJ    reach-COMPL-TR-IND 
「彼は学校に着いた」 
 
6-15-b 彼は道を渡った／横切った． 
aeʔ   do   saɳɖaka=e       parom-ke-d-a. 
3SG  TOP  road=3SG:SBJ   cross-COMPL-TR-IND 
「彼は道路を横切った」 
 
6-15-с 彼はこの道を通った． 
aeʔ    do    ne   hora=e          sen-ke-n-a. 
3SG   TOP   this  road=3SG:SBJ   go-COMPL-INTR-IND 
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「彼はこの道を行った」 
 
6-16 【感覚１】 
6-16-а 彼はお腹を空かしている． 
aeʔ   do    reŋged-ja-ʔ-i-a. 
3SG  TOP   hungry=INGR-TR-3SG:OBJ-IND 
「彼はお腹を空かしている」（経験者目的語構文） 
 
6-16-b 彼は喉が渇いている． 
aeʔ   do    daʔtetaŋ-ja-ʔ-i-a. 
3SG  TOP   water.thirsty-INGR-TR-3SG:OBJ-IND 
「彼は喉が渇いている」（経験者目的語構文） 
 
6-17 【感覚２】［完全な一項，もしくは０項の感覚述語である．］ 
6-17-а 私は寒い． 
rabaŋ-ja-ʔ-ɲ-a. 
cold-INGR-TR-1SG:OBJ-IND 
「（熱があって）わたしは寒い」(経験者目的語構文) 
rabaŋ-ta-n-a-ɲ. 
cold-PROG-INTR-IND-1SG:SBJ 
「（冬の寒いときに服をあんまり着ていないために）わたしは寒い」 
 
6-17-b 今日は寒い． 
tisiŋ    rabaŋ-ta-n-a. 
today   cold-PROG-INTR-IND 
「今日は寒い」 
tisiŋ    rabaŋ-ja-d-a-e11. 
today   cold-INGR-TR-IND-3SG:SBJ 
「今日は（風が吹いて）寒い」 
 
6-18 【（社会的）相互行為１】 
6-18-а 私は彼を手伝った／助けた． 
aɲ    do    aeʔ  ge=ɲ             deŋga-ki-ʔ-i-a. 
1SG  TOP   3SG EMPH=1SG:SBJ   help-COMPL-TR-3SG:OBJ-IND 
「わたしは彼を助けた」 
 
6-18-b 私は彼がそれを運ぶのを手伝った． 
aɲ    do   aeʔ    samaŋ    idi-naŋgen=ɲ        deŋga-ki-ʔ-i-a. 
1SG  TOP  3SG   luggage   bring-for=1SG:SBJ   help-COMPL-TR-3SG:OBJ-IND 
「わたしは彼が荷物を運ぶために，手助けした」 

                                                        
11 この有生名詞の人称接辞は風が吹いていて，風が吹く場合に三人称の接辞がつく 
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6-19 【（社会的）相互行為２（言語行動）】 
6-19-а 私はその理由を彼に聞いた． 
aɲ    canaʔ   mente    Soma=ɲ          kuli-ki-ʔ-i-a. 
1SG  what   because   Soma=1SG:SBJ   ask-COMPL-TR-3SG:OBJ-IND 
「わたしは何のためにとソマに聞いた」 
 
6-19-b 私はそのことを彼に話した． 
aɲ     en   jagar  Soma=ɲ         udub-aka-ʔ-i-a. 
1SG   that  talk   Soma=1SG:SBJ  inform-CONT-TR-3SG:OBJ-IND 
「わたしはその話をソマに話した」 
 
6-20 【再帰・相互】 
6-20-а 私は彼と会った． 
aɲ    Soma-loʔ=ɲ           na<pa>m-ja-n-a. 
1SG  Soma-COM=1SG:SBJ   meet.INFIX-INGR-INTR-IND 
「わたしはソマと会った」 
 
 
7.「連用修飾的複文」（語学研究所論集 第 20号） 

7-1 彼はいつも新聞を読みながらご飯を食べる． 
【同時動作】 
aeʔ  do    janau   peipar  paɽao-paɽao-te maɳɖi=ʔ       jom-ta-n-a. 
3SG TOP   always  paper   read-read-INS  food=3SG.SBJ  eat-PROG-INTR-IND 
「彼はいつも新聞を読んで読んで，ご飯を食べている」 
aeʔ  do   janau   peipar paɽao-ta-n-loʔ           maɳɖi=ʔ       jom-ta-n-a. 
3SG TOP  always  paper  read-PROG-INTR-COM  food=3SG.SBJ  eat-PROG-INTR-IND 
「彼はいつも新聞を読みつつ同時にご飯を食べている」 
 
7-2 （私は）昨日は時に家に帰って，少しテレビを見て（から），寝ました． 
【継起的動作・物語的連鎖】 
aɲ    hola      oɽaʔ-te      sen-ke-n-ate            modcokoiʔ TV  lel-ke-ate=ɲ  
1SG  yesterday  house-ALL  go-COMPL-INTR-ABL  little.while  TV  watch-COMPL-ABL=1SG.SBJ  
duɽum-ja-n-a. 
sleep-INGR-INTR-IND 
「わたしは昨日家に行ってから，少しテレビを見てから寝ました」 
 
7-3 （私は）昨日階段で転んで，ケガをしてしまった． 
【継起：理由】 
hola      siɽi-ate=ɲ            uyuʔ-ja-n-ci=ɲ               gao-ja-n-a. 
yesterday  stairs-ABL=1SG.SBJ  fall-INGR-INTR-Q=1SG.SBJ   injury-INGR-INTR-IND 
「わたしは昨日階段から落ちて，ケガをしてしまった」 
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7-4 今日も父は会社に行って，兄は大学に行った． 
【異主語】 
tisiŋ-o    apu-ɲ      do    opis-te=ʔ            senoʔ-ja-n-a.          
today-too  father-1SG TOP   office-ALL=3SG.SBJ go-INGR-INTR-IND.  
ad    dada-ɲ        do  kolej-te=ʔ              senoʔ-ja-n-a. 
and  brother-1SG   TOP college-ALL=3SG.SBJ   go-INGR-INTR-IND 
「今日も私の父は会社に行った．そしてわたしの兄は大学に行った」 
 
7-5 （あの人は）今日は帽子をかぶって歩いていた． 
【付帯状況】 
en   hoɽo    tisiŋ  do   ʈupi-ke-ate=ʔ                sen-baɽa-ta-n-a. 
that person  today TOP  hat-COMPL-ABL=3SG.SBJ    go-around-PROG-INTR-IND 
「その人は今日は帽子をかぶって歩き回っている」 
 
7-6 （私は）休みの日にはいつも本を読んだり，テレビを見たりしています． 
【並行動作】 
cuʈi    hulaŋ do   janao   kitab paɽao cae  TV=ɲ        lel-ta-n-a. 
holiday day  TOP  always  book read  or   TV=1SG.SBJ  watch-PROG-INTR-IND 
「わたしは休みの日はいつも本を読むか，テレビを見ています」 
 
7-7 時間がないから，急いで行こう． 
【理由・カラ】 
samae banoʔ   ena-te   sekeɽa-bu            senog-a. 
time   not.exist that-INS hurry=1PL.INCL.SBJ  go-IND 
「時間がない．そして急いで行こう」 
 
 普通は次のように mente を使うが，因果関係がはっきりしないときは mente がおかしく感じる．ムン

ダ人にとっては時間がないことと急ぐことの因果関係をあまり感じない． 
paesa   banoʔ-mente      ka-ɲ            sen-ja-n-a. 
money  not.exist-because  NEG-1SG.SBJ   go-INGR-INTR-IND 
「お金がないから，わたしは行かなかった」 
 
7-8 昨日は頭が痛かったので，いつもより早く寝ました． 
【理由・ノデ】 
hola     do    laga-te     sekeɽa=ɲ        duɽum-ja-n-a. 
yesterday TOP   tired-INS   early=1SG.SBJ   sleep-INGR-INTR-IND 
「昨日は疲れて，わたしは早く寝た」12  
 
 
                                                        
12 日本語の例文については，ムンダ人には頭が痛いと早く寝るという因果関係がよく理解できないらしく，「頭が痛

ければ寝れないはずだ」との指摘を受けた． 
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7-9 あの人は本を買いに行った． 
【趨向／移動の目的】 
en   hoɽo   do    kitab   kiriŋ-naŋgen=eʔ    senoʔ-ja-n-a. 
that person TOP   book   buy-for=3SG.SBJ   go-INGR-INTR-IND 
「その人は本を買うために出ていった」 
 
7-10 （彼は）外がよく見えるように窓を開けた． 
【目的・意図】 
masakal   bolo-ka-mente      kiɽiki=ʔ           niʔ-ke-d-a. 
light      enter-OPT-because   window=3SG.SBJ  open-COMPL-TR-IND 
「光が入ってほしいと，彼は窓を開けた」 
 
7-11 ここでは夏になると，よく雨が降ります． 
【恒常的条件】 
 上の例文は恒常的条件を示すが，下の例文は一般的な場合を示す． 
nere  do   jeʈe- siŋgi tebaʔ-ja-n-redo            bese=ʔ         gama-e-a. 
here  TOP  hot-day   reach-INGR-INTR-COND  very=3SG.SBJ  rain-E-IND 
「ここでは暑季になると，よく雨が降る」 
 
nere  do     jeʈe-siŋgi  tebaʔ-ja-n-ci          bese=ʔ         gama-e-a. 
here  TOP    hot-day   reach-INGR-INTR-Q  very=3SG.SBJ  rain-E-IND 
「ここでは暑季になれば，よく雨が降る」 
 
7-12 窓を開けると，冷たい風が入って来た． 
【確定条件・生起】 
 連続的動作とすると，Aspect Marker が重要である．最初の動作は完了相で，続く動作を始動相でしめ

す． 
kiɽiki    niʔ-ke-n-ci             tutukun hoyo   bolo-ja-n-a. 
window  open-COMPL-INTR-Q   cool    wind   enter-INGR-INTR-IND 
「窓を開けると，冷たい風が入ってきた」 
 
 条件節では主節では Aspect Marker を取れない． 
kiɽiki    niʔ-ja-n-redo              tutukun  hoyo  bolo-a. 
window  open-INGR-INTR-COND   cool     wind  enter-IND 
「窓を開けると，冷たい風が入るだろう」 
 
7-13 坂を上ると，海が見えた． 
【確定条件・発見】 
ra<na>kab   rakab-ja-n-ci          buru      lel-oʔ-ta-n-a. 
rise.NMLZ  go.up-INGR-INTR-Q  mountain  see-PASS-PROG-INTR-IND 
「坂を上ると，山が見えている」（ra<na>kab は rakab「のぼる」の派生形で，接中辞-nV-は名詞化） 
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 条件節では Aspect Marker を取れない． 
ra<na>kab    rakab-ja-n-redo             buru      lel-oʔ-a. 
rise.NMLZ   go.up-INGR-INTR-COND   mountain  see-PASS-IND 
「坂を上ったら山が見える」 
 
7-14 明日雨が降ったら，私はそこに行かない． 
【仮定条件】 
 もっとも default で一般的な条件文である．この文で現れる形式が他の文での形式を見る基準となる． 
gapa       gama-ja-n-redo           am-taʔ     ka-ɲ           sen-a. 
tomorrow  rain-INGR-INTR-COND  2SG-place  NEG-1SG.SBJ  go-IND 
「明日雨が降ったら，わたしはお前の所に行かない」 
 
7-15 もっと早く起きればよかったなあ． 
【反実仮想】 
 上の例文では-redo ・・・honaŋを受ける tera が必要だが，下の例文ではすでに人々が出ていった後と

いったような事実が条件となっている場合を示している． 
sekeɽa   birid-ja-n-redo             honaŋ   buru     senoʔ-tera. 
early    get.up-INGR-INTR-COND  SBJV    festival  go-SBJV 
「もっと早く起きていたら，祭りに行っていたのに」 
 
sekeɽa   birid-ja-n-re           honaŋ. 
early    get up-INGR-INTR-Q   SBJV 
「もっと早く起きていたらなあ」 
 
7-16 あんなところへ行かなければよかった． 
【反実仮想・前件否定】 
 7-15 と同様で，上は条件を受ける文が必要で，下はコンテキストによっては必要とされない． 
en-taʔ    do    ka    sen-ja-n-redo            honaŋ   bes-ja-n-tera. 
that-place TOP   NEG  go-INGR-INTR-COND   SBJV    good-INGR-INTR-SBJV 
「その場所には行かなかったらよかったのに」 
  
en-taʔ    do    ka    sen-ja-n-re         honaŋ. 
that-place TOP   NEG  go-INGR-INTR-Q  SBJV 
「その場所には行かなかったらなあ」 
 
7-17 １に１を足せば，２になる． 
【一般的真理】 
 二つの例文とも可能だが，上の方がよいと感じるという． 
miyad-re   moyod   jama-ja-n-redo          baria   bai-oʔ-a. 
one-LOC   one    add-INGR-INTR-COND   two    make-PASS-IND 
「1 に 1 を足せば 2 になる」 
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miyad-re   moyod   jama-ja-n-re         baria   bai-oʔ-a. 
one-LOC   one     add-INGR-INTR-Q   two    make-PASS-IND 
「1 に 1 を足せば 2 になる」 
 
7-18 駅に着いたら電話をしてください． 
【仮定条件＋働きかけのモダリティ】 
ranci    tebaʔ-ja-n-re            pon-e-me. 
Ranchi   reach-INGR-INTR-LOC  phone-E-2SG:IMP 
「（ラーンチーに向かう途中で電話を掛けている時に）ラーンチーに着いたら電話くれ」 
 
ranci     tebaʔ-ke-ate          pon-e-me. 
Ranchi    reach-COMPL-ABL   phone-E-2SG:IMP 
「（これからラーンチーに向かう時に）ラーンチーに着いたら電話くれ」 
 
7-19 日曜日になったら，みんなで公園に行きたいなあ． 
【仮定条件＋願望】 
 「行きたいなあ」は経験者目的語構文になる． 
etwar    hulaŋ   hijuʔ-redo     soben-ko-loʔ   muɳɖu-buru-te       senoʔ-mone-ja-ʔ-ɲ-a. 
Sunday  day     come-COND  all-PL-COM   Mundu-festival-ALL  go-want-INGR-TR-1SG.OBJ-IND 
「日曜日がきたら，みんなでムンドゥ祭りに，わたしは行きたいな」 
 
7-20 明日雨が降ったら困るなあ． 
【心配】 
 上の例文は仮定の意味が強く，下の文は「雨が降れば」必ず困ることを意味する． 
gapa       gama-ja-n-redo          bese   balae-oʔ-a. 
tomorrow  rain-INGR-INTR-COND very   trouble-PASS-IND 
「明日雨が降ったらとても困る」 
 
gapa        gama-ja-n-re           bese   balae-oʔ-a. 
tomorrow   rain-INGR-INTR-LOC  very   trouble-PASS-IND 
「明日雨が降ったらとても困る」 
 
7-21 家に来るなら，電話をしてから来てください． 
【時間的前後関係に則していないナラ条件文】 
 上の例文は仮定の意味が強く，下の例文は「来ることが決まれば」の意味を持つ． 
oɽaʔ-te=m            hijuʔ-redo      pon-ke-ate            hijuʔ-me. 
house-ALL=2SG.SBJ  come-COND   phone-COMPL-ABL   come-2SG:IMP 
「（もしも）君が家に来るなら，電話してから来て下さい」 
 
oɽaʔ-te=m             hijuʔ-re      pon-ke-ate            hijuʔ-me. 
house-ALL=2SG.SBJ   come-LOC   phone-COMPL-ABL   come-2SG:IMP 
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「（すでに他に出かけていて）君が家に来るなら，電話してから来て下さい」 
 
7-22 （もうすぐベルが鳴るので）鳴ったら，教えてください． 
【予想を伴った条件文】 
gaɳʈi   saɽi-ja-n-redo              udub-a-ɲ-me. 
bell    sound-INGR-INTR-COND   teach-BEN-1SG.OBJ-2SG:IMP 
「ベルが鳴ったら教えて下さい」 
 
7-23 （もしかしたらベルが鳴るかもしれないので）もし鳴ったら，教えてください． 
【予想を伴わない条件文】 
judi   gaɳʈi  saɽi-ja-n-redo               udub-a-ɲ-me. 
if     bell   sound-INGR-INTR-COND    teach-BEN-1SG.OBJ-2SG:IMP 
「もしベルが鳴れば教えて下さい」 
 
7-24 働かざるもの食うべからず．／働かない者は，食べるべきではない． 
【相関構文】 
ka     kami-ko   do    alo         ka-ko      jom-ka. 
NEG  work-PL  TOP   NEG.OPT   NEG-PL   eat-OPT 
「仕事しない人は食べるべきではない」 
 
7-25 もう少しお金があったらなあ． 
【言いさし・願望】 
modcokoiʔ  paisa    menaʔ-redo    honaŋ. 
little        money   COP-COND   SBJV 
「もう少しお金があればなあ」 
 
7-26 これも食べたら？ 
【言いさし・提案】 
nea-o     jom-leka-le-m. 
this-too   eat-try-ANT-2SG:IMP 
「これも食べてみたら？」（命令形が使われているが，これで提案を表す） 
 
7-27 （やりたいなら自分の）好きなようにやれば？ 
【言いさし・つき放し】 
am-aʔ      suku. 
2SG-GEN   like 
「お前の好きなように」 
 
7-28 このコップは落としても割れない． 
【仮定的な逆接】 
ne    gilas  do    uyuʔ-ja-n-re-o            ka     rapud-oʔ-a. 
this  glass TOP   fall-INGR-INTR-LOC-too NEG   break-PASS-IND 
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「このコップは落としても割れない」 
 
7-29 このリンゴは高かったのに，ちっとも甘くない． 
【アクチュアルな逆接】 
ne    uli     do     gonoŋ     ge       taiken-a.        mendo  jeta ka    herem-a. 
this  mango  TOP    expensive  EMPH   COP.PAST-IND  but     any NEG  sweet-IND 
「このマンゴーは高かったが，ちっとも甘くない」 
 
7-30 彼の家に行ってみたけれども，彼はいなかった． 
【逆接３】 
ay-aʔ       oɽaʔ-te=ɲ             sen-ke-n-a.               
3SG-GEN   house-ALL=1SG.SBJ  go-COMPL-INTR-IND    
mendo  aeʔ   do   ka-e            taiken-a. 
but     3SG  TOP  NEG-3SG.SBJ   COP.PAST-IND 
「わたしは彼の家に行ったけど，彼はいなかった」 
 
7-31 あの人が来るまで，私はここで待っています． 
【時間的期限[1]】 
en   hoɽo     hijuʔ-jaked nere=ɲ         taŋgi-i-a. 
that person   come-until  here=1SG.SBJ  wait-E-IND 
「その人が来るまで，わたしはここで待っています」 
 
7-32 あの人が来るまでに，食事を作っておきますよ． 
【時間的期限[2]】 
en   hoɽo     hijuʔ-jaked   maɳɖi=le              bai-a. 
that person   come-until    food=3PL.EXCL.SBJ   make-IND 
「その人が来るまでに，私たちは食事を作ります」 
 
 
8.「情報構造と名詞述語文」（語学研究所論集 第 21号） 

8-1 えっ，A（固有名詞）が来たの？／いや，Aじゃなくて B が来たんだ． 
【対比焦点（主語）】 
Soma  hijuʔ-le-n-a           ci?  ka, Soma do   ka    Sanika ge=ʔ            hijuʔ-le-n-a. 
Soma  come-ANT-INTR-IND Q.  No Soma TOP  NEG Sanika EMPH=3SG.SBJ  come-ANT-INTR-IND 
「ソマが来たのか．いいえ，ソマじゃなくて，サニカが来た」 
 
8-2 誰が来たの？／A が来たよ． 
【WH焦点（主語）・WH応答焦点（主語）】 
okoe hijuʔ-le-n-a.              Soma  ge=ʔ             hijuʔ-le-n-a. 
who  come-ANT-INTR-IND.     Soma  EMPH=3SG.SBJ   come-ANT-INTR-IND 
「誰が来たか．ソマが来た」 
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8-3 A のほうが大きいんじゃないの？／いや，Aじゃなくて，B のほうが大きいんだよ． 
【YesNo疑問・形容詞述語応答焦点】 
Sanika ge      maraŋ13-ge-a    ci?   ka,  Sanika do   ka,    Soma  ge      maraŋ-ge-a. 
Sanika EMPH   big-EMPH-IND Q    No, Sanika TOP  NEG,  Soma  EMPH   big-EMPH-IND 
「サニカが大きいか．いいえ，サニカじゃない，ソマが大きい」 
 
8-4 （電話で）どうしたの？／うん，今，お客さんが来たんだ． 
【文焦点（自動詞文）】 
cana  hoba-oʔ-ta-n-a?                     naaʔ do    kupul-ko   hijuʔ-ja-n-a. 
what happen-PASS-PROG-INTR-IND       now TOP   guest-PL   come-INGR-INTR-IND 
「何か起こっているの．今お客達が来たんだ」 
 
8-5 あの子供が A を叩いたんだって!?／いや，Aじゃなくて，B を叩いたんだよ． 
【対比焦点（目的語）】 
en    hon  ge      Soma=e         dal-ki-ʔ-i-a                    ci.    ka,  Soma do   ka,    
that  child EMPH  Soma=3SG.SBJ  strike-COMPL-TR-3SG.OBJ-IND Q     No  Soma TOP  NEG,  
Sanika ge=ʔ             dal-ki-ʔ-i-a. 
Sanika EMPH=3SG.SBJ   strike-COMPL-TR-3SG.OBJ-IND 
「その子がソマを叩いたのか．いいえ，ソマではなく，サニカを叩いた」 
 
8-6 赤い袋と青い袋があるけど，どっちを買うの？／（私は）青い袋を買うよ． 
【対比焦点（目的語，特に「どっち」という対比的な疑問語の場合）】 
araʔ  sono   puɳɖi   sono  menaʔ.    okoa=m          kiriŋ-i-a    ci.   aɲ  do    araʔ-te-aʔ. 
red   shirt   white   shirt  COP     which=2SG.SBJ   buy-E-IND Q.   1SG TOP   red-INS-GEN 
「赤いシャツと白いシャツがある．君はどちらを買うのか．赤いの」 
 
8-7 A はどこですか？／A は朝からどっかへでかけたよ． 
【述語焦点】 
Soma do   kota-re       menaʔ-i-a?          Soma do    setag-ate       ko-te=ʔ  
Soma TOP  where-LOC   COP-3SG.SBJ-IND   Soma TOP   morning-ABL   where-ALL=3SG.SBJ  
senoʔ-ja-n-a. 
go-INGR-INTR-IND 
「ソマはどこにいますか．ソマは朝からどこかへ行ってしまった」 
 
8-8 （あの子供は）誰を叩いたの？／（あの子供は）自分の弟を叩いたんだ． 
【WH焦点（目的語）・WH応答焦点（目的語）】 
en   hon  do   okoe=ʔ        dal-ki-ʔ-i-a?                     en  hon  do   ay-aʔ      boko-te  
that child TOP  who=3SG.SBJ  strike-COMPL-TR-3SG.OBJ-IND   that child TOP  3SG-GEN  younger-his  
 

                                                        
13 maraŋは大小の大を指すが，年齢の上下での上も指す． 
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koɽa=e         dal-ki-ʔ-i-a. 
boy=3SG.SBJ   strike-COMPL-TR-3SG.OBJ-IND 
「その子は誰が叩いたのか．その子はその子の弟を叩いた」 
 
8-9 （電話で）どうしたの）？／うん，A が（自分の）弟を叩いたんだ． 
【文焦点（他動詞文）】 
cana   hoba-oʔ-ta-n-a?                   Soma  ge     ay-aʔ      boko-te      koɽa=e 
what  happen-PASS-PROG-INTR-IND     Soma  EMPH  3SG-GEN  younger-his   boy=3SG.SBJ  
dal-ki-ʔ-i-a. 
strike-COMPL-TR-3SG.OBJ-IND 
「何か起こっているの．ソマが彼の弟を叩いた．」 
 
8-10 あのケーキ，どうした？／（ああ，あれは）A が食べちゃったよ． 
【目的語主題化，主題（目的語）の継続性 いわゆる pro-drop 言語の可能性】 
en    miʈai  cika-ja-n-a.               Soma  ge=ʔ             jom-ke-d-a. 
that  sweet  what-INGR-INTR-IND.    Soma  EMPH=3SG.SBJ   eat-COMPL-TR-IND 
「あのケーキどうしたか．ソマが食べちゃった」 
 
8-11 私が昨日お店から買ってきたのはこの本だ． 
【分裂文】 
aɲ    hola       dukan-ate  kiriŋ-au-ke-d-a             do   nea   kitab ge. 
1SG  yesterday   shop-ABL  buy-bring-COMPL-TR-IND  TOP  this  book EMPH 
「わたしが昨日お店から買って持ってきたのはこの本だ」 
 
8-12 あの人は先生だ．この学校でもう長年働いている． 
【措定文 主題（名詞述語文の主語）の継続性 いわゆる pro-drop 言語の可能性】 
en   hoɽo   do   mastar  tan-iʔ.      ne   isukul-re    bese  sirma-ate=ʔ          menaʔ-i-a. 
that person TOP  teacher  COP-3SG.   this  school-LOC very  year-ABL=3SG.SBJ  COP-3SG-IND 
「その人は先生です．この学校にずいぶん前からいます」 
 
8-13 彼のお父さんは，あの人だ． 
【倒置同定文】 
ay-aʔ      apu-te    do   en    hoɽo    ge.  
3SG-GEN  father-his  TOP  that  person  EMPH 
「彼のお父さんはその人だ」 
 
8-14 あの人が彼のお父さんだ． 
【同定文】 
en   hoɽo    ge     ay-aʔ      apu-te. 
that person  EMPH  3SG-GEN  father-his 
「その人が彼のお父さんだ」 
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8-15 あさってっていうのはね，明日の次の日のことだよ． 
【定義文】 
miyaŋ              do   gapa-re-aʔ            gapa      ge. 
the.day.after.tomorrow TOP  tomorrow-LOC-GEN  tomorrow EMPH 
「明後日は明日の明日だ」 
 
8-16 （何人かで入った喫茶店で注文を聞かれて）私はコーヒーだ． 
【ウナギ文】 
aɲ   do    sim     jilu    am  do   dali. 
1SG TOP   chicken  meat  2SG TOP  dal 
「わたしは鶏肉，お前はダル（豆スープ）」 
 
8-17 ［（注文した数人分のお茶が運ばれてきて）どなたがコーヒーですか？との問いに］コーヒーは私

だ． 
【逆行ウナギ文】 
sim     jilu   do    aɲ. 
chicken  meat TOP   1SG 
「鶏肉はわたしだ」 
 
8-18 その新しくて厚い本は（値段が）高い． 
【形容詞述語文 修飾・並列・述語】 
en   nawa  moʈo  kitab do    gonoŋ-ge-a. 
that new   thick  book TOP   expensive-EMPH-IND 
「その新しい厚い本は値段が高い」 
 
8-19 （砂糖入れを開けて）あっ，砂糖が無くなっているよ！ 
【意外性（mirativity）】 
auʔ,   buluŋ   caba-ja-n-a. 
INTJ  salt     run.out-INGR-INTR-IND 
「あっ，塩がなくなっちゃった」 
 
8-20 午後，誰かに会うはずだったなあ．誰だったっけ？ あっ，そうだ，～君だったな． 
【思い出し】 
gapa      okoe-loʔ   na<pa>m-taiken-a.             okoe-ca?  auʔ,    Sanika-loʔ . 
tomorrow who-COM meet.INFIX-COP.PAST-IND    who-or    INTJ,   Sanika-COM 
「明日，誰かと会うはずだった．誰だったっけ．そうだ，サニカとだった」 
 
 
9.「情報標示の諸要素」（語学研究所論集 第 22号） 

9-1 この土地は野菜がよく育つ．だから高い値段で売れるだろう． 
【統語的に動詞の必須項ではない名詞の統語的軸項としての機能】 
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ne    ote   maja aɽaʔ-sakam    hoba-oʔ-a.        ena-mente    ote  do    gonoŋ-te   akiɽiŋ-oʔ-a. 
this  land  very  vegetable-leaf  grow-PASS-IND  that-because  land TOP   cost-INS   sell=PASS-IND 
「この土地は野菜(山菜・葉)が好く育つ．だから高い値段で売れるだろう」 
 
9-2 私は頭が痛い．だから今日は休む． 
【話し手のなわ張り内・聞き手のなわ張り外，統語的軸項としての機能】 
booʔ  hasu-ja-ʔ-ɲ-a.                 ena-mente   tisiŋ   ka-ɲ           kami-i-a. 
nead   ache-INGR-TR-1SG.OBJ-IND.  that-because today  NEG-1SG.SBJ  work-E-IND 
「私は頭が痛い．だから今日は仕事しない」 
 
9-3 あの人だけ，時間通りに来た． 
【限定】 
en   hoɽo   baari  samae-re=ʔ           hijuʔ-ja-n-a. 
that person only   time-LOC=3SG.SBJ   come-INDR-INTR-IND 
「その人だけ時間通りに来た」 
 
9-4 これはここでしか買えない． 
【限定・否定との共起】 
nea  do   ne-re       baari=ʔ        kiriŋ-daɽi-a. 
this TOP  this-LOC    only=3SG.SBJ  buy-be able-IND 
「これはここでだけ買うことができる」 
 
9-5 その家にいたのは子供ばかりだった． 
【限定・多数】 
en   oɽaʔ-re       tain-ta-n-ko           do   hon-ko    bairi-ge-a. 
that house-LOC   live-PROG-INTR-3PL TOP  child-PL  only-EMPH-IND 
「その家に住んでいる人たちは子供ばかりです」 
 
en   oɽaʔ-re      tain-ke-n-ko           do    hon-ko    bairi-taiken-a. 
that house-LOC  live-COMPL-INTR-3PL TOP   child-PL  only-COP.PAST-IND14 
「その家に住んでいた人たちは子供ばかりだった」 
 
9-6 次回こそ，失敗しないようにしよう． 
【限定・強調】 
neskan15  do    ka-ɲ            galti-i-a. 
this.time  TOP   NEG-1SG.SBJ   mistake-E-IND 
「今度こそ私は失敗しない」 
 
 

                                                        
 
15 neskan の分析は ne- は明らかに「これ，この」を kan は「ような」を指すが，-s-がよくわからない．なお，en-kan
は「そのような」となる． 
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9-7 疲れたね，お茶でも飲もう． 
【反限定・例示】 
laga-ja-n-a-bu.                 ca=bu       nuu-le-a. 
tires-INGR-INTR-IND-1PL.SBJ  tea=1PL.SBJ  drink-ANT-IND 
「私たちは疲れた．お茶を飲みましょう」 
 
9-8 水さえあれば，数日間は大丈夫だ． 
【極端・意外】 
daʔ   baari  menaʔ-redo   atauri  calao-a. 
water only   COP-COND  week  go-IND 
「水だけあれば 1週間やれる」 
 
9-9 小さい子供まで，その仕事の手伝いをさせられた． 
【極端・意外】 
hu<pu>ɽiŋ16  hon-ko    raʈi     en    kami-re     deŋga-rika-ke-d-ko-a. 
small.INFIX  child-PL  though  that  work-LOC  help-CAUS-COMPL-TR-3PL.OBJ-IND 
「小さい子にもかかわらず，その仕事を手伝わせた」 
 
9-10 私はお金なんか欲しくない． 
【反極端・低評価】 
aɲ    paisa   do    ka-ɲ            jaruɽu-aka-n-a. 
1SG  money  TOP   NEG-1SG.SBJ   need-CONT-INTR-IND 
「わたしはお金を必要としない」 
 
9-11 自分の部屋ぐらい，自分できれいにしなさい． 
【反極端・最低限】 
apan   oɽaʔ   do    apan-te    sapa-e-me. 
self   house  TOP   self-INS   clean-E-2SG.IMP 
「自分の家は自分できれいにしなさい」 
 
9-12 私にもちょうだい． 
【類似・累加】 
aɲ-o      om-a-ɲ-me. 
1SG-too  give-BEN-1SG.OBJ-2SG.IMP 
「私にもください」 
 
9-13 お父さんもう帰って来たね．お母さんは？ 
【反類似・対比（疑問）】 
apu-m     do   hijuʔ-ja-n-a.              eŋga-m     do. 
father-2SG TOP  come-INGR-INTR-IND.    mother-2SG TOP 

                                                        
16 infix <pV>は動詞に付くと「お互いに～する」と相互形を形成するが，形容詞に付くと「とても」と強調を示す． 
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「あなたのお父さんは帰ってきた．お母さんは」 
 
9-14 誰か（が）電話してきたよ． 
【特定未知（specific  unknown）】 
okoy-aʔ     pone   hijuʔ-le-n-a. 
who-GEN   phone  come-ANT-INTR-IND 
「誰かの電話がきたよ」 
 
9-15 誰かに聞いてみよう． 
【非現実不特定（irrealis non-specific）】 
okoe=bu            kuli-li-ʔ-a. 
who=1PL.INCL.SBJ  ask-ANT-TR-IND 
「（私たちは）誰か(単数)に聞いてみよう」 
 
okoe-ta-ko=bu               kuli-le-ko-a. 
who-about-PL=1PL.INCL.SBJ  ask-ANT-3PL.OBJ-IND 
「(私たちは)誰かたち（複数）に聞いてみよう」 
 
9-16 私のいない間に誰か来た？ 
【疑問（question）】 
aɲ    ka-ɲ           tai-ke-n-re                okoe  hijuʔ-le-n-a            ci. 
1SG  NEG-1SG.SBJ  live-COMPL-INTR-LOC   who   come-ANT-INTR-IND  Q 
「私はいないとき誰かが来たのか」 
 
9-17 誰か来たら，私に教えてください． 
【条件節内（conditional）】 
jae      hijuʔ-re      udub-a-ɲ-me. 
anyone   come-LOC   inform-BEN-1SG.OBJ-2SG.IMP 
「誰かが来たら，私に知らせて下さい」 
 
9-18 今日は誰も来るとは思わない．／今日は誰も来ないと思う． 
【間接（全部）否定（INDirect negation）】 
tisiŋ  do    jae      hijug-a     men-e-a     do    ka-ɲ            uɽuʔ-ta-n-a. 
today TOP   anyone  come-IND  say-E-IND  TOP   NEG-1SG.SBJ   think-PROG-INTR-IND 
「今日は誰かがくるということはわたしは思っていない」 
 
tisiŋ  do   jeta-o       ka-ko           hijug-a      mente=ɲ           uɽuʔ-ta-n-a. 
today TOP  anyone-too  NEG-3PL.SBJ   come-IND   because=1SG.SBJ   think-PROG-INTR-IND 
「今日は誰もこないとわたしは思っている」 
 
9-19 そこには今誰もいないよ． 
【直接（全部）否定（direct negation）】 
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en-re      naaʔ  do    jeta-e    ka-ko           tain-ta-n-a. 
that-LOC   now  TOP   anyone  NEG-3PL.SBJ   live-PROG-INTR-IND 
「そこに今は誰も住んでいない」 
 
9-20 （それは）誰でもできる． 
【自由選択（free-choice）】 
ena  do    jae     ge=ko           daɽi-a. 
that TOP   anyone  EMPH=3PL.SBJ  be. able-IND 
「それは誰でもできる」 
 
9-21 そんなこと（は），みんな知っているんじゃないか!? 
【自由選択を示す「みんな」】 
ena  do    soben=ko    itu-a-n-a              jaaʔ. 
that TOP   all=3PL.SBJ  know-CIS-INTR-IND   perhaps 
「それはみんながたぶん知っているだろう」 
 
9-22 そんなもの，誰が買うんだよ!? 誰も買うわけないじゃないか！ 
【反語】 
ena   do   okoe  kiriŋ-a.       jeta-e-o        ka-ko           kiriŋ-a. 
that  TOP  who   buy-IND.     anyone-E-too   NEG-3PL.SBJ   buy-IND 
「それは誰が買う．誰も買わない」 
 
9-23 君は英語がうまいね． 
【話し手のなわ張り内・聞き手のなわ張り内】 
am   do    diku    jagar  maja=m         jagar-e-a. 
2SG  TOP   HINDi  talk   good=2SG.SBJ   talk-E-IND 
「君はヒンディー語をうまくしゃべる」 
 
9-24 君は退屈そうだね． 
【話し手のなわ張り外・聞き手のなわ張り内】 
am   do=m           dub-hape17-aka-n-a. 
2SG  TOP=2SG.SBJ   sit-silent-CONT-INTR-IND 
「君は静かに座っている」 
 
9-25 明日も寒いらしいよ． 
【話し手のなわ張り外・聞き手のなわ張り外】 
gapa-o         rabaŋ-ge-a         jaaʔ. 
tomorrow-too   cold-EMPH-IND   perhaps 
「明日もたぶん寒い」 
 

                                                        
17 「退屈」を表す表現がないので，dub-hape「座って黙っている」と表現した． 
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10.「否定，形容詞と連体修飾複文」（語学研究所論集 第 23号） 

10-1 これは私の本ではない． 
［名詞述語文／コピュラ文の否定］ 
nea  do    aɲ-aʔ      kitab  ka-ta-n-a. 
this TOP   1SG-GEN  book  NEG-PROG-INTR-IND 
「これは私の本ではない」 
 
10-2 この部屋には椅子がない． 
［存在文の否定］ 
ne   oɽaʔ-re      kursi  banoʔ18. 
this house-LOC  chair  COP.NEG 
「この家(部屋)には椅子がない」 
 
10-3 この部屋には一つも椅子がない． 
［全部否定・モノ］ 
ne   oɽaʔ-re      moyod-o  kursi banoʔ. 
this house-LOC  one-too   chair COP.NEG 
「この家(部屋)には一つも椅子がない」 
 
10-4 その部屋には誰もいない． 
［全部否定・ヒト］ 
ne    oɽaʔ-re      jeta-o        baŋ-ko-a19. 
this  house-LOC  anyone-too   COP.NEG-3PL-IND 
「この家(部屋)には誰もいない」 
 
10-5 その本はこの部屋にない． 
［所在文の否定］ 
en    kitab do   ne  oɽaʔ-re      banoʔ. 
that  book TOP  this house-LOC  COP.NEG 
「その本はこの家にない」 
 
10-6 この犬は大きくない． 
［形容詞文の否定］ 
ne   seta do   maraŋ  baŋgaiʔ-i-a. 
this dog TOP  big     COP.NEG 
「この犬は大きくない」 
 

                                                        
18 menaʔが存在のコピュラなのに対して，banoʔがその否定形である． 
19 無生名詞では banoʔだが，有生名詞では人称が標示されて baŋ-ko-a となる． 
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 ムンダ語は形容詞と動詞の区別がつきにくく20，次の文だと「大きくならない=成長しない」の意味に

なる． 
ne   seta do   ka-e           maraŋ-a. 
this dog TOP  NEG-3SG.SBJ  grow-IND 
「この犬は成長しない」 
 
10-7 この犬はあまり大きくない． 
［形容詞文の部分否定］ 
ne   seta  do   imunuŋ    ma<pa>raŋ   baŋgaiʔ-i-a. 
this dog  TOP  that.much  very.big      COP.NEG 
「この犬はそれほど大きくはない」 
 この接中辞-pV-(V=Vowel)は動詞につくと，相互動詞語幹を形成するが形容詞がこの接中辞をとると

「とても～」の意味を持つ21． 
 
10-8 この犬はあの犬より大きい． 
［比較級］ 
ne   seta do   en   seta-ate    maraŋ-ge-a. 
this dog TOP  that dog-ABL   big-EMPH-IND 
「この犬はその犬より大きい」 
 
10-9 この犬がその犬たちの中で一番大きい． 
［最上級］ 
ne   seta  do   seta-ko-tala-re         maraŋ-utar22-ge-a. 
this dog  TOP  dog-PL-among-LOC   very.big-completely-EMPH-IND 
「この犬は犬たちの中で一番大きい」 
 
10-10 今日はあの人は来ない． 
［自動詞文の否定］ 
tisiŋ  do    en   hoɽo   do    ka-e           hijuʔ-a. 
today TOP   that  person TOP   NEG-3SG.SBJ  come-IND 
「今日はその人は来ない」 
 
10-11 あの人はその本を持って行かなかった． 
［他動詞文の否定］ 
en   hoɽo    do    en   kitab ka-e           idi-ke-d-a. 
that person  TOP   that book NEG-3SG.SBJ  bring-COPL-TR-IND 
「その人はその本を持って行かなかった」 
 
 

                                                        
20 この点については，Evans and Osada (2007)を参照せよ． 
21 Osada (2008) では，その接中辞の意味の相違を形容詞と動詞の区別としている． 
22 ムンダ語には動詞の後に来る強調辞(単独では動詞にならない）があり，その-utar- で一番大きいを示す． 
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10-12 全ての学生が参加しなかった．／学生は全員参加しなかった． 
［数量の全部否定］ 
student-ko   jetae-o        ka-ko          hijuʔ-le-n-a. 
student-PL  anyone-too    NEG-3PL.SBJ  come-ANT-INTR-IND 
「学生たちは誰も来なかった」 
 
10-13 全ての学生が参加したわけではない． 
［数量の部分否定］ 
soben  student     do   ka-ko           hijuʔ-le-n-a. 
all    student-PL TOP  NEG-3PL.SBJ   come-ANT-INTR-IND 
「すべての学生たちが来たわけではない」 
 
10-14 （私は買わなかった．しかし，決して）値段が高いというわけではない． 
［文の否定］ 
gonoŋ-ge-a            men-e-a     do   ka. 
expensive-EMPH-IND  say-E-IND  TOP  NEG 
「値段が高いというわけではない」 
 
10-15 走るな！ 
［禁止］ 
alo-m       nir-e-a. 
PROH-2SG  run-IND 
「走るな」 
 禁止は文頭に alo-と二人称による形式を置く． 
 
10-16 大きな声を出すな！ 
［他動詞文の禁止］ 
alo-pe      kakala-i-a. 
PROH-2PL  shout-E-IND 
「お前たち叫ぶな」23 
 
10-17 明日は雨は降らないだろう． 
［推量の否定］ 
gapa      do    ka-e       gama-i-a24. 
tomorrow TOP   NEG-3SG  rain-E-IND 
「明日は雨は降らないだろう」 
 
 

                                                        
23 声を潜めてしゃべる人が少なく，普通に大きな声を出している人には「叫ぶな」というしかない．「大きな声を出

すな」というのは日本の文化であるのかもしれない． 
24 gama「雨が降る」は必ず有生名詞単数を主語として人称標示する． 
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10-18 あの人に聞こえないように，小さな声で話してくれ． 
［目的節の否定］ 
en    hoɽo  alo-ka-e        ayum-e  ka    mente  hayam-hayam  jagar-e-me. 
that person OPT-NEG-3SG hear     OPT  QUOT  murmur       talk-E-2SG.IMP 
「その人が聞かないようにと，ひそひそと話せ」 
 ka が希求法をあらわし，その否定が冒頭に alo-ka-をつける． 
 
10-19 私はあなたを怒らせようと思ってそう言ったんじゃない． 
［否定のスコープの調節］ 
am   kis-rika      naŋgen   do    ka-ɲ           kaji-a-m-ta-n-a. 
2SG  angry-cause  for      TOP   NEG-1SG.SBJ  tell-BEN-2SG-PROG-INTR-IND 
「あなたを怒らせるために，わたしはあなたに言ったんじゃない」 
 
10-20 私が昨日買ってきた本はどこ（にある）？ 
［内の関係の連体修飾節・目的語］ 
aɲ    hola      kiriŋ-ke-d-kitab        kota-re      menaʔ. 
1SG  yesterday  buy-COMPL-TR-book  where-LOC  COP 
「私が昨日買ってきた本はどこにあるのか」 
 
10-21 その本を持って来た人は誰（か）？ 
［内の関係の連体修飾節・主語］ 
en   kitab  au-ke-d-hoɽo             okoe  tan25-iʔ. 
that book  bring-COMPL-TR-person  who   COP-3SG.SBJ 
「その本を持ってきた人は誰か」 
 
10-22 この部屋が私たちの仕事をしている部屋です． 
［内の関係の連体修飾節・場所］ 
ne   oɽaʔ   ge       ale-aʔ            kami-ta-n-oɽaʔ do. 
this house  EMPH   1PL.EXCL-GEN  work-PROG-INTR-house TOP 
ne   oɽaʔ  do    ale-aʔ            kami-oɽaʔ  ge. 
this house TOP  1PL.EXCL-GEN  work-house EMPH 
「この家が私たち（除外）の仕事をしている家です．」 
 
10-23 足が一本折れたあの椅子はもう捨ててしまった． 
［内の関係の連体修飾節・所有者］ 
kursi-raʔ    kaʈa  bagaɽao-aka-n-kursi=ɲ                giɽi-ke-d-a. 
chair-GEN  leg   broken-CONT-INTR-chair=1SG.SBJ   throw away-COMPL-TR-IND 
「足が壊れている椅子を私は捨てた．」 
 
 

                                                        
25 tan は identity copula を示す．ムンダ語には existential copula/ identity copula の区別がある． 
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10-24 ドアを叩いている音が聞こえる． 
［外の関係の連体修飾節］ 
duar  ʈoko-ʈoko-ta-n-saɽi        ayum-oʔ-ta-n-a. 
door  EXP-PROG-INTR-sound  hear-PASS-PROG-INTR-IND 
「ドアをトントンと叩く音が聞こえている．」 
 
10-25 あの人が結婚したという噂は本当（か）？ 
［外の関係の連体修飾節］ 
en   hoɽo    aɽandi-ja-n-a            men-e-a     sarte  ge     ci. 
that person  merry-INGR-INTR-IND  say-E-IND  real  EMPH  Q 
「あの人が結婚したというのは本当なのか」 
 
10-26 私はその人が来た時にご飯を食べていた． 
［時間節］ 
aɲ   do   en   hoɽo    hijuʔ-le-n-dipili        maɳɖi=ɲ       jom-ta-n-taiken-a. 
1SG TOP  that person  come-ANT-INTR-time  rice=1SG.SBJ   eat-PROG-INTR-COP.PAST-IND 
「私はその人が来たときにご飯を食べているところでした」 
 
10-27 私はその人が待っている所に行った． 
［場所節］ 
aɲ    do   en   hoɽo    taŋgi-ja-ʔ-ɲ-jaga-te=ɲ              sen-ke-n-a. 
1SG  TOP  that person  wait-INGR-TR-place-to=1SG.SBJ    go-COMPL-INTR-IND 
「私はその人が待っている場所に行った．」 
 
10-28 私はその人が走っていったのを見た． 
［補文節・視覚］ 
aɲ   do   en   hoɽo    nir-ja-n-a.            ena   ge=ɲ            lel-li-ʔ-i-a.  
1SG TOP  that person  run-INGR-INTR-IND  that  EMPH=1SG.SBJ  see-ANT-TR-3SG.OBJ-IND 
「私はその人が走って行った，それを私は見た．」 
 
10-29 昨日の夜，私は彼らがしゃべっているのを聞いた． 
［補文節・聴覚］ 
hola      nida  aɲ    do   in-ku   jagar-ta-n-taiken-a.                
yesterday  night 1SG  TOP  that-PL talk-PROG-INTR-COP.PAST-IND   
ena   ge=ɲ           ayum-la-ʔ-a. 
that EMPH=1SG.SBJ  hear-ANT-TR-IND 
「昨日の夜，私は彼らがしゃべっていた，それを私は聞いた」 
 
10-30 私はその人が昨日ここに来たことを知っている． 
［補文節・知識］ 
aɲ   do   en   hoɽo   hola      nere  hijuʔ-le-n-a            men-e-a=ɲ          itu-a-n-a 
1SG TOP  that person yesterday  here  come-ANT-INTR-IND  say-E-IND=1SG.SBJ  know-CIS-INTR-IND 
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(CIS=cislocative) 
「私はその人が昨日ここに来たということを知っている」 
 
10-31 （昨日）彼は彼が今日ここに来たと言った．／（昨日）彼は，「私は今日ここに来た」と言った． 
［補文節・直接発話／間接話法］ 
hola     iniʔ  do   tisiŋ   nere=ɲ        hijuʔ-ta-n-a           mente=ʔ        kaji- la-ʔ-a. 
yesterday 3SG  TOP  today  here=1SG.SBJ come-ANT-INTR-IND QUO=3SG.SBJ  say-ANT-TR-IND 
「昨日，彼は『私が今日ここに来た』と言った」 
 
10-32 私はリンゴが（あの）皿の上にあったのを食べた． 
［内在節・従主・主主］ 
aɲ   do   uli    en   taɽi  cetan-re   taiken-a         ena  ge=ɲ             jom-ke-d-a. 
1SG TOP  mango that  dish on-LOC   COP.PAST-IND  that EMPH=1SG.SBJ   eat-COMPL-TR-IND 
「私はマンゴーがあの皿の上にあった，それを私は食べた」 
 
10-33 私はネコが家に入ってきたのを捕まえた． 
［内在節・従主・主目］ 
aɲ   do   pusi oɽaʔ-te   bolo-ja-n-a           ena-te=ɲ          sab-ki-ʔ-i-a 
1SG TOP  cat  house-to enter-ANT-INTR-IND  that-INS=1SG.SBJ  catch-COMPL-TR-3SG.OBJ-IND 
「私はネコが家に入ってきたので，私は捕まえた」 
 
なお，グロスについては Leipzig glossing rules に準拠した．ただし，ムンダ語だけで使用するものは随時

本文中に示した． 
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0. ͡Ίʹ∗

ຊߘͰ෩ؒ (2020)ʹଈͯ͠ϚϧϚޠͷσʔλΛఏ͢ڙΔɽ

0.1 ϚϧϚޠͱ
ϚϧϚޠʢMarma: ISO 639-3 rmzʣͱόϯάϥσγϡɾνολΰϯٰྕΛத৺ͱͯ͠ɼपลͷΠ

ϯυɾτϦϓϥभϛκϥϜभͷҰ෦ͰϚϧϚਓʹΑͬͯͳ͞ΕΔνϕοτɾϏϧϚޠϏϧϚޠ

ຊߘͷஶݖ࡞ஶऀ͕อ࣋͠ɼΫϦΤΠςΟϒɾίϞϯζදࣔ 4.0 ɽ͢·͠ڙϥΠηϯεʢCC-BYʣԼʹఏࡍࠃ
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja

∗ ຊߘͰ͍ͪΔུ߸ͷ͏ͪϥΠϓπΟώάϩεنଇʹͳ͍ͷɼҎԼͷͱ͓ΓͰ͋ΔɽANDV:
andative; CONT: continuous; CQ: content question; ELAB: elaborate element; EMPF: emphatic; ESS:
essive; EXP: experience; HBT: habitual; HON: honorific; HS: hearsay; INTJ: interjection; NMLS: nomi-
naliser; NPX: nominal prefix; POL: polite; PQ: polar question; PSN: personal name; RDP: reduplication;
RLS: realis; SEQ: sequential; SFP: sentence final particle; SIM: simultaneous; VEN: venitive; VRB: verb
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Δɽ͢ͳΘͪɼνολΰϯٰྕͷόϯυϧ͕͋ݴछྨͷํࡾେผͯ͠ʹޠͰ͋ΔɽϚϧϚޠݴͷ܈

όϯݝʢBandarban districtʣΛத৺ͱͨ͠όϯυϧόϯํݴɼϥϯΨϚςΟݝʢRangamati districtʣ

Λத৺ͱͨ͠ϥϯΨϚςΟํݴɼΧάϥνϣϦݝʢKhagrachari districtʣΛத৺ͱͨ͠ΧάϥνϣϦ

ͷதؒʹҐஔ͢ΔϥݴͱϥϯΨϚςΟํݴɼόϯυϧόϯํޠͰ͔͋ͭ͏ϚϧϚߘͰ͋Δɽຊݴํ

δϣετϦํͷํݴͰ͋Δɽ

ϚϧϚޠɼϥΧΠϯޠͱͯ͠͠ΒΕΔϏϧϚޠΞϥΧϯํݴͱ͔͍ͪؔʹ͋Γɼ͋Δఔͷ

૬ޓཧղ͕ՄͰ͋Δɽ͔͠͠ɼඪ४తͳϏϧϚ1ޠͱ૬ޓཧղෆՄͰ͋Δɽ

ϚϧϚޠͱϥΧΠϯޠඇৗʹΑ͘ʹͨޠݴͰ͋Δ͚ΕͲɼϚϧϚޠͷൃԻͷ΄͏͕ΑΓܗݹΛ

ͷ͍ͯ͜͠ΔҰํɼจ๏తʹϕϯΨϧޠͷӨڹΛΑΓͭΑ͘͏͚͍ͯΔɽ

0.2 ද্هͷҙ
ຊߘͰϚϧϚޠදݪ౻͍ͯͭʹه (2003)ʹ४ͨ͡ϚϧϚޠදهΛ͍ͪΔɽද্هͷҙҎ

Լͷͱ͓ΓͰ͋Δɽ

1. ԻૉɿϚϧϚޠͷԻૉ/p, ph, b, t, th, d, c[tC], ch[tCh], j[dZ], k, kh, g, m, hm, n, hn, N, hN, y[j],

r, hr, w, l, hl, T, h, P; a, E, e, i, o, u, @/Ͱ͋Δɽ

2. ௐɿϚϧϚޠͷௐߴௐʢɹ́Ͱ͠Ί͢ʣɼௐʢɹɿແඪʣɼ্ঢௐʢɹ̌ʣͰ͋Δ2ɽ͜ͷ΄

͔ɼԻ@ͷΈ͕ʹͳ͏͕ܰ͋ΔɽܰԻઅʹ͋ΒΘΕͳ͍ɽ

3. ԻઅߏɿϚϧϚޠͷԻઅߏɼCʢࢠԻʣɼVʢԻʣɼTʢௐʣͱͯ͠ɼجຊతʹ

C1(C2)(C3)V(C4)/TͰ͋ΒΘ͞Ε͏Δɽ͜ͷ͏ͪ C1 ʹͯ͢ͷࢠԻ͕͋ΒΘΕ͏ΔɽC2 ʹ

 r, y, w ͷΈ͕ɼC3 ʹ w ͷΈ͕ɼC4 ʹ P, N ͕͋ΒΘΕ͏ΔɽೋॏԻ͕͋ΒΘΕ͏Δ

ͷجຊతʹଅԻઅͷΈͰ͋Γɼ-aiP/-aiN, -OiP/-OiN, -oiP, -ouP ʹ͔͗ΒΕΔɽͳ͓ଅԻઅʹ

͍ͭͯɼԻௐͱ্ͯ͠ঢௐͱ͓ͳ͡Ͱ͋Δ͚ΕͲɼද্هΞΫηϯτه߸Λ͚ͭͳ͍ɽ

4. ࿈ɿϚϧϚޠʹ͓͚Δओཁͳ࿈༗ަସͱ r/t ͷަସ͕͋Δɽ༗ަସͱɼແແؾ

ดԻ͕༗Իʹ͞·ΕΔڥͰରԠ͢Δ༗ແؾดԻʹมԽ͢ΔݱͰ͋Δ3ɽ۩ମత

ʹɼp > bɼt > dɼc > jɼk > g ͕͋Γ͏Δɽྨݱͨ͠ࣅͱͯ͠ r/t ͷަସ͕࣮ݱ๏ඪࣝ

=re/=te ‘=RLS’ʹ͓͍ͯΈΒΕΔɽ͢ͳΘͪɼดԻͷ͋ͱͰ=te ͕͋ΒΘΕɼͦΕҎ

֎ͷڥͰ=re ͕͋ΒΘΕΔɽ

0.3 ͍ͯͭʹྉࢿ
ຊߘͰఏࣔ͢ΔࢿྉɼϚϧϚޠͷޠऀͰ͋Δόϯάϥσγϡɾνολΰϯٰྕɾϥδϣετ

Ϧํग़ͷ OCN͞Μʢ1970͏·ΕʣʹΑΔɽOCN͞ΜͷޠͰ͋ΔϥδϣετϦํͷϚ

1 ҎԼɼຊߘͰ୯ʹʮϏϧϚޠʯͱ͍͏͍͋ʹɼඪ४ϏϧϚޠΛ͢͞ͷͱ͢Δɽ
2 ϚϧϚޠͷ্ঢௐͰ͋ΒΘΕΔԻɼԻతʹۓԻͰ͋Δɽ্ঢௐϏϧϚޠͰԼ߱ௐ

ͰରԠ͠ɼϏϧϚޠͷԼ߱ௐʹ͋ΒΘΕΔԻ·ͨۓԻͰ͋Δɽ྆ऀۓௐʢcreaky toneʣ
ͱͯ͠·ͱΊΔ͜ͱͰ͖Δɽͳ͓ɼϏϧϚޠೆ෦ํݴʢϕΠํݴɾKato and Khin Pale (2012)ɼύ
ϩʔํݴɾେ௩ (2013)ʣʹ͓͍ͯɼϏϧϚޠͷԼ߱ௐ্ঢௐͰରԠ͢Δɽۓௐʹ͍ͭͯ ABA
͕͋ΒΘΕ͓ͯΓɼϏϧϚޠͷԼ߱ௐຊདྷతʹ্ঢௐͰ͋ͬͨՄੑ͕͋Δɽ
3 ϏϧϚޠʹ͓͍ͯແ༗ؾดԻ༗ަସ͠͏Δɽ͔͠͠ɼϚϧϚޠͰແ༗ؾดԻ͕༗

ަସ͢Δ͜ͱͳ͍ɽ
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ϧϚޠɼϚϧϚਓͷத৺Ͱ͋ΔόϯυϧόϯํͷϚϧϚޠͱएׯͷ૬ҧ͕͋Δ͚ΕͲ4ɼ

૬ޓཧղेʹՄͰ͋Δɽ

ɼ෩ؒͯͬͨ͋ʹۀ࡞ (2020)ʹఏࣔ͞ΕͨӳޠΛͱʹϕϯΨϧޠʹ༁ͨ͠౻ݪ (2022)Λ

͍ͪͨ5ɽͦͯ͠ɼຊݪޠจ෩ؒ (2020)ͷϏϧϚޠ൛ͱ͍͏͖Ԭ (2009)ɼԬ (2010)ɼԬ

(2012)ɼԬ (2019a)ɼԬ (2019b)ɼԬɾτΡβϥΠϯ (2019)ɼνϯΨΠϦϟϯ (2019a)ɼνϯΨ

ΠϦϟϯ (2019b)ɼτΡβϥΠϯɾԬ (2016)ɼτΡβϥΠϯɾԬ (2019)Λదٓࢀরͨ͠ɽຊߘͰ

ɼϚϧϚޠԻૉදهɼӳޠʹΑΔޠऍɼຊޠ༁ͷॱͰఏࣔͨ͠ɽຊޠ༁ɼຊޠͱͯ͠ෆ

ࣗવͰ͋ͬͯɼϚϧϚ͔ޠΒͷ༁ʹ͔͍ͪͷΛ͠Ί͢Α͏ʹͨ͠ɽ

1. डಈදݱʢݚޠूୈ 14߸ʣ

1-1 A Bʹୟ͔Εͨɽ̡ डʳ

(1) a. mina(=gá)

PSN(=TOP)

raju+P@-bouP6

PSN+NPX-beat

khaiN(-rǎ)-li=re.

suffer(-must)-PST=RLS

ʮϛφϥδϡͷԥΓΛ͏͚ʢ͟ΔΛ͑ͳ͔ͬʣͨʯ

b. mina(=gá)

PSN(=TOP)

raju

PSN

bouP=ca=go

beat=NMLS=OBJ

khaiN(-rǎ)-li=re.

suffer(-must)-PST=RLS

ʮϛφϥδϡ͕ԥΔ͜ͱΛ͏͚ʢ͟ΔΛ͑ͳ͔ͬʣͨʯ

c. mina(=gá)

PSN(=TOP)

raju=bÓN=ma

PSN=place.near=LOC

P@-bouP/*bouP=ca=go

NPX-beat/*beat=NMLS=OBJ

khaiN(-rǎ)-li=re.

suffer(-must)-PST=RLS

ʮϛφϥδϡͷͱ͜ΖͰԥΓΛ͏͚ʢ͟ΔΛ͑ͳ͔ͬʣͨʯ

d. raju(=gá)

PSN(=TOP)

mina=go

PSN=OBJ

bouP-li=re.

beat-PST=RLS

ʮϥδϡϛφΛԥͬͨʯ

-rǎΛ͔ͭ͏ͱʮʙͤ͟ΔΛ͑ͳ͍ʯͱ͍͏ҙຯ͕ͭΑ͋͘ΒΘΕΔɽରԠ͢ΔϏϧϚޠͰɼ͜ͷ

-rǎͱݯޠతʹରԠ͢Δ-yâ͕ඞਢͰ͋ΔҰํɼϚϧϚޠͰҙͰ͋ΔɽbouPʮԥΔʯΛ಄ࣙͰ໊

Խ͍ͨ͋͠ʹ(1-b)ͷΑ͏ʹత֨ͷ=goࢺ ͕ඞਢͰ͋Δɽ·ͨɼ(1-c)ͷΑ͏ʹʮϥδϡͷͱ͜

ΖͰʯͱ͢ىڞΔ͜ͱͰ͖ͳ͍ɽ

ͳ͓ɼϚϧϚޠʹ͓͍ͯडతͳදݱ͋·Γ༻͞Εͳ͍ɽ(1-d)ͷΑ͏ͳଞಈࢺจͰද͢ݱΔ

ͷ͕ී௨Ͱ͋Δ7ɽ

4 ओཁͳ૬ҧͱͯ͠ɼ(i)όϯυϧόϯํݴͰͷó͕ϥδϣετϦํݴͰúͰରԠ͢Δʢྫɿ‘steal’
όϯυϧόϯ khó vsϥδϣετϦ khúʣɼ(ii)όϯυϧόϯํݴͷ໊ࢺԽඪࣝ=cO ‘=NMLS’͕ϥδϣ
ετϦํݴͰ=caͰରԠ͢Δɼͱ͍͏ೋ͕͋Δɽ
5 ϕϯΨϧޠ൛ͷऀྗڠɼࠓճͷϚϧϚޠ൛ͷऀྗڠͰ͋Δ OCN͞ΜͰ͋Δɽ
6 ͷޠతʹϏϧϚݯޠ yaiPʮԥΔʯʹ ରԠ͢ΔϚϧϚޠ rOiPʮฬͰୟ͘ʯͰ͋ΔɽbouP ʮୟ
͘ɾԥΔʯҰൠʹ༻Ͱ͖Δɽ
7 Ԭ (2009)͕ϏϧϚޠͰ͠Ί͢ tĥıʮͨΔʯʹ ΑΔडతද͕ݱϚϧϚޠʹ֬ೝ͞Ε͍ͯͳ͍ɽ
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1-2 A BʹΛ౿·Εͨɽ̡ ओͷडɼମͷ෦ʳͪ࣋

(2) a. raju+(P@-)khri8

PSN+(NPX-)leg

mina+(P@-)khri=ma

PSN+(NPX-)leg=LOC

khOiP-l@khǎ=re.

touch-go.ANDV=RLS

ʮϥδϡͷ͕ϛφͷʹ৮Ε͍ͯͬͨʯ

b. mina(=gá)

PSN(=TOP)

raju+P@-náN

PSN+NPX-step

khaiN(-rǎ)-li=re.

suffer(-must)-PST=RLS

ʮϛφϥδϡ͕౿Ή͜ͱΛ͜͏ΉʢΒ͟ΔΛ͑ͳ͔ʣͬͨʢ༁: ϥδϡͷ౿ΈΛ͏

͚ͨʣʯ

c. raju(=gá)

PSN(=TOP)

mina+P@-khri(=go)

PSN+NPX-leg(=OBJ)

náN-li=re.

step-PST=RLS

ʮϥδϡϛφͷΛ౿Μͩʯ

d. raju(=gá)

PSN(=TOP)

mina+khri=go

PSN+leg=OBJ

náN-li=re.

step-PST=RLS

ʮϥδϡϛφͷΛ౿Μͩʯ

(2-a) (2-b) ͷΑ͏ͳडతͳදݱΑΓɼ(2-c) (2-d) ͷΑ͏ͳଞಈࢺจ͕ී௨Ͱ͋Δɽͳ͓ɼ

(2-d)ͷΑ͏ʹ໊ࢺԽ಄ࣙͳ͠ʹʮʯΛ͍͏͍͋ʹɼత͕֨ඞਢͰ͋Δɽ

1-3 A BʹࡒΛ౪·Εͨɽ̡ ʳͪ࣋ओͷडɼͪ࣋

(3) a. *mina=gá

PSN=TOP

táiNNá+PoiP

money+bag

raju=bÓN=ma

PSN=place.near=LOC

P@-khú

NPX-steal

khaiN(-rǎ)-li=re.

suffer(-must)-PST=RLS

ʮϛφࡒ͕ϥδϡͷͱ͜ΖͰ౪ΈΛ͜͏ΉʢΒ͟ΔΛ͑ͳ͔ʣͬͨʢҙ༁: ϛφࡒ

Λϥδϡʹ౪·Εͨʣʯ

b. ?mina+táiNNá+PoiP

PSN+money+bag

raju=bÓN=ma

PSN=place.near=LOC

P@-khú

NPX-steal

khaiN(-rǎ)-li=re.

suffer(-must)-PST=RLS

ʮϛφͷࡒϥδϡͷͱ͜ΖͰ౪ΈΛ͜͏ΉʢΒ͟ΔΛ͑ͳ͔ʣͬͨʢҙ༁: ϛφࡒ

Λϥδϡʹ౪·Εͨʣʯ

c. mina+táiNNá+PoiP(=ko)

PSN+money+bag(=OBJ)

raju

PSN

khú-li=re.

steal-PST=RLS

ʮϛφͷࡒΛϥδϡ͕౪Μͩʯ

(3-a)ඇจͰ͋Δɽจ๏తʹ(3-b)ͷΑ͏ʹ͍͏͜ͱՄͰ͋Δɽ͔͠͠ɼී௨͔ͭΘΕͳ

͍ɽ(3-c)ͷΑ͏ʹ͍͏ͷ͕ී௨Ͱ͋Δɽ

8 P@- ‘NPX-’ɼಈࢺʹՃͯ͠શମΛ໊ࢺԽ͢Δͱ͍͏༻๏ͷ΄͔ʹɼ໊ࠜޠࢺʹՃͯ͠શମΛ
Ұޠͷ໊ࢺʹ͢Δͱ͍͏༻๏͕͋Δɽෳ߹ޠʹ͓͍ͯɼP@-Ճ͠ͳ͍͜ͱ͕͓͓͍ɽ
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ΕͨɽͦΕͰͪͬͱΕͳ͔ͬͨɽ̡͔ٽʹΜࢲͷɼࡢ1-4 ࣗಈ͔ࢺΒͷؒडʳ

(4) a. NyǎgǎNě

last.night

P@Se

baby

NO(-li)=re

cry(-PST)=RLS

P@krÓN=nǎ

reason=COM

t@phě=baN

a.little=even

m@-PoiP-hnOiN-li.

NEG-sleep-can-PST

ʮࡢɼΜ͕͍ͨٽͱ͍͏ཧ༝Ͱɼ͢͜͠৸ΒΕͳ͔ͬͨʯ

b. NyǎgǎNě

last.night

P@Se

baby

NO(-li)=ra=ma9

cry(-PST)=place=LOC

t@phě=baN

a.little=even

m@-PoiP-hnOiN-li.

NEG-sleep-can-PST

ʮࡢɼΜ͕͍ͨٽͷͰɼ͢͜͠৸ΒΕͳ͔ͬͨʯ

1-5৽͍͠Ϗϧ͕ʢAʹΑͬͯʣͯݐΒΕͨɽ̡ ϞϊओޠडɼҰճతʳ

(5) a. kyOPkuN+(P@-)TOiP(=ko)

building+(NPX-)be.new(=obj)

chOP-li=re.

build-PST=RLS

ʮ৽͍͠ݐΛʢ୭͔͕ʣͨͯݐʯ

b. ?kyOPkuN+(P@-)TOiP

building+(NPX-)be.new

P@-chOP

NPX-build

khaiN-li=re.

suffer-PST=RLS

ʮ৽͍͠ݐͷݐઃ͕ͳ͞Εͨʢ༁: ʢ୭͔͕ʣ৽͍͠ݐͷݐઃΛ͜͏Ήͬͨʣʯ

c. kyOPkuN+(P@-)TOiP

building+(NPX-)be.new

P@-chOP

NPX-build

kyǎ-li=re.

fall-PST=RLS

ʮ৽͍͠ݐͷݐઃΛͤ͟ΔΛ͑ͳ͔ͬͨʯ

d. kyOPkuN+(P@-)TOiP

building+(NPX-)be.new

chOP=phǒ

build=NMLS.FUT

kyǎ-li=re.

fall-PST=RLS

ʮ৽͍͠ݐΛͯ͟ݐΔΛ͑ͳ͔ͬͨʯ

(5-a)Ͱ໊ࢺԽ಄ࣙ P@- ‘NPX-’͕͔ͭͳ͍ͱ͖ɼత֨ඪࣝ=ko ‘=OBJ’Λ͍Εͨ΄͏͕Α͍ɽ

ͳ͓ɼҰൠʹ༗ੜओޠʹ͓͚Δडతදݱͷड़෦ khaiN ‘suffer’Ͱ͋Γɼແੜओޠʹ͓͍ͯ

kyǎ ‘fall’ͱͳΔ͕͋Δɽ

1-6 όϯυϧόϯͰϚϧϚ͕ޠ͞Ε͍ͯΔɽ̡ Ϟϊओޠडɼ߃ৗతɽಈ࡞ओ͕ʹͳΒͳ͍
߹ʳ

(6) a. rwadO=ma

Bandarban=LOC

mar@ma+c@gá

Marma+language

prÓ-gaiP=te.

speak-VRB.PL=RLS

ʮόϯυϧόϯͰϚϧϚޠΛʢਓʑ͕ʣ͍ͯ͠Δʯ

b. ??rwadO=ma

Bandarban=LOC

mar@ma+c@gá

Marma+language

P@-prÓ

NPX-speak

khaiN=re.10

suffer=RLS

ʮόϯυϧόϯͰϚϧϚޠΛ͢͜ͱ͕͞Ε͍ͯΔʯ

9 =ra=ma ‘=place=LOC’ཧ༝Λ͋ΒΘ͢දݱͰ͋Δɽ
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c. rwadO=ma

Bandarban=LOC

mar@ma+c@gá

Marma+language

TúN-gaiP=te.

use-VRB.PL=RLS

ʮόϯυϧόϯͰϚϧϚޠΛʢਓʑ͕ʣ͍ͯͬΔʯ

d. ??rwadO=ma

Bandarban=LOC

mar@ma+c@gá

Marma+language

P@-TúN

NPX-use

khaiN=re.

suffer=RLS

ʮόϯυϧόϯͰϚϧϚޠΛ͜͏ͱ͕͞Ε͍ͯΔʯ

͕ʢAʹʣ౪·Εͨɽ̡ࡒ1-7 ϞϊओޠडɼϞϊओޠͷഎޙʹඃӨ͕ऀڹఆ͞ΕΔʳ

(7) a. ?táiNNá+PoiP

money+bag

raju=bÓN=ma

PSN=place.near=LOC

P@-khú

NPX-steal

khaiN(-rǎ)-li=re.

suffer(-must)-PST=RLS

ʮࡒ͕ϥδϡͷͱ͜ΖͰ౪ΈΛ͜͏ΉʢΒ͟ΔΛ͑ͳ͔ʣͬͨʢҙ༁: ʹ͕ϥδϡࡒ

౪·Εͨʣʯ

b. *Na(=gá)

I(=TOP)

táiNNá+PoiP

money+bag

raju=bÓN=ma

PSN=place.near=LOC

P@-khú

NPX-steal

khaiN(-rǎ)-li=re.

suffer(-must)-PST=RLS

ʮࢲࡒ͕ϥδϡͷͱ͜ΖͰ౪ΈΛ͜͏ΉʢΒ͟ΔΛ͑ͳ͔ʣͬͨʢҙ༁: ͕ࡒࢲ

ϥδϡʹ౪·Εͨʣʯ

c. Nǎ

I.OBL

táiNNá+PoiP

money+bag

raju=bÓN=ma

PSN=place.near=LOC

P@-khú

NPX-steal

khaiN(-rǎ)-li=re.

suffer(-must)-PST=RLS

ʮࢲͷࡒ͕ϥδϡͷͱ͜ΖͰ౪ΈΛ͜͏ΉʢΒ͟ΔΛ͑ͳ͔ʣͬͨʢҙ༁: ͕ࡒͷࢲ

ϥδϡʹ౪·Εͨʣʯ

d. táiNNá+PoiP(=ko)

PSN+money+bag(=OBJ)

raju

PSN

khú-li=re.

steal-PST=RLS

ʮࡒΛϥδϡ͕౪Μͩʯ

จ๏తʹ(7-a)ͷΑ͏ʹ͍͏͜ͱ͕ՄͰ͋Δɽ͔͠͠ɼී௨͔ͭΘΕͳ͍ɽʮࢲʯͱ͍͍͚ͨ

Εɼ(7-b) ͷΑ͏ʹओ֨Ͱ͍͏ͷඇจͱͳΔɽ(7-c) ͷΑ͏ʹࣼ֨Ͱ͍Θͳ͚ΕͳΒͳ͍ɽͳ

͓ɼ΄΅ಉ༰ͷจ(7-d)ͷΑ͏ʹଞಈࢺจͰ͍͏ͷ͕ී௨Ͱ͋Δɽ

1-8นʹֆֻ͕͚ΒΕ͍ͯΔɽ̡ Ϟϊओޠडɼ݁Ռঢ়ଶͷঀड़ʳ

(8) a. rouPpuN

picture

th@raiN=ma

wall=LOC

chwé=bO

hang=SEQ

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮֆนʹ͔͚ͯ͋Δʯ

b. ??rouPpuN

picture

th@raiN=ma

wall=LOC

P@-chwé

NPX-hang

khaiN=re.

suffer=RLS

ʮֆนʹֻ͚ΒΕ͍ͯΔʯ

10 P@-prÓ khaiN ‘NPX-say suffer’ʮͻͲ͍͘ΘΕΔʯͱ͍͏׳༻తͳҙຯΛͭɽ
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1-9 A Bʹʗ͔ΒѪ͞Ε͍ͯΔɽ̡ ओͷϚʔΧʔʹʳ࡞ͷडɼಛʹಈޠड़ײ

(9) a. mina

PSN

raju=bÓN=ma

PSN=place.near=LOC

P@-khyOiP

NPX-love

khaiN=re.

suffer=RLS

ʮϛφϥδϡʹѪ͞Ε͍ͯΔʯ

b. raju

PSN

mina=go

PSN=OBJ

khyOiP=te.

love=RLS

ʮϥδϡϛφΛѪ͍ͯ͠Δʯ

c. raju=nǎ

PSN=COM

mina

PSN

P@-khyOiP

NPX-love

phrOiP-niN=re.

become-CONT=RLS

ʮϥδϡͱϛφѪͨ͠ঢ়ଶ͕ੜ͍ͯ͡Δʯ

डతͳදݱͱͯ͠(9-a)͋·Γ༻͞Εͳ͍ɽ(9-b)(9-c)͕Α͍ͪ͘ΒΕΔɽ

ͳ͓ɼԬ (2009: 135 (28)) ͕͋͛ΔʮͨΒͱѪ͞ΕΔͷྑ͘ͳ͍ʯͱ͍ͬͨ༰ͳΒɼ

(10)ͷΑ͏ʹϚϧϚޠͰडతͳදݱͰ͍͏͜ͱ͕Ͱ͖Δɽ

(10) kÓNgÓN

very

P@-khyOiP

NPX-love

khaiN-rǎ=ca=lé

suffer-must=NMLS=too

m@-kÓN.

NEG-be.good
ʮ͋·ΓʹѪ͞ΕΔͷྑ͘ͳ͍ʢ༁: ͱͯѪ͢Δ͜ͱΛड͚Δͷྑ͘ͳ͍ʣʯ

1-10 A Bʹʗ͔ΒʮʜʯͱݴΘΕͨɽ̡ ୡಈࢺͷडɼಛʹಈ࡞ओͷϚʔΧʔʹʳ

(11) a. *raju=gǎ

PSN=ABL

mina

PSN

‘m@-houP’

NEG-be.right

hǒ

QUOT

P@-prÓ

NPX-say

khaiN-li=re.

suffer-PST=RLS

ʮϥδϡ͔Βϛφʮ͕͍ͪ·͢ʯͱݴΘΕͨʯ

b. raju

PSN

mina=go

PSN=OBJ

‘m@-houP’

NEG-be.right

hǒ

QUOT

prÓ=re.

say-PST=RLS

ʮϥδϡϛφʹʮ͕͍ͪ·͢ʯͱͨͬݴʯ

(11-a)ͷΑ͏ͳडతදݱ༻͞Εͳ͍11ɽ(11-b)ͷΑ͏ͳଞಈࢺจͰ͍͏ͷ͕ී௨Ͱ͋Δɽ

ͳ͓ɼԬ (2009)͕͋͛ΔΑ͏ʹʮͻͲ͍͜ͱΛ͍ΘΕΔʯͱ͍͏ҙຯͰɼϚϧϚޠͰ࣍ͷΑ

͏ʹडతʹදݱͰ͖Δɽ

(12) a. mina(=gá)

PSN(=TOP)

kÓNgÓN

very

P@-prÓ

NPX-say

khaiN-li=re.

suffer-PST=RLS

ʮϛφͻͲ͘ݴΘΕͨʯ

11 (11-a)ɼจͷߏͱͯ͋͠Γ͏Δɽͨͩ͠ɼ(6-b)ͱಉ༷ʹɼP@-prÓ khaiN ‘NPX-say suffer’
ʮͻͲ͍͘ΘΕΔʯͱ͍͏ҙຯͰ͋Δɽจશମͷҙຯ͕͋Θͳ͍ͱ͍͏ཧ༝ʹΑΓɼ༻͞Εͳ͍ɽ
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b. mina=go

PSN=OBJ

kÓNgÓN

very

prÓ-li=re.

say-PST=RLS

ʮϛφʹ͔ͳΓͨͬݴʯ

(12-a)ͷΑ͏ͳडతදݱͰʮΘΔ͍͜ͱΛ͍ΘΕΔʯͱ͍͏ؚҙ͕͋Δɽ͔͠͠(12-b)ͷΑ͏

ͳଞಈࢺจͰɼͦͷΑ͏ͳؚҙ͕ͳ͍ɽ

1-10-a A͞Μ B͞ΜʹݺΕͯɼࠓ B͞Μͷ෦ʹ͍ͯͬߦ·͢ɽ

(13) a. ?raju=gǎ

PSN=ABL

mina

PSN

P@-khO

NPX-call

khaiN=rǒ

suffer=SEQ

degǔ

now

raju+tOiP=ma

PSN+room=LOC

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮϥδϡ͔ΒϛφݺΕͯɼࠓʢϛφʣϥδϡͷ෦ʹ͍Δʯ

b. raju=gǎ

PSN=ABL

P@-khO

NPX-call

khaiN=rǒ

suffer=SEQ

mina

PSN

degǔ

now

raju+tOiP=ma

PSN+room=LOC

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮϥδϡ͔ΒݺΕͯɼϛφࠓϥδϡͷ෦ʹ͍Δʯ

(13-a)จ๏తʹՄͰ͋Δ͚ΕͲɼ͋·Γ༻͞Εͳ͍ɽ(13-b)ͷΑ͏ʹओઅʹओޠΛ͓

͘ͷ͕ࣗવͳจͰ͋Δɽ·ͨɼ࣮ࡍʹ(14)ͷΑ͏ʹ͍͏ͷ͕ී௨Ͱ͋Δɽ

1-10-b B͞Μ͕ A͞ΜΛݺΜͰɼA͞Μࠓ B͞Μͷ෦ʹ͍ͯͬߦ·͢ɽ

(14) raju(=gá)

PSN(=TOP)

mina=go

PSN=OBJ

khO=rǑ

call=SEQ

degǔ

now

raju+tOiP=ma

PSN+room=LOC

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮϥδϡ͕ϛφΛݺΜͰɼࠓʢϛφʣϥδϡͷ෦ʹ͍Δʯ

2. ʮΞεϖΫτʯʢݚޠूୈ 15߸ʣ

2-1ʙ͞Μʢݻ༗໊ࢺʣʗ͋ͷਓ͏དྷͨɽ

(15) a. mina

PSN

de

this

thé=ma

inside=LOC

rOP(-li)=re.

come(-PST)=RLS

ʮϛφ͢Ͱʹ౸ணͨ͠ʢ౸ண͍ͯͨ͠ʣʯ

b. mina

PSN

rOP-hnǎN(-li)=bya.

arrive-prior.to(-PST)=PRF

ʮϛφ͢Ͱʹ౸ணͨ͠ʢ౸ண͍ͯͨ͠ʣʯ

(16) a. mina

PSN

de

this

thé=ma

inside=LOC

la(-li)=re.

come(-PST)=RLS

ʮϛφ͢Ͱʹདྷͨʢདྷ͍ͯͨʣʯ

b. mina

PSN

la-hnǎN(-li)=bya.

arrive-prior.to(-PST)=PRF

ʮϛφ͢Ͱʹདྷͨʢདྷ͍ͯͨʣʯ
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2-2ʙ͞Μʢݻ༗໊ࢺʣʗ͋ͷਓ͏དྷ͍ͯΔɽ

(17) a. mina

PSN

de

this

thé=ma

inside=LOC

rOP-niN=re.

arrive-CONT=RLS

ʮϛφ͢Ͱʹ౸ணͨ͠ঢ়ଶʹ͋Δʯ

b. mina

PSN

rOP-hnǎN-niN=bya.

arrive-prior.to-CONT=PRF

ʮϛφ͢Ͱʹ౸ணͨ͠ঢ়ଶʹ͋ͬͨʯ

(17-a) Ͱ la-niN=re ‘come-CONT=RLS’ Λ͔ͭ͏ͱʮདྷͭͭ͋Δʯͱ͍͏ҙຯʹͳΔɽ(17-b) Ͱ

la-hnǎN-niN=bya ‘come-prior.to-CONT=PRF’ Λ͔ͭ͏ͱʮ͢Ͱʹདྷͭͭ͋Δঢ়ଶʹ͋ͬͨʯͱ͍͏ҙ

ຯʹͳΔɽ

2-3ʙ͞Μʢݻ༗໊ࢺʣʗ͋ͷਓ·ͩདྷ͍ͯͳ͍ɽ

(18) mina

PSN

degǔ=baN

now=even

m@-la=Ťı.

NEG-come=still
ʮϛφ·ͩདྷ͍ͯͳ͍ʯ

2-4ʙ͞Μʢݻ༗໊ࢺʣʗ͋ͷਓ·ͩདྷͳ͍ɽ

(19) mina

PSN

degǔ=baN

now=even

m@-la.

NEG-come
ʮϛφ·ͩདྷͳ͍ʯ

2-5ʙ͞Μʢݻ༗໊ࢺʣʗ͋ͷਓ͏ʢ͙͢ʣདྷΔɽ

(20) mina

PSN

degǔ=de

now=EMPF

la=phǒ.

come=NMLS.FUT

ʮϛφ͏͙͢དྷΔʯ

2-6ʢ͋ʂʣʙ͞Μ͕དྷͨʂʲͦͷਓ͕དྷΔͷʹ͍ͨͮؾ໘Ͱͷൃʳ

(21) a. Po!

oh

mina(=gá)

PSN(=TOP)

la=bya!

come=PRF

ʮ͋ɼϛφ͕དྷͨʂʯ

b. Po!

oh

mina(=gá)

PSN(=TOP)

d@12 =ma!

this=LOC

ʮ͋ɼϛφ͜͜ʂʯ
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ʙ͞Μ͕དྷͨΑɽࡢ2-7

(22) a. mina

PSN

Nyǎgǎ

yesterday

la(-li)=re.

come(-PST)=RLS

ʮϛφࡢདྷͨʯ

b. mina

PSN

Nyǎgǎ

yesterday

la=bya.

come=PRF

ʮϛφࡢ͢Ͱʹདྷͨʯ

(22-a)ͱ(22-b)ͷ૬ҧෆ໌Ͱ͋Δ13ɽ

ʙ͞Μདྷͳ͔ͬͨΑɽࡢ2-8

(23) mina

PSN

Nyǎgǎ

yesterday

m@-la-li.

NEG-come-PST

ʮϛφࡢདྷͳ͔ͬͨʯ

2-9ʢࢲʣ͋ͷϦϯΰΛ͏৯ͨɽ

(24) Na

I

yáN

that

páiNT́ı=go

apple=OBJ

cá-b@lOiP=pya.

eat-COMPL=PRF

ʮࢲͦͷϦϯΰΛ͢Ͱʹ৯͖ͬͨʯ

͋ͷϦϯΰΛ·ͩ৯ͳ͍ɽࢲ͋ͷϦϯΰΛ·ͩ৯͍ͯͳ͍ɽʗࢲ2-10

(25) Na

I

yáN

that

páiNT́ı=go

apple=OBJ

m@-cá=Ťı.

NEG-eat=still
ʮࢲ·ͩͦͷϦϯΰΛ৯͍ͯͳ͍ʯ

2-11͋ͷਓࠓʢͪΐ͏ͲʣͦͷϦϯΰΛ৯͍ͯ·͢ʗ৯͍ͯΔͱ͜ΖͰ͢ɽ

(26) yáN=Tu

that=person

degǔ(=ra)

now(=EMPF)

yáN

that

páiNT́ı=go

apple=OBJ

cá-niN=re.

eat-CONT=RLS

ʮ͋ͷਓ·͞ʹͦࠓͷϦϯΰΛ৯͍ͯΔʯ

12 d@ ‘this’ de ‘this’͕ऑԽͨ͠ͷͰ͋Δɽ
13 ऀʹΑΕ(22-a)ʮࡢདྷͨʯͱ͍͏࣮ࣄΛͷ͍ͯΔ͚ͩͰɼࡏݱͲ͜ʹ͍Δ͔ʹ͍ͭͯ
ͷ͍ͯͳ͍ɽ(22-b) ɼʮࡢདྷͨʯͱ͍͏͚ͩͰͳ͘ɼࡏݱͦ͜ʹ͍Δͱ͍͏͜ͱΛؚҙ
͍ͯ͠Δɽ͔͠͠ɼ(22-b) ͷ͋ͱʹɼͨͱ͑ dǒdOlé degǔ d@=ma m@-ȟıN ‘however now this=LOC

NEG-exist’ʮ͔͠͠ɼ͜͜ࠓʹ͍ͳ͍ʯͱ͍͏͜ͱͰ͖Δɽ
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2-12૭͕։͍͍ͯΔʗ૭͕։͍͍ͯͨɽ

(27) a. laPt@bOP

window

pwǑN-niN=re.

bloom-CONT=RLS

ʮ૭͕։͍͍ͯΔʯ

b. laPt@bOP

window

pwǑN-niN-li=re.

bloom-CONT-PST=RLS

ʮ૭͕։͍͍ͯͨʯ

(28) a. páiN

window

pwǑN-niN=re.

bloom-CONT=RLS

ʮՖ͕։͍͍ͯΔʢ࡙͍͍ͯΔʣʯ

b. páiN

window

pwǑN-niN-li=re.

bloom-CONT-PST=RLS

ʮՖ͕։͍͍ͯͨʢ࡙͍͍ͯͨʣʯ

ຖே৽ฉΛಡΉʗಡΜͰ͍Δɽࢲ2-13

(29) a. Na

I

ňıN-dÓiN

day-every

Něgǎ

morning

(rOP=ke)

(arrive=COND)

T@dáNja

newspaper

phaiP=te.

read=RLS

ʮࢲຖɼேʹʢͳΔͱʣ৽ฉΛಡΉʯ

b. Na

I

degǔ

now

ňıN-dÓiN

day-every

Něgǎ

morning

T@dáNja

newspaper

phaiP-niN=re.

read-CONT=RLS

ʮࢲʢҎલͦͷΑ͏ͳश׳ͳ͔͚ͬͨΕͲʣࠓɼຖɼேʹ৽ฉΛಡΜͰ͍Δʯ

c. Nǎ14 =ma

I.OBL=LOC

ňıN-dÓiN

day-every

Něgǎ

morning

(rOP=ke)

(arrive=COND)

T@dáNja

newspaper

phaiP=lě

read=NMLS.practice

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮࢲʹຖɼேʹʢͳΔͱʣ৽ฉΛಡΉश͕͋׳Δʯ

(29-a)ͷΑ͏ͳʮश׳ʯͷղऍͰɼܧଓ૬Λ͋ΒΘ͢-niN ‘-CONT’Λ͍ͪΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͍ɽ

ͨͩ͠ɼ(29-b)ͷΑ͏ʹɼҎલͳ͔ͬͨशࠓ͕׳·͞ʹੜ͍ͯ͡Δͱ͍͏ղऍʹ͓͍ͯɼ͍ͪ

Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɽ

2-14͋ͳͨʢ͋ͳͨͷʣ͓͞Μʹ͍ͯࣅΔɽ

(30) a. kobaN15 =gá

you.HON=TOP

P@mwı̌N=nǎ/P@mwı̌N=pOiN

mother=COM/mother=ESS

tu=re.

be.similar=RLS

ʮ͋ͳ͓ͨ͞Μͱʹ͍ͯΔʯ

14 ௐͰ։Իઅͷ໊ࢺతޠʢNa ‘I’ɼTu ‘he/she’ɼko ‘self’ͳͲʣɼଐ֨Λ͋ΒΘ͢·ͨௐͷ
֨ඪࣝʢ=ma ‘=LOC’ɼ=ko ‘=OBJ’ͳͲʣʹઌ͢ߦΔ͍͋ɼࣼ֨ʹมԽ্͠ঢௐΛͭʹ͋Δɽ
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b. kobaN=go

you.HON=OBJ

krě=ge

watch=COND

P@mwı̌N=nǎ/P@mwı̌N=pOiN

mother=COM/mother=ESS

tu=re.

be.similar=RLS

ʮ͋ͳͨΛݟΕ͓͞Μͱʹ͍ͯΔʯ

௨͍ͬͯͨɽʹߍຖֶࠒͦͷࢲ2-15

(31) Na

I

yáN

that

P@khyiN=ma

time=LOC

ňıN-dÓiN

day-every

kyÓN=go

school=OBJ

lá-niN-li=re.

go-CONT-PST=RLS

ʮࢲͦͷࠒຖֶ͍ͨͯͬߦʹߍʯ

ͱ͕͋Δɽͨͬ͜ߦʙʹʢେ͖ͳ֗ͷ໊લͳͲʣࢲ2-16

(32) Na

I

d@gá(=dǒ)

Dhaka(=ALL)

lá-phú=re.

go-EXP=RLS

ʮࢲμοΧʹͨͬ͜ߦͱ͕͋Δʯ

2-17ͬͱόεΓग़ͨ͠ʗΓ࢝Ίͨɽ̡ ։࢝ʳ

(33) a. P@-chúN=ma

NPX-end=LOC

gari(=gá)

car(=TOP)

lá=phǒ

go=NMLS.FUT

cǎ-li=re.

start-PST=RLS

ʮͬͱόε͘͜ߦͱΛ͡Ίͨʯ

b. ?P@-chúN=ma

NPX-end=LOC

gari(=gá)

car(=TOP)

cǎ=rǒ

start=SEQ

lá-li=re.

go-PST=RLS

ʮͬͱόε͖ߦ͡Ίͨʯ

(33-a)ϕϯΨϧޠͷӨ͕ͭڹΑ͍͍͍͔ͨͰ͋Γɼී௨ʹཧղ͞ΕΔɽ(33-b)ϏϧϚޠతͳ͍

͍͍͔ͨͰ͋ΓɼཧղՄͰ͋Δ͚ΕͲɼҰൠʹ༻͞Εͳ͍ɽ

൴ঁͣͬͱ৸͍ͯͨɽ̡ࡢ2-18 ܧؒ࣌ଓʳ

(34) yáN=Tu

that=person

Nyǎgǎ

yesterday

raPpraiP

all.day

PoiP-niN-li=re.

sleep-CONT-PST=RLS

ʮ൴ʢঁʣࡢҰத৸͍ͯͨʯ

15 kobaN ‘you.HON’ɼϏϧϚޠʹϥΧΠϯޠʹΈΒΕͳ͍ϚϧϚޠʹಛ༗ͷޠኮͰ͋Δɽ
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ͦΕΛͪΐͬͱ৯ͯΈͨɽ̡ࢲ2-19 ʳߦࢼ

(35) Na

I

de=Tu16 =go

this=thing=OBJ

t@phě

a.little

cá(=rǒ)

eat(=SEQ)

krě-li=re.

watch-PST=RLS

ʮࢲ͜ΕΛগ͠৯ͯΈͨʯ

2-20͋ͷਓͦΕʢΒʣΛΈΜͳʹ͚༩͑ͨɽ̡ ଟ͘ͷʢؒʣతޠʹର͢ΔଟճతΞεϖΫτʳ

(36) a. yáN=Tu

that=person

ko=ji

self=each

ko=ji

self=each

yáN=ca=rǒ(=go)

that=NMLS=PL(=OBJ)

ṕı-li=re.

give-PST=RLS

ʮ൴ʢঁʣͦΕͧΕͷਓʹͦΕΒΛ༩͑ͨʯ

b. yáN=Tu

that=person

yOP-cOiN=go

CLF:person-each=OBJ

yáN=ca=rǒ(=go)

that=NMLS=PL(=OBJ)

ṕı-li=re.

give-PST=RLS

ʮ൴ʢঁʣͦΕͧΕͷਓʹͦΕΒΛ༩͑ͨʯ

ʮͦΕͧΕʹʯ(36-a) ͷΑ͏ʹ ko=ji ko=ji ‘self=each self=each’ ͱ͢Δͷ͕ී௨Ͱ͋Δɽ(36-b)

ͷΑ͏ʹ yOP-cOiN=go ‘CLF:person-each=OBJ’ͱͯ͠ཧղՄͰ͋Δ͚ΕͲɼ͋·Γ༻͞Ε

ͳ͍ɽ

2-21͋͞ɼʢͪͨࢲʣ͘ߦΑʂ

(37) lá-gaiP=me.

go-VRB.PL=IRR

ʮ͏͜ߦʯ

2-22ٿଠཅͷपΓΛճ͍ͬͯΔɽ̡ ৗతͳਅཧʳ߃

(38) a. g@balúN

earth

niN=go

sun=OBJ

paiP=te.

go.around=RLS

ʮٿଠཅΛ·ΘΔʯ

b. g@balúN

earth

niN(=go)

sun(=OBJ)

léphaP∼laPčı

four.direction∼ELAB

paiP=te.

go.around=RLS

ʮٿଠཅΛํ࢛ʹ·ΘΔʯ

16 =Tu ώτΛ͋ΒΘ͢͜ͱ͋ΕϞϊΛ͋ΒΘ͢͜ͱ͋Δɽ౷ҰతʹࡾਓশΛ͋ΒΘ͢ͱ
͍͑ΔɽຊߘͰɼจ຺ʹ͕ͨͬͯ͠ޠऍΛ ‘=person’·ͨ ‘=thing’ͱ͢Δɽ
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2-23͋ͷࠓʹΕͦ͏ͩɽ̡ কવ૬ʳ

(39) a. yáN

that

P@paN

tree

cháN=phǒ

descend=NMLS.FUT

l@louP=pya.

almost=PRF

ʮͦͷ΄ͱΜͲམͪͨʯ

b. yáN

that

P@paN

tree

cháN=phǒ

descend=NMLS.FUT

l@louP=puN.

almost=shape
ʮͦͷ΄ͱΜͲམͪΔΑ͏ͩʯ

(39-b) mraN=re ‘see=RLS’ʮΈ͑Δʯɼtwı̌=re ‘feel=RLS’ʮ͡ײΔʯɼthaN=re ‘think=RLS’ʮ͓

͏ʯͱ͍ͬͨಈ۟ࢺΛจʹ͓͍ͨํ͕Θ͔Γ͍͢ɽ

2-24ʢࢲʣ͋͏͘సͿͱ͜Ζͩͬͨɽ̡ ະ࣮ݱͷࣄଶʳ

(40) Na

I

cháN=phǒ

descend=NMLS.FUT

l@louP

almost

phrOiP-li=re.

become-PST=RLS

ʮࢲ΄ͱΜͲΕͨʢ༁: ΄ͱΜͲ߱Γͨঢ়ଶʹͳͬͨʣʯ

2-25໌٬͕དྷΔͷͰɼύϯΛങ͓ͬͯ͘ɽ̡ ४උʳ

(41) hnaPphraiN=kha

tomorrow=time

PǑiNTe

guest

la=phǒ=ra=ma

come=NMLS.FUT=place=LOC

bONmǔN

bread

we=bO

buy=SEQ

thá=me.

put=IRR

ʮ໌٬͕དྷΔͷͰɼύϯΛങ͓ͬͯ͘ʯ

2-26ʢࢲʣʙʹʢ֗ͱ͔ࢢͱ͔ʣͨͬߦͱ͖ɼ͜ͷାΛങͬͨɽ

(42) a. j́ı=dǒ

market=ALL

lá-khi(*=ca)=kha

go-go.PST(*=NMLS)=time

de

this

PoiP=ko

bag=OBJ

we-li=re.

buy-PST=RLS

ʮࢢʹ࣌ͨͬߦʹ͜ͷבΛങͬͨʯ

b. j́ı=dǒ

market=ALL

lá-li=re.

go-PST=RLS

y@17 =kha

that=time

de

this

PoiP=ko

bag=OBJ

we-li=re.

buy-PST=RLS

ʮࢢʹͨͬߦɽͦͷ࣌͜ͷבΛങͬͨʯ

(42-a)ɼʮ࣌ͨͬߦʯ·ͨʮ͖͋ͭͭߦΔ࣌ʯΛ͋ΒΘ͢ɽͲ͜ͰבΛങ͔ͬͨʹ͍ͭͯɼٴݴ

͍ͯ͠ͳ͍ɽࢢͰങͬͨ͜ͱΛ໌͚ࣔͨ͠Εɼͨͱ͑(42-b)ͷΑ͏ʹද͢ݱΔɽ

17 y@ ‘that’ yáN ‘that’͕ऑԽͨ͠ͷͰ͋Δɽ
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2-27ʢࢲʣʙʹʢ֗ͱ͔ࢢͱ͔ʣ࣌͘ߦʗ͘ߦલʹɼ͜ͷାΛങͬͨɽ

(43) a. j́ı=dǒ

market=ALL

lá(*=ca)=kha18

go(*=NMLS)=time

de

this

PoiP=ko

bag=OBJ

we-li=re.

buy-PST=RLS

ʮࢢʹ࣌͘ߦʹ͜ͷבΛങͬͨʯ

b. j́ı=dǒ

market=ALL

lá=phǒ

go=NMLS.FUT

P@yaN(=gǎ)

before(=ABL)

de

this

PoiP=ko

bag=OBJ

we-li=re.

buy-PST=RLS

ʮࢢʹ͘ߦલʹ͜ͷבΛങͬͨʯ

c. j́ı=dǒ

market=ALL

m@-lá=phǒ/m@-lá=kha

NEG-go=NMLS.FUT/NEG-go=time

P@yaN(=gǎ)

before(=ABL)

de

this

PoiP=ko

bag=OBJ

we-li=re.

buy-PST=RLS

ʮࢢʹ͔ߦͳ͍͏ͪʹ͜ͷבΛങͬͨʯ

(43-b)ඪ४తͳϕϯΨϧޠΛ༁ͨ͠Α͏ͳදݱͰ͋Δɽଞํ(43-c)ͷΑ͏ʹ൱ఆΛ͍ͪΔͷ

ɼνολΰϯํͷϕϯΨϧޠϚϧϚޠʹΑ͘ΈΒΕΔදݱͰ͋Δɽ

2-28ʢࢲʣ൴͕ࢢͰ͜ͷାΛങͬͨͷΛ͍ͬͯͨɽ

(44) a. yáN=Tu

that=person

j́ı=ma

market=LOC

de

this

PoiP=ko

bag=OBJ

we-li=ca=go

buy-PST=NMLS=OBJ

Na

I

Ťı-li=re.

know-PST=RLS

ʮ൴͕ࢢͰ͜ͷାΛങͬͨͷΛࢲ͍ͬͯͨʯ

b. Na

I

Ťı-li=ca=gá

know-PST=NMLS=TOP

yáN=Tu

that=person

j́ı=ma

market=LOC

de

this

PoiP=ko

bag=OBJ

we-li=re.

buy-PST=RLS

ʮ͕ࢲ͍ͬͯͨͷɼ൴͕ࢢͰ͜ͷାΛങͬͨͱ͍͏͜ͱͩʯ

c. yáN=Tu

that=person

j́ı=gǎ

market=ABL

de

this

PoiP=ko

bag=OBJ

we-li=ca=go

buy-PST=NMLS=OBJ

Na

I

Ťı-li=re.

know-PST=RLS

ʮ൴͕ࢢ͔Β͜ͷାΛങͬͨͷΛࢲ͍ͬͯͨʯ

d. Na

I

Ťı-li=ca=gá

know-PST=NMLS=TOP

yáN=Tu

that=person

j́ı=gǎ

market=ABL

de

this

PoiP=ko

bag=OBJ

we-li=re.

buy-PST=RLS

ʮ͕ࢲ͍ͬͯͨͷɼ൴͕ࢢ͔Β͜ͷାΛങͬͨͱ͍͏͜ͱͩʯ

ʮࢢͰʯͷදݱɼຊޠʹଈ͍ͯ͠͏ͳΒ(44-a)(44-b)ͷΑ͏ʹॴ֨Λ༻ͯ͠ j́ı=ma

‘market=LOC’ͱද͢ݱΔɽ͔͠͠ɼϚϧϚޠͱͯ͠(44-c)(44-d)ͷΑ͏ʹୣ֨Λ༻ͯ͠ j́ı=gǎ

‘market=ABL’ͱද͢ݱΔํ͕ී௨Ͱ͋Δɽ

18 =kha୯ಠͰ͍ͪΒΕΔ͜ͱͳ͘ɼ໊ࢺ·ͨಈޙʹࢺଓͯ͠શମΛ࣌Λ͋ΒΘ͢ද͢ݱΔ
ಛผͳओཁ෦ܗཁૉͰ͋ΔɽҰൠతͳ໊ࢺम০දݱͰ໊ࢺԽඪࣝͷ=caͷ͋ͱʹओཁ෦໊͕ࢺ
͍ͪΒΕΔɽଞํɼ=kha ‘=time’ʹରͯ͠=ca ‘=NMLS’͕ઌͯ͠ߦ͍ͪΒΕΔ͜ͱͳ͍ɽ
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Marma: ‘Passive expression’, ‘Aspect’, ‘Modality’, ‘Voice and related expressions’ etc., HUZIWARA Keisuke

3. ʮϞμϦςΟʯʢݚޠूୈ 16߸ʣ

3-1ʢͦͷ͕ࣄऴΘͬͨΒʣ͏ͯͬؼ͍͍Ͱ͢Αɽ̡ Մʳڐ

(45) a. (P@-louP

(NPX-work

bŕı=ge)

finish=COND)

lá/praiN

go/return

-hnOiN19 /-rǎ

-can/-can

=me.

=IRR

ʮʢͦͷ͕ࣄऴΘͬͨΒʣͯͬߦʢͲͬͯʣ͍͍Ͱ͢ʯ

b. (P@-louP

(NPX-work

bŕı=ge)

finish=COND)

lá=phǒ/praiN=phǒ

go=NMLS.FUT/return=NMLS.FUT

nOiN=me/rǎ=me.

can=IRR/can=IRR

ʮʢͦͷ͕ࣄऴΘͬͨΒʣͯͬߦʢͲͬͯʣ͍͍Ͱ͢ʯ

c. (P@-louP

(NPX-work

bŕı=ge)

finish=COND)

lá/praiN

go/return

-hnOiN=bya/-rǎ=bya.

-can=PRF/-can=PRF

ʮʢͦͷ͕ࣄऴΘͬͨΒʣ͏ͯͬߦʢͲͬͯʣ͍͍Ͱ͢ʯ

d. (P@-louP

(NPX-work

bŕı=ge)

finish=COND)

lá=phǒ/praiN=phǒ

go=NMLS.FUT/return=NMLS.FUT

nOiN=bya/rǎ=bya.

can=PRF/can=PRF

ʮʢͦͷ͕ࣄऴΘͬͨΒʣ͏ͯͬߦʢͲͬͯʣ͍͍Ͱ͢ʯ

3-2ʢ͍ͬͯΔ͔Βɼ͋ͳͨʣͦΕΛ৯͍͚ͯͳ͍ʗͦΕΛ৯Δͳɽ̡ ʳࢭې

(46) a. (de=Tu

(this=thing

P@-Tú.

NPX-rot

y@=pOiN=ra=ma)

that=ESS=place=LOC)

m@-cá=gě!

NEG-eat=NEG.IMP

ʮʢͦΕ͍ͬͯΔͷͰʣ৯Δͳʯ

b. (de=Tu

(this=thing

P@-Tú.

NPX-rot

y@=pOiN=ra=ma)

that=ESS=place=LOC)

m@-cá-rǎ!

NEG-eat-must
ʮʢͦΕ͍ͬͯΔͷͰʣ৯Δ͖Ͱͳ͍ʯ

(46-a)൱ఆ໋ྩ๏ඪࣝͷ=gě ‘=NEG.IMP’ͰࢭېΛ͋ΒΘ͍ͯ͠Δɽଞํ(46-b)໋ྩจͷ൱ఆ

Ͱ͋Δɽॿಈࢺ-rǎ ‘-must’͕ɼ൱ఆจͰ͍ͪΒΕΔ͜ͱͰɼͭΑ͍ࢭېΛ͋ΒΘ͍ͯ͠Δɽ

3-3ʢ͘ͳͬͨͷͰʣͪͨࢲ͏ؼΒͳ͚ΕͳΒͳ͍ɽ̡ ٛʳ

(47) a. (kra-l@khǎ=bya.)

(be.late-go.ANDV=PRF)

N@20 =rǒ

I=PL

P@gǔ

now

wiN=dǒ

house=ALL

praiN-rǎ=phǒ.

return-must=NMLS.FUT

ʮʢ͘ͳ͍ͬͯͬͨʣͪͨࢲࠓՈʹؼΔ͖Ͱ͋Δʯ

b. (kra-l@khǎ=bya.)

(be.late-go.ANDV=PRF)

N@=rǒ

I=PL

P@gǔ

now

wiN=dǒ

house=ALL

m@-praiN=ge

NEG-return=COND

m@-rǎ.

NEG-must
ʮʢ͘ͳ͍ͬͯͬͨʣͪͨࢲࠓՈʹؼΒͳ͚ΕͳΒͳ͍ʯ

19 ՄΛ͋ΒΘ͢ॿಈࢺͰ͋Δ-hnOiN ‘-can’ ɼຊདྷతʹ=phǒ nOiN ‘=NMLS.FUT can’ Ͱ͋ͬͨ
ͷ͕ॖͯ͠Ͱ͖ͨՄੑ͕͋ΔɽՄΛ͋ΒΘ͢ຊಈࢺͱͯ͠ nOiN ‘can’͕͍ͪΒΕΔɽ
20 N@ ‘I’ Na ‘I’͕ऑԽͨ͠ͷͰ͋Δɽ
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3-4ʢӍ͕߱Δͦ͏͔ͩΒʣࡿΛͯͬ࣋ग़͔͚ͨ΄͏͕͍͍Αɽ̡ ਪʳ

(48) a. (mú

(rain

rwa-niN=re.)

rain-CONT=RLS)

th́ı

umbrella

yu=ge

take=COND

kÓN=me.

be.good=IRR

ʮʢӍ͕͍߱ͬͯΔʣࡿΛ͚͍ͯͬ࣋Α͍ʯ

b. (mú

(rain

rwa-niN=re.)

rain-CONT=RLS)

th́ı

umbrella

yu=ca=gá

take=NMLS=TOP

kÓN=me.

be.good=IRR

ʮʢӍ͕͍߱ͬͯΔʣࡿΛ͍ͯͬ࣋͘ͷ͕Α͍ʯ

ͱΛฉ͖ͩ͘ʗฉ͘ͷͩɽ̡͜͏ݴͷڙࢠΛͱͬͨΒɼࡀ3-5 ධՁతٛʳ

(49) a. kobaN

you.HON

j@21 =kha

what=time

Po=phǒ=lé,

be.old=NMLS.FUT=CQ

y@=kha

that=time

P@Se=rǒ

child=PL

c@gá=go

word=OBJ

kOiN=ge/kOiN=ca

hold=COND/hold=NMLS

kÓN=me.

be.good=IRR

ʮ͋ͳ͕͍ͨΔͱ͖ɼͦͷͱ͖ͪͨڙࢠͷΛ͔ͭΊʢ͔ͭΉͷ͕ʣΑ͍ʯ

b. kobaN

you.HON

j@=kha

what=time

Po=phǒ=lé,

be.old=NMLS.FUT=CQ

y@=kha

that=time

P@Se=rǒ

child=PL

c@gá=go

word=OBJ

kOiN-rǎ/kOiN-TǎN

hold-must/hold-should

=me.

=IRR

ʮ͋ͳ͕͍ͨΔͱ͖ɼͦͷͱ͖ͪͨڙࢠͷΛ͔ͭΉ͖Ͱ͋Δʯ

3-6͓ෲ͕ۭ͍ͨͷͰɼʢࢲʣԿ͔৯͍ͨɽ̡ ʳر

(50) Na

I

mwaiP=te.

be.hungry=RLS

y@=pOiN=ra=ma

that=ESS=place=LOC

beTe∼bewa/t@-khǔ+t@-khǔ

something∼ELAB/one-CLF:thing+one-CLF:thing

cá-khyaN=re.

eat-want=RLS

ʮࢲۭෲͩɽ͔ͩΒԿ͔৯͍ͨʯ

ΐ͏ɽ̡͠·͕ͪ࣋ࢲ3-7 ҙࢤʳ

(51) Na

I

yu(-ṕı)=phǒ.

take(-give)=NMLS.FUT

ʮ͕ͪ࣋ࢲ·͢ʢ͛͋ͯͬ࣋·͢ʣʯ

21 j@ ‘what’ ja ‘what’͕ऑԽͨ͠ͷͰ͋Δɽ
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Marma: ‘Passive expression’, ‘Aspect’, ‘Modality’, ‘Voice and related expressions’ etc., HUZIWARA Keisuke

3-8͡Ό͋ɼҰॹʹன͝൧Λ৯·͠ΐ͏ɽ̡ ༠ʳק

(52) lá,

go

P@tu

together

mwáiNdě+th@mÓN

noon+rice

cá-gaiP=me.

eat-VRB.PL-IRR

ʮ͋͞ʢಈ͚ʣҰॹʹனͷ͝൧Λ৯Α͏ʯ

3-9Ұॹʹன͝൧Λ৯·ͤΜ͔ʁʲ૬खͷҙ͕ෆ໌ͳ߹ͷק༠ʳ

(53) a. N@=rǒ

I=PL

P@tu

together

mwáiNdě+th@mÓN

noon+rice

cá=phǒ=lÓ?

eat=NMLS.FUT=PQ

ʮͪͨࢲҰॹʹனͷ͝൧Λ৯·͔͢ʯ

b. kobaN

you.HON

(Na=nǎ)

(I=COM)

P@tu

together

mwáiNdě+th@mÓN

noon+rice

cá-khyaN(=re)22 =lÓ?

eat-want(=RLS)=PQ

ʮ͋ͳͨҰॹʹனͷ͝൧Λ৯͍ͨͰ͔͢ʯ

3-10໌ɼྑ͍ఱؾʹͳΔͱ͍͍ͳ͋ɽʗ໌ྑ͍ఱؾʹͳͬͯ΄͍͠ͳ͋ɽ̡ ʳر

(54) a. Na

I

PaTa

wish

thá=ca=gá

put=NMLS=TOP

hnaPphraiN(=kha)

tomorrow(=time)

mú+li∼wadǎ

rain+wind∼ELAB

kÓN=me.

be.good=IRR

ʮر͕ࢲ͢Δʹɼ໌ྑ͍ఱؾͰ͢ʯ

b. Nǎ

I.OBL

PaTa

wish

P@-thá=gá

NPX-put=TOP

hnaPphraiN(=kha)

tomorrow(=time)

mú+li∼wadǎ

rain+wind∼ELAB

kÓN=me.

be.good=IRR

ʮࢲͷر͢Δʹɼ໌ྑ͍ఱؾͰ͢ʯ

c. hnaPphraiN(=kha)

tomorrow(=time)

mú+li∼wadǎ

rain+wind∼ELAB

kÓN=ge

be.good=COND

kÓN=re.

be.good=RLS

ʮ໌ఱ͍ྑ͕ؾͳΒʢࢲʹͱͬͯʣྑ͍Ͱ͢ʯ

d. hnaPphraiN(=kha)

tomorrow(=time)

mú+li∼wadǎ

rain+wind∼ELAB

kÓN=ba=ji.

be.good=POL=CAUS

ʮ໌ఱ͘ྑ͕ؾͳΓ·͢Α͏ʹʯ

(54-d)ͷ=ba=ji ‘=POL=CAUS’͕ٻر๏తͳදݱͰ͋Δɽ

3-11ʢࢲ͜͜Ͱ͍ͬͯΔ͔Βʣ͙͢ʹͦΕΛͯͬ࣋དྷͳ͍͞ɽ̡ ໋ྩʳ

(55) (Na

(I

d@=ma

this=LOC

cǑN=me.)

wait=IRR)

yáN=ca=go

that=NMLS=OBJ

P@-práN

NPX-be.fast

yu-khǎ!

take-VEN.IMP

ʮʢࢲ͜͜ͰͭʣͦΕΛ͙͢ʹ͖ͯͬ࣋ͳ͍͞ʯ

22 ٙจʹ͓͍ͯٙඪࣝͷલʹ͋Δ (=re) ‘(=RLS)’͕ൃԻ͞Εͳ͍͍͋ɼຊདྷ=re ‘=RLS’
Δɽ͋ʹ௨ৗΑΓͳ͕͘ൃԻ͞ΕΔ͕ࢺॿಈͨ·ࢺΔಈ͢ߦᕥͱͯ͠ɼઌ͕ͨͬ͋
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3-12ͦͷϖϯΛͪΐͬͱି͍͚ͯͨͩ͠·ͤΜ͔ʁʲ࠙ئʳ

(56) kobaN

you.HON

Nǎ=go

I.OBL=OBJ

yáN

that

hmaNdaiN

pen

t@-khyaP

one-CLF:time

hNá-hnOiN=me=lÓ?

lend-can=IRR=PQ

ʮ͋ͳͨࢲʹͦͷϖϯΛগ͠ͷ͍͋ͩି͢͜ͱ͕Ͱ͖·͔͢ʯ

3-13͋ͷਓத͕ޠࠃಡΊ·͢ɽʗ͋ͷਓதޠࠃΛಡΉ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɽ̡ ྗՄʳ

(57) a. yáN

that

lu

person

t@rouP

Chinese

baTa+c@gá=go

language+word=OBJ

phaiP-taiP=te.

read-be.able.to=RLS

ʮͦͷํதޠࠃΛಡΊ·͢ʯ

b. yáN

that

lu

person

t@rouP

Chinese

baTa+c@gá=go

language+word=OBJ

phaiP-hnOiN=re.

read-can=RLS.
ʮͦͷํதޠࠃΛಡΊ·͢ʯ

ྗՄͰ͋Δ͜ͱΛ໌֬ʹ͍͏ͱ͖ʹ(57-a)Λ༻͢Δɽ(57-b)ͷํ͕ҰൠతͳදݱͰ͋Δ

͚ΕͲɼྗՄͱঢ়گՄͷ྆ํͷղऍ͕͋Γ͏Δɽ

3-14໌͔Γ͕҉ͯ͘ɼ͜͜ʹԿ͕ॻ͍ͯ͋Δͷ͔ɼಡΊͳ͍ɽ̡ ঢ়گՄʳ

(58) P@-láN

NPX-be.bright

kÓNgÓN

very

né=re.

be.few=RLS

y@=pOiN=ra=ma

that=ESS=place=LOC

d@=ma

this=LOC

ja

what

rwı́=bO

write=SEQ

ȟıN=re=lé,

exist=RLS=PQ

(yáN=ca=go)

(that=NMLS=OBJ)

Na

I

phaiP=phǒ

read=NMLS.FUT

m@-nOiN.23

NEG-can
ʮޫ͕ͱͯগͳ͍ɽ͔ͩΒ͜͜ʹԿ͕ॻ͍ͯ͋Δ͔ʢͦΕΛʣࢲಡΉ͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͍ʯ

3-15ʢேૣ͘ग़ൃ͔ͨ͠Βʣ൴Β͏ண͍͍ͯΔͣͩʗ͏ண͍ͨʹҧ͍ͳ͍ɽ̡ ֬৴ʳ

(59) a. (yáN=Tu=rǒ

(that=person=PL

múTOP=kha

dawn=time

lá=phǒ

go=NMLS.FUT

cǎ-li=re.

start-PST=RLS

y@=pOiN=ra=ma)

that=ESS=EMPF=LOC

d@=hlOP

this=almost

P@thOP

time

rOP-niN=bya.

arrive-CONT=PRF

ʮʢ൴Βૣேʹͨͬߦɽ͔ͩΒʣ͜Ε͘Β͍ͷؒ࣌ʹ౸ணͯ͠͠·͍ͬͯΔʯ

b. (yáN=Tu=rǒ

(that=person=PL

múTOP=kha

dawn=time

lá=phǒ

go=NMLS.FUT

cǎ-li=re.

start-PST=RLS

y@=pOiN=ra=ma)

that=ESS=EMPF=LOC

d@=hlOP

this=almost

P@thOP

time

rOP=phǒ

arrive=NMLS.FUT

taiN=bya.

fit=PRF

ʮʢ൴Βૣேʹͨͬߦɽ͔ͩΒʣ͜Ε͘Β͍ͷؒ࣌ʹ౸ண͍ͯ͠Δͷ͕ࣅ߹ͬͨͣ

Ͱ͋Δʯ

23 phaiP=phǒ m@-nOiN ‘read=NMLS.FUT NEG-can’ m@-phaiP-hnOiN ‘NEG-read-can’ͱ͍͏͜ͱͰ
͖Δɽ
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c. (yáN=Tu=rǒ

(that=person=PL

múTOP=kha

dawn=time

lá=phǒ

go=NMLS.FUT

cǎ-li=re.

start-PST=RLS

y@=pOiN=ra=ma)

that=ESS=EMPF=LOC

d@=hlOP

this=almost

P@thOP

time

rOP-yOP=me.

arrive-seem.to.be=IRR

ʮʢ൴Βૣேʹͨͬߦɽ͔ͩΒʣ͜Ε͘Β͍ͷؒ࣌ʹ౸ண͍ͯ͠ΔͣͱࢥΘΕΔʯ

3-16ʢ͋ͷਓʣ໌ͨͿΜདྷͳ͍ͩΖ͏ɽ̡ ਪྔʳ

(60) a. yáN=Tu

that=person

hnaPphraiN=kha

tomorrow=time

m@-la

NEG-come

phrOiP-taiP=te.

become-be.able.to=RLS

ʮͦͷਓ໌དྷͳ͍Մੑ͕͋Δʯ

b. yáN=Tu

that=person

hnaPphraiN=kha

tomorrow=time

m@-la

NEG-come

phrOiP-hnOiN=re.

become-can=RLS

ʮͦͷਓ໌དྷͳ͍Մੑ͕͋Δʯ

௨ৗɼ-taiP ‘-be.able.to’ྗՄ (3-13)ɼ-hnOiN ‘-can’ঢ়گՄ (3-14)Λ͋ΒΘ͢ॿಈࢺͰ͋

Δɽ͔͠͠ɼphrOiP ‘become’ͷ͋ͱͰ͍ͣΕ୯ʹՄੑΛ͋ΒΘ͢ɽ

3-17൴Β·ͩདྷͳ͍ͳΜͯɼ͖ͬͱ్தͰं͕յΕͨΜ͡Όͳ͍͔ɽ̡ ٙ೦ʳ

(61) a. yáN=Tu=rǒ

that=person=PL

P@gǔ=lé(=TOP)/P@gǔ=tȟı/P@gǔ=thaPŤı

now=too(=till)/now=till/now=till

m@-la=Ťı.

NEG-come=still

láiN=ma

road=LOC

yáN=Tu=rǒ

that=person=PL

gaŕı

car

P@hmaiN=baN

certainly=even

pyaP-niN=lÓ

be.broken-CONT=PQ

m@-Ťı.

NEG-know
ʮ൴Βࠓ·ͩདྷ͍ͯͳ͍ɽಓதɼं͕ͪΖΜյΕͯ͠·͔ͬͨɼΘ͔Βͳ͍ʯ

b. yáN=Tu=rǒ

that=person=PL

P@gǔ=lé(=TOP)/P@gǔ=tȟı/P@gǔ=thaPŤı

now=too(=till)/now=till/now=till

m@-la=Ťı.

NEG-come=still

láiN=ma

road=LOC

yáN=Tu=rǒ

that=person=PL

gaŕı

car

P@hmaiN=baN

certainly=even

pyaP=rǒ

be.broken=SEQ

ȟıN-li=phǒ.

exist-PST=NMLS.FUT

ʮ൴Βࠓ·ͩདྷ͍ͯͳ͍ɽಓதɼं͕ͪΖΜյΕͯ͠·ͬͨͩΖ͏ʯ

3-18ʢன͔ؒͩΒ͋ͷਓՈʹʣ͋͞ɼ͍Δ͔͠Εͳ͍͠ɼ͍ͳ͍͔͠Εͳ͍ɽ̡ Մੑʳ

(62) (P@gǔ

(now

mwáiNdě,

noon

y@=pOiN=ra=ma

that=ESS=EMPF=LOC

yáN=Tu

that=person

wiN=ma)

house=LOC)

ȟıN-hnOiN(=re/=me)=lé

exist-can(=RLS/=IRR)=too

phrOiP=te,

become=RLS

m@-ȟıN-hnOiN=lé

NEG-exist-can=too

phrOiP=te.

become=RLS

ʮʢࠓனɼ͔ͩΒͦͷਓՈʹʣ͍Δ͔͠Εͳ͍͠ɼ͍ͳ͍͔͠Εͳ͍ʯ
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3-19ʢֹʹ৮ͬͯΈͯʣͲ͏͋ͳ͕ͨ͋ΔΑ͏ͩɽ̡ ΑΔஅʳʹ֮ײʗௌ֮Ҏ֎ͷ֮ࢹ

(63) a. (n@phúja=ma

(forehead-LOC

P@laP

hand

thá=rǒ

put=SEQ

thaN=ca=gá)

think=NMLS=TOP

kobaN=ma

you.HON=LOC

P@-phyá

NPX-develop.fever

ȟıN-daiP=te.

exist-be.able.to=RLS

ʮʢֹʹखΛ͓͍ͯ͏ࢥͷ͕ͩʣ͋ͳͨʹ͕͋Γ͏Δʯ

b. (n@phúja=ma

(forehead-LOC

P@laP

hand

thá=rǒ

put=SEQ

thaN=ca=gá)

think=NMLS=TOP

kobaN=ma

you.HON=LOC

P@-phyá

NPX-develop.fever

ȟıN=re

exist=RLS

phrOiP-taiP=te.

become-be.able.to=RLS

ʮʢֹʹखΛ͓͍ͯ͏ࢥͷ͕ͩʣ͋ͳͨʹ͕͋ΔՄੑ͕͋Δʯ

c. (n@phúja=ma

(forehead-LOC

P@laP

hand

thá=rǒ

put=SEQ

thaN=ca=gá)

think=NMLS=TOP

kobaN=ma

you.HON=LOC

P@-phyá

NPX-develop.fever

ȟıN=buN.

exist=shape
ʮʢֹʹखΛ͓͍ͯ͏ࢥͷ͕ͩʣ͋ͳͨʹ͕͋ΔΑ͏ͩʯ

3-16 ͱಉ༷ʹɼ(63-b) ʹ͓͍ͯ phrOiP-taiP=te ‘become-be.able.to=RLS’  phrOiP-hnOiN=re

‘become-can=RLS’ͱ͍͑Δɽ·ͨ 2-23ͱಉ༷ʹɼ(63-c) mraN=re ‘see=RLS’ʮΈ͑Δʯɼtwı̌=re

‘feel=RLS’ʮ͡ײΔʯɼthaN=re ‘think=RLS’ʮ͓͏ʯͱ͍ͬͨಈ۟ࢺΛจʹ͓͘ํ͕Θ͔Γ͍͢ɽ

3-20ʢఱؾ༧ใʹΑΕʣ໌Ӎ͕߱Δͦ͏ͩɽ̡ ฉʳ

(64) (mú+li∼wadǎ

(rain+wind∼ELAB

hmáiNkhyaP=P@hnúN)

forecast=accotding.to)

hnaPphraiN=kha

tomorrow=time

mú

rain(n)

rwa=me=hlaiP.

rain(v)=IRR=HS

ʮʢఱؾ༧ใʹΑΕʣ໌Ӎ͕߱Δͦ͏ͩʯ

3-21͓͕ۚ͋ͬͨ͠Βɼ͋ͷंΛങ͏Μ͚ͩΕͲͳ͋ɽ̡ ࣮Ծʳ

(65) táiNNá

money

ȟıN-li=re

exist-PST=RLS

cho=ge,

say=COND

Na

I

yáN

that

gari=go

car=OBJ

we-li=phǒ.

buy-PST=NMLS.FUT

ʮ͓͕ۚ͋ͬͨͱ͍͏ͳΒɼࢲ͋ͷंΛങͬͯ͠·͍ͬͯͨͩΖ͏ʯ

3-22͋͠ͳ͕ͨͯ͑͘ڭΕ͍ͯͳ͔ͬͨΒɼࢲͦ͜ʹͨͲΓண͚ͳ͔ͬͨͰ͠ΐ͏ɽ̡ ࣮Ծ
աڈʳ

(66) (P@kraN)

(if)

kobaN

you.HON

Nǎ=go

I.OBL=OBJ

m@-prÓ-li

NEG-say-PST

cho=ge,

say=COND

Na

I

y@=dǒ

that=ALL

m@-rOP-hnOiN-li.

NEG-arrive-can-PST

ʮʢ͠ʣ͋ͳ͕ͨݴʹࢲΘͳ͔ͬͨΒɼࢲͦ͜ʹ౸ணͰ͖ͳ͔ͬͨʯ

P@kraN ‘if’ϏϧϚޠͷจޠମʹΈΒΕΔࣜܗͰ͋ΓɼϚϧϚޠͰ͋·Γ༻͞Εͳ͍ɽ
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3-23ʢ͋ͷਓʣ͍͕͖֗ͯͬͨߦΔɽ̡ 3ਓশͷओମʹΑΔرʳ

(67) (yáN=Tu=gá)

(that=person=TOP)

mrǒ=dǒ

city=ALL

lá-khyaN-niN=re.

go-want-CONT=RLS

ʮʢͦͷਓʣ֗ʹ͍͕͖ͯͬͨߦΔʯ

3-24ʹͦΕΛগ͠ҿ·ͤΖɽ̡ 1ਓশ໋ྩʳ

(68) a. Nǎ=go=lé

I.OBL=OBJ=too

de=Tu(=go)

this=thing(=OBJ)

t@phě

a.little

TOP-ci.

drink-CAUS

ʮࢲʹͦΕΛͪΐͬͱҿ·ͤΖʯ

b. Nǎ=go=lé

I.OBL=OBJ=too

de=Tu(=go)

this=thing(=OBJ)

t@phě

a.little

TOP=phǒ

drink=NMLS.FUT

ṕı.

give
ʮࢲʹͦΕΛͪΐͬͱҿ·ͤͯ͘Εʯ

s de=Tu(=go) ‘this=thing(=OBJ)’ɼऀʹΑͬͯ dě=Tu(=go) ‘this.OBL=thing(=OBJ)’ɼde=ca(=go)

‘this=NMLS(=OBJ)’ɼdě=ca(=go) ‘this.OBL=NMLS(=OBJ)’ͱ͍͏ɽ

3-25͜Ε͋ͷਓʹ͔ͤߦͯͬ࣋Ζʗ͔ͤߦͯͬ࣋Α͏ɽ̡ 3ਓশ໋ྩʳ

(69) a. lá,

go

yáN=Tu=go

that=person=OBJ

de=ca(=go)

this=NMLS(=OBJ)

yu-khǎ24 -ji.

take-ANDV-CAUS

ʮ͋͞ʢ͚ߦʣ൴ʹͦΕΛͱ͍͔ͬͯͤΖʯ

b. lá,

go

yáN=Tu=go

that=person=OBJ

de=ca(=go)

this=NMLS(=OBJ)

yu=phǒ

take=NMLS.FUT

ṕı.

give
ʮ͋͞ʢ͚ߦʣ൴ʹͦΕΛͱ͍ͬͯ͘Α͏ʹͤ͞Ζʯ

(69-a)ʮ੍ڧతʹͱ͍͔ͬͯͤΔʯͱ͍͏ҙຯͰ͋Δɽ(69-b)ʹʮ੍ڧతʹͱ͍͔ͬͯͤΔʯ

ͱ͍͏ҙຯ͋Δ͚ΕͲɼʮͱ͍ͬͯ͘͜ͱΛڐՄ͢Δʯ͋Δ͍ʮͱ͍͕ͬͯ͘··ʹͤ͞Δʯͱ

͍͏ҙຯ͋Γ͏Δɽ

3-26ͦͷςʔϒϧͷ্ͷ͓՛ࢠޙͰ৯ͳ͍͞ɽ̡ ԕະདྷ໋ྩܗʳ

(70) yáN

that

cákhuN=thaP=ma

dining.table=place.above=LOC

ȟıN=ca

exist=NMLS

P@-khyo=rǒ=go

NPX-be.sweet=PL=OBJ

nOP=kǎ

back=ABL

cá.

eat
ʮͦͷ৯ͷ্ͷ͓՛ࢠޙͰ৯ͳ͍͞ʯ

24 -khǎ ‘-ANDV’จ຺ʹΑͬͯ ‘-VEN’ͷղऍΛͭʢ10-21ࢀরʣɽ
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3-27ͬͱૣ͘དྷΕΑ͔ͬͨɽ̡ ࣮Ծʳ

(71) P@ra

more

P@yaN

before

la-li=ge

come-PST=COND

kÓN-li=phǒ(=ca).

be.good-PST=NMLS.IRR(=NMLS)
ʮͬͱ͘དྷΕΑ͔ͬͨʯ

୭͕͘དྷΕΑ͔͔ͬͨʹ͍ͭͯɼ͍ͯ͠ٴݴͳ͍ɽ

3-28͋ͳͨҰॹʹͨͬߦΒʢͲ͏Ͱ͔͢ʣʁʲैଐԽʳ

(72) kobaN=lé

you.HON=too

P@tu

together

lá=ge=gá

go=COND=TOP

(b@jON=lé)?

(how=CQ)
ʮ͋ͳͨҰॹ͚ߦʢͲ͏͔ʣʯ

3-29ΦϨ͕ͦΜͳ͜ͱΔ͔ʂ ʢ̡ٙࢺΛؚ·ͳ͍ʣޠʳ

(73) a. Na

I

de=Tu=go

this=thing=OBJ

Ťı=phǒ=lÓ?

know=NMLS.FUT=PQ

ʮ͕ͦࢲΕΛΔͩΖ͏͔ʯ

b. Na

I

de=Tu=go

this=thing=OBJ

j@=pOiN

what=ESS

Ťı=phǒ=lé?

know=NMLS.FUT=CQ

ʮ͕ͦࢲΕΛ͍͔ʹΔͩΖ͏͔ʯ

c. Na

I

de=Tu=go

this=thing=OBJ

ja=phǒ

what=for

Ťı=phǒ=lé?

know=NMLS.FUT=CQ

ʮ͕ͦࢲΕΛԿͷͨΊʹΔͩΖ͏͔ʯ

(73-a) ٙޠΛ;͘·ͳ͍ޠͰ͋Δɽ(73-b) (73-c) ٙޠΛ;͘ΉޠతͳٙจͰ

͋Δɽ

3-30͜ΕΛͨͬ࡞ʢྉཧͨ͠ʣͷɼ͓͞ΜͩΑͶʁ ʗ͍͍͑ɼͨͬ࡞͕ࢲͷΑɽ̡ Ճٙʳ

(74) a. kobaN

you.HON

P@mwı̌N

mother

de=Tu

this=thing

khyaP=ca,

cook=NMLS

m@-houP=lÓ?

NEG-be.right=PQ

ʮ͋ͳͨͷ͓͞Μ͕͜ΕΛྉཧͨ͠Μͩɼ͡Όͳ͍ʁʯ

b. m@-houP,

NEG-be.right

Na

I

khyaP=ca.

cook=NMLS

ʮ͍͍͑ɼ͕ࢲྉཧͨ͠ΜͰ͢ʯ

(74-a)ʹ͋Δ kobaN P@mwı̌N “you.HON mother”ʮ͋ͳͨͷ͓͞ΜʯͷΑ͏ʹɼϚϧϚޠͰ໊ࢺ

Λฒྻͯ͠ॴ༗Λ͋ΒΘ͢25ɽ

25 ϏϧϚޠͳΒଐ֨ඪࣝΛ͍ͪΔ͚ΕͲɼϚϧϚޠʹଐ֨ඪ͕ࣝͳ͍ɽ
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4. ʮϰΥΠεʯʢݚޠूୈ 17߸ʣ

4-1-aʢ෩ͳͲͰʣυΞ͕։͍ͨɽʲࣗಈࢺͱଞಈࢺͷରཱɾࣗಈࢺʹΑΔදݱʳ

(75) a. (li

(wind

P@krÓN=nǎ)

reason=COM)

táiNkh@boiP

door

lOiP=pya.

open(vi)=PRF

ʮʢ෩ͷ͍ͤͰʣυΞ͕։͍ͨʯ

b. (li)

(wind)

táiNkh@boiP

door

hlOiP=pya.

open(vt)=PRF

ʮʢ෩͕ʣυΞΛ։͍ͨʯ

(75-a)ࣗಈࢺʹΑΔදݱɽ(75-b)ଞಈࢺʹΑΔදݱɽ(75-b)ͷΑ͏ʹʮ෩ʯΛओޠʹ͍ͯ͠͏

͜ͱɼʮ෩ʯ͕ٖਓԽ͞ΕΔจ຺ͰͳΒՄͰ͋Δɽώτ͕ओޠͳΒɼओޠͱͯ͠໌ࣔ͞Εͳ

͘ͱɼ(75-b)ී௨ʹ͍ͪΒΕΔɽʮ෩ʯ͕ݪҼͰ͋Δ͜ͱΛ໌͍ࣔͨ͠ͳΒ(75-a)ͷΑ͏ʹ

ࣗಈࢺΛ͍ͪΔɽ

4-1-bʢ൴͕ʣυΞΛ։͚ͨɽʲࣗಈࢺͱଞಈࢺͷରཱɾଞಈࢺʹΑΔදݱʳ

(76) (yáN=Tu)

(that=person)

táiNkh@boiP

door

hlOiP=pya.

open(vt)=PRF

ʮʢͦͷਓ͕ʣυΞΛ։͍ͨʯ

4-1-cʢೖΓޱͷʣυΞ͕։͚ΒΕͨɽʲࣗಈࢺͱଞಈࢺͷରཱɾଞಈࢺͷड͚ʳ

(77) a. (wONwǎ+)

(enterance+)

táiNkh@boiP

door

hlOiP=pya.

open(vt)=PRF

ʮʢೖΓޱͷʣυΞΛ։͍ͨʯ

b. ?(wONwǎ+)

(enterance+)

táiNkh@boiP

door

P@-hlOiP

NPX-open(vt)

khaiN=bya.

suffer=PRF

ʮʢೖΓޱͷʣυΞ͕։͔Εͨʢ༁: ։͖Λඃͬͨʣʯ

c. (wONwǎ+)

(enterance+)

táiNkh@boiP

door

P@-hlOiP

NPX-open(vt)

kyǎ=bya.

fall=PRF

ʮʢೖΓޱͷʣυΞ͕։͍ͨʢ༁: ։͖ʹམͪͨʣʯ

(77-a)໌ࣔ͞Εͳ͍ಈ࡞ओ͕ʮυΞΛ։͍ͨʯͱ͍͏දݱͰ͋Δɽ(77-b)ͷΑ͏ʹ khaiN ‘suffer’

Λ͍ͪͯडతʹදͯ͠ݱҙຯ௨͡Δ͚ΕͲɼ௨ৗ༻͞Εͳ͍ɽP@-hlOiP ‘NPX-open(vt)’

Λ͍ͪΔͳΒɼ(77-c)ͷΑ͏ʹ kyǎΛ͍ͪΔɽ

4-1-dυΞ͕յΕͨɽʲࣗಈࢺͱଞಈࢺͷରཱʳ

(78) a. táiNkh@boiP

door

kyú-l@khǎ=re.

break(vi)-go.ANDV=RLS

ʮυΞ͕յΕͨʢ༁: յΕ͍ͯͬͨʣʯ
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b. ?táiNkh@boiP

door

P@-khyú

NPX-break(vt)

khaiN-li=re.

suffer-PST=RLS

ʮυΞ͕յ͞Εͨʢ༁: ഁյΛඃͬͨʣʯ

c. táiNkh@boiP

door

P@-khyú

NPX-break(vt)

kyǎ-li=re.

fall-PST=RLS

ʮυΞ͕յ͞Εͨʢ༁: ഁյʹ͓͍ͪͬͨʣʯ

(78-b)ͷΑ͏ʹ khaiN ‘suffer’Λ༻͢ΔͱɼʮυΞʯͷഎޙʹॴ༗ऀ͕͡ײΒΕΔͳΒ༰ೝ͞Ε

͍͢ɽ͔͠͠ɼͦ͏Ͱͳ͚ΕෆࣗવͳจͰ͋Δɽॴ༗ऀ͕͡ײΒΕͳ͍ͳΒɼ(78-c)ͷΑ͏ʹ

kyǎ ‘fall’Λ༻͢Δͷ͕ී௨Ͱ͋Δɽ

ʳͷࢺͷ/ࣗͷʣఋΛཱͨͤͨɽʲࣗಈࢲʢࢲ4-2

(79) Na

I

(Nǎ/kǒ)

(I.OBL/self.OBL)

NyiN=go

younger.brother26 =OBJ

raiP-ci=bya.

stand-CAUS=PRF

ʮࢲʢࢲͷ/ࣗͷʣఋΛཱͨͤͨʯ

ʳͷࢺͷ/ࣗͷʣఋʹՎΛՎΘͤͨɽʲଞಈࢲʢࢲ4-3

(80) Na

I

(Nǎ/kǒ)

(I.OBL/self.OBL)

NyiN=go

younger.brother=OBJ

Pé

song

cho-ji=bya.

say-CAUS=PRF

ʮࢲʢࢲͷ/ࣗͷʣఋʹՎΛݴΘͤͨʯ

4-4-aʢ༡ͼ͕͍ͨͬͯΔڙࢠʹແཧΓʣڙࢠΛύϯΛങ͍ʹ͔ͨͤߦɽ̡ ʳ੍ڧ

(81) a. P@mwı̌N

mother

kǒ

self.OBL

P@Se=go

child=OBJ

(t@maiN∼t@Ťı)

(by.force∼ELAB)

bONmǔN

bread

we=phǒ

buy=NMLS.FUT

lá-ji=re.

go-CAUS=RLS

ʮࣗͷڙࢠʹʢ੍ڧతʹʣύϯΛങ͏Α͏ʹ͔ͨͤߦʯ

b. P@mwı̌N

mother

kǒ

self.OBL

P@Se=go

child=OBJ

(t@maiN∼t@Ťı)

(by.force∼ELAB)

bONmǔN

bread

we=phǒ

buy=NMLS.FUT

hrwaiP=te.

send=RLS

ʮࣗͷڙࢠʹʢ੍ڧతʹʣύϯΛങ͏Α͏ʹૹΓग़ͨ͠ʯ

c. P@mwı̌N

mother

kǒ

self.OBL

P@Se=go

child=OBJ

(t@maiN∼t@Ťı)

(by.force∼ELAB)

bONmǔN

bread

we=phǒ

buy=NMLS.FUT

khyǎ=re.

make.fall=RLS

ʮࣗͷڙࢠʹʢ੍ڧతʹʣύϯΛങ͏Α͏ʹͨ͠ʯ

26 ϏϧϚޠಉ༷ʹɼϚϧϚޠʹ͓͍ͯɼஉੑ͔ΒΈͨఋͱঁੑ͔ΒΈͨఋͰޠኮ͕͕ͪ͏ɽNyiN
உੑ͔ΒΈͨఋͰ͋Δɽঁੑ͔ΒΈͨఋ mON Ͱ͋Δɽ
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4-4-bʢ༡ͼʹ͍͕͖ͯͬͨߦΔͷΛͯݟʣڙࢠʹ༡ͼʹ͔ͨͤߦɽ̡ ʳՄڐ

(82) a. P@mwı̌N

mother

kǒ

self.OBL

P@Se=go

child=OBJ

k@jaiP=phǒ

play=NMLS.FUT

lá-ji=re.

go-CAUS=RLS

ʮࣗͷڙࢠΛ༡ͼʹ͘ߦΑ͏ʹͨ͠ʯ

b. P@mwı̌N

mother

kǒ

self.OBL

P@Se=go

child=OBJ

k@jaiP=phǒ

play=NMLS.FUT

lá=phǒ

go=NMLS.FUT

ṕı-li=re.

give-PST=RLS

ʮࣗͷڙࢠΛ༡ͼʹ͘ߦΑ͏ʹͯ͋͛ͨ͠ʯ

4-5-aࢲఋʹΛணͤͨɽʲଞಈࢺʹΑΔදݱʳ

(83) a. Na

I

(Nǎ/kǒ)

(I.OBL/self.OBL)

NyiN=go

younger.brother=OBJ

kodOiN

oneself

P@-waiP

NPX-wear

waiP+ṕı=re.

wear+give=RLS

ʮࢲʢࢲͷ/ࣗͷʣఋʹࣗͰΛணͤͯ͋͛ͨʯ

b. Na

I

(Nǎ/kǒ)

(I.OBL/self.OBL)

NyiN=go

younger.brother=OBJ

kodOiN

oneself

P@-waiP

NPX-wear

waiP=rǒ/waiP=pO

wear=SEQ/wear=SEQ

ṕı=re.

give=RLS

ʮࢲʢࢲͷ/ࣗͷʣఋʹࣗͰΛணͤͯ͋͛ͨʯ

kodOiN ‘oneself’ͳ͠Ͱʮ͕ࣗࢲͰʯͱ͍͏ҙຯʹͳΓ͏Δ͚ΕͲɼ͍Εͨ΄͏͕໌ࣔతͰ

͋Δɽ͍Εͳ͚Εɼୈऀࡾʹ໋ͯ͡Λணͤͨ͞ɼͱ͍͏ղऍՄͱͳΔɽ

ΕΔɽ͞༺ʹͰ͍͏߹ʹ(83-a)͕ͬͱී௨ޱૣ

4-5-bࢲఋʹͦͷΛணͤͨ͞ɽʲࣗಈࢺͷʳ

(84) Na

I

(Nǎ/kǒ)

(I.OBL/self.OBL)

NyiN=go

younger.brother=OBJ

P@-waiP

NPX-wear

waiP-ci=re.

wear-CAUS=RLS

ʮࢲʢࢲͷ/ࣗͷʣఋʹΛணͤͨ͞ʯ

ʮఋ͕ࣗΛணͨʯͱ͍͏ղऍͱʮఋ͕΄͔ͷ୭͔ʹΛணͤͨ͞ʯͱ͍͏ղऍ͕͋Γ͏Δɽ

ͷҧ͍ʳܙͱडԸܙͷʣतԸͯݟఋʹͦͷຊΛ͋͛ͨɽʲΓΒ͍ɼʢऀ͔Βࢲ4-6

(85) Na

I

(Nǎ/kǒ)

(I.OBL/self.OBL)

NyiN=go

younger.brother=OBJ

yáN

that

caPouP(=ko)27

book(=OBJ)

ṕı=bya.

give=PRF

ʮࢲ (ࣗͷ)ఋʹʢͦͷʣຊΛ͋͛ͨʯ

27 త֨ඪࣝΛ͚ͭΔͱʮಛఆͷຊʯΛؚҙ͢Δͱ͍͏ɽ
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4-7-aࢲఋʹຊΛಡΜͰ͋͛ͨɽʲΓΒ͍ɼʢऀ͔ΒͯݟͷʣतԸܙͱडԸܙͷҧ͍ʳ

(86) Na

I

(Nǎ/kǒ)

(I.OBL/self.OBL)

NyiN=go

younger.brother=OBJ

caPouP

book

phaiP(=rǒ/=pO)

read(=SEQ/=SEQ)

ṕı=re/prǎ=re.

give=RLS/show=RLS

ʮࢲʢࢲͷ/ࣗͷʣఋʹຊΛಡΜͰ͋͛ͨ/ಡΜͰΈͤͨʯ

4-7-bܑࢲʹຊΛಡΜͰ͘ΕͨɽʲΓΒ͍ɼʢऀ͔ΒͯݟͷʣतԸܙͱडԸܙͷҧ͍ʳ

(87) (Nǎ/kǒ)

(I.OBL/self.OBL)

P@ko+gŕı

brother+big

Nǎ=go

I.OBL=OBJ

caPouP

book

phaiP(=rǒ/=pO)

read(=SEQ/=SEQ)

ṕı=re/prǎ=re.

give=RLS/show=RLS

ʮʢࢲͷ/ࣗͷʣܑࢲʹຊΛಡΜͰ͋͛ͨ/ಡΜͰΈͤͨʯ

4-7-cࢲʹΛͬͯΒͬͨɽʲςϞϥʳ

(88) a. P@mwı̌N

mother

Nǎ

I.OBL

chaiNbaN(=go)

hair(=OBJ)

kOiP(=rǒ/=pO)

cut(=SEQ/=SEQ)

ṕı-li=re.

give-PST=RLS

ʮࢲͷΛͬͯ͘Εͨʢ༁: Λͬͯ͋͛ͨʣʯ

b. Na

I

(Nǎ/kǒ)

(I.OBL/self.OBL)

P@mwı̌N=go

mother=OBJ

chaiNbaN

hair

kOiP-ci=re.

cut-CAUS=RLS

ʮࢲʢࢲͷ/ࣗͷʣʹΛΒͤͨʯ

4-8-aࢲʢࣗͷʣମΛચͬͨɽʲؼ࠶ʳ

(89) Na

I

ri

water

khyú-li=re.

take.a.bath-PST=RLS

ʮࢲਫཋͼΛͨ͠ʯ

(89-a)ʹ͓͍ͯؼ࠶Λ͋ΒΘ͢ཁૉ·ͬͨ͋͘ΒΘΕ͍ͯͳ͍ɽ

4-8-bࢲखΛચͬͨɽʲؼ࠶ʳ

(90) Na

I

(Nǎ/kǒ)

(I.OBL/self.OBL)

P@laP

hand

ch́ı-li=re.

wash-PST=RLS

ʮࢲʢࢲͷ/ࣗͷʣखΛચͬͨʯ

4-8-c൴खΛચͬͨɽʲؼ࠶ʳ

(91) yáN=Tu

that=person

(kǒ)

(self.OBL)

P@laP

hand

ch́ı-li=re.

wash-PST=RLS

ʮ൴ʢࣗͷʣखΛચͬͨʯ
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4-9ʢࣗͷͨΊʹʣࢲͦͷຊΛങͬͨɽʲࣗརଶʳ

(92) Na

I

(Nǎ=P@twOP/kǒ=P@twOP)

(I.OBL=for/self.OBL=for)

yáN

that

caPouP

book

we-li=re.

buy-PST=RLS

ʮࢲʢࢲͷͨΊʹ/ࣗͷͨΊʹʣͦͷຊΛങͬͨʯ

4-10൴Βʢʗͦͷਓͨͪʣʢ͍ޓʹʣԥΓ߹͍ͬͯͨɽʲ૬ޓʳ

(93) yáN=Tu=rǒ

that=person=PL

(t@-yOP=ko

(one-CLF:person=OBJ

t@-yOP)

one-CLF:person)

P@laP

hand

taN-li-niN-gaiP=te.

put.on-PST-CONT-VRB.PL=RLS

ʮ൴Βʢ͓͍ޓʹʣͱͬ͘Έ͍͋ͷ՞Λ͍ͯͨ͠ʯ

4-11ͦͷਓͨͪʢΈΜͳҰॹʹʣ֗ͨͬߦɽʲऺಈʳ

(94) yáN=Tu=rǒ

that=person=PL

(P@kuNTu

(all.person

P@tu)

together)

mrǒ=dǒ

city=ALL

lá-l@khǎ-gaiP=te.

go-go.ANDV-VRB.PL=RLS

ʮ൴ΒʢΈΜͳҰॹʹʣ֗ͨͬߦʯ

4-12ͦͷөը͚ٽΔʢͦͷөըΛݟΔͱ͍ͯ͠ٽ·͏ʣɽʲࣗൃʳ

(95) a. yáN

that

bwě

film

kobaN=go

you.HON=OBJ

No-ji=re.

cry-CAUS=RLS

ʮͦͷөը͋ͳͨΛ͔ͤٽΔʯ

b. yáN

that

bwě(=go)

film(=OBJ)

krě=ge

watch=COND

No=phǒ

cry=NMLS.FUT

kyǎ=re.

fall=RLS

ʮͦͷөըΛݟΔͱ͍ͯ͠ٽ·͏ʯ

c. yáN

that

bwě(=go)

film(=OBJ)

krě=ge

watch=COND

No=phǒ

cry=NMLS.FUT

la=re.

come=RLS

ʮͦͷөըΛݟΔͱ͚ͯ͘ٽΔʯ

d. yáN

that

bwě(=go)

film(=OBJ)

krě=ge

watch=COND

No-khyaN=re.

cry-want=RLS

ʮͦͷөըΛݟΔͱ͖ͨ͘ٽͳΔʯ

e. ??yáN

that

bwě(=gá)

film(=TOP)

No-rǎ=re.

cry-can=RLS

ʮͦͷөը͚ٽΔʯ28

28 Ԭ (2012: 177 (12))ʹ͕͋ΔϏϧϚޠͷྫΛ΄΅༁ͨ͠(95-e)ͷΑ͏ͳදݱɼݴΘΕΕཧ
ղՄͰ͋Δ͚ΕͲɼϚϧϚޠͰ༻͞Εͳ͍ɽ
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4-13-aࢲཛΛׂͬͨɽʲҙࢤʗແҙࢤʳ

(96) Na

I

yáN

that

Pǔ(=go)

egg(=OBJ)

khwé-li=re.

break(vt)-PST=RLS

ʮࢲཛΛׂͬͨʯ

4-13-bʢ͏͔ͬΓམͱͯ͠ʣࢲίοϓΛׂͬͨʗׂͬͯ͠·ͬͨɽʲҙࢤʗແҙࢤʳ

(97) a. Na

I

(hmá=rǒ)

(mistake=SEQ)

yáN

that

g@lOP(=ko)

glass(=OBJ)

khwé-b@lOiP=te.

break-COMPL=RLS

ʮࢲʢ·͕ͪͬͯʣͦͷάϥεΛյ͖ͬͨ͠ʯ

b. ?Na

I

(hmá=rǒ)

(mistake=SEQ)

yáN

that

g@lOP(=ko)

glass(=OBJ)

khwé-mwı̌N-li=re.

break-by.mistake-PST=RLS

ʮࢲʢ·͕ͪͬͯʣͦͷάϥεΛյͯ͠͠·ͬͨʯ

(97-a)ͷΑ͏ʹ ‘-b@lOiP’Λ͍ͪΔͱʮશʹʯͱ͍͏ؚҙ͕͋Δɽ(97-b)ϏϧϚޠతͳදݱͰ

͋ΓɼϚϧϚޠͰ௨ৗ͍ͪΒΕͳ͍ɽ

4-14-a͖ͷ͏ࢲίʔώʔΛҿΈ͗ͯ͢ʢҿΈ͗ͨ͢ͷͰʣΕͳ͔ͬͨɽʲਵҙͷෆՄͱෆਵҙ
ͷෆՄʳ

(98) a. Nyǎgǎ(=kha)

yesterday(=time)

Na

I

kOph́ı

coffee

P@-myá

NPX-be.many

TOP=pO

drink=SEQ

m@-PoiP-hnOiN-li.

NEG-sleep-can-PST

ʮࡢࢲίʔώʔΛͨ͘͞ΜҿΜͰΕͳ͔ͬͨʯ

b. Nyǎgǎ(=kha)

yesterday(=time)

Na

I

kOph́ı

coffee

P@-myá

NPX-be.many

TOP(-li)=ra=ma

drink(-PST)=place=LOC

m@-PoiP-hnOiN-li.

NEG-sleep-can-PST

ʮࡢࢲίʔώʔΛͨ͘͞ΜҿΜͩͱ͜ΖʢҿΜͩͷͰʣɼΕͳ͔ͬͨʯ

ίʔώʔͷ͍ͤͰ͕ؾͳ͔ͬͨɼͱ͍͏͜ͱΛද͍ͯ͠ݱΔɽ

4-14-b͖ͷ͏ࢲ͕ͨ͘͞ࣄΜ͋ͬͯʢͨ͘͞Μ͋ͬͨͷͰʣΕͳ͔ͬͨɽʲਵҙͷෆՄͱෆ
ਵҙͷෆՄʳ

(99) Nyǎgǎ(=kha)

yesterday(=time)

Nǎ=ma

I.OBL=LOC

P@-louP

NPX-work

myá(-li)=ra=ma

be.many(-PST)=place=LOC

PoiP=phǒ

sleep=NMLS.FUT

m@-rǎ-li.

NEG-be.able.to-PST

ʮࡢࢲʹ͕ࣄଟ͔ͬͨͱ͜Ζʢଟ͔ͬͨͷͰʣɼΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͔ͬͨʯ

ؾ͚͋ͬͨΕͲ͍ͬͯΔՋ͕ͳ͔ͬͨɼͱ͍͏͜ͱΛද͍ͯ͠ݱΔɽ
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తʳ࣌಄͕௧͍ɽʲશମͱ෦ɾओମɾҰࢲ4-15

(100) a. Nǎ

I.OBL

P@gÓN

head

kOiP=te.

bite=RLS

ʮࢲͷ಄͕௧͍ʢ༁: Ήʣʯטͷ಄ΛʢԿ͔͕ʣࢲ

b. Nǎ=ma

I.OBL=LOC

P@gÓN

head

kOiP=te.

bite=RLS

ʮࢲʹ͓͍ͯ಄͕௧͍ʢ༁: Ήʣʯט಄ΛʢԿ͔͕ʣ͍͓ͯʹࢲ

4-16൴ঁ͕͍ɽʲશମͱ෦ɾओମɾ߃ৗతʳ

(101) a. yáN=Tu

that=person

chaiNbaN

hair

P@-hre/hre=re.

NPX-be.long/be.long=RLS

ʮͦͷਓͷ͍ʯ

b. yáN=Tu=gá

that=person=TOP

chaiNbaN

hair

P@-hre/hre=re.

NPX-be.long/be.long=RLS

ʮͦͷਓ͕͍ʯ

c. yáN=Tu=ma

that=person=LOC

chaiNbaN

hair

P@-hre/hre=re.

NPX-be.long/be.long=RLS

ʮͦͷਓʹ͓͍͍ͯʯ

ϚϧϚޠͰॴ༗Λ͋ΒΘ͢ʹɼ(96) ͷΑ͏ʹҰ෦ͷ໊ࢺʹ͍ͭͯมௐͤͯࣼ֨͞ʹ͢Δ͔ɼ

Λฒྻ͢Δ͔Ͱ͋Δɽͨͩ͠ɼyáN=Tuࢺ໊ ʹ͍ͭͯมௐ͠ͳ͍ɽ͕ͨͬͯ͠ɼ(101-a)ͷ yáN=Tu

chaiNbaN ʮͦͷਓͷʯͱ͍͏ҙຯʹͳΔͷ͕ࣗવͰ͋Δ͚ΕͲɼจ຺ʹΑͬͯʮͦͷਓ

͕͍ʯͱ͍͏ҙຯʹͳΓ͏Δɽʮͦͷਓ͕͍ʯͱ໌ࣔతʹ͍͏ͳΒɼ(101-b)ͷΑ͏ʹ

ओԽඪࣝͷ=gá ‘=TOP’Λ͍ͪΔɽ

4-17-a൴ʢผͷʣ൴ͷݞΛ͍ͨͨͨɽʲશମͱ෦ɾରɾ৮ʗ݁Ռঢ়ଶ͕ܧଓతʳ

(102) a. yáN=Tu

that=person

yáN=Tu

that=person

paPkúN=ma

shoulder=LOC

khOP-li=re.

knock-PST=RLS

ʮͦͷਓʢผͷʣͦͷਓͷݞΛ͍ͨͨͨʯ

b. yáN=Tu

that=person

P@-khrá+lu/lu+khrá

NPX-other=person/person+other

paPkúN=ma

shoulder=LOC

khOP-li=re.

knock-PST=RLS

ʮͦͷਓଞͷਓͷݞΛ͍ͨͨͨʯ

c. yáN=Tu

that=person

kǒ

self.OBL

paPkúN=ma

shoulder=LOC

khOP-li=re.

knock-PST=RLS

ʮͦͷਓࣗͷݞΛ͍ͨͨͨʯ

(102-a)ଞਓͷݞΛ͍ͨͨͨͱ͍͏ղऍ͕ී௨Ͱ͋Δ͚ΕͲɼࣗͷݞΛ͍ͨͨͨͱ͍͏ղऍ

ՄͰ͋ΔɽଞਓͷݞͰ͋Δ͜ͱΛ໌͍ࣔͨ͠ͳΒ(102-b)ͷΑ͏ʹ͍͏ɽࣗͷݞͱ͍͏ͳΒ

ɼ(102-c)ͷΑ͏ʹ͍͏ɽ
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4-17-b൴ʢผͷʣ൴ͷΛ͔ͭΜͩɽʲશମͱ෦ɾରɾ৮ʗ݁Ռঢ়ଶ͕ܧଓతʳ

(103) a. yáN=Tu

that=person

yáN=Tu

that=person

P@laP(=ko)

arm(=OBJ)

kOiN-li=re.

hold-PST=RLS

ʮͦͷਓʢผͷʣͦͷਓͷΛ͔ͭΜͩʯ

b. yáN=Tu

that=person

P@khrá+lu/lu+khrá

NPX-other=person/person+other

P@laP(=ko)

arm(=OBJ)

kOiN-li=re.

hold(-PST)=RLS

ʮͦͷਓଞਓͷΛ͔ͭΜͩʯ

c. yáN=Tu

that=person

kǒ

self.OBL

P@laP(=ko)

arm(=OBJ)

kOiN-li=re.

hold-PST=RLS

ʮͦͷਓࣗͷΛ͔ͭΜͩʯ

(103-a)ͷΑ͏ʹ͍͏ͱࣗͷͱଞਓͷͱղऍ͞Ε͏Δɽଞਓͷͱ໌ࣔ͢ΔͳΒ(103-b)ɼ

ࣗͷͱ໌ࣔ͢ΔͳΒ(103-c)ͷΑ͏ʹ͍͏ɽ

4-18-aࢲ൴͕ͬͯདྷΔͷΛͨݟɽʲ֮ߏจʳ

(104) a. Na

I

mraN-li=ca=gá

see-PST=NMLS=TOP

yáN=Tu

that=person

la-li=re.

come-PST=RLS

ʮͨݟ͕ࢲͷɼͦͷਓ͕དྷΔͱ͍͏͜ͱͩʯ

b. Na

I

yáN=Tu=go

that=person=OBJ

la=re=hǒ

come=RLS=QUOT

mraN-li=re.

see-PST=RLS

ʮࢲͦͷਓ͕དྷΔͱ͍͏ͷΛͨݟʯ

c. yáN=Tu

that=person

la=ca=go

come=NMLS=OBJ

Na

I

mraN-li=re.

see-PST=RLS

ʮͦͷਓ͕དྷΔͷΛࢲͨݟʯ

d. yáN=Tu

that=person

P@-la=go

NPX-come=OBJ

Na

I

mraN-li=re.

see-PST=RLS

ʮͦͷਓͷདྷ๚Λࢲͨݟʯ

(104-b)ͷΑ͏ʹɼʮݟΔʯͱ͍͏֮ಈ͕ࢺҾ༻ඪࣝΛͱΔ͜ͱ͕͋Δɽ(104-d)͋·Γ༻͞

Εͳ͍ɽ

4-18-bࢲ൴͕ࠓདྷΔ͜ͱΛ͍ͬͯΔɽʲ֮ߏจʳ

(105) a. Na

I

Ťı=ca=gá

know=NMLS=TOP

yáN=Tu

that=person

N@ňıN

today

la=phǒ.

come=NMLS.FUT

ʮ͕ࢲΔͷɼͦͷਓ͕ࠓདྷΔͱ͍͏͜ͱͩʯ

b. Nǎ

I.OBL

P@-Ťı=gá

NPX-know=TOP

yáN=Tu

that=person

N@ňıN

today

la=phǒ.

come=NMLS.FUT

ʮࢲͷΔͱ͜ΖͰɼͦͷਓࠓདྷΔʯ
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c. yáN=Tu

that=person

N@ňıN

today

la=phǒ(=ca)=go

come=NMLS.FUT(=NMLS)=OBJ

Na

I

Ťı=re.

know=RLS

ʮͦͷਓ͕ࠓདྷΔ͜ͱΛࢲ͍ͬͯΔʯ

d. yáN=Tu

that=person

N@ňıN

today

la=phǒ=hǒ

come=NMLS.FUT=QUOT

Na

I

Ťı=re.

know=RLS

ʮͦͷਓ͕ࠓདྷΔͱࢲ͍ͬͯΔʯ

4-19൴ࣗʢͷ΄͏ʣ͕উͭͱͨͬࢥɽʲҾ༻จதͷؼ࠶ʳ

(106) a. yáN=Tu

that=person

thaN-li=ca=gá

think-PST=NMLS=TOP

yáN=Tu

that=person

ko=ra

self=EMPF

PON=phǒ.

win=NMLS.FUT

ʮͦͷਓ͕ͨͬࢥͷɼͦͷਓ͕ࣗͦ͜উͭͩΖ͏ͱ͍͏͜ͱͩʯ

b. yáN=Tu

that=person

P@-thaN

NPX-think

ȟıN-li=ca=gá

exist-PST=NMLS=TOP

yáN=Tu

that=person

ko=ra

self=EMPF

PON=phǒ.

win=NMLS.FUT

ʮͦͷਓͷ͑ߟͰ͋ͬͨͷɼͦͷਓ͕ࣗͦ͜উͭͩΖ͏ͱ͍͏͜ͱͩʯ

c. yáN=Tu

that=person

ko=ra

self=EMPF

PON=phǒ=hǒ

win=NMLS.FUT=QUOT

yáN=Tu

that=person

thaN-li=re.

think-PST=RLS

ʮͦͷਓ͕ࣗͦ͜উͭͩΖ͏ͱͦͷਓͨͬࢥʯ

4-20-aࢲʢίοϓͷʣਫʢͷҰ෦ʣΛҿΜͩɽʲ෦తʹٴͿಈ࡞ͱશମʹٴͿಈ࡞ʳ

(107) Na

I

g@lOP+ri

glass+water

TOP-li=re.

drink-PST=RLS

ʮࢲάϥεͷਫΛҿΜͩʯ

4-20-bࢲʢίοϓͷʣਫΛશ෦ҿΜͩɽʲ෦తʹٴͿಈ࡞ͱશମʹٴͿಈ࡞ʳ

(108) Na

I

g@lOP+ri

glass+water

P@-kuN

NPX-be.exhausted

TOP-li=re.

drink-PST=RLS

ʮࢲάϥεͷਫΛશ෦ҿΜͩʯ

4-21൴Λ৯ͳ͍ɽʲ߃ৗతͳ൱ఆจʳ

(109) yáN=Tu

that=person

háNTá

meat

m@-cá.

NEG-eat
ʮ൴Λ৯ͳ͍ʯ
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4-22-aࠓ͍פɽʲ֮ײड़ޠɾඇਓশจʗ֮ײओମͷଘ͡ײ͕ࡏΒΕͳ͍ɼΑΓ؍٬తͳදݱʳ

(110) a. N@ňıN

today

khyáiN=re.

be.cold=RLS

ʮࠓ͍פʯ

b. N@ňıN

today

Ṕı=re/mrǎ=re.

be.very.cold=RLS/be.cold=RLS

ʮࠓྫྷ͍ͨʢ͍פʣʯ

(110-a)ͷ khyáiN ʮ৺Α͍͞פʯ͕͋Δ͜ͱΛ͋ΒΘ͢ɽ(110-b)ͷ mrǎʹʮ৺Α͞ʯͳ

͍ɽṔıʮͱ͍ͯפʯͱ͍͏ҙຯͰ͋Δɽ

4-22-bࢲʢԿ͔ͩʣ͍פʢࢲʹ͡ײ͘פΔʣɽʲ֮ײड़ޠɾඇਓশจʗࣼ֨ओޠʳ

(111) a. Na

I

khyáiN=re/*mrǎ=re.

be.cold=RLS/*be.cold=RLS

ʮࢲ͍פʯ

b. Na

I

khyáiN=yON/mrǎ=yON

be.cold=ESS/be.cold=ESS

twı̌=re.

feel=RLS

ʮࢲ͘פͳΔΑ͏ʹ͡ײΔʯ

c. Nǎ

I.OBL

khaiNtha

body

mrǎ=re/*khyáiN=re.

be.cold=RLS/*be.cold=RLS

ʮࢲͷମ͕͍פʯ

d. Na

I

khyáiN=yON/mrǎ=yON

be.cold=ESS/be.cold=ESS

twı̌=re.

feel=RLS

ʮࢲ͡ײ͘פΔʢ༁: ྫྷͨ͘ͳΔΑ͏ʹ͡ײΔʣʯ

4-23ਓ͕ͱͯଟ͔ͬͨ͜ͱʹࢲ͍ͨڻɽ ʢ̡ײओମ͕डಈతͰ͋Δʣײड़ޠʳ

(112) a. Na

I

PǎıNmÓ

be.surprised

kyǎ-li=ca=gá

fall-PST=NMLS=TOP

lu

person

kÓNgÓN

very

ȟıN-li=re.

exist-PST=RLS

ʮ͍ͨ͜ڻ͕ࢲͱʹɼਓ͕ͱ͍ͯͨʯ

b. ?Nǎ

I.OBL

PǎıNmÓ

be.surprised

P@-kyǎ

NPX-fall

ȟıN-li=ca=gá

exist-PST=NMLS=TOP

lu

person

kÓNgÓN

very

ȟıN-li=re.

exist-PST=RLS

ʮࢲͷ͍ͨ͜ڻͱʹɼਓ͕ͱ͍ͯͨʯ

c. lu

person

kÓNgÓN

very

ȟıN-li=rǒ/ȟıN-li=ra=ma

exist-PST=SEQ/exist-PST=place=LOC

Na

I

PǎıNmÓ

be.surprised

kyǎ-li=re.

fall-PST=RLS

ʮਓ͕ͱ͍ͯͯʢ͍ͨͷͰʣࢲ͍ͨڻʯ

(112-a)ͱ(112-c)༰қʹཧղՄͰ͋Δɽଞํɼ(112-b)จ๏తʹਖ਼͍͚͠ΕͲɼཧղࠔ

Ͱ͋Γɼ·ͣ༻͞Εͳ͍ɽ
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4-24Ӎ͕߱Γ࢝ΊͨɽʲݱจɾݱͰͷମݧʳ

(113) a. mú

rain(n)

kyǎ=phǒ

fall=NMLS.FUT

cǎ=re.

start=RLS

ʮӍ͕߱Γ͡Ίͨʯ

b. ?múgyǎ

rain(n).fall

cǎ=re.

start=RLS

ʮӍ͕߱Γ͕͡·ͬͨʯ

c. mú

rain(n)

rwa=phǒ

rain(v)=NMLS.FUT

la=bya.

come=PRF

ʮӍ͕͖߱ͬͯͨʯ

(113-a)∼(113-c)͍ͣΕཧղՄͰ͋Δ͚ΕͲɼ(113-b)ʹ͍ͭͯ΄ͱΜͲ༻͞Εͳ͍ɽ

4-25͜ͷຊΑ͘ചΕΔɽʲதؒߏจʳ

(114) a. de

this

caPouP

book

kÓNgÓN

very

cwaiN=re.

sell(vi)=RLS

ʮ͜ͷຊΑ͘ചΕΔʯ

b. de

this

caPouP

book

P@-cwaiN

NPX-sell(vi)

kÓN=re.

be.good=RLS

ʮ͜ͷຊച্͕Α͍ʯ

Ԭ (2012: 182 (25))ʹ͕͋ΔϏϧϚޠͷʮചΔʯͱಉݯޠͷ rÓN ɼϚϧϚޠͰ͋͘·Ͱଞ

ಈࢺͱͯ͠ͷ༻๏ͷΈ͕͋Γɼࣗಈࢺతʹ͍ͪΒΕͳ͍ɽԬ (2012: 183 (25)’)ʹ͕͋Δಓ۩ओ

༁ͨ͠ͷΛ(115)ʹ͓͋͛ͯ͘ɽʹޠͷྫΛϚϧϚޠ

(115) a. de

this

dá

knife

kÓNgÓN

very

praiP=te.

cut(vi)=RLS

ʮ͜ͷφΠϑΑ͘ΕΔʯ

b. de

this

dá

knife

P@-praiP

NPX-cut(vi)

kÓN=re.

be.good=RLS

ʮ͜ͷφΠϑΕຯ͕Α͍ʯ

5. ʮॴ༗ɾଘࡏදݱʯʢݚޠूୈ 18߸ʣ

5-1 ͋ͷਓ੨͍Λ͍ͯ͠Δɽʗ੨͍ͷਓɾ͕੨͍ਓ ʲҰମతʢৡෆՄతʣͳɼ߃ৗత
ͳॴ༗ (1)ʳ

(116) a. yáN=Tu=ma

that=person=LOC

múgrúrON+myaPčı

blue.colour+eye

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮͦͷਓͷͱ͜Ζʹ੨͍͕͋Δʯ
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b. múgrúrON+myaPčı

blue.colour+eye

ȟıN=ca lu/ȟıN=Tu (lu).

exist=NMLS person/exist=person (person)
ʮ੨͍͕͋Δਓʯ

c. yáN=Tu

that=person

myaPčı

eye

múgrúrON.29

blue.colour
ʮͦͷਓ͕੨͍ʯ

d. múgrúrON+myaPčı=SaN.

blue.colour+eye=owner
ʮ੨͍ͷͪ࣋ओʯ

e. múgrúrON+myaPčı+ȟıN.30

blue.colour+eye+exist
ʮ੨ͪ࣋ʢҙ༁: ੨͍͕͋Δਓɾ੨͍͕͋Δͷʣʯ

f. *múgrúrON+myaPčı+lu.31

blue.colour+eye=person
ʮ੨͍ͷਓʯ

5-2 ͋ͷঁʨʗͷʩ͕͍ɾ͋ͷঁ͍Λ͍ͯ͠Δʗ͍ͷঁɾͷ͍ঁʲҰମతͳɼ
ৗతͳॴ༗߃ (2)ʳ

(117) a. yáN=Tu

that=person

chaiNbaN

hair

hre=re/P@-hre.

be.long=RLS/NPX-be.long
ʮͦͷਓʢ/ͷʣ͍ʯ

b. yáN=Tu=ma

that=person=LOC

chaiNbaN

hair

P@-hre

NPX-be.long

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮͦͷਓͷͱ͜Ζʹ͍ͷ͕͋Δʯ

c. chaiNbaN

hair

hre=ca

be.long=NMLS

m@mǎ.

woman
ʮ͕͍ঁʯ

d. chaiNbaN

hair

P@-hre

NPX-be.long

ȟıN=ca32

exist=NMLS

m@mǎ.

woman
ʮͷ͍ͷ͕͋Δঁʯ

e. chaiNbaN+hre=SaN=(m@)mǎ.

hair+be.long=owner=woman
ʮঁʯ

29 (116-c)ʹɼʮͦͷਓͷ੨͍ʯͱ͍͏ղऍ͋Γ͏Δɽ
30 (116-e)ͷΑ͏ͳ֎৺ෳ߹͕ޠϚϧϚޠͰ͔ͳΓੜ࢈తʹ༻ՄͰ͋Δɽ
31 (116-f)  múgrúrON+myaPčı+lu t@-yOP ‘blue.colour+eye=person one-CLF:person’ ͷΑ͏ʹྨผࢺ
Λͱͳ͑༻ՄͰ͋Δɽ
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f. chaiNbaN+hre.

hair+be.long
ʮʢҙ༁: ͷਓɾͷͷʣʯ

5-3͋ͷਓʹ͕͋Δɽʗͷஉʲඇී௨ॴ༗ʳ

(118) a. yáN=Tu=ma

that=person=LOC

b@ráiN

beard

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮͦͷਓʹͻ͕͛͋Δʯ

b. b@ráiN

beard

ȟıN=ca

exist=NMLS

lu.

person
ʮͻ͕͛͋Δਓʯ

c. b@ráiN

beard

ȟıN=Tu

exist=person

(lu).

person
ʮͻ͕͛͋Δਓʯ

d. ??b@ráiN

beard

P@-ȟıN

NPX-exist

lu.

person
ʮͻ͕͛͋Δਓʯ

e. b@ráiN=SaN.

beard=owner
ʮͻ͛உʯ

f. b@ráiN+ȟıN.

beard+exist
ʮͻ͛͋Γʢҙ༁: ͻ͕͛͋Δਓɾͻ͕͛͋Δͷʣʯ

5-4͋ͷਓʹʢݟΔʣ͕͋ΔɽʗݟΔͷ͋Δਓʲ׳༻۟తදݱʳ

(119) a. yáN=Tu

that=person

myaPčı

eye

hraN=re.

live=RLS

ʮͦͷਓ͕ੜ͖͍ͯΔʢҙ༁: ͦͷਓݟΔ͕͋Δʣʯ

b. myaPčı

eye

hraN=ca

live=NMLS

lu.

person
ʮ͕ੜ͖͍ͯΔਓʢҙ༁: Δ͕͋Δਓʣʯݟ

c. myaPčı

eye

hraN=Tu

live=person

(lu).

person
ʮ͕ੜ͖͍ͯΔਓʢҙ༁: Δ͕͋Δਓʣʯݟ

d. myaPčı

eye

P@-hraN

NPX-live

lu.

person
ʮͷੜ͖͍ͯΔਓʢҙ༁: Δͷ͋Δਓʣʯݟ

32 (117-e) ȟıN=ca ‘exist=NMLS’ͳ͠Ͱ௨͡Δ͚ΕͲɼ͋ͬͨ΄͏͕Θ͔Γ͍͢ɽ
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e. ?myaPčı+hraN=SaN.

eye+live=owner
ʮ۩؟ͷ࢜ʯ

f. myaPčı+hraN.

eye+live
ʮ۩؟ʢҙ༁: ͷͷʣʯ؟۩ͷਓɾ؟۩

(119-a)ͰʮݟΔ͕͋Δʯͱ͍͏ҙຯੜతʹ͋Γ͏Δ͚ΕͲɼҰൠతʹʮ͕Α͍ʯɼ

ʮΑ͘ݟΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δʯͱ͍͏ҙຯͰ͋Δɽ

5-5͋ͷਓ ɽʗͩࡀ22 ݱͷ͋Δදޠͷਓʲଆ໘ࡀ22 (1)ʳ

(120) a. yáN=Tu

that=person

P@TaP

age

hnOiP+che+hnOiP(-hnOiP).

two+ten+two(-CLF:year)
ʮͦͷਓͷྸ 22ʢࡀʣͩʯ33

b. P@TaP

age

hnOiP+che+hnOiP-hnOiP

two+ten+two-CLF:year

ȟıN=ca

exist=NMLS

lu.

person
ʮྸ͕ ͷਓʯࡀ22

c. P@TaP

age

hnOiP+che+hnOiP-hnOiP

two+ten+two-CLF:year

ȟıN=Tu

exist=person

(lu).

(person)
ʮྸ͕ ͷਓʯࡀ22

d. hnOiP+che+hnOiP-hnOiP+Tá

two+ten+two-CLF:year+child

lu.34

person
ʮ22ࡀͷਓʯ

e. hnOiP+che+hnOiP-hnOiP=SaN.

two+ten+two-CLF:year=owner
ʮ22ࡀͷਓʢ༁: ओʣʯͪ࣋ͱ͍͏ྸͷࡀ22

f. hnOiP+che+hnOiP-hnOiP+ȟıN.

two+ten+two-CLF:year+exist
ʮ22ࡀͪʢҙ༁: Ͱ͋ΔͷʣʯࡀͰ͋Δਓɾ22ࡀ22

5-6͋ͷਓ༏͍͠ੑ֨ͩɽʗ༏͍͠ੑ֨ͷਓʲଆ໘ޠͷ͋Δදݱ (2)ʳ

(121) a. yáN=Tu(=gá)

that=person(=TOP)

moiPta=SaN/kraNna=SaN.

kindness=owner/affection=owner
ʮͦͷਓ༏͍͠ʯ

33 (120-a) ޠʹྨผࢺͷ-hnOiP ‘-CLF:year’ ΛՃ͢Δͷ͕ී௨Ͱ͋ΔɽՃ͠ͳ͘ͱҙຯ
௨͡Δɽ·ͨɼશମͱͯ͠ʮͦͷਓྸ͕ 22ʢࡀʣͩʯͱ͍͏ҙຯʹͳΓ͏Δ͚ΕͲɼ௨
ৗʮͦͷਓͷྸ 22ʢࡀʣͩʯͱ͍͏ҙຯʹͳΔɽͳ͓ɼ(120-b) (120-c) ʹ͓͍ͯྨผࢺ
-hnOiP ‘-CLF:year’͕ඞਢͰ͋Δɽ
34 (120-c)ɼޠͷ lu͕ͳ͚Εʮ22ࡀͷ͍͖ͷʯͱ͍͏ҙຯͱͳΔɽ
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b. yáN=Tu(=gá)

that=person(=TOP)

T@phÓ/moiPta/kraNna

character/kindness/affection

kÓN=re.

be.good=RLS

ʮͦͷਓੑ͕֨Α͍ʯ

c. jaroiPtǎ

character

kÓN=ca

be.good=NMLS

lu.

person
ʮੑ͕֨Α͍ਓʯ

d. jaroiPtǎ

character

kÓN=Tu

be.good=person

(lu).

person
ʮੑ͕֨Α͍ਓʯ

e. jaroiPtǎ+gÓN=SaN.35

character+be.good=owner
ʮΑ͍ੑ֨ͷͪ࣋ओʯ

f. jaroiPtǎ+gÓN.

character+be.good
ʮੑ֨Α͠ʢҙ༁: ੑ֨ͷΑ͍ਓʣʯ

5-7͋ͷਓഎ͕͍ߴɽʗഎͷ͍ߴਓʲଆ໘ޠͷ͋Δදݱ (3)ʳ

(122) a. yáN=Tu

that=person

(P@raiP)

(height)

hre=re/P@-hre.

be.long=RLS/NPX-be.long
ʮͦͷਓʢ͕ʣ͍ߴͰ͢ʯ

b. yáN=Tu

that=person

lu+hre.

person+be.long
ʮͦͷਓ͍ߴਓͩʯ

c. P@raiP

height

hre=ca

be.long=NMLS

lu.

person
ʮ͕͍ߴਓʯ

d. P@raiP

height

hre=Tu

be.long=person

(lu).

person
ʮ͕͍ߴਓʯ

e. P@raiP

height

P@-hre

NPX-be.long

lu.

person
ʮͷ͍ߴਓʯ

f. P@raiP+hre.

height+be.long
ʮഎߴʢҙ༁: എͷ͍ߴਓʣʯ

35 ෳ߹ޠͷதͰ༗ަସ͠͏ΔࢠԻ༗ަସ͢Δɽ͕ͨͬͯ͠ jaroiPtǎ+gÓN ‘charac-
ter+be.good’Ͱ͋ΓɼjaroiPtǎ+kÓN ͱͳΒͳ͍ɽ
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5-8͋ͷਓഎ͕ 190ηϯν͋Δɽ̡ ଆ໘ޠͷ͋Δදݱ (4)ɼଐੑྔߏࢺจʳ

(123) a. yáN=Tu

that=person

t@-rǎ+kú+che

one-hundred.OBL+nine+ten

saiNtimita

centimetre

hre=re/P@-hre.

be.long=RLS/NPX-be.long
ʮͦͷਓ 190ηϯνͷͩ͞ߴʯ

b. yáN=Tu

that=person

P@raiP(=ká/=kǎ)

height(=TOP/=ABL)

t@-rǎ+kú+che

one-hundred.OBL+nine+ten

saiNtimita

centimetre

hre=re/P@-hre.

be.long=RLS/NPX-be.long
ʮͦͷਓ͕ 190ηϯνͷͩ͞ߴʯ

(123-a) (123-b)  yáN=Tu=gá ‘that=person=TOP’ ͱ͍ͨ͋͠ɼड़෦ʹ P@-hre ‘NPX-be.long’

͕͘Δͷ͕ී௨Ͱ͋Δɽ͠ड़෦Λ hre=re ‘be.long=RLS’ͱ͢Δͱɼʮͦͷਓ͕ 190ηϯν

Ͱ͋Δʯͱ͍͏ҙຯ͋Δ͚ΕͲɼʮͦͷਓʢଞͷਓΑΓʣ190ηϯνʢ͕ʣ͍ߴʯͱ͍͏

ҙຯʹͳΔɽ

5-9ͦͷੴܗ͍࢛֯Λ͍ͯ͠Δɽʗ͍࢛֯ʢܗͷʣੴʲଆ໘ޠͷ͋Δදݱ (5)ʳ

(124) a. yáN

that

kyOPlúN

stone

léthǑNlébraP.36

square
ʮͦͷੴ͍࢛֯ʯ

b. léthǑNlébraP+kyOPlúN.

square+stone
ʮ͍࢛֯ੴʯ

5-10͋ͷਓʹ࠽͕͋Δɽʗ࠽ͷ͋Δਓʲଐੑʳ

(125) a. yáN=Tu=ma

that=person=LOC

PǔhnOP

brain

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮͦͷਓʹੑ͕͋Δʯ

b. PǔhnOP

brain

ȟıN=ca lu/ȟıN=Tu (lu).

exist=NMLS person/exist=person (person)
ʮੑͷ͋Δਓʯ

c. PǔhnOP=SaN

brain=owner

(lu).

(person)
ʮੑͷ͋Δਓʯ

36 léthǑNlébraP ‘square’ɼ͞Βʹੳ͢Ε lé ‘four’ɼthǑN ‘corner’ɼbraP ‘side’Ͱ͋Δɽ
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d. PǔhnOP+ȟıN.

brain+exist
ʮੑͪ࣋ʢҙ༁: ੑͷ͋Δਓʣʯ

e. yáN=Tu

that=person

PǔhnOP=SaN

brain=owner

(lu).

(person)
ʮͦͷਓੑ͕͋Δʢਓʣʯ

f. *yáN=Tu

that=person

PǔhnOP

brain

P@-ȟıN=SaN.

NPX-exist=owner
ʮͦͷਓੑ͕͋Δʯ

5-11͋ͷਓපͩؾɽʗ͋ͷਓ͕͋ΔɽʗපؾͷਓʲҰ࣌తଐੑʳ

(126) a. yáN=Tu

that=person

m@-kyáiNma.

NEG-be.healthy
ʮͦͷਓ݈߁Ͱͳ͍ʯ

b. yáN=Tu

that=person

phyána=re.

be.sick=RLS

ʮͦͷਓපؾͰ͋Δʯ

c. yáN=Tu=ma

that=person=LOC

P@-phyá

NPX-develop.fever

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮͦͷਓʹ͕͋Δʯ

(127) a. m@-kyáiNma=Tu.

NEG-be.healthy=person
ʮ݈߁Ͱͳ͍ਓʢ༁: ෆ݈߁ਓʣʯ

b. m@-kyáiNma(=ca)

NEG-be.healthy(=NMLS)

lu.

person
ʮ݈߁Ͱͳ͍ਓʯ

(128) a. phyána=Tu

be.sick=person

(lu).

(person)
ʮපؾͰ͋Δਓʢ༁: පਓʣʯ

b. *phyána

be.sick

lu.

person
ʮපਓʯ

c. phyána=ca

be.sick=NMLS

lu.

person
ʮපؾͰ͋Δਓʯ

d. *P@-phyána

NPX-be.sick

lu.

person
ʮපؾਓʯ
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e. P@-phyána

NPX-be.sick

ȟıN=ca lu/ȟıN=Tu (lu).

exist=NMLS person/exist=person (person)
ʮපؾͷ͋Δਓʯ

f. *P@-phyána+ȟıN.

NPX-be.sick+exist
ʮපؾͪʯ

(129) a. rÓga-Te.

disease-person
ʮපਓʯ

b. *rÓga=Tu

disease=person
ʮපਓʯ

c. rÓga

disease

ȟıN=ca

exist=NMLS

lu.

person
ʮප͕͋ؾΔਓʯ

d. rÓga

disease

ȟıN=Tu

exist=person

(lu).

(person)
ʮප͕͋ؾΔਓʯ

e. rÓga=SaN

disease=owner

(lu).

(person)
ʮපؾͷͪ࣋ओʯ

f. rÓga+ȟıN.

disease+exist
ʮපؾͪʯ

5-12͋ͷਓ੨͍Λண͍ͯΔɽʗ੨͍ͷஉʲҥ (1)ʳ

(130) a. yáN=Tu

that=person

múgrúrON+P@-chaN

blue.colour+NPX-dress

waiP=te.

wear=RLS

ʮͦͷਓ੨͍Λண͍ͯΔʯ

b. múgrúrON+P@-chaN

blue.colour+NPX-dress

waiP=Tu

wear=person

(lu).

(person)
ʮ੨͍ΛணΔਓʯ

c. múgrúrON+P@-chaN

blue.colour+NPX-dress

waiP=ca

wear=NMLS

lu.

person
ʮ੨͍ΛணΔਓʯ

d. *múgrúrON+P@-chaN

blue.colour+NPX-dress

P@-waiP

NPX-wear

lu.

person
ʮ੨͍ͷண༻ਓʯ
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e. múgrúrON+P@-chaN=SaN.

blue.colour+NPX-dress=owner
ʮ੨͍ͷͪ࣋ओʯ

f. múgrúrON+P@-chaN+waiP.

blue.colour+NPX-dress+wear
ʮ੨ʢҙ༁: ੨͍Λண͍ͯΔਓʣʯ37

5-13͋ͷਓϝΨωΛ͔͚͍ͯΔɽʗϝΨωͷஉʲҥ (2)ʳ

(131) a. yáN=Tu

that=person

myaPhmaiN

glasses

waiP=te/taiP=te.

wear=RLS/put.on=RLS

ʮͦͷਓϝΨωΛ͔͚͍ͯΔʢ༁: ண͍ͯΔʣʯ

b. myaPhmaiN

glasses

waiP=Tu/taiP=Tu.

wear=person/put.on=person
ʮϝΨωΛ͔͚Δਓʢ༁: ϝΨωΛணΔਓʣʯ

c. myaPhmaiN

glasses

waiP=ca/taiP=ca

wear=NMLS/put.on=NMLS

lu.

person
ʮϝΨωΛ͔͚Δਓʢ༁: ϝΨωΛணΔਓʣʯ

d. *myaPhmaiN

glasses

P@-waiP/P@-taiP

NPX-wear/NPX-put.on

lu.

person
ʮϝΨωͷண༻ਓʯ

e. myaPhmaiN=SaN

glasses=owner

(lu).

(person)
ʮϝΨωͷਓʢ༁: ϝΨωͷͪ࣋ओʣʯ

f. myaPhmaiN+waiP/myaPhmaiN+daiP.

glasses+wear/glasses+put.on
ʮϝΨωͷਓʢ༁: ϝΨωண/ϝΨωண༻ʣʯ

5-14͋ͷਓʹ͍͕࠺Δɽʗࠗطͷਓɾ࠺ͷ͍Δਓʲͷॴ༗ (1)ʳ

(132) a. yáN=Tu=ma

that=person=LOC

m@yá

wife

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮͦͷਓʹ͍͕࠺Δʯ

b. m@yá

wife

ȟıN=Tu.

exist=person
ʮ͍͕࠺Δਓʢҙ༁: ଳऀʣʯ࠺

37 (130-f)Ͱ಄ࣙ P@- ‘NPX-’ͳ͠Ͱෳ߹ޠʹ͢Δ͜ͱɼจͷߏͱͯ͋͠Γ͏Δɽ͔͠͠ɼ࣮
Ͱ͋Δɽࠔͱͯ͠ཧղ͢Δ͜ͱͨ͠༺Δ͜ͱͳ͍͠ɼ͢༺ʹࡍ
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c. m@yá

wife

ȟıN=ca

exist=NMLS

lu.

person
ʮ͍͕࠺Δਓʯ

d. *m@yá

wife

P@-ȟıN

NPX-exist

lu.

person
ʮ*࠺ͷଘ͢ࡏΔਓʯ

e. m@yá+ȟıN.

wife+exist
ʮͪ࣋࠺ʢҙ༁: Δਓʣʯ͍͕࠺

(133) a. wiNthON=SaN.

family=owner
ʮՈఉΛͭਓʢҙ༁: ݁ࠗͨ͠ਓʣʯ

b. wiNthON-Te.

family-person
ʮՈఉਓʯ

c. *wiNthON=Tu.

family=person
ʮՈఉਓʯ

d. wiNthON

family

prǔ-thá=ca

do-put=NMLS

lu.

person
ʮՈఉ͕͋Δਓʯ

e. wiNthON+brǔ.38

family+do
ʮՈఉͪ࣋ʢҙ༁: Ոఉ͕͋Δਓʣʯ

f. laPthaiP-thá=ca

get.married-put=NMLS

lu.

person
ʮ݁ࠗͨ͠ਓʢ༁: ͓͍݁ࠗͯͨ͠ਓʣʯ

5-15͋ͷਓʹ 3ਓ͍͕ڙࢠΔɽʗ 3ਓͷͪ࣋ࢠͷਓɾ͋ͷਓͷ 3ਓͷڙࢠʗ৷͍ͯ͠Δঁੑ̡ 
ͷॴ༗ (2)ʳ

(134) a. yáN=Tu=ma

that=person=LOC

Tá+T@mwı́N

son+daughter

TúN-yOP

three-CLF:person

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮ൴ʢঁʣͷͱ͜Ζʹଉࢠɾ່͕̏ਓ͍Δʯ

b. Tá+T@mwı́N

son+daughter

TúN-yOP

three-CLF:person

ȟıN=ca/phaP=ca

exist=NMLS/embrace=NMLS

lu.

person
ʮଉࢠɾ່͕̏ਓ͍Δਓʯ

38 (133-e)͕༻͞ΕΔ͜ͱ·ͣͳ͍͚ΕͲɼݴΘΕΕཧղՄͰ͋ΔɽҰൠతʹͬͱΑ
ΕΔͷ(133-a)Ͱ͋Δɽ͞༺͘
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c. Tá+T@mwı́N

son+daughter

TúN-yOP

three-CLF:person

+ȟıN/+phaP.

+exist/+embrace
ʮଉࢠɾ່̏ਓͪ࣋ʯ

d. *Tá+T@mwı́N

son+daughter

TúN-yOP

three-CLF:person

P@-ȟıN/P@-phaP

NPX-exist/NPX-embrace

lu.

person
ʮ*ଉࢠɾ່͕̏ਓ͍Δਓʯ

e. wáiN=nǎ

belly=COM

m@mǎ.

woman
ʮ৷ͨ͠ঁʢ༁: ͓ෲͱҰॹͷঁʣʯ

f. ko+waiN=nǎ/ko+we=nǎ

self+?=COM/self+?=COM

m@mǎ.

woman
ʮ৷ͨ͠ঁʢ༁: ࣗͷ?ͱҰॹͷঁʣʯ

5-16ʹ͕ 4ຊ͋Δɽ̡ ීวతͳ࣮ࣄʳ

(135) chaN=ma

elephant=LOC

P@khri

leg

lé-phaP

four-CLF:one.of.the.pair

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮʹ͕࢛ຊ͋Δʯ

5-17ͦͷҿΈʹΞϧίʔϧ͕ೖ͍ͬͯΔɽʗΞϧίʔϧೖΓͷҿΈʲͱʹແੜɼؚ༗ʳ

(136) a. yáN

that

ri(=thé)=ma

water(=place.inside)=LOC

P@-múN

NPX-be.drunken

ȟıN=re/pa=re.

exist=RLS/include=RLS

ʮͦͷਫʢͷதʣʹΞϧίʔϧ͕͋Δʢ༁: ਲ͏ͷ͕͋Δʣʯ

b. P@-múN

NPX-be.drunken

ȟıN=ca/pa=ca

exist=NMLS/include=NMLS

ri.

water
ʮΞϧίʔϧೖΓҿྉʢ༁: ਲ͏ͷ͕͋Δਫʣʯ

c. P@-múN

NPX-be.drunken

+ȟıN/+ba

+exist/+include

ri.

water
ʮΞϧίʔϧೖΓҿྉʢ༁: ਲ͏ͷ͕͋Δਫʣʯ

5-18͋ͷਓ͓ۚΛ͍ͯͬ࣋Δɽʗ͓ۚͪ࣋ͷਓʲͬͱҰൠతͳॴ༗ɼ߃ৗతʳ

(137) a. yáN=Tu=ma

that=person=LOC

táiNNá+pweSa

money+penny

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮͦͷਓʹ͓͕ۚ͋Δʯ

b. táiNNá+pweSa=SaN

money+penny=owner

(lu).

(person)
ʮ͓ۚΛ͍ͯͬ࣋Δਓʯ

c. táiNNá+pweSa+ȟıN.

money+penny+exist
ʮ͓ۚͪ࣋ʯ
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d. yáN=Tu

that=person

T@th́ı.

rich
ʮͦͷਓۚͩͪ࣋ʯ

5-19͓·͑ͷͱ͜Ζʹ͍͕ݘΔ͔ʁ ʗݘͷ͍Δਓʲॴ༗ɼ߃ৗతɼॴ༗༗ੜɾՈசʳ

(138) a. kobaN(=bÓN)=ma

you.HON(=vicinity)=LOC

khwı́

dog

ȟıN(=re)=lÓ?

exist(=RLS)=PQ

ʮ͋ͳͨʢͷͱ͜Ζʣʹݘ͍Δ͔ʁʯ

b. khwı́=SaN.

dog=owner
ʮݘΛͨͬ࣋ਓʯ

c. khwı́+ȟıN.

dog+exist
ʮݘͪʢҙ༁: ΔՈʣʯ͍ͯͬࣂΛݘΔਓɾ͍ͯͬࣂΛݘ

5-20͓·͑ʢࣗͷʣϖϯΛ͍ͯͬ࣋Δ͔ʁ ʗϖϯΛ͍ͯͬ࣋ΔਓʲҰ࣌తܞଳɾࣗͷͷʳ

(139) a. kobaN(=bÓN)=ma

you.HON(=vicinity)=LOC

(kǒ)

(self.OBL)

hmaNdaiN

pen

ȟıN(=re)=lÓ?

exist(=RLS)=PQ

ʮ͋ͳͨʢͷͱ͜Ζʣʹʢࣗͷʣϖϯ͕͋Δ͔ʁʯ

b. hmaNdaiN=SaN.

pen=owner
ʮϖϯΛͨͬ࣋ਓʯ

c. hmaNdaiN+ȟıN.

pen+exist
ʮϖϯͪ࣋ʢҙ༁: ϖϯΛͨͬ࣋ਓʣʯ

5-21͋ͷਓʢ୭͔ผͷਓͷʣϖϯΛ͍ͯͬ࣋Δɽ̡ Ұ࣌తܞଳɾଞਓͷͷʳ

(140) yáN=Tu(=bÓN)=ma

that=person(=vicinity)=LOC

P@khrá+lu

other=person

hmaNdaiN

pen

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮ͋ͷਓʢͷͱ͜Ζʣʹଞਓͷϖϯ͕͋Δʯ

5-22͋ͷਓӡ͕͍͍ɽʗӡͳਓʲநతɾҰ࣌తॴ༗ʳ

(141) a. yáN=Tu=ma

that=person=LOC

kaiN

fortune

kÓN=re.

be.good=RLS

ʮͦͷਓͷͱ͜ΖͰӡ͕Α͍ʯ
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b. kaiN

fortune

kÓN=ca

be.good=NMLS

lu.

person
ʮӡ͕Α͍ਓʯ

c. kaiN+gÓN.

fortune+be.good
ʮӡɾӡͳਓʯ

d. kaiN

fortune

P@-kÓN

NPX-be.good

lu.

person
ʮӡ͕Α͍ਓʯ

e. lu

person

kaiN+gÓN.

fortune+be.good
ʮӡͳਓʯ

f. kaiN+gÓN

fortune+be.good

lu.

person
ʮӡͳਓʯ

(142) a. yáN=Tu=ma

that=person=LOC

kaiN

fortune

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮͦͷਓͷͱ͜Ζʹӡ͕͋Δʯ39

b. kaiN

fortune+be.good

ȟıN=ca

exist=NMLS

lu.

person
ʮӡ͕͋Δਓʯ

c. kaiN+ȟıN.

fortune+exist
ʮӡͪ࣋ʯ

d. *kaiN

fortune

P@-ȟıN

NPX-exist

lu.

person
ʮӡ͕͋Δਓʯ

e. lu

person

kaiN+ȟıN.

fortune+exist
ʮӡ͕͋Δਓʯ

f. kaiN+ȟıN

fortune+exist

lu.

person
ʮӡ͕͋Δਓʯ

39 (142)ͷྫʹ͓͍ͯ kaiN ‘fortune’ʮӡʯͷΈΛ͋ΒΘ͠ɼจ຺ʹΑͬͯʮӡʯʹʮѱӡʯʹ
ͳΓ͏Δɽʮӡʯͱ໌ࣔ͢ΔͳΒ kaiN+gÓN ‘fortune+be.good’Λ͍ͪΔɽ
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5-23͜͜ੴ͕ଟ͍ɽʗੴͷଟ͍ʲ߃ৗతଘࡏʼঢ়ଶʗੑ࣭ʳ

(143) a. d@=ma

this=LOC

kyOP

stone

myá=re.

be.many=RLS

ʮ͜͜ʹੴ͕ଟ͍ʯ

b. d@=ma

this=LOC

P@-myá+gŕı

NPX-be.many+be.big

kyOP

stone

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮ͜͜ʹͨ͘͞Μੴ͕͋Δʯ

c. kyOP

stone

ȟıN=ca

exist=NMLS

nera.

place
ʮੴ͕͋Δॴʯ

d. *kyOP

stone

P@-ȟıN

NPX-exist

nera.

place
ʮੴͷଘࡏʯ

e. *kyOP+ȟıN.

stone+exist
ʮੴͷ͋Δॴʯ

f. kyOP+ȟıN+nera.

stone+exist+place
ʮੴ͋Γͷॴʯ

(144) a. d@=ma

this=LOC

kyOP

stone

P@-myá+gŕı

NPX-be.many+be.big

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮ͜͜ʹੴ͕ͨ͘͞Μ͋Δʯ

b. kyOP

stone

myá=ca

be.many=NMLS

nera.

place
ʮੴ͕ଟ͍ॴʯ

c. kyOP

stone

P@-myá

NPX-be.many

nera.

place
ʮੴଟ͖ॴʯ

d. kyOP+myá+nera.40

stone+be.many+place
ʮͨ͘͞Μͷੴͷॴʯ

5-24ͦͷ෦ʹҜ͕ࢠ 3ͭ͋Δʗ 3ͭҜࢠͷ͋Δ෦ʲඇ߃ৗతଘࡏͱྔʳ

(145) a. yáN

that

tOiP=ma

room=LOC

thOiNkhuN

chair

TúN-khǔ

three-CLF:thing

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮͦͷ෦ʹҜ͕͋ͭ̏ࢠΔʯ

40 kyOP+myá ‘stone+be.many’ʮͨ͘͞Μͷੴʯͱ͍͏ҙຯͰ͋Δɽ
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b. yáN

that

tOiP=ma

room=LOC

TúN-khǔ

three-CLF:thing

thOiNkhuN

chair

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮͦͷ෦ʹ̏ͭҜ͕͋ࢠΔʯ

c. thOiNkhuN

chair

TúN-khǔ

three-CLF:thing

ȟıN=ca/*P@-ȟıN

exist=NMLS/*NPX-exist

tOiP.

room
ʮҜ͕͋ͭ̏ࢠΔ෦ʯ

d. TúN-khǔ

three-CLF:thing

thOiNkhuN

chair

ȟıN=ca/*P@-ȟıN

exist=NMLS/*NPX-exist

tOiP.

room
ʮ̏ͭҜ͕͋ࢠΔ෦ʯ

e. thOiNkhuN+TúN-khǔ+ȟıN.

chair+three-CLF:thing+exist
ʮҜͪ࣋ͭ̏ࢠʢҙ༁: Ҝ͕͋ͭ̏ࢠΔॴɾҜ͕͋ͭ̏ࢠΔਓʣʯ

f. TúN-khǔ+thOiNkhuN+ȟıN.

three-CLF:thing+chair+exist
ʮ̏ͭҜͪ࣋ࢠʢҙ༁: ̏ͭҜ͕͋ࢠΔॴɾ̏ͭҜ͕͋ࢠΔਓʣʯ

5-25ςʔϒϧͷ্ʹεϓʔϯ͕͋Δɽʗεϓʔϯͷ͋Δςʔϒϧʲଘࡏɾଘ͕ࡏ৽ใʳ

(146) a. cákhuN=thaP=ma

dining.table=place.above=LOC

jwáiN

spoon

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮ৯ͷ্ʹεϓʔϯ͕͋Δʯ

b. jwáiN

spoon

ȟıN=ca/*P@-ȟıN

exist=NMLS/*NPX-exist

cákhuN.

dining.table
ʮεϓʔϯ͕͋Δ৯ʯ

c. jwáiN+ȟıN+cákhuN.

spoon+exist+dining.table
ʮεϓʔϯ͋Γ৯ʯ41

5-26ͦͷεϓʔϯςʔϒϧͷ্ʹ͋Δɽʗςʔϒϧʹ͋Δεϓʔϯʲॴࡏɾॴ͕৽ใʳ

(147) a. yáN

that

jwáiN

spoon

cákhuN=thaP=ma

dining.table=place.above=LOC

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮͦͷεϓʔϯ৯ͷ্ʹ͋Δʯ

b. cákhuN=thaP=ma

dining.table=place.above=LOC

ȟıN=ca

exist=NMLS

jwáiN.

spoon
ʮ৯ͷ্ʹ͋Δεϓʔϯʯ

41 (146-c)༻ස͍͚ΕͲɼ༰қʹཧղՄͰ͋Δɽ
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c. cákhuN

dining.table

jwáiN.

spoon
ʮςʔϒϧͷεϓʔϯʯ

5-27ͦͷϖϯࢲͷͩɽɾͦͷϖϯଠͷͩɽʗࢲͷϖϯɾଠͷϖϯʲॴ༗ɼଐ֨ͷϓϩτλ
Πϓʳ

(148) a. yáN

that

hmaNdaiN(=gá)

pen(=TOP)

Nǎ=ca.

I.OBL=NMLS

ʮͦͷϖϯࢲͷͩʯ

b. Nǎ

I.OBL

hmaNdaiN.

pen
ʮࢲͷϖϯʯ

Γ·͢ɽ̡͕͋ࣄ༺໌ࢲɽʗ͕ͨͬ͋ࣄͰՐߍɼֶࡢ5-28 Ͱ͖͝ͱͷੜىʳ

(149) a. Nyǎgǎ(=kha)

yesterday(=time)

kyÓN=ma

school=LOC

mwı́N

fire

lON-li=re.

burn-PST=RLS

ʮࡢֶߍͰՐ͕೩͑ͨʯ

b. hnaPphraiN(=kha)

tomorrow(=time)

Nǎ=ma

I.OBL=LOC

P@-louP

NPX-work

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮ໌ࢲʹ͕͋ࣄΓ·͢ʯ

5-29ʢ͜ͷੈʹʣ͓Խ͚ͳΜ͍ͯͳ͍ɽ̡ จʳࡏ࣮

(150) de

this

lÓkǎ=ma

world=LOC

púp@roiPta

evil.spirit.ELAB

m@-ȟıN.

NEG-exist
ʮ͜ͷੈʹ͓Խ͚ͳΜ͍ͯͳ͍ʢ༁: ͜ͷੈʹ͓Խ͚ͷྨ͍ͳ͍ʣʯ

5-30ʢͦ͜ʹʣӳޠΛ͢ਓ͍Δ͕ɼ͞ͳ͍ਓ͍Δɽ̡ ઈରଘࡏจ (1)ʳ

(151) yáN=ma

that=LOC

PáNg@loiP

English

prÓ=Tu=lé

speak=person=too

ȟıN=re,

exist=RLS

dǒdOlé

however

m@-prÓ=Tu=lé

NEG-speak=person=too

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮͦ͜ʹӳޠΛ͢ਓ͍Δ͕ɼ͞ͳ͍ਓ͍Δʯ

Ͱ͖Δਓʢ΄͔ʹʗͬͱʣ͍·͢ɽ̡͕ޠΑΓӳࢲ5-31 ઈରଘࡏจ (2)ʳ

(152) a. Nǎ=thaP

I.OBL=place.above

PáNg@loiP

English

taiP=ca

be.able.to=NMLS

lu

person

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮࢲΑΓӳ͕ޠͰ͖Δਓ͕͍Δʯ
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b. ?Nǎ=thaP

I.OBL=place.above

PáNg@loiP

English

P@-taiP

NPX-be.able.to

lu

person

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮࢲΑΓӳ͕ޠͰ͖Δਓ͕͍Δʯ

5-32ͪΐͬͱ͋ͳͨʹ͓͕͍͋ئΓ·͢ɽ̡ நతͳ͜ͱͷॴ༗ɾൃޮྗͷ͋Δจʳ

(153) Nǎ(=bÓN)=ma

I.OBL(=place.near)=LOC

kobaN=P@twOP

you.HON=for

káiNhláiN

proposal

(t@-khǔ/t@phěSe)

(one-CLF:thing/a.little)

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮࢲͷͱ͜Ζʹ͋ͳͨʹରͯ͠ʢҰͭ/গ͠ʣఏҊ͕͋Γ·͢ʯ

5-33ౙͷӍʲؒ࣌ʳ౦ژͷՈʲॴʳ

(154) a. chÓN+mú.

winter+rain
ʮౙͷӍʯ

b. tokiyo+wiN.

Tokyo+house
ʮ౦ژͷՈʯ

5-34൴ͷӭ͗ʗݘͷ໐͖ʗՐࢁͷരൃʲB͕ߦҝΛ໊ࣔ͢ࢺͰ͋Δ߹ͷओମʳंͷӡసʲಉ͘͡
٬ମʗରʳʙͷখઆʲAͷੜ࢈Ͱ͋Δ Bʳ

(155) a. yáN=Tu

that=person

ri+kú=ca.

water+go.across=NMLS

ʮ͋ͷਓ͕ӭ͙͜ͱʯ

b. yáN=Tu

that=person

ri+P@-kú.

water+NPX-go.across
ʮ͋ͷਓͷӭ͙͜ͱʯ

c. yáN=Tu+r@gú.42

that=person+water.go.across
ʮ͋ͷਓͷӭ͗ʯ

(156) a. khwı́+hON+TaiN.

dog+bark+voice
ʮݘͷ໐͖ʯ

42 r@gúʮӭ͗ʯͱ͍͏ҙຯͰ͋Δɽri ‘water’ͱ kú ‘go.across’͕ෳ߹͢Δ͍͞ʹɼri ͕ r@ͱऑ
Խ͠ɼkú͕༗ަସͯ͠ gúͱͳ͍ͬͯΔɽͦͯ͠શମͱͯ͠֎৺ෳ߹ޠΛܗ͍ͯ͠Δɽ
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b. khwı́

dog

hON=ca.

bark=NMLS

ʮ͕ݘ໐͘͜ͱʯ

c. khwı́

dog

P@-hON.

NPX-bark
ʮݘͷ໐͘͜ͱʯ

d. *khwı́+hON.

dog+bark
ʮݘͷ໐͘͜ͱʯ

(157) a. mwı́NdON

fire.mountain

pwǑN=ca.

open=NMLS

ʮՐ͕ࢁരൃ͢Δ͜ͱʯ

b. mwı́NdON

fire.mountain

pwǑN=khráN.

open=style
ʮՐ͕ࢁരൃ͢Δํʯ

c. mwı́NdON

fire.mountain

P@-pwǑN.

NPX-open
ʮՐࢁͷരൃʯ

d. *mwı́NdON+bwǑN43

fire.mountain+open
ʮՐࢁരൃʯ

(158) a. gari

car

mÓN=ca.

drive=NMLS

ʮंΛӡస͢Δ͜ͱʯ

b. gari

car

mÓN=khráN.

drive=style
ʮंΛӡస͢Δํʯ

c. gari

car

P@-mÓN.

drive=NMLS

ʮंͷӡసʯ

d. *gari+mÓN.

car+drive
ʮंӡసʯ

43 mwı́NdON+bwǑN ɼP@mwı́N ‘hair’ + P@tON ‘wing’ + pwǑN ‘open’ͱղऍ͞Εͯɼʮཌྷͷໟ͕ൈ͚
Δ͜ͱʯͱ͍͏ҙຯʹͳΔɽ
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(159) raju+waiPthǔ.

PSN+tale
ʮϥδϡͷ͓ʯ

5-35 X͞Μʢݻ༗໊ࢺʣͷ͓͞Μʲʳصͷԣʹʗصͷલʹʗ*صʹʢདྷͯʂʣ̡ ॴ໊ࢺʳ͋ͷ
ਓͷ࣍ʲؒ࣌తؔʳ

(160) a. raju+P@mwı̌N.

PSN+mother
ʮϥδϡͷʯ

b. khuN=ná=dǒ44

table=side=ALL

(la=laiP).

(come=IMP)
ʮصͷԣͷํʹʢདྷ͍ʣʯ

c. khuN=dǒ

table=ALL

(la=laiP).

(come=IMP)
ʮصͷํʹʢདྷ͍ʣʯ

d. yáN

that

lu

person

P@prouP/nOPkǎ.45

after/after
ʮ͋ͷਓͷޙͰ/ޙʹʯ

5-36όϥͷՖͼΒʲछผʳՌͷφΠϑʲ༻్ʳࢴͷඈػߦʲࡐྉɾ࣭ࡐʳνϡʔϦοϓͷֆʲ
༰ʳՖͷ͍ʲ࢈ग़ʳӳจͷखࢴʲදࣜܗݱ (?)ʳຊޠͷઌੜʲ৬छʳҪށͷਫʲऔಘݯʳ̡ʮʙ

ͷՌʯͷΑ͏ͳ࢈Ͱྑ͍ʳӍͷʲঢ়گʳ

(161) a. hnáNji+páiNphaiP

rose+petal
ʮόϥͷՖͼΒʯ

b. TOiPT́ı

fruit

TaN(=ca)

cut(=NMLS)

dáSe.

knife.small
ʮՌΛΔφΠϑʯ

c. TOiPT́ı+dáSe.46

fruit+knife.small
ʮՌφΠϑʯ

d. *TOiPT́ı

fruit

P@-TaN

NPX-cut

dáSe.

knife.small
ʮՌΓφΠϑʯ

44 ϏϧϚޠϥΧΠϯޠͰํΛ͋ΒΘͨ͢Ίʹత͕֨༻͞Ε͏Δɽ͔͠͠ɼϚϧϚޠͰ

௨ৗ༻͞Εͣɼํ͕֨༻͞ΕΔɽ
45 P@prouP  nOPkǎɼؒ࣌తͷΈͳΒۭͣؒతʹʮޙʯͰ͋Δ͜ͱΛ͋ΒΘ͠͏Δɽ
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e. TOiPT́ı

fruit

P@-TaN

NPX-cut

nOiN=ca

can=NMLS

dáSe.

knife.small
ʮՌΓͰ͖ΔφΠϑʯ

(162) a. caPkuN+hlebyaiN.

paper+airplane
ʮࢴඈػߦʯ

b. caPkuN+louP+hlebyaiN.

paper+work+airplane
ʮࢴඈػߦʯ

c. *caPkuN

paper

louP=ca/P@-louP

work=NMLS/NPX-work

hlebyaiN.

airplane
ʮ*͕ͭ͘ࢴΔඈػߦʯ

d. caPkuN=nǎ

paper=COM

louP=ca/*P@-louP

work=nmls/*NPX-work

hlebyaiN.

airplane
ʮࢴͰͭ͘Δඈػߦʯ

(163) a. hnáNjibáiN+P@rouP.

rose.flower+picture
ʮόϥͷֆʯ

b. páiN+(P@)nǎiN.47

flower+smell(n)
ʮՖͷ͍ʯ

(164) a. PáNg@loiP+káiNja.

English+letter
ʮӳޠͷखࢴʯ

b. j@paiN

Japan

baTa+c@gá

language+word

ch@ra.

teacher
ʮຊޠͷઌੜʯ

c. j@paiN

Japan

baTa+c@gá

language+word

TaN=Tu.

teach=person
ʮຊޠΛ͑ڭΔઌੜʯ

d. j@paiN

Japan

ch@ra.

teacher
ʮຊޠͷઌੜɾຊਓͷઌੜʯ

46 TOiPT́ı+dáSe ‘fruit+knife.small’ͱ͍͑ʮՌΛΔͨΊͷφΠϑʯͱ͍͏ղऍͷ΄͔ʹɼʮՌ
ͰͰ͖ͨφΠϑʯͱ͍͏ҙຯ͋Γ͏Δɽ
47 ͷʮ͍ʯ্ঢௐͷࢺ໊ P@nǎiN Ͱ͋Δ͚ΕͲɼಈࢺͷʮʹ͓͏ʯௐͷ naiN Ͱ͋Δɽͦ͠
ͯɼpáiN+nǎiN ͱ͍͑Δ͚ΕͲɼpaiN+naiN ͱ͍͑ͳ͍ɽ
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(165) a. r@dwÓN+ri.

well(water.hole)+water
ʮҪށͷਫʯ

b. mú+raPňıN.

rain+day.ELAB

ʮӍͷʯ

c. mú+raP.

rain+day
ʮӍͷʯ

d. mú+ňıN.

rain+day
ʮӍͷʯ

5-37ຓͷՖࢠʗࣾͷాத͞Μʲಉ֨ʳ

(166) a. Nǎ

I.OBL

n@hmǎSe/NyomǎSe48

younger.sister

mina.

PSN

ʮࢲͷຓϛφʯ

b. kuNpańı+PouPkhyouP

company+govern

raju.

PSN

ʮձࣾͷࣾϥδϡʯ

5-38 ͱͳΓͷՈͷ༑ୡͷ͓͞ΜͷंͷλΠϠʢ͕ࡢಥવύϯΫͨ͠Μͩͬͯɽʣ ʲଐ֨ͷ࿈ଓ
ʳ༺

(167) wiN+bá

house+place.beside

moiPchwi

friend

P@phǎ+ká+taya.49

father+car+tyre
ʮͱͳΓͷՈͷ༑ͩͪͷ͓͞ΜͷंͷλΠϠʯ

48 ʮࢲʯ͕உੑͳΒ n@hmǎSeɼঁੑͳΒ NyomǎSe Λ͔ͭ͏ɽ
49 ͜ͷจʹ͓͍ͯɼwiN+bá moiPchwi ‘house+place.near friend’ɼʮͱͳΓͷՈʹॅΜͰ͍Δ༑ୡ
ʢࢲͷ༑ୡʣʯͱ͍͏ղऍͱʮͱͳΓͷՈʹॅΜͰ͍Δਓͷ༑ୡʢࢲͷ༑ୡͰ͋Δͱ͔͗Βͳ͍ʣʯͱ

͍͏ղऍ͕͋Γ͏Δɽ
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6. ʮଞಈੑʯʢݚޠूୈ 19߸ʣ

6-1ʲӨڹɾมԽʳ

6-1-a൴ͦͷϋΤΛͨ͠ࡴɽ

(168) yáN=Tu

that=person

yáN

that

khraN=go

fly=OBJ

TaiP-li=re.

kill-PST=RLS

ʮͦͷਓͦͷϋΤΛͨ͠ࡴʯ

6-1-b൴ͦͷശΛյͨ͠ɽ

(169) yáN=Tu

that=person

yáN

that

TOiPtaiN=go

box=OBJ

khwé-li=re.

break-PST=RLS

ʮͦͷਓͦͷശΛյͨ͠ʯ

6-1-c൴ͦͷεʔϓΛԹΊͨɽ

(170) yáN=Tu

that=person

yáN

that

háNre=go

soup=OBJ

n@ńıN/p@bu

be.hot.RDP/be.hot.RDP

pyaN-li=re.

do-PST=RLS

ʮͦͷਓͦͷεʔϓΛ͔͋ͨͨͨ͘͠ʯ

6-1-d൴ͦͷϋΤΛ͕ͨ͠ࡴɼࢮͳͳ͔ͬͨɽʢ͑ݴΔ͔ʁ ͳ͍͔ʁʣ͑ݴ

(171) yáN=Tu

that=person

yáN

that

khraN=go

fly=OBJ

TaiP-li=re,

kill-PST=RLS

dǒdOlé

however

m@-Ti-li.50

NEG-die-PST

ʮͦͷਓͦͷϋΤΛ͕ͨ͠ࡴɼʢͦͷϋΤʣࢮͳͳ͔ͬͨʯ

6-2ʲӨڹɾແมԽʳ

6-2-a൴ͦͷϘʔϧΛऽͬͨɽ

(172) yáN=Tu

that=person

bÓNlúN

ball

khaiP-li=re.

kick-PST=RLS

ʮͦͷਓϘʔϧΛऽͬͨʯ

50 (171) ʹ͓͍ͯ TaiP-b@lOiP=te ‘kill-COMPL=RLS’ ͋Δ͍ TaiP=pya ‘kill=PRF’ ͱ͍ͬͨͱ͢Ε
ɼޙͷ m@-Ti-li ‘NEG-die-PST’ཱ͠ͳ͍ɽ
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6-2-b൴ঁ൴ͷΛऽͬͨɽ

(173) yáN=Tu

that=person

yáN+lu+P@khri=go

that+person+leg=OBJ

khaiP-li=re.

kick-PST=RLS

ʮͦͷਓͦͷʢผͷʣਓͷΛऽͬͨʯ

6-2-c൴ͦͷਓʹͿ͔ͭͬͨʢނҙʹʣɽ

(174) a. yáN=Tu

that=person

yáN

that

lu=go/lu=nǎ

person=OBJ/person=COM

t@maiN

intentionally

PaP-li=re.

touch-PST=RLS

ʮ൴ͦͷਓʹҙਤతʹ;Εͨʯ

b. yáN=Tu

that=person

yáN

that

lu=go/*lu=nǎ

person=OBJ/(*person=COM)

t@maiN

intentionally

kǎiN-li=re.

interrupt-PST=RLS

ʮ൴ͦͷਓΛҙਤతʹ͑͗ͬͨ͞ʯ

6-2-d൴ͦͷਓͱͿ͔ͭͬͨʢ͏͔ͬΓʣɽ

(175) a. yáN=Tu

that=person

yáN

that

lu=go/lu=nǎ

person=OBJ/person=COM

P@lolo

by.oneself

PaP-li=re.

touch-PST=RLS

ʮ൴ͦͷਓʹͻͱΓͰʹͿ͔ͭͬͨʯ

b. yáN=Tu

that=person

yáN

that

lu=go/*lu=nǎ

person=OBJ/person=COM

P@lolo

by.oneself

kǎiN-li=re.

interrupt-PST=RLS

ʮ൴ͦͷਓΛͻͱΓͰʹ͑͗ͬͨ͞ʯ

6-3ʲ֮ 2A vs. 2Bʳ

6-3-a͋ͦ͜ʹਓ͕ਓ͑ݟΔɽ

(176) y@=ma

that=LOC

lu

person

lÓiNN@-yOP51

some-CLF:person

mraN-rǎ=re.

see-can=RLS

ʮ͋ͦ͜ʹԿਓ͔ਓ͕͑ݟΔʯ

6-3-bࢲͦͷՈΛͨݟɽ

(177) Na

I

yáN

that

wiN=go

house=OBJ

krě-li=re.

watch-PST=RLS

ʮࢲͦͷՈΛʢҙਤతʹʣͨݟʯ

51 lÓiNN@-ʹ͓͚Δ N@-ԿΒ͔ͷॖ͕ޠͨ͠ͷͱ͓ΘΕΔɽ͔͠͠ɼৗʹྨผޙ͕ࢺଓ͢Δͷ
ͰɼlÓiNN@ͱ͍͏ԻܗͰ͔͋͠ΒΘΕͳ͍ɽ
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6-3-c୭͔͕ڣΜͩͷ͕ฉ͑ͨ͜ɽ

(178) a. Tu

someone

PO=ca(=go)

yell=NMLS(=OBJ)

krá-li=re.

hear-PST=RLS

ʮ୭͔͕ڣͿͷ͕ฉ͑ͨ͜ʯ

b. Tǔ

someone.OBL

P@-PO(=go)

NPX-yell(=OBJ)

krá-li=re.

hear-PST=RLS

ʮ୭͔ͷڣͼ͕ฉ͑ͨ͜ʯ

6-3-d൴ͦͷԻΛฉ͍ͨɽ

(179) yáN=Tu

that=person

yáN

that

P@TaiN=go

sound=OBJ

krá-li=re.

hear-PST=RLS

ʮ൴ͦͷԻΛฉ͍ͨʯ

(180)ʹ͠Ί͢Α͏ʹɼϚϧϚޠʹ͓͍ͯɼϏϧϚޠͱಉ༷ʹɼʮΈΔʯͱʮ͖͘ʯҙੑࢤͷ༗

ແʹΑ͕ͬͯܗޠҟͳΔɽ

(180) a. ʮΈΔʯ krěʢҙ͋ੑࢤΓʣ; mraNʢҙੑࢤͳ͠ʣ

b. ʮ͖͘ʯ ná+thONʢҙ͋ੑࢤΓʣ; kráʢҙੑࢤͳ͠ʣ

6-4 ʢ̡֮ 2Aʣൃݟɾ֫ಘɾੜ࢈ͳͲʳ

6-4-a൴ʢͳͨ͘͠ʣΧΪΛ͚ͨͭݟɽ

(181) a. yáN=Tu

that=person

(pyOP-li=ca)

(disappear-PST=NMLS)

Twǎ=go

key=OBJ

hra=rǒ

search=SEQ

twı̌-li=re.

find-PST=RLS

ʮ൴ʢͳͨ͘͠ʣݤΛ୳͚ͯͨͭ͠ݟʯ

b. yáN=Tu

that=person

(pyOP-li=ca)

(disappear-PST=NMLS)

Twǎ=go

key=OBJ

hra=rǒ

search=SEQ

rǎ-li=re.

get-PST=RLS

ʮ൴ʢͳͨ͘͠ʣݤΛ୳ͯ͠खʹೖΕͨʯ

6-4-b൴ҜࢠΛͨͬ࡞ɽ

(182) yáN=Tu

that=person

thOiNkhuN=go

chair=OBJ

louP-li=re.

make-PST=RLS

ʮ൴ҜࢠΛͨͬ࡞ʯ
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6-5ʲٴʳ

6-5-a൴όεΛ͍ͬͯΔɽ

(183) yáN=Tu

that=person

kágŕı(=go)

car.big(=OBJ)

cǑN-niN=re.

wait-CONT=RLS

ʮͦͷਓόεΛ͍ͬͯΔʯ

6-5-bࢲ൴͕དྷΔͷΛ͍ͬͯͨɽ

(184) a. Na

I

yáN=Tu

that=person

la(=phǒ)=ca=go

come(=NMLS.FUT)=NMLS=OBJ

cǑN-niN-li=re.

wait-CONT-PST=RLS

ʮࢲ൴͕དྷΔͷΛ͍ͬͯͨʯ

b. ?Na

I

yáN=Tu

that=person

P@-la=go

NPX-come=OBJ

cǑN-niN-li=re.

wait-CONT-PST=RLS

ʮࢲ൴ͷདྷ๚Λ͍ͬͯͨʯ52

6-5-c൴ࡒΛ୳͍ͯ͠Δɽ

(185) a. yáN=Tu

that=person

táiNNá+PoiP

money+bag

hra-niN=re.

search-CONT=RLS

ʮ൴ࡒΛ୳͍ͯ͠Δʯ

b. yáN=Tu

that=person

táiNNá+PoiP=ko

money+bag=OBJ

hra-niN=re.

search-CONT=RLS

ʮ൴ࡒΛ୳͍ͯ͠Δʯ

(185-a) ͷΑ͏ʹత֨ඪࣔͳ͠Ͱɼ(185-b) ͷΑ͏ʹత֨ඪࣔ͋ΓͰɼͲͪΒ༻͞Ε

Δɽͨͩ͠ɼత֨ඪ͕ࣔ͋Δ΄͏͕ɼʮ͋Δಛఆͷࡒʯͱ͍͏ؚҙ͕͋ΔΑ͏Ͱ͋Δɽ

6-6ʲࣝ̍ʳ

6-6-a൴͍ΖΜͳ͜ͱΛΑ͍ͬͯ͘Δɽ

(186) a. yáN=Tu

that=person

ja

what

waiN

thing

m@-cho

NEG-say

kÓNgÓN

very

Ťı=re.

know=RLS

ʮ൴ԿͰ͋Εͱ͍ͯͬͯΔʯ

b. yáN=Tu

that=person

kÓNgÓN

very

P@-myá+gŕı

NPX-be.many+be.big

Ťı=re.

know=RLS

ʮ൴ͱͯͨ͘͞Μ͍ͬͯΔʯ

52 (184-b)ཧղՄͰ͋Δ͚ΕͲɼ͋·Γ༻͞Εͳ͍ɽ
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6-6-bࢲ͋ͷਓΛ͍ͬͯΔɽ

(187) Na

I

thú

that

lu=go

person=OBJ

Ťı=re.

know=RLS

ʮࢲ͋ͷਓΛ͍ͬͯΔʯ

6-6-c൴ϩγΞ͕ޠͰ͖Δɽ

(188) a. yáN=Tu

that=person

ruS 53 +c@gá(=go)

Russian+language(=OBJ)

nOiN=re/prÓ-hnOiN=re.

can=RLS/speak-can=RLS

ʮͦͷਓϩγΞ͕ޠʢ͢͜ͱ͕ʣͰ͖Δʯ

b. yáN=Tu

that=person

ruS =pOiN

Russian=ESS

prÓ-hnOiN=re.

speak-can=RLS

ʮͦͷਓϩγΞਓͷΑ͏ʹ͢͜ͱ͕Ͱ͖Δʯ

6-7ʲࣝ̎ʳ

6-7-a͋ͳ͖ͨͷ͏ͨͬ͜ݴ͕ࢲͱΛ͍֮͑ͯ·͔͢ʁ

(189) a. Nyǎgǎ

yesterday

Na

I

ja

what

prÓ-li=re=lé,

say-PST=RLS=CQ

yáN=Tu(=go)

that=thing(=OBJ)

(kobaN)

(you.HON)

hmaiP-rǎ=re=lÓ?

remember-can=RLS=PQ

ʮࡢͨͬ͜ݴ͕ࢲͱɼͦΕΛʢ͋ͳͨʣ͍֮͑ͯ·͔͢ʁʯ

b. Nyǎgǎ

yesterday

Na

I

(kobaN=go)

(you.HON=OBJ)

prÓ-li=ca=go

say-PST=NMLS=OBJ

(kobaN)

(you.HON)

hmaiP-rǎ=re=lÓ?

remember-can=RLS=PQ

ʮࡢ͕ࢲʢ͋ͳͨʹʣͨͬ͜ݴͱΛʢ͋ͳͨʣ͍֮͑ͯ·͔͢ʁʯ

6-7-bࢲ൴ͷి൪߸ΛΕͯ͠·ͬͨɽ

(190) Na

I

yáN=Tu54

that=person

phúN+naiNbaiP

phone+number

mwı̌N-l@khǎ=re.

forget-go.ANDV=RLS

ʮࢲ൴ͷి൪߸ΛΕͯ͠·ͬͨʯ

53 ruS ‘Russian’ϕϯΨϧ͔ޠΒͷआ༻ޠͳͷͰɼϚϧϚޠͱͯ͠ഁ֨ͳ͕Βɼޠʹ-S ͕͋Δɽ
54 ͠ yáN ‘that’ ͕ͳ͚ΕɼTǔ ‘he/she.OBL’ ͷΑ͏ʹ͕ࣼ֨͋ΒΘΕΔɽ͔͠͠ɼyáN=Tu
‘that=person’ͷΑ͏ʹ TuͷલʹԿ͔͕ઌ͢ߦΔͱɼࣼ֨ʹͳΒͳ͍ɽ
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6-8ʲײ̍ʳ

6-8-aͪͨڙࢠΛਂ͘Ѫ͍ͯͨ͠ɽ

(191) yáN

that

P@mwı̌N

mother

Tá+T@mwı́N=rǒ=go

son+daughter=PL=OBJ

kÓNgÓN

very

khyOiP-li=re.

love-PST=RLS

ʮͦͷͪͨڙࢠΛͱͯѪ͍ͯͨ͠ʯ

6-8-bࢲόφφ͕͖ͩɽ

(192) Na

I

N@pyúT́ı(=go)

banana(=OBJ)

krOiP=te.

like=RLS

ʮࢲόφφΛΉʯ

6-8-cࢲ͋ͷਓ͕͍ͩݏɽ

(193) Na

I

yáN

that

lu=go

person=OBJ

múN=re.

hate=RLS

ʮࢲ͋ͷਓΛ͏ݏʯ

6-9ʲײ̎ʳ

6-9-aࢲ͕ۺཉ͍͠ɽ

(194) a. Nǎ=ma

I.OBL=LOC

ph@naiP

shoe

lo=re.

need=RLS

ʮࢲʹ͕ۺඞཁͩʯ

b. Na

I

ph@naiP(=ko)

shoe(=OBJ)

lo(-khyaN)=re.

need(-want)=RLS

ʮࢲ͕ۺඞཁͩʯ

(194-a)͕ϚϧϚޠΒ͍͍͍͠·Θ͠Ͱ͋Δɽ(194-b)ϏϧϚޠతͳ͍͍·Θ͠Ͱ͋ΓɼϥΧΠϯ

ਓ͕༻͢Δʹ͋Δɽ

6-9-bࠓɼ൴ʹ͓͕ۚཁΔɽ

(195) a. P@gǔ

now

yáN=Tu=ma

that=person=LOC

táiNNá

money

lo=re.

need=RLS

ʮࠓɼ൴ʹ͓͕ۚඞཁͩʯ

b. P@gǔ

now

yáN=Tu

that=person

táiNNá

money

lo(-khyaN)=re.

need(-want)=RLS

ʮࠓɼ൴͓͕ۚඞཁͩʯ
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(195-a)͕ϚϧϚޠΒ͍͠දݱͰ͋Δɽ(195-b)ϏϧϚޠతͳදݱͰ͋ΓɼϥΧΠϯਓ͕༻͢Δ

Δɽ͋ʹ

6-10ʲײ̏ʳ

6-10-aʢࢲͷʣʢࢲͷʣఋ͕͏ͦΛ͍ͭͨͷʹౖ͍ͬͯΔɽ

(196) Nǎ

I.OBL

NyiNSe

younber.brother

bÓŕı

lie

prÓ-li=ra=ma

say-PST=place=LOC

Nǎ

I.OBL

P@mwı̌N

mother

maiN

anger

pa-niN=re.

come.close-CONT=RLS

ʮࢲͷఋ͕ӕΛͨͬݴͱ͜ΖʢͨͬݴͷͰʣɼࢲͷౖ͍ͬͯΔʯ

6-10-b൴͕ݘා͍ɽ

(197) yáN=Tu

that=person

khwı́=go55

dog=OBJ

krOP=te.

fear=RLS

ʮ൴ݘΛڪΕΔʯ

6-11ʲؔ̍ʳ

6-11-a൴ʹ͍ͯࣅΔɽ

(198) a. yáN=Tu

that=person

(kǒ)

(self.OBL)

P@phǎ=pOiN.

father=ESS

ʮ൴ʢ൴ࣗͷʣͷΑ͏ͩʯ

b. yáN=Tu

that=person

(kǒ)

(self.OBL)

P@phǎ=nǎ/P@phǎ=pOiN

father=COM/father=ESS

tu=re.

resemble=RLS

ʮ൴ʢ൴ࣗͷʣͱ͍ͯࣅΔʯ

6-11-bւਫԘΛؚΜͰ͍Δɽ

(199) paNle+ri=ma

sea+water=LOC

chádaiP

salt.content

ȟıN=re.

exist=RLS

ʮւͷਫʹԘ͕͋Δʯ

55 =go ‘=OBJ’ҙͷཁૉͰ͋Δ͚ΕͲɼ༻͢Δ΄͏͕ී௨Ͱ͋Δɽ
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6-12ʲؔ̎ʳ

6-12-aࢲͷఋҩऀͩɽ

(200) a. Nǎ

I.OBL

NyiNSe(=gá)

younger.brother(=TOP)

ch́ıT@má.

medical.doctor
ʮࢲͷఋҩऀͩʯ

b. Nǎ

I.OBL

NyiNSe

younger.brother

phrOiP=te

become=RLS

ch́ıT@má.

medical.doctor
ʮࢲͷఋҩऀͰ͋Δʯ

c. Nǎ

I.OBL

NyiNSe(=gá)

younger.brother(=TOP)

ch́ıT@má

medical.doctor

phrOiP=te.

become=RLS

ʮࢲͷఋҩऀʹͳͬͨʯ

(200-b)Ͱ phrOiP=te ‘become=RLS’ɼࣜܗతʹಈࢺड़෦ͷΑ͏ʹΈ͑Δɽ͕ͩɼ࣮ࡍʹ͋ͨ

͔ओԽඪࣝͷΑ͏ʹػ͍ͯ͠Δɽ͜ΕϕϯΨϧޠʹ͓͚Δྨ͍͍ͨ͠ࣅ·Θ͠Λ฿͍ͯ͠

Δͱͱʹɼӳޠͷ beಈࢺʹӨڹΛ͏͚͍ͯΔͷ͔͠Εͳ͍ɽଞํɼ(200-c)ͷΑ͏ʹ phrOiP=te

‘become=RLS’Λจʹ༻͢Δͱɼಈࢺड़෦ͱͯ͠ͷղऍ͔͋͠Γ͑ͳ͍ɽ

6-12-bࢲͷఋҩऀʹͳͬͨɽ

(201) Nǎ

I.OBL

NyiNSe

younger.brother

ch́ıT@má

medical.doctor

phrOiP=pya.

become=PRF

ʮࢲͷఋҩऀʹͳͬͨʯ

6-13ʲྗ̍ʳ

6-13-a൴ंͷӡస͕Ͱ͖Δɽ

(202) a. yáN=Tu

that=person

gaŕı

car

mÓN=phǒ

drive=NMLS.FUT

taiP=te.

be.able.to=RLS

ʮͦͷਓंΛӡస͕Ͱ͖Δʯ

b. yáN=Tu

that=person

gaŕı

car

P@-mÓN

NPX-drive

taiP=te.

be.able.to=RLS

ʮͦͷਓंͷӡస͕Ͱ͖Δʯ

c. yáN=Tu

that=person

gaŕı

car

P@-mÓN-daiP

NPX-drive-be.able.to

t@-yOP.

one-CLF:person
ʮͦͷਓंͷӡసྗ͕͋Δਓͩʯ

d. yáN=Tu

that=person

t@-yOP

one-CLF:person

gaŕı

car

P@-mÓN-daiP.

NPX-drive-be.able.to
ʮͦͷਓंͷӡసྗ͕͋Δਓͩʯ
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e. yáN=Tu

that=person

gaŕı

car

mÓN-daiP56 =te.

drive-be.able.to=RLS

ʮͦͷਓंΛӡసͰ͖ΔɾͦͷਓंΛӡస͢Δ͔͠Εͳ͍ʯ

f. yáN=Tu

that=person

gaŕı

car

mÓN-hnOiN=re.

drive-can=RLS

ʮͦͷਓंΛӡసͰ͖ΔɾͦͷਓंΛӡస͢Δ͔͠Εͳ͍ʯ

6-13-b൴ӭ͛Δɽ

(203) a. yáN=Tu

that=person

r@gú

water.crossing(swimming)

taiP=te.

be.able.to=RLS

ʮͦͷਓӭ͛Δʢ༁: ͦͷਓਫΓ͕Ͱ͖Δʣʯ

b. yáN=Tu

that=person

ri

water

kú=phǒ

go.across=NMLS.FUT

taiP=te.

be.able.to=RLS

ʮͦͷਓӭ͛Δʢ༁: ͦͷਓਫΛΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δʣʯ

c. yáN=Tu

that=person

ri

water

P@-kú

NPX-go.across

taiP=te.

be.able.to=RLS

ʮͦͷਓӭ͛Δʢ༁: ͦͷਓਫͷΓ͕Ͱ͖Δʣʯ

d. yáN=Tu

that=person

ri

water

P@-kú-daiP

NPX-go.across-be.able.to

t@-yOP.

one-CLF:person
ʮͦͷਓӭ͛Δʢ༁: ͦͷਓਫͷΓྗ͕͋Δʣਓͩʯ

e. yáN=Tu

that=person

t@-yOP

one-CLF:person

ri

water

P@-kú-daiP.

NPX-go.across-be.able.to
ʮͦͷਓӭ͛Δʢ༁: ͦͷਓਫͷΓྗ͕͋Δʣਓͩʯ

(204) a. yáN=Tu

that=person

ri

water

kú-daiP=te.

go.across-be.able.to=RLS

ʮͦͷਓӭ͛Δɾͦͷਓӭ͙͔͠Εͳ͍ʯ

b. yáN=Tu

that=person

ri

water

kú-hnOiN=re.

go.across-can=RLS

ʮͦͷਓӭ͛Δɾͦͷਓӭ͙͔͠Εͳ͍ʯ

c. yáN=Tu

that=person

r@gú

water.crossing(swimming)

nOiN=re.

can=RLS

ʮͦͷਓӭ͛Δʯ

56 taiP ‘be.able.to’ɼຊಈࢺͱͯ͠༻͢ΔͱྗՄͷΈΛ͋ΒΘ͢ɽॿಈࢺͱͯ͠༻͢Δͱ
ྗՄঢ়گՄ͋ΒΘ͠͏Δɽ
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6-14ʲྗ̎ʳ

6-14-a൴Λ͢Δͷ্͕खͩɽ

(205) a. yáN=Tu(=gá)

that=person(=TOP)

c@gá=ma

language(=LOC)

ma=re.

be.skillful=RLS

ʮ൴ʹ͓͍ͯΈͰ͋Δʯ

b. yáN=Tu(=gá)

that=person(=TOP)

c@gá=ma

language=LOC

P@-ma.

NPX-be.skillful
ʮ൴ʹ͓͍ͯΈͩʯ

6-14-b൴Δͷ͕ۤखͩɽ

(206) a. yáN=Tu

that=person

P@-bŕı=ma

NPX-run=LOC

m@-ma.

NEG-be.skillful
ʮ൴Γʹ͓͍ͯΈͰͳ͍ʯ

b. yáN=Tu

that=person

P@-bŕı=ma

NPX-run=LOC

P@-ma

NPX-be.skillful

m@-houP.

NEG-be.right
ʮ൴Γʹ͓͍ͯΈͰͳ͍ʯ

6-15ʲҠಈʳ

6-15-a൴ֶߍʹண͍ͨɽ

(207) yáN=Tu

that=person

PiS@ku=ma/PiS@ku=dǒ57

school=LOC/school=ALL

rOP=pya.

arrive=PRF

ʮͦͷਓֶߍʹண͍ͨʯ

6-15-b൴ಓΛͬͨʗԣͬͨɽ

(208) yáN=Tu

that=person

láiN58

road

kú=bya.

go.across=PRF

ʮͦͷਓಓΛͬͨʯ

57 Pis@ku=go ‘school=OBJ’ͱ͢ΔͷϥΧΠϯޠతͳදݱͰ͋Δɽ
58 láiN=go ‘road=OBJ’ͱ͢ΔͷϥΧΠϯޠతͳදݱͰ͋Γɼ͋·Γ༻͞Εͳ͍ɽ
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6-15-c൴͜ͷಓΛ௨ͬͨɽ

(209) a. yáN=Tu

that=person

de

this

láiN=gǎ

road=ABL

lá-li=re.

go-PST=RLS

ʮ൴͜ͷಓ͔Βʢҙ༁: ͜ͷಓܦ༝Ͱʣͨͬߦʯ

b. yáN=Tu

that=person

de

this

láiN=dǒ59

road=ALL

lá-li=re.

go-PST=RLS

ʮ൴͜ͷಓΛͨͬߦʯ

6-16ʲ֮̍ײʳ

6-16-a൴͓ෲΛۭ͔͍ͯ͠Δɽ

(210) a. yáN=Tu

that=person

mwaiP=te.

be.hungry=RLS

ʮͦͷਓۭෲͰ͋Δʯ

b. yáN=Tu

that=person

mwaiP=túN.

be.hungry=NMLS.CONT

ʮͦͷਓۭෲঢ়ଶͩʯ

c. yáN=Tu

that=person

P@-mwaiP

NPX-be.hungry

khaiN=re/*niN=RLS.

suffer=RLS/*stay=RLS

ʮͦͷਓʢҙਤతʹʣۭෲΛ͜͏Ή͍ͬͯΔʯ

6-16-b൴ׇ͍͍͕ͯΔɽ

(211) a. yáN=Tu

that=person

ri

water

NaiP=te.

thirst=RLS

ʮ൴ਫʹٌ͍͑ͯΔʢղऍ: ਫ͕͔ͪ͘ʹͳ͍ʣʯׇ͍͍͕ͯͯ

b. yáN=Tu

that=person

ri

water

NaiP=túN.

thirst=NMLS.CONT

ʮ൴ਫʹٌ͑ͨঢ়ଶͩʢղऍ: ਫ͕͔ͪ͘ʹͳ͍ʣʯׇ͍͍͕ͯͯ

c. yáN=Tu

that=person

ri

water

P@-NaiP

NPX-thirst

niN=re/khaiN=re.

stay=RLS/suffer=RLS

ʮ൴ਫΛҙਤతʹҿ·ͣʹ͍Δʢղऍ: ਫ͔ͪ͘ʹ͋Δ͚ΕͲɼҙਤతʹׇ͕

͍ͨঢ়ଶʹ͋Δʣʯ

59 láiN=go ‘road=OBJ’ͱ͢ΔͷϥΧΠϯޠతͳදݱͰ͋Γɼ͋·Γ༻͞Εͳ͍ɽ
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d. yáN=Tu

that=person

ri

water

mwaiP=te.

be.hungry=RLS

ʮ൴ׇ͍͍͕ͯΔʢղऍ: ਫ͕͔ͪ͘ʹ͋Δ͔͠Εͳ͍͠ɼͳׇ͍͍͍͕ͯͯ

͔͠Εͳ͍ʣʯ

e. yáN=Tu

that=person

ri

water

mwaiP=túN.

be.hungry=NMLS.CONT

ʮ൴ׇ͍͍͕ͯΔʢղऍ: ਫ͕͔ͪ͘ʹ͋Δ͔͠Εͳ͍͠ɼͳׇ͍͍͍͕ͯͯ

͔͠Εͳ͍ʣʯ

f. yáN=Tu

that=person

ri

water

P@-mwaiP

NPX-be.hungry

khaiN=re/*niN=re

suffer=RLS/*stay=RLS

ʮ൴ͷׇ͖Λ͜͏Ή͍ͬͯΔʢղऍ: ਫ͕͔ͪ͘ʹ͋Δ͔͠Εͳׇ͍͍͕ͯͯ

͍͠ɼͳ͍͔͠Εͳ͍ʣʯ

6-17ʲ֮̎ײʳ̡ શͳҰ߲ɼ͘͠ 0߲ͷ֮ײड़ޠͰ͋Δɽr

6-17-aࢲ͍פɽ

(212) Na

I

khyáiN=re.

be.cool=RLS

ʮࢲ͍פʯ

6-17-bࠓ͍פɽ

(213) N@ňıN

today

khyáiN=re.

be.cool=RLS

ʮࠓ͍פʯ

6-18 ʢ̡ࣾձతʣ૬ߦޓҝ̍ʳ

6-18-aࢲ൴Λखͬͨʗॿ͚ͨɽ

(214) Na

I

yáN=Tu=go

that=person=OBJ

ku-li=re.

help-PST=RLS

ʮࢲͦͷਓΛॿ͚ͨʯ

6-18-bࢲ൴͕ͦΕΛӡͿͷΛखͬͨɽ

(215) Na

I

yáN=Tu=go

that=person=OBJ

de=ca

this=NMLS

rwOP=phǒ/??P@-rwOP

carry=NMLS.FUT/??NPX-carry

ku-li=re.

help-PST=RLS

ʮࢲ൴͕ͦΕΛӡͿͷΛॿ͚ͨʯ
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6-19 ʢ̡ࣾձతʣ૬ߦޓҝ̎ʢߦޠݴಈʣr

6-19-aࢲͦͷཧ༝Λ൴ʹฉ͍ͨɽ

(216) Na

I

yáN=Tu=go

that=person=OBJ

yáN

that

P@krÓN=ca(=go)

reason=DEF60 (=OBJ)

mwı́N-li=re.

ask-PST=RLS

ʮࢲ൴ʹͦͷཧ༝ΛͨͣͶͨʯ

6-19-bࢲͦͷ͜ͱΛ൴ʹͨ͠ɽ

(217) a. Na

I

yáN

that

P@krÓN61

subject

yáN=Tu=go

that=person=OBJ

prÓ-li=re.

say-PST=RLS

ʮࢲͦͷ͜ͱΛ൴ʹͨͬݴʯ

b. Na

I

yáN

that

P@krÓN=go

subject=OBJ

yu=bO

take=SEQ

yáN=Tu=go

that=person=OBJ

prÓ-li=re.

say-PST=RLS

ʮࢲͦͷ͜ͱΛͱΓ͋͛ͯ൴ʹͨ͠ʯ

6-20ʲؼ࠶ɾ૬ޓʳ

6-20-aࢲ൴ͱձͬͨɽ

(218) a. Na

I

yáN=Tu=nǎ

that=person=COM

twı̌-li=re.

meet-PST=RLS

ʮࢲ൴ͱձ͏͜ͱʹͳͬͨʢղऍ: ҙਤత·ͨඇҙਤతʹग़ձͬͨʣʯ

b. Na

I

yáN=Tu=nǎ

that=person=COM

P@-twı̌

NPX-meet

khaiN-li=re.

suffer-PST=RLS

ʮࢲ൴ͱʢҙਤతʹʣձͬͨʯ

7. ʮ࿈༻म০తෳจʯʢݚޠूୈ 20߸ʣ

7-1൴͍ͭ৽ฉΛಡΈͳ͕Β͝൧Λ৯Δɽ̡ ಉ࣌ಈ࡞ʳ

(219) yáN=Tu

that=person

P@mré=dÓiN

always=each

T@dáNja

newspaper

phaiP=rǒ

read=SEQ

P@tÓiN

SIM

th@mÓN

rice

cá=re.

eat=RLS

ʮ൴͍ͭ৽ฉΛಡΈͭͭ͝൧Λ৯Δʯ

60 ఆࣙͷ=ca ‘=DEF’ͱޠऍΛ͚͍ͭͯΔͷɼରԠ͢ΔϕϯΨϧޠʹ͓͍ͯఆࣙͷ=t
˙
a͕͋ΒΘΕ

͍ͯΔ͜ͱʹΑΔɽ͔͠͠ͳ͕Βɼ͜ͷ=caɼػͱͯ͋͠ޠࣔࢦΔ͍ओԽඪࣝʹྨͨ͠ࣅ
ͱ͜Ζ͕͋Γɼ໊ࢺԽඪࣝͷ=ca ‘=NMLS’ ͱຊདྷతʹಉҰͷͷͰ͋Δͱ͓ΘΕΔɽϚϧϚ
Խʹ͍ͭͯࢺͷ໊ޠ Huziwara (2011)ࢀরɽ
61 P@krÓN ʹʮཧ༝ʯͱ͍͏ҙຯͱʮͷ͝ͱʯͱ͍͏ҙຯͱ͕͋Δɽ
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7-2ʢࢲʣࡢ࣌ʹՈʹͯͬؼɼগ͠ςϨϏΛͯݟʢ͔Βʣɼ৸·ͨ͠ɽ̡ తޠɾ࡞తಈىܧ
࿈ʳ

(220) Na

I

Nyǎgǎ

yesterday

kú-khyaP=ma

nine-CLF:time=LOC

wiN=dǒ/?wiN=go

house=ALL/?house=OBJ

praiN=rǒ

come.back=SEQ

t@ná

for.a.while

tibi

TV

krě=rǒ

watch=SEQ

PoiP-li=re.

sleep-PST=RLS

ʮࢲࡢ࣌ʹՈʹͲͬͯɼ͠Β͘ςϨϏΛͯݟɼ৸·ͨ͠ʯ

7-3ʢࢲʣࡢ֊ஈͰసΜͰɼέΨΛͯ͠͠·ͬͨɽ̡ ɿཧ༝ʳىܧ

(221) a. Na

I

Nyǎgǎ

yesterday

T@grá=ma

staircase=LOC

lé=ra=ma

fall.down=place=LOC

P@-na

NPX-pain

rǎ-li=re.

get-PST=RLS

ʮࢲࡢ֊ஈͰΕͨͷͰʢ༁: Εͨͱ͜ΖʣɼέΨΛͨ͠ʢ༁: έΨΛಘͨʣʯ

b. Na

I

Nyǎgǎ

yesterday

T@grá=ma

staircase=LOC

lé=rǒ

fall.down=SEQ

P@-na

NPX-pain

rǎ-li=re.

get-PST=RLS

ʮࢲࡢ֊ஈͰΕͯɼέΨΛͨ͠ʢ༁: έΨΛಘͨʣʯ

ಉओޠͳΒɼ(221-a)ͷΑ͏ʹಈ໊ࢺͷॴ֨Λ͍ͪͨཧ༝ͷදݱͰɼ(221-b)ͷΑ͏ʹىܧ

ͷදݱͰՄͰ͋Δɽ

ɽ̡ͨͬߦʹɼܑେֶͯͬߦʹձࣾࠓ7-4 ҟओޠʳ

(222) a. N@ňıN=lé

today=too

Nǎ

I.OBL

P@ba

father

kuNpańı=dǒ

company=ALL

lá-li=re,

go-PST=RLS

P@ra

and

Nǎ

I.OBL

P@ko

elder.brother

taPk@Tu=dǒ

university=ALL

lá-li=re.

go-PST=RLS

ʮࠓࢲͷձࣾʹͨͬߦɼͦͯ͠ࢲͷܑେֶʹͨͬߦʯ

b. N@ňıN=lé

today=too

Nǎ

I.OBL

P@ba

father

kuNpańı=dǒ

company=ALL

lá=ra=ma,

go=place=LOC

Nǎ

I.OBL

P@ko

elder.brother

taPk@Tu=dǒ

university=ALL

lá-li=re.

go-PST=RLS

ʮࠓࢲͷձࣾʹͨͬߦͷͰʢ༁: ʯͨͬߦʹͷܑେֶࢲͱ͜Ζʣɼͨͬߦ

c. *N@ňıN=lé

today=too

Nǎ

I.OBL

P@ba

father

kuNpańı=dǒ

company=ALL

lá=rǒ,

go=SEQ

Nǎ

I.OBL

P@ko

elder.brother

taPk@Tu=dǒ

university=ALL

lá-li=re.

go-PST=RLS

ʮࠓࢲͷձࣾʹͯͬߦɼࢲͷܑେֶʹͨͬߦʯ

ҟओޠͷ͍͋ɼ(222-b)ͷΑ͏ʹॴ֨Λ͍ͪͨཧ༝ͷදݱՄͰ͋Δɽ͔͠͠ɼ(222-c)ͷ

Α͏ʹىܧͷදݱෆՄͰ͋Δɽ
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ଞํɼલจ͕ແੜओޠͰ͋Εɼ(223-a)ͷΑ͏ʹॴ֨Λ͍ͪͨཧ༝ͷදݱͰɼ(223-b)ͷ

Α͏ʹىܧͷදݱͰՄͰ͋Δɽ

(223) a. ligŕı

wind.big

la=ra=ma

come=place=LOC

yáN

that

P@paN

tree

lé-li=re.

fall.down-PST=RLS

ʮཛྷ͕དྷͯʢ༁: དྷͨͱ͜ΖʣͦͷΕͨʯ

b. ligŕı

wind.big

la=rǒ

come=SEQ

yáN

that

P@paN

tree

lé-li=re.

fall.down-PST=RLS

ʮཛྷ͕དྷͯͦͷΕͨʯ

7-5ʢ͋ͷਓʣࠓࢠΛ͔Ϳͬͯา͍͍ͯͨɽ̡ ଳঢ়گʳ

(224) yáN=Tu

that=person

N@ňıN=gá

today=TOP

mǑ

hat

chÓN=rǒ

wear.a.hat=SEQ

Twá-niN-li62 =re.

walk-CONT-PST=RLS

ʮ͋ͷਓࠓࢠΛணͯา͍͍ͯͨʯ

7-6ʢࢲʣٳΈͷʹ͍ͭຊΛಡΜͩΓɼςϨϏΛͨݟΓ͍ͯ͠·͢ɽ̡ ฒߦಈ࡞ʳ

(225) (Na)

(I)

P@poiPraP(=ma)

holiday(=LOC)

cho=ge

say=COND

P@mré=dÓiN

always=each

caPouP

book

phaiP=rǒ

read=SEQ

tibi

TV

krě=rǒ

watch=SEQ

niN=re.

stay=RLS

ʮʢࢲʣٳΈͷͱ͍͍͑ͭຊΛಡΜͰɼςϨϏΛ͍ͯݟ·͢ʯ63

ɽ̡͏͜ߦͰ͍ٸͳ͍͔Βɼ͕ؒ࣌7-7 ཧ༝ɾΧϥʳ

(226) a. P@khyiN

time

m@-ȟıN=ra=ma

NEG-exist=place=LOC

P@-práN

NPX-be.fast

lá=phǒ.

go=FUT

ʮ͕ؒ࣌ͳ͍ͷͰʢ༁: ͳ͍ͱ͜Ζʣɼ͍ٸͰ͏͜ߦʯ

b. P@khyiN

time

m@-ȟıN(=ca)

NEG-exist(=NMLS)

P@krÓN=nǎ

reason=COM

P@-práN

NPX-be.fast

lá=phǒ.

go=FUT

ʮ͕ؒ࣌ͳ͍ͱ͍͏ཧ༝Ͱɼ͍ٸͰ͏͜ߦʯ

62 Twá-niN-li=re ‘walk-CONT-PST=RLS’ ͷํ͕Α͘༻͞ΕΔ͚ΕͲɼTwá-li-niN=re ‘walk-PST-
CONT=RLS’ՄͰ͋Δɽ
63 (225)ʹɼʮຊΛಡΉ͜ͱ͋ΕɼςϨϏΛݟΔ͜ͱ͋ΔʯɼʮຊΛಡΜͩޙͰɼςϨϏΛݟ
Δʯͱ͍͏ೋ௨Γͷղऍ͕ՄͰ͋ΔɽʮຊΛಡΈͳ͕ΒςϨϏΛݟΔʯͱ͍ͨ͠ͳΒ caPouP=lé
phaiP=rǒ tibi=lé krě=rǒ niN=re ‘book=too read=SEQ TV=too watch=SEQ stay=RLS’ͱ͍͏ɽ
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಄͕௧͔ͬͨͷͰɼ͍ͭΑΓૣ͘৸·ͨ͠ɽ̡ࡢ7-8 ཧ༝ɾϊσʳ

(227) a. Nyǎgǎ=kha

yesterday=time

P@gÓN

head

kOiP=ra=ma

bite=place=LOC

kha=dÓiN=kha=thaP

time=each=time=than

P@-yaN

NPX-be.quick

PoiP-li=re.

sleep-PST=RLS

ʮࡢ಄͕௧͔ͬͨͷͰʢ༁: ௧͔ͬͨͱ͜ΖʣීஈΑΓૣ͘৸·ͨ͠ʯ

b. Nyǎgǎ=kha

yesterday=time

P@gÓN

head

kOiP=te/kOiP=ca

bite=RLS/bite=NMLS

P@krÓN=nǎ

reason=COM

kha=dÓiN=kha=thaP

time=each=time=than

P@-yaN

NPX-be.quick

PoiP-li=re.

sleep-PST=RLS

ʮࡢ಄͕௧͔ͬͨͱ͍͏ཧ༝ͰීஈΑΓૣ͘৸·ͨ͠ʯ

7-9͋ͷਓຊΛങ͍ʹͨͬߦɽ̡ ʗҠಈͷతʳ਼

(228) a. yáN

that

lu

person

caPouP

book

we=phǒ

buy=FUT

lá-li=re/l@khǎ=bya.

go-PST=RLS/go.ANDV=PRF

ʮ͋ͷਓຊΛങ͍ʹͨͬߦʯ

b. yáN

that

lu

person

lá=rǒ

go=SEQ

caPouP

book

we-li=re.

buy-PST=RLS

ʮ͋ͷਓͯͬߦຊΛങͬͨʯ

c. *yáN

that

lu

person

caPouP

book

lá-we-li=re.64

go-buy-PST=RLS

ʮ͋ͷਓຊΛͯͬߦങͬͨʯ

7-10ʢ൴ʣ֎͕Α͑͘ݟΔΑ͏ʹ૭Λ։͚ͨɽ̡ తɾҙਤʳ

(229) (yáN=Tu)

(that=person)

praN=dǒ/praN=go

place.outside=ALL/place.outside=OBJ

P@hlǎpǎ

well

mraN=phǒ=P@twOP

see=NMLS.FUT=for

laPt@bOP

window

hlOiP=pya.

open=PRF

ʮʢͦͷਓʣ֎ΛΑ͑͘ݟΔΑ͏ʹ૭Λ։͚ͨʯ

7-11͜͜ͰՆʹͳΔͱɼΑ͘Ӎ͕߱Γ·͢ɽ̡ ৗత݅ʳ߃

(230) a. d@=ma

this=LOC

niNraTi

hot.season

phrOiP=ke/rOP=ke

become=COND/arrive=COND

kha=dÓiN

time=each

mú

rain(n)

64 (228-c)ϏϧϚޠϥΧΠϯޠతͳදݱͰ͋ΓɼϚϧϚޠͰ༻͞Εͳ͍ɽ
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kyǎ=re/rwa=re.

fall=RLS/rain(v)=RLS

ʮ͜͜ͰॵقʹͳΔͱɼ͍͍ͨͯӍ͕߱Γ·͢ʯ

b. d@=ma

this=LOC

niNraTi=ma

hot.season=loc

kha=dÓiN

time=each

mú

rain(n)

kyǎ=re/rwa=re.

fall=RLS/rain(v)=RLS

ʮ͜͜Ͱॵقʹ͍͍ͨͯӍ͕߱Γ·͢ʯ

7-12૭Λ։͚Δͱɼྫྷ͍ͨ෩͕ೖͬͯདྷͨɽ̡ ֬ఆ݅ɾੜىʳ

(231) a. laPt@bOP

window

hlOiP=ra=ma

open=place=LOC

li+mrǎ/P@-mrǎ+li

wind+be.cold/NPX-be.cold+wind

P@thé=dǒ

place.inside=ALL

la-li=re.

come-PST=RLS

ʮ૭Λ։͚ͨͷͰʢ༁: ։͚ͨͱ͜Ζʣɼྫྷ͍ͨ෩͕தʹདྷͨʯ

b. laPt@bOP

window

hlOiP=rǒ

open=SEQ

li+mrǎ/P@-mrǎ+li

wind+be.cold/NPX-be.cold+wind

P@thé=dǒ

place.inside=ALL

la-li=re.

come-PST=RLS

ʮ૭Λ։͚Δͱɼྫྷ͍ͨ෩͕தʹདྷͨʯ

c. *laPt@bOP

window

hlOiP=ke/hlOiP-li=ge

open=COND/open-PST=COND

li+mrǎ/P@-mrǎ+li

wind+be.cold/NPX-be.cold+wind

P@thé=dǒ

place.inside=ALL

la-li=re.

come-PST=RLS

ʮ૭Λ։͚ΔͳΒ/։͚ͨͳΒɼྫྷ͍ͨ෩͕தʹདྷͨʯ

d. laPt@bOP

window

hlOiP=ke

open=COND

li+mrǎ/P@-mrǎ+li

wind+be.cold/NPX-be.cold+wind

P@thé=dǒ

place.inside=ALL

la=re/la=phǒ.

come=RLS/come=NMLS.FUT

ʮ૭Λ։͚ΔͳΒɼྫྷ͍ͨ෩͕தʹདྷΔʯ

e. laPt@bOP

window

hlOiP-li=ge

open-PST=COND

li+mrǎ/P@-mrǎ+li

wind+be.cold/NPX-be.cold+wind

P@thé=dǒ

place.inside=ALL

la-li=phǒ.

come-PST=NMLS.FUT

ʮ૭Λ։͚ͨͳΒɼྫྷ͍ͨ෩͕தʹདྷͨͩΖ͏ʯ

(231-c)ͷΑ͏ʹैଐઅͰ݅ඪࣝΛ͍ͪΔͱɼओઅͰաܗڈʹͰ͖ͳ͍ɽ(231-d)ͷΑ͏ʹओઅ

Λܗࡏݱ·ͨະདྷܗʹ͢Δ͔ɼ(231-e)ͷΑ͏ʹ࣮Ծจͱͯ͠ैଐઅͰओઅͰա65ܗڈΛ

65 -li ‘-PST’աڈΛ͋ΒΘ͢ࣄଶͰଟ༻͞ΕΔͷͰޠऍͱͯ͠ʮաܗڈʯͱ͍ͯ͠Δɽ͔͠͠ͳ
͕Βɼ࣮ԾจʹయܕతͰ͋ΔΑ͏ʹɼ͔ͳΒͣ͠աڈͷ͜ͱͱ͍͑ͳ͍จʹ͓͍ͯ͋ΒΘ

ΕΔɽΉ͠Ζʮܗྃʯͱղऍͨ͠΄͏͕Α͍͔͠Εͳ͍ɽ
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͍ͪΔඞཁ͕͋Δɽ

ɽ̡ͨ͑ݟΛ্Δͱɼւ͕ࡔ7-13 ֬ఆ݅ɾൃݟʳ

(232) tONgrÓN(=go)

mountain.path(=OBJ)

taP=ra=ma

climb=place=LOC

mrOiP(=ko)

sea66 (=OBJ)

mraN-rǎ-li=re.

see-can-PST=RLS

ʮࢁಓΛͷ΅ͬͨͱ͜Ζɼւ͕ͨ͑ݟʯ

7-14໌Ӎ͕߱ͬͨΒɼࢲͦ͜ʹ͔ߦͳ͍ɽ̡ Ծఆ݅ʳ

(233) hnaPphraiN(=kha)

tomorrow(=time)

mú

rain(n)

rwa=ge

rain(v)=COND

Na

I

yáN=dǒ

that=ALL

lá=phǒ/*P@-lá

go=NMLS.FUT/*NPX-go

m@-houP.

NEG-be.right
ʮ໌ӍʹͳΕɼࢲͦ͜ʹ͔ߦͳ͍ʯ

7-15ͬͱૣ͖͘ىΕΑ͔ͬͨͳ͋ɽ̡ ࣮Ծʳ

(234) P@ra

more

cÓjÓ/P@-yaN

early/NPX-be.quick

thǎ-li=ge

arise-PST=COND

kÓN-li=phǒ.

be.good-PST=NMLS.FUT

ʮͬͱૣ͖͘ىΕΑ͔ͬͨʯ

7-16͋Μͳͱ͜Ζ͔ߦͳ͚ΕΑ͔ͬͨɽ̡ ࣮Ծɾલ݅൱ఆʳ

(235) yáN=pOiN

that=ESS

jaiP

type

P@ra=dǒ

place=ALL

m@-lá-li=ge

NEG-go-PST=COND

kÓN-li=phǒ.

be.good-PST=NMLS.FUT

ʮ͋ͷछྨͷॴʹ͔ߦͳ͚ΕΑ͔ͬͨʯ

7-17̍ʹ̍Λͤɼ̎ʹͳΔɽ̡ Ұൠతਅཧʳ

(236) tOiP=nǎ

one=COM

tOiP

one

pÓN=ge

gather=COND

hnOiP

two

phrOiP=te.

become=RLS

ʮ̍ͱ̍Λ͢ͱ̎ʹͳΔʯ

66 ϚϧϚޠͱಉࣜܗݯͷϏϧϚޠͰʮʢେ͖ͳʣʯͱ͍͏ҙຯͰ͋ΔɽϚϧϚޠҬʹϏϧϚ

΄ͲͷେՏ͕ͳ͘ɼʹରͯ͠ϏϧϚޠͱಉݯͷ khyÓN ‘river’ͷΈ͕͍ͪΒΕΔɽͦͯ͠ϏϧϚޠ
ͷʮʢେ͖ͳʣʯ͕ʮւʯΛ͋ΒΘ͢Α͏ʹͳͬͨͷͰͳ͍͔ͱ͓ΘΕΔɽͳ͓ɼϏϧϚޠͷ

ʮւʯͱಉݯͷ paNle ‘sea’ʮւʯͷҙຯͰ༻͞ΕΔɽ
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7-18Ӻʹண͍ͨΒిΛ͍ͯͩ͘͠͞ɽ̡ Ծఆ݅ʴಇ͖͔͚ͷϞμϦςΟʳ

(237) mwı́Nr@tháchoiP(=ma)

railway.station(=LOC)

rOP=ke

arrive=COND

phúN

phone

chaP(=pa).

connect(=POL)
ʮӺʹண͍ͨΒి͍ͯͩ͘͠͞ʯ67

7-19༵ʹͳͬͨΒɼΈΜͳͰެԂʹ͍͖ͨߦͳ͋ɽ̡ Ծఆ݅ʴئʳ

(238) a. t@láNN@niN+ňıN

Sunday+day

P@kuNTu=nǎ

everyone=COM

(P@tu)

(together)

PúyOiN=dǒ

garden=ALL

lá-khyaN=re.

go-wan=RLS

ʮ༵ʹΈΜͳͱެԂʹ͍͖ͨߦʯ

b. t@láNN@niN+ňıN

Sunday+day

cho=ge/kyǎ=ge/rOP=ke/la=ge

say=COND/fall=COND/arrive=COND/come=COND

P@kuNTu=nǎ

everyone=COM

(P@tu)

(together)

PúyOiN=dǒ

garden=ALL

lá-khyaN=re.

go-wan=RLS

ʮ༵ͱ͍͑/ʹͳΔͳΒ/ʹࢸΕ/͕དྷΕɼΈΜͳͱެԂʹ͍͖ͨߦʯ

7-20໌Ӎ͕߱ͬͨΒࠔΔͳ͋ɽ̡ ৺ʳ

(239) hnaPphraiN(=kha)

tomorrow(=time)

mú

rain(n)

rwa=ge

rain(v)=COND

douPkhǎ/gwǎ

unhappiness/danger

kyǎ=phǒ.

fall=NMLS.FUT

ʮ໌ӍʹͳΕɼෆʹ͓͍ͪΔ/ݥةʹ͓͍ͪΔʯ

7-21ՈʹདྷΔͳΒɼిΛ͔ͯ͠Βདྷ͍ͯͩ͘͞ɽ̡ ଇ͍ͯ͠ͳ͍φϥ݅จʳʹؔޙతલؒ࣌

(240) wiN=dǒ

house=ALL

la=ge

come=COND

phúN

phone

chaP=pO

connect=SEQ

la-laiP(=pa)/la(=ba)-laiP.

come-COMPL(=POL)/come(=POL)-COMPL

ʮՈʹདྷΔͳΒɼి͔ͯ͠Βདྷ͍ͯͩ͘͞ʯ

7-22ʢ͏͙͢ϕϧ͕໐ΔͷͰʣ໐ͬͨΒɼ͍ͩͯ͑͘͞ڭɽ̡ ༧Λͬͨ݅จʳ

(241) gÓNda

gong

mre=kha

ring=time

P@-Ťı

NPX-know

ṕı(=ba)!

give(=POL)
ʮ͕໐Δ࣌ɼΒ͍ͤͯͩ͘͞ʯ

(241)ͷΑ͏ʹ mre=kha ‘ring=time’Λ͍ͪΔͱɼ͕໐Δ͜ͱࣗମ֬ఆ͍ͯ͠Δ͜ͱؚ͕ҙ

͞ΕΔɽ(242)ͷΑ͏ʹ mre=ge ‘ring=COND’Λ͍ͪΕɼ͕໐Δ͔Ͳ͏͔ະ֬ఆͰ͋Δ͜ͱ

ؚ͕ҙ͞ΕΔɽ

67 ॴΛ͋ΒΘ͢=maҙͷཁૉͰ͋ΔɽஸೡΛ͋ΒΘ͢=pa༻͞Εͳ͍͜ͱ͕͓͓͍ɽ
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7-23ʢ͔ͨ͠͠Βϕϧ͕໐Δ͔͠Εͳ͍ͷͰʣ͠໐ͬͨΒɼ͍ͩͯ͑͘͞ڭɽ̡ ༧ΛΘͳ
͍݅จʳ

(242) gÓNda

gong

mre=ge

ring=COND

P@-Ťı

NPX-know

ṕı(=ba)!

give(=POL)
ʮ͕໐ΕɼΒ͍ͤͯͩ͘͞ʯ

7-24ಇ͔͟Δͷ৯͏͔Βͣɽʗಇ͔ͳ͍ऀɼ৯Δ͖Ͱͳ͍ɽ̡ ૬ؔߏจʳ

(243) a. P@Tu=rǒ

who=PL

P@-louP

NPX-work

m@-louP=lé,

NEG-work=CQ

yáN=Tu=rǒ

that=person=PL

m@-cá-rǎ.68

NEG-eat-can
ʮࣄΛ͠ͳ͍ਓͨͪɼͦͷਓͨͪ৯Δ͖Ͱͳ͍ʯ

b. P@-louP

NPX-work

m@-louP=ca

NEG-work=NMLS

lu

person

cho=ge,

say=COND

m@-cá-rǎ.

NEG-eat-can
ʮࣄΛ͠ͳ͍ਓͱ͍͑ɼ৯Δ͖Ͱͳ͍ʯ

7-25͏গ͓͕ۚ͋ͬͨ͠Βͳ͋ɽ̡ ʳئɾ͍͠͞ݴ

(244) a. P@ra

more

táiNNá

money

ȟıN(-li)=ge(=gá)/ȟıN(-li)=tO(=gá).69

exist(-PST)=COND(=TOP)/exist(-PST)=COND(=TOP)
ʮͬͱ͓͕ۚ͋Εʢ͋ͬͨΒʣʯ

b. P@ra

more

táiNNá

money

ȟıN-li=phǒ

exist-PST=NMLS.IRR

cho=ge(=gá)/cho=tO(=gá).

say=COND(=TOP)/say=COND(=TOP)
ʮͬͱ͓͕ۚ͋ͬͨͱ͍͏ͳΒʯ

7-26͜Ε৯ͨΒʁʲ͍͠͞ݴɾఏҊʳ

(245) de=Tu=lé

this=thing=too

cá=ge(=gá)/??cá=tO(=gá)?70

eat=COND(=TOP)/eat=COND(=TOP)
ʮ͜Ε৯Εʁʯ

68 -rǎ ‘-can’ͷ͔ΘΓʹ-PǎiN ‘be appropriate’Α͘༻͞ΕΔɽ
69 =tO ‘=COND’ ͋·Γ༻͞Εͳ͍ɽϏϧϚޠͷ [TO/DO] ‘COND’ ͱಉࣜܗݯͰ͋Δͱ͓ΘΕ
Δɽͨͩ͠ɼ༗ަସ͠ͳ͍͕ϏϧϚޠͱҟͳΔɽ
70 cá=tO(=gá) ‘eat=COND(=TOP)’ Λ༻͢Δͱʮ৯͍ͯΕͳ͋ʯͱ͍͏ئͷؚҙ͕͋Δɽఏ
ҊͷҙຯʹͳΒͳ͍ɽ
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7-27ʢΓ͍ͨͳΒࣗͷʣ͖ͳΑ͏ʹΕʁʲ͍͠͞ݴɾ͖ͭ์͠ʳ

(246) a. louP-khyaN=ca=pOiN

do-want=NMLS=ESS

louP!

do
ʮ͍ͨ͠Α͏ʹ͠ͳ͍͞ʯ

b. louP-khyaN=ge(=gá)?

do-want=COND(=TOP)
ʮ͚ͨ͠Εʢҙ༁: ͚ͨ͠Εɼ͍͍ͯ͠Ͱ͢Αʣʯ

(246-a)ͷΑ͏ʹ໋ྩจͰ͍͏ͷ͕Θ͔Γ͍͚͢ΕͲɼʮ͍͠͞ݴʯͰͳ͍ɽʮ͍͠͞ݴʯͰ

͍͏ͳΒ(246-b)ͷΑ͏ʹͳΔ͚ΕͲɼదͳจ຺͕ͳ͚ΕΘ͔Γʹ͍͘ɽ

7-28͜ͷίοϓམͱׂͯ͠Εͳ͍ɽ̡ Ծఆతͳٯʳ

(247) a. de

this

g@lOP

glass

khyǎ=g@71 =lé

drop(vt)=COND=too

m@-kwé.

NEG-break(vi)
ʮ͜ͷάϥεམͱͯ͠յΕͳ͍ʯ

b. de

this

g@lOP

glass

prouP+kyǎ=g@=lé

be.separated+fall=COND=too

m@-kwé.

NEG-break(vi)
ʮ͜ͷάϥεམͪͯյΕͳ͍ʯ

7-29͜ͷϦϯΰ͔ͨͬߴͷʹɼͪͬͱ͘ͳ͍ɽ̡ ΞΫνϡΞϧͳٯʳ

(248) a. de

this

páiNT́ı

apple

P@phúdaiN

expensive

ȟıN-li=g@=lé

exist-PST=COND=too

P@SáN

completely

m@-khyo.

NEG-be.sweet
ʮ͜ͷϦϯΰ͔ͨͬߴͷʹɼ·ͬͨ͘͘ͳ͍ʯ

b. de

this

páiNT́ı

apple

P@phúdaiN

expensive

ȟıN-li=re

exist-PST=RLS

cho=g@=lé

say=COND=too

P@SáN

completely

m@-khyo.

NEG-be.sweet
ʮ͜ͷϦϯΰ͔ͨͬߴͱ͍͑ɼ·ͬͨ͘͘ͳ͍ʯ

7-30൴ͷՈʹͯͬߦΈ͚ͨΕͲɼ൴͍ͳ͔ͬͨɽ̡ ̏ʳٯ

(249) yáN=Tu+wiN=dǒ

that=person+house=ALL

lá-li=g@=lé

go-PST=COND=too

yáN=Tu

that=person

m@-ȟıN-li.

NEG-exsit-PST

ʮͦͷਓͷՈʹ͚ͨͬߦΕͲɼͦͷਓ͍ͳ͔ͬͨʯ

71 =g@=ge ‘=COND’ͷॖࣜܗͰ͋Δɽ
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7-31͋ͷਓ͕དྷΔ·Ͱɼࢲ͜͜Ͱ͍ͬͯ·͢ɽ̡ ݶظతؒ࣌ [1]ʳ

(250) a. yáN=Tu

that=person

m@-la=T@grá

NEG-come=until

(Na)

(I)

d@=ma

this=LOC

cǑN=phǒ.

wait=NMLS.FUT

ʮͦͷਓ͕དྷͳ͍͏ͪɼʢࢲʣ͜͜Ͱͪ·͢ʯ

b. yáN=Tu

that=person

(m@-)la(=ca)=P@tȟı

(NEG-)come(=NMLS)=until

(Na)

(I)

d@=ma

this=LOC

cǑN=phǒ.

wait=NMLS.FUT

ʮͦͷਓ͕དྷΔ·Ͱɼʢࢲʣ͜͜Ͱͪ·͢ʯ

(250-a)Ͱm@-la ‘NEG-come’ͷ͋ͱʹ໊ࢺԽඪࣝ=ca ‘=NMLS’Λ͍ΕΔͱඇจͱͳΔɽ·ͨɼ൱

ఆࣙͷm@-͍Θͳͯ͘ҙຯ௨͡Δ͚ΕͲɼ́ ͱΜͲ͔ͳΒͣ൱ఆ͕ࣙ༻͞ΕΔɽ(250-b)Ͱ

໊ࢺԽඪࣝͳͯ͘ඇจͱͳΒͳ͍͚ΕͲɼ໊ࢺԽඪࣝΛ͍ΕΔ΄͏͕ී௨Ͱ͋Δɽ·ͨɼ

൱ఆࣙͷ m@-༻ͯ͠༻͠ͳͯ͘ҙຯʹ΄ͱΜͲ͔ΘΓͳ͍ɽͳ͓ɼ(250-a)ͱ(250-b)Ͱ

ɼ(250-a)ͷ΄͏͕ΑΓසൟʹ༻͞ΕΔɽ

7-32͋ͷਓ͕དྷΔ·Ͱʹɼ৯ࣄΛ͖͓ͯͬ࡞·͢Αɽ̡ ݶظతؒ࣌ [2]ʳ

(251) a. yáN=Tu

that=person

m@-la=kha

NEG-come=time

(Na)

(I)

khyaP=rǒ

cook=SEQ

thá=phǒ.

put=NMLS.FUT

ʮͦͷਓ͕དྷͳ͍ͱ͖ʹɼʢࢲʣྉཧ͓͖ͯ͠·͢ʯ

b. yáN=Tu

that=person

m@-la=khaN

NEG-come=before

(Na)

(I)

khyaP=rǒ

cook=SEQ

thá=phǒ.

put=NMLS.FUT

ʮͦͷਓ͕དྷͳ͍લʹɼʢࢲʣྉཧ͓͖ͯ͠·͢ʯ

c. yáN=Tu

that=person

m@-la=T@grá

NEG-come=until

(Na)

(I)

khyaP=rǒ

cook=SEQ

thá=phǒ.

put=NMLS.FUT

ʮͦͷਓ͕དྷͳ͍͏ͪʹɼʢࢲʣྉཧ͓͖ͯ͠·͢ʯ

d. yáN=Tu

that=person

la=phǒ

come=NMLS.FUT

P@yaN(=gǎ)

before(=ABL)

(Na)

(I)

khyaP=rǒ

cook=SEQ

thá=phǒ.

put=NMLS.FUT

ʮͦͷਓ͕དྷΔલʹɼʢࢲʣྉཧ͓͖ͯ͠·͢ʯ

8. ʮใߏͱ໊ࢺड़ޠจʯʢݚޠूୈ 21߸ʣ

8-1͑ͬɼAʢݻ༗໊ࢺʣ͕དྷͨͷʁ ʗ͍ɼA͡Όͳͯ͘ B͕དྷͨΜͩɽ̡ ରൺযʢओޠʣr

(252) a. Po. . .

INTJ

mina

PSN

la-li=ca=lÓ?

come-PST=NMLS=PQ

ʮ͓ʔɼϛφ͕དྷͨͷʁʯ

b. mina

PSN

m@-houP,

NEG-be.right

raju

PSN

(la-li=ca).

(come-PST=NMLS)
ʮ͍ɼϛφͰͳ͍ɼϥδϡʢ͕དྷͨΜʣͩʯ
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8-2୭͕དྷͨͷʁ ʗ A͕དྷͨΑɽ̡ WHযʢओޠʣɾWHԠযʢओޠʣr

(253) a. P@Tu

who

la-li=ca=lé?

come-PST=NMLS=CQ

ʮ୭͕དྷͨͷʁʯ

b. mina

PSN

(la-li=ca).

(come-PST=NMLS)
ʮϛφʢ͕དྷͨΜͩʣʯ

8-3 Aͷ΄͏͕େ͖͍Μ͡Όͳ͍ͷʁ ʗ͍ɼA͡Όͳͯ͘ɼBͷ΄͏͕େ͖͍ΜͩΑɽ̡ YesNoٙ
ɾܗ༰ࢺड़ޠԠযʳ

(254) a. mina(=ra)

PSN(=EMPF)

P@-myá/po=rǒ

NPX-be.many/increase=SEQ

kŕı=re,

be.big=RLS

m@-houP=lÓ?

NEG-be.right=PQ

ʮϛφ͕ΑΓେ͖͍ͷͰͳ͍͔ʁʯ

b. mina

PSN

m@-houP,

NEG-be.right

raju(=ra)

PSN(=EMPF)

P@-myá/po=rǒ

NPX-be.many/increase=SEQ

kŕı=re.

be.big=RLS

ʮϛφͰͳ͍ɼϥδϡ͕ΑΓେ͖͍ʯ

8-4ʢిͰʣͲ͏ͨ͠ͷʣʁ ʗ͏Μɼࠓɼ͓٬͞Μ͕དྷͨΜͩɽ̡ จযʢࣗಈࢺจʣr

(255) a. ja

what

phrOiP-li=ca=lé?

become-PST=NMLS=CQ

ʮԿ͕͓͖ͨͷʁʯ

b. Po,

INTJ

degǔ=ra

now=EMPF

PǑiNTe

guset

rOP=ca.

arrive=NMLS

ʮ͏Μɼͨͬͨ٬͓͞ࠓΜ͕ண͍ͨΜͩʯ72

8-5 ͋ͷ͕ڙࢠ A Λୟ͍ͨΜͩͬͯ!?ʗ͍ɼA ͡Όͳͯ͘ɼB Λୟ͍ͨΜͩΑɽ̡ ରൺযʢ
తޠʣr

(256) a. yáN

that

P@Se(=gá)

child(=TOP)

mina=go

PSN=OBJ

bouP-li=ca=lÓ?

hit-PST=NMLS=PQ

ʮ͋ͷ͕ڙࢠϛφΛୟ͍ͨͷ͔ʁʯ

b. mina(=go)

PSN(=OBJ)

m@-houP,

NEG-be.right

raju=go=ra

PSN=OBJ=EMPF

bouP-li=ca.

hit-PST=NMLS

ʮ͍ɼϛφͰͳ͍ɼϥδϡΛͦ͜ୟ͍ͨΜͩʯ

72 (255-b)ͷΑ͏ʹʮͨͬͨࠓʯͱ͍͏ͱ͖ɼ໌ࣔతʹաܗڈͰ͋Δ͜ͱදࣔ͠ͳ͍ɽ͕ͨͬ͠
ͯ rOP-li=ca ‘arrive-PST=NMLS’ͱ͍Θͳ͍ɽ
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8-6͍ାͱ੨͍ା͕͋Δ͚ͲɼͲͬͪΛങ͏ͷʁ ʗʢࢲʣ੨͍ାΛങ͏Αɽ̡ ରൺযʢతޠɼ
ಛʹʮͲͬͪʯͱ͍͏ରൺతͳٙޠͷ߹ʣr

(257) a. P@-niN+PoiP=nǎ

NPX-be.red+bag=COM

múgrúrON+PoiP

thunder.colour+bag

ȟıN=re,

exist=RLS

ja=Tu(=go)

what=thing(=OBJ)

we=phǒ=lé?

buy=NMLS.FUT=CQ

ʮ͍ାͱ੨͍ା͕͋ΔɽͲͪΒΛങ͍·͔͢ʯ

b. (Na)

(I)

múgrúrON=ca=go

thunder.colour=DEF=OBJ

we=phǒ.

buy=NMLS.FUT

ʮʢࢲʣͦͷ੨͍ାΛങ͍·͢ʯ

8-7 AͲ͜Ͱ͔͢ʁ ʗ Aே͔ΒͲ͔ͬͰ͔͚ͨΑɽ̡ ड़ޠয ʢrྫ͑ɼேগ͖ͯ͘͠ى
དྷͨ Aͷ͕ɼ࢟ͷ͑ݟͳ͍ Aʹ͍ͭͯʹਘͶ͍ͯΔ໘Ͱʣ

(258) a. mina

PSN

j@=ma=lé?

what=LOC=CQ

ʮϛφͲ͜ʁʯ

b. mina=gá

PSN=TOP

Něgǎ=baN73

morning=even

ja=dǒ

what=ALL

m@-Ťı

NEG-know

lá-khǎ74 =re.

go-ANDV=RLS

ʮϛφே͔ΒͲ͔͜ʹͨͬߦʯ

8-8ʢ͋ͷڙࢠʣ୭Λୟ͍ͨͷʁ ʗʢ͋ͷڙࢠʣࣗͷఋΛୟ͍ͨΜͩɽ̡ WHযʢతޠʣɾ
WHԠযʢతޠʣr

(259) a. (yáN

(that

P@Se)

child)

P@Tǔ=go

who.OBL=OBJ

bouP-li=ca=lé?

hit-PST=NMLS=CQ

ʮʢ͋ͷڙࢠʣ୭Λୟ͍ͨͷ͔ʁʯ

b. (yáN

(that

P@Se)

child)

kǒ

self.OBL

NyiN=go

younger.brother=OBJ

bouP-li=ca.

hit-PST=NMLS

ʮʢ͋ͷڙࢠʣࣗͷఋΛୟ͍ͨͷͰ͢ʯ

73 ॿࢺ=baN ‘=even’ୣ֨ͷ=gǎ ‘=ABL’ʹޙଓ͢Δͱ͖ʹʮʙ͔Βʯͱ͍͏ҙຯΛڧௐ͢ΔɽNěgǎ
‘morning’ɼจࣈͲ͓Γʹ Ně=gǎ ‘night=ABL’ͱੳՄͰ͋Δɽ͕ͨͬͯ͠༁ͱͯ͠ʮ
͔Βʯͱ͍͏ҙຯʹͳΔ͜ͱ͕༧͞ΕΔɽ͔͠͠ɼ͜͜Ͱʮே͔Βʯͱ͍͏ҙຯʹͳ͍ͬͯΔɽ
74 lá-khǎ ‘go-ANDV’ɼ͠͠ l@khǎ ‘go.ANDV’ʹͳΔɽ
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8-9ʢిͰʣͲ͏ͨ͠ͷʣʁ ʗ͏ΜɼA͕ʢࣗͷʣఋΛୟ͍ͨΜͩɽ̡ จযʢଞಈࢺจʣrʢྫ
͑ɼిͷ͏͜Ͱڙࢠͷ͖ٽ͕͖ͨىͷΛฉ͍ͯͷൃʣ

(260) a. ja

what

phrOiP-li=ca=lé?

become-PST=CQ

ʮԿ͕͓͖ͨͷʁʯ

b. PO,

INTJ

mina(=gá)

PSN(=TOP)

kǒ

self.OBL

mONSe=go

younger.brother=OBJ

bouP-li=ca.

hit-PST=NMLS

ʮ͏Μɼϛφ͕ࣗͷఋΛୟ͍ͨΜͰ͢ʯ

8-10͋ͷέʔΩɼͲ͏ͨ͠ʁ ʗʢ͋͋ɼ͋ΕʣA͕৯ͪΌͬͨΑɽ̡ తޠओԽɼओʢత
ଓੑ͍ΘΏΔܧʣͷޠ pro-dropޠݴͷՄੑʳ

(261) a. kemǔN=ca

cake=DEF

ja

what

phrOiP-li(=re)=lé?

become-PST(=RLS)=CQ

ʮͦͷέʔΩԿ͕͓͖ͨʁʯ

b. (PO,

(INTJ

yáN=Tu)

that=thing)

mina

PSN

cá-b@lOiP-li=re.

eat-COMPL-PST=RLS

ʮʢ͏ΜɼͦΕʣϛφ͕৯ͯ͠·͍·ͨ͠ʯ

͓ళ͔Βങ͖ͬͯͨͷ͜ͷຊͩɽ̡ࡢ͕ࢲ8-11 ྾จʳ

(262) a. de=Tu=gá

this=thing=TOP

yáN

that

caPouP,

book

ja=Tu

what=thing

Na

I

Nyǎgǎ

yesterday

chOiN=gǎ

shop=ABL

we-li=re=lé.

buy-PST=RLS=PQ

ʮ͜Ε͕ɼࡢ͕ࢲళ͔Βങͬͨຊͩʯ

b. Na

I

Nyǎgǎ

yesterday

chOiN=gǎ

shop=ABL

we-li=ca

buy-PST=NMLS

caPouP

book

phrOiP=te

become=RLS

de

this

caPouP.

book
ʮࡢ͕ࢲళ͔Βങͬͨຊɼ͜ͷຊͰ͢ʯ

(262-a)૬ؔؔจɽ(262-b)͕྾จͰ͋Δɽ

8-12 ͋ͷਓઌੜͩɽ͜ͷֶߍͰ͏ 20 ಇ͍͍ͯΔɽ̡ ાఆจ ओʢ໊ࢺड़ޠจͷओޠʣͷܧ
ଓੑ͍ΘΏΔ pro-dropޠݴͷՄੑʳ

(263) a. yáN

that

lu=gá

person=TOP

kyÓNch@ra.

school.teacher

de

this

kyÓN=ma

school=LOC

hnOiP=pÓN+hnOiP-che=lúN=mǎ

year=gather+two-ten=whole=during

P@-louP

NPX-work

louP-niN=re.

work-CONT=RLS

ʮ͋ͷਓઌੜͩɽ͜ͷֶߍͰ 20ʹΘͨΓࣄΛ͍ͯ͠Δʯ

b. yáN

that

lu=gá

person=TOP

kyÓNch@ra.

school.teacher

de

this

kyÓN=ma

school=LOC

louP-niN=ca

work-CONT=NMLS
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hnOiP=pÓN+hnOiP-che

year=gather+two-ten

ȟıN=bya/phrOiP=pya.

exist=PRF/become=PRF

ʮ͋ͷਓઌੜͩɽ͜ͷֶߍͰࣄΛ͢Δͷ͕ 20ʹͳͬͨʯ

8-13൴ͷ͓͞Μɼ͋ͷਓͩɽ̡ ஔಉఆจʳ

(264) a. yáN=Tu

that=person

P@phǎ=gá75

father=TOP

yáN

that

lu

person

(phrOiP=te).

(become=RLS)
ʮ൴ʢঁʣͷ͓͞Μ͕ɼ͋ͷਓͩʯ

b. yáN=Tu

that=person

P@phǎ=ra

father=EMPF

yáN

that

lu

person

(phrOiP=te).

(become=RLS)
ʮ൴ʢঁʣͷ͓͞Μͦ͜ɼ͋ͷਓͩʯ

c. yáN=Tu

that=person

P@phǎ=ra=gá

father=EMPF=TOP

yáN

that

lu

person

(phrOiP=te).

(become=RLS)
ʮ൴ʢঁʣͷ͓͞Μ͕ͦ͜ɼ͋ͷਓͩʯ

8-14͋ͷਓ͕൴ͷ͓͞Μͩɽ̡ ಉఆจʳ

(265) a. yáN

that

lu=gá76

person=TOP

(phrOiP=te)

(become=RLS)

yáN=Tu

that=person

P@phǎ.

father
ʮ͋ͷਓ͕൴ʢঁʣͷ͓͞Μͩʯ

b. yáN

that

lu=ra

person=EMPF

(phrOiP=te)

(become=RLS)

yáN=Tu

that=person

P@phǎ.

father
ʮ͋ͷਓͦ͜൴ʢঁʣͷ͓͞Μͩʯ

c. yáN

that

lu=ra=gá

person=EMPF=TOP

(phrOiP=te)

(become=RLS)

yáN=Tu

that=person

P@phǎ.

father
ʮ͋ͷਓ͕ͦ͜൴ʢঁʣͷ͓͞Μͩʯ

8-15͍͋ͬͯͬͯ͞͏ͷͶɼ໌ͷ࣍ͷͷ͜ͱͩΑɽ̡ ఆٛจʳ

(266) (hnaPphraiN

(tomorrow

t@-raP)

one-CLF:day)

TaiNphaP

two.days.before.or.after.today

(P@doiPpe)

(meaning)

cho=ge

say=COND

hnaPphraiN=P@prouP

tomorrow=after

P@ra

more

t@-raP.

one-CLF:day
ʮ͋ͬͯ͞ʢͷҙຯʣͱ͍͏ͷɼ໌ͷޙͷҰͰ͋Δʯ

75 yáN=Tu P@phǎ=gá=ra ‘that=person father=TOP=EMPF’ཧղՄ͕ͩɼ·͍ͣΘͳ͍ɽ
76 yáN lu=gá=ra ‘that person=TOP=EMPF’ཧղՄ͕ͩɼ·͍ͣΘͳ͍ɽ
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8-16ʢԿਓ͔Ͱೖͬͨ٤ళͰจΛฉ͔Εͯʣࢲίʔώʔͩɽ̡ φΪจʳ

(267) Na=gá

I=TOP

kOph́ı.

coffee
ʮࢲίʔώʔͩʯ

8-17 ʢ̡จͨ͠ਓͷ͓͕ӡΕ͖ͯͯʣͲͳ͕ͨίʔώʔͰ͔͢ʁ ͱͷ͍ʹʳίʔώʔ
ɽ̡ͩࢲ φΪจʳߦٯ

(268) kOph́ı=gá

coffee=TOP

Na.

I
ʮίʔώʔͩࢲʯ

8-18ͦͷ৽ͯ͘͠ް͍ຊʢஈ͕ʣ͍ߴɽ̡ ʳޠจम০ɾฒྻɾड़ޠड़ࢺ༰ܗ

(269) a. yáN

that

P@-TOiP+caPouP+t@thǔ(=gá)

NPX-be.new+book+thick(=TOP)

P@phúdaiN.

expensive
ʮͦͷ৽ͯ͘͠ް͍ຊʢ༁: ৽͍͠ຊͰް͍ͭʣߴՁͩʯ

b. yáN

that

P@-TOiP+t@thǔ+caPouP(=ká)

NPX-be.new+thick+book(=TOP)

P@phúdaiN.

expensive
ʮͦͷ৽͘͠ް͍ຊߴՁͩʯ

c. yáN

that

P@-TOiP+t@thǔ+P@phúdaiN+caPouP(=ká)

NPX-be.new+thick+expensive+book(=TOP)

Nǎ=ca.

I.OBL=NMLS

ʮͦͷ৽͘͠ް͍ߴՁͳຊࢲͷͩʯ

d. yáN

that

caPouP(=ká)

book(=TOP)

TOiP=te,

be.new=RLS

thǔ=re

be.thick=RLS

P@ra

and

P@phúdaiN.

expensive
ʮͦͷຊɼ৽͘͠ɼް͘ɼͦͯ͠ߴՁͩʯ

e. yáN

that

caPouP(=ká)

book(=TOP)

P@-TOiP,

NPX-be.new

t@thǔ

thick

P@ra

and

P@phúdaiN.

expensive
ʮͦͷຊɼ৽͍͠ɼް͍ɼͦͯ͠ߴՁͩʯ

จ๏తʹ͍͑ɼ(269-a)∼(269-c)ͷΑ͏ʹ͍͏͜ͱ͕ՄͰ͋ΓɼڭҭΛ͏͚ͨਓͳΒ༰қʹ

ཧղ͢Δɽ͔͠͠ɼڭҭΛ͏͚͍ͯͳ͍ਓɼम০ޠΛෳࡶʹ͘Έ͋ΘͤΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͍ɽ(269-d)

ͷΑ͏ʹɼͻͱͭͻͱͭड़ޠͷΑ͏ʹ͍ͪΔɽ͞Βʹ(269-e)ͷΑ͏ʹɼड़ޠΛ໊ͯ͢ࢺతʹ͢

Δͷ͕ͬͱΘ͔Γ͍͢ɽ

8-19ʢ࠭ೖΕΛ։͚ͯʣ͋ͬɼ͕࠭ແ͘ͳ͍ͬͯΔΑʂʲҙ֎ੑʢmirativityʣr

(270) PObalON!

INTJ

T@grá=gá

suger=TOP

m@-ȟıN.

NEG-exist
ʮ͋Εʂ ͕࠭ͳ͍ʂʯ
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ɼ୭͔ʹձ͏ͣͩͬͨͳ͋ɽ୭͚ͩͬͨͬʁޙޕ8-20 ͋ͬɼͦ͏ͩɼʙͨͬͩ܅ͳɽ̡ ग़͠ʳ͍ࢥ

(271) Nyǎja

afternoon

lu

person

t@-yOP=nǎ

one-CLF:person=COM

twı̌=phǒ

meet=NMLS.FUT

c@gá

word

ȟıN-li=re.

exist-PST=RLS

yáN=Tu

that=person

P@Tu

who

ȟıN-li=re=lé?

exist-PST=RLS=CQ

PO,

INTJ

raju=ra=gá!

PSN=EMPF=TOP

ʮޙޕɼ୭͔ͱձ͏͕͋ͬͨɽͦΕ୭͔ͩͬͨɽ͋ɼϥδϡͩ܅ΑͶʯ

9. ʮใඪࣔͷॾཁૉʯʢݚޠूୈ 22߸ʣ

9-1͜ͷ͕ࡊΑ͘ҭͭɽ͔ͩΒ͍ߴஈͰചΕΔͩΖ͏ɽ̡ ౷ޠతʹಈࢺͷඞਢ߲Ͱͳ͍
ʳػత߲࣠ͱͯ͠ͷޠͷ౷ࢺ໊

(272) de

this

le=ma

field=LOC

háN

vegetables

kÓNgÓN

very

phrOiP=te.

become=RLS

y@=pOiN=ra=ma

that=ESS=place=LOC

j́ı

value

P@-khaP=nǎ

NPX-be.expensive=COM

cwaiN=phǒ.

sell(vi)=NMLS.FUT

ʮ͜ͷͰ͕ࡊΑ͘ͳΔɽ͔ͩΒɼߴͰചΕΔͩΖ͏ʯ

9-2 Ήɽ̡ٳࠓ಄͕௧͍ɽ͔ͩΒࢲ ͠खͷͳΘுΓɾฉ͖खͷͳΘுΓ֎ɼ౷ޠత߲࣠ͱ
ͯ͠ͷػʳ

(273) Nǎ

I.OBL

P@gÓN

head

kOiP=te.

bite=RLS

y@=pOiN=ra=ma

that=ESS=place=LOC

de

this

ňıN

day

P@-ná

NPX-rest

yu=phǒ.77

take=NMLS.FUT

ʮࢲͷ಄͕௧͍ɽ͔ͩΒࠓٳΈΛͱΔʯ

9-3͋ͷਓ͚ͩɼؒ࣌௨Γʹདྷͨɽ̡ ఆʳݶ

(274) TaPTaP

only

yáN=Tu=ra=gá

that=person=EMPF=TOP

P@khyiN=P@hnúN/P@khyiN=P@tÓiN

time=according.to/time=according.to

la-li=re.

come-PST=RLS

ʮ͋ͷਓ͚͕ͩؒ࣌௨Γʹདྷͨʯ

9-4͜Ε͜͜Ͱ͔͠ങ͑ͳ͍ɽ̡ ʳىڞఆɾ൱ఆͱͷݶ

(275) de=Tu

this=thing

TaPTaP

only

d@=ma=ra

this=LOC=EMPF

we=phǒ78

buy=NMLS.FUT

rǎ=re.

can=RLS

ʮ͜Ε͜͜Ͱ͚ͩങ͏͜ͱ͕Ͱ͖Δʯ

77 P@-ná yu=phǒ ‘NPX-rest take=NMLS.FUT’ ná=phǒ ‘rest=NMLS.FUT’ͱ͍͏͜ͱͰ͖Δɽ
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9-5ͦͷՈʹ͍ͨͷڙࢠ͔Γͩͬͨɽ̡ ఆɾଟʳݶ

(276) yáN

that

wiN=ma

house=LOC

TaPTaP

only

P@Se(=rǒ)79

child(=PL)

ȟıN-li=re.

exist-PST=RLS

ʮͦͷՈʹڙࢠʢͨͪʣ͚͕͍ͩͨʯ

ճͦ͜ɼࣦഊ͠ͳ͍Α͏ʹ͠Α͏ɽ̡࣍9-6 ௐʳڧఆɾݶ

(277) la,

come

nOP

after

t@-khOP=kha=ra

one-CLF:time=time=EMPF

m@-SúN=phǒ(=ca)=go/m@-SúN=yON

NEG-lose=NMLS.FUT(=NMLS)=OBJ/NEG-lose=in.order.to

louP-kaiP=me.

do-VRB.PL=IRR

ʮདྷ͍ɼࣦͦ͜ޙࠓഊ͠ͳ͍Α͏ʹ͠Α͏ʯ

9-7ർΕͨͶɼ͓Ͱҿ͏ɽ̡ ݶఆɾྫࣔʳ

(278) NyÓ=re=gá.

be.tired=RLS=TOP

lá,

go

laPphaP∼yaPphaP80

tea∼ELAB

TOP-kaiP=me.

drink-VRB.PL=IRR

ʮർΕΔͳ͋ɽ͋͞ɼ͓ͱ͔ҿ͏ʯ

9-8ਫ͑͋͞Εɼؒେৎͩɽ̡ ɾҙ֎ʳۃ

(279) TaPTaP

only

ri

water

ȟıN=ge=ra

exist=COND=EMPF

lÓiNN@-raP=P@twOP

some-CLF:day=for

kÓN=me.

be.good=IRR

ʮͨͩਫ͕͋Γ͑͢͞ΕɼؒେৎͩΖ͏ʯ

9-9খ͍͞ڙࢠ·Ͱɼͦͷࣄͷख͍Λͤ͞ΒΕͨɽ̡ ɾҙ֎ʳۃ

(280) a. P@Se

child

cho=g@=lé

say=COND=too

de

this

P@-louP=ma

NPX-work=LOC

ku=phǒ

help=NMLS.FUT

kyǎ-li=re.

fall-PST=RLS

ʮڙࢠͱ͍͑Ͳͦͷࣄʹ͓͍ͯॿ͚Δ͜ͱʹ͓͍ͪͬͨʯ

78 we=phǒ ‘buy=NMLS.FUT’ͱ͍͏ͷϚϧϚޠతͳදݱͰ͋Δɽwe=rǒ ‘buy=SEQ’ͱ͍͑ϥΧ
ΠϯޠతͳදݱͱͳΔɽ
79 ࢺͱྨผ͔͕ͣͭࢺʹ୯ಠͰ P@Se ͱ͍͑ɼจ຺ʹΑͬͯ୯ʹෳʹղऍ͞Ε͏Δɽ໌
ࣔతʹෳඪࣝ=rǒΛ͚ͭΕɼෳͱ͚ͩղऍ͞ΕΔɽ
80 laPphaP ‘tea’ ୯ಠͰ͍ͪΔͱ͖ l@phaP ͱͳΔ͜ͱ͕͓͓͍ɽͦͯ͠ਫ਼දݱͱͯ͠ɼ
l@phaP∼y@phaP ͱ l@phaP∼yaPphaP ͱ laPphaP∼yaPphaP ͱ͍͏ɽ͔͠͠ɼlaPphaP∼y@phaP ͱ
͍͏͜ͱͰ͖ͳ͍ɽ
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b. P@Se

child

cho=g@=lé

say=COND=too

de

this

P@-louP=ma

NPX-work=LOC

P@-ku

NPX-help

ṕı-rǎ-li=re.

give-must-PST=RLS

ʮڙࢠͱ͍͑Ͳͦͷࣄʹ͓͍ͯॿ͚Λ༩͑ͳ͚ΕͳΒͳ͔ͬͨʯ

͓ۚͳΜ͔ཉ͘͠ͳ͍ɽ̡ࢲ9-10 ۃɾධՁʳ

(281) Na

I

táiNNá∼pweSa

money∼penny

m@-lo.

NEG-need
ʮࢲ͓ۚͱ͔ඞཁͳ͍ʯ

9-11ࣗͷ෦͙Β͍ɼࣗͰ͖Ε͍ʹ͠ͳ͍͞ɽ̡ ۃɾ࠷ݶʳ

(282) P@-né+phaPkǎ81

NPX-be.few+side

kǒ

self.OBL

tOiP=ko

room=OBJ

ko

self

r@rwé

cleanly

pyaN!

do
ʮ͘͢ͳ͘ͱࣗͷ෦ΛࣗͰ͖Ε͍ʹ͠ͳ͍͞ʯ

ͪΐ͏͍ͩɽ̡ʹࢲ9-12 ɾྦྷՃʳࣅྨ

(283) Nǎ=go=lé

I=OBJ=too

ṕı!

give
ʮࢲʹ͋ͨ͑ͳ͍͞ʯ

9-13͓͞Μ͏ͯͬؼདྷͨͶɽ͓͞Μʁʲྨࣅɾରൺʢٙʣr

(284) P@ba=gá

father=TOP

praiN

return

la=bya.

come=PRF

P@mwı̌N=gá?

mother=TOP

ʮ͓͞Μ͖ͨͯͬؼɽ͓͞Μʁʯ

9-14୭͔ʢ͕ʣి͖ͯͨ͠Αɽ̡ ಛఆະʢspecific unknownʣr

(285) a. (lu)

(person)

t@-yOP

one-CLF:person

(kobaN=go)

(you.HON=OBJ)

phúN

phone

chaP-li=re.

connect-PST=RLS

ʮ͋Δਓ͕ʢ͋ͳͨʹʣిΛͨ͠ʯ

b. P@Tu

who

m@-Ťı

NEG-know

(t@-yOP)

(one-CLF:person)

(kobaN=go)

(you.HON=OBJ)

phúN

phone

chaP-li=re.

connect-PST=RLS

ʮ୭͔Βͳ͍ਓ͕ʢ͋ͳͨʹʣిΛͨ͠ʯ

81 P@-né+phaPkǎ ‘NPX-be.few+side’ P@-né=chúN ‘NPX-be.few=end’ͱ͍͑Δɽ
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9-15୭͔ʹฉ͍ͯΈΑ͏ɽ̡ ඇ࣮ݱෆಛఆʢirrealis non-specificʣr

(286) a. (lu)

(person)

t@-yOP=ko

one-CLF:person=OBJ

mwı́N=phǒ.

ask=NMLS.FUT

ʮ͋Δਓʹ࣭͠Α͏ʯ

b. (lu)

(person)

t@-yOP

one-CLF:person

t@-yOP=ko82

one-CLF:person=OBJ

mwı́N=phǒ.

ask=NMLS.FUT

ʮ୭͔ʹ࣭͠Α͏ʯ

c. (lu)

(person)

t@-yOP

one-CLF:person

m@-houP

NEG-be.right

t@-yOP=ko

one-CLF:person=OBJ

mwı́N=phǒ.

ask=NMLS.FUT

ʮ୭͔ʹ࣭͠Α͏ʯ

ͷ͍ͳ͍ؒʹ୭͔དྷͨʁʲٙʢquestionʣrࢲ9-16

(287) a. Na

I

m@-ȟıN=kha

NEG-exist=time

t@-yOP

one-CLF:person

t@-yOP

one-CLF:person

la-li=lÓ?

come-PST=PQ

ʮ͍͕ࢲͳ͍࣌ʹ୭͔དྷ·͔ͨ͠ʯ

b. Na

I

m@-ȟıN=kha

NEG-exist=time

t@-yOP

one-CLF:person

m@-houP

NEG-be.right

t@-yOP

one-CLF:person

la-li=lÓ?

come-PST=PQ

ʮ͍͕ࢲͳ͍࣌ʹ୭͔དྷ·͔ͨ͠ʯ

9-17୭͔དྷͨΒɼ͍ͩͯ͑͘͞ڭʹࢲɽ̡ ݅અʢconditionalʣr

(288) khyaN=Tu+phrOiP83

want=person+become

la=ge

come=COND

Nǎ=go

I.OBJ=OBJ

prÓ!

say
ʮ୭͔͕དྷΕɼ͍ݴʹࢲͳ͍͞ʯ

9-18 ɽ̡͏ࢥ୭དྷͳ͍ͱࠓΘͳ͍ɽʗࢥ୭དྷΔͱࠓ ؒʢશ෦ʣ൱ఆʢindirect
negationʣr

(289) a. Na

I

thaN=ca=gá

think=NMLS=TOP

N@ňıN

today

P@ra

more

t@-yOP=lé

one-CLF:person=too

la=phǒ

come=NMLS.FUT

m@-houP.

NEG-be.right
ʮ͏ࢥ͕ࢲͷʹɼࠓ͏Ұਓདྷͳ͍ʯ

b. Nǎ

I.OBL

P@-thaN=gá

NPX-think=TOP

N@ňıN

today

P@ra

more

t@-yOP=lé

one-CLF:person=too

la=phǒ

come=NMLS.FUT

m@-houP.

NEG-be.right
ʮࢲͷ͑ߟʹΑΕɼࠓ͏Ұਓདྷͳ͍ʯ

82 (286-b) ʹ͓͍ͯɼϏϧϚޠతʹ t@-yOP-yOP=ko ‘one-CLF:person-CLF:person=OBJ’ ͱ͍͏͜ͱ
ී௨Ͱ͖ͳ͍ɽ
83 khyaN=Tu+phrOiP ‘want=person-become’ʮ୭Ͱ͋Εʯͱ͍͏ҙຯͰ͋Δɽ
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c. N@ňıN

today

P@ra

more

t@-yOP=lé

one-CLF:person=too

la=phǒ

come=NMLS.FUT

m@-houP(=hǒ)

NEG-be.right(=QUOT)

thaN=re.

think=RLS

ʮࠓ͏Ұਓདྷͳ͍ͱ͏ࢥʯ

9-19ͦ͜ʹࠓ୭͍ͳ͍Αɽ̡ ʢશ෦ʣ൱ఆʢdirect negationʣr

(290) y@=ma

that=LOC

d@gǔ

now

t@-yOP=lé

one-CLF:person=too

m@-ȟıN(=gá).

NEG-exist(=TOP)
ʮͦ͜ʹࠓҰਓ͍ͳ͍ʢΑʣʯ

9-20ʢͦΕʣ୭ͰͰ͖Δɽ̡ ࣗ༝બʢfree-choiceʣr

(291) (dě=ca)

(this.OBL=NMLS)

khyaN=Tu+phrOiP

want=person+become

nOiN=re.

can=RLS

ʮʢͦΕʣΓ͍ͨਓ͕୭Ͱ͋ΕͰ͖Δʯ

9-21ͦΜͳ͜ͱʢʣɼΈΜͳ͍ͬͯΔΜ͡Όͳ͍͔!?ʲࣗ༝બΛࣔ͢ʮΈΜͳʯr

(292) a. de=Tu=go

this=thing=OBJ

P@kuNTu

all

Ťı=re,

know=RLS

m@-houP=lÓ?

NEG-be.right=PQ

ʮͦΕΈΜͳ͕ͬͯΔͰ͠ΐʁʯ

b. de=Tu=go

this=thing=OBJ

khyaN=Tu+phrOiP

want=person+become

Ťı=re,

know=RLS

m@-houP=lÓ?

NEG-be.right=PQ

ʮͦΕΓ͍ͨਓ୭Ͱ͋ΕͬͯΔͰ͠ΐʁʯ

9-22ͦΜͳͷɼ୭͕ങ͏ΜͩΑ!? ୭ങ͏Θ͚ͳ͍͡Όͳ͍͔ʂʲޠʳ

(293) de=pOiN

this=ESS

jaiP

kind.of.thing

P@Tu

who

we=phǒ=lé?

buy=NMLS.FUT=CQ

t@-yOP=lé

one-CLF:person=too

we=phǒ

buy=NMLS.FUT

m@-houP.

NEG-be.right
ʮ͜ͷΑ͏ͳछྨͷͷΛ୭͕ങ͏͔ʁ ҰਓങΘͳ͍ͩΖ͏ʯ

Ͷɽ̡͍·͏͕ޠӳ܅9-23 ͠खͷͳΘுΓɾฉ͖खͷͳΘுΓʳ

(294) naN/maiP

you(female)/you(male)

PáNg@loiP

English

nOiN=re=gá.

can=RLS=TOP

ʮ܅ӳ͕ޠͰ͖ΔͶʯ
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ୀ۶ͦ͏ͩͶɽ̡܅9-24 ͠खͷͳΘுΓ֎ɾฉ͖खͷͳΘுΓʳ

(295) naP=ma/maiP=ma

you(female).OBL=LOC/you(male)=LOC

myaPhna

face

m@-hlǎ=gá.

NEG-be.beautiful=TOP

ʮ܅ͷإඒ͘͠ͳ͍Ͷʢҙ༁: ୀ۶ͦ͏ͩͶʣʯ܅ָͦ͠͏Ͱͳ͍Ͷɾ܅

9-25໌͍פΒ͍͠Αɽ̡ ͠खͷͳΘுΓ֎ɾฉ͖खͷͳΘுΓ֎ʳ

(296) hnaPphraiN=lé

tomorrow=too

khyáiN=phǒ=hlaiP.

be.cold=NMLS.FUT=HS

ʮ໌͘פͳΔͦ͏ͩʯ

10. ʮ൱ఆɼܗ༰ࢺͱ࿈ମम০ෳจʯʢݚޠूୈ 23߸ʣ

10-1͜ΕࢲͷຊͰͳ͍ɽ̡ จʗίϐϡϥจͷ൱ఆʳޠड़ࢺ໊

(297) a. de=Tu

this=thing

Nǎ

I.OBL

caPouP

book

m@-houP.

NEG-be.right
ʮ͜ΕࢲͷຊͰͳ͍ʯ

b. de

this

caPouP(=ká)

book(=TOP)

Nǎ=ca

I.OBL=NMLS

m@-houP.

NEG-be.right
ʮ͜ͷຊࢲͷͰͳ͍ʯ

10-2͜ͷ෦ʹҜ͕ࢠͳ͍ɽ̡ ଘࡏจͷ൱ఆʳ

(298) de

this

tOiP=ma

room=LOC

thOiNkhuN

chair

m@-ȟıN.

NEG-exist
ʮ͜ͷ෦ʹҜ͕ࢠͳ͍ʯ

10-3͜ͷ෦ʹҰͭҜ͕ࢠͳ͍ɽ̡ શ෦൱ఆɾϞϊʳ

(299) a. de

this

tOiP=ma

room=LOC

thOiNkhuN

chair

t@-khǔ(=lé)=baN

one-CLF:thing(=too)=even

m@-ȟıN.84

NEG-exist
ʮ͜ͷ෦ʹҜ͕ࢠҰͭ͑͞ʢʣͳ͍ʯ

b. de

this

tOiP=ma

room=LOC

t@-khǔ=baN

one-CLF:thing=even

thOiNkhuN

chair

m@-ȟıN.85

NEG-exist
ʮ͜ͷ෦ʹҰͭ͑͞Ҝ͕ࢠͳ͍ʯ

87 / 97



Marma: ‘Passive expression’, ‘Aspect’, ‘Modality’, ‘Voice and related expressions’ etc., HUZIWARA Keisuke

10-4ͦͷ෦ʹ୭͍ͳ͍ɽ̡ શ෦൱ఆɾώτʳ

(300) a. de

this

tOiP=ma

room=LOC

t@-yOP=lé

one-CLF:person=too

m@-ȟıN.86

NEG-exist
ʮ͜ͷ෦ʹҰਓ͍ͳ͍ʯ

b. de

this

tOiP=ma

room=LOC

t@-yOP=paN

one-CLF:person=even

m@-ȟıN.

NEG-exist
ʮ͜ͷ෦ʹҰਓ͍͑͞ͳ͍ʯ

c. de

this

tOiP=ma

room=LOC

t@-yOP=paN=lé

one-CLF:person=even=too

m@-ȟıN.

NEG-exist
ʮ͜ͷ෦ʹҰਓ͍͑͞ͳ͍ʯ

d. de

this

tOiP=ma

room=LOC

t@-yOP=lé=baN

one-CLF:person=too=even

m@-ȟıN.

NEG-exist
ʮ͜ͷ෦ʹҰਓ͍͑͞ͳ͍ʯ

10-5ͦͷຊ͜ͷ෦ʹͳ͍ɽ̡ ॴࡏจͷ൱ఆʳ

(301) a. yáN

that

caPouP(=ca)

book(=DEF)

de

this

tOiP=ma

room=LOC

m@-ȟıN.

NEG-exist
ʮͦͷຊ͜ͷ෦ʹͳ͍ʯ

b. de

this

tOiP=ma

room=LOC

yáN

that

caPouP(=ca)

book(=DEF)

m@-ȟıN.

NEG-exist
ʮ͜ͷ෦ʹͦͷຊͳ͍ʯ

10-6͜ͷݘେ͖͘ͳ͍ɽ̡ จͷ൱ఆʳࢺ༰ܗ

(302) a. de

this

khwı́(=ca)

dog(=DEF)

P@-gŕı

NPX-be.big

m@-houP.

NEG-be.right
ʮ͜ͷݘେ͖͘ͳ͍ʯ

84 ϞϊΛ൱ఆͰڧௐ͢Δͱ͖ʹ=paN|=baN Λ͍ͪΔɽ=lé ‘=too’ͱ=baN ‘=even’ͷࣙॱ͍Ε
͔͑ՄͰ͋Δɽʮ໊ࢺɾࢺ-ྨผࢺʯͷޠॱʹ͓͍ͯɼʮ໊ࢺʯʹʮࢺ-ྨผࢺʯʹՃ͠
͏Δɽ͕ͨͬͯ͠ɼͨͱ͑ thOiNkhuN=lé=baN t@-khǔ=lé=baN ͱ͍͑Δɽ
85 ʮࢺ-ྨผࢺɾ໊ࢺʯͷޠॱʹ͓͍ͯɼʮࢺ-ྨผࢺʯ·ͨʮ໊ࢺʯͷͲͪΒ͔Ұํʹͷ
Έɼ=paN|=baN ͱ=lé ‘=too’ ͱ͕ҙͷࣙॱͰޙଓ͠͏Δɽͨͱ͑ t@-khǔ thOiNkhuN=lé=baN 
t@-khǔ=lé=baN thOiNkhuN ՄͰ͋Δɽ͔͠͠ɼͨͱ͑ t@-khǔ=lé=baN thOiNkhuN=lé=baN ෆՄ
Ͱ͋Δɽ
86 ώτΛ൱ఆͰڧௐ͢Δͱ͖ʹ=lé ‘=too’Λ͍ͪΔ͜ͱ͕͓͓͍͚ΕͲɼ=paN|=baN ‘=even’
Λ͍ͪΔ͜ͱͰ͖Δ͠ɼซ༻͢Δ͜ͱͰ͖Δɽ
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b. de

this

khwı́(=ca)

dog(=DEF)

m@-kŕı.

NEG-be.big
ʮ͜ͷݘେ͖͘ͳ͍ʯ87

10-7͜ͷݘ͋·Γେ͖͘ͳ͍ɽ̡ จͷ෦൱ఆʳࢺ༰ܗ

(303) a. de

this

khwı́(=ca)

dog(=DEF)

kÓNgÓN

very

P@-gŕı

NPX-be.big

m@-houP.

NEG-be.right
ʮ͜ͷݘ͋·Γେ͖͘ͳ͍ʯ

b. de

this

khwı́(=ca)

dog(=DEF)

kÓNgÓN

very

m@-kŕı.

NEG-be.big
ʮ͜ͷݘ͋·Γେ͖͘ͳ͍ʯ88

10-8͜ͷݘ͋ͷݘΑΓେ͖͍ɽ̡ ൺֱڃʳ

(304) a. de

this

khwı́(=gá)

dog(=TOP)

yáN

that

khwı́=thaP

dog=than

kŕı=re.

be.big=RLS

ʮ͜ͷݘ͋ͷݘΑΓେ͖͍ʯ

b. de

this

khwı́(=gá)

dog(=TOP)

yáN

that

khwı́=thaP

dog=than

P@-gŕı.

NPX-be.big
ʮ͜ͷݘ͋ͷݘΑΓେ͖͍ʯ

10-9͜ͷ͕ͦݘͷͪͨݘͷதͰҰ൪େ͖͍ɽ̡ ʳڃ্࠷

(305) a. de

this

khwı́(=gá)

dog(=TOP)

yáN

that

khwı́=rǒ=ma

dog=PL=LOC

P@-gŕı=chúN.

NPX-be.big=most
ʮ͜ͷݘͦͷͪͨݘͷதͰ࠷େ͖͍ʯ

b. de

this

khwı́=gá

dog=TOP

yáN

that

khwı́=rǒ=thaP

dog=PL=than

kŕı=re.

be.big=RLS

ʮ͜ͷݘͦͷͪͨݘΑΓେ͖͍ʯ

͋ͷਓདྷͳ͍ɽ̡ࠓ10-10 ࣗಈࢺจͷ൱ఆʳ

(306) a. N@ňıN

today

yáN=Tu

that=person

m@-la.

NEG-come
ʮࠓͦͷਓདྷͳ͍ʯ

87 (302-b)ʹʮ͜ͷݘେ͖͘ͳΒͳ͍ʯͱ͍͏ҙຯ͋Γ͏Δɽ
88 (303-b)ʹʮ͜ͷݘ͋·Γେ͖͘ͳΒͳ͍ʯͱ͍͏ҙຯ͋Γ͏Δɽ
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b. N@ňıN

today

yáN=Tu

that=person

la=phǒ

come=NMLS.FUT

m@-houP.

NEG-be.right
ʮࠓͦͷਓདྷΔΘ͚Ͱͳ͍ʯ

10-11͋ͷਓͦͷຊΛ͔ߦͯͬ࣋ͳ͔ͬͨɽ̡ ଞಈࢺจͷ൱ఆʳ

(307) yáN=Tu

that=person

yáN

that

caPouP(=ca=go)

book(=NMLS=OBJ)

yu=rǒ

take=SEQ

m@-lá-li.

NEG-go-PST

ʮͦͷਓͦͷຊΛ͔͍ͯͬ࣋ͳ͔ͬͨʯ

10-12શͯͷֶੜ͕ࢀՃ͠ͳ͔ͬͨɽʗֶੜશһࢀՃ͠ͳ͔ͬͨɽ̡ ྔͷશ෦൱ఆʳ

(308) a. kyÓNTu+kyÓNTá89

student+student

P@kuNTu

all.person

P@-pa+P@-wON

NPX-be.included+NPX-enter

m@-ȟıN-li.

NEG-exist-PST

ʮֶੜͨͪશһࢀՃ͠ͳ͔ͬͨʯ

b. kyÓNTu-kyÓNTá

student+student

t@-yOP=lé(=baN)

one-CLF:person=too(=even)

P@-pa+P@-wON

NPX-be.included+NPX-enter

m@-ȟıN-li.

NEG-exist-PST

ʮֶੜͨͪҰਓࢀՃ͠ͳ͔ͬͨʯ

c. kyÓNTu-kyÓNTá

student+student

t@-yOP=paN(=lé)

one-CLF:person=even(=too)

P@-pa+P@-wON

NPX-be.included+NPX-enter

m@-ȟıN-li.

NEG-exist-PST

ʮֶੜͨͪҰਓ͑͞ʢʣࢀՃ͠ͳ͔ͬͨʯ

(309)ʹ͠Ί͢Α͏ʹɼ(308-a)෦൱ఆͰʮֶੜͨͪશһ͕ࢀՃͨ͠Θ͚Ͱͳ͔ͬͨʯͱ͍

͏ղऍ͋Γ͏Δɽ

10-13શͯͷֶੜ͕ࢀՃͨ͠Θ͚Ͱͳ͍ɽ̡ ྔͷ෦൱ఆʳ

(309) kyÓNTu+kyÓNTá

student+student

P@kuNTu

all.person

P@-pa+P@-wON

NPX-be.included+NPX-enter

m@-ȟıN-li.

NEG-exist-PST

ʮֶੜͨͪશһࢀՃͨ͠Θ͚Ͱͳ͔ͬͨʯ

89 kyÓNTu+kyÓNTá ‘student+student’ɼಠཱͯ͠༻Մ͔ͭ΄΅ಉٛͷޠΛฒྻ͢Δछྨͷෳ߹
ʢelaborateݱදͰ͋Γɼਫ਼ޠ expressionʣͷҰछͰ͋Δɽ
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10-14ʢࢲങΘͳ͔ͬͨɽ͔͠͠ɼܾͯ͠ʣஈ͕͍ߴͱ͍͏Θ͚Ͱͳ͍ɽ̡ จͷ൱ఆʳ

(310) a. y@=pOiN(=lé)

that=ESS(=too)

m@-houP,

NEG-be.right

P@phú

price

kÓNgÓN

very.much

myá=re.

be.many=RLS

ʮͦͷΑ͏Ͱͳ͍ɼஈ͕ͱ͍ͯߴʯ

b. P@phú

price

kÓNgÓN

very.much

myá=re=hǒ

be.many=RLS=QUOT

m@-houP.

NEG-be.right
ʮஈ͕ͱ͍ͯߴͱ͍͏Θ͚Ͱͳ͍ʯ

10-15Δͳʂʲࢭېʳ

(311) m@-bŕı=gě!

NEG-run=NEG.IMP

ʮΔͳʂʯ

10-16େ͖ͳΛग़͢ͳʂʲଞಈࢺจͷࢭېʳ

(312) a. P@-myá

NPX-be.many

P@TaiN

sound

m@-ke-ji=gě!

NEG-increase-CAUS=NEG.IMP

ʮେ͖ͳԻΛͩ͢ͳʂʯ

b. P@TaiN

sound

P@-myá

NPX-be.many

m@-ke-ji=gě!

NEG-increase-CAUS=NEG.IMP

ʮԻΛͨ͘͞Μͩ͢ͳʂʯ

10-17໌Ӎ߱Βͳ͍ͩΖ͏ɽ̡ ਪྔͷ൱ఆʳ

(313) a. hnaPphraiN

tomorrow

mú

rain(n)

m@-rwa

NEG-rain(vi)

thaN=re.

think=RLS

ʮ໌Ӎ;Βͳ͍ͱ͏ࢥʯ

b. (Na)

(I)

thaN=ca=gá

think=NMLS=TOP

hnaPphraiN

tomorrow

mú

rain(n)

m@-rwa.

NEG-rain(vi)
ʮʢ͕ࢲʣ͏ࢥʹ໌Ӎ;Βͳ͍ʯ

c. hnaPphraiN

tomorrow

mú

rain(n)

rwa=phǒ

rain(vi)=NMLS.FUT

m@-houP

NEG-be.right

thaN=re.

think=RLS

ʮ໌Ӎ͕;Δ͜ͱͳ͍ͱ͏ࢥʯ

d. (Na)

(I)

thaN=ca=gá

think=NMLS=TOP

hnaPphraiN

tomorrow

mú

rain(n)

rwa=phǒ

rain(vi)=NMLS.FUT

m@-houP.

NEG-be.right
ʮʢ͕ࢲʣ͏ࢥʹ໌Ӎ͕;Δ͜ͱͳ͍ʯ
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10-18͋ͷਓʹฉ͑͜ͳ͍Α͏ʹɼখ͞ͳͰͯ͘͠Εɽ̡ తઅͷ൱ఆʳ

(314) a. yáN=Tu

that=person

m@-krá-hnOiN(=hlaiP)90 =yON

NEG-hear-can(=in.order.to)=in.order.to

P@TaiN

sound

P@Se=nǎ

small=COM

(c@gá)

(word)

prÓ!

say
ʮ͋ͷਓ͕ฉ͑͜ͳ͍Α͏ʹɼখ͍͞ͰʢΛʣ͍ݴͳ͍͞ʯ

b. P@TaiN

sound

P@Se=nǎ

small=COM

(c@gá)

(word)

prÓ,

say

yáN=Tu

that=person

m@-krá-hnOiN(=hlaiP)=yON.

NEG-hear-can(=in.order.to)=in.order.to
ʮখ͍͞ͰʢΛʣ͍ݴͳ͍͞ɼ͋ͷਓ͕ฉ͑͜ͳ͍Α͏ʹʯ

Μ͡Όͳ͍ɽ̡ͨͬݴ͏ͦͯͬࢥ͋ͳͨΛౖΒͤΑ͏ͱࢲ10-19 ൱ఆͷείʔϓͷௐઅʳ

(315) a. Na

I

kobaN=go

you.HON=OBJ

maiN

anger

hmrǑN=phǒ=P@twOP

lift.up=NMLS.FUT=for

y@=pOiN

that=ESS

m@-prÓ-li.

NEG-say-PST

ʮࢲ͋ͳͨΛౖΒͤΔͨΊʹͦͷΑ͏ʹݴΘͳ͔ͬͨ/ࢲ͋ͳͨΛౖΒͤΔͨΊʹ

ͦͷΑ͏ʹͨͬݴͷͰͳ͍ʯ

b. Na

I

y@=pOiN

that=ESS

m@-prÓ-li,

NEG-say-PST

(je)

(that)

yáN

that

P@krÓN=nǎ

reason=COM

kobaN

you.HON

maiN

anger

pa=phǒ.

be.included=NMLS.FUT

ʮ͋ͳౖ͕ͨΔΑ͏ͳཧ༝Ͱʢҙ༁: ͋ͳͨΛౖΒͤΔͨΊʹʣࢲͦͷΑ͏ʹݴΘͳ

͔ͬͨ/͋ͳౖ͕ͨΔΑ͏ͳཧ༝Ͱࢲ͜ͷΑ͏ʹͨͬݴͷͰͳ͍ʢҙ༁: ͋ͳࢲ

ͨΛౖΒͤͨͯͦ͘ͷΑ͏ʹͨͬݴͷͰͳ͍ʣʯ

c. Na

I

kobaN=go

you.HON=OBJ

maiN

anger

hmrǑN=phǒ=P@twOP

lift.up=NMLS.FUT=for

y@=pOiN

that=ESS

prÓ-li=ca

NEG-say-PST=NMLS

m@-houP.

NEG-be.right
ʮࢲ͋ͳͨΛౖΒͤΔͨΊʹͦͷΑ͏ʹͨͬݴɼͱ͍͏Θ͚Ͱͳ͍ʯ

d. Na

I

y@=pOiN

that=ESS

prÓ-li=ca

NEG-say-PST=NMLS

m@-houP,

NEG-be.right

(je)

(that)

yáN

that

P@krÓN=nǎ

reason=COM

kobaN

you.HON

maiN

anger

pa=phǒ.

be.included=NMLS.FUT

ʮ͋ͳౖ͕ͨΔΑ͏ͳཧ༝Ͱʢҙ༁: ͋ͳͨΛౖΒͤΔͨΊʹʣࢲͦ͏ͨͬݴͷͰ

ͳ͍ʯ

(315-a)ɼ(315-b) ͱʹ൱ఆͷείʔϓ͕ೋ௨Γʹղऍ͞ΕΔɽ͢ͳΘͪɼʮౖΒͤΔ͜ͱΛత

ͱͯ͠ɼͦͷΑ͏ʹݴΘͳ͔ͬͨʯͱ͍͏ղऍͱɼʮౖΒͤΔ͜ͱΛతͱ͍ͯ͠ͳ͔͚ͬͨΕ

ͲɼͦͷΑ͏ʹͨͬ͜ݴͱͰౖΒͤͯ͠·ͬͨʯͱ͍͏ղऍͰ͋Δɽଞํɼ(315-c)ͱ(315-d)Ͱ

90 =hlaiP ‘=in.order.to’༻͢ΔͱϚϧϚޠతͰ͋Δɽ༻͠ͳ͍ͱɼΑΓϥΧΠϯޠతͰ͋Δɽ
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ʮౖΒͤΔ͜ͱΛతͱͯͦ͠ͷΑ͏ʹͨͬݴɼͱ͍͏Θ͚Ͱͳ͍ʯͱ͍͏Ұ௨Γͷղऍ͔͠ͳ͍ɽ

ͳ͓ɼ(315-b)ͱ(315-d)ʹΈΒΕΔ je ɼϕϯΨϧޠͰैଐઅΛܗ͢ΔଓࢺͰ͋Δɽҙͷ

ཁૉͰ͋ΓɼϚϧϚޠͱͯ͠ഁ֨Ͱ͋Δ͚ΕͲɼ༻͞ΕΔ͜ͱ͋Δɽ

ʳޠͷ࿈ମम০અɾతങ͖ͬͯͨຊͲ͜ʢʹ͋Δʣʁʲͷؔࡢ͕ࢲ10-20

(316) a. Na

I

Nyǎgǎ

yesterday

we-khǎ=ca

buy-VEN=NMLS

caPouP

book

ja=ma=lé?

what=LOC=CQ

ʮࡢ͕ࢲങ͖ͬͯͨຊͲ͜ʁʯ

b. Nyǎgǎ

yesterday

we-khǎ=ca

buy-PST.VEN=NMLS

Nǎ

I.OBL

caPouP

book

ja=ma=lé?

what=LOC=CQ

ʮࡢങ͖ͬͯͨࢲͷຊͲ͜ʁʯ

10-21ͦͷຊΛͯͬ࣋དྷͨਓ୭ʢ͔ʣʁʲͷؔͷ࿈ମम০અɾओޠʳ

(317) a. yáN

that

caPouP(=ko)

book(=OBJ)

yu-khǎ91 =ca

take-VEN=NMLS

(lu)

(person)

P@Tu=lé?

who=CQ

ʮͦͷຊΛͯͬ࣋དྷͨͷʢ͖ͨͯͬ࣋ਓʣ୭ʁʯ

b. yáN

that

caPouP(=ko)

book(=OBJ)

yu-khǎ=Tu

take-VEN=person

(lu)

(person)

P@Tu=lé?

who=CQ

ʮͦͷຊΛͯͬ࣋དྷͨਓ୭ʁʯ

c. yáN

that

caPouP(=ko)

book(=OBJ)

yu-khǎ=Tu(=gá)

take-VEN=person(=TOP)

P@Tu=lé?

who=CQ

ʮͦͷຊΛͯͬ࣋དྷͨਓ୭ʁʯ

d. yáN

that

caPouP(=ko)

book(=OBJ)

P@Tu

who

yu-khǎ=ca=lé?

take-VEN=NMLS=CQ

ʮͦͷຊΛ୭͕ͯͬ࣋དྷͨͷʁʯ

e. *yáN

that

caPouP(=ko)

book(=OBJ)

P@Tu

who

yu-khǎ=Tu=lé?

take-VEN=person=CQ

ʮͦͷຊΛ୭͕ͯͬ࣋དྷͨਓͳͷʁʯ

10-22͜ͷ෦͕ͪͨࢲͷࣄΛ͍ͯ͠Δ෦Ͱ͢ɽ̡ ͷؔͷ࿈ମम০અɾॴʳ

(318) a. de

this

tOiP=ca=gá

room=DEF=TOP

N@=rǒ

I=PL

P@-louP

NPX-work

louP=ca

work=NMLS

tOiP.

room
ʮ͜ͷ෦͕ͪͨࢲͷࣄΛ͢Δ෦Ͱ͢ʯ

b. de

this

tOiP=ca=gá

room=DEF=TOP

N@=rǒ

I=PL

P@-louP

NPX-work

tOiP.

room
ʮ͜ͷ෦͕ͪͨࢲͷࣄΛ͢Δ෦Ͱ͢ʯ

91 -khǎ ‘-VEN’จ຺ʹΑͬͯ ‘-ANDV’ͷղऍΛͭʢ3-25ࢀরʣɽ
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(318-a)(318-b)ɼʮʮ͕ͪͨࢲʯࣄΛ͢Δ෦ʯͱ͍͏ղऍ͋ΕɼʮʮͪͨࢲͷࣄʯΛʢ΄

͔ͷ୭͔͕ʣ͢Δ෦ʯͱ͍͏ղऍ͋Γ͏Δɽ

10-23͕ҰຊંΕͨ͋ͷҜࢠ͏ࣺͯͯ͠·ͬͨɽ̡ ͷؔͷ࿈ମम০અɾॴ༗ऀʳ

(319) a. P@khri

leg

t@-khyÓN

one-CLF:river

kyú=ca

break(vi)=NMLS

thOiNkhuN(=go)

chair(=OBJ)

boiP-lOiP=pya.

throw-COMPL=PRF

ʮ͕ҰຊյΕͨҜࢠΛࣺͯͯͬͨʯ

b. P@khri

leg

t@-khyÓN

one-CLF:river

P@-kyú

NPX-break(vi)

thOiNkhuN(=go)

chair(=OBJ)

boiP-lOiP=pya.

throw-COMPL=PRF

ʮҰຊ͕յΕͷҜࢠΛࣺͯͯͬͨʯ

c. P@khri

leg

t@-khyÓN

one-CLF:river

gyú

broken

thOiNkhuN(=go)

chair(=OBJ)

boiP-lOiP=pya.

throw-COMPL=PRF

ʮҰຊյΕͷҜࢠΛࣺͯͯͬͨʯ

10-24υΞΛୟ͍͍ͯΔԻ͕ฉ͑͜Δɽ̡ ֎ͷؔͷ࿈ମम০અʳ

(320) a. táiNkh@boiP

door

khOP=ca=go

knock=NMLS=OBJ

krá=re.

hear=RLS

ʮυΞΛϊοΫ͢Δͷ͕ฉ͑͜Δʯ

b. táiNkh@boiP

door

khOP=ca

knock=NMLS

P@TaiN(=go)

sound(=OBJ)

krá=re.

hear=RLS

ʮυΞΛϊοΫ͢ΔԻ͕ฉ͑͜Δʯ

c. ?táiNkh@boiP

door

P@-khOP=ko

NPX-knock=NMLS=OBJ

krá=re.

hear=RLS

ʮυΞͷϊοΫ͕ฉ͑͜Δʯ

d. táiNkh@boiP

door

khOP+TaiN(=go)

knock+sound(=OBJ)

krá=re.

hear=RLS

ʮυΞΛϊοΫ͢ΔԻ͕ฉ͑͜Δʯ

(320-a)Ͱ=go ‘=OBJ’ҙͷཁૉͳ͕Βɼ͋ͬͨ΄͏͕ࣗવͰ͋Δɽ(320-b)Ͱ=go ‘=OBJ’

શʹҙͷཁૉͰ͋Δɽ(320-c)ɼ࣮ʹࡍ༻͞ΕΔ͜ͱ·ͣͳ͍ɽ(320-d)ࣗવͳจͰ͋Δɽ

10-25͋ͷਓ͕݁ࠗͨ͠ͱ͍͏ӟຊʢ͔ʣʁʲ֎ͷؔͷ࿈ମम০અʳ

(321) a. yáN=Tu

that=person

n@jaiP-li=ca

marry-PST=NMLS

T@dáN

news

hmaiN(=re)=lÓ?

be.true(=RLS)=PQ

ʮ൴ʢঁʣͷ݁ࠗͨ͠χϡʔεຊͰ͋Δ͔ʁʯ

b. yáN=Tu

that=person

n@jaiP-li=ca

marry-PST=NMLS

T@dáN

news

P@-hmaiN=lÓ?

NPX-be.true=PQ

ʮ൴ʢঁʣͷ݁ࠗͨ͠χϡʔεຊ͔ʁʯ
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൧Λ৯͍ͯͨɽ̡͝ʹ࣌ͦͷਓ͕དྷͨࢲ10-26 અʳؒ࣌

(322) a. yáN=Tu

that=person

la-li=kha

come-PST=time

Na

I

th@mÓN

rice

cá-niN-li=re/cá=dúN(=bya).

eat-stay-PST=RLS/eat=NMLS.CONT(=PRF)
ʮͦͷਓ͕དྷΔʢདྷͨʣࢲʹ࣌͝൧Λ৯͍ͯͨʯ

b. ja=kha

what=time

yáN=Tu

that=person

la-li(=re)=lé,

come-PST(=RLS)=PQ

yáN=kha

that=time

Na

I

th@mÓN

rice

cá-niN-li=re/cá=dúN(=bya).

eat-stay-PST=RLS/eat=NMLS.CONT(=PRF)
ʮͦͷਓ͕དྷͨ࣌ɼͦͷࢲ࣌͝൧Λ৯͍ͯͨʯ

ɽ̡ͨͬߦʹͦͷਓ͕͍ͬͯΔॴࢲ10-27 ॴઅʳ

(323) a. yáN=Tu

that=person

cǑN-niN=ca

wait-stay=NMLS

nera=dǒ/nera=go

place=ALL/place=OBJ

Na

I

lá-li=re.

go-PST=RLS

ʮ൴͕ͭͱ͜Ζʹࢲͨͬߦʯ

b. ja=ma

what=LOC

yáN=Tu

that=person

cǑN-niN(=re)=lé,

wait-stay(=RLS)=PQ

yáN=dǒ92

that=ALL

Na

I

lá-li=re.

go-PST=RLS

ʮͦͷਓ͕͍ͬͯΔॴɼͦͪΒʹࢲ͖ߦ·ͨ͠ʯ

ɽ̡ͨݟͦͷਓ͕͍ͬͯͬͨͷΛࢲ10-28 ิจઅɾ֮ࢹʳ

(324) a. yáN=Tu

that=person

bŕı=ca=go

run=NMLS=OBJ

Na

I

mraN-li=re.

see-PST=RLS

ʮͦͷਓ͕ΔͷΛࢲͨݟʯ

b. Na

I

mraN-li=ca=gá

see-PST=NMLS=TOP

yáN=Tu

that=person

bŕı=dúN(=bya).

run=NMLS.CONT(=PRF)
ʮͨݟ͕ࢲͷɼͦͷਓ͕͍ͬͯΔͱ͜Ζͩʯ

൴Β͕͠Ό͍ͬͯΔͷΛฉ͍ͨɽ̡ࢲͷɼࡢ10-29 ิจઅɾௌ֮ʳ

(325) a. Nyǎgǎ+Ně

yesterday+night

yáN=Tu=rǒ

that=person=PL

c@gá

word

prÓ=ca=go

say=NMLS=OBJ

Na

I

krá-li=re.

hear-PST=RLS

ʮࡢͷͦͷਓ͕ͨͪΛ͢ΔͷΛࢲฉ͍ͨʯ

b. Na

I

krá-li=ca=gá

hear-PST=NMLS=TOP

Nyǎgǎ+Ně

yesterday+night

yáN=Tu=rǒ

that=person=PL

c@gá

word

prÓ=dúN(=bya).

say=NMLS.CONT(=PRF)
ʮ͕ࢲฉ͍ͨͷɼࡢͷͦͷਓ͕ͨͪΛ͍ͯͨ͠ͱ͜Ζͩʯ

92 (323-b)ʹ͓͍ͯ yáN=dǒ ‘that=ALL’ͷ͔ΘΓʹ yáN=go ‘that=OBJ’ͱ͍͏ͷඇจͰ͋Δɽͨͩ
͠ɼyáN nera=go ‘that place=OBJ’ͳΒՄͰ͋Δɽ
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͜͜ʹདྷͨ͜ͱΛ͍ͬͯΔɽ̡ࡢͦͷਓ͕ࢲ10-30 ิจઅɾࣝʳ

(326) a. yáN=Tu

that=person

Nyǎgǎ

yesterday

de=dǒ

this=ALL

la-li=ca=go

come-PST=NMLS=OBJ

Na

I

Ťı=re.

know=RLS

ʮͦͷਓ͕ࡢ͜͜དྷͨ͜ͱΛࢲ͍ͬͯΔʯ

b. Na

I

Ťı=ca=gá

know=NMLS=TOP

yáN=Tu

that=person

Nyǎgǎ

yesterday

de=dǒ

this=ALL

la-li=re.

come-PST=RLS

ʮ͕ࢲ͍ͬͯΔͷɼͦͷਓ͕ࡢ͜͜དྷͨͱ͍͏͜ͱͩʯ

10-31ʢࡢʣ൴൴͕ࠓ͜͜ʹདྷͨͱͨͬݴɽʗʢࡢʣ൴ɼʮࢲࠓ͜͜ʹདྷͨʯͱͨͬݴɽ
ʲิจઅɾൃʗؒ๏ʳ

(327) a. Nyǎgǎ

yesterday

yáN=Tu

that=person

prÓ-li=ca=gá

say-PST=NMLS=TOP

yáN=Tu

that=person

N@ňıN

today

de=dǒ

this=ALL

la=re.

come=RLS

ʮࡢͦͷਓ͕ͨͬݴͷɼͦͷਓ͕ࠓ͜͜དྷͨͱ͍͏͜ͱͩʯʢؒ๏ʣ

b. Nyǎgǎ

yesterday

yáN=Tu

that=person

prÓ-li=re

say-PST=RLS

“Na

I

N@ňıN

today

de=dǒ

this=ALL

la=re.”

come=RLS

ʮh ʯʢ๏ʣͨͬݴͦͷਓࡢདྷͨʱͱࠓࢲ

ͷ্ʹ͋ͬͨͷΛ৯ͨɽ̡ࡼϦϯΰ͕ʢ͋ͷʣࢲ10-32 ࡏઅɾैओɾओओʳ

(328) a. yáN

that

lONbáiN=thaP=ma

plate=place.above=LOC

ȟıN-li=ca

exist-PST=NMLS

páiNT́ı=ca(=go)/páiNT́ı(=go)

apple=DEF(=OBJ)/apple(=OBJ)

Na

I

cá-li=re.

eat-PST=RLS

ʮ͋ͷࡼͷ্ʹ͋ͬͨϦϯΰΛࢲ৯ͨʯ

b. ja

what

páiNT́ı=ca

apple=NMLS

yáN

that

lONbáiN=thaP=ma

plate=place.above=LOC

ȟıN-li(=re)=lé,

exist-PST(=RLS)=CQ

yáN

that

páiNT́ı=ca(=go)/páiNT́ı(=go)

apple=DEF(=OBJ)/apple(=OBJ)

Na

I

cá-li=re.

eat-PST=RLS

ʮ͋ͷࡼͷ্ʹ͋ͬͨϦϯΰɼͦͷϦϯΰΛࢲ৯ͨʯ

ωί͕Ոʹೖ͖ͬͯͨͷΛั·͑ͨɽ̡ࢲ10-33 ࡏઅɾैओɾओʳ

(329) a. wiN=ma

house=LOC

wON-li=ca

enter-PST=NMLS

krON=go

cat=OBJ

Na

I

pháiN-li=re.

catch-PST=RLS

ʮՈʹೖ͖ͬͯͨೣΛࢲั·͑ͨʯ

b. ja

what

krON

cat

wiN=ma

house=LOC

wON-li(=re)=lé,

enter-PST(=RLS)=CQ

yáN

that

krON=go

cat=OBJ

Na

I

pháiN-li=re.

catch-PST=RLS

ʮՈʹೖ͖ͬͯͨೣɼͦͷೣΛࢲั·͑ͨʯ
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ティディム・チン語における他動性 

Transitivity in Tiddim Chin 
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要旨：本稿は，『語学研究所論集』特集 19「他動性」の例文に基づき，ティディム・チン語の他動性に

関する例文とそれに基づく観察を提供する．その結果，各例文に現れる格配列から，ティディム・チン

語の調査項目【積極的に関与する感情】と【消極的に関与する感情】における高い他動性，【相互】に

おける低い他動性が観察された．さらに，ティディム・チン語は比較的他動詞文の典型構造を好む言語

であることがわかった． 
 
 
Abstract: This paper provides example sentences on transitivity and observations based on them in Tiddim Chin, 
based on the example sentences in Journal of the Institution of Language Research, Special Issue 19: Transitivity. The 
results show that, from the case-marking that appears in each example sentence, high transitivity in the investigated 
items [actively involved emotion] and [passively involved emotion] and low transitivity in item [mutual] were 
observed in Tiddim Chin. It was also found that Tiddim Chin is a language with a relatively strong preference for the 
canonical structure of transitive sentences. 
 
 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000392 
キーワード： ティディム・チン語，他動詞節，他動性 
Keywords: Tiddim Chin, transitive clause, transitivity 
 
 
1. はじめに 

 本稿は，『語学研究所論集』特集 19「他動性」の例文に基づき，ティディム・チン語の他動性に関する

例文とその観察を提供する．そして，通言語的に他動性の状況を報告した風間 (2014) の分析に従い，テ

ィディム・チン語の他動性を例文から観察し，その結果を示す． 
 ティディム・チン語はシナ・チベット語族チベット・ビルマ語派チン語支に属する言語である (西田 
1989: 995)．主にミャンマー連邦共和国チン州・ザガイン地域およびインド共和国アッサム州・マニプル

州南部・ミゾラム州北部で話されており，話者は約 411,000 人いる (Eberhard et al. 2021: 122, 274)． 
 以下，本稿の扱う例文と関連する文法現象を紹介する．まず，ティディム・チン語のアラインメント

は能格・絶対格であり，他動詞節における語順は AOVであり，自動詞節は SVである (Otsuka 2014: 124)． 
 
(1) zu¹saː¹ taːi² 

mouse runI 

“A mouse runs.” (Intransitive clause: SV) (Otsuka 2014: 124) 

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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(2) lian³ in³ an¹ neː¹ 
PN ERG meal eatI 

“Lian ate meal.” (Transitive clause: AOV) (Otsuka 2014: 124) 
 
 例文(1)では，自動詞文の主語である「ネズミ」<zusa> zu¹saː¹に格標識がないため，絶対格（ゼロ標識）

として扱われる．例文(2)では，他動詞文主語である「lian」 <lian> lian³は能格標識 in³で標示され，目的

語である「食事」<an> an¹はゼロ標識の絶対格で現れる．ティディム・チン語の能格は能格標識 in³で標

示される以外に，自立人称代名詞にも反映される(表 1)． 
 

表 1 ティディム・チン語の自立人称代名詞 (Otsuka 2014: 118 より一部改変)1 

 SG PL 

ABS ERG GEN ABS ERG GEN 
1 kei¹ ken³ kei³ kou³ 

1INCL ei¹ en³ ei³ 
2 naŋ¹ naŋ³ nou³ 
3 a¹maʔ³ a¹man³ a¹maː² a¹maːu³ a¹maːu² 

 
 人称を表す方法として，自立人称代名詞のほか，前置型人称接語と後置型人称接語がある．表 2 で示

される前置型人称接語は動詞の一致と項の所有格を表すことができる．そして，前置型人称接語の声調

は後続する音節の声調によって変化する．また，表 3 で示される後置型人称接語はモダリティも表せる．

なお，本稿は大塚＆チンガイリャン (2022) に倣い，接語境界を標示していない． 
 

表 2 ティディム・チン語の前置型人称接語 (Otsuka 2014: 119 より一部改変) 

1 ka1/2/3 i1/2/3 
2 na1/2/3 

3 a1/2/3 
 

表 3 ティディム・チン語の後置型人称接語 (Otsuka 2014: 119 より一部改変) 
 Realis Mood (REAL) Irrealis Mood (IRR) 

SG PL SG PL 
1 iŋ³ uŋ³ (EXCL) niŋ¹ nuːŋ³(EXCL) 

haŋ³(INCL) niː³(INCL) 
2 teʔ³ / cin³ uʔ³teʔ³ / uʔ³cin³ ni¹teʔ³ / ni¹cin³ nu¹teʔ³ / nu¹cin³ 

3 Ø uʔ³ in²teʔ¹ unʔ²teʔ¹ 
 
 また，ティディム・チン語は声調言語であり，3つの弁別的声調を持っている (大塚 2011)．3つの声

調はそれぞれ上昇調，中平調，下降調であるが，実際のピッチは音声環境によって変化する．本稿では，

上昇調を上標の 1，中平調を上標の 2，下降調を上標の 3 によって表す． 

                                                        
1 ティディム・チン語において母音の長短は弁別的であるため，Otsuka (2014) では ‘^’ によって長母音

を表していた (e.g. â [ɑː])．ただ，本稿では長母音は ‘ː’ によって表すようにしているため，表 1及び表

2 の長母音の表記は本稿に合わせて変更した (e.g. aː [ɑː]) ．表 2, 表 3, 表 4 も同様である． 
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 そして，チン語支の一部の動詞は 2つの語幹を持つという特徴がある (西田 1989: 999)．表 4 では，

一部の動詞の語幹交替を示している． 
 

表 4 ティディム・チン語における動詞の形式(Otsuka 2014: 121 より一部改変) 
形式 1 形式 2 意味 

ciam³ ciap³ to taste 
neː¹ nek¹ to eat 

pai² pai³ to go 
sam¹ sap³ to call 

hoiʔ³ hoiʔ³ to be good 

 
動詞の語幹が交替すると，「味わう」ciam³ vs. ciap³ のように末子音が変化する場合や，pai² vs. pai³ のよ

うに声調が変化する場合がある．「いい」hoiʔ³ のように無交替，もしくは形式 1 と形式 2 が同形式の動

詞もある．動詞の語幹は動詞の現れる形態統語論的環境により交替が起こりうる．主節の述語動詞は通

常形式 I が用いられるのに対して，名詞的な従属節に形式 II が現れる (大塚＆チンガイリャン 2022: 734-
735)．他に，動詞の語幹交替は名詞化と関連する． 
 
(3) ka¹ doːn³ nop³ peːn² niaŋ²tuːi¹ a¹ hiː³ veː² 

1 drinkII desireII TOP tea 3 COPII FIN 
“What I want to drink is tea.” (Otsuka 2014: 122) 

 
例文(3)では，「私が飲みたいの」ka¹ doːn³ nop³は動詞「飲む」と助動詞「〜したい」を名詞化したもので

あるため，「飲む」の形式 1 の doːn²ではなく形式 2 の doːn³, 「〜したい」の形式 1 の nuam¹ではなく，

形式 2 の nop³が使われている． 
 また，随伴を表す他動詞化接辞-piʔ³といった他動詞化接辞は必ず形式 2 と共起する． 
 
(4) ken³  a¹maʔ³ vaːk³-piʔ³ 

1SG.ERG 3SG go.outII-TRVZ 
“I went out along with him.” (Otsuka 2014: 131) 
 

例文(4)では，動詞「出ていく」に随伴を表す他動詞化接辞-piʔ³が付加されていると同時に，形式 1 の vaːk¹
ではなく，形式 2 の vaːk³が使われている． 
 本稿では，大塚＆チンガイリャン (2022) に倣い，形式に区別がある動詞のグロスには上標の I （形
式 1）と II （形式 2）をつけ，形式に区別がない不変化形式 (invariant form) には (inv.) をつけることに

する． 
 本稿のデータは共著者であるチンガイリャン (Cing Ngaih Lian) の内省による作例である．チンガイリ

ャンはティディム・チン語とビルマ語の母語話者であり，高度な日本語の運用能力を持っている．デー

タは 2023年 11月から 12月にかけて，聞き取り調査によって得られたものである．なお，ティディム・

チン語は正書法を持っている．本稿は正書法と音素表記両方によりデータを記述する．ただし，正書法

は < > で，音素表記は斜体で書き表す． 
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2. 調査結果 

 本節は風間 (2014) が示した本調査票の目的を解説した上で，ティディム・チン語における特集 19「他

動性」のデータを説明しながら順次示していく． 
 風間 (2014) は Malchukov (2005) および角田 (1991) が提唱した二項述語階層に基づき，以下の項目

について例文を設けている：直接影響・変化／無変化，知覚，追及，知識，感情，関係，能力，移動，

感覚，（社会的）相互行為，再帰・相互． 
 そして，風間 (2014) は収集した例文データに「典型構造」が用いられているかどうかによって各言語

と各項目の他動性の程度を計測した．ここでの「典型構造」は，ある言語の他動詞文においてデフォル

トな格の構造を指す．つまり，風間 (2014) では，他動性の程度を意味的な側面ではなく，統語的な側面

から捉えている．本調査票の例文においてより典型構造を多用する言語であれば，この言語の他動性が

高く，各例文が属する各階層において，より多くの言語が典型構造を用いるのであれば，この階層もし

くはこの項目の他動性が高いと分析される． 
 風間の典型構造の定義に従えば，[能格-絶対格] 構造がティディム・チン語の典型構造であり，以下の

ティディム・チン語の例文の他動性を計測する指標となる．その理由は，例文(2)で示したように，ティ

ディム・チン語の他動詞文の主語は能格，目的語は絶対格で標示されることである．さらに，角田 (2009) 
によれば，どの言語も二項述語階層の 1A 項目において他動詞格枠組み2が出るが，その項目が当たる例

文(5)(6) (後述) においても [能格-絶対格] 構造が取られるため，本稿はティディム・チン語の典型構造

が [能格-絶対格] 構造だと考える． 
 2.1 節から順々に調査票項目に基づく例文を示していく．なお，調査票本来の番号 (6-1 など) と例文

はそのままにし，太字にしている． 
 
2.1 直接影響・変化／無変化 
 まず，ティディム・チン語では，目的語に直接的に影響を与えた場合，目的語に変化が生じるかどう

かに関わらず，主語は能格，目的語は絶対格で現れる．ただし，「殺す」のような目的語に影響を及ぼす

前提のある動詞を用いる文では，その事象を否定する表現が非文になる． 
 
6-1 【直接影響・変化】 
6-1-а 彼はそのハエを殺した． 
(5) <Aman tua tho that.> 

a¹man³ tua² tʰou³ tʰat³ 
3SG.ERG DEM fly killI 

 
6-1-b 彼はその箱を壊した． 
(6) <Aman tua bung susia.> 

a¹man³ tua² buŋ² su³-sia¹ 
3SG.ERG DEM box polishI-badI 

 

                                                        
2 角田 (2009: 110) によれば，「原型的他動詞或いは原型的他動詞文が取る格枠組み」は「他動詞格枠組

み」と呼ばれる．例えば，日本語の場合，それは「主格＋対格」（が＋を）と「ゼロ＋ゼロ」になる．風

間 (2014) は典型構造という用語を用いたが，他動性について計測した点数が高い言語が「他動詞的な

格枠組みもしくは構文」を好む言語(風間 2014: 42)だとも表現したため，本稿において典型構造と他動

詞格枠組みの内容は一致すると考える． 



ティディム・チン語における他動性, 周杜海, チンガイリャン 

 5 / 18 

 「殺す」<that> tʰat³ ，「壊す」<susia> su³-sia¹ など，他動性の高い動詞はティディム・チン語において

他動詞文の典型構造で表される．つまり，例 (5)(6) が示すように，動作主の「彼」<aman> a¹man³ は能

格，被動者の「ハエ」<tho> tʰou³, 「箱」<bung> buŋ² は絶対格（無標識）で現れる． 
 
6-1-с 彼はそのスープを温めた． 
(7) <Aman tua mehtui lum sak.> 

a¹man³ tua² meʔ³tui¹ lum³-sak³ 
3SG.ERG DEM soup warmI-CAUS 

 
 「温める」という表現は，例 (7) のように，ティディム・チン語では自動詞<lum> lum³「暖かい」に

使役接尾辞<sak> -sak³ をつけて，他動詞にする．この場合も，他動詞文の典型構造が現れ，動作主の「彼」

<aman> a¹man³ は能格，受動者の「スープ」<mehtui> meʔ³tui¹ は絶対格（無標識）で現れる． 
 
6-1-d 彼はそのハエを殺したが，死ななかった． 
(8) <Aman tua tho that, aihang tua tho si thei lo.> 

a¹man³ tua² tʰou³ tʰat³, a¹ hiʔ³ haːŋ¹ tua² tʰou³ si² 
3SG.ERG DEM fly killI 3 COPII but  DEM fly dieI 

 

tʰei³ lou³ 
canᶦ NEG 
「彼はそのハエを殺したが，そのハエは死ねなかった．」 

 
(9) *a¹man³ tua² tʰou³ tʰat³, a¹ hiʔ³ haːŋ¹ tua² tʰou³ si² 

3SG.ERG DEM fly killI 3 COPII but DEM fly dieI 
 

lou³ 
NEG 
（*彼はそのハエを殺したが，そのハエは死ななかった．） 

 
 ティディム・チン語では，「殺したが死ななかった」のような影響を及ぼす前提のある動詞を用いる他

動詞文では，その事象を否定する例文 (9) は非文となる．しかし，「死ななかった」ではなく，例文 (8) 
のように「死ねなかった」< tua tho si thei lo> tua² tʰou³ si² tʰei³ lou³という表現なら可能である． 
 
6-2 【直接影響・無変化】 
6-2-а 彼はそのボールを蹴った． 
(10) <Aman tua bawllung sui.> 

a¹man³ tua² boːl³loːŋ¹ sui³ 
3SG.ERG DEM ball kickI 
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6-2-b 彼女は彼の足を蹴った． 
(11) <Aman Ama khe sui.> 

a¹man³ a¹maː³ xeː² sui³ 
3SG.ERG 3SG.GEN foot kickI 

 
 例文 (10)(11) が示すように，ティディム・チン語では，目的語の「ボール」<bawllung> boːl³loːŋ¹と「足」

<khe> xeː² に直接・無変化な影響を与える場合も，目的語は絶対格で表す．また，主語の彼・彼女<aman> 
a¹man³は能格で標示された． 
 
2.2 意志／無意志 
 接触表現において，同じ動詞の場合でも，意志の有無によって表現が異なる場合がある (風間 2014: 
56)．ティディム・チン語において，無意志は助動詞によって表され，表現の違いが見られた． 
 
6-2-с 彼はその人にぶつかった（故意に）． 
(12) <Aman tua pa taih suk.> 

a¹man³ tua² paː¹ taiʔ³-suk³ 
3SG.ERG DEM man dashI-downward 

 
6-2-d 彼はその人とぶつかった（うっかり）． 
(13) <Aman tua pa taih suk kha.> 

a¹man³ tua² paː¹ taiʔ³-suk³  xaː¹ 
3SG.ERG DEM man dashI-downward by.mistakeI 

 
 例文 (12) での「故意に人にぶつかった」場合に比べ，「うっかりぶつかった」場合は例文 (13) のよ

うに助動詞 <xa> xaː¹ をつけて無意志を表す． 

 
2.3 知覚 
 本調査表は知覚動詞を能動知覚と受動知覚に分けて例文を設けている (風間 2014: 45)．ティディム・

チン語では，映像や音声を捉えようとする能動知覚と，すでに映像や音声を知覚している受動知覚にお

ける動詞の使い分けが見られる．そして，知覚動詞を用いる他動詞文では，主語は能格，目的語は絶対

格で標示される典型構造が見られる． 
 
6-3 【知覚 2A vs. 2B】 
6-3-а あそこに人が数人見える． 
(14) <Huah mi tampi ki mu.> 

huaʔ³ miː¹ tam¹piː¹ ki³-muː³ 
DIST people many MDL-seeI 

 
 例文 (14) では，動作主が明示されていない場合，中動態標識<ki> ki-³ は受動知覚動詞「(を) 見える」

<mu> muː³ につき，自動詞「(が) 見える」<ki mu> ki³-muː³ を形成する．また，知覚される対象「数人」

<mi tampi> miː¹ dam¹piː¹ は絶対格によって表される．本例文は動作主が現れないため，他動詞文ではな

く，典型構造でもない． 
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6-3-b 私はその家を見た． 
(15) <Ken tua inn en.> 

ken³  tua² in¹ en¹ 
1SG.ERG DEM home lookI 

 
 例文 (14) と対照的に，能動知覚動詞の「見る」は<en> en¹ という別の動詞によって表される．主語で

ある「私」<ken> ken³ は能格，その目的語となる「その家」<tua inn> tua² in¹ は絶対格によって表される． 
 
6-3-с 誰かが叫んだのが聞こえた． 
(16) <Ken mi khat a awt za ing.> 

ken³  miː¹ xat³ a¹ ot³ zaː¹  iŋ³ 
1SG.ERG people one 3 shoutII hearI  1SG.REAL 

 
 例文 (16) では，受動知覚動詞の「聞こえる」<za> zaː¹ の主語である「私」<ken> ken³ は能格，目的

語である「誰かが叫んだの」<mi khat a awt> miː¹ xat³ a¹ ot³ は絶対格で現れる．なお，ここで「叫ぶ」<awt> 
ot³ は形式 2 が用いられ，動詞の名詞化の機能を果たしている． 
 
6-3-d 彼はその音を聞いた． 
(17) <Aman tua aw ngai.> 

a¹man³ tua² oː¹ ŋai² 
3SG.ERG DEM sound listenI 

 
 例文 (16) と対照的に，能動知覚動詞の「聞く」は例文 (17) では <ngai> ŋai² によって表される．そ

して，その主語である「彼」<aman> a¹man³ は能格，目的語である「音」<aw> oː¹ は絶対格である． 
 
2.4 作成 
 動作を行う際には，その動作対象がまだ存在していない動作対象は達成目的語と呼ばれる．目的語が

達成目的語の場合，ティディム・チン語において絶対格によって標示され，その主語は能格で標示され

る．つまり，作成に関連する項目において，典型構造がとられている． 
 
6-4 【（知覚 2A）発見・獲得・生産など】 
6-4-а 彼は（なくした）カギを見つけた． 
(18) <Aman tawh mu (kik).> 

a¹man³ toʔ³ muː³ (kik¹) 
3SG.ERG key seeI again 

 
6-4-b 彼は椅子を作った． 
(19) <Aman tutphah bawl.> 

a¹man³ tut³pʰaʔ³ boːl² 
3SG.ERG chair makeI 
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 例文 (18) では，動作「見つける」<mu> muː³ が成立する前に，なくした鍵はまだ存在していないため，

「カギ」<tawh> toʔ³ は達成目的語にあたる．また，例文 (19) の目的語である「椅子」<tutphah> tut³pʰaʔ³ 
は「椅子を作る」という事象が成立する前に存在していないため，達成目的語だと見られる．このよう

な作成に関連する他動詞文において，主語「彼」<aman> a¹man³ は能格，目的語は絶対格によって表さ

れているため，典型構造がとられていることがわかる． 
 
2.5 追及 
 追及は他動性が高く，多くの言語で典型構造が現れている (風間 2014: 44)．以下，追及に関する例文

において全ての例文に典型構造が現れ，ティディム・チン語においても追及の他動性が高いことを示す． 
 
6-5 【追及】 
6-5-а 彼はバスを待っている． 
(20)  <Aman bus ngak.> 

a¹man³ bas² ŋaːk¹ 
3SG.ERG bus waitI 

 
6-5-b 私は彼が来るのを待っていた． 
(21) <Ken amah hong tun ding ngak.> 

ken³  a¹maʔ³ hoŋ¹-tun³  diːŋ¹ ŋaːk¹ 
1SG.ERG 3SG.ABS DEIC-arriveII PURP waitI 

 
6-5-с 彼は財布を探している． 
(22) <Aman sum bawm zong.> 

a¹man³ suːm²boːm² zoːŋ² 
3SG.ERG wallet  look.forI 

 
 例文 (20)(21)(22) は，追及を表す動詞「待つ」<ngak> ŋaːk¹ と「探す」<zong> zoːŋ² を用いた他動詞文

である．いずれの目的語である「バス」<bus> bas², 「彼が来るの」<amah hong tun ding> a¹maʔ³ hoŋ¹ tun³ 
diːŋ¹, 「財布」<sum bawm> suːm²boːm² は絶対格で表され，例文(20)(22)の主語である「彼」<aman> a¹man³ 
と例文(21)の主語である「私」<ken> ken³は能格で表される．したがって，ティディム・チン語において

「追及」の項目も典型構造を表している． 
 
2.6 知識 
 知識に関する項目は，意味的に理解・識別・記憶に分けられる．ティディム・チン語はいずれの項目

においても典型構造をとっており，高い他動性を示している． 
 
6-6 【知識１】 
6-6-а 彼はいろんなことをよく知っている． 
(23) <Aman thu tuam tuam thei.> 

a¹man³ tʰu¹ tuam³tuam³ tʰei³ 
3SG.ERG  thing various  knowI 
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(24) <Aman thu tuam tuam tel.> 
a¹man³ tʰu¹ tuam³tuam³ teːl¹ 
3SG.ERG  thing various  understandI 

 
6-6-b 私はあの人を知っている． 
(25) <Ken hua pa thei.> 

ken³  hua²  paː¹ tʰei³ 
1SG.ERG DEM man knowI 
 

(26) <Ken hua pa thu tel.> 
ken³  hua²  paː¹ tʰuː¹ teːl¹ 
1SG.ERG DEM man thing understandI 

 
6-6-с 彼はロシア語ができる． 
(27) <Aman Lasha pau thei.> 

a¹man³ la³ʃaː²pau³  tʰei³ 
3SG.ERG russian  knowI 

 
 知識を理解している表現では，「知る」<thei> tʰei³ と「理解する」<tel> teːl¹ 二通りの表現がある．前

者は例文 (23)(27)，後者は例文 (24) で使われた．知識を理解している主語「彼」<aman> a¹man³ は能格，

目的語である知識の「いろんなこと」<thu tuam tuam> tʰu¹ tuam³tuam³, 「ロシア語」<Lasha pau> la³ʃaː²pau³ 
は絶対格で標示される．つまり，知識の理解に関連する項目において，ティディム・チン語は典型構造

をとっている． 
 また，認識という意味での知識について知っている場合は，理解という意味での知識の場合と同じく

「知る」<thei> tʰei³ と「理解する」<tel> teːl¹ によって表現できる．ただし，「理解する」<tel> teːl¹ を用
いる場合，知られている人に「物事」<thu> tʰuː¹ をつけて，「あの人のこと」と表現する．この場合，例

文 (25)(26) の主語「私」<ken> ken³ は能格，目的語である「あの人」<hua pa> hua³ paː¹ と「あの人のこ

と」<hua pa thu> hua³ paː¹ tʰuː¹ は絶対格をとっているため，典型構造が現れていることがわかる． 
 
6-7 【知識２】 
6-7-а あなたはきのう私が言ったことを覚えていますか？ 
(28) <Nang zana ka gen thu na phawk lai hia.> 

naŋ³  zaːn² aː² ka¹ geːn³ tʰuː¹ na³ pʰoːk¹  laːi² 
2SG.ERG yesterday CONJN 1 tellII thing 2 rememberI yet 
 
hiː³ a² 
COPI Q 

 
6-7-b 私は彼の電話番号を忘れてしまった． 
(29) <Ken ama phong numbat mangngilh kha.> 

ken³  a¹maː² foːn³nam³bat² maŋ¹ ŋilʔ ³  xaː¹ 
1SG.ERG 3SG.GEN phone.number forget (inv.) by.mistakeI 
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 意味的に記憶の知識については，「覚える」<phawk> phoːk¹ と「忘れる」<mangngilh> maŋ¹ŋilʔ³ を用い

る．この場合，例文 (28) の主語「あなた」<nang> naŋ³ は能格，目的語「私が言ったこと」<ka gen thu> 
ka¹ geːn³ tʰuː¹ は絶対格によって表される．例文 (29) の格の枠組みは例文 (28) と同様に，主語「私」<ken> 
ken³ は能格，目的語「電話番号」<phong numbat> foːn³nam³bat² は絶対格をとっている．このように，記

憶に関する知識も典型構造をとっている． 
 
2.7 感情 
 本調査票は「感情」を「好悪」「必要」「喜怒哀楽」の 3つに分けている (風間 2014: 36)．ティディム・

チン語では，一部の調査項目において典型構造が現れて，一部は現れておらず，中動態を用いて表現す

る場合があった． 
 
6-8 【感情１】 
6-8-а 母は子供たちを深く愛していた． 
(30) <Nu in a ta te it mah mah.> 

nuː¹  in³ a³ taː¹ teː¹ iːt¹ maʔ³maʔ³ 
mother ERG 3 children PL love (inv.) very 

 
6-8-b 私はバナナが好きだ． 
(31) <Ken nahtang lim sa.> 

ken³  naʔ³daŋ² lim² saː³ 
1SG.ERG banana delicious deemI 

 
6-8-с 私はあの人が嫌いだ． 
(32) <Ken huapa hua.> 

ken³  hua² paː¹ hua¹ 
1SG.ERG DEM man hateI 

 
 ティディム・チン語では，何かを「愛する」「嫌う」は，例文 (30) と (32) のように動詞の「愛する」

<it> iːt¹ と「嫌う」<hua> hua¹ によって表される．この場合，主語である「母」<nu> nuː¹ と「私」<ken> 
ken³ は能格，目的語である「子どもたち」<a ta te> a³ taː¹ teː¹ と「あの人」<hua pa> hua² paː¹ は絶対格を

とる．つまり，典型構造が現れている．ただし，何かが「好きだ」に当てはまる動詞がなく，その代わ

りに「私はバナナが美味しいと思う」，例文 (31) のようにしか表現できない． 
 
6-9 【感情２】 
6-9-a 私は靴が欲しい． 
(33) <Ken khedap deih.> 

ken³  xe³dap³ deiʔ³ 
1SG.ERG shoes wantI 

 
 「〜を欲しがっている」を表現する場合，例文 (33) のように「欲しがる」<deih> deiʔ³ を用いる．こ

の場合主語「私」<ken> ken³ は能格，目的語「靴」<khedap> xe³dap³ は絶対格をとるため，典型構造が現
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れたと言える． 
 
6-9-b 今，彼にはお金が要る． 
(34) <Tu lai tak amah sum ki sam.> 

tuː¹laːi² tak¹, a¹maʔ³ sum³ ki³-sam³ 
now  just 3.ABS money MDL-needI 

 
 しかし，「〜を必要とする」を表現する場合，「必要とする」<sam> sam³ を用いるが，中動態標識<ki> 
ki³- をつけなければならない．つまり，例文 (34) のように，主語「彼」<amah> a¹maʔ³ は絶対格で表さ

れるため，典型構造とは言えない． 
 
6-10 【感情３】 
6-10-а （私の）母は（私の）弟がうそをついたのに怒っている． 
(35) <Nu in ka naupai zuau a khem pen heh.> 

nuː¹  in³ ka² naːu²paː¹ iː² zuau³ a¹ xeːm³  peːn² 
mother ERG 1 brother GEN lieII 3 tellII  TOP

  
heʔ³ 
get.angry(inv.) 
 

6-10-b 彼は犬が怖い． 
(36) <Aman ui lau.> 

a¹man³ ui¹ laːu¹ 
3.ERG  dog fearI 

 
 感情主体がもっとも積極的に関与する感情（「怒る」）と，消極的に関与する感情（「恐い」）の例文 
(35)(36) では，主語である「母」<nu> nuː¹ と「彼」<aman> a¹man³ は能格，怒られる対象「弟が嘘をつ

いたの」<ka naupai zuau a khem> ka² naːu²paː¹ iː² zuau³ a¹ xeːm³ と怖がられる主体「犬」<ui> ui¹ はいずれ

も絶対格で表される．したがって，典型構造が現れたと言える． 
 
2.8 関係 
 本調査票は「関係」を「類似」「包含」「変化」に分けて例文を設けている (風間 2014: 36)．ティディ

ム・チン語は「類似」と「包含」において非典型構造を用いるが，「変化」においては典型構造を使う． 
 
6-11 【関係１】 
6-11-а 彼は父親に似ている． 
(37) <Amah a pa tawh ki sun.> 

a¹maʔ³ a³ paː¹ toʔ³ ki³-suːn³ 
3.ABS  3 man COM MDL-be.similarI 
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6-11-b 海水は塩分を含んでいる． 
(38) <Tuipi sung ah ci dat ki hel.> 

tui¹piː¹ suŋ² aʔ³ tɕiː³ dat²   ki³-heːl¹ 
sea  inside LOC salt chemical.composition MDL-mix.upI 

 
 類似関係と包含関係を表す例文(37)(38)では，ティディム・チン語は中動態標識<ki> ki³- が用いられる．

中動態標識は再帰・相互などの項減少と関連している．例文 (37)では，主語が「彼」<amah> a¹maʔ³であ

り，似ている対象「父親」<pa> paː¹は共格で標示されている．そして，例文(38)の主語は「海水」<tuipi> 
tui¹piː¹ではなく「塩分」<ci> tɕiː³であり，主語は絶対格を取っている．つまり，いずれの例文も非典型構

造である． 
 
6-12 【関係２】 
6-12-а 私の弟は医者だ． 
(39) <Ka naupa pen siavuan hi.> 

ka² naːu²paː¹ peːn² sia²vuan² hiː³ 
1 brother TOP doctor COPI 

 
6-12-b 私の弟は医者になった． 
(40) <Ka naupa siavuan suak.> 

ka² naːu²paː¹ sia²vuan² suak¹ 
1 brother doctor becomeI 

 
(41) <Ka naupa siavuan hi ta.> 

ka² naːu²paː¹ sia²vuan² hiː³ taː³ 
1 brother doctor COPI NSIT 

 
 名詞述語構文では，例文 (39) のようにコピュラ<hi> hiː³ を用いる．「なる」のような変化の関係を表

す表現は，例文 (40) の「なる」<suak> suak¹ ，もしくは例文 (41) のコピュラ<hi> hiː³ と新しい事象の

生起を表す助詞<ta> taː³ を用いる．ただし，例文 (40) は，弟が医者になる予想がない場合に使われるの

に対して，弟が医者になることが予想できていた場合は例文(41)を用いる． 
 
2.9 能力 
 本調査票は「能力」を「能力」と「上手／下手」に分けている (風間 2014: 36)．ティディム・チン語で

は，「能力」の一部は典型構造，一部は非典型構造を示しているのに対して，「上手／下手」は全て非典

型構造を呈している． 
 
6-13 【能力１】 
6-13-а 彼は車の運転ができる． 
(42) <Aman mawtaw hawl thei.> 

a¹man³ mo:²toː² hoːl²  tʰei³ 
3.ERG  car driveI  canI 
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6-13-b 彼は泳げる． 
(43) <Amah tui peek thei.> 

a¹maʔ³ tui¹pek³ tʰei³ 
3.ABS  swimI canI 

 
 風間 (2014: 48) では，「車の運転」の典型表現について，英語の ‘can drive’ のように不定詞を用いて

表現するものと日本語の「車が／を運転できる」のように車を対象として捉える表現があると指摘した．

ティディム・チン語の「〜ができる」は，「知る」<thei> tʰei³ に由来する助動詞「できる」<thei> tʰei³ を
用いることと，例文 (42) のように主語「彼」<aman> a¹man³ を能格で標示することから，英語と日本語

両方の典型表現の特徴を持つと言える．「泳ぐ」について，例文 (43) が示したように，主語「彼」<amah> 
a¹maʔ³ は絶対格をとり，自動詞文をなしているため，非典型構造である． 
 
6-14 【能力２】 
6-14-а 彼は話をするのが上手だ． 
(44) <Amah thu gen siam.> 

a¹maʔ³ tʰu¹geːn³  siam¹ 
3.ABS  story.telling be.good.atI 

 
6-14-b 彼は走るのが苦手だ． 
(45) <Amah tai hat lo.> 

a¹maʔ³ taːi² haːt¹ lou³ 
3.ABS  runI  strong NEG 

 
 「〜が上手だ」は，動詞<siam¹> siam¹ を用いる．「〜が苦手だ」は対応する動詞がなく，例文 (45) の
ように「〜が強くない」<hat lo> hat¹ lou³ という言い回しを使う．しかし，いずれの例文の主語である

「彼」<amah> a¹maʔ³ は絶対格をとっているため，非典型構造であると言える． 
 
2.10 移動 
 ティディム・チン語では，「到着」に非典型構造 (所格)，「横断」「経由」は典型構造によって標示され

ており，日本語と同じパターンを示している．つまり，移動表現の中，「横断」「経由」の方は他動性が

高い． 
 
6-15 【移動】 
6-15-а 彼は学校に着いた． 
(46) <Amah sang ah tung.> 

a¹maʔ³ saːŋ¹ aʔ³ tuŋ¹ 
3.ABS  school LOC arriveI 

 
 例文 (46) では，移動を行った主語「彼」<amah> a¹maʔ³ は絶対格，着点「学校」<sang> saːŋ¹ は所格

<ah> aʔ³ で表されている．したがって，「到着」を意味する移動は非典型構造を用いる． 
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6-15-b 彼は道を渡った／横切った． 
(47) <Aman lam kaan.> 

a¹man³ lam¹ kaːn¹ 
3.ERG  road go.acrossI 

 
6-15-с 彼はこの道を通った． 
(48) <Aman hih lampi tawn.> 

a¹man³ hiʔ¹ lam¹piː¹ toːn³ 
3.ERG  DEM road go.throughI 

 
 例文 (47) 「〜を渡る」<kaan> kaːn¹，例文 (48) 「〜を通る」<tawn> toːn³ では，主語「彼」<aman> a¹man³ 
は能格をとり，移動経路「道」<lampi> lam¹piː¹ は絶対格をとる．そのため，典型構造であると言える． 
 
2.11 感覚 
 本調査票の「感覚」に関して，「生理的欲求」「寒暖等の感覚」に分けている (風間 2014: 55)．これら

の表現は他動表現が現れる言語が少なく，他動性が低い．しかし，ティディム・チン語はこの傾向と一

部合致しているが，感覚述語構文において，典型構造と非典型構造が両方観察される． 
 
6-16 【感覚１】 
6-16-а 彼はお腹を空かしている． 
(49) <Amah a gil kial.> 

a¹maʔ³ a² gil² kial² 
3.ABS  3 belly be.hungryI 

 
6-16-b 彼は喉が渇いている． 
(50) <Amah a dang tak.> 

a¹maʔ³ a² daŋ² taːk² 
3.ABS  3 throat be.thirstyI 

  
 ティディム・チン語では，「お腹を空かす」<gil kial> gil² kial²,「喉が渇く」<dang tak> daŋ² taːk² などの

生理的欲求に関する表現は，主語「彼」<amah> a¹maʔ³ は絶対格をとる．したがって，非典型構造である

と言える． 
 
6-17 【感覚２】［完全な一項，もしくは０項の感覚述語である．］ 
6-17-а 私は寒い． 
(51) <Ken khua vot sa.> 

ken³  xua² vot³ saː³ 
1.ERG  weather coldI deemI 

 
(52) <Amah (in) khua vot sa.> 

a¹maʔ³ (in³) xua² vot³ saː³ 
3.ABS  ERG weather coldI deemI 
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‘(S)he feels cold.’ 
 
 「寒い」という感覚述語は，例文 (51) のように，「私は天気が寒いと思う」という言い回しをする．

また，主格「私」<ken> ken³ は絶対格ではなく，能格で表される．つまり，典型構造を成している．た

だし，一人称単数以外の名詞が主語である場合，例文(52)が示したように，能格標識は随意的であるた

め，非典型構造で表すこともできる． 
 
6-17-b 今日は寒い． 
(53) <Tuni khuavot.> 

tuː²niː³ xua² vot³ 
today  weather coldI 

 
 また，「今日は寒い」の動詞「寒い」<vot> vot³ のような天気に関する動詞は名詞「空模様」<khua> xua² 
を項にとる場合が多い (大塚＆チンガイリャン 2022: 748)．例文 (53) にも「空模様」が項として現れつ

つ，非典型構造を示す． 
 
2.12 社会行為 
 本調査票は「助ける／手伝う」を社会行為として取り上げている (風間 2014: 49)．ティディム・チン

語では，相手を対象とする場合は典型構造が現れ，動詞が 2 項をとるが，具体的な動作を手伝った場合，

動詞が 3 項をとる． 
 
6-18 【（社会的）相互行為１】 
6-18-а 私は彼を手伝った／助けた． 
(54) <Ken amah huh.> 

ken³  a¹maʔ³ huʔ³ 
1.ERG  3.ABS help (inv.) 

 
6-18-b 私は彼がそれを運ぶのを手伝った． 
(55) <Ken amah tua dom pih.> 

ken³  a¹maʔ³ tua² dom³-piʔ³ 
1.ERG  3.ABS DEM liftII-COM 

 
(56) <Ken amah tua a dom pen huh.> 

?ken³  a¹maʔ³ tua² a¹ dom³ peːn² huʔ³ 
1.ERG  3.ABS DEM 3 liftII TOP help (inv.) 

 
 「〜を手伝う」<huh> huʔ³ は，例文 (54) のように手伝われる対象は絶対格によって表される．しか

し，具体的な動作について手伝った場合，「随伴」を表す他動詞化接辞<pih> -piʔ³ を用いて，例文 (55) 
のように「私は彼と一緒にそれを運んだ」という言い回しを用いる．ここでは，例文 (56) のように「私

は彼がそれを運ぶの」を目的語として用いるのは不自然である． 
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2.13 言語行動 
 言語行動に関する表現は，ティディム・チン語において二重目的語構文を用いる． 
 
6-19 【（社会的）相互行為２（言語行動）】 
6-19-а 私はその理由を彼に聞いた． 
(57) <Ken tua a hang pen amah (kiang) dong.> 

ken³  tua² a³ haŋ¹ peːn² a¹maʔ³ (kiaŋ²) doŋ³. 
1.ERG  DEM 3 reason TOP 3.ABS place askI 

 
6-19-b 私はそのことを彼に話した． 
(58) <Ken tua thu amah kiang gen.> 

ken³  tua²  tʰuː¹ a¹maʔ³ (kiaŋ²) geːn¹ 
1.ERG  DEM thing 3.ABS place talkI 

 
 「〜に聞く」<dong> doŋ³,「〜に話す」<gen> geːn¹ といった言語行動は，例文 (57)(58) のように，テ

ィディム・チン語において相手と発話内容に絶対格を用いる．もしくは，相手に名詞「ところ」<kiang> 
kiaŋ² をつける表現も可能である．この場合，「彼のところに聞いた／話した」の意味となる． 
 
2.14 相互 
 風間 (2014: 51) では，相互的な動作「会う」は他動性が高いとされているが，ティディム・チン語で

は，相互の表現は中動態が用いられ，非典型構造を示している． 
 
6-20 【再帰・相互】 
6-20-а 私は彼と会った． 
(59) <Kei amah tawh ki mu.> 

kei¹  a¹maʔ³ toʔ³ ki³-muː³ 
1.ABS  3.ABS COM MDL-seeI 

 
 「〜と会う」のような相互を表す表現は，中動態標識<ki> ki³- を用いる．例文(59)の場合，相互に会っ

た「私」<kei> kei¹ は絶対格，「彼」<amah> a¹maʔ³ は共格を取り，非典型構造をなしている． 
 
3. 分析 
 風間 (2014) では，以上の一部の項目における例文が，他動詞文において最もデフォルトな構造をと

るかに注目して点数化を行った．1 例文につき典型構造が観察されれば 2点，なければ 0点，両方観察

された場合は 1 点としてカウントした．本稿は風間 (2014) と同じ分析の枠組みを利用し，調査結果で

得られた他の言語と比較し，ティディム・チン語における他動性の位置付けを試みる (表 5)． 
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表 5 調査結果 

項目 例文 得点/総点 風間  (2014) の調

査結果 (23 言語平

均値%) 
直接変化 1abc 6/6 100 

直接不変 2abcd 8/8 62 
作成 4b 2/2 98 

知覚 2A 3ac4a 4/6 71 

知覚 2B 3bd 4/4 88 
追及 5abc 6/6 82 

知識 6abc7ab 10/10 87.8 
感情 1 好悪 8abc 6/6 70 

感情 2需要 9ab 2/4 54 
感情 3 10ab 4/4 22 

社会行為 18ab 4/4 65 
言語行動 19ab 4/4 68.4 

相互 20 0/2 61 
関係 1 11ab 0/4 39 

関係 2 12b 0/2 26 
能力 1 13ab 2/4 68.4 

能力 2 14ab 0/4 16 

移動 15abc 4/6 41 
感覚 1 16ab 0/4 22 

感覚 2 17ab 1/4 15 
合計  67/94  

 
ただし，言語行動の項目において，風間 (2014) は二重目的語になる場合，どちらかの項が対格などを取

っていれば 2点とした．ティディム・チン語の言語行動の例文も二重目的語で示され，そして両方絶対

格で示された．ティディム・チン語のアラインメントは能格・絶対格型であり，対格はないが，両方と

も典型構造における他動詞節の目的語と同じく絶対格を取っているため，ここも 2点とした． 
 まず，ティディム・チン語の各項目の他動性から，以下のような階層をなしていることがわかる．な

お，得点/総点 (%) がより高い項目は，他動詞文の典型構造がより現れやすく，つまり他動性が高い．

また，得点/総点がより低い項目は，他動詞文の典型構造がより現れにくく，つまり他動性が低いことを

意味する． 
 

得点/総点 = 100: 直接変化，直接不変，作成，知覚 2B, 追及，知識，感情 1 好悪，感情 3，社

会行為，言語行動 
得点/総点 = 66.7: 知覚 2A,移動 
得点/総点 = 50:感情 2需要，能力 1 
得点/総点 = 25: 感覚 2 
得点/総点 = 0: 相互，関係 1，関係 2，能力 2，感覚 1 
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この階層は，風間 (2014) の調査結果に比べ，顕著な違いがあったのは【感情 3】と【相互】である．テ

ィディム・チン語は積極的に関与する感情（「怒る」）と，消極的に関与する感情（「恐い」）の例文にお

いても典型構造を用いており，調査結果の平均 22点より高い他動性を示している．その一方，相互の表

現は中動態が用いられ，非典型構造を呈しているため，平均の 62点より低い他動性を示している． 
 また，風間 (2014: 42) は言語別の合計点を比べた．点数が最も高かったのは中国語 (75) であり，最

も低かったのはウルドゥー語 (24) であった．そして，23 言語中ティディム・チン語は 6位（67点のマ

レーシア語と同点）にあたる．つまり，ティディム・チン語は比較的他動詞的な枠組みもしくは構文を

好む言語であると言える． 
 
4. おわりに 
 本稿は，『語学研究所論集』特集 19「他動性」の例文に基づき，ティディム・チン語の他動性について

調査した．その結果，ティディム・チン語は風間 (2014) に調査された 23 言語と比べて【感情 3】（積極

的に関与する感情（「怒る」）と，消極的に関与する感情（「恐い」））においてより高い他動性と，【相互】

においてより低い他動性を持つことが特徴的である．また，23 言語の中 6位であるマレーシア語と同点

であり，比較的他動詞的な枠組みもしくは構文を好む言語であると言える． 
 
 

略号一覧 

1: 1st person, 2: 2nd person, 3: 3rd person, ¹: tone 1, ²: tone 2, ³: tone 3, -: morphological boundary, I: form I, II: form 
II, ABS: absolutive, CAUS: causative, COM: comitative, CONJN: conjunction, COP: copula, DEIC: deictive marker, DEM: 
demonstrative, DIST: distal, ERG: ergative, (inv.): invariant form, FIN: final particle, GEN: genitive, INCL: inclusive, 
LOC: locative, MDL: middle, NEG: negation, NSIT: new situation, PL: plural, PN: proper noun, PURP: purposive, REAL: 
realis modality, SG: singular, TOP: topic, TRVZ: transitivizer. 
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要旨：本稿では，特集「受動表現」（『語学研究所論集』第 14 号, 2009, 東京外国語大学）における調査

票の 10 項目について，ラモ語東壩郷方言のデータを記述し，その分析を行う． 

 
Abstract: This report describes and analyses the data of the lDongpa dialect of Lamo concerning the ten phrases for 
the special volume of the Journal of the Institute of Language Research 14, which focuses on the cross-linguistic 
study of ‘passive expressions’. 
 
 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000393 
キーワード：受身, 語順, アラインメント 
Keywords: passive, word order, alignment 
 
 
1. はじめに 

ラモ語は，Tashi Nyima and Suzuki (2019)で初めてまとまって報告された，チベット自治区チャムド市

左貢（ゾゴン）県西部で話されるチベット・ビルマ諸語の１つである．ラモ語は大きく東壩郷で話され

る方言（狭義の「ラモ語」）と中林卡郷で話される方言（「ラメ語」と呼ばれる）に分かれる（Suzuki et al. 
2021）．本稿で記述するのは，同県東壩郷方言（以下，単に「ラモ語」とする）で，第２著者の母語であ

る．これまでのラモ語の記述には，Suzuki et al. (2018)や Suzuki and Tashi Nyima (2021)がある． 
本稿での記述は，両著者が 2023 年に SNS を介したやり取りに基づく．すでに比較的まとまった語彙

集と文例集（未公刊）があるため，語形式や文法形式の多くを参照できる状態にある．SNS では主に文

法判断を議論した．調査票はすでに用意のあった漢語版を用いた． 
 
2. データ 
以下, 「受動表現」（『語学研究所論集』第 14 号）に関する例文に対応するラモ語のデータを提示する. 

各例文について，見出しを調査票の例文形式とし，続いて(A)東壩方言の音韻表記, (B)英語による語釈, 
(C)例文に対する日本語訳の順で記す．必要な個所には，(C)に続いて解説を添える．音韻表記は Tashi 
Nyima and Suzuki (2019)と Suzuki et al. (2024)で定義した方法を用いる． 
なお，ラモ語には受動態を示す形態統語的手段がない．調査票にある受け身の表現は語順の違いで現

れると判断できる．このため，(C)は日本語として不自然であっても，(A)が表す形式にできるだけ忠実

に対応するように訳す． 
 
 

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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(1) A は B に叩かれた. 【直接受身】 
 

¯hʈa ɕi  ´ɦɖo ma-ji  ¯nɔ-ʈɔ-tə-tɕhʉ 
PSN  PSN-ERG  DIR-hit-arrive-AOR.STM 

「タシはドマが叩いた」 
 
調査票にある受け身の形式に相当する表現は，被動者が行為者に先行して現れることによって表さ

れる．筆者は初頭の項を主題として考える立場をとる．このため，「受け身」は被動者が主題になる表現

と言える．ただし，以下(10-2, 10-3)に見るように，被動者が行為者に先行して現れることと受け身が対

応するとは限らない． 
 
(2) A は B に足を踏まれた．【持ち主の受身，体の部分】 
 

¯hʈa ɕi-ɦa ¯sə ɦdi ´ɦɖo ma-ji  ´nə-tə-tə-tɕhʉ 
PSN-GEN foot PSN-ERG  DIR-step-arrive-AOR.STM 

「タシの足をドマが踏んだ」 
 
調査票では，「タシ」と「足」は属格で結ばれていないが，ラモ語では属格でつなぎ，１つの名詞

句とすることが自然である．また，無意識的に踏んでしまう状況と意図して踏みつける状況は，表現し

わけることができない． 
 
(3) A は B に財布を盗まれた．【持ち主の受身，持ち物】 
 

¯hʈa ɕi-ɦa ¯ɦŋʉ’ khu ´ɦɖo ma-ji  ¯hkɯ thi-tə-tɕhʉ 
PSN-GEN wallet PSN-ERG  steal-arrive-AOR.STM 
「タシの財布はドマが盗んでいった」 
 
(3)も(2)と同様，調査票では「タシ」と「財布」は属格で結ばれていないが，ラモ語では属格を用い

る． 
 

(4) 昨日の夜，私は赤ん坊に泣かれた．それでちっとも眠れなかった．【自動詞からの間接受身】 
 
¯ji si  ´ma nɔ ¯no no ´qə̰˞-phe ´ŋa ¯ɦne ´ma-jḭ   
yesterday evening child cry-CONJ 1SG fall asleep NEG-STEM  
「昨日の夜, 赤ん坊が泣いて, 私は本当に眠りに落ちることがなかった」 
 

(5) 大きいビルが（A によって）建てられた．【モノ主語受身，一回的】 
 
 ¯hʈa ɕi-ji ¯tɕi ¯hsɛ’ pɛ ¯n̥tho tsɑ ´kə kə-də ´tə-za-tɕhʉ 
 PSN-ERG house new high big-NDEF DIR-make-AOR.STM 

「タシが大きく高い新しい家を建てた」 
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調査票では，(5)の動詞が「新しく建てた」という意味になっているが，「新しい建物」とするほう

がラモ語らしいという．また，「ビル」に相当する表現を「大きく高い家」としたが，ビルがラモ語域に

はない新概念であるため，言い換えた．なお，(5)は能動文の構造となり，モノ主語受身は自然な表現と

して認められない． 
 
(6) カナダではフランス語が話されている. 【モノ主語受身, 恒常的. 動作主が問題にならない場合】 

 
¯kha’nada(e)-lə  ́ mə ni ¯frãsə(e) ¯hkə ´hɕi-tɕhʉ 
Canada-LOC person French language speak-STA.STM 
「カナダでは，人はフランス語を話している」 
 
(6)の「カナダ」と「フランス」にあたる語形式は，第２著者の現在の言語環境を踏まえ，英語をベ

ースとした発音を採用している．ラモ語域では漢語に基づく形式（加拿大 jianada；法语 fayu）が現れる

だろう．(6)も(5)と同様，能動文の構造となり，モノ主語受身は自然な表現として認められない． 
 
(7) 財布が（A に）盗まれた．【モノ主語受身，モノ主語の背後に被影響者が想定される】 

 

¯ɦŋʉ’ khu ¯hʈa ɕi-ji  ¯hkɯ thi-tə-tɕhʉ 
wallet PSN-ERG  steal-arrive-AOR.STM 
「財布はタシが盗んでいった」 

 
(8) 壁に絵が掛けられている．【モノ主語受身，結果状態の叙述】 

 

´ɦdɔ̃ khu-lə ´rə mu ȵi ¯ri ti-xi-də  ´ɦdo-tɕhʉ-sə 
wall-LOC picgture draw-NML-NDEF hang-STA.STM-SNINFR 
「壁に描かれた絵が掛かっている」 
 
(8)は漢語の調査票では受け身の形式をとらない．ラモ語においても自動詞によって表される．最後

に推測のマーカーがつくのは，壁そのものに絵が描かれている場合と見分けきれていない状況を表す． 
 
(9) A は B に／から愛されている．【感情述語の受身，特に動作主のマーカーに注目】 

 
´ɦɖo ma ¯hʈa ɕi-lə  ´ɦgɛ-tɕhʉ 
PSN  PSN-DAT love-STA.STM 

「ドマはタシを愛している」 
 
(9)の「愛する」という動詞は感情動詞であり，感情を抱く主体は絶対格で，感情の向く対象は与格

で標示される．これはチベット系諸言語の構造（Tournadre and Suzuki 2023）と並行的である． 
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(10-1) A は B に／から「…」と言われた．【伝達動詞の受身，特に動作主のマーカーに注目】 

 

´ɦɖo ma-ji ¯hʈa ɕi-lə  ´thje-phe  (...) 
PSN-ERG PSN-DAT tell-PFT.STM (...) 

「ドマがタシに言ったのは（「…」）」 
 
(10-1)は直接話法による日常的な表現である．「言う」という動詞の格支配に基づいて，発話者には

能格標識を，聞き手には与格標識を付加し，「言う」に相当する動詞は完了の接尾辞（接続詞の役割を兼

ねるもの）を取って，発言内容が文の形式で現れる． 
 

(10-2) A さんは B さんに呼ばれて，今 B さんの部屋に行っています． 
 

¯hʈa ɕi  ´ɦɖo ma-ji  ¯thu-ɦo ¯thɛ-lɛ-phe  
PSN  PSN-ERG  call-CONJ DIR-come-PFT 
´ʔa khə ´ɦɖo ma-ɦa ¯tɕi-na ´kho’ tɕhʉ  
now   PSN-GEN  room-INE EXST.STM 
「タシはドマが呼んでそちらへ行き，今ドマの部屋にいる」 
 
(10-2)の文は，第１文の主題を被動者の「タシ」とすることで，第２文の単独項（主語）を兼ねる

構造になっている．いずれも絶対格であり，統語的にも無理のない構造を示している． 
 
(10-3) B さんが A さんを呼んで，A さんは今 B さんの部屋に行っています． 

 

´ɦɖo ma-ji ¯hʈa ɕi  ¯thu ¯thɛ-lɛ  ´tho-pu-tə-tɕhʉ 
PSN-ERG PSN call DIR-come  DIR-go-arrive-AOR.STM   
´ʔa khə ¯hʈa ɕi  ´ɦɖo ma-ɦa ¯tɕi-na ´kho’ tɕhʉ 
now   PSN  PSN-GEN  room-INE EXST.STM 
「ドマがタシを呼んで（タシが）やってきた．今タシはドマの部屋にいる」 

 
(10-3)の文は，第１文に３つの動詞があるが，「呼ぶ」は行為者に能格をとる２項動詞で，「ドマ」

に能格標識がつく．続く２つの動詞は１項動詞で，単独項は絶対格のみをとる．このため，統語的には

これらの行為者は「タシ」となる．第２文も単独項は絶対格で現れるため，「タシ」を主語とする読みに

なる． 
 

略号一覧 

-  形態素境界 
1  1人称 
AOR  アオリスト 
CONJ  接続詞 
DAT  与格 
DIR  方向接辞 
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(e)  英語に基づく音形式の挿入 
ERG  能格 
EXST  存在動詞 
GEN  属格 
INE  内格 
LOC  位格 
NDEF  不定標識 
NEG  否定 
NML  名詞化標識 
PFT  完了 
PSN  人名 
SG  単数 
SNINFR  感知推測 
STA  状態 
STEM  複音節動詞の語幹 
STM  陳述 
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要旨：本稿では，特集「受動表現」（『語学研究所論集』第 14 号, 2009, 東京外国語大学）における調査

票の 10 項目について，チョネチベット語扎古録[Bragkhoglung]方言のデータを記述し，その分析を行う． 
 
 
Abstract: This report describes and analyses the data of the Bragkhoglung dialect of Cone Tibetan concerning the 
ten phrases for the special volume of the Journal of the Institute of Language Research 14, which focuses on the 
cross-linguistic study of ‘passive expressions’. 
 
 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000394 
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1. はじめに 

チョネチベット語は，Tournadre and Suzuki (2023)の分類における東チベット諸語（Eastern section）の

１つに数えられる．中国の先行研究では「カム方言」に分類される．中国甘粛省甘南チベット族自治州

卓尼県を主たる語域とする．本稿で記述するのは，同県扎古録郷で話される変種（扎古録方言）で，第

２著者の母語である．扎古録方言の記述は第１，第２著者とも独立した記述（鈴木 2012；鄒玉霞 2021）
と共著（Zou and Suzuki 2022; Suzuki and Zou 2024）があるが，音韻分析がそれぞれ異なる立場から行わ

れている．本稿の記述は鈴木(2012)のものに統一する． 
本稿での記述は，両著者による SNS（WeChat）を介したやり取りに基づく．著者間で定めた扎古録方

言のチベット文字表記（Zou and Suzuki 2022）をもとに，漢語の調査票から扎古録方言へ訳し，それを

音韻表記に戻して確認するという方法で進めた．両著者とも記述言語学の訓練を受けており，国際音声

字母も理解するが，その運用に少なくない差異がある．このため，チベット文字を介した方式を採用し

た．調査票はすでに用意のあった漢語版を用いた．日本語の調査票や海老原，拉加本(2022)の記述を参

考にし，その調査意図を理解しつつ，調査時に得られた表現についてさらに議論した部分もある． 
 
 
 
 
 
 本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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2. データ 
以下, 「受動表現」（『語学研究所論集』第 14 号）に関する例文に対応するチョネチベット語扎古録方

言のデータを提示する. 各例文について，見出しを調査票の例文形式とし，続いて(A)扎古録方言の音韻

表記, (B)英語による語釈, (C)チベット文字表記（口語を反映したつづり字），(D)(C)の翻字（de 
Nebesky-Wojkowitz 方式）, (E)例文に対する日本語訳の順で記す．必要な個所には，(E)に続いて解説を添

える． 
なお，扎古録方言には受動態を示す形態統語的手段がなく，語順の違いで現れる．このため，(E)は日

本語として不自然であっても，(A)が表す形式にできるだけ忠実に対応するように訳す． 
 
(1) A は B に叩かれた. 【直接受身】 
 

¯ʈa ʂhi  ´ɦɖɵː ma-ɣə  ¯ɦduː-tə zə 
PSN  PSN-ERG  hit-PFT.STM 

བ#་ཤིས་(ོལ་མ་འི་བ-ངས་ད་ཟགི 

bkra shis sgrol ma ’i brdungs da zig 
「タシはドマが叩いた」 
 
調査票にある受け身の形式に相当する表現は，被動者が行為者に先行して現れることによって表さ

れる．本稿では初頭の項を主題として考える立場をとる．このため，「受け身」は被動者が主題になる表

現と言える．ただし，以下(10-2, 10-3)に見るように，被動者が行為者に先行して現れることと受け身が

対応するとは限らない． 
 
(2) A は B に足を踏まれた．【持ち主の受身，体の部分】 
 

a. ¯ʈa ʂhi ¯hkə wa ¯ŋo ´ɦɖɵː ma  ´ma ʂhej  ¯ɦdoɰ ha-ɣɑ tə zə 
PSN  foot surface PSN unintentionally step-PFT.STM 
བ#་ཤིས་2ང་བ་ངོ་(ོལ་མ་མ་ཤེས་འ་ི4ོག་ཧ་བཞག་ད་ཟགི 

 bkra shis rkang ba ngo sgrol ma ma shes ’i rdog ha bzhag da zig 
「タシは足の上をドマが無意識のうちに踏んだ」 

 
b. ¯ʈa ʂhi ¯hkə wa  ¯ŋo ´ɦɖɵː ma-ɣə ¯ɦdoɰ ha-ɣɑ tə zə 

PSN  foot surface PSN-ERG  step-PFT.STM 
བ#་ཤིས་2ང་བ་ངོ་(ོལ་མ་འི་4ོག་ཧ་བཞག་ད་ཟགི 

 bkra shis rkang ba ngo sgrol ma ’i rdog ha bzhag da zig 
「タシは足の上をドマが（意図して）踏んだ」 

 
(2a, b)とも，「タシ」が主題となっている．「タシ」と「足」は属格で結ばれていないため，両者は

１つの名詞句とは考えず，象鼻構文に類似する表現ととらえる．(2a, b)間の差異は，漢語の調査票の差

異を意志性に基づくものと判断し，(2a)は無意識に起きた動作，(2b)は意図的に起こした動作ととらえる．

(2a)の場合，行為者に能格標識を伴わないことに注目できる． 
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(3) A は B に財布を盗まれた．【持ち主の受身，持ち物】 
 

¯ʈa ʂhi-ɣə ´ɦgo khuɰ  ´ɦɖɵː ma-ɣə ¯hkɯ-kə ¯shoː-zə 
PSN-ERG wallet  PSN-ERG  steal-NML go.PF-AOR.STM 
བ#་ཤིས་འི་7ོར་9ག་(ོལ་མ་འི་:་གི་སོང་ཟིག 

bkra shis ’i sgor khug sgrol ma ’i rku gi song zig 
「タシの財布はドマが盗んでいった」 

(4) 昨日の夜，私は赤ん坊に泣かれた．それでちっとも眠れなかった．【自動詞からの間接受身】 
 
´ndɔ ɦgoː ´ʂa ri ´ŋiː-nə  ´ŋa ´ha ɦge ¯ɦni ´ma-loɰ-ti 
yesternight child cry.PF-CONJ 1SG indeed fall asleep NEG-STEM-PFT.SEN 

མདང་དགོང་;ིས་རེ་<ས་ནི་ང་ཧ་7ེར་གཉིད་མ་ལགོ་?ས། 
mdang dgong byis re ngus ni nga ha sger gnyid ma log dus/ 
「昨日の夜, 赤ん坊が泣いて, 私は本当に眠りに落ちることがなかった」 

 
(4)の「眠りに落ちる」という動詞は，内的感覚（endopathic）動詞に分類される（動詞の分類につ

いては，Tournadre and Suzuki 2023 参照）ため，感知の証拠性標識をとる． 
 

(5) 大きいビルが（A によって）建てられた．【モノ主語受身，一回的】 
 
 ¯ʈa ʂhi-ɣə ¯loɰ ¯ʈʂhə ŋa-zə  ¯mbiː-tə zə 
 PSN-ERG building big-NDEF  make-PFT.STM 

བ#་ཤིས་འི་ལའོི་（楼）ཆེན་ང་ཟིག་འབིགས་ད་ཟགི 

bkra shis ’i lo’i chen nga zig ’bigs da zig 
「タシが大きいビルを建てた」 

 
(6) カナダではフランス語が話されている. 【モノ主語受身, 恒常的. 動作主が問題にならない場合】 

 
¯kha na ta-ɣə  ¯ni ´ɦguː gɛ ̃ko lo-ɣə ¯fa rã siː-ɣə ¯hkej ʈʂha ¯hʂej-ɣə hnɑː 
Canada-GEN person all-ERG  France-GEN speech tell-PROG.SEN 
ཁ་ན་ཏ་འ་ིམི་Dན་གོ་ལོ་གི་E་ྥརན་སིའི་Gད་ཆ་བཤད་གི་Hང་། 

kha na ta ’i mi kun go lo gi h+pha ran si ’i skad cha bshad gi snang/ 
「カナダの人は皆フランスの言葉を話している」 
 
(5, 6)は非生物が主題となる受け身である．この場合，当該の名詞句が主題を占めることはまれで，

行為者が主題となるのが通例であり，受け身に対応する語順では通常現れない．(6)では，調査票の文頭

にくる地点を表す名詞句が行為者の修飾句として現れ，文中で独立した名詞句を形成しないのが通例で

あると判断される． 
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(7) 財布が（A に）盗まれた．【モノ主語受身，モノ主語の背後に被影響者が想定される】 
 

´ɦgo khuɰ ¯ʈa ʂhi-ɣə  ¯hkɯ-kə ¯shoː-zə 
wallet PSN-ERG  steal-NML go.PF-AOR.STM 
7ོར་9ག་བ#་ཤིས་འི་:་གི་སོང་ཟིག 

sgor khug bkra shis ’i rku gi song zig 
「財布はタシが盗んでいった」 

 
(8) 壁に絵が掛けられている．【モノ主語受身，結果状態の叙述】 

 

¯ŋ̊kha-ɣə ¯ŋɔ-na  ´rə mo-zə  ¯hkaː-ɣɑ kə 
wall-GEN surface-LOC picture-NDEF hang-STA.STM 

མཁར་གི་ང་ོན་རི་མོ་ཟགི་བཀལ་བཞག་ག ི

mkhar gi ngo na ri mo zig bkal bzhag gi 
「壁に絵が掛かっている」 
 
(8)は漢語の調査票では受け身の形式をとらない．扎古録方言においても自動詞によって表される． 

 
(9) A は B に／から愛されている．【感情述語の受身，特に動作主のマーカーに注目】 

 
´ɦɖɵː ma ¯ʈa ʂhi-le  ´ɦga-ɦi 
PSN  PSN-DAT love-STA.SEN 

(ོལ་མ་བ#་ཤིས་ལས་དགའ་འ།ེ 
sgrol ma bkra shis las dga’ ’e/ 
「ドマはタシを愛している」 
 
(9)の「愛する」という動詞は感情動詞であり，感情を抱く主体は絶対格で，感情の向く対象は与格

で標示される．この場合，与格で標示される名詞句が文頭におかれることは通例認められない． 
 
(10-1) A は B に／から「…」と言われた．【伝達動詞の受身，特に動作主のマーカーに注目】 

 

´ɦɖɵː ma-ɣə ¯ʈa ʂhi-le   
PSN-ERG PSN-DAT  

(ོལ་མ་འི་བ#་ཤིས་ལས:“…” 
sgrol ma ’i bkra shis las ་་་་་་  

「ドマがタシに（言うことには「…」）」 
 
(10-1)は直接話法による日常的な表現である．「言う」という動詞の格支配に基づいて，発話者には

能格標識を，聞き手には与格標識を付加するが，「言う」に相当する動詞は発話そのものに現れないこと

が多い．一方，引用文の末尾に引用証拠性の接辞を付加して，引用であることを明示的にすることがで

きる（Zou and Suzuki 2022:14 参照）． 
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(10-2) A さんは B さんに呼ばれて，今 B さんの部屋に行っています． 
 

´ɦɖɵː ma-ɣə ¯ʈa ʂhi  ´pej-nə ´piː-shoː zə  
PSN-ERG PSN call-CONJ go out-TRANS.AOR 
´ta rɔ  ´ɦɖɵː ma-ɣə  ´ŋ̊khwɑː ´nɑ̃-na   ¯hnɑ̃ gə 
at the moment  PSN-GEN  room inside-LOC EXST.SEN 
(ོལ་མ་འི་བ#་ཤིས་བོས་ནི་Kད་སོང་ཟིག      ད་Lང་(ོལ་མ་འི་ཁང་བ་ནང་ན་Hང་ག ི

sgrol ma ’i bkra shis bos ni bud song zig  da rung sgrol ma ’i khang ba nang na snang gi 
「ドマがタシを呼んで出ていった．それで今ドマの部屋にいる」 
 
(10-2)の文は，統語論的にあいまいな読みになるように見える．ところが，第１文の主題である「ド

マ」には能格標識がついて，１つめの２項動作動詞「呼ぶ」の行為者を表す．ところが，２つめの動詞

は１項動作動詞「出ていく」で，行為者は絶対格である必要がある．このため，「出ていく」主体は１つ

めの動詞の被動者「タシ」という読みが成立する．続く第２文には行為者が現れていないが，通常先行

する動詞の行為者を補って理解されるので，第２文の行為者は「タシ」という読みが成立する． 
 
(10-3) B さんが A さんを呼んで，A さんは今 B さんの部屋に行っています． 

 

´ɦɖɵː ma-ɣə ¯ʈa ʂhi  ´pej-tə zə  
PSN-ERG PSN call-PFT.STM 
¯ʈa ʂhi  ´ta rɔ   ´ɦɖɵː ma-ɣə  ´ŋ̊khwɑː ´nɑ̃-na   ¯hnɑ̃ gə 
PSN  at the moment  PSN-GEN  room inside-LOC EXST.SEN 
(ོལ་མ་འི་བ#་ཤིས་བོས་ད་ཟིག   བ#་ཤིས་ད་Lང་(ོལ་མ་འི་ཁང་བ་ནང་ན་Hང་ག ི

sgrol ma ’i bkra shis bos da zig  bkra shis da rung sgrol ma ’i khang ba nang na snang gi/ 
「ドマがタシを呼んだ．タシはそれで今ドマの部屋にいる」 

 

 

略号一覧 

-  形態素境界 
1  1人称 
AOR  アオリスト 
CONJ  接続詞 
DAT  与格 
ERG  能格 
EXST  存在動詞 
GEN  属格 
LOC  位格 
NDEF  不定標識 
NEG  否定 
NML  名詞化標識 
PF  完了形 
PFT  完了 
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PROG  進行・持続 
PSN  人名 
SEN  感知 
SG  単数 
STA  状態 
STEM  複音節動詞の語幹 
STM  断定 
TRANS  離心 
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要旨：本稿の目的は, 特集「アスペクト」（『語学研究所論集』第 15 号, 2010, 東京外国語大学）におけ

る 52 個のアンケート項目に対するアムド・チベット語のデータを提供することである． 
 
 
Abstract: The purpose of this paper is to offer the Amdo Tibetan data for the question of 52 phrases for the special 
volume of the Journal of the Institute of Language Research 15, which focuses on the cross-linguistic study of 
‘aspect’. 
 
 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000395 
キーワード：アスペクト  
Keywords: aspect 
 
 
0. はじめに 

アムド・チベット語とは, チベット高原の東北部で話されるチベット諸語の一種である. 「チベット語

アムド方言」と表記されることもある. 本稿で提示するアムド・チベット語の資料は，本稿の第二著者

でもあり, 同言語の母語話者である拉加本 (Lajiaben, チベット語表記は lha rgyal ’bum, 1987 年生まれ) 
によるものである．拉加本は, 中国青海省海南チベット族自治州貴南県 (チベットの伝統的な地域区分

では, アムド地方のマンラ) のウォンコル (bon skor) 氏族出身の拉加本は大学まで中国青海省で教育を

受け, 2011 年 4 月から 2022 年 3 月までの間, 留学生として日本に滞在していた. そのため, アムド・チベ

ット語の他, 中国語, 日本語の運用能力をもつ.  
本作業は, 彼が 2022 年 8 月から 9 月にかけて一時的に日本に滞在した際に行ったものである. 作業に

あたっては，語研論集データベースの中国語のデータを拉加本自身がアムド・チベット語の口語の発音

に則してチベット文字表記を行なった．その際, 対応する日本語を参考に例文を解釈した箇所もある．

人名, 地名については, チベットの一般的なものに変更した. また, その翻訳をもとに出身村で話される

アムド・チベット語を拉加本本人が発音した音声データの録音も行った. チベット諸語では, 文字を読み

上げる読書音と, 普段の発話の中で発音される口語音の区別があることが知られている. そのため, 録
音の際には口語音で発音するよう留意した. チベット文字表記は拉加本, チベット文字の転写表記, 録
音の書き起こし及び語釈は海老原によるものである. アムド・チベット語の「受動表現」のデータは『語

研論集』27 号にてすでに公開した (海老原・拉加本 2022)．グロス標記は海老原 (2019) に従っている． 

 
 本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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1. データ 

以下, 「アスペクト」（語研論集 第 15 号）に関する例文に対応するアムド・チベット語のデータを

提示する. 各例文について，アムド・チベット語の音韻表記, 英語による語釈, チベット文字表記，チベ

ット文字のワイリー転写表記, そして, アムド・チベット語の例文に対する日本語訳の順で記す． 
 
2. 「アスペクト」（語学研究所論集 第 15号）に関するデータ 

 
(1) A さんはもう来た． 

 
a. tonɖəp taŋma=zək=kə  joŋ=tʰa. 

PSN starting=INDF=ERG  come=DE 
དོན་འ&བ་དང་མ་ཟིག་གི་ཡོང་ཐ།  

don ’grub dang ma zig gi yong tha/ 
「トンドゥプはもう来た」 

 
b. tonɖəp taŋma=zək=kə  tʰon=tʰa. 

PSN starting=INDF=ERG  arrive=DE 
དོན་འ&བ་དང་མ་ཟིག་གི་ཐོན་ཐ།  

don ’grub dang ma zig gi thon tha/ 
「トンドゥプはもう着いた」 

 
(2) A さんはもう来ている． 
  

a. tonɖəp taŋma=zək=kə  joŋ=ŋi  bdel jok-kʰə. 
PSN starting=INDF=ERG  come=SEQ  stay.PF EXST-EV  
དོན་འ&བ་དང་མ་ཟིག་གི་ཡོང་ངས་བ2ད་ཡོད་ཁི། 

don ’grub dang ma zig gi yong nge bsdad yod khi/ 
「トンドゥプはもう来ている」 

 

b. tonɖəp  taŋma=zək=kə  tʰon=ni  bdel jok-kʰə. 
PSN starting=INDF=ERG   arrive=SEQ  stay.PF EXST-EV 
དོན་འ&བ་དང་མ་ཟིག་གི་ཐོན་ནས་བ2ད་ཡོད་ཁི།  

don ’grub dang ma zig gi thon nas bsdad yod khi/ 
「トンドゥプはもう着いている」 

 
(3) A さんはまだ来ていない． 
 

a. tonɖəp  taroŋ joŋ mek-kʰə. 
PSN still come EXST.NEG-EV 
དོན་འ&བ་ད་4ང་ཡོང་མེད་ཁི།  

don ’grub da rung yong med khi/ 
「トンドゥプはまだ来ていない」 
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b. tonɖəp taroŋ tʰon mek-kʰə. 

PSN still arrive EXST.NEG-EV 
དོན་འ&བ་ད་4ང་ཐོན་མེད་ཁི།  

don ’grub da rung thon med khi/ 
「トンドゥプはまだ着いていない」 
 

(4) A さんはまだ来ない． 
  

a. tonɖəp  taroŋ mə-joŋ-gə. 
PSN still NEG-come-EV 
དོན་འ&བ་ད་4ང་མི་ཡོང་གི།  

don ’grub da rung mi-yong gi/ 
「トンドゥプはまだ来ない」 

 
b. tonɖəp  taroŋ mə-tʰon-gə. 

PSN still   NEG-arrive-EV 
དོན་འ&བ་ད་4ང་མི་ཐོན་གི། 

don ’grub da rung mi-thon gi/ 
「トンドゥプはまだ着かない」 

 
(5) A: A さんはなんでまだ来ないんだろう．何かあったのかな． 

B: 彼の家に電話をかけてちょっと聞いてみよう． 
 
a.  A: tonɖəp tɕʰəzəka taroŋ mə-joŋ-ni=na.   

    PSN why still NEG-come-AFF.Q=Q  
 

tontak=zək  ɸɕoŋ=taŋ=sʰa   jok=kʰa. 
matter=INDF appear.PF=ACMP=NMLZ EXST=EV.Q 
དོན་འ&བ་ཆི་ཟིག་ག་ད་4ང་མི་ཡོང་ནས་ན། དོན་དག་ཟིག་7ང་བཏང་ས་ཡོད་ཁ། 

don ’grub chi zig ga da rung mi yong nas na/ don dag zig byung btang sa yod kha/ 
「トンドゥプはなんでまだ来ないんだろう．何かあったのかな」 
 
B: kʰərgu  ju=a   kʰapar  rɟew=i     tɕək nɖə=pa. 

   3SG.M.GEN home=DAT telephone do.PF=SEQ a.little ask.IPF=TAGQ 
9ར་;འི་<=་བ་ཁ་པར་བ?བ་བེ་ཅིག་འAི་Bཱ།  

khur rgu’i yu’u ba kha par brgyab be cig ’dri pA/ 
  「彼の家に電話をかけてちょっと聞いてみよう」 
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b.  A: tonɖəp tɕʰəzəka taroŋ mə-tʰon-ni=na.   
   PSN why still  NEG-arrive=AFF.Q=Q  
   

tontak=zək  ɸɕoŋ=taŋ=sʰa   jok-kʰa. 
 matter=INDF appear.PF=ACMP=NMLZ EXST=EV.Q 

དོན་འ&བ་ཆི་ཟིག་ག་ད་4ང་མི་ཐོན་ནས་ན། དོན་དག་ཟིག་7ང་བཏང་ས་ཡོད་ཁ།  

don ’grub chi zig ga da rung mi thon nas na/ don dag zig byung btang sa yod kha/ 
「トンドゥプはなんでまだ着かないんだろう．何かあったのかな」 

 

B: kʰərgu  ju=a   kʰapar  rɟew=i     tɕək nɖə=pa. 
3SG.M.GEN home=DAT telephone call.PF=SEQ a.little ask.IPF=TAGQ 
9ར་;འི་<=་བ་ཁ་པར་བ?བ་བེ་ཅིག་འAི་Bཱ།  

khur rgu’i yu’u ba kha par brgyab be cig ’dri pA/ 
「彼の家に電話をかけてちょっと聞いてみよう」 

 
(6) A さんはもうすぐ来る 
 

tonɖəp remma  joŋ-ɟi   re. 
PSN  soon come[-NMLZ COP.O]FUT.O 
དོན་འ&བ་རེམ་མ་ཡོང་D་རེད།  

don ’grub rem ma yong rgyu red/ 
「トンドゥプはもうすぐ来る」 

 
(7) 王さんが来た． 
  

a. tonɖəp  wəl   joŋ=tʰa. 
PSN go.out.PF come=DE 
དོན་འ&བ་Eད་ཡོང་ཐ།  

don ’grub bud yong tha/ 
「トンドゥプが来た」 

 

b. tonɖəp  tʰon=tʰa. 
PSN arrive=DE 
དོན་འ&བ་ཐོན་ཐ།  

don ’grub thon tha/ 
「トンドゥプが着いた」 

 
(8) ⾬だ．／⾬が降ってきた． 
 

a. ʰnam  wap=taŋ=tʰa. 
rain fall.PF=ACMP=D 
གནམ་ཆར་བབས་བཏང་ཐ།  
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gnam babs btang tha/ 
「雨が降った」 

 
b. ʰnam  waw=i   tʰon=tʰa. 

rain fall.PF=ACMP arrive=DE 
གནམ་བབས་བས་ཐོན་ཐ། 

gnam babs bas thon tha/ 
      「⾬が降ってきた」 
  
(9) おととい王さんが来たよ． 
 

a. kʰiȵəngar   tonɖəp  joŋ=tʰa. 
day.before.yesterday PSN come=DE 
ཁས་ཉིན་དཀར་དོན་འ&བ་ཡོང་ཐ།  
khas nyin dkar don ’grub yong tha/ 
「おとといトンドゥプが来た」 

 
b. kʰiȵəngar   tonɖəp  tʰon=tʰa. 

day.before.yesterday PSN arrive=DE 
ཁས་ཉིན་དཀར་དོན་འ&བ་ཐོན་ཐ།  

khas nyin dkar don ’grub thon tha/ 
「おとといトンドゥプが着いた」 

 
(10) おととい王さんは来なかったよ． 
 

a. kʰiȵəngar  tonɖəp  ma-joŋ=tʰa. 
day.before.yesterday PSN NEG-come=DE 
ཁས་ཉིན་དཀར་དོན་འ&བ་མ་ཡོང་ཐ།  

khas nyin dkar don ’grub ma yong tha/ 
「おとといトンドゥプは来なかった」 

 
b. kʰiȵəngar   tonɖəp  ma-tʰon=tʰa. 

day.before.yesterday  PSN NEG-come=DE 
ཁས་ཉིན་དཀར་དོན་འ&བ་མ་ཐོན་ཐ།  

khas nyin dkar don ’grub ma thon tha/ 
「おとといトンドゥプは着かなかった」 

 
(11) 私はあのリンゴをもう⾷べた． 

 
ŋi   sʰətok  te si=taŋ. 
1SG.ERG fruit DEM eat.PF=ACMP 
ངས་སིལ་ཏོག་དེ་ཟས་བཏང་།  
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ngas sil tog de zas btang / 
「私はあの果物をもう⾷べた」 

 
(12) あのリンゴは私はもう⾷べた． 
 

sʰətok  te  ŋi  si=taŋ. 
fruit  DEM 1SG.ERG eat.PF=ACMP 
སིལ་ཏོག་དེ་ངས་ཟས་བཏང་། 

sil tog de ngas zas btang / 
「あの果物を私はもう⾷べた」 

 
(13) 私はあのリンゴをもう⾷べた． 
 

ŋi   sʰətok  te  si=taŋ. 
1SG.ERG fruit DEM eat.PF=ACMP 
ངས་སིལ་ཏོག་དེ་ཟས་བཏང་།  

ngas sil tog de zas btang / 
   「私はあの果物をもう⾷べた」 
 
(14) 王さんは私のパソコンを壊した． 
 

tonɖəp=gi  ŋə    hlokhle   ptɕak=taŋ=tʰa. 
PSN=ERG 1SG.GEN  computer  break.PF=ACMP=EV 
དོན་འ&བ་གིས་ངའི་Iོག་Jད་བཅག་བཏང་ཐ།  

don ’grub gis nga’i glog klad bcag btang tha/ 
「トンドゥプは私のパソコンを壊した」 

 
(15) 私はあのリンゴをまだ⾷べていない． 

 
ŋi    taroŋ   sʰətok  te  si  me. 
1SG.ERG still  fruit DEM eat.PF EXST.NEG 
ངས་ད་4ང་སིལ་ཏོག་དེ་ཟས་མེད།  

ngas da rung sil tog de zas med/ 
    「私はあの果物をまだ⾷べていない」 
 
(16) 私は今はまだリンゴを⾷べたくない． 
 

ŋi    sʰətok  te  taroŋ  sa=na   mə-ndok-kə. 
1SG.ERG fruit DEM still eat.IPF=COND NEG-want=EV 
ངས་ད་ད་4ང་སིལ་ཏོག་ཟ་ན་མི་འདོད་གི 

ngas da da rung sil tog za na mi ’dod gi 
    「私は今はまだ果物を⾷べたくない」 
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(17) 彼は今そのリンゴを⾷べています／⾷べているところです． 
 

a. kʰərgə  ta  sʰətok  te  sa-gə   jo-kə. 
3SG.ERG INTJ fruit DEM eat.IPF[-SUF  EXST-EV]PROG.EV 
9ར་;་ད་སིལ་ཏོག་དེ་ཟ་གི་ཡོད་ཁི།  

khur rgu da sil tog de za gi yod khi/ 
「彼は今その果物を⾷べています」 

 
b. kʰərgə ta  sʰətok  te  sa=go-no    rgaŋ  re. 

3SG.ERG INTJ fruit DEM eat.IPF=PROG.EGO-NMLZ midst COP.O 
9ར་;་ད་སིལ་ཏོག་དེ་ཟ་གོ་ནོ=་Kང་རེད།   

khur rgu da sil tog de za go no’u sgang red/ 
      「彼は今その果物を⾷べているところです」 
 
(18) 皆がちょうど議論していると，彼が⼊ってきた． 
 

tsʰaŋmi ɸɕebdər  ji  bdel joʈ=ʈi    
all.ERG discuss do.PF  stay.PF EXST=TIME  
 
kʰərge  naŋ=ŋa   tʰon=tʰa. 
3SG.M  inside=DAT  arrive=DE 
ཚང་མས་དMད་བNར་Oས་བ2ད་ཡོད་Aེ། 9ར་Pེ་ནང་ང་ཐོན་ཐ།  

tshang mas dpyad bsdur ye bsdad yod dre/ khur rge nang nga thon tha/ 
   「皆が議論していると，彼が⼊ってきた」 
 
(19) 私は聞いていますよ． 
 

ŋi   ȵen=ni   bdel  jo. 
1SG.ERG  hear=SEQ  stay.PF EXST 
ངས་ཉན་ནས་བ2ད་ཡོད།  

ngas nyan nas bsdad yod/ 
   「私は聞いています」 
 
(20) 窓が開いている． 
 

ɸɕatse  ɕʰe=i   bʑek  jok-kʰə. 
window open=SEQ put.PF EXST-EV 
O་ཙR་S་ེབཞག་ཡོད་ཁི།  

bya tse phye bzhag yod khi/ 
   「窓が開いている」 
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(21) ⼿に中国語辞典を１冊持っている． 
 

lak=a  ɟajək=kə  tsʰəkmdzol  tep=zək   bzoŋ=ŋi 
hand=DAT Chinese=GEN dictionary  book=INDF hold.PF=SEQ 
 
bdel   jok-kʰə. 

    stay.PF EXST-EV 
ལག་ག་?་ཡིག་གི་ཚUག་མཛWད་དེབ་ཟིག་བXང་ངེ་བ2ད་ཡོད་ཁི།  

lag ga rgya yig gi tshig mdzod deb zig bzung nge bsdad yod khi/ 
「⼿に中国語辞典を１冊持っている」 

 
(22) 壁に⽔墨画が１枚掛かっている． 
 

ɟaŋ+ŋo  n̥aktsʰa=kə rəmo=zək  ɸɕaŋ＝ŋi  
wall+surface ink=GEN  painting=INDF hang.PF=SEQ 
 
bʑak  jok-kʰə. 
stay.PF EXST-EV 
Yང་ངོ་Zག་ཚ་གི་ར་ིམོ་ཟིག་དMང་ངེ་བཞག་ཡོད་ཁི།  

gyang ngo snag tsha gi ri mo zig dpyang nge bzhag yod khi/ 
「壁に絵が１枚掛かっている」 

 
(23) 今雪がちょうど降っています．  
 

ta  kʰaŋ  nbap-kə   jok-kʰə. 
now snow fall.IPF[-SUF  EXST-EV]PROG.EV 
ད་ཁང་འབབ་གི་ཡོད་ཁི ། 

da khang ’bab gi yod khi/ 
  「今雪が降っています」 
 
(24) ⽩熱した討論が今⾏われているところだ． 
 

ta  ɟidər ʈokko=zək  jek=ko=nu    rgaŋ  re. 
now discuss  intense=INDF do.IPF=PROG.EGO=NMLZ.GEN midst  COP.O 
ད་Yོས་བNར་Aག་གོ་ཟིག་Oེད་གོ་ནོ=་Kང་རེད། 

da gyos bsdur drag go zig byed go no’u sgang red/ 
   「今，激しい議論が⾏われているところだ」 
 
(25) 彼らが会議をしている時，外で雪が降りだした． 
 

kʰətsʰi  tsʰokndə  ntshʰok=ko=ri  ɕʰisʰo=ni    
3SG.PL.ERG meeting meet=PROG.EGO=TIME out.side=ABL  
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kʰaŋ  wap=taŋ=tʰa. 
snow fall.PF=ACMP=DE 
9་ཆོས་ཚWགས་འ[་འཚWག་གོ་རེས། Sི་སོ་ནས་ཁང་བབས་བཏང་ཐ།  

khu chos tshogs ’du ’tshog go res/ phyi so nas khang babs btang tha/ 
   「彼らが会議をしている時，外で雪が降りだした」 
 
(26) 私は毎朝新聞を読む．／読んでいる． 
 

a. ŋi  ȵən  rɟaŋ=kə   naŋri  tsʰakpar   pton=ni. 
    1SG.ERG day every=ERG morning news.paper  read.PF=AFF.S 

ངས་ཉིན་?ང་གི་ནངས་རེས་ཚགས་པར་བཏོན་ནས།  

ngas nyin rgyang gi nangs res tshags par bton nas/ 
     「私は毎朝新聞を読む」 

 
b.  ŋi  ȵən  rɟaŋ=kə   naŋri  tsʰakpar   

1SG.ERG day every=ERG morning news.paper  
 
ndon-gə   jo. 
read.IPF[-SUF EXST]PROG.EGO 
ངས་ཉིན་?ང་གི་ནངས་རེས་ཚགས་པར་འདོན་གི་ཡོད།  

ngas nyin rgyang gi nangs res tshags par ’don gi yod/ 
 「私は毎朝新聞を読んでいる」 

 
(27) あなたは（あなたの）お⺟さんに似ている． 
 

tɕʰo  tɕʰu  ama  ɕigə rək-kʰə. 
2SG 2SG.GEN mother very resemble-EV 
\ོ་\ོའི་ཨ་མ་ཞིག་གེ་རིག་གི 

khyo khyo’i a ma zhig ge rig gi  
「あなたはあなたのお母さんにとても似ている」 

 
(28) 私はその頃毎⽇学校へ通っていた． 
 

teri   jən=na   ŋa  ȵən  rɟaŋ=ŋa   
    that.time COP.S=COND 1SG  day every=DAT 
 

ɬopʈa=a  sʰoŋ-ŋa. 
school=DAT go.PF-EGO 
དེ་རེས་ན་ང་ཉིན་?ང་ང་^བོ་_་སོང་ང་།  

de res na nga nyin rgyang nga slob grwa song nga / 
「私はその頃毎⽇学校へ通っていた」 
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(29) 私は北京に⾏ったことがある． 

 
ŋa  petɕən=na  sʰoŋ ȵoŋ-ŋa. 
1SG PLN=DAT go.PF experience.PF-EGO 
ང་པེ་ཅིན་ན་སོང་`ོང་ང་།  

nga pe cin na song myong nga / 
「私は北京に行ったことがある」 

 
(30) 私は北京に行ったことがない． 
 

ŋa  petɕən=na  sʰoŋ  ma-ȵoŋ. 
1SG PLN=DAT go.PF NEG-experience.PF 
ང་པེ་ཅིན་ན་སོང་མ་`ོང་།  

nga pe cin na song ma myong / 
   「私は北京に行ったことがない」 
 
(31) 私は北京に⾏かなかった．／(まだ)北京に⾏っていない． 
 

a. ŋa  petɕən=na  ma-sʰoŋ.  
 1SG PLN=DAT NEG-go.PF  

ང་པེ་ཅིན་ན་མ་སོང་།  
nga pe cin na ma song / 
「私は北京に⾏かなかった」 

 
b. ŋa  petɕən=na  sʰoŋ  me. 

 1SG PLN=DAT go.PF  EXST.NEG 
ང་པེ་ཅིན་ན་སོང་མེད།  

nga pe cin na song med/ 
「私は(まだ)北京に行っていない」 

 
(32) やっとバスは ⾛り出した．／⾛り始めた． 
 

ta  htɕəhtɕol hlaŋnkʰor lam=a   laŋ=taŋ=tʰa. 
now public  car road=DAT stand=ACMP=DE 
ད་aི་aོད་bངས་འཁོར་ལམ་མ་ལངས་བཏང་ཐ།  

da spyi spyod rlangs ’khor lam ma langs btang tha/ 
「やっとバスは出発した」 

 
(33) 彼は⽂章を書く勉強をし始めたばかりだ． 
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a. kʰərgə  ta  sʰoma  htsom    nɖə-ɟo    
3SG.M.ERG now  newly composition write.IPF-NMLZ  
 
ngo  htsam=taŋ=tʰa. 
head  start.PF=ACMP=DE 
9ར་;་ད་སོ་མ་cོམ་འd་ི?ོ=་མགོ་བcམས་བཏང་ཐ།  

khur rgu da so ma rtsom ’bri rgyo’u mgo brtsams btang tha/ 
 「彼は⽂章を書く勉強をし始めたばかりだ」 
 

b. kʰərgə ta  sʰoma  htsom    nɖə-ɟo  
3SG.M.ERG now  newly composition write.IPF-NMLZ 
 
ji=taŋ=tʰa. 
do.PF=ACMP=DE 

9ར་;་ད་སོ་མ་cོམ་འd་ི?ོ=་Oས་བཏང་ཐ།  

khur rgu da so ma rtsom ’bri rgyo’u byas btang tha/ 
「彼は⽂章を書く勉強をし始めたばかりだ」 
 

(34) ⻭⾞が回転しだした． 
 

sʰolaŋ   nkʰor=taŋ=tʰa. 
gear  spin=ACMP=DE 
སོ་ལངས་འཁོར་བཏང་ཐ།  

so langs ’khor btang tha/ 
「⻭⾞が回転した」 

 
(35)  きのう彼⼥はずっと寝ていた． 

 
mərge   kʰahtsaŋ ȵəngaŋgo  hȵəl=i   bdet=taŋ=tʰa. 
3SG.F yesterday all.day  sleep=SEQ stay.PF=ACMP=DE 
eར་Pེ་ཁར་cང་ཉིན་གང་གོ་གཉིད་ལེ་བ2ད་བཏང་ཐ། 

mur rge khar rtsang nyin gang go gnyid le bsdad btang tha/ 
「きのう彼⼥はずっと寝ていた」 

 

(36) 私はそれをちょっと⾷べてみた．(我 尝了 尝 那个 东⻄．) 
 

ŋi   te tɕək  si=i   ɸti=ni. 
1SG.ERG DEM a.little eat.PF=SEQ watch.PF=AFF.S 
ངས་དེ་ཟས་ཡེ་བfས་ནས།  

ngas de zas ye bltas nas/ 
  「私はそれをちょっと⾷べてみた」 



Aspect in Amdo Tibetan, Shiho Ebihara, Lajiaben 

 12 / 17 

 
(37) 私はそれをちょっと⾷べてみた．(我 尝了 ⼀下 那个 东⻄．) 

 
ŋi   te tɕək si=i   ɸti=taŋ. 
1SG.ERG DEM a.little eat.PF=SEQ watch.PF=ACMP 
ངས་དེ་གཅིག་ཟས་ཡེ་བfས་བཏང་།  

ngas de gcig zas ye bltas btang / 
「私はそれをちょっと⾷べてみた」 
 

(38) ほら，ちょっと⾒てみてください，このように書いて合っていますか． 
 
tɕʰi   tɕək  ɸti=ra.  
2SG.ERG a.little watch.PF=EMP 

 
ndə=kə  nɖə=na   nɖək-ka (↗). mə-nɖək-kə (↘).  
DEM=ERG DEM=LOC match-EV.Q NEG-match-EV 
\ོས་ཅིག་fོས་ར། འདི་གེ་dསི་ན་འgིག་ག་མི་འgིག་གི 

khyos cig ltos ra/ ’di ge bris na ’grig ga mi ’grig gi 
「ほら，ちょっと⾒てみてください，このように書いて合っていますか」 
 

(39) このテレビは私は直せない．あなたちょっと直してみますか． 
 

rȵanʈʰən  ndə  ŋi  li  mə-tʰək-kə. 
   television DEM 1SG.ERG make NEG-able-EV 
 

tɕʰi   tɕək  li=i   ɸta-ɟə=na. 
2SG.ERG a.little do=SEQ watch.IPF-FUT.S=Q 
བhན་འiིན་འདི་ངས་ལས་མི་jབ་གི   \ོས་ཅིག་ལས་ཡ་ེབf་D་ན།  

brnyan ’phrin ’di ngas las mi thub gi / khyos cig las ye blta rgyu na/ 
「このテレビは私は直せない．あなたちょっと直してみますか」 
 

(40) あの⼈はそれらをみんなに分け与えた． 
 

kʰərgə  hŋiwo  te  rəkka   mȵə  tsʰaŋma  bgi=taŋ=tʰa. 
3SG.M.ERG material DEM all person all distribute.PF=ACMP=DE 
9ར་;་དངོས་བ་ོདེ་རིག་ག་`ི་ཚང་མ་བགོས་བཏང་ཐ།  

khur rgu dngos bo de rig ga myi tshang ma bgos btang tha/ 
「あの⼈はそれらをみんなに分け与えた」  
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(41) あの⼈はそれらをみんなに分け与えた． 
 

kʰərgə  hŋiwo  te  rəkka mȵə  tsʰaŋma  bgi=taŋ=tʰa. 
3SG.M.ERG material DEM all person all distribute.PF=ACMP=DE 
9ར་;་དངོས་བ་ོདེ་རིག་ག་`ི་ཚང་མ་བགོས་བཏང་ཐ།  

khur rgu dngos bo de rig ga myi tshang ma bgos btang tha/ 
「あの⼈はそれらをみんなに分け与えた」  

 
(42) さあ，（私たちは）⾏くよ！ 
 
ətɕʰo   nɟo=ri? 
1PL.INCL go.IPF=CHR 
=་ཆོ་འYོ་རེ།  

’u cho ’gyo re/ 
「私たちは⾏きましょうか？」  
 

(43) 地球は太陽の周りを回っている． 
 
sʰikʰola  ȵəma  hkor=i   nkʰor=go-gə. 
glove  day make.it.turn=SEQ turn[=PROG.EGO-EV]PROG.EV 
སའི་གོ་ལ་ཉི་མ་བkོར་རེ་འཁོར་གོ་གི 

sa’i go la nyi ma bskor re ’khor go gi 
「地球は太陽の周りを回っている」 
 

(44) あの⽊は今にも倒れそうだ． 
 

doŋŋo ka   lok-le=zək   ji=i   bdel  jok-kʰə. 
tree  DEM fall.down-about.to=INDF do.PF=SEQ stay.PF EXST-EV 
2ོང་ངོ་ག་ལོག་ལེ་ཟིག་Oས་བ2ད་ཡོད་ཁི།  

sdong ngo ga log le zig byas bsdad yod khi/ 
「あの⽊は今にも倒れそうだ」 
 

(45) 私はあやうく転ぶところだった． 
 

a. ŋa  tsəgezək=kə  tʰaŋ=ŋa    rɟep=taŋ. 
1SG a.little=ERG floor=DAT do.PF=ACMP 
ང་ཙUག་གེ་ཟིག་གི་ཐང་ང་བ?བ་བཏང་།  

nga tsig ge zig gi thang nga brgyab btang / 
「私はもう少しで転んだ」  

 

b. ŋa  tsəgezək  mən-ɟə=na   tʰaŋ=ŋa    rɟep=taŋ. 
1SG a.little COP.NEG-NMLZ=COND floor=DAT do.PF=ACMP 
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ང་ཙUག་གེ་ཟིག་མིན་D་ན་ཐང་ང་བ?བ་བཏང་།  

nga tsig ge zig min rgyu na thang nga brgyab btang / 
「私はもう少しで転んだ」  

 
(46) 私はあやうく転ぶところだった． 
 

a. ŋa  tsəgezək ta  tʰaŋ=ŋa    rɟep=tʰa. 
1SG a.little INTJ floor=DAT do.PF=DE 
ང་ཙUག་གེ་ཟིག་གི་ད་ཐང་ང་མ་བ?བ་ཐ།  

nga tsig ge zig gi da thang nga ma brgyab tha/ 
「私はもう少しで転んだ」  

 

b. ŋa  tʰaŋ=ŋa    ma-rɟep=no=ra  te re. 
1SG floor=DAT NEG-do.PF=NMLZ=PP DEM COP.O 
ང་ཐང་ང་མ་བ?བ་ནོ་ར་དེ་རེད།  

nga thang nga ma brgyab no ra de red/ 
「私はぎりぎりのところで転ばなかった」  

 

(47) もう少しで彼に会えないところだった． 
 

a.  tsəgezək mən-ɟə=na  kʰərge tʰək ma-tʰəp=tʰa. 
a.little COP.NEG-FUT.S=COND 3SG.M meet NEG-able=DE 
ཙUག་གེ་ཟིག་མིན་D་ན་9ར་Pེ་jག་མ་jབ་ཐ།  
tsig ge zig min rgyu na khur rge thug ma thub tha/ 
「もう少しで彼に会えないところだった」  
 

b.  tsəgezək=kə kʰərge tʰək ma-tʰəp=tʰa. 
a.little=ERG 3SG.M meet NEG-able=DE 
ཙUག་གེ་ཟིག་གི་9ར་Pེ་jག་མ་jབ་ཐ།  

tsig ge zig gi khur rge thug ma thub tha/ 
「もう少しで彼に会えないところだった」  

 

(48) 惜しいことに買えなかった． 
 

tsəgezək=kə ta ȵu=taŋ-ŋa. 
a.little=ERG INTJ buy.PF=ACMP-EGO 
ཙUག་གེ་ཟིག་གི་ད་ཉོས་བཏང་ང་།  

tsig ge zig gi da nyos btang nga / 
  「もう少しで買えた」   
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(49) 明⽇お客が来るので，パンを買っておく． 
naŋhka mɖuwa joŋ=go.  
tommorow guest come=EMP 
 
ŋa  nɟo kori=zək   ȵo  ndʑok. 
1SG go.IPF bread=DEF buy.IPF  put.IPF  
ནངས་ཀ་མgོ=་བ་ཡོང་གོ  ང་འYོ་གོ་ར་ེཟིག་ཉོ་འཇོག 

nangs ka mgro’u ba yong go nga ’gyo go re zig nyo ’jog 
「明日はお客が来る．私が行ってパンを買っておこう」 
 

(50) 私は王府井に⾏った時，この袋を買った． 
ŋa tsʰoŋra naŋ=ŋa  sʰoŋ=ri=na,  
1SG market inside=DAT go.PF=TIME=LOC 

 
kʰəkma ndə  ȵu=ni. 
bag  DEM buy.PF=AFF.S 
ང་ཚWང་ར་ནང་ང་སོང་རསེ་ན། 9ག་མ་འདི་ཉོས་ནས།  

nga tshong ra nang nga song res na/ khug ma ’di nyos nas/ 
「私は市場に⾏った時，この袋を買った」 

 
(51) 私は王府井に⾏く時／⾏く前に，この袋を買った． 

ŋa tsʰoŋra naŋ=ŋa  ma-sʰoŋ=koŋŋa,  
    1SG market inside=DAT NEG-go.PF=ANT 
 

kʰəkma ndə  ȵu=ni. 
bag  DEM buy.PF=AFF.S 
ང་ཚWང་ར་ནང་ང་འYོ་གོ་རེས། 9ག་མ་འདི་ཉོས་ནས།  

nga tshong ra nang nga ’gyo go res/ khug ma ’di nyos nas/ 
「私は市場に⾏く前に，この袋を買った」 

 
(52) 私は彼が市場でこの袋を買ったのを知っていた． 
 

a. ŋi  kʰərgə  kʰəkma ndə  tsʰoŋra naŋ=ni   
1SG.ERG 3SG.M.ERG bag DEM market inside=ABL 

 
ȵu=no   çi=ni. 
buy.PF=NMLZ know=AFF.S 
ངས་9ར་;་9ག་མ་འདི་ཚWང་རའི་ནང་ནས་ཉོས་ནོ་ཤེས་ནས།  

ngas khur rgu khug ma ’di tshong ra’i nang nas nyos no shes nas/ 
   「私は彼がこの袋を市場で買ったのを知っていた」 
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b. kʰərgə kʰəkma ndə  tsʰoŋra naŋ=ni   
3SG.M.ERG bag DEM market inside=ABL  
 
ȵu=no   ŋi  çi=ni. 
buy.PF=NMLZ 1SG.ERG  know=AFF.S 
9ར་;་9ག་མ་འདི་ཚWང་རའི་ནང་ནས་ཉོས་ནོ་ངས་ཤེས་ཡོད།  

khur rgu khug ma ’di tshong ra’i nang nas nyos no ngas shes yod/ 
「彼がこの袋を市場で買ったのを私は知っていた」 

 

 

略号一覧 

-     接辞境界（- の前後いずれかが接辞） 
=     接語境界（= の後が接語） 
+     複合境界 
[ ]     複合助動詞句 
1  first person  1人称 
2  second person  2人称 
3  third person  3人称 
ABL  ablative   起格 
ACMP  accomplishment  完遂 
AFF  affirmative  確言 
ANT  anterior   先行 
CHR  cohortative  勧誘 
COND  conditional  条件 
COP  copula   コピュラ動詞 
DAT  dative   与格 
DE  direct evidential  現場観察 
DEM  demonstrative  指示代名詞 
EGO  ego   定着知 
EMP  emphatic   念押し 
ERG  ergative   能格 
EV  evidential   観察知 
EXST  existential   存在動詞 
F  feminine   女性形 
FUT  future   未完了・非継続 
GEN  genitive   属格 
INCL  inclusive   包括 
INDF  indefinite   不定助詞 
INTJ  interjection  間投詞 
IPF  imperfective  未完了形 
LOC  locative   場所格 
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M  masculine   男性形 
NEG  negative   否定 
NMLZ  nominalizer  名詞化標識 
O  other   ソト 
PF  perfective   完了形 
PL  plural   複数 
PLN  place name  地名 
PP  pragmatic particle  談話標識 
PROG  progressive  進行・習慣 
PSN  personal name  人名 
Q  question   疑問 
QUOT   quotation   引用 
S  self   ウチ 
SEQ  sequential   継起 
SG  singular   単数 
SUF  suffix   接尾辞 
TAGQ  tag question  同意要求 
TIME  time   生起後，生起中 
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広東語：「受動表現」 

Cantonese: ‘Passive Expression’  
 

津野 華穂 

Kaho Tsuno 
 

東京外国語大学言語文化学部 
School of Language and Culture Studies, Tokyo University of Foreign Studies 

 

 
要旨：本稿は特集「受動表現」（『語学研究所論集』第 14 号, 2009, 東京外国語大学)に寄与するものであ

る． 
 
 
Abstract: This report contributes to the special cross-linguistic study on ‘passive expressions’ (Journal of the Institute 
of Language Research 14 (2009), Tokyo University of Foreign Studies). 
 
 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000396 
キーワード：受身 
Keywords: passive 
 

 

1.「受動表現」(Passive Expression) 

1-1 A は B に叩かれた． 
  Andy was hit by Bob. 
 

Andy 俾 ob 打親咗． 
Andy   俾  Bob  打親      
Andy    bei6   Bob   da2chan1     
アンディ  PASS  ボブ  叩く -[被害]   

 
 
1-2 A は B に足を踏まれた． 
  Andy’s foot was stepped on by Bob. 
 

Andy 俾 Bob 踹親咗． 
Andy   俾  Bob  踹親     
Andy    bei6   Bob   yaai2chan1   
アンディ  PASS  ボブ  踏む -[被害]     

 
 
 
 
 

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 
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1-3 A は B に財布を盗まれた． 
  Andy’s wallet was stolen by Bob. 
  Andy had his wallet stolen by Bob. 
 

Andy 個銀包被 Bob偷咗． 
Andy   個 銀包    被  Bob  偷  咗 
Andy    go3  ngan4baau1  bei6  Bob   tau1   jo2 
アンディ  CL 財布    PASS ボブ  盗む  PERF 

 
 

Andy 被 Bob偷咗佢個銀包． 
Andy   被  Bob  偷  咗 佢   個  銀包 
Andy    bei6   Bob   tau1   jo2  keui5  go3  ngan4baau1 
アンディ  PASS  ボブ  盗む  PERF 3SG  CL  財布 

 
 
1-4 昨日の夜，私は赤ん坊に泣かれた．それでちっとも眠れなかった． 

Last night, the baby cried. So, I couldn’t sleep at all. 
 

琴日晚黑個 BB 喊到我冇覺好瞓． 
琴日    晚黑    個  BB    喊到    我   冇覺好瞓 
kam4yat6  maan5hak1  go3  BB     haam3dou3  ngo5  mou5gaau3hou2fan3 
昨日    夜    CL  赤ちゃん  泣く    1SG  よく眠れない 

 
 
1-5 新しいビルが（A によって）建てられた． 

A new building was built (by Andy). 
 

呢幢新嘅大廈係 Andy 建嘅． 
呢   幢   新    嘅   大廈   係 Andy   建    嘅 
ni1   tong4  san1   ge3   daai6ha6  hai6  Andy    gin3    ge3 
この  CL   新しい  ～の  ビル   COP アンディ  建てる  PART 

 
 
1-6 カナダではフランス語が話されている． 

French is being spoken in Canada. 
 

加拿大係講法文嘅． 
加拿大    係   講   法文     嘅 
ga1na4daai6  hai6   gong2  faat3man4   ge3 
カナダ    COP  話す  フランス語  PART 
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（この文だけではカナダではフランス語のみが話されているニュアンスがあります．） 
 

加拿大亦都係講法文嘅．（French is spoken in Canada as well.) 
加拿大    亦  都  係 講    法文     嘅 
ga1na4daai6  yik6  dou1  hai6  gong2   faat3man4   ge3 
カナダ    また も  COP 話す   フランス語  PART 

 
 
1-7 財布が（A に）盗まれた． 
  The wallet was stolen by Andy. 
 

銀包被 Andy偷咗． 
銀包    被 Andy   偷  咗 
ngan4baau1  bei6  Andy    tau1  jo2 
財布    PASS アンディ  盗む PERF 

 
 
1-8 壁に絵が掛けられている． 
  A picture is on the wall. 
 

牆上面有幅畫． 
牆    上面    有   幅   畫 
cheung4  seung6min6 yau5  fuk1  wa6 
壁    上     ある  CL   絵 

 
 
1-9 A は B に／から愛されている． 

Andy is loved by Bob. 
 

Bob  好鍾意 Andy． 
Bob  好    鍾意   Andy 
Bob   hou2   jung1yi3  Andy 
ボブ  とても  好きだ  アンディ 

 
 
1-10  A は B に／から「…」と言われた． 
   Bob said “…” to Andy. 
 

Bob 同 Andy 講⋯ 
Bob  同   Andy   講 
Bob   tong4  Andy    gong2 
ボブ  と   アンディ  言う 
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1-10-a  A さんは B さんに呼ばれて，今 B さんの部屋に行っています．  
    Andy was called by Bob, and is in Bob’s room now. 
 

Andy 被 Bob 嗌咗去佢間房，佢而家咪係入面囉． 
Andy   被   Bob  嗌   咗   去   佢   間   房 
Andy    bei6  Bob   aai3   jo2   heui3  keui5  gaan1  fong2 
アンディ  PASS  ボブ  呼ぶ  PERF  行く  3SG  CL   部屋 
佢  而家  咪  係  入面    囉 
keui5  yi4ga1  mai4  hai6   yap6min6  lo1 
3SG  今  まさに COP  中    PART 

 
（言うの動詞は受け身は不自然だが，嗌は受け身も使えるか，話の内容（B の部屋に行く）を直後に言

わないと不自然な感じがします．） 
 
 
1-10-b  B さんが A さんを呼んで，A さんは今 B さんの部屋に行っています． 

Bob called Andy, and Andy is in Bob’s room now. 
 

Bob 嗌咗 Andy，佢而家喺 Bob 間房度． 
Bob  嗌 咗  Andy   佢  而家  喺  Bob  間  房  度 
Bob   aai3  jo2  Andy   keui5  yi4ga1  hai2  Bob   gaan1  fong2  dou6 
ボブ  呼ぶ PERF アンディ  3SG  今  いる  ボブ  CL  部屋  そこ 

 
 

略語一覧 

1: first person 一人称 / 3: third person 三人称 / CL: classifier 類別詞 / COP: copula コピュラ / NEG: negation 否定 / 
PART: particle 助詞 / PASS: passive 受身 / PERF: perfect 完了 / SG: singular 単数 
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アイヌ語沙流方言における他動性 

Transitivity in the Saru dialect of Ainu 
 

吉川 佳見 

Yoshimi Yoshikawa 
 

北海道博物館アイヌ民族文化研究センター研究職員 / 東京外国語大学非常勤講師 
Researcher, Ainu Culture Research Center, Hokkaido Museum / Part-time Lecturer, Tokyo University of Foreign Studies 

 
 
要旨：本稿は特集補遺「他動性」のアンケートの項目に基づき，アイヌ語沙流方言のデータを与えるこ

とを目的とする． 
 
 
Abstract: This article offers Ainu (Saru dialect) data based on the questionnaire for the special issue “Transitivity”. 
 
 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000397 
キーワード： アイヌ語，沙流方言，他動性 
Keywords: Ainu, Saru dialect, transitivity 
 
 
1. はじめに 

 アイヌ語は近年の急激な母語話者数の減少により，母語話者に対するアンケート調査がほぼ不可能な

状態となっている．そこで本稿では，特集補遺「他動性」のアンケートの見出しになるべく近い用例を，

公刊済みの文献（辞書含む）から抽出することとした．抽出できなかったものは「不明」と記した．ア

イヌ語は北海道，樺太，千島などの方言に大別され，さらにそれぞれの地域において細分化されるが，

本稿で使用したデータは北海道南西部のアイヌ語沙流方言のもの（および沙流方言だと推測されている

もの）である．  
アイヌ語は現存する日常語の資料がきわめて少ないため，本稿に掲載したものは日常語の用例と散文 

説話における用例とが混在している．散文説話では日常語と異なる人称接辞の使い方をするが，そのほ

かについて両者の文法的な差異はほとんど無いとされている．散文説話は登場人物のひとり（多くの場

合，物語の主人公）の視点から語られるスタイルで，三人称が主語となる用例をあまり収集できないと

いう事情があるため，本稿では，与えられた見出しが三人称主語である場合でも，一人称主語の用例を

採用している箇所がある．また，引用した用例は 1950～80 年代頃に収集・採録されたと考えられるもの

であるが，神保・金澤(1986[1898])のように百数十年以上前のものも含まれる． 
引用にあたり，アイヌ語の原典の表記に変更を加えたものがある1．また，日本語訳は原則原典に従っ

たが，主語などをカッコ書きで補足したものもある．散文説話からの用例については，用例の日本語訳

末尾に【説話】と記した． 
 
 
 

                                                        
1 表記は北海道ウタリ協会編(1994)『アコㇿ イタㇰ』に準拠した．但し，人称接辞境界の記号は同書で

は「=」（半角イコール）で表記するが，本稿では便宜上「-」（半角ハイフン）とした． 

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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2. データ 

6-1 【直接影響・変化】 
6-1-а 彼はそのハエを殺した． 
(1) ne   seta rayke   hine 

その 犬 ~を殺す2  して 
（おじいさんは）その犬を殺して･･･【説話】 

（国立アイヌ民族博物館アイヌ語アーカイブ：C0201UT_35227AP） 
 
6-1-b 彼はその箱を壊した． 
(2) pirka tukinum ku-hacire       wa  ku-perpa. 
良い 杯の椀 1SG.NOM-~を落とす して 1SG.NOM-~を壊す 
よい杯の上の粒（椀の部分）を私は落として割ってしまった 

（萱野 1996：404） 
 
6-1-с 彼はそのスープを温めた． 
(3) su  sesekka    hine 
鍋 ~を温める   して 
（姉さんは）鍋を温めて･･･【説話】 

（国立アイヌ民族博物館アイヌ語アーカイブ：C0162KM_34692AB_34693ABP） 
 
6-1-d 彼はそのハエを殺したが，死ななかった．（言えるか？，言えないか？） 
不明 
 
6-2 【直接影響・無変化】 
6-2-а 彼はそのボールを蹴った．3 
(4) apaotki     a-sitayki 4     hine  awosma-an        akusu 
戸口のすだれ 1SG.NOM-~を叩く して 中へ飛び込む-1SG.NOM  すると 
（私は）戸口のすだれを叩いて家に飛び込むと【説話】 

（国立アイヌ民族博物館アイヌ語アーカイブ：C0179KM_34724AP） 
 
sitayki は「何でもなくただたたくことを言う．人をなぐったり音を出すためにドアやたいこや物をたた

いたりするのは kik または kikkik，手の先で軽くトントンとたたくことは tata または tatatata（田村
1996：664）」． 

                                                        
2 アイヌ語では動詞の主語と目的語の人称標示が義務的であり，ゼロ標示の場合 3 人称（または命令文）

となる． 
3 国立アイヌ民族博物館アイヌ語アーカイブ収録の語彙調査（資料番号 34744BP）には，「足とかで何か，

石ころ蹴っ飛ばしたりして，足で蹴っ飛ばすことは？」『a-ureetursere』「人を蹴っ飛ばすのも，物を蹴っ

飛ばすのもそう？」『人を蹴っ飛ばす，そんなことなんか．a-oterke（人が〜を踏む）っても言う．』とい

うやりとりがあるが，具体的な用例は無く，明確な区別があるかどうかは不明である． 
4 日常会話における 1 人称主格人称接辞は ku-であるが，物語中では「私は」という意味を表す際に人称

接辞 a-/-an が用いられる．a-/-an は包括的一人称複数「(話し相手を含む)私たちが」，不定人称「（不特定

多数の）人が」，敬意の二人称「あなたさまが」，物語文中・引用文中の一人称を表す用法を持つ．他動

詞に付く場合は a-，自動詞につく場合は-an となる． 
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6-2-b 彼女は彼の足を蹴った． 
(5) ku-kor       hapo  en-kikkik. 

1SG.NOM-~を持つ 母  1SG.OBJ-~を叩く 
私のお母さんが私を叩いた 

（国立アイヌ民族博物館アイヌ語アーカイブ：34656BP） 
 
6-2-с 彼はその人にぶつかった（故意に）． 

okamkir「わざと，故意に」などを意味する副詞はあるが，本項目に沿う用例は収集できなかった． 
 
6-2-d 彼はその人とぶつかった（うっかり）． 
(6) ku-hoyupu   wa  nisap k-as        ka  eaykap   wa 

1SG.NOM-走る して 急に 1SG.NOM-立つ.SG も できない して 
e-tom     k-osma       hi   ne    a   p   un. 
2SG.OBJ-中  1SG.NOM-~に入る こと である した もの よ 
私も走って来て急に立ち止まることができなくてあなたにぶつかったのだよ． 

（田村 1996：422） 
 

6-3 【知覚 2A vs. 2B】 
nukar は「...を見る，...が見える，...に会う，(本など)を読む(黙読する)，...をよく見て調べる（田村 1996：

439）」などの意味を表す．nu は「(声や音)を聞く/が聞こえる，(話や事柄)を聞く/を聞いて知る/を聞いて

従う，(自分の体調)を感知する，(匂い/臭気)を感じる．（田村 1996：437）」といった意味を表す． 
 
6-3-а あそこに人が数人見える． 
(7) maciya  ka  ku-nukar,      atuy ka  ku-nukar. 
町   も 1SG.NOM-~を見る 海 も 1SG.NOM--~を見る 
町も見える，海も見える． 

（田村 1996：439） 
 
(8) pirka kaysankannu uske   ta   kane  cise poro   cise sinep 
良い 平らな場所 ところ LOC 金  家 大きい 家 一つ 
as    wa  an    siri  a-nukar      akusu  
立つ.SG して いる.SG 様子 1SG.NOM-~を見る すると 
平らな場所に金の大きな家が一軒建っているのが見えました．【説話】 

（国立アイヌ民族博物館アイヌ語アーカイブ：C0159KM_34683ABP） 
 
6-3-b 私はその家を見た． 
(9) cise onnay a-nukar      hike  
家 中  1SG.NOM-~を見る したところ 
（私は）家の中を見ると･･･【説話】 

（国立アイヌ民族博物館アイヌ語アーカイブ：C0159KM_34683ABP） 
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6-3-с 誰かが叫んだのが聞こえた． 
(10) kucipeker     menoko sinotca haw  a-nu. 
声が澄んでいる 女   歌  声  1SG.NOM-~を聞く 
 (私には)5 澄んだ声の女性が歌う声が聞こえた．【説話】 

（田村 1996：437） 
 
6-3-d 彼はその音を聞いた． 
(11) apapa ta   ek    humihi    a-nu        kor    an-an 
戸口 LOC 来る.SG その音.POSS 1SG.NOM-~を聞く しながら いる.SG-1SG.NOM 
（私はクマが）戸口の前に来た音を聞いていました．【説話】 

（国立アイヌ民族博物館アイヌ語アーカイブ：C0237UT_35301AP） 
 
6-4 【（知覚 2A）発見・獲得・生産など】 
6-4-а 彼は（なくした）カギを見つけた． 
(12) a-isamka     a   p    a-pa. 

INDF.NOM-なくす した もの INDF.NOM-~を見つける 
なくしたものを見つけた． 

（本田 2001：61） 
 
6-4-b 彼は椅子を作った． 
(13) pon   cise kar   wa 
小さい 家 ~を作る して 
（おじいさんは）小さな家をこしらえて･･･【説話】 

（AA 研アイヌ語資料公開プロジェクト 川上まつ子「uwepeker ウウェペケﾚ民話 10」） 
 
6-5 【追及】 
6-5-а 彼はバスを待っている． 
(14) saru tere   wa  an    yakka 
猿 ~を待つ して いる.SG したが 
サルは（カメを）待っていましたが･･･【説話】 

（国立アイヌ民族博物館アイヌ語アーカイブ：C0235UT_35300AP） 
 
6-5-b 私は彼が来るのを待っていた． 
(15) e-ek        kuni  ohonno eci-tere           wa  k-an. 

2SG.NOM-来る.SG こと  長い間 1SG.NOM.2SG.OBJ-~を待つ して 1SG.NOM-いる.SG 
あなたが来るのをずっと長いこと待っていた． 

（本田 2001：58） 
 
 

                                                        
5 この日本語訳のカッコ書きは原典通り． 
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6-5-с 彼は財布を探している． 
(16) apepasuy  ku-hunara. 
火箸   1SG.NOM-~を探す 
私は火箸を探している．〔原文：火箸を探して居ります〕 

（神保・金澤 1986[1898]：96） 
 
6-6 【知識１】 
例(17)の eraman（または eramuan）は「...がわかる，...を知(ってい)る，覚える（田村 1996：113）」と

いった意味で，対象についての知識があることを表す．例(18)の amkir は「...に覚えがある，(人)を見知(っ
てい)る，(この人)だとわかる（田村 1996：8）」，例(19)の kir は「...におぼえ (見覚え，聞き覚え)がある，...
であの人だとわかる．（田村 1996：308）」という意味を表す．easkay は例(20)のように他動詞としてはた

らく場合と，例(21)のように助動詞としてはたらく場合がある． 
 
6-6-а 彼はいろんなことをよく知っている． 
(17) eani    anak  neun  oka   uske  ka  ru  e-eraman. 

2SG.PRN  TOP  どう ある.PL 所  も 道 2SG.NOM-~を知っている 
あなたはどんな所でも道を知っている 

（本田 2001：48） 
 
6-6-b 私はあの人を知っている． 
(18) “ tap  ek    kur e-amkir          kur ne   ruwe ? ” 

今  来る.SG 人 2SG.NOM-~に見覚えがある 人 COP  Q 
“ teeta  ku-nukar      pe   ne   a   wa. ” 

  昔   1SG.NOM-~を見る もの COP  した よ 
「今来た人はお前の知っている人かい？」 
「ずっと前に私が見たことがある者だよ」 

（萱野 1996：35） 
 
(19) “ sonnoka raciwe    a-kir. ” 

本当に  その眉.POSS 1SG.NOM.-~に見覚えがある 
「確かにその眉のあたりの形に見覚えがある．」【説話】 

（千葉大学編 2015b：1723） 
 
6-6-с 彼はロシア語ができる． 
(20) aynu   itak  easkay. 

アイヌ 言葉 ~ができる 
（彼／彼女は）アイヌ語ができる． 

（服部編 1964：156） 
 
(21) ye    easkay 

~を言う できる 
（彼／彼女は）話せる 
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（服部編 1964：156） 
 
6-7 【知識２】 
6-7-а あなたはきのう私が言ったことを覚えていますか？ 
(22) e-eramuan ? 

2SG.NOM-~を知っている 
あなたは(このことを)6わかりますか／知っていますか／覚えていますか？ 

（田村 1996：115） 
 
6-7-b 私は彼の電話番号を忘れてしまった． 
(23) hemanta ku-ye       kus     ne   a  ka  k-oyra. 
何   1SG.NOM-~を言う ~するつもり COP  Q  も 1SG.NOM-~を忘れる 
私は何を言おうとしていたのか忘れた． 

（田村 1996：502） 
 
6-8 【感情１】 
例(24)の omap は，「...をかわいがる(主に子どもを．心の中でかわいいと思うことだけでなく，だいた

りなでたりなど，具体的にかわいがる行為をすることをも含む)．（田村 1996：467）」という意味であり，

子どもに対する愛情を表す．「嫌う」ことを表す動詞については例(26)の pakや，konukosne「～が憎らし

い」などがある．また，emaka「～を嫌う」などもあるが，こちらは「物や食べ物などに使う（萱野 1996：
153）」ようである． 
 
6-8-а 母は子供たちを深く愛していた． 
(24) a-kor       huci     a-kor       ekasi    earkinne  

1SG.NOM-~を持つ おばあさん 1SG.NOM-~を持つ おじいさん とても 
i-omap        wa 
1SG.OBJ-~を可愛がる して 
おじいさんおばあさんは私をとてもかわいがってくれて･･･【説話】 

（アイヌ語口承文芸コーパス：K7803231UP） 
6-8-b 私はバナナが好きだ． 
(25) karimpani iyotta k-eramasu. 
桜    一番 1SG.NOM-~を気に入る 
私は桜が一番好きだ．〔原文：櫻が一番すきだ〕 

（神保・金澤 1986[1898]：111） 
 
6-8-с 私はあの人が嫌いだ． 
(26) toan  pe   ku-pak. 

あの もの 1SG.NOM-~を嫌う 
あいつ気にくわない． 

（田村 1996：505） 

                                                        
6 この日本語訳のカッコ書きは原典通り． 
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6-9 【感情２】 
 「～が欲しい」は，例(27)のように所有を表す他動詞 kor と願望の助動詞 rusuy によって表される．ま

た，必要であることを表す際にもこの kor rusuy が使われる（例(28)）ほか，例(29)の「使うことになる」

のような表現もみられた． 
 
6-9-a 私は靴が欲しい． 
(27) tumpu rep  ku-kor       rusuy. 

部屋 三つ 1SG.NOM-~を持つ したい 
私は部屋が三つ欲しい．〔原文：三つ部屋が欲い〕 

（神保・金澤 1986[1898]：219） 
 

6-9-b 今，彼にはお金が要る． 
(28) icen  poronno  a-kor       rusuy. 

お金 たくさん 1SG.NOM-~を持つ したい 
（私は）お金がたくさん必要だ． 

（本田 2001：63） 
 
(29) poronno  icen  k-eywanke     oasi. 

たくさん お金 1SG.NOM-~を使う ~することになる 
（私は）お金がたくさん要る． 

（服部編 1964：128） 
 
6-10 【感情３】 
6-10-а （私の）母は（私の）弟がうそをついたのに怒っている． 
(30) ene     i-kokatun          pa  a   hi   a-koyruska      p  

あのように 1SG.OBJ-~する態度をとる  PL した こと 1SG.NOM-~に怒る もの 
ne   kusu 
COP  ので 
（いとこ兄弟たちが）あのように私にふるまったことに私は怒りを覚えたので【説話】 

（AA 研アイヌ語資料公開プロジェクト 川上まつ子「uwepeker ウウェペケﾚ民話 14」） 
 

6-10-b 彼は犬が怖い． 
(31) kotan or     ta   an-an       ka  a-sitoma 
村  ~のところ LOC 1SG.NOM-いる.SG も 1SG.NOM-~を恐れる 
（私は）村にいるのがこわくなった．【説話】 

（アイヌ語口承文芸コーパス：K7908051UP） 
 
6-11 【関係１】 
例(32)の neno は名詞句に後続して格助詞的に働き，「...に似て，(...と)同じように，そのように，それ

なりに（田村 1996：410）」という意味を表す．また，「neno an」で「～に似ている，～に似たような」

という意味を表す．例(33)は他動詞 koheraye「～に似ている」を用いた表現である． 
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6-11-а 彼は父親に似ている． 
(32) onaha  neno    an. 
父.POSS のような ある.SG 
（彼/彼女は）父親に似ている 

（服部編 1964：153） 
 
(33) unuhu  koheraye. 

母.POSS ~に似ている 
（彼/彼女は）母親に似ている 

（萱野 1996：245） 
 
6-11-b 海水は塩分を含んでいる． 
不明 
 
6-12 【関係２】 
 コピュラ動詞 ne は，例(34)のようにデアルの意味を表すほか，例(35)のようにナルという意味も表す．

また，ナルの意味は「格助詞 ne + 存在動詞 an」（例(36)）や，存在動詞 an によっても表される場合があ

る（例(37)）． 
 
6-12-а 私の弟は医者だ． 
(34) toan  uske  k-unihi       ne. 

あの 所  1SG.NOM-家.POSS COP 
あそこは私の家だ． 

（田村 1996：407） 
 
6-12-b 私の弟は医者になった． 
(35) apto ne   a   korka  pesos  ne. 
雨 COP  した したが みぞれ COP 
雨であったがみぞれになった． 

（萱野 1996：355） 
(36) siporo  cikap ne    an. 
巨大な 鳥  TRANS ある.SG 
(彼は)7巨大な鳥になった． 

（田村 1996：9） 
(37) kunneywa an 
朝    ある.SG 
朝になる． 

（田村 1996：9） 
 

                                                        
7 この日本語訳のカッコ書きは原典通り． 
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6-13 【能力１】 
6-13-а 彼は車の運転ができる． 
(38) ehuyne  pakno X kuruma o    easkay   yakka 

たとえ まで  車   ~に乗る ~ができる しても 
na   okkasi  ta  easkay   kur an. 
まだ その上 に ~ができる 人 いる.SG 
さすがの X さんがどんなに車の運転が上手でも，まだそれ以上に上手な人がいる． 

（田村 1996：84） 
 
6-13-b 彼は泳げる． 
(39) e-ma     easkay ? 

2SG.NOM-泳ぐ ~ができる 
あなたは泳げますか． 

（田村 1996：373） 
 
6-14 【能力２】 
6-14-а 彼は話をするのが上手だ． 
(40) sinot  itak  easkay   wa a-ukominare. 
遊び 言葉 ~ができる て INDF.NOM-~を皆笑う 

（「『あの人は冗談を言って人を笑わせるのが好きだ』っていうのは？」という質問に対して） 
（あの人は）冗談を言うのが上手で人を笑わせる 

（国立アイヌ民族博物館アイヌ語アーカイブ：34742AP） 
 

6-14-b 彼は走るのが苦手だ． 
(41) ku-kemeyki        eaykap    pe   ne   kusu 

1SG.NOM-針仕事をする  ~ができない もの COP  ので 
ku-hankeyompa     ku-tuymayompa    a-emina      noyne. 
1SG.NOM-近くを縫う  1SG.NOM-遠くを縫う INDF.NOM-~を笑う ようだ 
私は針仕事が下手なので，近くへ針を刺し遠くへ針を刺し，笑われそうだ． 

（萱野：122） 
 

(42) ku-ma      eaykap. 
1SG.NOM-泳ぐ  ~ができない 
（私は）泳ぐことができない． 

（服部編 1964：156） 
 
6-15 【移動】 
6-15-а 彼は学校に着いた． 
(43) a-kotanu      ta   sirepa-an      hine 

1SG.NOM-村.POSS LOC 到着する-1SG.NOM して 
  （私は）私の村に着きました【説話】 

（アイヌ民族博物館編 2015：193） 
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(44) a-kotanu      a-kosirepa 

1SG.NOM-村.POSS 1SG.NOM -~に到着する 
（私は）私の村に到着しました．【説話】 

（国立アイヌ民族博物館アイヌ語アーカイブ：C0169KM_34708BP） 
 
6-15-b 彼は道を渡った／横切った． 

tomotuye は動詞としても後置副詞としてもはたらく．（例(45)(46)） 
(45) pet ku-tomotuye     wa 

川 1SG.NOM-~を横切る して 
私は川を渡って･･･ 

（田村 1996：721） 
 
(46) atuy tomotuye    paye-an      ayne 

海 ~を横切って  行く.PL-1PL.NOM あげく 
（私たちは）海を渡って進み･･･【説話】 

（国立アイヌ民族博物館アイヌ語アーカイブ：C0235UT_35300AP） 
 
6-15-с 彼はこの道を通った． 

kus などの動詞で表すほか，例(48)のように経由地を表す kari「～を通って」を用いる例もある． 
(47) asinuma  anak  ruyka a-kus       hine 

1SG.PRN  TOP  橋  1SG.NOM-~を通る して 
私は橋を渡って･･･【説話】 

（大谷 2001：131） 
 

(48) kiroru  kari ran-an        ruwe ne   akusu 
広い道 VIA 下りる.SG-1SG.NOM こと COP  すると 
その道を通って私が下りると【説話】 

（千葉大学 2015a：1526） 
 
6-16 【感覚１】 
6-16-а 彼はお腹を空かしている． 
(49) ku-iperusuy     humi ! 

1SG.NOM-腹が減る 感じ 
（私は）腹が減ったなあ 

（萱野 1996：71） 
 
(50) iteki   opitta  e      no  ponno anu. 

PROH  全部 ~を食べる して 少し ~を残す 
e-saha       iperusuy  kor    ek      nankor  na. 

  1SG.NOM-姉.POSS  腹が減る しながら 来る.SG   だろう よ 
全部食べないで少し残せ．お前の姉が腹をすかせて来るであろうから． 
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（萱野 1996：71） 
 
iperusuy は「空腹である」という意味の自動詞であり，自動詞 ipe「食事する」と願望を表す rusuy から

成る．rusuy は通常，例(27)(28)のように助動詞として用いられるが，ここでは接尾要素となっている． 
 
6-16-b 彼は喉が渇いている． 
(51) ku-rekuci      satsat.8 

1SG.NOM-喉.POSS 渇く.RDP 
私はのどが渇いた． 

（田村 1996：572） 
 
6-17 【感覚２】 
人が寒さを感じるときは 1 項動詞 merayke（例(52)），気候が寒いときは 0 項動詞 mean（例(53)）が使

われる． 
 

6-17-а 私は寒い． 
(52) ku-merayke    na. hokure  ape ari. 

1SG.NOM-寒い よ  早く  火 (火を)焚く 
私は寒いから早く火を燃やしてくれ． 

（萱野 1996：432） 
 
6-17-b 今日は寒い． 
(53) tanto po  hene   mean. hokure apesam un ek    wa  apekur. 
今日 なお EMPH  寒い 早く 火の側 へ 来る.SG して 火にあたる 
今日はなおさら寒い．早く火の前へ来て火にあたれ． 

（萱野 1996：430） 
 
6-18 【（社会的）相互行為１】 
6-18-а 私は彼を手伝った／助けた． 
(54) a-unuhu       kasuy   kor    an  

1SG.NOM-母.POSS ~を手伝う しながら いる.SG 
（私の妻は）（私の）母の手伝いをしながら（いて）･･･【説話】 

（国立アイヌ民族博物館アイヌ語アーカイブ：C0179KM_34724AP） 
 
6-18-b 私は彼がそれを運ぶのを手伝った． 
(55) nea  sisam nispa a-koyantone          hine  hekattar  utar 

その 和人 長者 1SG.NOM-~のところに泊まる して 子ども達 ~たち 
a-omap        kor    a-respa         eykasuy     kor  
1SG.NOM-~を可愛がる しながら 1SG.NOM-~を育てる.PL ~の手伝いをする しながら 

                                                        
8 辞典の同項目には，「のどが渇く」の意味として「rekuci sat」または「rekuci satsat」の両方の言い方が

あることが記されている．sat は「渇く，渇いている」を意味する自動詞である．アイヌ語では形容詞的

意味を表す語は文法的・意味的に自動詞と同じふるまいをするため，形容詞という品詞を立てていない。 
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an-an 
いる.SG-1SG.NOM- 
私はその和人のだんなの所に置いてもらって，子どもたちをかわいがって育てるのを 
手伝って暮らしていた．【説話】 

（田村 1996：163） 
 
6-19 【（社会的）相互行為２（言語行動）】 
6-19-а 私はその理由を彼に聞いた． 
(56) cis  kor    patek  an    hi   kusu  sineanta a-kouepekennu. 
泣く しながら ばかり いる.SG こと ので ある日 1SG.NOM-~に理由を尋ねる 
（母は）泣いてばかりいるので，ある日わけを尋ねた．【説話】 

（アイヌ民族博物館編 1997：35） 
 
6-19-b 私はそのことを彼に話した． 
(57) tapne     ne   wa   ek-an       hi   a-ye        akusu 

このように COP  して 来る.SG-1PL.NOM こと 1SG.NOM-~を言う すると 
このようになって私たちが来た事情を話すと･･･【説話】 

（大谷 2019：85） 
 
6-20 【再帰・相互】 
「～に会う」は他動詞 nukar を以て表される（例(58)）．また，自動詞 unukar「互いに会う」を用いた

表現もある（例(59)）． 
 

6-20-а 私は彼と会った． 
(58) te   ta   tutko rerko k-an        na.  

ここ LOC 2 日  3 日  1SG.NOM-いる.SG よ 
e-onaha      e-unuhu      ku-nukar      rusuy. 
2SG.NOM-父.POSS 2SG.NOM-母.POSS 1SG.NOM-~を見る したい 
ここには 2, 3 日いるから，あなたのお父さんやお母さんにも会いたい． 

（本田 2001：36） 
 
(59) ukattuyma   no  unukar-an 
長い間をおく して 互いに会う-1PL.INCL.NOM 
（私たちは）ずいぶん久しぶりに会った 

（本田 2001：57） 
 
 

略号 

1,2: 1,2 人称 (3 人称はゼロ標示), COP:コピュラ, EMPH:強調, INCL:包括, INDF:不定, INS:具格, LOC:場所

格, NOM:主格, OBJ:目的格, PL:複数, POSS:所有, PRN:人称代名詞, Q:疑問, RDP:重複, SG:単数, TOP:主題, 
TRANS:変格, VIA:経由格 
 



アイヌ語沙流方言における他動性, 吉川佳見 

 13 / 13 

 
参考文献 

アイヌ民族博物館編(1997)『伝承記録 3 上田トシのウエペケㇾ』アイヌ民族博物館. 
アイヌ民族博物館編(2015)『上田トシの民話』3, アイヌ民族博物館. 
大谷洋一(2001)「松島トミさんの口承文芸 3」『北海道立アイヌ民族文化研究センター研究紀要』7, 

pp.95-147, 北海道立アイヌ民族文化研究センター. 
大谷洋一(2019)「アイヌ口承文芸「散文説話」－タンネサㇻの男ー」『北海道博物館アイヌ民族文化研究

センター研究紀要』4, pp.79-92, 北海道博物館. 
萱野茂. 1996.『萱野茂のアイヌ語辞典』三省堂. 
神保小虎・金澤庄三郎. 1986[1898].『アイヌ語會話字典』(新版) 北海道出版企画センター. 
田村すず子. 1996.『アイヌ語沙流方言辞典』草風館. 
千葉大学編. 2015a.『アイヌ語の保存・継承に必要なアーカイブ化に関する調査研究事業 第 2 年次(北海

道沙流郡平取町) 調査研究報告書 2/3』千葉大学. 
千葉大学編. 2015b.『アイヌ語の保存・継承に必要なアーカイブ化に関する調査研究事業 第 2 年次(北海

道沙流郡平取町) 調査研究報告書 3/3』千葉大学. 
服部四郎編. 1964.『アイヌ語方言辞典』岩波書店. 
北海道ウタリ協会編. 1994.『アコㇿ イタㇰ AKOR ITAK アイヌ語テキスト 1』クルーズ. 
本田優子. 2001.「川上まつ子アイヌ語文例集」『アイヌ民族博物館研究報告』7, pp.9-76, アイヌ民族博物

館. 
 
「AA 研アイヌ語資料公開プロジェクト」, <https://ainugo.aa-ken.jp/>.（2023-12-29 閲覧） 
「国立アイヌ民族博物館アイヌ語アーカイブ」,< https://ainugo.nam.go.jp/>.（2023-12-29 閲覧） 
中川裕，アンナ・ブガエワ，小林美紀，吉川佳見(2016-2020)「アイヌ語口承文芸コーパス―音声・グロ

ス付き―」,<https://ainucorpus.ninjal.ac.jp>, 国立国語研研究所.（2023-12-29 閲覧） 
 
 
執筆者連絡先：yoshikawa.yoshimi1@pref.hokkaido.lg.jp 
原稿受理：2023 年 12月 30 日 





東京外国語⼤学語学研究所『語学研究所論集』第 28 号: 32 (2023) 
Tokyo University of Foreign Studies, Journal of the Institute of Language Research Vol. 28: 32 (2023) 

 
<特集「受動表現」「ヴォイスとその周辺」「アスペクト」「モダリティ」「所有・存在表現」>   

 1 / 46 

奈良田方言： 

特集補遺データ「受動表現」「ヴォイスとその周辺」「アスペクト」「モダリティ」「所有・存在表現」 
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要旨：本稿は日本語奈良田方言のデータを提供し，特集補遺「受動表現」「アスペクト」「モダリティ」

「ヴォイスとその周辺」「所有・存在表現」（『語学研究所論集』第 14-18 号, 2009-2013, 東京外国語大

学）に寄与するものである． 
 
 
Abstract: This report contributes to the special cross-linguistic study on ‘Passive expression’, ‘Aspect’, ‘Modality’, 
‘Voice and related expressions’ and ‘Expressions of possession and existence’ (Journal of the Institute of Language 
Research 14-18, 2009-2013, Tokyo University of Foreign Studies), providing data for the Narada dialect of Japanese. 
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Keywords: Japanese Narada dialect, Voice, Aspect, Modality, Expressions of possession and existence 
 
 
1. はじめに 

 本稿では山梨県奈良田方言について記述する．奈良田は，山梨県南巨摩郡早川町の北端の集落である．

奈良田方言は，単語アクセントにおいて上昇の有無と位置（上野 1989 の「上げ核」）を弁別特徴とする

など周囲の山梨西部方言と大きく異なるため「方言の島」とされ，山梨県の方言区画において山梨東部

方言・山梨西部方言と並ぶ独立した区画を与えられてきた（吉田 2014: 53）．近年は奈良田方言話者の高

齢化と減少がさらに進み，奈良田方言話者どうしが集落内で会話する場合でも奈良田方言を使わないこ

とが増えている（小西 2021）．奈良田方言の記述的研究には，『奈良田の方言』（稲垣正幸・清水茂夫・深 
沢正志編 1957），『西山村総合調査報告書』（西山村総合学術調査団編 1958）第四編「言語」，上野（1975，
1976，1977，1981），小西ほか（2022）がある．また，資料としては『日本言語地図』（国立国語研究所 
1966-1974），『方言文法全国地図』（国立国語研究所 1989-2006），DVD『方言の島 奈良田のことば』（地 
域資料デジタル化研究会 2013），「日本の危機言語 語彙データ」（国立国語研究所；以下「国語研語彙」）

などがある． 
 

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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2. 本稿のデータ 

 本稿のデータは山梨県奈良田方言の話者の協力を得て行った調査に基づいている．調査ではこれまで

の特集で使われてきた例文を奈良田方言に訳していただいた．話者は奈良田で生育し現在も在住の 1934
年生まれの男性［M］と，1938 年生まれの女性［I］である． 
 回答形式は次のように示す． 
  1 行目：音調記号を付した音素表記．音素表記は小西ほか（2022）に準じる1．音調は [ で上昇を，] 

で下降を示し，[[ で次のモーラのモーラ内上昇，]] で前のモーラのモーラ内下降を示す．複数

の文で成る場合は文末に「.」（ピリオド）を付す． 
  2 行目：形態素・語境界を付した音素表記．境界認定の基準は小西ほか（2022）に準じる． 
  3 行目：グロス．稿末「略号一覧」参照． 
  4 行目：日本語共通語訳．話者 ID［M］，［I］．さらに（ ）内に注記を加えることがある． 
 以下では「受動表現」に続けてそれに関連の深い「ヴォイスとその周辺」を先にとりあげ，その後に

「アスペクト」「モダリティ」「所有・存在表現」について記す． 
 
3. 受動表現 （語学研究所論集 第 14 号） 

 動詞の受動表現は接辞 -re-ru，-rare-ru で作られる．他動詞文の受動表現では，他動詞文の目的語が

主格 =ŋa（1-5 など），他動詞文の動作主が与格 =ni（1-1 など）で表される．1-9 の感情述語，1-10 の

伝達述語の場合も動作主に奪格 =karaや向格 =i は用いにくい．1-2，1-3 のような持ち主の受身文で

は，所有者兼被動作者が主格（ただしここでは主題化），被所有物兼対象が対格 =o（ここでは前接名

詞と融合）で表される2．いわゆる迷惑の受身文も可能で，1-4 のように自動詞文の主格主語が与格=ni
で表される． 
 
1-1 A は B に叩かれた．【直接受身】 
 ta[ro]owa ha[na]koni buQsa[ra]aretoo 
 taroo=wa hanako=ni buQsara-are-too3 
 太郎=TOP 花子=DAT 叩く-PASS-PST 
 太郎は花子に叩かれた．［M］ 
 
1-2 A は B に足を踏まれた．【持ち主の受身，体の部分】 
 ta[ro]owa ha[na]koni asjo[o [hu]ɴdukera[re]too 
 taroo=wa hanako=ni asjoo huɴ+duke-rare-too 
 太郎=TOP 花子=DAT 足.ACC 踏む+付ける-PASS-PST 
 太郎は花子に足を踏まれた（lit. 踏んづけられた）．［M］ 
 
 

                                                        
1 奈良田方言では/t, d/がそれぞれ[ʈ ~ t], [ɖ ~ d]，/tu/が[ʈu ~ tu ~ ʦu], /du/が[ɖu ~ du ~ ʣu]と実現し，/du/と
/zu/[ðu ~ ʣu ~ zu]の対立があるなど，日本語共通語とは異なる音韻・音声特徴を有する．詳しくは小西ほ

か（2022）の 2節を参照． 
2 1-7 でも「財布」が所有物と解され対格をとっている．話者 M は主格も可とする． 
3 buQsara の無標形（非過去断定形）は buQsaroo（基底形/buQsaraw-u/）．buQ は強意接頭辞に由来するが，

/saraw-u/単独で「叩く」意は持たないため，ここでは形態素境界を付していない．以下も同様に，共時的

に分析できない語には形態素境界を付さない． 
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1-3 A は B に財布を盗まれた．【持ち主の受身，持ち物】 
 ta[ro]owa ha[na]koni [sa]ihuu nusuma[re]too[jo 
 taroo=wa hanako=ni saihuu nusum-are-too=jo 
 太郎=TOP 花子=DAT 財布.ACC 盗む-PASS-PST=SFP 
 太郎は花子に財布を盗まれたよ．［M］ 
 
1-4 昨日の夜，私は赤ん坊に泣かれた．それでちっとも眠れなかった．【自動詞からの間接受身】 
 [ki]njoono jo[ru o]rjaa [a]kaɴbooni [na]kareto[o. 
 kinjoo=no joru orjaa akaɴboo=ni nak-are-too 
 昨日=GEN 夜 1.TOP 赤ん坊=DAT 泣く-PASS-PST 

 [so]rede na[ɴ]boomo nemurenaɴ[do]o[jo. 
 sorede naɴboo=mo nemur-e-naɴdoo=jo 
 それで どれほど=ADD 眠る-POT-NEG.PST=SFP 
 きのうの夜，私は赤ん坊に泣かれた．それでちっとも眠れなかったよ．［M］ 
 
1-5 新しいビルが（A によって）建てられた．【モノ主語受身，一回的】 
 [ni]isii bi[ru]ŋa {[ta]terare[tooni/[ta]tera[re]too[[jo} 
 niisi-i biru=ŋa {tate-rare-too=ni/tate-rare-too=jo} 
 新しい-NPST ビル=NOM {建てる-PASS-PST=SFP/建てる-PASS-PST=SFP} 
 新しいビルが建てられたよ．［I］ 
 
1-6 カナダではフランス語が話されている．【モノ主語受身，恒常的．動作主が問題にならない場合】 
 ka[na]dadewa [hu]raɴsuŋoŋa [ha]nasa[re]te iru 
 kanada=de=wa huraɴsu+ŋo=ŋa hanas-are-te i-ru 
 カナダ=INS=TOP フランス+語=NOM 話す-PASS-SEQ CONT-NPST 
 カナダではフランス語が話されている．［I］ 
 
1-7 財布が（A に）盗まれた．【モノ主語受身，モノ主語の背後に被影響者が想定される】 
 [ga]maŋucjoo ta[ro]oni nusuma[re]toojo 
 gamaŋucjoo taroo=ni nusum-are-too=jo 
 がま口.ACC 太郎=DAT 盗む-PASS-PST=SFP 
 財布（lit. がま口）を太郎に盗まれたよ．［M］ 
 
1-8 壁に絵が掛けられている．【モノ主語受身，結果状態の叙述】 
 [ka]beni jee[ŋa ka]kera[re]te iru 
 kabe=ni jee=ŋa kake-rare-te i-ru 
 壁=DAT 絵=NOM 掛ける-PASS-SEQ CONT-NPST 
 壁に絵がかけられている．［I］ 
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1-9 A は B に／から愛されている．【感情述語の受身，特に動作主のマーカーに注目】 
 ta[ro]owa ha[na]koni [ho]reraretee[ru]jo 
 taroo=wa hanako=ni hore-rare-tee-ru=jo 
 太郎=TOP 花子=DAT 惚れる-PASS-CONT-NPST=SFP 
 太郎は花子に愛されている（lit. 惚れられている）よ．［M］（hanako=kara［M］不可，［I］許容） 
 
1-10 A は B に／から「…」と言われた．【伝達動詞の受身，特に動作主のマーカーに注目】 
 ta[ro]owa ha[na]koni [ko]ɴciwaQte [ja]reto[o][[jo 
 taroo=wa hanako=ni koɴciwa=Qte ja-re-too=jo 
 太郎=TOP 花子=DAT こんにちは=QUOT 言う-PASS-PST=SFP 
 太郎は花子に「こんにちは」と言われたよ．［M］（hanako=kara［M］不可，［I］許容） 
 
1-10-a A さんは B さんに呼ばれて，今 B さんの部屋に行っています．【伝達動詞の受身】 
 ta[ro]owa ha[na]koni [jo]barete i[ma] ha[na]koŋa heja[i] 
 taroo=wa hanako=ni job-are-te ima hanako=ŋa heja=i 
 太郎=TOP 花子=DAT 呼ぶ-PASS-SEQ 今 花子=GEN 部屋=ALL 

 iQtee[ru][[jo 
 iQ-tee-ru=jo 
 行く-CONT-NPST=SFP 
 太郎は花子に呼ばれて，今花子の部屋に行っているよ．［M］ 
 
1-10-b  B さんが A さんを呼んで，A さんは今 B さんの部屋に行っています．【伝達動詞】 
 ha[na]kosaɴŋa ta[ro]osaɴo [jo]baaQte i[ma] ha[na]kosaɴno [he]ja[i 
 hanako-saɴ=ŋa taroo-saɴ=o jobaaQ-te ima hanako-saɴ=no heja-i 
 花子-HCR=NOM 太郎-HCR=ACC 呼ぶ-SEQ 今 花子-HCR=GEN 部屋=ALL 

 [i]Qte[ru][[jo 
 iQ-te-ru=jo 
 行く-CONT-NPST=SFP 
 花子さんが太郎さんを呼んで，今，花子さんの部屋へ行っているよ．［I］ 
 
4. ヴォイスとその周辺 （語学研究所論集 第 17 号） 

 自動詞 ak-u（開く）と他動詞 ake-ru（開ける）は語根 ak を共有する対をなす（4-1a, b）．受身文（4-1c）
については 3節で見たとおりである．「壊れる」を意味する自動詞 oe-ru があり，対になる他動詞 ojas-u
（壊す）もある（4-1d）． 
 
4-1-a （風などで）ドアが開いた．【自動詞と他動詞の対立・自動詞による表現】 
 {[ka]zede/[ka]zeŋa hu[i]te} do[a]ŋa aito[o 
 {kaze=de/kaze=ŋa hui-te} doa=ŋa ai-too 
 {風=INS/風=NOM 吹く-SEQ} ドア=NOM 開く-PST 
 ｛風で/風が吹いて｝ドアが開いた．［I］ 
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4-1-b （彼が）ドアを開けた．【自動詞と他動詞の対立・他動詞による表現】 
 [a]no otokono hito[ŋa] {do[a]a/do[a]o} aketoo 
 ano otoko=no hito=ŋa {doaa/doa=o} ake-too 
 あの 男=GEN 人=NOM {ドア.ACC/ドア=ACC} 開ける-PST 
 あの男の人がドアを開けた．［I］ 
 
4-1-c （入り口の）ドアが開けられた．【自動詞と他動詞の対立・他動詞の受け身】 
 [i]riŋucino toŋa [a]kerareto[o 
 iri+ŋuci=no to=ŋa ake-rare-too 
 入り+口=GEN 戸=NOM 開ける-PASS-PST 
 入り口の戸が開けられた．［M］ 
 
4-1-d ドアが壊れた．【自動詞と他動詞の対立】 
 [to]ŋa o[e]too 
 to=ŋa oe-too 
 戸=NOM 壊れる-PST 
 戸が壊れた．［M］ 
 
 参考 ki[ka]io tata[i]te [o]jaita 
  kikai=o tatai-te ojai-ta 
  機械=ACC 叩く-SEQ 壊す-PST 
  機械を叩いて壊した．（国語研語彙より．表記改） 
 
 使役の場合は子音語幹動詞に -ase-ru，母音語幹動詞に -sase-ru が付く．自動詞使役文の被使役者は，

与格 =ni か対格 =o で表し，向格=i は用いられない（4-2, 4-4-a, b）．強制使役では対格（4-2，4-4-a）が

用いられ，許可使役では与格・対格両方が可とされるが与格のほうが現われやすい（4-4-b）．他動詞の使

役文の場合は，被使役者は与格で表され，対格=o は用いられない（4-3, 4-5-b）4．複他動詞 kise-ru（着せ
る）文では動作者が被動作者（与格）に直接に作用を及ぼすのに対し，他動詞使役 ki-sase-ru 文は動作者

が自分で服を着る場合に使われる（4-5a, b）． 
 
4-2 私は（自分の）弟を立たせた．【自動詞からの使役】 
 [o]rjaa [zi]buɴno [o]tooto[o] tata[se]ta 
 orjaa zibuɴ=no otooto=o tat-ase-ta 
 1.TOP REFL=GEN 弟=ACC 立つ-CAUS-PST 
 私は自分の弟を立たせた．［I］ 
 
 
 
 

                                                        
4 4-4-a は自動詞使役文に目的節「パンを買いに」が挿入されている．この場合，被使役者と目的節の目

的語とにともに対格が現われる． 
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4-3 私は（自分の）弟に歌を歌わせた．【他動詞からの使役】 
 [o]rjaa {sja[te]eni/[i]mooto[ni]} uta[a] utaaseto[o][[jo 
 orjaa {sjatee=ni/imooto=ni} utaa uta-ase-too=jo 
 1.TOP {弟=DAT/妹=DAT} 歌.ACC 歌う-CAUS-PST=SFP 
 私は｛弟に/妹に｝歌を歌わせたよ．［M］ 
 
4-4-a （遊びたがっている子供に無理やり）母は子供をパンを買いに行かせた．【強制使役】 
 oka[a]wa kodomoo pa[ɴ]o kaini [i]kaseto[o][[jo 
 o-kaa=wa kodomo=o paɴ=o kai=ni ik-ase-too=jo 
 POL-母=TOP 子供=ACC パン=ACC 買う=DAT 行く-CAUS-PST=SFP 
 母は子供をパンを買いに行かせたよ．［M］ 
 
4-4-b （遊びに行きたがっているのを見て）母は子供に遊びに行かせた．【許可使役】 
 oka[a]saɴ[wa {ko]domoni/ko]domoo} a]sobini ikaseta 
 o-kaa-saɴ=wa {kodomo=ni/kodomo=o} asobi=ni ik-ase-ta 
 POL-母-HCR=TOP {子供=DAT/子供=ACC} 遊び=DAT 行く-CAUS-PST 
 お母さんは｛子供に/子供を｝遊びに行かせた．［I］ 
 
4-5-a 私は弟に服を着せた．【他動詞による表現と自動詞の使役】 
 [o]rjaa [o]tooto[ni] hu[ku]o kiseta 
 orjaa otooto=ni huku=o kise-ta 
 1.TOP 弟=DAT 服=ACC 着せる-PST 
 私は弟に服を着せた．［I］ 
 
4-5-b 私は弟にその服を着させた．【他動詞による表現と自動詞の使役】 
 [o]rjaa [o]tooto[ni so]no hukuu ki[saseta 
 orjaa otooto=ni sono hukuu ki-sase-ta 
 1.TOP 弟=DAT その 服.ACC 着る-CAUS-PST 
 私は弟にその服を着させた．（弟が自分で服を着るという動作を行った場合）［I］ 
 
 物の授与は jar-u, kure-ru で表され，これらは補助動詞として恩恵の授与を表すこともできる．4-6, 4-7-
a, b に示すように，jar-u は与え手視点の場合にのみ用いられ，kure-ru は与え手視点，受け手視点の両方

に用いることができる．ただし補助動詞用法における与え手視点の kure-ru は容認しにくいとする話者

がある5．受け手が主語になる受納動詞として uke-ru が用いられ，恩恵の受納を表す補助動詞用法も持つ

（4-7-c）． 
 
 
 
 

                                                        
5 小西ほか（2022: 117-118）は，クレルは「補助動詞としては補語視点での使用に偏り，主語視点ではヤ

ルが使われる」としている． 
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4-6 私は弟にその本をあげた．【やりもらい，（話者から見ての）授恩恵と受恩恵の違い】 
 [o]rjaa [o]tooto[ni so]no ho[ɴ]o {jaQta/kureta} 
 orjaa otooto=ni sono hoɴ=o {jaQ-ta/kure-ta} 
 1.TOP 弟=DAT その 本=ACC {与える-PST/与える-PST} 
 私は弟にその本をやった．［I］ 
 
4-7-a 私は弟に本を読んであげた．【やりもらい，（話者から見ての）授恩恵と受恩恵の違い】 
 [o]rjaa [o]tooto[i] ho[ɴ]o joɴ[de] jaQto[o 
 orjaa otooto=i hoɴ=o joɴ-de jaQ-too 
 1.TOP 弟=ALL 本=ACC 読む-SEQ BEN-PST 
 私は弟に本を読んでやった．［M］（joɴde kuretoo は用いにくい） 

 [o]rjaa [o]tooto[ni] ho[ɴ]o joɴ[de ku]reta 
 orjaa otooto=ni hoɴ=o joɴ-de kure-ta 
 1.TOP 弟=DAT 本=ACC 読む-SEQ BEN-PST 
 私は弟に本を読んでやった．［I］ 
 
4-7-b 兄は私に本を読んでくれた．【やりもらい，（話者から見ての）授恩恵と受恩恵の違い】 
 ani[i]wa [o]reni ho[ɴ]o joɴ[de ku]reta 
 anii=wa ore=ni hoɴ=o joɴ-de kure-ta 
 兄=TOP 1=DAT 本=ACC 読む-SEQ BEN-PST 
 兄は私に本を読んでくれた．［I］ 
 
4-7-c 私は母に髪を切ってもらった．【テモラウ】 
 [o]rjaa oka[a]saɴni kami[o] kiQ[te u]keta 
 orjaa o-kaa-saɴ=ni kami=o kiQ-te uke-ta 
 1.TOP POL-母-HCR=DAT 髪=ACC 切る-SEQ BEN-PST 
 私はお母さんに髪を切ってもらった．［I］ 

 参考 maŋo=kara hoɴ=o uke-too=jo 
  孫=ABL 本=ACC もらう-PST=SFP 
  孫から本をもらったよ．（小西ほか 2022: 118） 
 
 身体部位を洗うという再帰的な動作は，他動詞 aroo /araw-u/を用い，身体部位を対格で表す（4-8）．自
身に利益がある行為を行うことを表す特別な構文や述語形式はなく，あえてそのことを明示するなら「自

分のために」などの副詞句で表す（4-9）．再帰代名詞には 4-8-a，4-9 のように temae（temai とも）や zibuɴ
が使われる6． 
 
 
 

                                                        
6 4-8-a では調査項目の「（自分の）」部分も含めた文が得られたが，4-8-b, c からもうかがえるようにそれ

が必須なわけではない． 



The Narada dialect of Japanese: ‘Passive expression’, ‘Voice and related expressions’, ‘Aspect’, etc., Takeo Sakagami et al. 

 8 / 46 

4-8-a 私は（自分の）体を洗った．【再帰】 
 [o]rjaa {[zi]buɴno/[te]ma[e]no} karadaa araQto[o 
 orjaa {zibuɴ=no/temae=no} karadaa araQ-too 
 1.TOP {REFL=GEN/REFL=GEN} 体.ACC 洗う-PST 
 私は自分の体を洗った．［I］ 
 
4-8-b 私は手を洗った．【再帰】 
 [o]rjaa te[o] araQto[o 
 orjaa te=o araQ-too 
 1.TOP 手=ACC 洗う-PST 
 私は手を洗った．［M］ 
 
4-8-c 彼は手を洗った．【再帰】 
 [a]no otoka[a] {te[o a]raQta/te[o] araQto[o} 
 ano otokaa {te=o araQ-ta/te=o araQ-too} 
 あの 男.TOP {手=ACC 洗う-PST/手=ACC 洗う-PST} 
 あの男は手を洗った．［I］ 
 
4-9 （自分のために）私はその本を買った．【自利態】 
 [zi]buɴno tame[ni o]rjaa sono ho[ɴ]o kaQto[o 
 zibuɴ=no tame=ni orjaa sono hoɴ=o kaQ-too 
 REFL=GEN 為=DAT 1.TOP その 本=ACC 買う-PST 
 自分のために私はその本を買った．［I］ 
 
 「殴り合う」という相互行為については，/aw-u/（合う）を後部要素とする複合動詞と，-Qko という

名詞化接辞による形式が得られた（4-10）．これらの生産性については不明である．共同で行為を行う場

合には，miɴna iQsjoni（皆いっしょに）といった副詞句で表されている（4-11）． 
 
4-10 彼らは（／その人たちは）（互いに）殴り合っていた．【相互】 
 [a]no [o]tokosjuaa [bu]QsaraiQ[ko]o si]teeru[jo 
 ano otoko-sjuaa buQsarai-Qkoo si-tee-ru=jo 
 あの 男-PL.TOP 殴る-RECP.NMNL.ACC する-CONT-NPST=JO 
 あの男たちは互いに殴り合っているよ（lit. 殴りっこをしているよ）．［M］ 

 [so]no hito[ta]cjaa [na]ŋuriaQ[te] {ita/ito[o} 
 sono hito-tacjaa naŋuri+aQ-te {i-ta/i-too} 
 その 人-PL.TOP 殴る+合う-SEQ {CONT-PST/CONT-PST} 
 その人たちは殴り合っていた．［I］ 
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4-11 その人たちは（みんな一緒に）街へ行った．【衆動】 
 [so]no hito[da]cjaa [mi]ɴna [i]Qsjoni {maci[e i]Qta/maci[e] iQto[o} 
 sono hito-dacjaa miɴna iQsjo=ni {maci=e iQ-ta/maci=e iQ-too} 
 その 人-PL.TOP 皆 一緒=COP.ADVLZ {街=ALL 行く-PST/街=ALL 行く-PST} 
 その人たちは皆一緒に街へ行った．［I］ 
 
 自発は，可能と同じ -(r)e-ru か，-te simoo /-te simaw-u/ で表す．小西ほか（2022: 120）は，奈良田方言

には「動詞語根-自発接辞 *-a(a)sar-u」という語形成の kikaasar-u（聞こえる），ukasar-u（受かる）がある

が，共時的にはこの自発接辞に生産性がないことを記している． 
 
4-12 その映画は泣ける（その映画を見ると泣いてしまう）．【自発】 
 [ko]no e[e]ŋawa [na]keru[naa 
 kono eeŋa=wa nak-e-ru=naa 
 この 映画=TOP 泣く-POT-NPST=SFP 
 この映画は泣けるな．［M］ 
 
 [ko]no e[e]ŋaa mi[re]ba [nai]te simoo[jo 
 kono eeŋaa mi-reba nai-te simoo=jo 
 この 映画=ACC 見る-COND 泣く-SEQ PFV.NPST=SFP 
 この映画を見れば泣いてしまうよ．［M］ 
 
 他動詞が表す動作が非意志的に起こったことを表す場合には，副詞句などでそれを補うか，-te 
hiQcimoo /-te hiQ-cimaw-u/で表される．後者は 4-12 の自発文で用いられる /-te simaw-u/ の補助動詞部分

に接頭辞 hiQ- が付いたものだが，両者に使い分けがあるのかは未確認である． 
 
4-13-a 私は卵を割った．【意志／無意志】 
 [o]rjaa tama[ŋo]o waQto[o 
 orjaa tamaŋo=o waQ-too 
 1.TOP 卵=ACC 割る-PST 
 私は卵を割った．［I］ 
 
4-13-b （うっかり落として）私はコップを割った／割ってしまった．【意志／無意志】 
 [o]rjaa [ko]Qpuu [wa]Qte hiQcimaQto[o]jo 
 orjaa koQpuu waQ-te hiQ-cimaQ-too=jo 
 1.TOP コップ.ACC 割る-SEQ EMPH-PFV-PST=SFP 
 私はコップを割ってしまったよ．［M］ 
 
 [u]Qka[ri] oto[i]te [o]rjaa {[ko]Qpuo waQto[o/ 
 uQkari otoi-te orjaa {koQpu=o waQ-too/ 
 うっかり 落とす-SEQ 1.TOP {コップ=ACC 割る-PST/ 
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 [ko]Qpuo [wa]Qta/ [ko]Qpuo [wa]Qte [hi]QcimaQ[to]o} 
 koQpu=o waQ-ta/ koQpu=o waQ-te hiQ-cimaQ-too} 
 コップ=ACC 割る-PST/ コップ=ACC 割る-SEQ EMPH-PFV-PST} 
 うっかり落として私は｛コップを割った/コップを割った/コップを割ってしまった｝．［I］ 
 
 可能は，子音語幹動詞は -ee-ru または -e-ru，母音語幹動詞は -re-ru または -rare-ru で表す（小西ほ

か 2022: 119-120）．4-14-a, b に示すように随意性による形式の使い分けはない7．可能については 6節（モ

ダリティ）も参照． 
 
4-14-a きのう私はコーヒーを飲みすぎて（飲みすぎたので）眠れなかった． 

【随意の不可能と不随意の不可能】 
 [ki]njoo [o]rjaa [ko]ohi[i]o {no[misu]ŋite/no[misu]ŋitoode} 
 kinoo orjaa koohii=o {nomi+suŋi-te/nomi+suŋi-too=de} 
 昨日 1.TOP コーヒー=ACC {飲む+過ぎる-SEQ/飲む+過ぎる-PST=CSL} 

 nee[re]enaɴdoojo 
 neer-ee-naɴdoo=jo8 
 眠る-POT-NEG.PST=SFP 
 きのう私はコーヒーを｛飲みすぎて/飲みすぎたから｝眠れなかったよ．［M］ 
 
 [ki]njoo [o]rjaa [ko]ohi[i]o {no[misu]ŋite/no[misu]ŋitoodoo[de} 
 kinjoo orjaa koohii=o {nomi+suŋi-te/nomi+suŋi-too=doode} 
 昨日 1.TOP コーヒー=ACC {飲む+過ぎる-SEQ/飲む+過ぎる-PST=CSL} 

 {[ne]rena[ɴdoo/[ne]re[na]kaQtoo} 
 {ne-re-naɴdoo/ne-re-nakaQ-too} 
 {寝る-POT-NEG.PST/寝る-POT-NEG-PST} 
 きのう私はコーヒーを｛飲み過ぎて/飲み過ぎたので｝寝られなかった．［I］ 
 
4-14-b きのう私は仕事がたくさんあって（たくさんあったので）眠れなかった． 

【随意の不可能と不随意の不可能】 
 [ki]njoo [o]rjaa [sja]adaŋa ga[i]ni9 aQte [ne]ere[na]ɴdoo[jo 
 kinjoo orjaa sjaada=ŋa gai=ni aQ-te neer-e-naɴdoo=jo 
 昨日 1.TOP 仕事=NOM 多量=COP.ADVLZ ある-SEQ 眠る-POT-NEG.PST=SFP 
 きのう私は仕事がたくさんあって眠れなかったよ．［M］ 
 
 
                                                        
7 小西ほか（2022: 119）は，動作を可能／不可能にする条件による対立は明確にないものの，子音語幹

動詞において動作主の能力による場合は -ee-ru が，外的状況によるばあいは -e-ru が用いられやすいと

する． 
8 neer-u は *ne+ir-u（寝入る）由来の子音語幹動詞と判断している． 
9 gai=no siŋoto（たくさんの仕事），gai=doo（たくさんだ）とも言えることを確認済．gai は形容名詞（い

わゆる形容動詞語幹）である． 
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 [ki]noo [o]rjaa [si]ŋotoŋa ga[i]ni {[a]Q[te/aQ[to]odoo[de} 
 kinoo orjaa siŋoto=ŋa gai=ni {aQ-te/aQ-too=doode} 
 昨日 1.TOP 仕事=NOM 多量=COP.ADVLZ {ある-SEQ/ある-PST=CSL} 

 ne]re[na]kaQta 
 ne-re-nakaQta 
 寝る-POT-NEG.PST 
 きのう私は仕事が多く｛あって/あったので｝寝られなかった．［I］ 
 
 主語の身体部位の一時的状態，恒常的状態はともに，身体部位を主格で標示する二重主語文によって

表される． 
 
4-15 私は頭が痛い．【全体と部分・主体・一時的】 
 [o]rjaa atama[ŋa] ita[i 
 orjaa atama=ŋa ita-i 
 1.TOP 頭=NOM 痛い-NPST 
 私は頭が痛い．［M］ 
 
4-16 彼女は髪が長い．【全体と部分・主体・恒常的】 
 [a]no oɴna[a ke]ŋa naŋa[i 
 ano oɴnaa ke=ŋa naŋa-i 
 あの 女.TOP 毛=NOM 長い-NPST 
 あの女は髪が長い．［M］ 
 
 4-17 のような他者の身体部位への動作は「身体部位の所有者=属格 身体部位=対格 他動詞」という

構造で表される．所有者の人名詞句に付く属格には =no, =ŋa の 2 形がある．属格についてより詳しく

は 7節「所有・存在表現」を参照． 
 
4-17-a 彼は（別の）彼の肩をたたいた．【全体と部分・対象・接触／結果状態が瞬間的】 
 [a]no otokono hita[a zi]roono ka[taa] tata[i]too 
 ano otoko=no hitaa ziroo=no kataa tatai-too 
 あの 男=GEN 人.TOP 次郎=GEN 肩.ACC 叩く-PST 
 あの男の人は次郎の肩を叩いた．［I］ 
 
4-17-b 彼は（別の）彼の腕をつかんだ．【全体と部分・対象・接触／結果状態が継続的】 
 [a]no otoka[a] zi[ro]oŋa ude[o] tukaɴ[do]ojo 
 ano otokaa ziroo=ŋa ude=o tukaɴ-doo=jo 
 あの 男.TOP 次郎=GEN 腕=ACC つかむ-PST=SFP 
 あの男は次郎の腕をつかんだよ．［M］ 
 
 視覚動詞 mi-ru，知識動詞 sir-u の認識内容にあたる事態は，4-18-a のように名詞節や 4-18-b のように

「連体節＋形式名詞」を対格で標示する．4-18-a にあるように奈良田方言では準体助詞を用いずに名詞
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節を作ることができる． 
 
4-18-a 私は彼がやって来るのを見た．【知覚構文】 
 [o]rjaa [a]no otoko[ŋa] ku[ru]u mi[to]ojo 
 orjaa ano otoko=ŋa ku-ruu mi-too=jo 
 1.TOP あの 男=NOM 来る-NPST.ACC 見る-PST=SFP 
 私はあの男が来るのを見たよ．［M］ 
 
4-18-b 私は彼が今日来ることを知っている．【知覚構文】 
 [o]rjaa [a]no otoko[ŋa] kjo[o] ku[ru] kotoo siQtee[to]o10 
 orjaa ano otoko=ŋa kjoo ku-ru koto=o siQ-tee-too 
 1.TOP あの 男=NOM 今日 来る-NPST 事=ACC 知る-CONT-PST 
 私はあの男が今日来ることを知っていた．［I］ 
 
 4-19 のように，思考動詞 omoo /omow-u/ の思考内容にあたる事態は，引用助詞 =to で標示される．引

用節中の再帰代名詞 temae（または temai）は主節主語に照応している． 
 
4-19 彼は自分（のほう）が勝つと思った．【引用文中の再帰】 
 [a]no [o]tokono hita[a {te]ma[e]ŋa/te]maeno [ho]o[ŋa]} ka[tu]to {omoQ[to]o/[o]moQ[ta} 
 ano otoko=no hitaa {temae=ŋa/temae=no hoo=ŋa} katu=to {omoQ-too/omoQ-ta} 
 あの 男=GEN 人.TOP {REFL=NOM/REFL=GEN 方=NOM} 勝つ=QUOT {思う-PST/思う-PST} 
 あの男の人は｛自分が/自分の方が｝勝つと思った．［I］ 
 
 動作が対象の全体に及ぶか一部に及ぶかは，4-20 のように副詞句によって表し分けられる11． 
 
4-20-a 私は（コップの）水（の一部）を飲んだ．【部分的に及ぶ動作と全体に及ぶ動作】 
 [o]rjaa [ko]Qpuno [mi]duu [i]ɴmee noɴ[do]o[jo 
 orjaa koQpu=no miduu iɴmee noɴ-doo=jo 
 1.TOP コップ=GEN 水.ACC 少し 飲む-PST=SFP 
 私はコップの水を少し飲んだよ．［M］ 
 
4-20-b 私は（コップの）水を全部飲んだ．【部分的に及ぶ動作と全体に及ぶ動作】 
 [o]rjaa [ko]Qpuno mizuu ze[ɴ]bu noɴ[do]o 
 orjaa koQpu=no mizuu zeɴbu noɴ-doo 
 1.TOP コップ=GEN 水.ACC 全部 飲む-PST 
 私はコップの水を全部飲んだ．［M］ 
 
 動詞の否定形は，4-21 のような恒常的な否定文でも一回的な否定文でも用いられる．否定形は -noo が

                                                        
10 siQteetoo は「知っていた」にあたる．調査項目は非過去の文だが過去の文が得られた． 
11 4-20-b において日本語共通語の「飲みきる」「飲み干す」などの複合動詞構造が可能かもしれないが，

未確認． 
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一般的で -na-i は新しい形式と思われる．ほかに -nu がある（小西ほか 2022: 114）． 
 
4-21 彼は肉を食べない．【恒常的な否定文】 
 [a]no otokono hita[a {ni]ku[u/ni]ku[o} {ka]na[i/ka]noo}12 
 ano otoko=no hitaa {nikuu/niku=o} {ka-na-i/ka-noo} 
 あの 男=GEN 人.TOP {肉.ACC/肉=ACC} {食う-NEG-NPST/食う-NEG.NPST} 
 あの男の人は肉を食わない．［I］ 
 
 4-22 の感覚述語「寒い」文では，主体を明示しない文（a），主体を主題で表す文，主体を与格主題で

表す文（b）が可能とのことである．与格主題は対比性を帯びるのではないかと推測されるが，確認不十

分である．4-23 の感情述語「驚く」文では，理由を中止節 -te で表し 1人称主語を明示しない文と，調

査文の逐語訳的な文が得られた．前者が自然なのではないかと推測される． 
 
4-22-a 今日は寒い．【感覚述語・非人称文／感覚主体の存在が感じられない，より客観的な表現】 
 kjo[o]wa sabu[i 
 kjoo=wa sabu-i 
 今日=TOP 寒い-NPST 
 今日は寒い．［M］ 
 
4-22-b 私は（何だか）寒い（私には寒く感じる）．【感覚述語・非人称文／斜格主語】 
 [o]rjaa na[ɴ]do]oka sabu[i 
 orjaa naɴ=doo=ka sabu-i 
 1.TOP 何=COP.NPST=Q 寒い-NPST 
 私は何だか寒い．［M］ 
 
 [o]renja[a] sa[bu]ku ka]ɴziru[jo 
 ore=njaa sabu-ku kaɴzi-ru=jo 
 1=DAT.TOP 寒い-ADVLZ 感じる-NPST=SFP 
 私には寒く感じるよ．［M］ 
 
4-23 人がとても多かったことに私は驚いた．【感覚述語・非人称文／斜格主語】 
 hito[ŋa] ga[i]ni ite [o]beeto[o]jo 
 hito=ŋa gai=ni i-te obee-too=jo 
 人=NOM 多量=COP.ADVLZ いる-SEQ 驚く-PST=SFP 
 人が多くいて驚いたよ．［M］ 
 
 [hi]toŋa ga[i]ni o[o]kaQta koto[ni o]rjaa [o]beeto[o 
 hito=ŋa gai=ni ookaQ-ta koto=ni orjaa obee-too 
 人=NOM 多量=COP.ADVLZ 多い-PST 事=DAT 1.TOP 驚く-PST 
 人がたいそう多かったことに私は驚いた．［I］ 

                                                        
12 ka-noo の動詞語幹は/kuw-/. /kuw-noo/ > /kuwa-noo/ (kuwa は否定接辞後続時の語幹異形態) > kanoo 



The Narada dialect of Japanese: ‘Passive expression’, ‘Voice and related expressions’, ‘Aspect’, etc., Takeo Sakagami et al. 

 14 / 46 

 
 話し手が経験した事態を表す，いわゆる現象文にあたる 4-24 では，名詞「雨」を主格で標示し，動詞

「降る」の開始の局面を -das-u（出す）を後部要素とする複合動詞構造で表している． 
 
4-24 雨が降り始めた．【現象文・現場での直接体験】 
 a[me]ŋa hu[ri]daitoojo 
 ame=ŋa huri+dai-too=jo 
 雨=NOM 降る+出す-PST=SFP 
 雨が降り出したよ．［M］ 
 
 4-25 は，名詞「本」を主題とし自動詞 ure-ru（売れる）で表される． 
 
4-25 この本はよく売れる．【中間構文】 
 [ko]no ho[ɴ]wa jo[ku u]reru 
 kono hoɴ=wa joku ur-e-ru 
 この 本=TOP よく 売る-POT-NPST 
 この本はよく売れる．［I］ 
 
5. アスペクト（語学研究所論集 第 15号） 

 動詞のテンスの対立は -ru（非過去），-too，-ta（過去）で表される．アスペクトの基本的な対立は，-
ru（非継続），-te i-ru，-te(e)-ru（継続）で表される．-te i-ru とその縮約形 -te(e)-ru は，2-11 のような進行

も，2-2や 2-12 のような結果状態の継続も表す． 
 -too，-ta は上述のように基本的にはテンスとしての過去を表すが，2-1 のように完結相も表す．2-2 の

ように -te i-ru, -te(e)-ru を使うと効力の継続（いわゆるパーフェクト）を表し，この文では発話時に主体

が存在することを含意する． 
 
2-1 ～さん（固有名詞）は／あの人はもう来た．【自動詞の完結相～パーフェクト】 
 {ta[ro]osaɴwa/ ano hita[a]} ha[i] ki[too 
 {taroo-saɴ=wa/ ano hitaa} hai ki-too 
 {太郎-HCR=TOP/ あの 人.TOP} もう 来る=PST 
 ｛太郎さんは/あの人は｝もう来た．［I］ 
 
2-2 ～さん（固有名詞）は／あの人はもう来ている．【自動詞のパーフェクト】 
 {ta[ro]owa/[a]no hita[a]} ha[i] ki[tee]rujo 
 {taroo=wa/ano hitaa} hai ki-tee-ru=jo 
 {太郎=TOP/あの 人.TOP} もう 来る-CONT-NPST=SFP 
 ｛太郎は/あの人は｝もう来ているよ．［M］ 
 
 完結相の否定（2-3）は，-te i-ru, -te(e)-ru の否定形 -cjaa i-noo で，現在の否定（2-4）は -ru の否定形 -
noo で表す．-cjaa i-noo の -cjaa は -te=wa の縮約形だが，この形が慣用化しており，*-te i-noo と言う形

は用いられない． 
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2-3 ～さん（固有名詞）は／あの人はまだ来ていない．【完結相の否定】 
 {ta[ro]osaɴwa/ano hita[a]} ma[da] ki[cja]a inoo 
 {taroo-saɴ=wa/ano hitaa} mada ki-cjaa i-noo 
 {太郎-HCR=TOP/あの 人.TOP} まだ 来る-SEQ.TOP CONT-NEG.NPST 
 ｛太郎さんは/あの人は｝はまだ来ていない（lit. 来てはいない）．［I］ 
 
2-4 ～さん（固有名詞）は／あの人はまだ来ない．【現在の否定】 
 {ta[ro]owa/ [a]no hita[a]} ma[da] ko[no]o 
 {taroo=wa/ ano hitaa} mada ko-noo 
 {太郎=TOP/ あの 人.TOP} まだ 来る-NEG.NPST 
 ｛太郎は/あの人は｝まだ来ない．［M］ 
 
 近未来は，非過去形 -ru で表し，副詞（2-5 では zikito）でその意味を補う． 
 
2-5 ～さん（固有名詞）は／あの人はもう（すぐ）来る．【近未来】 
 ta[ro]owa [zi]kito ku[ru]jo 
 taroo=wa zikito ku-ru=jo 
 太郎=TOP すぐ 来る-NPST=SFP 
 太郎はもうすぐ来るよ．［M］ 
 
 過去接辞 -too, -ta ともに，2-6 のような発見でも用いられる． 
 
2-6 （あ！）～さんが来た！【発見】 
 ta[ro]osaɴŋa {ki[ta/ki[to]o[[jo} 
 taroo-saɴ=ŋa {ki-ta/ki-too=jo} 
 太郎-HCR=NOM {来る-PST/来る-PST=SFP} 
 太郎さんが｛来た/来たよ｝．［I］ 
 
 現在と切り離された過去の肯定形は -too が基本で -ta も同様に使われる．その否定形は -naɴdoo がも

っとも一般的で，過去の否定形は他に -naɴda, -nakaQ-ta もある（小西ほか 2022: 114）． 
 
2-7 昨日～さんが来たよ．【現在と切り離された過去】 
 [ki]njoo ta[ro]osaɴŋa ki[to]o[[jo 
 kinjoo taroo-saɴ=ŋa ki-too=jo 
 昨日 太郎-HCR=NOM 来る-PST=SFP 
 きのう太郎さんが来たよ．［I］ 
 
2-8 昨日～さんは来なかったよ．【現在と切り離された過去（否定）】 
 [ki]njoo ta[ro]owa ko[naɴ]dooni 
 kinjoo taroo=wa ko-naɴdoo=ni 
 昨日 太郎=TOP 来る-NEG.PST=SFP 
 昨日太郎は来なかったよ．［M］ 
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 kuu /kuw-u/（食う・食べる）のような活動動詞の他動詞でも，過去形 -too がパーフェクト，非継続否

定形 -noo，継続否定形 -cjaa i-noo がその否定を表すために用いられる（2-9，2-10）．動作の進行は継続

形 -te i-ru, -te(e)-ru のほか，形式名詞 tokoroや名詞 saicjuu（最中）によるコピュラ文でも表すことがで

きる（2-11）． 
 
2-9 （私は）あのリンゴをもう食べた．【他動詞のパーフェクト】 
 [o]rjaa [a]no [ri]ɴŋo[o] ha[i] kuQ[to]ojo 
 orjaa ano riɴŋo=o hai kuQ-too=jo 
 1.TOP あの リンゴ=ACC もう 食う-PST=SFP 
 私はあのリンゴをもう食べたよ．［M］ 
 
2-10 私はあのリンゴをまだ食べていない．／私はあのリンゴをまだ食べない． 

【他動詞のパーフェクトの否定】 
 [o]rjaa [a]no [ri]ɴŋo[o] ma[da] {ka[no]o[[jo/ 
 orjaa ano riɴŋo=o mada {ka-noo=jo/ 
 1.TOP あの りんご=ACC まだ {食う-NEG.NPST=SFP/ 

 kuQ[cja]a inoo} 
 kuQ-cjaa i-noo} 
 食う-SEQ.TOP CONT-NEG.NPST} 
 私はあのリンゴをまだ｛食べないよ/食べていない｝．［I］ 
 
2-11 あの人は今（ちょうど）そのリンゴを食べています／食べているところです．【現在進行】 
 [a]no hitaa [cjo]odo i[ma ri]ɴŋo[o] 
 ano hitaa cjoodo ima riɴŋo=o 
 あの 人.TOP ちょうど 今 リンゴ=ACC 

 {kuQ[tee]ru/ kuQ[tee]ru to[koroda/ kuQ[tee]ru sa[icju]uda[na} 
 {kuQ-tee-ru/ kuQ-tee-ru tokoro=da/ kuQ-tee-ru saicjuu=da=na} 
 {食う-CONT-NPST/ 食う-CONT-NPST ところ=COP/ 食う-CONT-NPST 最中=COP=SFP} 
 あの人はちょうど今リンゴを｛食べている/食べているところだ/食べている最中だな｝．［M］ 
 
 到達動詞 ak-u（開く）では，-te i-ru, -te(e)-ru が結果状態の継続を表す（2-12）． 
 
2-12 窓が開いている／窓が開いていた．【対象物を主語とした結果状態】 
 ma[do]ŋa aitee[ru 
 mado=ŋa ai-tee-ru 
 窓=NOM 開く-CONT-NPST 
 窓が開いている．［M］ 
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 ma[do]ŋa [a]iteeto[o]ni 
 mado=ŋa ai-tee-too=ni 
 窓=NOM 開く-CONT-PST=SFP 
 窓が開いていたよ．［I］ 
 
 現在の習慣を表す 2-13 では非継続形・継続形ともに可能である．過去の習慣を表す 2-15 では継続過

去形 -te i-too が用いられる．2-14 では ni-ru（似る）の継続形が用いられる． 
 
2-13 私は毎朝新聞を読む／読んでいる．【習慣】 
 [o]rjaa ma[i]nici [si]ɴbuɴo {jo[mu]jo/jo[ɴ]deeru[jo} 
 orjaa mainici siɴbuɴ=o {jom-u=jo/joɴ-dee-ru=jo} 
 1.TOP 毎日 新聞=ACC {読む-NPST=SFP/読む-CONT-NPST=SFP} 
 私は毎日，新聞を｛読むよ/読んでいるよ｝．［M］ 
 
2-14 あなたは（あなたの）お母さんに似ている．【開始時点の不明瞭な状態】 
 o[i]sjaa oka[a]ni [ni]tee[ru[na 
 oisjaa o-kaa=ni ni-tee-ru=na 
 2.TOP POL-母=DAT 似る-CONT-NPST=SFP 
 あなたはお母さんに似ているな．［M］ 
 
2-15 私はその頃毎日学校に通っていた．【過去の習慣】 
 [o]rjaa sono koro ma[i]nici ga]Qkooni ka]joQte ito[o 
 orjaa sono koro mainici gaQkoo=ni kajoQ-te i-too 
 1.TOP その 頃 毎日 学校=DAT 通う-SEQ CONT-NPST 
 私はそのころ毎日学校に通っていた．［I］ 
 
 経験を表す 2-16 では日本語共通語の「～たことがある」と同じ構造が用いられる． 
 
2-16 私は～に（大きな街の名前など）行ったことがある．【経験】 
 [o]rjaa [to]okjoosa iQto[o ko]toŋa a[ru]jo 
 orjaa tookjoo=sa iQ-too koto=ŋa ar-u=jo 
 1.TOP 東京=ALL 行く-PST こと=NOM ある-NPST=SFP 
 私は東京に行ったことがあるよ．［M］ 
 
 起動相は das-u（出す）を後部要素とする複合動詞構造が用いられる．また，長時間の動作継続も，継

続形で表される（2-18）． 
 
2-17 やっとバスは走り出した／走り始めた．【起動相】 
 jo[i]Qsa ba[su]wa [ha]sirida[i]too[[jo 
 joiQsa basu=wa hasiri+dai-too=jo 
 やっと バス=TOP 走る+出す-PST=SFP 
 やっとバスは走り出したよ．［I］ 
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2-18 昨日彼女はずっと寝ていた．【長時間継続】 
 [ki]njoo [a]no [o]ɴnano[ko]wa [zu]uQto [ne]eQ[te] {ita/ito[o][[jo} 
 kinjoo ano oɴna+no+ko=wa zuuQto neeQ-te {i-ta/i-too=jo} 
 昨日 あの 女+GEN+子=TOP ずっと 眠る-SEQ {CONT-PST/CONT-PST=SFP} 
 きのうあの女の子はずっと眠っていたよ．［I］ 
 
 2-19 の試行は-te mi-ru という補助動詞構造で表される．2-20 の「分け与えた」にあたる述語として

wake-te jaQ-ta という補助動詞構造が得られたが，この jar-u は「与える」という実質動詞ではなく，4節
でみた恩恵の授与を表す補助動詞用法だと思われる． 
 
2-19 私はそれをちょっと食べてみた．【（軽度の）試行】 
 [o]rjaa [so]rjoo [i]ɴmee kuQ[te] mi[to]o[jo 
 orjaa sorjoo iɴmee kuQ-te mi-too=jo 
 1.TOP それ.ACC 少し 食う-SEQ 見る-PST=SFP 
 私はそれを少し食ってみたよ．［I］ 
 
2-20 あの人はそれ（ら）をみんなに分け与えた．【多方向への客体的分配】 
 [a]no hita[a so]rjoo [mi]ɴna[ni] wa[ke]te jaQto[o 
 ano hitaa sorjoo miɴna=ni wake-te jaQ-too 
 あの 人.TOP それ.ACC みんな=DAT 分ける-SEQ BEN-PST 
 あの人はそれをみんなに分けてやった．［I］ 
 
 2-21 では非継続・非過去形の-ru に終助詞 =jo, ni, ka が付いた形，または，勧誘を表す -zaa形が用い

られる．終助詞付きの形のうち，=jo, ni は平叙文で，聞き手に対して一方的に未来の行為を伝える文，

=ka は疑問文で，聞き手の意向を問う文と言える． 
 
2-21 さあ，（私たちは）行くよ！【近未来の勧誘】 
 sa[a {[i]ku[jo/[i]kuni/[i]kuka/[i]kazaa} 
 saa {ik-u=jo/ik-u=ni/ik-u=ka/ika-zaa} 
 さあ {行く-NPST=SFP/行く-NPST=SFP/行く-NPST=Q/行く-HOR } 
 さあ，｛行くよ/行くよ/行くか/行こう｝．［M］ 
 
 恒常的真理を表す 2-22 でも，継続形 -tee-ru が得られた． 
 
2-22 地球は太陽の周りを回っている．【恒常的真理】 
 ci[kju]uwa ta[i]joono [ma]arjoo [ma]aQtee[ru]jo 
 cikjuu=wa taijoo=no maarjoo maaQ-tee-ru=jo 
 地球=TOP 太陽=GEN まわり.ACC 回る-CONT-NPST=SFP 
 地球は太陽のまわりを回っているよ．［M］ 
 
 将然相の 2-23 では日本語共通語「-そうだ」に対応する -soo=doo が用いられる．開始直前のアスペク
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トだけでなく，視覚等の証拠にもとづく推測を表すモダリティ形式でもある．過去の未遂に終わった将

然相を表す 2-24 では形式名詞 toko によるコピュラ文が得られたが，-soo=doo も可能かどうかは未確認

である．2-25準備は，補助動詞構造 -te ok-u によって表す． 
 
2-23 あの木は今にも倒れそうだ．【将然相】 
 [a]no kja[a] i[maa]nimo  
 ano kjaa imaa=ni=mo 
 あの 木.TOP 今=DAT=ADD 

 {buQ[koro]bisoodoojo/[ko]robisoo[do]ojo/buQ[ka]arisoodoo[jo}13 
 {buQ-korobi-soo=doo=jo/korobi-soo=doo=jo/buQkaari-soo=doo=jo} 
 {EMPH-倒れる-PRSM=COP.NPST=SFP/倒れる-PRSM=COP.NPST=SFP/倒れる-PRSM=COP.NPST=SFP} 
 あの木は今にも｛倒れそうだよ（lit. ぶっ倒れそうだよ）/倒れそうだよ/倒れそうだよ｝［M］ 
 
2-24 （私は）あやうく転ぶところだった．【将然相－未遂】 
 [o]rjaa [a]bunaku [ko]robu toko[da]Qtoo 
 orjaa abunaku korob-u toko=daQ-too 
 1.TOP あやうく 転ぶ-NPST ところ=COP-PST 
 私はあやうく転ぶところだった．［M］ 
 
2-25 明日客が来るので，パンを買っておく．【準備】 
 [a]sitaa [kja]kuŋa ku[ru]de pa[ɴ]o ka]Qte okuka 
 asitaa kjaku=ŋa ku-ru=de paɴ=o kaQ-te ok-u=ka 
 明日.TOP 客=NOM 来る-NPST=CSL パン=ACC 買う-SEQ 置く-NPST=Q 
 明日客が来るので，パンを買っておくか．［M］ 
 
 2-26 では従属節の事態は，主節事態より前に生起しているが，ともに過去 -too で表されている．2-27
のように従属節を「非過去形＋{toki/ori/mae}ni」という構造にすると，主節事態よりも前に生起したこと

を表す．2-28 の引用節内で過去形は主節事態よりも前に生起したことを表す． 
 
2-26 （私は）〜に（街とか市場とか）行ったとき，この袋を買った． 

【絶対的テンスの言語における時制の一致／相対テンス】 
 [o]rjaa [to]okjooni iQto[o] tokini [ko]no hukuu kaQto[o]doo[jo 
 orjaa tookjoo=ni iQ-too toki=ni kono hukuu kaQ-too=doo=jo 
 1.TOP 東京=DAT 行く-PST とき=DAT この 服.ACC 買う-PST=COP.NPST=SFP 
 私は東京に行ったとき，この服を買ったんだよ．[M] 
 
2-27 （私は）～に（街とか市場とか）行く時／行く前に，この袋を買った． 

【絶対的テンスの言語における時制の一致／相対テンス】 
 

                                                        
13 korobu 単独で「倒れる」意味で用いることができるが，buQkorobu と言うほうが多い．kaaru は単独で

は使えない． 
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 [o]rjaa [to]okjooni [i]ku {toki[ni]/o[ri]ni/ma[e]ni} [ko]no hukuro[o 
 orjaa tookjoo=ni ik-u {toki=ni/ori=ni/mae=ni} kono hukuro=o 
 1.TOP 東京=DAT 行く {時=DAT/時=DAT/前=DAT} この 袋=ACC 

 {ka]Qta/ka]Qto[o} 
 {kaQ-ta/kaQ-too} 
 {買う-PST/買う-PST} 
 私は東京に行く｛時に/時に/前に｝この袋を買った．［I］ 
 
2-28 （私は）彼が市場でこの袋を買ったのを知っていた．【時制の一致】 
 [o]rjaa [a]no otoko[ŋa] i[ci]bade [ko]no hukuro[o] kaQto[o]o 
 orjaa ano otoko=ŋa iciba=de kono hukuro=o kaQ-too=o 
 1.TOP あの 男=NOM 市場=INS この 袋=ACC 買う-PST=ACC 

 siQte ito[o]jo 
 siQ-te i-too=jo 
 知る-SEQ CONT-PST=SFP 
 私はあの男が市場でこのふくろを買ったのを知っていたよ．［M］ 
 
 [o]rjaa [a]no otoko[ŋa] i[ci]ba[de] kono hukuro[o] 
 orjaa ano otoko=ŋa iciba=de kono hukuro=o 
 1.TOP あの 男=NOM 市場=INS この 袋=ACC 

 kaQto[o]ja[tu]u14 {mi[ta/siQ[te] i[ru} 
 kaQ-too=jatu=o {mi-ta/siQ-te i-ru} 
 買う-PST=NMNL.ACC {見る-PST/知る-SEQ CONT-NPST} 
 私はあの男が市場でこの袋を買ったのを｛見た/知っている｝．［I］ 
 
6. モダリティ（語学研究所論集 第 16号） 

 3-1 の許可は -temo jo-i，3-2 の禁止は -cjaa {ike-noo/dame=COP}，-(r)u=zjaa na-i，3-3 の義務は -naiba 
{nara-noo/ike-noo/dame=COP} のように命題的な表現で表される．禁止には接辞 -cjo による屈折形もある

15．義務には［否定仮定形=コピュラ］-naiba=COP, -deecjaa= COP も用いられる． 
 
3-1 （その仕事が終わったら）もう帰ってもいいですよ．【許可】 
 [so]no siŋotoŋa [o]waQta[ra] i[ma ka]eQ[te]mo jo[i][[jo 
 sono siŋoto=ŋa owaQ-tara ima kaeQ-temo jo-i=jo 
 その 仕事=NOM 終わる-COND もう 帰る-CONC 良い-NPST=SFP 
 その仕事が終わったら，もう帰ってもいいよ．［I］ 
 
 
 

                                                        
14 jatu が準体助詞のように用いられている． 
15 -cjo の丁寧な形として -cjoɴna, -cjode がある（小西ほか 2022: 103-104，小西 2022）． 
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3-2 （腐っているから，あなたは）それを食べてはいけない／それを食べるな．【禁止】 
 kusaQ[te]erude [so]reo kuQ[cja]a 
 kusaQ-tee-ru=de sore=o kuQ-cjaa 
 腐る-CONT-NPST=CSL それ=ACC 食う-SEQ.TOP 

 {[i]kenoo[jo]]/dame[da][[jo} 
 {ik-e-noo=jo/dame=da=jo} 
 {行く-POT-NEG.NPST=SFP/駄目-COP.NPST=SFP} 
 腐っているから，食べては｛いけないよ/駄目だよ｝．［M］ 
 
 [ku]saQ[te i]rudo[o]de o[i]sjaa [so]rjoo kuQ[cjo 
 kusaQ-te i-ru=doode oisjaa sorjoo kuQ-cjo 
 腐る-SEQ CONT-NPST=CSL 2.TOP それ.ACC 食う-PROH 
 腐っているので，あなたはそれを食べるな．［I］ 
 
 参考 kak-u=zjaa na-i=jo 
  書く-NPST=COP.ADVLZ.TOP NEG-NPST=SFP 
  （ここには何も）書くんじゃないよ．（小西 2022） 
 
3-3 （遅くなったので）私たちはもう帰らなければならない．【義務】 
 [o]soku naQ[to]odoo[de] ura[a] i[ma] kaera[na]iba nara[no]o 
 oso-ku naQ-too=doode uraa ima kaera-naiba nara-noo 
 遅い-ADVLZ なる-PST=CSL 1.PL.TOP もう 帰る-NEG.COND なる-NEG.NPST 
 遅くなったので，私たちはもう帰らなければならない．［I］ 
 
 参考 uraŋa ee=de=mo ki=o tuke-naiba=doo=jo 
  1.PL=GEN 家=INS=ADD 気=ACC つける-NEG.COND=COP.NPST=SFP 
  （隣に泥棒が入ったなら）私たちの家でも気をつけなければならないよ（lit. つけなけ 
  ればだよ）．（小西ほか 2022: 127） 
 
 3-4 の推奨は過去形 -too に hoo=ŋa jo-i，3-5 の評価的義務は非過去形 -(r)u に hoo=ŋa jo-i を付けて形容

詞によって表す16．評価的義務は非過去形 -(r)u に moɴ=doo を付けて表すこともある． 
 
3-4 （雨が降るそうだから）傘を持って出かけたほうがいいよ．【推奨】 
 a[me]ŋa [hu]risoo[do]ode ka[sa]a moQ[te] buɴ[da]itoo 
 ame=ŋa huri-soo=doo=de kasaa moQ-te buɴ-dai-too 
 雨=NOM 降る-PRSM=COP.NPST=CSL 傘.ACC 持つ-SEQ EMPH-出す-PST 

 

                                                        
16 評価的義務では過去形 -ta に hoo=ŋa jo-i が付く例も得ているが，非過去形のほうが自発的に用いられ

やすい．また，推奨における -(r)u hoo=ŋa jo-i の容認度は未確認だが，これまで得た複数の例で自発的に

過去形が用いられている． 



The Narada dialect of Japanese: ‘Passive expression’, ‘Voice and related expressions’, ‘Aspect’, etc., Takeo Sakagami et al. 

 22 / 46 

 ho[oŋa] jo[i][[jo 
 hoo=ŋa jo-i=jo 
 方=NOM 良い-NPST=SFP 
 雨が降りそうだから，傘を持って出かけたほうがいいよ．［I］ 
 
3-5 歳をとったら，子供の言うことを聞くべきだ／聞くものだ．【評価的義務】 
 [to]sjo[o] to[re]ba [ko]domono juu koto[o 
 tosjoo tor-eba kodomo=no ju-u koto=o 
 年.ACC とる-COND 子供=GEN 言う-NPST こと=ACC 

 {ki]ku ho[o]ŋa jo[i][[jo/[ki]ku moɴ[do]o[na} 
 {kik-u hoo=ŋa jo-i=jo/kik-u moɴ=doo=na} 
 {聞く-NPST 方=NOM 良い-NPST=SFP/聞く-NPST もの=COP.NPST=SFP} 
 年をとったら，子供の言うことを｛聞く方がいいよ/聞くものだな｝．［M］ 
 
 3-6 の希望は形容詞の活用をする接尾辞 -ta-i で表される． 
 
3-6 お腹が空いたので，（私は）何か食べたい．【希望】 
 hara[ŋa] heQto[o]doode [o]rjaa na[ni]oka [ku]ita[i 
 hara=ŋa heQ-too=doode orjaa nani=o=ka kui-ta-i 
 腹=NOM 減る-PST=CSL 1.TOP 何=ACC=Q 食う-OPT-NPST 
 腹が減ったので，私は何か（lit. 何をか）食べたい．［I］ 
 
 1人称の意志を表す 3-7 では非過去形 -(r)u の終助詞付加形，意志形 -zuやそれに疑問助詞を付加した 
-su=ka，ほかに -aa形が使われる17．勧誘では 3-8, 3-9 にあるように相手の意向が不明の場合もそうでな

い場合も -zaa が用いられる．相手の意向が不明の場合には -de=ka も用いられる．-de は古語の未然形接

続・否定の「で」と同源と推測し，否定中止（NEG.SEQ）とする18．後述のように懇願（依頼）にも用い

られる． 
 
3-7 私が持ちましょう．【意志】 
 [o]reŋa {motu[[jo/mota[su]ka/motaa} 
 ore=ŋa {mot-u=jo/mota-su=ka/mot-aa} 
 1=NOM {持つ-NPST=SFP/持つ-VOL=Q/持つ-VOL} 
 私が｛持つよ/持とうか/持とう｝．［M］ 
 
 [o]reŋa moQ[te]Qte jaraa 
 ore=ŋa moQ-teQ-te jar-aa 
 1=NOM 持つ-SEQ.行く-SEQ BEN-VOL 
 私が持って行ってやろう．［I］ 

                                                        
17 -su は -zu の異形態であり，後続が=ka の時に用いられやすい（小西ほか 2022: 132）．-aa は未詳．非

過去 -(r)u と終助詞 =wa の融合形である可能性がある．ここでは暫定的に意志（VOL）とした． 
18 清水（1957: 97）参照．小西ほか（2022）は -de=ka には触れていない． 
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 参考 sono kasjoo oisi=ni kure-zu 
  その 菓子.ACC 2=DAT 与える-VOL 
  その菓子をあなたにやろう．（小西ほか 2022: 132） 
 
3-8 じゃあ，一緒に昼ご飯を食べましょう．【勧誘】 
 [so]o[zja]a iQsjoni [hi]rumesio ka[za]a 
 soo=zjaa iQsjo=ni hiru+mesi=o ka-zaa 
 そう=COP.COND 一緒=COP.ADVLZ 昼+飯=ACC 食う-HOR 
 じゃあ（lit. そうじゃあ），一緒に昼飯を食おう．［I］ 
 
3-9 一緒に昼ご飯を食べませんか？【相手の意向が不明な場合の勧誘】 
 [i]Qsjoni [hi]rumesjoo ka[za]a 
 iQsjoni hiru+meshoo ka-zaa 
 一緒=COP.ADVLZ 昼+飯.ACC 食う-HOR 
 一緒に昼飯を食おう．［M］［I］ 
 
 [i]Qsjoni [hi]rumesjoo ka[de]ka 
 iQsjoni hiru+meshoo ka-de=ka 
 一緒=COP.ADVLZ 昼+飯.ACC 食う-NEG.SEQ=Q 
 いっしょに昼飯を食わないか．［I］ 
 
 3-10 の希望は，補助形容詞 hosi-i（例文略），受納動詞 uke-ru の補助動詞用法に接尾辞 -ta-i を付けて

表す．ほかに評価的な表現 -reba jo-i も用いられる． 
 
3-10 明日，良い天気になるといいなあ．／明日は良い天気になってほしいなあ．【希望】 
 [a]sitaa jo[i te]ɴkini {na[re]ba jo[ina/ 
 asitaa jo-i teɴki=ni {nar-eba jo-i=na/ 
 明日.TOP 良い-NPST 天気=DAT {なる-COND 良い-NPST=SFP/ 

 naQ[te u]keta[i[na} 
 naQ-te uke-ta-i=na} 
 なる-SEQ もらう-OPT-NPST=SFP} 
 明日は良い天気に｛なればいいな/なってもらいたいな｝．［M］ 
 
 命令は子音語幹動詞に -e，母音語幹動詞に -ro といった語尾が付いて表されるが，3-11 にあるように

「来る」は不規則で koo となる． 
 
3-11 （私はここで待っているから）すぐにそれを持って来なさい．【命令】 
 [o]rjaa [ko]kode maci[te]erude [cju]udo sorjoo 
 orjaa koko=de maci-tee-ru=de cjuudo sorjoo 
 1.TOP ここ=INS 待つ-CONT-NPST=CSL すぐに それ.ACC 
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 moQ[te] ko[o]] 
 moQ-te koo 
 持つ-SEQ 来る.IMP 
 私はここで待っているからすぐにそれを持って来い．［M］ 
 
 懇願（依頼）では，補助動詞 kure-ru の不規則な命令形 kurjooや否定中止形 kure-de=ka が使われる（3-
12）．-de=ka は上述のとおり勧誘にも使われる形である19． 
 
3-12 そのペンをちょっと貸していただけませんか？【懇願】 
 [so]no pe[ɴ]o [i]ɴmee [ka]site {kurjoo/kurede[ka} 
 sono peɴ=o iɴmee kasi-te {kurjoo/kure-de=ka} 
 その ペン=ACC 少し 貸す-SEQ {BEN.IMP/BEN-NEG.SEQ=Q} 
 そのペンを少し貸して｛くれ/くれないか｝．［I］ 
 
 可能を表す接尾辞は，子音語幹動詞 -ee-ru, -e-ru，母音語幹動詞 -rare-ru, -re-ruと，非対称的である

（小西ほか2022: 19）．ほかに非過去形 -(r)uにkoto=ŋa deki-ruが付いた形や -e(e)-ruによる可能動詞でも

表される．3-13の能力可能も3-14の状況可能も同様である20． 
 
3-13 あの人は中国語が読めます．／あの人は中国語を読むことができます．【能力可能】 
 [a]no hita[a {cju]uŋokuŋoŋa jome[ru/ 
 ano hitaa {cjuuŋoku+ŋo=ŋa jom-e-ru/ 
 あの 人.TOP {中国+語=NOM 読む-POT-NPST/ 

 cju]uŋokuŋo[o] jo[mu] kotoŋa deki[ru} 
 cjuuŋoku+ŋo=o jom-u koto=ŋa deki-ru} 
 中国+語=ACC 読む-NPST こと=NOM できる-NPST} 
 あの人は｛中国語が読める/中国語を読むことができる｝．［I］ 
 
3-14 明かりが暗くて，ここに何が書いてあるのか，読めない．【状況可能】 
 [a]kariŋa kuraku[te] kokoni na[ni]ŋa ka]ite a[ru]dooka 
 akari=ŋa kura-kute koko=ni nani=ŋa kai-te ar-u=doo=ka 
 明かり=NOM 暗い-SEQ ここ=DAT 何=NOM 書く-SEQ ある-NPST=COP.NPST=Q 

 jo[me]enoojo 
 jom-ee-noo=jo 
 読む-POT-NEG.NPST=SFP 
 明かりが暗くて，ここに何が書いてあるのか読めないよ．［M］ 
 
 蓋然性の表現について，3-15 のように確信には =ni ciŋaina-i, =hazu=da という形式がある．3-16 の推量

                                                        
19 -de は単独で丁寧な命令表現としても使われる（小西ほか 2022: 130-131，小西 2022）． 
20 小西ほか（2022: 119）は子音語幹動詞の場合 -ee-ru が能力可能，-e-ru が状況可能に用いられやすいと

するが，今回の調査結果では話者間の差もあり，判然としない． 



奈良田方言：特集補遺データ「受動表現」「ヴォイスとその周辺」「アスペクト」「モダリティ」他, 阪上健夫ほか 
 

 25 / 46 

は =ra で表され，3-17 の疑念は =zja na-i=ra=ka によって表される．3-18 の可能性は =ka=mo sire-noo の

ように，異なる形式で区別がなされている． 
 
3-15 （朝早く出発したから）彼らはもう着いているはずだ／もう着いたに違いない．【確信】 
 a[sa] ha[ja]ku buɴ[da]itoode [a]no otoka[a] ha[i] 
 asa haja-ku buɴ-dai-too=de ano otokaa hai 
 朝 早い-advlz emph-出す-pst=csl あの 男.top もう 

 tu[i]teeruni [ci]ŋainaina 
 tui-tee-ru=ni ciŋaina-i=na 
 着く-CONT-NPST=COP.ADVLZ INFER-NPST=SFP21 
 朝早く出発したからあの男らはもう着いているにちがいないな．［M］ 
 
 [a]no otokora[a] ha[i] tu[i]teeruhazudaŋa 
 ano otoko-raa hai tui-tee-ru=hazu=da=ŋa 
 あの 男-PL.TOP もう 着く-CONT-NPST=INFER=COP.NPST=ADVS 
 あの男らはもう着いているはずだが．［M］ 
 
3-16 （あの人は）明日はたぶん来ないだろう．【推量】 
 [a]no hita[a a]sita ta[bu]ɴ ko[nu]ra 
 ano hitaa asita tabuɴ ko-nu=ra 
 あの 人.TOP 明日 たぶん 来る-NEG.NPST=INFER 
 あの人は明日はたぶん来ないだろう．［M］ 
 
3-17 彼らはまだ来ないなんて，きっと途中で車が壊れたんじゃないか．【疑念】 
 ano [sja]a ma[da] ko[no]ode 
 ano sjaa mada ko-noo=de 
 あの 人.PL.TOP まだ 来る-NEG.NPST=CSL 

 [to]cjuude [ku]rumaŋa kowa[re]toozja na[i]raka 
 tocjuu=de kuruma=ŋa koware-too=zja na-i=ra=ka 
 途中=INS 車=NOM 壊れる-PST=COP.ADVLZ.TOP ない-NPST=INFER=Q 
 あの人たちはまだ来ないから，途中で車が壊れたんじゃないだろうか．［M］ 
 
3-18 （昼間だからあの人は家に）さあ，いるかもしれないし，いないかもしれない．【可能性】 
 [hi]rumado[ode] ano hita[a] jee[ni] iruka[mo] sirenoo[si] 
 hiruma=doo=de ano hitaa jee=ni i-ru=ka=mo sire-noo=si 
 昼間=COP.NPST=CSL あの 人.TOP 家=DAT いる-NPST=Q=ADD 知れる-NEG.NPST=MUL 

 inai[ka]mo sirenoo[jo. 
 i-na-i=ka=mo sire-noo=jo 
 いる-NEG-NPST=Q=ADD 知れる-NEG.NPST=SFP 
                                                        
21 ciŋaina-を 1形態素とみなし，INFER（推量）のグロスを与える． 
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 昼間だからあの人は家にいるかもしれないし，いないかもしれないよ．［I］ 
 
 証拠性の表現について，3-19の視覚／聴覚以外の感覚による判断は =joo=doo，3-20の cmpは =ŋenoo，
=soo=doo のように区別がされる． 
 
3-19 （額に触ってみて）どうもあなたは熱があるようだ．【視覚／聴覚以外の感覚による判断】 
 doo[mo] o[i]sjaa netu[ŋa] a[ru]joodoo[jo 
 doomo oisjaa netu=ŋa ar-u=joo=doo=jo 
 どうも 2.TOP 熱=NOM ある-NPST=PRSM=COP.NPST=SFP 
 どうもあなたは熱があるようだよ．［I］ 
 
3-20 （天気予報によれば）明日は雨が降るそうだ．【伝聞】 
 [a]sitaa a[me]ŋa hu[ru]ŋeno]o[jo 
 asitaa ame=ŋa hur-u=ŋenoo=jo 
 明日.TOP 雨=NOM 降る-NPST=HS=SFP 
 明日は雨が降るそうだよ．［M］ 
 
 [te]ɴkijo[ho]oni jore[ba a]sitaa a[me]ŋa hu[ru]soo[do]o[jo 
 teɴki+johoo=ni jor-eba asitaa ame=ŋa hur-u=soo=doo=jo 
 天気+予報=DAT 拠る-COND 明日.TOP 雨=NOM 降る-NPST=HS=COP.NPST=SFP 
 天気予報によれば，明日は雨が降るそうだよ．［I］ 
 
 3-21 と 3-22 の反実仮想は特別な法の形式を取らず，-tara，-reba といった仮定形で表される． 
 
3-21 もしお金があったら，あの車を買うんだけれどなあ．【反実仮想】 
 mo[si] ze[ni]ŋa aQ[ta]ra22 ano kurumaa [ko]odo[o]ŋa 
 mosi zeni=ŋa aQ-tara ano kurumaa koo=doo=ŋa 
 もし 銭=NOM ある-COND あの 車.ACC 買う.NPST=COP.NPST=ADVS 
 もし銭があったら，あの車を買うのだが．［I］ 
 
3-22 もしあなたが教えてくれていなかったら，私はそこにたどり着けなかったでしょう． 

【反実仮想過去】 
 mo[si] o[i]siŋa [o]soite ku]renai[ba o]rjaa sokoi[wa] 
 mosi oisi=ŋa osoi-te kure-naiba orjaa soko=i=wa 
 もし 2=NOM 教える-SEQ BEN-NEG.COND 1.TOP そこ=ALL=TOP 

 ike[e]naɴdoo[jo 
 ik-ee-naɴdoo=jo 
 行く-POT-NEG.PST=SFP 
 もしあなたが教えてくれなければ，私はそこには行けなかったよ．［M］ 

                                                        
22 小西ほか（2022: 141）は「窓を開けたら虫が入ってきた」のような継起節で-taiba が使われるとしてい

るが，話者 I によると 3-21 の文で aQtaiba とは言わないそうである． 
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 3人称の主体による希望は 3-23 のように -ta-ŋaQ-tee-ru で表され，1人称主体の希望を表す ta-i とは区

別される． 
 
3-23 （あの人は）街へ行きたがっている．【3人称の主体による希望】 
 [a]no hita[a ma]ci[i] {ikitaŋaQ[te]eru[jo/ikitaŋaQteeru[ni]]} 
 ano hitaa maci-i {iki-ta-ŋaQ-tee-ru=jo/iki-ta-ŋaQ-tee-ru=ni} 
 あの 人.TOP 街=ALL {行く-OPT-VBLZ-CONT-NPST=SFP/行く-OPT-VBLZ-CONT-NPST=SFP} 
 あの人は街へ行きたがっているよ．［M］ 
 
 3-24 の 1 人称命令と 3-25 の 3 人称命令は［使役＋命令］によって表される．後者は［使役＋疑問］

［使役＋勧誘］でも表される． 
 
3-24 僕にもそれを少し飲ませろ．【1人称命令】 
 [o]reni[mo] sorjoo [i]ɴmee [no]mase[ro]] 
 ore=ni=mo sorjoo iɴmee nom-ase-ro 
 1=DAT=ADD それ.ACC 少し 飲む-CAUS-IMP 
 私にもそれを少し飲ませろ．［I］ 
 
3-25 これはあの人に持って行かせろ／持って行かせよう．【3人称命令】 
 [ko]rjaa [a]no hito[ni] 
 korjaa ano hito=ni 
 これ.TOP あの 人=DAT 

 {moQ[te i]kasero/moQ[te i]kaseruka/ moQ[te i]kasezaa}23 
 {moQ-te ik-ase-ro/moQ-te ik-ase-ru=ka/ moQ-te ik-ase-zaa} 
 {持つ-SEQ 行く-CAUS-IMP/持つ-SEQ 行く-CAUS-NPST=Q/ 持つ-SEQ 行く-CAUS-HOR} 
 これはあの人に｛持って行かせろ/持って行かせるか/持って行かせよう｝．［M］ 
 
 遠未来の命令は 3-26 のように近未来の命令と同じ形式で表される． 
 
3-26 そのテーブルの上のお菓子は後で食べなさい．【遠未来命令形】 
 [so]no [te]eburuno ue[no] ka[sjo]o a[to]de ke[e]] 
 sono teeburu=no ue=no kasjoo ato=de kee 
 その テーブル=GEN 上=GEN 菓子.ACC あと=INS 食う.IMP 
 そのテーブルの菓子をあとで食え．［I］ 
 
 仮定形 -reba は 3-27 のように jo-i を伴って反実仮想に用いることもできるが，3-28 のような例では 
doo=dura=ka，jo-i といった主節が積極的に回答されている．このような勧め表現において，主節がなく

ても文が成立する脱従属化は起こらないようである． 

                                                        
23 話者 M によると「moQte ikaserukaだと確定ではなく相談している意味になる．moQte ikasezaaだと確

定になる」とのこと．動作主への働きかけ（誘うこと）の実行が確定しているという意味だと思われる． 
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3-27 もっと早く来ればよかった．【反実仮想】 
 maQ[to] ha[ja]ku ku[re]ba jokaQ[tooni 
 maQto haja-ku ku-reba jokaQ-too=ni 
 もっと 早く-ADVLZ 来る-COND 良い-PST=SFP 
 もっと早く来れば良かったよ．［I］ 
 
3-28 あなたも一緒に行ったら（どうですか）？【脱従属化】 
 o[i]simo [i]Qsjoni ike[ba] doo[du]raka 
 oisi=mo iQsjo=ni ik-eba doo=dura=ka 
 2=ADD 一緒=COP.ADVLZ 行く-COND どう=COP.INFER=Q 
 あなたもいっしょに行ったらどうだろうか？［M］ 
 
 o[i]simo [i]Qsjoni {[i]ke[ba]/iQto[o] hooŋa} jo[ini]] 
 oisi=mo iQsjo=ni {ik-eba/iQ-too hoo=ŋa} jo-i=ni 
 2=ADD 一緒=DAT {行く-COND/行く-PST 方=NOM} 良い-NPST=SFP 
 あなたも一緒に｛行けば/行ったら/行った方が｝良いよ．［I］ 
 
 反語は 3-29 のように疑問詞を用いなくても疑問助詞 =ka によって表せる． 
 
3-29 オレがそんなこと知るか！【（疑問詞を含まない）反語】 
 [o]reŋa [so]ŋaɴ koto[o si]ruka 
 ore=ŋa soŋaɴ koto=o sir-u=ka 
 1=NOM そんな 事=ACC 知る-NPST=Q 
 私がそんなことを知るか！［M］ 
 
 [o]reŋa [so]ŋaano[o] koto[o] si]rudaka 
 ore=ŋa soŋaa=no koto=o sir-u=da=ka 
 1=TOP そんな=GEN 事=ACC 知る-NPST=COP.NPST=Q 
 私がそんなことを知るか（lit. 知るだか）！［I］ 
 
 3-30 の付加疑問は終助詞の連接形 =jo=na で表される． 
 
3-30 これを作った（料理した）のは，お母さんだよね？／いいえ，私が作ったのよ．【付加疑問】 
 [ko]rjoo tukuQ[to]owa oka[a]dajo[na 
 korjoo tukuQ-too=wa o-kaa=da=jo=na 
 これ.ACC 作る-PST=TOP POL-母=COP.NPST=SFP=SFP 
 これを作ったのは，お母さんだよね？［M］ 
 
 



奈良田方言：特集補遺データ「受動表現」「ヴォイスとその周辺」「アスペクト」「モダリティ」他, 阪上健夫ほか 
 

 29 / 46 

 {soo[zja]a na[i][[jo/ [i]ɴnja}24. 
 {soo=zjaa na-i=jo/ iɴnja} 
 {そう=COP.ADVLZ.TOP NEG-NPST=SFP/ NEG} 
 
 [so]rjaa [o]reŋa tukuQ[to]odoo[jo. 
 sorjaa ore=ŋa tukuQ-too=doo=jo 
 それ.TOP 1=NOM 作る-PST=COP.NPST=SFP 
 ｛そうじゃないよ/いや｝．それは私が作ったんだよ．［M］ 
 
7. 所有・存在表現（語学研究所論集 第 18号） 

 5-1 と 5-2 の恒常的な所有は「対格＋動詞si-tee-ru」で表される．5-2 は「毛が長い」にあたる表現も可能．

属格の =no を用いて修飾要素にすることもできる． 
 
5-1 あの人は青い目をしている．／青い目の人・目が青い人【一体的（譲渡不可能的）な，恒常的な所有(1)】 
 [a]no hita[a] ao[i] me[o si]teeru[na 
 ano hitaa ao-i me=o si-tee-ru=na 
 あの 人.TOP 青い-NPST 目=ACC する-CONT-NPST=SFP 
 あの人は青い目をしているな．［M］ 
 
 [a]o[i] me[no] hito 
 ao-i me=no hito 
 青い-NPST 目=GEN 人 
 青い目の人［I］ 
 
 me[ŋa] ao[i hi]to 
 me=ŋa ao-i hito 
 目=NOM 青い-NPST 人 
 目が青い人［I］ 
 
5-2 あの女｛は／の｝髪が長い・あの女は長い髪をしている／長い髪の女・髪の長い女 

【一体的な，恒常的な所有(2)】 
 [a]no oɴna[wa [ke]ŋa naŋa[i 
 ano oɴna=wa ke=ŋa naŋa-i 
 あの 女=TOP 毛=NOM 長い-NPST 
 あの女は髪が長い．［M］ 
 
 [a]no oɴnano hitono [ka]mi[ŋa] naŋa[i 
 ano oɴna=no hito=no kami=ŋa naŋa-i 
 あの 女=GEN 人=GEN 髪=NOM 長い-NPST 
 あの女の人の髪が長い．［I］ 

                                                        
24 話者 M によると応答詞にあたる iɴnja はあまり使わないとのこと． 
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 [a]no oɴnano hita[a na]ŋa[i ka]mi[o] sitee[ru 
 ano oɴna=no hitaa naŋa-i kami=o si-tee-ru 
 あの 女=GEN 人.TOP 長い-NPST 髪=ACC する-CONT-NPST 
 あの女の人は長い髪をしている．［I］ 
 
 naŋa[i] ke]no oɴna 
 naŋa-i ke=no oɴna 
 長い-NPST 毛=GEN 女 
 長い髪の女［M］ 
 
 [ka]mino naŋa[i] oɴna 
 kami=no naŋa-i oɴna 
 髪=GEN 長い-NPST 女 
 髪の長い女［I］ 
 
 5-3 の非普通所有物は ar-u で表され，修飾要素にする場合は属格の =no で表すこともできる．5-4 の

ように普通所有物であっても慣用句的表現であれば ar-u で表せる．「見る目がある」にあたる表現とし

て「目が高い」に逐語的に対応する形式も得られた． 
 
5-3 あの人には髭がある．／髭の男【非普通所有物】 
 [a]no hito[nja]a [hi]ŋeŋa a[ru 
 ano hito=njaa hiŋe=ŋa ar-u 
 あの 人=DAT.TOP 髭=NOM ある-NPST 
 あの人には髭がある．［I］／ 
 
 {[hi]ŋedurano/[hi]ŋeno} otoko 
 {hiŋe+dura=no/hiŋe=no} otoko 
 {髭+顔=GEN/髭=GEN} 男 
 ｛髭面の/髭の｝男［M］ 
 
5-4 あの人には（見る）目がある．／見る目のある人【慣用句的表現】 
 [a]no hito[nja]a mi[ru] meŋa a[ru 
 ano hito=njaa mi-ru me=ŋa ar-u 
 あの 人=DAT.TOP 見る-NPST 目=NOM ある-NPST 
 あの人には見る目がある．［I］ 
 
 me[ŋa] taka[i] hito 
 me=ŋa taka-i hito 
 目=NOM 高い-NPST 人 
 目が高い人［M］ 
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 mi[ru] meno a[ru] hito 
 mi-ru me=no ar-u hito 
 見る-NPST 目=GEN ある-NPST 人 
 見る目のある人［I］ 
 
 5-5，5-6 の側面語のある表現では，述語としてはコピュラ，修飾要素としては属格の =no が使われ，

ar-u による存在表現にはならない． 
 
5-5 あの人は 22歳だ．／22歳の人【側面語のある表現(1)】 
 [a]no hito[wa] ni[zju]uni[sa]ida 
 ano hito=wa nizjuu+ni-sai=da 
 あの 人=TOP 二十+二-CLF=COP 
 あの人は二十二歳だ．［I］ 
 
 ni[zju]uni[no] hito 
 nizjuu+ni=no hito 
 二十+二=GEN 人 
 22歳の人［M］ 
 
5-6 あの人は優しい性格だ．／優しい性格の人【側面語のある表現(2)】 
 [a]no hita[a [ja]sasii [se]ekakuda[na 
 ano hitaa jasasi-i seekaku=da=na 
 あの 人.TOP 優しい-NPST 性格=COP.NPST=SFP 
 あの人は優しい性格だな．［M］ 
 
 [ja]sasii seekakuno hito 
 jasasi-i seekaku=no hito 
 優しい-NPST 性格=GEN 人 
 優しい性格の人［I］ 
 
 5-7 の「背が高い」は一単語の形容詞ではなく see（背）を主格にした文で表される．5-8 のような属

性数量詞構文の場合は ar-u で表せる． 
 
5-7 あの人は背が高い．／背の高い人【側面語のある表現(3)】 
 [a]no hita[a] se[e]ŋa taka[i 
 ano hitaa see=ŋa taka-i 
 あの 人.TOP 背=NOM 高い-NPST 
 あの人は背が高い．［M］ 
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 [see]no taka[i] hito 
 see=no taka-i hito 
 背=GEN 高い-NPST 人 
 背の高い人［I］ 
 
5-8 あの人は背が 190 センチもある．【側面語のある表現(4)，属性数量詞構文】 
 [a]no hitono see[wa] hjakukjuuzjuQse[ɴ]cimo a[ru][[jo 
 ano hito=no see=wa hjakukjuuzjuQ-seɴci=mo ar-u=jo 
 あの 人=GEN 背=TOP 百九十-CLF=ADD ある-NPST=SFP 
 あの人の背は百九十センチもあるよ．［M］ 
 
 [a]no hita[a se]e[ŋa hja]kukjuuziQ[se]ɴcimo a[ru]dooQcjudoo[jo 
 ano hitaa see=ŋa hjakukjuuziQ-seɴci=mo ar-u=doo=Qcju=doo=jo 
 あの 人.TOP 背=NOM 百九十-CLF=ADD ある-NPST=COP.NPST=HS=COP.NPST=SFP 
 あの人は背が百九十センチもあるのだそうだよ［I］ 
 
 無生の所有者の場合も 5-9 のように「対格＋si-tee-ru」や属格の =no を用いる． 
 
5-9 その石は四角い形をしている．／四角い（形の）石【側面語のある表現(5)】 
 [so]no isja[a] sikaku[no ka]tacio sitee[ru 
 sono isjaa sikaku=no kataci=o si-tee-ru 
 その 石.TOP 四角=GEN 形=ACC する-CONT-NPST 
 その石は四角の形をしている．［M］ 
 
 [so]no isja[a] sikaku[da[na 
 sono isjaa sikaku=da=na 
 その 石.TOP 四角=COP.NPST=SFP 
 その石は四角だな．［M］（sikakuno katacio siteeruより sikakudana の方が言いやすいか） 
 
 [so]no isja[a si]kaku[i ka]tacio site i[ru 
 sono isjaa sikaku-i kataci=o si-te i-ru 
 その 石.TOP 四角い-NPST 形=ACC する-SEQ CONT-NPST 
 その石は四角い形をしている．［I］ 
 
 sikaku[no] isi 
 sikaku=no isi 
 四角=GEN 石 
 四角の石［M］ 
 
 [si]kaku[i ka]tacino isi[da 
 sikaku-i kataci=no isi=da 
 四角い-NPST 形=GEN 石=COP.NPST 
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 四角い形の石だ．［I］ 
 
 5-10や 5-11 の属性，5-14や 5-15 の親族といった所有関係の表現において，無生の所有対象（5-10「才
能」，5-11「熱」）は ar-u による存在表現，有生の所有対象（5-14「妻」，5-15「子供」）は i-ru による存在

表現で表せる．5-16 の，普遍的事実として身体部位「足」の所有を表す文もこれに準じる．5-11「病気
だ」にあたる表現としては名詞 bjooki のほか，動詞 jam-u継続形を用いることができる．5-12, 5-13 の衣

服の場合は ki-te i-ru等の着用動詞の継続形を用い，修飾要素としては衣服に属格 =no を付加して表す．

5-15 の「妊娠している」にあたる表現には動詞 haram-u の継続形も用いられる． 
 
5-10 あの人には才能がある．／才能のある人【属性】 
 [a]no hito[nja]a [sa]inooŋa a[ru][[jo 
 ano hito=njaa sainoo=ŋa ar-u=jo 
 あの 人=DAT.TOP 才能=NOM ある-NPST=SFP 
 あの人には才能があるよ．［M］ 
 
 [sa]inoono a[ru] hito 
 sainoo=no ar-u hito 
 才能=GEN ある-NPST 人 
 才能がある人［M］ 
 
5-11 あの人は病気だ．／あの人は熱がある．／病気の人【一時的属性】 
 [a]no hita[a] jaɴ[de]eru[na]a 
 ano hitaa jaɴ-dee-ru=na 
 あの 人.TOP 病む-CONT-NPST=SFP 
 あの人は病気だな（lit. 病んでいるな）．［M］ 
 
 [a]no hita[a [ne]tu[ŋa] aru 
 ano hitaa netu=ŋa ar-u 
 あの 人.TOP 熱=NOM ある-NPST 
 あの人は熱がある．［I］ 
 
 jaɴ[de]eru hito 
 jaɴ-dee-ru hito 
 病む-CONT-NPST 人 
 病気の人（lit. 病んでいる人）［M］ 
 
 [bjo]okino hitoda 
 bjooki=no hito=da 
 病気=NOM 人=COP.NPST 
 病気の人だ［I］ 
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5-12 あの人は青い服を着ている．／青い服の男【衣服等(1)】 
 [a]no hita[a a]oi [hu]ku[u] kite i[ru 
 ano hitaa ao-i hukuu ki-te i-ru 
 あの 人.TOP 青い-NPST 服.ACC 着る-SEQ CONT-NPST 
 あの人は青い服を着ている．［I］ 
 
 ao[i] huku[no] otoko[da 
 ao-i huku=no otoko=da 
 青い-NPST 服=GEN 男=COP.NPST 
 青い服の男だ．［I］ 
 
5-13 あの人はメガネをかけている．／メガネの男【衣服等(2)】 
 [a]no hita[a] meŋa[njo]o kaketeeru 
 ano hitaa meŋanjoo kake-tee-ru 
 あの 人.TOP メガネ.ACC かける-CONT-NPST 
 あの人はメガネをかけている．［M］ 
 
 me[ŋa]neno o]toko 
 meŋane=no otoko 
 メガネ=GEN 男 
 メガネの男［M］ 
 
5-14 あの人には妻がいる．／既婚の人・妻のいる人【親族の所有(1)】 
 [a]no hito[nja]a oka[a]ŋa i[ru]raka 
 ano hito=njaa o-kaa=ŋa i-ru=ra=ka 
 あの 人=DAT.TOP POL-妻=NOM いる-NPST=INFER=Q 
 あの人には妻がいるだろうか．［M］ 
 
 {[ki]koɴno/[o]kusaɴno iru} hito 
 {kikoɴ=no/oku-saɴ=no i-ru} hito 
 {既婚=GEN/奥-HCR=GEN いる-NPST} 人 
 既婚の人・妻（lit. 奥さん）のいる人［I］ 
 
 tu[re]aiŋa i[ru] hi[to 
 ture+ai=ŋa i-ru hito 
 連れ+合い=NOM いる-NPST 人 
 連れ合いがいる人［M］ 
 
 {[o]kaQsaɴno/[o]kaQsaɴŋa/oka[a]ŋa} iru hito 
 {o-kaQ-saɴ=no/o-kaQ-saɴ=ŋa/o-kaa=ŋa} iru hito 
 {POL-妻-HCR=GEN/POL-妻-HCR=NOM/POL-妻=NOM} いる-NPST 人 
 ｛妻の/妻が｝いる人［M］ 
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5-15 あの人には 3人子供がいる．／3人の子持ちの人・あの人の 3人の子供／妊娠している女性 

【親族の所有(2)】 
 

 [a]no hito[nja]a [sa]ɴniɴ [ko]domoŋa iru 
 ano hito=njaa saɴ-niɴ kodomo=ŋa i-ru 
 あの 人=DAT.TOP 三-CLF 子供=NOM いる-NPST 
 あの人には三人子供がいる．［I］ 
 
 [sa]ɴniɴ[no ko]mocino hito 
 saɴ-niɴ=no ko+moci=no hito 
 三-CLF=GEN 子+持ち=GEN 人 
 三人の子持ちの人［I］ 
 
 [a]no hito[no sa]ɴniɴ[no ko]domodo[o]jo 
 ano hito=no saɴ-niɴ=no kodomo=doo=jo 
 あの 人=GEN 三-CLF=GEN 子供=COP.NPST=SFP 
 （これは）あの人の三人の子供だよ．［M］ 
 
 ha[ra]ɴdeeru oɴna 
 haraɴ-dee-ru oɴna 
 はらむ-CONT-NPST 女 
 妊娠している（lit. はらんでいる）女［M］ 
 
 [ni]ɴsiɴsitee[ru] oɴnano hito 
 niɴsiɴ+si-tee-ru oɴna=no hito 
 妊娠+する-CONT-NPST 女=GEN 人 
 妊娠している女の人［I］ 
 
5-16 タコには足が 8 本ある．【普遍的な事実】 
 ta[ko]njaa asi[ŋa] haQ[po]ɴ a[ru][[jo 
 tako=njaa asi=ŋa haQ-poɴ ar-u=jo 
 タコ=DAT.TOP 足=NOM 八-CLF ある-NPST=SFP 
 タコには足が八本あるよ．［M］ 
 
 5-17 の含有物は +iri=no による連体修飾で，5-18 のもっとも一般的な所有は +moci=no による連体修

飾で表すことができる（ただしそれぞれの生産性は不明）．述語としては，5-18 の金銭の所有，5-20，5-
21 のような一時的携帯物は moQ-tee-ru で表せ，5-19 の家畜の所有は i-ru で表せる． 
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5-17 その飲み物にはアルコールが入っている．／アルコール入りの飲み物【ともに無生物，含有物】 
 [so]no nomi[mo]nonjaa [a]rukooruŋa ha[i]Qterujo 
 sono nomi+mono=njaa arukooru=ŋa haiQ-te-ru=jo 
 その 飲み+物=DAT.TOP アルコール=NOM 入る-CONT-NPST=SFP 
 その飲み物にはアルコールが入っているよ．［I］ 
 
 [a]rukooruirino nomi[mo]no 
 arukooru+iri=no nomi+mono 
 アルコール+入り=GEN 飲み+物 
 アルコール入りの飲み物［I］ 
 
5-18 あの人はお金を持っている．／お金持ちの人【もっとも一般的な所有，やや恒常的】 
 [a]no hita[a] ze[njo]o moQ[te]eru 
 ano hitaa zenjoo moQ-tee-ru 
 あの 人.TOP 金.ACC 持つ-CONT-NPST 
 あの人は金を持っている．［M］ 
 
 [ze]ni[mo]cino hito 
 zeni+moci=no hito 
 金+持ち=GEN 人 
 金持ちの人［I］ 
 
5-19 おまえのところには犬がいるか？／犬のいる人【所有，やや恒常的，所有物は有生・家畜】 
 o[i]sino to[ko]njaa inu[ŋa] iruka 
 oisi=no toko=njaa inu=ŋa i-ru=ka 
 2=GEN 所=DAT.TOP 犬=NOM いる-NPST=Q 
 おまえのところには犬がいるか？［M］ 
 
 {[i]nuno/[i]nu[ŋa]} iru hito 
 {inu=no/inu=ŋa} i-ru hito 
 {犬=GEN/犬=NOM} いる-NPST 人 
 ｛犬の/犬が｝いる人［M］ 
 
5-20 おまえは（自分の）ペンを持っているか？／ペンを持っている人【一時的携帯物・自分のもの】 
 o[i]sjaa tema[i]no pe[ɴ]o moQ[te]eruka 
 oisjaa temai=no peɴ=o moQ-tee-ru=ka 
 2.TOP REFL=GEN ペン=ACC 持つ-CONT-NPST=Q 
 おまえは自分のペンを持っているか？［M］ 
 
 pe[ɴ]o moQ[te]eru hito 
 peɴ=o moQ-tee-ru hito 
 ペン=ACC 持つ-CONT-NPST 人 
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 ペンを持っている人［M］ 
 
5-21 あの人は（誰か別の人の）ペンを持っている．【一時的携帯物・他人のもの】 
 [a]no hita[a] da[re]ka [ci]ŋoo hitono pe[ɴ]o moQ[te]eru 
 ano hitaa dare=ka ciŋoo hito=no peɴ=o moQ-tee-ru 
 あの 人.TOP 誰=Q 違う.NPST 人=GEN ペン=ACC 持つ-CONT-NPST 
 あの人は誰か違う人のペンを持っている．［I］ 
 
 5-22 の「運がいい」は一単語の形容詞ではなく uɴ（運）を主語にした文で表される．形容名詞（いわ

ゆる形容動詞語幹）sjaase={na/no}，または siawase={na/no} による連体修飾で表すこともできる25． 
 
5-22 あの人は運がいい．／幸運な人【抽象的・一時的所有物】 
 [a]no hita[a] u[ɴ]ŋa jo[ina 
 ano hitaa uɴ=ŋa jo-i=na 
 あの 人.TOP 運=NOM 良い-NPST=SFP 
 あの人は運がいいな．［M］ 
 
 [sja]ase{na/no} hito 
 sjaase={na/no} hito 
 幸せ=COP.ADN/GEN 人 
 幸運な人［M］ 
 
 存在する物の数量を表す場合は，5-24 のように数量詞を副詞的に用いることができる．具体的数量に

よらずに多寡を表す場合は，5-23 では形容詞文を得たが，4節 4-14-b の gai=ni ar-u（たくさんある）の

ように数量副詞句と存在動詞でも表すことができる． 
 
5-23 ここは石が多い．／石の多い土地【恒常的存在＞状態／性質】 
 [ko]kaa [i]si[ŋa] oo[i 
 kokaa isi=ŋa oo-i 
 ここ.TOP 石=NOM 多い-NPST 
 ここは石が多い．［I］ 
 
 [i]sino oo[i] to[ci]da 
 isi=no oo-i toci=da 
 石=GEN 多い-NPST 土地=COP.NPST 
 石の多い土地だ．［I］ 
 
 

                                                        
25 sjaase, siawase は述語でも用いることが出来ると思われるが，未確認．現代日本語共通語の「しあわせ」

は幸福な状態を表し，幸運という意味は失っている．奈良田方言では，例えば宝くじにあたった人に 5-
22 の文を用いることができ，幸運という意味を確実に持つと言える． 
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5-24 その部屋には椅子が 3 つある／3 つ椅子のある部屋【非恒常的存在と数量】 
 [ko]no heja[nja]a [i]suŋa miQtu a[ru 
 kono heja=njaa isu=ŋa miQtu ar-u 
 この 部屋=DAT.TOP 椅子=NOM 三.CLF ある-NPST 
 この部屋には椅子が三つある．［M］ 
 
 [mi]Qtu [i]suŋa a[ru] heja 
 miQtu isu=ŋa ar-u heja 
 三.CLF 椅子=NOM ある-NPST 部屋 
 三つ椅子のある部屋［M］ 
 
 [mi]Qtu [i]suno a[ru] heja 
 miQtu isu=no ar-u heja 
 三.CLF 椅子=GEN ある-NPST 部屋 
 三つ椅子のある部屋［I］ 
 
 存在が新情報の場合は 5-25 のように存在物を =ŋa で表し，場所が新情報の場合は 5-26 のように存在

物を主題で表す．情報構造によって使用する存在動詞は変わらない． 
 
5-25 テーブルの上にスプーンがある．／スプーンのあるテーブル【存在・存在が新情報】 
 {[te]eburuno u[e]ni/[cja]bodai[no] ueni} 
 {teeburu=no ue=ni/cjabodai=no ue=ni} 
 {テーブル=GEN 上=DAT/ちゃぶ台=GEN 上=DAT} 

 {su[pu]uɴŋa/[sa]zi[ŋa]} a[ru 
 {supuuɴ=ŋa/sazi=ŋa} ar-u 
 {スプーン=NOM/さじ=NOM} ある-NPST 
 ｛テーブルの上に/ちゃぶ台の上に｝｛スプーンが/さじが｝ある．［I］ 
 
 [sa]zino a[ru cja]bo[da]i 
 sazi=no ar-u cjabodai 
 さじ=GEN ある-NPST ちゃぶ台 
 スプーン（lit. さじ）のあるテーブル（lit. ちゃぶ台）［I］ 
 
5-26 そのスプーンはテーブルの上にある．／テーブルにあるスプーン【所在・場所が新情報】 
 [so]no sa[zja]a cjabo[da]ino ueni a[ru 
 sono sazjaa cjabodai=no ue=ni ar-u 
 その さじ.TOP ちゃぶ台=GEN 上=DAT ある-NPST 
 そのスプーン（lit. さじ）はテーブル（lit. ちゃぶ台）の上にある．［M］ 
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 cjabo[da]ini a[ru] sa[zi 
 cjabodai=ni ar-u sazi 
 ちゃぶ台=DAT ある-NPST さじ 
 テーブル（lit. ちゃぶ台）にあるスプーン（lit. さじ）［M］ 
 
 属格の =ŋa は，修飾名詞句が有生名詞に限定され，特に人名詞の場合に使いやすい．また，5-27 のよ

うに所有関係を表す場合に使いやすい26．また，5-27 の「そのペンは私のだ．」のような名詞相当句を形

成する場合，準体助詞を伴わずに=ŋa が使われる． 
 
5-27 そのペンは私のだ．・そのペンは太郎のだ．／私のペン・太郎のペン 

【所有物，属格のプロトタイプ】 
 [ko]no pe[ɴ]wa [o]reŋa[da]jo 
 sono peɴ=wa ore=ŋa=da=jo 
 その ペン=TOP 1=GEN=COP.NPST=SFP 
 そのペンは私のだよ．［M］ 
 
 [so]no pe[ɴ]wa ta[ro]oŋada[na 
 sono peɴ=wa taroo=ŋa=da=na 
 その ペン=TOP 太郎=GEN=COP.NPST=SFP 
 そのペンは太郎のだな．［M］ 
 
 [o]reŋa pe[ɴ 
 ore=ŋa peɴ 
 1=GEN ペン 
 私のペン［M］ 
 
 {ta[ro]ono/ta[ro]oŋa} pe[ɴ 
 {taroo=no/taroo=ŋa} peɴ 
 {太郎=GEN/太郎=GEN} ペン 
 太郎のペン［I］ 
 
 5-28 のできごとの生起は ar-u で表される．5-29 の実在文や 5-30，5-31 の絶対存在文は i-ru で表され

る．5-32 の抽象的なことの所有・発話内効力のある文でも ar-u が使われる． 
 
5-28 昨日，学校で火事があった．／私は明日用事があります．【できごとの生起】 
 [ki]njoo [ga]Qkoo[de ka]zi[ŋa {aQ[ta/aQ[to]o[jo} 
 kinjoo gaQkoo=de kazi=ŋa {aQ-ta/aQ-too=jo} 
 昨日 学校=INS 火事=NOM {ある-PST/ある-PST=SFP} 

                                                        
26 修飾名詞句が人であっても，相対的に丁寧な 2人称代名詞 oisi，親族名詞の一部に用いにくいといっ

た制限がある（小西ほか 2022: 93）．また，後掲の 5-35「あの人の次」など所有関係以外でも用いられる

ことがある． 
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 きのう学校で火事が｛あった/あったよ｝．［I］ 
 
 [o]rjaa [a]sita [jo]oziŋa a[ru 
 orjaa asita joozi=ŋa ar-u 
 1.TOP 明日 用事=NOM ある-NPST 
 私は明日用事がある．［M］ 
 
5-29 （この世には）お化けなんていない．【実在文】 
 [ko]no sjabanja[a] oba[ke]maarjaa inoo[jo 
 kono sjaba=njaa obake=maarjaa i-noo=jo 
 この 娑婆=DAT.TOP お化け=EXPL.TOP いる-NEG.NPST=SFP 
 この世にはお化けなんていないよ．［M］ 
 
5-30 （そこには）英語を話す人もいるが，話さない人もいる．【絶対存在文(1)】 
 [so]konja[a e]eŋoo hana[su] hito[mo] iruŋa 
 soko=njaa eeŋo=o hanas-u hito=mo i-ru=ŋa 
 そこ=DAT.TOP 英語=ACC 話す-NPST 人=ADD いる-NPST=ADVS 

 [ha]nasana[i] hito[mo] iru[jo 
 hanasa-na-i hito=mo i-ru=jo 
 話す-NEG-NPST 人=ADD いる-NPST=SFP 
 そこには英語を話す人もいるが話さない人もいるよ．［I］ 
 
5-31 私より英語ができる人は（ほかに／もっと）います．【絶対存在文(2)】 
 [o]rejo[ri e]eŋono deki[ru] hito[ŋa] maQ[to iru[jo 
 ore=jori eeŋo=no deki-ru hito=ŋa maQto i-ru=jo 
 1=CMP 英語=GEN できる-NPST 人=NOM もっと いる-NPST=SFP 
 私より英語のできる人がもっといるよ．［M］ 
 
 [o]rejo[ri e]eŋoŋa deki[ru] hito[wa] ho[ka]ni maQ[to] iru[jo 
 ore=jori eeŋo=ŋa deki-ru hito=wa hoka=ni maQto i-ru=jo 
 1=CMP 英語=NOM できる-NPST 人=TOP 他=DAT もっと いる-NPST=SFP 
 私より英語ができる人は他にもっといるよ．［I］ 
 
5-32 ちょっとあなたにお願いがあります．【抽象的なことの所有・発話内効力のある文】 
 [cjo]Qku[ri] o[i]si[ni o]neŋaiŋa a[ru 
 cjoQkuri oisi=ni o-neŋai=ŋa ar-u 
 少し 2=DAT POL-願い=NOM ある-NPST 
 ちょっとあなたにお願いがある．［I］ 
 
 以下のように，属格の =no は名詞の様々な関係を表すことができる．前述のとおり属格 =ŋa は，5-35
のような，修飾名詞句が人名詞で所有関係を表す場合は使いやすい． 
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5-33 冬の雨【時間】／東京の家【場所】 
 [hu]juno a[me 
 huju=no ame 
 冬=GEN 雨 
 冬の雨［M］ 
 
 to[okjoono] je[e 
 tookjoo=no jee 
 東京=GEN 家 
 東京の家［M］ 
 
5-34 彼の泳ぎ／犬の鳴き声／火山の爆発【B が行為を示す名詞である場合の主体】 
／車の運転【同じく客体／対象】／～の小説【A の生産物である B】 

 [a]no otokono ojo[ŋi 
 ano otoko=no ojoŋi 
 あの 男=GEN 泳ぎ 
 あの男の泳ぎ［I］ 
 
 [i]nuno nakiŋoi 
 inu=no naki+ŋoi 
 犬=GEN 鳴き+声 
 犬の鳴き声［M］ 
 
 ka[za]ɴno bakuhatu 
 kazaɴ=no bakuhatu 
 火山=GEN 爆発 
 火山の爆発［I］ 
 
 [ku]rumano u[ɴteɴ 
 kuruma=no uɴteɴ 
 車=GEN 運転 
 車の運転［M］ 
 
 [mu]rakami ha[ru]kino sjoosetu27 
 murakami haruki=no sjoosetu 
 村上 春樹=GEN 小説 
 村上春樹の小説［I］ 
 
 

                                                        
27 話者 M は murakamiharuki=ŋa は通じないことはないが=no のほうがよいと回答している． 
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5-35 X さん（固有名詞）のお母さん【親族】／机の横に／机の前に／*机に（来て！）【場所名詞】／ 
あの人の次【時間的関係】 

 {ta[ro]ono/ta[ro]oŋa} oka[a 
 {taroo=no/taroo=ŋa} o-kaa 
 {太郎=GEN/太郎=GEN} POL-母 
 太郎のお母さん［M］ 
 
 ta[ro]osaɴno oka[a]saɴ 
 taroo-saɴ=no o-kaa-saɴ 
 太郎-HCR=GEN POL-母-HCR 
 太郎さんのお母さん［I］ 
 
 [tu]kueno {[jo]koi/ma[a]sa} ko[o 
 tukue=no {joko=i/maa=sa} ko-o 
 机=GEN {横=ALL/前=ALL} 来る-IMP 
 机の｛横に/前へ｝来い．［M］ 
 
 [tu]kueno {jokoni/ma[e]ni} ko[o]] 
 tukue=no {joko=ni/mae=ni} koo 
 机=GEN {横=DAT/前=DAT} 来る.IMP 
 机の｛横に/前に｝来い．［I］（tukueni koo は不可） 
 
 [a]no {hitono/hito[ŋa]} {tuŋi[do]ojo/tuŋi[da][[jo} 
 ano {hito=no/hito=ŋa} {tuŋi=doo=jo/tuŋi=da=jo} 
 あの {人=GEN/人=GEN} {次=COP.NPST=SFP/次=COP.NPST=SFP} 
 （順番は）あの人の次だよ．［M］ 
 
 [a]no hitono tuŋi 
 ano hito=no tuŋi 
 あの 人=GEN 次 
 あの人の次［I］ 
 
5-36 バラの花びら【種別】／果物のナイフ【用途】／紙の飛行機【材料・材質】／ 

チューリップの絵【内容】／花の匂い【産出物】／英文の手紙【表現形式(?)】／ 
日本語の先生【職種】／井戸の水【取得源】／雨の日【状況】 

 [ba]rano hanabira 
 bara=no hanabira 
 バラ=GEN 花びら 
 バラの花びら［M］ 
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 [ku]damonono na[i]hu 
 kudamono=no naihu 
 果物=GEN ナイフ 
 果物のナイフ［I］ 
 
 [ka]mino hiko[o]ki 
 kami=no hikooki 
 紙=GEN 飛行機 
 紙の飛行機［M］ 
 
 cju[u]riQpuno je 
 cjuuriQpu=no je 
 チューリップ=GEN 絵 
 チューリップの絵［I］ 
 
 [ha]nano nioi 
 hana=no nioi 
 花=GEN 匂い 
 花の匂い［M］ 
 
 [e]ebuɴno teŋami 
 eebuɴ=no teŋami 
 英文=GEN 手紙 
 英文の手紙［I］ 
 
 [ni]hoɴŋono seɴse[e 
 nihoɴ+ŋo=no seɴsee 
 日本+語=GEN 先生 
 日本語の先生［M］ 
 
 i[do]no mizu 
 ido=no mizu 
 井戸=GEN 水 
 井戸の水［I］ 
 
 a[me]no hi 
 ame=no hi 
 雨=GEN 日 
 雨の日［M］ 
 
 5-37 のような同格の場合にも属格の =no が用いられ，=ŋa は不適格となる． 
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5-37 妹の花子／社長の田中さん【同格】 
 [i]mootono ha[na]ko 
 imooto=no hanako 
 妹=GEN 花子 
 妹の花子［I］ 
 
 [sja]cjoono [ta]nakasaɴ 
 sjacjoo=no tanaka-saɴ 
 社長=GEN 田中-HCR 
 社長の田中さん［M］ 
 
 5-38 のように属格の =no を連続使用することもできる． 
 
5-38 となりの家の友達のお父さんの車のタイヤ（が昨日突然パンクしたんだって．）【属格の連続使用】 
 [to]narino jeeno [to]modacino oto[o]no [ku]rumano [ta]ijaŋa 
 tonari=no jee=no tomodaci=no o-too=no kuruma=no taija=ŋa 
 隣=GEN 家=GEN 友達=GEN POL-父=GEN 車=GEN タイヤ=NOM 

 [ki]noo [to]cuzeɴ pa[ɴ]kusito[o]cjuuzjaa na[i]kajo 
 kinoo tocuzeɴ paɴku+si-too=cjuu=zjaa na-i=ka=jo 
 昨日 突然 パンク+する-PST=HS.NPST=COP.ADVLZ.TOP ない-NPST=Q=SFP 
 となりの家の友達のお父さんの車のタイヤがきのう突然パンクしたというじゃないかよ．［M］ 
 
 [to]narino jeeno [to]modacino oto[o]saɴno [ku]rumano [ta]ija[ŋa 
 tonari=no jee=no tomodaci=no o-too-saɴ=no kuruma=no taija=ŋa 
 隣=GEN 家=GEN 友達=GEN POL-父-HCR=GEN 車=GEN タイヤ=NOM 

 ki]njoo [to]tuzeɴ pa[ɴ]kusi[too]dooQcje 
 kinjoo totuzeɴ paɴku+si-too=doo=Qcje 
 昨日 突然 パンク+する-PST=COP.NPST=QUOT 
 隣の家の友達のお父さんの車のタイヤがきのう突然パンクしたんだって． 
 （lit. パンクしただって）．［I］ 
 
 

略号一覧 

- 接辞境界 HS 伝聞 
= 接語境界 IMP 命令 
+ 複合語内の形態素境界 INFER 推量 
1 1人称 INS 具格 
2 2人称 MUL 並列 
ABL 奪格 NEG 否定 
ACC 対格 NMNL 名詞化 
ADD 累加 NOM 主格 
ADN 連体 NPST 非過去 
ADVLZ 副詞化 OPT 希望 
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ADVS 逆接 PASS 受身 
ALL 向格 PFV 完了 
BEN 受益，与益 PL 複数 
CAUS 使役 POL 丁寧 
CLF 類別 POT 可能 
CMP 比較格 PROH 禁止 
COND 仮定条件 PRSM 推定 
CONC 逆接仮定 PST 過去 
CONT 継続 Q 疑問助詞 
COP コピュラ QUOT 引用 
CSL 理由 RECP 相互 
DAT 与格 REFL 再帰 
EMPH 強調 SEQ 中止 
EXPL 例示 SFP 終助詞（疑問助詞はのぞく） 
GEN 属格 TOP 主題 
HCR 尊称 VBLZ 動詞化 
HOR 勧誘 VOL 意志 
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福岡県柳川市方言の受動表現 

Passive constructions in the Yanagawa dialect, Fukuoka Japanese 
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要旨：本稿は，『語学研究論集』第 14 号所収の調査票を用いて収集した福岡県柳川市方言における受動

表現のデータを提供することを目的とする． 
 
 
Abstract: The present paper aims to provide data on passive constructions in the Yanagawa dialect, collected using 
the questionnaires included in Journal of the Institute of Language Research 14.  
 
 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000400 
キーワード： 九州方言，柳川市方言，受動表現 
Keywords: Kyushu dialects, Yanagawa dialect, passive constructions 
 
 
1. はじめに1 

 本稿は，福岡県柳川市方言（以下，柳川方言）における受動表現のデータ2を提供することを目的とす

る．柳川方言は，福岡県柳川市で話されている方言である．九州方言は，東部で話される豊日方言，北

西部で話される肥筑方言，南部で話される薩隅方言に大別される（上村 1983：7-8）．柳川方言は，この

うち肥筑方言に属する． 
以下のデータは，福岡県柳川市方言の母語話者 3 名（70 代男性 1 名，70 代女性 2 名）の内省に基づく．

話者間で内省に差がある場合は，適宜その差を示す．受動表現の詳細や受動表現と関連するテーマ（使

役など他のヴォイス，格配列，格標示など）については，松岡（2021），Matsuoka (2022) を参照された

い． 
 
2. 柳川方言における受動表現 

1-1 A は B に叩かれた．【直接受身】 
 taroo=wa  ziroo={kara/ni}  kuras-are-ta. 
 太郎=TOP  次郎={ABL/DAT}  殴る-PASS-PAST 
 
 
 
 

                                                        
1 本稿で用いるグロスのうち，LGR にないものは以下の通りである．CSL: causal（理由），NPST: non-past
（非過去），SEQ: sequential（継起），SFP: Sentence Final Particle（終助詞） 
2 本稿は，科研費 JP22KJ2426 の支援を受けている． 

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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 柳川方言において，受動態であることは動詞がとる受動接辞-(r)are によって表される．1-1 の例にお

いては，受動文の動作主は奪格もしくは与格で標示される．受動文の動作主が奪格で標示される現象は，

方言研究において「カラ受身」と呼ばれており，九州方言において広く観察される（矢野・新田 1994
など）． 
 
1-2 A は B に足を踏まれた．【持ち主の受身，体の部分】 
 taroo=wa  ziroo={kara/ni} asi={ba/Ø} hum-are-ta. 
 太郎=TOP  次郎={ABL/DAT} 足={ACC/Ø} 踏む-PASS-PAST 

 
1-2 の例において，受動文の動作主は奪格もしくは与格で標示される．所有物は，対格標示を許容す

るほか，無助詞も許容する． 
 
1-3 A は B に財布を盗まれた．【持ち主の受身，持ち物】 
 taroo=wa  nusuto={kara/ni} saihu={ba/Ø} tor-are-ta. 
 太郎=TOP  泥棒={ABL/DAT} 財布={ACC/Ø} 盗む-PASS-PAST 
  

1-3 の例においても，受動文の動作主は奪格もしくは与格で標示される．所有物は，対格標示を許容

するほか，無助詞も許容する． 
 
1-4 昨日の夜，私は赤ん坊に泣かれた．それでちっとも眠れなかった．【自動詞からの間接受身】 
 kinoo=no  yosari akago={ni/kara}  nak-are-ta=ken 
 昨日=GEN  夜 赤ちゃん={DAT/ABL} 泣く-PASS-PAST=CSL 
 zenzen nemur-are-n=yat-ta. 
 全然 眠る-POT-NEG=COP-PAST 
 

1-4 の例においても，受動接辞-(r)are を用いることが可能である．受動文の動作主は与格もしくは奪

格で標示される．上記の三例と異なり，奪格標示と与格標示とでは，与格標示の方がより自然であると

いう話者の内省がある． 
 
1-5 新しいビルが（A によって）建てられた．【モノ主語受身，一回的】 

a. atarasi-ka  tatemon=no {tat-ta/deke-ta}. 
新しい-NPST  建物=NOM {建つ-PAST/できる-PAST} 

b. atarasi-ka  tatemon=na taroo=ga  tate-ta. 
新しい-NPST  建物=TOP  太郎=NOM 建てる-PAST 

 
1-5 の例において，日本語標準語と異なり受動接辞を用いた構造は許容されない．1-5 の文は，tat-「建

つ」や deke-「できる」のような自動詞を用いるか，tate-「建てる」のような他動詞を用いることによて

表される． 
 
1-6 アメリカでは英語が話されている．【モノ主語受身，恒常的．動作主が問題にならない場合】 

a. amerika=wa  eego=ga  hanas-are-yor-u. 
アメリカ=TOP  英語=NOM 話す-PASS-PROG-NPST 
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b. amerika=n  mon=na  eego=ba  hanas-u. 
アメリカ=GEN  人=TOP  英語=ACC  話す-NPST 

 
 調査の都合上，調査票の趣旨に反しない範囲で例文を変更している．1-6 の例では，受動接辞-(r)are

を用いた受動構文(a)でも表すことが可能であるものの，話者の内省によると標準語を直訳したような表

現であり，やや不自然である．より自然なのは，受動接辞を用いない(b)のような表現である． 
 
1-7 財布が（A に）盗まれた．【モノ主語受身，モノ主語の背後に被影響者が想定される】 
 saihu=no  nusuto={kara/ni} ottor-are-ta. 
 財布=NOM 泥棒={ABL/DAT} 盗む-PASS-PAST 
 

1-7 の例においても，受動文の動作主は奪格もしくは与格で標示される． 
 
1-8 壁に絵が掛けられている． 【モノ主語受身，結果状態の叙述】 
 kabe=ni e=no   

 壁=DAT 絵=NOM   
 {kake-te  ar-u/  kakat-tor-u/ kaker-are-tor-u}. 
 {かける-SEQ ある-NPST/ かかる-PFV-NPST/ かける-PASS-PFV-NPST} 
 
受動接辞-(r)are を用いた構造だけでなく，補助動詞 ar-「ある」を用いた構造や，自動詞 kake-「かけ

る」を用いた構造も容認される． 
 
1-9 A は B に／から愛されている．【感情述語の受身，特に動作主のマーカーに注目】 
 taroo=wa  ziroo={kara/ni} suk-are-tor-u. 
 太郎=TOP  次郎={ABL/DAT} 好く-PASS-PFV-NPST 
 
  1-9 の例においても，受動文の動作主は奪格もしくは与格で標示される． 
 
1-10 A は B に／から「…」と言われた．【伝達動詞の受身，特に動作主のマーカーに注目】 
 taroo=wa  ziroo={kara/ni} ohayoo=ti  yuw-are-ta. 
 太郎=TOP  次郎={ABL/DAT} おはよう=QUOT 言う-PASS-PAST 
 
  1-10 の例においても，受動文の動作主は奪格もしくは与格で標示される． 
 
1-10-a  A さんは B さんに呼ばれて，今 B さんの部屋に行っています．  
 taroo=wa  ziroo={kara/ni} yob-are-te   
 太郎=TOP  次郎={ABL/DAT} 呼ぶ-PASS-SEQ 
 ziroo=ga   heya=san  i-ta. 
 次郎=GEN  部屋=ALL  行く-PAST 
 
   1-10-a の例においても，受動文の動作主は奪格もしくは与格で標示される． 
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1-10-b  B さんが A さんを呼んで，A さんは今 B さんの部屋に行っています． 
 ziroo=ga  taroo=ba  yoo-de  taroo=wa 
 次郎=NOM 太郎=ACC  呼ぶ-SEQ  太郎=TOP 
 ima ziroo=ga  heya=san  i-ta. 
 今 次郎=GEN  部屋=ALL  行く-PAST 
  

1-10-b のように主語が異なる節を継起接辞-te で繋ぐ構文は容認されるものの，やや不自然であるとい

う話者の内省がある． 1-10a のように受動態にして二つの節の主語を同じにした構文が選好される． 
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要旨：本稿は，『語学研究所論集』第 15 号所収の調査票を用いて収集した福岡県柳川市方言におけるア

スペクトのデータを提供することを目的とする． 
 
 
Abstract: The present paper aims to provide data on aspect in the Yanagawa dialect, collected using the 
questionnaires included in Journal of the Institute of Language Research 15.  
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Keywords: Kyushu dialects, Yanagawa dialect, aspect 
 
 
1. はじめに1  

 本稿は，福岡県柳川市方言（以下，柳川方言）におけるアスペクトのデータ2を提供することを目的と

する．柳川方言は，九州地方福岡県柳川市で話されている方言である．九州方言は，東部で話される豊

日方言，北西部で話される肥筑方言，南部で話される薩隅方言に大別される（上村 1983：7-8）．柳川方

言は，このうち肥筑方言に属する． 
以下のデータは，福岡県柳川市方言の母語話者 3 名（70 代男性 1 名，70 代女性 2 名）の内省に基づく．

アスペクトの詳細や関連するテーマ（テンスなど）については，松岡（2021），Matsuoka (2022) を参照

されたい． 
 
2. 柳川方言におけるアスペクト 

2-1 ～さん（固有名詞）は／あの人は もう来た． 
 koga-san=na moo ko-rasi-ta=yo. 
 古賀-HON=TOP もう 来る-HON-PAST=SFP 
 
 
 
 

                                                        
1 本稿で用いるグロスのうち，LGR にないものは以下の通りである．FMN: formal noun（形式名詞），IFX: 
interfix（接合辞），NPST: non-past（非過去），SEQ: sequential（継起），SFP: sentence final particle（終助詞），

THM: thematic vowel（語幹拡張母音） 
2 本稿は，科研費 JP22KJ2426 の支援を受けている． 

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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 柳川方言においては，アスペクトは派生接辞（未完了接辞-yor，完了接辞-tor，予期完了接辞-tok）で

表される．2-1 の例文には，アスペクトを標示する形態素は現れない． 
 
2-2 ～さん（固有名詞）は／あの人は もう来ている． 
 koga-san=na moo ki-tor-as-u. 
 古賀-HON=TOP もう 来る-PFV-HON-NPST 
 
 2-2 の例文では，完了接辞-tor が用いられる． 
 
2-3  ～さん（固有名詞）は／あの人は まだ来ていない． 
 koga-san=na mada ki-tor-ass-a-n=yo. 
 古賀-HON=TOP まだ 来る-PFV-HON-THM-NEG=SFP 
 
 2-3 の例文では，完了接辞-tor が用いられる． 
 
2-4 ～さん（固有名詞）は／あの人は まだ来ない． 
 koga-san=na mada ko-rass-a-n=yo. 
 古賀-HON=TOP まだ 来る-HON-THM-NEG=SFP 
 
 2-4 の例文では，アスペクトを表す接辞は用いられない． 
 
2-5 ～さん（固有名詞）は／あの人は もう（すぐ）来る． 
 koga-san=na moo ko-ras-u=ban. 
 古賀-HON=TOP もう 来る-HON-NPST=SFP 
 
 2-5 の例文では，アスペクトを表す接辞は用いられない． 
 
2-6 （あ！）～さんが来た！ 
 ora koga-san=ga ko-rasi-ta. 
 ほら 古賀-HON=NOM 来る-HON-PAST 
 
 2-6 の例文では，アスペクトを表す接辞は用いられない． 
 
2-7  昨日～さんが来たよ． 
 kinoo koga-san=ga ko-rasi-ta=zo. 
 きのう 古賀- HON=NOM 来る-HON-PAST=SFP 
 

2-7 の例文では，アスペクトを表す接辞は用いられない． 
 
2-8 昨日～さんは来なかったよ． 
 kinoo koga-san=na ko-rass-a-n=yat-ta=zo. 
 きのう 古賀-HON=TOP 来る-HON-THM-NEG=COP-PAST=SFP 
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  2-8 の例文では，アスペクトを表す接辞は用いられない． 
 
2-9 （私は）あのリンゴをもう食べた． 
 an ringo=ba  moo kuu-ta. 
 あの リンゴ=ACC もう 食べる-PAST 
 
  2-9 の例文では，アスペクトを表す接辞は用いられない． 
 
2-10 私はあのリンゴをまだ食べていない．／私はあのリンゴをまだ食べない． 
 oryaa an ringo=wa  mada  
 1.SG.TOP あの リンゴ=TOP まだ  

{kuu-tor-a-n=zo/  kuw-a-n=zo}. 
 {食べる-PFV-THM-NEG=SFP/ 食べる-THM-NEG=SFP} 
 

2-10 の例文では，「食べていない」を表す場合には完了接辞-tor が用いられる．「食べない」を表す場

合には，アスペクトを表す接辞は用いられない． 
 
2-11 あの人は今（ちょうど）そのリンゴを食べています／食べているところです． 
 an hito=wa tyoodo ringo=ba  tabe-yor-as-u.  
 あの 人=TOP ちょうど リンゴ=ACC 食べる-PROG-HON-NPST 
 
 2-11 の例文では，未完了接辞-yor によって進行相を表す． 
 
2-12 窓が開いている／窓が開いていた． 
 mado=no {akat-tor-u/ akat-tot-ta}.  
 窓=NOM {開く-PFV-NPST/ 開く-PFV-PAST} 
 

2-12 の例文では，完了接辞-tor が用いられる． 
 
2-13 私は毎朝新聞を読む／読んでいる． 
 oryaa  mainiti sinbun=ba  mi-yor-u. 
 1.SG.TOP  毎日 新聞=ACC  見る-HBT-NPST 
  

2-13 の例文では，未完了接辞-yor によって習慣相を表す． 
 
2-14  あなたは（あなたの）お母さんに似ている． 
 anta=wa  okkan=ni  yoo  nitoru. 
 あなた=TOP お母さん=DAT 良い.ADVLZ 似る-PFV-NPST 
 
 2-14 の例文では，完了接辞-tor が用いられる． 
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2-15 私はその頃毎日学校に通っていた． 
 orya  koma-ka  toki mainiti gakkoo=san 
 1.SG.TOP  小さい-NPST とき 毎日 学校=ALL 
 ik-i-yot-ta. 
 行く-THM-HBT-PAST 
 
 2-15 の例文では，未完了接辞-yor によって習慣相を表す． 
 
2-16 私は～に（大きな街の名前など）行ったことがある． 
 orya  tookyoo={ni/san} i-ta  kotu=no  ar-u. 
 1.SG.TOP  東京={DAT/ALL} 行く-PAST  こと=NOM ある-NPST 
 
 2-16 の例文では，アスペクト接辞は用いられない． 
 
2-17 やっとバスは走り出した／走り始めた． 
 basu=ga  yatto {hasid+das-i-ta/  hasir-i+hazime-ta}. 
 バス=NOM やっと {走る+出す-IFX-PAST/ 走る-THM+始める-PAST} 
 

2-17 の例文では，das-「〜しだす」もしくは hazime-/hazimu-「〜し始める」が統語的複合動詞の後部

要素に立つことによってアスペクトが表される． 
 
2-18 昨日彼女はずっと寝ていた． 
 ano hito=wa kinoo=wa  
 あの 人=TOP 昨日=TOP 
 {ne-tor-asi-ta/  ne-te at-ta/  ne-te=yat-ta}. 
 {寝る-PFV-HON-PAST/ 寝る-SEQ ある-PAST/ 寝る-SEQ=COP-PAST} 
 

2-18 の例文では，完了接辞-tor，もしくは動詞の継起形に補助動詞 ar-「ある」が後続した構造体，も

しくは動詞の継起形にコピュラが後続した構造体がアスペクトを表す． 
 
2-19 私はそれをちょっと食べてみた． 
 oryaa  sori=ba  tyotto  tabe-te  mi-ta=tan. 
 1.SG.TOP  それ=ACC  ちょっと  食べる-SEQ みる-PAST=SFP 
 

2-19 の例文では，アスペクトを表す接辞は現れない．試行の意味は，補助動詞 mi-「みる」が表す． 
 
2-20 あの人はそれ（ら）をみんなに分け与えた． 
 an hito=wa sori=ba  wake-te  yar-asi-ta. 
 あの 人=TOP それ=ACC  分ける-SEQ あげる-HON-PAST 
 

2-20 の例文では，アスペクトを表す接辞は現れない． 
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2-21 さあ，（私たちは）行くよ！ 
 gorogoro  se-n=ka.  hayo  ik-u=zo. 
 さっさと  する-NEG=Q 早い.ADVLZ 行く-NPST=SFP 
 

2-21 の例文では，アスペクトを表す接辞は用いられない．日本語標準語と異なり，近未来の勧誘にお

いて「さあ，行った行った．」のような過去形は用いられない． 
 
2-22  地球は太陽の周りを回っている． 

tikyuu=wa taiyoo=no  mawari=ba 
地球=TOP  太陽=GEN  周り=ACC 
{mawar-i-yor-u/mawat-tor-u}. 

 {回る-THM-PROG-NPST/回る-PFV-NPST} 
  
 2-22 の例文では，未完了接辞-yor，もしくは完了接辞-tor が用いられる． 
 
2-23 あの木は今にも倒れそうだ． 
 ano ki=wa {taore-yoo=de  si-yor-u/  taore+kakat-tor-u}. 
 あの 木=TOP {倒れる-INFR=PROS  LV-PROG-NPST/ 倒れる+かかる-PFV-NPST} 
 
 2-23 の例文では，動詞推量形=de 軽動詞の構造体，もしくは kakar-「〜しかける」が複合動詞の後部

要素となることによって，将然の事態であることを示す． 
 
2-24  （私は）あやうく転ぶところだった． 
 {korob-oo=de  siyotta/  korob-i+kakat-ta}. 
 {転ぶ-THM.INFR=PROS LV-PROG-PAST/ 転ぶ-THM+かかる-PAST} 
 

2-24 の例文では，動詞推量形=de 軽動詞の構造体，もしくは kakar-「〜しかける」が複合動詞の後部

要素となることによって，将然の事態であることを示す． 
 
2-25 明日客が来るので，パンを買っておく． 

 asita o-kyaku-san=no  ki-nahar-u=ken 
 明日 POL-客-HON=NOM  来る-HON-NPST=CSL 

kasi=ba  koo-te  ki-tok-u=tan. 
菓子=ACC  買う-SEQ  来る-ANT.PFV-NPST=SFP 
 

  2-25 の例文では，予測完了接辞-tok が前もってある動作を完了させておくという意味を示す． 
 
2-26 （私は）〜に（街とか市場とか）行ったとき，この袋を買った．  
 tookyoo=san i-ta=toki  baggu=ba  koo-ta=tan. 
 東京=ALL  行く-PAST=とき バッグ=ACC 買う-PAST=SFP 
 

2-26 の例文では，従属節の述語にはアスペクトを表す接辞は用いられない．従属節の述語は過去形を
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とる． 
 
2-27 （私は）～に（街とか市場とか）行く時／行く前に，この袋を買った． 
 tookyoo=san ik-u=mae=ni  baggu=ba  koo-ta=tan.  
 東京=ALL  行く-NPST=前=DAT  バッグ=ACC 買う-PAST=SFP 
 

2-27 の例文では，従属節の述語にはアスペクトを表す接辞は用いられない．従属節の述語は非過去形

をとり，主節との時間上の前後関係は形式名詞 mae「前」が表す． 
 
2-28 （私は）彼が市場でこの袋を買ったのを知っていた． 
 an hito=ga  tookyoo=de baggu=ba 
 あの 人=NOM  東京=LOC  バッグ=ACC 

koo-ta=tu=ba  sit-tot-ta=tan. 
 買う-PAST=FMN=ACC 知る-PFV-PAST=SFP 
 

2-28 の例文では，補文節の述語にはアスペクトを表す接辞は用いられない．従属節の述語は，主節の

過去より以前の出来事であることを明示する形式はとらず，単に過去形をとる． 
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要旨：本稿は特集補遺「モダリティ」「連用修飾複文」「否定，形容詞と連体修飾複文」(『語学研究所論
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1.「モダリティ」 

3-1 （その仕事が終わったら）もう帰ってもいいですよ． 

(tere  aǰil=ien   bara-bal2)       qari-ǰu          bol-u-n_a. 
(3SG  仕事=REFL 終わる-CVB.COND)  帰る-CVB.PARA なる-E-NPST 
 
 
 
 
 
 
 

                                                        
1 筆者の出身地 (中国内モンゴル自治区通遼市庫論旗) の方言を対象にする．この地域の方言はハラチン方言に分類され

る場合もある．筆者の内省に基づき，音声表記というよりは当地で行われてる書き言葉に基づいた訳出となっている． 

本データは基本的に塩谷・中嶋（2017）の表記に従いつつ，次のような変更を加えた．二重母音は ai,ei,oi, ui,öi,üi と表

記する．属格の yin は in と（例えば，中国の yin と属格の yin を区別するため)表記する，対格の i,yi を gi,i，造格の

bar/ber, iyar/iyar の iyar/iyar を iar/ier で表記する．モンゴル文字綴り上の母音の a,e の語末形の分離形の表記を_で表記

する．また，本論文はモンゴル語の縦書きの書き方に従い，格助詞を＝で表記する． 
2 方言では bara-vel のように発音する．本論文中の表記は（中国語以外）縦書き通りにローマ字化し，方言的発音を

注で説明する． 

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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3-2 （腐っているから，あなたは）それを食べてはいけない／それを食べるな． 
(ünür oru-čiqa-γsan    bolqor3,  či)  tere=gi   büü     ide. 
(匂い 入る-PERF-VN.COMP だから  2SG) それ=ACC  PROH  食べる.IMP 
 
3-3 （遅くなったので）私たちはもう帰らなければならない 
(orui  bol-čiqa-ǰai)  madan   qiri-qu       ügei4  bol   bol-qu       ügei. 
(夜  遅くなる-PERF-PST) 1PL  帰る-VN.FOR  NEG  なら なる-VN.FOR NEG 
 
3-4 （雨が降るそうだから）傘を持って出かけたほうがいいよ． 
(boruγan  oru-qu     mayiγ=tai5) yusan6  abu-γad       yabu-γsan=ni       deger_e. 
(雨   降る-VN.FOR  様子=COM) 傘   持つ-CVB.DISC 行く-VN.COMP=3POSS よい  
 

3-5 歳をとったら，子供の言うことを聞くべきだ／聞くものだ． 
ütelü-bel        keüked=nü=ben  kele-kü=gi   sonos-qu   keregtei/    sonos-qu   
歳を取る-CVB.COND 子供=GEN=REFL 言う-VN.FOR=ACC 聴く-VN.FOR 必要がある/ 聴く-VN.FOR 
yosutai. 
べきである 
 
3-6 お腹が空いたので，（私は）何か食べたい． 
(ülüsü-čike-ǰei,        bi)  yaγu  nige   ide-y_e. 
(お腹が減る-PERF-PST 1SG) 何  一つ 食べる-HOR 
 

3-7 私が持ちましょう． 
bi    abu-y_a. 
1SG  持つ-HOR 
 
3-8 じゃあ，一緒に昼ご飯を食べましょう． 
ǰa,   čuγ   budaγ_a7  ide-y_e. 
INT 一緒  ご飯  食べる-HOR 
 
3-9 一緒に昼ご飯を食べませんか？ 
čuγ   budaγ_a   ide-kü        ügei8  yüü? 
一緒 ご飯    食べる-VN.FOR  NEG  Q 
 

                                                        
3 方言では mollai/bollai のように発音する． 
4 方言では qariqüei のように発音する．このように ügei は先行する動詞と繋げて発音されることが多い． 
5 モンゴル語における tai/ tei という形態素は共同格接辞と「～持ちの」という意味の派生接辞の 2 つの同音異義形

態素が区別される可能性がある．モンゴル語文語においてはおおむね前者が分かち書きされ (本稿においては = で
示される) ，後者が分かち書きされない (が，必ずしも言語事実を反映したものではない)．本稿では前者について

共同格接辞であると分析し，後者については派生接辞として分析せずに 1 語として示した． 
6 中国語の【yusan 雨伞】．以下，例文中に現れる中国語は pinyin で表記し，注に漢字の表記もする． 
7 方言では badaa のように発音する． 
8 方言では idküei のように発音する． 
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3-10 明日，良い天気になるといいなあ．／明日は良い天気になってほしいなあ． 
marγasi  saiqan  edür γar-bal        γaiγui9/  marγasi  saiqan  edür   bol-bal10         γaiγui. 
明日  よい  日  出る-CVB.COND  いいな/ 明日  よい  日   なる-CVB.COND  いいな 
 
3-11 （私はここで待っているから）すぐにそれを持って来なさい． 
(bi    ende   küliye-ǰü      bai-ya)    tere=gi=ben     qurdun  ab-u-γad        ir_e. 
(1SG ここ 待つ-CVB.PARA いる-HOR)  それ=ACC=REFL 早い   持つ-E-CVB.DISC 来る.IMP 
 
3-12 そのペンをちょっと貸していただけませんか？ 
tere  bir=ien     ǰigele-gül-ǰü             üg-gü-n_e      yüü? 
その ペン=REFL 借りる-CAUS-CVB.PARA あげる-E-NPST  Q 
 
3-13 あの人は中国語が読めます．／あの人は中国語を読むことができます． 
tere   kömün   qitad  üsüg   ungsi-ǰu        γar-u-n_a. /   tere   kömün  qitad  üsüg   
あの 人    漢   字  読む-CVB.PARA  出る-E-NPST/ あの  人   漢  字 
ungsi-ǰu      čida-n_a. 
読む-CVB.PARA  できる-NPST 
 
3-14 明かりが暗くて，ここに何が書いてあるのか、読めない 
böb   büdekei  ende  yaγu  ge-ǰü              biči-ǰü            bai-qu=gi          
真っ  暗     ここ 何  と言う-CVB.PARA   書く-CVB.PARA  ある-VN.FOR=ACC  
ungsi-ǰu      γar-qu       ügei.11 
読む-CVB.PARA 出る-VN.FOR NEG    
 
3-15 （朝早く出発したから）彼らはもう着いているはずだ／もう着いたに違いない． 
(örlüge  erte  γar-u-γsan      yum    čini)   teden  yinggai12   kür-čike-ǰei. 
(朝    早い 出る-E-VN.COMP   MOD  2POSS) 3PL  するべき  着く-PERF-PST  
 
3-16 （あの人は）明日はたぶん来ないだろう． 
(tere   kömün) ene   edür   baruγ  ire-kü     ügei13 ba. 
(あの 人)   この 日  多分 来る-VN.FOR NEG MOD 
 
 
 
 
 
 

                                                        
9 方言では γaiγuu のように発音する． 
10 方言では boluul のように発音する． 
11 方言では γarüei のように発音する． 
12 中国語の【yinggai应该】． 
13 方言では ireüei のように発音する． 
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3-17 彼らはまだ来ないなんて，きっと途中で車が壊れたんじゃないか． 
teden  basa   ire-gedüi14    ge-deg        čini,   kending15  terge=ni   ǰam=du=ban   
3PL  また  来る-NEG.PST  と言う-VN.HAB  2POSS  必ず   車=3POSS  道路=DAT=REFL  
ebdere-čike-ǰei. 
壊る-PERF-PST 
 
3-18 （昼間だからあの人は家に）さあ，いるかもしれないし，いないかもしれない． 
ǰe,    (edür=ier   yüm   čini     tere   ger=tü=ben)   bai-qu         maγad ügei,    ügei  maγad   
INT  (日=INS  MOD  2POSS  3SG  家=DAT=REFL) いる-VN.FOR  かも NEG  NEG  かも 
ügei. 
NEG 
 
3-19 （額に触ってみて）どうもあなたは熱があるようだ． 
(mangnai=gi=ni   temteri-ǰu        üǰe-ged)     či    fashao16-ǰu           bai-qu         adali. 
(額=ACC=3POSS 触る-CVB.PARA 見る-CVB.DISC) 2SG  熱がある-CVB.PARA  いる-VN.FOR  同じ 
 
3-20 （天気予報によれば）明日は雨が降るそうだ． 
(tianqiyubao17   deger_e) marγasi  boruγan  oru-n_a     ge-n_e. 
(天気予報    上)   明日   雨     降る-NPST  と言う-NPST 
 
3-21 もしお金があったら，あの車を買うんだけれどなあ． 
joγus=tai     bol-u-γsan        bol18  tere   terge=gi   ab-qu        ügei19  yüü  da. 
お金=COM なる-E-VN.COMP   なら あの 車=ACC  買う-VN.FOR NEG  Q  MOD 
 
3-22 もしあなたが教えてくれていなかったら，私はそこにたどり着けなかったでしょう． 
kerbe či   kele-ǰü          üg-gü-gsen          ügei20  bol    bi    tende  oči-ǰu           
もし  2SG  言う-CVB.PARA  あげる-E-VN.COMP NEG  なら 1SG そこ  行く-CVB.PARA     
deil-kü          ügei21   siu. 
できる-VN.FOR NEG   MOD 
 
3-23 （あの人は）街へ行きたがっている． 
(tere    kömün)  gai22  deger_e γar-u-n_a     ged23. 
(あの   人)    町   上     出る-E-NPST  PTCL 

 
                                                        
14 -γadui/-gedüi は「未だに〜してない」の意味を表す．方言では iredüei のように発音する． 
15 中国語の【kending肯定】． 
16 中国語の【fashao发烧】 ． 
17 中国語の【tianqiyubao天气预报】． 
18 bol-u-γsan bol は bolsan mol のように発音する． 
19 方言では abvei のように発音する． 
20 方言では ügsengüei のように発音する． 
21 方言では yolüei と発音する． 
22 中国語の【gai街】． 
23 よく使われる方言的助詞． 
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3-24 僕にもそれを少し飲ませろ． 
tere=gi=ben      namai=du    basa  nige   baγ_a24 uuγu-lγ_a      köi25 
それ=ACC=REFL  1SG=DAT  も   一つ  少し  のむ-CAUS.IMP PTCL 
 
3-25 これはあの人に持って行かせろ／持って行かせよう． 
ene=gi     tere  kömün=dü üg-čü       yabu-γul-u-y_a. 
これ=ACC 3SG  人=DAT  あげる-CVB.PARA 行く-CAUS-E-HOR 

 
3-26 そのテーブルの上のお菓子は後で食べなさい． 
tere   siregen   deger_e=nü   guozi26=gi     müddü=eče   ide. 
その テーブル 上=GEN    お菓子=ACC  後=ABL   食べる.IMP 
 
3-27 もっと早く来ればよかった． 
odo  nige   baγ_a   erte   ire-gsen        bol    taγara-ǰai27. 
今  一つ  少し  早い 来る-VN.COMP  なら 合う-PST 
 
3-28 あなたも一緒に行ったら（どうですか）？ 
či   basa  čuγ   yabu-bal28    (yamar   ǰerge29)? 
2SG も   一緒 行く-CVB.COND (どんな 程度) 
 
3-29 オレがそんなこと知るか！ 
bi     tere=gi=čini      mede-čike-kü       yüü. 
1SG それ=ACC=2POSS  知る-PERF-VN.FOR  Q 
 

3-30 これを作った（料理した）のは、お母さんだよね？／いいえ，私が作ったのよ． 
ene=gi    ki-gsen      (budaγ_a  ki-gsen)=ni,         mömö30    yüü31?  
これ=ACC  する-VN.COMP  (ご飯   する-VN.COMP)=3POSS  母    よね 
/ bisi,   bi   ki-ǰei. 
/  NEG  1SG  する-VN.PST 
 

 

 

 

 

 

                                                        
24 方言では shoo と発音する．中国語の【xiao小】由来であると考えられる． 
25 日本語の「おーい」のような呼びかけ助詞． 
26 中国語の【guozi果子】．モンゴル語の boobu と言う場合もある． 
27 方言では taarǰai のように発音し，「正しかった」の意味を表す． 
28 方言では yabul のように発音する． 
29 「同時，平行」の意味を表す． 
30 eǰi と同じ「お母さん」の意味． 
31 この場合，「よね」の意味を表す方言的発音の si で表されることが多い． 
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2.「連用修飾的複文」 

7-1 彼はいつも新聞を読みながらご飯を食べる． 
tere   keǰiyete=ben    budaγ_a    ide-ǰü             bai-γad         xinwen32   üǰe-deg. 
3SG いつも=REFL   ご飯    食べる-CVB.PARA いる-CVB.DISC   新聞    見る-VN.HAB 
 
7-2 （私は）昨日は九時に家に帰って，少しテレビを見て（から），寝ました． 
(bi)    üčügedür  9   čaγ=tu33  ger=tü=ben      qari-γad,       nige  baγ_a   dianshi34  
(1SG)  昨日   9  時=DAT  家=DAT=REFL 帰る-CVB.DISC 一つ 少し  テレビ  
uǰe-ged          sayi      unta-ǰai. 
見る-CVB.DISC  やっと   寝る-PST 
 
7-3 （私は）昨日階段で転んで，ケガをしてしまった． 
(bi)   üčügedür   louti35=eče  una-γad         sirqatu-ǰai. 
(1SG) 昨日    階段=ABL  落ち-CVB.DISC  怪我する-PST 
 
7-4 今日も父は会社に行って，兄は大学に行った． 
ene   edür   basa   abu36  gongsi37=du=ban     yabu-γad       aq_a38 daxue39=du=ban   yabu-ǰai. 
この 日  も   父  会社=DAT=REFL  行く-CVB.DISC  兄   大学=DAT=REFL 行く-PST 
 
7-5 （あの人は）今日は帽子をかぶって歩いていた． 
(tere  kömün) ene   edür  malaγai40   dai41-γad        yabu-ǰu         bai-ǰai. 
(あの 人)   この 日   帽子   かぶる-CVB.DISC 行く-CVB.PARA いる-PST 
 

7-6 （私は）休みの日にはいつも本を読んだり，テレビを見たりしています． 
(bi)  amara-qu       edür=tü=ben      debter42  üǰe-n_e    dianshi  üǰe-ǰu         bai-n_a. 
(1SG) 休む-VN.FOR  日=DAT=REFL  本    見る-NPST  テレビ 見る-CVB.PARA いる-NPST 
 
7-7 時間がないから，急いで行こう． 
ǰabdu-qu          ügei   bolqur43,   qurdun   yabu-y_a. 
間に合う-VN.FOR NEG だから  早い   行く-HOR 
 
 
                                                        
32 中国語の【xinwen 新闻】． 
33 方言では tu の代わりに lai として，9 čaγ lai のように発音されることが多い． 
34 中国語の【dianshi电视】． 
35 中国語の【louti楼梯】． 
36 方言では aaba のように発音する． 
37 中国語の【gongsi公司】． 
38 方言では aaǰa のように発音する． 
39 中国語の【daxue 大学】． 
40 方言では malaγのように発音する． 
41 中国語の【dai戴】． 
42 方言では「本」は nom より debter と言われることが多い． 
43 方言では ǰabduqüei lai のように bolqur の代わりに lai が付いて発音することが多い． 
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7-8 昨日は頭が痛かったので，いつもより早く寝ました． 
üčügedür   toluγai44  ebed-ču       bai-γsan       bolqur  erte  sig     unta-ǰai. 
昨日   頭     痛く-CVB.PARA いる-VN.COMP  だから 早い ように  寝る-PST 
 

7-9 あの人は本を買いに行った． 
tere   kömün  debter ab-qu=bar45        yabu-ǰai. 
あの 人    本   買う-VN.FOR=REFL  行く-PST 
 

7-10 （彼は）外がよく見えるように窓を開けた． 
(tere)  γadatai46=gi   ol-ǰu             üǰe-kü          yangǰu=bar47  čongqu=gi  seküge-ǰei. 
(3SG)  外=ACC    見つかる-CVB.PARA 見る-CVB.PARA 様子=INS   窓=ACC     開ける-PST 
 
7-11 ここでは夏になると，よく雨が降ります． 
ende  ǰun  bol-bal       boruγan  arbin    oru-n_a. 
ここ  夏  なる-CVB.COND  雨    多い  降る-NPST 
 
7-12 窓を開けると，冷たい風が入って来た． 
čongqu=gi  nekege-gsen=čini         küiten    ǰabar oru-ǰu         ire-ǰei. 
窓=ACC   開ける-VN.COMP=2POSS  冷たい   風   入る-CVB.PARA  来る-PST 
 
7-13 坂を上ると，海が見えた． 
orui   deger_e=ni  γar-u-γsan=čini         dalai  üǰe-gde-ǰei. 
丘    上=3POSS  出る-E-VN.COMP=2POSS 海   見る-PASS-PST 
 
7-14 明日雨が降ったら，私はそこに行かない． 
marγasi   boruγan   oru-bal          bi     tende   oči-qu     ügei.48 
明日     雨      降る-CVB.COND   1SG  そこ  行く-VN.FOR NEG 
 
7-15 もっと早く起きればよかったなあ． 
odu   nige    baγ_a   erte  bos-u-γsan         bol49  taγara-ǰai. 
今   一つ   少し   早い 起きる-E-VN.COMP なら  合う-PST 
 
7-16 あんなところへ行かなければよかった． 
teimü   γaǰar    oči-γsan      ügei50  bol    taγara-ǰai. 
あんな ところ 行く-VN.COMP  NEG なら 合う-PST 
 
                                                        
44 方言では toluγと発音する． 
45 方言では abwei のように発音する． 
46 方言では γadtai のように発音する． 
47 方言では yangsaar のように発音する．yangsa は中国語の【yangzi样子】由来であると考えられる． 
48 方言では očiüei のように発音する． 
49 方言では bolsanmol のように発音する． 
50 方言では ossengüei のように発音する． 
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7-17 １に１を足せば，２になる． 
nige=nü    deger_e nige   neme-bel51      qoyar. 
一つ=GEN  上   一つ  足す-CVB.COND  二つ 
 
7-18 駅に着いたら電話をしてください． 
chezhan52=du  ire-bel 53      dianhua54  da55. 
駅=DAT    来る-CVB.COND  電話   する.IMP 
 
7-19 日曜日になったら，みんなで公園に行きたいなあ． 
γaraγ=un  edür bol-bal        bügüdeger=ien   gongyuan56=du  yabu-bal57     a. 
曜日=GEN 日  なる-CVB.COND  みんな=REFL  公園=DAT     行く-CVB.COND INT 
 
7-20 明日雨が降ったら困るなあ． 
marγasi   boruγan   oru-bal58        mafandi59. 
明日   雨    降る-CVB.COND  めんどくさい 
 
7-21 家に来るなら，電話をしてから来てください． 
ger=tü   ire-kü        ge-bel60       dianhua da-γad61      ir_e. 
家=DAT  来る-VN.FOR  と言う-CVB.COND   電話  する-CVB.DISC 来る.IMP 
 
7-22 （もうすぐベルが鳴るので）鳴ったら，教えてください． 
(uda-qu         ügei  qongqu  duuγar-u-n_a)   duuγar-u-bal 62       kele-ged        
(しばらく経つ-VN.FOR NEG ベル  鳴る-E-NPST) 鳴る-E-CVB.COND  言う-CVB.DISC   
üg-gü-geči. 
あげる-E-URG 
 
7-23 （もしかしたらベルが鳴るかもしれないので）もし鳴ったら，教えてください． 
(kele-ǰü        mede-kü       ügei63  qongqu   duuγar-qu    maγad  ügei) 
(言う-CVB.PARA 知る-VN.FOR NEG  ベル   鳴る-E-NPST  かも  NEG) 
duuγar-u-bal         kele-ged       üg-gü-geči.   
鳴る-E-CVB.COND   言う-CVB.DISC あげる-E-URG 

                                                        
51 方言では nemeüül のように発音する． 
52 中国語の【chezhan车站】． 
53 方言では irüül のように発音する． 
54 中国語の【dianhua电话】． 
55 中国語の【da打】． 
56 中国語の【gongyuan公园】． 
57 方言では yabul のように発音する． 
58 方言では orul のように発音する． 
59 中国語の【mafande麻烦的】． 
60 方言では irekügül のように発音する． 
61 中国語の【da打】に副動詞接辞が後続した例． 
62 方言では duγarul のように発音する． 
63 方言では yoloküei のように発音する． 
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7-24 働かざるもの食うべからず．／働かない者は、食べるべきではない． 
(aǰil)   ki-kü        ügei64   bol   ide-ǰü          bol-qu        ügei65. 
(仕事)  する-VN.FOR  NEG  なら 食べる-CVB.PARA なる-VN.FOR NEG 
/(aǰil)   ki-kü        ügei  kömün  ide-ǰü            bol-qu        ügei. 
/(仕事)  する-VN.FOR NEG  人    食べる-CVB.PARA なる-VN.FOR NEG 

 

7-25 もう少しお金があったらなあ． 
odu   nige   baγ_a   ǰoγos=tai   bol-u-γsan      bol  e. 
今  一つ 少し  お金=COM なる-E-VN.COMP  なら  INT  
 
7-26 これも食べたら？ 
ene=gi    ide-bel66? 
これ=ACC 食べる-CVB.COND 
 
7-27 （やりたいなら自分の）好きなようにやれば？ 
hi-y_e    ge-ǰü             sana-ǰu          bai-bal67          (über=ün)    duratai 
する-HOR  と言う-CVB.PARA 思う-CVB.PARA いる-CVB.COND   (自分=GEN) 好きな 
yangǰu=bar=ien    ki-bel68? 
様子=INS=REFL   する-CVB.COND 
 
7-28 このコップは落としても割れない． 
ene  čomo   unaγa-γsan       ču69   qaγara-qu    ügei 70. 
この コップ 落とす-CAUS-COMP EMP   割る-VN.FOR NEG 
 
7-29 このリンゴは高かったのに，ちっとも甘くない． 
ene  pingguo71  ünetei  bai-γad      nige  ye72   tiandi73   ügei. 
この りんご  高い  ある-CVB.DISC 一つ も    甘い   NEG 
 
7-30 彼の家に行ってみたけれども，彼はいなかった． 
tere=nü   ger=tü=ni     oči-ǰu       üǰe-ǰei,   ügei  bai-ǰai. 
3SG=GEN 家=DAT=3POSS 行く-CVB.PARA 見る-PST NEG いる-PST 
 
 
                                                        
64 方言では kiküei のように発音する． 
65 方言では bolqüei のように発音する． 
66 方言では idüül のように発音する． 
67 方言では baiγuul のように発音する． 
68 方言では kigüül のように発音する． 
69 方言では unaγ_a lai ged のように発音されることが多い． 
70 方言では qaγarqüei のように発音する． 
71 中国語の【pingguo苹果】． 
72 中国語の【ye也】． 
73 中国語の【tiande甜的】の de が方言的発音に変化し，di になったものと思われる． 
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7-31 あの人が来るまで，私はここで待っています． 
bi   tere=gi      ire-tel_e       ende   küliye-ǰü      bai-y_a 74. 
1SG  3SG=ACC  来る-CVB.LIM  ここ   待つ-CVB.PARA いる-HOR 
 
7-32 あの人が来るまでに，食事を作っておきますよ． 
tere=gi      ire-kü=eče         emün_e75,   budaγ_a=ban   ki-y_e. 
3SG=ACC  来る-VN.FOR=ABL  前        ご飯=REFL   する-HOR 
 
 
3.「否定、形容詞と連体修飾複文」 
10-1 これは私の本ではない． 
ene   nimü   debter   bisi. 
この 1GEN  本    NEG 
 
10-2 この部屋には椅子がない． 
ene   ger=tü    sandali   ügei. 
この 家=DAT  椅子  NEG 
 

10-3 この部屋には一つも椅子がない． 
ene   ger=tü    nige    sandali   basa   ügei. 
この 家=DAT 一つ  椅子   も  NEG 
 
10-4 その部屋には誰もいない． 
ene   ger=tü    ken  čü    ügei. 
この 家=DAT 誰  EMP NEG 
 
10-5 その本はこの部屋にない． 
tere   debter   ene    ger=tü   ügei. 
その 本    この  家=DAT  NEG 
 
10-6 この犬は大きくない． 
ene   noqai  tomu76  bisi. 
この 犬   大きい NEG 
 
10-7 この犬はあまり大きくない． 
ene   noqai  teimü    tomu   bisi. 
この  犬   そんな  大きい NEG 
 

                                                        
74 方言では küliyeǰeiya のように発音する． 
75 方言では uritai のように発音されることが多い． 
76 方言では loo と発音する．loo は「大きい，太い，年上」などの意味を表す．中国語の【lao老】由来と考えられ

る． 
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10-8 この犬はあの犬より大きい． 
ene   noqai   tere    noqai=eče  tomu. 
この  犬   その  犬=ABL  大きい 
 
10-9 この犬がその犬たちの中で一番大きい． 
ene   noqai  ene  dotur_a  qamuγ=un    tomu. 
この 犬   この 中    もっと=GEN  大きい 
 
10-10 今日はあの人は来ない． 
ene  eduür  tere  ire-kü      ügei77. 
この 日  3SG  来る-VN.FOR NEG 
 

10-11 あの人はその本を持って行かなかった． 
tere  kömün  tere  debter=i   ab-u-čiqa-γsan         ügei. 
3SG 人    3SG  本=ACC  持つ-E-PERF-VN.COMP  NEG 
 
10-12 全ての学生が参加しなかった．／学生は全員参加しなかった． 
bükü     suruγči orulča-γsan      ügei78/ suruγči-d   bügüdeger=ien orulča-γsan       ügei. 
すべての  学生  参加する-VN.COMP  NEG/ 学生-PL  全員=REFL  参加する-VN.COMP  NEG 
 
10-13 全ての学生が参加したわけではない． 
bükü     suruγči  oru-lča-γcan       bisi. 
すべての 学生   入る-CON-VN.COMP NEG 
 
10-14 （私は買わなかった．しかし，決して）値段が高いというわけではない． 
(bi     ab-u-γsan        ügei79   tegel_e80   ged )   ünetei   ged   bisi. 
(1SG   買う-E-VN.COMP  NEG   それでも PTCL)  高い   PTCL NEG 
 

10-15 走るな！ 
büü     güyü! 
PROH  走る.IMP 
 
10-16 大きな声を出すな！ 
büü    yeke81   daγu=bar   duuγar!/  büü    yeke    daγu   γar-γ_a. 
PROH  大きい 声=INS  声を出す/ PROH  大きい 声   出す-CAUS.IMP 
 
 

                                                        
77 方言では ireküei のように発音する． 
78 方言では orulsangüei のように発音する． 
79 方言では absangüei のように発音する． 
80 方言では tenglai ged のように発音する． 
81 方言では loo と発音するのは多い． 
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10-17 明日は雨は降らないだろう． 
marγasi  boruγan oru-qu      ügei82 ba. 
明日   雨    降る-VN.FOR  NEG  MOD 
 
10-18 あの人に聞こえないように，小さな声で話してくれ． 
tere   kömün=dü    sonos-γda-qu       ügei83   baγ_a84    daγu=bar   kele. 
あの  人=DAT   聴く-PASS-VN.FOR  NEG   小さい  声=REFL 言う.IMP 
 

10-19 私はあなたを怒らせようと思ってそう言ったんじゃない． 
bi   čimai=gi     aγurla-γul-qu85      ged    kele-gsen      bisi 86. 
1SG  2SG=ACC  怒る-CAUS-VN.FOR PTCL  言う-VN.COMP  NEG 
 
10-20 私が昨日買ってきた本はどこ（にある）？ 
minü     üčügedür   ab-u-γsan       debter   qamiγ_a87 bai-qu      boi88? 
1SG.GEN  昨日   取る-E-VN.COMP 本     どこ   ある-VN.FOR Q 
 

10-21 その本を持って来た人は誰（か）？ 
tere  debter=i   ken   ab-čira-γsan        boi89? 
その  本=ACC  誰  持つ-PERF-VN.COMP  Q 
 
10-22 この部屋が私たちの仕事をしている部屋です． 
ene   ger  biden=nü   bangong-ǰu90        bai-qu       ger. 
この  家  1PL=GEN  仕事する-CVB.PARA いる-VN.FOR  家 
 
10-23 足が一本折れたあの椅子はもう捨ててしまった． 
nige  kül=ni   quγur-čiqa-γsan        sandali=gi   gege-čike-ǰei. 
一つ 足=3POSS  折る-PERF-VN.COMP  椅子=ACC  捨てる-PERF-PST  
 
10-24 ドアを叩いている音が聞こえる． 
egüde=gi    toγsi-ǰu        bai-qu     daγu  sonusda-ǰu       bai-n_a. 
ドア=ACC  叩く-CVB.PARA いる-VN.FOR 音  聴こえる-CVB.PARA ある-NPST 
 
 
 

                                                        
82 方言では orüei のように発音する．  
83 方言では sonsoγdaqüei のように発音する． 
84 方言では šoo のように発音する．中国語の【xiao小】由来と考えられる． 
85 中国語の【zhaoji着急】から「怒る」などの意味になってきものであろうと思われる． 
86 方言では kelsen bisi のように発音する． 
87 方言では qaa と発音する． 
88 方言では bai miei のように発音する． 
89 方言では abčirsan miei のように発音する． 
90 中国語の【bangong办公】にモンゴル語の副動詞接辞が付いた例． 



ホルチン・モンゴル語：特集補遺データ「モダリティ」「連用修飾複文」「否定,形容詞と連体修飾複文」, 包格根 

 13 / 15 

10-25 あの人が結婚したという噂は本当（か）？ 
tere  qurim ki-čike-γsen        gesen=ni    ünen  yüü 91? 
3SG  結婚 する-PERF-VN.COMP  と言う=3POSS 本当 Q 
 
10-26 私はその人が来た時にご飯を食べていた． 
bi   tere  kömün  ire-kü      üy_e=dü  ide-ǰü        bai-ǰai. 
1SG 3SG  人   来る-VN.FOR 時=DAT  食べる-CVB.PARA いる-PST 
 
10-27 私はその人が待っている所に行った． 
bi   tere=nü    küliye-ǰü      bai-qu     γaǰar  oči-ǰai. 
1SG 3SG=GEN  待つ-CVB.PARA いる-VN.FOR  所  行く-PST 
 
10-28 私はその人が走っていったのを見た． 
bi      tere=nü      güyü-ǰü       bai-γsan=i           ol-ǰu            üǰe-ǰei. 
1SG   3SG=GEN  走る-CVB.PARA  いる-VN.COMP=ACC  見つかる-CVB.PARA  見る-PST 
 
10-29 昨日の夜，私は彼らがしゃべっているのを聞いた． 
üčügetür   orui   bi    tere=nü     üge     yari-ǰu          bai-γsan=i               
昨日     夜  1SG 3SG=GEN ことば  言う-CVB.PARA   いる-VN.COMP=ACC 
ol-ǰu         sonos-čai. 
見つかる-CVB.PARA 聞く-PST 
 
10-30 私はその人が昨日ここに来たことを知っている． 
bi     tere=nü     üčügedür   ende   ire-gsen=i           mede-n_e. 
1SG  3SG=GEN  昨日    ここ   来る-VN.COMP=ACC  知る-NPST 
 
10-31 （昨日）彼は彼が今日ここに来たと言った．／（昨日）彼は，「私は今日ここに来た」と言った． 
(üčügedür) tere   ene   edür   ende    ire-ǰei       ge-ǰü           kele-ǰei. 
(昨日)     3SG この 日   ここ  来る-PST  と言う-CVB.PARA  言う-PST 
/(üčügedür) tere,  "bi    ene   edür  ende   ire-ǰei"      ge-ǰü           kele-ǰei. 
/(昨日)    3SG  1SG この 日   ここ 来る-PST  と言う-CVB.PARA  言う-PST 
 
10-32 私はリンゴが（あの）皿の上にあったのを食べた． 
bi     pila92      deger_e  bai-γsan       pingguo93=gi   ide-čike-ǰei. 
1SG   皿-CVB.ASS   上    ある-VN.COMP りんご=ACC  食べる-PERF-PST 
/bi   pila       deger_e  bai-γsan         pingguo=gi       ide-ǰei. 
1SG   皿-CVB.ASS   上     ある-VN.COMP りんご=ACC    食べる-PST 
 
 
                                                        
91 方言では ünenii のように発音する． 
92 ⽅⾔では pansa と⾔われることが多い．pansa は中国語の【panzi盘子】由来と考えられる． 
93 中国語の【pingguo苹果】 
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10-33 私はネコが家に入ってきたのを捕まえた． 
bi    ger=tü     oru-ǰu         ire-gsen      muur94=i  biri-ǰu       ab-čai. 
1SG  家=DAT   入る-CVB.PARA  来る-VN.COMP  猫=ACC  掴む-CVB.PARA 取る-PST 
 

 

略語 

-: suffix boundary 接辞境界 
=: clitic boundary 接語境界 (モンゴル文字綴り上分かち書きされる曲用接辞) 
[/ ]: 補足説明(ほとんど同義の場合の説明) 
1: first person １人称                   
2: second person ２人称 
3: third person ３人称                   
ABL: ablative 奪格   
ACC: accusative 対格                     
ASS: associative 連合 
CAUS: causative  使役                    
COM: comitative 共同格 
COMP: completive 完了 
CON: consort 共同           
COND: conditional 条件 
CVB: converb 副動詞                      
DAT: dative 与位格 
DISC: disconnection 分離                 
E: epenthesis 挿入音・音節 
EMP: emphasis 強調                   
FOR: forecast 予定                       
FUT: future 未来                        
GEN: genitive 属格                       
HAB: habitual 習慣                      
HOR: hortative 勧誘                     
IMP: imperative 命令                    
INS: instrumental 造格                   
INT: interjection 間投詞/感嘆詞           
LIM: limitative 限界                     
MOD: modality モダリティ              
NEG: negative 否定                       
NPST: non-past 非過去                  
PASS: passive 受動                         
PARA: parallel 並列                     
PERF: perfect 完了                       

                                                        
94 方言では mooru のように発音する． 
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PL: plural 複数                         
POSS: possessive 所有 
PROH: prohibitive 禁止                   
PST: past 過去             
PTCL: particle 小辞                     
Q: question 疑問             
REFL: reflexive 再帰所有                
URG: urge 催促             
VN: verbal noun 形動詞 
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スンバワ語の他動性 

Transitivity in Sumbawa 
 

塩原 朝子 

 Asako Shiohara  
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要旨：本稿では『語学研究所論集』第 19 号の特集「他動性」のために作成された質問票に含まれている

調査例文に対応するスンバワ語の文例を提供する． 
 
 
Abstract: This article provides example sentences of Sumbawa corresponding to the questionnaire for eliciting data 
on transitivity included in Journal of the Institute of Language Research No.19. 
 
 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000402 
キーワード： インドネシア, スンバワ語, 他動性  
Keywords: Indonesia, Sumbawa, transitivity 
 
 
1. はじめに 

本稿では高垣(2014)にある「他動性」に関する調査例文に対応するスンバワ語の文例を提供する．こ

れは『語学研究所論集』第 19 号（2014）の特集のために作成された質問票である．この特集の詳細につ

いては風間(2014)を参照されたい．第 2 節で他動性に関わる構文の概略を，第 3 節で質問票に沿った文

例を提供する．特集アンケートでの例文番号はすみつきかっこ【 】に入れて示す． 
スンバワ語はインドネシア共和国のスンバワ島の西部で話されている言語である．系統的にはオース

トロネシア語族，マレー＝ポリネシア語派，バリ＝ササクグループに属する．Eberhard, Simons, and Fennig 
(2022)は 1990 年のデータに基づいてスンバワ語の話者を 30 万人と見積もっている1． 

                                                        
1 塩原(2023)でも述べたように，2022 年時点の話者は 30 万人を超えていると考えられる．スンバワ語が

話されている地域は行政的にはインドネシア西部南西諸島州 (Provinsi Nusa Tenggara Barat) の中のスン

バワ県（2020 年時点での人口約 51 万人）と西スンバワ県（同約 14 万人）である．この二つの県ではス

ンバワ語を話すスンバワ人が 80 パーセント程度を占めていると推定されること，また現在のところ言語

の次世代への継承も行われていることから，この言語の話者は少なく見積もっても 40 万人程度はいると

考えられる. 

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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 以下に示す文例はスンバワ県 Pungka 村に居住する Dedy Mulyadi 氏（1975 年生まれ）への聞き取りに

より得たものである．同氏はスンバワ県東部の Empang 町の生まれであるが，1990 年に県都である

Sumbawa Besar 市に移り，その後配偶者の出身地である Pungka 村に移った．この三つの地域はいずれも

スンバワ語の中心的方言である Sumbawa Besar 方言に属する．（スンバワ語の方言については Mahsun 
(1999)とそれに基づいた Shiohara (2013)における記述を参照されたい．） 
 
2. 他動性に関わる構文の概略 
2.1 スンバワ語の他動詞構文と自動詞構文 

例文(1)a-c はいずれも「私がそのコーヒーを飲んだ」という意味を表す他動詞文である．スンバワ語

の典型的な他動詞構文には例文(1)a のように述部が節の最初に現れるものと，例文(1)b, (1)c のように名

詞句が節の最初に現れるものがある．例文(1)b では動作の対象を表す語が，例文(1)c では動作の主体を

表す語が述部の前に現れている．動作主を表す要素は述部の後に現れる場合は(1)ab のように前置詞 liŋ
に導かれて現れ，述部の前に現れる場合は(1)c のように形態的に無標の形で現れる．動作の対象を表す

要素は常に形態的に無標の形で現れる．（スンバワ語の他動詞構文，自動詞構文についてのより詳しい記

述は Reister & Shiohara (2018)，Arka & Shiohara (2024)を参照されたい．） 
 
(1) 「私はそのコーヒーを飲んだ」 

a. ka=ku=inum kawa nan liŋ aku 
 PST=1SG=drink coffee that by 1SG (Reister & Shiohara 2018: 288) 
  

b. kawa nan ka=ku=inum liŋ aku 
 coffee that PST=1SG=drink by 1SG (Reister & Shiohara 2018: 289) 
 

c. aku ka=inum kawa nan 
 1SG PST=drink coffee that (Reister & Shiohara 2018: 288) 
 
動作主がどのような人称・数であっても同様の他動詞の構文パターンが現れる．(2)a-c はいずれも三

人称単数の指示対象「アミンがそのコーヒーを飲んだ」という意味を表す． 
 
(2) 「アミンはそのコーヒーを飲んだ」 

a. ka=ya=inum kawa nan liŋ ɲa Amin 
 PST=3=drink coffee that by title Amin (Reister & Shiohara 2018: 288) 
  

b. kawa nan ka=ya=inum liŋ ɲa Amin 
 coffee that PST=3=drink by title Amin (Reister & Shiohara 2018: 289) 
 

c. ɲa Amin ka=inum kawa nan 
 title Amin PST=drink coffee that (Reister & Shiohara 2018: 289) 
 
述部には動作主の人称と数を表すクリティックが付く．ただし，(1)c のように動作主が述部の前に現

れる場合は，クリティックは現れない．動作主を表す補語は述部の後に現れる． 
複数の他動詞構文からの構文の選択は，談話的要因によって決まる．例文(1)(2)a のように述部が先行
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する構文は無標の構文であり，述部焦点，項焦点，文焦点いずれの条件においても用いられる（塩原 2023）．
(1)(2)bc のように名詞句が先行する文は先行する名詞句の指示物が談話の主題である場合に用いられる． 
 
他動詞構文と自動詞構文の違いは，自動詞構文では唯一項が常に無標の形の名詞句で現れるという点，

加えて唯一項の人称・数は，それが 1 人称・2 人称である場合にのみクリティックにより標示されうる．

この際，クリティックと独立した名詞句は共起しない． 
 
(3) 「私は転んだ．」 
 ka=ku=teri 

PST=1SG=fall (Reister & Shiohara 2018: 286) 
 

(4) 「その子どもは転んだ．」 
 ka=teri tode nan 
 PST=fall child that (Reister & Shiohara 2018: 288) 
 
自動詞構文における唯一項以外の関与者はその意味関係を示す前置詞句によって表される．例文(5)で

は移動の方向が前置詞 ko の句によって表されている． 
(5) 「私は家に入る．」 
 ku=tama ko bale. 
 1SG=enter to house 
  
第 3 節に示す他動詞文の例文は(1)(2)a-c のいずれかの文型を取っている．文型の選択は例文を収集す

る際に著者がコンサルタントに示したインドネシア語の文から想定されやすい談話的条件（例えば述部

焦点など）に合致する文型を話者が選んだ結果である．（ほとんどは無標の構文である述部先行型である

が，中には名詞句先行型のものもある．）いずれの場合も各文で用いられている動詞は文法的には当該の

文で選択された以外の２つの文型のいずれにも現れうる．本稿では上記の３つの構文のセットをスンバ

ワ語の他動詞文において最もデフォルトな構造，つまり他動詞の「典型構造」とみなす．（「典型構造」

については風間 2013: 37 を参照されたい．） 
 
2.2 スンバワ語の他動詞/ 自動詞構文と意味分類の対応 

スンバワ語の他動詞構文と自動詞構文の分布を角田(1991)が提案した二項述語階層に照らして考える

と，スンバワ語の典型構造が適用される意味範囲はかなり広く，「１直接影響」，「2知覚」，「３追及」，「４

知識」までが専ら典型構造によって表される．（ただし例外として「１直接影響」に当てはまる内容が自

動詞 bəlantar「うっかりぶつかる」で表されるケースが見つかっている．3.2 を参照されたい．） 
他動詞構文と自動詞構文の分岐点は「５感情」である．このカテゴリーの一部である「需要」は他動

詞構文によって，「好悪」は動詞によって他動詞構文，自動詞構文の両方で表される．（自動詞構文を取

る動詞の方が多い．）これ以降の階層を他動詞構文が担うことはなく，「６関係」は自動詞構文，存在構

文，名詞文など様々な形で，「７能力」は他動詞に由来する助動詞によって表される．以上の観察はスン

バワ語の他動詞構文の分布が二項述語階層によりかなりの程度説明できることを示している． 
より多様な意味分類における構文を観察するため風間(2013)により追加で加えられたカテゴリーのう

ち，「社会行為」・「相互」は他動詞構文によって表される．その一方「言語行動」「移動」は他動詞構文

と自動詞構文の両方によって表される．「言語行動」は用いられる動詞によって現れる構文タイプが異な
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り，「移動」は多くの動詞が典型構文と自動詞構文の両方を取る．感覚を表す要素は専ら自動詞構文を取

るが，中には自動詞を主要部とする慣用的構文を取るものもある．（例 panas tian「空腹である」，字義

通りの意味はお腹が熱い）以上，意味分類と構文の対応のまとめを表 1 に示した．表では左軸に意味分

類を取り，それぞれが取る構文に当てはまる箇所に記号＋を入れた． 
 
表 1 風間（2013）の意味分類とスンバワ語構文の分布 
 専ら典型構文 典型構文 

or自動詞構文 

その他の構文（名

詞文，存在文など） 

専ら自動詞構文 

直接影響 (3.1, 3.2) +    

作成 (3.4) +    

知覚 (3.3) +    

追及 (3.5) +    

知識 (3.6, 3.7) +    

感情 2 需要(3.9) +    

社会行為 (3.18) +    

相互 (3.20) +    

言語行動 (3.19)  +   

感情 1好悪(3.8)  +   

感情 3 喜怒哀楽(3.10)  +   

移動 (3.15)  +   

関係 1 (3.11)   +  

関係 2 (3.12)   +  

能力 1 (3.13)   +  

能力 2 (3.14)   +  

感覚 1 (3.16)    + 

感覚 2 (3.17)    + 

 
意味カテゴリーのうち 3.1 に例文を挙げた直接影響（変化あり）と 3.17 に例文を挙げた感覚（寒暖な

ど）は特定の形式を持つ動詞によって表されることが多い．前者は使役接辞 sa(N)-（N-は語基の最初の

子音と調音位置を同じくする鼻音，また a は弱化して əで現れることもある）がついた形式によって，

後者は不随意状態を表す接辞 kə-がついた形式によって表されることが多い． 
 
3. 文例 

3.1 直接影響・変化 

2.2 に示したように変化を示す構文はすべて変化後の事態を示す語に使役接頭辞 sa(N)-がついた形を

主動詞とする構文によって表される． 

彼はその蚊を殺した．【6.1】 
(6) ya=sa-matɛ lalat liŋ ɲa. 
 3=CAUS-die fly by 3 
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彼はその箱を壊した．【6.1b】 
(7) ya=saŋ-ancir kotak nan liŋ ɲa. 
 3=CAUS-break box that by 3 
 
彼はそのスープを温めた．【6.1c】 
(8) ya=səŋ-aŋat ai’ jəmbrai  nan liŋ ɲa. 
 3=CAUS-warm water vegetable that by 3 
 
彼はそのハエを殺したが，死ななかった．【6.1d】 
(9) ka=sa-matɛ lalat nan liŋ ɲa,  tapi əŋka bau matɛ. 

PST=CAUS-die fly that by 3 but NEG.PST can die 
 

インドネシア語の対応する文の翻訳により上記のような作例を引き出すことはできたが，聞き取り調

査の結果，上記の文は動作の対象である蠅がその後生き返ったという含意を持つことがわかった．つま

り，「1A直接影響変化」を表す動詞は必ず変化を含意するということになる．その含意を明示した文を

(9)’に示す． 
 
彼はそのハエを殺したが，死ななかった．そのハエは生き返った． 
(9)’ ka=sa-matɛ lalat nan liŋ ɲa,  tapi əŋka bau matɛ. 

PST=CAUS-die fly that by 3 but NEG.PST can die 
 

lalat nan təlas kəbali’. 
 fly that alive again 
 
3.2  直接影響・無変化 
彼はそのボールを蹴った．【6.2a】 
(10) ka=sɛpak bal nan liŋ ɲa. 

PST=kick ball that by 3 
 
彼は弟の足を蹴った．【6.2b】 

(11) ka=sɛpak nɛ adi  səlaki liŋ ɲa. 
PST=kick foot younger.sibling male by 3 

 
彼はその人にぶつかった（故意に）．【6.2c】 

(12) ka=lantar tau nan liŋ ɲa. 
PST=hit  person that by 3 

 
彼はその人にぶつかった（うっかり）．【6.2d】 

(13) bəlantar  kɛ’ tau nan ɲa. 
hit  with person that 3 
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3.3  知覚 2A vs. 2B（受動知覚と能動知覚 風間 2013:45)	
あそこに人が数人見える．【6.3a】 
(14)a. ku=gita’ pida~pida tau ada paŋ ana. 

1SG=see  RDP~how.many person exist at over.there 
 
(14)b. ku=gita’ pənɔ’ tau paŋ ana. 

1SG=see  many person at over.there 
 

私はその家を見た．【6.3b】 
(15) ku=gita’ bale nan. 

1SG=look.at house that 
 
誰かが叫んだのが聞こえた．【6.3c】 
(16) ku=mənɔŋ’ ada tau dɛ kəsɛrak. 

1SG=hear exist person REL scream 
 
彼はその音を聞いた．【6.3d】 

(17) ku=mənɔŋ’ səda nan. 
1SG=hear sound that 

 
質問票で「受動知覚」と「能動知覚」として区別されている内容に相当するスンバワ語の文を引き出

したところ，スンバワ語話者はその区別を動作の対象の不定・定による区別であると解釈した．「受動知

覚」の文(14)a, b では談話に新しい事物を導入するのに用いられる存在詞 ada，数量詞 pida-pida「いくつ

か」，数量詞 pənɔ’「たくさんの」により知覚の対象が不定であることが示されている一方で，「能動知覚」

の文(15)(17)では名詞句に指示詞 nan「それ」がつくことにより知覚の対象が定であることが示されてい

る． 
 

3.4  （知覚 2A）発見・獲得・生産など	
彼は（なくした）カギを見つけた．【6.4a】 
(18) ka=ya=tumpan’ kunci dɛ ka=ilaŋ  nan liŋ ɲa. 

PST=3=get key REL PST=gone that by 3 
 
彼は椅子を作った．【6.4b】 

(19) ya=pina’ kursi liŋ ɲa. 
3=make  chair by 3 

 
3.5  追及	
彼はあの船を待っている．【6.5a】 
(20) ɲa muntu tari kapal ana. 

3 PRG wait ship over.there 
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私は彼が来るのを待っていた．【6.5b】 
(21)a. muntu ku=tari  ɲa dataŋ. 

PRG 1SG=wait 3 come 
 
(21)b. muntu ku=tari  dataŋ ɲa. 

PRG 1SG=wait come 3 
 
彼は財布を探している．【6.5c】 
(22)a. ya=buya dompɛt liŋ ɲa. 

3=look.for wallet by 3 
 
(22)b. muntu buya dompet nan liŋ ɲa. 

PRG look.for wallet that by 3 
 
3.6  知識1	
彼はいろんなことをよく知っている．【6.6a】 

(23) pənɔ’ dɛ ya=tɔ’  liŋ ɲa. 
many REL 3=know  by 3 

 
文(23)は関係詞 dɛが述部の前に現れて名詞句を形成している擬似分裂構文である．pənɔ’などの数量詞

が節の最初に現れる場合はこのように擬似分裂構文を取るのが普通である． 
 
私はあの人を知っている．【6.6b】 
(24) ku=tɔ’  si tau nan. 

1SG=know AST person that 
 
彼はスンバワ語ができる．【6.6c】 
(25) ɲa tɔ’ si Basa  Samawa. 

3 know AST language Sumbawa 
 
3.7  知識2 

あなたはきのう私が言ったことを覚えていますか？【6.7a】 
(26) mu=tɔtaŋ kɛ, apa dɛ ka=ku=krantɛ sapɛrap  nan. 

2SG=remember ITR what REL PST=1SG=talk yesterday that 
 
私は彼の電話番号を忘れてしまった．【6.7b】 
(27) ku=kalupa nɔmɔr  HP  ɲa. 

1SG=forget number  handphone 3 
 
3.8  感情1 （好悪）	
好悪は多くの場合他動詞構文によって表される．(28)a の sayaŋ「愛している」は対象を方向格 ko で標

示する自動詞構文を取っている．「愛情」は感情の中でも 3.9 で扱う「喜怒哀楽」のカテゴリーに入って
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いるようだ． 
 

母は子供たちを深く愛していた．【6.8a】 
(28)a. ina nan sayaŋ bənar ko anak-anak. 

mother that love really to child 
 
(28)b. tode~tode nan kəras benar ya=sayaŋ liŋ ina. 

RDP~child that strong really 3=love  by mother 
 

私はバナナが好きだ．【6.8b】 
(29)a. ku=bəri’  punti’. 

1SG=like banana 
 
(29)b. ku=bəri’ kakan  punti’. 

1SG=like eat banana 
 
私は横柄/ ケチであることによりあの人が嫌いだ．【6.8c】 
(30) no ku=bəri’ tau nan liŋ sɔmbɔŋ/ ubik. 

NEG 1SG=like person that by arrogant/ stingy 
 
3.9  感情2（需要）	
私はこのバナナが欲しい．【6.9a】 
(31) ku=satɛ’ punti’ ta. 

1SG=want banana this 
 
私はこの靴が欲しい．【6.9a】 
(32) ku=satɛ’ səpatu ta. 

1SG=want shoes this 
 
今，その子にはお金が要る．【6.9b】 
(33) muntu pərlu pipis tode nan. 

PRG need money child that 
 

3.10  感情 3 喜怒哀楽	
このカテゴリーは経験者を自動詞の唯一項とする自動詞構文で表される．感情の対象は方向格 ko で示

される場合もあれば，共格 kɛ’で示される場合もある． 
 

（私の）母は（私の）弟がよくうそをつくのに怒っている．【6.10a】 

(34) ŋamuk ina ko adi  səlaki ku liŋ rɔa bɔla. 
angry mother to younger.sibling male 1SG by like lie 
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彼は犬が怖い．【6.10b】 

(35)a. no təŋan kɛ’ asu’ ɲa. 
NEG brave with dog 3 
（この文は直訳すると「犬に対しては勇気がない」である．） 

 
(35)b. kətakit kɛ’ asu’ ɲa. 

scared with dog 3 
 

3.11  関係 1 

関係のうち，所有は他動詞構文で表されるが，「類似」は自動詞構文で表される．（類似の相手は共格

ke によって標示される．）「含有」は存在動詞 ada の構文によって表される． 
 
彼は土地を持っている．【6.11x】 
(36) ɲa baɛŋ’ tana. 

3 have land 
 
彼は父親に似ている．【6.11a】 
(37)a. pasaŋ  kɛ’ bapa ɲa. 

look.alike with father 3 
 

(37)b. bəraso’  kɛ’ bapa ɲa. 
look.alike with father 3 

 

海水は塩分を含んでいる．【6.11b】 
(38) ada sira paŋ ai’ lit. 

exist salt in  water sea 
 

3.12  関係 2 

A は B であるという関係はコピュラのない名詞文で表される．「〜になる」という変化は一種のコピ

ュラである dadi によって示される．dadi は人称接辞が付かない，共起するいずれの名詞句も常に無標の

名詞句として現れるなどの点で通常の他動詞とは異なる構文を取る． 
 

私の弟は医者だ．【6.12a】 

(39)a. adi  səlaki kaku  dɔktɛr. 
younger.sibling male 1SG.GEN  doctor 

 
(39)b. dɔktɛr (dadi)  adi  səlaki ku. 

doctor (become) younger.sibling male 1SG 
 

私の弟は医者になった．【6.12b】 
(40)a. adi  səlaki kaku  dadi dɔktɛr. 

younger.sibling male 1SG.GEN  become doctor 
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(40)b. dadi dɔktɛr adi  səlaki kaku. 

become doctor youner.sibling male 1SG.GEN 
 

3.13  能力 1 

「知っている」という意味の他動詞 tɔ’，「手に入れる」という意味の他動詞 bau’に由来する助動詞の

構文を取る． 
彼は車の運転ができる．【6.13a】 
(41)a. tɔ’ si ɲa bawa mɔbil. 

know AST 3 bring  car 
 
(41)b. bau’ si ɲa bawa mɔbil. 

can AST 3 bring car 
 
彼は泳げる【6.13b】 
(42) tɔ’ si naŋɛ ɲa. 

know AST swim 3 
 

3.14  能力 2 

「上手である」は副詞 canti「上手に」によって示される．「苦手だ」は他動詞 beri「好きである」の

否定形 no bəri[NEG like]「好きではない」によって示されている．ここでは能力の主体を表す 3 人称代名

詞 nya が無標の名詞句で現れており，no beri[NEG like]は全体として 3.13 の可能を表す tɔ’や bau のように

助動詞として機能しているといえる．例文(44)b は類似の内容を表すためのコンサルタントの作例で副詞

lao を用いて「彼は走るととてもゆっくりである」と表現している． 
 
彼は話をするのが上手だ【6.14a】 
(43) canti bəkratɛ ɲa nan. 

good talk 3 that 
 
彼は走るのが苦手だ【6.14b】 
(44)a. no bəri bərari ɲa. 

NEG like run 3 
 
(44)b. lao bənar lamin bərari ɲa. 

slow really if run 3 
 

3.15  移動 

移動は自動詞構文（この際移動の対象は場所を示す前置詞句 paŋによって標示される）によって表さ

れる場合と他動詞構文によって表される場合がある．この二つの構文の間に意味的違いはほとんどない

ようである． 
 
 



スンバワ語の他動性,塩原朝子 

 

 11 / 14 

彼は学校に着いた【6.15a】 
(45)a. kamɔ dapat ɲa paŋ səkɔla. 

already arrive 3 at school 
 
(45)b. kamɔ dapat səkɔla ɲa. 
 already arrive school 3 
 
同様の内容を(45)c のように動詞を用いず前置詞句だけで表すことも可能である． 

(45)c. kamɔ paŋ səkɔla ɲa. 
already at school 3 

 
経由は他動詞 lɛmpat「渡る」を主動詞とする他動詞構文によって表される． 
彼は道を渡った／横切った【6.15b】2 
(46) ɲa muntu lɛmpat ɔla. 

3 PRG cross road 
 
3.16  感覚 1 

空腹と喉の渇き，はいずれも以下の慣用的な表現によって用いられる．空腹は文字通りには「お腹が

熱い」と訳することができる表現を用いて表される．また「喉が渇いた」を表す kəmɔan という動詞は

単独では単語として用いられない要素であり，ai’「水」と複合語を形成することによってはじめて「喉

が渇いた」という意味を表す． 

彼はお腹を空かしている【6.16a】 
(47) panas tian ɲa. 

hot belly 3 
 
彼は喉が渇いている【6.16b】 
(48) kəmɔan-ai’ ɲa. 

thirsty-water 3 
 

3.17  感覚 2 
スンバワ語には「寒い」を表す二つの自動詞がある．例文(49)の kəniŋin の構文では経験者あるいはそ

の身体部位を表す語が唯一項として現れるのに対して，例文(50)の ŋəlar の構文では「寒さ」の背景とし

ての時間や場所が唯一項として現れる．例文(51)はその違いを表すためにコンサルタントが作例した文

                                                        
2 同様の内容を表す形式として副詞 ɔla によって経由を表す以下のような表現もある． 
ta ɔla ka=bəlangan ɲa. 
this way PST=walk 3 
「彼はこの道を渡った」（文字通りの意味「彼はこの経路を歩いた」） 
ɲa bəlagan ɔla ta. 
3 walk way this 
「彼はこの道を渡った」（文字通りの意味「彼はここを通って歩いた」） 
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である． 
 

私は寒い【6.17a】 
(49) ku=kəniŋin. 

1=feel.cold 
 
今日は寒い【6.17b】 
(50) ano=ta  ŋəlar bənar. 
 day=this  cold really 
 
この水は冷たい，そのために体に当たると寒く感じるのである．【6.17x】 
(51) ai’ ta ŋəlar, bua lamin kəna pərana ku kəniŋin. 

water this cold reason if get body 1SG feel.cold 
 
同様の対応が「まぶしさ」を表す以下のペア kesəla’「（経験者の）目がまぶしさを感じる」/ səla’「（光
源）がまぶしい」にもみられる． 
（その）陽の光が私の目に眩しい【6.17y】 
(52) kesəla’  mata ku liŋ caya matano nan. 

dazzled  eye 1SG by light sun that 
 
陽の光がとても眩しい【6.17z】 
(53) səla’   bənar caya matano. 
 dazzling  really light sun 
 

2 節で示したように経験者を表す名詞句を唯一項にとる感覚を表す自動詞の多くは ka-または kaN-を
形式の一部として持つ． 
上記の例文に示した以外の例には kaŋompa「疲れている」, kaɲoɲat 「気分がよくない」, kaŋila’ 「恥

ずかしい」などがある． 
 

3.18  （社会的）相互行為１ 

社会的相互行為は他動詞構文で表される．行為の内容は他動詞構文の後に現れる動詞句によって示さ

れる． 

私は彼（が服を洗濯するの）を手伝った／助けた【6.18a】 
(54) ku=tuluŋ ɲa səbersi lamoŋ. 

1SG=help 3 clean clothes 
 

私は彼が物を運ぶのを手伝った【6.18b】 
(55) ku=tuluŋ ɲa bawa baraŋ nan. 

1SG=help 3 bring thing that 
 

3.19  （社会的）相互行為2（言語行動） 

言語行動は動詞によって他動詞構文で表される場合と自動詞構文で表される場合がある．自動詞構文
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を取る場合，発話の相手を表す要素は方向格 ko によって標示される． 
 

私はその理由を彼に聞いた【6.19a】 
(56) ku=katɔan ɲa apa alasan bua ta lok. 

1SG=ask  3 what reason reason this way 
 
彼は私に私がいつ行くのか聞いた【6.19x】 
(57) bakatɔan ɲa ko aku pidan ku=lalo. 

 ask  3 to 1SG when 1SG=go 
 
私はそのことを彼に話した【6.19b】 
(58)a. ka=ku=bada ɲa luk dɛan. 

PST=1SG=tell 3 way that  
 

私は彼に「この家を持っているのは私だ」と言った【6.19y】 
 

(58)b. aku bliŋ ko ɲa ‘aku dɛ baɛŋ’ bale ta.’ 
1SG say to 3 1SG REL owner house this 

  
3.20 再帰・相互 

私は彼と会った【6.20a】 
(59) ku=kətəmuŋ kɛ’ ɲa. 

1SG=meet with 3 
 

(59)は相互的意味を内在する自動詞の例である．一般に相互的動作は助動詞 saliŋが主動詞の前に現れ

る構文で表される． 
私は弟と助け合う【6.20x】 
(60) ku=saliŋ  tuloŋ kɛ’ adi  ku. 

1SG=RECP  help with young.sibling 1SG 
 
再帰的動作は「自身」を表す語 diri を項とする以下の形で表される．	

私は自分自身を殴った【6.20y】 
(61)a. ku=pukil diri ku.  

1SG =hit  self 1SG 
 
この文は他動詞の典型構文のうち(1)a に示した述部先行型の構文であるが，「自身」を表す語 diri が項

である場合，対応する(55)b のような動作の対象を表す名詞句が先行するタイプの文は容認されない． 
 
(62)b. *diri ku ku=pukil.  

self 1SG 1SG=hit 
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略号一覧 

- morpheme boundary 
= clitic boundary 
1,2,3 first, second, third person 
AST assertion 
CAUS causative  
ITR interrogative 
NEG negator 
PST past 
PRG progressive 
RDP reduplication 
RECP reciprocal 
REL relativizer 
SG singular 
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要旨：本稿はアカン語のヴォイスとその周辺に関する資料を提示する．データ収集には『語学研究所論

集』第 25 号の英語版調査票（4.「ヴォイス」）を使用した． 
 
 
Abstract: This article provides Akan data collected by using the questionnaire ‘Voice’ designed by Shinjiro Kazama. 
 
 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000403 
キーワード： アカン語，ヴォイス 
Keywords: Akan, voice 
 
 
1. はじめに 

 アカン語はガーナ共和国に話されるニジェール・コンゴ語族クヮ語派に属する言語である．アサンテ，

アクアペム，ファンテ，アノマボ・ファンテ，アブラ・ファンテ，アチェム，アゴナ，アセン，ダンチ

ラ，クヮウ，ゴムア，アハフォ各方言に下位分類される(Eberhard, Simons, and Fennig 2020)．ここで対象

とするのはアサンテ方言である．データ収集は，『語研論集』第 25 号の英語版調査票を使用し（4.「ヴ

ォイス」），アーチャンポン（男性・34 歳，アシャンティ州マンポン出身）が，各例文に相当する，ある

いは類似，関連するアカン語文を言って古閑が記録する形で行った．必要に応じて，具体的用法や使用

場面など，アーチャンポンによる説明も記載した． 
 
2. 資料 

 
(1)    ɛpónó=nó   bué-eyɛ́. 
      door=DEF  open-PST 
     （風などで）ドアが開いた． 
 
(2)    ɛpónó=nó   é=bué-eyɛ́. 
      door=DEF  INAN.SUB=open-PST 
     （誰かが開けて）ドアが開いた． 
 
 
 

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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(3)    o=bué-e            pónó=nó.  
      3PL.SUB=open-PST  door=DEF 
      彼がドアを開けた． 
 
アカン語では基本的に自動詞他動詞は同形である．bue は (1), (2)のように自動詞としても(3)のように

他動詞としても用いられる．(1)は（風などで）自らドアが開いた，を，(2)は行為者など外的要因を含意

する．なお，アカン語は受身文がないため，「ドアが開けられた」に相当する文はない． 
 
(4)    ɛpónó=nó   bu-i. 
      door=DEF  break-PST 
      ドアが壊れた． 
      
(5)    obí      bu-u      pónó=nó. 
      someone break-PST door=DEF 
      誰かがドアを壊した． 
 
 bu「壊す，壊れる」も同様．自動詞文(4)では自ら壊れたのか誰かが壊したのかわからない．行為者を

明示するには他動詞文(5)で表す． 
 
(6)    me=ma-a          mí=!núá=nó            gyiná-ayɛ́. 
      1SG.SUB=give-PST 1SG.POSS=brother=DEF stand-PST 

私は弟を立たせた．（許可使役） 
 

(7)    me=hyɛ-ɛ           mí=!núá=nó            {ma-a     ó=gyiná-ayɛ́/         ma-a=nó  
      1SG.SUB=cover-PST 1SG.POSS=brother=DEF  give-PST 3SG.SUB=stand-PST/  give-PST=3SG.OBJ 
      gyiná-ayɛ́}. 

stand-PST 
      私は弟を立たせた．（強制使役） 
 
(8)    me=ma-a          mí=!núá=nó            to-o     dwóm.  
      1SG.SUB-give-PST 1SG.POSS=brother=DEF sing-PST song 
      私は弟に歌を歌わせた．（許可使役） 
 
(9)    me=hyɛ-ɛ           mí=!núá=nó             {ma-a    ɔ́=to-o/              ma-a=nó  
      1SG.SUB-cover-PST 1SG.POSS=brother=DEF   give-PST 3SG.SUB=sing-PST  give-PST=3SG.OBJ 
      to-o}     dwóm.  
      sing-PST  song 

私は弟に歌を歌わせた．（強制使役） 
 
(10)   maamé=nó   ma-a    mmɔfrá=nó   ko-dí-i         agóró. 
      mother=DEF give-PST children=DEF ITIV-enjoy-PST  play 

（遊びに行きたがっているのを見て）母は子供に遊びに行かせた． 
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(11)   maamé=nó    hyɛ-ɛ     mmɔfrá=nó   {ma-a    wɔ́=kɔ-tɔ́-ɔ/              
      mother=DEF  cover-PST children=DEF give-PST 3PL.SUB=ITIV-buy-PST   

ma-a=wɔ́n         kɔ-tɔ́-ɔ}       páanoó. 
give-PST=3PL.OBJ ITIV-buy-PST  bread 

      （遊びたがっている子供に無理やり）母は子供をパンを買いに行かせた． 
 
 使役は動詞 ma「与える」，hyɛ「覆う」を用いて迂言的に表す．(6), (8), (10)は許可使役（被使役者の希

望を許可）で，(7), (9), (11)は強制使役（命令して立たせた，あるいは直接手を下して立たせた，など）．

自動詞からの使役，他動詞からの使役に形の上で違いはない． 
 
(12)   me=hyɛ-ɛ            mí=!núá=nó            ataadéɛ́.           
      1SG.SUB=put.on-PST 1SG.POSS=brother=DEF clothes 
      私は弟に服を着せた． 
 
(13)   me=ma-a          mí=!núá=nó            hyɛ-ɛ     ataadéɛ́.  
      1SG.SUB=give-PST 1SG.POSS=brother=DEF wear-PST  clothes 
      私は弟にその服を着させた．（許可使役） 
 
(14)   me=hyɛ-ɛ           mí=!núá=nó            {ma-a     ɔ́=hyɛ-ɛ/   
      1SG.SUB=cover-PST 1SG.POSS=brother=DEF  give-PST 3SG.SUB=put.on-PST  

ma-a=nó          hyɛ-ɛ}    ataadéɛ́. 
give-PST=3SG.OBJ wear-PST  clothes 

      私は弟にその服を着させた．（強制使役） 
 
 (12)は hyɛ「着る／着せる」を用いた他動詞文で，直接手を下して着せた，の意．(13)許可使役文は希

望許可あるいは受益を含意し，「着させてあげた」の意．言語による命令などにより直接手を下さず「着

させる」は，(14)のように強制使役文で表す． 
 
(15)   me=de        nwómá=nó ma-a    mí=!núá. 
      1SG.SUB=take book=DEF  give-PST 1SG.POSS=brother 

私は弟にその本をあげた（手渡した）． 
 
(16)   me=ma-a          mí=!núá=nó            nwómá=nó. 
      1SG.SUB=give-PST 1SG.POSS=brother=DEF book=DEF 

私は弟にその本をあげた． 
 
 物の授受は動詞 ma を用いる． 
 
(17)   me=kan-n          nwómá  kyerɛ́-ɛ    mí=!núá=nó.    
      1SG.SUB=read-PST  book   show-PST 1SG.POSS=brother=DEF 
      私は弟に本を読んだ． 
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(18)   me=kan-n          nwómá  ma-a    mí=!núá=nó.      
      1SG.SUB=read-PST  book   give-PST 1SG.POSS=brother=DEF 

私は弟に本を読んであげた． 
 

(19)   mí=!núá           kan-n    nwómá  kyerɛ́-ɛ=me. 
      1SG.POSS=brother  read-PST book    show-PST=1SG.OBJ 

兄は私に本を読んだ． 
 
(20)   mí=!núá           kan-n    nwómá  ma-a=me. 

1SG.POSS=brother  read-PST book    give-PST=1SG.OBJ 
兄は私に本を読んでくれた． 

 
 授受動詞 ma が恩恵の授受においても補助動詞として使われる．恩恵の授受を含意しない(17), (19)に
対して，(18), (20)は恩恵の授受を含意する．授恩恵と受恩恵の区別はない． 
 
(21)   mé=maamé       twa-a   mi=tíríń!wíí.  
      1SG.POSS=mother cut-PST 1SG.POSS=hair  

母は私の髪を切った． 
 
(22)   mé=maamé       twa-a   mi=tíríń!wíí     ma-a=me.  
      1SG.POSS=mother cut-PST 1SG.POSS=hair give-PST=1SG.OBJ 

私は母に髪を切ってもらった． 
 

 「私は母に髪を切ってもらった」も同様に，授受動詞 ma を補助動詞として使った構文で表す．受恩

恵を含意しない(21)に対して(22)は含意する． 
 
(23)   me=hohóró-o            me=hṍ. 
      1SG.SUB=wash.RED-PST 1SG.POSS=body 
      私は（自分の）体を洗った． 
 
(24)   me=hohóró-o            me=nsá. 
      1SG.SUB=wash.RED-PST 1SG.POSS=hand 
      私は手を洗った． 
 
(25)   ɔ=hohóró-o             ne=nsá. 
      3SG.SUB=wash.RED-PST 3SG.POSS=hand 
      彼は手を洗った． 
 
(26)   ɔ=hohóró-o=nó                    nsá. 
      3SG.SUB=wash.RED-PST=3SG.OBJ  hand 

彼は彼の手を洗った． 
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 「自分の体／手を洗った」という時，(23)から(25)のように再帰の表示のない所有名詞句を項として表

現する．（自分ではない）誰かの手を洗った，という時は，(26)のように対象人物を項とし，身体部位を

切り離して表現する． 
 
(27)   ɔ=dɔ              ne=hṍ. 
      3SG.SUB=love.STA 3SG.POSS=RP 
      彼は自分を愛している． 
 
 一方，対象が身体部位でなければ再帰代名詞 hṍを用いる．hṍは「身体」から来ている． 
 
(28)   me=tɔ-ɔ           nwómá=nó  ma-a    me=hṍ.   
      1SG.SUB=buy-PST book=DEF  give-PST 1SG.POSS=RP 

（自分のために）私はその本を買った． 
 
自分のためにある行為を行う場合，授受動詞 ma を用い，項に再帰代名詞 hõ の所有形を取る． 

 
(29)   wɔń=bobɔ́-ɔ             wɔn=hṍ. 
      3PL.SUB=beat.RED-PST  3PL.POSS=RP 
      彼らは（互いに）殴り合っていた． 
 
(30)   wɔń=dɔ           wɔn=hṍ. 
      3PL.SUB=love.STA 3PL.POSS=RP 
      彼らは愛し合っている． 
 
 相互的行為も再帰代名詞を用いて表す． 
 
(31)   wɔń=bɔ-ɔ           mú  kɔ-ɔ    kúró=nó    mú.   
      3PL.SUB=unite-PST  in   go-PST town=DEF  in 
      その人たちは（みんな一緒に）街へ行った． 
 
(32)   wɔń=kɔ-ɔ         kúró=nó    mú  bɔ-ɔ      mú.    
      3PL.SUB=go-PST  town=DEF  in   unite-PST in 
      その人たちは街へ行って一緒になった． 
 
衆動は動詞句 bɔ mú「一緒になる」を用いた動詞連続構文で表現する．動詞連続構文では出来事の生起

順に動詞が生起する．(31)は「一緒に行った（一緒になって行った）」だが，(32)は着いた時は一緒にな

ったが一緒に行ったか別々に行ったかはわからない． 
 
(33)   síní=nó    ma   {wú=sṹ/           wó=té}              nisúó.  
      film=DEF  give  2SG.SUB=cry.HAB 2SG.SUB=pluck.HAV tears 

その映画は泣かせる（その映画を見ると泣いてしまう）． 
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 「その映画は泣ける」は許可使役文で表現する． 
 
(34)   me=paé-e           kosúá=nó.  
      1SG.SUB=crack-PST egg=DEF 
      私は卵を割った． 
 
(35)   kɔ́ɔp=nó    fri-i       me=nsámú       paé-e. 
      glass=DEF  depart-PST 1SG.POSS=palm  crack-PST   
      コップが手から落ちて割れた． 
 
  「私は卵を割った」が「私」を主語とした他動詞文で表すのに対し(34)，「うっかり落として割った」

は「コップ」を主語とした自動詞文で表す(35)． 
 
(36)   nnɔ́!rá    me=nom-m         kɔ́fe   bebree na/ntí  me=a-n-tumí               á-n-ná. 
      yesterday  1SG.SUB=drink-PST coffee  many  CONJ 1SG.SUB=PRF-NEG-be.able  PRF-NEG-sleep 
      きのう私はコーヒーを飲みすぎて（飲みすぎたので）眠れなかった． 
 
(37)   nnɔ́!rá    ná   me=wɔ             adwúmá  bebree ntí/na  me=a-n-tumí  
      yesterday  then 1SG.SUB=have.STA  work    many  CONJ 1SG.SUB=PRF-NEG-be.able 

á-n-ná. 
PRF-NEG-sleep 
きのう私は仕事がたくさんあって（たくさんあったので）眠れなかった． 

 
 随意／不随意の不可能の区別はない． 
 
(38)   mi=tí           yɛ́=me            yá. 
      1SG.POSS=head  do.HAB=1SG.OBJ  pain 
      私は頭が痛い． 
 
(39)   mi=tí           paé/dwá=me. 
      1SG.POSS=head  crack.HAB=1SG.OBJ 
      私は頭が痛い． 
 
 「頭が痛い」は，「頭」を主語，「私」を目的語として「私の頭が私を痛くする」(38)，「私の頭が私を

割る」(39)のように表現する． 
 
(40)   ni=tírínwíí      wa.  
      3SG.POSS=hair be.long.STA 

彼女の髪は長い． 
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(41)   ni=tírínwíí      yɛ    téntén. 
      3SG.POSS=hair COP  long 

彼女の髪は長い． 
 
(42)   ɔ=wɔ              tírí!nwíí  téntén. 
      3SG.SUB=have.STA  hair     long 
    彼女は長い髪をしている． 
 
 「彼女は髪が長い」は，(40), (41)のように「彼女の髪は長い」と表現するのが最も自然．または(42)
のように所有文で表す（「アカン語の所有・存在表現」参照）． 
 
(43)   ɔ=bɔ-ɔ=no                  abátí.       
      3SG.SUB=beat-PST=3SG.OBJ shoulder 
      彼は（別の）彼の肩をたたいた． 
 
(44)   ɔ=bɔ-ɔ             ne=abátí. 
      3SG.SUB=beat-PST  3SG.POSS=shoulder 

彼は自分の肩をたたいた． 
  
(45)   ɔ=sɔ-ɔ=no                  nsá. 
      3SG.SUB=grab-PST=3SG.OBJ hand 
      彼は（別の）彼の腕をつかんだ． 
 
(46)   ɔ=sɔ-ɔ                     ne=nsá. 
      3SG.SUB=grab-PST=3SG.OBJ 3SG.POSS=hand 
      彼は自分の腕をつかんだ． 
 
 「彼は（別の）彼の肩をたたいた」「彼は（別の）彼の腕をつかんだ」は，(43), (45)のように人を直接

項とし，身体部位を切り離して表現する（分割支配型）．(44), (46)のように身体部位の所有形を項とする

と，「自分の肩をたたいた」「自分の腕をつかんだ」になる． 
 
(47)   mi=hũ-ũ          sɛ́     ɔ́=ɔ́-!bá. 
      1SG.SUB=see-PST COMP 3SG.SUB=PROG-come 
      私は彼がやって来るのを見た． 
 
(48)   mi=nim            sɛ́     ɔ=bɛ́-bá             ń!nɛ́. 
      1SG.SUB=know.STA COMP 3SG.SUB=FUT-come  today 
      私は彼が今日来ることを知っている． 
 
 知覚構文「私は彼がやって来るのを見た」(47)，「私は彼が今日来ることを知っている」(48)はいずれ

も複文で表す． 
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(49)   o=nim             sɛ́      ɔnó= ánkásá   bé-dí     nkoním.      
      3SG.SUB=know.STA COMP  3SG=REFL   FUT-enjoy victory 
      彼は自分（のほう）が勝つと思った． 
 
(50)   o=nim             sɛ́      o=bé-dí          nkoním.   
      3SG.SUB=know.STA COMP  3SG.SUB=FUT-eat victory 
      彼は自分／（別の）彼が勝つと思った． 
 
(51)   o=nim             sɛ́      ɔnó   bé-dí    nkoním.   
      3SG.SUB=know.STA COMP  3SG  FUT-eat  victory 
      彼は（別の）彼が勝つと思った． 
 
 「彼は自分（のほう）が勝つと思った」（補文中の再帰）は，補文中の主語に再帰接語= ánkásá を付

けて表す(49)．一方再帰接語の表示がない(50)では従属節中の主語は主節の主語を指すこともできるし，

別の誰かを指すこともできる．(51)のように人称接語でなく人称代名詞にすると必ず別の誰かを指す． 
 
(52)   me=nom-m         kɔ́ɔp=nó    mú  nsúó=nó    bi. 
      1SG.SUB=drink-PST glass=DEF  in   water=DEF some 

私は（コップの）水（の一部）を飲んだ． 
 

(53)   me=nom-m         kɔ́ɔp=nó    mú  nsúó=nó    nyináá. 
      1SG.SUB=drink-PST glass=DEF  in   water=DEF all 

私は（コップの）水を全部飲んだ． 
 
 部分／全体に及ぶ動作を区別する文法化した要素はなく，「いくらか」(52)「全部」(53)のような修飾

要素によって区別する． 
 
(54)   o=n-wé                 !nám. 
      3SG.SUB=NEG-chew.HAB meat 

彼は肉を食べない． 
 
 恒常的な否定は，習慣の否定と同じ形で表す． 
 
(55)   awɔ́      wɔ       mú  !nnɛ́.   
      coldness   exist.STA  in   today 
      今日は寒い． 
 
(56)   {ɛ́=yɛ/      ewíém  yɛ}    nyunu nnɛ́.   
      INAN=COP weather COP   cold   today 
      今日は寒い． 
 
 「今日は寒い」の表現には(55)のように「寒さが中にある」という存在文と，(56)のように「天気」あ



アカン語のヴォイスとその周辺, 古閑恭子, ダニエル・アーチャンポン 

 9 / 10 

るいは無生物主語接語を主語とした形容詞文とがある． 
 
(57)   awɔ́     de=me.      
      coldness  seize.STA=1SG.OBJ 
      私は（何だか）寒い． 
 
(58)   me=té            awɔ́.  
      1SG.SUB=feel.HAB coldness 
      私は寒さを感じる． 
 
 「私は（何だか）寒い」は(57)のように「寒さが私を捉える」と表現する．(57)は寒さが体の中に入っ

ているのに対し，(58)は体の外に寒さがある（従って防ぐことができる）． 
 
(59)   ɛ=yɛ-ɛ=me              wánwá  sɛ́     nnipá  bebree wɔ       hɔ́. 
      INAN=do-PST=1SG.OBJ  surprise COMP people many  exist.STA  there 

人がとても多いことに私は驚いた． 
 
 「驚いた」は感情を引き起こす対象を主語，感情主体を目的語として表す．感情主体を主語とする言

い方はない． 
 
(60)   nsúó   hyɛ-ɛ/     fri-i       aséɛ́    tɔ-e. 
      water  cover-PST depart-PST bottom  fall-PST 
      雨が降り始めた． 
 
 現象文・現場での直接体験が特別な語順や特別な構文で表されるということはないようだ． 
 
(61)   nwómá  weí,  yɛ=tɔ́              páá.       
      book   this   1PL.SUB=buy.HAB  well 

この本はよく買われる． 
 

(62)   nwómá  weí  tɔ́ǹ      páá.    
      book   this  sell.HAB well 
      この本はよく売れる． 
 
 「この本はよく売れる」は，(61)のように不定主語文「（人が）よく買う」と表現するか，(62)のよう

に本を主語とし，tɔn「売る」を自動詞として用いて「この本は売れる」と表現する（中間構文）．(62)
は「高く売れる，儲けがある」を含意する． 
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略号

á        高声調 
a       低声調（表記なし．ただし単独で音節

      末子音に実現する場合 ǹ） 
!á       ダウンステップ高声調 
1       1 人称 
2       2 人称 
3       3 人称 
COMP   補文標識 
CONJ   接続詞 
CONS   順続 
COP     コピュラ 
DEF     定 
EMPH   強調 
FUT     未来 
HAB    習慣 
INAN   無生物 

ITIV    去辞 
NEG    否定 
OBJ     目的接語 
PL      複数 
POSS    所有接語 
PRF     完了 
PROG   進行 
PST     過去 
RED    重複 
RP      再帰代名詞 
REFL    再帰 
SG      単数 
STA     状態 
SUB     主語接語 
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要旨：本稿はアカン語の所有・存在表現に関する資料を提示する．データ収集には『語学研究所論集』

第 25 号の英語版調査票（5.「所有・存在表現」）を使用した． 
  
 
Abstract: This article provides Akan data collected by using the questionnaire ‘Expressions of possession and 
existence’ designed by Shinjiro Kazama. 
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Keywords: Akan, Expressions of possession and existence  
 
 
1. はじめに 

 アカン語はガーナ共和国に話されるニジェール・コンゴ語族クヮ語派に属する言語である．アサンテ，

アクアペム，ファンテ，アノマボ・ファンテ，アブラ・ファンテ，アチェム，アゴナ，アセン，ダンチ

ラ，クヮウ，ゴムア，アハフォ各方言に下位分類される(Eberhard, Simons, and Fennig 2020)．ここで対象

とするのはアサンテ方言である．データ収集は，『語研論集』第 25 号の英語版調査票を使用し（5.「所

有・存在表現」），アーチャンポン（男性・34 歳，アシャンティ州マンポン出身）が，各例文に相当する，

あるいは類似，関連するアカン語文を言って古閑が記録する形で行った．必要に応じて，具体的用法や

使用場面など，アーチャンポンによる説明も記載した． 
 
2. 資料 

 
(1)  a.  ne=aníwámmá  yɛ   brúu.  

3SG.POSS=eye COP  blue 
彼の目は青い． 

b.  deɛ/neɛ  ne=aníwámmá  yɛ́   brúu   
  person.that 3SG.POSS=eye COP  blue   

目が青い人 
 
 
 

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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(2)  a.  ɔ=wɔ         aniwámmá  brúu.  

3SG.SUB=have.STA  eye    blue 
彼は⻘い⽬を持つ． 

b.  deɛ/neɛ  ɔ=wɔ́        aniwámmá  brúu  
   person.that 3SG.SUB=have.STA eye    blue   
  ⻘い⽬を持つ⼈ 

 
一体的（譲渡不可能的）な，恒常的な所有「青い目」は，(1)の形容詞文が最も自然だが，(2)のように

所有文も可能である． 
 
(3)  a.  ni=tírín!wíí   wa.  
     3SG.POSS=hair be.long.STA 

彼の髪は長い． 
b.  deɛ/neɛ   ni=tíríń!wíí   wá        

person.that 3SG.POSS=hair be.long.STA   
髪の長い人 

 
(4)  a.  ni=tírínwíí    yɛ   téntén. 
     3SG.POSS=hair COP  long 

彼の髪は長い． 
b.  deɛ/neɛ   ni=tíríń!wíí   yɛ́   !téntén   
  person.that 3SG.POSS=hair COP  long    
  髪の長い人 

 
(5)  a.  ɔ=wɔ         tírí!nwíí  téntén. 
     3SG.SUB=have.STA  hair   long 
     彼は長い髪をしている／持つ． 

b.  deɛ/neɛ   ɔ=wɔ́        !tírí!nwíí !téntén  
     person.that 3SG.SUB=have.STA hair   long    
     長い髪（かつら，付け毛など）を持っている人 
 
一体的，恒常的な所有で恒常性が下がった「長い髪」についても，最も自然なのは，動詞文(3)，形容

詞文(4)である．(5)のように存在文も可能であるが，生えている髪というよりかつら，付け毛のニュアン

スになる． 
 
(6)  a.  ɔ=wɔ        abɔdwesɛ́.      
     3SG.SUB=have.STA beard 

彼は髭がある． 
b.  deɛ/neɛ   ɔ=wɔ́        abɔdwesɛ́  
  person.that 3SG.SUB=have.STA beard   

髭がある人 
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非普通所有物「髭」では，修飾語がなくとも所有文が自然である． 

 
(7)  a.  ɔ=wɔ        aní.     
     3SG.SUB=have.STA eye 

彼は目がある（千里眼）． 
b.    deɛ/neɛ   ɔ=wɔ́        aní   

person.that 3SG.SUB=have.STA eye  
目のある人（千里眼） 

 
(8)  a.  ɔ=wɔ        asṍ.   
     3SG.SUB=have.STA ear 
     彼は耳がある（地獄耳）． 
   b.  deɛ/neɛ   ɔ=wɔ́         asṍ   
     person.that 3SG.SUB=have.STA  ear 
     耳のある人（地獄耳） 
 
(9)  a.  ɔ=wɔ        tírí.   
     3SG.SUB=have.STA  head 
     彼は頭がある（頭がいい）． 
   b.  deɛ/neɛ   ɔ=wɔ́        tí   
     person.that 3SG.SUB=have.STA head 
     頭がある（頭がいい）人 
 
(10)  a.  ɔ=wɔ        tɛkrɛmá. 

3SG.SUB=have.STA tongue 
彼は舌がある（口が上手い）． 

   b.  deɛ/neɛ   ɔ=wɔ́        tɛkrɛmá   
     person.that 3SG.SUB=have.STA tongue 
     舌がある（口が上手い）人 
 
(11)  a.  ɔ=wɔ        anó      
     3SG.SUB=have.STA mouth 
     彼は口がある（自慢屋）． 
   b.  deɛ/neɛ   ɔ=wɔ́        anó  
     person.that 3SG.SUB=have.STA mouth 
     口がある人（自慢屋） 
 
(12)  a.  ɔ=wɔ        kokóɔ́.  
     3SG.SUB=have.STA chest 

彼は心がある（短気）． 
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   b.  deɛ/neɛ   ɔ=wɔ́        kokóɔ́   
     person.that 3SG.SUB=have.STA chest 
     心がある（短気な）人 
 
慣用句的表現は，「目」(7)の他，「耳」(8)，「頭」(9)，「舌」(10)，「口」(11)，「胸」(12)を使った表現が

得られた．いずれも所有文で表される． 
 

(13)  a.  ɔ=a-dí       mféɛ́  aduonú. 
     3SG.SUB=PRF-eat  years 20 

彼は 20 歳だ． 
b.   deɛ/neɛ   ɔ=á-dí      mféɛ́  aduonú   

person.that 3SG.SUB=PRF-eat years 20 
20 歳の人 

 
(14)  a.  ɔ=wɔ        mféɛ́  aduonú. 

3SG.SUB=have.STA years 20 
彼は 20 歳だ． 

b.    deɛ/neɛ   ɔ=wɔ́        mféɛ́  aduonú   
person.that 3SG.SUB=have.STA years 20 
20 歳の人 

 
 側面語「20 歳」については，(13)のように動詞文が最も自然だが，(14)のように所有文も可能． 

 
(15)  a.  ne=yám/súbán        yɛ. 
     3SG.POSS=stomach/character be.good.STA 

彼は優しい性格だ． 
b.    deɛ/neɛ   ne=yám/súbán        yɛ́   

person.that 3SG.POSS=stomach/character be.good.STA 
優しい性格の人 

 
(16)  a.  ɔ=wɔ        akoma/subán   pá.     
     3SG.SUB=have.STA heart/character  good 

彼は良い性格だ． 
b.   deɛ/neɛ   ɔ=wɔ́        akoma/suban   pá.  
  person.that 3SG.SUB=have.STA heart/character  good  
  良い性格の人 
 

(17)  a.  akoma  pá   {wɔ    ne=mú/     da    ne=yám}.  
heart  good exist.STA  3SG.POSS=inside lie.STA 3SG.POSS=stomach 
彼は良い性格だ． 

b.  deɛ/neɛ  akoma  pá   {wɔ́    ne=mú/     dá    ne=yám} 
     person.that heart   good exist.STA  3SG.POSS=inside lie.STA 3SG.POSS=stomach 
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     良い性格の人 
 
(18)  a.  suban   pá   wɔ    ne=hṍ.  

character good exist.STA  3SG.POSS=body 
彼は良い性格だ． 

b.  deɛ/neɛ  suban   pá   wɔ́    ne=hṍ 
    person.that character good exist.STA  3SG.POSS=body 
    良い性格の人 
 
側面語「優しい・良い性格」については，(15)のような動詞文が最も自然だが，所有文(16)，存在文(17), 

(18)も可能である．なおアカン語では，wɔが所有表現にも存在表現にも使われる．本稿では 所有者 wɔ 
被所有物 の構文を「所有文」，存在物 wɔ 場所 の構文を「存在文」と呼ぶ． 
 
(19)  a.  ɔ=wa. 
     3SG.SUB=be.long.STA 

彼は背が高い． 
b.    deɛ/neɛ   ɔ=wá          

person.that 3SG.SUB=be.long.STA  
背の高い人 

 
(20)  a.  ɔ=yɛ      téntén. 
     3SG.SUB=COP long 

彼は背が高い． 
b.  deɛ/neɛ   ɔ=yɛ́      !téntén   
  person.that 3SG.SUB=COP long 
  背が高い人 

 
側面語「背が高い」は，動詞文(19)，形容詞文(20)で表す． 

 
(21)    ne=ténténé     yɛ   anamɔ́n/basafá  nsı ̃á́ né  !fá.     
     3SG.POSS=length COP  feet      6  and half 

彼の身長は６フィート半だ． 
 

(22)    ɔ=wɔ        (*ténténé)  anamɔ́n/basafá  nsı ̃á́ né  !fá.  
     3SG.SUB=have.STA length   feet      6  and half 

彼は６フィート半ある． 
 
(23)    ne=mú!dúró    yɛ   pɔ́nso  aduosĩá ̃́  né  !fá.   
     3SG.POSS=weight COP  pound 60   and half 
     彼の体重は 60 ポンド半だ． 
 
 



Expressions of possession and existence in Akan, Kyoko Koga, Daniel Acheampong 

 6 / 21 

(24)    ɔ=wɔ        pɔ́nso  aduosĩá ̃́  né  !fá.   
     3SG.SUB=have.STA pound 60   and half 
     彼は 60 ポンド半ある． 
 
属性数量詞構文は，(21), (23)のような名詞文が最も自然だが，(22), (24)のように所有文も可能である． 

 
(25)  a.  ɛbóɔ́=nó   yɛ   krúkrúwá. 
     stone=DEF COP  round 

その石は丸い． 
b.    ɛbóɔ́  krúkrúwá 

stone round 
丸い石 

 
(26)  a.  nwómá=nó bóɔ́   yɛ   den.   
     book=DEF price  COP  hard 
     その本の値段が高い． 

b.  aboɔdén   ń!wómá 
high.price book 
高額の本 

c.    nwómá  a   né=!bóɔ́      yɛ́   den 
book  REL  3SG.POSS=price COP  hard 

     値段が高い本 
 
無生物主語の側面語のある表現については，(25), (26)のようにもっぱら形容詞文で表す． 

 
(27)  a.  ɔ=wɔ        ɔdómákyɛdéɛ́. 
     3SG.SUB=have.STA gift 

彼には才能がある． 
b.    deɛ/neɛ   ɔ=wɔ́        ákyɛdéɛ́  

person.that 3SG.SUB=have.STA gift 
才能のある人 

 
(28)  a.  adómákyɛdéɛ́  wɔ    ne=só.   
     gift     exist.STA  3SG.POSS=top 

才能が彼にはある． 
   b.  deɛ/neɛ  adómákyɛdéɛ́  wɔ́    ne=só 

 person.that gift     exist.STA  3SG.POSS=top 
 才能のある人 
 

(29)  a.  ɔ=wɔ        adóm.    
     3SG.SUB=have.STA grace 

彼は魅力がある． 
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b.  deɛ/neɛ   ɔ=wɔ́        adóm   
person.that 3SG.SUB=have.STA grace 
魅力のある人 

 
(30)  a.  adóm  wɔ    ne=só.   
     grace exist.STA  3SG.POSS=top 

魅力が彼にはある． 
b.    deɛ/neɛ   ɔdóm  wɔ́     ne=só 

person.that grace exist.STA  3SG.POSS=top 
才能のある人 
 

 属性「才能」，「魅力」については，所有文(27), (29)，存在文(28), (30)で表す． 
 
(31)  a.  ɔ=yaré. 
     3SG.SUB=be.ill.HAB 

彼は病気だ． 
   b.  deɛ/neɛ  ɔ=yáré 
     person.that 3SG.SUB=be.ill.HAB 
     病気の人 
 
(32)  a.  ɔ=wɔ        yaréɛ́.  
     3SG.SUB=have.STA illness 
     彼は病気を持つ． 
   b.  deɛ/neɛ  ɔ=wɔ́        yaréɛ́ 
     person.that 3SG.SUB=have.STA illness 
     病気を持つ人 
 
(33)  a.  yaréɛ́  wɔ    ne=hṍ.  

illness exist.STA  3SG.POSS=body 
彼は病気がある． 

b.  deɛ/neɛ  yaréɛ́  wɔ́    ne=hṍ 
  person.that illness exist.STA  3SG.POSS=body 
  病気がある人 
 

一時的属性「病気」については，動詞文が最も自然だが(31)，所有文(32)，存在文(33)も可能．存在文で

は持病の意になる． 
 

(34)  a.  ne=hṍ      á-yɛ     hyé. 
3SG.POSS=body  PRF-become hot 
彼は熱がある（体が熱い）． 

b.    deɛ/neɛ   ne=hṍ      á-yɛ     hyé  
person.that 3SG.POSS=body  PRF-become hot 
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熱がある（体が熱い）人 
 
(35)  a.  ne=hṍ      á-dɔ. 

3SG.POSS=body  PRF-increase 
彼は熱がある（体が熱い）． 

   b.  deɛ/neɛ   ne=hṍ      á-dɔ   
     person.that 3SG.POSS=body  PRF-increase 
     熱がある（体が熱い）人 
 
(36)  a.  ɔ=wɔ        ahoɔhyéɛ́.  
     3SG.SUB=have.STA fever 

彼は熱がある． 
   b.  deɛ/neɛ  ɔ=wɔ́        ahoɔhyéɛ́   
     person.that 3SG.SUB=have.STA fever 
     熱がある人 
 
「熱」は，形容詞文(34)，動詞文(35)が最も自然だが，所有文でも言える(36)． 

 
(37)  a.  ɔ=hyɛ        ataade fúfúó. 
     3SG.SUB=wear.STA clothes white 

彼は白い服を着ている． 
b.  deɛ/neɛ   ɔ=hyɛ́        ataade   fúfúó   

   person.that 3SG.SUB=wear.STA clothes   white 
   白い服を着た人 
 

(38)  a.  ataade fúfúó  hyɛ=no.        
clothes white wear.STA=3SG.OBJ 
彼は白い服を着ている． 

   b.  deɛ/neɛ  ataade fúfúó  hyɛ́=no   
     person.that clothes white wear.STA=3SG.OBJ 
     白い服を着た人 
 
 衣服については，着用動詞 hyɛを用いた動詞文(37)で表す．項を入れ替えた構文も可能(38)． 
 
(39)  a.  ɔ=wɔ        asomadéɛ́  hyɛ/wɔ       ne=asṍ     mú.  
     3SG.SUB=have.STA earring   wear.STA/exist.STA 3SG.POSS=ear in 
     彼は耳にイヤリングをしている． 
   b.  deɛ/neɛ  ɔ=wɔ́        asomadéɛ́  hyɛ́/wɔ́       ne=asṍ     mú 
     person.that 3SG.SUB=have.STA earring   wear.STA/exist.STA 3SG.POSS=ear in 

耳にイヤリングをした人 
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(40)  a.  asomadéɛ́  hyɛ/wɔ       ne=asṍ     mú.  
     earring   wear.STA/exist.STA 3SG.POSS=ear in 
     イヤリングが彼の耳にある． 

b.  deɛ/neɛ  asomadéɛ́  hyɛ́/wɔ́       ne=asṍ     mú 
  person.that earring   wear.STA/exist.STA 3SG.POSS=ear in 

耳にイヤリングをした人 
 

(41)  a.  ɔ=wɔ        dúku  kata    ni=tí.   
     3SG.SUB=have.STA scarf  cover.STA 3SG.POSS=head 

彼女は頭にスカーフをしている． 
b.  deɛ/neɛ  ɔ=wɔ́        dúku  kátá    ni=tí 
  person.that 3SG.SUB=have.STA scarf  cover.STA 3SG.POSS=head 
  頭にスカーフをした人 
 

(42)  a.  dúku  bɔ/wɔ       ni=tí       (só).  
     scarf  hit.STA/exist.STA 3SG.POSS=head  top 

スカーフが彼女の頭にある． 
b.  deɛ/neɛ  dúku  bɔ́/wɔ́       ni=tí 

    person.that scarf  hit.STA/exist.STA 3SG.POSS=head 
    頭にスカーフをした人 
 
一方，イヤリング，スカーフは，所有文(39), (41)，存在文(40), (42)で表す． 

 
(43)  a.  ɔ=hyɛ      ahwehwɛníwá. 
     3SG.SUB=wear glasses 

彼はメガネをかけている． 
b.    deɛ/neɛ   ɔ=hyɛ́      ahwehwɛníwá   

person.that 3SG.SUB=wear glasses 
メガネをかけた人 
 

しかし，メガネは着用動詞 hyɛを用いた(43)の動詞文しか言えない． 
 
(44)  a.  ɔ=wɔ        yéré.   
     3SG.SUB=have.STA wife 

彼には妻がいる． 
b.    deɛ/neɛ   ɔ=wɔ́        !yéré   

person.that 3SG.SUB=have.STA wife  
妻のいる人 

 
(45)  a.  ɔ=a-wáré. 
     3SG.SUB=PRF-marry 

彼は結婚している． 
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   b.  deɛ/neɛ  ɔ=á-wáré 
     person.that 3SG.SUB=PRF-marry 
     結婚している人 
 
親族の所有は所有文(44)で表される．「結婚している」は動詞 ware「結婚する」の完了形(45)で表され

る． 
 
(46)  a.  ɔ=wɔ        mmá   meɛnsa ̃́.    
     3SG.SUB=have.STA children 3 

彼には 3 人子供がいる． 
b.    ɔbɛré!má a    ɔ=wɔ́        mmá   meɛnsa ̃́   

man   REL  3SG.SUB=have.STA children 3 
3 人の子持ちの男 

 
(47)  a.  ɔ=nyem.  
     3SG.SUB=be.pregnant.STA 
     彼女は妊娠している． 

b.  ɔbáá   a    ɔ=nyém 
woman  REL  3SG.SUB=be.pregnant.STA 
妊娠している女性 

 
親族の所有で数量詞がつく場合も，所有文で表される(46)．「妊娠している」は動詞 nyem「妊娠する」

の状態形(47)で表される． 
 
(48)    ɔsebɔ́   hṍ   wɔ    nwı ̃ı́ ̃.́   
     leopard body have.STA  hair 

ヒョウには毛がある． 
 

(49)    nnwíí  wɔ    ɔsebɔ́   hṍ.  
     hair  exist.STA  leopard body 

ヒョウには毛がある． 
 

普遍的な事実「ヒョウには毛がある」は，所有文(48)，存在文(49)で表される． 
 
(50)  a.  anomnómdéɛ́=nó  mú   wɔ    nsa ̃́. 
     drink=DEF    inside have.STA  alchohol 

その飲み物にはアルコールが入っている． 
b.  anomnómdéɛ́  a    ɛ=wɔ́         nsa ̃́    mú   

     drink    REL  INAN.SUB=have.STA alchohol inside 
アルコール入りの飲み物 
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(51)  a.  nsa ̃́    wɔ    anomnómdéɛ́=nó  mú. 
     alchohol exist.STA  drink=DEF    inside 

その飲み物にはアルコールが入っている． 
b.  anomnómdéɛ́  a    nsa ̃́    wɔ́     mú   
   drink    REL  alchohol exist.STA  inside 

アルコール入りの飲み物 
 
ともに無生物，含有物である場合，所有文(50)，存在文(51)で表される． 

 
(52)  a.  ɔ=wɔ        siká.  
     3SG.SUB=have.STA money 

彼はお金を持っている． 
   b.  deɛ/neɛ  ɔ=wɔ́        siká 
     person.that 3SG.SUB=have.STA money 
     お金を持っている人 
 
(53)  a.  siká  wɔ    ne=hṍ.    
     money exist.STA  3SG.POSS=body 

彼はお金がある． 
   b.  deɛ/neɛ  siká  wɔ́    ne=hṍ 

 person.that money exist.STA  3SG.POSS=body 
 お金のある人 

 
もっとも一般的な所有，やや恒常的については，所有文(52)，存在文(53)いずれも可能．どちらも金持

ち／現在所持金がある，いずれの意味にもなる． 
 
(54)  a.  wó=wɔ       krámán?   
     2SG.SUB=have.STA dog 

お前のところに犬がいるか？ 
b.    deɛ/neɛ   ɔ=wɔ́        !krámán   

person.that 3SG.SUB=have.STA dog 
犬のいる人 

 
所有物が有生・家畜の場合，もっぱら所有文で表される． 

 
(55)  a.  wó=wɔ       twerɛ́!dúá?   
     2SG.SUB=have.STA pencil 

あなたは鉛筆を持っているか？ 
b.    deɛ/neɛ   ɔ=wɔ́        twérɛ́!dúá   

person.that 3SG.SUB=have.STA pencil 
鉛筆を持っている人 
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一時的携帯物・自分のものについても，もっぱら所有文で表される． 
 
(56)    ɔ=wɔ        obí    twérɛ́!dúá.   

3SG.SUB=have.STA someone pencil 
彼は誰かの鉛筆を持っている． 

 
一時的携帯物・他人のものについても，もっぱら所有文で表される． 
 

(57)  a.  ni=tírí      yɛ. 
     3SG.POSS=head  be.good.STA 

彼は運がいい． 
b.    neɛ/deɛ   ni=tírí       yɛ́       

person.that 3SG.POSS=head  be.good.STA 
幸運な人 

 
抽象的・一時的所有物「運がいい」は形容詞文で表される． 
 

(58)    me=wɔ       adwen/nsusuyɛ  pá.  
     1SG.SUB=have.STA thought    good 

私に良い考えがある． 
 

(59)    adwen/nsusuyɛ  pá   wɔ    mi=tírí     mú. 
     thought    good exist.STA  1SG.POSS=head in 

私に良い考えがある． 
 
一方，「良い考えがある」は所有文(58)，存在文(59)で表される． 

 
(60)    ahá   yɛ   abɔ́tán só. 
     here  COP  stone top 

ここは石が多い． 
 

(61)    ɛ=yɛ       abɔ́tán ásáasé. 
     INAN.SUB=COP stone land 

ここは石が多い． 
 

(62)    abɔ́tán bébréé  wɔ    há.  
     stone many  exist.STA  here 

ここは石が多い． 
 

(63)    ahá  wɔ    abɔ́tán bébréé.  
     here have.STA  stone many 

ここは石が多い． 
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(64)    abɔtán    ásáasé 

stone.POSS  land 
石の（多い）土地 

 
(65)    nsúó bébréé  wɔ    há.   
     water many exist.STA  here 

ここは雨が多い． 
 

(66)    ahá  wɔ    nsúó bébréé. 
here have.STA  water many 
ここは雨が多い． 

 
(67)    nsúó/nsútɔ́      ásáasé 
     water/waterfall.POSS land 

雨の（多い）土地 
 
恒常的存在＞状態／性質「石／雨が多い」については，名詞文(60), (61)と併せて，存在文(62), (65)，

所有文(63), (66)も可能．「石の多い土地」，「雨の多い土地」は所有構文で表す(64), (67)（asaasé クラス I）．
なお，アカン語では属格を声調のみによって表す．名詞は所有構文における声調の違いから２種類（ク

ラス I，クラス II）に分類され，クラス I では所有接語が低声調で現れ，被所有物の語根頭が高声調にな

る．クラス II では所有接語が高声調で現れ，被所有物の声調は変化しない．両クラスの意味的規準は明

らかでないが，クラス II は少なく，ほとんどが親族名称である． 
 
(68)  a.  nkonwá  (meɛnsa ̃́) wɔ    dán=nó   mú.   
     chairs  3    exist.STA  room=DEF in 

その部屋には椅子が（3 つ）ある． 
b.    ɛdán  a    nkonwá  (meɛnsa ̃́) wɔ́     mú   

room REL  chairs  3    exist.STA  in 
（3 つ）椅子のある部屋 

 
(69)  a.  ɛdán=nó   mú  wɔ    nkonwá  (meɛnsa ̃́). 
     room=DEF in  have.STA  chairs  3 

その部屋には椅子が（3 つ）ある． 
   b.  ɛdán  a   emú  wɔ́    nkonwá  (meɛnsa ̃́) 
     room REL  inside have.STA  chairs  3 
     （3 つ）椅子のある部屋 
 
非恒常的存在については，数量詞の有無に関わらず，存在文(68)，所有文(69)いずれかで表される． 

 
(70)  a.  atéré  da/   wɔ     ɛpónó=nó  só.   
     spoon lie.STA/ exist.STA  table=DEF top 
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スプーンがテーブルの上にある． 
b.    ɛpónó  a    atéré  dá    só   

table  REL  spoon lie.STA top  
スプーンのあるテーブル 
 

(71)  a.  ɛpónó=nó  só  wɔ    atéré.  
     table=DEF top have.STA  spoon 

テーブルの上にスプーンがある． 
   b.  ɛpónó a    ɛsó  wɔ́    atéré 
     table  REL  top have.STA  spoon 
     スプーンのあるテーブル 
 
存在が新情報である存在表現は，存在文(70)，所有文(71)いずれかで表される．アカン語は存在の様態

によっていくつかの動詞を使い分ける．da はテーブルと長い側面が接していることを含意する．一方

wɔは様態を含意しない． 
 
(72)  a.  atéré=nó   da/   wɔ     ɛpónó=nó  só. 
     spoon=DEF  lie.STA  exist.STA  table=DEF top 

そのスプーンはテーブルの上にある． 
b.    atéré  a   ɛ=dá      pónó=nó  só   

spoon REL INAN=lie.STA table=DEF top 
テーブルにあるスプーン 
 

(73)    *ɛpónó=nó só  wɔ/    da    atéré=nó.  
     table=DEF top have.STA/ lie.STA spoon=DEF 
 
所在・場所が新情報（存在物が定）である場合，存在文で表される(72)．所有文では言えない(73)． 

 
(74)     saá  mfonyín=nó  yɛ/ne  mé=!déá/!déɛ́. 
     just picture=DEF COP  1SG.POSS=thing 

その写真は私のだ． 
 
(75)    saá  mfonyín=nó  yɛ/ne  Kofí     !déá/!déɛ́. 
     just picture=DEF COP  Kofi.POSS  thing 

その写真はコフィのだ． 
 
所有物「〜の（もの）」は adéɛ́「物」に由来する要素 déá/déɛ́で表す． 

 
(76)  a.  mfonyín  
     picture 
     写真 
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b.  me=mfó!nyín 
     1SG.POSS=picture 

私の写真（私が写った写真／私の所有する写真） 
c.  Kofí     ḿfó!nyín 

Kofi.POSS  picture 
コフィの写真 

 
(77)  a.  maamɪ ́
     mother 
     母 

b.  mɪ́=maamɪ ́
  1SG.POSS=mother 
  私の母 
c.  Kofí  maamɪ ́
  Kofi  mother 
  コフィの母 

 
先述のように，属格は声調のみによって表される．クラス I名詞が被所有物となる場合，所有接語が低

声調で現れ，被所有物の語根頭が高声調になる(76)．クラス II 名詞が被所有物となる場合，所有接語が

高声調で現れ，被所有物の声調は変化しない(77)． 
 

(78)    egyá tɔ-ɔ   yɛn=súkúu     mú  nnɔ́!rá. 
     fire fall-PST 2PL.POSS=school in  yesterday 

昨日，学校で火事があった． 
 

(79)    egya  hyé!hyéɛ́ si-i      yɛn=súkúu     mú  nnɔ́!rá.   
     fire  hot   happen-PST  2PL.POSS=school in  yesterday 

昨日，学校で火事があった． 
 

(80)    ná   egya  hyé!hyéɛ́  wɔ    yɛn=súkúu     mú  nnɔ́!rá.   
     then  fire  hot    exist.STA  2PL.POSS=school in  yesterday 

昨日，学校で火事があった． 
 

(81)    ná  yɛn=súkúu     mú  wɔ    egya  hyé!hyéɛ́ nnɔ́!rá. 
     then 2PL.POSS=school in  have.STA  fire  hot   yesterday 

昨日，学校で火事があった． 
 

出来事の生起「火事があった」は動詞文が最も自然だが(78), (79)，存在文(80)，所有文(81)も可能． 
 
(82)    me=wɔ       adéɛ́yɛ́   ɔkyéná. 

1SG.SUB=have.STA things.to.do tomorrow 
私は明日用事がある． 
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(83)    adé!yɔ́=nó     wɔ=me       ɔkyéná.  
     things.to.do=DEF exist.STA=1SG.OBJ tomorrow 

明日用事が私にはある． 
 
一方，「用事がある」は所有文(82)が最も自然．「用事」が定であれば存在文(83)も可能． 

 
(84)    ɔsá!mán  n-ní      ń!nípá  tená!béá.  
     ghost  NEG-exist.STA human  place 

お化けはこの世にいない． 
 

(85)    nnípá   téná!béá  n-ní      ɔsá!mán.  
human  place   NEG-have.STA ghost 
この世にお化けはいない． 

 
実在文「お化けはこの世にいない」も存在文(84)，所有文(85)で表される．wɔ は否定形では補充形 di

となる． 
 
(86)    ebí    ka ̃́     borofo  na  ebí    ńsó  n-ka ̃́. 
     someone speak.HAB English and someone also NEG-speak.HAB 

英語を話す人もいれば話さない人もいる． 
 
 絶対存在文「英語を話す人もいれば話さない人もいる」はもっぱら動詞文で表す． 
 
(87)    nnipá  fó!fóró  wɔ    hɔ́   áa   wɔ=ka ̃́        borofo  pápá   
     people new   exist.STA  there REL  3PL.SUB=speak.HAB English well   

séne=me. 
surpass.HAB=1SG.OBJ 
私より英語ができる人は(ほかに/もっと)います． 
 

(88)    ɛhɔ   wɔ    nnipá  fó!fóró  áa   wɔ=ka ̃́        borofo  pápá   
     there have.STA  people new   REL  3PL.SUB=speak.HAB English well   

séne=me. 
surpass.HAB=1SG.OBJ 
私より英語ができる人は(ほかに/もっと)います． 

 
絶対存在文「私より英語ができる人は(ほかに/もっと)います」は，存在文(87)，所有文(88)で表す． 

 
(89)    me=wɔ       biibí    áa   me=pɛ́       sɛ́   wó=!yɛ́. 

1SG.SUB=have.STA something REL  1SG.SUB=like.STA COMP 2SG.SUB=do.HAB 
あなたにお願いしたいことがあります． 
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(90)    biibí    wɔ     hɔ́   áa   me=pɛ́       sɛ́    wó=!yɛ́. 
     something exist.STA  there REL  1SG.SUB=like.STA COMP  2SG.SUB=do.HAB 

あなたにお願いしたいことがあります． 
 
(91)    ɛhɔ   wɔ     biibí    áa   me=pɛ́       sɛ́    wó=!yɛ́. 
     there have.STA  something REL  1SG.SUB=like.STA COMP  2SG.SUB=do.HAB 

あなたにお願いしたいことがあります． 
 
(92)    biibí    áa   me=pɛ́       sɛ́   wó=!yɛ́       wɔ   
     something REL  1SG.SUB=like.STA COMP 2SG.SUB=do.HAB  exist .STA  

mi=tírí     mú.   
1SG.POSS=head in 
あなたにお願いしたいことがあります． 

 
抽象的なことの所有・発話内効力のある文「あなたにお願いしたいことがあります」は，所有文(89),(91)，

存在文(90), (92)で表される． 
 
(93)    ɛpɛ́!béré       ń!súó 
     dry.season.POSS(?)  water 
     乾季の雨 
 
(94)    Nkran    fí!é  
     Accra.POSS house 

アクラにある家 
 

(95)    Nkran fíé  
     Accra house 

アクラタイプの家 
 

 「乾季の雨【時間】」(93)については nsúó がクラス II（声調変化なし）のため所有構文か判断できない．

「アクラの家【場所】」(94)は所有構文（efíé クラス I）である．複合語的な画一的声調(95)だと「アクラ

にある家」ではなく「アクラタイプの家」になる． 
 
(96)    ne=adwá!réɛ́   
     3SG.POSS=swimming 
     彼の泳ぎ 
 
(97)    Kofí    nɪ ́     
     Kofi.POSS voice 

コフィの声 
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(98)    asaase wó!sóɔ́  
     land  shake 
     地震（大地の震え） 
 

B が行為で A が主体のうち(96)，(97)は所有構文である（adwaréɛ́, ɛnɪɪ́́クラス I）．(98)は asaasé が本来

の声調を失い，複合語のような画一的声調を示している（awó!sóɔ́クラス I）． 
 

(99)    káa  twíé/ka ̃́ 
     car drive.INF 
     車の運転（車を運転すること） 
 
 「車の運転」は動詞 twíまたは ka ̃́の不定形で表す． 
 
(100)   Kofí    ánwén!sɛ́m  
     Kofi.POSS poem 

コフィが作った詩 
 
 A の生産物である B の関係では，所有構文を取る（anwén!sɛ́m クラス I）． 
 
(101)    Kofí    maamé  
     Kofi.POSS mother 
     コフィのお母さん 
 
 maamé のような親族名称のほとんどがクラス II である．クラス II名詞が被所有物になるとき，それ自

身に声調変化はなく，代わりに所有接語が高声調となる．(101)のように所有者が固有名詞の場合，同格

との区別はない． 
 
(102)    bra     ɛpónó=nó     ńkyɛ́n/áním.     
     come.IMP table.POSS=DEF side/front 

  机の横に/机の前に来て! 
 
(103)   *bra    ɛpónó=nó. 
     come.IMP table=DEF 
 
場所名詞も所有構文で表す（nkyɛ́n, aním ともクラス I）．「机に来て」とは言えない． 
 

(104)   wú=dí       Kofí     ákyí.  
     2SG.SUB=take.HAB 3SG.POSS back 

あなたはコフィの次だ． 
 
 時間的関係を表すのに場所関係も表す akyí「後ろ」（クラス I）を用いる．所有構文で表す． 
 



アカン語の所有・存在表現, 古閑恭子, ダニエル・アーチャンポン 

 19 / 21 

(105)   bɔɔdéɛ́      ńhwí!rén  
     plantain.POSS  flower 
     プランテーンの花 
 
(106)    ankaá      sé!kán  
     orange.POSS(?) knife 
     果物のナイフ 
 
(107)   ɛmóó    kótokúó     
     rice.POSS sack 
     米袋 
 
(108)   bayérɛ́   fú!fúó   
     yam.POSS fufu 

ヤムイモで作ったフフ 
 
(109)   nhwí!rén   mfó!nyín  
     flower.POSS picture 

花の写真 
 
(110)   nhwí!rén    pám!pán    
     flower.POSS(?) scent 

花の匂い 
 

(111)   abɛ  wádúró    
   palm mortar 

アブラヤシ（を搗く）臼 
 
種別，用途，材料・材質，内容，産出物はいずれも所有構文で表される（nhwí!rén，sé!kán，kotokúó，

fufúó，mfonyín，pám!pán全てクラス I．ただしもともと語根頭が高い sé!kán，pám!pán は判断できない）．

用途を表す「アブラヤシの臼」は複合語に典型的な画一的声調形となっている（abɛ́, wadúró（ともにク

ラス I）が本来の声調を失っている）． 
 
(112)   borofo  nwómá   

English book   
     英語の本 
 
(113)   borofó    ánwén!sɛ́m     

English.POSS song 
英語の歌 

 
 表現形式については，「英語の本」(112)は画一的声調，「英語の歌」(113)は所有構文（anwén!sɛ́m クラ
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ス I）． 
 
(114)   brofo  ká!sá       kyérɛkyérɛ́!ní 
     English language.POSS  teacher 
     英語の先生 
 
 職種「英語の先生」は所有構文（ɔkyerɛkyérɛ́!ní クラス I）で表す． 
 
(115)   Nsawam    bórodo   
     Nsawam.POSS bread 

ンサワム（産）のパン 
 
 取得源「ンサワムのパン」は所有構文で表す（borodo クラス I）． 
 
(116)   nsutɔ́    !béré  
     rain.POSS(?) time 
     雨の時期（雨季） 
 
状況「雨の時期」も所有構文と考えられるが，ɛbéré がクラス II であるため判断できない． 

 
(117)    ne=yéré     Yaá  
     3SG.POSS=wife Yaa 

彼の妻であるヤア 
 
(118)   ne=yéré        Yá!á   

  3SG.POSS=wife.POSS Yaa 
彼の妻の（所有する）ヤア  

  
 同格は(117)のように並列で表す(声調変化なし)．所有関係は(118)のように所有構文（Yaá クラス I）で

表す． 
 
(119)    me=yɔ́nkṍ=nó         papá     téaséɛnám=nó  ḿpómá  á-!bú.   
     1SG.POSS=friend=DEF.POSS  father.POSS  car=DEF.POSS window PRF-break 
     友達のお父さんの車の窓が壊れた． 
 
 「私の友達のお父さんの車の窓」と属格の連続使用が認められる（ɔyɔnkṍɔ́クラス I，papá クラス II，
teaséɛnám クラス I，mpómá クラス I）．アカン語では被所有名詞に起こる声調変化のみによって属格を表

すため，連続使用が問題にならないのかもしれない． 
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略号 

á      高声調 
a  低声調（表記なし．ただし単独で

音節末子音に実現する場合 ǹ） 
!á      ダウンステップ高声調 
1      1 人称 
2      2 人称 
3      3 人称 
CD     節限定詞 
COMP    補文標識 
COP     コピュラ 
DEF     定 
IMP     命令 

 
INAN    無生物 
NEG    否定 
OBJ     目的接語 
PL     複数 
POSS    所有接語 
PRF     完了 
PST     過去 
REL     関係詞 
SG     単数 
STA     状態 
SUB     主語接語 
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要旨：本稿の目的は，特集「受動表現」（『語学研究所論集』第 14 号，2009，東京外国語大学）における

10 個のアンケート項目に対するアムハラ語のデータを提供することである． 
 
 
Abstract: The purpose of this paper is to offer the Amharic data for the question of 10 phrases for the special volume 
of the Journal of the Institute of Language Research 14, which focuses on the cross-linguistic study of ‘passive 
expressions’. 
 
 
DOI: https://doi.org/10.15026/0002000405 
キーワード： アムハラ語，受身，持ち主の受身 
Keywords: Amharic, passive, possessor passive 
 
 
1. はじめに 

 アムハラ語とは，アフロアジア大語族に属するセム系の言語であり，エチオピアで広く共通語として

使用されている言語である． 
 以下のデータは主として筆者による作例であるが，全てገበየሁ ተሰማ አየለ (Gebeyehu Tessema Ayele)氏にチ

ェックして戴いた．氏には貴重なコメントも戴き，それは本稿にも反映されている．ここに記して感謝

したい．無論，本稿に見られる不備は全て筆者が責任を負うべきものである． 
 例文の転写に於いて，ä は[ɐ]，čは破擦音[ʧ]，j は破擦音[ʤ]，ňは[ɲ]，y は接近音[j]をそれぞれ表し，

その他は IPA に準じる． 
 アムハラ語の動詞は文の主語に一致し，それは接頭辞や接尾辞で示されるが，それに加えて動詞部に

は極めて広い意味での目的語が組み込まれることがある．これを目的語接尾辞と称し，本稿例文では「=」
でその境界を示す．また，伝統的に 3 人称単数男性の完了形が辞書の見出しの形として使われるが，本

稿でもそれに倣う．アムハラ語文法の全体像に関しては若狭（2021）を参照されたい． 
 
1-1 A は Bに叩かれた．（直接受身） 

(1-1-1) አልማዝ በበቀለ ተመታች። 
almaz  bä-bäk’k’älä tämätta-čč. 
(女性人名) LOC-(男性人名) 叩かれる PFV-3SG.F 
  「アルマズはベケレに叩かれた」 
 
 本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します． 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
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対応する能動文は以下である． 
(1-1-2) በቀለ አልማዝን መታት። 
bäk’k’älä  almaz-ən  mätt=at. 
(男性人名) (女性人名)-ACC 叩く PFV.3SG.M=3SG.F 
  「ベケレはアルマズを叩いた」 
 
 即ち，受動文(1-1-1)では 
A: 能動文の基本形（動詞 mätta「叩く」）に対し，T 派生形1（tämätta「叩かれる」）が使われている． 
B: 動作主を表す名詞句は，場所や道具を表す前置詞 bä を伴う． 
C: 対応する能動文の目的語2に相当するものが主語となっている． 
 
上記の条件を満たすものがアムハラ語の典型的な受動文であると言える． 
 但し，この言語では基本形と派生形の間の意味関係は単純ではなく，T 派生形に対応する能動の意味

を持つ動詞が常に上記の例の様に基本形であるとは限らない．例えば T 派生形の tädärrägä「なされる」

に対し，「する」は*därrägä（この基本形は存在しない）ではなく，基本形語幹の前に a-が付いていると

考えられる A 派生形の adärrägä である．また，A 派生形 as’äddäk’ä「承認する」に対する「承認される」

は基本形の s’äddäk’ä である．また，T 派生形が必ずしも日本語の発想で受身と呼べるものを表すとは限

らず，例えば täk’äbbälä「受け取る」や tämäläkkätä「見る」（いずれも基本形*k’äbbälä や*mäläkkätä は存
在しない）は，典型的な他動詞とは呼び難いとは言え，目的語接尾辞の振舞いから判断してアムハラ語

では他動詞と考えて良い． 
 また，ある受動文が可能であることと，それが自然であると見做されることとは別である．実際，(1-1-1)
のような作例を文脈無しに Gebeyehu 氏に見せたところ，(1-1-2)のようにするのが良い，と言われた．氏

とエリシテーション調査をする限り，この一般に能動文が好まれるという傾向はかなり強いと思われ3，

一々述べることはしないが本稿以下の諸例文にも総じて当て嵌まることである．更に，この傾向は，動

作主がはっきりしていない場合，特定出来ない場合にもある程度は当て嵌まることのようである．実際

に筆者も以下のような遣り取りを耳にしたことがあり，Gebeyehu 氏に確認しても全く問題がないとのこ

とである． 
(1-1-3) <<X ሞተ።>> <<እንዴት?!>> <<ሰው ገደለው።>> 

“X mot-ä.” 
 死ぬ PFV-3SG.M 
“əndet?!” 
 どのように 
“säw gäddäl-ä=w.” 
 人 殺す PFV-3SG.M=3SG.M 
  「X は亡くなった」「何故?!」「殺された（lit. 人が彼を殺した）」 

                                                        
1 若狭（2021）の用語．基本形の語幹の前に tä-が付いていると考えられる派生形である． 
2 ここで言う目的語とは典型的には(1-1-2)に見られるように直接目的語の標識-(ə)n を伴って動詞部とは

別に現れたり，あるいは動詞部に組み込まれる目的語接尾辞（本稿では=で示す）で表されるものであ

るが，必ずしもそのように表されるとは限らない． 
3 アムハラ語と同じくセム語に属するアラビア語でも同様の傾向がより強く見られる．松尾（2013）参

照． 
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 但し，以上のことは，実際にアムハラ語で受動文が使われることが稀であること，避けられることを

意味しない．(1-1-1)は間違いなく適格な文であるし，後述の(1-7-1)の括弧内の語句を省いたものを

Gebeyehu 氏に見せた時には，動作主が分らなければこれで全く問題がないとのコメントも得られている．

新聞の見出しにも受動文はしばしば見られる．以下は実例であるが，受身の意味を持つ T 派生形が 3つ
も用いられている．順に tämärrät’ä「選ばれる」，täk’wak’wamä「設立される」，täbalä「言われる」であり，

tämärrät’ä「選ばれる」に関しては前置詞 bä による動作主の表現も伴っている．但し，ここでの tämärrät’ä
「選ばれる」と täk’wak’wamä「設立される」の tä-はそれぞれ第 1 語根子音の m，k’wに同化しているので

T 派生形であることが分かり難くなっている．いずれにせよ，受動文がアムハラ語に於いて実際にどの

程度用いられているのかは，別途調査が必要である． 
(1-1-4) የአማራና የትግራይ ክልሎች በሚወዛገቡባቸው አካባቢዎች በነዋሪዎች የሚመረጥ አስተዳደር ይቋቋም ተባለ 
y-amara-nna yä-təgray  kəlləl-očč 
～の-アムハラ-と ～の-ティグライ 州-PL 
bä-mm-i-wwäzaggäb-u=bb=aččäw4  akkababi-wočč 
LOC-REL-3PL-争う IPFV-3PL=LOC=3PL 地域-PL 
bä-näwari-wočč yämm-i-mmärrät’  astädadär 
LOC-住民-PL REL-3SG.M-選ばれる IPFV 行政機関 
yə-k’wk’wak’wam  täbal-ä. 
3SG.M-設立される JUS 言われる PFV-3SG.M 
  「アムハラ州とティグライ州が争っている地域に於いて，住民達によって選ばれる行政機関が設立

されるように，と言われた」（Reporter，2455 号，2023年 11月 8日発行） 
 
 
1-2 A は Bに足を踏まれた．（持ち主の受身，体の部分） 

(1-2-1) አልማዝ በበቀለ እግርዋን ተረገጠች። 
almaz  bä-bäk’k’alä əgər-wa-n  täräggät’-äčč. 
(女性人名) LOC-(男性人名) 足-3SG.F-ACC 踏まれる PFV-3SG.F 
  「アルマズはベケレに彼女の足を踏まれた」 
 
上に見られる様に，身体部分を目的語のままにした所謂持ち主の受身がこの言語では可能である．恐ら

くかなり生産的で，「足を触られた」や「尻を見られた」も Gebeyehu 氏に確認したところ，可能であっ

た．尚，(1-2-1)に対応する能動文としては以下の 2 つがある．いずれにせよ，動詞部に組み込まれた目

的語接尾辞は男性名詞の「足」ではなく，「彼女」，即ち「アルマズ」を指していることに注意されたい． 
(1-2-2) በቀለ የአልማዝን እግር ረገጣት። 
bäk’k’älä  y-almaz-ən  əgər räggät’=at. 
(男性人名) ～の-(女性人名)-ACC 足 踏む PFV.3SG.M=3SG.F 
  「ベケレはアルマズの足を踏んだ（lit. ベケレはアルマズの足を，彼女を踏んだ）」 
 
 

                                                        
4 tä の同化により分かり難くなっているが，täwäzaggäbä「争う」も T 派生形の一種である．但し，意味

的には受身ではなく相互動作を表している． 
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(1-2-3) በቀለ የአልማዝን እግሯን ረገጣት። 
bäk’k’älä  y-almaz-ən  əgər-wa-n  räggät’=at. 
(男性人名) ～の-(女性人名)-ACC 足-3SG.F-ACC 踏む PFV.3SG.M=3SG.F 
  「ベケレはアルマズの足を踏んだ（lit. ベケレはアルマズのを，彼女の足を，彼女を踏んだ）」 
 
 
1-3 A は Bに財布を盗まれた．（持ち主の受身，持ち物） 

(1-3-1) አልማዝ በበቀለ ቦርሳዋን ተሰረቀች። 
almaz  bä-bäk’k’älä borsa-wa-n täsärräk’-äčč. 
(女性人名) LOC-(男性人名) 財布-3SG.F-ACC 盗まれる PFV-3SG.F 
  「アルマズはベケレに彼女の財布を盗まれた」 
 
対応する能動文は以下である．目的語接尾辞が「財布」ではなく「彼女」，即ち「アルマズ」を指してい

ることに注意されたい． 
(1-3-2) በቀለ የአልማዝን ቦርሳ ሰረቃት። 
bäk’k’älä  y-almaz-ən  borsa särräk’-at. 
(男性人名) ～の-(女性人名)-ACC 財布 盗む PFV.3SG.M=3SG.F 
  「ベケレはアルマズの財布を盗んだ（lit. アルマズの財布を，彼女を盗んだ）」 
 
 このように，アムハラ語では持ち物を目的語とした持ち主受身が可能であるが，これが可能なのは他

に tänät’t’äk’ä「ひったくられる」，täzärräfä「掠奪される」，täk’ämma「奪われる」のような広義の窃盗を

表す動詞に限られている．従って，日本語とは異なり，「妻を殺された」や「家を焼かれた」の様な受身

表現は不可能である．尚，täwässädä「取られる」は持ち主受身の表現としては使われない．これは，こ

の動詞が意味的に中立で必ずしも犯罪や窃盗を意味しないこと，(1-3-2)の末尾の särräk’=at「彼は彼女か

ら盗んだ（lit. 彼女を盗んだ）」とは異なり wässäd=at が「彼は彼女を連れ出した，彼女を連れて行った

（*彼女から取った）」という意味になること，等が関係していると思われる．「～を取られる」は以下の

様に表現する． 
(1-3-3) አልማዝ ቦርሳዋን ተወሰደባት። 
almaz  borsa-wa-n täwsässäd-ä=bb=at. 
(女性人名) 財布-3SG.F-ACC 取られる PFV-3SG.M=LOC5=3SG.F 
  「アルマズは，彼女の財布を取られた（lit. 彼女の財布を，彼女に不利益な事にそれは取られた）」 
 
動詞 täwässäd-ä は 3 人称単数男性の形なので，borsa「財布」がこの動詞の主語である．但し，この文で

は borsa「財布」という名詞に目的語の標識-n が付いている．文頭の almaz（女性人名）は言わばこの文

の主題として機能していると考えられ，無くても適格な文として成立する． 
 尚，主題を伴う「窃盗動詞」を使った受動文に，以下の様なものがある．以下では盗られた物が主題

に，盗まれた被害者が（名詞句として現れてはいないが）主語になっている． 
(1-3-4) የአልማዝ ቦርሳ በበቀለ ተሰረቀች። 
y-almaz  borsa bä-bäk’k’älä täsärräk’-äčč. 
～の-(女性人名) 財布 LOC-(男性人名) 盗まれる PFV-3SG.F 

                                                        
5 ここでは被害格 malefactive を表すために使われている． 
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  「アルマズの財布は，ベケレに彼女は盗まれた（i.e. アルマズはベケレに財布を盗まれた）」 
ここでは bä-bäk’k’älä「ベケレに」という動作主を表す部分が重要な役割を果たしているらしく，これが

ないと，主語と述語動詞の一致がおかしい文と判断される虞がある．実際，筆者の作例の(1-3-5)は
Gebeyehu 氏に(1-3-6)の様に直された．(1-3-6)は，明示的な主語名詞句や動作主の表現こそないが(1-3-1)
と構文としては同じである． 
(1-3-5) *የእኔ ቦርሳ ተሰረቅኩ። 
* yä-ne  borsa täsärräk’-ku. 
 ～の-私  財布 盗まれる PFV-1SG 
  「（意図した意味）私の財布は，（誰かに）私は盗まれた（i.e. 私は財布を盗まれた）」 
 
(1-3-6) የእኔን ቦርሳ ተሰረቅኩ። 
yä-ne-n  borsa täsärräk’-ku. 
～の-私-ACC 財布 盗まれる PFV-1SG 
  「私の財布を，私は盗まれた」 
 
 
1-4 昨日の夜，私は赤ん坊に泣かれた．それでちっとも眠れなかった．（自動詞からの間接受身） 

 被害を表す自動詞からの間接受身，即ち T 派生形を使った文はアムハラ語では不可能である．その代

わりに，註 5 で触れた被害格を表す前置詞の付いた目的語接尾辞を伴った能動形動詞を利用する． 
(1-4-1) ትናንትና ሌሊት ሕፃን ልጁ አለቀሰብኝ። ስለዚህ ምንም መተኛት አልቻልኩም። 
tənantənna lelit həs’an ləj-u  aläk’k’äs-ä=bb=əňň. 
昨日  夜中 乳幼児 子供-DEF  泣く PFV-3SG.M=LOC=1SG 
səlä-zzih   mən-əm mätäňňat  al-čal-ku-m. 
～に関して-PROX.SG.M 何-も 寝る事  NEG-出来る PFV-1SG-NEG 
  「昨日の夜，その赤ん坊が私にとって不利益なことに泣いた．そのため，私は全く眠れなかった」 
 
 但し，A 派生形の aläk’k’äsä「泣く」に対応する T 派生形 täläk’k’äsä自体は存在する．Kane (1990: 65)
には以下の例がある． 
(1-4-2) ተለቀሰላት 

täläk’k’äs-ä=ll=at. 
泣かれる PFV-3SG.M=DAT6=3SG.F 
  「彼女のために泣かれた（i.e. 葬儀の場で人々が彼女を偲んで泣いた）」 
  （Kane の英訳は she was mourned） 
 

この動詞は所謂非人称動詞で，3 人称単数男性の形でしか使われない． 

(1-4-3) *ትለቀሳለህ። 

* tə-lläk’k’äs-alläh. 
 2SG.M-泣かれる IPFV-在る72SG.M 

                                                        
6 ここでは受益者格 benefactive を表すために使われている． 
7 若狭（2021）で言うところの「主文成分」で，「～ている」の意味になることもあるが，総じて本稿で

の例文の理解には無視して良い． 
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  （意図した意味）「君に関して人々が泣くだろう」 
 
(1-4-4) ይለቀስልሃል። 

yə-lläk’k’äs=əll=əh-al. 
3SG.M-泣かれる IPFV=DAT=2SG.M-在る 3SG.M 
  「君のために泣かれるだろう（i.e. 葬儀の場で人々が君を偲んで泣くだろう）」 
 
 その他にも，自動詞の T 派生形が存在するのは事実である．norä「生きる，暮らす」に対して tänorä
が Kane (1990: 1049)に挙げられている．以下は Gebeyehu 氏の作例である．可能（否定文なので不可能）

のニュアンスが出ていると思われる．尚，ここでも tä-は第 1 語根子音 n に同化している． 
(1-4-5) ሰላም ከሌለ አይኖ፟ርም። 
sälam kä-lellä   a-yə-nnor-əm. 
平和 ～なら-無い REL.3SG.M NEG-3SG.M-暮らされる IPFV-NEG 
  「平和が無ければ，暮らせない」 
 
täňňa「寝る」に対する T 派生形も可能である．ここでも tä-が第 1 語根子音 t に同化している． 
(1-4-6) በሰላም አይተኛ፟፟ም። 
bä-sälam  a-yə-ttäňňa-m. 
LOC-平和 NEG-3SG.M-寝られる IPFV-NEG 
  「（うるさくて）平和に寝られない」 
 
この動詞は使用に際しての制約が多く，非人称であることに加え，完了形で使われることもないらしい． 
(1-4-7) *አልተተኛም። 
*al-tätäňňa-m. 
 NEG-寝られる PFV.3SG.M-NEG 
  （意図した意味）「寝られなかった」 
 
この動詞，tätäňňa「寝られる」自体，Kane (1990)には見出しとして登録されていないし，(1-4-7)に挙げ
られた形を主要な検索エンジンで検索してもヒットしないので，完了形での使用は少なくとも極めて不

自然なのであろう．自動詞の T 派生形に関しては，その意味や生産性を始め，明らかにするべき点が未

だ多いと思われる． 
 
 
1-5 新しいビルが（Aによって）建てられた．（モノ主語受身，1回的） 

(1-5-1) አዲስ ሕንጻ (በኃይሌ) ተገነባ። 
addis həns’a (bä-hayle)  tägänäbba. 
新しい 建物 (LOC-(男性人名)) 立てられる PFV.3SG.M 
  「新しい建物が（ハイレによって）建てられた」 
 
モノが主語の受身文であるが，Gebeyehu 氏の内省によると全く問題がないとのことである．少なくとも

現在のアムハラ語ではそうであると思われる．新聞記事の見出しである(1-1-4)も参照されたい．また，

Gebeyehu 氏と直接お会いした時に，歩きながらの雑談の最中に氏が自発的に以下の発話をしたことがあ
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る． 
(1-5-2) ሕንጻው ተቃጠለ። 

həns’a-w  täk’at’t’äl-ä. 
建物-DEF  燃える PFV-3SG.M 
  「（そこにあった）ビルは火災で焼失した」 
 
ここに現れる動詞 täk’at’t’älä は「燃やされる」というよりは「燃える」という意味で使われているし，

対応する「燃やす」は*k’at’t’älä ではなく AT 派生形の ak’k’at’t’älä なので，これは典型的な受動文とは言

い難いかも知れないが，少なくともモノ主語の T 派生形が自然であることを示す実例である． 
 
 
1-6 カナダではフランス語が話されている．（モノ主語受身，恒常的．動作主が問題にならない場合） 

(1-6-1) በካናዳ ፈረንሳይኛ ይነገራል። 
bä-kanada  färänsayəňňa yə-nnäggär-al. 
LOC-カナダ フランス語 3SG.M-話される IPFV-在る 3SG.M 
  「カナダではフランス語が話されている」 
 
上では，例によって tä が第 1 語根子音 n に同化しているので分かり難いが，näggärä「話す」に対する T
派生形 tänäggärä「話される」が使われている．アムハラ語では主語と述語動詞が一致をするので，動詞

を使うたびに主語が何なのかを意識する必要がある．そのため動作主が問題にならない場合や不明の場

合には T 派生形が極めて便利である． 
(1-6-2) የሚጠጣስ ምን ይምጣ? 

yämm-i-t’t’ät’t’a-ss   mən yə-mt’a? 
REL-3SG.M-飲まれる IPFV-は 何 3SG.M-来る JUS 
  「飲み物は何に致しましょうか（lit. 飲まれるものは何が来るようにしますか）」 
 
(1-6-3) ይህ ቲኬት በተገዛበት ጊዜ 

yəh  tiket bä-tägäzza=bb=ät    gize 
PROX.SG.M チケット LOC-買われる REL.PFV.3SG.M=LOC=3SG.M 時 
  「このチケットを買った時（lit. このチケットが買われた時）」 
 
(1-6-4) እኔ ተስፋዬ እባላለሁ። 

əne täsfaye  ə-bbal-allähu. 
1SG (男性人名) 1SG-言われる IPFV-在る 1SG 
  「私はテスファイェと言います（lit. 私はテスファイェと言われています）」 
 
 
1-7 財布が（Aに）盗まれた．（モノ主語受身，モノ主語の背後に被影響者が想定される） 

(1-7-1) ቦርሳዋ (በበቀለ) ተሰረቀ። 
borsa-wa  (bä-bäk’k’älä) täsärräk’-ä. 
財布-3SG.F (LOC-(男性人名)) 盗まれる PFV-3SG.M 
  「彼女の財布が（ベケレに）盗まれた」 
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上述の様にこの言語では能動文が好まれる傾向があるが，(1-7-1)も全く問題のない適格な文である．特

に誰が盗んだか分からない場合，括弧内を取り去った文を発することに何も問題はない．財布の持ち主

の被った損失・被害のニュアンスを出すには，註 5 や(1-4-1)で触れた前置詞付きの目的語接尾辞を使う． 
(1-7-2) ቦርሳዋ (በበቀለ) ተሰረቀባት። 
borsa-wa  (bä-bäk’k’älä) täsärräk’-ä=bb=at. 
財布-3SG.F (LOC-(男性人名)) 盗まれる PFV-3SG.M=LOC=3SG.F 
  「彼女の財布が彼女にとって不利益なことに（ベケレに）盗まれた」 
 
 
1-8 壁に絵が掛けられている．（モノ主語受身，結果状態の叙述） 

(1-8-1) በግድግዳው ላይ ስዕል ተሰቅሏል። 
bä-gədgədda-w lay səəl täsäk’l-w-al. 
LOC-壁-DEF 上 絵 掛けられる CVB-3SG.M-在る 3SG.M 
  「その壁に絵が掛けられている」 
 
結果状態を表すためには複合副動詞形（副動詞 CVB に「在る」が付いたもの）が使われる．それが受

身形（T 派生形）であっても何等問題はない． 
 
 
1-9 A は Bに／から愛されている．（感情述語の受身，特に動作主のマーカーに注目） 
(1-9-1) አልማዝ በበቀለ ትፈቀራለች። 
almaz  bä-bäk’k’älä tə-ffäk’k’är-alläčč. 
(女性人名) LOC-(男性人名) 3SG.F-愛される IPFV-在る 3SG.F 
  「アルマズはベケレに愛されている」 
 
対応する能動文は以下である． 
(1-9-2) በቀለ አልማዝን ያፈቅራታል። 
bäk’k’älä  almaz-ən  y-afäk’r=at=al. 
(男性人名) (女性人名)-ACC 3SG.M-愛する IPFV=3SG.F=在る 3SG.M 
  「ベケレはアルマズを愛している（lit. アルマズを，彼女を愛している）」 
 
即ち，「愛する」afäk’k’ärä が基本形ではなく A 派生形ではあるが，上の 2つは典型的な受動表現と対応

する能動表現の例である．よって(1-9-1)で動作者を表す前置詞は bä であり，他の前置詞等ではあり得な

い．尚，動詞を基本形の wäddädä「好む，好きである」と対応する T 派生形 täwäddädä「好まれる，好か

れる」に替えても同様の構文が成立する．こちらの方が能動文で基本形が出て来る分，より典型的であ

ると言えなくもない． 
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1-10 Aは Bに／から「…」と言われた．（伝達動詞の受身，特に動作主のマーカーに注目） 

(1-10-1) አልማዝ በበቀለ <<  >> ተባለች። 
almaz  bä-bäk’k’älä << . . . >>  täbal-äčč. 
(女性人名) LOC-(男性人名)   言われる PFV-3SG.F 
  「アルマズはベケレに『・・・』と言われた」 
対応する能動文は以下である． 
(1-10-2) በቀለ አልማዝን <<  >> አላት። 
bäk’k’älä  almaz-ən  << . . . >>  al-at. 
(男性人名) (女性人名)-ACC   言う PFV.3SG.M=3SG.F 
  「ベケレはアルマズに『・・・』と言った」 
 
基本形 alä「言う」に対応する T 派生形は täbalä「言われる」と基本形では失われた b 音を保っている点

で不規則であるが，それを除けば上の 2つは典型的な受動文と能動文との対応を示している．よって，

(1-10-1)の前置詞は bä でなければならないし，(1-10-2)では声を掛けられているアルマズは直接目的語と

して表現されている． 
 
 

1-10-a Aさんは Bさんに呼ばれて，今 Bさんの部屋に行っています．  

(1-10-a-1) አልማዝ በበቀለ ተጠርታ አሁን በበቀለ ክፍል ውስጥ ናት። 
almaz  bä-bäk’k’älä tät’ärt-a 
(女性人名) LOC-(男性人名) 呼ばれる CVB-3SG.F 
ahun bä-bäk’k’älä kəfəl wəst’ nat. 
今 LOC-(男性人名) 部屋 中 COP.3SG.F 
  「アルマズはベケレに呼ばれて，今，ベケレの部屋の中に居ます」 
 
1-10-b Bさんが Aさんを呼んで，Aさんは今Bさんの部屋に行っています． 

(1-10-b-1) በቀለ አልማዝን ጠርቷት አሁን አልማዝ በበቀለ ክፍል ውስጥ ናት። 
bäk’k’älä  almaz-ən  t’ärt-w=at 
(男性人名) (女性人名)-ACC 呼ぶ CVB-3SG.M=3SG.F 
ahun almaz  bä-bäk’k’älä kəfəl wəst’ nat. 
今 (女性人名) LOC-(男性人名) 部屋 中 COP.3SG.F 
  「ベケレがアルマズを呼んで，今，アルマズはベケレの部屋の中に居ます」 
 
上の 2 つでは，どちらも動詞の副動詞形を用いて節を繋げている．この場合，2 つの節の主語が同一で

ある必要はない．従って，どちらも正しい文であるが，Gebeyehu 氏の内省によると，能動文の方が好ま

しいとの傾向に沿い，(1-10-b-1)の方が好ましいとのことである． 
 
 

略号一覧 

ACC（accusative 対格），COP（copula繫辞），CVB（converb副動詞），DAT（dative与格），DEF（definite 
article 定冠詞），F（feminine 女性），IPFV（imperfective 未完了形），JUS（jussive 希求形），LOC
（locative-instrumental 場所道具格），M（masculine 男性），NEG（negative否定），SG（singular 単数），PFV
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（perfective 完了形），PROX（proximal 近称），PL（plural複数），REL（relative連体形），1（1 人称），2
（2 人称），3（3 人称） 
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the language research questionnaire 18 of the Institute of Language Research.  
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1. Introduction 

The article is organized as follows. Section 1.1 gives a brief overview of the Transcription policy and Bemba 

grammar; Section 1.2 gives a brief overview of the Bemba language; Section 1.3 discusses the possessive 

constructions in Bemba and Section 1.4 focuses on the existential constructions found in Bemba. Finally, section 

2 presents example sentences of possessives, locatives, and existentials. The example sentences presented in 

Section 2 were formulated, drawing upon the author's intuitive knowledge as a native Bemba speaker. The 

English sentences were from the comprehensive GOKEN questionnaire, serving as a foundational guide in the 

data collection process, ensuring a rich and diverse representation for analysis and synthesis.  

 

1.1 Transcription Policy and Outline of Bemba Grammar 

The first line of all the examples in this article is transcribed using standard Bemba orthography with modified 

word boundaries to represent phonological or morphological wordhood more accurately (see section 5 for Bemba 

vowels and consonants). The glossing conventions primarily follow the Leipzig Glossing Rules. It is however 

important to consider certain points to aid in understanding the examples. In Bemba, like other Bantu languages, 

nouns are grouped into 18 classes. The classification designates singular and plural markings based on odd and 

even numbers, except for classes 14–18. Class 9 and 10 prefixes are marked by ‘N’ representing a nasal sound 

whose place of articulation is underspecified.  
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Modifiers change their form based on the noun class of their head nouns except for the agreement pattern for 

class 4 head nouns which agree with class 10 in Copperbelt Bemba. Noun class information is provided in glosses 

for nouns and modifiers, indicating agreement relationships. Specifically, the noun class information of the 

demonstrative, subject and object prefixes is always noted. Conversely, when there are no correspondents for 

nouns and other modifiers (e.g., head nouns, modifiers, and verbs), their noun class information is omitted. The 

glossed noun class information uses only numbers. The first and second persons are represented by numbers 1 

and 2, similar to classes 1 and 2, but are accompanied by SG or PL. Class 1 and 2 nouns refer to animate entities. 

Infinitive verbs fall into class 15, while classes 16, 17, and 18 are locative classes associated with places. For 

the semantic meaning of the rest of the classes, please refer to Table 1 on Bemba noun classes.  

Verbs can be marked with subject and object prefixes, alternating according to the noun classes of the subject 

and object nouns. Verbs can also be accompanied by a tense-aspect-mood/modality prefix and a final vowel. The 

formation of relative clauses is indicated by a prefix attached to verbs. The specific form of the relative clause 

prefix varies based on the noun class of the head nouns. 

 

1.2. The Bemba Language 

Since Bantu languages are so numerous, they are frequently referred to by a combination of letters and numbers. 

The conventional division of the entire Bantu-speaking region is into sixteen zones (A, B, C, D, E, F, G, H, J, K, 

L, M, N, P, R, S), which are further subdivided into a number of decades. There are about eighty of these in total. 

Thus, A10, A20, B10, and so on each denote a group of languages, while A11, A12, A13, and so on each denote 

a particular language within A10. This system is based on Guthrie (1967–1971). Bemba, alternatively known as 

Cibemba or Icibemba, is a Niger-Congo language categorized under the Central Narrow Bantu branch, 

specifically identified as M42 according to the classification of Guthrie (1948, 1967-71). Spoken by around 3.3 

million people, Bemba is primarily spoken in Zambia, particularly in the Northern, Luapula, and Copperbelt 

provinces, as well as in the Southern Democratic Republic of Congo (Lewis, Simons & Fennig 2023). It is one 

of the 7 major local languages in Zambia and is now taught in schools as a subject at both primary and secondary 

school levels. Several Bemba dialects exist even though there has not been any systematic study carried out to 

find out precisely how many Bemba dialects exist or how systematic the differences are in those studies that 

focus on the languages of Zambia (Kashoki et al 1978). In this article, the focus is on the variety spoken in the 

Copperbelt province of Zambia. This variety is also known as Cikopabeluti or ‘Town Bemba’ and is becoming 

more and more widespread.  

 

1.3. Bemba Possessives 

1.3.1. Predicative Possessive Constructions 

Bemba has three possessive constructions. This section will discuss the predicative possessive constructions in 

Bemba. The first type of predicative possessive construction is a direct/plain possessive that is, a construction 

encoding a variety of possessor-possessee relationships with the unmarked viewpoint emphasis ‘from possessor 
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to possessee’. In this construction, the locative copula -li is suffixed to a subject and followed by the verbal stem 

kwat ‘have’, as expressed in example (1) a below.  

(1) a. alikwata motoka. 

a-a-li-kwat-a  motoka 

SM1-PRS-COP-have-FV car 

‘S/He has (owns) a car.’ 

It is also possible not to use   -li as in example (1) b. This sentence differs semantically in two ways from sentence 

(1) a. The first meaning is similar to that of 1 (a) except for the temporal aspect. It means ‘the person recently 

came into possession of a car’. The second meaning could be that the person is in possession of a car at the 

moment of speaking.  

b. nakwata motoka 

na-a-kwat-a motoka 

PERF-SM1-have-FV car 

‘S/he has a car.’ (in this moment)  

The second type of possessive construction shown in example (2) below is called the comitative-possessive (‘be 

with’ construction), which is popular across Bantu languages.1 In Bemba, the comitative construction consists 

of the locative copula -li and the use of the comitative na, which plays the role of a conjunction or preposition 

that means either ‘with’ or ‘and’.2   

(2) ali nefumo 

a-li na i-fumo 

SM1-COP POSS.COP 5-pregnancy 

‘She is pregnant.’ 

 

1.3.2. Connective Possessive Construction 

In this construction, Bemba uses a relator called an associative to link the noun phrases referring to the possessor 

and possessee. The associative (also called a connective, genitive or connexive in Bantu studies) changes its 

form according to the noun class of the preceding noun as in many Bantu languages.3 In Example (3), the 

associative kwa4 ‘ASSC15’ occurs between the possessed noun u-ku-lu ‘AUG-15-leg’ and possessor noun N-koko 

‘9-chicken’; the associative always agrees with the possessed NP.  The connective construction is used to show 

the possessive relation between two nouns. 

 

                                                        
1 See also Creissels (2018) for a discussion of the comitative possessive in Bantu. 
2 (Marten, 2012) in his description of Swahili existentials referred to the na comitative as a ‘possessive copula (POSS.COP)’ 
and from here on it shall be referred to as thus. 
3 This common across many Bantu languages and the associative can be analysed as being made up of a pronominal prefix 
(PP, hereafter), which is also used as the subject prefix and the fixed element -a. This formal feature is prevalent in Bantu 
and can be traced back to Proto-Bantu reconstructed by Meussen(1967). 
4 The associative kwa can be further broken down as ku-a where ku is the pronominal prefix and -a is the fixed relator 
element. 
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(3) ukulu kwa nkoko 

u-ku-lu  kwa N-koko 

AUG-15-leg  ASSC15 9-chicken 

‘The leg of a chicken’.   

It is also possible to prefix the associative to a possessive pronoun, as illustrated in example (4) below. In this 

case, the class 9 associative ya is prefixed to the first-person singular possessive pronoun -andi. 5 

(4) inkoko yandi 

i-N-koko  ya-andi 

AUG-9-chicken ASSC9-POSS.1SG 

‘My chicken.’ 

Sometimes, the connective construction introduces another element, the locative kwa, after the associative. This 

element is similar to the French locative preposition chez ‘at somebody’s place’ and it is typically used with 

proper names and kinship terms. In example (5) below, the sentence shows the locative element kwa being used 

with a personal name and in 6 with the kinship term father. In this context, the use of kwa is obligatory. 

(5) ibuku lyakwa Chanda 

i-buku lya-kwa  Chanda 

5-book ASSC5-LOC17 personal_name 

‘Chanda’s book.’ 

(6) bawishi bakwa Chanda 

ba-wishi ba-kwa  Chanda 

2-father ASSC2-LOC17 personal_name 

‘Chanda’s father.’  

Note that in Bemba, it is possible to form a possessive construction without any overt marker when expressing 

kinship relations but only when expressing a ‘parent of’ relationship as illustrated in (7) below. 

(7) bashi Chanda  

ba-shi Chanda 

2-father personal_name 

‘Chanda’s father.’ 

 

1.4. Bemba Existentials 

There are two possible existential constructions attested in Bemba, one of which is the locative existential 

construction. Example (8) below is a plain locational clause stating the location of the subject, the car.  In this 

example, the locative copula -li is accompanied by the subject prefix i- corresponding to the subject noun phrase 

motoka ‘car’ and followed by the noun pa-fiani ‘on the grass’, which expresses the location of the referent of 

the subject.  

                                                        
5 Possessive pronouns in Bemba consist of a connective modifier (the associative) and a pronominal possessor. These are 
the Bemba possessive pronouns: 1SG -andi, 2SG -obe, 3SG -kwe, 1PL -esu, 2PL -enu, 3PL -bo 
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(8) motoka ili pafyani 

Ø-motoka  i-li  pa-fi-ani 

5-car SM5-COP LOC16-grass 

‘The car is on the grass.’ 

In the locative existential construction, a locative noun class prefix is attached to the locative copula -li which is 

then followed by the subject and then the location. In example (9) below, the class 16 locative pa- which 

corresponds to the locative noun pa-fiani ‘on the grass’ is prefixed to the locative copula -li.  This sentence 

focuses on expressing the existence of a car in a certain location. In other words, as phrased by (Creissels, 2023), 

‘Situation S (grass) has entity E (the car) as one of its constituent elements.’ 

(9) pali motoka pafyani 

pa-li  motoka pa-fi-ani 

LOC16-COP car LOC16-grass 

‘There is a car on the grass.’ 

The second existential construction uses the class 17 locative kwa (discussed in section 1.2 above) with the 

locative copula -li and the be verb ba (locative be verb construction). There is a semantic difference between the 

locative existential construction above and this construction. The locative existential construction is used to state 

that there is an object in a certain location. On the other hand, the locative-be verb existential construction refers 

to the existence of a phenomenon or an object as illustrated in sentence (13) below which means that there exists 

a slippery kind of mushroom.      

(10) kwaliba ubowa uwatelela 

ku-a-li-ba-a  u-bu-owa  ubwa-telela 

LOC17-PRS-COP-be-FV AUG-14-mushroom REL14-smooth 

‘There are mushrooms that are slippery.’ 

In the negative construction, the negator ta- is prefixed to the locative of the first construction as in (14) below. 

In the second type of construction, the locative copula -li is dropped, and the negator ta- is prefixed to the locative 

kwa, as shown in example (15). 

(11)  tapali motoka pafyani 

ta-pa-li   motoka pa-fi-ani 

NEG-LOC16-COP car LOC16-8-grass 

‘There is no car on the grass.’ 

(12) takwaba indoshi 

ta-kwa-ba-a i-N-doshi 

NEG-LOC17-be-FV AUG-10-witches 

‘There are no witches.’ (They do not exist) 
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2. Example Sentences 

5-1 She has blue eyes.  

(a) alikwata amenso ya blue 

a-a-li-kwat-a  a-ma-inso  ya bulu 

SM1-PRS-COP-have-FV AUG-6-eye ASSC6 blue 

‘She has blue eyes.’ 

(b) amenso yakwe ya blue6 

a-ma-inso ya-kwe  ya bulu 

AUG-6-eye ASSC6-POSS.3SG ASSC6 blue 

‘Her eyes are blue.’ 

5-2 She has long hair.  

(a) alikwata imishishi ishitali 

a-a-li-kwat-a  i-mi-shishi i-shi-tali 

SM1-PRS-COP-have-FV AUG-4-hair PP-APx7-tall 

‘She has long hair.’ 

(b) imishishi shakwe shitali 

i-mi-shishi  shakwe  shi-tali 

AUG-4-hair  ASSC107-POSS.3SG APx10-tall 

‘Her hair is long.’ 

5-3 He has a beard. / a man with a beard. 

(a) alikwata umwefu 

 a-a-li-kwat-a  u-mu-efu 

 SM1-PRS-COP-have-FV AUG-3-beard 

 ‘He has a beard.’  

(b) umwaume uuli na umwefu 

u-mu-aume  uu-li na u-mu-efu 

AUG-1-man  REL1-COP POSS.COP AUG-3-beard 

‘A man with a beard.’ 

5-4 He/she has a good eye. He/she has a keen eye. She has an exceptional ability to discern the value and 

quality of specific things or people. 

alishiba ukusala 

a-a-li-shib-a  u-ku-sal-a 

SM1-PRS-COP-know-FV AUG-15-choose-FV 

‘He/She has a good eye.’ (Lit: She knows how to choose).’ 

 

                                                        
6 Note that some copula sentences lack any overt copula. 
 



ベンバ語における所有・存在表現,チルプラ スビラ 

 7 / 21 

5-5 He is three years old. / a three-year-old person 

(a) ali nemyaka shitatu 

a-li  na  i-mi-aka  shi-tatu 

SM1-COP  POSS.COP  AUG-4-year EPx10-three 

‘S/he is three years old.’ (Lit: S/he is with three years). 

(b) akwata imyaka shitatu 

a-a-kwat-a  i-mi-aka  shi-tatu22 

SM1-PRS-have-FV AUG-4-year EPx10-three 

‘S/he is three years old.’ 

(c) umuntu uuli na imyaka shitatu 

u-mu-ntu  uu-li na i-mi-aka  shi-tatu 

AUG-1-person REL1-COP POSS.COP AUG-4-year EPx10-three 

‘A three-year-old person.’ (Lit. ‘A person with three years’) 

5-6 He is kind. / a kind person 

(a) alikwata umutima usuma 

a-a-li-kwat-a u-mu-tima u-u-suma 

SM1-PRS-COP-have AUG-3-heart PP-APx3-good 

‘He is kind.’ (lit: he has a good heart.) 

(b) umuntu uwakwata umutima usuma 

u-mu-ntu  uwa-kwat-a u-u-suma 

AUG-1-person REL-have-FV PP-APx3-good 

‘A kind-hearted person.’ (Lit: A person who has a kind heart) 

(c) aliba bwino 

a-a-li-ba-a  bwino 

SM1-PRS-COP-be-FV good 

‘He is kind.’ (Lit: He is good.) 

5-7 He is tall. / a tall person. 

(a) ali talimpa 

a-a-li  talimp-a 

SM1-PRS-COP become_tall-FV 

‘He is tall.’ 

(b) umuntu uwa talimpa 

u-mu-ntu  uwa-talimp-a 

AUG-1-person REL1-become_tall-FV 

‘A tall person.’ (Lit: A person who is tall) 
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5-8 He is 190cm tall. 

(a) ali na ubutali bwa wansevunti sentimiita 

a-li na u-bu-tali   bwa wanseventi sentimiita 

SM1-COP with AUG-14-tall ASSC14 170  centimetres  

‘He is very tall.’ (Lit: He is with a height of 170cm) 

5-9 The stone is round. / a round stone 

(a) ilibwe lyali shunguluka 

i-li-bwe  li-a-li  shunguluka 

AUG-5-stone SM5-PRS-COP round 

‘The stone is round.’ 

(b) ilibwe lya shunguluka 

i-li-bwe  lya shunguluka 

AUG-5-stone ASSC5 round 

‘A round stone.’ 

5-10 He has talent. / a man with talent 

(a) alikwata ubupe 

a-a-li-kwat-a  u-bu-pe 

SM1-PRS-COP-have-FV AUG-14-gift 

‘He has talent.’  

(b) umwaume uli na ubupe 

u-mu-aume  uu-li na u-bu-pe 

AUG-1-man  REL1-COP POSS.COP AUG-14-gift 

‘A man with talent.’ 

5-11 He is sick. / He has a fever. / a sick person  

(a) nalwala 

na-a-lwal-a 

PERF-SM1-become_sick-FV 

‘He is sick.’  

(b) nakaba 

na-a-kab-a 

PERF-SM1-be_hot-FV 

‘He has fever.’ (Lit: He is hot.) 

(c) umulwele 

u-mu-lwele 

AUG-1-sick 

‘A sick person.’ (Doesn’t have a TAM marker because it is a noun.) 
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5-12 He is wearing blue clothes. / a man with blue clothes 

(a) afwele ifyakufwala fya bulu 

a-fwal-ile  i-fi-akufwala fya bulu 

SM1-wear-PFV AUG-8-clothes ASSC7 blue 

‘He is wearing blue clothes.’ 

(b) umwaume uufwele ifyakfwala fya bulu 

u-mu-aume  uu-fwal-ile i-fi-akufwala fya bulu 

AUG-1-man  REL1-wear-PFV AUG-8-clothes ASSC8 blue 

‘A man who is wearing blue clothes.’ 

5-13 He is wearing glasses. / a man with glasses 

(a) afwele amaglassi  

a-fwal-ile  a-ma-glassi  

SM1-wear-PFV AUG-6-glasses  

‘He is wearing glasses.’  

(b) ali na amaglassi  

a-li  na  a-ma-glassi  

SM1-wear-ANT POSS.COP  AUG-6-glasses  

‘He is wearing glasses.’ (Lit: he is with glasses) 

(c) umwaume ufwele amaglassi 

u-mu-aume   uu-fwal-ile a-ma-glassi 

AUG-1-man   REL1-wear-PFV AUG-6-glasses  

‘A man who is wearing glasses.’ 

(d) umwaume uwa amaglasi 

u-mu-aume  uwa-a-ma-glassi 

AUG-1-man  REL1-AUG-6-glasses 

‘A man with glasses.’ 

5-14 He has a wife. / a married man 

(a) alikwata umukashi 

a-a-li-kwat-a  u-mu-kashi 

SM1-PRS-COP-have-FV AUG-1-wife 

‘He has a wife.’  

(b) umwaume uwa upa 

u-mu-aume  uwa-up-a 

AUG-1-man  REL1-marry-FV 

‘A married man.’ 
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(c) alyupa 

a-a-li-up-a 

SM1-PRS-COP-marry-FV 

‘He is married.’ 

5-15 He has three children. / a man with three children / a pregnant woman 

(a) akwata abana batatu 

a-a-kwat-a   a-ba-ana   ba-tatu 

SM1-PRS-have-FV AUG-2-child EPx2-three 

‘He has three children.’ 

(b) umwaume uli nabana batatu 

u-mu-aume  uu-li na a-ba-ana  ba-tatu 

AUG-1-man  REL1-COP POSS.COP  AUG-2-child EPx2-three 

‘A man with three children.’ (Lit: A man who is with three children) 

(c) umwanakashi uuli nefumo 

u-mu-anakashi uu-li na i-fumo 

AUG-1-woman REL1-COP POSS.COP 5-belly 

‘A pregnant woman.’ (Lit: a woman who is with a pregnancy.) 

(d) umwanakashi uwakwata ifumo 

u-mu-anakashi uwa-kwat-a- i-fumo 

AUG-1-woman REL1-have-FV 5-pregnancy 

‘A pregnant woman.’ 

5-16 Dogs have four legs. 

(a) imbwa shakwata amolu fo 

i-N-bwa  shi-a-kwat-a a-ma-ulu  fo  

AUG-10-dog SM10-PRS-have-FV AUG-6-leg  four 

‘Dogs have 4 legs.’ 

5-17 That drink has alcohol in it. / a drink with alcohol in it. 

(a) icakunwa ico calikwata ubwalwa 

i-ci-akunwa ico ca-a-li-kwat-a  u-bu-alwa 

AUG-7-drink DEM.HP7 SM7-PRS-COP-have-FV AUG-14-alcohol 

‘That drink has alcohol in it.’ 

(b) icakunwa ca bwalwa 

i-ci-akunwa ca bu-alwa 

AUG-7-drink ASSC7 14-alcohol 

‘A drink with alcohol in it.’ 
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5-18 That man has money. / a rich man 

(a) umwaume ulya alikwata impiya 

u-mu-aume ulya  a-a-li-kwat-a  i-N-piya 

AUG-1-man DEM1.D  SM1-PRS-COP-have-FV AUG-9-money 

‘That man has money.’  

(b) umwaume ulya wa mpiya8 

u-mu-aume ulya  wa N-piya 

AUG-1-man DEM.D1  ASSC1 9-money 

‘That man has money.’ (Lit: that man is of money.) 

(c) umwaume uwakwata impiya 

u-mu-aume  uwa-kwat-a i-N-piya 

AUG-1-man  REL1-have-FV AUG-9-money 

‘A rich man.’ (lit: a man who has money) 

(d) umwaume uwa mpiya9 

u-mu-aume  uwa-N-piya 

AUG-1-man  REL1-9-money 

‘A rich man.’ (lit: a man who of money) 

5-19 Do you have a dog? / a man who has a dog 

(a) (bushe) walikwata imbwa 

bushe u-a-li-kwat-a  i-N-bwa 

Q SM1-PRS-COP-have-FV AUG-9-dog 

‘Do you have a dog?’ 

(b) umwaume uwakwata imbwa 

u-mu-aume  uwa-kwat-a i-N-bwa 

AUG-1-man  REL1-have-FV AUG-9-dog 

‘A person who has a dog.’ 

5-20 Do you have a pen? / a man who has a pen 

(a) naukwata peni10 

na-u-kwat-a  peni 

PERF-SM.2SG-have-FV pen 

‘Do you have a pen?’ (temporary possession). 

(b) uli na peni 

u-li na peni 

SM.2SG POSS.COP pen 

                                                        
8 This construction is not possible when the possessee is animate or to indicate temporary possession. 
9 This construction is not possible when the possessee is animate or to indicate temporary possession. 
10 This construction is used for temporary possession. 
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‘Do you have a pen?’ (Lit: Are you with a pen?) 

(c) umwaume ukwete peni 

u-mu-aume  uu-kwat-ile  peni 

AUG-1-man  REF1-have-PFV  pen 

‘A man who has a pen.’ 

5-21 He has somebody else’s pen. 

(a) akwete peni ya bene 

a-kwat-ile  peni ya bene 

SM1-have-PFV pen ASSC5 someone  

‘He has somebody else’s pen.’ 

(b) ali na peni yabene 

 a-li na peni ya bene 

 SM1-COP POSS.COP pen ASSC5 someone 

 ‘He has someone else’s pen’ (Lit: He is with someone else’s pen) 

5-22 He has good luck. / a man with good luck 

(a) alikwata ishuko 

a-a-li-kwat-a  i-shuko 

SM1-PRS-COP-have-FV 5-luck 

‘He has good luck.’ 

(b) umwaume uwakwata ishuko 

u-mu-aume  u-a-a-kwat-a i-shuko 

AUG-1-man  REL1-PRS-have-FV 5-luck 

‘A man with good luck.’ 

5-23 There are many rocks here. / a land with many rocks 

(a) pali amabwe ayeengi apa 

pa-li  a-ma-bwe  a-ya-ngi  apa 

LOC16-COP  AUG-6-stone PP-APx6-many DEM16.CD 

‘There are many rocks here.’ (just noticed) 

(b) paliba amabwe ayengi apa 

pa-li-ba-a  a-ma-bwe  a-ya-ngi  apa 

LOC16-COP-be-FV AUG-6-stone PP-APx6-many DEM16.CD 

‘There are many rocks here.’ (fact) 

(c) icalo ca amabwe ayengi 

i-calo ca a-ma-bwe  a-ya-ngi 

5-land ASSC5 AUG-6-stone PP-APx6-many 

‘A land with many rocks.’ 
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5-24 There are three chairs in the room. / a room with three chairs (in it) 

(a) muli ifipuna fitatu murumu umu 

mu-li i-fi-puna  fi-tatu  mu-rumu  umu 

LOC18-COP AUG-8-chair EPx8-three LOC18-room DEM18.CD 

‘There are three chairs in the room.’ 

(b) mwaliba ifipuna fitatu murumu umu 

mu-a-li-ba-a i-fi-puna fi-tatu  mu-rumu  umu 

LOC18-PRS-COP-be-FV AUG-8-chair EPx8-three LOC18-room DEM18.CD 

‘There are three chairs in the room.’ 

(c) rumu iili ne fipuna fitatu 

rumu ii-li na i-fi-puna  fi-tatu 

room REL5-COP POSS.COP AUG-8-chair EPx8-three 

‘A room with three chairs (in it).’ 

5-25 There is a spoon on the table. / the table with a spoon on it 

(a) pali spuni petebulo 

pa-li  spuni  pa-i-tebulo 

LOC16-COP  spoon  LOC16-5-table 

‘There is a spoon on the table.’ 

(b) itebulo iili na spuni 

i-tebulo ii-li na  spuni 

5-table REL5-COP POSS.COP  spoon  

‘The table with a spoon on it.’ 

5-26 The spoon is on the table. / the spoon on the table 

(a) spuni ili petubulo 

spuni i-li pa-i-tebulo 

spoon SM5-COP LOC16-5-table 

‘The spoon is on the table.’ 

(b) spuni iili petubulo 

spuni ii-li pa-i-tebulo 

spoon REL5-COP LOC16-5-table 

‘The spoon on the table.’ 

5-27 That pen is mine (Chanda’s). / My (Chanda’s) pen 

(a) iyo peni yandi 

iyo peni  ya-andi 

DEM5.HP pen  ASSC5-POSS.1SG 

‘That pen is mine.’  
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(b) iyo peni yakwa Chanda 

 iyo peni  ya-kwa  Chanda 

 DEM5.HP pen  ASSC5-LOC17 personal_name 

‘That pen is Chanda’s.’  

(c) peni iyandi 

peni ya-andi 

pen ASSC5-POSS.1SG 

‘My pen.’ 

(d) peni yakwa Chanda 

peni ya-kwa  Chanda 

pen ASSC5- LOC17 personal_name 

‘Chanda’s pen.’ 

5-28 There was a fire at our school yesterday. / I have things to do tomorrow. 

(a) mailo kwali umulilo kusukulu kwesu  

mailo11 ku-a-li  u-mu-lilo  ku-sukulu  ku-esu   

yesterday LOC17-PST1-COP AUG-3-fire LOC17-school ASSC17.POSS.2PL  

‘There was a fire at our school yesterday.’ 

(b) ninkwata ifintu fyakucita mailo 

ni-n-kwat-a  i-fi-ntu  fya-ku-cit-a mailo 

PFV-SM.1SG-have-FV AUG-8-thing ASSC7-15-do-FV tomorrow 

‘I have things to do tomorrow.’ 

5-29 Ghosts don’t exist. 

takwaba ifiwa 

ta-kwa-ba-a i-fi-wa 

NEG-LOC17-be-FV AUG-8-ghost 

‘Ghosts don’t exist.’ 

5-30 Some speak English, but others do not. 

kwaliba abalanda icisungu nabashilanda 

ku-a-li-ba-a  a-ba-land-a i-ci-sungu  na ba-shi-land-a 

LOC17-PRS-COP-be-FV AUG-2-speak-FV AUG-7-English and 2-NEG-speak-FV 

‘Some speak English, but others do not.’ (Lit: there are those who speak English and those who don’t) 

5-31 There are others who are better at speaking English than I am. 

kwaliba bambi abancila ukulanda icisungu 

kwa-li-ba-a  ba-mbi     aba-n-cil-a  u-ku-land-a i-ci-sungu 

LOC17-COP-be-FV APx2-other    REL2-OM.1SG-bypass-FV AUG-15-speak-FV AUG-7-English 

‘There are others who are better at speaking English than I am.’ 

                                                        
11 NB: mailo corresponds with both ‘yesterday’ and ‘tomorrow’ 
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5-32 There is something I want you to do. 

pali ico ndefwaya ucite 

pa-li  ico n-le-fway-a  u-cit-a 

16-COP  DEM7.HP SM.1SG-PROG-want-FV SM.2SG-do-FV 

‘There is something I want you to do.’ 

5-33 A winter rain / a house in Tokyo 

(a) imfula ya mumpepo 

i-N-rain ya mu-N-pepo 

AUG-9-rain ASSC9 LOC18-9-cold 

‘A winter rain.’ 

(b) inganda ya ku Tokyo 

i-N-anda  ya ku-Tokyo 

AUG-9-house ASSC9 LOC17-Tokyo 

‘A house in Tokyo.’ 

5-34 His swimming / a dog’s bark / a volcanic eruption / driving a car / Bwalya’s novel. 

(a) ukusamba kwakwe 

u-ku-samb-a kwa-kwe 

AUG-15-bath-FV ASSC15-POSS.3SG 

‘His swimming.’ 

(b) ukubosa kwambwa 

u-ku-bosa-a kwa-N-bwa 

AUG-15-bark-FV ASSC15-9-dog 

‘A dog’s bark.’/’The bark of a dog.’ 

(c) ukupuka kwolupili ulupuka umulilo 

u-ku-puk-a  kwa-u-lu-pili  ulu-puk-a  u-mu-lilo 

AUG-15-erupt-FV ASSC17-AUG-11-mountain REL11-erupt-FV AUG-3-fire 

‘A volcanic eruption.’  

(d) ukwensha kwa motoka 

u-ku-ensh-a kwa motoka 

AUG-15-drive-FV ASSC17 car 

‘The driving of a car.’ 

(e) ibuku lyakwa Bwalya 

i-buku  lya-kwa  Bwalya 

5-book  ASSC5-LOC17 personal_name 

‘Andy’s novel.’ 
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5-35 Chanda’s mother / Come to my desk! 

(a) bana Chanda 

ba-na  Chanda 

2-mother  personal_name 

‘Chanda’s mother.’ 

(b) banina bakwa Chanda 

ba-nina ba-kwa  Chanda 

2-mother ASSC2-LOC17 personal_name 

‘Chanda’s mother.’ (Lit: mother of Chanda) 

(c) banina bakwe 

ba-nina ba-kwe 

2-mother ASSC2-POSS.3SG 

‘His mother.’ 

(d) isa kucipuna candi 

is-a ku-ci-puna ca-andi 

come-FV  17-7-chair ASSC7-POSS.1SG 

‘Come to my chair!’ 

5-36 A flower petal / a fruit knife / a paper aeroplane / a picture of a rose / the scent of a flower / a letter in 

English / a Japanese teacher / water from the well / a rainy day. 

(a) ibuula lya iluba 

i-bula lya i-luba 

5-leaf ASSC5 5-flower 

‘A flower petal.’ (note that ibula is used for both a leaf and a petal) 

(b) umwele wa musalu 

u-mu-ele  wa mu-salu 

AUG-3-knife ASSC3 3-vegetable  

‘A vegetable knife.’ 

(c) indeke yamapepa 

i-N-deke  ya ma-pepa 

AUG-9-plane ASSC9 6-paper 

‘A paper airplane.’ 

(d) icipikica celuba 

i-ci-pikica  ca i-luba 

AUG-7-picture ASSC7 5-flower 

‘A picture of a flower.’ 
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(e) iceena celuba 

i-ci-ena  ca i-luba 

AUG-7-scent ASSC7 5-flower 

‘The scent of a flower.’ 

(f) inkalata ya mucisungu 

i-N-kalata  ya mu-ci-sungu 

AUG-9-letter ASSC9 LOC18-7-English 

‘A letter in English.’ 

(g) kafundisha wa ku Japani 

Ø-kafundisha wa ku-Japani 

1a-teacher  ASSC1 LOC17-Japan 

‘A Japanese teacher.’ 

(h) kafundisha wa ciBemba 

Ø-kafundisha wa ci-Bemba 

1a-teacher  ASSC1 7-Bemba 

‘A teacher of Bemba.’ 

(i) kafundisha usambilisha iciBemba 

Ø-kafundisha u-sambili-ish-a i-ci-Bemba 

1a-teacher  SM1-learn-CAUS-FV AUG-7-Bemba 

‘A teacher who teaches Bemba.’ 

(j) amenshi ya mucishima 

a-ma-inshi  ya mu-ci-shima 

AUG-6-water ASSC6 18-7-well 

‘Water from the well.’ (Meussen, 1967) 

(k) ubushiku bwa mfula 

u-bu-shiku  bwa  N-fula 

AUG-14-day ASSC14  AUG-9-rain 

‘A rainy day.’ 

5-37 My younger sister Hanako / Mr. Hichilema, the president 

(a) umwaice wandi Chanda 

u-mu-aice  wa-andi  Chanda 

AUG-1-young ASSC1-POSS.1SG personal_name 

‘My younger sister Chanda.’ 

(b) Bakateka baHichilema 

Ba-kateka ba-Hichilema 

2-ruler 2-personal_name 

‘Mr. Hichilema the president.’ 
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5-38 The tire of the car my next-door friend’s dad has 

itaila ya motoka iyo bawishi bamunandi uwa paneba bakwata  

i-taila ya motoka iyo-ba-wishi ba-mu-nandi wa pa-neba      ba-kwat-a 

5-tire ASSC5 car REL5-2-father 2-1-friend  ASSC1 16-neighbour   2-have-FV 

‘The tire of the car my next-door friend’s dad has.’ 
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4. List of Abbreviations 
1, 2, 3… Noun Class 
1SG, 1PL First Person Singular, 1st Person Plural… 
APx Adjective Prefix 
ASSC Associative 
AUG Augment 
CAUS Causative 
COP Copula 
DEM.CD Demonstrative Counter Distal  
DEM.D Demonstrative Distal 
DEM.HP Demonstrative Hearer Proximal 
EPx Numeral Prefix 
FV Final Vowel 
LOC Locative 
NEG Negative 
OM Object Marker 
PERF Perfect 
PFV Perfective 
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PL Plural  
POSS Possessive 
PP Pronominal Prefix 
PROG Progressive 
PRS Present 
PST  Past 
Q Question 
REL Relative clause marker  
SG Singular 
SM Subject Marker 
 
5. Tables 
Table 1 Bemba Vowels  

Front (unrounded) Central (unrounded) Back (rounded) 
High i      ii 

 
u     uu 

Mid e      ee 
 

o     oo 
Low 

 
a    aa 

 

 
Table 2 Bemba Consonants 

  Bilabial Labial-
dental 

Alveolar Palato-
alveolar 

Palatal Velar Labial-
Velar 

Obstruents Plosive p  t   k  
Fricative β f s ʃ    
Affricate    tʃ    

Prenasalised-
obstruents 

Plosive mp   mb  nt     nd   ŋk  ŋg  
Fricative  mf ns nʃ    
Affricate    ntʃ  ndʒ    

Sonorants Nasal m  n          ɲ ŋ  
Approximant              j  w 
Lateral   l     

 
Table 3 Bemba Noun Classes 

Class Augment Prefix Meaning Example 
1 u- mu- Nouns denoting humans umuntu 

u-mu-ntu 
AUG-1-person  
‘person’ 

1a Ø Ø Mostly kinship terms. No augment. tata 
Ø-tata 
1-father 

2 a- ba- Plural of class 1 and 1a.  
Also used to show respect (honorific 
plural) 

abantu  
a-ba-ntu 
AUG-2-person 
‘people’ 

3 u- mu- Natural phenomena, plants, body parts, 
animals  

umucila  
u-mu-cila 
AUG-3-tail 
‘tail’ 
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4 i- mi- Plural of class 3. imicila  
i-mi-cila 
AUG-5-tail 
‘tails’ 

5 i- li- Objects appearing in pairs or collections 
especially parts of the body (eye, tooth). 
Derogatives. 

iliino 
i-li-ino 
AUG-5-tooth 
‘tooth’ 

6 a- ma- Plural of class 5 ameeno 
a-ma-ino 
AUG-6-tooth 
‘teeth’ 

7 i- ci- Miscellaneous; the word for ‘thing’, 
languages, objects.  

icipuna 
i-ci-puna 
AUG-7-chair 
‘chair’ 

8 i- fi- Plural of class 8. ifipuna 
i-fi-puna 
AUG-8-chair 
‘chairs’ 

9 i- n- Animals, people, body parts, tools, 
instruments.  
 

inkoko 
i-n-koko 
AUG-9-chicken 
‘chicken’ 

10 i- n- Plural of class 9 and in some cases class 11 inkoko 
i-n-koko 
AUG-10-chicken 
‘chickens’ 

11 u- lu- Long, thin entities, body parts, natural 
phenomena, tools, utensils 

ulukasa 
u-lu-kasa 
AUG-11-foot 
‘foot’ 

12 a- ka- Augmentatives, derogative, diminutives, 
ameliorative 

akanyelele 
a-ka-nyelele 
AUG-12-ant 
‘ant’ 

13 u tu- Plural of class 12 utunyelele 
u-tu-nyelele 
AUG-13-ant 
‘ants’ 

14 u bu- Abstracts and mass nouns ubusuma 
u-bu-suma 
AUG-14-good 
‘goodness’ 

15 u ku- Generally, infinitives, a few body parts ukuulu 
u-ku-ulu 
AUG-15-leg 
‘leg’ 

16  pa- Locative: on, at pang’anda 
pa-N-house 
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16-9-house 
‘at the house’ 

17  ku- Locative: towards, at kung’anda 
ku-N-house 
17-9-house 
‘towards/at the house’ 

18  mu- Locative: in mung’anda 
mu-N-house 
18-9-house 
‘in the house’ 
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1. ͡Ίʹ
͜ͷใࠂʰݚޠूʱಛू 16߸ͷʮϞμϦςΟʯͷௐࠪථʹͮ͘جΨφޠ (G{ana)ࢿྉऩूͷ

݁ՌΛఏࣔ͢ΔɽΨφࢿྉऩूͷखॱ࣍ͷ௨ΓͰ͋Δɽ·ͣɼՃ౻΄͔ (2021)ͷάΠࢿޠྉͷྫ

จΛࢀরͯ͠ɼ֤ྫจʹదͳจ຺ԽΛ͠ࢪͳ͕ΒɼΨφޠޠऀͰάΠޠӡ༻ྗ͋Δϋέ

υΡϝϨɾηέϨ͕֤ྫจͷΨφޠ༁Λͨͬߦɽ͜ͷΨφޠ༁࡞ͷաఔͰɼத༟ͱେਔඒ͕η

έϨͱͷٞΛ௨ͯ͠ɼԻӆతɾܗଶతɾ౷ޠతɾҙຯతͳੳΛͨͬߦɽ͞Βʹɼͦͷੳ݁

Ռʹ͍ͯͮجɼՃ౻͕࣏װɼจ๏ऍʢΞϊςʔγϣϯʣΛͨ͠هɽ

هදޠྉΛྻ͢ΔɽΨφࢿड़ͰɼಉௐࠪථͰ༻͍ΒΕ߲ͨͷॱংʹͳΔ͘ैͬͯهઅͷ࣍

ԻӆతଥੑΛຬͨ͢ਖ਼ॻ๏Λ༻͍͍ͯΔɽͦͷུ֓Λࢀর͞Ε͍ͨɽआ༻͓ޠΑͼௐ

ڀݚଶૉʹௐΛ͞ͳ͍ɽͳ͓ɼ͜ͷܗఆ͞Ε͍ͯͳ͍ࢦ͕ JSPSՊݚඅͷॿΛड͚͍ͯΔ

ʢ՝൪߸: 18KK0006ɼ18K00582ɼ19H01264ɼ20H00011, 22H04929, 22K18249, 23H00621ʣɽ

2. ྉࢿ
͜ͷઅͰάϩεʹ༻͍Δུ߸ҎԼͷͱ͓ΓͰ͋ΔɽACC = accusative, ADVLZ = adverbalizer, C =

common (உੑͱঁੑΛؚΉ), COP = copula, DU = dual, EMPH = emphatic, F = feminine, FUT.1 ࠓ=
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ະདྷ, FUT.2 =໌ະདྷ, GEN = genitive, INCL = inclusive, INTERJ = interjection, IPFV = imperfective,

IRR = irrealis, JNCT = juncture (ෳ߹અʹ͓͚ΔඇಈࢺΛ࡞Δܗଶૉ), M = masculine, NEG =

negative, NOM = nominative, PL = plural, PRF = perfect, PROG = progressive, PROH = prohibitive,

PRPTV = propietive, PST = past, PST.1 ,ڈաࠓ= PST.3 =ԕաڈ, PST.N ,ڈաࡢ= Q = question

particle, REL = relative, SG = singular.

ͳ͓ɼදࣔΛ؆ܿʹ͢ΔͨΊʹɼӳ୯ޠͰੑ͕֨ेʹΘΔ߹ɼུ߸ͷΈ߹ΘͤͷΘ

Γʹӳ୯ޠΛ༻͍͍ͯΔ.

(1) |nēn

this

=sì

=3F.SG.GEN

tiro

work

=sì

=3F.SG.GEN

kùà

PROG

khúrı̄

end

kà

when

tsē

2M.SG.NOM

xà

can

{’áékù

go.home

͜ͷ͕ࣄऴΘΔͱ͖ʹ͋ͳ͍͍ͨͯͬؼɽ

xàਪྔՄੑΛද͢Ϝʔυࢺɽ

(2) |nēn

this

=sì

=3F.SG.GEN

tiro

work

=sì

=3F.SG.GEN

khúryā-hà

end;JNCT-PRF

kà

when

tsē

2M.SG.NOM

xà

can

{’áékù

go.home

͜ͷ͕ࣄऴΘͬͨΒ͋ͳ͍͍ͨͯͬؼʢ͓ΘΔࠐݟΈ͕͋Δʣɽ

(3) |nēn

this

=sì

=3F.SG.GEN

tiro

work

=sì

=3F.SG.GEN

xà

can

khúryā-hà

end;JNCT-PRF

kà

when

tsē

2M.SG.NOM

xà

can

{’áékù

go.home

͜ͷ͕ࣄऴΘͬͨΒ͋ͳ͍͍ͨͯͬؼʢ͍ͭऴΘΔΒΘ͔Βͳ͍ʣɽ

(4) |nēn

this

=sì

=3F.SG.GEN

tiro

work

=sè

=3F.SG.NOM

hā

FUT.1

khúri,

end

tsē

2M.SG.NOM

{’áékù

go.home

͜ͷ͕ࣄऴΘͬͨΒ͋ͳͨؼΔɽ

(5) |nēn

this

=sì

=3F.SG.GEN

tiro

work

=sè

=3F.SG.NOM

xà

can

khúrı̄,

end

tsē

2M.SG.NOM

{’áékù

go.home

͠ऴΘͬͨΒ͋ͳͨؼΔʢऴΘΔ͔Ͳ͏͔Θ͔Βͳ͍͕ʣɽ

(6) ’ā

that

(=sì)

(=3F.SG.GEN)

}’óónxò

food

(=sà’à)

(=3F.SG.ACC)

}’óón-cîı̄

eat-PROH

’è(sè)

3F.SG.NOM

ts’órō-hà

rot;JNCT-PRF

kè

because

͍ͬͯΔ͔ΒɼͦΕΛ৯͍͚ͯͳ͍ʢͦΕΛ৯Δͳʣɽ

(7) ’ē

it

kùà

IPFV

{gàm̄

like

tàà

1C.INCL.PL.IRR

{’áékù

go.home

ʢ͘ͳͬͨͷͰʣͪͨࢲ͏ؼΔͷ͕·͍͠ɽ

(8) ’ē

it

kùà

IPFV

kénē

need

tàà

1C.INCL.PL.IRR

{’áékù

go.home

ʢ͘ͳͬͨͷͰʣͪͨࢲ͏ؼΒͳ͚ΕͳΒͳ͍ɽ
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(9) ’ē

it

xà

may

c’óèn

be.good

’ātsàbè

1M.INCL.DU.GEN

loori

car

kà

by

’ā

that

xùà

place

síí

go.to

=sè,

=3F.SG.NOM

’è

it

hā

FUT.1

ts’éé

rain

khùà

because

ʢӍ͕߱Δͦ͏͔ͩΒʣंͰͨͬߦ΄͏͕͍͍Αɽ

΄΅ಉ͡ҙຯΛɼҟͳΔߏจ͓ΑͼҟͳΔܗ༰ࢺʮྑ͍ʯͰɼ(10a–c) ͷΑ͏ʹද͢ݱΔ͜ͱ͕Ͱ

͖Δɽ

(10a) ’è

it

xà

may

c’óèn,

be.good

’ātsàbì

1M.INCL.DU.NOM

loori

car

=sì

=3F.SG.GEN

kà

by

’ā

that

xùà

place

síí

go.to

’à,

COP

’è

it

hā

FUT.1

ts’éé

rain

khùà

because

ʢӍ͕߱Γͦ͏͔ͩΒʣंͰͨͬߦ΄͏͕͍͍Αɽ

(10b) ’è

it

xà

may

káèn,

be.good

’ātsàm

1M.INCL.DU.GEN

loori

car

=sì

=3F.SG.GEN

kà

by

’ā

that

xùà

place

síí

go.to

=sè,

=3F.SG.NOM

’è

it

hā

FUT.1

ts’éé

rain

khùà

because

ʢӍ͕߱Γͦ͏͔ͩΒʣंͰͨͬߦ΄͏͕͍͍Αɽ

(10c) ’è

it

xà

may

káèn,

be.good

’ātsàbì

1M.INCL.DU.NOM

loori

car

=sì

=3F.SG.GEN

kà

by

’ā

that

xùà

place

síí

go.to

’à,

COP

’è

it

hā

FUT.1

ts’éé

rain

khùà

because

ʢӍ͕߱Γͦ͏͔ͩΒʣंͰͨͬߦ΄͏͕͍͍Αɽ

(11) ’è

it

(kì)

PST.1

kùà

IPFV

kénē

need

|óán

child

=m̀

=3M.SG.IRR

{gôō-hà

grow.up;JNCT-PRF

=m̀

3M.SG.GEN

khóè

person

=bà’à

3M.SG.ACC

kúḿ

listen.to

ͱʣΛฉ͖ͩ͘ʗฉ͘ͷͩɽ͜͏ݴେਓʢͷڙࢠ

աࢺ੍࣌ڈ kìʢࠓաڈʣ࣮ݱͰͳ͍͜ͱɾ೦Λද͢ࡍʹ༻͍ΒΕΔɽ

(12a) cē

I

{àbā-hà

become.hungry;JNCT-PRF

à

and

kùà

IPFV

}’óónxò

food

=sì

=3F.SG.GEN

}’óón

eat

}’án̄n

want

͓ෲ͕ۭ͍ͨͷͰɼʢࢲʣԿ͔৯͍ͨɽʢlit. ৯Λ৯͍ͨʣ

(12b) cē

I

{àbā-hà

become.hungry;JNCT-PRF

à

and

kùà

IPFV

}’óónxò

food

}’óón

eat

}’án̄n

3F.SG.ACC

͓ෲ͕ۭ͍ͨͷͰɼʢࢲʣԿ͔৯͍ͨɽʢlit. ৯Λ৯͍ͨʣ
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(13) dà

1SG.IRR

’è

it

xóó

hold

ΐ͏ɽ͠·ͪ࣋ΕΛ͕ͦࢲ

໋ྩɾק༠ɾҙࢤ irrealisͷϜʔυʢओޠͷܗͰࣔ͞ΕΔʣͰද͞ΕΔɽ

(14) tàà

1C.INCL.PL.IRR

òē

all

xā

EMPH

}’óónxò

food

kà

REL

qgónè

noon

rì

be.for

=rà’à

=3C.PL.ACC

}’óón

eat

Ұॹʹன͝൧Λ৯·͠ΐ͏ɽ

(15) ’ātàà-ma

1C.INCL.PL.GEN-Q

xà

may

}’óónxò

food

kà

REL

qgónè

noon

rì

be.for

=dzà’à

=3F.PL.ACC

}’óón

eat

Ұॹʹன͝൧Λ৯·ͤΜ͔ʁ

(16) ’ātàà

1C.INCL.PL.GEN

òē

all

xā-ma

EMPH-Q

xà

may

}’óónxò

food

kà

REL

qgónè

noon

rì

be.for

=dzà’à

=3F.PL.ACC

}’óón

eat

ΈΜͳͰҰॹʹன͝൧Λ৯·ͤΜ͔ʁ

(17) cē

I

kùà

IPFV

}’án̄n

want

’úū

tomorrow

kà

on

cúú

rain

è

NOM

xà

may

céé

stop

໌Ӎ͕ࢭΉͱ͍͍ͳ͋ɽ

(18) cē

I

|nēn

this

xùà

place

xā

EMPH

tsā’à

2M.SG.ACC

kx’óān-hā

wait;JNCT-PRF

kè

because

síí

go

nà

and

’è(sì)

it

|xùà

with

àà

come

དྷͳ͍͞ɽͯͬ࣋ΕΛͦͯͬߦ͜͜Ͱ͍ͬͯΔ͔Βɼࢲ

(19) cı̄-ma

me-Q

xà

may

|nēn

this

(=m̀)

(=3M.SG.GEN)

penn

pen

(=bà’à)

(=3M.SG.ACC)

|xóbè

borrow

ͦͷϖϯΛ͓आΓͰ͖·͔͢ʁ

(20) cı̄-ma

me-Q

|nēn

this

(=m̀)

(=3M.SG.GEN)

penn

pen

(=bà’à)

(=3M.SG.ACC)

|xóbè

borrow

ͦͷϖϯΛआΓΒΕΔʁ

(21) ’àbè

he

xà

can

tshaina-kx’úì

China-language

(=sà’à)

(=3F.SG.ACC)

{náé

read

͋ͷਓத͕ޠࠃಡΊ·͢ɽ

(22) ’ē

it

}núú,

be.dark

cē

I

xà

can

cúá

NEG

c’óèn-xà

be.good-ADVLZ

móòn,

see

néú

what

=sì

=3F.SG.GEN

|nēn

this

xùà

place

háān

exist

=sà’à

=3F.SG.ACC

໌͔Γ͕҉ͯ͘ɼ͜͜ʹԿ͕͋Δͷ͔͑ݟͳ͍ɽ
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(23) ’àrè

they

xà

may

kā

PST.N

Ghanzi

Ghanzi

=sì

=3F.SG.GEN

’wà

in

síí

arrive

ʢேૣ͘ग़ൃ͔ͨ͠Βʣ൴Β͏ϋϯγʔʹண͍͍ͯΔͣͩʗண͍ͨʹҧ͍ͳ͍ɽ

(24) ’àbè

he

’ū

FUT.2

|’ōn-kà

perhaps

cúá

NEG

àà

come

͋ͷਓ໌ͨͿΜདྷͳ͍ͩΖ͏ɽ

(25a) àē,

INTERJ

’àrè

they

cúá

NEG

àà

come

|’ōn-kà

perhaps

’àǹn

3C.PL.GEN

(rì)

(for)

kà

of

loori

car

=sè

=3F.SG.NOM

kā

PST.N

{’óó

be.broken

൴Β·ͩདྷͳ͍ͳΜͯɼ͖ͬͱ్தͰं͕յΕͨΜ͡Όͳ͍͔ɽ

(25b) àē

INTERJ

’àrè

they

cúá

NEG

àà

come

|’ōn-kà

perhaps

’àǹn

3C.PL.GEN

kà

of

loori

car

=sè

=3F.SG.NOM

xà

possibly

kā

PST.N

{’óó

be.broken

൴Β·ͩདྷͳ͍ͳΜͯɼ͖ͬͱ్தͰं͕յΕͨΜ͡Όͳ͍͔ɽ

(26) ’àbè

he

{’áé

home

=sì

=3F.SG.GEN

’wà

at

|’ōn-kà

possibly

háān,

be

à

and

|’ōn-kà

possibly

háānbè

not.be

ʢன͔ؒͩΒ͋ͷਓՈʹʣ͋͞ɼ͍Δ͔͠Εͳ͍͠ɼ͍ͳ͍͔͠Εͳ͍ɽ

(27) ’àm̀

3M.SG.GEN

|xáé-’ò

body

kùrū

be.hot

thā

way.how

(=sa’a)

(=3F.SG.ACC)

kúḿ

hear

ʢ൴ͷମ͋ͪͪ͜ʹ৮ͬͯʣ͕͋Δ͔͔֬ΊΔɽ

(28) tsā

2M.SG.GEN

|xáé-’ò

body

è

NOM

kùrū

be.hot

khùà

as

{âm̄

feel

ʢମ͋ͪͪ͜ʹ৮ͬͯΈͯʣ͋ͳ͕ͨ͋ΔΑ͏ͩɽ

ࢺΑΔஅʹௌ֮ಈʹ֮ײҎ֎ͷ֮ࢹ kúḿ ຯ֮ಈࢺ {ām̄ ͕༻͍ΒΕΔɽৄ͘͠

Nakagawa .রࢀ(2012)

(29a) ’úū

tomorrow

(=sì)

(=3F.SG.GEN)

kà

on

cúú

rain

bè

3M.SG.NOM

kòmà

hearsay

’ū

FUT.2

ts’éé

rain

ʢఱؾ༧ใʹΑΕʣ໌Ӎ͕߱Δͦ͏ͩɽ

(29b) ’úū

tomorrow

(=sì)

(=3F.SG.GEN)

kà

on

cúú

rain

è

3M.SG.NOM

kòmà

hearsay

’ū

FUT.2

ts’éé

rain

ʢఱؾ༧ใʹΑΕʣ໌Ӎ͕߱Δͦ͏ͩɽ
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(30) cē

1SG.GEN

xà

can

kì

PST.1

màrı̄-xà

money-PRPTV

kà,

if

cē

I

xà

can

kì

PST.1

|nēn

this

=sì

=3F.SG.GEN

loori

car

=sà’à

=3F.SG.ACC

{’áèn

buy

͓͕ۚ͋ͬͨ͠Βɼ͋ͷंΛങ͏Μ͚ͩΕͲͳ͋ɽ

࣮ԾɼϜʔυࢺ xàͱաࢺ੍࣌ڈͷΈ߹ΘͤͰද͞ΕΔɽ

(31) tsā

2M.SG.GEN

xà

can

kx’ō

PST.3

cà’à

1SG.ACC

dáò

road

(=bà’à)

(=3M.SG.ACC)

{áé

teach

tàān

NEG

kà,

if

cúá

NEG

cē

I

xà

can

kx’ō

PST.3

’ā

that

xùà

place

síí

reach

͋͠ͳ͕ͨͯ͑͘ڭΕ͍ͯͳ͔ͬͨΒɼࢲͦ͜ʹͨͲΓண͚ͳ͔ͬͨͰ͠ΐ͏ɽ

(32) ’àbè

he

kùà

IPFV

{’áé

town

kà

REL

}gíì

be.big

=sì

=3F.SG.GEN

’wà

in

kōōn

going

(=sà’à)

(=3F.SG.ACC)

}’án̄n

want

͋ͷਓେ͖ͳ͍͕͖֗ͯͬͨߦΔɽ

(33a) |èèn

pardon

dà

1SG.IRR

|x’áré-xà

little-ADVLZ

’èsà’à

it

kx’áà

drink

ʹͦΕΛগ͠ҿ·ͤΖɽʢஸೡ͞ͳ͍ʣ

(33b) |èèn

pardon

dà

1SG.IRR

|x’áré-xà

little-ADVLZ

’è

it

kx’áà

drink

ʹͦΕΛগ͠ҿ·ͤΖɽʢஸೡ͞ͳ͍ʣ

ʢcf. |èèn dà ngéé௨͍ͯͩ͘͠͞ʢਓͷલΛ௨Δͱ͖ʣʀ͜Εஸೡͳදݱʣ

(33c) xúū

leave

dà

1SG.IRR

|x’áré-xà

little-ADVLZ

’è(sà’à)

it(3F.SG.ACC)

kx’áà

drink

ʹͦΕΛগ͠ҿ·ͤΖɽʢஸೡ͞ͳ͍ʣ

(34) nà

so.that

’ā

that

=m̀

=3M.SG.GEN

khóè

person

=m̀

=3M.SG.IRR

|nēn

this

=sì

=3F.SG.GEN

xò

thing

=sà’à

=3F.SG.ACC

séè

take

nà

and

’èsà’à

it

’úú

carry

͜Ε͋ͷਓʹ͔ͤߦͯͬ࣋Ζʗ͔ͤߦͯͬ࣋Α͏ɽ

̍ਓশɾ̏ਓশ໋ྩʹ̎ਓশ໋ྩͱಉ༷ʹ irrealisϜʔυΛ༻͍Δɽ໋ྩจͱ໋ྩจͷ࿈݁

ʹʢฏঀจΛͭͳ͙ҐଓࢺͱҟͳΔʣnàΛ༻͍Δɽ

(35a) taafle

table

(=m̀)

=3M.SG.GEN

|xà

on

háān

exist

=sì

=3F.SG.GEN

péré

bread

=sà’à

=3F.SG.ACC

hā

FUT.1

}’óón

eat

ͦͷςʔϒϧͷ্ͷ͓՛ࢠޙͰ৯ͳ͍͞ɽ
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(35b) taafle

table

=m̀

=3M.SG.GEN

|xà

on

háān

exist

=sì

=3F.SG.GEN

péré

bread

=sà’à

=3F.SG.ACC

nà

and

hā

FUT.1

}’óón

eat

ͦͷςʔϒϧͷ্ͷ͓՛ࢠޙͰ৯ͳ͍͞ɽ

nà  irrealis ͱͱʹ༻͍ΔҐଓࢺͰɼ͜͜ͰԿΒ͔ͷߦҝͷޙʹ৯Δ͜ͱΛ҉ࣔ

͍ͯ͠Δɽ

(36) kòmà

hearsay

dà

1SG

xà

can

kì

PST.1

kx’áíyà

long.ago

àà

come

nà

and

ͬͱૣ͘དྷΕͳ͋ʢདྷΕΑ͔ͬͨʣɽ

ʮʙͩͬͨΒͳ͋ʯͱ͍͏࣮Ծʢ࣮ࣄͱҟͳΔئʣ [hearsay] + [IRR] + xà + [PST] +ʜ

nàͱ͍͏ߏจͰද͢ɽ

(37) tsā

2M.SG.GEN

òē

also

kóòn

go

kà,

if

’ē

it

xà

may

c’óèn

be.good

͋ͳͨҰॹʹͨͬߦΒ͍͍ʢඞͣओઅΛՃ͑Δʣɽ

(38) tsā

2M.SG.GEN

òē

also

∅
IRR

kóòn

go

͓લ͚ߦ

tsā òēɼtsā òē è (realis nominative)ʹର͢Δ irrealis nominativeͷܗɽ

(39a) tsì

2M.SG.IRR

kóòn

go

͓લ͚ߦ

(39b) nà

and

tsā

2M.SG.GEN

òē

also

∅
IRR

kóòn

go

͓લ͔ޙΒ͚ߦʢʮ͔ޙΒʯͷҙຯ͕͋Δ͔ෆ໌ʀޙͰɼҰॹͰྑ͍ʣɽ

(40) cı̄-ma

me-Q

xà

can

’ēsà’a

3F.SG.ACC

’ánā-hà.

know;JNCT-PRF

ΦϨ͕ͦΜͳ͜ͱΔ͔ʂʢʮ͕ͦࢲΕΛ͍ͬͯΔͩΖ͏͔ʁʯʣ

(41a) cē

I

xà

can

’èsà’à

3F.SG.ACC

’ánā-hà.

know;JNCT-PRF

ͳΒͳ͍ɽ"IʹޠͦΕΛΒͳ͍ʢΓಘͳ͍ʣɽʢ͜Εࢲ may not know it".ʣ

(41b) cē

I

xà

can

’èsà’à

3F.SG.ACC

|’ûā-hà

know;JNCT-PRF

ͦΕΛΒͳ͍ʢΓಘͳ͍ʣɽʢ͍ͬͯΔ͔Ͳ͏͔ࢲ 50/50ɽ͜ΕޠʹͳΒͳ

͍ɽ"I may not know it".ʣ
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(42) cı̄-ma

me-Q

’èsà’à

3F.SG.ACC

’ánā-hà

know;JNCT-PRF

Ͱͳٙ͘จɽʣޠͦΕΛ͍ͬͯΔ͔ʁʢࢲ

(43) sîı̄

mother

=sì-ma

=3F.SG.GEN-Q

kì

PST.1

’èsà’à

it

|núā-hà

cook;JNCT-PRF

͜ΕΛͨͬ࡞ʢྉཧͨ͠ʣͷɼ͋ͳͨͷ͓͞ΜͩΑͶʢ͋ͳͨͷ͓͞Μ͕͜ΕΛྉཧ͠

͔ͨʣʁ

(44a) máān

who

=sè

=3F.SG.NOM

kì

PST.1

’èsà’à

3F.SG.ACC

|núā-hà,

cook;JNCT-PRF

sîı̄

mother

=sì

3F.SG.GEN

mān

Q

͜ΕΛͨͬ࡞ʢྉཧͨ͠ʣͷɼ͓͞ΜͩΑͶʢ୭͕͜ΕΛྉཧͨ͠ɼ͋ͳͨͷ͓͞

Μ͔ʣʁ

(44b) yírè

who

kì

PST.1

’èsà’à

3F.SG.ACC

|núāhà,

cook;JNCT-PRF

sîı̄

mother

=sì

3F.SG.GEN

mān

Q

͜ΕΛͨͬ࡞ʢྉཧͨ͠ʣͷɼ͓͞ΜͩΑͶʢ୭͕͜ΕΛྉཧͨ͠ɼ͋ͳͨͷ͓͞

Μ͔ʣʁ

(45) èēn’èn,

no

cē

I

kì

PST.1

’èsà’à

3F.SG.ACC

|núā-hà

cook;JNCT-PRF

͍͍͑ɼͨͬ࡞͕ࢲͷΑ1ɽ

(46) cíı̄

my

xā

focus

è

NOM

(kì)

(PST.1)

’èsà’à

it

|núá

cook

ͨͬ࡞͕ࢲ

͜Εɼʮ͋ͳ͕ͨʙ͔ͨ͠ʯͱ͍͏࣭ͷ͑ͱͯ͠ద֨.ʮ୭͕ʙ͔ࣽͨʯʮ୭͕ʙ͔ࣽͨɼ͔ʯ

ͱ͍͏࣭ͷճͱͯ͠ద֨ɽͳ͓ɼ|núáɼྃͷ|núāhàͰՄɽ

1 άΠޠͰWHٙจͷճͱͯ͠ෆద֨Ͱ͋Δɽ
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Appendix: An outline of the G{ana orthography (Hirosi Nakagawa)

1. {Gáná2 alphabet
The {Gáná alphabet includes a set of 26 letters, a to z, each having upper-case and lower-case form, and

the apostrophe, together with the four coronal click symbols from the International Phonetic Alphabet.

These letters and the apostrophe are conventionally ordered as below:

a, b, c, d, e, (f), g, h, i, (j), k, (l), m, n, o, p, q, r, s, t, u, (v), w, x, y, z, ’, |, !, }, {.
The four letters in brackets are not used for native words but are reserved for loan words.

The {Gáná orthography also employs four tone diacritics, i.e. [ ´ ] for the high tone, [ ¯ ] for the mid

tone, [ ` ] for the low tone, and [ ˆ ] for the falling tone, one of which is added to a vowel or nasal letter

to mark its tone.

2. Click consonants
The |Gúı̄ and {Gáná orthography uses 52 click graphemes listed in Table 1.

Table 1. Click graphemes

Dental Alveolar Palatal Lateral

1 plain | ! } {

2 voiced |g !g }g {g

3 aspirated |h !h }h {h

4 ejective |k’ !k’ }k’ {k’

5 nasal |n !n }n {n

6 uvular fricative |x !x }x {x

7 uvular affricated ejective |x’ !x’ }x’ {x’

8 voiceless unaspirated uvular plosive |q !q }q {q

9 voiced uvular plosive |qg !qg }qg {qg

10 voiceless aspirated uvular plosive |qh !qh }qh {qh

11 uvular unaffricated ejective |q’ !q’ }q’ {q’

12 glottal plosive |’ !’ }’ {’

13 glottal fricative |nh !nh }nh {nh

2 The name of this language is spelled differently in English and G{ana orthographies. In English it is
spelled as G{ana, which begins with G followed by the click letter and the vowels without tone marks,
while in G{ana orthography we spell it as {Gáná, in which the click letter is followed by G and the
vowels marked with tones.
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The four click letters, | (dental), ! (alveolar), } (palatal), and { (lateral), by themselves, represent plain

i.e., voiceless unaspirated click consonants. There are 24 click digraphs (two-letter graphemes) and five

click trigraphs (three-letter graphemes). The click multigraphs always begin with a click letter which is

followed by one or two letters including an apostrophe.

3. Non-click consonants
There are 38 non-click graphemes, which include 15 digraphs, five trigraphs, and one tetragraph, as

shown in Table 2.

Table 2. Non-click graphemes

ng is used in {Gáná words, such as ngúū ‘hut’, ngōnā ‘three’, ngēbē ‘giraffe’.

Labial alveolar
alveolar

affricate
palatal velar uvular

uvular

afficate
glottal

1. plain p t ts c k q ’

2. voiced b d dz dy g qg

3. aspirated ph th tsh ch kh qh

4. ejective t’ ts’ c’ k’ q’ kx’

5. plain + x tx tsx

6. plain + kx’ tx’ tsx’

7. nasal m n ng

8. fricative s x h

9. glide, liquid w r y

4. Vowels
There are five plain vowels [i, e, a, o, u], three nasalized vowels [ẽ, ã, õ]3, and two pharyngealized

vowels [aQ, uQ], as transcribed in the orthography in Table 3.

Table 3. Vowel graphemes

Plain Nasalized Pharyngealized

1 i u u’

2 e o en on

3 a an a’

In order to distinguish the nasalized vowel from the sequence of a vowel followed by the nasal coda

[n] orthographically, the nasal coda is represented as nn, such as [ã] an vs. [an] ann.

3 Phonologically, [ẽ, õ] are /ı̃, ũ/.
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1. はじめに 

『語学研究所論集』特集 19 号の「他動性」の調査票を用いてガナ語（Gǁana）の資料を収集した．そ

の結果を提示する．ガナ語は，いわゆるコイサン諸語と呼ばれる言語地域「カラハリ盆地言語帯」（Kalahari 
Basin Area）に含まれるコエ・クワディ語族，南西カラハリ・コエ語派ガナ語群の言語で，ボツワナ共和

国ハンシー県・クェネング県にその話者集落は分布する．話者数は全体で約 800 人と推定される． 
ガナ資料収集は次の要領で行った．はじめに，木村他 (2021) のグイ語資料の例文に文脈上の補足解

説をしながら，中川と大野が，ガナ語母語話者でグイ語運用能力もあるセケレとの議論を通して，各例

文のガナ語訳を作成し，その過程で，音韻論的・形態論的・統語的・意味的な分析を行った．さらに，

その分析結果に基づいて，木村が，文法注釈（アノテーション）を記した． 
次節では，調査票で用いられた項目の順序になるべく従って例文を並べる．表記は音韻論的妥当性を

満たす正書法を用いている．その概略は本号セケレほかの記事の付録を参照されたい．この研究は JSPS
科研費の助成を受けている（課題番号: 18KK0006，18K00582，19H01264，20H00011，22H04929，22K18249，
23H00621）． 
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2. 資料 
この節でグロスに用いる略号は以下のとおりである． 
 

ACC = accusative，ADVLZ = adverbalizer，ASSOC = associative，BEN = benefactive，C = common(男性 と
女性を含む)，CAUS = causative，DU = dual，F = feminine，GEN = genitive，IPFV = imperfective，JNCT = 
juncture，M=masculine，NEG=negative，NMLZ=nominalizer，NOM=nominative，PL=plural，PRF= perfect，
PROG=progressive，PRPTV=propietive，PST.1=今日過去，PST.2=昨日過去，PST.3=遠過去，PST.N =昨夜
過去，Q =question marker，REL =relative，SG =singular. 
なお，表示を簡潔にするために，英単語で性数格が十分に伝わる場合は，略号の組み合わせの代わり

に英単語を用いている. 
 
(1) 
'àbè ǀnēn=m̀  ǀgèēnnē=bà'à ǀkx'óōn 
he this=3M.SG.GEN fly=3M.SG.ACC kill 
彼はそのハエを殺した． 
 
(2) 
'àbè ǀnēn=m̀  bookisi=bà'à khóán 
he this=3M.SG.GEN box=3M.SG.ACC break 
彼はその箱を壊した． 
 
(3) 
'àbè ǀnēn=sì  tsààn=sà'à  ǁ'óòǁ'ò 
he this=3F.SG.GEN soup=3F.SG.ACC warm;CAUS 
彼はそのスープを温めた． 
 
「ǁʼōō「温かい」」の使役畳語形を用いて「温める」を表す． 
 
(4) 
'àbè ǀnēn=m̀  ǀgèēnnē=bà'à ǀx'óōn cémē 'àbè cúá ǁ'óó 
he this3M.SG.GEN fly=3M.SG.ACC kill but it NEG die 
彼はそのハエを殺したが，死ななかった1． 
 
(5) 
'àbè ǀnēn=sì  bolo=sà'à  ǂ'íí 
he this=3F.SG.GEN ball=3F.SG.ACC kick 
彼はそのボールを蹴った． 
 
 
 

                                                        
1 ǀx'óōn は殺そうとして相手に打撃を与えることをいうが，必ずしも相手の死を含意しない． 
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(6) 
'èsè 'àm̀  ǀ'óán ǂ'íí 
she 3M.SG.GEN leg kick 
彼女は彼の足を蹴った． 
 
(7) 
'àbè  ǀnēn=m̀   khóè=bà'à   ǁgòòn  ǃ'áān-gà-gā 
he this=3M.SG.GEN person=3M.SG.ACC  bump.into  by.intention 
彼はその人にぶつかった（故意に）． 
 
「故意に」が文末に置かれた場合は強調の-kha は用いない． 
以下の語順も可能． 
'àbè ǀnēn m̀ khóè bà'à ǃ'áān-gà-gā kà ǁgòòn 
 
(8) 
'àbè ǀnēn=m̀  khóè=bà'à   ǁgòòn  sáá à 
he this=3M.SG.GEN person=3M.SG.ACC  bump.into  fail and 
彼はその人とぶつかった（うっかり）． 
 
(9) 
cē kùà 'áā=ǹn  khóè=rà'à  móòn. 
I IPFV that=3C.PL.GEN person=3C.PL.ACC see 
あそこに人が数人見える． 
 
(10) 
'á xùa háān=ǹn  khóè xà=rà'à  cē kùà móòn 
that place exist=3C.PL.GEN person associative3C.PL.ACC I IPFV see 
私はあそこにいる人たちを見ている 
 
(11) 
cē ǀnēn=m̀  ngúū=bà'à  mōān-hà 
I this=3M.SG.GEN hut=3M.SG.ACC see;JNCT-PRF 
私はその小屋を見たことがある． 
 
(12) 
cē khóè=m̀   kx'éē kúḿ 
I person=3M.SG.GEN  cry hear 
誰かが叫んだのが聞こえた（今しがた）． 
 
 
 
 



Gǁana data: transitivity, Gakedumele Sekere, Kimihiko Kimura, Hitomi Ono, Hirosi Nakagawa 

 4 / 13 

(13) 
'àbè ǀnēn=sì  loori=sì  ts'óō kúḿ 
he this=3F.SG.GEN car=3F.SG.GEN noise hear 
彼はその車の音を聞いた． 
 
(14) 
'àm̀ chū kùà kénē=m̀  khíì=bà'à 'àbè kā móòn 
3M.SG.GEN PST.2 IPFV look.for=3M.SG.GEN key=3M.SG.ACC he PST.N see 
彼は昨日探していたカギを見つけた． 
 
(15) 
'àm̀ chū tsíàtsīānā-hà=m̀   khíì=bà'à ’àbè kā móòn 
3M.SG.GEN PST.2 lose;JNCT-PRF=3M.SG.GEN  key=3M.SG.ACC he PST.N see 
彼は（なくした）カギを見つけた． 
 
(16) 
chū tsíàtsīānā-hà=m̀  khíì=bà'à  'àbè móòn 
PST.2 lose;JNCT-PRF=3M.SG.GEN key=3M.SG.ACC he see 
彼は（なくした）カギを見つけた． 
 
(17) 
'àbè ǂnóón-ìī=sà'à ts'áōn 
he chair=3F.SG.ACC make 
彼は椅子を作った． 
 
(18) 
ǂnóón-ìī=sà'à ǁháá 
chair=3F.SG.ACC carve 
椅子を作る． 
 
(19) 
'àbè kùà báāsè=bà'à kx'óán 
he IPFV bus=3M.SG.ACC wait 
彼はバスを待っている． 
 
(20) 
'àbè khóè=m̀   àà=sà'à  kùà kx'óán 
he person=3M.SG.GEN  arrival=3F.SG.ACC IPFV wait 
人が来るのを待つ（彼は人の来るのを待っている）． 
 
グイ語では「人が来るのを待つ」は非文となるが，ガナ語では言える． 
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(21) 
'àm̀ àà=sà'à  cē kùà kx'óán 
he arrival=3F.SG.ACC I IPFV wait 
人が来るのを待つ（私は彼の来るのを待っている）． 
 
これもグイ語では非文だが，ガナ語では可能． 
 
(22) 
cē kùà khóè kà kùà  àà=bà'à  kx'óán 
I IPFV person REL progressive come=3M.SG.ACC wait 
私は彼が来るのを待っている（lit. こちらに向かってきている人を待っている）． 
 
(23) 
'àbè kùà páātsì=sà'à kénē 
he IPFV purse=3F.SG.ACC look.for 
彼は財布を探している． 
 
(24) 
'àbè ǂúī=dzì  xò=dzà'à  'ánā-hà 
he many=3F.PL thing=3F.PL know;JNCT-PRF 
彼はいろんなことをよく知っている． 
 
(25) 
cē 'ā=m̀  khóè=bà'à   'ánā-hà 
I that=3M.SG.GEN person=3M.SG.ACC  know;JNCT-PRF 
私はあの人を知っている． 
 
(26) 
'àbè cì  ǀGúī kx'úī=sà'à   kx'úī 
he IPFV  G|ui language=3F.SG.ACC speak 
彼はグイ語ができる（he is able to speak ǀGui）． 
 
cì を tā ‘trait’に交換することも可能． 
 
(27) 
'àbè tā ǀGúī kx'úī=sà'à   kx'úī 
he trait G|ui language=3F.SG.ACC speak 
彼はグイ語を話す（習慣）． 
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(28) 
'àbè ǀGúī kx'úī=sà'à   'ánā-hà 
he G|ui language=3F.SG.ACC be.skillful.in;JNCT-PRF 
彼はグイ語が巧みだ（知っている）2． 
 
(29) 
a. 'àbè ǀGúī kx'úī=sà'à   'ánā-hà 

he G|ui language= 3F.SG.ACC be.skillful.in;JNCT-PRF 
彼はグイ語を知っている（話せる）． 

 
b. 'àbè cì ǀGúī=sà'à  kx'úī 

he IPFV G|ui=3F.SG.ACC language 
彼はグイ語を知っている（話せる）． 
 
cì を tā ‘trait’に交換することも可能． 

 
(30) 
tsá-mā  'ánā-hà  cī chū ǁnàē=sì xò=sà'à 
2M.SG.GEN-Q know;JNCT-PRF 1.SG.GEN PST.2 state=3F.SG.GEN thing=3F.SG.ACC 
あなたはきのう私が言ったことを覚えていますか？ 
 
(31) 
a. cē 'àm̀  náḿbàrā  ǀ'ûrū 

I 3M.SG.GEN phone.number forget 
私は彼の電話番号を忘れてしまった． 

 
b. cē kā 'àm̀  rì kà náḿbàrā=sà'à  ǀ'ûrū 

I PST.N 3M.SG.GEN for of phone.number=3F.SG.ACC forget 
私は彼の電話番号を忘れてしまった． 

 
(32) 
ǁôōn=sè kx'ō 'ēsì ǀóán xà rà'à  úyā-hà 
parent=3F.SG.NOM PST.3 3F.SG.GEN child associative 3C.PL.ACC  love;JNCT-PRF 
母は自分の子供たちを愛していた． 
 
(33) 
cē bànānà=bà'à  ǁgàmā-hà 
I banana=3M.SG.ACC like;JNCT-PRF 
私はバナナが好きだ． 
 

                                                        
2 グイ語では「巧みである・熟練している」にǂnii を用いるが，ガナでは用いない． 
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(34) 
cē 'ā=m̀  khóè=bà'à   tsxáàn 
I that=3M.SG.GEN person=3M.SG.ACC  hate 
私はあの人が嫌いだ（一時的に嫌いになった）． 
 
(35) 
cē 'ā=m̀  khóè=bà'à   tsxâān-hà 
I that=3M.SG.GEN person=3M.SG.ACC  hate;JNCT-PRF 
私はあの人が嫌いだ（ずっと嫌いだ）． 
 
(36) 嫌悪を表す動詞 
ǂóó 'hold grudges against someone' 
ǁx'âōn 'not want something presently' 
 
これらの間の意味的な差異は未調査である． 
 
(37) 
cē kùà ǁnàbō=sèrà'à ǂ'án̄n 
I IPFV sandal=3F.DU.ACC want 
私は靴が欲しい． 
 
(38) 
cē ǁnàbō=sèrà'à ǂ'ánā-hà 
I sandal=3F.DU.ACC want;JNCT-PRF 
私は靴が欲しい（靴のことがずっと気になっている3）． 
 
(39) 
cē kùà màrī kénē 
I IPFV money need 
私には今お金が要る（be looking for money）． 
 
(40) 
cē màrī kénjā-hà 
I money need;JNCT-PRF 
私には今お金が要る（必要になってからずっといつ金が手に入るかといつも考えている; in need of 
money）． 
 
 
 
 

                                                        
3 ǂ'án̄n ‘be thinking about，concern about，either positive or negative.’ 
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(41) 
cī dèbāxò=bè  kì dyèē=sà'à  kéékèrè 'èsè  kùrū 
1.SG.GEN younger.brother=3M.SG.NOM PST.1 mother=3F.SG.ACC cheat she  be.angry 
私の弟がうそをついたので私の母は怒った． 
 
(42) 
cī dèbāxò=bè  kì dyìē=sà'à  kèēkèrè  'èsè 
1.SG.GEN younger.brother=3M.SG.NOM PST.1 mother=3F.SG.ACC cheat  she 
'àbà'à  kùrū-ǀxà 
3M.SG.ACC be.angry-against 
私の弟がうそをついたので私の母は弟に対して怒った． 
 
(43) 
cī dèbāxò=m̀   rì kà kèēkèrè=sì  kà dyìē=sè 
1.SG.GEN younger.brother=3M.SG.GEN for of cheat=3F.SG.GEN by mother=3F.SG.NOM 
kì kùrù 
PST.1 be.angry 
私の弟がうそをついたことで，私の母は怒った． 
 
(44) 
'àbè kùà 'âbā=dzà'à  bèē 
he IPFV a.dog=3F.PL fear 
彼は犬が怖い（今犬がいて，その犬を怖がっている）． 
 
(45) 
'àbè tā 'âbā=dzà'à  bèē 
he trait a.dog=3F.PL fear 
彼は犬が怖い（彼の性格について述べている）． 
 
(46) 
'àbè 'àm̀  ǁōōn=bà'à  ngéē-hà 
he 3M.SG.GEN parent=3M.SG.ACC resemble;JNCT-PRF 
彼は父親に似ている． 
 
(47) 
ǀnèn=sì kóò=sì  tsháā è tswáí-xà 
this=3F.SG.GEN  large.puddle=3F.SG.GEN water NOM salt-PRPTV 
この水たまりの水は塩分を含んでいる． 
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(48) 
cī  dèbāxò=bè  ngààkà 
1.SG.GEN younger.brother=3M.SG.NOM doctor 
私の弟は医者だ． 
 
(49) 
cī dèbāxò=bè  chū ngààkà=sì   'wà ǂāān 
1.SG.GEN younger.brother=3M.SG.NOM PST.2 doctor=3F.SG.GEN in enter 
私の弟は医者になった（lit. 医者に入った）． 
 
(50) 
'àbè chū 'âyā=sì  'wà ǂâān 
he PST.2 chief=3F.SG.GEN in enter 
彼は最近チーフになった（lit. チーフに入った）． 
 
(51) 
'àbè tā loori ǀnhúī 
he trait car drive 
彼は車の運転ができる． 
 
(52) 
'àbè loori=sì  ǀnhúī 'ánā-hà 
he car=3F.SG.GEN drive know;JNCT-PRF 
彼は車の運転ができる（運転を知っている）． 
 
(53) 
'àbè tā tsháā=sì  'wà cùè 
he trait water=3F.SG.GEN in move 
彼は泳げる． 
 
(54) 
'àbè qhán̄n=sà'à 'ànā-hà 
he talk=3F.SG.ACC be.skillful;JNCT-PRF 
彼は話をするのが上手だ． 
 
(55) 
'àbè kùà c'óèn-xà   qhán̄n 
he IPFV good-ADVLZ talk 
彼は上手に話をする． 
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(56) 
'àbè kàrò=sà'à  ǀ'ûā-hà 
he run=3F.SG.ACC not.know;JNCT-PRF 
彼は走るのが苦手だ（lit. 走りを知らない）． 
 
(57) 
'àbè kírī yà kàrò-'ò 
he be.hard in run-NMLZ 
彼は走るのが苦手だ（it is hard for him to run）． 
 
(58) 
'àm̀  kàrò-'ò  è  kírī 
3M.SG.GEN run-NMLZ NOM  hard 
彼は走るのが苦手だ． 
 
(59) 
'àbè kole=sì  'wà síí 
he school=3F.SG.GEN in go 
彼は学校に着いた（学校そのものに着いた）． 
 
(60) 
'àbè kole=sì  dzā síí 
he school=3F.SG.GEN to go 
彼は学校に着いた（reach the school area）． 
 
(61) 
'àbè dáò=bà'à  ǃxáǹn4 
he road=3M.SG.ACC go.across 
彼は道を渡った／横切った． 
 
(62) 
'àbè ǀnēn=m̀  dáò=m̀  ǀxùà kóòn 
he this=3M.SG.GEN road=3M.SG.GEN along go 
彼はこの道を通った． 
 
(63) 
'àbè ǀnēn=m̀  dáò=bà'à  ǂânā-hà 
he this=3M.SG.GEN road=3M.SG.ACC enter;JNCT-PRF 
彼はこの道を通った（to follow the path）． 
 

                                                        
4 グイ語からの借用． 
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(64) 
'àbè ǁàbā-hà 
he become.hungry;JNCT-PRF 
彼はお腹を空かしている． 
 
(65) 
'àbè ǀámā-hà 
he be.thirsty;JNCT-PRF 
彼は喉が渇いている． 
 
(66) 
cē qhâī 
I be.cold 
私は寒い． 
 
(67) 
cē qhâyā-hà 
I be.cold-PRF 
私は寒い（寒くなった）． 
 
(68) 
'ē qhâī 
it be.cold 
寒い． 
 
(69) 
cī 'óō 'wà 'è qhâī à cī 'óō 'wà chóòn tàān 
1.SG.GEN inside in it be.cool and 1.SG.GEN inside in pain NEG 
それは，私にとっては問題ではない（ので，私は辛くない，そんなこと平気だ）． 
 
cī  'óō è qhâī à chóòn tàān 
1.SG.GEN inside NOM be.cool and pain NEG 
それは，私にとっては問題ではない（私は辛くない，そんなこと平気だ）． 
 
qhâī「寒い」は精神状態が冷静であることを示すのにも用いられる． 
 
(70) 
ǀnēn ǀáḿ kà 'è qhâī 
this day on it be.cold 
今日は寒い． 
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(71) 
ǀnēn ǀáḿ è qhâī 
this day NOM be.cold 
今日は寒い． 
 
(72) 
cē 'àbà'à  chúúsà 
I 3M.SG.ACC help 
私は彼を助けた． 
 
chúúsà を ùī ‘help’に交換することも可能． 
 
(73) 
cē 'àbà'à chúúsà à 'àm̀ ǀxùà 'è 'úú 
I 3M.SG.ACC help and 3M.SG.GEN with 3C.SG.ACC carry 
私は彼がそれを運ぶのを手伝った（lit. 彼を助けて一緒にそれを運んだ）． 
 
'úú を kúú ‘carry’に交換することも可能． 
 
(74) 
cē 'ábà'à chúúsà à 'àm̀  ǀxùà 'è 'úú 
I 3M.SG.ACC help and 3M.SG.GEN with 3C.SG.ACC carry 
私は彼がそれを運ぶのを手伝った（lit. 彼を助けて一緒にそれを運んだ）． 
 
(75) 
cē 'àbà'à  'è  'úā-máàn 
I 3M.SG.ACC 3C.SG.ACC carry;JNCT-BEN 
私は彼がそれを運ぶのを手伝った（lit. それを運んでやった）． 
 
(76) 
cē 'àbà'à  ǂ'ûāǂ'ùà néúsìdyúm̀kà ... 
I 3M.SG.ACC ask why  ... 
私はその理由を彼に聞いた（lit. 「なぜ・・・」と彼に尋ねた）． 
 
(77) 
cē 'àbà'à  'ā=sì  xò=sà'à  bóōrī 
I 3M.SG.ACC that=3F.SG.GEN thing=3F.SG.ACC tell 
私はそのことを彼に話した． 
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(78) 
cē kì 'àm̀  ǀxùà ǁx'áē 
I PST.1 3M.SG.GEN with meet 
私は彼と会った． 
 
(79) 
cē kùà síí yā 'àm̀  ǀxùà ǁx'áē 
I IPFV go and 3M.SG.GEN with meet 
私は彼に会いに行く． 
 
(80) 
cē xà síí yā 'àm̀  ǀxùà ǁx'áē 
I can go and 3M.SG.GEN with meet 
私は彼に会いに行ける． 
 
(81) 
cē kì 'àbà'à  sáō-ǁx'áē  Xantsi=sì  'wà 
I PST.1 3M.SG.ACC come.across Gantsi=3F.SG.GEN in 
私はハンシーで彼と会った． 
 
(82) 
cē kùà síí yā 'àbà'à sáō-ǁx'áē Xantsi=sì  'wà 
I IPFV go and 3M.SG.ACC come.across Gantsi=3F.SG.GEN in 
私は彼に会いにハンシーに行く． 
 
(83) 
cē xà síí yā 'àbà'à sáō-ǁx'áē Xantsi=sì  'wà 
I can go and 3M.SG.ACC come.across Gantsi=3F.SG.GEN in 
私は彼と会いにハンシーに行ける 
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